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職業 年齢 性別 ご意見の概要 御意見及びその理由

24001 個人 学生 ２０代 男性 ゼロシナリオを支持します もう僕は安心という言葉の意味が曖昧になってきています。色々な立場の人の事を想像したのですが、どれもイメージが落ち着かず、未来というより現在にも起こりうる事故を考えると安心でき
ません。

24002 個人 無職 ６０代 男性 原発ゼロシナリオを選択する 原発ゼロシナリオを選択する。

原発をコントロールする技術は使用済み燃料の処理を含め未完成であり、まして地震の巣窟のような日本においては、原発を安全に稼働するなどは不可能である。
そして一旦事故を起こせば、その影響の大きさと深刻さは計り知れず、かつきわめて長期間継続するという他の事故と比較できない異次元なものである。
一部コスト面から原発を優位とする意見もあるが、それは基本的に「正常に」稼働していることを前提とした数字上のマジックであり、事故を起こした時の影響の過小評価に基づいているに過ぎ
ない。
それは単なる理論上の問題ではなく、東電という超優良会社の経営をいとも簡単に破綻させる程の経済的不合理性を持っていることを現実的に示されたのである。
そもそも、社会の安全で正常な営みを根本から脅かすような危険性と一時的な経済性を比較する方が間違っている。
政府は速やかに原発に依存しない社会を目指すことを明らかにし、総力を挙げて再生可能なエネルギーの開発に取り組むべきである。

24003 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 「エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見で
す。2030年までに必ず「原発０」を達成することを求め
ます。

原子力は人類がコントロールできるものではないことが明らかになった。子供たちの未来に負の遺産を残すわけにはいきません。
原発からの即時撤退とエネルギー政策の転換を求めます。

今現在ある「放射性廃棄物」や「使用済み核燃料」などの処理すらできない中で、さらに、福島第1原発の事故処理すらできない中で、これ以上の「核のゴミ」を排出することは許されない。

「人類のいのちを守る」ための政策を実現することを求めます。

24004 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 「そして何も変わらなかった」という結末になるとした
ら、福島の“犠牲”に一体何の意味があるだろう。福島
を教訓とするのであれば、ゼロシナリオの選択肢しか
ありえない。

原子力も火力と同じで燃料がなくなれば、発電できない持続不可能なエネルギー。太陽光など持続可能な自然エネルギーに転換すべきだ。原発はコストも高い。核廃棄物は最後はどう処分す
るのか見えていないし、原発事故を無限責任でカバーしようとするとコストは桁違いの金額になる。
福島第一原発事故は日本という国が原子力を扱う資格がないことを明らかにした。起きないと言った水素爆発が起き、１００億円以上かけて整備した緊急時迅速放射能影響予測ネットワークシ
ステム（ＳＰＥＥＤＩ）を避難に使わなかった。それなのに、安全性を担保せずに原発を再稼働してしまった。
我々は福島から一体何を学びとったのだろうか。

24005 個人 自営業 ４０代 女性 速やかに原子力を停止して、再生可能なエネルギー
を広め、また、国民投票で、審議すべきかと思いま
す。

私は、毎日、畑で農作業しています。この美しい日本の農業を末代まであってほしいと願っています。陰暦に土を汚してはいけない日があります。昔から、人間は、自然に感謝して農業を営んで
きました。このまま、ウラン採掘し続けることは、土を汚していること。このつけが、いつか来るのではないかと不安になります。

24007 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 ゼロシナリオを選択すべきです。 福島原発事故の原因が解明されないままの再稼働は，再び原発事故を起こすことが考えられます。
今もなお，故郷を追われ，我が家に帰ることもできない人たちがたくさんいます。
同じ境遇の人たちが，さらに増えてしまいます。
もう二度と同じ過ちを繰り返してはいけません。

24008 個人 無職 ３０代 女性 2030年ではなく、即刻停止を求めます。 今まで、私は核兵器には反対する意思を明確に持っていましたが、原子力エネルギーに対しては鈍感でした。

しかし、核兵器同様、核の平和利用においても、多くの環境や人の健康に悪影響を及ぼす可能性を秘めていることに、東日本大震災にて身をもって気づかされました。

原子力の発電力は確かに夢のようかもしれません。しかし、今の状況は悪夢に他なりません。このような事故が起きた際の補償をカバーする保険に入れるのであればいいでしょうが、現在の原
発にはそこまでのリスク管理はされていないからこそ、被害を受けた人々への補償が行き届かないのでしょう。

スーパーで安売りされる福島産の美しい桃を見るたびに胸が痛みます。それは適切な価格とは言えない。政府はそれを風評被害と言いますが、これは実害です。きちんとした検査体制と厳しい
基準があれば風評被害は起こらないからです。

このような事故をもう2度と起こさないでください。

また、核のゴミの問題もあります。廃棄物の処理の仕方も確定していない施設を運転することは間違っています。

原子力エネルギーを始めたことが過ちだと思います。
一刻も早い停止と、廃炉に向けた準備を希望しています。また、3つの選択肢だけではなく、即時停止の項目を加えることを希望します。

内閣府のみなさまにおかれましては、どうぞ私欲は捨て、良心と良識に基づいたご判断をしていただけますよう、お願い申し上げます。

24009 個人 その他 ４０代 男性 ゼロシナリオを支持します。 福島第一原発の事故で、大気・大地・海中に放出された放射性物質を、人間の力で回収する事ができるとは思えません。自然界に放射能は存在するのはわかりました。しかし、人間がつくりだ
しているすべての放射性物質が、自然界と調和するとはとても思えません。それは、事故後の福島第一原発には、生身の人間が未だに近づくことができないという現実を見れば、誰の目にも明
らかです。人間が対処できる物質ではないのです。
そういう性質を持つ原子力に頼ることが良い訳はありません。
「脱原発」は、人間が、そして地球が、現在と未来のために採るべき道筋だと思います。

24010 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 3つの選択肢の中から選ぶのであれば0％を支持しま
す。あくまでも再生可能エネルギー、自然エネルギー
を前提として。また、この先もずっと抱えていかなけれ
ばならない核のゴミについても責任を果たしつつ。

まず、何故この3つの選択肢しかないのかが理解できない。原発依存率0％を選択したとしても自然エネルギーや核のゴミ問題については全く触れられておらず、選択する人間にただパーセン
テージのみ突きつけられて選択をさせる。そして一般国民にはこの情報が果たして行き渡っているのかも不安です。

今なお自宅へ帰ることのできない方々、情報隠蔽により子供を守るために自主避難している人々、汚染され続けている地で生活を余儀なくされている方たち、酪農家、農家、漁業関係者、その
他生きる糧を奪われてしまった方々への保証も含め、自然エネルギーへの移行、核のゴミの責任を大前提とした原発依存率〇％を支持します。

24011 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 東日本大震災の経験で原子力は現在の人類の手に
余ると十分認知されたはずです。たとえ家庭の経済負
担が増えるとしてもゼロシナリオを採択するべきです

ドイツは2000年より脱原発を進めてきました。そして電力供給不足が見込まれたことで2010年には見直しがかかったものの「FUKUSHIMA」の事故を受けて2022年までに段階的に閉鎖することを
再度決めています。海外でさえ福島原発事故をここまで重く見ているのに日本が安易に再稼動に踏み切っているのが理解できません。
ドイツではかなり思い切った電力値上げと再生可能エネルギー導入を進めているために、家計にも大きな負担を強いています。しかし、そこまでしなければ太陽光の導入も節電も短期間で進め
るのは難しいと思います。
電気代の値上げを進めて現在のメガソーラーの買取価格長期固定や家庭への太陽光導入補助金制度の原資とすべきです。
国民にゼロ化のデメリットをきちんと明示して合意を取るべきです。
原発撤廃によって電気代が上がるのなら、今までの料金が間違っていたのだということです。
そして政府が再生可能エネルギーの開発にもっと注力して資源に乏しい日本での安定したエネルギー供給を可能にしていく必要があります

24012 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 「ゼロシナリオ」選択
原発事故に伴い、放射能が散乱した。
散乱した結果を人間の手で対応することはできないた
め、
原発をなくすことが必須である。

放射能はいったん外に出ると私たちの生活環境を奪ってしまいます。故郷を失った福島県民のこと、再び他で事故が起こることを考えると、原発をなくすことが絶対である。

24013 個人 自営業 ３０代 男性 原発ゼロシナリオ 原発再稼働は絶対に止めて、場当たり的な原発の運用をやめて日本の高い技術を生かして他のエネルギー（地熱、太陽等）生産の技術を高めその技術を他国に
輸出できる様にするべき。
核廃棄物を捨てる所もない、そしてそれを管理できる政治力も道徳も無い国に原発の管理は無理。日本全国いつ地震が起きてもおかしくない状況の中原発の管理はずさんすぎる。電気は技術
や労力でカバーで切れけど一度失われた自然は帰ってこない。人と自然があっての経済、原発推進は母なる大地を切り売りしてるような物。
日本の国土を切り売りしないでください。原発絶対反対！！
福島の総括が何も出来ていないまま再稼働は愚かそのもの、あなたの子供を原発の危険にさらせますか？
脱原発、いましかない！！

24014 個人 自営業 ４０代 女性 原発０％ 原発があるだけで、被曝する作業員、近隣に住む人々の被曝がある。また処理も展望のないまま。そんなキケンのあるまま、利便、経済的な観点で、原発がある事自体、問題だと思う。他の環
境にやさしいエネルギーを考えるべきだと考える。また、大きなプラントを作るのではなく、小さな地域内のエネルギーを作るシステムを考えるべきだと思う。
とにかく、原発反対。脱原発。０％です。

24015 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 男性 原発即時全廃してください。 いつ事故を起こすかもわからない原発が５０基以上も近くにあり、
廃炉のめどもたたない状況では
一生懸命働く気も起きません
何もやる気になれません
子供にも申し訳ないです。
原発は即時廃止をしてください。

24016 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 原発はコントロールできていますか?
福島の事故を見れば明らかです。
故に原発は2030年までにではなく即刻0にすべきで
す。

１ 福島の原発事故は、無責任な野田総理が言うように終わってはいません。福島から放射能を除去できていますか。福島を元に戻せますか?  人類は原子核分裂を完璧に制御できていないの
ですよ。故に、2030年までに0％にするのではなく、今すぐにゼロにすべきです。
2  やらせ公聴会をして国民的議論の体裁をとろうという考えを、民衆はすでに見抜いています。そして政財官とお抱え学者の原子力推進派の目論見は、必ずや破綻します。あなたたちは原発
政策を推進したいのでしょうが、そうはいきません。もう嘘はやめにしませんか。
3  福島の事故の責任は100％、国と東電にあります。なのに国と東電は誰も責任をとっていません。あなたたちは、責任を感じて福島の除染にきましたか？あなたたちは福島県民に対して土下
座して謝りましたか？聞いたことも見たこともありません。あなたたちの責任の取り方とはどのようなものですか？明確にしてください。

24017 個人 自営業 ５０代 女性 原子力は０％ 今回の事故でもわかるように、原子力は核のごみも含め　人間がコントロールできるものではないと思います。
停止した炉　核のごみいずれにしろ莫大な予算がつぎ込まれます。

ごみも絶対増やさないためにも０％にすべきとおもいます。

目先の経済を考えるとダメージがあるし
個人の我慢や努力も必要です。
しかし予算を組み　一日も早い再生可能エネルギーへシフトすべきです。

地下資源の少ない日本ですが
太陽や海という無尽蔵のエネルギーが眠っています。
本当に大変と思いますが、こんな事故があった国だから、
世界に先駆け無尽蔵のクリーンエネルギーが経済を動かす国に、

今　経済は停滞していて物はあふれ　資本主義や今の経済のあり方が変わってゆくべき時のように思います。
人の欲望ではなく、理性ある経済でないと、温暖化や貧困の問題は解決しません。

国が将来像をはっきり打ち出すこと
原子力は０％　再生可能エネルギーに頭脳を結集する。
大変な大きな壁ですが先の未来のために

頭脳を結集してみな力をあわせ大きな壁を乗り越えるべきと思います。
　

福島の原発事故で日本人が目覚めなければ、世界中からの笑いものに
なります。現に核汚染物質をばらまき続けていることで
日本は、援助できる先進国から、核の除染を手伝ってもらわなければならない後進国へ転落しました。

国民の原爆アレルギーを踏み潰しながら、たて続けた原発を
もっと増やしたいと考える日本政府は、
私たち国民の平和を求める心、他人に迷惑をかけたたくないという心をも
踏み潰しています。

日本は、３・１１以降あたらしい持続可能な再生エネルギーの時代に
否応なしに突入してしまったのです。
今更、原発を推進していくなんて、愚の骨頂です。

日本政府が国民の代表であれば、アメリカの奴隷でなければ、
私たちは、新しいエネルギーの時代に入ったことを
喜び、そして、その方向に舵を取るべきです。

いつまでもアメリカ政府（または、闇の組織）を上座に
おかないでください
日本政府は、日本人のための政治を
行ってください。
日本人は、優秀な民族です
知恵を集めれば、きっと皆がしあわせで、平和に生活ができる
素晴らしいエネルギーをきっと見つけ、実現していくことができます。

政府は、一番に国民の幸せを考えるべきです。
福島県民のような、何世代にもおよぶ負の遺産を残すべきでは
ありません。

24006 個人 その他 ５０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を選びます
　
陽の目を浴びていない、再生可能なエネルギー、その
他の素晴らしいエネルギーの研究の採掘と発展、実
現を望みます。



24018 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 廃棄物・事故の危険が大きい原発の廃止は論理的必
然。原発がないとダメという主張は、駄々をこねる子
供の言い草。

政府は脱原発を宣言し、法制化すべき。民間活力を活用するため、具体的な期間や進め方に議論の余地はあるが、方針は明確にすべき。

そもそも超長期の保管が必要な危険な廃棄物や、想定外の事態(文字通り想定外なので予測不可能)で発生する事故による影響が大きい原子力発電は、麻薬と同じで、人が使うべきものでな
い。

経済界という発言力の大きな組織がメリットだけを享受する原子力発電を、経済界が自己規制することは考えられない。彼らにとって原子力発電は、気持ち良くなるだけで副作用(健康被害)の
ないクスリであって、麻薬ではない。

しかし我々 一般国民にとって原子力発電は、危険な廃棄物と大事故がセットの、健康被害を伴う麻薬である。

原子力発電の廃止を明確にし、経済界から麻薬を取り上げる政策を確立することを政府に求める。

つまり「ゼロシナリオ」の実現を希望します。

国立社会保障・人口問題研究所の2030年の人口の推計(死亡・出生ともに中位)は2010年比マイナス8%で、高齢者の割合も23%から31%へ増える。エネルギー需要そのものが減るはずで、省エ
ネルギーも進むことから、エネルギー需要がシナリオより減る可能性は大きい。

「ゼロシナリオ」は実現不可能ではない。
24019 個人 無職 ２０代 男性 私個人の意見としましては、日本国がこれから原発依

存度ゼロという目標を前提として国家運営をしてほし
いと思います。

理由といたしまして、
安全上、事故後の対応。先の東日本大震災における福島第一原発の事故、事故後今日までの政府及び電力会社の対応を見るに、今までの安全基準などまさにあってないようなものと見受け
ました。
莫大な数の被害者を生み出した一方、彼らへの保障や説明が充分であるとはとうてい思えません。また被爆ということに関しては、これから10年、20年あるいはそれ以上、すぐに結果が集計で
きるものとは思えませんし、長い時間のなかでうやむやにされてしまう危険が高いと思います。
新しい安全基準なども、所詮は紙上の話で実際にどのような天災（もしくは人災）に見舞われるかなどということは誰にもわからないと思います。
とにかくこの悲劇を繰り返してはいけないと強く願います。
経済的な理由。既に原発の建設から稼動、廃炉にいたるまでの過程でのコストの高さは周知のことと思います。また燃料費や使用済みの燃料の処理の問題など数えあげればきりのないものと
思います。動かし続けるよりも、新しい道を探さなければいけないときだと思います。
必要電力については、専門家ではないので数字の話はわかりませんが、例えば送電線を電力ロスの少ないものにするとか東西日本の周波数の統一をする。電力市場を自由化する。などの処
置はまだまだできると思います。また、日本ほど電力の無駄使いをする国もないと思うほど、非常に無駄な消費が多いと思います。そこは個人のモラル次第ではありますが、メディアを通じての
ＰＲくらいはできるだろうし徹底することで効果はそれなりにあるはずと思います。
以上簡単にではありますが私の意見とさせていただきます。
放射能汚染の被害については、これから先何十年何百年と我々の次の次の次の、、、、
何代先の世代にまで影響するものであり、とりかえしのつかないことがもうすでに起きています。その深刻さを、もう少しよく考えた上での決定を期待しております。

24020 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 2030年までに原発比率ゼロにし、当面は石油・石炭・
天然ガスによる発電を中心に電力需要をまかないな
がら、よりエネルギー効率の良い社会をめざすべきだ
と思います。使用済み核燃料の再処理はやめるべき
です。

原発が日本のような地震国においては危険であることは先の震災で実証されました。また温暖化対策になるというのも大局的には（採掘過程や処理も考えると）疑問であるし、ウランも（石油と
同様に）輸入に頼っており、しかも有限の資源であります。しかも「トイレのないアパート」と形容されるように、放射性廃棄物の処理は未だに解決していないし、再処理やプルサーマルに関して
は危険で論外です。このようなものに将来も頼ることはできません。
今回の震災でもう一つ実証されたことは、原発がほとんど稼働しない状況でも工夫次第で電力はまかなえるということです。これを貴重な教訓として、よりエネルギー効率の良い社会をめざすこ
とが、これからの日本の目指すべき道だと思います。
二酸化炭素が少しぐらい増えても人間は生きられますが、原発事故が起こればおしまいなのです。そんな危険なものから一刻も早くさよならしましょう。

24021 個人 学生 ２０代 男性 エネルギー政策、特に原子力発電所の今後に関して
は、電力が経済に非常に強い影響を与えるという点を
常に念頭に置き（当然0シナリオなどはありえない）、
政府主導で決定していっていただきたい。

国民の命を支えるのは経済だと思います。これはリーマン・ショック時の派遣村や、多くの労働者やその家族が路頭に迷い生命の危機にさらされたことを思い出していただければ明白かと思わ
れます。その経済にとって、電力の値上げというものは非常に強い悪影響を与える。今まで、低コストかつ安定的に電気を供給できる原子力発電を利用していた。これを急に停止させることはそ
もそも国民の命を支える経済政策として妥当ではないと考える。なぜならば、原子力発電を停止させたことにより、その多くを火力発電に頼り、また、国民の節電に頼ってきた。しかしながら、火
力発電の依存度を高めるということはその原料である石油を大量に輸入するということであり、非常にコストがかかる。その結果、電気料金が上昇し、多くの企業は苦しめられる。また、国民の
節電に頼るというのも昨年のように計画停電を行えば、常に機械を動かさなければ大きな損失を被る工場などに非常に負担を強いる結果となった。このように負担を企業に負わせれば、企業
は海外へ逃げ出し、日本の労働市場はますます小さくなるだろう。その時、ほんとうに困るのは労働者であり、これからの若者である。反原発を叫ぶ人々は子供たちの未来だとか、命よりも電気
かなどと述べるが、本当に子供たちの将来や、国民の命を守りたいのであれば、原発を０にするとの意見は妥当でないと考える。少なくとも科学的に安全であると判断された（この安全性は国
民が安心だと感じる程度ではなく、純粋に科学的に安全だといえればそれで足りる）ものから再稼働していくべきであると考える。そして、最後に、政府主導で決定していって欲しいと述べた理由
は、国民は原発に関して無知であり、専門的能力を有していないためこの議論を行う能力を有していないと考えるためである。上記の私の意見が如何に根拠無く、論理性に欠けているかを考え
ていただければ、その点も理解していただけるのではないだろうか。国民のうちにどれだけの人間が事故調の調査結果に目を通したであろうか？どれだけの人間が放射能と放射線の違いを理
解しsvなどの単位の違いを理解しているだろうか？どれだけの人間が、科学的な発がん性の低さを知っているのだろうか？それらの点を鑑みれば、やはり国民には原発の議論をする能力を備
えていないと考える。したがって、専門的能力を有する政府主導で決定していっていただきたいと考える。以上

24022 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 「エネルギー・環境に関する選択肢」は、わが国が本
気で原子力を減らす決意があるのだとしたら、「０％」
しかありえません。

大前提として、昨年の東電のような事故は二度と起こしてはならないというのがあります。
地震が多い日本で「原発依存度を可能な限り減らす」というのであれば、限りなく0に近づけるのが当然のことと思われます。
しかし、原発推進派、反対派の妥協点として選択肢にあげられたとしか考えられない「15％」では、いまだ実現の可能性のない核燃料の再処理が含まれていますし、現状維持というよりも、今現
在安全が確認できずに停止している原発の再稼働が含まれているというのは、本当にありえない話です。
火力の稼働を押さえてまでも原発を動かしていたのでしょうから、文字通り原発をこのまま収束させ、元の火力の割合を増やしたり、新しいエネルギーを開発していくのが自然な流れです。
（もし選択肢に「５～７％」あたりがあれば、多少は選択の余地もあったのかもしれませんが・・・15％はありえません。）

世界が日本のエネルギー政策に注目しています。
ここで、現状の原発を維持する15％以上の選択をしたときには、どこの国からも見放されることが必須ではないでしょうか。（もしくは原発漬けにされたり、核の捨て場とされてゆくか。）

電気は十分足りています。小学生でもわかる足し算・引き算です。
足りないというのならば、街中にあふれている自動販売機をなくし、無駄なテレビ局を減らし、無駄な原発をなくすことです。
原発を維持することで電気代が今の1/4になるというのならまだわかりますが、今より上がると言われています。
同じ値上げを強いられるのであれば、もう原発はいりません。

将来の世代のために、世界への責任のために、原発はゼロにしましょう。

24023 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 日本は今回の事故を教訓により安全な原発を作り、
世界に寄与すべきです。また、日本が原子力技術を
有していることは、安全保障上、抑止力になります。

海外は東日本大震災以降も日本の原子力技術を活用し、原発の建設を進めています。日本の技術力に対する世界の信頼と期待は非常に高いのです。日本は今回の事故を教訓に、より安全
な原発を作り世界に寄与すべきです。
また、日本の隣国には領土拡大の野心を持つ核保有国があります。日本が原発を廃止して喜ぶのは誰かをよく考える必要があります。日本が原子力技術を有していることは、安全保障上、抑
止力になります。

24024 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 （1）ゼロシナリオを強く求めます！
人類に核をコントロールする能力はありません。核の
ゴミを無害化する方法も無いまま推進するのは無責
任で罪です。
これからは再生可能エネルギーを目指すべき。

昨年の原発事故いらい様々な問題が国民の眼前に噴き出されてきました。
多くの人が自問し、議論し、決断することが重要ですが、そのさいには
けっして、今だけ良ければ、、、自分だけ良ければ、、、金さえあれば、、、と
ならないように切に願うばかりです。

24025 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 最終的には原発ゼロを目標とするのがごくごく自然な
考えだと思います

原子力は使用済み燃料の保管、管理に莫大な時間とコストがかかると考えます。
また、事故が起きた場合には取り返しのつかない代償があるということを今の福島をみれば一目瞭然です。

やはり責任をもって処理できないもの（事故対応が出来ない）ものは使用するべきでは無い。ただし、ここまで原子力に頼ったエネルギー政策を今すぐにはやめられないのは当然のこと。必要最
低限の稼働に留め、将来的にゼロを目指す以外に道はないと私は考えます。

どうしても原子力をすすめるなら産地地消で行うべきです。地方だけにリスクを負わせるのは矛盾がありすぎ。安全で東京に原発を作れるというのであれば私は原発を推進します。危ない物を
地方に金で押し付けるやり方が非常に不満があります。

日本は東京だけでは無い。東京を守るために浜岡原発を停止させた菅政権は原発を危険なものだと日本中に知らしめたものだと思います。まずは浜岡を再稼働させれば国民感情はかなり緩
和するのでは。東京もリスクを追うわけですから。

24026 個人 その他 ４０代 男性 原発依存度は０％にすべきである。しかも、２０３０年
を待たずに０％にすべきである。危険性・環境性・経
済性の全てにおいて原発は不要。

原発依存度は、以下の理由から0％にすべき。
理由(1)：事故の影響が大き過ぎる。即ち、生命の危険は勿論のこと、環境にも悪影響を及ぼす（放射能汚染は最悪の環境破壊である）。
理由(2)：事故がなくても命を削らないと維持できない原発は人間の尊厳に反する。
理由(3)：海外活動が盛んになってきた昨今、日本製品のクリーンな、環境に優しいイメージ（メイドインジャパンのブランド力）を形成するためにも、クリーンエネルギーへの政策転換が必要。
理由(4)：原発廃止により電力会社の利益構造は崩れるが、利益構造は他の方法で代替可能。他の方法は法律を整備する必要があるかもしれないが、原発を辞めれば国民の理解は得られ
る。国民は電力会社を倒産させろと言っているのではなく、原発を廃止すべきであると言っているのである。
理由(5)：原発以外のエネルギー技術（燃料電池、太陽電池、コージェネレーション、風力発電、地熱発電、等）の技術革新を押し進めて、日本産業の発達に寄与すべき。今、それを押し進めない
と、諸外国に遅れを取る。
理由(6)：原発に投ずる税金をクリーンエネルギー促進のための費用に回せば、産業も活性化する。

24027 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ゼロシナリオしか考えられません。 ３．１１の福島原発事故被害を考えれば、ほかに選択肢はないのではないでしょうか。使用済みの核燃料の処理方法も決まっておらず、再処理もできず、いったん外に出てしまったら取り除くど
ころか、近づくこともできない放射線を、とうてい人間が管理できるとは考えられません。ゼロシナリオ以外は、地震国である日本が選ぶべき道ではないと思います。自民党政権時代の失政（意
図的？）、負の遺産を捨てていく道を選ぶべきではないでしょうか。パブリックコメントに国民のうちどれだけの人が意見を寄せるかは分かりませんが、公聴会や一部人たちの意見で決めて良い
問題であるとは思えません。パブリックコメントも含めたより多くの人の意見を大事にしてゼロシナリオを選んでほしいと思います。

24028 個人 無職 ７０代 男性 ゼロシナリオを要望する。
原発の新設は中止、原発は出来るだけ早くゼロにす
る事を決定すべきだ。
現状の原発は、実用化するには未完成の技術であ
る。

理由は、
１．事故を起こした場合、放射性物質を放出し、元の環境に戻せない。
　　福島の数万人の人が将来の生活に不安を抱いている。
２．使用済み核燃料を安全に何百年も管理することは保証できない。
　　１．２の理由から、未完成の技術である原発は中止すべきだ。

３．科学は万能では無い。
　　将来の技術開発で１．２の問題が解決できると根拠もなく期待し、
　　原発を推進するのは無責任だ。
４．豊な生活をするために、１部の人、未来の人達に迷惑をかける生き方は、　　倫理的に許されない。
５．過剰なエネルギー消費生活から再生可能なエネルギーを主体にした生活に　　変え、未来の人から預かった地球の資源を浪費せず、次世代の人に渡せる　　生き方に変える良い機会だ。
　　我々日本人が、そのような生き方が出来る事を世界に示そう。

24029 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発ゼロ、それも２０３０年までにではなく、即時にす
べきです。

　福島の事故を受けて、世界の多くの国が脱原発の重要性を再認識しました。そんな中、当事国が再稼働をしたというのは、本当に大丈夫なのか、なぜ教訓から学べないのかと奇異に感じられ
ていることと思います。
　原発事故で、多くの人がたくさんのものを奪われました。故郷や、家族との生活を失った方たち、被爆した方たちはもちろん、近県の農林水産業の方たち、その食品を扱う流通業の方、観光は
じめいろいろな企業の方、子供の健康を心配して食べ物に気を使わざるを得ない親たち。もう３．１１の以前にはもどれない。絶対に安全だと言い続けていた東電と国はどうしてもう済んだことと
いうような顔をしていられるのか。ましてや再稼働などと言えるのか。「想定外」があるのなら、絶対安全とは言えない。
　傷ついた国民の痛みがわかっているなら、国民の生活を守るために再稼働などと言えないはずです。原発をとめて困ることがあるのなら、それを解決する道を探していくのが政治の仕事では
ないでしょうか。
　電力会社の利益を守るため、節電で景気が落ち込むのを防ぐため、どちらも大切なことでしょう。でも、そのために原発を動かすというのは、あまりにもリスクが高い。核の廃棄物のことも考え
ると、絶対にこれ以上動かすべきではない。今やりすごせればいいんじゃない、先を見通した政治をしてほしい。
　断層の件など、安全性の確認自体も信用していいのかわからない原発を動かす権利がだれにあるのか。責任の取りようのないことを、すでに起こしてしまったのに。地震の巣である日本での
原発は全くクレイジーです。大地震はいつ来るか予測できないのです。
　即刻原発ゼロにすべきです。

24030 個人 自営業 ３０代 男性 原発ゼロシナリオを選びます。 原発ゼロシナリオを選びます。世界の原発の10%を地震大国日本が保有する必要ないと思います。福島の例をとっても、日本に原発は必要ない。原発なくても電気は足りてます。何のために稼
働の是非を問うてるのか不思議なくらい明白。

24031 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 「ゼロシナリオ」選択
放射能は、いったん外に出ると私たちの生活環境を
奪ってしまいます。故郷を失った　福島県民のこと、再
び他で事故が起こることを考えると、原発をなくすこと
が絶対です。

なぜ、全国民が危険だとわかっている原発を今も信頼し続けるのですか。
なぜ電力不足だという理由だけで、国民の命を危険にさらし続けるのでか。
自分たちだけよければ、後世のことは関係ないのですか。
この世には「絶対安全」という言葉はありません。
今すぐ、原発をとめ、自然エネルギーへの転換を図る時期ではないでしょうか。
勇気ある、そして実りある決断を待っています。

24032 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発停止が続けば電気料金が上がります。この不況
の中、電気料金が上がれば、私たちは家計を切り詰
めるしかありません。本当に困ります。

概要に記載のとおり。

24033 個人 パート・
アルバイ

４０代 女性 原発0% 原発0%。天然資源があるから。

24034 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 地方部は地熱発電をベースに自然エネルギーで補完
発電する。
都市部は高効率ＬＮＧ火力発電、民間の（工場）発電
などでまかなう。
電力需要は省エネと人口減があり、下がるため原子
力ゼロ％でもやっていける。

１．原子力について
　原子力はＣ０２は出ないが、放射能及びゴミ問題が発生する。最終及び中間貯蔵施設も決まっていないし、近場につくって欲しくない。廃炉にする原子力発電所に貯めていくのが一番いいと思
う。どちみち汚染された土地なのだから他に利用価値が無い。最終処分地として有力ではないのだろうか。これ以上汚染された土地を拡散してはならない。
　原子力発電所がある自治体は大変であるが、その分補助金を受けていたし、最終処分場にして、その後も交付金をもらえるようにすればいい。
２．自然エネルギーについて
　太陽光や風力はいいけど安定性と立地問題もあるし、適地は東京から離れたところにあるのは考え物である。送電ロスが馬鹿にならない。日本は地熱発電に力を注ぐべきである。現在の技
術であれば低温度差発電技術もあるし、ナナメに掘る技術もある。また、国定公園は無理だというが、ダムのように押し切る力があれば、地熱発電所を建設することは容易である。
３．火力発電について
　火力発電は、東京などの都市内にＬＮＧなどを使って発電すればいい。送電ロスも少ないし、場所がなくてもいい。工場の余った熱を利用して発電してもいい。昔と違い石炭でも公害も少なく発
電できる。（神戸市のように）
４．これからの電力需要について
　エネルギー需要予測もあてにならない、これから少子化及び高齢化に伴い人口も少なくなるし、労働力も少なくなる上に、省エネ技術をあわせるとむしろ減少していくのではないか。
　グラフを見ると、増えていくように見えるが、人口減でどのように増えるのか。はなはだ疑問である。
５．結論
　都市部は火力、地方部は地熱・水力で発電をおこない。補完する意味で自然エネルギーを利用する。
　原子力は廃炉を基本にし、核のゴミは施設内に一時保管では無く、最終処分場を併設して、最後まで責任を持つ。



24035 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発比率ゼロを目指すべきです。 １．原発が存在するための合理的理由がなくなった。
　安全、安い、安定性という原発の存在理由が、震災事故により
なくなりました。危険で広範囲に悪影響を及ぼす。コストも運転
費が安いだけ。安定性に関しては、震災が起こるとこれだけ不安
定な状態になってしまう。

２．原発がなくても電力は足りる。
　電力会社は電力不足を喧伝してますが、現在止まっていても、
不足にはなっていません。もはや不要です。

３．原発を取り巻く不安な状況がある。
　原発に関しては、利権が多すぎます。また安全管理のレベルも
低いことがわかりました。これを気に新しい発電技術の開発を進
め、新しい体制を作っていくべきです。

４．原発推進の矛盾
　原発推進派の人で、原発のそばに住んでもいいと言った人を見
たことがありません。彼らにとって、原発事故は他人事なのです。
都心に作れない危険なものは、消えてゆくべきです。どうしても
推進したい人は、子や孫を原発周辺に住まわせていただきたい。

24036 個人 無職 ６０代 男性 原発の比率は０％を目指す。まず原発の再稼動は、
行わない。新規建設もしない。大飯原発も、破砕帯Ｆ６
は活断層の恐れが極めて濃厚で、非常用取水管の破
断の恐れが濃厚なため、即刻、運転休止。

原発は「安価な電力」との宣伝がなされているが、使用済み核燃料の再処理の道は閉ざされており、廃炉費用も計算できない状況では「安価な電力」とは言えない。何よりも「福島」から学ぶべ
きは、まだ人類は原子力を制御できていないということ。日本が挑むべきは、無尽蔵とも思える黒潮や親潮・千島海流などを使う「海流発電」であると考える。

24037 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 貴方は自分の家を建てる時トイレのない家を建てます
か？原発は発電後の核廃棄物の処分方法が未だ決
まっていない発電です。将来の世代へ核廃棄物を遺
産として残すことは、エネルギー以前の問題だと思い
ます。

あたかも、国の提示方法は高度なエネルギー供給の問題に差し替えているように見えます。しかし、日本のみならず世界においても、これだけ科学技術が発達している現代においても、核廃棄
物の処分方法が決まっていません。決まる見通しさえありません。なぜ、原発をそこまでしてやりたがるのでしょうか？
別の意図があるとしか考えられません。国民はもう、見抜いているのです。
一般庶民に、原発の発想はありません。
土地を奪い、人間関係を奪い、農家の土地、漁師の海を奪い、子供、母、老人、全ての人間を悲しませ、こんな畜生以下の生き方をあなた達は決めて、自分の良心に誓って、墓場に行ってこの
世を振り返り、自分に誇りをもてますか？
あなたは、人間ですか？
誰から生まれてきたのですか？
母なる人間の生命から生まれてきたのではないのですか？
経済より生命尊厳です。生命こそが、政治の根本精神であり柱であるべきです。
原発にこだわる発想は、畜生以下の野蛮な物性としか思えません。人間ではありません。知性とは言えません。
米はわかっていても、戦争をやめられない。当たり前のことができる、聡明な日本、そして何より生命こそを第一の柱、根底にすえる国家を強く求めます。

24038 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原子力発電から派生した多くの技術が有益に使われ
ていることから、継続的な開発を行うべきで、２５％程
度を維持した方が良いと思われる。

確率論的リスク評価や品質保証など、原子力発電によって進んだ技術は少なくない。
確かに、こけてしまったのは事実であるが、それは、運用を誤ったことと、慢心による失敗が原因と考える。
使われている技術すべてが失敗したわけではない。
また、原子力の利用は意外と範囲が広い。これらのものをすべて否定する必要はない。

24039 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発ゼロシナリオを選びます。 原発ゼロシナリオを選びます。原発はいりません。もっと自然エネルギーを推進してください。原発は、絶対にいりません。残すべくは原発ではなく、循環できる世界です。どんどん人間自身が、
自分の首を絞めていってるんだと思います。遅すぎるかもしれないけど、今できることは、原発を止めることです。まず止めることです。原発は、いりません。あと、パブリックコメントをもっともっと
広く国民にわかるように広報すべきです。

24040 個人 その他 ４０代 女性 原発ゼロシナリオを支持します。きちんと処分できな
いものを、未来に残してはいけないと思います。私達
大人には、安心で安全な未来を子供達に引き渡して
いく義務があります。

私が住んでいる石川県には志賀原発があり、現在、活断層の問題から再調査をしていますが、とても不安な思いです。福島で起こったことは、他人事ではありません。もし同じ規模の地震がこ
こで起こり、原発事故が起きれば、同じように多くの人々がふるさとを追われ、汚染が広がることになります。同じことを繰り返すだけです。こんな地震国で、どこで同じことが起きてもおかしくない
のに、どうしてこれほどのリスクを冒さなくてはならないのか、理解できません。そして、今まで「国産」と聞いて安心して食べられたものが、今やそうではなくなっています。福島だけでなく、東日
本全体が汚染され、作物に影響を及ぼしています。これ以上、汚染を広げてはなりません。がれきも拡散させてはなりません。国民の命と健康を守るのは、政府の１番重要な使命ではありませ
んか。営利の追求や、複雑な利害関係にこだわるのをやめて、原点に立ち返ってください。「原発はやめます。だから国民の皆さんも、節電に協力してください」と言えば、必ず国民は理解しま
す。そして今まで以上に、自然エネルギーの開発にも力を入れていくはずです。まずは国民の命を守ってください。それ以上に大切なことなど、どこにもないのですから。

24041 個人 学生 １０代以
下

女性 再生可能エネルギーは電気料金の大幅な上昇を招
き、ドイツでは失敗したと聞きました。再生可能エネル
ギーでは原発の代替はできません。

ご意見の概要に記載済みです。

24042 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 ２０３０年までに原発依存度を０％とすること。。 原子力発電は行き場のない使用済み核燃料を絶えず作り出すという点で未来の人間に対する責任放棄だと考えます。何万年もの期間管理などできるはずありません。したがって、２０３０年ま
でに、しかもできるだけ速やかに原子力発電をやめ、その他の再生可能エネルギーにシフトチェンジしていくべき。

24043 個人 自営業 ４０代 男性 ゼロシナリオしかありえない。 原発を制御できない事が今回の震災おける人災によって証明された。このような状況で原発を運用する事はありえない。
更に、今回の人災による放射能大量放出の責任を誰も取っていない。被害者である日本国住民が自分達の税金で責任を負わされるのはあまりに理不尽であるし、これは、原発を預かる電力
会社やそれを監督する立場の政府並びに官庁の責任感の欠如そのものである。このような状況で原発をこの先も運用し続けるという選択肢を出すこと自体がナンセンスである。

以上

24044 個人 家事専
業

３０代 女性 ゼロシナリオを支持し、今すぐ原発をゼロにする。 原発が安価でないことがわかりました。使用済み燃料の最終処分方法も決まっていないのを知りました。

福島の除染も済んでいない上に、廃炉に数十年もかかる。
地震が活動期に入っているのに原発が安全と言えるわけがないと思う。

国民の意見をきちんと聞いてください。
どうぞよろしくお願いします。

24045 個人 学生 １０代以
下

男性 15シナリオを支持します 　原発はなくさなければいけないものですが、いくらそうは言っても限度があります。
　これから30～40年かけて廃止していければ良いペースだと思います。
原発を今すぐ全部止めろなどという意見は、国民の生活を無視するばかりでなく、火力による二酸化炭素排出量の増加などの弊害も無視していると思います。
　またそれだけでなく、電力会社の処理能力にも限度があると思います。今全部原発を止め、火力やその他をフル稼働させるとなると電力会社の事務も追いつかないのではないでしょうか。
　徐々に、徐々にが大事だと思います。
　最後ですが、地元の声をもっと大きく報じるべきだと思います。大飯原発の場合も、地元の方々は街の経済面などを考え再稼働に賛成していました。こういった声を例えばデモをしているような
人たちに伝えるなどしていただければ、国民の再稼働に対する理解も一層深まると思います。

24046 個人 家事専
業

５０代 女性 原発ゼロシナリオ(即時)を求めます 墓参りをするのに白い防護服着用なんて狂っています。まるで毒ガス室ではありませんか。このような状況にした責任はいったい誰が取って誰が元の環境に戻してくれるのでしょうか。とれる人
など誰もいないでしょう。原発以外のエネルギー源を探索すべく叡智を結集してください。創意工夫の得意な国民性を活かせば可能ではないですか。生態系を守り人間性のあふれるポスト原発
となるエネルギーシステムを生み出し、かつての「ものづくり大国ニッポン」のメンツを取り戻してほしいと思います。

24047 個人 無職 ５０代 男性 原発はやめられないでしょう 日本には エネルギー源もありませんしとりあえず原発をやめるのは 厳しいのではないのでしょうか
並行して新エネルギーを即急に開発する必要があります

24048 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 女性 原発に頼らない電力システムを構築し、再生可能な自
然エネルギーで電力をまかなえる社会にしてほしい。

電気についてなんて、今までは本当に全くと言っていいほど考えたことはなかった。けど東日本大震災、そして福島の原発事故を経験して思うことは、もう二度と同じ過ちを繰り返してはならない
ということ。そのためには、原発が稼働していてはいけない。だって、原発が稼働している以上、同じ過ちを繰り返す可能性があるから。地震が起きなくたって、放射能が漏れ出す恐れは必ずあ
るわけだし。そんなリスクを負ってまで今の生活を維持したいとは思わない。生活に最低限必要な電力さえあればいい。リスクを負った方法でたくさん電気をつくって、過剰過ぎる快適な環境と
星が見えないほど明るい夜をつくって、いったいなにをしてるんだろうって思う。こんなに電気が必要だろうか？過剰につくって、過剰に消費して、未来に責任を押しつけて。電気をつくる方法が
他に無いならまだしも、再生可能な自然エネルギーだって利用できるのに。そして、現に、原発に頼らずに電力システムを構築している国もあるのに。日本もそうなってほしい。むしろ、そうなる
べきだと思う。

24049 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ゼロシナリオに賛成します。 人の手で制御出来ない、万一があったとき 高いリスクに晒されるのは、私たち国民です。自分たちが何も出来ないまま、危険にさらされるより、現代の技術で、もっとクリーンで効率の良いエネ
ルギーを探すとか、人口の過密を減らし、郊外や地方に分散させれば、電力需要の逼迫も無くなるのではないでしょうか？

24050 個人 自営業 ５０代 女性 原発の再稼働を止めてください。
原子力以外の発電に、エネルギーと予算をもっと使っ
てください。
電気の発送電分離を　早く始めてください。

大手電力会社にまかせておく問題ではないはずです。
会社は、利益の追求をします。会社の利益のためです。
日本経済の発展を優先して、国民や自然環境をないがしろにする事に、なぜ　平気でいられるのですか？
間違った方法で壊された自然環境やDNAは、これから先、何万年も、何世代も、回復しないのです。今の利益を優先させる事を、正しい事だと思うのですか？
無責任すぎませんか？
クリアな頭で考えれば、原発無しで、電力を供給することが出来るのは、もう解っています。
日本は素晴しい、と納得するには、どんな理想が必要ですか？
素晴しい国民性を育むには、どんな環境や理念が必要だと考えますか？
世界中のためにも、石油やウランなどの有限な資源に頼らない　エネルギーの開発に、全力をあげてください。

24051 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ゼロシナリオを選択します。 全ての原発を即時撤廃し、速やかに廃炉作業に着手しましょう。

人類に核の制御は不可能です。

原発再稼働を進めていけば、いつでも起こりうる事故の危険を抱えつつ、処理不可能な核廃棄物を更に産み出します。

動いているだけで毒をバラまく原子力発電は今すぐにでも停止、撤廃、廃炉以外の選択はあり得ない。
1がこれに最も近い選択肢なので、選択します。

24052 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発ゼロにすべき。誘致から廃炉まで、莫大なお金が
かかる。核のゴミの処理方法も確率されておらず、と
ても危険なもの。原発マネーをぜひ新エネルギーへ！

原発には誘致から廃炉まで莫大なお金がかかるはずです。また、とても危険であることは全国民が理解したはず。核のゴミの処理についてもその方法が確立されていません。
そんな危険なものにではなく、新エネルギーに予算をもっていけば、原発分の電力をクリーンに作ることは今の日本の技術があればできるはずです。また、その技術を活用することが、日本の
経済の活性化にもつながると思います。
安全でクリーンなエネルギー開発にシフトし、それを世界へ発信すべきです。

24053 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発ゼロ（即時）・シナリオに賛成です。 フクシマの事故は大きな教訓を与えてくれました。それを活かすべきです。
日本は地震大国。原子力発電所を立てる場所も、放射性廃棄物を処分する場所も、ありません。
危険や不安を全国・世界に広くばらまく原発事故を、もう二度と起こさないためには、すべての原発を即刻停止し廃炉にするべきです。
エネルギーは小規模分散型再生可能エネルギーにすると、無理無駄むらがなく、新たな産業・雇用も生まれます。
そして安全安心な国になれば、この国に誇りを持ちたいと思います。

24054 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原子力発電はゼロにすべきと考えます。 東北大震災の結果から、自然災害の大きさによっては、これまでの対策が意味をなさないことが明確になりました。また、電力会社の危機管理も形骸化し、経営の意識問題や、現場の運営マ
ニュアル等の形骸化により、放射能問題がより拡大化した可能性が指摘されています。これから子供を中心に放射能の影響が出てくるかもしれません。一度の事故で、国土を汚染し、人身を危
険にし、経済を含めて取り返しがつかない悪影響を残しました。いくら経済のためとはいえ、時には制御不能となり、半数以上の人が反対していると思われる原子力発電を継続することは、反対
意識を通じて国力をより落としていくことにもなるでしょう。ドイツのように、原子力発電の危険性を認めて廃止の方向を決定し、日本では同じ我慢・努力をするとしても、多少苦しくとも自然とか子
供に対して将来の可能性が見込めるビジョンを示していくべきだと思います。

24055 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原子力のバックエンドコスト別のケーススタディを行う
ほうが良いと思います。

原子力のバックエンドコストですが、核燃料サイクル技術等検討小委員会を参考に、総額最大18.4兆円の計算で行われていると考えられます。
しかし、知っての通り、これは「最低限」の見積りコストであり、この値から上振れする可能性の高い金額と考えます。
原子力のバックエンドコストが2倍になったら、発電費用がLNG火力、石炭火力とほぼ同額となるため、シナリオが大きく変わると考えられます。

国として、公表しているバックエンドコスト以内で、実際に核廃棄物処理ができると保証できない、
更に自然エネルギーのように経済的インセンティブが働かないため、極めて上振れの可能性が高いコストに関して、ケーススタディを行わないず、更にそのリスクに関して、明らかな注意書きが
ないのは、政策判断として、大きな問題があると感じます。

24056 個人 自営業 ４０代 男性 家庭用の太陽光コストの運転維持費の算出方法が
誤っている。

現実とはかけ離れた試算方式でありえない運転維持
費を計上して
発電単価が法外に値上りしている。

1kw48万円の設備費の中に運営維持費の1.5%の根拠となるパワコンの値段は
家庭用においてはシステム価格に既に含まれていて2重計上している、さらに
1.5%の根拠は全てのパワコンが10年で壊れる事を前提としていて現実とはかけ離れた経費を計上させている。 故障率を掛けず全部交換で経費計上はありえない。
また故障時の価格を現在の価格設定で算出するなど経済を知らない素人の計算かと呆れてものが言えない。  例えば9年で壊れたらメーカー保証で無料交換であるし、設計耐久性は17年間の
製造物を10年で事前交換する、経済性を無視した発想で発電単価にありえない運転維持費を上乗せするには悪意以外にありえない。

 この国の中枢を担うもの達がこのような意識のもとで国策を行うことに恐怖をかんじる。

24057 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 ２０３０年までの日本のエネルギー政策の方向として、
原発に頼らない脱原発０％の計画の推進を強く望み
ます。

東京電力福島第１原発の事故は多くの人々に多大な被害をもたらしました。私たちは改めて原子力、核と人類が共存し合えないということを証明しました。世論調査でも８割以上の人々が脱原
発を望んでいます。脱原発は国民の総意です。今こそ政府、民主党が脱原発「ゼロシナリオ」への条件整備を国民に世界の人々に発信していかなければならないと思います。

24058 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 2030年に原発ゼロの社会を強く望みます。
発送電を分離し、電力業界に健全な競争のあるマー
ケットを作ること。またそれら電力から自らの希望する
電力を選べる社会を実現したい。

新しいエネルギー技術開発により日本の技術力を高め世界にその技術を拡散できる社会を作りたい。

脱原発の理由：
原発が安全に稼働していても、被爆労働を強いている現状があること。
核廃棄物の処理方法が未だ確立されておらず、それらを保管する施設も近い将来いっぱいになってしまうこと。
１０万年以上もそれら廃棄物を安全に保持する技術が確立されていないこと。
地震国日本において、どの原発も地震のリスクに曝されていること。想定外の事態、つまり地震がおこる可能性がある中、狭い国土の日本で原発を稼働し続けることのメリットよりもリスク、デメ
リットが凌駕していること。
万が一、放射能が漏出した場合、そのリスクの程度が科学的に証明出来ておらず、暴露した際においても、そのリスク評価が適正に行えない結果、十分な保障が出来ない可能性が高いこと。
そのリスクを何の罪もない多くの国民に降り掛かる可能性がある、また現に福島でそのような現状を生んでいること。



24059 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発ゼロシナリオを希望します。 これまで安全で費用も安いと言われてきた原発の安全性は認められなくなりました。
費用についても補助金や廃炉、使用済み燃料の問題を考えると、なにを持って安いですと説明してきたのか納得できるものではないとわかりました。
夜、飛行機から見える日本の明るさに驚きます。
私たちも生活を見直すことで、原発なしの日本が可能であると考えます。

再生可能エネルギーの開発と技術の向上をすることで、日本の産業も方向転換、発想の転換が求められているはずです。

24060 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を選ぶ。水力、火力発電を使いつ
つ、太陽光や地熱など自然エネルギーの推進を望
む。また、地域分散型のエネルギー供給を進めるよう
な電力システムに改革が必要。

「原発ゼロシナリオ」を選びます。福島第一原発の事故で、原発の事故があった場合の恐ろしさを思い知らされました。私たち国民は、これからずっと、放射能のことについて考え続けなければ
ならないことになってしまいました。原発はこりごりです。私たち国民は、原発以外のエネルギーを考えていかなければなりません。現在の水力、火力発電を使いつつ、自然エネルギーを推進し
ていくのが、一番良いと思います。また、地域分散型のエネルギー供給を進めるような電力システムに改革してください。

24061 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発はゼロシナリオとするべきです。核燃料廃棄物の
危険性から考えると絶対原発は続け続けられない。
電力会社が積極的に自然エネルギーの発電装置を
建設すること。家庭用の太陽光発電に初期投資の補
助金を出すこと。

　核燃料廃棄物は最終処理場が決まってなく、現在の貯蔵状況は満杯に近い状態であること。また、核燃料廃棄物の中には地上で何百年と管理した上で、地下でもそれ以上の管理が必要なこ
とからその間に放射能が漏れ出す危険性があること。こうしたリスクは大変恐いものであることから、これ以上核燃料廃棄物を増やすべきではない。
　また、電力会社が積極的に自然エネルギーを建設し、原発をやめても雇用環境を維持すること。今の財力があれば電力会社ならできるはずである。
　家庭で太陽光発電が普及すれば、電力会社が起こす電力を少なくて済むことになる。今よりさらに普及させるためには初期投資の負担を少なくすることである。
　

24062 個人 学生 １０代以
下

女性 原発を減らすと電気代が上がります。電気代が上が
ると景気が悪くなります。景気が悪くなるとおこづかい
が減ります。困ります。

ご意見の概要に記載しました。

24063 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発は必要。資源リスク・環境その他を考慮して推進
してきた電力行政は安易に変えるべきでない。やはり
安定・安価電力確保は必要であり、節電、電力利権の
透明化。マスコミはデモ等の一面をとらえ過ぎて不愉
快。

電炉鉄鋼メーカーに勤務しています。これ以上電力コストがＵＰすると電炉メーカーは倒産します。電炉はCO2削減のためのトップランナーであり、電炉の衰退は環境政策に逆行します（節操の
ない鳩山元首相には腹が立ちます）。中国・インド・南ア等は電力が不安定で、電力が理由で操業できず倒産、といったこともよく聞きます。これ以上の産業海外流出は避けるべきと思います。
原発にかかる利権・地元対策・各種規制の費用を、安全防災面に振り替えることは必要かと思いますが。

24064 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 脱原発。再生可能エネルギーへ移行。 日本は原子力発電を辞めて、地熱、風力、潮流発電などの再生可能エネルギーに移行するべきです。

自衛隊のヘリコプターが空から放水するのを見た時、一部の人々に大きな犠牲を強いてまで、原発を維持するべきでないと思いました。陸上自衛隊が注水のため、３号機の建屋前に到着した
時、３号機が爆発。コンクリートの破片が車両の幌を突き破って落ちてきたといいます。今でも２０００人もの作業員が福島第一で働いています。作業員、自衛隊、消防、機動隊などの人々を大き
な危険にさらしてまで、便利な生活を維持する必要はない、と感じました。

参考【英BBC　メルトダウンの内側】
http://www.youtube.com/watch?v=4VVJYD2Qbxw

【福島第二原発元職員による　フクシマの真実と内部被曝 2012.6.16(土) 】
http://www.youtube.com/watch?v=g-L9eFH-RIY

どこの県か忘れましたが、震災後、防災ヘリが福島第一原発上空を飛行。同じ日に１号機が爆発したと航空機使用事業者の知人から聞いています。もし、そのヘリが原発直上を飛んでいた時
に爆発したらいったいどうなるのですか。

本当に電力不足なのであれば、段階的に再生可能エネルギーに移行していくべきだと思っていました。しかし関西電力の記者会見では、電力不足というよりは、８０００～９０００億円の査定額の
原発を廃炉にしてしまうと、債務超過に陥り会社の経営が立ちゆかなくなるため、廃炉にしたくないとのことでした。経営のために危険な原発を稼働させるのならば、なんとか電力会社の経営を
維持した状態で原発を廃炉にできないかと思います。

大飯や柏崎原発の下には活断層があります。大飯の１，２号機は当初氷で原子炉を冷やす設定で設計された特殊で無理のある原子炉です。私は大飯原発の再稼動には反対です。

アイスランドは水力と地熱発電だけで電力を賄っています。地熱発電の発電機は日本の三菱製です。日本は火山活動が活発で海に囲まれており、地熱発電や潮流発電に適した国と言えます。
再生可能エネルギーに移行すれば、オイルショックなどの懸念もなくなります。日本は今後、原子力から再生可能エネルギーに移行するべきです。

24065 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発はなくしていくべきだと思います。 昨年に福島で原発事故が起きてしまいました。
私はいままで何も考えずに、原発にお世話になり暮らしてきました。

でも原発のことを知ってしまった。

福島の事故が依然として収束していないなかで、
そしてまた依然として核廃棄物の処理方法も決まっていないなかで、
そして福島の故郷を離れ避難している方がまだ大勢いるなかで、
原発をまだ動かし続けようという考えはどう考えてもおかしいと思います。

原発を止めても電力は足りる。とてつもないリスクを抱えてまでもう動かしてほしくないです。

24066 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発ゼロシナリオを支持します。
核のリスクをコントロールする能力を持たない日本
は、核を持つ資格がないと思います。

原発ゼロシナリオを支持します

原発を維持、推進する政策を選択する時、またはそう仕向けるとき、そのような行動をとられる方々には答えて欲しい。もう一度同じ事故が起きたとき、あなたは、どのような立場で、どのように
行動するつもりなのか。私には、同じ事故が起きたとしても、どのように行動することが、私自身や家族、周囲の人たちにとってベターな行動なのか、わかりません。イメージできません。政策決
定されるあなたたちは、もっと、様々な決断を求められると思います。そのとき、あなたは何を根拠に判断できますか？その判断に責任をもてますか？判断に間違いがあった場合、責任を取れ
ますか？責任はどうやって負うのですか？法が守ってくれるから、責任は取らなくて良いと思っていらっしゃいますか？
しかるべき根拠に基づいた責任ある行動がとれないなら、原子力発電をなくしてください。核を持たないでください。
簡単なことでしょう。手に負えない重責から解放されるのですから。何をそんなに恐れているのですか、恐れていることがあるなら、悩んでいるなら、世界に向かって相談してみれば良いじゃない
ですか。
それとも確率からして、あなたがしかるべき立場にいる間には同程度の事故は起きないと考えた上での判断でしょうか。無責任極まりない話です。

少なくとも、日本の政、官、財、学、医、ほとんどすべての分野で、今回の事故に対応できる能力がないことが判明した現時点で、日本は核を保有することは罪だと思います。無免許運転と同じ
です。

24067 個人 自営業 ４０代 男性 原子力発電は不要 危険です。しかし、誰も責任をとれません。ただちにコンクリートで囲んで下さい。なぜ放射能を出したままのか理解出来ません

24068 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ゼロシナリオを支持します。現在稼働中の原発も稼働
するには、時期尚早だと考えます。実際のところ節電
など、されているのでしょうか？きちんと節電すれば原
発無くて良いと思います。今すぐ止めるべきだと思い
ます。

危険過ぎます。使いこなせないなら使うべきではありません。核爆弾の材料でもある核のゴミの処理も出来ないのに、稼働を急ぐ理由がわかりません。そんなに安全なら、原発を東京につくっ
て、東電の社員家族の皆様は、その敷地内にお住まいになるのはいかがでしょうか？ゴミを危険を、我々の子供に残したら世界から笑われます。子供にしかられます。僕はそう思います。

24069 個人 家事専
業

６０代 女性 電力発電における原子力発電の割合は0%にしてほし
い。
今ではなく未来のために、すべての原子力発電所は
廃炉にするべきです。

3/11の後、私達国民は「ただちに影響のでる値ではない」「心配はない」という原子力安全保安員や東電や政府の発表に騙されて来た。しかし、海洋汚染や除染なたなどその後の発表はそれら
の話をうそやでまかせであったことに他ならないと知った。要らないものは要らないと、なにがなんでも要らないと思う。地震国の日本に原発はいらない。安全など原発にない。

24070 個人 その他 ３０代 男性 原発は危険なので出来る限り早急になくしてほしい 現状は原発は危険なので出来る限り早急になくしてほしい

放射能を除去・無害化できる仕組みがほしい。そこを研究してほしい。

太陽光発電など安全な代替エネルギーをどんどん進めてほしい

安全のためなら電気代が多少高くなってもかまわないと思う

24071 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 「ゼロシナリオを選択する」 福島原発の責任すらも取らない国に原発を保持する能力・資格無し。

経済界で原発存続を望む声が大きいというがほんの一部の時代遅れの老害どもの戯言。
むしろこれを代替・自然エネルギー産業で日本の産業界がイニシアティブを握っていくチャンスと捉え国をあげて自然エネルギー産業の転換・振興へとシフトすべき。

処理できない核のごみをこれ以上増やし後世にツケをまわすことはいずれどこの国でもできなくなるはず。

（追伸）
関電は原発を稼動させなければ電力が不足すると言って原発を再稼動させたが再稼動した途端に火力発電を停止させた。電力不足は原発を稼動させるための方便だったということがよくわ
かった。

24072 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発はすぐにすべて廃炉にし、原発産業は廃炉ビジ
ネスとして貢献。エネルギー自由化によって内需拡
大、国内の新産業創出。

政府がこの間おこなってきた原発再稼動は国民の意思を無視し、被災者および原発事故で被害をうけているすべての人々の感情を逆撫でするような方法で行われてきた。これは決して、民意
を反映したものではなく、戦後構築された利権産業の解体を遅らせるためだけの、いわば「超法規的措置」と言わざるを得ない。
このような方法で危機を助長し、破綻に向かう現在のシステムを延命させることは、日本経済の競争力を著しく損なわせ、国民の健康や国土の安全を脅かす愚行である。一刻も早く、全面的な
エネルギー転換を政策の根幹に据える政治を実行すべし。

24073 個人 自営業 ３０代 男性 2030年までに原発依存ゼロを求めます。 そもそも福島第一原子力発電所の事故を受けながら、まだこのような「パブリックコメントを求める」という政府の姿勢に、大いなる失望と落胆、怒りを感じます。
国民をこれだけ怒らせている張本人は、誰あろう野田総理であり、政府です。
本来であれば、国民の怒りと悲しみを敏感に感じ取り、強いリーダーシップにより脱原発・再生可能エネルギー推進へとスピーディーにシフトすべきでした。それを、野田総理は大飯原発の再稼
働という愚挙により、さらに国民の怒りの火に油を注いだのです。

福島第一原発の事故による影響は、この１年間でも言葉にできないほどの悲惨な状況を作り出しましたが、大量に降り注いだ放射性物質により、今後さらに次々と恐ろしい影響が考えられま
す。

国民を不幸にし、美しい国土を汚染する可能性の高い原子力発電所は、2030年までとは言わず、出来るだけ早く廃炉・閉鎖しなくてはなりません。
原子力発電所のみならず、もんじゅなどの核燃料サイクルも順次計画を停止し、核廃棄物をこれ以上地球にまき散らさない努力をすべきです。

原子力規制委員会の人事にも断固反対します。推進派を起用して「規制」とは国民を愚弄するにも程があります。

地震、津波、テロ・・・原発を維持推進していくことは、亡国への近道です。

あなた方に、人の心があるのなら、先祖代々受け継いできたこの小さな島国を、原子力という暴力から救ってください。そのための協力なら、国民は惜しまないことでしょう。
24074 個人 会社員・

公務員
３０代 女性 ゼロシナリオを支持します。 事故の教訓を防御策でなくクリーンエネルギーへのシフトに向けることが日本の責務であると考えています。

そのために税金を使って欲しいです。

24075 個人 その他 ６０代 女性 原発ゼロシナリオを選びます。 原発なしでも電気は足りる。足りるようにしていないだけ。燃料も安く買う努力をしていない。
原発以外の発電なら、事故で止まっても、故郷を追われることは絶対ない。数万頭の家畜・ペットが見殺しにされることも絶対ない。

24076 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発がある世界はもう想像できません。福島にあんな
事恐ろしい事がおこってしまったのに。子供達、この地
球の未来の為にも。もうわかってるはずなのに政府は
なぜ？すでに被爆者がたくさんたくさんでてるのに！

火力、風力、太陽、地熱。原発に頼らなくてもエネルギーはつくれるのにみんなで力を合わせれば。もっともっと、国民にも問いかけて、一緒に考える時間を作ってください。
私たちは税金や、様々な我慢をしているのに、まだ足りないですか？好きなものも買わずめちゃくちゃがんばってるのに努力してるのに。やってもやってもむくわれない感じがずーっと続いてま
す。そろそろぱーーーーーっと光が見えるような良い事をしても良いのではないですか？今のままでは、救われない。悔しすぎます。汚い世界に子供達を巻き込まないでください。健全に自由に
外を駆け回れて、思いっきり良い空気をたくさんたくさん吸える世界が当たり前になりますように。

24077 個人 無職 ６０代 女性 原発ゼロを選択します 地球温暖化、コスト面から原発の優位性が言われてきましたが、今回の事故を経験してコントロールできない原発はゼロにするべきと思います。再生可能エネルギーが普及しなかったのは、エ
ネルギー開発のほとんどの予算が原発に使われてきたからです。また、何万年にもわたる核廃棄物の処理を考えると、発電コストが低いとはとてもいえません。廃棄物処理ができないということ
は、核廃棄物が増える一方であり、環境汚染も避けられないことです。今以上、放射性物質を拡散させてはなりません。安全確認もされないまま、再稼動した大飯原発は止めるべきです。電力
会社と一部の人のために子ども達の未来を奪わないでください。原発ゼロを強く要望します。

24078 個人 その他 ５０代 女性 原発は即刻０にし、自然・再生エネルギーへの転換
を！

エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見

「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」を主張
《経済復興には国民の「未来への希望」というエネルギーが必要だ》

政府は経済再生と経済復興というけれど、毎年、再生可能エネルギー比率が増えていくことが国民の活力を生み出す。ドイツは自然エネルギーに転換し、雇用を４０万人増やした。
日本も国民を放射能の危険から開放し、日本は飛躍的に成長する。
求められるのは国民のほうではなく、官僚の頭の中のパラダイムの転換だ。

24079 個人 家事専
業

４０代 女性 ゼロシナリオを切に望みます 何故これほど原爆で被害を受けた国がもろ刃の剣である原発を推進するのか…全く理解できません。
原発事故であれほどの犠牲を払いながら（しかも被害はこれからも続くもので、日本だけの問題ではなくなっています）、何も学ばず、何も変えられないほど、私たち人間は愚かだと思いたくはあ
りません。

今こそ「便利さ」が何より優先されるライフスタイル自体を見直すべきだと思います。
「電力が足りないから、電力を増やそう→原発」ではなく、
「足りないなら、その電力に合わせて生活しよう→省エネ、エコ」へ！

「目先の利益」に振り回されず、人としてどうあるべきかを考えれば、自ずと答えは見えてきます。
これ以上、未来の地球に負の遺産を残さないよう善処を望みます。

24080 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 原発ゼロを選びます。 原発は環境汚染、健康被害が酷すぎる。
火力発電希望します。地球に優しい。燃料は十分ある。安く買うこともできる。



24081 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発ゼロシナリオを推し進めて頂くよう要望致します。
戦争で多くの被爆者を出した国として、また、日本の
豊かな自然を守るため、これからは原発に頼らない社
会を目指しましょう。

昨年あれほどの大きな原子力発電所の事故を起こしておきながら、依然として原発を維持しながら社会生活を進めていくことには全く理解が出来ません。
事故直後に水道水が放射線物質に汚染され、飲料水に適さないという数値が出た際には、絶望しました。
日本はかつて水など購入する必要が無く、豊かな自然からの恵みをふんだんに得ることが出来ました。その自然を自らの手で汚す必要があるでしょうか。
生き物が生きることが難しくなるような環境に敢えて突き進む必要があるでしょうか。私は、必要がないと思います。
地震や津波の多い日本の国土には、原発は不向きであるというということが、今回の福島第一原子力発電所の爆発事故で明らかになりました。
それにより、多少の不便や伝kしようの制限が加えられてもやむを得ないと思います。
経済性や便利な社会の前に優先されるべきは、健康な人間の身体です。汗をかいて社会に貢献する、また経済性を維持する社会を取り戻しましょう。
福島で酪農や農業を営んでいた方々の気持ちを考えると、とても今後も原発を推進する気にはなれません。
是非原発ゼロシナリオを推し進め、原発のない方法で豊かで健康な社会を築きましょう。

24082 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 「ゼロシナリオ」選択
「ゼロシナリオ」を決定し、自然エネルギーの拡大に最
大最善の努力をすべき。

　「ゼロシナリオ」を決定し、自然エネルギーの拡大に最大最善の努力をすべきです。
　原発は人の命を脅かすだけでなく、家族・地域ら全てを崩壊に導く大変恐ろしい存在であることを認め、即座に原発を停止し、新たなエネルギー政策を推し進めることが政府の責務であると考
えます。
　国民は原発に頼らないエネルギー政策を待ち望んでいます。
　国民は原発廃止のための努力を惜しみません。
　国民は原発廃止のための協力を惜しみません。
　もっと、福島県民、避難生活を余儀なくされている方々の声を聞いてください。
　もっと、国民の声に耳を傾けてください。

24083 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原子力発電割合25％を望む 安価な電力供給が永続的になされなければ日本経済（特に製造業）が成立できなくなる。
原子力発電の安全性確保は必要条件ではあるが、早期に原発の復旧を望む。

24084 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 　「依存度ゼロ」を選択する。2030年と言わず即刻ゼロ
としても何ら差し支えないと考えるが、カウントされな
い恐れがあるので、敢えて準備されたゼロ・シナリオ
を選択する。

　残念ながら大飯原発再稼動までの短い期間ではあったが、私たちは既に原発に全く依存しない生活を経験しており、何ら痛痒を感じていない。現状仮に「依存度ゼロ」が難しい期間があると
認めるとしても、それは盛夏の数日間のうちの午後数時間の問題である。政府の悲観的想定のようなことをしなくとも、知恵を出し合えば十分乗り切ることができる範囲だ。現状原発が稼動して
いるとはいえ全国でたった２基だけ、必要性に鑑みても、「依存度15％」などという途方もない数字がどこから出てくるのか、まったく理解できない。
　関西電力管内の電力消費量が抑えられていて、原発再稼動の意味が薄れていることに対し、関電の社長は一般家庭の節電が予想以上に大きいと、またまた「想定外」を口にしたそうだが、当
たり前だ。全国に広がる反原発運動の高まりを何だと思っているのか。市民の側には既に節電の覚悟がある。政府や電力会社は、一度でもそれを問うたことがあるのか。これは国を挙げての
方向性を決める問題だ。関西電力は高い広告料（もちろん電気料金の一部）を払って、「お客様にご迷惑をおかけします」式の的外れな節電キャンペーンをするのを即刻やめよ。そして政府は
原子力関係予算を自然エネルギー投資に付け替え、旧式原発は今すぐ廃炉作業に入るよう命ずるべきである。廃炉には莫大な予算と長い年月がかかるという。ということは相当の長期間に
渡って、大量の雇用が確実に確保されるということだ。その過程で、採算の取れるはずもない本当の原子力発電コストも明らかになるだろう。化石燃料はもちろんだが、原発の燃料だって輸入に
頼っている。早急に自然エネルギーの比率を上げてこういう海外依存の割合を落とすことが、安全保障上も急務であろう。
　安全保障といえば、電源の喪失どころではない、冷却系の配管が破断しただけで放射能を撒き散らして自壊し、何をおいても守るべき16万人もの自国民を逃げ惑わせ、尖閣諸島どころではな
い広範なかけがえのない領土を半永久的に失わせるような、そんな代物を全国に多数持つことが、わが国の防衛にどんな影響を及ぼすのか、政府はコメントすべきではないのか。この点に関
して防衛省をはじめ、安全保障の専門家と称する人々がそろって口を閉ざしているのが不思議でならない。オスプレイ配備は極東の軍事的プレゼンスのために不可欠などと主張する前に、誰
の目にも明白なこの危険性に対してどういう立場をとっているのか、今すぐ明らかにせよ。

24085 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 今すぐではなく２０３０年までに０にする。
代替エネルギーは太陽光と節電。
住宅の太陽光パネル設置を半額補助金にする。
原発廃止の理由は、今回の事故でなす術が無かった
為。

２０３０年までに０にしてください。
今すぐに原発を全廃することは不可能です。
しかし２０３０年までに０にすることは可能です。

代替エネルギーは太陽光の活用と節電の推進で可能にします。
住宅の太陽光パネル設置を推進します。
設置費用は半額を補助金で、半額を持ち主負担にします。
これにより個人資産を引き出し、設置費用を少なくできます。
また、太陽光パネルの増産で、景気刺激策にもなります。
このほかにも水田を活用したバイオエネルギーの開発を推進します。

原発を廃止する理由は、今回の事故でなす術がなかったためです。
事故が起こったときに全く対策がとれなかったときの恐ろしさを思い出すべきです。
ヘリコプターで海水をかける映像は、誰の目にも無意味な行為に映りました。
津波対策や、地震対策、予備の電源、チェック機関の設置などどれも決め手にはなりません。
全く手に負えなくなったときでも安全に停止できるような体制が必要なのです。
再稼働のためには、例えば重力で水の底に沈めてしまえるようなシステムを早急に整備する必要があるでしょう。

原発の経費も災害発生時のリスクだけでなく、廃炉の費用、廃棄物の最終的な処理費用などを考えると決して安くはありません。国土が狭い日本には原発は不向きなエネルギーです。

感情的、打算的にならず合理的に検討を進めるべきです。

24086 個人 自営業 ４０代 女性 原発ゼロオプションに賛成します。原発の停止と廃
止、および稼働計画、増設新設計画の廃止を要望し
ます。一刻も早く、福島第一原発事故の収束と、使用
済み核燃料の処理法、放射線汚染物質の処理法を
考えて下さい。

私の家は、福島第一原発から180km、柏崎刈羽原発から60kmにあり、500年以上前から同じ場所に住む一族です。この美しい故郷にも福島第一原発事故で放射線汚染がありました。一度、柏
崎で事故が起これば、この土地は捨てなくてはならないでしょう。幾度の戦争も危機も乗り越えて、土地、暮らし、家族を500年維持するということは奇跡です。この歴史は未来の世代に引き継ぎ
たいと願っています。雇用など目先の欲望のために安全を差し出すことも、絶対安全などあり得ない一生消えない危険なものをこの世に増やすこと、被曝と事故の危険性に怯えながら生きてい
くことも、家も暮らしも幸せも奪われた福島の人たちのような人達を増やすことも決して許してはならないと思います。この土地の人たちがずっと守ってきたこの地を、原発の汚染、原発事故でこ
れ以上汚すわけにはいきません。世界最大級の地元の意見として、原発ゼロオプションに賛成します。原発の停止と廃止、および稼働計画、増設新設計画の廃止を要望します。一刻も早く、福
島第一原発事故の収束と、使用済み核燃料の処理法、放射線汚染物質の処理法を考えて下さい。未来にこれ以上の負の遺産を残さないで下さい。日本の力なら十分な代替エネルギーを開発
生産できるはずです。

24087 個人 無職 ６０代 男性 原発依存度を０シナリオにするため国や民間のＲ＆Ｄ
能力を集結する。多種な自然エネルギーの熱源を電
力システムとして開発し、一つ一つが電力創出レイヤ
として成立ち複数のレイヤを重ね合わせ必要な電力
を確保する。

日本国民は憲法において平和に一生を送れる権利をもっている。東日本大震災が起こり、福島の原発事故によって多くの国民が平和であった生活の将来を失った。そしてその事故原因が政府
の事故調で人災と結論つけられたが原子力発電の技術的安全性は検証することさえできない。そして国も電力事業者も責任を取るもの・罰を受けるもの、誰もいない。しかも規制庁の発足もみ
ず、安全性の検証や、不完全な災害対策の中、さらに専門家から新たな危険性を指摘されているにもかかわらず、原発推進ありきで再稼動を進めた。まったく懲りない面々のやることにしか思
えない。このような中、施行令の一部改正としてＥＰＺを１０ｋｍから３０ｋｍに変える等についてのパブリックコメントを求めているこんなことを求めることよりもっと重要なことが多々あるように思え
てならない。これから起きると予想される大震災にもし遭遇した場合、日本の国土のそこらじゅうにある原発への被害は必ず1箇所とは限定できない、複数の地域の原発が同時にメルトダウンを
起こすことも想定の範囲ではないだろうか。この小さな国土の小さな範囲に被爆を限定することなどありえないと思うし、国民は国外に避難を迫られることさえあり得る。国が崩壊するということ
でしょう。
今後の日本は原発の継続推進などありえない。ドイツ取り組むように全ての原子炉の廃炉を目指し将来に向け速やかに核廃棄物処理方針と処理技術の更なる開発に取り組むことが先決であ
ろうし、再生可能エネルギーのＲ＆Ｄを民間をも巻き込んでテンポを速めることが重要でしょう。すでに国民は脱原発に大きな意思を示している。

24088 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 日本の原子炉は、全て即刻廃炉にすべきである 日本は地震国である
稼動中の原子炉に地震が起こった場合、東日本大震災の際の福島第一原子力と同様の状況になるリスクが非常に大きい
また、地震国ゆえに、使用済み核燃料の処理も国内では不可能である
国内の原子炉は全て即刻廃炉にし、メルトダウンのリスク、及び使用済み核燃料の増加を絶つことが必須である
代替エネルギーは火力発電とすべきである
政府はCO２の問題について茶番劇を演じるのは、即刻止めるべきだ
メタンハイドレートの実用化を急ぐべきである
私はこれ以上、原子力利権により、国民の幸福を食い物にしようとする、政府、及び電力・原子力の関係者を絶対に許さない。

24089 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原発ゼロシナリオを選択します 原発ゼロシナリオを選択します。
仮にどんなに安全が確保されたとしても、核廃棄物を後世にまで残していいわけがないからです。
コスト比較するなら、今ある原発を廃炉にする費用、福島事故およびこれから起こす事故対策費用を原発コストに上乗せすべし。決して安い電力ではないはずです。
再稼働するためにつくられた安全基準で評価された原発が、まずもって安全とは思えません。
本気で再生可能エネルギーへの転換を推進する政府の下で、豊かな生活の追及よりも、節電努力することに喜びを感じる国民でありたいのです。

24090 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 エネルギー環境に関する原子力政策３つのシナリオ
に対する意見
「2030年に３つのシナリオのどれか」ではなく、「います
ぐ原発0」を主張します

原発から出る放射性廃棄物、その処理を１０００年、１００００年先の子供たちにツケをまわして、今、『自分たちだけ気持ちよければイイや』というのはちょっとむしがよすぎるなと、自分の中でも
反省しています。
子供のころに『片付けられないなら、使ってはいけません』と、両親に何度も叱られました。日本人としての基本的なルールなのではないでしょうか。

24091 個人 その他 ５０代 男性 ゼロシナリオ以外ありません。 安全が確認できていない中の再稼働はしてはいけなかった。今現在、事故に対する責任をとる人も、取り締まるべき人も指導する人も存在しない中事故が起きると取り返しが効かない原発はエ
ネルギィー源として使用してはいけません。事故原因をあやふやにせず、すべてのデータを明らかにしてください。東電の隠ぺいは許し難い。各電力会社の安全より原発稼働を急ぐ体質も不信
以外何物でもない。法治国家として正しくあってほしい。

24092 個人 自営業 ４０代 女性 原発ゼロ 今生きてる人で１００年後も生きてる人はいないかもしれないけど、見られない未来のことは見なくていいという訳ではない。今の私達が１００年前の人々の暮らしを語るように１００年後に今の私
達のしたことが語られるだろう。その時、「１００年前の決断は正しかった。」と言われなければならない。
原発は１００年後に残すには危険過ぎると思う。原発ゼロのシナリオに賛成します。

24093 個人 無職 ６０代 男性 未来に負担を残さない。危険で後処理も出来ない　核
生成廃棄物を作り出す原発は、直ちに廃炉すべき。

福島原発事故で分かったこと。
ウランが核分裂を起こすと　核生成廃棄物として生物に危険な　放射性物質が大量に出来てしまうこと。
核燃料の冷却に失敗すると　その危険な放射性物質が外気に出てしまうこと。
一旦破滅的に陥った原子炉は　だれも制御出来なくなること。
福島から噴射した放射性物質は　東京まで届き汚染されてしまったこと。
正常な原発でも　放射性物質が大量に出来ていて　保管も大変　安全に無害化する手段もないこと。
唯一の無害化は　核分裂が終わるのを待つのだが　数万年もかかり人類が生存しているかも疑問であること。

今の経済環境に不利だとか　今の生活が不便になるとして原発に頼り　未来の人たちに　負の遺産を残すのは反対である。

以上　原発は、再稼働せず　直ちに廃炉にすべきが結論です。

24094 個人 家事専
業

６０代 女性 政治は”原発０シナリオ”を選択するべきだと思いま
す。

人間が制御出来ない物を作るべきではない。

使用済みの核の処理が定かでないのに、核のゴミばかり増える、それをどうするのかその問題は何処に行ったのでしょう？
人類が原発に頼らなかった時代、人々は、不幸だったか？否
私たちの孫、ひ孫の時代に、住むことができない土地を作るべきではない。
すでに福島に出来てしまったことを、もっと重大に感じるべき。人間が制御出来ない原発を断じて推進するべきではない。
結論は凄く簡単、核の無かった時代に戻すべき、
政治がそのように指導してきたのだから、政治が止めるべき、国会議員、閣僚は心して原発０シナリオ進めるべきだと思います。

24095 個人 学生 ２０代 女性 エネルギーの原発依存の0%を強く訴えます。 これ以上、放射能がばらまかれると、私たち人間も、他の動物も生き抜くことができません。
なぜなら、原発を稼働することによってつくられる、放射性物質は、本来、地球上にないものだからです。

そして、海も暖め続け、たくさんの生態系を壊してしまいます。

原発を止めたとしても、今後、果てしない時間をかけて、管理しなければなりませんが、その管理をすることに全力をかけて、取り組まなければならないはずです。

再稼働とはとんでもない話です。

誇張ではなく、本当に未来を生き抜くために、絶滅しないために、原発は今すぐに、廃止すべきです。

24096 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 経済成長が著しい途上国は、ますますエネルギーを
大量消費。
エネルギー価格は支配構造により、高止まり。
自然エネルギー比率を高め、自前でエネルギーを生
産すべき。
原発は廃炉技術を世界に売り込むべき

経済戦争は、エネルギーの争奪戦、または、食糧の争奪戦。
ならば、エネルギーの争奪戦をさけるのが、賢い国策。
エネルギーを自国で生産できる国が戦争を避けられる。
エネルギーの地産地消。
地熱が一番安定している。風力、太陽光、バイオマス、小水力発電、
スマートグリットや生活スタイルの見直し、
消費生活ではなく、本当の幸福とは何かなど、価値観の転換期。
大昔から自然災害の多いこの島国は、自然にたいして畏怖の念と、
敬意と感謝をもって生活してきたはず。
西洋の、自然を打ち負かそうなどの価値観はない。
自然との共存共栄、共同体を主とし、格差の少ない、安全で安心な国を
確立できるのは、日本人しかない。
政府は国民のデモを利用し、国民の声を無視できないとして、
某国からの支配力を弱めるべき。
市民が市民として、目覚めたのだから。



24097 個人 自営業 ４０代 男性 ゼロシナリオ
即、廃炉
国民投票
国土を敬い大事に

3択の中ではゼロシナリオとなります。
ですが、2030年というのは遅すぎます。
想定外のことが起こる時世です。
即、全原発を廃炉すべきと思います。

●特に、東電福島第一原発事故を経験した我が国の今回のエネルギー
・環境に関する選択は、
・国民的な課題の選択であり、
・将来世代に影響を及ぼす選択であり、
・世界が注目する選択である。

↑　これを言うのであれば、政府広告として全国民に行き渡るまで、周知するまで、
新聞広告を大きく毎日出すとか、テレビで必死になって訴えてください。
そして国民投票をしてください。
但し、国民が選択したことは、その国民が当然責任を負うことになりますので、
仮にゼロとなった場合はその覚悟があるのかどうかまでを問うてください。
闇雲に反対運動と言うのには私は賛成しておりません。
ゼロを支持する以上、それなりの覚悟はしております。

私は素直に、この日本の国土が汚され、その土地土地の人々の営みが奪われることに対して非常に残念になりません。

政治、経済、社会などのしがらみがあると思いますが、
先祖代々からの国土を敬い、大事に守っていくことのほうが、大切と思います。

以上

24098 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 (1)案に賛成です。
本当は今すぐ世界中のすべての原発をとめたいで
す。あまりにも危険な道具です。廃棄物を垂れ流すし
かない原子力発電にたよらない日本や世界にしてい
きたい。
  

30年後には原発ゼロ、という(1)案に賛成です。
出来れば、すぐ、全ての原発をとめ、輸出もやめてもらいたいです。
今まで、はっきりそれと認識しないまま原子力発電の恩恵にあずかってきました。今まで、ありがとう。これからは「無し」です。
経済発展や心地よい暮らしのために、廃棄物の処理もどうしてよいかわからないまま原発を使い続けるわけにはいきません。人間が操ってよいものではないと考えます。
今でも暑い団地の最上階でエアコンなしで過ごしていますが、もっと節電がんばります。
今まで原発の現場に携わってきた皆さんには感謝します。みなさんが嫌な思いをしなければよいがと心配です。この後、皆さんには、原発を平和的に終焉させるためのお仕事をしていただきた
いです。
原子力発電の開発・運営・処理に費やしてきたお金の４分の一でも自然エネルギーや再生可能エネルギーの開発にかけていただけるようお願いいたします。
原子力発電反対。
原子力発電はゼロにしてください。

24099 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 2030年までにエネルギー・環境　原子力依存度　ゼロ
！！！

2011年3月11日　東日本大震災が起こりました。地震か津波かどちらが原因かまだ不明みたいですが、福島第一原発が爆発する事故が起こりました。私はその震災の時に子供を産みました。
テレビで見ていて、福島第一原発が爆発する映像が今も脳裏に焼きつきます。原発・・無知でした。放射能。何それ？という感じでした。
危険とも全然認識しておらず、きっとこの事故がないと今も平々凡々に暮らしていたと思います。
この事故がきっかけで　私は　ガラっと変わりました。
今まで　原発に対する知識、そして政府が何をしているのか、何も知らない自分に　情けなく思いました。

爆発事故がおきてから、少しずつ勉強を始めました。
今まで知らなかったこと、たくさんありました。
この１年４ヶ月、少し勉強して　思いました。

原発はとても恐ろしく怖いものだと。
福井県の大飯原発の下には活断層があるとかないとか。
なぜ、調査をせずに再稼動しているのか、とても恐ろしいです。
政府は国民を守ってくれるのでしょうか。
いますぐにでも、大飯原発を止めて活断層の調査をするべきです！

福島第一原発の事故も、まだ終息していないのに、
終息しました！と政府・・・。
もう、あんな事故を見たくありません。
そして、今もなお避難生活をされてる方がたくさんおられます。
家族離れ離れ。たくさんおられると思います。

どうぞ、お願いいたします。
これから、も日本で生活していく国民のためにも、国民を第一にかんがえて、原発を全て廃炉にお願いします。

24101 個人 法人等 ４０代 女性 ゼロシナリオの選択を強く求めます。安全な原発とい
うものを信用することはまったくできません。大飯原発
の即稼働停止と、全ての原発の完全廃炉を求めま
す。福島の汚染地域の除染に全力を尽くしてくださ
い。

原発に「絶対安全」ということはありえません。どのように安全対策を講じようとも、原発という発電施設そのものが並外れた危険性を持つものである以上、その安全対策で１００%安全ということ
がないのは明らかです。

大飯原発に何かあれば、琵琶湖がやられ、関西の環境は全滅です。
福島の人たちの苦しみを政府は本当にわかっておられるのでしょうか。
電力会社の人たちは、その苦しみを本当にわかろうとしておられるでしょうか。
これ以上、あのような地域、住民を生み出すかもしれない選択肢は絶対に排するべきです。

原発には完全な安全というものはないと考えますが、政府の言う安全さえも確認できていない大飯原発を急いで稼働しなければならなかった理由は何でしょうか。関西の電気が足りないなどと
いうことはもはや信じていません。

政府は、真摯に国民の声に耳を傾けてください。原発によって利益を得る人たちばかりを守る政策はもうたくさんです。

私たちは絶対に、ゼロシナリオを選択すべきです。
大飯原発の即稼働停止とすべての原発の完全廃炉を求めます。
また、福島の汚染地域の除染に全力をつくされることを求めます。
何よりもまずそのことに力を注ぐべきです。
そして、３つの選択肢を出して、結果的に中間におさめるなどという見え透いた方策は取られないことを求めます。

24102 個人 学生 ４０代 女性 原発０シナリオを支持します。東京電力福島第一原発
事故が示すように、一旦事故が起こると制御不能とな
る原発は非常にリスクが大きいので、１日も早く廃炉
にすべきです。

原発０シナリオを支持します。東京電力福島第一原発事故が示すように、地震大国の日本では、原発は適しません。また、一旦事故が起こると制御不能となる原発は非常にリスクが大きいです
し、核廃棄物の問題を将来世代にできるだけ残さないようにするために、原発は１日も早く廃炉にすべきだと思います。原発に関する交付金は、原発廃炉、核廃棄物処理に関する研究・開発に
回すべきです。
現在、実施されているエネルギー問題に関する国民的議論を一層深めていく工夫を政府に要望します。

24103 個人 無職 ７０代 女性 脱原発を支持します。 火力発電をもっと減らすべきです。また、自然エネルギーを増やす政策がなぜできないのかがわかりません。福島の事故があってもまだ懲りないのでしょうか。その気になって、アンペアーを下
げるよう国民に呼びかけてはどうでしょうか。

24104 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ゼロシナリオを支持します。 核燃料リサイクルの実現の目処が立っておらず、原子力発電は将来行き詰まると思います。また、これまで情報を操作し利益を優先しているとしか思えない電力会社に運用を委ねるには危険
すぎます。
ただし、原子力の研究自体を放棄すべきとは思いません。より安全に運用する研究や核燃料リサイクルの研究は細々とでも続けるべきだと思います。

24105 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 ゼロシナリオを選ぶ。現在即時に原発廃止とすべき。
再生可能エネルギーの開発・研究に尽力する環境を
整備し、廢炉の技術については責任をもって従来原
子力の研究に携わってきた人間が担当すること。

原発を即時全て、廃止すべきである。人命あっての、経済であり、日本である。次に３１１規模の地震が来たら、日本社会で逃げ場はないも同じ。福島の原状復帰はまだまだ先であり、事故原因
についての究明も甘い。誰の利権が守られているのか不信感を抱く。
フィンランドのドキュメント映画、「１０万年後の安全」を、日本の政治家・経済人で原発維持を推進しようとしている人々は見たのか。ドイツの原発廃止への方向転換をしたメルケルの意見を聴い
たのか。国民の一部の者たちの経済利権が、日本人全体の生命よりも重視されていること自体、普通の人間的感覚から著しく離れているということに、なぜ政治家・経済人は気づかないのか。
大変不思議である。原発事故の惨さがここまで世界に知られた以上、テロ等の標的にされる可能性も増したはずである。
昔、日本という島国があったが、原発廃止政策に遅れを取ったために、日本という国は消滅したのだという歴史を世界史に残さないでもらいたい。あれだけの惨事が起きても、まだ政策転換でき
ないということ自体、同じ人間として理解できない。自分が死に直面するまで気づかないのだろうか。
国民の大半は、すでに政治にも既製メディアにも興味を失っている。そのことにすら気づかない政治家もいるだろう。時代の転換点にたっていることに気づく政治家のみが今後生き残ることがで
きるだろう。現段階においては、原発問題は政治家にとっての試金石でもある。それよりも何よりも、われわれの世代より若い子孫の未来へ責任ある態度を取るべきだし、世界や地球環境全体
の放射能汚染へも責任を果たすためにも、原発の即時全面廃止を強く望む。

24106 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 ゼロシナリオに決定し、再生可能エネルギーの拡大に
努力してほしいと思います。

今回の福島の件で、たくさんのことを考えさせられました。
もちろん、ゼロシナリオでは、私たちの負担が大きいこともわかりました。
しかし、やはり私はこれからの日本の行先はゼロシナリオしか考えられません。地震大国の日本では、これから先も多くの危険性があります。二度と福島の方々のような苦しみや思いを出して
はいけないのではないでしょうか。
　現状では再生可能エネルギーの開発では他の国に後れをとっているかもしれません。しかし、日本には再生可能エネルギー開発のための知識や技術などの基盤があります。また日本は豊
富な自然環境があり、様々な方法で再生可能エネルギーを生み出す環境に恵まれた土地だといえるのではないでしょうか。
　水資源や自然環境分野での技術革新は、必ず将来、経済的にも、文化的にも日本に強力な国際競争力、求心力を与えてくれるはずです。
　今後さらに大きな変化が予想される国際舞台において、日本が本当の意味で世界をリードしていくことのできる国になるためには、厳しい道ではありますが、良心に基づいた答えを選んでいく
ことが大切なのだと思います。

24107 個人 その他 ３０代 男性 原子力は、放射性物質という負の財産を保有するも
のであるから、使うべきでないと考えます。

原発ありきの国の方針が理解できません。
エネルギーの定義は何なのでしょう。私たちの生活を便利にするためのツールであるのに、原発に限らず火力・水力などは環境をことごとく破壊し、将来的に私たちの生活を苦しめていくツール
になっているのが現状ではないでしょうか。原発のために使うお金があるのであれば、新しいエネルギー開発に使うべきではないでしょうか。人間では制御できないもの（核燃料）にこれ以上手
を出すべきでないとおもいます。津波の映像を見て、私たちは自然からもっと学ぶべきことがあるのではないでしょうか。また、原発稼働を最優先に考えている国の方針の中には、核兵器保持
のためではないかと思えてきます。他国民も同じことを考えているのではないでしょうか。みすみす攻撃の的になっている感じがします。

次に、個人・企業・団体に対して省エネを積極的に啓発しようとしない態度が理解できません。
いまだに経済優先の態度を取ろうとしているから原発が必要なのは理解できますが、その経済優先の結果が今回の原発事故を招いたわけです。この原発事故で何を学んだのでしょう？もちろ
ん、今の生活レベルを落とすことは難しいことですし、自分自身もどこまでできるかわからないですが、将来的なことを考えるのであれば、これまでの私たちの生活の仕方を考えさせるべきでな
いでしょうか。原発稼働のための諸費用からすれば、個人・企業・団体に対する省エネの啓発にかかる費用は微々たるもののはずです。しかし、それだけでもいくらかのエネルギー利用は減る
はずです。また、エネルギー利用の減少によって経済的に損失が出てしまう個人・企業・団体に対して、何らかの補助をしてもおつりがくるのではないでしょうか。「便利＝豊か」の考え方を改め
る時期ではないでしょうか。

24108 個人 その他 ５０代 女性 原発依存度ゼロパ－セントに！！ 原発依存度はゼロにしたいと切望します。福島原発事故のことを考えたら、ゼロ以外ありえません。今すぐ全原発を廃炉にしてください。

1.核を責任を持って管理できる人がいない。
  原発１機、1機の信頼できる56人の責任者（もんじゅと常陽いれて）を明確にし
  代々に渡り、安全に廃炉まで導くまで、
 「 私が皆さんの生活を守ります。」と広く
  国民に告知しておくべきです。
  国民の命と生活に欠かせない
  電気を預かる大切な仕事ですから
  天皇陛下から任命いただく認証官でもおかしくありません。
 
2.使用済み核燃料の問題
  もんじゅの失敗が事実上明らかになってしまった
  この責任と使用済み核燃料の行く先は何処なのでしょう？

3.つくっても消費されない社会
  デフレは止まりません。
  日本の社会が新たな社会へとシフトしていることは明らかです。
  311以降その流れが物理的な面に加え人の気持ちに、
  より確に感じられるようになりました。
  消費が豊かさにつながらないことに気が付いてしまった。
  たしかに、
  消費社会、経済の成長が日本を豊かな国に導いてくれました。
  しかし、これからの日本は、過去の成功体験から
  頭を切り替える時期にあると思います。
 
   経済成長の戦略よりは、成長しなくても豊かに暮らせる
  戦略こそが必要ではないでしょうか？
  経済成長のための生産ではなく、暮らしのための生産
  そうした社会では、
  使うひとが使う分だけエネルギーを発生させる。
  パソコンならずパーソナル発電や蓄電システム。
  使うひとが使う分の身の丈にあった電気を作るのです。
  電気は買うものでなく各家庭でつくるものになるのです。
  そうした技術とシステムの構築が未来のエネルギーの
  姿ではないでしょうか？
  先日、東電の利益構造が「ようやく分かった」ばかりの
  経産省さんや枝野氏にも納得いただける案であると思います。

 

原発依存度を0
(1)のゼロシナリオがよいと思います。

男性４０代自営業個人24100



24109 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 子孫に安全で、美しい環境を残すために、原発への
依存を2030年と言わず、早急に0%とすべき。

私たちは、地球を子孫から借りている。旅立つ時には、自分が受け継いだ時と同より、きれいな状態で返すのが、礼儀だ。
核燃料サイクルは、机上の空論であり、原発を稼働する限り、使用済み核燃料は増えていく。何十万年も危険を伴う保管を子孫に残すのは、論理に反する。原発が安全であれば稼働というの
は、この核廃棄物の事を全く考えていない。

何重にも安全を考慮してあったはずの福島第一原発は、すでに、大量の放射性物質で、海、山、川、畑を汚染し、何万人もの住まいを奪った。
これだけでも猛烈に反省し、原因究明行なわなくてはならないのに、安易に大飯原発を稼働し、核廃棄物ゴミを増やしている。
電気が足りないなら、その分節電すれば良い。家庭向けの日本の省エネ技術は確実に進歩している。太陽光パネルの設置費用も20年前と比べると半額以下に下がっている。
電気が足りないと、企業が海外移転する、これは詭弁で、移転するのは円高が主因だ。
少しでも電気が足りなくて、病院など生命維持装置が必要な人を危険にさらすくらいなら、原発を稼働すべき、これも詭弁だ。太陽電池と、蓄電池、もしくはコジェネなどを設置するべく後押しすれ
ば良い。
原発がないと、化石燃料への依存が高まり、環境汚染が広がるし、膨大な石油輸入が必要、これも詭弁。新型の石炭による火力発電所は効率よく、汚染の心配もなく、国内で生産出来る。
立つ鳥跡を濁さずという諺がある。
私は即刻すべての原発を停止し、子孫に、核廃棄物ではなく、安全で美しい環境と、省エネ、新エネルギー技術による、未来型の産業を残していただきたいと思う。

24110 個人 自営業 ５０代 男性 原発は0%！！！ 原発依存度は、0%。他に選択肢はありえません！

24111 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 選択肢の中ではゼロシナリオを支持します。地震大国
であること、安全対策が不十分であること、規制・監視
が弱いこと、経済的コストが高すぎること、代替エネル
ギーの方が将来性が高いことが理由です。

３つの選択肢の中ではゼロシナリオを支持しますが、それでもシナリオ自体には疑問を持ちます。自然エネルギーの導入見込みが不十分であること、化石燃料への依存度が高いこと、核燃料
サイクルの余地を残していること、原発をゼロにする期限が明確でないことなどです。パブコメにしても討論型世論調査にしても枠をはめた上で拙速に事を運んでいるように見えます。社会にお
いて議論が深まる事を待つべきではないでしょうか。政府の「聞く耳を持たない」態度が官邸前抗議を広げる結果となっています。もはや密室で決める時代ではないのです。民主主義を踏みに
じるような決定方法そのものを見直してもらいたいと思います。

24112 個人 その他 ５０代 男性 原発ゼロシナリオを選びます。 原子力発電所はいまだ制御不可能な技術であり、廃棄物の処理はもちろん、人為ミスや自然災害、テロなどによる事故・災害が起きる可能性は今回の福島原発事故によって証明された。可能
な限り速やかに全廃すべきである。

しかし、この記入フォーマットに3つのシナリオの選択肢の記載についての回答欄がありませんが、意図的なのでしょうか。この点について、回答をお願いします。

24113 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発ゼロシナリオが適切と考えます。
即時停止が最適解と存じます。

　今回の事故で、原子力発電所が人類の手におえないものであることが明らかになった、と考えます。
　このまま使い続ければウラン資源は近い将来に枯渇すること・発掘～使用～廃棄の間に多くのエネルギーを使わなければならないこと・廃炉後の廃棄物の危険性がいかに長く続くかも明らか
になりました。
　原発をなくすことで下げることができるリスクが数多くあります。
　また即時停止を機会に、廃炉ビジネス立ち上げ・超高効率の石炭発電所開発・立ち上げ、更なる省エネルギー、これらの世界進出と、できることは数多くあります。ここにおいて、日本経済の
パラダイムシフトと企業活性化が、日本行政・国会が誘導すべき方向でしょう。

24114 個人 その他 ５０代 男性 「原発ゼロシナリオ」を希望します 東京電力福島第１原発の事故原因も明確になっていない現状での、再稼動をすべきでないと思います。地震なのかその後の津波なのかも政府事故調と国会事故調で見解が分かれています。
どちらにしても、大きな地震がいつ起こってもおかしくない地域で海岸線にしか原発がないのでは、いつ第２の「フクシマ」が出現してもおかしくないのではないでしょうか？
代替エネルギーについては、日本だけの問題ではなく世界中で考えていく課題だと思います。ヒロシマ・ナガサキ・ビキニで３回被爆している日本がこれ以上あらたな被爆者を生まないために、
国連などでアピールしてゆくことが世界に対する責任ではないでしょうか？

いま、私たち日本国民がすべきことは、まず「原発をなくし」（６ヶ月間ほど大きな問題なくすごせた実績がありますよね）、そこから考えることが必要なのではないでしょうか？そこにこそ、大多数
の国民が望む道があり、協力できる道があると思います。

24115 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 全原発即時停止　原発ゼロ　を支持します 原子力の平和利用という美名に長いこと騙されてきました。今回フクシマの園発事故により、原発は宣伝されているようには、安全ではなく、また地震列島ではとても安全であるとは言えないも
のであることが、明確になりました。また、原発がなくても、電力の供給は十分可能であることも明らかになりました。さらに、世界的にも、原発に依存しないことが潮流となってきております。フク
シマ原発事故を起こしても、なお、原因究明も行わず、再稼働に走る国の原発政策そのものも、信頼の出来ないものとなっております。　以上から即時全原発の停止と原発依存度ゼロのエネル
ギー政策を支持するものです。

24116 個人 自営業 ７０代 男性 原発ゼロを選択します。また、直ちに全原発の廃炉を
決定するべきです。
８月にエネルギーの選択を決定することは止めるべき
です。

福島の事故の原因も、処理も出来てないのに再稼動などもってのほかです。
現在稼動している大飯原発も直ちに停止し、いますぐ全原発の廃炉を決定すべきです。猛暑にも関わらず、電力は足りています。
関西電力も火力の定期検査を電力需要の下がる秋に行い、電力が不足する場合は火力を稼動させるべきです。尚、製鉄工場や製紙工場の自家発を供給電力に組み込めば、電力不足にはな
らないはずです。
今回の「エネルギー環境に関する選択肢」については、「国民的議論を行う」としながら、国民への説明が殆どされていません。いったい何で周知徹底するのでしょうか？国民が知らない間に決
定してしまう目論みとしか思えません。
選択肢も２０３０年となっているので、たとえ原発ゼロとなったにせよ、２０３０年までは原発を稼動させることになります。こんな設定は認めません。
原発は後処理のできない未完の技術です。燃焼後の燃料体の処理が完全に完成するまで（何世紀かかるかわかりませんが）、原発は不要としなければなりません。いまは、自然エネルギーの
利活用に邁進するべきです。

24117 個人 その他 ４０代 女性 出来るだけ早い時期に原発依存度０にするべき。 電力会社の経費その他と関係者の利権等を考えてのことだろうが、原発は立地自治体や作業員への差別のうえに成り立ち、放射性廃棄物の処理方法がまったくないこと、いまだに福島第一の
事故が収束せず放射能をまき散らし続けていることだけを考えても、速やかにすべて廃炉に向かうしか考えられない。
それにむけて費用や雇用の問題、自治体への補助などを考えるべき。
同時に再処理施設はいまだに実用化に至っていないうえ、プルトニウム保持の問題もある。これ以上放射性廃棄物を産出しないようになればこれまでに貯めた核のゴミをなんとか安全な状態
に保つことに力を使うようにして、ただちに開発は中止にして欲しい。
これ以上無駄な税金使わないでください！財政危機なんでしょ？増税考えるなら削るべきところから削るのが当たり前です。

代わりのエネルギーには石油だけでなく天然ガスや、消費地に近い場所での水力風力バイオマスなどなど大規模でなく小規模での個人や企業による発電および売電など駆使すればいい。
当然電力会社の有り様は変わって来る。

事故により放射能は制御出来ないままの状態を引き起したことは、地球規模の犯罪だと言うことを認めなければならない。

原発依存はもうやめましょう。
それをベースにしてエネルギー問題を考えてください。少しずつでも時間をかけてでも再生可能なエネルギーに、バイオなリサイクルにシフトしてくよう力使いましょう。

24118 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ２０３０年の原発比率について「０％」に賛成です。 シナリオ15％　および　シナリオ25％は再処理がありえると言いますが、「もんじゅ」および「六ヶ所」は、合計で３兆円以上の血税をつぎ込みながら、いまだ実用化出来ていない。

こんな心もとない計画は賛成できません。

また、ウランはエネルギー換算の埋蔵量が石油以下と聞いている。そんな資源にエネルギー依存をするのは、再処理が今すぐ出来たとしても、破綻が目に見えている。

このことから、税金を再生可能エネルギー開発につぎ込み、新しい再生可能エネルギー技術を創設したほうが余程理にかなっていると思われる。

政策により原発が使えないならば、再生可能エネルギー開発も加速するものと思われる。

よって、原発依存を０％にすることに賛成です。

24119 個人 家事専
業

３０代 女性 原発依存度　(1)ゼロシナリオ　を支持します。 ・核燃料サイクルの技術は未だ確立されておらず、原発を運転させるたびに核廃棄物は増え続ける。核廃棄物の処理方法も決まっていない。
これ以上未来につけをまわすような発電方法は止めるべきだ。

・原発がなくとも電気は足りている。
実際5月に全ての原発が止まっても停電などにはなりはしなかった。
夏の猛暑の現在も東京電力管内では原発なしでやっていけているし、
大飯原発を動かした関西電力管内では火力発電所をいくつか止めているという。
夏場の電力が足りないなら、火力発電所を増やせばよい。
もしくは自然エネルギーで発電すればよい。
資源がないということもない。日本には温泉が沢山ある。
地熱発電で相当まかなえるのではないか。
アイルランドの地熱発電は日本の技術が生かされていると聞く。

そもそも人の命を削って発電するなど馬鹿げている。
2030年といわず即刻止めるべきである。

24120 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 男性 私は原発ゼロシナリオを選びます。 私は原発ゼロシナリオが最適であると考えます。

　日本の自然を破壊し、人々の生活を奪い、命までをも危険にさらすエネルギーに、将来的にも頼っていくというのは、あまりに危険すぎると考え、原発ゼロシナリオを選びました。原発依存を完
全にゼロとし、火力への依存も段階的に減らし、自然エネルギーの割合を大幅に増やすことで、より持続的で安全な国が作れるはずです。
　私は、たとえ日本の経済成長にとって、原発というエネルギーの方がプラスであったとしても、脱原発を選ぶべきであると考えます。経済の成長は、国民の生活を豊かにするためのものであ
り、その生活が壊されてしまうのであれば、元も子もありません。まず、国民の命を守るという大前提があって、その上で経済成長の議論が起きるのが正しい順番であると考えます。
　経済成長ばかりに目を向け、安全を二の次とするのではなく、成長が鈍くなるものだとしても、命を尊重し、大きなリスクを背負うことなく、持続的に成長できる国づくりが行える原発ゼロを達成
させるべきであると思います。

24121 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 ゼロシナリオを支持します。 脱原発（ゼロシナリオ）を支持します。
なぜ再稼働するのかわかりません。
原発以外のエネルギーでやっていけることもわかっているのに。
原発でなにもかもなくなってしまう。
もうやめてください。

24122 個人 自営業 ３０代 男性 ゼロシナリオを選択します。この文書（エネルギー・環
境に関する選択肢）は余りにも原発ありきに偏ってい
る。放射性廃棄物の説明が殆どなく、コストも安価と
言うが、建設時や原発事故を考えると高コストであ
る。

　「エネルギー・環境に関する選択肢」をざっと見てみました。
　まず気になったのは「CO2」という単語です。この文書は、地球温暖化防止のために原発の重要性を訴えているようにみえます。
　火力発電は確かにCO2を排出しますが、原発は放射性廃棄物を出します。
　PDF文書を「CO2」で検索すると23件ヒットしますが、「廃棄物」で検索しても1件しかヒットしません。放射性廃棄物が「使用後、どうなるのか」「安全に管理できるのか」「テロの脅威は」といった
説明がありません。安全対策を強化する、といった文言もありましたが、どのような対策をするのかも明記されていません。これでは到底信用できません。
　CO2を問題視するのと同様に、放射性廃棄物も問題視すべきです。バランスがCO2に偏りすぎています。偏りすぎて「原発はクリーン・エネ」と言わんばかりの文書です。CO2も放射性廃棄物も
出さない自然エネの方が真のクリーン・エネです。
　その自然エネについては、コストが掛かるといった印象を強引に与えています。原発の方が安価といったイメージで説明されていますが、原発を造る際に多額の補助金が国から出ているので
はないでしょうか？更に、一旦トラブルが発生すればそのコストは計り知れません。そう考えれば原発の方がはるかに高コストとなるはずです。それらの説明もほとんど見られませんでした。
　また、ゼロシナリオには「経済的負担が重くなっても」とありましたが、家計的には省エネ・節電を行えば負担は軽くなります。住宅を断熱改修しなくても、エアコンを扇風機に替えたり、暖房を弱
めて厚着をするという選択肢もあるはずです。省エネ家電への買い替えなら「数年後に元が取れる」といったものもあります。やり方次第では負担を軽く出来るはずです。
　炭素税という言葉もありましたが、それなら放射性廃棄物税も設けるべきです。
　この「エネルギー・環境に関する選択肢」は原発ありきで作られていて、パブコメで意見を出す意味があるのか大いに疑問です。一応、私の意見はゼロシナリオ、且つ、原発輸出禁止です。

24123 個人 自営業 ５０代 女性 「ゼロシナリオ」を支持します 私が「ゼロシナリオ」を支持するポイントは以下2つです。
「地震国日本における原子力発電はリスクが大き過ぎる」、「核のゴミ処理問題が確立されていない状態での稼働はリスクが大き過ぎる」。

3.11以前は、日本における原子力エネルギーについての政府方針について、多くの国民は異議を唱えなかったと思います。
原発は安全だと信じていたからです。
しかし、3.11で国民は身をもって原発の怖さを知りました。
同時に地震国日本に原子力エネルギー政策は向かないとの判断が多くあります。
私もそのひとりです。
現時点での高度な原子力エネルギー施設のノウハウは今後地震による心配がない世界で生かされて行く技術なのかもしれませんが、残念ながら我が国日本は地震国です。
日本でこの技術を実証するにはあまりにも国民の犠牲を伴うことは3.11で誰もが理解したことだと思います。
100年？1000年？に1度の災害が3.11だったと考え、『この想定外の被害はそうそうあるものではない、原発を続けて行くことが日本経済発展の大切なポイント』という意見も多く聞きましたが、そ
れは“今の自分たちが良ければそれでいい”という考え方です。
この先の日本はまた3.11と同じ、もしくはそれ以上の困難を抱えることを想像するのはむずかしくありません。それを見据えて日本のエネルギー政策を考えることが必要なのではないでしょう
か。

そして2点目、核のゴミ処理に関しては、少なくとも数万年単位以上での継続が必要と理解しています。そして、今現在、まだそのベストな方法は確立されていないと。
数万年先の日本人にこの負担を負わせるのは無責任すぎるというのが私の意見です。
私は大学時代、国文科に在籍し、平安時代末期の文学を研究していましたが、平安時代は1100年代としても今から1000年も経っていない過去です。それでも当時の文献を読むには“変体仮
名”と呼ばれる今の日本語表記とは違う言語表記の読解が必要です。
1000年でも日本は大きく変化しているのに、数万年先の日本に正しくこの原子力エネルギーのゴミ処理問題を継承して行けるのか疑問です。

以上の2点につき、原子力エネルギーについては、「ゼロシナリオ」を支持します。

最後に、全世界における地球温暖化対策、CO2排出量の問題について現与党元総理の鳩山氏は国連気候変動サミットの場で、「2020年までに1990年比で25％削減」と発言していますが、この
2030年の3つの選択肢では、公言した2020年の10年後にかかわらず、どのシナリオも目標値に届かず、不十分さを感じます。
世界に対して有言実行である日本であってほしいと思います。



24124 個人 自営業 ６０代 男性 ゼロシナリオを支持
何年も先の話ではなく、即刻。
ゼロなら火力は65％との設定だが、もっと低くできる。

現在の日本では、原発を即刻止めても、電気の不足は回避できる。
原発推進勢力が電力不足を騒ぎたけているだけ。
この夏のデーターだけでも不足はしていない。

再生可能エネルギーは、政府がその気にさえなれば、35％は10年以内に達成できるでしょう。
設定期限には火力発電は、電力調整や緊急時用に使用する程度にしましょう。
そのために即、原発を停止し廃炉作業を開始しましょう。

また、石油による火力発電も段階的に撤退しましょう。
省エネ機器の開発を促進させてください。
省エネを求めるのではなく、生活などをとらえなおし、無駄をなくす「適電」を進めます。
生活や技術の基本を電化生活ではなく、非電化生活を追及しましょう。

もんじゅの運転も使用済み核燃料の再処理は大変危険です。
安全と平和のために停止を求めます。
使用済み核燃料など放射性物質は、他国・海洋・地下などに保管するのではなく、日本人がいつでも管理責任を持ち、目の手の届く土地に保管し、数万年先までも保管しなくてはなりません。
大変なことを子孫に託さなければなりません。

そこには、「２０世紀後半人の愚かなワガママのために残された負の遺産」と注意事項のあたまに刻まれていることでしょう。

だからこそ、即刻に原子力の欲望利用をやめましょう。

最後に今回の「３つの原発比率の選択肢」ですが、
脱原発依存を掲げている政府方針とは思えない設定です。
ゼロ以外は、原発維持（増設と新規が可能）か原発推進。
このどこが、脱原発依存ですか！
脱原発依存なら、ゼロへの道筋が３～４つのシナリオがあってはじめて、意見をきくかたちが整うというものです。

24125 個人 その他 ４０代 女性 一刻もはやく原発ゼロにしてください。 もうこれ以上、放射性廃棄物を溜め続けることはとんでもないことです。
今、原発をゼロにしても、次世代に渡って管理していかなくてはなりません。
少しでも、その負担を減らしていくことが私たちの使命です。
原発ではない、別のエネルギーに一刻も早く切り替えていきましょう。

24126 個人 自営業 ５０代 女性 ゼロシナリオにして下さい。
ゼロしか考えられない！

震災を経験し、いかに原発が危険なものか見にしみてわかりました。
こんな危険にさらされた中で快適な生活をしていたことへ驚かされ、
不便な生活でも安全、安心な生活を望みます。

24127 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原子力発電を完全に廃止し, 送電/発電を分離した上
で, 電力自由化を進めるべき

送電/発電を分離した上で, 自由市場経済に則り, 電力自由化を進めることでほぼすべての問題は解決すると考えます.

原子力発電は放射性廃棄物の管理/処分までのコスト, 安全性とリスクを考えれば完全に廃止するべきです.  放射性廃棄物の処理, 事故発生時のリスク(補償金など), すべてのコストを発電会
社に負担させ, かつ厳しい安全基準を課すならば, 原子力発電は経済的にも割に合わず成り立たないと考えます.

その他の発電方法については, 電力自由化後の各発電会社に任せればよいと考えます.  送電/発電を分離し, 自由に発電会社を選べるようになれば, 国民は自分の支持する発電方法の発電
会社から電力を買うことができます.  また自由市場経済の力により, もっとも発電効率のよい発電方法を採用した会社がもっとも低価格で電力を提供できるようになります.

温室効果ガス排出量に関しては, 排出量に応じて課税することで抑制することができるはずです.  あるいは, 発電会社に対し, 温室効果ガス排出量をオークションにかけることができます.  この
ような規制のもとでは, 各発電会社は利益を最大化するために自然と温室効果ガス排出量を減らす工夫をするようになります.

比べるに, 政府によるコントロールよりは, たとえ不完全であっても自由市場経済原理の方が優れており, イノベーションを促進させると確信しています.

24128 個人 自営業 ３０代 男性 「原発ゼロシナリオ」を要望します。福島県を滅ぼした
原発など即時停止すべき！

当たり前である。福島第一原発の爆発以降、地球規模での汚染。仕事はもちろん家まで奪われた県民。放射性物質が検出されて売れない品物。原発など即時停止、廃止、解体を全原子力発
電に対して生命を賭けて強く求めます。

24129 個人 学生 ２０代 男性 原発再稼働反対、原発の依存度0を目指した計画発
案の願い

脱原発を望みます。
今回の事故を受け、経済界は社会貢献よりも、電力の安定供給を理由に順次再稼働が既定路線として話を進めています。
しかし、毎週のデモや世論調査をみても脱原発が優勢であることは明確です。
期間は議論は必要でしょうが、自己から学び、脱原発を目指して計画をたてるべきです。
そして、電力会社にも現在の会計方式では原発を稼働させないと負債で経営が立ちゆかなくなってしまうのでその点を修正すべきです。

24130 個人 家事専
業

５０代 女性 原発ゼロシナリオを希望します 原発ゼロ希望の理由は、
過去の原子力事故や福島原発事故をみる限り、（残念ですが）人類の科学技術では原子力を牛耳ることは到底できないと痛感した。
事故の際、原発からうける被害、犠牲は甚大だ。
また、あらゆる面で人工放射能の影響をないがしろにし過ぎているのではないか。
原子力産業は技術の進歩とあまりに同調していないと思う。
もっともっと放射能の基礎研究をすべきだが、産業と結び付けることは危険過ぎると思う。
今だ、処理処分も確立していない放射性廃棄物を増やすことは避けるべき。
これ以上、人工放射能で半永久的に生き物が住めない場所をつくってはならないと思う。

24131 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 全原発を即刻廃炉にすること 東日本大震災は、原発が
　○安全ではない
　○クリーンではない
　○安定的ではない
　○エネルギー効率は非効率である
　○建設費用・事故時賠償費用が莫大である
　○人命軽視（稼働時・事故時も被ばく労働に支えられ、事故時は広範囲の汚染）

地震列島上の原発稼働は無謀であることが、これほどまで明確に示された。
活断層の過小評価による危険性に対し、人命第一でなく経済第一とすれば将来に禍根を残すことになる。（過去の事故も運が良かっただけ）
世界のエネルギー事情もお分かりの通りであり、この時期を逃してはいけない。

24132 個人 自営業 ６０代 男性 (1)。２０３０年にではなく、即刻ゼロにすべき。
理由第一。絶対安全な原発はありえない。
第二。３.１１以降日本列島は地殻不安定な状態にあ
る。
第三。国の安全管理・運営に問題あり。

大飯原発再稼動においては、福島の教訓が全く生かされていない。電力会社の要請に、政府が唯応じたというようにみえる。大飯に事故は起こらないとでもいうのであろうか。『絶対』はありえな
い。
大飯にとどまらず、３.１１以降、地殻の不安定性の増した日本列島に存在するすべての原発はさらに危険が増した。

24133 個人 家事専
業

４０代 女性 エネルギー、環境に関する選択肢 もちろん今すぐ原発ゼロです！！政府、電力会社のやり方は大問題です。いいかげん国民も気づくでしょう。もう、原子力の時代は終わったのです。早く再生可能エネルギーに切り替えて欲しい
です！

24134 個人 その他 ４０代 女性 日本の様々な条件を考えると原発は止め廃炉とすべ
き。原発抜きで豊かな国を作ることに政府は力を注ぐ
べき。

現在の日本の地理的（地震･島国）気象的（台風･津波･東日本大震災後の余震）歴史的（被曝国･平和憲法･３.１１）条件を考えた場合、原子力の発電利用を行うべきではない。事故が起きた場
合の様々なリスク(放射能による大気･土地･海域汚染、その直接の人体への健康被害だけでなく、農業･漁業･林業･それに付随する産業･輸出業､土地人の生活･人生だけでなく、そこと関わっ
ている人の生活や人生､果ては将来生まれる子供への､まだ不明瞭である遺伝的要素も含め)を考えれば、政治家が政治的責任をとることや金銭的賠償で済まされるレベルの話でないことは、
明らかである。今はまず、廃炉ありきで考え、その為にどうすれば良いかの知恵を､出来うる限りの人智を使って探り、原子力を使うことなく、いかにして未来の豊かな日本を作り出していくか､そ
のことに政府は全力で取り組んでいくべきである。高い税金も、廃炉の為に必要というなら、仕方がないと諦めがつく｡何より、これを機に原子力を使わないという英断をし、原発に頼ってきた地
域に、原発の代わりに自然エネルギー等の発電所を建設したり､新たな産業･雇用を作り出していくことに、原発の補助金並みの費用を投入して努力して欲しい｡それこそ、その為の具体的方策
についても、全国的にパブリックコメントを募ればよい。今の日本の脱原発の気運があれば、原発に頼っているそれぞれの土地土地に即した代わりの産業･雇用の可能性についてのパブリック
コメントはいくらでも出て来るように思うし､各自治体毎の採用案に政府が懸賞金でもつければ､競いあって出す人もいるだろうし､町起こし的な気運も活気づくだろう。また、原発をなくしても、経
済成長や国力を下げないようにするにはどうしたらいいか、原発以外の発電方法の模索、例えば､ある一種類の自然エネルギーで不安定要素があったとしても、太陽･風力･地熱、それも大規模
なものばかりではなく、各自治体毎､各施設、各家庭毎などに､そこが賄えるだけの幾種類かの小規模な発電システムも組み合わせることによって、電力は賄えるように思えてならない。発電は
電力会社や企業が商売として行う､という発想ではなく、各々必要な電力は自分たちが作り出すもの、という発想、その為に様々な発電システムを購入し利用する、という発想。各企業は、素人
にでも使いやすい発電システム･蓄電システムを｢商品｣として売る。多分、そういうシステムは電機機器メーカーやエンジニア､更に住宅メーカー等の協力が不可欠であろうが、決して不可能で
はないはずだし、新たな日本の輸出商品として、結果、更なる経済成長の可能性でもあるのではないか。再稼働ありきではなく、廃炉ありきで考えるべき。廃炉にしても理想的な廃炉は難しい課
題であり、それを、日本がやり遂げることは全世界への限りないアピールではないだろうか。

24135 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 脱原発ゼロシナリオを選択します 人間は完全に原子力を制御する力を持っていないから原発は不要です。
だからゼロシナリオを支持します。
なお、2030年までになど悠長に構えるのではなく、即時廃炉を目指すべきです。

24136 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発は即刻廃止を支持。日本経済の発展を推し進め
る為に必要という意見も理解しますが、事故が起こっ
てしまった時の代償があまりにも大きすぎる。次に事
故が起こってしまった時に日本は完全に世界から孤
立します。

できる限り早い０％を支持します。
福島の現状を見てください。事故から1年半が経とうとしていますが復興が成されていません。同じような天災に見舞われた阪神大震災の復興時とは全く復興のスピードが違っています。
大きな要因は放射能です。全てはこの放射能が復興を邪魔しています。
未だ全てを把握できていない原子炉をはじめ、関東全域の土壌汚染。そこから来る農作物・水産物への放射能被害。さらに観光領域への大打撃。
住民が東北を離れてしまう事から来る税金の減収。
一番被害を受けているのは、もう住めなくなってしまった地域に住んでいた住民。
これらの事から考えても原発のリスクはあまりにも大きすぎます。
考えてみてください。今自分が住んでいる家が突然住めなくなってしまったら。
職場も汚染地域に指定され働きたくても働けず、あすの生活もわからない状態での仮設住宅や仮住まいでの生活。
今住んでいる家が突然もう二度と帰れなくなるのです。想像するだけで悲しいことです。

仮に再稼働が続いていくうちに西日本で原発が何らかの理由で爆発したらどうでしょう。もう日本の経済は立ち直れません。住む場所も無くなります。
復興どころではなく日本国民全員が海外へ脱出するしかなくなるかもしれません。

原発の爆発は無いと関係者は言うかもしれませんが隕石の落下場所がたまたま原発だったら、飛行機が制御不能になり落下場所が原発だったら。
北朝鮮がミサイルを発射してきたら、

まさかと考えるかもしれませんが１００％ないとは言い切れません。
人間がコントロールできないものを扱うのは無理です。
よってすぐにでも0％を支持します。

24137 個人 家事専
業

５０代 男性 　安全で安心な社会を未来に残すために、そのリスク
となる原発は、できるだけ速やかにゼロにすべきだと
考える。したがって、今回、原発依存度「ゼロシナリ
オ」を選択した。

　昨年３月に起きた福島原発事故の惨状を目の当たりにして、原発の危険性と恐ろしさを痛感した。これだけ危険性が明らかとなった発電施設を日本は、保有すべきではない。
　ところが、福島原発事故の原因もいまだに明らかにされておらず、多くの国民が反対する中、政府と電力会社は、電力不足を理由に大飯原発の再稼働に踏み切ってしまった。このことは、原
発行政と電力会社双方に対する国民の不信を著しく高めてしまった。信頼を失った政府と電力企業が何を言おうと、私たちは危険な原発を絶対に容認することはできない。
　加えて、使用済み核燃料の処分の問題も、何ら解決していないのが現状だ。もうこれ以上核の廃棄物を増やし、未来に残してはならない。
　以上のことを踏まえると、安全で安心な社会を未来に残すために大きなリスク要因である原発は、可能な限り速やかに全廃するべきだ。

24138 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 ゼロシナリオを支持 原子力エネルギーの制御は十分ではないと判断。
このまま使用を続けることは後世に負債を残す行為となる。
また、大量の命を脅かす存在であるとして、これを効率的な方法で廃止する方向へ持って行くべきと考える。

24139 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見

「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」を主張
《政府は本腰を入れて再生可能エネルギー開発に尽
力すべき》

原発に代わるものとして、地熱発電を利用すべきです。火山列島の日本には温泉が多く存在しています。その温泉熱を地熱開発して地熱発電を整備すれば、火力発電のようにＣＯ2を排出する
こともなく、燃料費もかかりません。原子力のように莫大な維持費もなく、使用済燃料の処理の問題もなく、いずれ老朽化で廃炉にするときはその莫大な費用や、放射能の問題もありません。
そして、チエリノブイリや福島のように一度事故を起こすと、放射能の影響が２万年以上も残るとなると、子孫や世界や地球に取り返しのつかない問題を引き起こします。しかも、地震大国の日
本に５０基以上の原発があること自体、国は本当に日本の未来を考えているのですか？原発を選択する日本政府は国を自滅の道に導いているとしか思えません。
原発はいりません！原発に代わる自然エネルギー（地熱、風力、太陽光など）があるのにその開発をなぜ進めないのでしょうか？？

24140 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 男性 世界一の地震大国に原発は不適切。震度５以上が３
０年で４０００回近く！しかも活動期に入りました。

政府は既に「脱原発依存」という方針を明らかにしているはずです。なぜいまさら増設につながる「2030年15％」と「2030年20～25％」という選択肢が出てくるのでしょうか？考えられません。
ご承知のように、311以前に、震災による原発事故の可能性は指摘されておりました。なかでも石橋克彦氏は、その指摘を黙殺されたことから原子力委員会を去っています。そして十分な対策
が取られぬまま、残念ながら指摘されたとおりのことが起きてしまいました。
日本は世界一の地震大国です。1970～2000年の震度５以上の地震は、フランス２回、国土の広い米国で３２２回。これに対して日本は３９５４回です。もともと原発を建てるのに不適当な場所な
のです。
その日本が地震の活動期に入ったと言われております。そしてそれは北海道から沖縄までの全国民が肌で感じていることです。もしまた同じことが起きたらもう取り返しがつかないのです。（もち
ろん、既に福島の少なからぬ土地が取り返しのつかないことになっています）そして残念ながらその可能性は極めて高いのです。
何よりも国民の安全のために、大飯を含めたすべての原発を停止し早急に廃炉への工程に入ることが求められています。

24141 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 発電ごときに原子力を利用する事は、即刻やめてもら
いたい。
もし地球の未来があるとすれば、「原子力発電の一切
ない世界」です。
明日にでも、原子力発電ゼロの日本に戻してもらいた
い。

人類最高の英知を持ってしても、放射線の完全な無害化、完全な管理をすることはできません。

人類は、放射線を制御する事はできないのです。

つまりは誰も責任を取れないし、解決する事ができない。

そんなものは「科学技術」ではありません。

そんな危ない物に依存して、生きたい人間はいません。

原子力発電の善し悪しが論点なのではなく、
いかに人類が安全に生きていけるのかの知恵を開発することが必要なのです。

原子力発電は、一部の人間の犯罪であり、まったくもって必要ありません。

もう、だまされませんよ。



24142 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 脱原発(ゼロシナリオ)を支持します。 原発に事故があった場合のリスクがそれのメリットを上回ると思います。

24143 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 提示された3案の中では「原発ゼロシナリオ」を支持し
ます。ただし、2030年を待たず、今すぐ全原発廃炉に
向けての道筋をたて、可能な限り早急に原発ゼロ社
会を実現させることを強く望みます。

1. 福島原発事故で明らかになったように、原発の抱えるリスクは計り知れず、地震の頻発する日本には１基の原発も存在すべきではありません。また、たとえ事故を起こさなかったとしても、原
子力発電は、原発作業員や、さらにはウラン採掘現場で働く人々の恒常的な被曝という大きな犠牲の上に成り立っています。多くの人々の健康な生活を脅かし、常に命の危険と隣り合わせで
ある原子力エネルギーに、これ以上依存すべきではありません。原発は安価で安全なエネルギーとされていましたが、巨大で深刻なリスクを考えれば、そうでないことは明白です。

2. 原発がなければ電力が不足するという意見は、十分な根拠を欠いており説得力がありません。今年5月に全原発が停止した後も停電などの問題は起きず、また猛暑といわれるこの夏も大飯
原発のみの再稼働で日本全国の電力は十分まかなわれています。今後、火力での代替や、再生可能エネルギーの利用増、また節電や電力利用のピークシフトなどの工夫で、エネルギー政策
における原子力利用はますます不要なものとなるでしょう。原子力発電から撤退することは経済的に大きなマイナスだという意見もありますが、今後の成長が期待される再生エネルギーへのシ
フトは、日本経済の活性化にも貢献できると思われます。

3. 原発から大量に排出される放射性廃棄物を、最終的にどう処理するかの見通しが立っていないことは非常に大きな問題です。既に存在する廃棄物処理についても解決が先送りされている現
状で、このまま原発を使い続け、廃棄物を増やし続けるわけにはいきません。また、核燃料サイクルが明らかに破綻していることを考えれば、提示された案のうち「使用済み核燃料の再処理を
止める」とはっきり述べているのが原発ゼロシナリオのみである以上、他の2案は非現実的としか言えません。

上記３つの理由により、私は原発ゼロシナリオを支持します。
最後に、今回のパブリックコメントの実施方法について意見を申し上げます。提示された3案のうち、明確に脱原発に向かうのはゼロシナリオのみです。明らかな原発推進である20~25%案は論外
としても、一見すると段階的脱原発と思われる15％案も、「四十年廃炉」「安全かつ必要な場合のみ再稼働」という政府方針に従うものではなく、今ある全ての原発を再稼働し40年使い続け、状
況によっては原発の新規増設やリプレイスをした場合に限り達成可能なシナリオです。浜岡原発や福島第二原発、もんじゅなどの安全性を確認できない原発を再稼働させなければ、2030年に
は原発依存度が5%となるという試算も出ているにもかかわらず、ゼロ案以外が15%、20~25%という３つの選択肢は、不自然に「原発推進」に偏っており、議論をミスリードする可能性が極めて高い
と考えられます。適切な背景説明がないままパブリックコメントを募集し「国民的議論」を経たことにしようとする政府には、不信感を持たざるをえません。パブリックコメントのみならず、現在開催
中の意見聴取会、今後行われる討論型世論調査においても、市民の声をエネルギー政策にきちんと反映するために、公平性と透明性がしっかりと確保されることを望みます。

24144 個人 その他 ５０代 女性 核エネルギー、つまり原子力発電及びその関連設備・
施設は即時に停止し、廃炉・廃棄処分とする。つまり、
原子力発電依存度は即時に０％とする。

　原発は安全でクリーンという今までの盲信は、福島の事故により根底から覆されました。また原発は安く安定供給出来るというフレコミも、原発からの核廃棄物及び老朽化し原発の廃炉とその
後の維持費を入れて試算すれば、最も高い発電源であることが周知の事実となりました。
　最近では、地中深くの岩盤から採取される「シェールガス」の増産が進み、天然ガスの価格が安値水準を続けており、そのガスを使った火力発電も安価、安定な電源となりました。また太陽、
地熱、バイオマスなどのより環境にやさしい発電も次々と開発されており、一度事故になれば元には戻せない原発に頼る必要は皆無となりました。
　実際、この猛暑の夏にさえ、関西電力のほんの数基の原発の再稼働分をはるかに超える電気の余剰が出ております。
　現在は原発０％で何の問題も無い時代となりました。そんな時代に、一つの原発事故でさえ数万人、数十万人の人々の命や健康を蝕み、故郷に２度と戻れなくする原発。そんな原発を地震国
日本に存在させておく事は非人道的行為とも言えます。
　私たちは、原発利権のためだけに、尊い命と人生と故郷を失うことを拒否します。
　即時原発０％！NO OTHER CHOICE!!!

24145 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 技術的にも、道義的にも、今の日本に原発を責任を
持って動かすことのできる資格をもつ人間はいないの
で、原発は即時廃炉にすべき。

原発を稼働させなくても電力は足りていることが明確になったので、原発は即時廃炉にするべき。その最大の理由は日本ではいつ、どこで、大地震が起きても不思議ではなく、そうなってからで
は全く取り返しがつかないから。福島原発事故ですら収束のめども立っていないのに、他の原発を動かすことなどもってのほか。そして何より、これまで「安全」という言葉を無責任に繰り返して
きた当人たち、つまり電力会社にしろ、官僚にしろ、研究者にしろ、そういった人たちがこの期に及んで原発を動かすなど許されないことであると考えるから。

24146 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 ゼロシナリオを選択 １５％の選択肢に「稼働率が７０％程度である場合は二機を新設」という条件が入っているからです。２０％～は言うまでもなく、たくさんの新設を含みます。

１５％以上のシナリオを設定すること自体、福島の事故後、脱原発に方向転換するとした当時の政府方針「脱原発」という路線から逸脱するからです。

また、節電が20年間で10％しか改善しない前提になっていますが、本当でしょうか。今までは東電など巨大電力会社の試作によって電気依存が国民に蔓延していたと思いますが、本気になれ
ばコカ・コーラの自動販売機だって９５％を節電できる発想力と技術力を持った日本です。要は目標の問題で、それを政策として導くのは日本政府の使命です。

日本政府が担うもの、それは日本で必要なエネルギーを賄うことだけではありません。どうしたら国民がこれまでよりエネルギーで暮らすことができるか、導くことも必要です。

24147 個人 その他 ５０代 男性 ２０３０年の原発依存は０％にしてください。 原発がなくても電気は足ります。人類が制御できない核をこれ以上使うべきではありません。原発は核兵器製造の付随物であり、原発がある限り核兵器はなくなりません。被曝国日本が原発を
なくすことで世界に核廃絶を訴える説得力がいっそう高まります。電力会社の経営保持のためにこれ以上私たちの生命とくらしを犠牲にしないでください。「ゼロシナリオ」が国民の圧倒的な意見
です。

24148 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 2030年にでなく、「即刻」原発ゼロを主張します。 少しでも運転すれば核のゴミが発生します。何百年（それ以上）にわたって放射性物質が飛散するそのゴミの有効な処分ができない以上、今後何世紀にもわたってそのゴミを管理することを未
来に託すことなどできません。
仮に大地震が起こらずとも、津波が発生せずとも、事故がまったくおきなかったとしても、原発というのはウランの採掘から精錬、運転、メンテナンスに至るまで、作業者が被曝するという犠牲に
成り立っているという意味で、きわめて中途半端な技術でしかないからです。
もし原発がなければエネルギーが足りないというのなら（現在、どうしてもそうは思えませんが）、新しいエネルギー開発に技術を傾注するほうが、よっぽど経済が活性化し、停滞するこの国の大
きな力になると考えます。

24149 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 「原子力エネルギー依存低減シナリオ」からあえて選
択するのであれば、「25シナリオ」であるが、「現状政
策」の維持または「原子力エネルギー」の「積極的活
用」を望む。

原子力エネルギーを積極的に開発することによって、優秀な技術者を育成し、さらなる安全性の確保を図るべきと考える。
核融合エネルギーが実用化されるまで原子力エネルギーを積極的に開発する国であって欲しい。
再生可能エネルギー依存によって国力が低下する日本には未来を感じない。
我が国の未来のために積極的な原子力エネルギーの開発を望む。

24150 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 ゼロシナリオの採択を希望します。原発の稼動停止に
よるリスクと、原発稼動時に未曾有
の災害が発生した際のリスクとを比較すると、稼動停
止を選択せずにはいられま
ません。何人の犠牲もあってはなりません。

政府として責任のある政策を、という言葉がありましたが。すべての国民の生命や居住の
安心・安全が保障されることが、国が果たすべき責任であると思われます。
今も多大な犠牲を強いられている福島の人々を思うと、これ以上悲しい思いをする国民を
出さないことが、政府の至上命題であると考えます。

24151 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ゼロシナリオを支持する。原子力発電から早期徹底を
求める。

ゼロシナリオを支持します。理由は「安全性」と「使用済み燃料の処理」についてです。

「安全性」
日本は地震大国であり、いつまた大きな余震、地震が来るか分かりません。地震学者は数年以内に大地震がくる確立は80％と予見しています。
福島でそうであったように、大地震がくればまた原発が事故を起こす可能性があります。原発の耐震設計は全く信用できないものであり、このようなリスクを抱えた発電方法は全く合理的ではあ
りません。

「使用済み燃料の処理」
原発を運転する以上、高レベル放射性廃棄物が出続けます。
放射性廃棄物を今後10万年掛けて管理するなど愚の骨頂です。その間発生するコスト、CO2、危険性を正確に計算できる者は誰もいないでしょう。なにしろ10万年先に人類がいるかも分からな
いのですから。
核燃料サイクルも、無為やり続けようとしているだけで、それが現実的ではないことは誰の目にも明らかです。ナトリウム冷却のもんじゅが事故を起こしたら大惨事ですし、そもそも無理な計画を
続けるためにいったいいくらの無駄な予算を使い続けるつもりでしょうか。全ては国民の血税だというのに。
これは原発を続ける限り抱え続ける問題です。

以上の二点から、事故を経験した日本は特に、原発からの早期脱却を実現するべきだと確信します。

自然エネルギーで立国すれば、技術力を持つ日本は再び世界に台頭するチャンスがあるかもしれません。
24152 法人・

団体等
法人等 法人等 法人等 ゼロシナリオを支持する。原子力発電から早期徹底を

求める。理由は「安全性」と「使用済み燃料の処理」で
す。

ゼロシナリオを支持します。理由は「安全性」と「使用済み燃料の処理」についてです。

「安全性」
日本は地震大国であり、いつまた大きな余震、地震が来るか分かりません。地震学者は数年以内に大地震がくる確立は80％と予見しています。
福島でそうであったように、大地震がくればまた原発が事故を起こす可能性があります。原発の耐震設計は全く信用できないものであり、このようなリスクを抱えた発電方法は全く合理的ではあ
りません。

「使用済み燃料の処理」
原発を運転する以上、高レベル放射性廃棄物が出続けます。
放射性廃棄物を今後10万年掛けて管理するなど愚の骨頂です。その間発生するコスト、CO2、危険性を正確に計算できる者は誰もいないでしょう。なにしろ10万年先に人類がいるかも分からな
いのですから。
核燃料サイクルも、無為やり続けようとしているだけで、それが現実的ではないことは誰の目にも明らかです。ナトリウム冷却のもんじゅが事故を起こしたら大惨事ですし、そもそも無理な計画を
続けるためにいったいいくらの無駄な予算を使い続けるつもりでしょうか。全ては国民の血税だというのに。
これは原発を続ける限り抱え続ける問題です。

以上の二点から、事故を経験した日本は特に、原発からの早期脱却を実現するべきだと確信します。

自然エネルギーで立国すれば、技術力を持つ日本は再び世界に台頭するチャンスがあるかもしれません。
24153 個人 無職 ７０代 男性 世界で唯一の原爆被害者であるにも拘わらず原発廃

絶に無関心な日本人をドイツ人は，不思議で冷酷な
人間だと思っている。熱しやすく冷めやすい対岸の火
事は大きいほど面白がる日本人の国民性は恥じてし
かるべきです。

原爆、原発事故の経験がないにもかかわらず、ドイツは、福島原発事故後直ちに、国会で、全党多数で、２０２２年までに、原発を廃絶する決議を採決しました。ヨーロッパで、原発のない国は、
イタリア、オーストリア等で、フランス等の原発国の動きを気にせず、ドイツは、独自で、原発廃絶を決めました。
日本人は、世界で唯一の広島長崎の原爆被害者で、世界で三番目(ロシア、アメリカ）の原発事故被害者にもかかわらず、大飯原発再開に政府、関電，大飯町長、福井県知事、が必死で努力し
たのは、彼らにとっては、広島長崎原爆、福島原発事故は、対岸の火事で、関電と癒着し、自己の地域的、経済的利益を優先したからで、政府には、大所高所から、原発のないクリーンで安全
な日本を作り上げる勇気と計画性がない。ドイツ人は、放射能の危険性に敏感なのに、日本人は、敏感でないのは何故でしょう？答えは、他人の不幸に敏感なドイツ人と敏感でない日本人の
国民性にあります。情けない限りです！本当に国民の安全と幸福を願っているのは、ドイツ政府ですか、日本政府ですか？日本政府は、ドイツのように、早急に、積極的に、環境エネルギー産
業を育成し、電力を自由化し、原発交付金を廃止し、税金を投入して、電力会社との癒着を切り、国民の安全と幸福に積極的に投資すべきです。世界３位の経済大国日本は、経済では大国か
もしれませんが、国民の福祉、人権、騒音のない町、インフラ整備では、ドイツより５０年以上遅れているでしょう。醜い空中電線のないきれいな町つくり、全国隅々まで行き渡った下水道、安全
な歩道、安全な自転車道等をドイツ並みに完備するには、５０年以上かかるでしょう。キリスト教文化文明のドイツでは、旧約、新約聖書にある正義公正、ゲレヒテイッヒカイト、の概念が、国民一
人ひとりにしみこんでおり、日本人は見習うべきです。

24154 個人 自営業 ３０代 男性 地震立国であり殆どの原発が活断層上にある以上、
既存の3シナリオでは納得がいかない。原子力の使用
を10年以内に停止する大胆な「第四のシナリオ」を示
し、それまで原子炉の再稼働は半永久的に停止して
ほしい

政府が提示する3つのシナリオは全て、私自身、私の家族、そして私たちの子孫に対して長期に渡って原発の脅威に怯える日々を運命づけるものです。2030年に原発利用を停止する「ゼロオプ
ション」は、原子炉再稼働の恒久的停止を願う被災者を含む多くの国民の要請を無視しており、到底受け容れられません。他の2つのシナリオは今後数十年に渡って原子力に依存し続けること
を肯定するものであり、最早論外と位置付けられます。

3つのシナリオは全て、日本が地震立国であり、一部を除く殆どの原発が活断層上に立地されており、さらに政府・規制当局・電力事業者が頑なに否定してきた全電源停止の事態は十分に起こ
りえることであり、かつ、政府・規制当局・電力事業者のいずれも、これに対する備えを事故後1年以上が経つ現在においても未だ行っていないという現状に鑑み、原子力の使用を停止し、かつ
再生エネルギーに関して我が国が保有する技術資産を存分に活用する賢明で大胆な「第四のシナリオ」を示して欲しいのです。

具体的な「第四のシナリオ」とは次のようなものです。
・原子炉の再稼働は、厳格なストレステストを第三者機関の監督下で行った上で、以下の条件が満たされた場合のみ行い、その期間は10年以内に限定する。

 -政府事故調報告及び国会事故調報告の提言内容の選択的採用と実施
 -各国原子力規制機関（米NRC等）の福島原発事故検証報告内容の検討と採用
 -原子炉運営・管理要員の非常時訓練の徹底と報告（必要であれば海外研修の実施）

・既存の技術資産を活用し再生可能エネルギーの研究・開発・製造・実用を加速させる
・発送電分離を実施し地産地消の新たなエネルギー配分を実現する

どうか国民不在の経済・産業ありきの政策策定ではなく、私たちが誇りを持って後押しすることができる新しいエネルギー計画を国民に提示してください。尚、この「第四のシナリオ」が提示され
るまで、即ち、上記条件が満たされるまで、原子炉の再稼働は半永久的に停止することが必須条件であることは言うまでもありません。

24155 個人 自営業 ６０代 女性 原子力というものに必ずついて回るのが核爆発、核爆
弾。怖いじゃないですか。

安全な原子力があればいいですが、今のところ人類はそれを発明していません。
クリーンなエネルギーが一番恐ろしいということなんですからね、子孫がどうなってもいいのか、地球がどうなっても利権のために原発をまだ使うつもりなのか、核は廃絶、ゼロにして欲しい。子
供たちの将来のため、地球の将来のために。

24156 理由
・ひとたび事故が起ればその影響を制御できず、命・暮らし・国土に取り返しの付かないダメージが降りかかる原発を人間が動かす資格は無いこと。

・何万年後にも渡って放射性廃棄物という毒物を未来に押しつける人類最悪の犯罪が原子力発電であること。

・電力不足や経済問題は、原発稼働と天秤に掛けて論議すべき問題ではないこと。（命が犠牲になる経済発展などあり得ません）

・3.11という史上最大のクライシスを経験した日本人がここで変わらなければ二度と変われないという危機感があること。

3つのシナリオで原発ゼロシナリオは、国民負担や厳しさを煽りすぎです。
詳細な批判は他の専門家の方にお任せしますが、恣意的な内容にまたも世論誘導かと憤りが沸きます。

まず省エネにもっと本気で取り組むべきです。
せめて発電電力量の2割、将来的には3割を目標にしてください。
大量消費・大量廃棄・24時間型社会を見直す方向に政府が舵を切ってください。
今やらなければいつやるのでしょうか。
便利さの影に闇があると我々が気付きはじめた今がチャンスだと思います。

自然エネルギーは原発に代わる雇用や経済効果を生み出すはずです。
技術立国の日本が自然エネルギーの効率やコスト面の向上に本腰を入れて取り組むときです。
命の危険と後世に負の遺産を残す原子力技術を海外に売り込むくらいだったら、
自然エネルギー大国日本の特質を生かし世界のリーダーシップを取っていくことこそが求められていると思います。

原発の問題がこれほどまでにこじれることの根本は、
今の政治や世の中のロジックがアメリカと財界が何より優先されているからだと感じます。
政府はアメリカと財界の要求さえ聞いていれば日本は豊かで強い国になると思っているのでしょうか。
とんでもありません。むしろ逆です。
それは政権交代に国民が託した期待とその後の顛末、原発事故とその後の体たらくを見れば明らかではありませんか。

憲法の生存権や平和主義を尊ぶならば、原発からの撤退を政治決断する、これ以外にありません。

原発ゼロシナリオが必要不可欠です。即停止、即廃
炉を強く求めます。

女性３０代家事専
業

個人



24157 個人 その他 ５０代 女性 即刻原発を０に。 ２０３０年はもちろん即刻原発を０に。
福島の問題は何も解決していません。
生きていくことが困難な状況の解決も見られず。
放射能に対しても信用性にかける対応の政府。

即刻　原発を０にしてください。

24158 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 脱原発・ゼロシナリオを支持します。 原発事故の被害の大きさをみるにつけ、原発は人類にはいまだ制御不能なテクノロジーだと思い知りました。原発は中長期的にみてなくすべきです。

24159 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発0％を支持します。 まず、第一に不測の事態が起こった際に、最終的に人が制御できないエネルギーは全く必要ないということ。これほどまでに危険な発電システムでなくとも火力、水力、再生可能エネで十分に
賄えるはず。
過去に火力に比べて環境に優しいなどと言う話もあったが、燃料の採掘や精製、輸送などでＣＯ2を排出するし、熱負荷も高い。ＣＯ2の排出量が低くとも放射性物質をばら撒いていたのでは全く
話にならない。
発電コストについても一番安いというのは過去の話。何といっても放射性廃棄物の処理に途方もない手間とエネルギーが掛かる。数万年に及ぶ処理に掛かるコストは計上されているのか。処
理容器は数万年の時に耐えうるものがあるのか。誰が数万年も責任を持って管理できるのか。
つまり一番危険でコストの高いエネルギーということになるので必要なし。

24160 個人 無職 ６０代 男性 原発ゼロシナリオです。原発はすみゃかに廃炉にす
べきです。不自由や電気料金の値上げはまだ我慢で
きますが、現状で原発再稼働などとんでもないことで
す。

　東電福島第一原発、避難民・福島の現状からみれば当然のことではないでしょうか。使用済み核燃料の処分方法が見つからない中で、孫の代に残してはならないものだと強く思います。野田
政権の政治は本当に、毎日毎日なさけない限りです。過去・現在・未来をみて国民のための政治をしてもらいたい。

24161 個人 自営業 ２０代 男性 30年までとはいわず、可能な限り早く原子力エネル
ギーの段階的廃止を推進し、そのための公的でない
第三者監査機関、および機構の設立とをすべき

効果的な対放射能技術や事故をリカバーできるなにがしかのテクノロジーが明確に確立されるまで、コントロールできない技術は使用するべきでない。
原発の廃止は即時とは言わないが2030年を前倒して敢行すべき。

また現状、内閣府乃至政府がどのような政策、意見提言を行なっても全く信じることができない。
こうした国策を監視するオブザーバーが必要。

24162 個人 自営業 ４０代 男性 脱原発！原発ゼロ！でも、自然エネルギーは、まだ、
あてにならないので直ぐに脱原発は無理、もしくは全
然無理かもしれないと考える。これ以上は増やさない
で欲しいし、日本では原子力発電所は国営でよいと考
える。

脱原発！原発ゼロ！
でも、自然エネルギーは、まだ、あてにならないので直ぐに脱原発は無理、もしくは全然無理かもしれないと考える。これ以上は増やさないで欲しいし、日本では原子力発電所は国営でよいと考
える。
原発で問題発生（今回）するとそれを管理する企業で責任が取れない、そしてその補填をするにも税金が使われるのであれば、原発は国の管理とすべきかと考える。また、被害が発生すれば
建設地域のみでとどまらず隣接する市町村、都道府県に被害はおよぶ。それを１市町村の首長レベルで決めることでもないと考える。

24163 個人 その他 ６０代 女性 原発ゼロシナリオを望む。 菅内閣の下、脱原発の国の方針が決まったのではないか。
稼働中も核廃棄物も地球規模で危険な原子力発電には大反対する。
原発に使われているお金や能力を、自然エネルギーに向ければ、
日本人の高い技術力は、それほど待たずともどんどん使えるものを生み出すはず。
日本が核兵器を行使された唯一の国であることを忘れてはいけない。

24164 個人 家事専
業

４０代 女性 エネルギー政策について 原発はとても危険なので即日廃止にして頂きたい．それに代わり天然ガスによる火力発電でのつなぎサイドでソーラーや水力、地熱、風力等模索して安全、安心なエネルギーの確保をしてくだ
さい。

24165 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 再生可能エネルギーの割合を増やし、原子力発電を
ゼロにする。

万が一の事故が生じた時の影響の大きさを考えると、原子力発電は命を脅かすものでしかない。その影響は果てしなく長期間にわたる。福島の現状、政府や東電の事故後の動向を見ても、隠
さなくてはいけないものが多すぎる原子力発電を維持することは、とても容認できない。

24166 個人 その他 ５０代 男性 ゼロシナリオを支持します。理由は、地震はいつ起き
るかもしれないが、そうなったら、原発の被害は必ず
生じ、日本が滅びかねないからです。一日も早い原発
からの撤退が必要。止まっている原発の再稼働にも
反対です。

ゼロシナリオを支持します。
理由は、地震はいつ起きるかもしれないが、そうなったら、原発の被害は必ず生じ、日本が滅びかねないからです。
技術的にもさることながら、東電の実質的国営化などで、管理体制もゆれています。福島原発の収拾にあたった所長さんも入院しています。他の電力会社も経営問題をかかえ、管理面に信頼
性がありません。ペーパー上安全であっても、安心することはできません。
電力は原発なしでもまにあうことがはっきりしました。自然エネルギーが間に合わなければ、火力でかまいません。というか、自然エネルギーができるまで、原発をやめない、というのは間違って
いると思います。火力代替の費用のみつもりは、高くみつもりすぎです。実際にはもっと安く手に入ります。

一日も早い原発からの撤退が必要。経営の都合だからと今の状態を放置しては将来に禍根を残します。
同じ見地から、止まっている原発の再稼働にも反対です。大飯3、4号機は止めるべきです。

24167 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 技術的に未熟な原子力発電をこの地震大国日本で危
機対応能力が低くく隠蔽体質の電力会社に継続させ
るべきではない。

　想定外の地震と津波、だから自分たちは悪くないとでも言いたいのだろうか？　それは間違いで、そもそもこの地震大国日本で想定ができると考えていることがおかしい。それに今までの東京
電力の危機対応能力の低さ、事故隠蔽体質から見て、東京電力に原子力発電を継続させるのは極めてリスキーである。他の電力会社も同様であろう。
　原発は、ひとたび事故が起これば被害が大きすぎる。発電コストが他の発電方式に比べて安いと主張したいのであれば、今回の福島原発事故による損失を全て金額に換算して、本当の発電
コストを求めるべきである。廃炉費用、除染費用、汚染物質の管理費用、除染しきれず利用できなくなった国土損失による損害額、海洋汚染による損害、国内外の風評被害、被爆による健康被
害、精神的被害、など全て洗い出して加算すべき。そして、これに今までに事故を起こした原子炉に掛かった費用を加算して総コストとみなし、今まで発電した総電力で割れば、廃炉になる福島
原発の本当の発電コストが求まる。さらに日本におけるメルトダウン発生確率3/54を乗じて、日本の原発の発電コストの実力値が求まる。この数字を出さずして、電力会社と政府は原発発電コ
ストを語るなかれ。
　世界的に見て二酸化炭素が地球温暖化の主原因かどうか怪しくなって来たので、火力発電を代替え方式として躊躇する理由はない。また、オール電化を止め、ガス、灯油を使い、断熱材、
LED照明の普及を促進、企業にクールビズ、サマータイム、昼休み時間延長などの指導をするなどソフト面での電力削減政策を推進すべきである。

24168 個人 自営業 ５０代 女性 できる限り早い時期にすべての原発を止めて、事故を
起こさないような研究と処理を進めてください。市民は
新しい価値観に基づいた市民中心の社会に移る覚悟
ができています。

3.11は、日本を世界を目覚めさせました。人間には原発をコントロールすることができない。放射性廃棄物を動かすだけで生み出す装置、安全点検をしたり、動かすだけで被爆者を生み出す機
械を使ってまで、生み出す電力は使いたくありません。存在するだけで、そこに働く人々を差別し、被爆者にする装置。誰かが犠牲になって生み出されるエネルギーは必要ありません。

人間には知恵と勇気があります。知恵と投資のオリンピックで人類が平和に存続できる方向に舵を切りましょう。勇気と既成勢力との対決が必要です。平和都市広島から、被爆者を生み出す装
置にNOと主張します。

広島でも志を同じくする人々はすでに行動を始めています。どうか、そういう動きに投資できる社会にしてください。

原発を止めて、さあ今の生活をどうしよう、という視点で政策行政をお願いします。これ以上の差別と、被爆にさよならしましょう。

24169 個人 無職 ７０代 男性 人間と核は共存できないので、原発は即刻全廃炉に
すべきである。

原子力発電の事故、スリーマイルやチェルノブイリを対岸の火事としてきた日本あるいは日本人。

フクシマの事故で目が醒めないとは情けない。国会事故調の報告も出ない時期に再稼働これほどの理不尽は無い。

この過ちを繰り返すことは人間の滅びの道を選ぶことである。ヒロシマ・ナガサキ・フクシマと経験した日本人、世界の人たちはどうみているでのだろうか。

倫理観のない経済界・政治家・学者など、拝金主義の日本を猛省すべきである。

使用済み核廃棄物の処理の見通しも無い負の遺産をこれ以上残してはならないのである。

24170 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 2030年に原発を０にするのではなく「直ちに」全ての原
発を０にすることを主張

福島原発が甚大な事故を起こし、放射能が漏れ続けている状態からみても１００％安全な原発など不可能である。
原子力発電所の事故による被害の大きさ、深刻さは他の発電方法とは比べものにならない。
特に活断層の上にあり、これから地震の活動期に入る日本で原子力を続けることは正気の沙汰ではない。
ドイツが自然エネルギーに転換し、雇用を４０万人増やしたことからも分かる通り、原発に依存しない新しいシステムを擁立することで経済の発展に繋がる可能性も多々指摘されている。
未来のため、また国際社会からの信用を取り戻すためにも、即刻全原発を停止し、日本が大きく舵を転換することを日本国民として強く希望する。

24171 個人 無職 ６０代 男性 泊は活断層の上に立地している、北電経営陣は原子
力災害に対応する姿勢がない、道からの天下り職員
が参画しており官民一体で危険隠しを行っている

坂本容社長と新田義英監査役は道が主催した２０００年「道民のご意見を聴く会」に北電社員として参加し賛成表明、やらせにかかわっていました。
　坂本社長は「冷静に本道の将来を考え、その基本となるエネルギー問題について原子力を選択してゆくことが大切」、新田監査役は「化石燃料は、後の世代のために残すべきものと思う。そ
のためには、省エネルギーとともに、原子力の活用こそが必要」と賛成表明しています。同社参与は道建設部参事から、同社技術顧問は道総合政策部参与から天下っています。
　この地質調査は、北電子会社の北電興業がＪＶを組んで行った調査で活断層はないと断言、それにたいして東洋大の渡辺満久教授や原子力安全・保安院が活断層の可能性を指摘し、再度、
北電が調査を始めたものです。
泊原子力発電所（泊村）の運転差し止めと廃炉を求める裁判で北電は答弁書で「原発に関し、絶対的な安全性を求めることはできない」とした上で、「施設、設備、運転管理などについて、その
危険性が社会的効用との対比で社会通念上、容認することのできる水準以下であるかどうかを基準に判断されるべきだ」と主張しました。市川守弘弁護団長は、口頭弁論終了後の報告会で、
「危険な断層の近くにつくったのが泊原発」と強調。「北電は答弁書の中で、原発について『常にいくばくかの危険性を伴っている。絶対的な安全を求めるのは不可能』と開き直っています。怒り
を持ってこの事実を道民に伝えたい」と話しました。
　意見陳述で斉藤武一原告団長は、「泊原発から５キロの岩内町では、『原発反対』の声がお金の力でねじ曲げられ、町の漁業は崩れてしまいました。原発のない新しい北海道をつくるために、
一刻も早く泊原発を廃炉にすべきです」と訴えました。
　常田益代原告副団長（北海道大学名誉教授）は、「世界有数の地震国日本にとって原発は最も危険な発電方法。電力の一部をまかなうために、安全な水と土と空気を引きかえにすることはで
きません｣とのべました｡

24172 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 2030年のエネルギー・環境に関する3つの選択肢（原
発依存度を基準）から、「(1)ゼロシナリオ」を選択す
る。

2030年のエネルギー・環境に関する3つの選択肢（原発依存度を基準）から、下記の理由により「(1)ゼロシナリオ」を選択する。

(1)原発は、その制御と運用に高度な技術と専門性が必要であり、これを身につけた熟練技術者であっても、ミスを行う可能性が0%ではないこと。

(2)たとえミスの可能性を0%とするシステムを構築できたとしても、外的要因によるシステムダウンの可能性を排除することはできないこと。

(3)これまで国や電力会社が「安全」と説明してきたものの、実際に事故を起こして現在危険な状態にある原発が存在すること。

(4)事故により放射能漏れが発生し、国土の一部分を長期間活用不可能とし、国民に避難を強いている現実があること。

(5)万が一、さらなる放射能漏れが発生し、活用不可能な国土がこれ以上増加した場合、国土の狭い日本にとって、致命的なダメージとなること。

以上のことから、可能性は低くともリスクが存在し、事故発生時のダメージが甚大であるならば、例え困難であったとしても目指すべきは「ゼロ」への道と考える。

原発による電力が日本に生まれて来年2013年で50年になるが、原発を中心とした従前のエネルギー政策から、事故が発生したとしても人間の力で取り戻せる程度のリスクにおさまる発電シス
テムへとシフトする、今がまたとない機会である。

これまで原発をエネルギー政策の中心に据えてきのは、日本が非資源国であるためであるが、太陽光発電をはじめとする「再生可能エネルギー」の発電効率が上昇するなど、技術の進歩によ
り政策策定時と状況が変化している。しかも今後は、その「再生可能エネルギー」関連産業の成長が、「ゼロシナリオ」によって懸念される原発関連産業の経済的損失を補い、さらには上回る可
能性もある。

原発依存度低減の実現は確かに大きな制約だが、これをバネとして成長する戦略に何ら手立てがないわけではないことが、2012年7月31日に閣議決定された「日本再生戦略」で示された。さら
に日本には、1970年代の石油ショックから「省エネ」を学び、低燃費エンジンや無駄のない生産システム等の構築に結び付けた経験と実績がある。この機会に、電力業界、原子力関連産業を含
む経済界も、これまでのビジネスシステムへの過度な依存から脱却し、新たなフロンティアを目指し、産業を創出し、経済成長を推進する心構えを持つべきである。少数の利益より、多数の幸福
を。報道されている、現在開催中の「エネルギー政策に関する意見聴取会」に寄せられた意見割合の状況をみても、結果は明らかであろう。これをねじ曲げることは許されない。

24173 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 “ゼロ・シナリオ”（原発0％、自然エネ35％、火力65％
使用済み核燃料の再処理止める）を支持します。

チェリノブイリを見ればどれだけの時間を必要とするのか、
また犠牲となるのかが明らかです。

未来永劫・永続可能と言った視点から考慮すれば
原発は余りにもハイリスクです。

子供、孫…生まれ来る次世代の命への危惧を加味し想像した時、
その世界に原発はもう存在しません。　仮にもう少し不便になったとしても。

そう言った意味に於いても火力も若干の疑問が残ります。

ですので、
自然エネルギーの更なる早期実現・構築を切に願います。

技術力の高い日本を信じて。

24174 個人 自営業 ６０代 男性 原発稼働を即刻停止、すぐに廃炉にするように、提案
します

まず、使用済み核燃料の保管方法が未決定、保管場所も決まっていないということです。家庭でも、ゴミの始末ができなかったら、生活が成り立ちません。
ましてや、「核物質」という最も危険なものです。これらを放置したままで、原発が稼働していたことさえ、信じられません。
　このことは、東電福島第一原発事故で、「神話」が崩壊したことで、一層明白です。(スリーマイルやチェルノブイリ原発事故の教訓が全然生かされていなかったということです)　原発を推進して
いたし、現在もしている専門家・政治家たちには、説明責任があります。しかし、いまだにその解答はありません。相変わらずの、「安全です」という、根拠のない説明です。
二つ目は、地震活動が活発な日本には、活断層も多く、大危険な原発は設置すべきでないということです。
さらには、原発という巨大建設が持つ、差別性です。最大の利用者は都市生活者であり、事故による最大の被害者は建設された「過疎地」だということです。

　福島原発事故の原因さえ、未だにわかっていない、このような状況下で、大飯原発再稼働など、信じられません。ぜひとも、即刻停止して、他の原子炉も廃炉にするように強く要望します。

24175 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 ゼロシナリオを選択する。資源のない国故に、自然エ
ネルギーを資源にする研究にもっと費用をかけてはど
うか。立地や地域対策等原子力発電に係った経費全
てを合わせ、自然エネルギーの研究にまわせば、可
能だと思う。

　立地や地域対策等原子力発電に係った経費全てを合わせて、太陽光発電の効率化、創った電気の蓄電、ロスのない送電の研究にまわしてはどうでしょうか。この分野の技術が世界１番にな
れば、海外への輸出も可能ではないでしょうか。安全でどの国にも必要な商品として、重要な輸出産業に成長すると思います。
　日本は資源がなく、その悲哀から資源として原子力の研究がされたのだと思います。でも、自然エネルギーを資源として利用できる技術の基礎が出来た時点で方向転換してもよいのではない
でしょうか。
　廃炉には時間も、お金もかかりますし、原子力研究者の活躍の場がなくなることは承知しています。廃炉の技術確立ということに研究者に活躍いただきたいと思います。廃炉の技術は、人類
にとって重要な技術で作成したものの責任だと思います。
　膨大な借金に維持管理にばかり経費のかかる不要なインフラなどをふくめ、次世代にこれ以上負の資産を残さないようにしましょう。

24176 個人 その他 ３０代 女性 私は2030年までに原発0%を希望します。 日本人の全員の命、生活に関わる問題、これから成長する子供たち、生まれてくる赤ちゃん、そして国そのものの生存に関わる難しい問題だけに、慎重に吟味し、最大の知恵をしぼって脱原発
の方向に進んでほしいと願います。

24177 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発への依存度は0%しかありえません。全廃炉を目
指すべき。

リスクが大きすぎる。事故が起きた場合取り返しがつかない。結局税金をつぎ込んだり、料金が値上げされるなら、最初から払うから少々割高でも原発以外の発電方法に限ってほしい。地震は
絶対にくる。いつか来ると思っているのは今日かもしれない。

憲法の生存権や平和主義を尊ぶならば、原発からの撤退を政治決断する、これ以外にありません。
本当の国益、国民の幸せとは何か。
政府の皆様方におかれましては、これを今一度考えていただいて、
原発ゼロの日本を選択していただくことを切にお願い申し上げます。



24178 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原発ゼロシナリオを絶対に選びます。 未来の子供たちを守るにはこれしか考えられないからです。電力と命とは比較できません。福島原発の解明さえできていない今、再稼働するのは、あまりにも無責任です。地震国の日本は、原
発以外の道を選ぶべきです。

24179 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発ゼロシナリオに賛成です。 電力と命とは比較できません。福島の原発事故の解明さえできていないのに再稼働はありえません。日本は原発以外の道を選ぶべきです。たとえ、経済的な問題が起ころうと命がすべてです。
がまんできます、電力なんて。

24180 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 東日本大震災の教訓から原子力発電はゼロシナリオ
とし、再生可能エネルギー開発に向け国民の総力を
結集することにより日本再生を目指すべき。

　東日本大震災を経験し、今何が最も求められていることかといえば、原発事故を決して繰り返してはならないということだ。東日本大震災による東電福島原発事故は人災であったと事故調が
結論を出したが、人為的ミスは防止が困難であり、特に原発事故の場合は取り返しのつかない事態となりうる。日本の場合は世界有数の自身大国であるという特殊な事情があり、この特殊事
情を考慮に入れた場合、原子力発電を全廃することが唯一国民の安全を完全に保障できる方法である。

　環境汚染の見地から考えた場合、化石燃料のＣＯ２排出が地球温暖化に及ぼす影響ばかりが論じられているが、原発の使用済み核燃料による広義の環境汚染も考慮しなくてはならない。使
用済み核燃料の現在・未来永劫にわたる完全に安全な処理方法が存在しない現実を考えると、環境にまったく負荷をかけない再生可能エネルギーを主力エネルギーとすることが最善の選択
である。

　現在は再生可能エネルギーはコスト高・安定供給の問題があるため、世界的にもまだ普及途中にある。しかし我が国としては速やかに再生可能エネルギーを主力と定め、国家主導で技術開
発資源を集中投下することで、他国を先んじて、再生可能エネルギーの世界的リーダーを目指すべきである。そのためにはすぐにそうした方針を明確にし、世界一となるためのロードマップを作
成、それに向かって総力でまい進すべきである。

　ここで重要なことは、再生可能エネルギーの世界的リーダーになるということを我が国としての重要方針と定めることで、国民の総力を結集することができるという点である。二十年にわたる不
景気、主力の製造業が国外競合他社の後塵を拝していること、人口高齢化、犯罪の増加・凶悪化などにより生活の不透明感が増していたところに、昨年の東日本大震災が起こったことで、国民
の閉塞感はピークとなっている。これはデモなど政府与党に対する不満度にも明確に現れている。これを打開するためには、大きな夢・希望を持てるようにすることである。再生可能エネルギー
の世界的リーダーになるということを目標として明らかにすることで、国民に夢をもたせ、希望に向かって一致団結、邁進していく体勢を作ることができる。また、省エネ技術革新でも世界のリー
ダーを目指す。反原発の意見が国民の多数を占めると思われる現状において、そうした目標を明確にして国民に方向性を与える。これは資源・エネルギー問題を超越し、政治的・経済的に国内
を安定させ、日本再生、そして再び我が国を世界一の技術大国とし、国民に誇りをあたえることのできる大きな目標となりうる。

以上
24181 個人 会社員・

公務員
３０代 男性 私は原発稼働に反対です。 福島県の今の状況をテレビ等で観たら、誰も原発推進なんか出来ない筈です。

これ以上、故郷をおわれ家族がバラバラになる様な状況を絶対に作ってはならないと思います。

24182 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 現実を直視し、２０３０年の原発比率を２０～２５％以
上とするべき

政府は原発に対する信頼性を高める努力を続けるとともに、速やかに現在停止している原発を稼働させ電力の安定供給を経済的に行うべきだ。

国の厳しい財政状況、現在の経済状況を踏まえ経済性を重視する必要がある。

化石燃料依存度の低減のため、原発依存度は現状以上の比率を維持し、再生可能エネルギーの比率が増加した分は、化石燃料依存度を減少させるべきだ。

24183 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 達成時期を2030年におくかどうかは限定できないが，
原発比率を0%にせざるを得ないと考える．過酷事故が
起きた場合の莫大な対応コストと現実的な核廃棄物
処理限界の2点のみでも，上記結論は必然である．

１．将来の展望
2030年の発電比率状況を選択肢として提示する前提として，2030年以降を含めたより大局的な姿を提示すべきである．前提が「原発比率の低減」だけでは，曖昧である．福島事故による国民
生活への甚大な被害は，原発の存在が許されるものではないことを明確に示した．まず国民の安全を守るという当たり前の要件から見て，原発は完全になくすことを明確にすべきである．

２．選択肢の問題点
2030年に0%以外の比率を達成するために，原発の運営をどのようにすれば現実的に可能なのかを明確化すべきである．例えば，40年廃炉を前提とした時に，新たな建設が必要なのかどうか
などは，妥当性を判断する上で必須の情報なのではないかと考える．原発立地に関わる様々な追加コストが膨大であることは既に国民の知るところとなっており，それによって原発の発電コス
トは大きく変わる筈である．
また，核廃棄物処理政策の停滞に鑑みて，より現実的な制約として「出口がなくなる」という問題がある．即ち，仮に原発を維持する方向をとろうとしても現実的には早晩運転が出来なくなるとい
う壁にぶち当たるのではないか？もしそうでないというならば，その現実的な解決策を提示しなければ，それは明らかに机上の空論である．

３．政府の姿勢の問題
現在の政府の姿勢は，経済界を擁護することに偏りすぎている．最近の経団連の発言は，とても日本全体の利益を考えているとは思えず，電力業界を中心とした現在の利益構造の維持だけを
目的としているように見える．自分が所属する経済界のトップがこのような姿勢であることに非常に失望しているが，政策がこれに引っ張られては，絶対にいけない．

24184 個人 無職 ５０代 男性 ゼロシナリオを支持します。
即刻、原子力発電を廃止すべきです。

ゼロシナリオを支持します。
即刻、原子力発電を廃止すべきです。

絶対に安全だと言われてきた原子力発電ですが、福島第一原子力発電所では重大事故が起こりました。リスクを過小評価して、安全と宣伝していただけでした。今後、誰がどんなに、「原子力
発電は安全だ」、「十分な安全対策が取られている」と言っても、科学的根拠を持って説明出来る人はいないでしょう。

福島第一原子力発電所の事故の後、国民は放射性物質で汚染された食品を食べています。直ちに健康への影響はないと言われていますが、10年後はどうなるのでしょうか？健康被害はこれ
から顕在化します。10年ではなく、何万年という時間で、影響が子孫に残ります。人類の存続が脅かされるかも知れません。

原子力発電所は、人類にとって脅威です。原子力発電所がある限り事故は起こります。今日、また、大事故が起こるかも知れません。ですから、原子力発電は、即刻廃止すべきです。

24186 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発に反対します   原発は「0%」それしか望みません 原発が今後も存続しなければならない理由は何一つとしてありません。0%で良いのです。自然エネルギーや火力であれば事故が起こった時に収束する事ができますよね？
ですが原発は野放しになってしまいます。
今でさえ福島原発の事故の収束が出来ていないのに今後他の原発で事故があった場合に収束できますか？人の命を危険に晒すような物は即刻廃炉にすべきです。

24187 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 ２０３０年の原発依存０％「ゼロシナリオ」を求めます。 ・核と人類は共存できない。
・原子力政策推進から再生エネルギーの促進、省エネルギー推進への政策転換を求めます。
・世論調査では、国民の８割以上が脱原発を望んでいる。
・福島第一原発で起きたようなことを二度と繰り返してはならない。
・脱原発社会の実現は、国民の総意といえる。

24188 個人 パート・
アルバイ
ト

６０代 男性 ３つのシナリオ以外の選択肢を 原子力発電所の使用済み核燃料の処分方法が確立しないうちに、原子力発電所の商業利用が開始され、現在に至っているが、本来は１０年以内に確立できなければ一度立ち止まって見直す
＝新増設を見直すのが筋である。
このプロセスを怠って現在に至っている。
技術的に相当厳しい判断が不可欠である。
「経済的に引き合わない」が「国民の安全」に優先することがあってはならない。
自由経済主義を標榜するなら、損害賠償保険を引き受ける会社を全世界から探し出して、保険の掛け金を電力原価算入して欲しい。以上

24189 個人 家事専
業

５０代 女性 「エネルギー環境会議」の３つのシナリオの選択
＜２０３０年段階の全電源に占める原発の比率につい
て＞
(1)０％を選択します

地震国の日本で原発をつくるあるいは、操業し続けることは自殺行為です
もんじゅや六ヶ所再処理工場などについても、国民的議論をするべきです
再生可能エネルギー導入についても、民間にはさまざまな技術があります
もっと積極的に採用すべきです
なので、2030年の原発比率は0%を選択します

24190 個人 無職 ３０代 女性 ゼロシナリオを支持します。 ・化石燃料もたくさんあるし、その他のエネルギーもたくさんあり、今すぐ原発をやめても何ら問題ない。
・福島の原発で起きた想定外という甚大な被害から学べばゼロシナリオ以外支持できない。

24191 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 ゼロシナリオを選択します 東北の震災で、原子力発電所の事故がありました。そのニュースを見たとき、正直「もう、人生終わったな。」「この先、私たちはどうなるのだろう」「防護服を着る生活になつのか？」「海外に避難
…てことになったりするのか？」っと、数々の不安がありました。しかし、数日たってもそのような報道はなく…。むしろ、1年半程たった今となっては、原発が再稼働するという状態です。
今の日常生活が、電気によって成り立っていることは十分わかっています。でも、昔の人が電気のない生活を送っていたのですから、人間は電気がなくても生活はできるのです。
むしろ　電気がないと生活ができないようになってきていることが恐ろしいです。例え電気が必要な生活を強いられるとしても、極力少ない使用料で生活できるようにしていくべきだと思います。
ゼロシナリオの中に、「経済的負担が多くても…」という文言がありましたが、私はそれでもいいと思います。…というか、その経済的負担がかかるべきところに、税金を使ってもらいたいです。
国レベルで考えたら、難しい部分もあるかもしれませんが、純粋に日本の人々のことを考えていただきたいです。
危険な生活だけは　絶対したくない。それならば、不便な生活を選びます。不便で貧しい生活は、考え方を変えれば「不便」でも「貧しく」もなくなりますが、「危険」は考え方を変えようとしても「危
険」でしかないはずです。

なにとぞ、「安全」「安心」「笑顔」がいっぱいの国になるように、お願いします。そして、それが日本を象徴するものであるようにしていってほしいです。

24192 個人 無職 ７０代 男性 ゼロシナリオに基づき、計画を立案し、スケジュール
化してエネルギー戦略を実施すべきだ。

使用済み核燃料の始末に要する費用は、見積ができないほど多い。この予想を楽観的に算出しているとしか考えられない。埋めるだけではなく、埋めた廃棄物そのものを長期間にわたって、テ
ロや盗難からの防備、地殻変動による埋設部位の継続的な監視と補修などランニングコストは埋めるときに発生する一時費用の数倍必要になるはずだ。処分するだけの費用だけで比較する
のは、片手落ちだ。これらの発生する費用の総量をゼロシナリオに投入すれば、必要となるエネルギーは、充分に充当できる。見積もれない数値を前提とした原子力利用の１５％、３０％シナリ
オを検討すること自体がおかしい。

24193 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 (1)ただちに全ての原発を廃炉に。(2)原発に頼らない
エネルギー政策を進めてください。(3)原発の輸出は
やめ、世界から原発をなくす努力を(4)福島事故の被
害者の人間らしい生活の保障を国と東電の責任でし
てください。

◆福島原発事故で、原発が安全ではないことが明らかになりました。◆事故が起きた時の対応や保障も確立していません。それは福島事故災害後の状況をみて明らかです。◆また、原発が生
み出す放射性廃棄物の安全な処理方法も確立していません。◆福島事故は４号機のように原発が稼働していなくても起きることが明らかになりました。◆他国の原発事故も日本への被害の可
能性もあります。たとえば、中国などで原発事故が起きた場合、その被害は日本も影響を受ける可能性があります。■現在に生きる人間、将来に生きる人間の命、子どもや孫たちの命と人間ら
しい生活を守るために、全ての原発をただちに廃炉にしてください。

24194 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ２０～２５％シナリオを支持する ＣＯ２増加による地球温暖化問題や、太陽光発電や風力発電等の再生エネルギーが不安定な電源であること、それらの要素をを考えると、絶対的な安全確保という前提のもとではあるが、原
子力比率は２０～２５％が必要であると思う。

24195 個人 無職 ４０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を支持。原発はCO2削減のためと
推進してきた経緯がある。しかし現実は冷却水の排出
によってで海全体の温度を上昇させ地球温暖化を加
速させたとのみかたもでている。

原発はCO2削減のためと推進してきた経緯がある。しかし現実は原発から出た冷却水の排出により排水溝付近の海面の温度は7度～8度も上昇している。海の温度が1度上昇しただけでも生
態系に変化がおき絶滅に瀕する生物もいるといわれている。日本国内にだけで、原発が54機もあることを考えると日本の周辺海域での変化は著しいであろうと思う。海水の温度の上昇に確実
に影響を与えていると思われる。日本だけでなく世界中の原発で同様のことがおきている。このよう世界中にある原発が海全体の温度を上昇させ地球温暖化を加速させたとの考え方を検証し
国際社会に示してゆくことが重要だ。もしや地球規模の温暖化をとめることができるかもしれない。また、国際社会の人々は情報のリテラシーや倫理観
をもって真剣にエネルギーの種類を選ぶことをしている。私たちは、日本だけで通用する「原子力ムラ」にとらわれ国際社会から取り残されないように戒めなくてはならないのではないか？自然
と共存する再生可能で環境にやさしい・きれいなエネルギーへの転換を進めるべきである。過酷事故を起こした日本がまず脱原発を宣言しこの問題に取り組むことが重要だ。私は福島の人間
だ。原発事故の後確実に放射能汚染おきている現状を前に、世界で活躍した医師の言葉に、3～4代目以降の世代にその影響が顕著に出る可能性があることを知った。福島は収束したのでは
ない。新たな脅威が潜んでいるかも知れないその中で今も生活をしたいるのである。大きな先の長い課題と向き合うことが始まったのである。そのような中での原発再稼動の政府の方針に怒り
を納めることがどうしてもできない。

24196 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 0％ 全くいらないと思います。 今なお壊れかけている原発があるのにそれすら直っていない状態で再稼動や新たに新しい原発を作ろうとしていることが矛盾です。
再生可能エネルギーの研究にお金を費やしていただきたい。

女性５０代無職個人24185 北半球の北部の沿岸に日本の原発の残骸と海の生物の放射能の影響を受けた
異常な大・中・小問わずの生物の屍骸が上陸したり浮遊しています。

原発再稼動は、日本列島の近未来だけでなく、全世界に影響する事は確実です。
貴方達と御家族と子供達に、必ず影響します。
もう　これ以上　国民を騙し続けるのは、止めるべきです。
反省と改心と貴方達の過ちの被害・財務関係の責任を、世界でも稀な、勤勉で従順な優秀な国民に、是以上　理不尽な責任と税金と値上げ対策をして擦り付けない事　真剣に願います。

貴方達が、人間の心を御持ちだったら、直ぐに改めて、

電力をソーラシステム・風力・水力・地熱に変更する事、心から願います。

勿論　資金は、国の財政と大企業から援助して貰う事が先決です

・・決して　低収入の国民から要求しない事　願います。

明日の日本列島の未来と地球の未来と子供達の将来の為に、

今直ぐ実行しましょう。

諺:

何事からも学ぶ

適切な時に　適切な方法で

隠すせぬ事が良い

正直である事

我身を抓って　人の痛さを知れ

知者は惑わず　勇者は恐れず

運は勇者を助く

千里の道も　一歩から

誤って改むにはばかるなかれ

前者の覆るは後者の戒め

一度見ぬ阿呆　二度見る阿呆

善は急げ

子供達と地球の自然環境の未来の為に、原発廃止す
べきです。

御存知の様に、日本だけの問題では、無くなっていま
す・・



24197 個人 パート・
アルバイ
ト

７０代 女性 原発推進してくださいませ。脱原発が当たり前のよう
に報道されています。デモも何十万人とか参加してる
と報道されていますが、安保闘争が間違いだったのと
同じ理由で間違いです。

現在の日本の電力が原発で支えられているのに、大津波と対処の仕方の間違いで原発事故になったからといって、アレルギーの様に脱原発を言ってはならないです。

原発自体は安全だし、福島の放射能汚染報道も対処の仕方（避難等）もミステイクです。政府は冷静に偏見にとらわれずに対処してください。
今まで間違った政策をとってこうなったのです。今後は正確な道を選んでください。

福島の人たちが３０人全員、原発反対といったとか、今朝もニュースが流れていますが、目先のことしか考えない一般の人たちに、政府は惑わされてはなりません。

24198 個人 学生 ３０代 男性 原発は 全て 廃炉にしてください 国民が安心できる安全な原発など ありません
原発を動かしてでた
核廃棄物はたまっていくばかり！
 いままで 先祖から こんな負の産物を
残されたことはないとおもいます
日本は地震の活動期にはいりました。
自分が30年生きてきてこんなに地震が続く
日々はありませんでした。世界の原発の数の
一割の50数機が地震活動期にはいったこんな小さな島国に
存在することは、異常です。この数字は異常です
それは 、電気や経済だけの目的ではないことをしめしてしまっていると
思います。

国民は
核を作って 自然や生き物や子供を傷つけて この国を 滅ぼすために
税金を払っているのではありません。

24199 個人 自営業 ５０代 男性 日本の原発０に！ 人類の生命と自然に高いリスクのある原子炉に反対です。
また世界中で、使用済み燃料の処理が出来ない状況での使用は、
100％完成されたエネルギーシステムではないと思います。
全てにおいて、安全、安心でないエネルギー生産に反対です。

24200 個人 自営業 ７０代 男性 (1)ゼロシナリオ　を支持します。
福島第一原発の事故を直視すべきです。市民生活の
問題として、冷静に見るならば、一部の地域の人々の
生活を破壊しながらの経済的な繁栄は野蛮な行為で
す。

従来の社会生活を継続しようとすれば、深刻な電力不足が起きることは当然のことです。生活の質を変え、省エネの生活に転換し、産業政策も高度成長ではなく、ほどほどの暮らしを多くの市
民が受け入れるものに転換しなければなりません。競争社会から、共存の社会へと転換することを期待します。

24201 個人 自営業 ６０代 男性 地震多発国であり、高人口密度国であることから、
原発は即停止し、再生可能エネルギーを国家プロジェ
クト
として推進して、世界のトッププレーヤーとなる。

再生可能エネルギー10ヵ年計画
１．再生可能エネルギーの発電効率を２倍、発電コストを四分の一にする。
２．省エネ技術、節電技術を推進して消費電力を５０％削減する。
３．福島県を再生可能エネルギー特区として全ての電力を再生可能
　　エネルギーで賄う。
４．国内のエネルギー消費を2012年比で40～50%削減する。
５．電源開発促進税を全て再生可能エネルギー開発に投資する。

24202 個人 家事専
業

６０代 女性 即、原発ゼロにすべきです。 福島の事故があって気づきました。、原発はいますぐ止めても、その廃炉作業に何十年もかかり、廃棄物処理には、見通しもたたず、いいことはなにもありません。子や孫が、放射能で汚染され
た食品を食べ続けるのです。放射能汚染がなかったことにはできません。

24203 個人 その他 ５０代 男性 脱原発以外に選択肢はない。 原発推進体制は腐りきっている。津波の可能性を知りながら対策を取らず、事故が起こると SPEEDI で予測しながら情報を出さず、国民は愚かでパニックを起こすからと100mSv 以下は健康に
影響ないと繰り返し、暴力団員に作業員を監視させ、線量計は鉛カバーで覆わせ、身元を確認しないまま18歳未満の者を働かせ、過去の津波の調査すらいまだしく、免震棟は「計画」でしかな
い大飯原発を安全だと強弁して再稼働させる。あげくに新設の原子力規制委員会の委員長には「100mSv 以下は問題ない」と公言した田中俊一を座らせるというのである。被害住民に対する賠
償は生活再建にはほど遠く、福島市、郡山市に至っては、住民が高線量におびえ、農家は販路の見通しがまったく立たないにもかかわらず賠償の対象にすらなっていない。原発には日本の後
進性、人権思想の未熟のすべてが凝縮している。

山林を含む福島県全域の除染が完全に終わらない限り、そして今なお続く福島第一からの放射能の垂れ流しが止まらない限り、1基の原発も動かしてはならない。
24204 個人 その他 ７０代 女性 脱原発　即時廃炉　即時廃炉　即時廃炉　人類の未

来のために
国民主権の日本を

24205 個人 自営業 ４０代 男性 【2030年原発比率 0%に】 東京電力福島第一原発の事故処理、再処理なき高レベル放射性廃棄物の最終処分、再稼働への適正な手続の確立が優先です。
そのうえで、必要な範囲での再稼働は許容しますが、再稼働への社会的合意がない場合は、再稼働すべきではありません。

24206 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ゼロシナリオを選択します。 原子力は人類がコントロールできるものではないと感じます。
廃棄物を未来に残す事にも反対です。
いますぐ全原発の廃炉をお願いします。

24207 個人 自営業 ４０代 男性 原発を止めて、電気料金が上がるのは困ります。完
全な代替エネルギーが出来るまで、安全を高めて原
発を稼働してください。

インターネット社会なので、停電が怖い（為替、株取り引きなど、)

24208 個人 家事専
業

３０代 女性 ゼロシナリオを期待します。 原発は、あるだけで危険なことがこの度の震災でよくわかりました。
今こそ変える時だと思います。地球の声に耳をかたむけ私たちは本当の意味での環境にやさしい行動をとるべきです。捨てることもできない毒の塊の原発は廃止しなければいけないと思いま
す。子どもたちの未来のためにもどうかよろしくお願い致します。

24209 個人 その他 ６０代 女性 原発ゼロシナリオを選びます 福島原発は、事故を起こす以前から、度々放射能漏れ事故を起こしていた。
東京電力は県に対し虚偽の報告やデータ改ざん・安全対策の約束反故をした。
私は６０年間福島で生活してきた。地元の新聞はその都度報道しており、
以前から原発は安全でないと考えてきた。
事故後の福島の親類縁者の置かれた状況を見ると、もっと安全なエネルギーに
国策を変えるべきと考える。
原発ゼロシナリオを選択し、次世代の命と環境を護るべき。
電気料金決定の総括原価方式も見直し、全体的な電力システム改革も必要。

24210 個人 自営業 ３０代 男性 原発を止めろ、自分達で言った約束事は守れ、大人
がそんなだから、次に続く人達が目標を見失い、悪循
環が始まるんだ。
政治家は金の事しか考えてないだろ。ちゃんと国民と
向き合え

国民の生活が一番大事！
↑お前たち良くそんな事言えるな。こんな事政治家が言う言葉じゃないよ。
普通の人にだってわかる事をコピってまで票を集め、自分や周りの家族が潤うことしか考えてないだろ。
民主党だからとか自民党だからとかの話じゃない気がする…
このままでは日本が世界のなかで置いてかれかねないよ。
いいかげんなことをするな

24211 個人 家事専
業

３０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を選びます。
原発は日本に一基も要りません。

「原発ゼロシナリオ」を選びます。

原発がなくても、電気が足りることを、もうみんな知っています。
原発が、核兵器と密接に結びついていることを、もうもんな知っています。

原発問題はエネルギー問題ではない。
経済成長が推し進める差別社会の象徴であると思います。

毒で作りだされる電気。人々を不健康にしながら、不幸にしながら生み出される電気。その電気でまわる経済。原発がなくても電気は足りているというのに。もう、そんなことはやめましょう。

経済が滞っても、コンクリートを剥がして、食べ物を作ればみんなで生きていける。食べ物と、きれいな水、きれいな空気が一番大事。何よりも大事。

24212 個人 無職 ６０代 女性 ０シナリオに賛成です。事故直後、ほとんどの国民
は、原発は無理だと思ったはずです。その思いが薄れ
ないうちに、脱原発への積極的な戦略をお願いしま
す。

１　最終処理の見通しも立っていないのに、進めてきてしまった、政府のいい加減さに呆れる。
２　原発がある限り、他のエネルギー開発に本気になって取り組めない。原発への進路を断つことが
　　必要で、今だからこそそれができる。
３　事故処理に命をかけて携わった人達とその家族の思いや、水素爆発の映像を見せられ、放射能大
　　量流出のニュースを聞かされ、恐怖に怯えた国民のあの思いを、絶対に忘れてはいけない。
４　被災した人達への莫大な賠償金への国の負担と、賠償金によって働く意欲を失っていく人達。
　　第二の沖縄のようになってしまった。

24213 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 選択肢の中では20-25シナリオを選ぶが、いずれのシ
ナリオにおいても再生エネルギーの比率が高く、実現
性に疑問。

再生可能エネルギーは現状10%であるが、水力発電が９％を占め、それ以外の再生可能エネルギーは1%にすぎない。これを2030年に20%まで増加させるというシナリオであるが、技術的、経済
的に実現可能性に疑問があり、火力や原子力発電をリスク対策として用意しておく必要がある。

24214 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 全ての国内の原発を廃炉にしてください。2030年の原
発依存度は0パーセントにしてください。

処分先のない放射性廃棄物を出し続ける原発を稼働することはもうやめてください。自然エネルギーへの転換を進めてください。

24215 個人 法人等 ３０代 男性 2030 年までのなるべく早期に原発比率をゼロとする
案を支持します。

安全性向上のために経済的な負担を受け、省エネによる不便やエネルギー安全保障上の不安をあえて受けることを強く望みます。国民総幸福量の向上を目標とするブータンのような方向性が
正しいと思います。

24216 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 ゼロシナリオに賛成です。
大規模な電力供給を見直し、地域ごとに小規模の発
電施設でまかなうようにするべきです。また、ドイツの
ように、自分で買う電力の会社を選ばせてほしいで
す。

第一に原子力発電は人間の手におえないからです。
そして、何か起きてもだれも責任をとることなどできないからです。
経済のことばかり考えず、第一に安心して暮らせる国にしてほしいです。
力を持った人ばかり有利にするのではなく、弱者の生活をいかに改善するかに目を向けてほしいです。
苦しんでいる人がいなくなることが国の発展であると私は思います。
それは人間だけでなくひいては動物にも言えることです。

また、国際的な争いの多くはエネルギーの問題に絡んでいます。
日本が自国で再生可能・持続可能なエネルギーを生産し、使うことができれば、無意味な争いに巻き込まれたり巻き込むことがなくなり、それも、安心につながります。
そして、輸出するのであれば、危険な原子力ではなく、平和につながる、未来につながる、再生可能・持続可能・安全なエネルギーの技術にしていただきたいと思います。

こどもたちが胸をはって生きられる日本であってほしいです。

24217 個人 無職 ６０代 男性 原発ゼロシナリオを強く望みます 福島原発事故ですべての生活基盤が奪われた多くの国民がいます。
放射能は一度発生すれば、今の科学では無くすこともできません。
再稼働をせず、自然エネルギーへの普及に力を入れるべきです

24218 個人 自営業 ５０代 男性 原発は即廃炉にしていただきたい。廃炉招福。 薪ストーブで暖房、調理に至るまで生活しています。薪の線量は0.1msv/ｈなのに灰は0.6msv/ｈまで上がります。この数値では畑にまくことはできません。この灰はどのようにして処分すればよ
いのですか。だれの責任でこのようなことになったのですか。ガイガーカウンターを高い価格で買いました。畑で作物を作っている以上計測器を持たざるを得ません。しかし、損害賠償するよう申
請しましたが、拒否されました。なぜでしょうか。自分の子どもが間もなく農業をはじめる予定です。心配なのは放射能だけです。この心配を取り除くのは「即廃炉」以外考えられません。

このような意見を書いても返事をいただくことはないでしょう。
なぜなら、私の意見文を読まないで見るだけですから。
見ないかもしれませんね。
そうでしょう？
ちがいますか？

24219 個人 自営業 ５０代 男性 2030年の原発依存度は、ゼロと設定し、現在の閉塞
感を打破する新たな社会づくりを目指すべきと考えま
す。

１）科学技術に「絶対」はあり得ない。原発のようなプラントの場合、一度事故が起きると取り返しがつかない。

２）原子力発電から出る膨大な核廃棄物の最終処分方法が確立されていない。１万年以上かかる処理方法は危険すぎる。

３）再生可能エネルギーに関する技術開発やコスト低減を進めるべきである。

４）電力のピークカットに関する技術開発やコスト低減を進めるべきである。

５）発電と送電を分離して、発電会社を選べるようにすべきである。送電と全体の電力量管理は一私企業に任せるべきではない。発電方法は、消費者が選択できるようにすべきである。

24220 個人 無職 ６０代 男性 〇原発は即時廃止する〇発電と送電会社を分離し、
国民が電力会社を選択できるようにすべきだ〇政府
がいっているコスト計算は信用できない

現在、原発稼動しなくても停電がなく生活できている。また、原発”０”ということで再生エネルギーへの転換スピードが加速でき、発電と送電を分離すれば、新規の発電事業者が増加する。



24221 個人 その他 ５０代 女性 原発ゼロで自然エネルギー開発が出来るはず。何故
東電を解体しなかったのでしょう？新規参入業者にも
んとを開いてください。

地球温暖化のしなりおに、原発がよいなど間違った認識をさせられています。原子炉で作られたエネルギーの3分の2は、暖められた状態で海に流され、水温上昇を起こし海の生態系を変えて
います。また。恐ろしいプルトニウムを燃やすプルサーマル計画。プルトニウムの処理ができずに苦肉の策として、
六ヶ所再処理工場や高速増殖炉もんじゅが造られましたが、世界レベルでは、対処不能なため、その計画をやめています。

また、低線量被爆の恐ろしさは白血病や癌を誘発するだけでなく、DNAの結合をズタズタにします。政府の方々含め東電社員は、健康を害さない保証でもあるのですか？原発依存させるため
に、火力や水力発電の稼働率を下げている。発電所はあまっています。

電力会社の利潤追求により、一番コストが高い電気代を支払い、今回の人災による福島事故処理も、東電は責任を負わない！
日本政府は、国民の安全を守るよりも、環境汚染や破壊と共に米国の支配下になる道を選ぶのですか？また、日本を壊滅させるつもりでしょうか？

原発をやめなければ日本は終わりです。

24222 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 ２０～２５シナリオを望む。エネルギーコストの増加は
産業の空洞化を招く。徹底した安全を前提に安価な
原子力エネルギーを維持することは重要。

３つの選択肢中では２０～２５シナリオが最善のシナリオ。
成長戦略、エネルギー保障の観点からの定期的な見直しをはかってほしい。
グリーンイノベーションのための技術・研究開発に手厚い政策も望む。

24223 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 男性 エネルギー政策を考えるに場合に感情論を持ち込ん
ではいけません。今回の震災による原子力発電所事
故を得難い教訓として、世界最高の安全性を持ったプ
ラントを開発するべきです。

国策として推し進めて、必要とする諸外国にも技術提供できるようにしましょう。特に高速増殖炉「文殊」は短期間での完成を目指し、安全保障面を考慮した第一位の優先順位と、格別の集中予
算を付けて下さい。

24224 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 即刻、原発0にして安価なシェールガス等に切り替え
てください。

即刻原発0を求める理由

原発はもはや時代遅れであり事故の有無にかかわらずリスクを許容できません。

電力は安価なシェールガス等による火力発電を中心に、太陽光や地熱等自然エネルギーで賄うことができ、トータルコストも原発より抑えられます。

抑止力としての核は、現在日本が既にプルトニウムを保有している事実だけで充分です。

高速増殖炉計画は事実上世界中で頓挫したのですから、将来性の無い技術にこれ以上固執せずに核と決別し環境重視の新しいエネルギー政策に舵をきることで、美しい日本を取り戻せるよう
にこの国を導いてくださることを強く望みます。

24225 個人 その他 ６０代 女性 福島第一原発事故により原発依存が全ての生物に
とって破滅的な結果をもたらすことがわかった。何十
年に一度の可能性であっても、絶対に選択してはいけ
ないのが原子力。原発ゼロ社会での経済を選択すべ
き。

１）コントロール不能である
２）再生可能エネルギーによる代替が可能である

24226 個人 無職 ６０代 男性 原発はただちに0に！ 原発は即時廃止。
福島であれだけのことがあって、それでも原発にしがみつこうとしているのは財界と彼らの使い走りのみ。
私は、金々々とあくせくするより命を選ぶ。はっきりと。
政治家は国民の声にこそ従うべきだ。

24227 個人 自営業 ５０代 男性 ゼロシナリオを望みます。それ以外はありえません。 このパブリックコメント受付が単なるガス抜きに使われることは決してあってはいけない。
使用済み燃料の処理も大変危険を伴うものであり、国防のため核兵器を持つためにやっている、などという理由もナンセンスです。

24228 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 「2030年に原発0」なんてとんでもない、「即刻原発0」
にすべきだと考えます。

大飯原発、志賀原発、等ほぼ全部の原発直下に活断層が有り、しかも日本の多くの地震学者の共通見解は「巨大地震の活動期に入っている」というものです。
地震が起こった時に原発はシビアアクシデントが起こりえること、そして収拾することが出来ないことが福島の事故で十分に証明されたと思います。
もう二度とこんな事故は起こしてはなりません。
原発即刻０を要求します。

24229 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発15シナリオを選びます。 原発の新規製造は認めない。40年で廃炉は絶対厳守。移行期間内に新規エネルギー政策をしっかりと取りまとめることが絶対条件。
もし、それが不可能なら、原発ゼロシナリオを選択することになる。

24230 個人 自営業 ４０代 女性 原子力発電所をたった今、全部止めてください。 使用済みの燃料の廃棄の仕方も無く、福島第一原発の事故の収集も終わらず、その為に働く人は犠牲になる。このような人類の手に負えないものを平気で動かしてまで電力は必要ではありま
せん。
とにかく危ない。安全に保全する解決策もない。
そのような原子力発電を平気で動かしている日本に住んでいるのもイヤになります。
もう間に合わないのかもしれませんが、次の原発事故が起きない為にも今動いている原子力発電所をすぐに止めてください。

24231 個人 自営業 ７０代 男性 原発依存度は早急にゼロ、全て原発を廃炉にすべき 稼動させれば必ず発生する「核廃棄物」を安全に、無害に処理する方法が確立されていない現状での原発の稼動は、安全性の問題よりも優先的に議論すべき問題だと思う。
仮に再処理施設が稼動することになっても、それは放射能を無害に出来るものではなく、地中深く埋めるだけと言う、超低級技術での処理と言える。
地球の歴史を見ても分かるように、近くの変動で古い地層が地表に出現している。たかが1000メートル前後の地下に埋めたら、未来のある日突然、「負の遺産」が地表に出現することになる可
能性もある。
こんな危険極まりない原発事業から、日本は即、脱しなければならない。
なお、クリーンなエネルギーと誤解されている「核融合研究」も即、停止すべきでしょう。

24232 個人 家事専
業

５０代 女性 「2030年原発０」ではなく「即刻、０」でお願いします。 　福島の原子力発電所の事故の原因も分かっておらず、事故の終息もいつになるかすら分からず、原発事故で多くの方々が被害を受けておられるのにまともな保証も出来ず・・・。
　原発事故の前の状態に福島および周辺の都道府県を戻してからなら原発というものを認めても良いですが、こんな危険な物即刻日本の国土から消えてほしいと思います。

24233 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ゼロシナリオを指示します。 使用済み核燃料の処理はどうやっても問題が残ります。何万年も責任もてません。

24234 個人 会社員・
公務員

６０代 女性 １の原発ゼロ
福島原発事故の教訓を生かし、原発ゼロの原点を確
保したうえで、そこからスタートさせる政策を望みま
す。

福島の教訓とは、原発に頼ってきた政策を見直すことを迫っています。基本的人権を踏みにじられた県民をはじめ、放射能汚染にさらされた日本の現状を真摯に受け止め、政策を転換させるこ
とこそ、政府が国民に信頼される道です。しかも原発ゼロを世界に発信することこそが、国際的な信頼をされることなのだと思います。広島、長崎、第５福竜丸の被爆を受け止め、政府は非核三
原則を発信してきました。世界の先頭に立って、原発を世界からなくしていく方法を、人類の英知にかけて模索していく先頭に立つべきです。原発事故から何を学んだかを、日本と世界中に示し
てください。

24235 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 (1)『ゼロシナリオ』を選択します 未来の世代に『放射性廃棄物』を残してはいけない。

100％安全な原発は無い。

電気が足りなければ贅沢を我慢すればいい。

命が大事、早く全原発廃止にするべきだ。

24236 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発再稼動絶対反対 日本国内の電力は、火力・水力・地熱発電だけでも、十分最大電力をまかなえており、これ以上危険な原子力発電には、絶対に反対。　このまま全ての原発を停止して、自然エネルギーに全面
的に切り替えるべき。　また、福島は、東北電力の管轄なので、福島と新潟から東電は全面的に撤退すべき。　関東の電力は、関東内でまかなうべき。

24237 個人 無職 ２０代 男性 「ゼロシナリオ」を支持します。福島原発のような事故
が再発する可能性がゼロで無い以上、原発を稼働す
るべきでは無いと考えます。

「ゼロシナリオ」を支持します。福島原発のような事故が再発する可能性がゼロで無い以上、原発を稼働するべきでは無いと考えます。原発に代わる電力源として、風力、太陽光、地熱などの再
生可能エネルギーの利用を促進するべきだと考えます。エネルギー安全保障については、メタンハイドレートの開発を推進するべきだと考えます。

24238 個人 その他 ３０代 女性 原発ゼロシナリオに賛成。即刻原発ゼロにしてくださ
い。

今すぐにでも原発ゼロにしてください。
全原発を即刻廃炉にしてください。
原発のない暮らしがくるのが楽しみです。

24239 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 「2030年に原発0」なんて遅すぎる、「原発即刻0」を要
求します。

首都圏でさえ
「福島4号機の使用済み燃料にもしものことが有ると終わってしまう」
こんな怖いことが言われています。
「放射能をほとんど出さない未使用の燃料棒が取り出されたからと言って安全な訳がない。」
みんな知っていることです。
原発の将来なんて福島の事故を終息させることが出来てから初めて考慮すべき事項だと思います。
福島の放射能を封じ込めて初めてスタートラインに立つ権利があると思います。
それまでは、原発０であるべきです。

「即刻原発0」を望みます。

24240 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原子力発電所ゼロシナリオ 3度（広島・長崎・福島）の被曝国家として、世界に対しても脱原子力を宣言し、世界的に省エネルギーへの提言をすべきと思います。
大飯原発も、なぜ「無しでやってみたいので、みなさん協力してください」と言えなかったのか悔やまれます。

24241 個人 自営業 ５０代 女性 原発はいりません。すでにシェールガス、シェールオイ
ルなど、新しいエネルギーも取り上げられています。

原子力発電は、最終の処理方法がまだ確定できていません。始末ができないものを生み出すのはやめてください。
他のエネルギーが開発されているのに電力会社を選べない私たち日本国民は不幸です。
選ばせてください。

私たちは日々の生活を過ごすことに力を注いでいます。
政治判断の必要な大きなことは選挙の一票で政治家を選び任せています。
それが今、任せられない。

生まれて初めて、デモにも参加しましたが、集まっているのは運動家や活動かではなく、生活者、市民でした。
沢山の人が反対しています。

戦争で被爆した国が、今度は自分で放射能をまきちらしました。
被害者ではありません。
加害者になりました。

何百年もあとの日本人から「愚か者の時代だった」といわれないように、原発を０パーセントにしてください。

24242 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発ゼロシナリオを支持します。 あれだけの大惨事を目の当たりにしたのに、まだ原発を使っていこうとすることが理解できません。未来の人類のために、ここですべての原発を廃炉にし、自然エネルギーなどの開発にすべて
の力を注げば、必ず道は開けると思います。今ここで日本が世界に向けて発信できるメッセージの影響力を考えても、思い切って原発ゼロシナリオを採用し、進んでいくことを切に願っていま
す。

24243 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 ゼロシナリオを選択していただきたい。 福島第一原発事故で放射能がどれほど危険か，人口に膾炙されたはず。ゼロシナリオしかあり得ません。

24244 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 「ゼロシナリオを支持します」
再稼働は反対です。

現実を見てください。
いま、人々は、怖れからではなく、真剣に生きることを考えています。

人の手におえないことは福島原発で立証されています。
原発という選択はありえません。

地球と共存していける、人が生きていけるエネルギーシステムを使ってほしい。

24245 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発ゼロシナリオ 未来の子どもたち、安心して暮らせる日本のために原発はなくし、それに変わるエネルギーをと願ってやみません。
原発は反対です、たとえ変わりのエネルギーが多少不便があっても 危険のない安全なものにしてほしいです。

24246 個人 その他 ５０代 男性 2030年などという先のことではなく、今すぐに0％にす
べきだが、そういう選択肢が提示されていないので、
やむを得ず0％シナリオを支持します。

事故防止の対策がなんら取られないままに再稼働を目論む、それ自体が国家に対する反逆行為であり、本来あってはならない犯罪だと思っています。

現状、電力不足など起きてはおらず、原発の高コスト体質が明らかになったことから、原発の運転や建設を再開するよりも、国家規模でより経済的かつ合理的なエネルギー政策を積極的に研
究すべきと考えます。

従って、大いに不満ながら、示された選択肢の中で私の考えに最も近い0％シナリオを支持します。

24247 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発は即時撤廃。廃炉費以外の予算をすべて代替エ
ネルギーに充当する。

試行錯誤してきた飛行機の歴史などと比べ、原発に関しては一度のミスが命取りであり、ミスから学ぶという論法は成り立たない。ゆえに安全な稼働は難しい。結局は後始末等すべてを含めて
考えれば膨大な(無限ともいえる)コストがかかるのは明白。

24248 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 ゼロシナリオを望みます。 放射能は，いったん私たちの身近に漏出してしまうと，生活環境を著しく破壊してしまいます。故郷を奪われた福島県民の皆さんの気持ちを考えれば，原発をなくすことが最善の道であり，ゼロ
シナリオの選択しかあり得ません。

24249 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 ゼロ。原発は即時撤廃。廃炉費以外の予算をすべて
代替エネルギーに充当する。

試行錯誤してきた飛行機の歴史などと比べ、原発に関しては一度のミスが命取りであり、ミスから学ぶという論法は成り立たない。ゆえに安全な稼働は難しい。結局は後始末等すべてを含めて
考えれば膨大な(無限ともいえる)コストがかかるのは明白。

24250 個人 法人等 ４０代 男性 ０パーセントシナリオを支持します。原発は直ちに停
止し、再稼働はやめてください。

安全神話が崩壊し、安価なエネルギーとしての原発の根拠もなくなった。地震大国日本において、原発の再稼働は国民に不安を与えている。また再稼働を判断するなんの根拠も示されていな
いことに国民の怒りが集約されている。それが多様な集会への参加や広がりにつながっている。
人間の管理の手が及ばない原子力をエネルギーに使うのではなく、まさに再生可能エネルギー政策に直ちに転換し、それまでの間、火力発電を中心とした供給と、電力供給でのロスをなくすイ
ンフラ整備、国民の中でのくらしの在り方の見直しと節電などを多様に組み合わせた提案を行うことが重要であると考えます。

24251 個人 無職 ６０代 男性 ゼロシナリオ 孫が２人います。この２人の世代に放射能を押し付けるわけにいかない。自分の生きているうちに脱原発，ゼロシナリオを見届けたい。ゼロシナリオを強く望む。

24252 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 最終的には原発に全く依存しないエネルギー生産体
系を確立して欲しいと思います。

現在の状況では、自然エネルギーへの完全な代替はできていない状況にあり、原子力発電に大きく依存しているが、20～30年後には自然エネルギーへの完全代替を実現して欲しい。昨年の
太平洋沖地震にて福島原発事故が発生したように、地震国である日本で今後同じことが発生しないとは言い切れないと思う。福島で被災した方々は、住む場所も働く場所も奪われるという普通
では考えられないような被害を受けている。また、放射能物質という可視できないものに今後何年にも渡って怯えながら生活しなければならない。そのような事態に陥っている方たちのことを考
慮すると、原発は段階的にではあるが廃止していくべきであり、その間に自然エネルギーへの代替が完了することを願うばかりである。
原発で働く人たちもいることを考えてないわけではないが、あまりにも人体や環境に与える影響が大きすぎるため、私の意見としては「ゼロシナリオ」を是非実現して欲しいと考えている。

24253 個人 無職 ７０代 女性 ゼロシナリオを支持します。 孫たちの世代にこれ以上負担を増やさないためにも、新増設はしないこと。地震のリスクを考慮し、原発すべてを停止して炉心溶融を避けてほしいです。

24254 個人 家事専
業

４０代 女性 ゼロシナリオを支持します。 未来世代にこれ以上負担を増やさないためにも、今後の政府が、新増設は一切しないことを希望しています。地震のリスクを考慮し、原発すべてを停止して炉心溶融を避けてほしいです。



24255 個人 家事専
業

５０代 女性 すぐにでも原子力発電は０パーセント。再稼働も新設
も無しを選択します。

福島の原発事故でたくさんの人が家も仕事も生き甲斐もなくした。原発さえなければと自殺した人もいる。電力会社や経団連の傲慢な態度を見るにつけ、何が何でも核分裂発電は止めるべきと
確信するに至りました。核廃棄物の処理法もできずして、活断層の存在さえ無視し、福島の事故さえ過去の出来事で済まそうとしています。人的環境的経済的負荷の少ない発電方法を選ぶべ
きで、日本の技術力で先鞭を切ってほしいと強く願います。

24256 個人 無職 ４０代 男性 エネルギー環境に関する選択肢　に対する意見

「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」にすべきと
考える。

　※政府は再生可能エネルギー開発および新電力増
加に注力すべし

１）「2030年までは原発が維持される」という、このパブコメ募集の前提に異を唱えたい。

２）再び事故が起これば、日本は再起不能になる。
　　取り返しのつかない選択は即刻やめ、子ども達の明日に責任が持てる社会を創ろう。
　　そのために、政府は自然エネルギー比率を飛躍的に増やす施策を講じ、
　　そのスケジュールを国民に示すべき。

24257 個人 無職 ６０代 女性 ゼロシナリオ 税と社会保障の一体改革では，次の世代に負の遺産を残すことができない，との大義名分が語られる。では，原発・放射能という負の遺産を次の世代に残すことはできるのか。絶対にできな
い。若い世代に問題を先送りすることなく，今，ゼロシナリオを選択し，再生可能な自然エネルギーを中心とした社会を早急に作らなければならない。

24258 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ｢ゼロシナリオ」を決定し、自然エネルギーの拡大に努
力していきましょう。

　福島の原発事故で明らかになった原発の危険性からわたしたちの命、地球の命を守るにはゼロシナリオしかないと考えます。地震が多い日本では今後さらに大きな地震が想定されていま
す。その中で原発の安全性を守るのは不可能ではないでしょうか。放射能がいったん外に出るとわたしたちの生活環境は奪われてしまいます。故郷を失った福島県民のことを考えれば、やはり
原発はなくしていくべきだと考えます。
　原発がなくなることで電力供給が困難になることは理解できますが、全人類が協力をし、自然エネルギーの産生拡大、利用拡大に貢献することが人類の未来を支えるのではないでしょうか。

24259 個人 自営業 ６０代 男性 福島の人たちの受けた傷をそしてその原因を解決し
ていない。そもそも使用済み燃料の処理もできてな
い。問題を解決するのが先だ。広島、長崎、福竜丸そ
して福島　もうやめてください！

概要にのべたことにプラスして。核分裂のエネルギーを使うこと自体が怖いことです。それを人間が制御できるとはおもえない。人間は誤りをおかす動物です。完全はありません。放射能はすべ
てを破壊します。
規制のできない事を認識するべきです。

24260 個人 家事専
業

５０代 女性 原発ゼロ・シナリオを選びます。（この３つの中では） この３つの中では、と書いた理由は、２０３０年時点で０％という部分が気になるからです。私の意見は、原発の危険性、未来に廃棄物を残す点から、今すぐ大飯原発も停め、すべての原発を廃
炉に向けて作業していく、というものなので。
原発が無くなると国が成り立たなくなるという意見がありますが、これだけ危険なものを使っている方が、国が成り立たなくなる可能性が高いです。今がエネルギー革命の時代なのだと政府が割
り切って、各種代替エネルギー使用にシフトすると決断するしかありません。政府が決断すれば、産業界も思い切ってそこに投資していくことができます。政府が決断できない理由は結局、電力
会社の経営が成り立たなくなることではないですか？電力会社は大きな痛みを伴うかもしれませんが、それでもなんとか知恵をしぼって切り抜けてほしい。そういう方向性が出てくれば、私達一
般の市民も痛みを分かち合って協力していくことを約束します。

24261 個人 家事専
業

５０代 女性 もう、これ以上、電気料金を上げないで下さい。市民も
企業も困っています。解決策は、１日も早い原発の再
開と、安全性の技術力の向上と、原発稼動（依存度）
２５％以上です。

もう、これ以上、電気料金を上げないで下さい。
市民も企業も困っています。
解決策は、１日も早い原発の再開と、安全性の技術力の向上と、
原発稼動（依存度）２５％以上の５０％程度を目指しエネルギー費用を下げて下さい。
再生可能エネルギーは電気料金の大幅な上昇を招き、ドイツでは失敗していると聞き及んでいます、”他山の石”を生かして下さい。

24262 個人 自営業 ５０代 女性 この3つの選択肢の中なら「ゼロシナリオ」を選びま
す。

「ゼロシナリオ」を選びましたが、2030年までというのは納得できません。

福島第一の原発事故はまだ収束すらしていません。とてつもない数の人達が故郷を追われ、今現在も辛い毎日をおくっており、そのおひとりおひとりにかける言葉さえ見つけられません。原発
事故がどれだけの人達を不幸にするかは想像以上のことでした。また、事故の収束のために原発ではたくさんの人達が被曝の危険にさらされながら働いています。こうした人達に感謝しその健
康を祈る日々です。そして日本は地震国とはわかっていましたが、その災害に対する対策があまりにも十分ではなかったことがわかってきていることに強い憤りを感じています。こうしたことを考
え合わせると、一刻も早く原発を止め、すべて廃炉にすることしかないと私は考えます。2030年、ではなく、今すぐ原発を廃炉にする決定をし、できる限り速やかにそのための大変な作業に着手
すべきです。それはまた想像以上に大変なことだと思います。でも、やらなければならないことです。それこそが、私たちが未来の人達に唯一できる大きな意味のある約束です。

24263 個人 その他 ６０代 男性 原発ゼロを選択する

原発には絶対の安全性がない。また、人類の力では
放射能を制御することは出来ない。原発をゼロにする
ことは人類の安全と安心につながる。

1．今度、日本のどこかで原発事故が起きれば、日本の存在自体が危うくなる。
2．政府は安全を確認したから大飯原発を再稼動させたが、オフサイトも作られていないし、安全性が確保されたとは思えない。拙速で暴政である。
３．原発は経済的に高くつく。廃棄にするにしても膨大な時間と、費用がかかる。放射性廃棄物の処理も確立していないし、その処理の時間と費用も大変なものである。事故が起きれば、賠償だ
けでも何10兆円以上の費用が必要となり、電力会社がつぶれるばかりか、税金が使われ国民の負担が増える。経済界はそのことを意識的に触れていない。
４．私は海外へ何回も言っているが、日本ほど電気を使っている国はない。電気の無駄使いをやめれば原発がなくても十分やっていける。
５．原発を進めるかぎり、税金はそちらに使われ、再生エネルギー開発ががすすまない。原発に使っている費用を再生エネルギー其の他のエネルギー開発に使うようにすべきである。
６．日本だけでなく世界の先進国は大量生産、大量消費、挙句の果てに大量放棄の経済を行っているが、もうその経済は続かなくなっている。経済のあり方、人間の生活のあり方を変えるため
には、原発をなくしてみることである。
7．福島原発事故の調査は一応出たが、本当のところは内部を調べなければ分からない。仮に再稼動をするにしても、それが明らかになるまで待つべきだ。
８、原発事故にあった人たちへの損害賠償をきちんとするべきである。それもできないで、原発が必要だという人たちの精神の退廃を感じる。先ずは、被害者の生活をどんなことがあっても補償
すべきである。
9．原発は反民主主義政策である。具体的にきちんと論理を展開したい。

24264 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 ２０３０年までといわず、すぐに原発は止めるべき。廃
棄めどの立っていない使用済み核燃料はどうする
の？

１９８０年程度の暮らし・エネルギーの消費レベルに戻りましょう。無理ではないと思います。

24265 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 「(1)ゼロシナリオ」に沿った政策を求めます 脱原発への政策転換を求めます。再生可能エネルギーを活用し、「(1)ゼロシナリオ」を基本に制度の設計を進めてください。事故が起こった場合、責任が取れないことが明らかになった以上、原
発依存は考えられません。

24266 個人 無職 ６０代 男性 原発は0が望ましい。
理由、政府の示した3の選択肢では無く、選択肢は２
つです。
　　人の健康と命が大事か？
　　経済的豊かさかの
　　二者択一です。

　原発の事故は、他の事故とは比較にならない、被害をおよぼすのです。
例えば、航空機事故（おそらく数百人程度の死者）アポロの事故、旧ソ連時代のロケット打ち上げ事故（未公表）海底油田の汚染事故（メキシコ湾海底2000ｍ汚染事故）いずれの事故も科学者
が最新の知見で開発したシステムであっても事故は発生します。
以上の事故は、原発事故の様に、数万人の人生を途方に暮れるようなことはしません。
又、数百年（核種によっては数万年放射線エネルギーを出し続ける）の放射線被ばく（内部被ばくの影響は数十年後には明らかになるでしょう）が、想定されます。（セシウム137→半減期30年→
1/4→60年・・・1/10でおよそ100年）
1、事故の要因→科学的要因（10％ぐらい）
2、人為的要因→（過失的要因）運転者のミス、プログラムの誤動作
3、人為的要因→（故意の要因）テロ攻撃→日本では無理か？
4、人為的要因→（故意の要因）戦争の場合の標的
　　敵が核を持たなくても、日本は狭い国土に核（原発）がむき出しで団子（一か所に複数機の原発があり、攻撃目標、攻撃しやすさ、等大変危険である。（通常軍の爆弾の保管場所は秘密であ
るが、）
以上
政府は、科学的安全のみで評価しているが、人為的事故も事故である。

24267 個人 家事専
業

６０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を選びます おばあちゃんとして、子や孫、、子々孫々まで悪影響のこんな危険な原発はいらないのです。綺麗な地球を残してあげたい。

24268 個人 その他 ５０代 男性 ゼロシナリオを選択 　私は、貴会議が提示された３つの選択肢のうち、下記の理由で「ゼロシナリオ」を選択します。３月１１日の東京電力福島原発事故で原発の危険性が明らかになりました。私たちや子孫の命を
守るためには、原発をエネルギーとして使うことはできません。
使用済み核燃料をどうするかの技術も処分場も不確定のなかで原発を稼働していくことは、到底認められません。地震国日本では、原発の安全性は保つことはできない。ゼロシナリオを決定
し、自然エネルギーの拡大に努力すべきです。そのことが、新しい日本の経済成長につながと思います。世界の流れに乗り遅れてはいけない。

24269 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 国民の議論をきちんとしたうえで、原発の存続につい
てもう一度問うてほしい。

原発の存続云々の前に、我々がこれから幸せに生きていくためには、いったいどれだけのエネルギーが必要なのか。その議論を徹底的にしていただきたい。

これからも国際的にリーダーシップを取れるような拡大路線で行くのか。
アジアの小さな島国として多少の物質的困窮とともに精神的な豊かさを求めていくのか。

この国の行く先をみんなで決めなければ、エネルギーの問題は語れないのではないか。

これから人口も減っていく我が国で、私はミニマムな生き方に賛同したい。

24270 個人 法人等 ４０代 男性 　原発は直ちに中止すべきです。０％。代替エネル
ギーに変えてゆきましょう。

風力発電、波力発電、地熱発電、太陽熱・太陽光発電なんでもいい。小規模な水力発電でもいい。
消費税など税金の使い方も、雇用促進もこのためなら国民は充分許容してくれるのではないでしょうか。放射能に汚染されるたび、住める国土が減少していきます。これも北方領土、尖閣、竹島
の問題と同じ性格のものだと思います。ぜひ、ご英断をお願いしたい。政治を行っていく大変さは想像に絶しますがよろしくご検討くださいませ。

　エネルギー・環境に関する選択肢を経て策定されるエネルギー・環境戦略の中のエネルギーミックスにおいて、以下の理由から明確なＬＰガスの位置付けをお願いしたい。

　ＬＰガスは主に原油や天然ガスの生産に伴い随伴ガスとして生産されるエネルギーであり、都市ガスのインフラが及んでいない全国土の９５％のエリアをカバーし、全国の半数の家庭で使用さ
れている。また、最終エネルギー消費量の約５％を担っている。
　

　ＬＰガスは、数気圧で液化するため容器による個別供給方式であり、災害に強い分散型のエネルギーであり、また都市ガスと同様にクリーンなガス体エネルギーという優れた特長を有してい
る。
　

（１）災害に強い
　東日本大震災においては、各家庭における１ヶ月分以上の軒下在庫の存在に加え、避難所や仮設住宅の熱源として、被災住民の生命を守るとともに、ＬＰガス自動車による代替物流手段とし
て役割を果すなど、震災直後から様々な場面で災害に対する強さを発揮した。

　(1)近い将来、首都直下地震などが見込まれる中、速やかに災害に強いエネルギー供給体制を構築していくことが求められている。ＬＰガスは民間備蓄とともに国家備蓄を有しており、東日本
大震災では、改めて備蓄が災害に有効であることが実証された。災害時には迅速な対応が必要となるため、海外からの供給途絶だけでなく、大災害時にも国家備蓄を使用できるようにその役
割を見直し、大災害に備えておくことが重要である。
　

　(2)また、東日本大震災の被災地はＬＰガス消費世帯比率が高い地域であったため、避難所でのエネルギー使用の問題は生じなかったが、震災直後のエネルギー使用の重要性を鑑みると、
首都直下地震の場合には、ＬＰガス消費世帯比率が例えば東京都の場合９％などと低いため、被災直後に避難所でのエネルギー使用が円滑にできず、混乱することが予想される。
　このため公的避難所等へ予めＬＰガスを燃料とする災害バルクシステム等を設置することなど、大災害に備えておくことが必要である。
　

（２）クリーンなガス体エネルギー
　ＬＰガスは、ＬＣＩ分析でも示されているように、都市ガスと同様にクリーンでＣＯ２排出が少ないガス体エネルギーである。
　この特長を活かし、ＬＰガスは望ましいエネルギーミックスの実現に向けて、環境への貢献及び節電への貢献という役割を担うことができる。

　(1)まず環境への貢献においては、石油系燃料（灯油・重油等）からＬＰガスへの燃料転換や、噴射方式の先進型ＬＰＧ車の普及を通じ、ＣＯ２の削減に寄与する。特に噴射方式の先進型ＬＰＧ
車は天然ガス自動車同様、技術的にも完成されており、今後は自家用乗用車を中心に欧州で普及しているＯＥＭ等のビジネスモデルを導入することにより、ＬＰＧ車の普及を通じ、即戦力として
環境に貢献することができる。

　(2)また節電においては、ガスヒートポンプ（ＧＨＰ）の普及、ＬＰガス高効率機器の普及、電気炉からガス炉への燃料転換の推進などにより貢献することができる。
　特にＧＨＰは消費電力が電気エアコンの１０分の1であり、ピーク対応として節電に大きく寄与する。
　また調理や給湯などを、ＩＨクッキングヒーター等の定格消費電力の大きな電気機器ではなく、Ｓｉセンサーコンロや高効率ガス給湯器（エコジョーズ）などの機器で行い、ガスと電気の役割分担
を進めることで節電に貢献することができる。

　(3)また燃料電池・コジェネ等の普及を通じて、即戦力として節電及び環境に貢献することができる。

　(4)更には、ＬＰガスは再生可能エネルギーの普及にも貢献することができる。
　太陽光発電や太陽熱給湯システムにより発生される電気及び温水等は、天候の影響を受けやすく不安定であるため、燃料電池や高効率給湯器と併用し安定化させることで、太陽光・太陽熱
エネルギーの普及に寄与する。
　同様にバイオより発生するメタン等のエネルギーは、エネルギー発熱量が不安定であり、高カロリーのＬＰガス（約１００ＭＪ／?）を混合し安定化させることで、ガスエンジンによる発電を行うこと
が可能となるなど、バイオエネルギーの高度利用・普及にも寄与する。
　

　(5)なお、ＬＰガスは火力発電用の燃料としても使用でき、現在は一火力発電所において、燃料として平年ベースで約３０万トンが使用されている。火力発電用燃料の多様化にも寄与することが
できると考えられる。
　

　燃料電池や高効率ガス給湯器、ＧＨＰなどの高効率ガス機器の普及促進は、同じガス体エネルギーとして都市ガスなどと連携して進めることで、日本全体をカバーすることになる。現在、２００
５年に設立した日本ガス体エネルギー普及促進協議会（コラボ）の活動などを通して、都市ガスとも連携しながら高効率ガス機器等の普及促進を図っている。今後は防災面についても検討を行
うこととしている。
　

（３）供給の安定性
　世界のＬＰガス供給構造は、天然ガス開発の活発化に伴い、主体が原油随伴から天然ガス随伴へ移行しつつある。特に近年、米国のシェールガスなど非在来型天然ガス開発の成功を受け、
世界各地で開発に向けた動きが活発化し、それに伴い随伴ＬＰガスも増産されることで、ＬＰガスの調達先の多様化が見込まれ、供給安定性は増加する傾向にある。

　今般のエネルギー政策の抜本的な見直しにあたり、ＬＰガス業界はエネルギーを扱う一員として、災害に強い、分散型の、クリーンなガス体エネルギーであるＬＰガスの特長を活かし、我が国
のエネルギー政策において貢献していきたいと考えている。
　今後エネルギー・環境戦略の決定を受け、エネルギー基本計画を定めていくにあたっては、ＬＰガスがその役割を十分に果たせるよう、明確な位置付けをしていただきたい。

　エネルギー・環境戦略の決定を受け、エネルギー基
本計画を定めていくにあたっては、災害に強い、分散
型の、クリーンなガス体エネルギーであるＬＰガスにつ
いて、明確な位置付けをしていただきたい。

法人等法人等法人等法人・
団体等

24271



24272 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 脱原発に賛成します。 世界初の脱原発国になりませんか？
原子爆弾を経験した唯一の国家は今、
原子力発電を経験し、学び、そして手放す選択をした、
原子力科学に向き合う、世界のリーダー国家になれると思っています。

原子力開発に向けられていた人材、エネルギー、資金をそのまま、
なにか新しい方向の、研究、開発に向けられないでしょうか。

現実的でないのかもしれません、夢のような話なのかもしれません、
でも今や、多くの人が望んでいる夢のような気がするのです。

日本人が自信を持って、
「私たちは今、新しいエネルギー、自然のエネルギーで暮らしているんだよ！」と、
誇りをもって言えるようになれたら、それは本当に素敵です。

(削除)

24273 個人 その他 ６０代 女性 ３つの選択肢（(1)原発ゼロ、(2)原発１５％、(3)原発２０
－２５％）のなかから
(1)原発ゼロを選びます。

日本は立地、地形的にも自然エネルギーを有効に
使える国であるから。

原子力の、放射能のリスクは多大であり、後世のことを
思うと、今の私たちの選択が重要であるから。

24274 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 １のゼロシナリオです １のゼロシナリオです。

原子力発電による電気の供給は、安全性が確保されないために無責任で行ってはいけません。

今までの再三にわたる事故、2010年3月11日の大地震による福島原発の事故、そして現在もいつ福島原発がもっと危ない状態になるか分からないのに、存続することは許されません。

今の電気を無駄遣いする生活、経済を改めることが先決です。電気料金が高くなっても、日本の経済が悪化しても、原子力発電による汚染を未来に残してはいけません。

24275 個人 家事専
業

６０代 女性 ゼロシナリオを支持します 核廃棄物の最終処分方法がない現状においては、原発が100％安全であるとしても稼働させるべきではありません。
ましてや100％安全なはずはなく、それを承知で現状の生活レベルを維持するために稼働させるというのは、現在を生きる私たちのワガママです。

24276 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発の再稼動は絶対にしてはなりません 安全性が確認されていないのに再稼動を強行することは、未来に責任を持つ行為ではありません。なぜそのことに気がつかないのでしょうか。

24277 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 福島の事故での犠牲と今なお続く広範囲の影響で、
地震国日本に原発があることがいかに危険であるか
が証明された。原発への依存度は０パーセントにすべ
きである。

原発への依存は０にすべく、直ちに全ての廃炉に向かうべきである。
福島の事故で、近隣の人々への直接、間接の被害は言うまでもなく、放射能の影響は、今なお続き、今後もどのような健康被害などが徐々に出現するかわからない。原発は人間には制御しき
れないことが、甚大な犠牲をもって証明された。ここで、日本のほかの場所で、もう一度事故が起これば、もう日本は終わりといってもよいだろう。
普通の感覚を持った人々は、みなそれを肌身で感じている。今回の事故を他人事のようにとらえ、何事もなかったかのようにまた原発を稼働しようとする少数派の人々のせいで、国民全体が危
険と隣り合わせ、恐れを持ちながら生きなければならないのは間違っている。この経験から何も学ばず、同じような事故で苦しむことになっても、もはや世界も同情すらしてくれないだろう。あの
悲惨なな経験を経て、何も変えなかった人たちの自業自得だと。多くの人々を、普通の感覚を失っている少数の人々のせいで、このようなことに巻き込まないでほしい。
今や、原発なしでもエネルギーが足りていることは、多くの人々の知るところである。また、再生可能エネルギーの産業としての有望性も皆の知るところである。もっと民意を反映してほしい。
世界が注視する中、「何も学ばない日本人」という汚名を、国民全体にかぶせないでほしい。

24278 個人 その他 ３０代 女性 (1)ゼロシナリオを選択します。 これからは人口もどんどん減少していくと考えられますし、原発の有る無しにかかわらず日本の産業は衰退していくと思います。
そうなれば電力の需要も減ってくるはずです。
無理に原発を稼動させる意味が理解できません。

また世界レベルでの気候の変化や中国の肥大化により、食糧不足が深刻化するとも考えられます。

日本は大変自然の豊かな国です。
輸入されてくる食料が激減し、仕事が無くなっても、日本の豊かな自然さえ残されていれば、自給自足で命をつなぐことができます。
しかし放射能で自然が汚染されてしまえば、それも叶いません。

24279 個人 自営業 ３０代 男性 福島原発事故の後を考える 事故以前にあった絶対安全という話はなくなりました
これからは事故があるかもしれないと考えるべきと思います
自然事故、戦争などでの本土攻撃などを想定すると
原発の防御力は脆弱です
世論の流れは廃止を求めていますが
私個人としては活動している原発は停止して施設は保管していくという姿勢です
廃炉には費用がかかります
それを今の財政状況でおこなうのはいかがなものかと思います
段階を経ての最終的に廃炉が望ましい

24280 個人 法人等 ３０代 女性 ２０３０年までとはいわず、一刻も早く原発依存はゼロ
を目標にしてください！！！

福島原発の事故と東京電力の耐震偽造や、不誠実な態度から、原子力発電所は地震国に住む私達が信頼を置ける建物ではないと分かりました。被爆経験国として、被爆がどれほど長い間に
わたり、人間の体を苦しめるのかは実証済みです。これ以上放射能汚染を増やし、国土を汚染し、子ども達の体をむしばむ要因となりうる原子力発電には一刻も早く手を打ち、自然エネルギー
などの代替エニルギーにシフトしていくべきです。不可能ではないことはドイツを始めとする他国の政策を見ても明らかです。企業、金、ではなく国民の命を守る政府であってください。

24281 個人 家事専
業

５０代 女性 地震国日本に於いてひとたび巨大地震が起きれば、
取り返しのつかない災厄(放射能汚染）
さえ引き起こす事が分かった以上、原発依存のエネル
ギー政策は抜本的転換期を迎えていると言わざるを
得ない。

起きないはずの原発事故が起きてしまった以上、日本ひいては世界の子どもたちの未来を守るためにもこれまでのような原発に依存するエネルギー政策は抜本的改革を迫られていると思いま
す。
被爆国である日本が再び3.11のような悲惨極まりない放射能禍を体験し、エネルギー政策を原発に頼る事の危険性を再認識しなければならない現状があります。未来永劫、この日本に於いて
巨大地震が起きないという保障は全くなく、というよりむしろ必然的に起きると分かっている以上、原発依存度ゼロにしていく他に取るべき道はないように思います。

24282 個人 家事専
業

４０代 女性 原発は日本に要りません。 原発のせいで日本が滅びるのは耐えられません。
まだ貧乏不便の方が生きていけます。



24284 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 原発即時廃止 核の事故は現在の人類にはその対策が全くできていない。

福島の現状は悲惨としか言いようがない。
これが解決するまでは廃炉しか選択肢はない。

経済は国民の生活になくてはならないものだが、命と引き換え
にするとは本末転倒だ。

活断層の上に核施設があることは、国民生命を守るべき国のすることではない。

またテロや戦争になった場合真っ先に狙われるだろう。

24285 個人 家事専
業

３０代 女性 「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」を主張
《即原発ゼロへ。自然エネルギーへのシフト。》

経済よりも、命の尊厳を優先にするべき。
環境や生物に優しい水と酸素と水素による
枯渇しないエネルギー「R水素」を強く推す。
世界に誇れる再生可能エネルギー産業を
日本でどんどん開拓・普及できるように
支援すべき。

24286 個人 無職 ７０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を選択します。 安全な原発などありえません。
クリーンなエネルギーの開発にかかるコストは、人類全体で負担すべきです。地球にできるだけ負担をかけないエネルギーを多様に管理する知恵と能力が人類にはあるはずです。

24287 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 早急にすべての原子力発電を止め，廃炉計画を立て
ること。
廃炉費用は事業会社の責任でおこなうこと。
核のゴミについても早急にその処分計画を立てるこ
と。

・原子力は未完成の技術であり，核のゴミに至っては人智でこれを抑え込むことは不可能である。
・原子力による電気は低コストと宣伝してきたが，こういった過酷事故が起きれば途方もない費用がかかるのであって，決して低コストの電気とは言えない。
・過酷事故に対する対策も立てられていない段階で再稼働する政治判断については信じられない。今回の事故は「人災」という報告書が出ているのに，その責任を追及する様子さえ見えず，ま
た原子力規制委員会の人選を見ても，「人災」と批判されたにもかかわらず何らその反省をした様子も見られない。
・今夏の猛暑を経験していても２基の原発だけで電力が賄われている現実は，原発がなくても十分生活できるという証拠である。

24288 個人 自営業 ４０代 男性 原発はいらない。 福島原発の事故を経験してもまだ分からないのですか？

本当に原発の電気は安いんですか？
賠償額はいったいいくらですか？
どれくらいの人達に迷惑かけてるか、本当にわかってますか？
だいたい電気料金の算定がおかしい。

政府は東電の株主だから、本当の改革なんて出来ない。

24289 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 「原発比率20～30」を支持します。 反原発運動が盛んで、原発推進側が犯罪者や悪の様に非難されるのは、おかしいと思います。「脱原発」が正義で正しいのでしょうか。代替エネルギーの議論もなしに「原発ゼロ」「即廃止」と無
責任に主張することが良いとは思いません。

「意見聴衆会」で主張できる場所さえも取り上げられてしまいました。不公平そのものです。立地地域のことを何も考えて頂けてないのが、本当に残念でなりません。意見すら言えないのです。
生活が懸かっています。そのことを十分に考えてください。
　
「原発比率」をすぐに決定しなければならないのでしょか。即、原発を廃止にしてしまったら、たちまち経済が落ち込むのは明らかです。安全性のある原発を動かしつつ、代替エネルギー、地震対
策の研究を進めて行くことで、原発の比率を「流動的にする」ことが良いと考えます。

24290 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 再稼働は絶対にしないでください。原発は０％にしてく
ださい。子供たちに健康な未来を残す為に！！

もっと省エネルギーの取り組みを進め、さらに自然エネルギーを積極的に推進してください。また、すでに破綻している核燃料サイクル温存をやめ、再処理の廃止を早急に決めてください。

24291 個人 自営業 ６０代 男性 原子力はアインシュタインのE=mc2。これは四次元理
論です。それを三次元的に利用すれば時空崩壊、未
分化領域での四次元異変の併発が考えられます。国
家規模の学問を越えた物理学の研究が必要です。

私は、物理学の専門家ではありませんが、原子力の大規模利用そのものが危なく感じられます。アインシュタインのE=mc2これは四次元理論、それを三次元的に利用すれば時空崩壊、未知な
領域で四次元異変を併発させているとも考えられます。国家力学で性急に始動した原子力です。科学には何時も落とし穴がありました。進化した物理学しかし未完なのです。地球規模で進む未
完の原子力利用、それは我々には何よりも大切な青空や海原の喪失、想像を絶する地球崩壊のプロセスが始まっているとも考えられます。今必要なのは専門家のより深い研究ではないでしょ
うか。この列島は、世界でも有数の危険な列島です。現代科学に必要なものは、あらゆる可能性の想定、未来の豊かさの度合いは、その想定の量に比例すると思われます。

24292 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 福島を追われた人々のことを思うといつ地震がおきて
もおかしくない日本の選択肢は当然「ゼロシナリオ」で
す。

一番心配していることは、このまま原発がすこしづつ再稼働され、１０年、２０年と大きな事故（あってはならないが）もなく過ぎた場合、いやなことは忘れたい国民性ですから結局、原発を受け入
れてしまい、原発利益共同体の思惑通りに進むことです。ですから今が「原発ゼロ」を決断する時です。将来に安全な国土を残すことは私たちの使命です。少しコストがかかっても一度捨てた石
炭を掘り返してもいいのではと考えます。どの道、石油は使うのですから。国民は消費電力を下げる覚悟はできていると思います。英知を集めて自然エネルギーに転換をしていきましょう。

24293 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ・できるだけ早い時期に原発をゼロにするゼロシナリ
オを選択すべきである。
・脱原発により、日本が安全で再生可能なエネルギー
を中心としたエネルギー政策の成功者となり、これら
を世界に広めていくべきである。

・福島の原発事故は、現在の原子力発電技術が世代を超えた長期間かつ広範囲にわたり自然環境を破壊することを証明した。
・スリーマイル島、チェルノブイリが、歴史的に大きな原発事故の例として取り上げられるが、これら以外にも数多くの大小様々な事故が発生しているにもかかわらず、福島の事故は発生した。
・福島の事故は「想定外だった」とされているが、どんな言い訳をしようとも、今現在そして今後も人（あらゆる生物が）が立ち入ることができない広大な地域をもたらしたことは事実である。
・原子力がその他の危険物質と異なり厄介なのは、その影響が世代を超えた長期間に亘ることである。
・原子力発電以外の原子力技術（医療、検査等）は今後も研究される必要があると思うが、大量に扱う原発等の設備は可及的速やかに廃止すべきである。
・原子力が最も経済効率性に優れた技術であると喧伝されてきたが、福島のような災害も含めての経済合理性ではないと思うし、そもそも原発事故や使用済み核燃料の最終処分問題は、経済
合理性で議論してはならない議題である。
・原子力発電所の維持管理に従事する作業員に被曝を強いなければ発電を維持できない技術である原子力技術は、人類とは共存しえない技術であると思う。
・上記の理由から、日本人いや全人類は、原子力発電という危険で無責任な発電方式に別れを告げて、災害にも強い分散型の再生可能エネルギー開発へ舵を切るべき時が来ていると考え
る。
・日本政府（日本国民）は世界に先駆けて、そのような技術開発を推進し、世界のリーダーになることが日本の再生につながると考える。
・これまで、そして現在、原子力発電に関わっている方々の生活をどのように保障し、かつ再生可能エネルギー等の他分野の発展に貢献できるようにすることは日本政府（日本国民）の責務で
ある。→政府はその方針と方策を明確にしなければならない。

以上
24294 個人 自営業 ５０代 男性 (1)ゼロシナリオ。原発はコントロールできるエネル

ギーではない。原発依存をゼロにしない限り、放射能
は何時飛散するか分らない。原発基準を見直し、自然
エネルギーの社会を目指すべきだ。

政府は、ICRP（国際科学防護委員会）の基準を採用。チェルノブイリは、ICRP勧告111によって放射能被爆が拡大し悲惨な状況。ICRP勧告の内部被爆はないという基準を前提に、原発をコント
ロールできるエネルギーと踏んでいる。人は放射能のおもちゃではない。原発依存をゼロにしない限り、放射能は何時飛散するか分らない。日本基準の社会を目指すべきだ。３つのエネル
ギー・環境シナリオは国民の意見を聞きながらも、即時にゼロにしないという政府のメッセージも込められている。経団連の原発推進の力は政府にとって大きな影響があろうし、原発を推進して
きた国の手前もあるだろう。また、政府はICRPの勧告を「防止できる被害と、他方でそのことによって生じる他の不利益 (たとえば大量の集団避難による不利益、その過程で生じる心身の健康
被害等)の両者を勘案して、リスクの総和が最も小さくなるように最適化した防護の基準をたてること」としたのは論理的には理解できる。しかし、現実に起きた原発事故で、福島は大変な被害を
被り、また目に見える形で大きく日本社会を変えてしまった。また、内部被爆は、３世代目に渡って子供に出てくる。そうなると社会を混沌に貶めるであろう。当然、エネルギー・環境シナリオごと
ではない、２つ目、３つ目のシナリオで原発が動いていたら国内の暴動が起きるのではないか。エネルギーをソフトランディングしようとすることは、日本社会が壊れてゆく過程を見るようなもの
だ。内部に大きな社会シフトのエネルギーが蓄えられた今、ゼロシナリオにすることで、新たな自然エネルギーの社会がやってくる良い機会として捉えることだと思う。命を原発のおもちゃにする
ことを何とも思わない社会は壊れてしまう。日本で原発の基準を再考してこそ、環境国日本になるのではないか。そして、１次産業をベースにした自然エネルギーの社会になると、農山村も復活
する。

24295 個人 無職 ６０代 男性 ゼロシナリオだ。原発安全神話は完全に崩壊した。国
民を裏切ったことは許されない。福島事故は未だ終息
見通しさえない。地震国であるわが国で原発の存在
は絶対に許されない。直ちに廃炉とすべき作業に着
手すべきだ。

「万一起こる原発事故」という概念ではなく、「必ず起こる原発事故」と概念すべきだ。福島事故の検証をすれば「想定外、対策遅れ」などと言い訳は許されない。今の福島県民の置かれている立
場をみれば事故に対する言い訳では済まされない。一人ひとりの被害者の立場になり、政府がゼロシナリオに早急に着手すべきだ。使用済み核燃料の最終処理場も問題も未解決だ。解決の
見通しはないのに原発の稼動させることは絶対にやるべきではないし、許されない。
どうか、政府の英断でゼロシナリオに着手してほしいことを切に願う。さもないと日本の将来はないに等しい。

24296 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発はいらない。原発0に賛成
安全なはずない。

原発がないと電力が足りないと言われているが、まったく動いていなくても
なんら問題がなかった。
地震が多い国なのに原発は危険すぎる。
唯一核爆弾を落とされて、その恐ろしさを知っているから。

24297 個人 その他 ５０代 女性 ２０３０年までのなるべく早期に原発比率を０とする、
ゼロシナリオを支持します。。

安全設備を設計した人、認可した人たちの想定外、予想外の自然災害が起きるという事と、絶対安全と豪語していたはずの設備が手の施しようのない人知の及ばない状況を引き起こすという
事を、東京電力福島原子力発電所が証明しました。

事故がひとたび起きれば、復旧、保安に係る人達の健康被害や確保に苦しむような原子力発電が地震大国日本に50数基あること自体、国民の安全確保が保障されていない事実として、政府
は問われなければならないと思います。

温暖化ガスを出さないとした原子力発電は、グリーンウォッシュの最たるものです。持続可能な社会、グリーンな経済を目指すためには、一日も早い脱原発社会にすべきです。

そして、使用済核燃料の安全処理及び廃炉後の長期にわたる徹底管理の確立や、大量の放射性廃棄物のより安全な処理の研究とそのための人材育成も求めます。

「脱原発エネルギー」政策を日本政府の方針として位置付けることが必要です。

24298 個人 家事専
業

６０代 女性 原発ゼロを選択します。 １００パーセント安全なもの等ありません。事故があれば取り返しのきかない人類への禍根を残す原発は国が責任をもって終決すべきです。

24299 個人 その他 ３０代 男性 ３つのシナリオの中では、ゼロシナリオを支持します。
原発の再稼動をする事無く、廃炉に向けて動き出し、
1秒でも早く、使用済み核燃料の発生を止めて欲しい
です。

現在、大飯原発が稼動していますが、早く停止し、他の原発も再稼動する事無く、「この原発が稼動していない状態を続ける為にはどうすればよいか」を一生懸命考え、実践していって欲しいと
思います。
私たちは、私たちの欲望を煽る事で成長し成立する経済至上の社会を是として参りました。しかし、それが本当の豊かな社会ではない事に、私も含め、もう多くの人が気付いているのではない
でしょうか。自分たちの欲望にただ振り回されるだけの社会は、もう終わりにしたいです。人間の欲望にブレーキをかける機能を内包した社会を目指したいです。ブレーキをかけない社会の象徴
の一つが原発のように思えます。
欲望を主体とし、便利さを優先して、私たちは多くの生きてきた街を殺し、模型のような街に置き換えてきました。私の便利さをただ求めていくのではなく、多くのいのちに支えられて私がある事
にもっと心を向けていける暮らしこそ豊かなのではないでしょうか。電力の使用量がもっと少ない社会を目指し、もっと不便になってよいと思います。
自然を私たちの都合のよいように変えていくのではなく、自然に合わせて私たちが変わるという視点も大切と思います。
原発は、私たちだけに危険なのではなく、私たちが死んだ後にも生まれ生きる人達のいのちも、また人間だけでない多くのいのち、自然も脅かし続けます。風が吹けば桶屋が儲かると言うよう
に、原発のあるその土地、その時代だけの事ではないです。「もう遅い」というのでなく、気付いた時に、一秒でも早く、原発、終わりにしましょう。

24300 個人 学生 １０代以
下

男性 私としては原発は１５％にすべきです。 確かに事故によって放射線が排出され、子供を守ろうと再稼働反対が騒がれてます。だからといって原発０にした場合、計画停電・地球温暖化に影響してきます。しかも再生エネルギーは有限
エネルギーでありますし、地球温暖化が万が一進んだらまた原発に頼るを得ないことになります。だから今０にしてもまた頼るを得ないことになるからです。
再生エネルギーが発電量の半分になるまでは、原発は必要です。

24301 個人 無職 ６０代 男性 「エネルギー・環境に関する選択肢」に対する意見とし
て、2030年時点ではなく「今すぐ原発をゼロ」にすべき
ことを主張。

「2030年に原発0」では遅い。「今すぐ原発0」にすべき。
2030年時点での原発の比率、という設定自体が多くの国民の不安に背を向けている。再び原発事故が起きれば日本は再起不能になる。たから「今すぐ原発0」に。

24302 個人 家事専
業

６０代 女性 原発ゼロシナリオを選択します 　原発は必ず事故を起こします。
　他のものと違って放射能ほど怖いものはありません。
　これまでの大量の使用済み燃料棒や放射性廃棄物の処理の保管や処理を、子々孫々のためにも即刻進めなければならない時です。
　大飯原発の再稼働など許されません。
　野田総理、
　日本の脱原発を宣言し、勇気ある首相として歴史に名を残してください。

24283 (1)原発は１００年かけて、本腰を入れて廃止すべきである。そしてこの撤退戦には、最大限の資源を注入する。原発に限らず、撤退のための活動は、推進するよりも、はるかに重要で難しいか
らである。安全に効率よく撤退するためには、人もお金も資源も、これまで以上につぎ込まなければならない。とくにしんがりを務める人は重要で、国の最高レベルの頭脳が求められる。これま
で蓄えてきた核燃料廃棄物の処理、プルトニウムの扱い、日本を取り巻く原発推進国との軋轢、残り少ない天然ウランの活用、廃炉技術の確立など、課題は山積みである。また例えば、使用済
み燃料などの廃棄物は、今は邪魔者扱いされているが、視点を変えれば、これらは熱源であり放射線源である。（グリーンエネルギーの実用化と同じくらい難しいが）うまく使えば、新しいエネル
ギー源として、この上なく有用になる。
　したがって今、グリーンエネルギーだ、天然ガスの開発だ、スマートグリッドや蓄電池の開発だなどと、言っている場合ではない。下手な政策を打って、貴重な理工系の人材をそのようなところ
に回すべきではない。最優先にしなければならないのは、原発の安全な撤退である。その重要性を国民と共有し、原子力関係の優秀な人材を確保し、焼け太りと言われようと、今の何倍も育成
しなければならない。場合によっては、あと２０～３０基原発を新設し、技術力とモチベーションを維持・拡大し続ける必要がある。そうしないと、いまの無能な集団に乗っ取られたままの原発・核
は暴走し、手が付けられなくなる。
　しかしあまりにも国民の原発・放射能パニックが大きいため、今のままでは優秀な人材は、最重要である原発撤退分野に、誰も来ない。それでは、安全な撤退ができない。グリーンエネルギー
推進は、原発の撤退戦を軽視するという、極めて危険なシナリオを採択しようとしているのだ。

(2)風力発電、太陽光エネルギー、地熱発電、水力発電など、すべて再生可能エネルギーと呼ばれるものは、自然がうけているエネルギーを、人間が横取りするものである。これは原理的に避
けられない。したがって、この割合が10％を超えるころには、原発など比ではない、ものすごい環境破壊が問題になる。したがって、国策としてこれらを推進してはいけない。
　これまでもそうであったが、将来どのような技術が開発され、普及するのかは誰もわからない（狭い分野であるオリンピックの金メダル予測でさえ外れっぱなしではないか）。わからないことには
無駄なお金を使わず、将来のエースとなる産業や技術が育ちやすいように、そのコストとなるインフラ産業（運輸、通信、電力、金融、工業団地、用水などを提供する産業）の効率を高め、そのコ
ストを引き下げるべきだ。
　しかしながら、今の日本の政策は全く反対のことをやっている。コストを低減しなければならないインフラに大盤振舞いをして、どんどん価格を釣り上げている。太陽光発電電力をはじめとする
自然エネ電力の高額買い取りなど、まさしく愚の骨頂である。

(3)追申
　いまの世の中の多くは、いかに自分たちが「弱者］であるか認めさせるのに汲々としている。自分は弱者であり被害者であると主張するのは、その強力な特権を期待しているからである。今の
日本では、その歪んだ特権意識が当たり前になっている。そのため、国家はゆすりたかりの金づると化しているだけでなく、私たちの子孫にかかわる未来の政策までも、歪めようとしている。
　例えば、必要以上に放射能の被害を深刻に見せようとしている人たちがいる。チェルノブイルや広島、長崎、そして今度の福島の被爆者、というよりそれを取り巻く人たちである。因果関係の
不明な禍を、すべて放射能のせいだとして、何倍何十倍にも拡大して訴えている（私自身は、放射能そのものよりも、放射能の危険を煽り立てることのほうがはるかに危険だと考える。過去のダ
イオキシン、環境ホルモン、ＢＳＥ，エイズ、鳥豚インフルエンザ、口蹄疫３０万頭大虐殺などの反省、学習が全くなされていない）。
　因果関係がどうだろうと、哀れな被害者の姿を見せられると、（鬼でもない限り）面と向かって反論するのは難しい。したがって、論理的な議論が全くできなくなる。「被害者」は、それにつけこん
でいる。従軍慰安婦や南京大虐殺と同じ構造だ。極めて卑劣なやり方である。
・・・・これが、大多数の知的で善良な国民の、本当の思いであろう。
　しかしながら、この国民の本当の思いを表に出すと、「被害者」たちから徹底的ないじめにあうのは、目に見えている。「人道」にかこつけた、彼らの利権を損なうからだ。「広島・長崎の原爆は
しょうがない」と言って首になった大臣がいたように、今の日本には、言論の自由がない。
　したがって、国民の放射能パニック、原発ヒステリーが治まるまで、この国が持つかどうかが、日本の最大の課題である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

　

(1)原発は100年かけて撤退する。そのしんがりを務め
る優秀な人材の確保・育成が、最重要である。
(2)グリーンエネルギーは本質的に自然破壊エネル
ギーである。次世代エネルギー源は、民間の知恵に
ゆだねる。

男性６０代自営業個人



24303 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 原発依存度ゼロに。「もんじゅ」等への人的・経済的支
出を即廃止。送電網即全売却。資金を福島の保証・
再生可能エネ開発に。小規模発電にも、安価に送電
網を使える方策を、立よ。電気がないならそれなりの
生活を。

原発は、直ちに、廃止すべきです。核廃棄物は、処理も出来ないのに、これ以上増やしては、ならない。大飯原発で、地元産業の為に再会、等とは、全くおかしな話です。福島の現実を直視すべ
きです。直ちに、原発関連予算・人員は、全て、福島の再生の為に、まわすべきです。地元の産業衰退は、福島の生命・生活が脅かされている状況と、比較できるレベルですか？

そもそも、一般の人は、国内に、５４基もの原発が作られていた事を、知らされていませんでした。１基でも、大変な事なのに、ほとんど反対の声がニュースなどに、流れる事もありませんでしたよ
ね。新聞・テレビも、随分簡単に操られるんですね。

「もんじゅ」ですが、直ちに、やめて、関連の支出も全てやめて、福島の再生・省エネ開発に、まわすべきです。何故、今でも、そこに、資金が回せるんですか？

政権交代が実現すれば、既得権益を、守ろうとする勢力に、何らかの影響を与えられるかと、期待しましたが、民主党の方が、既得権益側に、吸収されましたね。言い表せないくらい、残念で
す。

東電赤字等、声高に書かれていますが、送電網も全て売却し、全ての、資産も売却してください。

但し、現場で、勤務されている方々には、出来るかぎりの、手厚い待遇を望みます。
24304 個人 会社員・

公務員
５０代 女性 原発はゼロにするべき。再生エネルギーへ転換する

選択があってもいい！
ごまかしの選択肢を提示するべきではない

日本のどこでも原発を設置する条件はない。CO2削減と同時並行して原発ゼロをめざせるではないか！ドイツなどはその方向を政府が決めて着々と成果とあげている。日本でできないはずは
ない。財界の言いなりに国民を苦難の道に導くな！

24305 個人 無職 ６０代 男性 0％シナリオを支持 これだけの大事故が起こり、福島県の被ばく避難者が１年以上たった今でも１０万人を超す現状を見れば、今後のエネルギ－政策は誰が考えても0％しか有り得ない。この現状でまだ原発に頼
ろうとする人達は人の心を持っているのだろうか？そもそも政府がこの期に及んで２０３０年とは言っても、原発の依存度0％以外を選択肢に入れるのも有り得ないでしょう。

24306 個人 無職 ７０代 男性 ・「ゼロシナリオ」を選択すべきである。
・ただし、「ゼロシナリオ」でも、気候変動・地球温暖化
防止対策は不十分であ　り、鳩山元首相の表明した、
ＣＯ２削減２５％に向けて取り組みを強化すｂえ　きで
ある。

　国民の豊かで安全な生活の基盤として、エネルギー政策は重要なものであり、国民の合意に基づいて進められなければならないことは言うまでもない。エネルギーのうち主要な位置を占める
電力について、これまでそうした合意形成なく、単に（あえて単にと言う）資源が乏しい日本に適しているとして原子力発電（以下、原発）が採用されてきた経緯がある。本来地震・津波など自然
災害の大きい日本に導入すべきではなかったことが、このたびの3.11東日本大震災によって図らずも明らかになったと言わざるを得ない。福島のみなさんの受けた物心両面にわたる被害・傷に
は本当に心が痛む。
　このことを真剣に受け止めれば、原発の長期間維持、ましてや増設などは考えられないことであり、耐用年数にしたがって順次閉鎖ー廃炉としていくべきである。したがって、「１５％シナリオ」
「２０－２５％シナリオ」は絶対にとるべきではない。
　概要にも書いたが、政府の提示している「ゼロシナリオ」も、気候変動ー地球温暖化防止のための、対策が不十分なまま、ＣＯ２削減の国際的努力に水を差すような考えであり、環境ＮＧＯや
様々な研究機関が「２５％削減は可能」と提言していることを、真剣に受け止め、検討し、政策に生かしていってもらいたい。言い訳を探すのではなく、ドイツなどで示されているように、再生可能
エネルギーの推進を今からでも協力に推し進めることを期待し、要請する。
　鳩山元首相の表明した２５＆削減を再度提示して、国際的にも貢献し、（環境問題だけでなく）日本が・日本人が世界の人々から尊敬されるように、政府が行動することを強く望むことを付け加
えて、締めくくりとする。

24307 個人 その他 ５０代 男性 (1)の立場です。大飯原発も含めて再稼働も中止。
2030年までにと言わず、すぐに脱原発の道を歩み始
めるべきです。

　一旦事故が起きると誰も責任を取れないほどの事態になり、人々の生命と自然を脅かし、未来世代にとっての負の遺産となる原発への依存はもうあってはならないからです。
　今までは、大量の電力を消費することで実現される「便利で快適で効率性の高い生活」を送ることを「豊かさ」であると多くの人々が思い込み、原発依存の危険性に半ば目をつぶってきたわけ
ですが、福島原発事故により、一旦事故が起きると原発は人々の生活を長年にわたって破壊し、生命を脅かすものであるということが突きつけられ、日本人は今までの「豊かさ」追求の見直しを
迫られることになりました。原発促進や依存が「原発ムラ」の人々によっていかに無理矢理になされてきたのか、そのからくりも明らかになってきています。
　こういう状況にあり、それでも原発依存を続けようという道を歩む方が非現実と言わざるを得ません。事故が起きても、「原発ムラ」の人々が率先して危険な作業を行い、放射線の毒性を速や
かに取り除き、生活に全く支障がないというレベルにまで責任をもって回復してくれることへの確実な保証があれば、原発依存の道も多少の現実性はでてくるでしょうが、今回の福島の事故後の
国や東電のお粗末な対応を見ると、それはまずあり得ないでしょう。事故後の処理ができない、そういう危険なものを「安全である」と言い続けてきたことの非現実性が今明らかになったのです
から、私たちは、現実的な道、つまり今の自分たちと未来世代の人々の生命の安全を確保し、日本における生活の持続可能性を確かにする道を歩み出さなければいけないわけです。２０３０年
までに原発依存度を０％にするということであれば、それまではある程度は原発に頼るということになりますが、その間にまた大事故が起こったりする危険性を排除できないことになります。した
がって、国は今すぐ脱原発の道を歩み始めるべきでしょう。節電意識が定着する中、原発に頼らなくても日本社会は何とか維持できるようになっています。再生可能エネルギー開発や送電と発
電の分離など進める中で、火力発電への依存も徐々に減らしていけるでしょう。交付金や雇用の創出と引き換え無理矢理危険な原発を建てさせられてきた地域では、地域の特性を生かした産
業を興し都市の人々がそれを支援するという新しい構造を打ち立てていくべきでしょう。
　今回の原発事故は大変不幸なことですが、私たち日本人はこの不幸から学び取り、この不幸を必然的に生み出してしまった従来のシステムや価値観を見直し、それらに変わる新しいシステム
や価値観に基づき、生活と命が守られる日本に変えていくべきでしょう。そうしないと、多大な被害を被ってしまった福島の人々に顔向けができないでしょう。福島の人々の不幸の体験を新しい
社会を築くことへの手がかりとすることが、彼らを勇気づけ新たな力を与えることにも繋がるはずだ、と信じています。

24308 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ゼロシナリオしか考えられません！ 　上記に対する意見を述べさせていただきます。
　３．１１の東京電力福島第一原発事故によって、原発の危険性が明らかになりました。特に、福島県民の皆さんは、原発事故の影響で、生まれ育った故郷を奪われ、家族が離ればなれにな
り、今なお不自由な生活が続いています。
　今まず、政府がやるべきことは、福島の皆さんが故郷に戻り、原発事故以前の生活ができるよう、自然環境を元に戻すとりくみ、生活再建を支援するとりくみを速やかに行うことです。しかし、
実際は、原発事故後の福島県の皆さんへの対応が全くできていないのが現状であり、大変情けない政府であると言う他に言葉が見つかりません。

　そのような中で、今、「２０３０年の原発依存が何％がよいか」を議論している。このこと自体が、ご苦労されている福島県の皆さんを軽視することであり、一番困っている人に配慮を欠く行動だ
と言わざるを得ません。
　
　もし、また、他の原発で事故が起きたら、福島と同様の状況になることは目に見えています。今回の事故で、私たち国民が学んだことは、「原発事故が起きたら、理不尽な目に遭う国民がたくさ
ん出る」ということです。国が国策として進めてきた原発で、自分には何も非がないのに、苦しい思いをする人々。それを、結局どうすることもできない国や政府。このような状況は、もう決して許
されません。
　
　福島第一原発事故でご苦労している方々の対応をまずしっかりやりましょう。そして、「ゼロシナリオ」を決定し、自然エネルギーの拡大や、新エネルギーの開発について議論を進めるべきだと
考えます。

24309 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 ２０３０年時点の原発比率は、０％を選択します。これ
からの日本は政府の政策として再生可能エネルギー
に転換していくべきです。

息子の自由研究で、大陸プレートや日本列島の成り立ちについて調べました。日本列島は４つのプレートの境界線上に位置しており、最大の地震国である、ということを改めて認識しました。そ
んなところに原子力発電所を設置するなど尋常でなく即刻廃止すべきです。日本の地形に見合った発電方法を選択していかなければいけません。国民の安全が第一であり、近頃多くの国民が
節電を心がけるようになりました。さまざまな新しいアイデアも生まれ、そこから新しい事業も生まれてくると思います。「カイゼン」です！

24310 個人 その他 ４０代 女性 核ゴミの処理ができないことも合わせて考えるとゼロ
原発。人、もの、金を脱原発ゼロ原発にむける事によ
り雇用を守るべき。節電の余地まだあり。

原発維持のための費用がもったいない。原発は老朽化後解体後、「はい、おしまい」というわけにはいかない。核のゴミをどうするかはまだ研究していかなければならない問題なのだから、原発
関係の人とそれを支える人たちが働くの場を失うとは考えられない。
原発事故が起きた後の影響の方が怖い。近年のガン患者増加は、大国の大気圏核実験の放射性物質の影響がないとは言えないと思う。
節電の余地はまだまだある。これ以上コンクリートの建物を造らない（理由：風通しが悪くなる。蓄熱する。一カ所にたくさんの電気が必要となる）ホテルの洗面所、「鏡の曇り止めに電熱線が
はってある」部屋には、有料テレビサービスなどのための待機電力がもったいない。（主電源が使えない）

24311 個人 自営業 ５０代 男性 原発は即廃炉にして下さい。自然エネルギーへの転
換に時間がかかるなら、絶対不足分を火力を新設し
て補完するべき。コンバインドサイクルなら、短時間、
低コストでできる。

原発は即廃炉にして下さい。自然エネルギーへの転換に時間がかかるなら、絶対不足分を火力を新設して補完するべき。コンバインドサイクルなら、短時間、低コストでできる。
原発の事故時の被害はケタ違いであり、国家の存亡にも直結することが明らかになった。原発は即廃炉しかありえない。

24312 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 想定外の出来事が何時起こるかわからない中で、放
射能を発生し続けることは認められません。「ゼロシ
ナリオ」しかありません。

昨年の3・11大震災における原子力発電所の機能停止・爆発は地震や火災・または人為的な事故等により、国土が放射能による汚染を受ける危険性を鮮明にしました。しかるに、国民の安全を
最優先しなければならない国が、再稼動を強行しました。
　3.11以前の状況に戻ろうとする勢力と、今までの安全神話がウソだったことを知った国民との民主主義の戦いが始まりました。
　原子力発電所は放射能に汚染された水や機材等を大量に発生させます。更に人までも被爆により破壊し従事する職員の命までも奪ってきました。汚染された水や物質の処理方法さえない状
況の中で、原子力発電を稼動させることは、まさに国土の狭い日本にとって自殺行為です。
　東京電力やその他の電力会社は安全といっているのでしたらば、会社の幹部は家族含めて自社の原子力発電所の10キロ以内に住むことを義務付けるなど、安全の証明をしない限りは認め
ないなどの処置をとることを電力会社の経営責任者と交渉をしてください。
　また、低線量の放射能は安全だという学者や政治家は、福島に補助金を出して住んでもらい、追跡調査を実施することを国が進めてください。　信念に基づいた尊い実験になると思います。さ
らに、現に今福島に住まざるを得ない人は、ただちに線量計を貸与して、定期的に健康診断を実施して、追跡調査を開始してください。
　

24313 個人 家事専
業

５０代 女性 自然エネルギー１００％への移動
温暖化防止強化

原子力発電は原発ゴミが半永久的に処理できないということ、未来への大きな負の遺産になること、今回のような大規模事故が絶対に起こらないという確証がないことなど、経済的損失を考え
たとしても、原子力発電に頼るべきではないということは歴然としてます。

すぐに、実現できなくても、自然エネルギー１００％を目指すのが、国として当然あるべき姿だと思います。

原爆攻撃を受けた、ただ一つの国、そしてあのような事故が起こりながら、原発廃止を目指さなことは、世界から見ても、奇妙に映ることでしょう。

しかし、原発を廃止することによって、火力発電がフル稼働してしまうことは避けたい問題です。
温暖化対策も待っていられない状況にあるはずだからです。
太陽光、風力、水力、地熱など再生可能自然エネルギー１００％の実施を強く推し進めるべきです。
地球環境が破壊されてしまったら、経済経済のことなど考えている場合ではないはずなのです。アジアのリーダーとしても、経済優先ではなく、環境優先で国の舵をとらなければ、地球の未来は
ありません。

私の家には３．１１事故の以前から、ソーラーパネルが設置されています。
平均すると、ソーラー電力でほぼまかなえます。
提案として、「今後建築される家や、工場にはすべてソーラーパネル設置を義務づける」というのはどうでしょうか？
かんたんに電力需要は満たされると思います。

24314 個人 家事専
業

５０代 女性 原発０％のシナリオ同意。地球温暖化も日に日に深
刻な問題になっているが、それについては具体的な
考案がないように思う。

原発は安全ではないと言う事が今回の福島の件で証明されました。
原発事故は「原発０地球温暖化防止策」を担う国になれと啓示されたように感じている。政治家含め国民が一丸となり、知恵、努力、協力のもとに平和な日本を作っていくべきでだ。
人間が処理できないものを作って、使うこと自体が自然の法則に反していると思います。この期に及んでも、世界的な経済力保持に固執しているとしか思えない政府の動きに日本と言う国の将
来が見えている気がしています。
日本に限らず、世界が経済先進国を目指す時代は終わりにきたのだと思います。私はいい時代を生きて来ていて、それで一生を終わるのだと思っていましたが、まだこの世にいる間にこんな世
界になるとは、子供の頃には想像もしていませんでした。
それを思うと、今の子供たちは可哀想です。
このままでいくと、外で遊ぶときは、ガスマスクに防御服、食べ物も放射能に汚染されていないかどうかといつも考えて選ばなくてはいけなくなる・・・・と言うのは笑い事ではなくなりそうです。
多くの政治家は、「自分たちが生きている間さえよければいい。」と言うベースで政治をしている気がしてなりません。
じゃ、原発なくしてどうするか。多くの知識人たちは、絶対に大丈夫だと色々な見地からそうおっしゃっています。
私自身は、「電力会社」と言うものをなくし、それぞれの単位（県、市、区、村など）で自分たちが使用する電気、水、を作る努力をしてみるべきだと思っています。昔は、電気もなかったです。その
時代にまで戻ろうと言っている訳ではありませんが、世の中過剰に便利になりすぎた気がします。地球温暖化で多くの生物が苦しんでいます。原発事故で辛い生活を強いられている人たちが今
も多くいます。これは、現実問題です。

24315 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 自然エネルギーの推奨をもっとして下さい。 原発はいりません。津波・地震等による事故以外にも、人為的ミス・機器の劣化など、なにかの要因で事故が起きないとはかぎりません。原発は100パーセント安心とは言えないので、もしものと
きにはとりかえしがつきません。今回の地震でそれを再認識させられました。

24316 個人 自営業 ２０代 女性 ゼロパーセントを実現できるよう努力するべき ・原発の危険性が明らかになったのだから、考えを改めてゼロパーセントを目指すべき
・発送伝を分離し、自由に電力を選べるようにすべき。そうすれば東電も変わらざるを得ない。
・選択肢に原発をなくすと電力料金が上がる、という項目はおかしい。事故があった場合により負担が大きくなるリスクが明記されていないのだから。

24317 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 現状では原発への依存は仕方無し 昨年の地震をきっかけとする福島原発の事故では、それまで気にもしなかった原発の危険性について考えさせられました。
職場の同僚や取引先などの方々も、原発事故への恐怖から原発反対の意見を持ち始める事が多かったように思います。

しかしその後に続いた昨年の節電と、今年も一部で続いている安易な節電の傾向の中で、本当に原発に反対していても良いのかと疑問を感じ始めました。

例えばエスカレーターの運転停止は、昨年ならいざ知らず、今年も止まっているエスカレーターを散見します。
個人的に1年毎に手術をしておりますので、身体に負担がかかる階段や遠くのエレベーター・エスカレーター等への移動はあまりしたくないのですが、やむなくそれらを使う事になる場合が未だ
にあります。

また現在の勤務先が借りているビルの管理会社は、大した理由も無く今年も館内空調を止めようとしていました。結局はテナント各社で抗議をして事無きを得ましたが、その過程で電気を使わ
ない事で節約をするというだけではなく、電気代の値上げに苦慮する管理会社の立場というのも見え、火力発電のように燃料コストの高騰している発電方法への依存が一時的にしろ上がるの
はどうかと考えています。

現在の社会インフラは電気に依存する所が大きいのはわかっています。
しかしそれを逆行させるのではなく、電気を安価に安定して供給できるようにする事で、より社会を発展させる方向へ持っていって欲しいです。
先日インドで大規模な停電がありました。アメリカでもたまに停電が起きています。
その度に停電による経済損失額の予想などが出ておりますが、安易な節電での目に見えにくい経済損失はいかほどのものなのでしょうか。
穏やかな形で停電の方向に進もうとしているのが今の日本だと思います。

また近年隣国の情勢に不安感を持っており、特に尖閣・南沙・西沙の各諸島で問題を引き起こしている状況に注目しています。
現状のシーレーンへの今後の影響や、有事の際のエネルギー輸送の問題など論点は各種あるようですが、私はそれよりも日本が保有する原子力技術を一種の抑止力として今後一層発展させ
て欲しいと思っております。
今後すぐに隣国とどうなるというわけでは無いと信じますが、原子力技術を保有しているのは、もしかしたら国防的に大事になるのではないでしょうか。
だからといって軍事転用しろというのではなく、あくまで選択肢として残しておくのは大事です。

日本の原子力技術は十分に高いと思っております。
今後太陽光や地熱など自然エネルギーを利用した発電方法でも同様に世界をリードできる技術開発ができるように、研究機関や業界へ十分な援助を行って欲しいと強く希望します。
しかしながらそれらの発電方法が日本の発電量の大半を担うまでには、まだ相当の時間がかかるでしょう。
せめてそれまでの間は各地の原発を再稼動させ、安全に利用して社会を発展させていけるよう、各行政機関には一層の努力をして頂きたいです。



24319 個人 自営業 ３０代 男性 ゼロシナリオを希望します。 実家が福島市渡利地区です。今回の原発事故以後、子どもを安心してして実家に連れて帰る事もできない。幼なじみたちは、子どもたちの将来の健康不安を抱えながら子育てをしている。
原子力規制庁の人事一つとっても、国は今回の福島の事故を真剣に反省し、二度とこのような事態を招かないようにする姿勢があるとはとうてい思えない。
子どもたちの命を危険に晒しながら続ける原子力発電はもうこりごりです。よってゼロシナリオを支持します。

24320 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発再稼働をせず0％稼働を求めます。 原発再稼働をせず0％稼働を求めます。国民の健康を奪う危険性の高い原子力発電は、人の力では、制御不能なことが明らかになった。
今後は、クリーンエネルギーの研究や普及に取り組むべきでないか

24321 個人 自営業 ３０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を主張します。危険であることが
分かっている、手の付けられない問題が山積みの原
子力発電はもう使用するべきではないです。

原発事故で精神的、肉体的に被害を受けた人がたくさんいるのにも関わらず、
その安全性を確保できていないのに、原発を使用し続けて行くべきではないと思う。

これからも危険な物質を排出しつづけ、その処理方法もわからないのに、継続して使用し続けて行くべきではないと思う。

地球温暖化にも加担している原子力発電に今後もお金を使うのはやめにして、自然エネルギーへの研究、移行にお金を使って行くべきだと思う。

いつ巨大な地震が発生して、福島原発のような事故が起こるかもわからないのに、
日本全国に原発があるというのは危険過ぎる。再稼働はもってのほかで、一刻も早く、廃炉にすべきだと思う。

24322 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 エネルギー・環境のみに特化して原子力発電比率を
決めるのは国家としての将来性が非常に不安。原子
力発電の安全性を高め，これまで同様の発電比率を
維持しつつ，再生可能エネルギーの技術開発を図る
べき。

原子力発電比率を高めることは，電力会社が単独で推し進めてきたわけではなく，政府としての戦略だったはずであり，事故が起きたことでその責任を電力会社にのみ転嫁しているようにしか
見えないことを冒頭申しあげたい。
原子力発電所の安全性については，何を持って安全であると保障するのか。これから発足する規制庁に委ねられることになると思うが，原子力発電所に限らず，「100％の安全」というのはこの
世に存在しない。
遠い将来に原子力発電に頼らない社会を作り上げることに反対はしないが，日本の現在，2030年時点を見据えた時に，原子力発電を除外したエネルギー構成は考えられず，目先のことだけで
はなく，広い視点で考えていく必要がある。
再生可能エネルギーを増やすことはもっともであるが，現在の技術力では地熱発電を除き風力，太陽光がベース電源とするには無理がある。
また，地熱発電の開発可能と思われる地点の大半が国定公園を含む開発困難な地域にあり，仮に発電所が建設されたとしても連係する送電線の建設が必須でありそれこそ地元同意が得られ
る可能性は著しく低い。（送電線連係は風力，太陽光も同様）
再生可能エネルギーの技術開発を国家プロジェクトとし，国際社会でも認知されることで輸出産業のひとつにもなり，ベース電源構成とすることも可能であると思料するが，それこそ中長期的な
対策であり2030年に確立させることは困難であろう。
このままでは，電気料金が高騰し産業界が疲弊すると共に大手企業は海外流出，中小企業は倒産を余儀なくされ，日本国全体がおかしくなってしまう。
一般家庭の電気料金値上げも生じるが，多少の値上げを容認してでも脱原子力との声も聞こえるが，実際に値上げされる金額が試算されている金額以上になると考えられる。（再生可能エネ
ルギーの単価が安すぎる）
「電気は使うが原子力はいらない」これまで電気を使ってきて勝手な論理である。
再生可能エネルギーの市場化を至上命題とし，実用化が図れるまでは原子力発電を容認したうえで，電気の安定供給と料金の低廉化を継続することで日本経済の活性化（図れないまでも維
持）に資するべきである。
※脱原子力発電の気運が高まり，メディアの過剰報道も相俟って，市民団体等が組織として意見聴取会，パブコメを利用しているのではないですか？
意見聴取会に電力関係者は組織意見を述べるのが不可であれば，市民団体も組織としての意見に制限を加えるべきです

24323 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 ゼロシナリオを支持します 日本は世界に誇る技術大国である。

３．１１によって、日本は自らの国土・国民を原子力で犠牲にした。
このことは全国民が見届けている。
原子力エネルギーを安全に使うことの研究をすることはよいが、
研究段階の危険な技術をこのまま運用してよいはずがない。

フクイチはいまだに危険な状態と聞く。
その他の原発関連施設でも事故が続く。
なにより、核廃棄物の処理方法が確立されていない。

国民の命を守るため、原発依存はゼロにするべきだと考える。

原発が立地する場所から遠く経済活動を中心に考えている人、
また現在利権を手にしている人にとっては辛い選択になるだろう。

しかし、今決断することで日本の技術力がカバーして新しい価値観の
豊かな時代を迎えることができると思う。

未来の子供たちに誇れる選択肢を選びたい。

24325 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 原発依存度（全発電量に占める比率）は現状以上を
維持すべである。

一次エネルギー自給率５％の我国が原子力発電を放棄することは、エネルギー政策上も、また国防上も賢明な選択肢ではない。脱原発で国の将来に責任を持てるのか大いに疑問、現状以上
を維持すべきである。
経済的な視点
現在巷間を賑せている風力・太陽光は設備稼働率が低いため発電原価が他電源に比較して高くならざるを得ないと言う原理的問題があり、また出力変動により電力供給システムが不安定化し
ないための追加コストが発生するので、不経済な供給力と言わざるを得ない。
国防上の視点
台頭する中国、領土的野心を剥き出しにするロシア、金融不安に揺れるユーロ圏、軍事大国アメリカの国際的地位の低下などにより世界システムがかつての冷戦構造から質的大転換をしてい
る事実を忘れてはならない。
我国は、核兵器を保有しない国の中で核エネルギーリサイクルを国際的に承認された唯一の国であり、この立場を放棄することは国益に沿わないことは火を見るよりも明らかである。
また、アメリカの核の傘に自国の安全保障を依存しながら、自らは核を否定する脱原発政策は整合しない。

24326 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 １５％シナリオが現実的ではあるが地球環境の観点
から考えるとそれに対応する火力依存が５５％はかな
り高く再生可能エネルギーのさらなる促進と今までに
ない革新的な手法が必要であると考えます。

“ 原発からグリーンへ” のタイトルは賛成できますが原発依存度が２０－２５％という現在とほぼ変わらない状態が２０３０年のシナリオにあること自体に問題があると思います。特に日本は福島
で受けた想定を超える被害を考慮すればありえないシナリオだと考えます。

とは言え今まで進めてきた基本計画の結果として得た原発設備や人的資源はすでに構築されていてこれを有効かつ安全に利用しないことは日本にとって大きな損失だと考えます。既存の原発
を例外なしで４０年を上限としで徹底した安全管理の上で運用することがもっとも現実的であると考えます。

また、グローバルな視点で見た場合日本が新興国に安全かつ安定した電源として原発を売り込み、かたや日本で設備がありながら利用しないで世界から限られた化石燃料を高値に買いあさり
これまで以上の二酸化炭素を排出しているのは合理的ではないと考えます。

そこで原発依存が１５％シナリオが現実的となりますがここでの再生可能エネルギーが２０３０年で３０％なのは少ないと考えます。また火力が５５％であるのも排出量からみて現在日本が世界
公約した１９９０年対比で２０２０年に２５％削減目標からかけ離れたものとなっています。３．１１震災の影響を考慮したところで世界からの理解を得ることは出来ないレベルです。

そこで政府が進めている二国間オフセットで創出したクレジットやＣＤＭなどの国連クレジットを利用してオフセットされた電力を新たなカテゴリーのエネルギーもしくはオフセット電力として推進さ
せる事、又それを市場で簡単に取引を可能するシステムを構築する事、利用者が希望によりその電力を使うことが出来るような仕組みを作る事などを提案します。そうすることにより一般の人も
地球環境に関する関心が高まることやクレジット使用により世界に貢献している事などの意識が高まると考えます。

24324 ・原発のリスクについて
　(1)核廃棄物の安全性についての懸念
　これは今に始まったことではなく、原発の利用を考える際に初めから
あった問題であり、一定レベルの手段が講じられているが、確実な解決法
のないまま、見切り発車的に原発利用を開始した問題が今も継続している。
　(2)事故が起きたときの被害の大きさ
　大事故の起きる確立は1000年に一度以下のレベルかもしれないが、
大事故が起きたときの汚染等の影響は甚大であり、国民の幸福な日常生活
の存続を脅かすほどのレベルなのはすでに経験済みである。

よって、確率論での期待値の考えからみるとリスクは極めて大きいといえる。

・原発を稼動させる必要性
　原発を稼動させるメリットも少なくないだろうが、原発のリスクを最小に
管理したところで万一の場合は甚大な被害がでることはやはり否定できない
と思う。
であれば、原発は最後の手段と考えるべきであり、まず原発に依存しない
あらゆる手段を講じ、すべての手段を講じても原発を稼動せざるをえない
場合に稼動すべきと考えます。
しかし、原発を稼動させないことで、原発事故以上の被害があるとは
思えません。

以上の理由からゼロシナリオを支持します。
シナリオ実現には日々の生活、経済活動もシフト、改革し、需要を減らす事
が必要かもしれませんが、それも大きな手段の一つであると考えます。
　また、3つの視点、4つの視点が提示されていますが、これらは同列で考える
ものではなく、当然重要度を考慮すべきであり、この点についても原子力の
安全確保が群をぬいて重要であると思います。
　現実に事故が起きて幸福な日常生活が脅かされている以上、この考えは
極端ではないと考えます。

原発の稼動割合を考えるにあたって、
要点をシンプルにし、以下の視点から考える。
・原発のリスクについて
・原発を稼動させる必要性

男性４０代会社員・
公務員

個人

昨年の福島原発事故を起こしてしまった今、事故の原因究明や反省がないままに止まっていた大飯原発を再稼働させてしまっています。
このことが一番国民を怒らせています。
しっかりと検証をしてその情報を国民に公開して下さい。
すべてにおいて国民に対して情報が足りなさ過ぎます。
事故前はその状態で足りていたのかもしれませんが、事故後は違います。
有り余るほどの情報を出した上で国民が納得できる状況をつくって下さい。（他国はやっている）
特に原子力発電を毛嫌いしているわけではありません。
技術的に今まで運用していたわけなのでその辺を心配しているのではありません。
危険な技術を地震国で運用しているわけなので、細心には細心の注意が必要だということです。
その細心の注意が払われていません。

技術的なことだけではありません。東京電力はじめ電力会社のまずいことは隠す体質、このような会社に運営を任せるならば原発は無理といわなければなりません。
これだけの事故が合った後で原子力におけるすべての情報公開は必須です。これができないのであれば原子力発電を運営することは不可能です。原子力発電関連施設が不良債権になっても
それは致し方ないことです。それなりの覚悟は必要です。

それに加え電力会社を監督する原子力規制部署が電力会社を監督する能力や技術力がありません。
このことを国民は知ってしまいました。
今後その辺を努力して向上させても短期的には不可能だといえます。
原子力発電は国策として現在まで推進されてきたわけで、その国が扱いに困るようなことがあってはなりません。

以上のことから現時点または近未来においてはわが日本で原子力発電を運用する体制は整っていません。
経済のことを考えるのは当然のことですが、そのためだけに綱渡りの危険な原子力発電を運用するわけにはいきません。
国の財政についてもそうです。
まずは国民の安全を担保してからその辺のことを検討するべきです。
使用済みの核燃料の処理についても「今」考えるべきです。そして最終判断ができない場合はその時点で原子力発電はなしです。
日本の輝かしい未来にそんなものを残すことはできません。

いまだに原発事故によって放射能被曝をしている人や避難、放射能被曝による病気などで苦労をしている人がたくさんいます。
この現在進行形の人たちを助ける手立ても今のところおざなりです。
病気の人たちをしっかりと認めて助けてあげて下さい。
被曝している人たちをしっかりと認めて避難させてあげて下さい。
国策ともいえるエネルギーの事故で今なお苦労している人はたくさんいます。
事故を過小評価して福島だけの問題にしないで下さい。東京、千葉、神奈川などでも苦労している人はたくさんいます。
国民をしっかりと助けてあげて下さい。

しっかりと助けてから原子力のことを考えはじめて下さい。

現在日本における原子力発電で起こりうる事故に対
応するだけの対策や意識、説明は全く行われていま
せん。このやり方でさらに原子力発電をしていくには
国民は納得ができません
原子力発電は0％にすべきです

男性４０代自営業個人24318



24327 個人 家事専
業

４０代 女性 原発は全て廃止すべきです。
国民の健康の為のみならず、地球を守るためです。
核廃棄物は地球を汚染します。
地球が汚染されたら結局は人類に悪影響を及ぼしま
す。

原発は即刻、全て廃止すべきです。
今回の福島の事故で、原発が安全でないことが証明されました。
地震の多い日本で再度このような事故が発生することは、誰の目にも明らかです。

原発を推進する人達は、事故後の責任をとれますか。
健康被害にあった人たちや避難を余儀なくされた人たちの経済支援をすることができますか。

私は甲状腺癌になりましたが、例えばだれか他の人が責任をとるといっても、どう責任をとってくれるというのでしょうか。

切除した甲状腺はもう二度と戻ってはきません。
一旦、避難した村は、再び活性化することは難しいです。

また、核廃棄物は、誰が受け取るのですか。
原発を推進する人達は、廃棄物を受け取ることができますか？
自分が受け取ることができないものを、目に蓋をして「推進」を叫ぶべきではないです。

こどもたちの未来を考えて、地球の自然を守らなければなりません。
原発は、即、廃炉にすべきです。

24328 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 原発は安全審査、運転管理をしっかりすれば十分な
安全性を持っている。できるだけ多く稼働させるべき
である。選択肢の中では(3)が適当。

福島の原発事故は原発の本来持つ安全性の問題ではなく、東電・保安院による人災である。東電による安全性の無視と推進機関である経産省傘下の保安院が安全性を審査するというでたら
めな組織により、引き起こされたものである。
原発は安全審査、運転管理をしっかりすれば十分な安全性を持っている。
原子力は多くの可能性を持っており、原発を廃止することは、原子力に係わる科学・技術の発展を大きく妨げるものであり、適当でない。
しかし、一方では高濃度放射性物質の廃棄物処理、の目途が全くたっていない事を鑑みれば、大幅に原発を増やすことも当面難しく現状では選択肢(3)が適当と子考える。

24329 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発ゼロシナリオを選択します。
そして、原発をゼロとする時期については、即時とす
るべきでです。

(1) 事故リスクが大きすぎです。
福島第一原発の事故により、今もなお16万人がそれまで暮らしていた地域に戻れないでいます。さらに福島第一原発がまき散らした放射能は東日本全域に及び、河川や湖沼、太平洋までも汚
染しています。大気中に放出された放射能は、世界を汚染していしまいました。

食品は放射能で汚染され、私たち市民は、その汚染された食品をやむなく食べるしかありません。また、生産者は自ら生産した生産物が忌避されるという事態にさらされています。漁業者の中
には、未だ漁業を再開できない方も多いです。

このように原発の事故は、事故が起こったら取り返しがつかず、誰も責任を取れない類の事故で
あり、多くの理不尽を作り出します。

(2) 福島第一原発の事故の原因が究明されていない。
国会事故調査委員会の報告書は、「福島原発事故は終わっていない」としています。政府の事故調査・検証委員会の最終報告でも、事故の原因究明が十分には行なわれていないです。加え
て、福島原発事故を教訓とした新たな規制が定められたわけでもありません。

このような原発事故の再発を防ぐことができない状況下で原発の運転再開することはあってはならないことです。

(3) 核のゴミを次の世代に押し付けてはならない。
使用済み核燃料は、再処理をするにしても直接処分をするにしても、何万年もの間、管理しなければなりませんが、可能とは思えません。原発の稼働期間はたかだか40年に過ぎず、そのわず
か40年のために、何万年にも及ぶ負の遺産を、次世代に残すことは許されません。

以上の理由から原発ゼロシナリオを支持します。

24331 個人 家事専
業

７０代 女性 直ちに原発はゼロにすべきです。 もし、絶対安全だとしても、原発から出る核のゴミの問題があります。地球の汚染を子子孫孫までにも押し付けることは許されません。生物にとってあってはならないゴミです。
大地震が近いことも予測されています。大自然の力を甘く見ないでください。絶対安全などとは誰も言えません。
原発のコストは非常に高いです。電力不足という言い方を含めてまやかしの論理でだましてはいけません。
福島のことも調査が終わらないうちに原発再稼働は納得できません。ましてや活断層がある可能性の原発を稼働させるとはどういう神経でしょうか。福島の４号機の底が抜けたら世界中が逃げ
場を失うのに、その事故処理も出来ないうちに安全宣言、再稼働は日本だけでなく世界中に無責任さの恥さらしです。

原発ゼロに舵を切ってください。無駄な電力使用をしない生活に流れを変えましょう。

24332 個人 その他 ５０代 男性 ０シナリオを選択すべき。ただし、原発の再稼働をせ
ず、大飯原発も直ちに止めてこのまま脱原発に移行
すべき。｢もんじゅ｣は廃炉、六カ所再処理工場は閉鎖
し、核燃料サイクルから直ちに撤退すべき。

　「命より大事な経済」などあり得ない。今夏、西日本の電力会社の需給は猛暑でも西日本トータルで連日１０００万kWの余裕が生じている。皆が節電に努めた結果だが、大飯原発を止めても何
も問題がないことが立証された。大飯原発は直ちに停止すべき。そもそも大飯原発の再稼働は、関西電力が「夏の需給とは無関係」と大阪府市エネルギー戦略会議の場では繰り返し言ってお
り、起きもしない「計画停電」の恫喝の下、「再稼働ありき」で強行された茶番。
　大飯原発の建屋直下の破砕帯が活断層との指摘が専門家から出されており、保安院も無視できず、再調査を命じた以上、大飯原発を直ちに止めて、第三者による調査を速やかに行うべき。
　また全国的に再稼働せずとも今夏を乗り切れる以上、このまま全原発を停止させたまま、脱原発へと移行すべき。最も前倒しの「０シナリオ」といえる。止まっていても危険な原発が、稼働すれ
ばそれだけいっそうリスクが高まる。まず止めたままにしておくべき。脱原発と決めて、ただちに使用済み燃料対策に乗り出すべき。
　なお、今回の選択肢では脱原発を「2030年までのなるべく早期に原発比率をゼロとする」で一括りにされてしまっていることに大いに苦言を呈したい。「先稼働せずにこのまま脱原発」の声は大
きいはず。それが毎週金曜日の官邸前抗議行動となって現れているではないか。「０シナリオ」を選択した人達のうち、どれくらいが「再稼働反対」すなわち「このまま直ちに脱原発に移行」を求
めているかを明らかにしてもらいたい。
　各電力会社は販売電力では38％にすぎない家庭から主な収益を上げていたことが報じられている。甚だしいのは東電の91％。私たち家庭は電力会社を選べない。このような不公平・不合理
がいつまで放置されるのか。一刻も早く、形だけではない所有分離の発送電分離を実現して、全面自由化に移行すべきである。
　核燃料サイクルからの全面撤退を求める。建屋直下に破砕帯があり、直下を活断層が２本も潜り込む、無意味で危険で税金を浪費するだけの｢もんじゅ｣は即刻、廃炉にすべき。稼働すれば
環境に大量の放射能をまき散らし、また直下に活断層が通っていると指摘されている六カ所再処理工場は即刻閉鎖すべき。

今回の東京電力福島第一原子力発電所での事故から、
私たちは六つのことを知りました

１．「過酷事故は起きない」とされてきた原発だったが、
　　過酷事故は起こる
　　人間が作ったものである以上、必ず壊れる

２．過酷事故を防ぐための対策が、ずさんな管理のもとで
　　経済性を優先して全くといっていいほど、できていな
　　かった

３．過酷事故が起きた時、それを早期に収束させる技術
　　開発が全くなされていなかった

４．廃炉の技術すらもっていなかった
　　日本では、廃炉の経験がなく、そこから発生してくる
　　放射性廃棄物の処理も決まっていなかった
　　一時保管で、すべて逃げていた

５．そんな中で、いったん過酷事故が発生すると、福島の
　　ような、悲惨な結果になる

６．経済的といわれていた原発は、実は上記の項目を無視
　　した結果であり、トータルすれば、決して安く電力を
　　供給できる設備ではない

今回の意見募集では、三つのシナリオが用意されているが
内容的には、結局「原発がなければ困るんだよ」と言っている
に過ぎない
今回の事故を受けて、原発を無くするにはどうしたらいいのか
という議論が全く無い

温室効果ガス排出量の問題、エネルギー安全保障の問題を絡めて
原発廃止の困難なことを強調しているが、これらの問題は
ここで取り上げるべきではなく、原発ゼロの中でそれらを
どう担保していくかという別議論にすべきと考える

電力需要の９０％以上は、企業活動によるものです
そういう意味で、「家庭での電気料金」を示すのは、全く意味
がなく、問題点をぼかしているだけだ

使っている企業側から、もっと積極的に代替エネルギー確保の
技術をさぐってもらいたいものだ
目先のことだけにとらわれると、経済低迷、産業空洞化、雇用
の空洞化が強調されて、電気を使っている企業の脅し道具にも
なりかねない

結果的に事故の犠牲をこうむる一般国民の意見は少数派とつぶされ
かねない要素を強く含んでいる
結局、電力関係者が組織的に意見を投稿して、原発必要論を優位に
持っていく可能性さえある

以下のことを進めることで、電力確保が出来、さらに経済活性化
ができるのではないだろうか

１．再生可能エネルギー生産の拡大と効率向上
　　このことに、国も企業ももっと多くの投資をすべきである

２．火力発電所の発電効率の向上
　　火力も原発も燃料から得られるエネルギーのうち４０～４５％
　　しか電気として取り出しておらず、残りはみな海に捨てている
　　この捨てているエネルギーを利用する技術を開発できないのだ
　　ろうか
　　たとえば、そのエネルギー効率を１０％向上させることが出来れば
　　現在の化石燃料と同じ量を使って、現在の火力発電量＋原発１２基
　　分の電力が確保できる

３．加えて、現在の原子力発電所を火力発電所に転換して、効率の悪い
　　古い発電所を無くし、そこに再生可能エネルギーによる発電所を
　　作る
　　新たな用地確保不要
　　違うのは釜だけで、あとは利用できる
　　　　ただ、現在の技術ではそのまま流用できないと言われているが
　　　　利用するための新たな技術または方法があるはずだ

４．こうして出来た技術を、海外に売り込む
　　これらに投資することは不可欠であって、また経済活性化の一躍を
　　担うと考えられないだろうか

福島のような事故は、二度と起こしてはいならない
原発がある以上、事故発生の確率はゼロにはならない

先日ある電力会社の人が、「福島の事故では、直接亡くなった人はいない」
「だからいいんだ」みたいなことを言っていましたけど、寝たきりの人や
重病だったひとが、避難によって５０人以上亡くなっている事実に目を
つぶってはいけない
避難の手順がわるかったからではない
原子力事故のために、失わなくてもよい命を失ってしまったと考えるべきだ
さらに、自殺した人もいることもわすれてはならない

それでも「いいんだ」と言い張るなら、伊勢湾や東京湾に原発を作れ
ますか？
法律で禁止されている以前に、危ないからそんなところに作ってほしくない
と思うでしょう

現在避難している人たちも含めて、福島県の人たちのはらった犠牲を
考えると、決して原発存続の発想は生まれないと思うのですが

今回、原発の今後をどうするかということに関して

私は、「原発ゼロありき」から出発すべきと考えます
つまり、原発をすべて廃止する前提に立ち、どうエネ
ルギー
を確保するかを議論すべきだ

個人24330 会社員・
公務員

男性５０代



24333 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 ゼロシナリオを支持します。 福島でたくさんの人が犠牲になった恐ろしい原子力発電所。
事故以外にも多くの問題があります。
核廃棄物をどう考えるのですか？被爆した人の将来をどう考えるのですか？放射能による地球の汚染をどう考えるのですか？
 
自分たちが快適に暮らすために貪欲に欲するエネルギーとは、このように原発に頼って不自然に作り出し、そして、高い代金を支払って購入するべきものなのでしょうか？
 
世界の経済システムの中に組み込まれ、特権階級の利益の要になっているエネルギーシステムを変えていかなければ、我々の、かけがいのない地球、そしてその地球に生きている生物のの
中の一部である人類の将来はどうなるのでしょうか？
 
原子力発電所を全面停止し、安全な新しいエネルギーの開発に力を注ぐよう求めます。大飯原発は即刻停止させることを強く望みます。

政府は自然エネルギー比率を増やすスケジュールを国民にしっかり示すべきだと思います。

24334 個人 家事専
業

４０代 女性 一刻も早く「０％」にして欲しい。経済的にメリットがな
い事を多くの人が指摘している。このままでは世界中
から顰蹙を受け、国民として恥ずかしい。今が方向転
換する好機。地球規模で長い将来を見据えて考える
べき。

安全だと確証がないままに、危険の想定さえまともに出来なかったのに、制御できると驕って、これほどの危険なものを動かしていることに狂気を感じる。

政府はすでに「原発の寿命を40年まで」と言う一方で「原発の新設はしない」とも述べている。
福島第一原発1～4号機が廃炉になり、残りの原発を予定通り40年で廃止していくと、2030年以降に残るのは18基だけになる。それは発電施設全体に対して８％、発電量にして11.75％を占める
にすぎず、原発比率「15％」にも、「20～25％」に達しない。
つまり原発比率「15％」「20～25％」にするには、原発増設か稼動延長かを前提にしなければならない。これは現状維持ですらない「原発推進プラン」だ。
そこまで調べずに良くわからないまま選択するであろう多くの人に対して、こういう選択肢を並べる卑怯な行為に抗議する。

24335 個人 自営業 ２０代 女性 今後の原子力エネルギーに対して、「原発ゼロシナリ
オ」を選びます。

今回の東京電力福島第一原発事故でも明らかになった様に、原子力発電は、危険、高汚染、高額な発電方法です。これ以上原子力を進める理由は、私には到底思いつきません。おそらく原発
を廃炉にすることにより資産を失うであろう電力会社には進める理由があると思いますが、そこは各電力会社の原発部門を全て国有化するということで簡単に解決します。
原子力に多くのお金を投入しているメガバンクも同様。
原発輸出をもくろむ政府、商社も同様かと思いますが、これ以上、地震列島日本で、原発事故を心配しながら生活して行く事は、到底我慢なりませんし、今行きている人間の勝手で、未来へ負
の遺産を残すことは余りにも勝手すぎると思います。
電力需給についていえば、「官僚は電気が足りないという資料だけでなく、足りているという資料も大臣へ提出してください」。きちんと見積もれば現時点で電気は足りているということは、既に国
民は知っています。これ以上、見苦しい言い訳をするのはやめてください。もちろん、今までのように無駄に電気を使う生活は改めなければなりません。そして、全力で再生可能エネルギーを普
及させましょうと、国民へ訴えてください。そのための補助金も十分に出して下さい。

脱原発が無理ではなく、難しいけれど、やるしか無いんです。
それを政府が、「一緒にやりましょう！」といってください。
宜しくお願いします。

24336 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発の割合は減らしていき2030年時点では０％にす
るべき

未来への負の遺産となる
大量の放射性廃棄物を生む原発は無くしていかなくてはならない。

太陽光や風力、水力などの自然エネルギーに頼る政策をとって
欲しい。

24337 個人 家事専
業

５０代 女性 原子力に頼る発電は可能な限り早い時期に0パーセ
ントにすることを強く希望します。すでに私たちの世代
に作ってしまった負の遺産（核廃棄物・安全性が保障
されていない原発)を減らしていくことが急務です。

「トイレのないマンション」と言われている原発、核廃棄物を産み続け、その処理方法も確立されていません。
　福島の原発事故でもわかったように、事故が起きた後の除染には途方もない時間のお金がかかっています。

　目の前の便利な生活のために、自分たちの子供や孫の世代に対し取り返しのないことをしています。当たり前のように原発に頼る便利な生活の積み重ねが負の遺産を増やし続けています。

　「経済が・・」「町工場が・・」「医療現場は・・」原発が止まった際に困惑する現場は確かに深刻な事態を迎えることと思います。ただ、それと天秤にかけても50年100年の視点に立てば、何をする
べきかは見えてきます。

　その際生じるべき貧しさ、不便さ、医療が受けられなくなる可能性を考えても、原発はすぐにでもとめてほしいと思います。

　

24338 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 コスト重視のエネルギー政策を進めてください。 シェールガス／シェールオイルの比率を高めることを含めた、コスト重視のエネルギー政策を進めてください。
原子力発電のコストには、当然保証も含めたリスク費用も計上してほしいので、提示の単価は見直した上で再検討を行ってください。
エネルギーのコストは、景気との相関が大変強いと聞いています。GDP減少につながる要素は極力排除しなければいけないと思います。
太陽光などの再生可能エネルギーコスト削減の為の投資と平行して、冒頭に書いた新エネルギーの導入の為の投資、従来の高コストなエネルギーを削減する為の事業創世といった3つの公共
投資を行って、日本のGDPを増加させる政策をお願いします。
最後になりますが、私は東京電力への税金投入などのリスクを含めたコスト面から考え、0％シナリオを選択したいと考えます。

24339 個人 家事専
業

４０代 女性 １.セ?ロシナリオ　を選択します。
速やかに汚染地区の除染に勤めること、そして原発
の廃止に向け、エネルギー政策の転換を図る事が必
要だと考えます。

福島原発の事故をはじめとして、国内の数々の原発の事故などの状況を見るに、現時点では、原発をコントロールする技術力は残念ながら無いと考えざるを得ません。

ただ、原発廃止にともなうコスト増を電気料金に上乗せするだけでは経済成長は難しいと考えます。
自然エネルギーへのシフトも大切ですが、電力の自由化（送電、売電についてももっと自由化し競争を促す必要あり）を推進して欲しいと思います。

以上です。

24340 個人 自営業 ５０代 女性 原発はいらない 地震の多い日本では、危険すぎるから

24341 個人 自営業 ５０代 女性 原発反対。再稼働反対。原発施設撤去を求む 福島の事故であれだけの被害があったのに、未だに誰一人として責任を取っていません。大和魂のある頃の日本でしたら切腹ものです。それも大量に。
そして美しいふるさと、生活の基盤、大切な家族の絆も未だに断たれたままです。政府、役所、東電関係の方、人間としての心があるなら原発廃止は自明のことです。責任も取らないで自分たち
の地位や贅沢な暮らしを失いたくないというのはあまりにも情けないないことです。痛みの伴うことであれば尚更「魁より始めよ」です。
そしてどうしても電気がないと生命に関わる人がいると言うことを脅し文句として使っていますが、そのくらいの電気なら、心ある国民はみんなで我慢をします。それより先にどうして日本全国に
あるパチンコやゲームセンターの自粛を促さないのでしょうか。コンビニの深夜営業を中止させないのでしょうか。あまりにも享楽や便利を追いすぎではないでしょうか。それとも日本人の精神を
壊したいというのでしょうか。
電気が足りないという前にやることがあるのでは無いでしょうか。
大和魂を持った日本人は大勢います。仕事が無くてもお金が無くても人のため、日本のためにと自分のことは少々我慢してもこらえようという心の持ち主は沢山います。どうか美しい日本、美し
い魂の日本をこれ以上経済のために汚さないで下さい。そして何よりも私たちを活かしてくれている地球を穢すのは最後は自分も死ぬことが分からないのでしょうか。自分だけ高い地位を手に
入れても沢山の財産を握っていても地球が人の住めない場所になったら意味がないことが分からないのでしょうか。
政治家は大企業や他国のために働かないで日本のために国民のために働いて下さい。
そして地球に感謝を捧げて下さい。

24342 個人 無職 ６０代 女性 大飯原発再稼働の撤回について 即時、停止するべきです。福島原発の過酷事故は世界に
迷惑をかけています。またあのような事故を起こしたら
日本は住む所がなくなります。日本は終わります。

24343 個人 パート・
アルバイ
ト

６０代 女性 原発ゼロシナリオを指示し、今すぐ原発ゼロにする。 原発ゼロシナリオを選びます。
もっと自然エネルギーを本気で推進してください。
具体的にいつまでに何を進めるというような目標値をはっきりと出して欲しい。
電力行政を見直して、送電分離など、消費者が選べるようにして欲しい。
国民投票をして国民の意見を真摯に受け止めて欲しい。

24344 個人 その他 ６０代 女性 原発はすべて廃止。ゼロにします。 ・電気不足と言われますが、原発によらずに電力供給は可能です。これまでのデータから不足が心配されるのは猛暑の時期に１日、２日だったと思います。その間を補うのはこれまで力を注い
でなく、今多くの事業や個人が発電努力をしている自然エネルギーで充分可能です。
・発送電分離をしてください。そうすればもっと自由に自然エネルギーが活用できます。そのために私たち国民が支払う税金が活用されるなら納得しますが、原発マネーで莫大な利益を得てい
た、そして今も原発稼働のために動いてる東電の後始末に私たちのお金を使うことには反対です。
・廃炉にするために多大なお金がかかるということですが、原発の寿命がきても同じ金額がかかるでしょうし、もしも事故になったら、もう日本そのものが終わりです。そして今は対策すらとられて
いない。対策は「案」だけです。紙があるだけです。野田首相をはじめ政府の発言は国民を馬鹿にしています。
・核兵器はいりません。原発からでるプルトニウムを活用する考えだと思いますが、もしもそのようなもので戦争でも起きれば、地球が壊れます。勝敗の問題ではありません。私たち生きもの全
部が死滅します。
・自然エネルギーの開発に全力を尽くす政府になってください。企業の力はこの方面にも大きな能力があるのは、外国に輸出し、外国で行われているエネルギー発電を見たらわかります。地球
を壊さないでください。韓国も日本に向いた沿岸に原発を作っています。恐ろしいです。韓国の原発で何かあったら日本は大きな影響を受けます。日本も日本海側に作っているので同様なので
すが。

24345 個人 無職 ６０代 男性 原発ゼロを支持します 地震多発国日本では、原発が稼働しているかぎり、福島原発事故のような事故が起こる可能性があります。もう二度とこのような事故を起こしてはなりません。原発を稼働しているかぎり、使用
済み核燃料がたまり続けます。プルトニウムの使い道のない核燃料サイクル政策はやめるべきです。使用済み核燃料のなかの膨大な放射能を１０万年後まで安全に管理することなど考えられ
ません。原発推進につぎ込んでいるお金を自然エネルギー開発にまわし、必要なエネルギーを確保する政策を実施すべきです。

24346 個人 無職 ６０代 男性 ゼロシナリオ、15シナリオ、20~25シナリオ、3つのシナ
リオは誰が何時決めたのですか、即、ゼロシナリオで
お願いします。

エネ聴取会でも直ちにゼロシナリオのご意見が多かったように見受けられます。
3シナリオが独り歩きしているようで心外です。

24347 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を選びます 一旦事故を起こしたら、国内のみだけではなく、周辺諸外国にも多大は被害を与える可能性のある原発は、世界を挙げて廃止の方向に持ってゆくべきだと考える。

原発が効率的なエネルギーを供給できるのは理解しているし、現在の電力需要を賄うためには多大な電力を生産する必要があるのも良く分かる。
しかしながら、それによって人々が苦しむ結果になるのは本末転倒である。

どんなものでも「絶対安全」ということはない。
まして原発の事故は人間のコントロールがきかない。

こんにち、世界（とくに先進国）はずいぶん便利な生活に慣れすぎた。
日本はその最たるものだろう。

電力供給が減り不便を強いられても、必ずや人間の英知で乗り越えることができると信じているし、それが地球環境に対する我々人類の責務だと思う。

24348 個人 無職 ７０代 男性 　(3)20～25シナリオを選択する。国民の放射線リテラ
シーの向上無くして国のエネルギー政策は成立たな
い。国は全国民を対象とした原子力の放射能放射線
に関わる教育及び原子力広報に真剣に取組む必要
がある。

　国が東電福島第一原発事故（以降事故と略す）後、汚染地域住民の被曝量調査結果も出ていない、僅か７カ月にも満たない時期に「原発依存度低減基本理念」を決定したことに疑問を持つ。
事故後、多くの国民が不幸な状態に至った根元は、究極のところ、事故による放射能汚染に起因する放射線被曝の懸念であり、放射線に対する国民の不安に尽きる。しかし、後日の実測値か
ら言えることは、事故現場近隣の限られた地域を除いた一般の大部分の地域における実際の放射能汚染濃度は、人命に影響を与える程高い値でない。強いて言えば事故の実態はこれまでの
原子力政策を大きく覆す程のものではない。
　仮に、事故発生の後、事故対応に関わる政府や地方行政の人々が、放射能、放射線に対する深い知識を持ち正確な情報を入手し的確冷静に事故対処を行っていたならば、また、避難民（現
被害者）を含め国民の多くが、マスメディア等を含むあらゆる人々が、放射能、放射線に対するより深い知識を持ち、個々人がヒステリックとも言える行動を起こさなかったら、これほどひどい状
態に至らなかったと想定される。そして、国の原子力政策に対しても、(3)20～25シナリオよりも前向きな値をとれたと想える。
　これらを裏付けるデータとして、計画区域、計画的避難区域における被ばく量に関しては、9,741名の外部被曝線量推定結果（2012/2/20福島県）によると99.3％が5～10ｍSv未満、10mSvを越
え最大23ｍSv は0.73％に過ぎない。内部被曝測定を希望する22,717名の結果においても99.9％が預託実効線量1ｍSv 未満、最高値3mSv２名に過ぎない。 以上の結果を発がんリスクデータと
を照らし合せると、今回の事故により放射線被害を被る人は一人も出ないと言える。
　今回の事故を大事故として声高に騒ぎ立てるのは、一部の反原発のイデオロギー論者、反原発の意図をもち利己的営利を目的とする政治家、事業家、些細な出来事を脅威的に表現し多くの
国民を不安に落とし入れるマスコミ等であり、国の進路を間違った方向に導くのは、放射能、放射線の知識に乏しい行政関係者及び多くの国民である。
　(3)20～25シナリオを実施するにあたり、国として「原子力及び原子力行政に対する国民の強固な信認」を得るためには、あらゆる国民を対象とし、原子力に関わる放射能、放射線を中心とした
「教育」、「広報」の確かな政策をもち徹底実施することが必須と考える。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

24349 個人 無職 ６０代 女性 エネルギーは無くてはならないものですが、福島の原
発事故が解明されず未だに放射能を環境に漏れ出さ
せています。今も地震は頻発している時に原発は停
止して、火力その他のエネルギーを活用するべきで
す。

瓦礫の焼却などで、日本国内全部が広島、長崎のようになってしまいます。福島の事故の収束は今最大の案件です。日本国民を総被爆にさせる原発は止めてください！

24350 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発ゼロシナリオ以外、考えられません。 原子力の危うさ、そして、一度不祥事を起した時の、損害の規模･･･というか、人類が滅亡するほどの損害を分かってますよね？

正常な人間だったらＮＯに決まってますよね？普通に考えてください。
経済とか言って、玄人のふりして騙そうたって、もはや無理ですからね。

即時、全廃を要求します。

24351 個人 家事専
業

５０代 女性 原発ゼロシナリオを選びます 原発事故の可能性がゼロにならない限り、原発を稼働し続けることは第二の福島を引き起こす可能性があることだ。福島の事故は経済的にもまさに多大な損害だったはずなのに、経済優先と
いう理由で原発を稼働し続けるシナリオはありえない。
自然エネルギーやエネルギーの効率化、小規模エネルギーなど日本の技術力を考えると様々な代替案があるし、経済への波及も考えられると思う。
原発ゼロは日本がやらねばならないこと。まずは政治が決断力を示し、法的な問題をクリアにしよう！電力の自由化をすすめよう！発送電分離など市場の競争を導入しよう！

24352 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 シナリオ３（原発を20～25）を支持する。
その他の案では、天然ガスの輸入増大による貿易収
支の赤字常態化及び製造業の海外転出による雇用
不足により、貧しい国になる。

1.半導体、家電、鉄鋼等の国際競争力（技術力）低下しているのに、さらに電力コスト高と電力の安定供給の確保が得られない場合、さらなる製造業の空洞化が進む。
2.天然ガスの輸入金額の増大で、貿易収支の赤字が常態化する。これにより、円安となり、さらなる赤字が増える。
３.個人的見解ですが、原発は稼働してようが、停止していても、４号機件で、明らかなように、今回の自然災害対処の危険性は、同じと思います。つまり、どのシナリオでも危険性は、同じと考え
ます。
4.少子化で人が少なくなり、さらに、チャレンジ、向上心、競争心がなくなりっている状況では、英国病時代のイギリスやギリシャの二の舞になってしまいます。
また、政府の規制や財政赤字では、日本の将来が地獄です。
イタリア、スペインの状況及び自然エネルギーに舵を切ったドイツの問題をもっと国民に知らせるべきです。



24353 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 即刻、原発0へ！大多数の原発直下に活断層。地震
学者の共通見解は「巨大地震のサイクルに入った」。
真剣に国民の声に応えてくれるなら2年程度の計画停
電もやむを得ない。

原発が一度事故を起こせば、国民のいのちや暮らしを破壊する危険なものであることを福島原発事故が教えてくれた。

この事実だけでも原発をゼロにする理由として十分なのでは？

原発は決してクリーンエネルギーではないし、日本の再生可能エネルギー比率は３％と低いが、100％再生エネルギーに向けた政策転換が早急に必要だと思う。

2030年までにゼロなどと悠長なことを言っている場合ではないのでは？

大飯原発も再稼働したが、また同じ過ちを犯せば、今度こそ世界中から日本は見捨てられる。

海に囲まれた国なのだから風力発電に頼るとか、火山立国の特性を活かして地熱発電に頼るとかできないのか。

24354 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 ゼロシナリオを支持します 放射性物質をばらまいた日本が選べるシナリオは、１つしかありません。
ゼロシナリオです。自然現象に「絶対」がない限り、原子力発電はしてはいけない事だと思います。
また、今回の福島の第1原子力発電所の事故で、原子力に関する科学技術の問題以上に、情報隠蔽や原子力ムラといった日本という国（社会・政府）の問題が明らかになりました。何かあった
ときに、ブレーキをかけることができない日本の社会で、原子力発電を扱うことは絶対にいけない。危険すぎます。

エネルギーは、自然エネルギーを中心にしてください。

不安定といわれている自然エネルギーですが、政府が、国民の命を大切にするために、エネルギーの中心を自然エネルギーにシフトするとしっかり示すこと、自然エネルギーの予算をとり、しっ
かりと法律を整えることで、企業、自治体、個人がみなついて行きます。政府がそれを明確にしないから、いつまでも不安定のままなのです。
今こそ、ゼロシナリオに決定し、それに向かって進むときです。
小さな子どもを持つ親に、原発事故後の絶望ではなく、希望の光をください。
日本も目が覚めた、いい国になっていくよと子どもに伝えられるようにしてください。そして、何よりも、政府はもっと国民の声に耳を傾けてください。

24355 個人 無職 ７０代 男性 ゼロシナリオを選択する。 活断層が見いだされていないところでもマグニチュード７クラスの直下型地震が起きている。地震国ニッポンにおいては、原発の立地条件にかなう場所はない。1日も早く全原発を停止すること
が、子や孫の世代の安全を守るために、われわれが果たさなければならない義務である。

24356 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発を再稼動せずゼロシナリオを選択して下さい。 今後のエネルギー政策を考える上では、国民の健康問題を第一に考えるべきです。国民の健康権や基本的人権を遵守すべきです。また、温暖化問題に関しても、この間の論調では原発は
CO2排出が少ないかのようなイメージをもたれているようです。２４時間のフル稼働でエネルギー多消費構造を推奨するような生活スタイルを継承するのか考える時期でもあります。原発にかか
る費用を考えると再生可能エネルギーの研究・実践を早急にすべきと考えます。
そもそも電力会社の独占化が問題を複雑にしています。電力は地域分散型で管理すべきと考えます。

24357 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 「エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見

「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」を主張
《即原発ゼロへ。弱者の保護を優先》

大飯原発、志賀原発、敦賀原発。ほぼすべての原発直下に活断層。日本の多くの地震学者の共通見解は「巨大地震のサイクルに入った」。2年程度の計画停電も受け入れよう。ただし、病人、
被介護者、子供、老人は守らなければならない。

24358 個人 無職 ６０代 男性 原発依存度は　即時０％とすべきと考えます。が　こ
の選択肢が無いのでやむなく次善の「ゼロシナリオ」
を支持します。

１．「安全が確保できたら原発を再稼働する」という考え方に賛成です。が　言葉本来の意味で「安全が確保」できるでしょうか。技術分野で仕事をしてきた身としては　とうてい無理と判断します。
「本質安全」という概念を学んで下さい。
２．経済性で選べば原発無しが最も安価になると考えます。火力の燃料費が高くて原発無しではとても・・・と言う説もありますがこの事故の対策費、不十分な補償費を考えて下さい。火力の燃
料費が如何に安価か判るでしょう。
使用済み燃料の処理費用などはいくら掛かるかではなくどう処理するかも決まっていませんね。（概念はあるかもしれませんが具体化できていない）
３．省エネ、再生可能エネルギーをどこまで拡大するかと言う設問は愚問と思います。電力不足で困らない程度まで拡大することで良いでしょう。化石燃料の使用を減らすための対応と混同させ
ようとしたのでしょうか。
４．エネルギー転換の時間については上記の理由で「即時」という意外に選択肢はないでしょう。コストについては目安として「この事故の対応費用（補償費、除線費、収束に向けた費用など）」
程度をみこむのはいかがでしょう。

24359 個人 自営業 ３０代 女性 原発は０％にしたいと思っています。 原発は一刻も早く、０パーセントにしたいです。
とても危ない核のゴミは出続けるので、地中深く埋めたとしても、今後、何十年、何百年、何千年と安全に管理できるとは考えにくいです。地球は今を生きている人間だけのものではないのに、
今の人類の経済活動の為だけにあらゆる生物やこれから生まれる人類に対して、迷惑をかけるのはいけないと思います。
エネルギーを大量に使わなくても、つつましく生きていけるように、自給自足的な農業を推進していくのが必要だと思います。
（うちも平飼い養鶏と有機農業やっています）
やってみないとわからない部分も沢山あるし、まずは０パーセントを目標に、動き出してみてほしいです。うちは茨城県北で農業をやっており、１歳の子供もいます。もうこんな辛い思いはしたくあ
りません。

24360 個人 自営業 ５０代 男性 今こそ再生可能エネルギーに切り替え原発依存度0
へ向かうべきだ。

100％安全が確保されていない又安全な処理方法が未決定、未開発の原発には依存するべきではない。日本は今まで多くの石油等のエネルギーに莫大なお金をかけてきました。今自然エネ
ルギーに切り替える方向に日本は意志決定をすべき時です。大企業や一部の利権者の為でなくの国民の真の幸せの実現のためにも原発依存度0へ向かうべきだとかんがえます。

24361 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 男性 原子力発電の段階的停止を求めます。 原子力発電の段階的停止を求めます。
再稼働は絶対反対です。電力は足りています。もう、こんな醜いいたちごっこは止めて下さい。

24362 個人 家事専
業

３０代 女性 私と私の家族は「ゼロシナリオ」を支持します。 我が家には小さな子供が二人います。彼らのために美しい自然、安心して暮らせる環境を残してあげるのが私たち大人の役割だと思っています。
福島の事故で明らかになったように、原発はクリーンでも安全でもありません。本当に国民の生活を守ろうという意思があるのなら、原発を再稼働するなど絶対にありえないことです。経済の発
展も国民の命と健康があってこそではないでしょうか。もしまた福島と同じような事故が起こってしまったら、経済はおろか日本という国家が崩壊するのは誰でも容易に想像がつきます。こんな危
険な賭けをしてまで原発を維持する必要はないのではないでしょうか。
国民の間では節電が習慣化し、九電管内では今夏の電力需給に余裕さえあるそうです。今までが電力を無駄遣いしすぎていたのです。環境保護の観点からも原発は完全に停止し、今の節電
状況を維持し続けることが大切だと思います。

24363 個人 自営業 ５０代 女性 三つのシナリオ内であればゼロシナリオを選択しま
す。
再生可能エネルギーの導入だけでなく、電気依存度
を下げる取り組みも必要では？

議論を重ねなければならないことはたくさんあると思うが
いま目の前で事故をおこし
様々な問題を生み出しているシステムを使い続けることに違和感がある。

また、原子力発電は電力のためだけで稼働するのではないことが
大飯原発が再稼働した後の電力会社の言動で明らかになっている。

エネルギー・環境に関する選択肢に原子力発電が入ること自体が
おかしいのではないか？　と思う。

また電気を安定供給することは必要かもしれないが
大量供給することは必須なのか？
ほんとうに必要な電力は、もっと少ないのではないか？

24364 個人 自営業 ４０代 男性 [(1)原発ゼロ]を望みます。原発に頼らない世界を探し
て欲しい。

電力は現生活にはなくてはならないモノですが、一旦暴走した際の安定方法の確実な処置方法もなく、廃棄処分に関しても不完全で自然界に何万年もかけないと戻らないような負を未来に残し
ながら生活することは耐えられません。

24365 個人 自営業 ７０代 男性 ２０－２５シナリオを支持する。理由は再生可能エネル
ギーに技術的、経済的効果の説明がなく、従来の技
術であれば再生可能エネルギーの増加に技術的･経
済的に将来のエネルギー基盤として期待できないた
めである。

福島第一発電所の事故をみれば、確かに多くの人々に不安や恐怖を与えたことから、脱原発という意見に傾くことは理解できる。しかし、この事だけで、原子力からいきなり再生可能エネルギー
に切り替える議論に困惑している。今回の事故の正確な原因については現在究明中であるが、巨大な自然の猛威に人智が追いつかなかったことは事実である。このことで多くの課題を克服し
て進展させてきた科学技術を日本だけが簡単に捨てるという選択になるかどうかは慎重に議論すべきではないだろうか？
　自然災害や人災に対する社会インフラ（電力はもとより、ガス、交通･通信、水道、など）の耐性については、経済合理性を含めた危機管理に向けた議論をすべきであると考えている。この議論
をエネルギーについて行うための要件は、公正で正確な情報を人々に知らせることである。
　今回の選択肢の提示の根拠になる技術的な説明はほとんどなく、報道を通じての感情的とも言える科学的だとは思えない解説や、外国の諸事情の政策を解説している程度で、これらから選
択肢を評価することは感情論を除けば大変難しいことであるように見える。
　具体的に提示をすべき内容は、原子力発電や化石燃料による在来の発電技術の長所･欠点、経済効果（価格や雇用への影響など）や供給安定性、および将来に向けた経済的、技術的動向
の分析や世界の計画などであり、これに対応したよび再生可能エネルギーの現状についての正確な情報などを提供すべきである。
　原子力については、安全性確保の基本的な方向性(過酷事故の対応、地震･津波、その他の対策）と実現可能性の提示は必須であると思われ、それが新規の改良研究が必要なのか、設備対
応で実施できるのかが明らかではない。化石燃料についても温暖化ガスの削減のための回収･貯蔵方式への展望やシエールガスの技術的･経済的な将来動向や課題、石炭の低公害化、など
の見通しなども提示する話題には事欠かないと思われる。また再生可能エネルギーについて、研究開発により将来の展望が拓けるという記述も散見されるが、その実現性についてははなはだ
疑問である。自然エネルギー利用については天候依存性の課題を電池の開発をシンボリックに取り上げていることなど、わが国独自の技術ではなく、誰もが思いつく手段であり技術競争力の
視点はどうなっているのか、また産業用の大電力用の電源としても考えているのか、など疑問があり本気で電力全体のことを考えた計画に結びつくかどうか大きな疑問である。また、太陽光発
電の経済的な課題については、ドイツや米国での製造メーカーの撤退や国内のメーカーの規模縮小、そしてシリコンの供給源である中国の製造過程や持続可能性、など中国企業の宣伝に依
存しているように見え、「良いとこ取り」だけが市民に宣伝されているようにも見える。このことと原子力の危険性が対比された選択肢を提示している今回の議論に参加することに違和感を感じて
いるが、極力自ら調査の調査結果も加味して検討した。その視点は、技術的な安定供給、経済的な影響、さらに地球温暖化、環境影響度、などでその結果、再生可能エネルギーを大幅な導入
は現実的ではなく、原子力の安全性の向上のための見直し期間は化石燃料を増やし、再生可能エネルギーの増加は時間をかけて、経済的で安定的な供給源になる確認が行われるまでは大
幅に増やす必要はなく自然災害に耐力のある原子力発電を実現して行くことで将来の日本の立国を計画すべきであるとの結論に達し、３つの選択肢のうち、２０-２５シナリオの選択肢を支持す
るものである。

24366 個人 自営業 ６０代 男性 即、廃炉にすべきです。 即、廃炉にしても、エネルギーの需給は可能だからです。
その根拠は、各電力会社と国のデータから明らかだからです。

24367 個人 自営業 ４０代 女性 ３つの選択肢のいずれにも反対します。

大飯原発の即時停止を求めます。
すべての原発の再稼動に反対します。
原発は、即時に、全廃すべきです。

国土が狭く、地震列島の日本に安全な原発など、あり得ません。
また、原発が経済的に安いということもありません。
原発は、子孫に、莫大な負債を残すことになります。
福島原発の事故によって、今後、莫大な原状回復費用・損害賠償費用がかかりますが、それらは、原発を作った人や事故を招いた人ではなく、子ども達が負担することになります。
原発村の利権ではなく、子ども達の未来に責任を持った政治をお願いします。
電力が足りなくなるというのも嘘です。
大飯原発稼動によって、関西電力は火力発電を止めました。
結局、関西電力の経済的利益のための再稼動でしかありませんでした。
福島原発の現場では、貧しい下請の労働者（未成年者を含む）が人間扱いされないまま、生命身体の安全確保がされないまま、使い捨てにされています。
このような底辺労働者に支えられている発電の仕組みは、根本的に間違っています。
誰かの人権を踏みにじることでしか、維持できないような原発は、即刻やめるべきです。
一番大切なのは、人権、命と健康です。

24368 個人 家事専
業

７０代 女性 ゼロシナリオを選択する。 生命や安全を脅かす危険な原発は、1日も早く止めてください。原発が動かなくても国民の努力で電気をまかなえることは明らかです。福島のように原発事故で人が住めなくなる愚を繰り返して
はなりません。

24369 個人 家事専
業

７０代 女性 ゼロシナリオを支持します。
それしかありません。

原子力発電で大事故をおこした日本が選べるシナリオは、ゼロシナリオだけではないでしょうか。
日本の原子力発電所のある場所に、3月11日の地震以上の自然災害がおこらないと、だれがいえるのでしょう。
エネルギーの専門の方々が知恵をあわせれば、きっと安全なエネルギーへシフトできるはずです。未来のある子どもたちのために、わたしたちは、大人としてできるすべてのことをしなくてはい
けないと思います。

私には11歳と3歳の孫がいます。
彼らが遊びに来ると、食べ物に気を遣います。
娘も仕事で忙しい中、日々気を遣っています。
わたしたち夫婦はもう気にしませんが、彼らには未来があります。
放射性物質の影響はわからない、ガンになるのは何万人に一人、何十万人に一人だ、といわれても、自分の孫がその一人にならないとは限りません。

福島の事故で、子どもたちは放射性物質とともに生きて行かなくてはなりません。でも、もうこれ以上の被曝はさせてはいけません。

どうか、未来の日本、私たちの子孫、未来の地球のことを考えて、賢明な選択をお願いします。

24370 個人 法人等 ５０代 男性 原発依存率１５％を支持する。多量消費型のエネル
ギー政策の構造転換を計り、個建住宅や集合住宅に
おけるエネルギーの自給自足を促し、売電などの愚
策は廃止せよ。

現在のエネルギー政策は、公共の福祉政策に基づくため、エネルギーの無駄が多すぎる。これからの都市は、５万～３０万人以下のコンパクトシティへと社会構造が転換されるに当たって、自
給自足できるエネルギー構造をもった個建住宅や集合住宅へと転換されていくべきである。

５０年後１００年後を見据えた場合、全原発の廃止は危険である。明治維新後、第二次世界大戦の敗戦後の一時期、エネルギー不足から都市近郊の里山は禿山となった現実を鑑みても、エネ
ルギーの供給リスクの分散は必要である。５％ぐらいの原子力エネルギーを保持していてもよいとおもわれる。

24371 個人 家事専
業

４０代 女性 ゼロシナリオにすべきが当然であり、それが日本の、
政府の当然的 責務である。

未だ収束しない事故、世界の迷惑国日本、被曝させられてしまったであろう自らの命より大切な子供達、未来の健康被害、世界に誇るメイドインジャパン（茶、米、安心安全であった農作物全て）
取り返しつかぬ汚染、膨大な行き場の無い核のゴミ、自由に外で遊ぶ事さえ危険になってしまった大切な大地、何もかも変えられてしまった。民意など完全無視な政府。私は怒っている。毎日失
望する。命より経済を重んじる者達が暗黒なとぐろを巻き、上空を覆いうめ尽しているのだと解る。ただもう黙ってはいられない。これ以上子供達を危険に晒される事は決して、断じて許さない！
そしてもう騙されない。

24372 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 20～25シナリオあるいはそれ以上の比率を支持す
る。ゼロシナリオは温暖化ガスの増大を引き起こし、
日本のみならず世界への影響が大きい。再生可能エ
ネルギーは、安定性に欠け、原発・火発の代替にはな
り得ない。

現在猖獗している反原発運動は、過度のゼロリスクを要求する情緒的なもので、考慮に値しない。
参加者には、労組や過激派のような団体からの組織的な動員がなされており、市民運動ということさえできない。
世界的に見ても、原発依存ゼロを標榜する国は皆無であり、逆に原子力発電所の更なる増設が計られているのは周知の事実である。
かかる状況で、将来のエネルギー的な自立を放棄することは愚策であり、中国などの覇権的な隣国を利するものであり、有害である。



24373 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 (1)ゼロシナリオを選択します。
「+」の豊かさから「-」の豊かさへのシフト。
身の丈を改め、政治は国民の意見をより取り入れや
すい環境を
作るべきであると考えます。

これまでの日本の進歩、発展は+の発想だったと思います。
その為に膨大なエネルギーが必要だったのだと思います。
+の発想で進化したと現代社会は、一見豊かに思いましたが、実は、あらゆるものを壊し、埋め立て、多くの犠牲やリスクを負った上に成り立っていたのだと3.11を経験して痛感しました。

我々日本国民は身の丈を改めるべきだと思います。
これからこの国には何が必要か、不必要か取捨選択をすべきです。
その影響であらゆる場面において不便になろうとも、故郷や大切な人を奪われるよりマシであると思います。本当の自由とは？豊かな暮らしとは何か？を皆で一緒に考えないといけない。

その点で環境へのリスクが高く、電力供給以外で経済を維持するだけにしか存在していない原子力発電を稼働し続けるというのは、日本の、いや人類の身の丈には合っていなのだと考えます。

私は今までこの国のエネルギーの仕組みや、政治についてまともに関心を持っていませんでした。何ともだらしのない意見ですが、私の様な人は多分沢山いるだろうし、むしろこの国の大多数
が無関心派であったといっても大げさではないと思います。しかし3.11以降、これからの日本の将来についていやがおうにも考えなくてはならなくなりました。
あれだけの国難に遭いながらも、これからの方針は未だ定まらず、意見をころころ変えては誤魔化すばかり。隠蔽。保身。搾取。それまでにあった政治不信は更に拍車がかかり、過去の無知さ
を棚に上げてでも声を上げざるを得ない状況にあります。今各地で起こっているデモや抗議はその表れだと思います。

これ以上混乱が起きないとは限りません。日々膨れ上がる抗議活動がそれを表していると思います。
一日も早い復興と解決策を望みます。

24374 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 「ゼロシナリオ」選択
放射能は目に見えないので不気味な不安がありま
す。放射能におびえて暮らすのは絶対に嫌！未来を
担う子どもを守るためにも「ゼロシナリオ」の決定
を！！

(1) 放射能は、いったん外に出ると私たちの生活環境を奪ってしまいます。故郷を失った　福島県民のこと、再び他で事故が起こることを考えると、原発をなくすことが絶対です。
(2)　原発を続けることは、将来の子どもたちにどうすることもできない危険な放射能を残します。使用済み核燃料の処理技術も処分場所も不確定な中で、原発を動かしていくことはできません。
(3)　「ゼロシナリオ」を決定し、自然エネルギーの拡大に努力すべきです。それが経済成長にも寄与するはずです。原発立地市町村には新しい地域経済復興の施策を実施することを求めます。

24375 個人 自営業 ３０代 男性 原発依存0でお願いします。
原発依存0でよくコストの増大と経済成長の話が絡ん
で出てきます。
小規模発電や再生可能エネルギーの普及で解決でき
ると思います。

原発依存0でお願いします。

最近、政府や財界はコストの話を持ちだしてきてますね。
まず、命より重い経済はないと考えています。
命さえあれば、経済活動もできるし、命を未来につなぐことができます。

原発依存0でよくコストの増大と経済成長の話が絡んで出てきます。
小規模発電や再生可能エネルギーの普及で解決できると思います。

エコポイントやエコカー減税で消費は伸びましたよね？
発電装置のエコポイントやってください。

スマホを充電するような小さなソーラーパネルから地熱発電のような大きな発電装置まで。

電力の地産地消、自給自足の政策を進めてください。

あとは、みんなが発電できるようになったら、発送電の分離を明確にやってください。
送電網の所有は国でやって欲しいです。電力会社にやらせないでください。

国民みんなでクリーンな電気を作り出し、安心して暮らしたいです。
大好きな国土の中に毒はいらない。
ふるさとに何年も帰れないなんて、考えられない。

どうぞ、政府と官僚のみなさんは自分の利益を守るのではなく、国民を守ってください。
信じています。

24376 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 使用済み核燃料の処理処分方法がない状態でこれ
以上原子炉を運転してはならず、2030年に原発０％シ
ナリオを選択します。そのためエネルギー政策大綱を
直ちに策定し実行に移していくべきである。

　唯一最大の理由は、使用済み核燃料等の処分方法や管理システムが未だ確立しておらず、現在、全国の原子力発電所にプールの中に保管されている量だけでも莫大な量に達しており、まし
て況や今回の東京電力福島原発事故以外にも過去多くの事故処理にともなう廃棄物あるいは定期点検などで使用した作業服マスク手袋、福島県で一部除染した落ち葉、土壌など天文学的数
量に上る。これらの廃棄物使用済み核燃料をどうするのか、現在までのような保管ではこれは放置していることと同義であってこれ以上増やすことは許されない、ということによる。
　したがって、大飯原発の３，４号機はただちに運転を中止すべきである。この使用済み核燃料や廃棄物の処分が近い将来確実にその安全な処理や管理方法が見込めるのであれば、政府の
責任ある機関によって提示し、広く国民的議論や検証に付されるべきである。最低でもこのことが現実のものとならないまでは一刻も早く原子炉を停止し、使用済み核燃料を一本たりとも増やし
てはならない。
　原子炉は「トイレのないマンション」のようなものとその本質的危険性を指摘されていながら、政府、電力事業者は電力供給や産業経済の重要性、緊急性を唱え、また原子炉の安全性をストレ
ステストや非常時電源の保障や免震棟、オフサイトセンターの整備問題に置き換え、また自治体は避難計画、訓練どを論じて原子力発電の有効性を今更ながらに流布し再稼働させまたは海外
に輸出を計画している。
　原子炉の最大の危険性は、生じた使用済み核燃料の処理ができずに、高濃度の放射性物質をこの地球上に増やし続けるこの一点にある。　繰り返しになるが、使用済み核燃料をどこに保管
しようが、安全保障上、自然環境の維持や人類や動植物への重大なリスクが回避、解消されないのであり、核は人類と共存できないことの意味である。
　このように、どんなに有効な電力供給手段であっても、この原子力発電は平和利用さえも人類には不可能であったのである。
　ただちに国内の全原発を停止させ、近隣の中国、韓国に事故が起こればそれはただちに我が国の国土と国民に回復できない災いをもたらすものであり、直ちにもしくは計画的に停止、廃止す
るよう求めて外交交渉を始めるべきである。また、十分な保障を講じつつ、一時保管場所の貸借を広く諸外国にもとめ、我が国に保管中の使用済み核燃料総量を減じることなどを喫緊の課題と
して対策を開始するとともに、根本的処理処分方法の研究、開発に国の総力を傾注すべきである。　また、電力事業の規制緩和、自由化を推進し、消費者が選択可能となるよう発送電分離を
一層推進し、送電線網運営管理の国営化など必要な措置を直ちに講じることが可能となるよう、早急に我が国のエネルギー政策大綱を策定し、施行すべきである。その際の将来想定すべきシ
ナリオは、2030年に原子力発電が供給する電力は０％でなければならないことを主張し私の意見とさせていただく。

24377 個人 自営業 ６０代 男性 大事故を起こせば時間的、空間的に最長、最大の汚
染が広がる原子力を人間が制御できない以上、即刻
原発は廃止すべき。廃止を求める国民の声を、政府
は無視しているように思える。

日本全国に活断層は存在し、地震の活動期である現在、何処でどのような地震が起こるか、予測は不可能である。地震に依らなくても、人為的なミスでも大事故は起こり得る。

一度、大事故が起これば放射能汚染は時間的、距離的に最大、最悪の広がりを続ける。事故が無くても、原発を運転することで、処理の方法のない猛毒の廃棄物を生み続けることは、次世代
に対して無責任だ。また、被曝労働者なしに成り立たない発電方法でもある。そのような負の面を議論せずに、安定性や経済性のみを謳う政府や電力会社のアピールに、非常に違和感を抱く。

経済性に関しても、廃棄物の長期保管や廃炉の費用など総額すら分からないほど巨額の費用を、発電コストとして考えれば、原子力が最も割高になる。

「国民のために」と言いながら、国民の願いを知ろうとしない内閣に失望している。生命を脅かす原発を、即刻廃止して欲しいと国民は望んでいる。

24378 個人 自営業 ６０代 男性 原子力発電は、その利用時、すなわち電力会社の営
業時、死の灰という永久毒素を生産し続け、かつ常時
その一部を環境に放出し続けなければならない未熟
技術である。現時点で存在は許されない。

まず、福島県民の生活を根こそぎにしてしまった反省が、マスコミに登場するような権力者の誰にも感じられず、法的には勿論、道義的責任すら所在が一切明確でない状況は全く信じられな
い。事故の検証がおざなりの領域にとどまらず、最高権力者たる首相の口から「安全は確認した」、「責任を取って（原発）再稼働させる」などと野放図な発言が出る国とは一体どんな国なのか。
放射線で全く近づけないところが事故中枢部に存在するのに、平気な顔で「確認」し「取れる責任」とは何か。いまだに東京電力は、事故原因を必ずしも地震に付随するとは限らない津波のせい
にし、地震による直接損傷を認めようともしない。これは「ひかれ者の小唄」のカテゴリーを超越した、すさまじい態度であり、刑事犯罪企業がうそぶく権利などどこにもないはずだ。中部電力の
課長殿が直接の事故犠牲者は一人もいないなどと公的発言するのも根本的におかしい。放射線は、人々の未来を閉ざす作用にその毒素の本質的危険性があり、中年過ぎの課長などに放射
線永久毒の特性を教えてもらう必要はない。保育園・幼稚園でうそぶくのならまだ許せる、門から無事出られる保証が無くなるからだ。いずれにせよいい加減にしてもらいたいのは、現実の汚染
状況を把握する意思も能力も無い人たちが声高に言う「大した事故ではなかった」とその同義語の垂れ流しをマスコミ経由で聞かされ続けることだ。
　小ぶりで多くの動力ポテンシャルを持つ、日本の国土の特性を生かさない手はない。より多くの雇用も創出できる。なぜ、電力会社を戦時下のごとく地域独占にするのか、なぜヘルツ数の統一
をして売電・給電を自由化しないのか。
このゆがみと独占から巨利をむさぼっているのは誰か。もう少しまともな未来を展望できる施策を聞きたい。

24379 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 選択肢は原発ゼロシナリオしかありえません。人間は
失敗もあります。その失敗の中から学び進むことがで
きるのも人間です。福島で起こった惨事を省みれば明
らかに失敗です。ゼロシナリオしか選択肢はないはず
です。

選択肢の中にはありませんが、即廃炉にして欲しいです。再生可能エネルギーの可能性を限りなく追求するべきです。
再生可能エネルギーだと日本には、まだまだ多くの可能性があります。子どもたちのこの自然と美しい日本の現状を残すのは廃炉しかありえません。
まず、日本国内の全原発の隣に風力などの再生可能エネルギーを設置するべきです。それが失敗を容認してきた国の責任です。それが私たちの命を守ることのはずです。何よりも命が大
事！！原発を稼動してしまえば居住する場所が失われる可能性があります。そんな不安な状況では安心して子育てはできません。
安心して子育てができる日本にすることを最優先して欲しい！！
安心して食べれるものを確保できる環境を整えＴれ欲しい！！
全てが命を守ることに繋がるためにです。

24380 個人 家事専
業

４０代 女性 ゼロシナリオ。
できるだけ早く、全部廃炉。
放射性廃棄物の最終処理方法が無い。
原子力発電所に事故が起こった場合の被害が甚大。
事故が起きた場合に責任を取る人がいない。

原発に事故が起こらなくても、使用済み燃料を処分できていない。
もんじゅの稼働が絶望的な今、放射性廃棄物をこれ以上、増やしてはならない。
国会や役人、電力会社で賛成するのならば、子子孫孫まで、この放射性廃棄物から１分１秒も離れないで何万年も管理し続けるという覚悟を見せるべき。

また、自然は必ず想定以上の脅威を見せるもの。
未だに福島の原発事故の責任を取る人がいない。
今の状況を見ると電力会社のやったもん勝ちにしか見えない。
もちろん、現場の方々に足を向けられないですが。

24381 個人 その他 ５０代 男性 ゼロシナリオを選択。福島県民をはじめ国民の70%が
ゼロシナリオ選択という現実を真摯にとらえて。玉虫
色の15%でも多くの国民は納得しない。電力会社（原
子力ムラ）の圧力に屈する民意の無視はもうたくさん。

昨日の福島での意見聴取会を見ました。
福島県民の怒り、悲しみの叫びが圧倒的でした。その声を無視しての再稼働、あるいはこの先の原発推進はありえません。

一見脱原発に向かうようでいて、15%シナリオも玉虫色といわざるえず、この三つの選択肢から選ぶとしたらゼロシナリオしか選びようがありません。

原発推進を訴える方の主張のほとんどが経済性に関することですが、本当に原発による発電コストが安いのかは疑問の残るところです。廃炉や廃棄物の処理費用、もしもの際の事故対策費、
賠償費の備えなど考慮するととても安いとは思えません。
経済的でないというのは、現在ある既存施設の減価償却ができなくなるからという、目先の経済問題にしか思えません。
大飯原発の再稼働も電力不足と言いながら、じつは経営問題であったことは、関電幹部の発言からもあきらかになっています。しかも活断層が指摘されているのにもかかわらず再稼働を強行
するなど、この地震国において狂気の沙汰としか思えません。

311以来、嘘やゴマカシ、事実の隠蔽、ありとあらゆる現実を私たちは目にしてきました。福島県民のみならず、多くの国民の声を無視して進んでいくこの国の現状を見るにつけ、政治への不信
感は圧倒的に高まっています。

現在行なわれている聴取会でも70%の方がゼロシナリオを選択していると報道されています。このパブリックコメントも（原発関係者の組織動員があるかもしれませんが）最終的にはかなり多数
の方がゼロシナリオを選択されるのではないでしょうか？

昨日の聴取会でも「国民の声を聞いたという形だけのアリバイづくり」という指摘もありましたが、このパブリックコメントの結果も全く無視されるようなことにならないように願います。
15%を選択するのが政府の既定方針とも思われますが、民意を無視しての決定はさらに政府、官僚への不信感をつのらせるだけです。

ゼロシナリオ以外に選択肢はありません。圧倒的多数の国民のみならず未曾有の原発災害を引き起こしたこの国の行く末を世界中が注視しています。

24382 個人 自営業 ４０代 男性 １５％です。 中国が石油を輸入するようになって、毎年、輸入量は増えていくのでしょう
福島の原発の事故があって原発の新設はできないと思います。
日本も資源がない中で石油依存度は少ないほうがいいでしょう
１５％は新設しないで既存の原発が４０年で廃炉されていって
達成されるそうですね、３つの選択肢の中では
一番無理がないのではないかと思います。
ニュースを見ていると日本の中枢にいる人と一般の私たちでは
意見が違うようです。中枢にいる人たちは再稼働を容認ですね。
福島の事故があって、原発を稼働させることに中枢に
いる人たちは、不安はないですか？一般の私たちは不安です。
原発の事故の不安がある中で、なぜ原発を稼働させるのか
中枢の人たちが原発を稼働させる理由を教えてください
一般の私たちの不安を取り除いてください。
中枢にいる人たちは不安じゃないですか？
不安じゃない理由を私たちに話してください。

24383 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 将来的には全原発を廃炉にし、子供たちが安心して
暮らせる日本にして下さい

当然に原子力関連企業で働く人々が居て、彼らにも生活があります。
だから、今すぐ全部の原子炉を廃止しろとは言いません。

各地で行われている反原発デモを見れば誰でも判る。
一般的にデモの参加者と意を同じとする人間は、その百倍以上居ると。
先の官邸前で１０万人居れば、１０００万人以上が反対しているのです。
国民の殆どは、福島の事故を見て、原発に依らない自然エネルギーへの移行を
望んでいると思います。

当たり前ですが、電気は現代の生活に必須なものです。
ただ、政府が「原発ゼロを目指すので節電して下さい」と声を挙げれば、
国民は賛同し、政府の英断を賞賛し、それに従うでしょう。

私は、人生の１／２を過ぎたので、私の時代に原子力全廃とは言いません。

日本には、年金や国債など、次の世代に受け継ぐ負の遺産が多すぎます。

せめて、
子供たちの未来のため、原発の無い、安心して暮らせる日本にして下さい。
それこそが、今の大人たちが残してあげられる大切な財産になります。

ドイツで出来た事が、日本で出来ないはずはありません。
どうか、よろしくお願い致します。

24384 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 ゼロシナリオを支持します。 チェルノブイリの頃、中学生でした。そして今、また、同じ不安にさいなまれています。この連鎖はもう断ち切り、希望を抱いて生きていきたいです。



24385 個人 自営業 ６０代 男性 原発依存についての国民投票を行うべきである。 個人的には２０年の期限を区切って原発依存をゼロにする施策を求めるが、そのことによるさまざまな弊害を国民が甘受することが前提でなければならないので、判断を国民投票にゆだねて
欲しい。小選挙区制による総選挙が民意を反映できないことは自明なので、こうした国論を二分する課題、しかも判断までに相当な時間的な余裕があるものについてはきちんとした手続きを経
るべきだと思う。いまのままで推移すれば、国民のなかに無責任な反政府の風潮がはびこるだけで、ともに努力して打開しようという意欲は生まれにくい。国民投票は衆愚の結論にもなり得る
が、それも民主主義の代償である。誰も結論に主体的な責任を感じないやり方を繰り返せば、国力は落ちるしかない。今必要なのは立ち向かう国民力を喚起する仕組みであると考える。
このパブコメは、エネルギー・環境に関する選択肢を問うているので、その回答も書いておきたい。原発はゼロとすべきである。そのために電気を使うなと言うのであれば耐乏生活の覚悟はあ
る。

24387 法人・
団体等

その他 ５０代 女性 ２０３０年までのできるだけ早い時期に原発比率をゼ
ロにするゼロシナリオを支持します。

　東京電力福島第一原子力発電所の事故から、１年半近く経過した今もなお、多くの方々が未来の見えない暮らしに苦しんでいます。
　原発事故による放射性物質は、地球全体に拡散し環境問題となり、日本だけの問題ではなくなりました。
　事故により、元気に思う存分外で遊ぶことが出来なくなった子供たちからは笑顔が消え、水や気候に恵まれた土地・山・海からの収穫物を糧としている農・林・漁業を営む方たちは将来への不
安を抱いています。いつものくらしを奪われてしまいました。さらに、汚染された膨大の瓦礫の処理についても多大な不安を抱いています。
　私たちが住むこの日本には多くの活断層があり、その上に建つ原発は稼働せず、新たな原発は作らないことで、原発事故の危険と隣り合わせではない暮らしを望みます。実り豊かな美しい日
本の国土を後世に残すことは現世代の責務と考えます。
　日本政府は、一刻も早く原子力発電に頼らないエネルギー政策に舵を切り、「脱原発」を国民はもとより全世界に向けて宣言し、脱原発社会構築に至る工程を明らかにしてください。そしてこれ
からは、原子力発電所の廃炉と、大量に溜まっている放射性廃棄物のより安全な処理の研究と人材育成に全力を注いでください。
　あわせて、「原発技術の輸出」についても冷静な見直しを求めます。
　私たちのたったひとつの故郷「地球」に、これ以上原発を増やさず、全世界に向けて「原発からの脱却」を訴える国となり、その住人になることが私たちの望みです。

24388 個人 その他 ３０代 女性 現時点での原発の一部再稼働は止むを得ないが、
2030年時点での原発ゼロに向けてのロードマップを
はっきりと示してほしい。

急激な脱原発は様々な社会的インパクトがあると思われるため、現時点での一部再稼働は止むを得ないと考えています。しかし、2030年の脱原発に向けて、原子炉の危険度に応じて優先順位
をつけて順次廃炉にしていく計画を、そのために生活を脅かされる人たちを救済するための法整備案も含めて、はっきりと提示してほしいと思います。超党派議員の方々から成る「原発ゼロの
会」の活動をインターネットで知りましたが、活動・提言内容に賛同致します。実際の政策として実現してほしいです。また、内部被曝についても、実態把握と対策が必要だと思います。

24389 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発依存０％「ゼロシナリオ」を選択します 処理方法の見つからない核廃棄物をこれ以上増やすことは、後世に負の遺産を残すことになります。
いっときでも早くすべての原発を廃止すべきだと思います。

24390 個人 自営業 ４０代 男性 原子力依存度をゼロにすべき 核廃棄物処理の問題が解決できていないのに、廃棄物を作り続ける原子力発電を続けるということは、トイレのない家に住むのと一緒である。今さえ良ければ未来を汚しても構わないのか？守
るべき大切な存在がいないのか？事故があったら誰も愛する人たちを守れない。間違いを認め、修正できることが人間として一番大切なことではないのか？万能などない。

24391 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 「ゼロシナリオ」を選択します。放射性物質を完全制御
できない現状では、原子力を使用するべきではないと
思います。

放射性物質は、人間と共存できないことは明らかで、いくら低コストであるとはいえ、人類への脅威であることは疑いもありません。しかしながら現状は放射性廃棄物の完全な処理は確立されて
おらず、膨大な危険物を将来へ置き去りにしているだけで、その量は年々増え続けています。将来の負債を顧みず、現状さえ向上すれば良いという考え方は、すでに日本に於いては財政赤字
という悲惨な状況を招いたことでも明らかになっているように、取り返しのつかない事態を招きます。将来の責任を現時点でそれらを決定した政府がまたは政治家がとるはずもなく、全ては国民
にその負債が押しつけられます。その国民の一人として、将来に禍根を残す「15シナリオ」や「20～25シナリオ」の選択はあり得ません。電力事情の安定化もそうですが、今こそ国がこぞって臥
薪嘗胆の気持ちで乗り切らなければいけないのではないでしょうか。

個人24386 結論からいって、脱原発以外に日本の真の復興の道はにゃ～～～い

だいたいやがね～
「想定外」「想定外」って想定外のことは何一つ起こってないっちゅうねんや～～
全～部、反対派の人らが、懸念し指摘しとったことしか起こってまへ～ん

この国は、多額のコストのかかることは～、全部無視してきたんやおまへんか～
「想定外」やの～て「想定無視」でっしゃろ～～

そうやってやね～、電力会社にぼろ儲けさせてやね～
そこから、政治家は献金と～選挙では票を～
役人は天下り先を貰とったんやろが～～

ほんで、誰も責任を取らんでええやなんて、
この国のシステムはパ～フェクトやね～
素敵過ぎや～ん

こんな完璧なシステムの国が原発動かしたら～
必然的の必ずにやね～第二、第三の破局的事故が起こりまっせ～
反対派が指摘してて、まだ起こってないことが～
全～～部起こるまで懲りひん国なんかいな～この国は～～

まちがいあらしまへ～ん

政府はまず、完全脱原発を表明せんか～～い

原発が存在する限り、日本人は幸せになんか～絶対になれへんねんからね～

この無責任の国が原発運転させたら事故起こすにきまってますがにゃ～～

国民は、たとえ事故が起こらんでも、不信と不安と恐怖～

それらを全部あわせた絶望っちゅ～感情からやね～

逃れることはでけへんねんからにゃ～～～

絶望とは即不幸ちゅっ～ことですわ～

完全脱原発を宣言してやね～

国民の心から、不信、疑心、不安、絶望の～暗雲を取り除かんか～～い

不信や疑心は和を破り～

不安は情緒不安定をおこし～、

絶望は精神の退廃を生じ～

それらすべてが～

国民の心から～活力を奪ってんじゃ～～い

完全脱原発とゆ～方向を示して～

これらを～取り除いて国民の心に希望の光を灯せよにゃ～～

そうすりゃ～、原発をなくすことで失う経済的利益以上の～

復興の活力が出てきまっせ～

また事故があったら復興への努力もナンもかも、あじゃぱ～～じゃ～

こんなんで～あほ以外～、やる気でるわけにゃいやろが～

脱原発なくして、この国の真の復興はありえにゃ～～い!

ドイツ、スイス、イタリアなんかが早くに脱原発を表明してんのに～

世界に迷惑かけまくっとる当事者のこの国はなにをやってケツかるんじゃ～～い

日本のね～、役目はね～、全力で、エコで安全な新エネルギ～技術を開発してやね～

それをやね～世界に安～に売り込まんか～～い

韓国や中国や台湾とか～周辺諸国にゃ～無償でその技術を提供することじゃ～～い

それがこの国の為でっせ～

あのあたりで事故起きたら、全部こっちに流れてきよりまんねんやし～

米国には～ちょい高めで～売り込まんか～～い

東日本の人らには気の毒やけど～
今回の事故は～一番被害が少ない～
日本の東の端で起こったんや～
九割がたは海へ流れていってんねんからね～
これが近畿や四国や九州で起こってたら～、偏西風ふいてんねんやから～
本州の半分、三分の二くらい高濃度汚染されまっせ～
も～日本に住める土地がなくなりまっせ～
みんにゃ～難民ボ～トで中国大陸目指すことになりまんで～
今回みたいなジクジク垂れ流しやの～て～
チェルノブイリみたいな原子炉爆発が起こったら～
急性放射能障害で、万単位の即死者がでまっせ～

この事故で当事国の～この日本がちゃんと脱原発してやね～
その潮流を世界に興していくことができたらやね～
2011年のこの日本の事故はやね～
世界的に見たら～
もっと重く受けるはずのものをやね～転じて軽く受けたんや～
て～～語られる未来が～来るかもしれまへんにゃ～～

そうでなけりゃ～オシマイだわさ～

なにをドイツやイタリアとかに先越されてんのや～

最近、わてのネコ缶がセシウム臭いよ～な気がしますねんわ～い

こんな国に～原発を持つ資格なんかにゃ～～い

い～～や、もっと突き詰めてゆ～たら～

人類は～核に～依存したらあきまへ～ん

元々世界に～そ～主張してきたんが～

唯一の被爆国の日本やったんと～違いますんかいにゃ～～

いかなる理由をつけても～これに反論するヤツは～亡国者やのね～～ん

よ～は～生存権が～
経済や～産業発展より～
ないがしろにされてますんや～
この国は～

なにが100字いないじゃ～～い
思う存分書かさんか～～い

５０代無職 男性



24392 個人 無職 ５０代 女性 原発０％を支持します。既存の原子力発電所も即刻
廃炉にすべきと考えます。技術が確立されたとは言い
難い再処理工場や高速増殖炉などの施設も閉鎖・廃
炉にすべきです。

原子力発電所は、一旦事故を起こせばその影響は計り知れず、将来に亘って大きな禍根を残すことになります。これは自国内に限った話ではありません。また、万が一事故が起きなかったとし
ても、放射性廃棄物は長期に亘って厳重に管理されなければならず、その処分方法も未だ確立されていません。原発の恩恵を受けない将来の世代に負の遺産を託すことを恥じるべきです。日
本は、廃炉の技術および核廃棄物処理の方法を確立し、世界に貢献すべきです。あのような事故を起こしながら原子炉を他国に輸出するなど、言語道断です。
福島第一原発の事故は未だ「収束」とは程遠い状況にあると考えます。事故原因の究明も道半ばのまま（肝心の原子炉の状態は全く確認できる状況にはありません）、安全が確認されたとして
大飯原発が次々と再稼動されたことは、到底納得の行くものではありません。更に大飯原発には活断層の存在の疑いもあり、即刻稼動を停止すべきです。事故が起きてからでは間に合いませ
ん。免震重要棟もないまま、どうやって事故を収束させるのですか？避難方法も確立していない住民はどうなるのですか？
野田首相は、「私の責任に於いて」と断言されましたが、事故が起きた場合どう責任を取られるのですか？あまりに無責任な発言に言葉もありません。今回の事故の被害者の心情に思いを致し
てください。
今が正念場です。原発に頼らない社会へ。そうなればその判断をした政府は歴史に名を刻むことになるでしょう。
これまで原発に依存して来た地域には、政府が責任を持って代替エネルギー先進基地の誘致等、振興策を講じ、地域経済を守って原発に頼らず立ち行ける政策を推進すべきです。今まで原
発に依存するよう誘導してきた政策を即刻転換してください。
原発が安価なエネルギーと考えるのはあまりに愚かです。

24393 個人 無職 ６０代 男性 (1)ゼロシナリオを選択する。
三つの選択肢から選べ、というなら(1)ゼロシナリオし
か無い。

　このパブコメ募集の前提が「2030年までは原発が維持される」というものではないのか。このような前提を認めない。
　使用済核燃料の処理方法も分らず、国民の生命・財産を脅かす核のゴミを作り続け、将来世代にこれを押し付けるなど許されることではない。
　１６万人の人々の財産・故郷を奪い、その補償も全く不十分なまま、なお原発を稼働させようとするのは、倫理のカケラもない人間たちのやること。
　即刻、原発をゼロにする方針を決定し、国民に対してこれを明言することを要求する。

24394 個人 自営業 ２０代 男性 電力供給の件 私はこれからのエネルギーは、国民が選べるようにできれば良いと思っています。
原子力エネルギーを使いたい個人や企業はそちらを選び、
原発反対派はそれ以外を選ぶ。
個人個人に選ばせるのが難しければ、地区で分けられたら良いと思います。
個人レベルであれば、他区への引越は特に難しいことではないですし、
本当に原発に反対であれば進んで引っ越すと思います。
原発反対派は、コストの高さと停電のリスクを負います。
原発推進派は、原発事故が起こった場合の責任をとるリスクを負います。
お互いフェアなシステムなので、今後もし事故があっても、
現在ほどの混乱は起こりにくくなるはずです。

24395 個人 無職 ６０代 男性 0シナリオとするべきである。原子力発電は、特に高レ
ベル放射性廃棄物処理が現実的に無理であり、後世
に「致命的な負の遺産」を残すことになるので、我々
は放射性廃棄物をこれ以上発生させてはならない。

下記の3点の理由から0シナリオとするべきである。
(1)高レベル放射性廃棄物処理が現実的に不可能であること
原子力発電所から生じる高レベル放射性廃棄物処理については、NUMO等が地層処分を必死に進めようとしてきたが成果は全くない中、国民は福島原発事故で、放射性物質の管理はいった
ん何かが起こると制御できなくなることを知ってしまったことから高レベル放射性廃棄物処理を受け入れる自治体はみつからないことが明白となった。又「致命的な負の遺産」をこれからも増やし
続け後世の人に残す愚は、無責任の極みである。原子力発電の必要性や地層処分の安全性をもっともらしい理由を並べ立ててみたところで真実は誤魔化せないのである。一刻も早く危険性の
高いものから計画的に順次廃炉を進め、放射性廃棄物をこれ以上発生させない決断をすることが今の我々の使命である。ドイツが「後世に負の遺産を残さない」という倫理的な理由（自分たち
だけ良ければいいという考えは倫理的に許されない）から原発をやめる決断をしたことを日本も謙虚に見習うべきである。
(2)事故が起きた時の損害賠償は考慮に入れないとしても、廃炉や高レベルを含めた放射性廃棄物処理費等々を勘案すれば「原発は他の電源と比べて経済的な発電所であり長期的に電気料
金を安くできる」と言えないのは明らかである。
(3)地震や津波対策を万全にやったとしても、免震重要棟などへのテロ攻撃や取・放水口等々、原子力施設への飛行機墜落事故や他国からのミサイルの誤爆等、「想定外」の不慮の事象が生じ
た時の制御不能となる危険性も皆無とは言えず、又ヒューマンエラーや経年劣化による事故は、「フェールセーフ」や「設備診断」の技術がいくら進歩したとしても０にはできないことを考慮すると
安全・安心な原子力発電所というものはありえないのである。

24396 個人 家事専
業

６０代 女性 原発ゼロシナリオ、勿論、再稼働即停止。 　日本列島は地震の断層が多い。富士山のように何時噴火しても可笑しくない火山もある。
　大体、そのような条件のこの狭い日本に、十分に研究されてもいない、しかも、人間が扱い切れないような複雑で強力な破壊力を持つ原発を作ろうとした発想は狂っている。

　福島での事故も、全面的にその真実が国民に知らされているとはとても考えられない。

　過去の、もんじゅの事故をはじめ、あらゆる事故の原因などが
隠されてきている。

　利権の為に、一時の得を望んだ原発の全ての関係者は、犯罪者として扱うべきだ。

　もう一度言いたい、日本は世界で２度も核爆弾を落とされた国
なのに、その恐ろしさを一番知っているはずの国なのに、核を軽く見て、コントロール出来ると考えたのは狂気としが言いようが
ない。
　これから、汚染された土壌だけでなく、核のゴミをどう始末するつもりか？
　とにかく、人間が扱えもしないものに関わるべきではない。

24397 個人 自営業 ６０代 女性 原発ゼロ　原発なしでも電力は足りているのだから、
今すぐゼロでいいと思う。

何億年も消えない危険な放射性物質を、これ以上増やさない。

自然エネルギー開発をもっと積極的に進めて欲しい。

危険な高速増殖炉「もんじゅ」および「六ヶ所再処理工場」はストップして、その予算を自然エネルギーにまわしたほうが良い。

24398 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 エネルギー政策を原子力発電0で見直すべきです。
原子力発電は、初めから使ってはいけないものだった
のです。
15とか20という数字は、無意味です。

日本は国民の生活や命を脅かしてまで、原子力発電に頼るべきではありません。

原子力発電にエネルギー政策が偏る以前から、放射能の危険性、事故のおそろしさ、放射性廃棄物の処理の困難さを訴え、まして、地震多発地帯の日本で原発立地地域に直下型地震が、
襲ったら…ということも、市民運動、住民運動で何度も政府に訴えてきた経過があります。

鼻で笑われてきたこの訴えは、恐ろしいことに現実のものとなり、福一は今や、冷却を続けることしかできていない現状です。はたして何時、廃炉にできるのでしょうか。
放射能は今も海や大気を汚染し、地球規模の環境破壊をこれからも続けていくことになります。

このような事態になっても、原発労働者は中間搾取され、労働条件の劣悪な中で働らいており何の保証もありません。

そして原発の輸出、プルサーマル計画、利権がらみの政策は、先がないことも隠して、走り続けています。

一年先、十年先、百年先を見据えて、自然やこども、命を守ることが政策ではないのですか。

24399 個人 無職 ５０代 女性 (1)ゼロシナリオ 即刻、原発をなくしてほしい。
いい加減、気が付くべきだ。人間とは共存しないエネルギーであることを。
日本は地震が多い上に、活動期に突入しているのに、気が狂っているとしかいいようがない。誰がこんな責任を取らない決定をしているのか？福島の収束もなければ、責任も取っていない。
だから再稼働が出来たのだなと思ってしまう。情けない。
六ヶ所村の核のゴミは満杯。どうするつもりか。大飯を再稼働してしまって・・。
すでにアメリカでさえ、原発は古いエネルギーだって言っているのに。
まあ、後進国の日本らしい事なのかな。
その上、事故処理の方法さえないくせに海外に売るなんて、殺人マシーンを売るに等しい。
世界の日本を見る目は軽蔑ではないだろうか？
東電は犯罪株式会社と言われているが、そのうち「日本は犯罪国家」って言われそうで怖い。空気、海の汚染をどう責任取るのか？
とにかく私は安心して暮らしたいだけ。

再稼働をどんどん進めるなら福島第一原発のそばに政治家、官僚、電力会社の皆さんは家族全員(幼い子供は特にね)一緒に移転して、安全を示してくれないだろうか？そうすれば多少説得力
あるかも。

24400 個人 自営業 ５０代 女性 「ゼロシナリオを支持します」
原発再稼働と核燃料の再処理工場の稼働に反対しま
す。
原発１％の稼働も反対です。

原発事故によって住む土地を失い、人生を狂わせてしまう原発のエネルギーが必要でしょうか。

巨大地震が起こる可能性がある日本に原発は大変危険で、対策がとられていたとしても事故というものは必ず起きます。
事故が起きた場合、誰も責任をとることができません。
福島第一原発事故も収束していない、その調査も何十年も先の現状で原発のエネルギーを使用することは国民の命を無視していると思います。
再処理工場も原子力発電所に比べはるかに多い量の放射性物質を放出し、最終処理場の場所も未定であり原発以上に危険です。

日本のエネルギーは自然エネルギーの開発を進め、火力と節電などに転換する時期だと思います。

24401 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 私たちは、2030年原発０％シナリオを選択します。 　一つ目の理由は、使用済み核燃料等の処分方法や管理システムが未だ確立しておらず、現在、全国の原子力発電所にプールの中に保管されている量だけでも莫大な量に達しており、まして
況や今回の東京電力福島原発事故以外にも過去多くの事故処理にともなう廃棄物あるいは定期点検などで使用した作業服マスク手袋、福島県で一部除染した落ち葉、土壌など天文学的数量
に上る。これらの廃棄物使用済み核燃料をどうするのか、現在までのような保管ではこれは放置していることと同義であってこれ以上増やすことは許されない、ということによる。
　二つ目の理由は、これまで原発は安価で、安全で、安定した電力供給が可能であるとしてきたが、今回の福島原発の事故によってこの安全神話がすべて崩壊し、偽りであったと考えるからで
ある。
　三つ目の理由は、いったんこのような深刻な放射能事故が起きた場合の、避難計画、訓練、避難のための様々な設備を整備することが不可能であること、またその後の除染や復旧復興へむ
けた計画立案と予算措置および賠償問題を解決することこれまた電力事業者、自治体、国においてどうしようもないほどの巨額の予算や人材を必要とすること。

　理由に掲げたこれら３つの事柄が無視できるのであれば原子力発電は存続できるのである。

　したがって、大飯原発の３，４号機はただちに運転を中止すべきである。また、すべての原発において活断層または地下の火山活動を詳細に調査検証し、立地に際して認可を下した判断の妥
当性を再調査することを求める。
　しかる後、ただちに国内の全原発を停止させ、近隣の中国、韓国に事故が起こればそれはただちに我が国の国土と国民に回復できない災いをもたらすものであり、直ちに停止、廃止するよう
求めて外交交渉を始めるべきである。また、十分な保障を講じつつ、一時保管場所の貸借を広く諸外国にもとめ、我が国に保管中の使用済み核燃料総量を減じることなどを喫緊の課題として
対策を開始するとともに、根本的処理処分方法の研究、開発に国の総力を傾注すべきである。　また、電力事業の規制緩和、自由化を推進し、消費者が選択可能となるよう発送電分離を一層
推進し、送電線網運営管理の国営化など必要な措置を直ちに講じることが可能となるよう、早急に我が国のエネルギー政策大綱を策定し、施行すべきである。

24402 個人 無職 ６０代 男性 事故回避対策ならびにリスク対策を樹立し、知識情報
不足とその反応に起因する原子力行政に対する不信
に対してこれまでの政策を放棄することなく、世界に
対する責任も含めて貢献することが必要である。

今次の福島第一原発事故原因は、調べれば調べるほど事前対応可能な対策を怠ったことに帰される。逆に言えば今後の対応に光を投げかけているとも言える。問題は、これまで原子力発電
に関する対応可能な問題の存在を一般人と住民に対して開示せず、むしろ既往の公式形式的安全確認の無憑性保持のため無視してきた点にある。米国をはじめ諸外国の対応と著しく異なる
のは、事故発生前後とも変わっていない点に猛省を求める。
安全確認の無憑性に疑いを持ちながらも、一般は総体とすれば現行エネルギー長期計画を容認してきた。即ち化石燃料の将来的入手継続の困難、地球環境保護の必要、中後進国に更に拡
大する原子力発電、核燃料サイクル技術の日進月歩の拡大進捗、という人類に課された命題に正確に対処するという常識的な知恵を持っている。
事故後１年余の現在、感情的原子力廃止論が絶えないことは人々の持つ一般常識に対して徒に議論を回避し感情論に呼応して安易に責任を放棄しているように受け止められる。
世界は日本だけではない。世界のエネルギー利用の道筋を考えれば感情論による廃止議論に与することはできない。日本が現に持ち世界が求める原子力に対する有意な実績と今次事故に
よって得られたより確実な安全対策の政界への普及を促進し、日本一国だけでなく世界のエネルギー問題解決に貢献することこそをどんなに困難でも堂々と何度でも説明を果たしつつ実行す
べきである。

24403 個人 自営業 ４０代 男性 『原発を手放すと国が重大な危機を迎える』 選択肢には無いが、現状維持が妥当だと考えます。
エネルギー政策に対して感情論に左右されてしまうと、経済だけでなく国防にも大変深刻な影響を及ぼすと考えています。
国際情勢的に、化石燃料輸入に対してのリスクは日々高まっており、輸入できなくなったときには、国家自体が存亡の危機を迎えるでしょう。
自国で化石燃料を採掘し、活用するのであればまだよいですが、原子力発電という安価な発電機能を手放したらこの国の未来はないと思います。
再生可能エネルギーにしてもコストの問題が大きくのしかかってきますし、国民全体に協力をお願いすることも現実的ではないでしょう。
他国や一部の人たちの思惑に左右されないエネルギー政策を取っていただけるようお願い致します。

24404 個人 自営業 ４０代 男性 脱原発(ゼロシナリオ)を支持します。 1.福島第1原発の事故を踏まえた原因が究明されておらず、わかっていないものに対して、安全であると言い切れるのはおかしいと思う。従って、次にやってくるかもしれない大地震に対して、原
発が安全であると言い切ることはできないという状況であるのに、現在もなお放射能の影響で、日常生活を営むことができないでいる福島の方々に対しても失礼ですし、第二の福島の方々をう
みださないためにも、今後は原発に対する依存度をゼロにすべきだと思っています。

2.再生可能エネルギーにシフトしていけば、太陽光発電などに対する研究、開発もすすみ商品もすすんでゆけば、一時的には、電気料金もアップするかもしれないが今後は、送電、発電、売電
の市場にいろいろな企業が参入していけば、電気料金も落ち着いていくと思う。

24405 個人 その他 ４０代 女性 原発依存度に関して(1)ゼロシナリオ、を求めます。 ・原発による発電は、安全な核廃棄物の処理技術を伴わないまま続けられてきました。持続可能なシステムになっていません。やめるべきです。

・日本は地震大国です。いつ何時また地震によって原発施設が破壊されるか分からず、極めて危険です。今すぐ原発をやめる方向に舵を切るべきです。

日本は原子力発電に向いていません。それ以前に、ゴミの処理方法も決まっていないものを稼動させるのは間違いです。
原発ゼロシナリオに移行することを切に訴えます。

24406 個人 自営業 ３０代 女性 数年後には原発依存度ゼロを目指すべき。   原発から出る使用済み核燃料の行先、処分方法も確立されていないのだから、遅かれ早かれ、行き詰まるのは明らか。いつまでも使用済み核燃料を原発構内のプールに保管するのも、治安
上の問題もさることながら、物理的限界がある。ただでさえ国土の狭い日本は、国土の広いアメリカのシステムを導入するのは、しょせん無理がある。
  これから他の原発で重篤事故が起こらないとも言い切れない現状をふまえると、一度重篤事故が起こったら、人が住めなくなったり、命が脅かされる物に頼りきった社会や国家に、未来は無
い。今以上の保障や補償を負担して行く力は、これからの日本国民には無いだろう。
  そんな今だからこそ、ドラスティックに方向転換し、原発依存度をゼロにし、自然エネルギーと地下資源を組み合わせた新しいエネルギーのシステムを構築すべき。その分野で世界のトップを
走る事を国策とすれば、先細りの国家にも、ほんの少しだけ明るい未来が見えてくる。
   アメリカの言いなり国家から脱脚する、いいチャンスなのではないでしょうか。

24407 個人 学生 １０代以
下

男性 提示された３つのシナリオの中では間違いなくゼロシ
ナリオがいい。しかし、現実的には難しい面が多いと
思う。ただ、未来のため、過去の事実（長崎広島の原
爆投下の後遺症で苦しめられてる人が多い）よりゼロ
がいい。

僕は　提示された３つのシナリオの中では間違いなく、何の迷いもなく、ゼロシナリオを選びます。しかし、現実的にはなかなか難しい面が多いと思います。仮になったとしても再生可能エネル
ギーの開発がそんなに急に進むのか？太陽光発電のパネルの設置の費用もばかにはならない。ただでさえ、「国民の生活が圧迫するから」消費税反対と言っているのに、さらに圧迫するような
費用をそうは簡単に負担してくれるのかな？と疑問もあります。
僕たちはやはり、メディアによる報道ででしか情報を得ようとしません。原発事故の後の対処もそんなに急激には進んでいないような報道を見ます。数十年、もしくはもっと長い時間をかけて対
処をしなければならない。核拡散予測システムのSPEEDによれば日本の半分に核が飛んでいる。（確かそのような印象を受けた気がします）そんな中、原発を稼働させよう、という考えは正直思
いたくありません。そもそも、第2次世界大戦のときに広島と長崎に原子爆弾が落ちて、その後原爆症でいまだに苦しめられている人々がいるではないですか。未来のために、原発ゼロがいいと
思います。



24408 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 ゼロシナリオに賛成。安全の為、多少の経済的負担
は仕方ない。安全な自然エネルギー資源も技術もあ
るが一番危険な原発を稼動させてる。今回の地震で
分かった。 自然災害を想定して対策を講じるのは不
可能
  

原発に関して

 *何より人命を脅かす、一番危険なエネルギーである。
 *事故が起きた時に処理する技術、能力が無い
 *核のゴミを処理する場所、能力が無い
 *核のゴミは数万年単位で管理をしなければならない
 *事故が起きた時に国、監督官庁、電力会社誰一人責任取らずに国民の税金で処理される
 *一番コストが高い
 *自然災害を想定して対策を講じるのは不可能。

原発は金の成る木？だから止められない？
今までは便利さを求め原発エネルギーに依存して来たかも知れない。
でも、地震後は全く思いが変わった。
人命に勝るものは無い。
しかも、事故が起きた時の保障金や核のゴミの管理費用もとんでも無く高い！
未来を担う子供たちに安全な生活を！！

どうぞよろしくお願い致します。

24410 個人 自営業 ５０代 男性 国内において稼働する原子力発電所および高速増殖
炉の即時停止を求めます。

原子力発電所の建設および技術開発に関して、技術者の方からお話をうかがったことがあります。それは2010年秋のことでした。その際、沸騰水型の古い原子力発電所から軽水炉型の新しい
技術への発展のことや、完全自動型の小型無人発電所の構想など、いわゆる原子力ルネッサンスをきっかけにして日本の原子力関連技術を世界に広げていくことで新しい成長が約束される
はずだと話されていました。しかし、2011年3月11日以降、原子力発電に関する基本的な安全性の問題やコストの捉え方の問題などさまざまな事実が明らかにされる中で、原子力ルネッサンス
という考え方の陰で大きなリスクが見過ごされてきたことを私たちは知ることになりました。そのリスクのひとつは、自然災害に対する原子力発電所の脆弱性であり、また、地震国である日本国
土には数多くの活断層などがあるにも関わらず、よりによってそうした活断層がある場所にも原子力発電所が建設されてきたことです。使用済み核燃料のリサイクル技術がいつか完成するとい
う見通しのもとで原子力発電所を稼働させてきたものの、リサイクル技術に関して研究を進めてきた国々がプロジェクトを取りやめにせざるを得ない状況にあって、これ以上、日本が使用済み核
燃料を生みだし続けること自体が大きなリスクです。ですから、国内において稼働する原子力発電所および高速増殖炉の即時停止を求めます。

24411 個人 自営業 ５０代 男性 原子力に代わる安定かつ大容量の発電手段がない
以上、当面は原発を稼働すべき。ただしより安全性の
高い新型炉への更新と将来の核融合炉への早期移
行のための研究は国家PJとして推進すべき。もんじゅ
廃止など論外。

　現在喧伝されている太陽光や風力などの自然エネルギーは不安定かつ低出力であり、電力の基幹部分をまかなうのに十分とはいえない。
　福島における原発事故は不幸なことであったが、事故を起こしたのは鳩山元首相が提唱した二酸化炭素削減政策によって廃炉予定が取り消された老朽炉であり、新型炉に今回の教訓による
安全対策を組み合わせば、事故の再発率を大きく低減することができる。
　また、現在休止中の原発の代替して稼働している火力発電所の燃料費は莫大なものとなっており、国家財政上からも、また国家安全保障上からも大きな問題であると考える。
　そもそも原発の推進は、オイルショック時、こうした不安を解消するために考えられたのではなかったのか？
　今後は「もんじゅ」を通じて高速増殖炉の研究を進めることで、将来的には燃料費を大幅に低減することも可能であり、ひいては究極の目標である核融合炉への道程をつけることともなる。廃
止の議論もあるが、一時の動物的感情的意見に左右され、国家百年の計を過ってはならない。

24412 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 私は、３つの選択肢の中では「2012年度までに０％」
に賛成ですが、一刻も早い「原発ゼロ」を求めます。再
稼動や新設をやめて、このまま、すべての原発の廃
炉を一刻も早く進めるべきです。

　福島の事故で原発の「安全神話」は崩壊しました。ひとたび大事故が起こると取り返しのつかないことになるということを、私たちは知ったはずです。いまだ事故は収束せず、溶けた燃料はどう
なっているかもわからず、放射性物質の放出は続いています。多くの人々が「難民」生活を余儀なくされています。除染も進まず、毎日高い放射線に曝されながらいきている人たちもたくさんいま
す。完全な除染など不可能です。福島の人々は故郷を追われ、家族も地域も引き裂かれ、子どもたちは学校や仲間も奪われ、多くのお年寄りたちが避難生活の苦しみの中で寿命を縮めていま
す。５年、１０年、２０年後に癌を発症して亡くなる人が増えていくといわれます。
　もう、こんな悲劇は繰り返してはなりません。福島だけではありません。スリーマイル、チェルノブイリ、そして福島と、何度繰り返せばわかるのでしょう。
ましてやこの地震大国に原発を作ること自身が間違っているのです。あまりにもリスクが大きすぎます。いつどこで大地震が起こっても不思議ではないのです。
国民の生命や健康を大切にする政府になってください。金儲けより、経済より、まず命です。何よりも命を優先に考えてください。放射能の影響を最も受けやすいのは子どもたちです。子どもたち
の命を危険に曝すのはもうやめてください。
　そして、子どもたちに負担を押し付けるのはやめましょう。大量の「核のゴミ」はどうするのですか？原発を動かせば動かすほど増えていく「使用済み核燃料」をどうするつもりですか？「最強の
毒物」と言われる「プルトニウム」はどうするつもりなのですか？「再処理工場」からは大量の放射性物質が放出されます。「再処理」して生み出される「高レベル放射性廃棄物」はどうするつもり
ですか？地中深く埋めれば大丈夫とでもいうのですか？何万年もの間、放射能の恐怖を未来の子どもたちに押し付けようというのですか？！「責任ある行動」が何よりも必要です。
　こんな「無責任極まる愚かな行為」は、もうやめましょう。一刻も早く「廃炉」にしていかないと再び事故を繰り返してからでは遅いのです！今すぐにでも原発を０にしてください。０の目標をもって
全国民が本気で「省エネ（節電）」と「再生可能エネルギーへのシフト」に取り組めば、原発０は可能です。いや、そうしなければ日本は死んでしまいます。「発送電分離」｢電力の自由化」「電気の
地産池消」をどんどん進めていきましょう。今こそみんなが安心して暮らせる安全な社会を作っていくチャンスです。「省エネ」「再生可能エネルギー」で経済を活性化するチャンスでもあります。
「脱原発」と「経済」は十分に両立できます。ここで原発を０にしていく目標をもない限り、何も変わらないと思います。
　私たちも原発銀座・若狭湾からわずか７０ｋmのところに住んでいます。地震や津波の対策もこれからで、安全の保障などないというのに、なぜ再稼動するのか！？私たちをだますのはもうや
めてください。安心して暮らせる社会を作ってください。子どもたちの未来を守ってください。それが一番大切な政府の役割ではないでしょうか！！
　

24413 個人 家事専
業

５０代 女性 すべての原発は停止。ゼロにすべき。 福島の事故により我が家も放射能汚染されてしまった。
日本という国の広い範囲が汚染され、除染しても元に戻すことは不可能となってしまった。
「ただちに身体に害はない」と国は言う。われわれ国民は今、それは「即死することはないが、土壌、植物、水、魚、動物、そして人体に蓄積されていき、その害がどの程度のものか不明」という
意味であることを知っている。
国はどうやって原子力発電所の廃炉をするつもりなのか。
原発に残された核物質の処理方法が確立されていないのに、使用を続けるのはどう考えても無理がある。地下深く埋めると聞いたことがあるが、それは最終処分にはならない。最終処分という
のは『無害化』することだ。とりあえず人の手の届かないところに埋めてしまうというのはあまりにも安易な稚拙な考えだ。
私たちは電気を使っている。今この意見も電気を使ってPCを動かしている。
電気を発明してしまった人間は電気なしの生活ができなくなってしまった。ただ、減らすことはできるはずだ。福島がこのような状態になってしまった今こそ、原子力に頼らない安全な電気を作る
ことが可能なはずだ。しばらくは不便かもしれない。しかし、今なら日本人はみな我慢できる。絶対我慢できる。我慢できなくなったら福島の状態を見ればいいのだ。こんなチャンスは二度とな
い。国のエネルギー政策を一転させるチャンスだ。長い目で見て、未来のために、みんなで我慢しよう。そう訴えれば電気が不足しても我慢できる。協力できる。
地震大国日本では、福島で起きたことはどこで起きてもおかしくない。自分のこととして考えられるはずだ。
太陽エネルギー、風力エネルギー、潮力エネルギー、蓄電技術など新たな雇用が生まれるはずだ。
いまこそ原子力から安全なエネルギーに転換するチャンスだ。
中途半端な政策はダメだ。原子力発電所は即時停止。ゼロにすべきだ。
原子力爆弾を2度落とされた日本は、原子力発電所の事故を2度と起こしてはならない。

24414 個人 パート・
アルバイ
ト

６０代 女性 地震がある事は、この日本に住んでいる限り、古代の
昔からあり、現代まで揺れる大地と共存して過ごして
いるのが日本です。揺れていても、慌てる事がない
人々が多いことで分かると思う。　地震はしょうがない
のです。

あ　また揺れていると思いながら、仕事、家事をこなしている。
地震は、少しも怖くない。しかし、今は地震があると、真っ先に福島を思う。
あの壊れかかった状態の原発。311の地震から福島の復興が止まっているのは、何が原因か。住んでいた人達が他の居住地で仮住まいを余儀なくされているのはなぜか。一年もたっていて、
あの地区にある家はそのままあるのに、未だに帰れない。そして、未だに空気には、放射能が含まれている。そして、健康をどの位害するのか本当の事が報道されない。今までなかった放射能
まみれの空気を皆が吸っている。
今の現状を分かっていながら、平然と、収束したと記者会見しているが、どこがどのように収束したのか、具体的に表現したのか。
立ち入り禁止区域に戻れたのか。原発に蓋をして、石棺を作って放射能がもう減少している状態になったのか。
先にも書いたが、地震が怖いなんて言う人はあまりいない。原発が怖いのだ。
福島の四号機も廃棄燃料が、プールに保存された状態だというしかも、四階に。もし、毎日揺れている揺れが大きかったら、危ないと思えないのか。
韓国に沢山のお金をあげているが、あちらではその報道もされていない。
そのお金を日本の復興に使ってほしい。なぜ、四号機の処理が遅れているのか。外に目をむけないで、日本の中にある問題を何とかしてほしい。
このままだと、世界中に迷惑をまき散らす国になる。
毎日揺れている事は世界中が知っている。もし、日本が原発の事故を更に起こしたら、大馬鹿な政府と言われるだろう。日本は、戦争終結の為に原爆を落とされている。辛い現状を乗り切った
人達がいる。その教訓は、どうしたのか。
原子爆弾を、ひどいと思った心の人が多いのに、今度は原発だ。
教訓は生かされていない。エネルギーとしての原発は、大反対です。
先進国なら、原発事故を起こした教訓を生かし、他のエネルギーを考える力があると思う。それが出来ないと云うのは、何が邪魔しているのか、政府か。
安易な選択をしないでほしい。原発に代わるエネルギーを作れるでしょう。
この国には、その力がある。世界中が見守っている。今の政府の愚行は、世界史に残される愚行だ。
今回に原発事故の責任はどこにあるのか、電力会社と、政府がなすりあいをしていると、皆が言っている。
周囲にいる人達殆どが、政府の対応をひどいと言っている。
一度経験して、放射能の怖さが分かっているのに、更に使い、もっと酷い状態が起きたのに、更に使おうとしている、絶対に反対。使うのなら、福島を元の状態に戻してからだ。

24415 個人 無職 ６０代 男性 「原発ゼロシナリオを選びます」 「原発ゼロシナリオを選びます」使用済み核燃料の処理方法が見つからない段階で原発は廃止すべきです。自然エネルギ-の推進を望みます。

24416 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 再稼働反対　脱原発 事故後の処理も進まず、核燃料の使用後の処理もできないのに
大きな危険を抱えて、稼働するのはおかしい

絶対安全などあり得ない

原発の推進費用を自然エネルギー開発に注ぎ込むべき

電力会社の負債のために、危険にさらされるのはごめんだ

節電は消費生活を見直す上でも、これから重要だ

24417 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 地球の中の日本という限られた地域で、限られた期間
だけ生を受けた人間としての立場から、原子力発電に
頼らない電気の供給を受けたい。
今を生きる人類の英知のすべてを代替エネルギーの
開発にかけて欲しい。

地球に人類が誕生し、そしてエネルギーを使うようになり、文明が発達してきた。人類は、地球に生きる生き物の一種であること、電気は人類しか使わないことを忘れてしまっていないでしょう
か。
地球に住み、知恵を持つ人類が、地球を破壊していることに、他の生き物達は、何も文句を言いません。種が滅びたり、亡くなることを静かに黙ってみています。
人類は、もっと謙虚に、環境問題と向き合いながら、エネルギーの問題を考えるべきです。
と、いっても、電気のない生活は考えらません。
ありえないはずの原子力発電所の事故により、安全でクリーンなエネルギーとしての原子力発電に疑問が出た今こそ、日本が、全世界をリードし脱原発を表明するべきだと思います。
私たちは、地球という集合住宅にすむ、店子にすぎないのです。
このままでは、他の生物達から、地球にいることを許してもらうことができなくなるかもしれません。
地球の未来を考え、原子力発電所は、過去の遺物として、原子力発電所の事故は、苦い教訓として、子子孫孫伝え、間違った道を歩むことがないようにしてゆきたい。

24418 個人 その他 ６０代 女性 　今回のパブコメは、ずいぶん先のことでの意見募集
ですが、原発は今すぐ廃止すべきです。もちろん、
2030年はゼロであるべきです。

原発は事故を起こさなくても、おｋさないおそろしいごみを出し続け、被爆労働者の犠牲のもとに運転されざるをえません。おろかな、私たちが見過ごしているうちに、今回の事故となりました。多
くの犠牲に今きっちりと向き合い、二度と
おこさなように、新たなエネルギーに全精力をそそぐべきです。

24419 個人 家事専
業

３０代 女性 ２０３０年までに原発ゼロにしていただきたいです。今
が全国民が意識を変えなければいけない時で、政府
がしがらみを越えてそれを主導しなければ、国民は政
府を見放すでしょう。

将来的に再生可能エネルギーに移行する事は、当然進めていただきたいですが、コストが下がって供給が安定するまで、ガスコンバインドサイクル発電を進めるのが良いと思います。天然ガス
は、これから価格が下がる事が見込まれるし、日本にも埋蔵されていると聞きます。CO2排出量も少なく、エネルギー転換の効率もよく、建設にも比較的コストがかからないと聞きます。そして
色々な発電方法を国民が選べるようにしていただきたいです。そうなれば私は原発でできた電気は買いません。原発はCO2を排出しないとは言いますが、大量の熱をもった水を海に吐き出しま
す。日本近海の海水温度が上昇し、それが近年の台風などでの異常な降雨量に影響を及ぼしている、そのことに無関係であるとは思えません。災害を減らすために、原発をなくし、節電を普通
の事として全国民が行い（教育の場から）、植林する。長いスパンで将来を見据えた行動を、どうかとっていただきたいです。

24420 個人 自営業 ４０代 女性 原発政策については即刻廃止するべきだと思いま
す。どのようなリスクを背負ってでも、日本国民は原発
に頼らない生き方をしてゆくべきです。

福島での事故が起き、この被害がこれから何十年にもわたり続いていくこと、地球や子孫の健康を害していくことが、どれほどのことかを想像すれば、目先のことにとらわれることがいかに愚か
なことかが分かります。きっと、原発事故はこれからも起きるでしょう。絶対に無い、なんてことはだれも断言できないはずです。
昨年の原発事故は、私たち日本人が起こした災害、人災です。ですから日本に住む私たちが“本当により良い生き方”を選ぶことを選択しなくてはいけないはずです。それは、私たちの責任だと
思います。痛みを伴ってでも、本当に正しい選択をする義務があります。

ゼロシナリオ希望

その理由：

１．福島第一原発事故は収束していない。
　　もはや誰もどのように収束できるかわからない状況であろう。
　　万一があってはならないが，万一が起こることは十分明らかに
　　なった。この被害がどれほど広がるのか，作業者の方々がどれほど
　　被曝し，また不足する自体となるのか誰もわからない。
　　地震の活発化も懸念される。第２の福島はいらない。

２．福島第一原発で作業される方々の被曝線量はかなりのものに
　　なっている。再稼働するよりも，事故の収束に人員を集中すべき
　　である。少数の作業者が被曝しつづける自体は避けるべきである。

３．原発は稼働するだけで，燃料発掘に始まって，すべてに被爆者が
　　でる。稼働するだけで，放射性物質を大気中に，海水に放出
　　していく。住民の中にも確率的に必ず犠牲者が出る。

　　必ず誰かが犠牲になるこの電力のシステムは必要ない。
　
　　雇用については，国をあげて自然エネルギーを開発するなど，
　　国内外の専門家・一般からの意見を集約し代替案を全力で練る
　　べき。

　意見集約作業をされている貴殿も，これを書いている私も，この
事故の当事者である。放出核種３１種，関東への降下量は文科省
でも発表している。チェルノブイリでは，最初経済優先のために現状
維持の政策をとっていたが，４，５年で方針の大きな転換をせまられた。
様々な被害はときとともに広がる。それが核の事故である。ときを
待ちすぎると取り返しがつかない。
　私達自身もすでに巻き込まれていることをまずは認識すべきと思う。

無職個人24409 ゼロシナリオ強く希望女性３０代



24421 個人 家事専
業

４０代 女性 原発即時ゼロを求めます。
2030年までにゼロでは、それまでの間、
現在停止中の原発を再稼働して良いことになってしま
います。
これでは選択できません。
故に、原発即時ゼロを強く求めます。

首都県のホットスポットに隣接する市川市で4才と2才の娘たちを育てています。
子どもの園や通学路は0.2前後の汚染ですが、マスクをさせて登園させ、
暑い日もマスクで外遊び、落ち葉やドングリなどをひろうのを禁止しなければ
ならないストレス、それでも子ども達の20年後30年後の健康や出産時の
問題など常についてまわる心配からは逃れることができません。

日本は世界でも有数の地震国、至る所に活断層が走っていて、生活するにしても
本当に安心して暮らせる場所は少ない国です。
しかも、2011.3.11以来、地震活動が活発化しています。
そんな国に原発は無理です。

ひとたび事故が起きれば狭い国土の多くを汚染してしまい、食料を汚染し
水を汚染し、子ども達の健康に問題を生じさせます。
福島の事故だけでも膨大で、収束にはほど遠いというのに、次に事故が
起きたらいったい、日本はどうなってしまうのでしょう。

将来も日本で暮らして行けるよう、美しい日本の国土を守っていけるよう
原発からの即時撤退を強く求めます。
一部の経済界からの圧力に屈せず、国民の命を何よりも大切にする国であってほしい。

24422 個人 その他 ３０代 男性 早期に原発ゼロを目指すべき。そのために代替的な
自然エネルギーの確保や開発，原発立地に対する雇
用創出などの補償を推進することを求める。
政治家，官僚の真摯な対応を求める。

出来るだけ早期に（2030年よりも前に）原発ゼロを目指すべき。そのために代替的な自然エネルギーの確保や開発，原発立地への原発交付金に代わる雇用創出などの補償を推進することを
求める。
政治家，官僚の真摯な対応を求める。

24423 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 ２０３０年における原発依存度は「ゼロシナリオ」しか
ない！
その上で、国を挙げて省エネに取り組むべきだ。

原子力発電は危険であり、人間がコントロールできるものではないということがはっきりした。
　理由は、第一にいまだに解決できず、しかも今後も解決の見込みがない“原発ゴミ”の存在だ。安全な処理方法がない以上、未来永劫に命を脅かす厄介なものである。この問題を今の段階で
解決できずして、未来の日本に責任を持てるわけがない。
　第二に、現在の原発推進に関わっている人たちが全く信用できないことだ。今回のエネ政策聴取会にしても各事故調からの報告書の扱いについても、“原発ありき”で進められていることは明
らかだ。後ろでコントロールする大きな力が働いているのかと勘繰りたくなるほどである。
　ほかにも理由はあるが、原発に対する国民の意見を聞いて、原発の問題に真摯に取り組んでいるという姿勢が見えない。安全を軽視した再稼働に踏み切ったことがその証拠だ。福島の再生
なくして日本の再生なしというが、被災した人たちにどうやって納得してもらえるのか？
　また、代替エネルギーはどうするのかという議論が目立つが、その前に、省エネに取り組むこともとても重要だと考える。日本は便利になり過ぎた。街では自動ドア、自動改札機、なんでも自動
化してきた。便利だが、高齢者にとっては機械が相手ということで不便な思いをしている。家庭においてもエアコンは当たり前のようになってしまった。ほかにも家電であふれている。昔は無かっ
たものばかりだ。無くても何とかなるものが多い。
　電気に頼る社会構造を見直すことを提案できる政治家はいない。経済界からの突き上げが怖いからだろう。
　以上、原発依存度「ゼロシナリオ」しかないという、私を含めた家族全員の考えです。

24424 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 現状の原発を動かしつつ、代替エネルギーを最優先
で確保してから、決めたほうがよいと思う。

現状では電力の綱渡りだと思います。

現状では原発頼みになっているため、原発は動かしつつ
早急に代替エネルギーを確保し、すべての原発が停止しても
代替エネルギーでまかなえるようになってから、そういう問題を
国民に問うべきだと思います。

24425 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 脱原発、ゼロシナリオを推進し再生可能エネルギー、
太陽光や風力でのエネルギー生産を勧めるべきだと
思います

東電福島事故で原発は全く安全ではないことが明らかになりました。事故そのものも全く収束したとは思っていません。日本は地震の多い国です。3.11のような地震がこの先起こらない、なんて
ことは多分ないと思います。原発の下に断層があると言われている発電所もあると聞いています。もし次にそこで地震が発生したら、今以上に大変なことになるのは間違いないと思います。
それならば、この先のエネルギーに関して原発に依存しない、また化石燃料に頼らない方法を採るのが最良と思います。
太陽光や風力が未だコストが高いのであれば、安くするための技術開発を勧めるべきです。

24426 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原子力依存率【ゼロ】に全面的に賛成する 　電力の原子力発電への依存をゼロにするしかない要因は以下の３点である　１）原子力発電自体が、メルトダウン問題や、燃料処理法など、未だ未完成技術であり、現実的運用に適さないこ
と　２）放射性元素を含む燃料を使用するという時点で、人類を生命の危険に晒す可能性があり、安全が保障されていないこと　３）総括的なコストも安価ではないことを多くの研究者や機関が試
算し公表していること
　この３点だけを見ても、原子力発電を継続する理由がどこにあるのか、もしあるのならご教示いただきたい
　既に、国民は日々節電し、税金によって東電を助けている　この上、命まで危険に晒す理由はない　現在稼働している水力・火力等既存の発電の増量と、自然循環エネルギー（太陽光・風力・
地熱・海流）等、人体に健康被害を与えないへの転換への推進を国民は望んでおり、その設備投資への公的資金投入なら喜んで受け入れるだろう

24428 個人 無職 ６０代 男性 ゼロシナリオに
　使用済み核燃料をどうするかを、まず決定しなけれ
ば、何パーセントにするかを論議することは全く無意
味です。

　使用済み核燃料は強烈な放射性物質とのこと。
　それを、原発建屋の上方のプールに何年間も保管と言うより、放置と言ってよいでしょう。とても危険です。
　日本列島は成り立ちから、活断層がない地域は、無いと思います。
　大飯原発再稼働で事故があったら野田総理は、責任を持つと言っておられるが、どのように責任を持たれるのでしょうか？辞任でしょうか？
　辞任したとしても、まき散らされた放射性物質は回収できません。世界中で責任をとれる人は誰もいないと思います。
　原発を少しずつ減らしていくべきです。原発に代わる有力な発電設備ができないときは、国民全体で省エネルギーに努め、質素な生活にすべきでしょう。
　深夜に無駄なネオンや外灯なども制限する。
　深夜ＴＶ放送をやめる。深夜はラジオで十分。
　真夏にアナウンサーのスーツにネクタイはやめる。
等々、工夫し、質素な生活に！
　

24429 個人 家事専
業

５０代 女性 原発依存０％　国が率先し、民間を盛り上げ一刻も早
い自然エネルギーへの変換を望みます。

人間のやることに絶対大丈夫という事はありえない。
原子力発電は、人間の手におえない物である事が実証された今、エネルギーの糧は原発以外で模索すべき。

24430 個人 自営業 ５０代 女性 原発エネルギーは要りません。廃炉を希望します。 保証やメンテナンスにかける費用は新エネルギー開発に使うべき。
今回の福島原発事故で、原発の恐ろしさを実感したにもかかわらず、原発ビジネスにしがみつく意味が分かりません。死んだらおしまいなのに。
国は早急にクリーンエネルギー開発販売会社を興し、
原発関連会社の方々はそのまま、クリーンエネルギー会社に移行していただいたらどうでしょう。
堂々とクリーンエネルギーを世界に販売し、
石油と原発主体で動いて来た世界の歴史を日本が変えてほしいです。

個人24431 1.ゼロシナリオを支持します。

日々国民のために懸命なお仕事をしていただき、誠にありがとうございます。

福島での事故以降、さまざまな立場からみなさまが
真剣に問題解決を図ろうとしているだろうことは、理解しているつもりです。
その上で、知識の乏しい民間人が
素人考えで申し上げること、間違っていることも多々あるかも知れませんが、
国民の気持ちとして、ご覧いただければ幸いです。

【１．自分たちで責任を持てない、ごみ】

根本的に疑問に思うのは、ごみ（使用済み核燃料）を自分たちで処分できないものを
なぜ続けていたのだろうか、というところです。

原発を再稼働することにより、ごみは増えこそすれ、減りはしません。
その処理は、誰が、どうやってやるのでしょうか。
私も含め、誰も最終的に処分した場を見ることはできないでしょう。

国内でその手法が開発され、処分が完了するまでには、
きっと私たちは仲よく天国へ（もとい地獄かも知れませんが）
国外に出てしまえば、はるかに核についての知識が少ないひとたちへ
自分たちが処理できないものを渡すことになりせんか。

つまり、使用済み核燃料の処分は、発展途上国に処分を押し付ける方法や
楽観的に未来で開発されると予測することでしか
自分たちで責任を持てないごみを、正当化するしか術がなかったのではないでしょうか。

処理できないごみが排出され、人々のくらしが破綻す
る原発を、無自覚に利用していた責任を取りたいの
で、ゼロシナリオを支持します。
自分たちのことは、自分たちで。未来や、他国に押し
付けることはしたくない。

女性２０代家事専
業

原発反対の国民の声を無視して、
無理やり稼動しようとする政府の姿勢は、絶対おかしい！！

原爆の被害国でありながら、
チェルノブイリのいまだに回復できない状況を知りながら、
何より地震大国である事をわかっていながら、甚大な被害の事を考えず、
目先の事しか考えない暴利をむさぼる一部の人間の為に、
無理やり稼動するのは、間違っている。

地震は、必ず起こる。

その被害は、想定できないのに、安易に稼動してはいけない！！
日本全国が、長野の様になってからでは、遅すぎる。

取り返しがつかない。

私達の子孫の為に、良い環境を残すべきだ！！

国民には、安全だと偽の情報を流しながら、
自分の家族を海外に非難させた閣僚達。

マスコミも、政府も信用できない！！

もし　原発を稼動して事故が、起きれば、
被害は、日本だけの問題ではない!!

海も、大気もつながっている。
全世界に迷惑をかけ、地球自体が、汚染されてしまう！！

絶対安全なんてない！！

原発稼動絶対反対！！

早急に、別の安全なエネルギー源を開発するべきだ。

原発稼動も、依存も、絶対反対!!ゼロシナリオで0％に
するべきです。

女性５０代家事専
業

個人24427



24432 個人 無職 ７０代 女性 原発は0にするのが当然です。 放射能を0にする技術も開発されてないのに、これ以上地球を汚さないのが今生きている大人たちの使命です。子孫に胸を張れる決断の時です。

24433 個人 無職 ７０代 男性 安全を確認の上、原子力を活用すべきである。 感情論だけでは、国は成り立たない。

経済原則を無視した方策は持続出来ない。

現実に対応する方策を具体的に認識する必要がある。

24434 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 計画的な原発ゼロ化 今回のような事故が起きたのは非常に残念ですが、この事故から学習し、改善し、前に進む事が大切だと思います。原発というエネルギー源はもう古い、そして安全ではない。ここから再生可能
エネルギーの先進国として、新しい日本を築くべきだと思います。
エネルギーコストが高くなり、日本の経済に悪影響という意見もありますが、今の日本の経済は転換期です。輸出産業は苦戦しており、少々勢いのある自動車産業では、環境に優しいハイブ
リッドなどを売りにしている企業が多いではありませんか。
日本は再生可能エネルギーの最先端を、日本の技術力で突き進み、それを新たな経済の柱にするという国家戦略を打ち立てれば良いのではないでしょうか？
その未来の為に、今、再生可能エネルギーに投資をするべきなのです。

24435 個人 自営業 ３０代 男性 日本のエネルギー政策において、原子力発電は今後
0%にしていく必要があると思います。

福島の原発事故のような事が二度と起きないという可能性が100%でない以上、危険を伴う原子力発電は辞めるべきである。
危険を望む人などいるはずもないから。
新しい技術で電気を作る方法は他にも沢山あるはず。

24436 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 ２０３０年に原発０％ではなく、今すぐ０％にすべき。
原発に依存せずに再生可能エネルギーの開発に早
急に力を入れることが重要。

安全性が完璧ではない以上、生命の危険を脅かす可能性のある原発は再稼働すべきではない。
たとえ依存度が数％だとしても２０３０年まであと１８年も原発を維持することは絶対に避けるべきだ。
放射能漏れは日々の暮らしの中で多くの人を不安に陥れている。
子供たちが心から安心して暮らしていける社会を築くためにも原発に全く依存しないエネルギー政策を政府は進めるべきである。

24437 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発再稼働はせずに０％に。
再生可能エネルギーへの転換をお求めます。

原発はこれまで安全神話が語られてきたが、福島原発事故が１年経過しても収集が付かないように人間がコントロールできるエネルギーであることは明らか。また誰も責任を取ることができて
いない。０％以外のシナリオは原発を継続して存続させる政策となり新たな原発を建設していくことになる。
もんじゅのように核燃料の再処理も頓挫し、核の最終処理もできない状況。未来へ負の遺産を増やし続けるのは国として国民のいのち、健康に何ら責任を持っていない。
１００％再生可能なエネルギーを目指す大胆な政策、一部の企業の独占をやめさせ地域分散の発電を目指すべき。

24438 個人 自営業 ４０代 男性 政府３案には反対。
東日本大震災前の原発依存度４０パーセント（原発維
持）にしてください。

先般、テレビなどで反原発ばかりの報道でうんざりしております。政府による意見聴衆会も同じく電力会社の人達を排除するなどして、『反原発の人のみ』の意見聴衆会にしか思えず、大変に憤
りを感じております。まるで、近所のお母さん方の井戸端会議のようです。反対の意見もあるだろうけど、「その意見については実は違います」という放射線防護学の先生や知識人などももちろ
ん入った上で国民に正しい知識を与えて、改めて考えてみるという風にすべきではないでしょうか。

政府が「節電をしなさい」というので善意のある方は素直に協力をして、熱中症になったりもしていると思います。これについても怒りを覚えます。本当に国民の安全、命を守るのであれば、政府
の方から「原発をすぐ再稼動をしますので節電はしなくてもいいですよ」というのが善なるものではないでしょうか。

それと、私は自営業をしておりますが、機械をまわすのには電力が必要です。福島などの被災地にも電力が必要です。いち早く復興をさせたいのであれば被災地の人たちに活力ある企業回復
や職場復帰が必要です。経済を上手く回してあげる＝原発の再稼動だと私は思います。

よって、政府案の３案には反対で、今までどおり原発維持を希望します。

24439 個人 自営業 ５０代 男性 福島原発の震災に伴う事故の原因もハッキリせず、カ
メラさえ中に入れずという状況では「将来」ではなく、
今すぐ、原子力発電所を廃炉にする方向で努力すべ
きだと思います。３０年先ではなく今、ゼロにすべきで
す。

妻の実家が福島の川俣町でした。政府がチャント情報を伝えないままに、「これはヤバイのでは・・・」と思い、３月１６日に新潟経由で義母と高校生の甥を我が家に連れてきました。その間の被
爆を思うと今でも辛い気持で一杯です。電気は大変便利な物だし、一定程度必要ですが、人類の生存を危うくしてまで原子力発電を使うのは間違っています。もし、本当に電力が不足になるな
ら、みんなでガマンして、この事態を乗り越えるしかないと思います。また、自然エネルギーに時間をかけて、確実に転換するように国を挙げてガンバルべきです。原発にかけてきた、お金や技
術やを駆使すればきっと実現できるはず。そのために、必要な負担なら、きっと、負うつもりはあります。太陽光、風、波、足りなければガス・・・・。徹底的に開発すればきっと大丈夫。日本は、こ
の分野の先進国になれば世界からももう一度、尊敬されると思う。

自分でやったことは、自分で責任をとる。
国・地域が出したごみは、国・地域で処分する。
これは、人ならばあたりまえに目指すものなのではないかと思います。

【２．人々のくらし】

ある方がいいました。
「原発事故で亡くなった方はいない」

真意がどこにあるかは、本人と直接話した訳ではないので、省略しますが
亡くなった人がいないからいいじゃないか、
という理論がそこにあるのなら、それは本末転倒だと思います。

福島で原発の周囲に住んでいた農家の生活は、もう破綻しています。
福島で生活を営んでいた多くの方々の生活も、破綻しています。
福島で未来を考えていた方々の生活も、破綻してしまいました。

原発は、なんのために動いていたのでしょうか。
人々の生活を支えるため、豊かな生活を送る電気をつくるため、だったと理解しています。

その目的が、結果的に人のくらしを脅かしています。

原発で働いている人々のくらしはどうなるのか、との声もありますが
廃炉までの期間は仕事があるでしょうし（それも莫大な年月）
それ以降は、それこそ代替エネルギーをつくる方法で雇用を生むことは不可能ではないと考えます。

雇用には代わりがあるけれど、その土地・故郷には代替がないのではないでしょうか。

【３．責任とはなにか】

3.11以降、常々思っていることがあります。
責任を取るってどういうことだろう、ということです。

曰く、責任をとって辞職
曰く、責任をとって退任

仕事を辞めることで責任は果たせるのでしょうか。
個人としての罰は、給与などが激減することなどにより、果たされるのかも知れませんが、
国として、会社としての責任は、別の所にある気がしてなりません。

このような事故を起こしてしまいました
なので、トップが辞めます。

これですべてが元通り、つつがなく業務が進みます。
それでは、なんの解決にもならないのではないでしょうか。

ある友人がいいました。
「賠償と辞任だけが責任の取り方ではない。
電力会社として代用エネルギーの研究や開発、
そして省エネルギー型の社会構造を提案していくことも、
企業の社会的責任ではないだろうか。」と。

電力会社として、国として、
申し訳ない事故を起こしました。
だから、この事故を教訓に、原発から撤退する方法を探ります。
というのも、立派な責任の取り方だ、と私も思います。

これだけの事故が起こったあとです。
原発をやめるきっかけとしては十分すぎる理由ではないでしょうか。

最後に、
いままで考えようとしていなかった、私たち一般市民の罪を
多くの方が棚上げして、東京電力や国を批判することに終始していますが、
安全神話の上に慢心していた、私たちにも罪があった
無責任に任せていたということを記して、終わりにします。

だからこそ、過ちを繰り返さないために、原発ゼロの国にしたいと思っています。

お読みいただき、ありがとうございました。



24440 個人 自営業 ４０代 女性 2030年のエネルギー・環境に関する３つの選択肢に
おいて、
私は、原発依存度はゼロにするべきと考えます。

今回の福島の事故によって原発は人間がコントロール出来るものでないことを
痛感しました。

事故以前にはこれまであまりよく考えないまま、
原子力によるエネルギー政策を受け入れて過ごしてきましたが、
今回のことを機に、再生可能エネルギーによる安全な社会、
新しい世界を目指すべきと考えます。

今後、再生可能エネルギーや自然エネルギーに関して、
今まで以上に取り組み、その分野で日本が世界の手本になる技術を
持つことが出来れば、国のためにもなることなのではないでしょうか。

今までずっと原子力によるエネルギーを使い、
核燃料の問題ってきたので、
代替えエネルギーの問題は簡単ではないかもしれません。

使用済核燃料プールや放射性廃棄物をどうするのかについてもずっと
取り組まなければならない。

多くの問題を抱えているからこそ、
これからの方向性を間違ってはいけないと思います。

将来、何十年か経った時、原子力エネルギーの問題や事故について、
子孫が、あの時、脱原発に向けて判断してくれてよかった、正しかったと
思われるように、今私たちが決断する時だと思っています。

24441 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 「3.11福島原発事故」で明らかなように、原発の危険
性から私たちの命を守るには「ゼロシナリオ」しかあり
ません。

 原発を稼働し続けることは、将来にわたって危険な放射能を残すことであり、使用済み核燃料の処分技術や処分場所も不確定な中で、原発を稼働させることはできません。自然エネルギーへ
の政策転換を図るべきです。
 地震国日本では、近い将来にも大規模な地震が想定されています。その中で、原発の安全性を確保することは不可能です。「ゼロシナリオ」しか私たちに安全を確保する道はありません。
　放射能汚染は、長期間にわたって私たちの生活環境を奪ってしまいます。故郷や雇用を失い、「命」が脅かされている福島県民のことを考えれば、原発をなくすことは重要であり「ゼロシナリ
オ」しか選択肢はありません。
　福島原発事故の教訓から「ゼロシナリオ」を決定し,自然エネルギーの拡大に努力すべきです。原発立地市町村には新しい地域経済復興の施策を実現することを求めます。

24442 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発なくても大丈夫。 原発なくても大丈夫。第一、火力発電・水力発電・自家発電、太陽光や揚水発電などを駆使すれば電力は足ります。原発を稼働すれば放射性廃棄物が生まれます。最近、再稼働に傾きつつあ
りますが、廃棄物の処理についてはまったく触れられていません。将来に負の財産を残すことはやめましょう。このパブコメの内容について公表してください。15％が多かっただけでは信用でき
ません。

24443 個人 無職 ６０代 男性 原発再稼働 安全な原発はすべて再稼働すべき。エネルギー安全保障のためにも。再生可能エネルギーに過度に依存するのは危険。

24444 個人 自営業 ４０代 女性 ゼロシナリオを選択します。原発の核物質の安全な処
理方法は現在ありません。原発は社会的不安、健康
被害を国民に与えています。なお原発を使用し続ける
事は、国民のみならず人類の未来を失う事です。

ゼロシナリオを選択します。これを再度、強調します。
2030年よりも早く全て廃絶する事を、国には強く要望します。
原発が危険である事は、福島の事故、日本周辺が地震の活動期に入った頃、各地の原発の下で活断層の存在の可能性が指摘されている事からもあきらかです。
危険を回避し、これ以上日本の中に核の被害が広がる事を食い止める事が、全てにおいて優先される国家的事業です。

また、福島の事故の対策の拙劣さ、誠意の無い情報ので、日本人は海外で非常に恥を晒しています。本当に、日本が先進国であるというならば、国民を守る義務において、またもんだ解決にあ
たる速度、真摯さをもって、国際社会における名誉も回復していただきたいと思います。

24445 個人 自営業 ５０代 女性 原子力発電はゼロにすべきです！！ 原子力発電は可能な限り速やかにゼロにすべきです。
こんな危険なものは、作るのも持つのも利用するのも、あってはならない愚挙です！
もちろん外国に売ったりするのも、ほとんど犯罪行為です！
有毒有害な廃棄物の処理方法も確立できないのに強行突破！いったい何十万年後まで残る害毒を、人類が責任持って管理できると思っているのでしょうか？
そして、アメリカのように地震の少ない国が作った物を、この地震の巣である日本にそのまま持ってくるという浅慮！よく調べないで、危険な断層の真上に作ってしまった物もあるとは！
おまけに地震や津波の危険を予想しながら備えの費用をケチったばかりに、史上最大の原発事故を引き起こし　世界に大迷惑をかける大災害の元凶となる・・・放射性物質入りの排水を大海に
垂れ流し、今でも太平洋の国々にゴミが流れ着き、なんという大恥でしょう！！本当に、世界中の人に顔向けができません。
東京電力が、事故直後のテレビ会議の模様をそのままでなく操作修正して提出して来そうな気配です。ぜひぜひ厳格な態度で、東電に全部正直に提出させていただきたい！嘘や誤摩化しや自
己弁護、自己擁護を、許さないで下さい！

24447 個人 家事専
業

３０代 女性 原発の安全神話が崩壊した今、国がとるべき政策は
速やかに原発ゼロを目指すべきです。

地震・津波という自然の驚異に対して私たちがいかに無力であるか思い知らされた震災。

事故が起こるのは仕方がないとしても事故前の状態に街が戻せない、増え続ける核燃料の廃棄処理が確立していない、といういう現状で原発政策をそのまま続けるなんて無責任すぎ。

原発を動かす理由に価格の問題を挙げているが、原発の場合、立地自治体への交付金や今回の事故賠償金や電力会社への融資、核廃棄処理にかかる費用を電力料金に換算すれば決して
安くなないでしょう？

新規エネルギー開発にお金がかかるのは当たり前。民間企業でも先行投資でやってます。今やらなくていつやるんですか。

24448 個人 家事専
業

４０代 女性 (1)ゼロシナリオ選択 福島原発の事故で、想定外の事態が起こったら、人間には手がつけられなくなることがよくわかった。
この先にまた想定外の事態が起こった時に、また想定外でしたの一言で片付けられても困ります。
政府の想定も常に甘いことがわかった。
今の科学や人間の手に負えないものなので、2030年までにとはいわず、即刻全部とめていくべき。

いったん止めて、今福島の被害に遭ってる人たちすべてに対応し（損害賠償から心のケアまで）、その後に代替エネルギーではなくエネルギーをなるべく使わない暮らし方を模索する方向で政
府が音頭をとればよい。

24449 個人 自営業 ３０代 女性 原発０％です。
原発は即時撤退。
温暖化対策をしつつ、自然エネルギーに転換するべ
きです。

こんなに危険な原発を再稼働する自体が考えられない。
命と経済どちらが大切なのか。
息子も尿検査でセシウムが検出された。
福島第一原発からのもの。
自宅の土のセシウムも１２０ベクレルを超えた。
今後何かあったら、誰が責任を取るのか？
誰も取らないだろう。
こんな世の中にしたのは、３月１１日の原発事故だ。
あの日から全てが変った。

子どもなくして未来なし。
子どもに安全な社会は、今の大人が変えるしかない！

徐々に０％ではなく、即時０％。
それが私の意見です。

24450 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 ゼロパーセントのシナリオを選択します 原則はゼロパーセントのシナリオです。
運転コストが安いという理由から原発を稼働させることは以下の理由から絶対に反対です。
1.人間に有害な放射性廃棄物を大量に作成され、無害にする技術が確立されていない。
ただ、地球の穴に埋めるというだけでは解決できない。
2.事故が起きたらその対策費用は税金や料金で賄われ、結局は何兆円もの費用は利用者の負担になる。
このようなことを考えたら運転コストが少し高くなっても良いから、自然エネルギーを活用した「エネルギーの未来」を選択します。

24451 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発はなくして下さい！ 人間が作ったものに１００％はありえません。
同じ過ちを繰り返す前に原発はなくして下さい。

24452 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発は今すぐゼロに。 福島原発事故が示したように安全な原発は存在しない。今すぐ再生可能自然エネルーギーへの転換を。

24453 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 ゼロシナリオを目指してほしい たとえ経済が縮小したとしても、国民の命と安全を優先するべきだと思います。

正直今までは、電力エネルギーについて全くといっていいほど興味はありませんでした。
気にも留めていませんでした。

プルサーマルも安全なものなのだと思っていました。
もんじゅも新しい技術なのだな、という程度にしか思っていませんでした。

しかし、今回の福島原発の人災により気づきました。
事故が起こって、今まで生活していた半径20km圏内の方たちを
立ち入り禁止にしてしまうような危険なものだとは知りませんでした。
その人たちが帰れなくなってしまう、故郷がなくなってしまう事になるなんて思ってもいませんでした。
ストロンチウムが骨にたまりやすいとか、
プルトニウムはティースプーン2杯で人類を死滅させてしまうとかいう
危険な物質だとも知りませんでした。

気づいたからこそ変えていかなければいけないと思います。

私が原発ゼロを掲げるのには主に「原発稼動により国民の安全が守れていないこと」という理由があります。
現在の状況でいえば、作業員の安全性守れていない、国産食材の安全が保たれていない、国民生活の安全が守れていない、ということがあると思います。

何故危険な作業をしなければいけないのか。
何故事故が起きたら手がつけられないようなものを作ったのか。
また、これから動かそうとしているのか。
何故国際基準より汚染されているものが安全だと販売されているのか。
何故日本産のものを輸入規制かけている国があるのか。
何故20km圏内の人は帰れないのか。故郷がなくなってしまったのか。
何故砂場などの計測結果がすぐに行われなかったのか。
疑問ばかりです。

疑問が残る案件を進めるのは時期尚早です。
再検討し、安全が保障できてから進めるべきです。

命があってこそ、緑があってこその経済、成長です。
逆では皆死んでしまいます。

また今回のような事故後の対応、
国民への情報開示不足、などにより生活する事への不安も感じています。

以上のように今ですら不安だらけであるのに
これ以上の思いを未来の子供達にはさせたくない。
核廃棄物なんてゴミも、託してしまうことは決まっているので
できるだけ少なく、もう増やさないでほしいと願っています。
安全を残してあげたい。美味しい日本の食べ物を残してあげたい。

すぐに原発ゼロにできずとも
出来るだけ早くゼロにする、3年、5年でゼロにする政策を
よろしくお願いいたします。
乱文失礼致しました。

原発ゼロシナリオを求めます24446 法人等法人等法人等法人・
団体等



24454 個人 無職 ６０代 男性 選択肢は、(1)ゼロシナリオです
原子力行政が、かけがいのない地球を汚してしまい
生活が一変した今、私達は将来の子供たち・地球の
ために、創意・工夫によりこの困難を何があっても乗り
越えなくてはならない。

原子力行政は失敗でした。多くの地球に住んでいる人々は、一握りの専門家の科学技術を過信し、大自然の驚異を甘く見て対応ができていなかったのが今回の事故でした。地球温暖化による
気象現象の凶暴化、地震の驚異を人間の力ではどうしようもないことがある現実を私たちはしっかりと認識しなければなりません。
人間は大自然と共生して生きているのです。人間だけが思い上がった知恵で地球を破壊させる権限は無いのです。原子力は一度事故を起こせばもう元に戻ることは出来ません。・・・このことが
重要です
エネルギー政策は方向を一変させ、大自然の中にあるエネルギーを活用し地球に優しく共生出来るものを活用しなくてはならない。太陽光・風・地熱・波力・水力・シームレスガスなど・・・政策を
転換して大量に発電所をつくればコストも量との反比例で安く安定して供給できる。原子力事故の代償と比較すれば安いことは明白である。
今ある原子力発電所は幸い多くが活動をとめているのでこの機会に廃炉へ持っていってもらいたい。廃炉後も使用済み核燃料処分の問題でも政策が決まっておらず膨大な時間と国費が必要
になろう。
これらのことから、国民生活も変える必要がある、自然エネルギー発電が大量に出来るようになるまでは、浪費を惜しまなくてはならない。過度の照明、ダラダラとしたテレビ放送、過度の冷暖
房など・・・
全国民の創意でこの大転換を実現して未来の子供、未来の地球に負の遺産を残さないようにしましょう。

24455 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 中学生と小学生二人の子供がいます。2030年まで？
それ以上？恐怖にさらされるなんて考えられません。
孫がいるかもです。未来を支えるのは今の子供たちで
す。

住みやすい町で安心して楽しく暮らしたい。もうこれ以上汚染してほしくない。

24456 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 ゼロシナリオを支持します。
私たちは未来の世代や環境への責任を担っているた
め、すべての原子炉を廃炉とし、新増設せず、自然と
共存する持続可能な国づくりへのシフトを希望しま
す。
意識の変革が必要です。

自然豊かな日本において、先の地震や津波からもわかるように、自然災害から100%安全でいられるという確証はどこにもありません。また、人の命や自然の犠牲の上に成り立つ経済成長は必
要ありませんし、日本はそのような国ではないと信じています。

私たちは日常生活において原発の恩恵を十分に享受して来ました。これから私たちは人口の減少という大きな社会変化に直面します。そして急速に変化する世界情勢の中で、今までのような
原発／火力依存から脱した新たな発展と成長の道を探り、国や私たち生活者の意識を変革することが必要です。ゼロシナリオを法制化し直ちに実施することは新たな形の繁栄への大きな第一
歩であると考えます。

私たちの子どもや孫達が安心して暮らせる日本を作りましょう。
24457 個人 無職 ６０代 男性 ゼロシナリオを強く望むし、再稼働も即中止すべき 稼働しても事故が起こらないようチェック体制を見直そうとしているが

その前に、確立させねばならない大きな問題がある。
それは、仮に事故なく正常に稼働しても核廃棄物は多量に発生し、それを無害な状態で処分する方法が決まっていない。
福島原発の核燃料の処分はどうするのか。
今回の福島原発事故が起きるまで私も恥ずかしながらこんなあやふやな状態だとは思っていなかった。

24459 個人 その他 ３０代 男性 (1)ゼロシナリオを選択します。
原発は要りません。即時停止を！

原発は要りません。即時停止を！経済を優先させる必要はない。もういいでしょう。十分です。

24458 「原発即時ゼロ」案を提案します。政府提案は地震活動期入りした日本においては、あまりにも遅きに失し、問題外。世界に対して日本の脱原発の英断と実行力を示し、脱原発・核兵器廃絶お
よびエコ革命で世界をリードする。
以下に実施方針を示します。
(1)立地予定敷地に断層（何らかの破砕帯・シーム等）が存在すると、原発立地不適格とする。断層の発生時期は問わない。立地後発見なら即時廃炉とする。米国カリフォルニア州では、断層
（破砕帯含む、活断層であるか否かは問わない）が見つかれば、それが過去のいつ形成されたものであろうと、立地条件不適格で、建設不可能。この点で、地震多発国、日本では現在のとこ
ろ、川内原発、玄海電発以外の原発は、すべて立地不適格であり、即時廃炉にすべき。
(2)４０年廃炉基準は、厳密に適用する。
設備の経時劣化、能力・機能の旧式化、最新技術導入の困難さ等から、期間延長は禁止。
(3)新安全基準に基づき審査し、追加安全対策（完全なバックフィット）を速やかに（２年内程度に）完了できないなら廃炉する。
(4)現在新規計画中および建設中の原発は建設中止すること。
(5)使用済核燃料は全量直接処分とし、乾式地上貯蔵とすること。
原子炉建屋のプールへの保管は中止すること。万一のプール破壊で放射能が大気に直接放出されるため。地震による断層破壊の恐れがある日本では、地下貯蔵は安全管理が行き届かなく
なる恐れがあるため不可。厳格に管理が行いやすい地上乾式貯蔵を行うこと。
(6)核燃料サイクルシステムは即刻中止し、「もんじゅ」「六ヶ所村の核燃料サイクル施設」は廃炉すること。
(7)例外として、今から数年内に廃炉を実行することを約束した場合、即廃炉（現時点で決定すれば、数年間の廃炉猶予時間を認めてもよい）であると認める。
代替発電設備を準備するまでの猶予期間を与えるため。現発電所内への新設備設置においては、環境アセス等は原則無くし、短期間でのチェック審査で代替する。
代替電源確保等の諸新対策
(1)再生可能エネルギー（特にバイオ発電：森林保護、間伐材やスギ花粉対策にもなる）利用を開発・普及すること。
(2)省エネ対策を強化すること。
(3)当面は天然ガス利用を強化すること
(4)特に原発立地地域の雇用、産業育成の目玉として、また既設送電線の有効活用の点から、天然ガスコンバインド発電所及び排熱利用産業を原発周辺に建設する。
(5)電力の自由化抜本改革（全電力小売りの自由化、発送電分離、新規事業者参入促進、総括原価方式の廃止等）を早急に行うこと。
(6)原発立地地域への電源立地等の交付金類は中止し、新規事業興し、雇用対策に衣替えすること。
脱原発を早期達成すべき理由
(1)原発事故は原爆と同じで被害が甚大で想定不能であり、受容限度を超える。事故のデインジャーは倫理的道徳的に許されない。いかに安全対策を施しても事故は起きることを前提に新たな
追加安全対策をとらなければならないというエンドレス循環に落ち入る。だから、結局事故を防止するには、原発をゼロにする以外に解決策はない。今即すべてを廃炉しても今後１０万年の間、
子孫に負の遺産を残すことになる。だから今後原発を運転したり、増設することはもっての外。
(2)高レベル放射性廃棄物は、１０万年後の将来まで管理が必要である。我々人類が責任管理できない長期に及ぶ。現状を観ると、大量の廃棄物が貯まっているにもかかわらず、未だ最終処
分場所も見つかっていないお粗末さである。これ以上廃棄物（使用済み燃料等）を増やすのはもっての外。
(3)各種自然災害はもとより、サイバーテロ、武力テロ・戦時の標的、ロケット・飛行機の墜落、突発的な精神的・肉体的異常による作業員の故意または過失操作等等、あらゆる事故発生原因に
対しての対策が必要であるが、実際には十分な対策実施は困難。
(4)原発と核燃サイクルの全体システムは原爆を作る材料と人材、システムを確保する裏の対策であり、これらは人類が持つべきでない技術と物質である。世界の核廃絶を目指すことを方針と
する日本にはマッチしない。
核爆弾の潜在力保持が目的なら、別途堂々と国民的議論を行い、国民合意のもと目的限定的な対策がとられるべきである。
(5)安全神話からの脱出が本当にできるか？　政府・電力会社・学者・メーカ―等原子力村の住人は、大飯原発再稼働の説明にみられるように安全は確保できていると主張し、安全神話から脱
出できていない。現実には、利益共同体だけで結論を下し、国民に対しては、ただ安全を確認済みであると叫んでついて来させようとしている。本来、原発の無限大の危険性）、放射能物質、使
用済燃料等の問題は広く国民の間に公開し、議論を尽くした上で、方針・結論を出すべき。
(6)原子力村の解体は無理ではないか？　本来は、原子力村の解体と独立性の高い新規制・監視制度の構築が必要である。しかし原発は超・長期・巨大ビジネスであるために、利権構造、利益
共同体が生まれる。金で強固に結ばれた政・官・財・学が再結集するはず。原発が存続する限り、原子力村は蘇生するはず。
新しい原子力規制庁の委員候補案が新聞報道されたが、規制を受ける事業者からの委員が５人中３人もいる。これは安全規制に手加減をする恐れがある。半数以上の委員は脱原発・反原発
や原発に厳しい意見を持つ人を選ぶべき。
(7)政府は「原発依存度をできる限り減らす」と言っている。２０～２５％案は現状実績値２６％との差異がほとんどなく、この案は政府方針に適合していない。
(8)政府資料では、原発事故が起きた場合の社会的費用は「１．７円/ｋＷｈ を下限として試算」としか記述されていない。下限ではなく、可能性として存在する最大想定値でも試算すべき。また原
発立地交付金、原発事故対策費用、賠償にかかる金額を明示すべき。さらには仮に東京都に放射能が流れてきたら３，５００万人あるいはその内半分の人々が、福島事故のように長期に避難
せざるを得ないとして、試算したケース等も例示すべきである。

「即時原発ゼロ」を提案します。政府「０％」案では遅き
にすぎます。再生エネ、省エネ、蓄電、各種新開発技
術による発電および当面天然ガス利用で対応し、エコ
電気で世界をリードすべき。

女性６０代無職個人



24460 個人 自営業 ４０代 女性 いまある原発を全機停止して　今後も作らない　輸出
もしない

原発がなくても電気が足りているから。

原発作業をする現場の労働者が被曝するから。

環境破壊がすさまじいから。

兵器のためなら　もう時代遅れだから。

24461 個人 家事専
業

４０代 女性 原発すぐに、０パーセントにして下さい。 福島の方々の、御苦労を思うと、他人ごとではありません。
日本は、地震が多い国です。いつどこで地震が起こるかは、誰にもわかりません。リスクが大き過ぎます。

原子力発電には、核廃棄物がついてまわります。
核廃棄物は、どこに保管するのでしょうか・・・原子力発電所を動かせば動かしただけ、核廃棄物は、生み出されます。
自分の家の庭に、どうぞおいて下さい。と言う人は、まずいないと思います。

原子力発電は、すぐに０パーセントにするべきです。

首都圏や、人口の多い地域の為に、離れた場所に原子力発電所を置いてもらい、電気を送ってもらうのは、申し訳なくて、もうお願いできません。
また、原子力発電が本当にコストが低く、他の発電方法より安いのか・・・が疑問です。
地震や災害対策の費用、核廃棄物の保管（百年単位の保管でしょう）費用がかかってきます。
今が方向転換の良い機会だと考え、省エネと再生可能エネルギーの技術を進めていけば、国内のみでなく他国にも役に立ちます。

私は、原子力発電の電気は使いたくありません。原子力発電は０パーセントにして下さい。

24462 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 今後のエネルギー政策 原子力発電はそのあり方の起承転結である結の部分にあたる処理方法が、未だ開発･解決されていない未完の発電方法です。核の廃棄物を現在も未来も出し続けることは、国民にとって一理
の特にもなりません。2012年夏、現在、計画停電の大変さを文句言わず受け止めている国民の無言の意思を理解してください。もう原子力発電は必要ありません。電力が減ることに対し脅しを
掛けていると思われかねない政治･経済界の言い分を国民は信じていません。３つのシナリオでは１のシナリオを選択するしかない提案方法を提示されていますが、１でも不完全です。

（以下その理由を挙げます
(1) 原発をいつまでにゼロにするか期限が示されていない
(2) ３つとも省エネの見込みが甘い（省電力たった1割で固定）
(3) 電源構成が化石燃料依存型でとりわけ石炭依存が大きい
(4) 自然エネルギーの導入見込みが甘い
(5) 温暖化対策と原発ゼロとを天秤にかけている
(6) 核燃料サイクル・再処理の余地を残している
(7) 電力自由化や発送電分離などシステム改革に触れていない
(8) ゼロシナリオでは重い負担や厳しい規制を印象づけている）

３つのシナリオではなく、第４のシナリオを早急に作成し、提示する義務があるのではないでしょうか。無駄な東京電力への支援金を半減し、メタンハイドレート等新エネルギー開発に血税を投入
し、あたらしい電力源開発を目指してください！それが国民の切なる願いです。その新しい姿勢と国のあり方を世界へ提示し新たな未来を描いてください。

24463 個人 その他 ５０代 男性 「原発ゼロシナリオ」を選びます。　　原発問題につい
て、

もっと自然エネルギーを推進してください。
もっと省エネルギーの取り組みを進めてください。

24464 個人 家事専
業

３０代 女性 (1)原発０％を希望します。 福島第一原発の収束ができていない中、原発を稼働するのは非常に不安を感じます。
もしまた東日本大震災のような災害が起こったら、同じような、もしくはさらにひどい原発事故が発生する可能性があるのに、どうするつもりでしょうか。
そうなってしまったら、日本はどうなってしまうのかと思うと、とても心配です。
福島第一原発のような事故が二度と起こらないように、リスク回避をすべきだと思います。

原発の事故が起きても、何事もなく、誰も避難することもなく、対処できるような技術ができれば原発の稼働には賛同しますが、現時点では賛同できません。

24465 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 原発ゼロシナリオを求めます。
早急に原発０の方向にエネルギー政策を変えて下さ
い。

　東京電力福島原子力発電所の事故から１年以上が経過しました。今もなお、高濃度の放射線に汚染された冷却水がもれて海水に流出するなど、原発の収束の見通しは全くたっていません。
除染もすすまず、多くの福島県民は帰ることもできず、職も保障されず、日々の暮らしの見通しさえたたない状態におかれています。子どもを持つ親は、福島だけでなく、全国で、日々放射能汚
染におびえています。
家族、地域の豊かな日常と、未来をズタズタにした、東電と国はなんの責任もとらず、保障も不十分です。特に、子どもの命を守るための施策もほとんど行われていません。
　原発から出される大量の放射性廃棄物、プルトニウムは処理する目処も無いままたまり続けています。人の手によって処理できず、何十万年も汚染しつづけるものを子々孫々まで残すわけに
いきません。エネルギーよりもなによりも命が大切です。
　これ以上被害を拡げないために、日本政府は早急に原子力に頼らないエネルギー政策に切り替え、原発からの脱却を図るよう要求します。

24466 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 技術的実現性、発電コスト、エネルギー安全保障、国
際的に進む原子力開発への影響力確保の観点から、
２０～２５シナリオを選択する。

１．再生可能エネルギーの数値の欺瞞性
２０１０年時点で１０％となっているが、その大部分は水力であり、一見２０％も遠くないように見えるが、伸びは太陽光や風力に、２０倍以上を期待しており、その実現性は夢物語といわざるを得
ない。例えば、太陽光については個人住宅の屋根に強制的に設置させるような計算になっているが、耐震性だけの問題ではなく、屋根に重いものを載せて狂いが生じて雨漏りが生じる問題が
ないのか等、持ち主にとって不安な要素があり、日本は自由主義の国であるから、その判断はあくまで個人に委ねられるべきである。日本はいつの間に全体主義国家になったのか。
また、太陽光にしても風力にしても耐久性が実証されておらず、コスト計算にも不確定性が大きい。例えば、太陽光の場合、直流から交流に変換するインバータの寿命は通常１０年程度であろ
う。
２．発電コストと経済への影響
試算例でも示されるように、０シナリオが最もコストが高いが、このような表示では単に家庭の電力料金だけが上がるような情報しかなく、電力料金の高騰は前経済活動に影響して、全ての物価
上昇につながり、一方、国際競争力がなくなって国内産業が衰退し失業者が増加する可能性までは議論されていない。このような情報まで提示した上で選択肢の議論をするべきである。
３．エネルギー安全保障
日本が、あの悲惨な第二次世界大戦突入していった直接的な原因が石油の輸入を欧米から差し止められたことにあったことを忘れるべきではない。
再生エネルギーに過大な期待をして、もし、実現できなければ、その分を化石燃料に頼るシナリオになっている。化石燃料はほぼ全量が輸入に頼らざるを得ない日本にとって、量、価格両面で
海外の戦略に巻き込まれることは必須であり、少しでも、そのリスクを避けるのが国家存立の基本であるべきである。
４．国際的な原子力開発への影響力
アジアを中心としたエネルギー需要の急増への対応は、原子力以外にないというのが国際的な共通認識であり、日本が仮に脱原発をしたところで、その流れは止められない。原子力の安全性
向上は、世界共通の課題となってきている中で、福島事故を引き起こした国として、経験を世界に提供していくことが責務であるし、そのためには国内の原子力産業基盤が存続する必要があ
る。

24467 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ３．１１を経験した私たち日本人がなすべきことは原発
からの撤退です。原発をなくし、再生可能エネルギー
の普及と低エネルギー社会をめざすべきです。

３．１１の福島原発事故を経験した私たちが一番にすることは日本から原発をなくすことです。
福島の人びとの家、土地、夢や希望、そして命まで奪った原発を私は認めることはできません。
また、原発事故は福島だけでなく、日本中に世界に放射能の汚染と恐怖をまき散らしました。この責任は重大です。今、政府が取るべき道は真っ先に原発からの撤退を国内外に宣言し、原発ゼ
ロにむけて歩み出すことです。その道のりも険しく大変な事業です。それを世界に先駆けて進むことが日本の取るべき道だと考えます。原発の再稼働や輸出など論外です。何故、そのようなこと
ができるのか到底理解できません。企業が栄えれば人々の暮らしや営みはどうなってもいいという発想は本当に信じがたく、情けないです。
原発に頼らなくてもエネルギーは十分に賄えます。もちろん、低エネルギー社会への転換も必要です。再生可能エネルギーの普及にもっと力を入れ、原発に頼らない低エネルギー社会をめざす
べきと考えます。

24468 個人 その他 ４０代 男性 0％を支持します。 原発推進側の「勉強会」の内容が、核燃サイクル小委員会の決定に影響しているという検証チームの結論が出た以上、それを参考にエネルギー環境会議に提出された3つの選択肢もまた、無
効もしくは検討し直す必要ありと思います。
それでもまだ、3つの選択肢を押し通すおつもりなら、断固として0％を支持します。

24469 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 2030年のエネルギー・環境に関する３つの選択肢に
おいて、
私は、原発依存度はゼロにするべきと考えます。

今回の福島の事故によって原発は人間がコントロール出来るものでないことを
痛感しました。

事故以前にはこれまであまりよく考えないまま、
原子力によるエネルギー政策を受け入れて過ごしてきましたが、
今回のことを機に、再生可能エネルギーによる安全な社会、
新しい世界を目指すべきと考えます。

今後、再生可能エネルギーや自然エネルギーに関して、
今まで以上に取り組み、その分野で日本が世界の手本になる技術を
持つことが出来れば、国のためにもなることなのではないでしょうか。

今までずっと原子力によるエネルギーを使い、
核燃料の問題ってきたので、
代替えエネルギーの問題は簡単ではないかもしれません。

使用済核燃料プールや放射性廃棄物をどうするのかについてもずっと
取り組まなければならない。

多くの問題を抱えているからこそ、
これからの方向性を間違ってはいけないと思います。

将来、何十年か経った時、原子力エネルギーの問題や事故について、
子孫が、あの時、脱原発に向けて判断してくれてよかった、正しかったと
思われるように、今私たちが決断する時だと思っています。

24470 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 ゼロシナリオを指示します。「2030年までに」ではなく、
すみやかに原発稼動をゼロにしてください。自然エネ
ルギーを拡充させる政策に、舵を切るべきです。

3つの選択肢からはゼロシナリオを指示します。原発は稼動し続ける限り、核のごみが出続けます。しかもその処理方法が決まっていません。また、ひとたび事故を起こせば、今回のように広範
囲に放射性物質を拡散させます。「原発事故で直接死んだ人はいない」ですが、原発事故がおきたためにふるさとを、家を、仕事を、あらゆるものを奪われ、命を絶った人もいるのです。原発は
もういらない、それが私たちの思いです。
また、ゼロシナリオは2030年の設定ですが、すみやかに原発稼動をやめるべきです。子どもたちに安心できる未来を手渡すために、いい判断をしてください。

24471 個人 無職 ６０代 男性 国政における戦略性とはいったい何なのか？このよう
なレベルの低いパブリックコメントを相変わらず続ける
政治家・官僚たちに申し上げる。

終戦から６７年、吉田首相から始まった米国服従の歴史を打破できないままこの国の行政は奈落の底に落下している。官僚出身者が内閣を牛耳り、民意などまったく聴く耳を持たない。原子力
政策は事故以前まで推進すべしとの立場でありながら国家的危機を招いたにもかかわらず責任は誰もとらない。今般のパブリック・コメントについては設問がまったくレベルが低くコメントのしよ
うがない。原子力とクリーンエネルギーについての数十年後の割合を例示して国民に同調を求めるいわば誘導作戦に他ならない。戦後の政治・行政を反省したうえで今後いったいどういった道
を進むべきなのか国民にまず示し理解を求めるべきではないか？将来戦略がないまま何パーセントがよいか？なんて質問は国民をバカにしている証拠である。国民に向けてまず発信すべき
は、１）原発廃止とその理由、２）原発ゼロにするまでのシナリオであり、何も戦略が示されていないのに何年後／何パーセントかを国民に聴くことは政府の無能ぶりを示しているにすぎない。レ
ベルの低い日本国民に対してさもレベルの高そうな設問に思えるがなんともお粗末なパブリック・コメントである。国民会議で露呈されたやらせ体質が今後も政治の主流規定路線として生き残っ
ていくのであろう。原発事故の後始末は大変ではあるが、いずれの日にか立ち直ることができると信じている。国家戦略として今の日本にまず必要なのは１）子育て支援、２）日本民族国家か多
民族国家かの選択である。公務員以外では２極化が進み、幸せと不幸せが欧米化してきている。しかしながら日本は基本的に単一民族国家であり、その単一民族が２極かしてきているのであ
る。白人国家（他民族国家）のように移民族は圧倒的にWorkerとして国（白人）を支えているとまったく意味合いが違うのである。１００年以上すみ続ける欧州の住宅と約３０年で建て替える日本
の住宅が国の戦略をよく現わしているではないか？国土を削り又築き、稼いだ金のほとんどを住宅につぎ込む。これは働きアリが国家を支えるという強烈な戦略であったと思う。土建国家たる
所以である。アリ塚を作っては壊し又作る繰り返しが日本国家なのである。不幸せな国家なのである。

24472 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 日本は原発ゼロを目指すべきです。 福島の原発事故から１年をすぎても、いまだ原因究明にも至っていない状況で、原発の再稼動なんてありえない！と思っていましたが、あっさりと大飯原発は再稼動してしまいました。関西の電
力が足りなくなると懸念されましたが、そんなことはありませんでした。国民全体が節電を意識し実行することで、関西だけでなく全国で電力の供給は足りています。国民を甘く見ないで下さい。
みんな福島のためにがんばっています。
原発は一時的に大きなエネルギーを生み出すかもしれませんが、福島で経験したように、事故が起きたときの制御はきわめて困難で、周囲への影響は計り知れません。さらに、後世にわたって
核廃棄物の問題を残します。今の便利さを求めて、私たちの子供・孫たちの世代に責任を押し付けてよいのでしょうか。
日本全体が豊かさとは何かを考える時にきています。冷暖房がゆるくなり、明るすぎる照明が減り、自分の足で歩くことが増え、心豊かに過ごせる社会となるよう、原発をゼロとし、他のクリーン
エネルギー、太陽光や風力、地熱などを活用していくことが重要だと思います。

24473 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発依存度を低下させるのは良いが、それに代わる
再生可能エネルギーはまだまだ安定性等未確認であ
り２０～２５％が妥当である。また産業空洞化により国
の疲弊が懸念されることも理由である。

再生可能エネルギーの内太陽光・風力・波力等は安定性に欠けコスト高である。自然エネルギーの中で安定的な大型水力は計画から運転まで時間がかかる。そうした中で原発をある程度で維
持することが必要不可欠である。産業を見ると現在でも日本企業がその地位を低くしその結果数千人のリストラの記事が新聞紙上で毎日見られる中で更に電気代が上がり競争力を失い国内
での産業が成り立たなくなることは絶対避けねばならない。車による事故死者はこれまで何十万人もあり怪我した人の数は想像も出来ない。それでは車をなくすかというとそうは行かない。やは
り便利さとリスクの調和の上で成り立っている。原発も同様だと考える。

24474 個人 自営業 ６０代 男性 原発による発電の割合は、０％にするべきである。再
生可能エネルギーを増やしていけばよい。原子力発
電は、いったん事故が起きると取り返しのつかない状
態になるので、速やかに廃止するべきである。

原子力発電事故が人の生活を含めた自然環境に対する破壊的な影響の大きさは、福島の事故を見れば明らかです。事故の大きさ、リスクの大きさを金額的に表したかったら、原発事故保険を
民間の保険会社にやってもらえばよい。そうすれば保険掛け金で原子力発電のリスクの大きさが分かります。そしてこれが原子力発電による発電コストに上乗せされ、原子力による電気のコス
トがいかに高いかが分かるでしょう。
このように大きなリスクを抱えて原子力発電を続けていくことは、愚かとしか云いようがありません。幸いなことに日本には再生可能エネルギーとして使えるものが沢山あるようです。太陽光発
電、風力発電だけでなく、地熱発電、波力発電、潮力発電などもあるようです。沖縄は、黒潮による潮力発電と太陽光発電でかなりの程度まかなえてしまうのではないか。
原子力発電関係に使っている無駄な予算＝税金を、再生可能エネルギー開発に振り向ければ、あっという間に原子力発電による発電量を超えるものが出てくるでしょう。
「原子力発電をベースにしているため世界でも高い電気料金→経済競争力の低下→皆が不幸になる」をやめて、「再生可能エネルギーをベースにした安価な電気料金→経済競争力のアップ→
皆が幸せになる」に転換していくべきです。
これに反対する人は、今の仕組みの中で不当な既得権益を貪っているからでしょう。
以上

24475 個人 家事専
業

３０代 女性 可能な限り早く原発ゼロを実現すべき。再生可能エネ
ルギーの利用も可能な限り早く、上限を決めずに割合
を増やしていくべき。

　原発は可能な限り早く全廃すべきだ。その理由は以下の通りである。
　確かに原発は二酸化炭素を排出せず、少ない資源で効率よく電力を得られるという利点がある。エネルギーを大量に消費し、資源に乏しい日本にとってこれは大きな利点である。
　しかし原発の欠点は利点と比べ物にならない。東北大震災によって、原発の一番の欠点は原発事故による人命、健康の危険にあることが再確認された。事故の可能性をゼロにはできない。
しかも原発事故はおこってしまったら、発電所の作業員だけでなく、周辺の住人の命や健康が侵される危険があるのだ。さらに人々の生活も壊されてしまう。他の発電所に事故が起きたとして
も、このような甚大な危険性は生じないであろう。被害の規模や性質が全く違う。
　原発をゼロにすればこれらの危険性はゼロになる。一方原発をゼロにした場合の弊害は、小さいものだ。確かに二酸化炭素排出量をおさえるため、また電力不足のため経済活動や家庭生活
に不便とがでてくるだろう。しかし原発ゼロを実現するためには、計画停電や更なる節電に協力する国民が大多数なのではないだろか。原発事故の影響を受けない地域の人々も、生活の不便
という負担を分担する覚悟は十分にあると思う。その意味で、弊害は小さいと考える。しかもこれらの弊害も、再生可能エネルギー技術の向上によりさらに小さくすることができるのである。



24476 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 ゼロシナリオを進めていくべき 　当面の経済活動や、税・電気料金の一部を原発立地自治体へばらまき続ける政策の転換は必要で、いまだに利権に浸った政治家・首長・学者等の暗躍が耳に入ってくる。また、専守防衛を
国策としている国にあって、核技術を持っていることが防衛力につながるなど、軍事転用をほのめかす政治家や学者がいるが、他国を攻撃しない国として核技術をどのように使用する気である
のか？
　国の将来を考えるとき、企業はその担い手である若者達に雇用の機会を広げず、経済界の発する声は、現状維持のままで電力を要求し、安全策の見通しが立っていない原発を、政府と一体
となって動かしてしまった。もう、これ以上の再開はしないで戴きたい。

　私の意見としては、東北地方の早期復興はもちろんのこと、再生可能エネルギーの技術力アップや拠点の拡大に並行して、シェールガスやメタンハイグレードなど代替エネルギーの新規開発
や新技術の確立、さらには政府が発表した車両のＥＶ化普及策等々の政策を、一体的・複合的に進めることで脱原発依存に近づく考える。　これからの日本に喫緊な課題として、東北の全力復
興・エネルギー政策の転換・若者の雇用拡大（(1)雇用による社会生活水準の向上と税収の増加。(2)安定雇用と社会保障の拡充に伴う少子化の減少。(3)次世代を担う若者の雇用拡大こそ、
「老・壮・青」の多世代が共に暮らせる社会の基盤。句版壮高齢化社会への最大の福祉である）＝雇用こそ最大の福祉である。

24477 個人 無職 ６０代 男性 直ちに、原発ゼロを望みます。 今後の予期せぬ災害に、技術的に対応できる保証がありません。
経済的、環境的に、原子力発電を選択する必然性がありません。
次世代に廃棄物処理を委託せざるを得ないわけですが、将来にわたって安全を担保する保証がありません。
JCO事故対応、東電の事故隠し、今回の事故での政府対応のお粗末さを視るにつけ、当事者を全く信用できません。
以上の理由で、直ちに原発を廃止すべきと考えます。

24478 個人 無職 ７０代 男性 エネルギーに関して3つの選択肢の提起の仕方はお
かしい。
まず、
1原発反対、賛成を聞く。
2賛成者にはその内容を具体的に聞く。その中ではじ
めてシナリオを考える。
わたしは原発は反対です。

福島原発の事故原因もはっきりしない現在、原発は稼働すべきでない。メルトダウンが起こった結果、その処理の仕方もわかっていない。放射能が拡散している。避難されている方が多くおられ
るににもかかわらずほとんど対策はされていない。
国は国民に対し情報公開を含め、国民の立場に立つべきである。現政府はそれが出来ていない。
パブリックコメントがどれだけ集まったか、内容を含め具体的に発表すること。
政府の都合のいい処理の仕方は絶対しないこと。
原発関係者はまた「やらせ」をすると思う。

24479 個人 自営業 ４０代 女性 「エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見

即刻「原発０」を主張！

負の遺産である核廃棄物も、これ以上未来へ残して
はならない。
再生可能エネルギーの比率増に、国力を上げるべ
き。

「2030年からの原発比率」という前提になっているが、今すぐに「原発０」とするべきだ。

これから2030年までの間に、原発がある地域で大地震が起こる可能性は十分にある。

安全性が不確かであることが明白になった今、原発の再稼働は容認できない。

また蓄積される一方である核廃棄物についても、問題の先送りであり、未来への負の遺産となる。

再生可能エネルギーの比率を増やすことは、技術大国日本のあるべき姿である。

24480 個人 その他 ４０代 女性 現政府の原子力エネルギー政策に反対します 終息させられない福島第一原発の問題をないがしろにしたまま
他の原発を再稼働させる為に「電力不足だから」と嘘の情報を流し続ける
現政府の態勢に断固反対です。
原発は全て廃炉、新しいクリーンエネルギー政策に転換していくことこそ
日本の未来になる為のものです。
原発助成金で潤っていた町には新しいエネルギー開発の為の補助金を。
新興電力会社の電気でも、消費者が選んで買えるインフラ作りを。
個人消費者が自家発電をもっと増やせるよう自治体には助成金を。
新しいエネルギーが日本で回り始めれば、そのエネルギー産業で
地元の雇用は促進され、その地場は活性化し、個人は健全な消費を行い、
企業は健全な収入を得られる。そのことで、日本の税収も安定します。
エネルギー転換はいいことづくめです。

原発による既得益を捨てる勇気を持ち、
「すべて国民は、健康で文化的な最低限度の生活を営む権利を有する。
国は、すべての生活部面について、社会福祉、社会保障及び公衆衛生の向上及び増進に努めなければならない」
という、憲法第二十五条の条文をもう一度政府は守り直すべきです。

原発再稼働に反対し、毎週国会に集まる大群衆の願いを
いつまでも政府が無視し続ければ、日本は滅びる事になります。

原発再稼働反対。断固反対。絶対廃炉！

24482 個人 その他 ４０代 女性 今回の原子力規制委員会の人事についてです。人選
のご考慮を改めてしていただきたいのです。

原発を全て停止し、火力、地力、風力等の自然燃料でまわって行く日本、世界のお手本、他の国々から羨ましがられる美しい日本国にすべきです。

現状の人選では何も”規制”にはならないと思います。
今まで、日本人は世界で最も尊敬される民族でありました。どうかその尊い、世界からの日本人への見識を覆さないようなご判断をお願い致します。

24483 個人 家事専
業

３０代 女性 原発はいらない。即刻原発ゼロに向かって動くべき。 福島・関東圏の放射能汚染をみればその理由がわかるでしょう。大地震は必ず来ます。原発がある限り、放射能汚染事故は無くなることは無い。原発ゼロにして、日本の国土を復活させ、また
守っていくべき。

24484 個人 自営業 ４０代 男性 原発ゼロシナリオを選択します。
ここで舵取りを謝ったら日本が犯した世紀の愚行と語
り継がれてしまう。

大局で言えば日本の極端な経済至上主義が引き起こした事。
GDPが何位であろうと、人間としての幸せ、自然との調和、安心・安全が経済と一部の既得権益の受益者によってないがしろにされている事実自体が異常。
例えばイタリアでは国民投票で原発を却下し、それがなくても電気代は日本より安く国民の幸せ度は高い。

・原発が稼働せずとも電力が足りているという報道データ。
・そもそも日本の将来は経済至上主義から脱却すべき、という大局観。
・そのかわり「課題先進国」たる日本はその課題の解決（少子高齢化、都市集中、温暖化、環境汚染、復興、自然災害、空き家、そしてエネルギー政策 等）に資源を集中させて問題解決をビジ
ネスにビルドアップすべき。これらの問題はいずれ世界の問題になるので調和の取れたビジネスモデルを開発できる可能性が高い。
・とりわけグリーンエネルギーの将来的可能性は高い。脱原発の覚悟を決めて長期的視野で事にあたるべきだ。

24485 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発廃止について 原子力発電所の再稼動を即刻中止して頂きたいと思います。福島の事故で露呈されたように、安全性は確かなものではありませんでした。また、再稼動するにあたっても充分な安全対策が取
られているとも思いません。電力不足による経済低迷、社会や生活へ与える影響は多大なものかもしれませんが・・・今止めるべきときではないかと思います。宜しくお願い致します。

24486 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 2030年までに原子力発電をゼロにする、ゼロシナリオ
を支持します

日本の原子力政策の破綻は明らかであり、これだけの損失をもたらした責任の所在さえ、いまだ明らかにされていない。また、使用済み核燃料の処分の方法は確立されておらず、今後数千年
という単位で、後世の日本人、さらには人類に巨大な負の遺産を残すことになる。現状で原発を継続、推進することは、大きな罪である。原子力政策を今まで推進してきた官僚、業界、学者・専
門家がこれからも政策を担うなら、戦犯が戦後の体制を動かすようなものである。まさに民主主義に対する挑戦である。国土と国民の生命を守ることが政治の基本である以上、政治家はこれ以
上原発を進めるべきではない。

24487 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 エネルギー・環境に関する選択肢にあるような国が経
済活動に影響を及ぼす数値を国民に選択させること
に反対である。自由競争の経済原則にのっとって安
価な原子力は安全確保の上フルに稼動すべきと考え
る。

国が経済活動に介入するほど、その国は衰退していくことは共産主義政権で実証済みである。エネルギー選択は経済活動の中で結果として数字がでるものと考える。再生エネルギーは現状で
は助成しない限り経済上は成り立たない。わが国も強制的に買わせる賦課金制度を導入した。共産主義の中国でのみ、再生エネルギー設備産業が発展していると聞いている。原子力は実績
のある安価なエネルギーであり、いままで産業を支えてきた。安全が確保された原子力発電設備は速やかに稼動させるべきである。将来的にゼロにしたいという人が存在することは認めるが、
原子力をフル稼働させ、経済活動の自由競争の中で安価な代替エネルギー産業が成長するような施策を検討することのほうが重要と考える。

24488 個人 家事専
業

５０代 女性 原子力発電の即時廃炉。 原子力災害は一度起きたら高濃度の放射能汚染で国土が汚れ、取り返しがつかない。たとえ安全に稼働できても、作業員の日常的被ばくの上に成り立つ電力など言語道断であり、放射性廃
棄物の処理方法も人間の手には負えず、後世に負の遺産を残し続けることになるため。原子力発電がないと経済が回らないようなシステムから改変すべき。国民の血税を湯水のように使って
きた時代はもう終わり。国民は全て知ってしまったのです。

24489 個人 自営業 ５０代 女性 3　20-25％　そもそも原発推進は、温暖化対策・脱化
石燃料依存からの脱却(不安定な中東情勢に左右さ
れない為)だったのでは？将来必ず日本の技術で脱
原発もできると信じていますが現状は夢物語です。

もっと国は、過去ののデーターなども提示しつつ国民の不安を解消するべきです。低量の被ばくがあまり心配のいらない事も周知させてください。ヒステリックな感情論に振り回されていると、子
供たちの心の生育にも影響が出ると思います。不安をあおる報道が先行して、疑心暗鬼になり過ぎています。今は国民全体が白か？黒か？の二択しかできないような状態で、グレーゾーンが
あまりにも狭すぎます。火力に頼るのはあり得ない選択肢だと思いますし、自然再生可能エネルギーも現状の技術では日本には不向きです。買い取り価格の設定も高すぎます。古いタイプの
原発は廃炉にして、新しいタイプのものと替えてはいかがでしょうか？せっかく第三世代の新しい原発技術を持っているのですから。

24490 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原子力の安全に対する基準を明確にし、遵守すること
を前提として、電力の率は20％前後が望ましい。再生
可能エネルギーは導入努力は必要だが、根拠がない
まま導入目標を立てるのは如何なものかと思う。

原子力の代替エネルギーが、示されていない。化石燃料なのか、再生可能エネルギーなのか、化石燃料でも、天然ガスなのか、石炭なのかが不明瞭である。仮に化石エネルギーだとした場合
でも、温暖化対策や化石燃料の入手でのリスクが検討されていない。また、再生可能エネルギーとしても、太陽光発電ばかりが注目され、どの発電設備でどの程度発電するかが、示されていな
い。このような不明慮な仮定が多いことから、現状維持が望ましいと考えられる。ただし、原子力の安全性については、徹底的に議論することが大前提である。そのためには、1~2年間の停止は
いたしかたない。

原子力発電は国策として推進された経緯があるにも係わらず、過去、国は日本国憲法の視座から原発事業を考察したとは見受けられない。日本国憲法の理念にあっては、原子力発電は棄却
すべき発電システムだからである。
また国は原子力事業者を監視する役目を怠ってきたと考えざるを得ない。原子炉立地審査指針について厳密に守られたとは言えず、有名無実と化している。

日本国憲法の前文では、安全と平和的生存について、このように謳っている。

「日本国民は、恒久の平和を念願し、人間相互の関係を支配する崇高な理想を深く自覚するのであつて、平和を愛する諸国民の公正と信義に信頼して、われらの安全と生存を保持しようと決意
した。われらは、平和を維持し、専制と隷従、圧迫と偏狭を地上から永遠に除去しようと努めてゐる国際社会において、名誉ある地位を占めたいと思ふ。われらは、全世界の国民が、ひとしく恐
怖と欠乏から免かれ、平和のうちに生存する権利を有することを確認する。
われらは、いづれの国家も、自国のことのみに専念して他国を無視してはならないのであつて、政治道徳の法則は、普遍的なものであり、この法則に従ふことは、自国の主権を維持し、他国と
対等関係に立たうとする各国の責務であると信ずる。
日本国民は、国家の名誉にかけ、全力をあげてこの崇高な理想と目的を達成することを誓ふ。」

また基本的人権を謳う同憲法を最高法規と規定している。

「第97条　この憲法が日本国民に保障する基本的人権は、人類の多年にわたる自由獲得の努力の成果であつて、これらの権利は、過去幾多の試錬に堪へ、現在及び将来の国民に対し、侵す
ことのできない永久の権利として信託されたものである。
　
第98条　この憲法は、国の最高法規であつて、その条規に反する法律、命令、詔勅及び国務に関するその他の行為の全部又は一部は、その効力を有しない。」

しかしながら原子力事業において生じる核廃棄物は、劣化ウラン弾などの核兵器として軍事転用されうる科学的事実がある。過去、関西電力はアメリカ・ＵＳＥＣ社に対し、劣化ウランを譲渡した
と聞く。他国それも核兵器を現に有する軍事大国に渡った劣化ウランの行く末を案じず、その責任を負わないとするならば、日本国憲法の理念、特に第９条に抵触している可能性がある。アメリ
カ軍にはイラク攻撃において劣化ウラン兵器を使用した事実がある。

核燃料および人工放射性物質は、そもそも人体・自然環境に対し、有害である。予防原則の観点から、放射性物質は無いことが望ましい。
「内部被曝の脅威」（ちくま新書）によれば、ICRPは「放射線には、安全と危険を分ける「しきい値」はあるが、発癌と遺伝的影響に関してはしきい値はないものとする。」と考えている。また「ECRR
は現行の国際放射線防護委員会が設定する一般人の許容限度、一ミリシーベルト／年を〇・一ミリシーベルト以下に、労働者の限度も五〇ミリシーベルト／年から〇・五ミリシーベルト／年に
引き下げるべきだと主張している。」（同書）という。

原子力発電所での労働に従事される方々は日々、放射線被ばくの懸念を抱えておられることとご推察する。過去、５ミリシーベルトの被ばくによって労災が認定された労働者の方がおられると
聞く。生命・健康を犠牲にする原発は存在してはならない。
平時において、青森県・六ヶ所再処理工場では年間３３京ベクレルもの放射性物質を放出していると聞く。シビアアクシデントがなかろうと、原発の存在そのものが、日本国憲法に違反している
のだ。

また原子力委員会が昭和39年5月27日に定め、平成元年3月27日一部改訂した原子炉立地審査指針にはこう明記されている。

「1. 基本的考え方
　1.1 原則的立地条件
　　　原子炉は、どこに設置されるにしても、事故を起さないように設計、建設、運転及び保守を行わなければならないことは当然のことであるが、なお万一の事故に備え、公衆の安全を確保す
るためには、原則的に次のような立地条件が必要である。
　（1） 大きな事故の要因となるような事象、例えば立地場所で極めて大きな地震、津波、洪水や台風などの自然現象が過去になかったことはもちろん、将来にもあるとは考えられないこと。ま
た、災害を拡大するような事象も少ないこと。これは例えば隣接して人口の大きな都市や大きな産業施設があるかとか、陸、海、空の交通の状況などの社会環境や、地盤が軟弱といった自然条
件を考慮することである。」

ここに注視して頂きたい。
「台風などの自然現象が過去になかったことはもちろん、将来にもあるとは考えられないこと」を条件としている。地震、津波だけではない。台風が過去一度でもあった場所に、原発があってはな
らないのだ。現在、福島第一原発・４号機のプールに沈められた使用済み核燃料の回収が困難を極める状況にあり、長期におよぶ回収日程を余儀なくされている。台風が福島に迫るのを知る
や、建屋崩壊の危機に思いを馳せる。ひとたびシビアアクシデントが起これば、津波ひとつ、台風ひとつが命取りになることを、この原子炉立地審査指針は承知しているのだ。これは活断層の
調査だけでは足りないことを示している。台風のひとつも、過去にあってはならない。ところが現在の原子炉立地地域において、一度たりとも台風ひとつ来たことがない土地は果たして幾つある
のか。過去、地震ひとつ無かった土地は幾つあるのか。変動地質学の渡辺満久・東洋大学社会学部教授によれば、活断層の分野では、過去最近の変動を調べるならば、２，３０万年前まで遡
る必要があるようだ。

 日本国憲法の希求する安全と平和的生存を実現させるためには、平和憲法の理念に真に立ち返り、厳密に遵守することから始めなければならない。
われらの基本的人権を、そして地球上の全生命をおびやかす全ての原子力発電をゼロにすることが、今を生きるわれわれの責務である。

「（１）ゼロシナリオ」を求める。理由は２点ある。第一
に国と原子力事業者は日本国憲法前文および第９条
に違反している。第二に国と原子力事業者は原子炉
立地審査指針に違反している、と考えられるからであ
る。

男性４０代無職個人24481



24491 個人 学生 ２０代 女性 脱原発（C 0%）を望みます。
世界的に再生可能エネルギーへの関心が高まる今、
日本の持続的な発展を考える上で脱原発は必ず必要
であり、国の方針が確定しない状態での原発再稼働
に強く反対します。

エネルギー政策について、今後脱原発（C 0%）を望みます。
原子力発電に反対する理由は何点かありますが、最も大きな理由はその安全性への強い疑問と事故が起こった時の損失の大きさ、そして国民一人一人の意思が尊重されない点にあります。
昨年３月１１日に起こった福島第一原発事故は、世界的にも稀にみる大事故で、とても多くの方が放射線の被害にあい、今も故郷に帰れず、農家や漁師の方は風評被害に苦しんでいます。こ
のような甚大な人的、物的被害を受けたにも関わらず、なぜ政府は脱原発の指針も出さずに原発再稼働を押し進めるのでしょうか。なぜ、原発再稼働反対運動の声は無視されてしまうのでしょ
うか。

今回の事故に関わらず、原子力発電所の設置は1999年東海村JCOの事故のような前例があるように一度限りではなく、地震のリスクを考えると、もはや今後「想定外」は通じません。
そして、事故の影響を受け、また事故の危険性を押しつけられているのは、地方の方々です。今回の福島原発の事故の後も、被災された方々に政府は満足な補償ができているでしょうか。彼ら
の権利は一体誰が補償するのでしょうか。
原子力発電所の設置に関しては、原子力発電所が地方の雇用を生み出すという見解もあるかもしれませんが、再生可能エネルギーで地域活性に成功した高知県檮原町のような例もありま
す。原発設置による地方交付金は、むしろ地域活性のための市民の選択の機会を奪っているように感じます。

原子力発電所の廃止による経済的な影響が、という意見もありますが、原子力発電のコストがリスクマネジメントのためにどんどん上増されて高くなるのに比べ、再生可能エネルギーであれば
シェアが広まれば広まるほどコストが下がり、経済パフォーマンスはむしろ良い、という試算がドイツですでにされています。地震大国日本では、リスクも高くその分リスクマネジメントの費用もア
メリカ等に比べ莫大なはずです。今後、福島の事故を受けて基準も上がることが予想される中で、政府はどのような方針を描くのでしょうか。
すでに地方自治体レベルで再生可能エネルギーへの取り組みはされていますが、長期的なスパンで戦略を描き、リスクの補償を行っていくのは政府のはずです。
日本には高い技術を誇る企業も存在し、補助金による再生可能エネルギーの促進、早期シフトは大きなメリットがあるのではないでしょうか。そのためにも、脱原発の国としての方針が必要だと
考えます。
ぜひ、短期的な利益ではなく、長期的な視点で、具体的な方針を打ち出してほしいと考えます。

このように、市民の声を届ける場を設けていただけたことは、国民一人一人の意思を政策決定に反映していく上で大きな一歩だと思います。
3.11後、日本は大きな転換点にいると思っています。膨らむ国債と少子高齢化、新興国の台頭による日本企業のプレゼンスの低下、2008年以降の経済低迷とそれに伴う失業率の増加、若者の
就職難・・・このような危機的状況に起こった大災害。
日本の社会が大きく揺らいでいる今、日本の社会を支えていく責任は、政府だけに任されているとは思いません。政府も企業もNPOも市民一人一人も、一緒になって考えていくべき問題です。
エネルギー政策は、このような中で日本の今後に大きく関わる方針です。このため、多くのセクターを超えた話し合いの場が必要だと考えます。
政府に対し、一般に開けた情報公開と、対話による意思決定を要求します。

24492 個人 自営業 ４０代 男性 ２０３０年段階の全電源に占める原発の比率について
は
原発０％シナリオ　が妥当です

世界に誇る日本の省エネ技術をフルに生かせば、エネルギーの輸入を減らすこともでき、
その技術で外貨を稼ぐことが出来る。
日本全体の今後の経済成長を考えたうえでも、原子力を存続させた場合の方が、
「経済的負担が重くなる」のが現実。

尚、現在ある原発についても即時廃炉とする。
引き延ばせば負の遺産が増えるばかりです。

24493 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ゼロシナリオを選択します。 普通に考えて。
とても大きな失敗（損失）があった時、その問題点を検証し、そしてどうしてもそのリスクが解消出来ないのであれば、その方法は諦めて代案にシフトしていく事は人間として極々当たり前の行動
だと思います。

福島の事故では、取り返しのつかない傷をこの国に残してしまいました。
それは「現実」だと思います。そこをきっちりと直視すれば、核エネルギーを活用しての未来を「夢見る」事は出来ないでしょう。

「原発をどうしたら無くせるか？」

ではなくて

「もう原発は危険で使えないんだから、どうすれば代案に移行出来るかを考えよう」

という視点で未来を考えて、そして向き合っていくべきだと思います。

24494 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 １．ゼロシナリオしかありません。 福島の事故を経験した後、原発をゼロにする勇気を持てるかどうかが、日本人に試されています。
政府が示した３つのシナリオは、現状をほぼ維持した場合（２５％シナリオ）、原発を新設せず、４０年廃炉ルールを適用した場合（１５％シナリオ）と、２０３０年に原発をゼロとした場合（ゼロシナ
リオ）の違いを示し、その勇気を持てるかどうかの判断材料にしてくれています。
確かに、いくつかの観点においては、ゼロシナリオの方がリスクが大きくなるものもあります。が、それは私にとっては十分許容できるものです。
そもそも、エネルギー資源に乏しい日本は、それだけハンデを背負っているのです。
そのハンデを乗り越えようと、原発を推進してきた先人たちの努力には敬意を表します。しかし、事故は起き、二度と生まれ故郷に帰ることのできない人を生み出してしまったことは事実です。そ
の事実は重い。
事故は常に起こり得る。そう考えれば、今の日本の繁栄は、一部の人に犠牲を強いられることを前提に成り立っていた、と言えるのではないでしょうか。
そのことに気づいてしまった以上、まずは原発がゼロであることを前提とし、今後の日本の方向性を考えるべき、それが自分の結論です。

24495 個人 その他 ６０代 男性 原発（放射能）は事故が起きた時、確実な収束方法が
無い未完成なものだ。放射能の影響を除去するには
時間以外無い。今生きている人や利益のためだけに
生命を脅かす事は犯罪だ。

大飯原発の再稼動判断は犯罪だ。生命に関わることに「暫定基準」なんてありえない！事故が起きたとき責任を取ることなんて誰も出来ない。生命と経済的価値とを天秤にかけることは出来な
い。

24496 個人 自営業 ４０代 女性 ゼロシナリオを支持します。
「核廃棄物」の問題が解決しない限り、原子力発電は
ゼロにするという選択肢しかありえません。

ゼロシナリオを支持します。
各エネルギーの利点・欠点を示すことなく決断を迫ることに憤りを感じます。専門家ではない市民に意見を求めるのであれば、全電源についての利点・欠点を明確に示すべきです。
利点欠点には、政府・経済界が重視する「燃料価格」も盛り込み、また各廃棄物、火力であればどの程度二酸化炭素を発し、そのことでどれくらい経済的負担が発生するか、ということも含め、
現在わかっていることをすべて明らかにして比較すべきです。
原子力発電がなくなると電気がなくなる、とでも言わんばかりのマスコミ報道は明らかな誤報なのだから政府として取り締まるべきではないのですか。

素人の私の知る範囲での利点・欠点を鑑み、少なくとも「核廃棄物」の問題が解決しない限り、原子力発電はゼロにするという選択肢しかありえない、という結論に達しました。

ゼロシナリオを支持します。

24497 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発再稼働について。 電気料金が高くなると家計に響くので、料金が高くならないためにも原子力発電の稼働をしたほうがいいです。

24498 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発を減らせば資源に乏しい日本において国を支え
てきた産業は空洞化するので、原発依存度を下げる
ことを前提にした選択肢は考えられない。
原子力を安全に利用する選択肢がなぜ出来ないの
か。

東電原発事故を誘発したのは地震・津波であったが、予備電源の設備が簡単に水没するような場所に設置されたり、過去にもあった程度の津波を想定外としたりと原子力利用のリスクを過小
評価した安全対策がとられていたように、事故の原因は東電およびそれを認可した国家機関にあって、原発そのものが悪ではない。
放射能拡散事故を防げなかった原因は東電と国にあったことをはっきりとさせ、原発依存度を下げることを選択する前に、原発の安全性を高める対策に全力を注ぎ、原子力を優良なエネル
ギーとして平和利用し、国内産業を保護（国民の生活基盤の安定）すべきである。

24499 個人 無職 ６０代 男性 原発はゼロにすべき。福島原発の大惨事は二度と起
こしてはならない。事故の真相究明をはかり、その中
で出てくる想定を考えれば、廃止しかない。いのちを
電力「不足」と天秤にかけてはならない。

事故から1年半たっても、除洗は遅々と進まず、病魔と闘い、そして将来への不安を抱えながら生きている人々のことを思うとき、怒りに震えてたまらない。賠償も進まず、故郷を追われ、仕事も
なくなり、生きるすべを失った人に、東電と政府はどう償うつもりか。
いったん事故が起これば、何万年と影響を受け、全世界に影響を及ぼす、悪の権化　原発はやめるべき。
電力不足をどうするか、との意見もあるが、命と天秤にかけるものではない。まずは、廃止なのです。
代替エネルギー、日本の技術力を駆使し、あらゆる知恵を出せば、可能性は大である。
我々は、大量消費・大量廃棄に麻痺しているが、もう一回、原点に立ち戻ろう。少々の我慢はできるはず。

24500 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 2030 年のエネルギー・環境に関する3つの選択肢は、
(1)のゼロシナリオを希望します。

エネルギーが人類に不可欠なものだという事には同意します。
ただ、リスクを冒して大きいエネルギーを生み出していくことよりも、
より少ないエネルギーを効率よく活用できる方に力を注いでいくべきです。

発電のシナリオを提起するのと同様に、
送電のシナリオも提起していただきたいです。
より低リスク、低ロストな送電に対する選択肢も必要と考えております。

何とぞ宜しくお願い致します。

24501 個人 その他 ５０代 女性 パブリックコメント：原発依存０％を希望します。 原発が稼動しているというだけで、日々不安な思いです。

原発がない暮らしがたとえ不便であっても、それを受け入れて生きて行ける確信があります。今ここで全ての国民が勇気を持って変化を受け入れ、後の子孫が困らないようにしてあげたいと思
います。

一日も早く平安な毎日を全ての人間が過ごせるようになって欲しいです。
24502 個人 会社員・

公務員
３０代 女性 脱原発に反対します 原発を減らす事により、電気料金が上がり家計に負担がかかり困ります

電力を多く使用する企業も痛手です
原発を減らす事によるマイナス面も考えるべきだと思います

24503 個人 自営業 ５０代 男性 原発ゼロシナリオを選びます 原発ゼロシナリオを選びます。
東京電力福島第一原発の事故（人災）は原子力発電がいかに危険なものであるかを示しました。こんな危険なものは必要ありません。
もっと自然エネルギーを取り入れ、地域分散型のエネルギー供給を進めるように電力システムを改革して下さい。エネルギー大量消費社会は今後成立たなくなると思います。

24504 個人 家事専
業

３０代 女性 ゼロ計画で進めてほしい このたびの福島原発事故で、原発の恐ろしさを改めて痛感しました。
電気は必要です。でも、今の日本は電気を使いすぎていると思います。削れるところから削り、エネルギーを大切に使うことを教育で教えるべきです。
どうかこどもたちの未来が重いものにならない政策をしてください。住む場所が一瞬のうちに広範囲に汚染されていまうような無茶な方法では、明るい未来はみえません。
再生可能エネルギーへの取り組みを国をあげて取り組んでいただきたいと思います。

24505 個人 その他 ３０代 男性 ゼロシナリオを支持します 原発は地震や津波、人為的事故だけでなく、テロや軍事的攻撃を受けた際の被害があまりにも大きい。平和な内にゼロにすることが必要。

24506 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 ０％シナリオに賛成です。 福島原発事故で苦しんでいる住民・作業者がいる現在の状況では、原発稼働に賛成できません。福島原発事故に関係するすべての事が解決したら、それにかかった時間・お金などなど･･･全
て計算して、原発がクリーンで安全で安価なエネルギーであると結論がでてから再稼動してください。
本当にクリーンで安全で安価なのであれば。

24507 個人 会社員・
公務員

７０代 男性 地震大国日本は安全上問題でありしかも、使用後燃
料の再利用の目鼻が立っていない原発は、ソフトラン
ディングすべきと思う。
さらに、国家防衛上も原発は危険。ミサイル一発打ち
込まれたらそれでお終い。

原発は出来れば即刻中止したい。しかし依存度３０％弱と高依存度では直ぐ中止というわけには行かなく奇麗事を言っていると経済に及ぼす影響だけでなく日常生活も大混乱を来たす。残念な
がら、当面継続しなければならない。但しその際は徹底的且つ透明性を持った安全性を確認しスローアンドステディに推進する必要が有る。今、国民が感じている点は、政治家政府官僚発電所
に対する不信感だ。爆発の原因も検証せず当事者の責任も追及せず言訳言い逃れが大手を振っている。

２０３０年までにゼロにすること。その為に如何するかプランを明確にする必要が有る。

ゼロにする理由。
１、地震大国で巨大地震に勝てることは考えられず、万一間違いが起こる　　とこの狭い国土で壊滅状態になる危険がある。
２、廃棄物の再利用の目鼻が立っていず、自然環境への影響、再処理費用　　の高コスト、処分場所の確保の問題等考えると問題だ。
３、コスト的にも決して安価ではない。
４、国防上も問題だ。この狭い国土に５０箇所もあれば、目蔵めっぽう出　　ミサイル一発打たれたら的中しこれだけで日本は終わりだ。
５、今の日本人は無責任でこんな危険なものを扱う資格が無い。気違いに　　刃物だ。現に監督官庁は人任せで当てにならず、推進した自民党の政　　治家も口をぬぐって知らん顔、当事者の
東電は自分の落ち度より自然　　災害で不可抗力だと主張している。政府や検察が積極的に刑事責任を　　問う体制にすべきだ。
以上廃止の理由を記載いたしました。
しかし、聴取会も含めてこの種の意見を聞くのはポピュリズムでもっと官僚に頭を使わせて政府の考えやたたき台を作って聞くなら聞いて欲しい。
今回の聴取会にしても、７０％の意見が即廃棄度という。非現実的なその意見を無視するのですか？民主主義は衆愚政治といわれています。政府や官僚が今のように知恵なし汗かかず実務
知らずで責任逃れでは困るのです。
外国の政治家を学んでください。良し悪しは別にして、中国や韓国の政治家や官僚の方が真剣だと思いますよ。
０が良いですか、１５％良いですかというような幼稚な質問は駄目です。
０ならこうなります。こうしてこうする手があります。２５％だとこんな感じですとご自分たちの意見を言うべきではないでしょうか。
政権を取っているんですよ。官僚をもっと使ってください。野党時代の手法では駄目です。
更に言えば、国家戦略室の考えを野田さんを通じてもっと発信すべきです。
少子化対策、年金問題、教育（向学心のない人間に一生懸命投資している現状）新規産業の育成、構造改革で冗費の削減、等々。落胆の短い政権にしないで下さい。



24508 個人 自営業 ３０代 女性 今後の日本の原発依存はゼロシナリオを支持しま
す。

福島の原発事故を受け、いまだ収束できず、数々の問題が今後も増えてゆくであろうときに私たちはいます。
原子力発電によるエネルギーは非効率であり、決して安価なものではありません。
通常の稼働においても、その新設費用、維持費、廃棄物の処理費はほかのエネルギーと比較しても多大なもの。さらに事故が起きた時の保障を鑑みると、それは明らかです。
また、放射能汚染という危険伴いが、環境を脅かすものであること。

起きてしまった事故は残念ながら元通りにはなりません。
国として全力をかけてその収束、被害にあわれた方々の保障に真摯につとめること。
同時に、もう決してこのようなことが起きないよう、新しい道を選択することを望みます。
再稼働せず、すべての原発を停止、廃炉にすることを望みます。
地熱、風力、太陽光、小水力などの地域に根ざしたエネルギーの開発、発展に全力で進むことを希望します。

原子力に頼らない国を作ること。
それがこの国が世界の中で先陣をきって進むべき方向であると考えます。

日本が、戦争をせず（核をもたず）、原子力に頼らない新しい未来を先駆けてゆくことを
心から望みます。

せっかく国の中枢におられるのですから、気持ちの良い国を、心から誇れる国を、作ることを目指していただきたいなとおもっております。
私はそのための協力は惜しみません。

24509 個人 会社員・
公務員

６０代 女性 原子力発電はゼロにすべき。すでに世界的な環境を
汚染してしまった日本が、今後世界に対して示すべき
は再生可能エネルギーの実用化による新しい、エネ
ルギー世界だ。

原子力発電を出来うる限り早くゼロにしなければならない理由を述べる。
１．核のゴミ処理の問題。
使用済み核燃料度どうするのか、すでに抱えてしまっているこの「核のゴミ」を処理することも出来ず、ましてや廃炉にした後の「巨大核ゴミ」処理など、まったく見通しもないままに、きわめて危険
な「ゴミ」だけを増殖させていくことはあまりに道理・常識にはずれている。こんな子供でもわかることを今まで見過ごしてきたのはわれわれの世代の責任でもある。
２．自然をコントロールすることが出来ない以上、核をコントロールすることは出来ない。
地震大国日本はその地質学的特性をコントロールすることは出来ない。その日本における原発事故の悲惨はすでに福島で悲しいまでに実証されてしまった。私は昨年4月より定期的に福島へ
の炊き出しボランティアに参加している。仮設住宅で出会う「原発非難」されている方々は家を失い、家族を失い、ふるさとを失い、コミュニティーを分断されてしまった結果、まさに自分の「人生」
を奪われてしまった方々だ。第２のフクシマを生んではいけない。あえて第２のフクシマを容認するような大飯原発の再稼動は世界に対して恥ずかしい。ドイツのメルケル首相は「人間としての倫
理に基ついて」原発停止を決めた。日本政府には「経理」観はあっても「倫理」が決定的に欠けている。「責任を取る」と豪語した野田首相はいったいどんな責任が取れるのか。あなたが政治家
をやめても、たとえ自死しようとも何の責任を取ったことにもなりえない。言葉のレトリックに惑わされる国民はいない。福井県で原発事故が起これば京都の汚染は必定である。日本人にとての
みならず、外国人にとっても、京都は日本文化の集積地あり、日本文化の故郷だ。彼らは自ら、自国文化の故郷を汚染し、破壊した日本国民を二度と再び尊敬することはないだろう。原発事故
によって故郷を失い、日本人としてのアイデンティティーを失い、世界の尊敬を失ってなお世界を流浪する民、日本人という暗い未来シナリオを次世代に書き残してはいけないと思う。

24510 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 「原発ゼロシナリオ」を選びます 昨年の福島第１原発の事故に見られるように、原発の安全性に対して強い懸念を抱いています。
原発事故はあってはならないし、安全性にも問題だらけということが暴露されました。
よって、「原発ゼロシナリオ」を選びます。

24511 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発は将来的にゼロのシナリオだが、内訳は火力（特
に天然ガス）の比率を大幅に増やして、今の原子力へ
の予算を天然ガスからCO2を少なく効率良くエネル
ギーに転換する研究推進に振り分けるべき。

原発ゼロシナリオの内訳で自然エネルギー比率が35％と非常に高いので世論のミスリードを誘っているのではないかと疑わしい。一次エネルギーの中で化石燃料が占める割合は9割弱。エネ
ルギー消費のうち電力が占める割合は25％。つまりエネルギー消費全体の1割弱が原子力である。一方で天然ガスを含む化石燃料は200年は持つと言われている。つまり現在でも一次エネル
ギーの9割を占める化石燃料を、CO2を少なく効率良くエネルギーに転換する研究推進に今の原子力への予算を振り分けたほうが、全体のCO2削減には役に立つし、エネルギー源も安定的に
確保できる。天然ガスの価格は、今はアメリカから安定的に輸入できていないので高いが、長期的に考えれば、埋蔵量が多い天然ガス価格は安くなっていくことが確実である。

24512 個人 自営業 ４０代 女性 原発稼働に反対します。 「絶対」安全というものはこの世にないうえに、人間の想像を超える未知の天災や想定外の事故というリスクが永遠に存在する以上、あれだけの災害をもたらす原発を許していい理由など何ひ
とつありません。どんなに苦しい事情があろうともそこから逃げずに、原発完全廃止することによる不便も負担も全国民で共有し協力し合い背負っていくことに全エネルギーを注いでいくべきで
す。

24513 個人 無職 ７０代 男性 パブコメのやり方が問題　０％・１５％・２０％以上特に
０％は２０３０年
までは原発を稼働させる政府の方針に反対
　大井原発を即刻停止させること。

１．「原発はゼロ」が願い、５月５日には「ゼロ」が実現できた。しかも夏の電力は不足しないことが判明。「ゼロ」で十分。
２．福島第一原発事故原因も明らかにされていない中で、原発再稼働は認める事は出来ない大飯原発は即時停止すること。
３．国民の合意がない限り原発再稼働はしないこと。
４．ハブコメの期間が短すぎる（８月１２日）せめて年内一杯に期限を延長すべきです。
５．温暖化対策を先送りせず、脱原発賭２５％削減目標を両立させること。
６．自然（再生可能）エネルギーを基幹エネルギーと位置づけ推進すること。
７．原発の使用済み核燃料の処理方法が未解決なのに再稼働とは言語道断です。
８．地震国日本、地震調査・対策に最善を尽くすことが今日必要です。
９．福島第一原発事故による放射能は今も排出されている。また除染作業も遅々として進んでいない中、今度原発事故が起きたら、全国的規模の想像を絶する被害生じる。民主党・野田内閣
は責任がとれますか。原発は全て停止し廃炉に。

24514 個人 その他 ３０代 男性 「原発ゼロシナリオ」を支持します。
理由：どの選択肢でも現在を基準にすればメリット、デ
メリットの両面はある。そうであれば、リスクの高い原
発からの脱依存はできるだけ早いほうがよい。

どの選択肢でも「現在」を基準にすればメリット、デメリットの両面はある。もっとも重視すべきは「命」であり、その基準からすればリスクの可能性がある、後世に負担を残す原発からの脱依存は
できるだけ早いほうがよい。ゼロシナリオによって「想定外」のメリットを戦略的に創出していくことが肝要だ。

24515 個人 法人等 ５０代 男性 ゼロシナリオを支持し、再稼働に反対します。 東京電力福島第一原発は、最悪のレベル7という放射性物質を放出する重大な事故を引き起こしました。

ひとたび想定外の事故が起きた時、人間が制御できない事態に陥る「原発」に今後も依存しようとするのは、後世の人々に対し無責任極まりないと考えます。

人類史上稀に見る今回の大失敗から学ぼうとするなら、原発再稼働や新設など有り得ません。再稼働反対！ゼロシナリオを支持します！

24516 個人 家事専
業

６０代 女性 「ゼロシナリオを支持し、今すぐ原発ゼロにする」を支
持します！

福島の原発の事故は、未だに多くの方々が避難したままです。　この先、帰って住むのは難しいだろうという所もあります。　また１号機から３号機まで線量の高い所もあり未だに内部の様子す
ら確認できてない所も有る状態です。　４号機の使用済み燃料のプールも、もし次に大地震がきたら本当に耐えられるのでしょうか？　たとえ倒壊を免れても、亀裂がはいったりして、冷却水を
確保できなくなるのではという恐怖感があります。　（東電の説明は信用できません。）
福島の事故が何一つ解決してない中で、大飯原発を再稼働、、、「責任を持って」と言われますが、責任て何ができるとおっしゃるのでしょうか！　「責任を取って辞任」して逃げ出す政治家はい
いでしょうけれど、国民はどうなるのですか！　原発は事故が起きた時のリスクが他に比較するものがないほど大きいと思います。
たとえ事故がなくとも使用済みの燃料の最終処理に途方も無い年月（人の時間では計れないですよね。何万年、何十万年て）がかかること、そして最終処理の場所も決まっていません。（何処も
引き受けたくないと思います）
私は福島の事故が起こる前までの原発に対する自分の無知を恥じています。　自分の無関心を恥じています。　今すぐに止めて下さい。　再稼働しないで下さい。
南海トラフ、東海、首都圏直下型、、、いつ起きても不思議では無い地震国の日本、そして活断層だらけの日本には、原発は危険すぎると思います。　「命」「健康」「故郷に住みたい」事をないが
しろにしてまで原子力発電を使いたくありません。　　エネルギー政策変換後の不便は覚悟しています。

24517 個人 法人等 ５０代 女性 原発再稼働は、絶対許しません。原発をゼロにする、
「ゼロシナリオ」以外に選択肢はありません。しかも
2030年を待たずゼロにして欲しい。

・地震国日本で、安全な原発はありえません。稼働すればするほど核のゴミが出続けます。これ以上、将来の子供たちに危険なものを残すことはできません。
・うちの妹は福島原発事故の被害者で、一家6人が、ばらばらに暮らしています。どこに怒りをぶつければ良いのかわかりません。母は妹がかわいそうだと未だに泣いています。これ以上、かな
しい思いをする人たちを出したくありません。晩発性の障害はどのように出てくるのか分からないので、19歳の姪はさらに悩んでいると思います。
・全国各地で起きている、原発反対の運動の声を、きちんと聞いて欲しい。
・青森の核燃サイクルももういい加減にやめて欲しい。

24518 個人 無職 ６０代 男性 原発“0“を求めます。 そもそも原爆を平和利用と偽って、たかが電気を作るための湯沸かしに原子力を使うというのは無理があったと反省しなければなりません。特に地震国の日本では、今回の福島のような取り返
しのつかない事故が考えられますし、事故が起きなかったとしても、核廃棄物の保管に１０万年もかかるのでは話になりません。一番大事なのは生活レベルよりも“命”です。
目先の金に目がくらんでいては子孫に迷惑がかかります。

24519 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 「2030年に原発0」ではなく「今すぐ原発0」を主張しま
す。
原発を造った世代の責任として、今すぐ原発は全て廃
炉・全ての核廃棄物及び核燃料の直接処理の方法を
確立し実行することが必要と考えます。

使用済み核燃料の扱いの難しさ　一度事故を起こしてしまった原発の廃炉の難しさを私たちは知りました。自分でしたことは自分で責任をとり次世代のこどもたちへは先送りしない。それが本当
の責任のとり方です。
原発によってもたらされてきた富のみを得て　負の部分は先送りでは次世代に申し訳ないとは思いませんか？　今　国策を変えて原発は全て廃炉にして　きちんと私たちの世代で後始末のめど
をつけなければいけないと考えます。
もしこのまま次々と原発を再稼動するようなことは絶対にやめてください。今原発が稼動しなくてもこの暑い夏はのりきれています。電気料金が多少あがっても関係ないです。何が本当に大切な
ことなのかを多くの人達はわかっています。

24520 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 原発依存度を０％にする、「ゼロシナリオ」の早期実現
を求める。

3.11の震災が示したように、福島原発の事故で汚染された地域には、未だ住民は帰ることができません。これまで、政府がつくりあげてきた「原子力発電の安全神話」は既に崩壊したといったも
過言ではありません。
将来の子どもたちに核の無い未来を築くことが私たち大人の使命です。そのために「ゼロシナリオ」の早期実現を望みます。

24521 個人 その他 ５０代 女性 原発を再稼働させず０％にすることを求めます。 福島原発事故からの教訓はないのでしょうか。今も故郷、家族と離れ、将来の健康被害に悩まされている現状。今後のエネルギー政策の基本に国民の命と健康を守ることを明確にかかげるべ
きだと思います。原発ゼロからの議論を始め、そこに向かって何ができるかを話し合うべきだと思います。

24522 個人 無職 ２０代 女性 ゼロシナリオを支持します。
原発が安全でクリーンで安いという嘘は全て崩れまし
た。
一度事故があれば取り返しが尽きません。原発に絶
対反対です。

脱原発（ゼロシナリオ）を支持します。

原発は、一度事故を起こせば取り返しがつきません。
放射能に汚染された大地・海・空気は元に戻りません。
長期にわたる低線量被爆による健康被害の影響は未知数です。「安全」を保証することはすることは誰にもできません。

福島県内にはモニタリングポストが置かれ、空間線量が表示されています。このようなものがあること自体が異常な状態です。
街中に「除染作業中・危険」と紐で囲まれた場所があります。しかし、風が吹けばほこりが舞い、呼吸により体内に取り込み内部被爆の危険があります。

飯舘村では、除染の仮置き場がなく、仮置き場の仮置き場として、自宅の横に土を盛っています。自宅の横に汚染された土を積んで、除染の効果が期待できますか？除染は放射性物質を移動
させるだけで、放射性物質が消えてなくなるわけではありません。

今も、帰りたくても帰れない福島県民が約１６万人もいます。
子どもの健康を守るため、必死で自主避難した人々も何万にもいます。
福島の緊急事態は１年４か月以上たった今もずと続いています。

このような状況で、原発を維持し続けることは全く考えられませんし、理解できません。
原発は稼働させることで労働者に被爆を強い、冷却水で海を温め、賠償に天文学的なコストがかかります。
原発は即刻止めるべきです。

24523 個人 家事専
業

３０代 女性 2030年ではなく、現時点で即刻原発０へ（廃止へ） 原発を将来どうしていくか、という議論をする余裕は既にありません。
それこそ待ったなしの状況です。

活断層の上に立つ原発、近々に来ると予想されている巨大地震。
福島原発では放射能が漏れ続け、その完全な後処理もできず、教訓も生かされていない状況では、日本に原発を扱う事などできません。

24524 個人 家事専
業

５０代 女性 全面的に廃止を強く望みます。 原発が１００％安全でないことがはっきりした以上、子孫に負の遺産を残したくない。

24525 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 2030年に原発0ではなく、即刻、原発0を実行すべき。
目先の金を捨て、数世代先を見据えた長期的な視野
でエネルギーの選択を行うべき

「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」を主張
このパブコメ募集の前提が「2030年までは原発が維持される」というもの。前提自体が国民を騙すトリックだ。原発推進政策を再びとること自体が、各国に日本の愚かさを示すと共に、既に失わ
れつつある日本の信用をより失うことになる。
また、あらゆる科学的データが再び大きな地震が起こる可能性が高いことを示しており。
それに伴う原発事故の再発の可能性は否定できない。
原発事故を繰り返せば、利用可能な国土の減少は元より、国民の健康に大きな損失をもたらすことは自明である。また、各国の日本国、日本国民、日本企業に対する信用自体も大きく失われ
ることも自明である。目先の経済的損失を恐れ、数世代に渡るのより大きな損失を受け入れる愚かな選択を政府はすべきでなく、原発を即時廃止し自然エネルギー比率を増やすスケジュール
を国民にしっかり示すべき。

24526 個人 家事専
業

５０代 女性 危険な原発は、なくして欲しい 原発が超危険であることは、チェルノブイリ事故、東海村臨界事故、そして福島の事故などで明らかです。

今朝の東京新聞で知りましたが、ゼネラルエレクトリックの最高経営責任者が、「原発はコストが高く、経済的に見合わなくなる」と語っています。

環境にも悪い（温排水）、人体にも悪い、コストも高い・・・こんな原発を作る、あるいは稼働させる理由は全くありません。
それに加えて、核廃棄物処理という大問題も解決には至りません。

倫理的な面においても、被爆労働者の上に成り立っている原発は、人権問題としても、許されるものではありません。

こんなにも不合理な原発は即刻やめて、その分再生可能エネルギーの技術に尽力すべきです。

24527 個人 無職 ７０代 女性 エネルギー・環境に関する選択肢は０です。原発を直
ちに廃炉にしてください

原発の安全性はありえません。何よりも核廃棄物の処理の見通しも得ないで、原発だけを稼働することは無謀です。核と人類は共存できません。狭い国土にしかも地震列島の日本に５４基もの
原発を設置したこと事態驚きです。日本の原発を中心としたエネルギー政策は間違ったと思います。放射能の人体への影響をあまりにもかるがるしく扱ってきませんでしたか。広島・長崎・第五
福竜丸の犠牲者、福島の方々の「同じように苦しむ人を出さないで欲しい」との願いを日本人は何度でもかみしめ、二度と同じ間違いをしてはいけないのだと思います。内部被爆は原爆の被害
者であり医者でもある肥田舜太郎氏も再三警告されています。何世代にもわたって放射能を浴びた恐怖におののく子孫をつくってはならないですよ。私たちの世代で、核とはおさらばしなけれ
ばなりません。第一、福島の原発の４号機にたまった放射能をどうするか、このまま放置してもし首都直下型大地震がおきたら、日本はもう立ちあがあれないのではないでしょうか。そうしたこと
への対処も国民には何も知らされず、再稼働に現を抜かすなど狂気の沙汰です。選ぶのは国民です。安全な自然、安全な海、安全な地球を次世代にてわたしたいと思います。世界に輸出する
なんてとんでもないことです。むしろ、核廃絶へ向けてリードをとってください。それが世界から信用される日本の姿です。ドイツができて日本にできないわけありません。今から原発０へシフトす
べきです。

24528 個人 家事専
業

３０代 女性 ０パーセントのシナリオしかないっしょ！ ってゆーか、すべての原発を即廃炉にしないとダメですよ。
事故が起きたら誰が責任取るの？誰も取ることできないでしょう？
どんな責任の取り方するつもりなのか、明確にして、国民が納得するかしないか、それを聴取してから、このシナリオの選択を聴取しないと・・・
いきなり、こんなシナリオ並べられても・・・まだ福島の問題終わってないよね？おかしくない？
こんなこと書いても・・誰か真剣に受け止めてくれるまともな感覚の人はそっちにいるの？
上司の命令に従うだけで、自分の考えを持たない人ばっかりじゃないの？
誰のための政府？国民のためでしょう？国民とは、わたしたち。これを読んでるあなたもそう。
だったら、これを政治に反映させてよね！国民の声だからね！



24529 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 「いのちを大切にする」という倫理に反する原発は、２
０３０年を待たず、即刻なくすことを求めます。

原発から生み出される放射性廃棄物が１０万年単位で放射線を発して生命を脅かすこと、核燃料の採掘や原発の稼働の際に放射線被ばくを伴う労働が発生していること、原発の事故を防ぐこ
とはできず事故が発生した場合に広範囲・長期にわたって生命・健康を脅かすこと、以上の点から見て、原発が「いのちを大切にする」という倫理に反するものであることは明らかです。
原発は、２０３０年を待たず、即刻なくすことを求めます。

24530 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 これからのことではなく、今現在のことが心配。すぐに
代替エルギーへの変換を求めます。

とにかく、いろいろな弁解は必要ないので原発の即時停止を求めます。

24531 個人 自営業 ６０代 男性 原発はゼロにすべきです。 人間がコントロールできない。今回の福島原発事故が証明している。

24532 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 原発ゼロシナリオ（即時） 福島南相馬市出身です。大飯原発は、すぐに停止し、全ての原発を廃炉にしてください。どうぞよろしくお願い致します。

24533 個人 自営業 ３０代 男性 原子力発電の即時全廃を求めます。 将来の子供達のため、今を生きている私たちこの世代に責任があります。
自分の子供に、将来、「なんでお父さんはこんな世の中にしたの」
って言われたときにはもう遅いです。
政府も長い大きなビジョンを持てば答えは明確なはずです。
もう権益にしばられて国民を欺く事だけはやめてください。

24534 個人 自営業 ５０代 女性 原発ゼロシナリオを選びます。 事故が起きる可能性を否定できず、
事故の責任の所在が曖昧である。
起きた場合影響が未来にわたり、膨大であり容認しがたい。
核廃棄物の処理が不可能であり、未来にあまりに大きな負の財産を託すことになる。自然エネルギーへのすみやかなシフトを希望します。

24535 個人 無職 ７０代 男性 使用済み核燃料はどんどん溜まり、ブレーキのない
新幹線のような原発は直ちに全機廃止すべき。現在
の電力会社や政府は信頼できず、短期間の運転でも
原発は任せられない。供給可能な電力に見合った生
活を目指すべき。

シナリオ１（原発は「即時全機廃止」すべき）
理由１.暴走する可能性のある核分裂による原発は、ブレーキのない新幹線と同じで極めて危険である
理由２.使用済み核燃料の処理方法が確率されていない原発は運転する資格がない
理由３. 現在の電力会社（原発を運転できる技術や能力はない）や政府（エネルギー行政を判断できる資格はない）は信頼できず、２０３０年までの短期間の運転でも原発は任せられない。
理由４. 今の生活を満たす電力を供給するのではなく、原発以外の方法でできる電力に見合った生活や世の中を目指すべき

24536 個人 家事専
業

３０代 女性 「原発ゼロシナリオ（即時）」 原発無くても電気は足ります！即時撤廃を求めます。経済よりも人命優先の社会に！！！

24537 個人 その他 ４０代 女性 子どもたちのために、そのまた先の子どもたちのため
に、そして地球上のあらゆる命のために、ゼロシナリ
オを選択します。

地震列島の上に、原子力発電所は置いてはいけない。
それ以前に、たかだか100年しか生きない生き物がほんの少し快適に暮らしたいが為に使い捨てた核燃料が、その後100,000年もの間地球上の命を脅かし続けること自体、あってはいけないこ
とです。
コストがかかっても、経済が低迷しても、便利な生活をあきらめても、現代を預かる私達が選択を誤るわけにはいきません。

24538 個人 その他 ６０代 男性 絶対原発ゼロのシナリオです。原発自体の安全性も
使用済み燃料の処理方法も確立されていません。
原発の電力が無くても十分一般生活の経済活動も可
能です。

今回の福島原発事故の原因調査、責任の所在も未だ明らかになっていません。事故で生活を破壊され、命も脅かされ続けている人たちが大勢います。その人たちへの説明、補償すらなされて
いません。
何よりも現在の原発技術で「使用済み燃料」の処理方法が一切明らかになっていませんし、いやおそらく将来においても完全な処理はありえないでしょう。そのような危険な技術に頼らざるをえ
ない原発など稼動するべきではありません。人類のみならず、この地球自体にも破滅の危険性をもつ原発は絶対直ちに廃止すべきです。
　電力不足などというまやかしはやめて下さい。いまある電力で十分人類はやっていけます。危険な原発を動かしてまで過剰な電力を作り、電力会社やその周辺企業、団体にだけ利益を与える
べきではありません。

24539 個人 家事専
業

５０代 女性 脱原発の方向で、他の発電設備の使用、クリーンで
安全な代替エネルギーの開発を希望

地震多発国に原発は不向きで、福島の件でそれが明白になりました。

使用済み核燃料の最終処理技術が未完成で子孫につけを回すことになります。

将来を考えて、安心して暮らせる環境に良いエネルギーを望みます。

24540 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原子力発電をゼロにすべきです（即時停止をのぞみ
ます）

電気は必要ですが、リスクの高い発電方法をあえて選ぶ必要はありません。日本のものづくりの知恵と技術を最大に活用し、最善の方法を選ぶことができるはずです。それが、真に国益を守る
ことになります。賢い選択を国民に示してください。よろしくお願いします。

24541 個人 その他 ３０代 男性 ・三つの選択肢のうち、現在選択すべきものは原発ゼ
ロの道のみ。
・ほかの二つの選択肢（15、30％）は、経済的合理性
以外の理由が見当たらないが、それもさらなる原発事
故が起こった場合、維持できない。

　15％も30％も、それを選択する理由は経済的合理性しかない。電気発電量が減ってこまるのは、原発関連事業者やその利潤のまわってきている設置地域、関係官僚、原発推進派の議員、
ヨーロッパや特にアメリカとの安保関連の取り決めを維持したいと思っている一部の政治家、官僚（原発開発の国家プロジェクト自体が冷戦下での核武装および安全保障理事国入りを目指した
ものであることは、すでに明らかにされていると思われる）だろう。15％という選択肢は、この受益者たちの利権を、縮小させながらも維持するという妥協案でしかない。
　しかし、この既得権益者たちの利益は、福島の例で誰の目にも明らかになったように、一部の無関係な人間や未来のいまだ生まれてさえいない人間たちの利益を強奪することで成り立ってい
る不当なものでしかない。このような利益構造を国家という枠組みをかさに着て実現していること自体が許しがたく、そもそも国家の名に値しない行いであり、まったく擁護する価値がない。
　そもそも、日本は経済的に今後、人口統計推移や、ヨーロッパの先進国の戦後の経過をみれば、ゆるやかに衰退していくことは自明であり、過去半世紀に起こったような経済成長を前提にし
たようなさまざまな政策は見直されなければならない。物を作れば売れるという時代ではないのだから、工場作ってどんどん生産性をあげてという仕方では経済はよくならない。だから、日本か
ら工場がどんどん海外の後進国に移っていくなかで、今後の電力需要が減ることはあっても増えることはない。原発は投機対象として価値があるということでなければ（しかしその利益は既に述
べたように不当である）、そもそもリスクの高い原発を設置する理由はなく、先に挙げたようにその利益が不当なものなのだから、むしろなくすのが妥当である。
　環境問題について、化石燃料を用いることによる反論もあるかと思うが、原発以外の非化石燃料技術をドイツ並みあるいはそれ以上に開発するまでの代替燃料としてそれを使うのであれば、
原発のように最終処理方法のない廃棄物を出すよりは、ずいぶん環境にとって良いことと思われる。

24542 個人 学生 １０代以
下

女性 あなた方が示した3つの筋書きでなく、原子力の使用
を即停止させて不必要に気候変動を引き起こさない
賢明で大胆な「4番目の筋書き」を示して欲 しいので
す。

3つすべての筋書きは私たちの子孫に対して長期間の核や気候災害の脅威を運命づけるものです。2030年に完全非核化するオプションでさえ、私た ちの原子炉再稼働の中止要請を無視し、
気候変動に対して高いコストを払うことになります。他の2つの選択肢であっても今後数十年に渡って原子力 に依存し続けるものです。

以上挙げた理由により、あなたがたに原子力の使用を停止させて不必要に気候変動を引き起こさない賢明で大胆な「4番目の筋書き」を示して欲しい のです。

具体的な「4番目」の筋書きとして以下を挙げてみます：

・直ちに原子炉再稼働をやめさせる
・積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
・ 再生可能エネルギーの生産を加速させる
・発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
・化石燃料と天然ガスへ依存に対してエネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真剣に耳を傾け、私たちが誇りを持って後押しすることができる新しいエネルギー計画を提案することを望 んでいます。

24543 個人 家事専
業

３０代 女性 原発ゼロシナリオ(即時)希望 10万年も残るプルトニウムを生み出し、廃炉に40年という時間と巨額の税金がかかり、稼動することで劣化ウラン弾を作り出す原発からの電力はもう使いたくありません。
福島原発事故がまだ終息していないのに他の原子炉を稼動させるなんて信じられません。

24544 法人・
団体等

会社員・
公務員

５０代 男性 (1)再生エネルギーに必要な技術開発について
(2)火力発電に必要な資源確保、開発について
(3)電力インフラ整備について
(4)原子力発電について

(1)太陽光、風力、地熱、波動（海の波を利用）等様々な自然を利用可能であるがその中で太陽光発電技術は日本は世界で先端の技術を持っていたが、現在は外国の後塵を拝している。官民
一体で国としてこの様な技術促進のため力を入れるべきではないのか。先の事業仕訳では予算削減のため知識のない政治家ががやみくもに仕分けを行った結果、研究開発、長期的な安全に
大きな不安を残している。このような政局の思考では政策に裏付けがあるのか疑問に思う。確たる信念を持って目先の予算削減ではなく、長期の国益を考えて必要な投資をすべきではない
か。再生可能エネルギーは資源を必要としない反面、電力供給は自然次第といった事情がある。産業、生活、通信等に良質な電力を安定的に供給できるか大きな疑問が残る。言い換えれば技
術や可能性に不安があるのではなく、政治家や経営者の資質に不満と不安がある。
(2)火力発電所は老朽化が進んでいるのではないか？。今後の耐用年数と新しく建設する計画はあるのか？。燃料確保について長期的なプランはどのようになっているのか？中東の政情不安
は紀元前からの民族的な摩擦が大きな要因であり、又、各国の利権が複雑に入り組んでいるため安定化は望み難いと思う。他の供給国も安全安心とは言い難い。日本は有数の海洋国家であ
ることから海の利用やメタンハイドレードの開発が有望であると思う。計画があるのであれば明確にすべきと思う。宇宙のエネルギーを利用する研究もされていると思うが。
(3)いまだに関東と関西の周波数違っているのは大きな疑問を感じる。電力会社は元来大きな利益を上げていたのだから国がリードしてもっと早く一本化すべきではなかったのか。このため以前
は、電化製品も余分なコストが掛かっていたと思う。貴重な電力を無駄なく安定的に配電する設備改善とインフラ整備が必要。
(4)原子力発電事故について、技術、堅牢性の問題ではなく経営陣の我田引水と政治家のスタンドプレーと恫喝の応酬が事態を決定的悪くしたと思う。しっかりとしたオペレーションをしていれば
このような事態にはならなかったのではないか。築城三年落城三日のごとく人が壊した原発ではないか。原子炉容器の性能は世界最高水準と聞いている。工事に手抜きがなく、オペレーション
がしっかりしていれば安全性は高いと思う。

24545 個人 無職 ７０代 女性 最低限(3)の25％を選択します。無駄な電気消費を極
限まで減らす。既設原発の安全対策を徹底的に施し
再稼働する。安全な新型原子炉を作る。化石燃料依
存度を減らす。費用のかかる再生エネルギー利用は
適当量にする。

　原発抜きの日本再生の道はあり得ない。国民から千兆円以上もの借金を抱え、さらにそれが増大する日本である。日本経済は長期デフレで円高、ＧＤＰは縮小一方である。企業は空洞化し職
場はどんどん減り失業者は増える一方。このように貧乏になる日本を認識する国民は必ずしも多くない。「停電もなく電気は来ているではないか」と脳天気に暮らす国民が大部分である。
　世界では大部分の国は原子力発電所を増やす政策をとっている。アジア地域発展途上国の経済は目覚ましい右肩上がり。エネルギー政策においても原発を取入れる国は多い。日本も原発
政策に対してはポジティブでなければならない。もちろん原子力は絶対安全な物でなければならない。既設の原子炉に対しては今回の事故の教訓を十二分に生かし徹底した安全対策を施し再
稼働することである。一方、どんな自然災害が発生して耐えられる新型の原子炉を開発し既設の原子炉に替えてゆく。輸入が不安定でかつ費用がかかり、ＣＯ２を発生する化石燃料の依存度
を減らすこと。ソーラー発電、風力発電、地熱発電などは、発電量が不安定であるばかりか、絶対量として期待できなく発電コストも高い。このような再生エネルギーの普及はほどほどにした方
が得策と考える。現在の私たちの生活環境においては膨大な電気の無駄使いが伺える。北朝鮮並みとまでは言わないが無駄な電気消費を極限まで減らすことを政策に取り上げ実施して貰い
たい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

24546 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 「即時」原発ゼロ以外あり得ない まずは即時原発ゼロ政策を打ち出し、そのための調整をしていくべき。
確実に多くの国民がそれを後押しする。
原発延命のための小細工は今やすぐ見破られ、政治不信を深めるだけ。

24547 個人 自営業 ６０代 男性 原発はいりません。０でＯＫ。 ドッカーン以来、食いものもアウト。飲み物もアウト。息も出来ない。どうやって収束させるかもわかっていないのに、その上まだ原発を動かすなんて、きちがい沙汰です。どうか、やめてください。
田中俊一を規制委員長につけるなんて、あまりにひどすぎる。我慢の限界です。

24548 個人 自営業 ４０代 女性 多くの議論は、原子力の安全性の問題と経済活動へ
の影響の問題であるが、エネルギー選択の議論の中
で、倫理的な問題について語られていない。ここで
は、原子力の利用が倫理的に重大な違反をしている
ことを指摘する。

エネルギー選択の議論する上で、中心となるテーマが、安全性の問題と、国民生活と経済活動への影響が中心である。この安全性の問題とは、事故が起きた場合、原発所在地を中心に甚大
な被害と、長期にわたる避難を強いられることである。
　もうひとつのテーマである国民生活と経済活動への影響は、電力が不足すると産業が成り立たたなくなるという問題と、電気のコストの問題が挙げられる。経済活動に欠かせないエネルギー
の安定供給は、国益に直結する問題であり、国家のエネルギー安全保障である。この命題の「解」を求めようとすれば合理的な理由、合理的な判断に委ねることになる。

　安全性の問題については、原子力は適切に管理されれば「安全」であると認識し、その「安全」の方法論に終始しているのが現状である。しかし、これまでにエネルギー選択の議論の中で、倫
理的な問題についてほとんど語られていない。原発が「安全」ならば使用しても問題がないのか。経済的な理由は何よりも優先されるべきなのか。これらの問いを、倫理的な視点から考察した
い。

　原子力を用いるためには、その原材料であるウラン鉱石を採集しなければならない。このウラン精錬の過程で出るのが大量の汚泥、鉱滓（こうさい）である。この鉱滓は、高レベルの放射性物
質でありながら、処理の手段がないため、採掘地の鉱滓ダムに投棄されているが現状である。この毒の湖から、放射性物質が漏れ出せば、地域に著しい被害がでることは明白である。このこと
は、原子力を用いる全ての国の国民が認識しなければならないと考える。

　次に使用済み核燃料である。使用済みとなった燃料は、高レベルの放射性物質であり、高温の状態であるため、まずは、地上の水槽に中間貯蔵されるが、安全に処分できる方法は見つかっ
ていない。最終処分はおそらく、地中深く埋めてしまうしか選択肢がないのである。2010年に制作された『地中深く永遠に～核廃棄物10万年の危険～』Magic Hour Films では、フィンランドの核
廃棄物の処分方法を取材している。地中深くにオンカロという処分場を建設していて、ここに全ての核廃棄物を封入しようという目論みである。そして、未来の人類に気付かれないように「隠す」
のである。その期間10万年である。高レベルの放射性物質は、我々の子孫、未来の人類を脅かすのである。このことは、それを用いた人類が責任を果たすことなく、重大な問題を未来に先送り
しているに過ぎないのである。

　これらのことは、原子力を用いるために、その原料となるウラン採掘に伴なう採掘地の著しい環境破壊と汚染のリスク、それに従事する人間の健康被害などのことは、まったくといって考慮さ
れていない。鉱滓や、核廃棄物は、その処分方法が確立していないのにもかかわらず、人類は合理的な理由で使用をつづけている。原子力の恩恵に与る多くの人たちが、利便性と豊かさを享
受しながら、他者のことを慮っていない。このことは利己的な考え方で、重大な倫理違反であると考える。

　これまで見てきたように、人類は現在どうすることもできない廃棄物を作り出し、遥か未来にまで危険をさらしている。このことは、事故の有無に関わらず、無責任で身勝手な行動である。この
ことが最も重大なことであり、強調したいところである。その次が、鉱滓の問題と、事故が発生した場合に直接的に被害を受ける地域の人たちの問題なのである。したがって、筆者がゼロシナリ
オを支持する理由は、原子力の利用が倫理的に重大な違反をしているからである。

24549 個人 自営業 ３０代 男性 原発ゼロシナリオを即時実行してほしい。 地震大国日本において福島で起こったことは今後も必ず起こる。ましてや使用済み核燃料は何万年も管理しなければならない。原発が不要な理由は山ほどあるが、人として国として、何をすれ
ば多くの愛を生み出すことができるのか考えて選択してほしい。

24550 個人 その他 ５０代 男性 世界中に原発が広がり、その数が増えれば事故も比
例して増加します。技術力が高い日本でさえ、福島の
ような事故を起こします。他国では日本より高確率で
事故を起こすでしょう。世界中の原発をゼロに。日本
は率先を。

日本が率先して原発ゼロにしなければ、世界中に原発が広がり、原発の数が増えれば、事故もそれに比例して増加していきます。
技術力が高く、内戦などなく、テロも少なく、戦争もしていない日本でさえ、福島のような事故を起こします。世界には日本に比べ技術力の低い国があります。内戦をしている国もあります。テロ
の標的になっている国もあります。戦争をしている国もあります。これらの国では日本より高い確率で事故を起こすでしょう。日本が率先して原発をゼロにして、世界のお手本となる国になり、世
界中から原発をなくしましょう。

24551 個人 家事専
業

６０代 女性 全原発を早急に再稼動させるべきだ。 原発は順次再稼動させるべきだ。脱原発論者の菅元首相は、国益を損なう余計なことをしてくれたものだ。
福島の事故は水を被ったためであり、原発は震度９の地震でもビクともしなかった。これは世界に誇れる日本の技術だ。３・１１は、日本の原発が震度９にも持ち応えることができたことへの証明
にもなった面がある。
性能は世界一だ。だから日本の原発が３・１１以降も海外から注文がきているのだ。日本の原発の安全性は世界が認めた何よりの証明だ。
反原発の人たちは原発の恩恵をうけながら反対運動をしているが、矛盾している。自分達がローソクで生活をしていて反対しているならわかるが。原発を止めた後、エネルギーをどうするのかと
いう考えもなく、感情論で反原発を主張するのは無責任だ。
マスコミは「原発は必要だ」というデモは報道しないが、国は反原発の声に引きずられることなく、大局観を持って粛々と再稼動させるべきであり、地元の反対に揺るがされてはならない。

24552 個人 会社員・
公務員

７０代 男性 選択肢3（将来の原子力エネルギー依存度を20-
25％）を選択します。(1)過度に化石燃料に頼るべきで
はない。(2)太陽光等の再生エネルギーは主力とはな
りえない。(3)原子力関連技術は必要。育成を怠るべ
きではない。

2011年3月11日の不幸な災害以降、一部の反原発勢力にあおられて、原発賛成者は犯罪人扱いされており、実際放射線により亡くなった方は一人もいない（一方津波では20000人以上の死者
行方不明者を出している）にもかかわらずマスコミには原発賛成者が出てこなくなってしまいました。
将来のエネルギー政策は、大衆デモで決めるのではなく専門家が知恵を絞って考え抜くべきものと思います。
政府主催の公聴会でも、電力会社の人たちの意見を排除する方法をとるようになりましたが、この結果公聴会そのものの位置づけは「原発に反対する人の意見を参考までに聞く」ということに
なったと思います。
私自身結果としてこれはこれでよかった、と思っています。
このようなパブリックコメントも、公聴会と同じような位置づけとしていただきたく、お願いします。
なぜなら、ノイジーマイノリティーである原発反対勢力ばかりがインターネット上に跋扈し、落ち着いた議論になっていないと思うからです。



24553 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 1日本には使用済み核燃料の最終処分場が無いため
最終処分するにあたり
　(1)誰が
　(2)何時
　(3)どのような形で
　(4)何時までに行うのか
2　エネルギーは国民が自分の意思で選べるようにす
る。

1　核を使用するにあたり、出た廃棄物は、使用した者すなわち生産者、販売者、使用者に至るまで全ての人間において責任が生ずると考えます。
つまり最終処分が安全かつ確実に行われない、または原子力発電の発電施設や搬入搬出に至るまでの過程において国の指定する数値以上の放射性物質の漏出が考えられる場合に万が一
にも漏出が出てしまった場合には全責任を生産者、販売者、使用者が負うものとします。
また、生産、販売、使用するものはこのときの賠償の比率も第三者機関において具体的に算出し、三者合意の上での生産、販売、使用を国が認可することとします。
2　燃料の使用を選択式にする。例えば、
A 原子力　　何％
B　化石燃料　何％
C その他クリーンエネルギー　何％
というようにこれらの比率を国民が選択できる仕組みを作る。
正し先に述べたように原子力の場合はリスクが大きいため最終的には割高になる可能性がある。

24554 個人 家事専
業

６０代 女性 ゼロシナリオを支持し、今すぐ原発をゼロにするべき すべての原発をできるだけ早く止め、廃炉にしてください。
理由は、
●原発事故がひとたび起これば、大地を海を空を汚し、人の住めない土地にしてしまうことをフクシマで私たちは経験しました。こんな取り返しのつかないリスクのある原子力発電を、経済のた
めにお金のために選択するのは、愚か過ぎると思います。
●日本は地震多発国であり、日本のどこがいつまた「想定外」の地震･津波に見舞われるかわかりません。すべての原発をそれに耐えられるよう安全性強化するなど不可能です。もし可能で
あったとしても、本気でやれば膨大な費用が必要になります。
●地震だけでなく、風水害、竜巻などの災害も多発しており、台風による崖崩れと地震が同時におこったりする事態もあり得ないとはいえません。原発事故を完全に防ぐ備えなど不可能なので
す。
●「トイレ無きマンション」と言われるように、核廃棄物の最終処分もその方策は全く決まっていません。原発を動かせば動かすほど増え続ける核廃棄物を子や孫の世代に押しつけて、原発を使
い続けるなど、許されることではありません。
●はっきりした形で発送電分離を早期に実現し、もっと省エネルギーの取り組みを進め、自然エネルギーを推進する政策をしっかり進めてください。原発がゼロになるのであれば、電気料金の
多少の値上げは仕方ないと覚悟していますし、国民の理解は得られると思います。

24555 個人 家事専
業

４０代 女性 原子力発電への依存を即時にゼロにすべきである。 一旦事故を起こした際の被害が広大かつ甚大であるにもかかわらず
に完全に責任を取れる者がいないことが証明された。
福島第一原発に関して民事的刑事的に迅速かつ完全な責任追求及び
保障がされているとは言いがたいし、今後の事故について
野田首相も責任を取れないと明言している。

放射性廃棄物を完全に無毒化する方法がみつけられないままに運営されており
所謂「トイレのないマンション」の現状で負債を後世に残すことは
あまりに無責任に過ぎること。

経済的に優れているという説が偽りであったことは既に証明されている。
一部の利権に寄与する意外に誰の得にもならない。
万が一なんらかの経済性が認められるとしても、一部の少なからざる国民の
生命、生活、居住地を台無しにしてまで推進されるべきものではない。

24556 個人 無職 ３０代 男性 原発ゼロシナリオ（即時） 今すぐに原発をやめるべきです。そもそも地震大国である日本において原発など、こんな危なくて恐ろしいものはありません。時限爆弾のようなものです。そして今、地震の活動期に入っていま
す。今後どれくらいの期間、この活動期が続くのかも分かりません。福島第一原発事故による放射能汚染は日本人がしっかりと認識していないだけで、実は相当なものです。今後は原発などに
お金を費やすのではなく、補償や健康被害にお金を充てていくべきです。とにかく、原発は２０３０年ではなく、今すぐにやめなければいけません。今日地震がおきたら終わります。原発は即時ゼ
ロにしてください。

24557 個人 その他 ７０代 男性 原発依存度は2030年時点では種々の安全対策を確
実に行った上で現状程度とし、時間をかけて見通しが
たてば再生可能エネルギーへのシフトに努力して行く
べきと思う

日本は資源のない国、製品を外国に売り国民の生活が成り立っています。発電コストがいくら高くても良いでは国際競争に勝てません。皆が原発は事故が怖いので要らない、火力発電はCO2
が出るのでこれも進められない、再生可能エネルギー（特に太陽光発電）は高コストです、国民皆が電気代が上がっても耐えられるのでしょうか？モルモン教徒のような原始的な生活で良いと
云うのであれば一次産業に力を入れて自給自足の生活をすれば生きていけますが？一度贅沢な暮らしをした者が耐えられるとは思えません。
地熱発電とか潮力発電の開発に力を入れて下さい、他にも新しい発想の発電システムの開発に資金と人材を投入するべきです。

24558 個人 自営業 ３０代 女性 全ての原発は、可及的速やかに廃炉すべきである。
そもそも、福島第一原発事故の原因が未解明で、か
つ、原発の安全性を担保する新基準もなく、過酷事故
対策の不備も露呈している現状において再稼働はあ
りえない。

全ての原発は可及的速やかに廃炉にすべきである。当然、再稼働すべきではない。理由を以下に述べる。
(1)福島第一原発事故の原因が未解明である。原発中枢構造の耐震脆弱性がそもそも事故原因だったとすれば、津波対策を講じたとしても、今後の大地震により放射能漏れ事故を起こす可能
性がある。そして、実際に大地震が発生する可能性があることが専門家により指摘されている。
(2)安全を確保するための指針がない。現段階で、９月上旬に原子力規制委員会が発足する見込みというのみであり、新指針制定時期は未定である。しかも、規制委員会の構成員候補にも偏
りが見られる。
(3)政府の暫定基準は安全基準ではない。政府の基準の中には、安全性が実際に確保されずとも、電力会社がその計画さえ示せば達成されるものもあり、到底安全性確保の基準として機能す
るものではない。
(4)過酷事故対策の不備が露呈している。重大事故についてのシミュレーションが欠如しており、さらには緊急事態のおける指揮系統の機能障害も露呈した。にもかかわらず、現在も過酷事故
対策として実効性のある対策はまとまっていない。
(5)自治体の避難計画策定は困難である。そもそも地域防災計画を策定するための指針も存在しない状況であり、原発から３０キロ圏内の自治体が実効的な避難計画を策定することは不可能
である。
(6)　原子力規制組織の実効性は不透明である。
今回、浮上している原子力規制委員会の委員長候補田中俊一氏は、前原子力委員会委員長代理であり、規制委員会の委員長として適任かどうか、疑問を呈さざるを得ない。
(7)　そもそも放射性廃棄物という負の遺産を生み出し続ける原発をこれ以上維持すべきではない。
(8)　原発に依存しなくとも、電力の供給は十分であると考えられる。大飯原発再稼働前の状況がそれを証明している（再稼働が必要であったとも思われない）。また、今後代替エネルギー、再生
可能エネルギーの開発、利用に国をあげて取り組むべきである。

24559 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発ゼロシナリオ　即時原発ゼロへ 実際に電気は足りています。再稼働は経済の問題だ、とコメントした公の人もいます。もう、国民は分かっています。原発は一部の人のお金儲けの為にあるものだということを。

私達は、暖かさ、明るさ、便利さを求めているのであって、直接電気を使っているわけではありません。ですから、地球と共存出来る自然を利用した風力や地熱、太陽光、バイオマスエネルギー
を使用したい。フリーエネルギーを発明しつつある、という話しも聞いています。これらを使用して、新しい日本を作りたい。原発は即時廃炉とすることを希望します。

24560 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 「原発ゼロシナリオ（即時）」「0%」 【全ての原発の即時廃炉】を求めます。再稼働反対です。「原発規制委員会の人事等について、中立的で公正な人選を求めます。

24561 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 原発は直ちに廃止し、生命を守る必要がある。何万年
も管理が必要な廃棄物の処理方法もない中で、これ
以上原発を操業させるのは人類の自殺行為である。
特に世界一の地震多発帯の日本では一刻も早く原発
から決別を。

「原発は安くない」
水を沸かしてタービンを回す代わりに、核分裂をおこしその熱の一部でお湯を沸かすというのが原子力発電。小川の水でもタービンを回すことができるのに、危険きわまりない核分裂を利用す
る必要はない。原子力発電は、発電コストが安いというウソを未だに流布する人がいるが、何万年も続く廃棄物の処理費用や事故時の天文学的経費を考えれば他の発電方法に比べて原発が
安いという話は、全くのデタラメである。

「原発があることが電力供給を不安定にする」
電気の安定供給のために原発が必要だという考えがあるが、現実を見れば、原発に依存する方が、電力供給は不安定である。現在、日本の原発は、活断層の上にある大飯原発の2基が稼働
しているだけで全部停止している。にもかかわらず、電力供給は十分足りている。もし足らなくなるなら停電だって仕方がないと思っています。原発の危険性、反社会性の方がはるかに大きいと
思います。

「電力会社や日立・東芝・三菱などの大企業の利益だ大切なのか国民生活が大事なのか」
この選択ではないでしょうか。何万人もの人が官邸を取り囲み、反原発を訴えているのに、その国民の声を『音』という首相、安全確認ができてもいないのに『国民生活を守るために（活断層上
の）大飯原発を再起動する』との、首相の発言には正直にいって、耳を疑いました。ああ、日本の総理大臣は、財界を守るが国民を守らない人だなと、再認識した次第です。

24562 個人 自営業 ４０代 女性 原発即時ゼロシナリオを支持。稼働中原発の即時停
止・廃炉を希望。原発規制委員会人事について、一旦
白紙撤回、中立的な立場の方の再選定を要望。パブ
リックコメントの政策への反映要求。

第二・第三のフクシマを作らないためにも、原発は即刻利用を停止、すみやかに廃炉とするべきだと思う。つまり、原発ゼロシナリオ（即時）しか選択すべきはない。「安全な原発運用」は、少なく
とも地震大国日本では現実的でないと思われる。

また、原発規制委員会の人事について、原発推進に携わってきた疑いのある方の起用はおかしい。特に田中俊一氏、中村佳代子氏の選定には納得がいかない。白紙撤回のうえ、中立的な立
場の方を再選定してほしい。

エネルギー政策に関して今後ともパブリックコメントを募集し、またその内容を公開・政策に反映してほしい。

24563 個人 無職 ６０代 男性 原発ゼロシナリオを望みます。 直ちに原子力発電から撤退すべきです。
スリーマイル島、チェルノブイリ、福島の過酷事故は、原発がありふれたリスク・ベネフィットのシミュレーションなどで扱えるものではないことを示しました。
原子力発電技術は、材料科学の面からも、ましてや人間が経済優先の考えに浸っている限り、まともに制御できるとは思えません。
放射性廃棄物の「つけ」を何代もの子々孫々に残すなど、論外です。

24564 個人 無職 ６０代 男性 原発は即刻全てをを廃炉にすべきです。福島事故は
そこに住む人々の生活や経済活動を根こそぎ壊して
しまいました。原因さえも判らず、復旧の見込みさえ
たっていません。人々が健康で安心して暮らせる事が
大前提です。

原発は即刻すべてを廃炉にすべきです。
福島第１原発の事故は、未曾有の放射能汚染（環境汚染）を、東北や関東を始め広範囲にもたらしし、そこに住む人々の生活や経済活動を根こそぎ壊してしまいました。先の国会事故調査委
員会では、この事故は人災であり、規制する側が規制される側の虜になっているとしています。原子力発電所は一度事故を起こすとその被害は甚大な結果をもたらし、その復旧には１０年、２０
年、３０年、更にはそれ以上の非常に長い年月と莫大な費用が必要なのは今回の事故からみても明らかです。加えて寿命がきた原子炉を廃炉にするにはこれまた長い年月と莫大な費用とが
必要です。何百代も先の子孫にその処理を託さなければなりません。原発を推進する人の中には原発から出る放射能で死者は一人もいないといっている人もいますが、避難する時や避難後の
過重な負担のために亡くなった人は沢山います。事故がなければこれらの人々は、もっと長く楽しく生きる事が出来たはずです。加えて未だに避難生活を余儀なくされている人は福島だけでも１
６万人ともいわれており、他の都道県を加えればもっと増えるはずです。
一方、この事故の当事者たる東京電力、推進してきた政府・財界の中でいったい誰が責任を取ったというのでしょうか？　東電は自分に都合の良い事故調査報告書を作成し、政府のいう通りに
原発を作り、運営してきたのであるから全く責任は無いような言い方です。政府にしても事故の原因を究明するどころか、事故原因さえも掴めないうちから再稼働を決定してしまいました。誰も責
任を取ろうとはしません。反省もしていません。財界はただただ闇雲に再稼働を叫ぶだけです。
このような状況の中では、原発を稼働すれば第２、第３の福島原発事故が起こるのは火を見るよりも明らかです。そんなに安全を主張し再稼働がしたいのなら、東電の本社や、政府・官庁・国
会、財界幹部の所属会社の本社をすべて福島第一原発のそばに移転して、そこで日常の活動をされたらいかがでしょうか？
原発を容認する人の中には、原子力発電をしないと、電気料金が高くなり経済発展が進まなくなるといっていますが、そもそも原子力発電にかかる費用の計算根拠が問題です。上記の事故に
よる対策費、補償費用、廃炉費用等を正確に加えれば到底他の発電コストのほうが安くなるはずです。また、天然ガスを日本は世界一高く購入している事が最近明るみに出ています。こういっ
た事をクリアにしていけば、原発を使用しないでもこれまでよりも安い電気を供給できるはずです。これを実現するのが政治ではないでしょうか。
放射能汚染の無い、安全で安心して暮らせる国土を取り戻すためにも即座に国内の原発すべてを停止し、廃炉に向かって進んで行かなければなりません。

24565 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 私は、「原発ゼロシナリオ（即時）」を支持します。なぜ
かといえば、最終処分の方法すら明確でない現時点
で放射能廃棄物を増やすことは未来を損なう行為だと
考えるからです。

電気は基本的に足りているし不足の事態にならないと考えています。人間は知恵を出す生き物です。原発が使えなければ、違うものを生み出します。危険なものとわかった以上、これ以上使用
すべきではありません。まして10万年に渡って管理が必要な放射能を、誰が責任を取るというのですか!! 電気代は確かに値上がりにはなるでしょう。しかし、その選択は国民がすべきことです。
原子力規制委員会の一部の人間が決めるべきことではないと思います。決定権者が国民ではなく、国を左右することを５人が決めてしまうという原発規制委員会には断固反対します。原子力
村に属する人間の委員会入りにも反対します。同様に福島第一原発の原因突明が終了していない段階での再稼働にも反対します。

24566 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 エネルギー環境に関する選択肢への意見
原発ゼロシナリオ（即時0）

すでに2ヶ月原発0期実績があり大飯稼動後も原発0
で電力供給が賄えた。使用済燃料の処分法も未定で
原発は必要ない。即時0に賛成。

原発を稼動させるために、それと同等のエネルギーを発する別の発電が必要であれば、すでに原発ゼロでも電力は賄える。
福島原発の被害に関する保障もままならず、仕事や家を失い、家族が分断された人達のことを思えば、とても原発を使おうとは考えられない。
人の英知を生かせば、原発を止めてもまた別のアイデアが出てくるはず。
即時原発をゼロにすることに賛成です。

24567 個人 自営業 ３０代 女性 再稼働はせず、『原発をゼロ』にしてください。
そして、今まで世界規模で取り組んできた温暖化対策
も推進しながら、
もっと自然エネルギーを重視し活用していける社会に
してください。

それぞれの家庭や企業で出来る省エネや健康的な節電も、大切。
自分たちの未来に。子供たちに。地球に。
美味しい空気を！安全な水を！
放射能の影響を気にすることのない大地や海の恵みを食すことが出来る世界を
作り・整え、伝えていきたいです。

24568 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発は全炉　廃炉にすべきです。 地震大国である日本において、東日本大震災以降さらに危険性を増している、関東地震、東海地震、東南海地震などを考慮し、福島第一原発事故による被災の深刻さを考えると、即刻廃炉に
するのが最も妥当かつコストが最善な方法であると考えるから。

24569 個人 自営業 ３０代 女性 原発ゼロシナリオ（即時） 原発を稼働するかどうかの判断基準は電力問題ではなく、汚染された放射性廃棄物をコントロールできず有害なゴミとして増殖させ続けていくしかないという点だと思う。
自分で処理できない危険なゴミを増やし続けていくという状況はあってはならない事だと思う。
即刻原発を廃止へ向けて行動すべきだと思う。

24570 個人 家事専
業

４０代 女性 原発は即刻、全廃です！ 様々な立場の人がいて、原発を動かせたいと思う理由もあるのでしょうが、冷静に考えて欲しい。
全ての人にもっと単純に、根本的な事を考えて欲しい。
政治や経済の心配をする以前に、地球の滅亡を心配して欲しいと思う。
後回しにした核の廃棄物処理や、起こってしまった事故による世界規模の汚染など、解決方法もない恐ろしい悪魔のような物質を、今後この先も作り続けるのですか？
私たちの子孫に、こんな恐ろしい物を残してしまうのですか。今を生きる私たちの生活を守るためなら、未来の人々を犠牲にしてしまうのですか。

被爆とはどんな物なのかを知ったなら､利権など考える余地もなく即刻原発は全廃すべきだとわかるはずです。
選択肢など、ない！

24571 個人 自営業 ４０代 女性 ゼロシナリオを指示し、今すぐ原発をゼロにする。 チェルノブイリや福島のように、一度事故が起きたら、広い地域に渡って、突然誰も何十年にも渡った住めなくなるような恐ろしい施設は絶対に地球上に存在してはいけないと思います。こんな
ことの責任は誰もとることは不可能です。
今すぐに原発の使用は中止し、廃炉にむけていろんなことの準備を進めて行かなくてはいけないと思います。

経済が後退するという人もたくさんいますが、今の世界的な流れとして、原子力から自然エネルギーにシフトしていくのは当然だと思います。だったら
経済の発展のためにも、未来のない原子力頼みにするよりも、自然エネルギーを開発して行く方が、今後の日本の発展にもよいと思います。

原子力に頼りたいのは、もう先の少ない年寄りだけです。残りの人生が少ない人たちには、原子力はそれほど脅威ではないかもしれませんが、未来は今の若い人、子供のものです。この人たち
は決して原子力に頼りたいとは思っていません。

日本の未来のために、一刻も早く、すべての原発を廃炉にして、新しいエネルギーを開発していくべきだと思います。



24572 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 エネルギー・環境に対する選択肢の見直しについて 現在３つの選択肢で議論を行なっていると思うのですが、この中の公聴会などで明らかになったのは、この選択肢があまり現実的ではないということです。
現在の意見の選択肢としては
1.即時0%
2.2022年に0%(国会議員などからも提案あり)
3.2030年0%
4.2030年15%
5.2030年20-25%(現状維持)
くらいだと思います。
個人的には2015年、2020年、2025年で0%くらいの選択肢があってもいいと思います。
多くの意見は2030年に原発の稼働率を何%にするかではなく、どのくらいの期間でどうやって減らせば国民生活をうまくやっていけるかを話し合うべきだと思います。
あと、原子力関係者の意見は大事なのですが、彼らは受益者なので、それは一般の意見とは別と考えるべきです。

24573 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 「原発ゼロシナリオ（即時）」を選択します。 経済性、便利さよりも、まず先に安全性を大切に考えてほしいです。いつ事故が起こるかもしれない危険なものと共に暮らすことは人間的ではないと考えます。人間、いきもの、自然、地球の命
を大切にする選択をしていただきたいと思いますので、パブリックコメントを送らせていただきます。よろしくお願いいたします。

24574 個人 その他 ４０代 女性 (1)のゼロです。
311を忘れてはいけません。
いまだ、苦しんでいる人々がいます。間違いを繰り返
してはけません。地震列島日本に暮らしているので
す。少々の我慢を強いられても、原子力発電は要りま
せん。

原発がなくてもエネルギーは足りることは多くの研究者によって明白になりました。原発で働く人々の雇用問題が引き合いに出されますが、廃炉にしても永い将来にわたって維持管理しなけれ
ばならない原発は、今後も雇用を生むことになるはずです。とにかく、日本全体を考えてください。

24576 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 ゼロシナリオを支持します。福島を見て、これ以上辛
い思いをする人がいない社会を願います。原発人災
がなかったらもっと復興は早かったはず。ご自分が死
ぬ時後悔しない国づくりをしてください、官僚さん。

自殺した福島の酪農家のニュースが忘れられません。大切な土地も、先祖も、家畜も、家族も失うってどういうことですか。原発推進してきた私たちは、どう責任を取ったらいいんですか。
ぜひともゼロシナリオを採択していただきたいです。
原発があるおかげで、子育ても安心してできません。いつもハラハラ尋常じゃないストレスを２０１１０３１１以降感じています。
よろしくお願いします。

24577 個人 その他 ５０代 女性 原子力発電の依存は「ゼロシナリオ」を選択します 原子力発電を稼動させることで、そこに従事する人たちの被爆、及び差別を生み出します。日本こそ、福島や広島、長崎の悲しみを乗り越え、総力をけっして未来エネルギーを作るさきがけと
なって欲しい。今までとは違う経済のありようを、強く望みます。未来にツケを残すような（核廃棄物、交付金頼みの地元経済）経済のあり方に終止符を。人としての生き方を正し、人類だけでな
い地球生命を守って欲しい。放射能の影響において、まだまだ、わからないことだらけです。次の世代に、責任ある補償は、ありません

24578 個人 自営業 ４０代 男性 原発ゼロシナリオ（即時） 原発シナリオが唯一の脱原発シナリオだから。他のシナリオではその比率を保つために古い原発を使い続けることになり、また廃炉になったら新しい原発を増設することになるから。

24579 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 (1)ゼロシナリオを選択します。
１８年以内といわず、即時停止するべきだと思いま
す。

去年の３．１１の時点で、ひとたび事故が起こった際の計り知れない被害を経験しながら、それから何も学ばず、再び稼働させるとは、とうてい理解できません。
あまりにも国民を馬鹿にしています。
国民のためと言いながら、実際は一部の利権者のためだとしか思えません。

原発なしでも成長していく方策を考え、実行に向けて衆知を結集していくのが科学であり、政府の仕事であり、日本人の進むべき道だと思います。

それをしなければ、日本の未来はいつまでも恐れと不安の、とても脆弱な土台の上の、まさに砂上の楼閣です。

同時に私たち国民ひとりひとりも、「より便利に、快適に」の発想を改め、土台を作る覚悟をしなければならないと思います。

24580 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 耐震設計審査指針にある「残余のリスク」がある限り、
リスク顕在化した場合、国土が広範囲に亘り放射能で
長期間汚染されることにより安全で健康な生活ができ
なることになるので、核燃料による発電はすべきでは
ない。

（意見）耐震設計審査指針にある「残余のリスク」がある限り、核燃料による発電はすべきではない、と考える
（理由）リスク顕在化した場合、国土が広範囲に亘り放射能で長期間汚染されることにより安全で健康な生活ができなることになるから。
ドイツが核燃料による発電を取り止めた最終の理由は、技術は絶対に安全を保障するものではなく、又万が一事故が発生した場合、ドイツ国として「責任のとりようがない」というものでした。
「合理的に実行可能な限り小さくするための努力が払われても」リスクがゼロでない限り、事故の対応策、また使用済み核燃料の最終処理法が分かっていない発電方法は、絶対に止めるべき
だ、と考えるから。

24581 個人 自営業 ５０代 男性 全原発の即時停止を望みます。1930年までに０にす
るすると言うのがすでにおかしい！！何故、即時停止
の選択肢を入れないのか！！たった一ヶ所の原発事
故ですでに数十万人の被害者が出ている！！

原発が稼動しなければ日本経済が衰退すると本気でお考えか？
あなた方にも良心はあるでしょう！家族友達が居るでしょう！明日も未来もあるでしょう！子供が居るでしょう！お孫さんが居るでしょう！新しい命にこれからも出会うでしょう！
闇に隠れた原発関連の既得権者、それに群がる金の亡者達、大手マスメディアをもコントロールしてこれからも真実を隠蔽し続けるおつもりか？もう、操り人形になるのはやめましょう！
事故を起こした福島原発の後処理さえ出来ていない現実の中で、この期に及んでまだ、原発を利用しようと本気でお考えか？
福島の事故は過去の地球史上に無いほどの大規模な放射能放出の危険（現在までに垂れ流した10倍以上放出の危険性）がある事を、なぜ外国メディアは真剣に扱っているのに国内での発表
は無いのか？あなた方も騙されているのですか？あなた方も真実を知らないとでも言い切るのですか？
明日にでもある程度の規模の地震が再度来たなら日本国土のほとんどで人が住めなくなる事を何故報せないのですか？
日本だけの問題ではなく、地球規模で環境が汚染されてしまう事をこれからも本気で隠し通し、闇の利権を守り通す飼い犬に成り切るおつもりか？

24582 個人 その他 ６０代 男性 ゼロシナリオを選択する。しかし、それは提示された
選択肢の中では同シナリオを選択するほかないから
であり、選択肢のつくられ方を了とするものではない。

　原発は、できる限り早く廃止すべきである。その意味でゼロシナリオを選択する。しかし、提示された選択肢は余りに不出来ではないか。「エネルギー･環境」と言いつつ、電源の構成比しか選
べない。省エネルギーについては各選択肢で一律とされ、熱利用についてはコジェネレーションのみが、やはり一律で考慮されているばかり。火力の燃料構成も一面的である。
　原発を廃止するのか温存するのか拡大するのか、とわかりやすく問うのでもないのに、電源構成にしめる原子力発電の比率がそのまま選択肢の名称とされている。事実上、それだけで選べと
言わんばかりである。15シナリオあるいは20～25シナリオでは、原発の新設はあるのかないのか、寿命延長はあるのかないのか、六ヶ所再処理工場や「もんじゅ」は中止されるのかされないの
か、肝心なところはわからない（わからせない）ままに。
　そもそも選択されるべきは、東日本大震災と福島原発事故を受けて、私たちはどんな未来を望むのか、エネルギーや環境をどう考えるべきかではないのだろうか。
　

24583 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 自然エネルギーを利用した電力にシフトしていくべき。 電気消費量と経済成長の関係性は証明できない。節電して、原子力エネルギーを使わない電気にシフトしていくことで逆に次代の産業を起こしていくことになる。

一時的な経済成長ではなく長期的で世界的・地球的な経済成長を考えるべきだろう。

24584 個人 無職 ７０代 男性 最低でも原子力は30％。 　石油の大部分を中東に依存している我が国は火力、原子力、水力、再生ｴﾈﾙｷﾞｰのﾊﾞﾗﾝｽを考慮した電源構成が不可欠である。

　火力発電の著しい偏重は、政情不安を抱える中東に著しく依存することになりｴﾈﾙｷﾞｰ安全保障上、好ましくない。

　原子力がｾﾞﾛの場合、LNGや石油を購入する際に化石燃料輸出国に足元を見られ、高い価格の燃料購入を迫られる。

　原子力を導入しておけば、原子力をﾊﾞｰｹﾞﾆﾝｸﾞﾊﾟﾜｰとして活用でき、化石燃料の購入価格引き下げに使用できる。

　ｴﾈﾙｷﾞｰ、外交、安全保障政策の間違った選択は国を滅ぼす。公聴会参加者の意見の陳述は国民のごく一部の人の意見に過ぎない。

　是非、声無き声に耳を傾け、有識者の判断で強力なﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟで将来のｴﾈﾙｷﾞｰを選択して欲しい。

　

24585 個人 家事専
業

５０代 女性 今すぐ、原発０。大飯原発再稼働反対。
金より、人の命と心が大事。
子どもに堂々と残せる未来を！

野田首相は、｢国民の生活を守るために再稼働が必要。」と
おっしゃいました。
電気のことで言えば、この国の現在は無駄使いだらけです。
宇宙から写すと、夜の地球に、日本の形が電気でくっきりと
浮かび上がるそうです。
無駄だらけです。原発は、便利さと無駄使いを蔓延させ、
電気商費国を作り続けてきました。
そして原発を、不必要に54基も作ってきました。
使用済み核燃料の処理方法も、わからないままに
金が動けばいいと、突っ走って来ました。

今回の震災で、目が覚めました。
自然と人とつながりあって
地道に笑いあって、助け合って生きていきたいと、
そして自信を持って子供に残せる日本にしたいと思います。
そこには、原発はいりません。

福島原発の事故は、まだ続いています。海へも地下へも
垂れ流しが続いています。原発作業員の方の作業は
今も過酷です。福島の方々の不安は続いています。
直ちには出なかった影響がこれから出てきます。
ウランの採掘現場付近の方も被爆し続けています。
原発はいりません。原発輸出なんてもってのほかです。

24586 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発をいますぐにゼロにすることが望ましい。 いますぐに原発をゼロにすることが望ましい。事故が起きると取り返しがつかなくなるのはいうまでもなく、たとえ事故が起きないとしても、「安全」なはずの原発において、現場の作業員は被曝し
ながらの労働に従事している。このようなことは許されるべきではない。人間の生存を尊重する立場からは、原子力発電所は停止させなければならない。

24575 条件付きで原発２０－２５％シナリオを選びます

その理由は次の通りです。
（１）理由
理由１）地球温暖化対策の重要性
　目標年度において現在並みの電力価格で温室効果ガスの排出を大幅に抑制するには基幹電力の一つとして原子力発電を採用するほかない。
理由２）低消費電力型産業構造への早急なる転換の困難性
　目標年度までに温室効果ガス排出抑制かつ低消費電力型の産業構造へと変換することは現実のところ困難である。再生可能エネルギー施設の規模は非常に小さく高価で，基幹電源として
の採用による現産業構造の維持もまた困難である。

理由３）原子力発電所の安全性確保は可能
　原子力発電施設の安全確保は，今回の原発事故の知見を設計設置保安基準に織り込み対応すれば可能である。ここでいう安全のレベルとは，現在私たちが曝されている平均的な環境リス
ク水準以下を指す。（宇宙線リスクだけではない）

（２）条件
条件１）既存並びに建設中，計画中の原発の安全確保
　新しい原子力規制庁による原子力発電所の安全設計基準と環境影響評価（安全監査）体制の早急なる確立と実行を前提とする。
条件２）放射性廃棄物の処理処分体制の実現
　原子力発電所からの放射性廃棄物の出来る限りの再資源化と中間処理の実施と最終処分場（地層処分）の確保が前提条件である。

（３）追加的コメント
コメント１）経済界を含む全セクター，全階層からの意見聴取
　各地で開催の意見聴取会の意見発表者は一般市民に限定しているのなら，別途，専門家（学界），産業界，経済界の意見を聞く意見聴取会を持つ必要がある。現在開催中の意見聴取会が
全セクター，全階層を対象としているのであれば，電力会社の経営陣や社員等を排除するのはおかしい。
コメント２）感情論の排除
　安全だけでなく安心をとの声があるが，感情的な絶対安全要求に政策決定が押し流されてはいけない。それでは愚衆政治となる。
コメント３）実現可能なプロセス案なき意見の排除
　原子力発電ゼロを叫び，要求するのは簡単であるが，それが現在の生活や希望を損なうことなく実現出来たらどんなにすばらしいことであろうか。原発ゼロ化に伴う，廉価で品質が高く安定
し，環境に配慮したエネルギー源の確保方策が提示されない提案は無責任な提案である。
コメント４）総エネルギー消費量理解の啓発
　原発ゼロを要求する一般市民の多くは，家庭での創エネや省エネ，蓄エネによって，原発に依存しない場合の電力使用量に対応した生活が可能と考えている。さらに産業部門などの非家庭
部門でも家庭と同様の考え方で容易に対応可能と主張している。しかし，非家庭部門での省エネは家庭人が考えるほど簡単ではない。対応策を見出しても知的所有権の関係で適用できない
場合もある。事業規模を縮小したり，一般市民が商品やサービスの購入を控えたりすれば，見かけ上省エネを達成できるかもしれないが，経済が縮小し停滞し，深刻な経済危機を招く恐れがあ
る。畢竟，非家庭部門は家庭を支える経済的基礎である。市民に対して，こういった経済生活に関する正しい理解を求める必要がある。
以上

条件付きで２５％シナリオを選びます。男性７０代無職個人



24588 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 長期展望で０シナリオを目指し、２０３０年は通過点と
して１５％程度が現実的。

安全・安心が保障できない事や制御不能の事故の可能性を秘める原発は、世界的見地から”ゼロ”を目指すべきである。負の遺産を後世に残すことは地球破壊への早道に繋がり、現在の人類
のみメリットを享受すればよいという判断は許されるものではない。
ただし、短期間で”ゼロ”にすることは非現実的であり、代替エネルギーの増備を待たざるを得ない。よって２０３０年時点では１５シナリオレベルが妥当と判断している。
今回の国の判断は全世界に影響を及ぼすことは必至であり、再生可能エネルギーのシェア拡大に国策として取組むことを明言すべきである。そこに日本の国力を集中して注ぎ、福島原発事故
からの正しい回復を選択したことを全世界に示すべきであるし、政府はその責任があると考えている。

24589 個人 自営業 ３０代 女性 原発ゼロシナリオ（即時）を求めます 原子力発電は、後世に「使用済み核燃料」の処理を押し付けるものです。
既に、多くの原発が老朽化していることや、原発が活断層の上に建っていること、安全対策に問題があることなど、多くの問題点があることから、即時廃止するべき施設であることは明らかで
す。
また仮に前述の問題が全て解決されたとしても、半減期２万年超のプルトニウムなど、使用済み核燃料を安全に処理できる目処は全くたっておらず、核燃料サイクルそのものが既に破綻してい
ると言わざるをえません。

ひとたび事故が起これば、多くの犠牲が出る原子力発電。
後世に莫大な負の遺産を押し付ける原子力発電。
たかだかタービンを回すためだけに、こんな危険な方法は取るべきではありません。原発の即時廃止を強く求めます。

また、今後のエネルギー政策には、ぜひとも今回寄せられた提言やパブリックコメントを反映して頂けますよう、強く要望いたします。
24590 個人 自営業 ５０代 男性 原発稼働に関して、即時停止を求めます。もはや誰で

も原発のコストが他のエネルギーに劣る事は理解でき
ています。電気が足りなどと、国民を愚弄したり、つじ
つまあわせで原発を推進するのは終わりにして下さ
い。

原発ゼロシナリオ（即時）

24591 個人 自営業 ２０代 男性 原発の稼働率０を！原子力規制委員長人事案、差し
替えも要求

再稼動させればそれだけ廃炉に向けて年数が延び、リスクを背負い続けることになり、さらに再生可能エネルギーの開発に集中できなくなる。

また規制する立場の人間に田中氏のような方が居るのは規制する立場として不適合だ。

24592 個人 家事専
業

３０代 女性 「エネルギー・環境に関する選択肢」について、(1)原
発依存度ゼロシナリオを政府が責任を持って進める
べきだと考えます。一部の人間が利益を得、地球環境
を破壊し、多くの人間を苦しめるだけの原発は必要あ
りません。

原発依存ゼロシナリオを指示する理由は、今回の福島第一原発の事故を受け、その大惨事を見る限り、原発の必要性がまったく考えられないからです。
福島原発事故により、多くの方が故郷を離れざるを得ない状況を強いられています。今回の原発事故による被害の全貌もいまだに明確にわからない状況です。被害を受けた方々が失った多く
のものは、二度と元の形で戻ることはないでしょう、その方たちが受けた心の傷が癒されることがあるのか、私にはわかりません。
私にも大切な家族があります。まだ幼い息子がいます。去年の大地震に続く福島原発の事故により、私たちの幸せで穏やかな生活が脅かされました。福島原発事故の詳細についても、「国民
の混乱を避けるため」という、全く理解しがたい理由で、国民に公表する義務を怠った政府は信用できず、幼い息子の安全を考えて、放射能の被害を避けるために、１ヶ月ほど九州での生活を
送ることにしました。１ヶ月間でさえ、夫や我が家を離れての生活はつらいものでした。
原発を推進する政府のみなさま、原発事故によって故郷をも失った方々の気持ちを考えたことがありますか？幼い子どもや愛する家族の健康を日々、心配しながら生活する私たち国民の気持
ちを考えたことが一度でもありますか？
もし、その質問に「ある」と応えるならば、原発に依存し続ける政策をこれ以上続けて行くことは絶対に不可能だと思います。
原発は、多くの物を私たちから奪います。
原発事故が起きたことは、非常に悲しい歴史的な事実です。もう原発事故以前の日本に戻ることはできません。だからこそ、この教訓を活かして、二度と同じ過ちを繰り返さないためにも、地球
環境や私たちの生命を脅かすことのない自然エネルギー政策を取り入れ、進めて行くべきだと考えます。
エネルギー政策の転換が議論されると、まず経済云々という話になりますが、自然エネルギーへの転換を経済発展につなげるような政策は可能だという専門家の分析もあります。国民のため
の政府であるならば、国の経済が原発によって発達、維持されることよりも、一瞬にして国民の生命を脅かす原発を保持することよりも、まずは、国民の安全で穏やかな生活を考えるべきです。
原発は、私たちに何の利益ももたらすことはありません。それは福島原発事故が示しています。

24593 個人 自営業 ６０代 男性 「原発ゼロシナリオ」を支持します。理由は、人類が原
子力を制御できないからです。制御できると信じ込ま
されていたことがわかったからです。

地球のどこに暮らしていても、誰でもが「命を大切にする」という一点だけを考えれば、人が制御出来ずに、そのことによって多くの人の命を脅かすものを作り出してはいけないのです。安全神話
の上に原発は作られてきました。福島の原発の災害は人類にとって、広島・長崎の人たちを苦しめたように、地域を限定しない兵器だということを世界に知らしめました。日本は地震国です。自
然災害は想定を超えるから被害が発生します。原子炉が制御不能になるという想定があり、その対応策があれば運転が可能と考えられます。しかし、福島の原発は、何年も先まで立ち入ること
の出来ない場所を作ってしまいました。現代の科学技術をもってしても、放射性物質に汚染されたところは、水で洗い、土を削り、その水と土は処理できずに保管することしか無いのです。安全
神話を唱え続けたことが、多くの国民の生活権を奪ってしまったのです。私自身も疑問を持つことをせず、技術神話を信じていました。今回の災害によって気づかされました。人類が制御できな
い原子力は使ってはならないことを。私たちに与えられている情報が正しいとして、原発が止まることで電力が不足するという不便は我慢します。原発に頼らないと決めれば、いろいろなことが
始まります。原子力を使わないことを国の決定としてください。

24594 個人 家事専
業

４０代 女性 原発ゼロのシナリオを選びます。 被爆国なのに、その痛みを忘れて原発依存をしていた日本を恥じます。日本の優秀な人材の能力を使えば、安全なエネルギーを生み出せると信じます。子供たち、日本、地球を守りたい。その
ためならば、私は不便な暮らしも受け入れます。

24595 個人 その他 ６０代 女性 政府は、早急に脱原発方針を表明すべき！ 　今回起きた原発事故は、明らかに人災です。理不尽です。あまりに理不尽です。原発設置の当初から、使用済み核燃料の処理の見通しもないまま「平和利用」「安全」等を言い続けその裏に
ある危険性を国民に知らせないまま今日に至った事は、重大な過失です。
　節電への協力は、全国民がそれぞれの工夫を意識し始めています。「２４時間眠らない国」から脱却し、人間らしい生活を取り戻すべきときです。
　子ども達に「負の遺産」を残さないために。

24596 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原子力発電は、全廃して頂きたいと強くお願い致しま
す。私達が今未来の方向性を見失ったら、これからの
子供達に残せるものは、恐怖と不安だけになると思い
ます。

福島原発の事故は、自然災害によるものではありますが、人災でもあると思っています。原子力発電所の建設当初から、何故被爆国である日本に原子力発電所なるものを作ろうとする考えに
なるのか、不思議でしたし又とても不安でした。しかも、今回の災害で、自分の故郷から離れなければならなくなった方々や農家の方々の精神的、身体的な負担を思うと、何故再稼働ができる
のか?今回の教訓が生かされていないのは何故なのか?不思議や不安というより、怒りを感じています。原発事故の時、今の人間の英知を終結しても、手も足も出せないような恐ろしいものを、
何故又再稼働させるのか、どうか、もう一度未来の子供達の為に全廃の方向を出して下さい。嘘の広告は、もう沢山です。お願いします。

24597 個人 無職 ８０代以
上

男性 原発２０から２５％ 原発をとめて、なぜ停電か？それが２１世紀なのか？近代国家なのか？
戦前に戻るつもりか？
近代国家らしく研修し原発を安全に、安定的に稼働すべきである

24598 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 経済規模が現状で推移するならば、20～25シナリオ
を支持。
原発廃止運動はイデオロギー化しています。政府に
は冷静に国のエネルギー戦略を立案して欲しい。原
発維持と安全性確保は両立できることです。

福島の原発事故では、周辺住民の人生を変える程の大変な被害が生じました。
「お気の毒｣の一言では済ますことができない犠牲を強いています。
私も福島再生のためには、微々力を尽くしたいと思っています。
しかし、「原発を廃止することが、第二の福島を生み出さない」ことに繋がる
との意見には疑問を感じます。福島の教訓を活かして、地震・津波対策、
予備電源対策・事故発生時の諸対策等を完備することが、「第二の福島を生み出さない」ことになるのではないでしょうか？
先ずは、既存原発の安全性チェックを進め、稼動可能なものは速やかに稼動すること。その際には情報を開示すること。そして、再生可能エネルギーの推進を
国家プロジェクトで行って欲しい。ただ、その際には特定企業の利益に資する
ことなく、国民負担についてもしっかりと説明をして推進して欲しい。

原発反対デモの声だけでなく、公では声を上げないが、原発維持を支持する人々の意見も、是非とも汲み取ってください。
国の未来を考えているのはどちらも同じです。

24599 個人 無職 ６０代 男性 「原発ゼロシナリオ」そしてすみやかに自然エネル
ギーの取り組みを進めるべきである。

原発の稼働に対する見解

　福島原発の事故の教訓から事故が起こると甚大な被害を被ることになる。
また、このまま原発を稼働し続けると、未だに処理方法の確立されていない使用済み核燃料が蓄積されて、早晩貯蔵施設が満杯になり原発を稼働することが不可能になり、エネルギー問題は
行き詰まることは明らかである。
したがって、出来るだけ早く再生可能な自然エネルギーに転換すべきであると考える。

男性６０代法人等法人・
団体等

24587 下記提言をご参考に、皆が幸福な世にしてくださる事を期待しております。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０１２年8月２日
日本政府　　野田　佳彦　総理大臣　殿
細野　豪史　内閣府特命担当大臣（原子力）・環境大臣　殿
古川　元久　内閣府特命担当大臣（経済財政・科学技術）　殿
枝野　幸男　経済産業大臣　殿

　　　〒263-0024 千葉市稲毛区園生町1108-2
　　　特定非営利活動法人　国際総合研究機構 (NPO-IRI )
　　　IRI幸福社会研究所 (IRI-WHI )
　　　所長　山本　幹男　博士(工学)・博士（医学）
　　　nsnpoiri@gmail.com
　　　電話 043-255-5481 Fax 043-255-5482
　　　（当団体は、純粋なNPO法人の研究所で、特定の政治集団や宗教集団などではありません。）

　　　日本政府の原子力発電・電力政策への提言

現在日本政府が国民に意見を求めている、標記政策に関し、当研究所は所員で討議の結果、
示された３つの案の内では、原子力の比率をゼロとする、第１案を選択します。

なお、当所は、全原子力発電の早急な停止を含む、下記の「日本の原子力発電・電力基本政策」を、日本政府に提言します。
日本政府に、この政策の早急な実行を求めます。

　　　提言　　日本の原子力発電・電力基本政策

理念：　人間を含む生物の健康で永続的生存と幸福に不可欠な、自然豊かな国土と地球環境を
早急に取り戻すため、最大限の省エネルギー・節電に産業を含め転換する事が重要である。
原子力発電は、生活と産業・国土と地球環境を長期に渡り破壊する事が幾多の事故で実証済みで、全てを直ちに停止し、廃炉とする。
一部が未だに主張している、今までの延長的考えや、原子力発電を長年残す考えは、上記の観点からあり得ず、強く再考を促す。
グリーンな再生可能エネルギーを早急に増強する政策を促進する。
省エネルギー・脱原発・廃炉・放射能除去・グリーンエネルギー等の産業を、日本の基幹産業として早急に育成し、雇用の増進をも同時にはかる。

基本政策：

 １．省エネルギー・節電を基本とする政策に転換する。
日本の政府・自治体・企業・商店・団体・国民は、

 １）平素、必要最低限のエネルギー消費に努める。
 ２）特に、夏冬の電力需要ピークの分散化、ピーク時の節電に最大限努める。
 ３）夏の冷房温度・冬の暖房温度などを我慢し設定する。

４） 産業・社会・家庭の省エネルギー化を急ぎ・促進する政策をとる。
５） 省エネルギー産業を早急に、日本の産業の基幹の１つとして育成する。

 ２．原子力発電は早急に停止し、廃炉とする。
政府が再稼働させた、大飯の原子炉２基は、少なくとも2012年９月末日までに、全面停止する。
今後、原発の再稼働・新規稼働は一切行わない。
全ての発電用原子炉は廃炉とする。
脱原発・廃炉・放射能除去などの産業を早急に、日本の産業の基幹の１つとして育成する。

 ３．グリーン（再生可能など）エネルギーの早急な開発を促す。
下記のグリーンエネルギーなどの産業を早急に、日本の産業の基幹の１つとして育成する。
水力、地熱、潮力、太陽光、風力、バイオマス、排熱、地産地消エネルギー、など。

４．グリーンエネルギー等が立ち上がるまでの繋ぎとして、
必要不可欠な場合は、公害の少ない方式の火力発電の増設を実行する。

５．送発電を分離し、発電の自由化を直ちに実行する。

６．総括原価方式を直ちに廃止する。
電力会社の利益が、経費が多ければ多いほど多くなる、総括原価方式を早急に廃止し、電気料金を低減さす。

７．家庭の電気料金での利益が電力会社の利益の大部分をしめる、不公平な電気料金体系を直ちに見直す。

以上

当研究所は示された３つの案の内では、原子力の比
率をゼロとする、第１案を選択します。なお、当所は、
全原子力発電の早急な停止を含む、下記政策を、日
本政府に提言します。この政策の早急な実行を求め
ます。



24601 個人 その他 ６０代 男性 ゼロシナリオを選択する。「2030年までのなるべく早期
に原発比率をゼロとする」には、当然、即時ゼロも含
まれる。即時ゼロを求める。

　即時ゼロの思いを込めてゼロシナリオを選択する。もともとは文字通り「2030年までのなるべく早期に原発比率をゼロとする」のがよいと考えていた。原発ゼロを実現するにはさまざまな課題が
あり、即時ゼロは難しいだろうと思いこんでいたのである。しかしその後、実際に原発ゼロを迎えた。大飯3、4号の再稼働が強行されたとはいえ、48基は止まったままである。この状態から、わざ
わざ再稼働してよいものとよくないものを峻別し、再稼働したものを一定の条件の下で順次廃止していくというのは、むしろ現実的でなさそうだ。
　原発ゼロによってどのような不都合が起こるかは、机上の心配事ではなく、いま具体的に目の前に現れるはずである。ならば、それに具体的に対処することで、段階的廃炉より早く課題の解
決が可能になるのではないか。原発ゼロを迎える以前に声高に論じられていた不都合の多くが誤りであったと明らかになっていることこそ、その証である。

24602 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原発はすべて廃止し、エネルギー自立100%のロード
マップづくりに着手する。

仮に原発の安全が担保されたとしても、核廃棄物を生成し続けることは許されない。また、原発の安全など誰も保証できないことは、今回の事故で充分立証されたはず。誰のために原発を存続
するのか。誰のために原発を廃止するのか。その二つを比べれば、答えは自明です。日本の技術を、脱原発に役立てることを国策としてほしい。

24603 個人 家事専
業

４０代 女性 ゼロシナリオを支持します！！
再稼動に反対。
今動いている大飯原発も即刻止めるべき。

地震の国、日本に原発はいりません。
原発を管理出来ない事が露呈した今、ふたたび同じムラの人達が原発を動かす事に恐怖を感じます。
子供たち、地球のためにも、負の遺産を残さない。
これ以上原発事故で国土と国民を犠牲にしないで下さい。

省エネ拡大と自然エネルギー導入を即刻始めるべき。
政府が「省エネ拡大と自然エネルギー導入」を宣言すれば、企業や民間もそういう仕組みが動き出しシフトしていくはずです。

24604 個人 家事専
業

２０代 女性 原発２０％～２５％ 体の弱いお年寄りや子どもが熱中症でなくなるというのは
国民を守るというのから考えると、本末転倒です。
安定的な電気供給のためにも安全性を高めつつ
原発は稼働すべきです

24605 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発ゼロシナリオを選びます 原発ゼロシナリオを選びます。未来のために。自然エネルギーを推進し、省エネルギーの取組みを進めてください。そして、地域分散型のエネルギー供給を進めるよう、電力システムを改革して
ください。

24606 個人 その他 ３０代 女性 原発稼動について 原発の再稼動に反対します。
一刻も早く日本の国土から原発を無くし、汚染した国土の浄化に尽力すべきです。

福島の惨状に何の解決もなく、汚染を浄化する策もないままに、
そして誰が責任をとるのかもはっきりせず
安全性も全く確保されないまま原発を使用し続ける理由が分かりません。

誰か一部の人の利益の為に行われているようにしか思えません。

今国がするべきことは、福島の除染技術への投資、代替エネルギーの開発への投資だと思います。

どこの国の思惑に政府の人が乗っているのかは分かりませんが、国民から見ていて一ついえる事は政府は国民（国土）の事など全く考えていないという事です。

24607 個人 パート・
アルバイ
ト

６０代 女性 ゼロシナリオに賛成です。原発の再稼働に反対しま
す。日本は世界に先駆けて、原発を全て廃炉にし、日
本人の知恵を出し合い、自然・再生可能エネルギーの
技術開発をし、クリーンエネルギー政策へと転換すべ
きです。

1.日本列島は火山列島である。縦横無尽に活断層が走り、まさに地震大国である。ここ数十年の間には、関東地方や中部地方で大地震が発生する可能性大と言われている。そのような日本で
どでかい地雷のような原発を抱えていること自体、非常識であり、危険極まりないことで、速やかに無くさなければ、日本放射能汚染列島になってしまう。
2.地球温暖化も、地球の歴史の一変動のエポックであり、氷期と間氷期の繰り返しの中で、現在、寒冷化から温暖化への時期にあり、従って地核が緩み、地震が起り易いとも言える。もちろん
人間の科学技術による地球の環境破壊を許すことはできない。よって地球温暖化抑制政策も必要であるが、これによって温暖化が抑制されるというような過度の期待は避けるべきである。あた
かも原発エネルギーがこのために必要であるかのような言い方は全くの虚構でしかない。
3.原発の恐ろしさは、核廃棄物にある。絶えず、地球上に存在すべきでない異常な物質を生み出し、処理もできずに増え続ける。後世の人々に放射性廃棄物に汚染された地球を残してはいけ
ない。だから緑の地球を守る自然な再生可能なエネルギー政策を、世界のトップを切って進めていくのが、唯一原子爆弾による悲劇を体験した日本の選ぶ道である。また、福島原発事故の教
訓を生かし、二度と同じ悲劇を繰り返さないためにも、速やかに原発ゼロを目指すべきである。
4.原発の安全神話は完全に覆った。原発で潤っていた地元や大企業は、いまだその利権に縋りつこうとしているようだが、国民の生命の安全を第一に考え、エネルギー政策は第二であることを
忘れてはならない。

24608 個人 自営業 ３０代 女性 原発ゼロシナリオ（即時） 電気を作る技術は他にもたくさんあるのに、一度事故を起こしたら末代まで莫大な被害をもたらす原子力発電をするなど、ナンセンスです。国民を侮辱するにもほどがあります。

24609 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 選択肢としては１の原発０シナリオですが、2030年に
までとゆるやかではなく即刻国内全ての原発の廃炉
を希望します。

　福島の事故から何も学ばず、早々に原発を再稼働させた政府に怒りを感じています。福島の事故の責任をとろうともせず、その一方で、首相は自分の責任でと大飯原発を国民が納得できる
説明もせず再稼働させてしまいました。今地震が起きる可能性だって0ではないのに、津波対策もせず、大いなる見切り発車です。政府は国民の安全を守るつもりはないのでしょうか。
　日本において地震を0にすることはできませんし、自然界では東日本大震災のように人間にとっては想定外のことが起こります。また、原発を動かす以上必ず核廃棄物が出てきます。これを
100%安全に始末することはできません。100％安全な原発が作れない以上、また地震や原発内で想定外の事故が起こる可能性がある以上、全ての原発の即刻廃炉以外選択肢はありえないと
考えます。また、使用済み核燃料があるだけで危険なことは福島原発の事故で証明されていますから、核燃料の再処理も禁止すべきです。
　コスト面からも原発の即刻廃炉以外ありえません。一旦事故が起きた時の補償金を含めて考えればコストが安いとは言えないはずです。原発でないと発電のためのコストがかかると脅さず
に、石炭ではなくCO2排出量も石炭に比べて半分程度のガスを使うように、またなるべくガスを安く調達できるように電気会社は努力しなくてはならないはずです。
　廃炉に伴う作業に携わる方を被曝から守るシステムも作ってください。社会的弱者が危険な仕事に携わり、命を犠牲にするようなことにならないよう、国がしっかり管理してください。
　原発を廃炉にすると同時に、再生可能エネルギーの開発に力を入れてください。発送電の分離を実施し、電気の地産地消のシステムを作ってください。LED電球を推奨し、今後白熱電球の生
産を禁止にするように、家電の消費電力の基準も決めて、必要以上に電気を使う製品が売られないようにしてください。
　福島の事故から、人間の想定に“絶対安全”はないことを学ばないことには、この国は早々に破綻する以外道はないものと思います。一人一人のパブリックコメントが、国民に還元され、政策
に活きることを切に願います。

24610 個人 自営業 ４０代 女性 脱原発のゼロシナリオを支持します。原発再稼働に絶
対反対です。

原発には未来と希望がないからです。
原発があるかぎり福島のような事故がいつまた起きるかわかりません。
無知だった自分を反省し、これからはできるかぎり安全で持続可能なエネルギーを選択したいと思います。

24611 個人 学生 ２０代 女性 原発２０％～２５％ 学生にとって学びの環境は大切です。
節電で暑すぎ、集中力が途切れていく

将来、国の役に立つ人材になるためにも学びに
集中していきたい

そのためにも電力の確保は重要です
原発は稼働すべき

24612 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 言っていることをちゃんと実行すれば、原子力発電は
必然的に０％にならざるをえない。

原子力発電が必要・優れているという意見に納得できるものがない。
そもそも料金が安いという議論には納得できない。多くの税金を投入し、廃炉の費用、高レベル核廃棄物の最終処分の費用にいったいどれだけかかるかわからない現状。費用だけでなく、技術
的にもかなりの困難があり、これからの研究・開発を待たねばならない。ただ先送りして何世代にもわたり、未来の人々に途方もない負の遺産を残すことだけはまちがいなく、これについてきち
んと答えている推進派の受け答えを聞いたことがない。
また、健康被害については低線量被爆、内部被爆に関して十分な研究がなされていないし、これに関してはチェルノブイリの例からも明らかなように意図的な隠蔽が世界規模で行われている。
目の前の問題としては再稼働にあたって「きちんとした安全が確認されたら」という枕詞がいつもつくが、もしこの言葉が本当に実行されるならば、現実問題として再稼働できる条件を整えること
は難しいでしょう。大飯原発一つをとっても、重要免震棟も防潮堤もできていない。断層の調査もきちんと行われていない。（電力や、保安院と繋がりのある今までの業者がやろうとしているよう
ですが、それではもちろんだめです。）安全対策の予定表だけで安全が確保されていると言い切る理屈がわからない。しかも重要免震棟ができたからといって、事故や汚染が防げるわけではあ
りません。また、３．１１のような津波は防潮堤ごときでは止められないことを目の当たりにしたはずです。耳障りのいい言葉だけで安全と言われてもその内実がこのようなものでは誰も納得しな
いでしょう。
再稼働の条件（安全性の確保）の実行は地震活動期に入ったと言われる日本ではほぼ不可能に近いのではないかと思われます。よって再稼働はなく、必然的に０％にならざるを得ないと考え
ます。
それよりも一日も早く自然エネルギーへ方向転換し、国を挙げて取り組み、しっかり予算をつけてほしい。

24614 個人 家事専
業

３０代 女性 すべての原発を安全に廃炉にしてほしい。せめてこれ
以上は増やしてほしくない。

原発事故をきっかけに日本にはまた私の住む北海道にも、大変恐ろしいものがあることに気づかされていましたし、無関心であったことにがっかりいたしました。安全性が不十分な原発を以前と
同じように稼動していくことに反対です。しかし、稼動を止めても原子炉の中のウランやプルトニウムなどは長い間残りメンテナンスが必要だと認識しています。どちらにしても絶望的な気持ちに
なります。こどもたちやまたそのこどもたち私たちの子孫は、金や利益のことしか考えられない商業主義の私たちのせいで大変な苦労をすることになります。

個人24600

24613 原発を新設せず安全に終息させ、且つ、代替電源を確保するためには2030年原発依存率　15％、2045年に原発ゼロを目指すのが妥当と考える。
I．この前提として下記条件を満たすことが必要
１．建設中を含めた、新規原発は新設をしない。
２．ストレステストの実施と福島事故の完全な検証、活断層の再確認、新しい最大津波高さなどをクリアーできる安全性の確認できたもののみ再稼動。防波堤は万一津波が防波堤を超えても、
引き潮に耐えられることの検証。
３．原発稼動年数は40年で廃炉とする。
４．核燃料の再処理は実施せず、直接処分とする。
５．再生可能エネルギーコスト削減のための技術開発、規制撤廃の法的処置を国家として取り組む

II．新たなエネルギー開発を容易にするための条件整備
１．原発開発費用は新エネルギー開発費用に振り向ける。「再処理工場は動かさ　　なくても金がかかるから動かす」という論理は認めてはならない
２．送電分離、新エネルギー発電に対する送電網を早期に確立する。
３．地場エネルギー(地域自給エネルギー)の目標設定と地域での自主的推進
４．廃炉費用、核燃料処理費用、原子力開発費用を含めた原子力発電コストの算　　定しなおし。
５．エネルギー費用は国民が負担するというコンセンサスの醸成

III．新エネルギー開発の視点
　　あらゆる分野で新エネルギー開発、再生可能えねるぎーのコスト圧縮に国、　　地方行政は推進と支援を行う。
１．水力発電の開発
　農業用水ダム、水道用水ダム、治水ダムでの発電推進
　農業用水ダム、発電用ダムも治水の役割を義務付けるとともに治水ダムにも一　定の貯水をしてもらう。天気予報、降水データーによる貯水量コントロールシ　ステムを開発する。
２．廃プラスティック専用発電システムの拡大
　一般ゴミと一緒に燃やすこと、リサイクルより高効率で燃やして発電する。　　石油、ガスは燃やさない用途に振り向ける。
３．メタンガス発電の推進とメタンガス処理のCO2削減効果に換算するルールづ　　くり。
　　メタンハイドレードの採掘、汚水処理、畜産からの糞尿処理
　　メタンガスの回収、活用はCO2削減以上に(21倍)の地球温暖化防止がある。

IV．省エネルギー政策の推進
　　ゼロシナリオと他のシナリオの最終エネルギー消費は同じであるべき。削減　　分はCO2削減に。
１．昼間の屋外自動販売機設置の規制
２．照明の照度基準の見直し。現在の基準や、照明器具の部屋の広さに対する明　　るさは過剰と思われる。
３．深夜営業、放送の規制　電力消費量を十分の一へ
４．深夜電気料金の廃止。原子力発電が無くなれば意味がなくなるはず。
５．プラスティック(ペットボトル、などの容器)、アルミ缶使用量の規制(処理　　費用の課税)による生産エネルギー、回収、リサイクルエネルギーの削減。６．発電、ゴミ焼却、高炉、熱処理などの
廃熱の回収と活用。
　　ビル、家庭の暖房、機械の予熱などに活用
７．地熱冷暖房、太陽光引き込み照明の奨励、導入支援

原発を新設せず安全に終息させ、且つ代替電源を開
発し、確保するためには2030年原発依存率　15％、
2045年に原発ゼロを目指すのが妥当と考える。

男性６０代無職個人

「2030年までに」ではなく、全原発を直ちに廃炉に。
野田首相は大飯原発の再稼働は夏の電力不足のためと言っていたが、節電と、遊休火力発電所を稼働すれば凌げることが明らかとなって、日本の国が、経済が成り立たないためだと本音を
出した。福島第一原発事故の教訓と言われる暫定的対策30項目のうちの3分の一の対策を先送りしたまま、再稼働を強行した。細野大臣100％安全はないという。こと放射能に関しては100％
安全でなければ運転してはならない。放射能は無毒化できない。長期間時間の経過を待つしかない。制御不能。
福島第一原発一号炉は水素爆発の以前から中央制御室の放射能濃度の上昇がみられ、退避せざるをえなかった。それは、水素爆発以前の地震動によって重要な配管などの亀裂を疑わせる
に十分である。
津波の来襲以前に地震動によって保守電源用の鉄塔の倒壊、非常用ディーゼル発電機の燃料タンクの倒壊など、福島第二原発、女川、東海第二、なども同様の被害で放射能漏れの事故に
至らなかったのは、まったくの幸運に過ぎない。
使用済み核燃料は時間の経過とともに減量するのを待つほかはない。処分方法も決まっていない。地下に埋設するにしても数十万年間も安定な土地は日本には見当たらない。処分できない
使用済み核燃料をこれ以上増やしてはならない。一人の人間が安全管理に責任が持てるのはわずか50年。倫理観を持て。
使用済み核燃料を再処理すれば通常運転でも莫大な放射能を毎日出し続ける。経費も膨大。軽水炉よりはるかに危険な高速増殖炉「文殊」、六ヶ所再処理工場も事故続きで動いていない。再
処理してはいけない。
40年廃炉、危険性の高い原発の廃炉を行えば、原発の新増設なしには、１５％などの数字はあり得ない。「脱原発」になっていない。
再生可能エネルギーはウランや化石燃料のように枯渇の心配がいらない。輸入費用は掛からない。太陽が毎日エネルギーを与えてくれる。
省エネ、小規模分散型再生可能エネルギーに移行しなければならない。省エネルギーに努め、右肩上がりの産業、経済発展など考え直さなければ、再生可能エネルギーといえども限りある地
球環境に負荷をかける、人類のみならず、全地球生物の生存も危惧される状況である。
ウランは化石燃料よりも埋蔵量がすくない輸入燃料、再生可能エネルギーはすべて純国産だから輸入代金がかからない。原子力発電はウランの採掘から、定期検査、廃炉、使用済み核燃料
の処分まで悲惨な被ばく労働を伴う、技術的にも経済的にも倫理的にも合理性、将来性がない。再生可能エネルギー発電装置は今後重要な輸出産業として育成しなくては世界の技術革新に
後れを取る。
他国からの輸入に頼らない、国産エネルギー。欧州に比べ、日本は日射量も多く、風力、海流、地熱、バイオマスなどに恵まれている。いかに利用を進めるのか、政策の問題。これまで原子力
に注いできた研究開発費や各種補助金などを再生可能エネルギーに振り向けること。
原発はＣＯ２を出さないのは運転時のみで、ウランの採掘から廃炉、使用済み核燃料の長期間の安全管理などにＣＯ２の排出を伴う。
原発は総発熱量の三分の１を電気にかえ、三分の２を海に捨てている。日本の全河川の年間流量は４０００億トン、７度高い原発の排水量は１０００億トン。原発の排熱はＣＯ2と同様に温暖化
に寄与する。
高い特許料などを取らないで、省エネ技術や、再生可能エネルギー技術の世界的普及に貢献。
原発の電気は安いというのは電源三法交付金や研究開発費などの公費負担、原発を推進するための広告宣伝費、使用済み核燃料などの放射性廃棄物の長期間の管理費や廃炉費用、事故
時の補償費用などを考慮すればこんなに高価で汚い（長期間にわたる放射能汚染）電気はない。原子力発電は安価というのは、ウソ、まやかし（原子力発電所設置許可申請書の発電単価では
17円前後）。
再生可能エネルギーは小規模、分散型で、大規模、集中型にくらべて、電力消費地の近くで発電することで送電ロスが少ない、故障の影響が小範囲にとどまる、地域の小規模産業に雇用を生
み出す、売電による収入が地域を潤す。化石燃料費を海外に支出しなくてよい。
民間のシンクタンクによれば、おおよそ製品のコストのうち電力料金の占める割合は１％程度ということです。産業が海外移転をするのは主に安い労働賃金を求めてのことであり、電力料金は
あまり関与していない。
原発は事故が起こらなくても数百万年以上にわたって自然環境への漏えい防止が必要な、膨大な使用済み核燃料などの放射性廃棄物を出し続ける。そのような長期間にわたる管理ができる
わけがないし、次の世代の負担、負の遺産となる。
想定外の交通事故でも責任は問われる。想定外で逃げている福島第一原発事故の責任者に責任を取らせること。

「2030年までに」ではなく、全原発を直ちに廃炉に男性６０代無職



24615 個人 家事専
業

３０代 女性 原発ゼロ　シナリオを選びます 原発ゼロ　シナリオを選びます。それ以外は考えられません。その選択によって日本がどのような経済的困難を迎えようが、原発に依存している経済よりは前向きな困難であると思います。何よ
りも、今以上の不安を未来の子供達に背負わせたくないです。これ以上、日本の子供達の生きる希望を霞ませないでください。今、原発依存を続けようとしている大人は、なぜ、福島の子供達を
犠牲にしているとわからないのですか？すでに健康への不安を背負わされ、この先何十年も生きていかなければならなくなったのですよ。大人の利権のせいで。生命の安全より大切な経済と
は何ですか？そんなものはこの世に存在しません。幻想だと気付いてください。原発は麻薬と同じようなものです。依存者は中毒であり、そこから逃げられないと思い込んでいるだけです。そこ
から立ち直る方法は必ずあると、大人が子供に見せなければいけません。今電力の需要と供給の話もたくさん聞かれますが、本当に正確な数字なのか疑わしいものを並べて不安を掻き立て、
原発依存から抜け出せないようにするなどという悪質な方法はやめてください。原発の最終処理に関してもずーっと先の子孫に託すという恥ずかしい行為で、本当にいいと思っていますか？き
ちんと自分達で処理もできないのにずっとずっと自分達の利益にこだわって止められないとは、未来への恥さらし以外の何物でもありません。私は子供を出産して、これまでの先祖への感謝と
未来の子孫への希望をもちました。私達世代が、後世に恥ずかしくない、堂々とできる選択は、「原発ゼロ」しかありません。

24616 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 2030 年のエネルギー・環境に関する選択肢について
はゼロシナリオとすべき

福島第１原発事故が未だに収束していないことから、
原子力は人類がコントロールできないと判明したから

24617 個人 パート・
アルバイ
ト

６０代 男性 選択肢15％狙い？、すなわち政府の原発現状維持が
見え隠れします。この手で20基稼働を画策しないで下
さい。

理由
原発比率5％がスタート地点です。そこから脱原発依存をどう進めるのか本来問われるべき筈です。
政府が、
1)「40年廃炉」を守り（2030年には20基のみ）、ここから
2)「安全かつ必要な場合のみ再稼働」
を守るならば（国民のためというなら当然）7基が残すかどうかの検討対象。
すなわち
a)中部電力浜岡4、5号機は海溝型地震の想定が必須な太平洋側で安全面大不安故に除外すべきで、また
b)原発ゼロとした場合の猛暑電力需給見通しで、電力不足なのは関西のみ
だが、しかし百歩譲って検討対象にする原発は
北海道　泊　2・3号機
関西　大飯　3・4号機
四国　伊方　3号機
九州　玄海　3・4号機
の7基。私は「原発はいらない」を支持しますが、この7基の年間発電量（稼働率80％）498億キロワット時で原発依存度4.5～5.0％という計算こそ広報すべきではありませんか。日本の未来のの
あるべき方向の検討に漏れてはいけない部分です。

24618 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 げんぱつ２０％～２５％ 仕事に差し支えるような節電、停電は生活に
直撃する

安心して仕事ができるように原発は稼働してほしい

生活をまもってほしい

24619 個人 無職 ７０代 女性 原発はただちに廃炉にするよう要望いたします。
並行して持続可能な自然エネルギーの開発・設置に
取り組むこと。

大飯原発を再稼働してしまったことは、まことに悔しく、情けなく残念でなりません。あのフクシマの大事故から、私たち国民は何も学ぶことができなかったのでしょうか。原発の怖さは一度事故を
起こし暴走すると、人間の手に負えなくなるという現実を見せつけました。
このことを知った以上原発からの電気の供給を、今までのように受ける気持にはどうしてもなりません。
まして私たちの子供や孫の世代に、こんな恐ろしいものを引き継ぐことはできません。
　日本は世界第二の経済大国といわれ、大きな発展を遂げてきました。大量生産、大量消費国でもありました。
しかし昨年東日本大震災があり、尊い多くの命が失われました。
そしてフクシマの方たちへの放射能被害という大きな傷跡を残しました。この機会に今までの私たちの生活を見直し原発を廃炉にして、身体や環境にやさしいエネルギーに変えていくことがこの
震災を経験したものの務めだと思います。　どうかこれ以上国民の命を奪うような危険な原発を廃止してください。国民みんなが力を合わせれば必ず実現すると信じています。
　少し不自由でも戦争も原発もない平和な日本を望んでいます。

24620 個人 無職 ６０代 男性 「ゼロシナリオ」を支持します。 ＜意見＞
「ゼロシナリオ」を支持し、すべての原発の即時廃止を要請します。

＜理由＞
原発は、事故はもとより、通常時の使用済み燃料処理の仕組みすら確立されていません。
またこれらの使用済み燃料は数十万年も管理が必要とのことですが、地震国の日本で、安全に長期に渡り管理できるところはありません。
これらの負の遺産の管理責任を未来の子供たちに委ねることは間違いです。既に使用済み燃料はすべての電力会社が大量に抱えています。
もうこれ以上増やすべきではありません。

一方原発を止めることにより、代替燃料が必要になります。
再生可能エネルギーの早期導入が要請されますが、それらが完全に軌道に乗るまでは、化石燃料等による火力発電で賄えます。
特に天然ガスは豊富かつ安価なため、大幅なコストダウンが見込まれますので、電気の供給、電気料金への貢献が期待できます。
また、節電はやぶさかではありませんが、現在でも電気不足が誤った見解であることが、昨年、本年の実績で証明されています。

今、ホットスポットで悩まされています。近くの公園は除染中です。小さな子供達を見ると心配でなりません。
今度福島第一程度の事故が起これば、日本は終わりです。
汚染された日本は地震国ですから最終処分場としてすら使えません。
こんなに地球を汚したのは、ほんの数十年の間、つまり我々中高年です。
もう止めるべきです。

24621 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発ゼロシナリオ（即時） 原発は、未完成の技術であり、広域かつ将来に渡り毒を振りまいている。
　高レベル放射性廃棄物を大量に作り出し、いまだ処理方法が未解決である。何千・何万世代もの後世に大きな毒・つけを残している。
　原発は制御できない事故を起こす可能性があり、現政府は安全性を確保する前から再稼働してしまっている。そのような体制で原発を動かすことは犯罪である。
　電気を買う際、どのような手段で発電したか電気か選べるようになれば、この意見聴取のような３択指示をする必要はなくなる。

24622 個人 無職 ６０代 男性 　３案の中で強いて選べば０％。「直ちに０％」があれ
ばそれを選ぶ。
　これまでの無理を反省し、生活優先の産業、電力へ
切り替えるべきである。地震、火山を抱える日本で超
長期の安全管理は不可能。

　「直ちに０％」を目指すべきと考えるが、３案の中で強いて選べば０％ということになる。
　一つひとつの安全性を追求しても、多数を長時間継続した場合の安全は完全とは言えない。長い間には人知を超える天変地異はこれまでもあったし、これからもあると考えるが自然である。
核の事故では取り返しのつかない甚大な被害が生じ、それが長期にわたり継続する。これは社会的に受け入れることが出来ない被害であり、安定した生活とは共存は不可能である。東京電力
福島第一原子力発電所から廃棄された核廃棄物による汚染は今後も長期にわたる不安を持ちこむ。さらに今後の完全な安定までは、常に事故発生の不安を抱え料は減っても日常的な放射能
の排出が続く。また核廃棄物の処分には地質年代的な長期間を要し、地震、火山爆発の多発する日本列島でこの間安定と考えられる場所を探すことは不可能である。原発は当初から「トイレ
なきマンション」と言われながら強行してきた。今回の事故を契機に大転換すべきである。

24623 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 原発ゼロシナリオ（即時） ドイツなどの例を見ると、原子力発電を選択肢に残した場合の方が、「経済的負担が重くなる」のが現実だから。

24624 個人 その他 ４０代 女性 原発ゼロシナリオ（即時） この世で起きる全てのことにおいて、絶対安全はありません。
福島が元通りになっていない、元通りにならない。それが現実です。
福島で起きたことを、福島県人の身になって考えてみて下さい。
自分の親や子どもだと思って考えてみて下さい。
大切な人だと思って考えてみて下さい。
同じ過ちを繰り返さないで下さい。

24625 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 ゼロシナリオを支持します。 私は小さい子どもを持つ親です。
子供達やその子供達に、今の私達のような悲惨な経験をさせたくありません。過ちから学ぶことは沢山あります。しかし、その過ちは繰り返してはならないのです。安心安全な世界を残してやり
たいので、ゼロシナリオを支持します。

24626 個人 無職 ７０代 女性 原発２０％～２５％ 電気代は上がり、節電しても停電だといわれる

生きていくことが大変　年寄りは体も弱い
友人は、病人を抱え、介護も停電になったりしたら大変だと
悩んでいた。

もう少し万人のことを考えてほしい
停電なんてやめてほしい

原発で停電はなくなり、生活も良くなるように
切に望みます

24627 個人 その他 ６０代 男性 ゼロシナリオを選択する。六ヶ所再処理工場や「もん
じゅ」の開発は中止される。その点では、仮に15シナリ
オや20～25シナリオを選択するとしても、同じく中止さ
れるべきと考える。

　ゼロシナリオを選択するので、六ヶ所再処理工場や「もんじゅ」の開発は中止するほかの道はない。そもそも両者とも、選択や政策決定のいかんにかかわらず技術的に成立しえず、開発を続
行するとがんばっても、使用前検査に合格する見込みは皆無と言える（詳しくは原子力資料情報室＋原水禁編著『破綻したプルトニウム利用』緑風出版を参照されたい）。
　仮に原発を温存するとしても、商業化が期待できず、電力業界からも嫌われ、税金と電気料金を浪費するだけの六ヶ所再処理工場や「もんじゅ」をこれ以上動かそうとすることは許されない。
いや、動かなくても年間の維持費だけで六ヶ所再処理工場は1100億円、「もんじゅ」は140億円という。動かせば、さらに開発事業費がかかる。
　シナリオ選択とかかわりなく、両開発計画は中止されるべきである。

24628 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 原発ゼロシナリオを支持します。 原発は次世代の我々の子孫へ残してはならない負の遺産だと考えるので、廃止を要望します。仮に、政府や原発推進派の主張通りに現在の原発が災害に対して安全であったとしても（そんな
ことは信じていませんが）、原発が持つ本質的な危険性、すなわち高レベル放射性廃棄物の問題は将来にも解決できないと考えます。これが私が原発の廃止を要望する理由です。

24629 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 原発ゼロに賛成。
直ちに原発ゼロに。原発再稼働反対。

人類と核の共存は無理です。
地球規模で物事を考えたら、子どもたちの未来を考えたら、原発はありえないです。
ドイツなど見習ってください。
エネルギーの自給を考えてください。
原発はリスクが大きすぎます。
もっと生命を大切にしましょう。

24631 個人 無職 ６０代 男性 原発はできるだけ早く全部廃炉にする。新規原発は
建設しない。

福島原発の事故によって、原発の安全神話は完全にくずれ、その危険性がしめされました。それにもかかわらず新規原発を建設するのは事故の教訓をまったく生かそうとしない愚行にほかなり
ません。古いものから順に廃炉にしてゆき、できるだけ早く、可能ならば10年以内に原発はすべて廃炉にするべきだと考えます。

24632 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原発の再稼働反対
原発の廃炉促進

３，11の震災時の福島原発の事故から1年半、原因ら特定できないのにもかかわらず、政府は、原発の再稼働を認め、大飯原発を稼働させたことに、納得がいかない。ストレステストや事故報
告に関しても、現在の国のありさまを見ていると、全く信用できないのが事実である。｢はじめに結論ありき｣というように、原子力ムラの人たちのための稼働にしか思えない。
福島の人たちの平和で安全な生活を返してほしい。日本の未来を返してほしい。
原子力は、決して人間が制御できるものではないのだから、平和利用なんてありえない。原子力に頼らず、自然エネルギーの開発・促進を進めるべきである。原子力マネーに頼らない地域活性
化を図ってほしい。

原発をとめよう！

廃炉にしよう！

 パブコメの0％案は欺瞞。
「2030年」まで動かし続けよう、動かしてさえいれば途中でまた、どうにでもなるさ。国民が熱くなってるのは「いま」だけだ、2030年なんかにはすっかり忘れてるさ。
という、思惑がすけて見えます。

今すぐ廃炉に。

電気は足りているのに、はじめは「足りないから、計画停電だ」と脅し、足りているとバレたら「突然停電が起きるかもしれない」という脅しに変わった。
「突然の停電を画策している」ことがバレてしまったら、次は「電力会社が潰れたら経済が困る」と来た。
確かに全く無傷というわけにはいかないだろう。けれど、経済の転換点というのは必ず有り、今までもそれを乗り越えてきた。

建設会社が老人ホーム経営を始めた時もあった。いま街を走っている車の多くが高齢者対象の施設の車だ。デジカメの普及とともに街角の写真屋さんは、みんななくなってしまった。大から小ま
で時代の波はある。電気関係はそれに比べれば、再生エネや廃炉業務などに移行はしやすいと思う。

原発事故の恐ろしさ、事故がなくても将来に残す負の遺産（使用済み核燃料など）を考えれば、原発はやめなければいけない。経済的にも実際は見合うものではない。何でもかんでも、先送り
するのはもうやめにしなければいけない。

原発４０年寿命説が幅を利かせているが、地震はいつ起こるかわからない。新しい、古いに関係なく起こる。

石川県の志賀原発は新しいからと動かされそうでとっても不安だ、知事も県外から来た人で県民の方を見ていないようだし。
今日石川県に、「活断層の見直しを北陸電力任せにしないで、県も専門委員会を立ち上げて独自調査してください」と申し入れしに行った。北電は「再稼働できるように安全を立証するべく、再調
査に頑張る」なんて言ってるのだ！

でも県は、「専門家が委員会の委員になってくれるかどうかわからないし、いつ委員会を立ち上げられるか見通しはない。右と左の両極端の意見の先生に頼んだら意見がまとまらないし」なんて
馬鹿なことを言って、失笑を買った。「県は県民を守るという一点をしっかりと持って、意見を聞けばいいんですよ」。
県は電力の代弁者になっているのがわかっていない。

こんな状態で再稼働は決まっていくのです。恐ろしいことです。
新しく保安院から赴任してきて石川県の原子力安全対策室長になった方も、若くて、２５年前に活断層があると内部告発があったこと、それが本にまでなっていることを知らなかった。
長いあいだのいろんな出来事を知らない人が次々に担当者になっては変わっていきます。原子力発電の危険性は変わらないのに。

どこの原発も同じように、住民の声を無視して都合のいいシナリオで再稼働されるのだということは明らかです。今すぐ廃炉にしてください。

大きなお金で人の心を支配する原発は人間と相いれません。電気が必要なら必要なところで作りなさい。地産地消がこれからの原則です・綺麗な風景（環境）と、綺麗な心を、都会の欲望でかき
乱さないでください。

0％、即時廃炉
地震活動期の日本に原発はとんでもない。第２の福
島の悲劇は目の前にある。志賀原発の活断層は当初
から指摘されていた。それが問題にならないシステム
では事故は起きて当然

女性６０代その他個人24630



24633 個人 その他 ５０代 女性 原発ゼロシナリオ。地震震国日本では、福島と同じ過
酷事故が再び起こったら国そのものが滅亡の危機に
立たされます。まず老朽化したもの、活断層の上にあ
るものから暫時廃炉にするロードマップの作成が緊急
の課題。

浜岡原発は菅元総理の超法規的権限で停止されました。停止の理由は東海、東南海地震の危険性で、その状況は変わっていません。浜岡原発はこの巨大地震の津波に耐えられないことが
明らかで、再稼働などできるはずがありません。柏崎刈羽原発は、2007年7月の新潟中越沖地震で被災し、2、3、4号機は運転再開飲めどもたたない状態で東日本大震災による全面停止となっ
ています。
 志賀原発や敦賀原発、大飯原発では地下に活断層があることが指摘されていますし、その他の原発にも疑惑があります。
 動かしたくても動かせない原発が数々あるのに、それらを全部動かし、しかも80％の稼働率で40年の廃炉期限がくるまでは動かさないと15％シナリオは達成できないのです。つまり実現不可能
な現実味のないシナリオで、もし本当に15％シナリオを実現しようとすると、動かない原発の代わりが必要になります。つまり、このシナリオも原発増設シナリオなのです。それはどう考えても現
実的ではありません。となると、選択しうるのはゼロシナリオのみとなります。ゼロシナリオをどう具体化していくか、問題はそこにこそあります。

24634 個人 その他 ４０代 男性 即時　脱原発　を支持し希望します。 理由は
燃料は自給できない。
核廃棄物の処理が確立していない上に人が触れない、また見えない。
電力関係者、利害関係者の非人道主義、及び努力を怠ってきた無能さ。

原価とされる運営資金の間違った使途、スポンサーとしてのマスコミへの圧力。
需要電力の非公表状態。

社会性のある企業としての責任を全うできない。子どもや人に対する無責任さと
原価賦課方式のシステムの運用上の問題、市民によっての検証できていない上に
関係者で利益の回しあいを止められない。

利益のみへの追求で利害関係者の新エネルギーへの妨げが著しく日本の未来への妨げとなる。

脱アメリカへの一つ。

24635 個人 その他 ３０代 女性 原発は即刻ゼロを目指すべきである。 ここに選択肢は三つ用意されているが、もし、「即刻ゼロ」という選択肢があったならば、私は迷わずそれを選んだ。
仙台、名古屋などに続き、福島での意見聴取会を観た。福島ではどなたの言葉からも、原子力災害が引き起こす過酷な実情が明確に指摘されていた。「事故」と言ってのけてしまうことで曖昧に
される現実もまた、明らかだった。彼らの声は決して感情論ではない。原発の現実そのものである。
二度の原爆による被爆、第五福竜丸の件、JOC東海村での臨界事故、そして福島第一原発事故。
これほどの経験をした日本は、一刻も早い原子力発電からの脱却により、新たなエネルギー政策を打ち出すべきである。
原発の立地する多くの地点で活断層の存在が指摘されている。活断層の調査のそのあいだにも、原発が何時危機にさらされるかわからない。老朽化している原発も少なくない。
原子力発電を何％にするかではなく、即刻ゼロを選択し、エネルギー政策の転換をはかるべきである。

24636 個人 自営業 ６０代 男性 原発依存から脱原発へ。依存は、新しいものを再稼
働し１０数パーセントの依存し、２０年後のは脱原発に
する。経済成長を問題にしているが、この期間に地球
的に環境問題を解決できる技術開発を進め輸出の中
心とする

原発は、出発点からいろいろな問題を持ってきているし、まだ解決していない使用した燃料棒の問題もある。また、原発での発電は割安といういいかげんな宣伝を広め消費者をだましてきた。
３．１１があり、確かに発電最中の単価は安いかもしれないが、発電所を作り、廃炉にし、使用済み燃料を何万年も保管する経費などを考えると、非常に高価な発電代となる。
また、今回の事故のように故郷を捨てなければならない人たちが出てくる。都会人は、どちらかというと故郷を捨ててきた人たちが多い。
国が、もしくは電力会社の人たちが「安全」というなら東京湾岸や東電本店の地下に原発を作ったらどうでしょうか。原発は、原爆と同じ。
原子力村の人たちも、原発のある街に住んではどうでしょうか。
ここ１０数年は、１０数パーセントの依存していかなければならないことは分かっています。経団連とかで反対をしていますが、６０代以上の古い経営者が中心となっています。もう、いくら頑張っ
ても重厚長大産業思考から脱却しなければ、世界からどんどん置いて行かれます。技術立国と言っているのですから、脱原発技術の開発、そして地球温暖化に対処する技術開発を進め１５年
後くらいには輸出産業をして予算等を集中的に回すことは大切と思う。
いつまでも、年寄り経営者に振り回されていたのでは日本も終わりである。
原発事故は、誰も責任を取っていない。これは、日本の伝統で、太平洋戦争、水俣病問題などと同じである。今回の事故の影響がもし出てきたら、水俣病問題と同じプロセスで５０数年かけて解
決していくのではないかと危惧している。脱原発を即とは言わない。しかし、２０年後には脱原発をしなければ。
札幌も泊原発で同じような事があったならば、放射能は富んでくるだろう。札幌は、どちらかというと小樽方面から雲が流れることが多い。日本全体、北星方面に気圧の流れが多いのではなかろ
うか。

24637 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 早急な脱原発を望みます。 地震国の日本で原発を動かすのは、あまりにも危険すぎます。

24638 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発は逐次廃炉にして、０％にしてください。 原発の使用済核燃料が、無害化するまでには１０万年かかる、と聞いています。
私が廃炉にしたいとコメントする理由は、原発が未来を担保にするシステムだからです。こんなシステムが恒久的に持続するとはとても考えられません。

24639 個人 無職 ５０代 女性 原発ゼロシナリオを選びます 原発ゼロシナリオを選びます。

地域分散型のエネルギー供給を推し進め、省エネの取り組みを進めてください。

福島の事故の原因も対策も、何も明らかになっていない中で、福島の人たちは、大地も空も海も放射能に汚染され、そこで暮らさせられています。

国会を福島県で開いたらいかがですか。
電力会社の役員や稼働したい方々は、福島県で子どもや孫も一緒に暮らしたらいかがですか。
できますか。

放射能は、福島だけでなく日本中を、世界の海を汚染しました。そして事故がおきなくても原発は、世界に繋がる空と海に大量の放射能を出しています。
何万年も放射能を出し続ける核燃料を、どうやって処理するのですか。
子どもたちや孫が心配です。
地球上のすべての生き物が、核とは共存できないのです。

24640 個人 無職 ６０代 女性 (1)基本的に選択肢が三つしかないことが問題。
(2)私の希望はただちにすべての原発を廃炉にするこ
とで、いずれの選択肢にも該当しない。

2030年までに原発ゼロという選択肢を取ったとしても、今年生まれた子どもは18歳になるまで原発のある社会に生きることになる。廃炉には長い時間がかかることを考えても、政府はただちに
原発ゼロを国の政策として決定すべきである。

24641 個人 無職 ３０代 男性 あなた方が示した3つの筋書きでなく、原子力の使用
を即停止させて不必要に気候変動を引き起こさない
賢明で大胆な「4番目の筋書き」を示して欲しいので
す。

「3つすべての筋書きは私たちの子孫に対して長期間の核や気候災害の脅威を運命づけるものです。2030年に完全非核化するオプションでさえ、私たちの原子炉再稼働の中止要請を無視し、
気候変動に対して高いコストを払うことになります。他の2つの選択肢であっても今後数十年に渡って原子力に依存し続けるものです。

以上挙げた理由により、あなたがたに原子力の使用を停止させて不必要に気候変動を引き起こさない賢明で大胆な「4番目の筋書き」を示して欲しいのです。

具体的な「4番目」の筋書きとして以下を挙げてみます：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真剣に耳を傾け、私たちが誇りを持って後押しすることができる新しいエネルギー計画を提案することを望んでいます。

※以上は既成文のコピーですが、私個人の意見も同意権であることを汲み取っていただきたく思います。

24642 個人 その他 ５０代 男性 危険な原発はいらないと思います。 私たち日本人は原爆を経験しています。
世界で唯一の被爆国です。
地震大国の日本に原発があることがそもそもおかしいんです。
どうか原発の再稼働をやめてください。
絶対に後悔します。
未来の子どもたちのために今、私たちは少々の我慢も必要なんじゃないでしょうか。
どうかどうかお願いします。
原発をなくさなければ！
未来の子どもたちのために！

24643 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発はすぐに廃止すべき！事故で撒き散らした放射
性物質の処理だけでなく、原発廃棄物処理を未来任
せにしている時点で話にならない

放射性物質の処理が地中に埋めて時間を置く、という段階で、未来に負の遺産を残しているのと同じ。今の自分のことしか考えていないのと同じだと思う。自分の子供・孫には負の遺産を残した
くないのは親として当然だと思う。
放射性物質の処理が急激に進んで、地中に埋めずに人体・環境に悪影響を与えない物質に変化させることが出来るのであれば原発を稼動させてもよいと思う。
今の段階ではそんなことは出来ないので至急廃止すべき。

24644 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 日本人である私達は、日本人である事を思い出し日
本人に戻りませんか？自然と友に生き、自然に感謝
し、本来の姿に戻りませんか？今だけを考えず、子供
達の事を考えませんか？楽な道を選ばず責任をもち
ませんか？

原発が私達に何を与えてくれたのでしょう。
一時期の快適と引き換えに何を失ったのでしょう。
原発反対！
元の姿を思い出しもう一度、みんなで考えましょう。
１００年後の日本を創造するのは今です。
原発が無くても生きていけます。

24645 個人 その他 ６０代 男性 ・2030年には原発電力を0％にすること
・2030年には、全原発が廃炉工程に入っていること
・直ちに原発関連予算を、再生可能エネルギー開発
にまわすこと

安全な原発はあり得ない。核分裂反応からは必ず放射性物質が発生します。
放射性物質は、すべての生物種に対して存続の危機まで伴うものです。
放射能を遮蔽することはできても、その危険性を無害化する手段はありません。原子炉建屋の中には使用済み核燃料まで貯蔵されており、稼働を続ければ増え続けます。使用済み核燃料の
最終処分方法も場所も決まっておらず、無害化までに数10万年の時間がかかります。その上、再稼働に当たって政府が決めた当面の安全対策もなされておらず、福島第1原発の事故原因も究
明されていません。近い将来必ず起きる大地震・津波による原発破壊の危険性だけでなく、チェルノブイリで起きた人為的事故の可能性も否定できません。
また、ウラン燃料も無尽蔵ではなく、使い続ければ数10年で無くなるといわれています。今の世代の人類が原発に頼り続けて、今のライフスタイルを続ければ、将来の世代に大きな負担を背負
わせることになります。目先の利益を追い続けて赤字国債を発行してきたこれまでの政治と同じ構図です。
結局、無尽蔵と言えるエネルギーは太陽に由来する自然エルルギー（太陽光、太陽熱、風力、雨水、波力、潮力）と、地球内部のエネルギー以外にはありません。これらをどう利用し、貯蔵して
人類の活動のエネルギーとするか、この課題に速やかに、本気で効果的・大規模に取り組まなければ日本経済の復興もあり得ないし、生活の持続性もあり得ません。
日本は原発に固執するあまり、既に諸外国から再生産可能エネルギーの開発分野で大きく遅れています。この分野に経済も技術もシフトすれば、新たな産業や雇用が生まれます。
その為には、1日も早く原発撤退の決定をして、廃炉までの工程表を作るべきです。

24646 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発はいらない。「ゼロ」を推進します。 地球の将来のため。

24647 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発ゼロに賛成します。 直ちに原発ゼロに。原発の再稼働反対します。１年以上たっても福島の原発の事故処理が終わっていない。今の状態でまた巨大地震がきたら、福島原発は本当に大丈夫なのか。また、たかが
電気のために、子どもたちの命を危険にさらすことはできない。原発を安全にコントロールできないのだから、原発再稼働は反対です。

24648 個人 家事専
業

４０代 女性 原発即時停止
原子力規制委員メンバーの入れ替え

（削除）

原発即時停止を要請する。

原子力規制委員メンバーを全て入れ替えよ。
原子力ムラの住人やそれに関わる者をメンバーに加えるな。

国民をこれ以上怒らせるな。

恥ずかしくないのか、こんな馬鹿な事ばかりして。
恥を知れ。

貴方達は人間以下だ。

24649 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 原発ゼロを。
過去の原発事故と現状について。
危険性と問題点。
これからの政府がやるべきこと。

原発ゼロをめざして、再稼働した大飯飯原発は直ちに停止し、全原発を廃炉にすべき。
このたびの意見聴取会の中で、たった一度の原発事故で原発をやめることはないという趣旨の意見もでたが、人間ここまで愚かになれるものかと驚いた。
スリーマイル島、チェルノブイリ、そして福島第一の事故、たった一度ではなく、世界を大きく放射能汚染した重大事故が三度も起きている。そして、未だに収束していない。チェルノブイリ原発を
覆った石棺のひび割れからは、まだ放射能が出ている。福島第一が1年ちょっとで収束しないのは、当然とも言える。
　福島第一原発の事故の前の刈羽・柏崎原発の事故は、『あまり騒がれなかったがレベル４に匹敵する』と地震学者の石橋先生が言っていた。
　私は、全国の天気予報で福島の沿岸近辺の雨マークをみるたびに、また放射能が海に流れ出すのかとぞっとしている。汚染は未だ止まらず、それどころか、また強い地震がきたら、４号機の
建屋が崩壊の危険も強いと聞く。原発は停止していても危険であることを今度の事故は教えてくれた。
  過去に何度も事故は起きている。原発の安全性など幻想なのだ。
仮に、重大事故が一度も起きていなかったとしても、過去に出た、そしてこれからも出続ける放射性廃棄物の保管をどうする。半減期２万４千年のプルトニウムをどうする。安全な処分方法がな
いままの原発稼働は無責任きわまりない。
　 原発を動かさなくても電気は足りる。
　政府がまずやるべきは、原発を動かすと電力会社が儲かるという現在の仕組みを変えることだ。
　東京電力に対しては、私たちの税金を多額投入した以上、経営権を完全に取り上げ、情報公開を徹底させるべきだ。
　そして、原発事故の被害者に対する補償をきちんと行い、将来的な健康被害に対しての支援の仕組みを作るべきだ。これは、現在福島原発で働く労働者に対しても行うべきである。

24650 個人 自営業 ５０代 男性 クリーンエネルギーを開発推進し、一刻も早く脱原発
を行うべきだと考えます。それも３０年掛けてなんて甘
い事言っていないで、全て即廃炉にする方針で検討
するべきです。

生物に取っても地球環境にとっても危険性を孕んでいる原発に付いては、今更言うまでも無く、絶対に止めるべきだと思いますのでゼロシナリオを支持します。それも、段階的に止めていくなん
て言っても、今の政府や電力会社の約束なんてとても信用できません。

はっきりと全ての原子力発電所を廃炉にするという決定を行って、そのための手立てをどうするかというふうに政策を立てないと、可動休止や新規原子炉建設の凍結なんて政権が変わるごとに
どうにでも変更されかねません。

国際社会の中で、これからの未来の地球環境を保全する為に、世界をリードするべき日本の役割をしっかりとわきまえるべきです。先の戦争による人類初の原爆放射脳被曝経験国として、ま
た、去年の３.１１原発事故による被曝体験をしっかりと肝に銘じ、このかけがえの無い地球環境を放射脳汚染で人の住めない星にしないためには、日本人としての誇りを持って決断するべき時
だと思います。

世界中の人々も、今回の事で日本人の行動をじっと見ていると思います。
我さえよければ隣人への迷惑を顧みない、エコノミックアニマル的な民族だとレッテルを貼られないように、未来に残せるしっかりとした脱原発の政策を打ち出す事こそ、今日の日本政府が国の
威信を掛けて行うべきことだと思います。



24651 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 高速道路の壁や新幹線の橋脚、JRの屋根、公共施
設等の屋根、都会のビルの屋上など無駄に太陽が当
たっている所がたくさんあるので、太陽光パネルを設
置する。地熱発電を行う。新木場地区や青海地区で
風力発電をする

原発依存はゼロ。再生可能エネルギーの開発を政府を挙げての国家プロジェクトにすべき。最終処理方法がわからないまま見切り発車し、さらには東電の事故が重なったことは、将来を担う人
たちへ課題を残しすぎである。今使うエネルギーの責任は今使った人々が負うべき。「原発は未来に残す負の遺産」というスローガンを掲げ、20世紀の間違ったエネルギー政策を改めるように。
休耕田など貴重な平地にはあえて太陽光パネルを設置しない。食料の確保は大切だからだ。森林も貴重だ。無駄に太陽が当たっている所を見つけよう。
民間の土地建物よりまずは公共に近いところから設置を進めたい。
高速道路やJRや飛行場は税金がかなり投入されているので、公共の施設とあえて記述した。
振動発電にもかなりの期待がもてると思う。地熱発電は言うまでも無く効率のよい発電方法だ。また、このプロジェクトにより新たな雇用関係が生まれることを期待する。
ごみも環境保護もエネルギーも、次世代へ課題を残さないように努めたい。

24652 個人 自営業 ３０代 女性 原発ゼロシナリオ（即時） 国民の命を犠牲にする原発は必要ありません。
即時、原発をゼロにすることを希望致します。

24653 個人 家事専
業

４０代 女性 原子力発電所がなくなること「ゼロシナリオ」を選択し
ます。再起動にも反対します。

原子力発電所がなくなること「ゼロシナリオ」を選択します。再起動にも反対します。
理由１、今回の事故でもわかるように原子力発電所は、一度人間の制御ができなくなれば、とてもきけんなものです。このような危険なものを動かすことはできません。
理由２、使用済み核燃料はとても危険なものです。世界中をみても、安全に処分できる方法はありません。原子力発電所を動かして使用済み核燃料を増やし、子供たちに押しつけることはでき
ません。
理由３、原子力発電所は、ウランの採掘から、立地、発電所での危険な作業と、差別の連続です。豊かな人々が立場の弱い人々に危険を押しつけて、その豊かさを謳歌するようなものを動かし
てはいけません。
理由４、使用済み核燃料の危険、ウランの採掘の危険、一度事故を起こしてしまったら生活や自然を破壊してしまう危険。「経済」より命のほうが大切です。
理由５、今まで原子力発電に使っていたお金を自然エネルギーの開発や普及に使うべきです。今までの利権を断ち切る勇気を国を動かす人々に望みます。

24654 個人 無職 ６０代 女性 三つのシナリオの中では、原発ゼロを支持しますが、
もっと再生可能エネルギーに力を注ぐべきだと思う。

原子力発電は、高価、危険、非効率的な発電方法です。

原料のウラン鉱石の採掘から、放射性廃棄物処理までのすべての段階で、その電力の恩恵を受けない人々の犠牲をともなうし、事故原因を突き止めることもできない＝人間がコントロールでき
ない未熟な技術です。

即刻、全ての原発を廃炉にしてほしいが、現実には再生可能エネルギーの成長には一定の時間が必要でしょう。

ただ、今政府が進めている再稼働は形式的な手続きを踏んだだけで危険すぎる。原発推進機関のＩＡＥAの基準すら満たしていない。
まず、早急に全ての原発の再点検をし、最小限の必要数以外このまま廃炉にするべきです。

並行して、発送電分離で発電に新企業の参入を促し、消費者が「何によって」発電した電気を使うか選択できるようにしてください。

24655 個人 自営業 ４０代 男性 原発は積極的に採用しつつも、安全性を高める必要
があります。
原発は縮小すると、経済に大きなダメージを与えるだ
けでなく、
シーレーンが危険な状態である今、原発１００％稼動
を推進します。

１９７０年代のオイルショックにより、石油が高騰し、原発を増産した
歴史を知らなくてはいけないと思います。

世界では、一部のヨーロッパ数カ国のみ原発縮小ですが、世界のほとんどは、
日本で大震災があったにも関わらず、原発推進です。

また、電力を使われている日本の製造業の多くは、電気料金値上げに耐えられない状態です。
例えば、５～１０人の中小企業経営者は月７０万円の値上げに絶対耐えられなく、
大変困っており、かつ、日本の法人の多くは中小企業です。

中国海軍の軍拡により、シーレーンも大変危ない状態です。

第二次大戦は原料や燃料が、ABCD（アメリカ、イギリス、シナ、ドイツ）包囲網により、
日本に一切輸入できなくなり、戦争に踏み込まざるをえませんでした。

今、シーレーンを中国に占領され、原発がなければ、軍事力の大きさから考えると、
日本は無条件降伏しかなくなります。

中国の属国になったら、チベット、ウイグル、内モンゴルのような大変な虐待
を受ける未来を絶対に避けなくてはなりません。

また、水力や風力、太陽光はコスト的にも不可能な状況です。
太陽光も期待されていますが、原発一つに対し、山手線の内側全部を買い取って、
ようやく賄われるレベルであり、しかも曇りの日や雨の日が続くと安定供給に疑問視が
もたれます。

原発の安全性を高めないといけないですが、現実的には原発を推進する方法以外には
ないかと思います。

24656 個人 無職 ７０代 男性 原発を速やかにゼロにすべきである。
その最大の理由は、核のゴミを安全に処理できなず、
将来の人類への大罪となるからである。

原発０％を速やかに実現するべきである。
原発を安全に稼働させることは不可能である。福島の事故がそれを証明した。
原発維持派の方は、福島の事故を踏まえて安全を確保できるとお考えのようだが、百歩譲って“安全”が確保できたとしても、どうしても解決できない原発の“反人類”的な大問題は使用済み核
燃料の処理である。これは世界中のすべての国がお手上げの状態で、未来の人類に対する大罪となることは明らかである。
政府は、将来の世代にツケを回さない、といろんな政策を打ち出すたびに声高に主張するが、この原発の使用済み燃料については口をつぐんでいる。こんなご都合主義は許されない。原発50
基が運転再開すれば、数年で使用済み燃料の貯蔵庫は満杯になり、お手上げになる。その見通しさえ示しえない原発推進論者は国民をなめているとしか思えない。国民はそんな愚かではな
い。だからいろんな世論調査で脱原発が常に多数を占めている。
核のゴミを生物の生存に全く影響を与えないで処理する方法を、科学的根拠をもって現在示せるものは世界中に存在しない。近い将来も示せ得ないであろうことは多くの方が指摘している。
「経済が停滞する」「不便な生活を強いられる」「国際競争に敗れる」。こんなことを原発と天秤にかける考えは、一部大企業の経営者の「国民がどうなろうが、国がどうなろうが、構わない、自分
の企業さえ繁栄すればよい」（労働者が真冬に路頭に放り出すリストラを平気で行う、内部留保が有り余っていてもなお減税を要求する、などを見て明らか）という、反国民的、売国的考えであ
る。国民の生活があってこそ、地球が、自然が健全であってこそ、人間の幸せが実現できる。速やかに原発ゼロを実現すべきである。

24657 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 私の意見は出来る限り早く、原発を全て撤廃する事で
す。経済的な問題等様々な問題はあるでしょうが、な
によりも優先して撤廃を最短で行っていただきたいで
す。またそのような政治を望みます。

原発は絶対に安全ではなく、地震や津波でいつか必ず、福島と同じことを繰り返すと時代が証明しています。今ここで、やらなければ、いつか、日本そのものが存続の危機になるやもしれませ
ん。

国民もみなそう思っています。様々な苦労や生活で不便することもあるでしょうが、どんなに苦労しても近い未来のために、必ずや成し遂げて頂きたいと思います。　みな、心の中では必ずそう
するべきと考えていると思いますが、どうせ何も変わらないと小さな火が消えかけていると思います。

太古より受け継いできたこの自然と共存共栄していくためにも人間の持つ良心に一人一人がきずき、変化する最後のチャンスではないかと思います。

ぜびその機械を政治主導で行っていただきたいと考えます。

もし、この機会に目先の利益に目がくらみ、皆が他人事のように震災からの気づきを見過ごしていったら、きっと人類も近い将来、滅びるのではないでしょうか？

大げさな言い方ではあると思いますが、そのように考えます。

また世界にさきがけて原発を撤廃していく動きが必ずや世界規模でそのような動きに代わっていく事だと思います。

24658 個人 その他 ２０代 男性 即時原発０％を実行すべき。そもそも、ウラン燃料の
再処理は現実的にほぼ不可能である。原発も火力も
地球の有限な資源を使い果たし、将来世代が利用す
るべき資源を現役世代が浪費するものでしかない。

再生可能エネルギー以外のエネルギーを利用することは、将来世代の利用すべき資源を現在の世代で使い果たしてしまうことにつながる蛮行であり、特に、ウラン燃料の再処理技術が確立さ
れれば１００倍の総発電量があると言われる原子力発電において、未発達の技術で貴重な資源であるウランを浪費するのは論外である。
現在、世界で核燃料の再処理に成功した例はなく、万が一、近い将来において成功が見込まれるとしても、それは実用可能なほどの安定性、安全性を備えたものにはなりえない。そもそも、現
在行われている核分裂式の原子力発電自体の安全性が疑われている、疑われるどころか危険性が証明されてしまった現時点において、原子力発電を２０３０年まで存続させる案を提案するこ
と自体が危機感が足りないと言える。

24659 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 (1)ゼロシナリオを強く求めます。 　福島第1原発の事故により、想定外がおこりうることが実証されました。このまま稼働し続ければ、今後もっと悲惨な事故が起こりえます。もう二度と、故郷を追われ家族が引き裂かれた原発事
故を起こしてはなりません。十分な措置がないままバスで集団避難を強いられ命を落とした患者、先が見えず希望を失い自殺した避難住民、救助を待ちながらも捜索さえなく命を落とした方た
ちの無念さを考えると原発を許すことはできません。一刻も早い廃炉を求めます。原発より、未来のある再生可能エネルギーの推進を図るべきです。

24660 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発ゼロシナリオを支持いたします。
福島の事故で未だ解決の筋道も見えず、多くの方々
が被害に遭っているのに、これ以上原発を推進する
と、将来日本、いえ、地球はいずれ無くなります。

今回このようなとてつも無く大切な国民の意見を求めている事に対し、あまりにも告知しなさすぎているのに憤りを感じます。もっと新聞やテレビなど、誰もが目に入る分野で告知しないと沢山の
国民は意見したくても知らない間に終わってしまう結果になります。国はそれを望んでいるのでしょうが。

原発は安全でクリーンなエネルギーと日本国民を洗脳させた国や政府。お金で国民に餌を与えました。それは去年起こった福島の事故で全くの嘘である事が証明されました。それでもぎりぎり
の状況まで嘘を付き、ほとぼりが冷めた頃に実は・・・と言う政府のひきょうな態度。国民の代表がそういう事をしてもいいのでしょうか。
福島の事故の収束宣言を野田首相は発言しましたが、全くもって解決の「か」もしていません。使用済み核燃料の処理方法が未だに確立されておらず、人間が開発してそれを処理出来ない危
険極まりない原発再稼動と言うのはおかしな話です。大飯も安全性が確立されていない上での再稼動、どの国民が納得出来ますか。
首相は全責任を取ると口で言いますが、どうやって責任を取るのですか。その頃はあなたはもういないのではないですか。
国や政府、官僚はあれだけの福島の悲惨な状況が起こっても、まだ「人の命」よりも、自分達の「私欲」「利権」「お金」の為に必死に守ろうとするのでしょうか。政府や原発推進の方々、福島原発
傍で生活してみてはいかがでしょうか。
経済が成り立たない、電力が無いと沢山の会社が機能しないと言いますが、それ以前に福島の2の次のような事故が起こった時、会社以前に人間が滅びてしまいます。
いつから日本は人の命よりもお金や経済が優先、大切になったのでしょうか。
経済は永遠に成長していかないといけないのでしょうか。
原発が無くなると電力供給が難しくなる、計画停電もありうると国民に脅しをかけますが、2ヶ月全原発が止まった時は影響無く日本は電力を賄えました。
１日の中でピークを迎えるのは限られた時間です。それを国民が上手に節電をしていけば、計画停電はおろか、原発など稼動しなくても十分賄えます。実際去年、今年は多くの国民が節電の大
切さに気付き、かなりの努力をして例年に比べて節電の効果はかなり出ています。
福島の事故はある意味使い放題の資源や電力の事について深く考える機会を与えてくれました。各地で小規模の自然エネルギー開発、施行も広まっています。原発にお金をつぎ込むのではな
く、クリーンエネルギーや、節電しながらもいかに負担の少ない方法で発電させるかを考えていく所にお金をつぎ込んで欲しいです。そうすればこの高技術な日本では必ず原発無しでも十分電
力をまかなえる生活が出来ます。もっと見方を変えないといけません。
発送電分離も早く行うべきです。電力会社は独占状態なので、通常の会社と違い、競争しなくても良いので全く動こうとせず、ある意味共産的です。もっと競争させ、電力会社も普通の会社と同
じように企業努力をするべきです。国有化にあたって東電に対して払われたお金は全部私達国民の税金です。そして自らの事故のせいで何故国民が料金を負担しないといけないのでしょうか。
普通の会社ではありえません。
そもそも何を持って２０３０年時点の話をするのでしょうか。理由が分かりません。政府は色々な屁理屈を考えて再稼動を進めようしていますが、国民が納得出来る内容の説明が全くもって無い
上に、政府は国民の意に反してどんどん嫌がらせをしているのに、誰が再稼動を進めますか。今は大きなエネルギー政策変換の機会を与えてくれているのです。目を覚まして即刻廃炉すべき
です。

24661 個人 自営業 ６０代 男性 エネルギーは国民の生活、経済、安全の根幹。今は
現在の局面だけの議論だけに終止している。国の役
割はエネルギーで国民の安全と次の発展のステージ
まで捉えた大きな方向での指針を出す必要があると
思う。

エネルギー問題の今の議論は戦略の問題以前に、今後の大きなエネルギー体勢のビジョンを欠いている。原発は技術的に原子力をコントロールできていない状況、事故等問題発生時の二重
三重の安全バックアップ技術が出来ていない、そんな事故は発生しないと言う論議からスタートしているが、それよりも起きた時に、最後は人間が処理するしか方法が無い中で（全てロボットで
石棺ができるようになっているなどではないので最後は人手だより）限界が来たら放り出すしか無いような技術をつづけているのは大きな疑問。使用済み燃料についても後処理に対する技術ビ
ジョンがないまま問題先送りにしている様である。例えば自動車産業など通常の事業ではこのようなことは認可されない。安全基準は明確だしブレーキだって二重三重、リサイクルも義務づけら
れている。それらを根本的に解決する技術が無いまま続けるのは技術論的にはあり得ないと思う、それらを解決するめどがあるならまだしも、それが無いままの無闇に原発を存続させるのはあ
まりにも非論理的であろう。一歩で原発が無いと電力需給がショートすると言う論議もある。ある意味一部はそれは正しいと思うが、本当の所どういう需給なのかデータ的にも示されていない。
電力会社からのデータはあるがそれは当事者のデータで第三者の客観データではない。確かにそんな状況の原発であるがある部分の稼働は限定的に必要であろうことは想像がつく。
しかし絶対安全が保障されない技術に安易に頼るのではなく、原発はいつまでは限定的に認めるが、目標値を具体的に決めて例えば10年間などと原発限定認可の制限をはっきりさせて、代替
エネルギーの技術開発を促進させることが経済成長のためにも必要だと思う。今の現状では確かに代替エネルギーはまだまだコストは高い、しかし基本的に安全は保証され易い。国がビジョン
を定め技術振興を支援すれば技術革新は進む、この代替エネルギー産業は大きく育つ可能性は高い、ドイツとの競争になるが今後の世界に於いて代替エネルギー産業の事業性は大きいと予
測される（途上国に原発を押し付ける方法は確かにあるが、それらの国も次第に分かってくれば原発から遠のくことも予想される）そう言う方向にビジョンを定め国として振興すれば今後この分
野で日本がリーダーになって経済成長の機会が得られる可能性も高い、いま原発に事業依存している日立や東芝もまた現場の下請け企業もそのような代替エネルギー産業で潤うように政治
が指導すれば経済の代替は進むし、地域産業も代替エネルギー産業にシフトしてこれで潤うように誘導することもできる。
今の原発はその場合不良債権になるが、いずれはそうなるので（あくまで一過性の一時費用にした方がよい）早めに債権処理をした方がよいのではないか、安全優先で原発はいつまで、その
ために不良債権は処理する、だからそのための費用は国民にも負担してもらうそんなビジョンの方が理解は得易い気がする。いままでの責任問題（国民全てが原発を容認して来たのだから）よ
り今後のビジョン優先で国民が安心してくらせかつ新しい産業振興で世界をリードした国になって行くと言う方向を求める。

24662 個人 無職 ７０代 男性 今後再生可能エネルギーの比率を高めなければなら
ないが、現実的には原発１５シナリオあるいは原発
20-25シナリオにならざるを得ない

2030年時点で考えれば原子力は０にはできない。電力とは単に何KWあればよいのではなく、産業界における電力とは電圧、周波数において厳密な許容範囲内でなければならない。安定的な
電力は古典的には水力であるが量的には圧倒的不足であり、戦後は火力がその主役を果たしてきてきたが、その供給源である石油が輸入であることから、半国産（一度輸入したら国内で長期
に使用できる）のウラニウムに、したがって原発に切り替える国策となった。これは国防の観点からも重要なことである。
人類の歴史は失敗の歴史である。そして少しずつ進歩するものである。
飛行機はこれからも落ちるだろうし、船はこれからも沈むだろう。しかし、飛行機を廃止せよの運動がないのはなぜだろう。飛行機に乗らない、だから海外旅行を楽しむことはしないという人はい
るのかもしれないが、それは個人の勝手で、他人が飛行機をエンジョイするのを妨げるのは横暴である。
同様に原発の電気は使用しないのも勝手だが、他人が安定している原発をエンジョイするのを妨害してはいけない。原発ゼロシナリオを選ぶ人に聞きたい・
「他人が飛行機に乗ることを妨害したり、安定した電力をエンジョイするのを妨害する権利はあなたにあるのか、」



24664 個人 家事専
業

５０代 女性 人間に放射線を封じこめる技術開発が出来ない限り、
３０年後は０％です！

排泄処理も出来ない状態で使い続けるのは未来の地
球の為に絶対に許される事ではないです。

３０年の間に、万が一の事故が起きても、完全に停められる術、
燃料棒なのの処理が完全にできる技術が開発されれば、新しい原発を作ればいい！
でもそれが出来ないのであれば、必要最低限の安全な原発だけの稼動で、
新しい原発を作る事も、使用期間を延ばす事も反対です。

３０年後に原発０で豊かな経済をつくれるのは日本の力にあると思います。
今まで原発ありきでやってきたので、
原発がないと電力たりなの、日本の経済発展は原発のお陰だの言う人いてはりますが、
それは、原発に依存してた結果なだけ。

不幸な事に今回のような事故が起こってしまいましたが、
この不幸をチャンスに変えて、日本の技術開発を望みます。

過去のしがらみなんかに縛られないでください。

利権だとかなんだとかそんなことどうでもいいです。
本当に利権が欲しいなら、この際新しい利権を生み出す力に変えてほしい。

原発をやりたかったら、死にものぐるいでその技術開発をして、世界に売ればいい。

24665 個人 その他 ６０代 女性 原発ゼロシナリオを選択します。
日本は４つのプレートが重なり合う世界でも類のない
地形を持ち、原子力発電所立地条件に不向きです。
早急に自然エネルギー開発に力を注ぐべきです。

原発ゼロシナリオを選択します。
東日本大震災が起きるまでは、日本に原子力発電所が５４基もあることすら知らずに暮らしていました。福島の原発事故により、現在まで見過ごされてきた様々な問題が浮き彫りになったこと
は、日本のエネルギー政策を見直す機会になり、ある意味良かったのかも知れません。日本は原発依存度をまだ高めようとしていたのですから、考えると背筋が寒く恐ろしくなります。核廃棄物
の処理方法の技術も無いのに、何故原発を推し進めてきたのか。原発を稼働させるためには多大な人々が被曝するのに何故何十年も社会問題が起こらないのか。北方領土問題は大きく取り
上げるのに福島の居住不可地も国益を大きく損なっていると思うが。全ての原発が廃炉になったとしても技術者、研究者、作業員などが確保されつづけなければならず、廃棄物処理や施設管
理などを含めると、莫大な費用や危険、不安などが後世の人々にのしかかるのに、今だに再稼働を推し進める人々は何を考えているのか。
私は北海道に住んでいますが、食品選びが非常に難しくなりました。加工食品の国内産表示のものが買えなくなったのです。関東・東北地方の人々の安全食物入手の苦労を思うと涙が出ま
す。不安を感じながら食事を作ったりベクレルを計りながら安心を得たりするなど、誰の責任でこうなってしまったのでしょうか。学校給食でも放射能汚染検査が必要になってしまいました。
国政に携わる人々は国のあり方に責任を持って発言し、行動せねばならないと思います。原子力の研究者、電事連、財界、官僚　その他様々な意見に流されることなく、毅然とした信念で国民
ひいては日本人の幸せために誠実で潔白な政治をお願いしたいと懇願いたします。未来の子供たちが日本に生まれて良かったと思える国にしてください。このままでは日本が壊れてしまいま
す。

24666 個人 家事専
業

６０代 女性 原発ゼロしか選択できないことは福島原発事故が証
明している。一度重大事故が起これば、中で起きてい
ることも知りえないし、調査も出来ないほど危険。いつ
おきるか予想し得ないという点で、原発は核兵器より
危険。

　原発が日常的に出し続ける放射性物質や海水の温暖化などの環境負荷に反対して、原発には反対してきた。しかし、福島原発の事故が起こったのは頭を殴られたような衝撃で、もっともっと
強く反対すべきだった。福島の人たちにも、未来世代にも申し訳ない気持ちでいっぱい。
　国家の最大かつ必須の責任は国民の命と財産を守ること、そして国土の保全。原発事故に際しては、このいずれの責任も果たせなかった。この責任は大きい。事故を起こした原発の収束作
業に携わる作業員の命を危険にさらし、福島県民を始めとする多くの住民が生活を破壊され、中には自殺した人も数多くいる。そして、福島のみならず撒き散らされた放射能で使えない土地、
収穫できない農地、漁が出来ない海域が激増した。
　現政権のことではない。原発マネーにたかり、原子力ムラに集った官僚、御用学者、経済界、政治家の責任は計り知れない。思考停止の安全神話をふりかざして情報を隠し、秘密会議を繰り
返したものたちは、絶対に許されない罪を犯したことを恥じるべき。
　原発ゼロによる電力不足は予想でき、対応できる範囲の危険、原発事故は予想外の極度の災害。どちらを取るのか迷う人の気持ちは到底理解できない。
　東京電力は福島原発の事故だけで実質上破綻した。原発事故は、ひとたび起きればとてつもない被害を起こすこと、その完璧に安全な収束などありえないことを露呈した。科学の世界で、世
界に決定的なダメージを与えるカタストロフを引き起こす可能性のあることは、たとえ限りなくゼロに近い確率であってもチャレンジすべきではないという原則があるという。
　これまでの原子力行政、原子力政策を徹底的に反省しているなら、原発の再稼動はありえないし、今後は原発ゼロシナリオに沿って原発を安全に廃炉にして、一刻も早く日本の安全を保障す
べきだと考える。未来世代から託されている地球環境を全力で守らなければいけない。
　

24667 個人 自営業 ５０代 女性 ゼロシナリオを支持します。
２０３０までと言わず、もっと早い取り組みを望みます。

エネルギー・環境に関する選択肢のうち、ゼロシナリオを支持します。
原発の運転を続ける限り、核のゴミが出続けます。
そのゴミの処理もままならず、現在フクシマの事故でかなりの広範囲の地域が放射能汚染にさらされていて、人々はその恐怖に怯えています。
だから原発を稼働させるのには反対します。
2030年までにとは言わず、速やかに原発は廃止し、再生可能エネルギーをすすめる取り組みを希望します。

24668 個人 自営業 ７０代 男性 (3)シナリオ20-25を選択する。理由は
(1)主要先進国および近隣諸国は原発を捨てていな
い。(2)原発を捨てるとIAEA等国際機関での発言力を
失う。(3)原発は言われるほど危険ではない。

現在マスコミでは原発推進派が悪人扱いされ、権威ある人たちが姿を消してしまいました。このような一方的な、非民主的な状況で物事が進むのは、かえって危険であると思います。今では、放
射線は少なければ少ないほうがいい、という考えが主流のようですが、この地球上で放射線がゼロの生活空間はあり得ない。我が国の一般的な自然放射線量は1mSvと言われていますが、
10mSv程度のところで生活している人たちのがん罹患率は別に高くないそうです。大阪大学の放射線医学の中村仁信教授は、微量の放射線であれば「浴びれば浴びるほどよい」と言っておら
れたし、東大の諸葛宗男特任教授は、原子力潜水艦の搭乗者のがん罹患率は通常の人より低い、と言っていました。また1960年代の日本の放射線量はいまより1000倍以上だったそうで、そう
なると我々が築き上げてきた長寿社会には、何の弊害ももたらさなかった、ということになります。広島、長崎の追跡調査も深刻な遺伝的障害は残していない、ということですので、もっと事実に
基づいた落ち着いた議論をしてもらいたいものです。

24669 個人 無職 ６０代 男性 選択肢の中では、原発依存率ゼロを指示。ただし私
の意見としては、市場原理に任せるのもいいかと思い
ます。
廃棄については、危険度を勘案して順次行うべきで
す。
この問題について国民投票を実施すべきです。

原発そのものの危険もさることながら、これ以上処理の方法すらわからない核廃棄物を増加させることは、将来の国民に対する冒涜、直ちに廃棄すべき。
また市場原理に任せるというのは、民間企業ならこんなリスクの大きい事業には耐えられないと思うからです。
しかし（文字どおり）国家の存亡にかかるようなこんな大きな問題を、一内閣で決められるのか？ただし原発問題を争点に選挙を行うことには反対です。
今回はこの問題に限って国民投票を行うべきです。原発を維持することのリスクと、国民負担の増大や経済競争上の不利など原発をゼロにすることのリスクを十分説明した上で、国民の判断を
仰ぐべきです。

24670 個人 家事専
業

７０代 女性 原子力発電は必要です。今回の事故は風評被害の
最たるものです。日本は絶対に原発をなくしたらだめ
です。労働者の首切り、家庭崩壊その他の元凶になり
ます。

原子力発電は日本を守るためにも必要です。特に日本を戦略しようとしている国々への抑止力になります。どうしてドイツのようなことをしたいのか。日本を丸腰の弱腰の、何の防衛もできない
国にしたいのですか。
太陽光発電だのいろいろ取沙汰されているけれど、設備投資など政府はかんがえているのでしょうか。
広島、長崎の原爆被害だけを代々語り継ぎ、被害だけを取り上げて、洗脳している。そういう事実はあるけれど、科学的根拠を踏まえて放射能汚染がどういうものであるかをキチンと教えなくて
はいけない。恐れよ、こわがれ、のみで原発を敵視するなかれ。
原子力の平和活用を世界的に広めるのが日本の使命だと思います

24671 個人 家事専
業

４０代 女性 日本の未来を考えると、原発依存ゼロシナリオを強く
望む。

原発依存ゼロシナリオを望む理由
・これ以上、核のごみを増やさないため。
・狭い国土で、人が暮らせなくなるリスクを負わないため。
・常に地震・津波と隣り合わせの国土であるため。
・原発が、環境・消費者のためというよりは、一部の人間の利益のためであること。
・原発をなくせば、新しいエネルギー発電の開発はより進む可能性が高いため。

良心に基づく判断を願います。

24672 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 2030年までのできるだけ早い時期に原発をゼロにし
ていただきたい。理由は制御できないものを電力不足
とは関係なしに維持したいというのはあまりに未来に
危険を残すからです。

概要に述べたように、2030年までのできるだけ早い時期に原発をゼロにしていただきたい。理由はプロである大手電力会社の社員しか知らない、制御できない、あるいは昨年の震災ではプロで
すら制御できなかったものを電力不足とは関係なしに（これは関西電力社長の意見などから明らか）維持したいというのはあまりに未来に危険を残すからです。昨年の震災時に科学者のプロと
して政府に助言する立場の斑目氏や東京電力の石黒フェローはまったく役に立たず、大学の有力研究者たちも全く有効な手段を助言できず、現状では一度制御不能に陥った原子力発電所
は、その周囲を汚染し、関係者に多大な損害を与える存在です。
我々の英知を集めても制御できないものに手出しをしてはいけません。

24673 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 原発やめます あんなに処理や安全性の確認に時間がかかり過ぎるものに頼るつもりはありません。今まで恩恵を受けてきたのも事実ですが、やめます。

24674 個人 自営業 ５０代 女性 原発は要りません。 原発は、危険過ぎます。地震の多い日本で原発を作ったこと自体が間違いです。
安全ならば、首都圏につくれたはずですが、それができなかったのは政府が安全であると思っていなかった証拠と言えます。これ以上にうそを重ねず、潔く撤退し、自然エネルギーを推進してし
てください。原発のある地域には自然エネルギーのために必要な物を作る工場を誘致して雇用を保障してください。お金を渡して（補助金を出して）地元から意見を出せないようなやり方はもう
やめてください。

24675 個人 家事専
業

４０代 女性 原発は全廃。電力源としてのコストもリスクも犠牲も過
大。事故ともなれば人間の技術で原発を安全に廃棄
することも拡散した放射性物質を完全回収・無毒化す
ることも不可能。代替エネルギーの実用化で対応可。

原発は全廃。
理由は以下の通りです。

【危険性について】
・既存の正常運転の原発ですら、メンテナスなど作業員の被ばくは避けられない。まったく安全ではない。
・廃棄物の最終処分が全く確率していない。また、現在検討中の処分方法（再利用方法）すら実用化のめどがたっていない。
・必要経費が高すぎる。
・ひとたび事故になれば、福島の例のように人間の力では事故沈静化も、放射性物質の完全除去も、不可能である。また、被害者への補償など金銭面に限っても不可能である。
・事故後に空中土中海中に拡散した放射性物質を完全に回収し無毒化する技術がまったくないため、食品の形で体内被曝が拡散し、健康被害が事故地域や国境すら超えて無限に拡散する。
現在でも、絆の名のもとに国家主導の毒物拡散による無差別大量殺りくテロではないか、との指摘がある。
【電力不足について】
・福島の現実を直視した一般国民は、節電に対する意識が非常に高まっている。また、節電家電の開発・利用も進んでいる。「計画停電」で企業を恫喝し、経済界こぞって原発再開に同調させる
手法は取るべきではない。
・１日中電力不足ではなく、ピーク時（午後２～３時）に不足の可能性がある、という問題なのであり、ピーク時節電のキャンペーン、公共施設を冷房し一般開放する、など原発に頼らない他の選
択肢がある。
・何より、少子高齢化が急速に進む日本において、今後、人口が減少する一方であるにもかかわらず、現在以上の電力が必要になる状態が発生することはありえない。
・原発なみの予算を使えば、代替エネルギーの急速な開発・実用化は可能であり、電力の不足は生じない。それでこそ景気低迷する日本の経済力を活性化させる政策になると考えます。
【その他】
・いま、国の施策として原発推進を進める方たちは中高年以上の方ですから、ご自身への健康被害など「ただちに影響はない」でしょう。しかし、この方たち自身の子や孫、そしてさらに下の世代
の健康を損なうリスクを自らの手で負わせていることは肝に銘じるべきでしょう。

24676 個人 家事専
業

５０代 女性 原発は必要です。 現在、夫が失業中でありこれ以上電気代が上がっては生活できません。

それに、今中東が一触即発の状態であり、海峡が封鎖されれば石油が入ってこなくなりそうなのに原発を止めてしまうと言うのは、自殺行為です。産業も生活も日本は破綻してしまいます。

原発で死んだ人はいないのに、熱中症で何千人も亡くなっています。水と同じように電気をつかえないなら、この国の発展繁栄はとまってしまい、発展途上国に逆戻りです。そんな未来を子孫に
のこすのでしょうか？

飛行機は落ちたら皆死ぬからと言って、乗らないでしょうか。
車は毎年2万数千人が交通事故で亡くなるからと言って、使用しないでしょうか。
包丁は手を切ると危ないからと言って使わなければ、美味しい料理はできません。

そもそも今回の事故は、原発事故ではなくて津波に対する見解が甘かったために対策をおこたっていた事が原因なのではないでしょうか。

科学技術の進んだ日本なのですから、今回のことをよく研究して安全性をより高めて、是非、代替エネルギーが開発されるまでは原発を推進していただきたいと思います。

24677 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 すべての原発は、可及的速やかに廃炉するべきであ
る。そして、国家をあげて代替クリーンエネルギーの
開発に取り組むべきである。

原発を廃炉して、代替クリーンエネルギー社会への転換を目指すべきである。理由は、これまでも人類は新エネルギーの開発とともに発展を遂げてきた。危険性が高く、廃棄物の処理もできて
いないエネルギーに固執するのではなく、代替エネルギーの開発に率先して取り組むことで雇用を創出し、国際社会でのリーダーシップを確保していけると考える。また、代替クリーンエネル
ギー技術を国家的財産として確立し、重要な輸出品目とすることで、貿易収入の増加をはかることができると考える。

24663 福島原発事故の何を見て、原発を「稼働させる」のか意味がわかりません。
腹が立ちます。怒りです！

福島原発の事故の調査も不十分であるし、撤去作業にも相当な時間がかかるのに、何もかも不十分なまま大飯原発を稼働させたのはメチャクチャな行為であると思います。

今後、被曝した死人が目に浮かんできて恐ろしいです。

原発を稼働させてエネルギー使いたい放題だから大丈夫、低予算だ、なんて意味がわかりません。
この間まで原発を稼働させなくても十分エネルギーが足りていたではないですか？
今後地震が起きないわけが無いです。
普通のまともな考えの人間なら原発と命くらべたら命が大切だと思います。
自然エネルギーに変えてください。
そして東京電力から逮捕状をとってください。

絶対、原発反対！
被曝して死にたくありません。
もっとこれからの日本をイメージしてください。
このままでは普通の暮らしも出来ません。
普通の暮らしがしたいだけです。

憲法にかいてあるとおり、人間の暮らしをさせてください。

目先のお金に目が眩んでいる政府の対応は醜いです。
「悪」だと思います。

未来がありません。
不安です。
国民の声を聞いてください。

日本沈没です。

絶対、原発反対です！
地震大国日本です。原発で死にたくありません。

直ちに自然エネルギーにするべきです。
福島原発は人災です。教訓にすべきです。

女性３０代パート・
アルバイ
ト

個人



24678 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 福島事故は集結していない。核を抑える技術はない。
電力は何とか供給できる。クリーンエネルギー開発を
すすめる。雇用創出の方向を変えるべきである。

原発依存率０％を求めます。
理由は、以下の５点です。
１、福島の原発事故の状況を見ると、放射線被ばくは、人では抑えきれないことが明確になりました。
２、現在の技術では、核廃棄物を含めて、制御しきれないものであることが分かりました。また、このことを明らかにして電源開発をすすめてこなかった政治の責任は大きいと考えます。
３、新聞報道によると、大飯原発を稼働させなくても今年の夏の電力需要は乗り切れていることが分かりました。いたずらに予想を大きくする必要はなかった。
４、クリーンエネルギーの開発をすすめることがはじまると聞きました。
５、雇用問題もバラマキ型の政治からの転換も求められます。原発立地による雇用創出から国の進む方向を大きく変える時期とであると思います。

24679 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発、再稼働反対 将来の日本国民のため
唯一の被爆国である日本。世界の先頭に立つべきではないか。
そして3.11で学んだことを生かしてほしい。
非原発を宣言したドイツを見習おう。

24680 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発ゼロシナリオ支持し、今すぐ原発を廃止するを支
持します。早急に送電網の自由化・再構築を行いス
マートグリッドの実現を推進する。化石燃料による電
源含め適正配置し地域分散型のエネルギー供給の
体制を確立。

今すぐ原発を廃止し、原発依存度をゼロにするを支持します。地熱・太陽光・風力はもちろん、潮流、海流発電、バイオマスなども徹底的に研究し原発がやってきたように採算が取れる予算をつ
け可能なものには新たな雇用創出までの展開を実現したい。原発については、核廃棄物や老朽廃炉・地震などで破壊された原発の廃炉に即刻着手する。既存原発を即停止し必要であれば、
廃炉作業や核廃棄物処理作業の必ず必要となるストック場所や作業ヤードなどとして役５４基在る既存原発を、いったん政府が管理し計画的に使用する、必要なら全原発を国有化する。私企
業には核廃棄処理・廃炉は実際無理なので、国策推進した国が行う、収束の技術力を育てたり維持していく人材育成・確保も必要。

24681 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 使用済み核燃料の再処理もしくは、無害化技術の構
築

原則40年廃炉の順守

原発依存度

原子力での発電はどうとか論議する前に、使用済み核燃料の処理の方法を確立させて欲しい。
使用済みの処理が出来ないのに、どんどん原子力による発電を続けるのは、おかしいと思います。
世界中に原子力発電所が有る以上は、日本でもその技術革新の為また、第3国にプルトニュームを保有させない為にも、使用済み核燃料の再処理もしくは、無害化技術の構築が先決かと思い
ます。
それが出来ない現状での、原発稼働は、ＮＧだと思います。

原則40年廃炉は、順守して欲しいです。
40年超えのだまし運転する位なら、現在の最新技術の原子炉を新設する方が、よっぽど安全安心かと思います。

原発依存度は10％未満かと思います。
24682 個人 パート・

アルバイ
ト

５０代 女性 原発絶対反対です。 　地震の多い日本において、原発は無理ではないでしょうか。
地震以外にも、冷却システムが機能出来なくなる可能性も色々と考えられます。
第二、第三の福島の悲劇が起こらないとは、誰にも断言できません。
　今回の原発事故による、発ガン等のこれから起こるかもしれない様々な問題を心配しております。
　原子力という、未だ人間が、完全にコントロールできないものを利用するのは難しいと思います。

24683 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 原発ゼロ 危険な原発を推進するのは、やめてください。人の命が、一番大切です。いまだ福島や周辺の人は、苦しい生活を余儀なくされ、日本は汚染された国になってしまいました。もうこれ以上、辛い
思いをする人を増やしたくない。

24684 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発ゼロシナリオ（即時）を進めるべき 子供に対する安全性の部分が全く見えないから。
あと１０年経ってわかるのでは遅すぎる。

24685 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 全ての原子力発電所の稼働を停止して下さい。 地震の多い日本は、原子力発電には危険過ぎる国です。
福島の事故は始まりでしかない。
これから、あの悲劇を繰り返すのですか。
日本は終わってしまいます。
未来も安心して住み続けることができる国にするために、
勇気を持って脱原発を指示します。

24686 個人 その他 ６０代 男性 原発依存度選択肢ゼロ％を国家戦略として、国民と
の合意形成ステップを踏んでコミットする方針を示す
べき。

科学技術には、素性の良いものと、悪いものがあるが、原発は最終処分の解決方法も未確立・不確定のまま、地球上のあらゆる生命の持続可能性を危険に晒す最悪の素性のものである。原
発以外の多様なクリーン発電・省エネ科学技術のベストミックスを目指して環境技術立国として世界に貢献すべき。

24687 個人 自営業 ５０代 女性 即時原発はゼロにしていただきたい。 原発を持つことはトイレのない家を作ること。
さらに地震国の日本に原発を作ること自体がまちがっている。
日本は自然と人こそが資源だと思う。
ここにあるすばらしいものと原発が持つリスクはくらべようもない！
即時原発ゼロにしてください！

24689 個人 家事専
業

５０代 女性 全原発の即時停止、即時廃炉を強く求めます。 8月2日、今日の東京最高気温34.7度、東京電力管内ピークの電気使用率89％。
原発は一基も動いていません。
「原発を止めたら電気が足りない」も嘘でしたね。
「原発止めたら日本経済が地盤沈下する」も嘘ですね。
国民はもう騙されません。
ごく一部の人間の莫大な金儲け以外何も意味のない原発。
何万年後の命を脅かしてまで続ける理由は全くありません。
全原発の即時停止、即時廃炉を強く求めます。

24690 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発ゼロシナリオ（即時） 原発ゼロシナリオ（即時）を支持します。
再稼働はしないでください。
子供たちに健康な未来を残す為に、原発はゼロにしてください
・もっと省エネルギーの取り組みを進めてください。
・もっと自然エネルギーを推進してください。
・ゼロシナリオ以外は既に破綻している核燃料サイクル温存の推進です。再処理の廃止を決めてください。

24691 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発はある程度必要だと思います。三つの中でした
ら、２５パーセントを支持します。

昨年の福島の事故は人災だと事故調査委員会が結論を出しました。実際、震源地にいちばん近い女川原発は地震にも耐えました。
福島第一原発の近くの方々には本当にお気の毒なことだと思います。ですが、人災だった福島と他の原発と同じように考えていいのでしょうか。
最近めっきり、地球温暖化の話も聞かれなくなり、温暖化がどんどん進み、最近の異常気象もそのせいかもしれません。火力ではもっとひどくなります。
意見公聴会では一部ヒステリックな脱原発を訴えるひとたちばかりが集まり、取り上げられますが、果たして、国民みなそういう意見ばかりではないと思います。日本人の気質として、あの集団
に異議を唱えるのは困難です。
そして、原発はある程度しかたないなと思っている人が大半だと思います。
そういった人はわざわざ意見表明しません。
民主党は今まで、国民のご機嫌取りのマニフェストをかがげてきましたが、それぞれうまくいきませんでした。
政治家は目の前の国民のご機嫌をとるのではなく、日本の経済を発展させて国民の暮らしを保障するのが正しい行動ではないでしょうか。それが、一部の人たちに反発をうけることかもしれま
せん、ですがこれからの子供だちの将来のために、外国に負けない強い日本経済をつくることを強く望みます。
脱原発を行い、国内の企業が外国企業との競争に耐えられなくなり、海外にいってしまったり、賃金がおさえられたり、果ては中小企業が倒産してからでは遅いです。
そうなったら、国民はまた政府を非難するでしょう。

民主党を応援しています。小沢一郎さんは最低です。政治家はもっと大局をみて、決して目先の国民のご機嫌取りだけはしないでくださいね。

24692 個人 家事専
業

４０代 女性 「ゼロシナリオ」を支持します。 ちっぽけな力なき一主婦の意見です。
私の実家は福島にあります。現在両親・姉３家族が生活しています。
原発において完全なる制御・絶対安全性が確立されないかぎり、原発再稼動・および増設はありえないです。必ず地震はおきます。ともなって津波だってきます。「想定外」ではもういけないと私
たちは3.11震災で学びました。
また、原子力を用いたあとに生ずる核廃棄物の処理も確立されない限り原発に依存した発電は不要です。発電するごとに核廃棄物は生まれます。どんどん増えます。地中深く・・埋め続けます
か？海に流しますか？宇宙へ送りますか？未来の私たちの子孫へ・・おしつけますか？
私たちを産みはぐくんでくれた日本の国土を、文化的な生活のために汚したくありません。
もちろん今までのような電気供給は望めないことは承知しています。あらたな道を私たちも一緒に模索します。協力します。私たちの国土を守りましょう。

24693 個人 その他 ５０代 女性 2030年までに日本の原発発電比率を0％、15％、25％
にするシナリオは、いずれも、当分は原発の稼働を容
認するという案であるため反対です。原発は直ちに廃
炉にして自然エネルギー等に移行すべきです。

（１）代替電源
１）一基も原発が稼働しなくても何とかなるのですから、現在、我が国の原発依存度は高くありません。
２）そのため、このまま原発を再稼働させず、電力会社の地域独占を廃し、送電会社を作って、電力市場に健全な競争を作り出すのがよいと思います。つまり、四国電力が大阪に電力を供給し
たり、他企業が電力会社になったりもできるシステムにするということです。
３）そうすれば、各電力会社は、地熱、汐潮、天然ガス、太陽光発電など、安いコストで電力を創るように工夫しますので、政府は、国産の天然ガスや自然エネルギーに導いて、エネルギーの自
給率を上げるようにすればよいのです。
４）なお、太陽光発電、水素による自家発電設備などを持つ個人宅や工場をネットワーク化すれば、災害に強く、都市を発電所として機能させることができますし、CO2の25%以上の削減も達成
可能です。
５）そして、これらの器具や超電導電線、電気自動車、ゼロエミッション住宅などの製品はすでに出揃っていますので、あらゆる方法で、これらを振興して世界のトップランナーを目指すべきです。

（２）その他の重要な効果
　（１）によりエネルギー産業が国内化しますので、原油価格の高騰で起こったように、我が国で創った付加価値が資源国に吸い取られることがありません。また、燃料費が安くなれば、それだけ
国内企業の利益率が上がりますので、景気が良くなり、法人税率を変えなくても法人税収が増加します。これは、ひいては所得税収や相続税収も増やすでしょう。さらに、21世紀の快適な環境
に暮らしながら、持続可能な経済発展をすることが可能なのです。

24694 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 「即刻原発ゼロ」が一国民のとしての希望だ。２０３０
年の選択肢を持ち出すなんて、どうかしている。それ
までの間、地震が発生する度に、原発事故の恐怖に
怯えなければならない。

即刻原発ゼロが希望だから、２０３０年の３つの選択肢からは選べない。原発に対する国の基準や対策に大きな不安を持っている。電力会社の原子力発電所の運営については、あまりの稚拙
さに恐怖さえ感じる。
国には、原発については、廃炉に向けての早期検討を、また、代替エネルギーの早期実用を目指して頑張って欲しい。

24695 個人 その他 ６０代 男性 「原発ゼロシナリオ」を選びます。 人間がいまだ律することができないものを利用しようなんておこがましすぎる。核のゴミを溜め込むことしかできないのに。子どもたちの未来に責任が持てないことはするべきでない。もっと自然
エネルギーを利用していくことを推進すべきだと考えます。

私達はたかが電気に命を賭けるつもりはありません。
原発がまったく安全でも安価でもないことはすでに知られています。
不都合なことを隠し通せる時代は過ぎました。

このパブリックコメントは事実上の民意の総意であり、国民投票と同義であると認識しています。
民意が政治に反映されることを切に願います。私達は意志を持って、それを見守っています。
この数は民主主義の原則に基づき、実際にすでに政治的な影響力を持つ比率に達しています。
私達の民意が認められなければ、選挙をもってそれを反映させなければなりません。
現行政府が、それを十分な誠意を持って受け止めてくださることを願います。

我々が国に求めるのは真実の開示と安全な生活です。
福島原発の事故以降、生きることは多くの不快な制限に縛られました。
自由に深呼吸一つすることさえ不安です。
子供達は雨に濡れることも、海に入ることも、自由に飲み物、食べ物を選ぶこともできなくなりました。
これが推進してきた原発政策の結果であるなら、私達は断固としてこれ以上の原発を増やすこと、稼動させ続けることを拒否します。

一度たりとも失敗や不備が許されないものが、過去最大規模でこの国、及びこの星を汚染する事故を起こした以上、原発が安全であるとは断固として認められません。
取り繕うことが出来ない規模の事故であったことは明白です。
これ以上、原発にしがみつこうとするこの国の方策を、英断を持って撤回することを望みます。

実行可能な代替案が無数に存在することは広く知られています。あなた方の手が届かないはずがない。
自分達と、子供達、これから生まれてくる全ての生命に対して、国家と政治の最優先の責務であるはずの安全で快適な未来を保証してください。
ただちに影響が出ない、しかし確実に影響が在る不安の中に国民を放置することは最善ではありません。
私達とその子供達が、まったくなんの心配なく生きることのできる未来を、今から可能な限り創出する努力をしてください。

国や影響力のあるメディアが、真実を語らないことには慣れました。
だから自分達で真実を求める力が付きました。それが未来を創る力につながるなら、それも受け入れられます。
ですが政治家が自国民を、詭弁を以て欺くべき潜在的な「敵」とみなしているのなら、それは悲しいことです。

それは国民のための国家ではなく、ただの形骸と、一部の人間の利権のための道具に成り下がります。
これが目指していた国の形でしょうか。本当に豊かな国のあり方を望みます。

豊かさとは経済だけのことではありません。経済は豊かさのための一手段です。
国家が国民に与え得る豊かさとは、生命を輝かせる機会の提供です。

そのための最も基本的なインフラが自然と食べ物です。
それを汚染しうるものは、いかなるものであってもこれを拒否します。
これが文明の最も基本的なあり方のはずです。

私達は自然を汚染しない効果的なシステムをすでに持っています。
それらに門を開いて、きちんとした形で採用してください。

国のエネルギー政策と共に、環境と自然に配慮した、より人間的な政治を望みます。
国民は国そのものです。原発やTPPのように、国民を犠牲にしたうえで得られるものは、結局は国家の荒廃と失望の上に何も残りません。

本当に心から、脱原発の正しい英断が為されることを願います。
よろしくおねがいします。ありがとうございます。

原発ゼロシナリオ（即時）を求めます！男性３０代自営業個人24688



24696 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 福島の原発事故も収束していません。核廃棄物の処
理方法も確立しておりません。地震列島日本、今後も
地震はかならず起きます。津波も、当然あります。原
発がある限り、危険と隣り合わせです。

福島の原発事故も収束していません。核廃棄物の処理方法も確立しておりません。全ての、原発の安全性は保障できませんし、安全宣言そのものが、信頼できません。地震列島日本、今後も
地震はかならず起きます。津波も、当然あります。原発がある限り、危険と隣り合わせです。原発はなくすべきです。

24698 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原子力発電は即稼働を停止し全部廃炉へ
地熱や水力発電で自然エネルギーを推進
原発規制委員会の人事等について、多角的な人選を
求める
今回のパブリックコメントをきちんと反映した政策を求
める

原発は稼働するとどこにも捨てられない核廃棄物を生み出している発電システムである。
今までのごみは処理できないまま溜めておきつつ
さらに今後も原子炉を稼働させごみを増やし
核廃棄物の処理を先に延ばすという無計画な対応は責任のなすりつけや未来を見据えた態度とは言い難い。

原子炉は稼働を停止し即全原子炉の廃炉を希望します。

これ以上日本の環境を核廃棄物や
放射性物質で汚染することは望みません。

  
24699 個人 会社員・

公務員
６０代 男性 原発は、出来るだけ早急にゼロにすべきである。 コントロールできない設備をつくるべきではない。事故が起きれば、狭い国土が消滅する。

使用済み燃料の始末もできもしないのに、ウランを発電に使うべきではない。
原発の電気は、コストが安いというがうそで、総コストを計上したら、他の発電方法より安くはない。
原発はCO2排出量が少ないというのもうそで、ウラン燃料の生成、原発の建設資材等まで含めた総CO2排出量で比較すべきで、そうすれば、決して原発が優れているとは言えない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

24700 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発依存０％「ゼロシナリオ」を実現してください。 ３．１１の福島第1原子力発電所の事故で明らかになった原発の危険性から、未来に生きる私たちの命を守るには、「ゼロシナリオ」しかありません。地震国日本では近い将来大規模な地震が想
定されています。その中で原発の安全性を保つことは不可能でしょう。早急な対応をお願いいたします。

24701 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 ・原発はゼロにする
・今ある原発施設は早急に廃炉にすべき

・日本列島において、地震の危険性がない場所はあり得ない
・現在ある原発で津波の被害の可能性が無い場所は皆無であり、全ての原発が震災・津波により福島のように爆発・放射能の拡散という事態をまねく恐れがある
・地震・津波以外にも竜巻など今後大きな自然災害が原発施設を襲う可能性は十分あるし、その被害＝放射能の拡散を防ぐ手立てがあるとは全く思えない
・国防上の観点からも、原発が一基でもミサイル攻撃されたら日本は壊滅状態になる。攻撃を防ぐ手立てももたない現状がある
・核廃棄物の処理方法も未定のまま、危険な放射性廃棄物を増やし続けることはやめるべき
・核廃棄物が劣化ウラン弾の原料になっていると聞きました。そのような殺戮兵器の製造に加担させられるのはご免です。
・10－15%シナリオではさらに新しい原発を２基新設する可能性があると聞きましたが、現状を考えて、更なる新設は絶対にあり得ません
・これは福島の現状を見ても明らかです。広範囲にばら撒かれてしまった核物質の除染は不可能であり、たとえ民家の周囲を水で洗い流したとしても自然の風や水でまた運ばれてくる。除染し
た後の放射性物質を含んだ水も、よそへ流すことになるだけで、根本的な放射性物質の除去は全く不可能。
・破壊された福島の原発も、原因究明もなされないまま、ほとんど手をつけることができず、危険な状態で放置されている。国として何もできないという明らかな現実がある。
・どう考えても原発は即刻廃炉にすべき。人間が扱えない危険なものをなぜ存続させるのか、これ以上犠牲者を出してはいけないと思います。人の命以上に大切なものがあるのでしょうか？い
つから日本はこんなに命が安く扱われる国になってしまったのですか？
・原発の再稼動は誰のためですか？良識ある判断をお願いします。
・海外への輸出も同様の理由で反対です。
・再生可能エネルギーの開発が難しいと決めつけるのはおかしい。発・送電分離、民間企業の参入促進、電力の大量生産ではなく、小規模生産で地産・地消型にするなど、少し考えても様々な
可能性があるはず。なぜ原発ありきで話を進めようとするのか政府の姿勢が理解できない。多くの国民がそう思っているはず。

24697 私は以下の理由で、２０３０年原発ゼロではなく、今すぐ原発ゼロを求めます。
つまり、現在停止している原発すべてを再稼働させないことと、大飯原発３，４
号機はただちに停止することを求めます。

理由１．地震大国日本で原発に対する安全性を確保することは不可能です。

日本列島は地震の活動期が続くと多くの専門家が警鐘をならしています。
今後、福島のような原発震災が起こる確率は高く、これを人間の力でコントロールすることはできません。
福島第一原発に関する国会事故調の報告書には、事故の直接的原因は地震で格納容器の配管が破壊された可能性があると指摘しています。
福井県の大飯原発の敷地内の破砕帯が活断層の可能性があると複数の変動地形学
の学者が指摘しているにもかかわらず、政府と関西電力は調査をすることなしに
再稼働しました。すみやかに公正な調査をして、活断層であればただちに運転を
停止すべきです。
私の住んでいる名古屋市の中部電力は、世界で一番危険な浜岡原発の再稼働に向けて、防波壁の建設や全電源喪失防止の対策など、津波対策に莫大な費用をかけて工事を進めています。
しかし、東海地震の震源域の真上にある浜岡原発は、
地震によって巨大事故が起こることは明白です。これによって日本列島は分断され、首都圏機能も失う大災害になりことは間違いありません。
日本の原発はすべて、活断層のあるところに建てられています。再び福島のような過酷事故が起して、日本を滅亡させないために全原発を廃炉にすべきです。

理由２、原発ゼロでも電力は足りています！

７月３１日の中日新聞の記事には「関電、７月後半需要予想１２％下回る、大飯
原発なしでも供給可能」とあり、８月１日には「電力の余裕くっきり　関電管内
７月需給」とあります。
　政府と電力会社は原発再稼働ありきで、「電力不足」の大キャンペーンをはってきました。しかし、再稼働しなければならない理由は別のところにあることを、多くの国民は知っています。だから
首相官邸前をはじめ北海道から九州の各地で「大飯をとめろ！」「再稼働反対！」の声が高まっているのです。

今後は原子力から再生可能な自然エネルギーへすみやかにシフトするエネルギー政策を推進すべきです。７月から「再生可能エネルギー特別措置法」がはじまりました。
これからは、太陽、風力、地熱、小規模水力などの自然エネルギーを増やして、火力を少なくしていけば、原発ゼロ社会を実現することはできます。
そのためには、電力会社の地域独占体制を改め、発送電分離をすすめなくてはなりません。
「電力の地産地消」も可能になり、日本列島はどこでも電力不足は起きないと
私は確信しています。

地震大国の日本で原発の安全性を確保することは不
可能です。
原発ゼロでも電力は足ります。
再生可能エネルギーにシフトを。

女性７０代家事専
業

個人



24702 法人・
団体等

法人等 ５０代 女性 日本の国富の流出も困るが、ＣＯ２が増加、放射能が
人体に悪影響を与えることが分かったら、対策を立て
る。後代に付けを回さないため再生可能なエネルギー
を使用。原子力発電は、Ｏ％に。

1番大切にするものは、地球である。

気温が上がれば、生物は、かなり絶滅する。
そのため、人類も、農業、林業も、打撃を受ける。
だから、CO2をなるたけ出さないことが望まれる。

日本の生活者の出す家庭のCO2は、約２０％。
あとの80％の部分を何とかしなければならない。

化石燃料の使用によって、ＣＯ２濃度が高まる。
原子力発電は、地球を汚染する。
したがって、再生可能なエネルギーを作る仕組みにお金を投資して、設備を作り、地球の未来を、暗くしないよう、努める義務がある。

当会は、CO2を出さない料理を研究している。
太陽光を利用したソーラークッキングの料理は、天気に左右され、やや不安定であるが、なかなか威力もある。反射式の大きなソーラークッカーでは、焼き肉が5分で焼ける。
箱型のソーラークッカーでは、ケーキ、クッキー、ラスク、シラスの乾燥、など、工夫しだいで、再生可能のエネルギーを取り組むことができる。

まだ、あんまり知られていないが、ソーラークッキングの醍醐味はなかなかおもしろく、おいしく、環境によく、ＣＯ2 　０％である。
太陽光に熱利用も進めてほしい。

原子力は、人災であるから、また次も起こる。責任をとって、だれか死んで
放射能濃度は、もとへは戻らない。
地球が汚れると、あなたも政府も、その汚れた地球で暮らすわけで、被害者であり、加害者となる。

地球を汚すことをしては、いけない。
原子力発電、０％

自然エネルギーを使うことに投資してください。

24704 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 政府は、現在及び将来の国民のために、「ゼロシナリ
オ」を選択すべきである。また大飯原発も稼働停止
し、即時の「ゼロ」実現を求める。

３．１１は「原発が安全だ」という神話を100％打ち砕いた。事故時の情報を知るにつれ、今日私たちがこうして生きていられること自体が、奇跡ともいえる幸運の賜だったことがわかる。「安全な
原発」などあり得ない。政府が責任を持つという言葉も全く信用できない。電力会社と政府に原発をコントロールしていく能力はない。

また、「核廃棄物」の問題も、見過ごせない問題だ。たかだか80年の寿命しかもたない人間が10万年ものあいだ（人類史より長い）核廃棄物を管理していくことなど不可能。特に、地震国の日本
には、核廃棄物を安全に埋設することができる場所などあるはずがない。

大飯原発は稼働停止すべき。他の原発も再稼働は認められない。

代替エネルギーは、これまで真剣に開発してこなかったから出遅れているだけで、シェールガスにせよ、日本海の液化ガスにせよ、すぐに使える代替エネルギーはたくさんある。できるかぎり自
然エネルギーへと早く転換していくために国民のカネを使うべきで、原発の維持のために使うべきではない。

原発がなくなると電気代が高くなると言うのは嘘だと思う。たとえば、原発依存率が低い中部電力の電気代は、原発依存度の高い関西電力の電気代より高いと言うことはない。
嘘ばかりつくなと言いたい。

24705 個人 無職 ７０代 男性 原発はゼロにすべきです 1、原発で出る放射性廃棄物は現在の科学技術では処理することができません。何10万年も地中に埋めることは後の世代まで危険な放射能にさらすことになります。

2、万一事故が起きたら、それを防ぐことはできず、膨大な被災者を生み、福島のように故郷を奪います。

3、原発なしでも自然エネルギーを活かせば、電力はまかなえます。日本は世界で有数の技術を持っています。

まず、ゼロにすることを決めて、対策を検討すべきです。

24706 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 現在提示されているシナリオは、いずれもそのまま選
択した場合、多くの産業で
経済合理性を失い、存続が不可能となります。時間軸
の見直しを含めた新たなシナリオを提示することが必
要と考えます。

日本国内の製造業は、これまでのエネルギー基本計画をベースに企業活動の将来計画を検討しています。特に電気炉を用いた製鋼業は鉄スクラップのリサイクルを基本に据え、高炉プロセス
に対し還元を含めた総エネルギー消費が少なく、電力の構成によってはCO2削減にも寄与するものとして将来性のある製鋼プロセスと考えてきました。
一方、現在提示されているシナリオではいずれも、電気炉プロセスは総エネルギー消費では優れているにもかかわらず、エネルギーコスト面で棄却されてしまう事となります。

鉄スクラップは資源の乏しい日本において、これまでの社会インフラの整備・蓄積によりきわめて潤沢に存在する資源と考えられます。この資源を活かせるプロセスが経済合理性を失い、産業
としての存続が不可能となります。

今回のシナリオにこだわらず、時間軸の見直しを含めた新たなシナリオを提示していただきたいと考えます。

24707 個人 その他 ４０代 女性 原発ゼロシナリオにすべき。2030年までではなく「即
時」ゼロに。

使用済核燃料の処分も確立してない、原発規制委員会の人事も原子力村からの不公平な人選、福島も誰も責任を取っていない現状では次世代にも顔向けできない。大飯原発も即時とめるべ
き
　

24708 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 「エネルギー・環境に関する選択肢」について
原発は今すぐゼロにするべき。２０３０年まで原発を維
持することは許されない。

活断層の存在や圧力容器の脆性遷移温度上昇、捨てる場所さえ誰もわからない高レベル放射性廃棄物。安全性を強調したところで再び事故が起こることは明白。原発の危険性に比べればＣ
Ｏ2や経済的負担の増大など取るに足りない。

24709 個人 家事専
業

４０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を選びます 「ゼロシナリオ」を選びます。

理由の１つ目は原子力が人間の手に負えないと思うからです。

事故がありその収束は私が生きているうちに見られないと思いますし、もし事故が無くても使用済燃料などの問題が解決できていません。
半減期がそれこそ人類が生きているかどうかわからないくらい遠い未来まで必要とする放射能核種もあり、そういうものには手を出さない生き方をしていきたいと思います。

理由の２つ目は決定権を持たない人が被害に遭う差別性からです。

福島の件でも原発推進を決めた人達や利益を受けていた人達ではない、貧しさ故に原発に頼った人達が被害を受けています。後片付けも決定権を持たなかった人達（省庁も同様に経産省で
はない役所がやらされています）が被曝しながら請け負っています。そして一番ひどいのは、交付金等をもらっていた立地自治体ではなくて、そこから外れた地域やもっと広く放射能が拡散して
しまった地域が、まともな補償も受けられず泣き寝入り状態となっていることです。
平常時も事故後も立地自治体だけを金銭で黙らせるやり方は間違っていると思います。この地域は住民同士が政府の政策のせいでいがみ合っています。

理由の３つ目は経済的に採算が合わないと思うからです。

原発事故の被害を正当に補償するとしたら、大変な費用となり経済性の点からも原発稼働は論外だと思います。
高い電気代は国を衰退させます。

以上３つの点からゼロシナリオを選びました。

最後に、原子力ムラの人達には別の道で糧が得られるように、また再生可能エネルギーの促進や電力供給システムの大改革、電力会社のあり方など政府が政策誘導するべきだと思います。

24710 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 節電で毎年１，０００人位の方が熱中症で亡くなってい
ます。政府の使命は国民の生命を守ることにありま
す。それには、原発の再開と、原発依存度２５％以上
と、安全性を高め、技術立国をめざす事です。

現在、原発で亡くなった方はいませんが、
昨年来、節電で毎年１，０００人位の方が熱中症で亡くなっています。
政府の使命は国民の生命を守ることにあります。
それには、原発の１日も早い再開と、
原発依存度２５％以上５０％を目標とし、
低エネルギーコストで経済の活性化を目指すべきです。
また安全性を高め、技術立国をめざす事が日本の発展に繋がって行くものと信じます。

24711 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 0％にする。ゼロシナリオ。原発を再稼働するべきでは
ない。再生可能エネルギーへの転換と省エネ政策を
実施すべき。原発を廃棄して再生可能エネルギーに
変えたら2030年温室ガス25％削減は可能。

ゼロシナリオでは2020年の温室効果ガス排出削減数値目標は0％となっていて原発ゼロを選べば地球温暖化対策を放棄することを選択するようになっています。しかし、地震多発国の日本で
はゼロシナリオ以外に国民の安全と健康を守ることはできません。原発をなくすことと地球温暖化対策を強化することは対立するものではありません。両立できます。そういう立場に立って再生
可能エネルギーをめざす政策に着手すれば可能です。

24712 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 絶対、ゼロシナリオ。 未だ収拾されていない福島原発。
直ぐに事故を収拾させることができないのに、
原発を稼動させていくことは無理がある。
プルトニウムの処理にも問題がある。
原発を停止するにも40年かかる、今から停止していくべき。
日本の経済が落ち込むなどという人がいるが、
ドイツも停止を決めたが経済にダメージをあたえたとは思えない。
子供の未来、地球の未来を考えれば、ゼロシナリオしかない。

24713 個人 無職 ６０代 男性 原発０を要望します。原発のことを知るほど即時廃炉
しかないという結論は強固になります。エネルギーの
自給は再生可能エネルギー産業の発展によって賄え
ます。

原発の必要性を主張する人々は利権を捨てきれない人々と、エネルギー不足は国の存続が危ぶまれるという脅しにだまされた人々です。どちらかというと教養の高い人々がだまされる傾向に
あります。オウム真理教の信者には東大早大の理工系卒の人々がたくさんいました。原発信者も同じです。

24714 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原子力発電所を新たに作らない。
既存のものは40年の使用期限の延長はしない。
リスクのあるものは再稼働しない

子どもたちの生活を安全に安心して過ごせるように。
危険なものに自分の収入から払う税金から拠出して欲しくない。
原子力発電所を稼働させたい方は原子力発電所の隣に住むことを義務として欲しい

24703 福島の原発事故により、多くの国民が原発に非常な不安を抱き廃止を求める要求が強くなっている事は感情的には納得出来るものである。しかしながら、問題は一時的な感情で将来の世代に
対してまでもエネルギー源を制限して良いかどうかである。技術的な問題は、解決出来る問題もあるし、解決出来ると思われていたものが解決できない場合もあるのは、過去の科学技術の発
展の歴史を紐解けば明らかな事である。今必要な事は願望にのみ囚われる事なく冷静に論理的に考える事と将来に対して選択肢を残しておく事である。
　石炭石油天然ガス（オイルシェールやシェールガスも含む）等の化石燃料は温暖化問題もあるが、採掘条件が難しくなるにつれて採掘費用が上がり長期的には価格的上昇は避けられない。
米国ではシェールガス革命とも言われているが、環境問題もあり、どこまで日本が恩恵を受けられるか全く不明である。国内ではメタンハイドレートや天然ガスも可能性はあるが、どのくらいの価
格で供給できるかは全く不明である。再生可能エネルギーも当然開発を進めるべきであるが、量的にも価格的にもどこまで確保出来るかはっきりしない。このような不確定要素が多い状況のな
かで、新しいエネルギー源や再生可能エネルギーに多くを頼る事は、将来の世代に大きなリスクを与える事になる。これらのエネルギーが適正な価格で開発出来なくて、子供たちや将来の世代
がエネルギーの枯渇に苦しむようになれば、日本の産業全体に甚大な被害を与えて、日本国内から仕事がドンドン外に出て行き、将来の世代は国内に仕事を確保できなくなってしまう。要する
に、原発を無くしてしまえば感情的には楽になるかもしれないが、その廃炉処理の仕事だけが残り、「ものづくり」をする会社が海外に出て行ってしまい、多くの人々が仕事を確保することが出来
なくなってしまう可能性が高い。再生可能エネルギーの開発で膨大な雇用が生まれると主張する方々もいるが、アメリカやヨーロッパの太陽光発電の例からも単純には進まず逆に雇用は失わ
れてしまう例もある。日本国内では原発廃止により長期的にエネルギー枯渇問題、エネルギー価格上昇問題は避けられず、日本の産業空洞化が進んで日本国内から雇用が失われるのが最
大の問題となると予想される。
エネルギー問題があまり話題にならなかった3月11日以前でも日本の財政は破綻しておりどう立て直すかが大問題になっていた。原発廃止を実行する事は莫大な費用が発生することになるが
どうやってその廃炉費用を捻出するのだろうか？現在の財政状況で毎年数兆円にも上ると予想される廃炉費用そして代替エネルギーを確保する為の輸入費用や研究開発費用は何処から調
達出来るのだろうか？消費税を30％以上まで上げるのであろうか？電力会社に出させれば良いと考える方もいるかもしれないが、その時は大幅な電力料金の値上げが必要になるが、皆様方
は我慢するのだろうか？しかし個人は我慢できても国際競争を戦う企業は国内には残らない事は確かである。そして国内雇用は崩壊してしまうだろう。このような事態に陥ることは出来る限り避
けるべきである。
　ドイツやデンマークのようなヨーロッパの国々の例から、日本も同様に進めるべきとの議論も強いが、日本とヨーロッパは風土も環境も産業構造も全く違うので、日本が真似しようとも出来ない
部分が多すぎる。可能な限り良い点は学ぶべきであるが、すべて同じようにはならない。例えば風力発電装置は当初ヨーロッパから輸入したが、数年で殆どが壊れてしまった。日本国内は冬の
嵐や台風地震とも強烈であり、欧米仕様では国内で持たないのである。
　今回事故を起こした福島原発は、型式的にも古いものでしかも米国の設計者から危険性を指摘されていた問題のある原子炉である。今後は、新しい原子力規制委員会のもとで、適正な判断
を行い、リスクを徹底的に排除した、危険性の極めて低い原発を維持し更には、より安全な原発技術の開発を推進すべきである。次世代のより安全性を高めた軽水炉への変換や導入は来る限
り進めるのが望ましい。さらに次の世代の原発としては、トリウム熔融塩炉の開発を推進すべきである。現在の軽水炉から出るプルトニウムを材料にした核燃料サイクルはこれまでの実績から
判断して中止すべきである。現在の燃料サイクルは高速増殖炉を中心にしているがプルトニウムの増殖は殆ど実現出来なかった。政治的には役に立つ可能性もあるかもしれないが、それ以外
では誰も使いたがらない扱い難く危険なプルトニウムに頼るのは止めるべきである。基本的に危険なプルトニウムは日本国内のみならず世界中で生み出され続けており、今後も軽水炉を続け
る限り発生し続ける。このプルトニウムを処理できる可能性が高いのは唯一トリウム熔融塩炉である。これは、今までの「原子力村」からは、排除されている技術であるが、原子力村内部でも熔
融塩炉を支持する人も少なからずいると思われる。トリウムはウランよりも埋蔵量が豊富であり、ウランのように偏在していない。トリウム溶融塩炉は、中国やロシア、インドでも検討されており、
将来は現在の軽水炉を駆逐する可能性が高い。もしそうなった場合、日本がトリウム熔融塩炉の独自の技術を持たなければこれらの技術も導入せざるを得ない状況に陥る。日本としては、将
来の技術まで失う事は、産業の崩壊をもたらすことに繋がるので是非とも避けなければならない。
　以上のように、現在の原発の安全技術開発を進めながら、将来のエネルギー開発を同時に進めて、経済的にも破綻しないように将来のエネルギーに変化していく事が望まれる。20年後の
2030年後に原発をゼロにするゼロシナリオは産業構造的にも財政的にも非常に大きな困難が伴い、我々の社会は維持出来なくなると予想する。冷静になって、世の中の空気に左右されずに、
論理的に考えて政策を実行することが必要である。15％ではなくて20～25％を主張するのは、国内の旧世代の原発をより安全な次世代原発にリプレースする事を積極的に進めるためである。

20～25シナリオを支持する。原発問題で今必要なの
は空気に流されないで論理的に考えてエネルギー確
保の手段を用意しておく事である。原発を廃止する事
は子供たちや将来の人々の仕事を奪う事につなが
る。

男性６０代その他個人



24715 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 電力は原発以外で作る・・・原発ｾﾞﾛ！ 国民の知らない国策とはなんぞや！
知らなかった自分が恥ずかしい！

原爆を二回も経験した国に、地震が多い国に、54基の原発という現実！
おとなしい国民性を逆手に取られた感じです。

たかが電気で恐ろしいものを使わないで欲しい。

CO2により温暖化も疑わしいし原発がクリーンだなんてどこに証拠がありますか？信じられません。
廃棄物のことも決まってないのにずっと垂れ流しにするのですか？

日本だけが節電をし、CO2を減らそうとしています。
戦争に負けてアメリカといったいどんな約束をしてこうなるのか。
いつまでアメリカの言う事を聞かなければならないのか、
国民にしっかり示して欲しい。

軍隊がないとそんな立場に何故なるのか・・・わかりません。

とにかく原発をｾﾞﾛにすることありきで物事を考えること、してみて欲しい。
今政府がやっていることを全て逆に考えてみて欲しい。
で、課題を全部挙げて対策を考えて欲しい。

原発ありきはどう考えてもおかしい。子供に説明ができません。
子供にこんな日本を残したくない。

24716 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発は今後ゼロにする！！ 自然・動植物・人間の命を脅かす原発はもういりません。
代替エネルギーを選べばいいと思います。その産業が成長します。
いままで通り一部の人たちの既得権益のために自然界や人々の生命を脅かし続けるエネルギーに未来はないから。

24717 個人 家事専
業

４０代 女性 原発廃炉に向けて今すぐ進まなければ、日本は破滅
すると思います。どうしても持ちたいのなら、風の影響
のない場所(北海道の東部)で、数基にすべきです。

国会事故調査委員会によって、地震国日本では原発は難しいということが明らかになりました。今は特に、浜岡がとても危険だと思います。地すべりの危険があるし、富士山噴火の際は灰が飛
んでくるので電気系統が動くかどうか分からないし、電源を持ち込めるかどうかも分かりません。浜岡に何かがあったら首都圏3000万人はどこにも逃げられません。今のうちに使用済み燃料も
含めて安全なところに移動させなければ、日本は終了すると思います。
使用済み燃料の処理方法はどうされるのでしょうか？日本じゅうどこで地震が起きても不思議ではないのに、日本国内しか置くところが無いのです。
日本は電気を使い過ぎです。去年は節電と言っていたのに今年はどこに行っても音楽がうるさくかかり、電気がキラキラしています。夜の世界地図の中で、日本はとりわけキラキラしています。
これは異様です。経済は大事ですが、放射能の風評被害でモノが売れなくなったら、元も子もありません。地震と津波の心配をしなければならない上に、原発の心配までするのはもうこりごりで
す。
原発について政府と東電から出てくる情報は嘘が多いです。
今国民の半分ぐらいは原発賛成になっています。去年からの政府の懐柔策は上手くいっていると思いますが、バカで忘れやすい国民性に辟易します。

24718 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発ゼロシナリオを選びます。経済成長への影響を
理由とする原発再稼動よりも、未来のために、子ども
たちのために、今すぐ原発をゼロにすべきです。

　福島第一原発の事故原因が明らかにできず、事故を防ぐための対策も安全基準も、事実上、棚上げにされています。暫定基準で大飯原発が再稼動されましたが、地震・津波災害がこのあと
何年間も発生しないという幸運を当てにしたとしか考えられない、無責任極まりない決定です。
　放射能で汚染された地域からの避難者への支援・賠償がほとんどなされないまま、汚染された地域の将来がどうなるかもわからないまま、廃炉後の福島第一原発の処理方針がはっきりしな
いままの再稼動を許すことはできません。
　原発を稼動させなくても、必要な電力供給は可能です。いわゆるピーク時の電力供給の不安ということがいわれますが、それこそ、ピーク時間帯の電力使用を抑制することは、政策的な手段
にせよ、あるいは電力料金などの経済的な手段にせよ、可能なはずです。関西電力は、大飯原発3・4号基稼動に伴って、火力発電所を数基、停止させています。原発がなければ電気が足りな
くなると主張するのは、電力会社や銀行の利益を守るためのデマゴーグに過ぎません。
　また原発に一切依存しない場合、火力発電の燃料コストがかかって、電気料金が高くつき、経済成長・雇用に悪影響を与える、またCO2の排出量が増えて地球温暖化対策が先送りされると
いったデメリットを理由として、原発再稼動を求める意見が、経済界を中心に主張されています。
　しかし、これまで原子力関係に偏在してきたエネルギー関係開発予算を、自然エネルギー開発に振り向け、エネルギー戦略を転換して民間での自然エネルギー・ビジネスを促進することに
よって、あらたな成長分野を拡大すること、そうすることによってエネルギー・コストを長期的に低減することはできるはずです。雇用の問題については、従前からいわれ続けてきたことですが、
社会保障改革を進めて、福祉分野での雇用を創出するなど、政府がとることのできる政策の選択肢は、広範にあります。（「できない」、「難しい」という政治家や官僚の方々には、日本の未来を
預けるわけには行きません。今すぐ、自らの力不足を自覚して政治の舞台から退場していただきたいと思います。）
　また、生産拠点の海外移転や製造業での派遣労働など、雇用の縮小・劣化は、原発事故以前からの大きな流れであり、原発が再稼動されたからといって、改善されるものではありません。経
団連は、原発が再稼動されるなら、非正規雇用を全面的に正規雇用に転換する、男女の待遇格差を解消するといった、貧困や格差に対する対策を約束するというのでしょうか。結局、再稼動に
よって、大企業・銀行の利益が保証されるだけで、決して国民全体の福祉が向上することはありません。
　仮にいかなる災害も起こらず、原発が過酷事故を起こさないとしても、原発が発生させる放射性廃棄物が増え続け、その処分の負担が増え続けるだけです。それは、未来世代の経済に大き
な負荷となり、重くのしかかる重荷となります。私たちは、今の経済成長を優先して、次の世代の福祉を奪ってよいのでしょうか。
　私たちの世代がなすべきことは、生活環境中の放射能汚染対策や莫大な量の放射性廃棄物の処理などの負の遺産を次の世代に残すことのないようにすることです。前の世代がそうしてくれ
たように、この日本の国土を健全な状態で未来の世代に引き継ぐことです。私たちの世代には、子どもたちが安全・安心に生きることのできる世界を創る責任があります。
　以上の理由から、私は、ただちに、ためらうことなく、原発依存をゼロとすることを支持します。
　日本国憲法の最も重要な原理は、いうまでもなく、国民主権です。私たち国民が、国の重要課題について、意見を述べ、それが国政に反映されるべきです。私たちが主権者であり、政府・公務
員は、国民全体の奉仕者であるという憲法を、改めて確認し、憲法に則って、原発に関する決定がなされることを願っています。もし、国民主権の原則が踏みにじられるのならば、将来、この国
は、政府への信頼が失われ、社会規範が損なわれることになるのではないかと、危惧しています。原発問題は、原発問題だけでは終わらないのです。今、日本は大きな転換点にあると確信して
います。その覚悟を持って、政府の決定が正しくなされるものと信じています。この信頼を裏切らないでください。日本のため、世界のため、未来のため、に、正しい決定がなされるものと信じて
います。

24719 個人 パート・
アルバイ

５０代 女性 原発は必要です。 代替エネルギーが現実にまだない状態で、原発を無くしてしまうのは日本の衰退を望んでいるとしか思えません。国防の観点からも原発は必要と思います。

24720 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 「原発ゼロシナリオ」を支持します。今こそ大量のエネ
ルギー消費に依存する社会からの転換をはかるべき
です。

「原発ゼロ」がとるべき唯一の道です。原発がいかに容易に制御不能になり、いったん事故を起こせばどれほど国土を荒廃させるものであるかは、福島の事故によって誰の目にも明らかになり
ました。正常に運転できてさえ、安全な処理法の存在しない廃物を未来に押しつけ、核兵器の原料を生み出し続ける原発が必要だというのは、そこから巨大な利益を引き出しうる電力会社、原
発メーカー、研究者たちだけであり、その声は国民の意思を代表してなどいません。多額の交付金や寄付金を麻薬のように与えて、事故が起これば地域全体が居住不可能になるような施設を
一部の地域に押しつけながら、その存続を望まざるをえないようにさせるのは道義的にも許されません。たとえ私たちが引き受けなければならない短期的なコストが増加しようとも（これ自体疑
わしいことですが）、原発は廃絶すべきです。

24721 個人 その他 ３０代 男性 0シナリオ目指すべき。説明会でシナリオ毎の原発稼
働率の表記が無いという問に対して、理由を説明しな
い様決められているという答えに呆れました。　政府
の茶番劇に皆が怒っているのに気がついてほしいで
す。

誘導尋問のような裏を読めば説明会や資料の作りを見て、茶番劇はあからさま。　都合のいいような誘導尋問のよう資料でまた裏切られました。　もう信頼できません。　信頼を得るために原発
賛成派反対派の意見の双方の目線を取り入れ公平な資料・政策を考えてください。日本人思いやりがあって正直者です。政府が「エネルギーが少なくなっても国民の安全な未来への努力を目
指して今の困難を乗り越えよう」の一言をまっています。見えい価値への経済やお金に換算する政府の経済脅し操作は通用しないし、みんな気がついています。　はやく一人一人選べる電力
（スマートグリッド）を作ってからみんなに問うてください。順番が違います。　数字優先ではなく、国民一人一人の気持ちのエネルギーを表せる仕組みを第一優先にお願いします。もう裏切らない
でください。

24722 個人 自営業 ６０代 男性 後世に禍根を残す生物は現在に至るまで、人類を於
いて他には存在しなかった。人類の微力な知能でコン
トロールのままならない原子力の使用は、兵器は当然
であるが平和利用も含め即時止めるべき。

人類の終演を少しでも先に伸ばしたくて

24723 個人 自営業 ５０代 女性 2030年時0パーセント
2030年では遅すぎる
列島活動期にあるというのに何をのんきな事を
あなた方にこんな危険な物扱う資格なし
ただちに全廃炉
代替エネルギーシフト
もんじゅ当然廃止

福島第一原発事故とその後の対応のひどさ。
こんな地震列島に儲け優先のこんにちまでの原発推進政策。
そして誰一人刑事責任もとらずいまだ最大事故責任、
引き起こした張本人の保安院たちがのうのうとしてます。
おかしすぎます。

さらに現在汚染地の住民、子供たちに避難も疎開も国策でさせてもいない。
福島県内で「安全刷り込み、囲い込み」をやり続けて
県外流出させまいとしています。
これがどれ程国際的にも避難の的になってて人道的に許しがたいことを
もたらしてるか、ちょっとはまともに考えなさい。

これ以上日本の恥と罪を世界にさらさないで下さい。
これ以上データも真実も隠さないで下さい。
どんなに隠しても真実は出てきます。
ただちに国策として全行政挙げて子供たちの集団疎開に
全力をつくして下さい。

24724 個人 自営業 ４０代 男性 脱原発(ゼロシナリオ)を選択します。 私は、長崎原子爆弾被爆二世です。
もともと、核エネルギーの平和利用は難しいと考えます。
未来に大変な負の遺産を残すことになるので、早期の脱原発を求めます。
３つの選択支では少ないと考え、
第４の選択肢として
2030年目標ではなく、
できるだけ早期に原発を停止して、
長期に渡って、慎重に廃炉を進めていくことを望んでいます。

代替エネルギーについても、太陽光発電パネルも処理方法を確立してから，普及してほしいと願います。

『省エネルギー』するのは、まず人の『心』の問題だと考えます。

これから『命』を重んじる政策への転換をよろしくお願いします。

長い意見を書かせていただきました。
ありがとうございます。

24725 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発はゼロにするべきです。
経済的にも割に合いません。

原発を動かすには、採掘から運搬、利用、処分まで被曝労働が必要であり、原発は個人の尊重をうたった日本国憲法のもとでは許されない、反人権的な産業です。

また、一旦事故が起こったら対処方法がありません。地域を、日本を丸ごとこわすのです。いまどこかもう一箇所でも事故が起こったら、日本の経済、地域社会、世界的影響はどうなりますか。
想像に難くありません。

さらには、数万年の将来にわたって、核のゴミを管理し続けなければなりません。その意味では、原発推進の方たちは無責任です。

原発の推進が１基あたり建設費だけで４０００億円もの巨大な公共事業であり、大きな産業複合体の利益になることが明らかになりました。そして、その莫大な利益から政治家や学者、マスコミ
までもが甘い汁を吸っていることも明らかになりました。
私は、このような利権に縛られた人たちによって、経済や政治が動かされていることに反感を覚えます。

私は、私の子ども、その子どもたちにまで延々とツケを回す原発という仕組みには反対です。ゼロしかありません。
ドイツでは自然エネルギー、再生可能エネルギーにシフトしています。そして日本の技術は海外では活躍しています。要は、やる気の問題です。

24726 個人 無職 ６０代 女性 原発ゼロシナリオ 「原発ゼロシナリオ」を選びます。地震国の日本に原子力発電は危険です。自然エネルギーをもっと推進すべきです。太陽光発電、地熱発電、風力発電をもっと増加してほしい。駅の階段発電
など身近で発電できる仕組みを初期投資が掛っても実行しなければなりません。節電は日常的なものとして教育し、電気の大切さを自覚していく。自然界に戻らない核廃棄物を出し続ける原子
力発電はゼロにする。政府は自然エネルギーの推進を加速する政策をとるべきです。

24727 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 原発ゼロシナリオ（即時）を支持します。 私は、保育士として保育園で働いています。かわいい未来ある子どもたちに、いやもっともっと先の子孫にも、安心して生きられる世界を手渡していきたいと思います。原発は事故が起こらなくて
もそこで働く人や周りに住んでる人は被曝します。また廃棄物の処理は人間の手に負えません。

24728 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発ゼロシナリオに賛成です。未来を生きる子どもた
ちのためにも即時原発をストップさせましょう。

原発は事故が起きれば、とりかえしのつかない大きな被害を与えます。仮に今の生活を維持しるために原発が必要だとしても、事故で健康や生命を失う可能性があるのであれば、何の意味も
ありません。それならば、今の生活を捨ててでも原発もいりません。それに原発がなくても幸せに生活していける道を探ることをするべきです。絶対に原発は要りません。

24729 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原発は即座に０％にすべきです。大飯原発をいますぐ
停止すること。

再生可能エネルギーが実現できるという実例は日本にも世界にもたくさん出ています。原発の維持や事故処理にかかる経費を、むしろそういう持続可能で、二酸化炭素を生まない投資にかけ
てこなかった日本政府の責任は重大です。世界での化石燃料には限りがあり、先々、化石燃料の高騰があるということは火を見るより明らかであったはず。また、それが日本を支える中小企業
にいかなる打撃となるかも子供でも想像できたはず。一方で、唯一原爆を投下された国として、放射能の恐ろしさを知りながら、世界の中でももっとも原発密度の多い国にしてしまった。有数の
地震国であるということもリスクのひとつだが、いつでもテロや外国からの攻撃の標的になりうる。一方で、事故がなくても、放射能の漏洩による健康被害が疑われる事象が過去にあったのにも
かかわらず、利害や面子にこだわり、それらを解明するどころか、もみ消そうとしたと疑われるようなことも原発地元では行われてきた。また、毎秒７０トンの海水を７度上昇させるということや、取
水口に貝や藻などがつかないように薬品を使っていることも、環境汚染であり、環境に負担をかける。また、ウラン採掘から発電まで原発という産業は被爆を生んでいる。何よりも、放射性廃棄
物が産生され続け、われわれの子孫ばかりか、地球全体の生きとし生けるものにそのツケを押し付ける考え方は非常に無責任である。原発はひとつも安全ではないし、ひとつも安くないのであ
る。福島原発事故は、人災です。その責任も原因も明らかにされないときに、そして、たくさんの被爆者を生み、原発難民を生んでしまった、その問題を解決できていない中で、原発を再稼動す
るなど、正気の人間のすることではない。倫理以前の問題。異常だ。国民はいまやたくさんの情報を得ています。メディア操作をしても、無駄です。今までとはもう違います。

24730 個人 無職 ７０代 男性 基本的には原発全廃してほしい。　日本人は代替電
源開発の実用化への能力と技術と実行力がありま
す。全廃まで最長10年間、10-15%の原発使用延長を
認めます。

代替電源開発、実行は国際公約をするくらいの強い意志と実行力もって、国が率先して当たれば充分可能であり、その結果が強力な新技術輸出力、外貨獲得、雇用開発、世界環境改善、世界
貢献になると信じる。

24731 個人 自営業 ５０代 男性 原発ゼロシナリオ政策を強く望んでいます。 1.放射性廃棄物をこれ以上増やさない為。
2.子供たちにこれ以上の負の遺産を背負わさせない為。
3.原発ゼロシナリオによる原発廃炉費用やそれに関わる多大の損失を今から解決する為の具知的行動が出来る。
4.100%再生可能エネルギーを完全母体とした政策で世界に貢献し、日本の経済発展を推進させたい。
5.この最も大きく重大な問題を真に政府と国民が一体となり解決して行きたい。
6.消費経済システムから持続可能経済もしくは環境とのバランス経済、人が幸せになる経済にシフト出来る最後のチャンスを逃したくない。

以上宜しくお願い致します。



24733 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原子力比率２０～３０％が妥当なところであると考えま
す。しかし、事故の検証は充分に行っていただきた
い。今は、我々国民全体の覚悟と政府の強いリー
ダーシップが求められる時である。

　結論から言いますと、原子力比率２０～３０％が妥当なところであると考えます。ただし、どのシナリオもエネルギー消費も温室効果ｶﾞｽも、今よりも減る試算になっていますが、この点に関して
は疑問が残ります。
　福島第一原発の事故によって、避難をしている方が大勢いることに対しては、大変気の毒であり、早急な対応が必要であり、政府主導で進めるべきであることには異論がありません。ヒステ
リックに原発稼動反対を唱える人の気持ちも理解できないこともありません。
　この事故が、天災によって引き起こされたものではあるが、建設に当たっての災害想定の甘さがあり、また震災後の対応が後手にまわったことなどを充分に検証すべきであると考えます。そ
の上で、現在ある原発への対策を考え、廃止すべきものは廃止し、対策強化でいけるものは増強すれば良いと考えます。
　原発反対にしろ、推進にしろ、日本国民が安心して、安定的な暮らしを確保したいと言う気持ちは変わらないと思います。どちらの意見も正しいのかもしれませんが、一時的にせよ今より更に
厳しい生活を強いられることを、我々自身が覚悟しておくべきではないかと思います。また、政府においては、明確で精度のあるエネルギー政策を示し、強いリーダーシップを持って確実に実行
していってもらいたい。
　今すぐ原発を止めて、代替エネルギーに変えることは現実的には無理であり、コストとや安定供給という面では、まだまだ時間が掛かるものと思われます。

24734 個人 自営業 ４０代 女性 原発ゼロ（即時） わたしは原発即時ゼロを強く望みます！

福島原発の事故で「日本は原発を扱う能力がないのに！（住民を退避させたり放射性物質の飛散を国民に広く情報提供することを含む）狭い国土にしかも地震大国の日本に５０基以上の原発
があること自体が異常だったのだ！」と、痛烈に感じました。そして私達が原発を無視し続けていたことにも反省の気持ちを持っています。もう無視はできません。
第二第三の福島を作ってはいけません！

私達の国が代替エネルギーの開発と普及に努める時が来たのだと思います。
ですから即時原発ゼロです！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

24735 個人 家事専
業

５０代 女性 近い将来に向けては原発はゼロにすべきです。地震
国である事を自認すればわかるはずです。原発に固
執する事より小規模であっても自然エネルギーを利用
すべきで、経済的な反映よりも将来何を残せるか考え
るべきです。

日本人であるという事。それは地震や台風といった自然災害と嫌でも付き合って行かなければならないという事。原発はそれにはそぐわないエネルギーです。繁栄のためには必要だと言います
が、そのために危険と隣り合わせの生活はだれも望まないと思います。理想論だというのは分かります。でも害になるものは近くには置きたくないというのが人情だと思います。日本人であると
いう事は、いつでも難関があれば工夫してどうにか塔ってきたという事。エネルギーだってそうだと思います。原発は近い将来ゼロにすべきです。子供たちに核のゴミや核による汚染で苦労はさ
せたくありません。病気や環境を壊したくありません。そのためにどうするべきか？我々は考えなければならない時がきた。そういうことです。

24736 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 私はグリーンコープ生協の組合員です。チェルノブイ
リ原発事故を機に脱原発を掲げ賛同してきました。大
きな発電ではなく細かく発電をすることが大事だと思
います。

原発は発電中でも微量ながら放射能を放出しています。原発からの温排水にも放射能が含まれています。福島原発以前からも温排水の影響で鯨や海カメ・魚たちが浜に打ち上げられていまし
た。事故後原発が止まり、温排水が出なくなったので、魚の稚魚が増えてきたと聞きました。やはり温排水は関係があったと確信しました。
　また、もし川内原発でも同じような事故が起こったとしたら、海流の関係で全国・世界へ汚染水が広がり取り返しのつかいないことになってしまいます。　全国至る所に、原発以外のエネルギー
があると思います。それを生かし小さく多くの発電をするれば原発はいりません。原発を廃炉にするにも監視・管理する人が必要で、今原発で就労されている方々をほかの発電所に雇用すれ
ば、問題ないと思います。とにかく、２０３０年現在で原発が・・・という悠長なことを言っていないで、素早く切り替えて行く必要があると思います。核使用済み燃料は処理の方法が決まらず計画も
うまくいっていないことを考えると国として即刻決断し、自然エネルギーに政策を切り替えてください。

24737 個人 学生 ３０代 男性 0シナリオ。但し2030年を待たず即時。福島の事故は
まだ収束しておらず事故原因解明すらまともに出来な
い有様では安全を保証する事は不可能。このような状
態で原発再稼働を議論する事自体非常識で日本の
恥である

ゼロシナリオ。但し、2030年を待たず即時。

福島第一の事故はまだ収束しておらず、事故原因解明すらまともに出来ないような有様では、東電をはじめとする電力会社や原子力研究者に、事故を起こさない完全な対処も、事故が起こった
場合の収束させる能力がないことは明白である。
このような状態で、原発再稼働を議論する事自体非常識で、日本の恥である。

東電幹部も保安院も、責任逃れの正当化ばかり。東電以外も、福島第一の事故収束に手を打てなければ、各社所有の原発の老朽化や立地不適格の指摘があってもろくに調査もせずに黙殺
し、重大事故を防ごうという意思すら感じらない。このような有様では、近い将来どころか遠い未来ですらも、原発の安全を保証出来るようになる兆候すらない。

24738 個人 家事専
業

２０代 女性 原発割合0% 事故で自分の故郷、家にも帰れない状況を
作ってしまう原発は絶対いらない！
これから子供を産み、育てる世代として、
安全な社会にしたい。

安全というなら、東京のど真ん中に、国会議事堂に
作ってみれば良い

24739 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 原子力発電は全廃すべきだと考える エネルギー増大が経済の発展の時代から、省エネ商品が経済を回す時代となりました。これからますます、この傾向は続くと思われます。そうなると今以上の電力が必要になることはないと思
われ、また減って行く方向に傾いていくでしょう。経済の発展をしつつのエネルギーの省エネはデータが示す限り可能です。それであれば、1万年以上放射能の影響を大地に残す発電は、現時
点の科学技術ではハイリスクと思われます。
また、ウランの廃棄物で劣化ウラン弾を作るなど、核の廃棄物は原発以外にも多くあります。
戦後日本が立ち直ったのが技術であるように、クリーンエネルギーが今後の日本経済の推進となると思われます。
次世代の子どもたちがどの土地でも安心して暮らせるようにしなければなりません。世の中を悪くするのは子どもでなく大人だと指摘しているこどもたちがいます。そんな日本の大人にならない
ことが私の願いです。

24740 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 太陽光発電等再生エネルギーの比率について 国の公共事業としてやらないのはおかしく、何で孫正義が１企業でやっているのか？
充電池とのセットで技術開発を支援し、公共事業としても行い、国をあげて取り組むべき。

2030年なら、原子力の比率は１～２割で構わないが、太陽光発電等再生エネルギーの比率は、６割くらいにするべきではないのか？

エネルギーコストが多少高くなっても、CO2排出量削減を考えれば、
15：55：30程度の比率が望ましい。

24741 個人 家事専
業

３０代 女性 子どもたちの安全な環境のため、安全な作物をつくる
ため、原発はゼロに、再生可能エネルギーへの転換
を求めます。

家族で米や転作作物の大豆・蕎麦などを作っています。
放射性物質の分布図を見ると、県内では私の地域は高い方の数値になっていてショックをうけました。
私は以前保育士をしていて、今は保育園にもお米を卸しています。
また、まだこれから妊娠・出産を望んでいて、お店で福島・宮城の食物を選ぶのを悩んでしまいます。

私自身のためにも、広島の子どもたち、外遊びも満足にできない・家族とも離れ離れの福島の子どもたちのためにも、原発はゼロにしてください。
地熱・太陽光・小水力・・・やる気になれば、再生可能エネルギーに切り替えることは可能だし、やらなくてはいけないのだと思います。
何より、人間は食べ物がなくては生きていけません。安全なものを食べるために、生きるために、原発をなくしましょう。

24742 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 「ゼロシナリオ」を支持します。というよりも、現行の電
力会社の原子力を取り扱う姿勢・思考であれば、現在
稼働中の原子力発電所を停止して、すべて廃炉にす
べきと考えます。経済性より安全性が勝ると考えま
す。

「ゼロシナリオ」を支持します。というよりも、現行の電力会社の原子力を取り扱う姿勢・思考であれば、現在稼働中の原子力発電所を停止して、すべて廃炉にすべきと考えます。経済性より安全
性が勝ると考えます。
理由は以下の通りです。
電力会社の人たちは原子力の安全性を絶対に確保する姿勢・思考が欠けているということです。
（１）福島を思い浮かべて欲しい。スリーマイルやチエノブイリの例を見るま　でもなく、一旦原発事故が起きれば周りの住民の生活はめちゃくちゃになり　ます。このことを考え絶対に安全な仕組
みを構築しなければならない立場の　会社が「想定外」などというような無責任な会社であるということ。
（２）名古屋での公聴会を思い浮かべて欲しい。中部電力の社員が放射能汚染　で死んだ人はいなかったようなことを言っていた。死人がでなければ何をし　てもよいのか？電力会社の人たち
はこんな姿勢・思考で原子力発電所を動か　しているのかと思うと、心の全くない会社であると思わざるを得ません。
（３）関西電力の社長の言葉を思い浮かべて欲しい。３号機が稼働した今、早　く４号機も稼働させていただきたい。まだ３号機の安全性について議論が終　了していない、国民の多くが納得して
いない時に、自社の言い分だけ押し付　ける。電力会社の姿勢・思考を見た思いがします。
こんな電力会社に原子力の安全性を託す国民がいるとは思えません。
政府は現行の電力会社に原子力の安全性を託せるのでしょうか？野田首相は責任は自分が取ると言ってましたが、本当に責任が取れるのでしょうか？野田首相がなすべきは、電力会社の体
質改善を断固行う。でなけば、責任を取ったことには決してならないものと考えます。

24743 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 提示された三つのシナリオから選ぶのであれば、ゼロ
シナリオを支持する。しかし、地震大国に置ける日本
において、事故の際の取り返しがつかない原発の危
険性を考えると、全ての原発を即刻廃炉にするべきで
ある。

地震大国の日本において、原発の安全性を保証する術はなく、16万人以上に避難を強いている福島第一原発の事故の原因、近づいたら数分で人が死に至るような事故現場、その処理方法す
ら分からない現在、原発を一基たりとも再稼動するべきではない。また、いつ大きな天災が起こるか知り得ない我が国において、ひとたび事故が起これば、放射能によって何十年と国土、豊か
な自然環境を奪われ、甚大な海洋汚染を発生させることを思い知らされた今、原子力発電所を再稼動させる事は、私たちが福島第一原発の事故から何も学んでいない証拠であり、地球上の一
つの国家として、さらなる信用を失うものである。
　事故の甚大な被害や、終わりの見えない再処理技術の開発費用、立地自治体に対する交付金など、原発のコストは、これまで試算されてきた発電費用によりも高いことが明らかになった。ま
たこの先、民主主義国家が成熟し、人権意識が高まれば高まるほど、原発の安全性の確保と、事故時の被害に対する補償額は高くなり、発電費用はさらに高くなる。つい先日、原子力発電を
推進してきたゼネラル・エレクトリック（ＧＥ）社のジェフ・イメルトCEOが、原子力発電が他のエネルギーと比較して相対的にコスト高になっている事を指摘し「（経済的に）正当化するのが非常に
難しい」と語ったばかりである。原子力発電は電気を生み出すための技術として、もはや経済的にも人道的にも見合うものではない。
　人体に影響がなくなるまでに、10万年といわれている使用済み核燃料を最終処理する方法も場所も定まっておらず、その長い保管期間の安全性を今生きている私たちの誰一人保証すること
は出来ない。未来にツケを残しながら、今のエネルギーの為に発電する、これほど無責任で欠陥だらけの古い技術である原子力発電は、人道的、民主主義の観点から見ても、続けるべきでは
ない。
　現時点の電力供給量に占める原発の割合は1%に過ぎない。石油だけでなく、天然ガスを使用した火力、水力、など休眠していた発電所を稼働させ、地熱や風力、太陽光などの再生可能エネ
ルギーを積極的に稼働させれば、現時点でも当面の電力は賄える。その間に、省エネルギー、蓄電の技術、再生可能エネルギーのコストを下げる安定性を高める技術を、同じく脱原発を果たし
た国と共同で開発することで、日本がまた新たな技術大国として、全世界にこれからの人間の、より新しい生き方を提示するべきである。原子炉の海外輸出など、もってのほかである。

24744 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 即刻原発0を主張 福島の被害も解決していないにも関わらず、新たな対策は何も取られていない。
それにも関わらず、直下に活断層のある大飯原発を稼働しているのは殺人行為としか考えられない。

【改めて知る原子力エネルギーの大きさ】

(文字数規制の為省略)

【新しい原発】

原子炉AP1000は、米国WH社製の比較的新しい原子炉です。ウィキペディアによれば、「事故時に外部電源を使用しなくても、上屋にあらかじめ溜めておいた水の重力などの単純な物理作用だ
けで、原子炉を安全な状態にもっていく特性もち原子炉格納容器は、地震、台風、航空機の衝突などの過酷な状況にも耐えうる性能を備え、炉で生成された使用済み燃料棒は半永久的に発電
所立地内の使用済み燃料プールに貯蔵しておくことが出来る」と受動的安全性のコンセプトと、その他の優れた性能が解説されています。この辞典の記述の通りであれば、3.11より以前に原発
の存続を反対する理由に回答は出されており、この機種であれば福島の惨事は回避されたと指摘も有るくらいです。

【原子力発電が問題の本質ではない】

事故を起こした福島第一4基の原子炉Mark-1は、運転開始時期が全て1970年代ですから、40年以上前の技術で作られた原子炉です。制御設備は随時改良を加えられていたでしょうが、炉の
基本構造は変えようも無く建設当時の記録写真はモノクロで歴史的遺産かと思える程の骨董品です。原発問題の本質は、個別の立地条件や耐用年数、設計思想と管理運用する電力会社や
政府の組織態勢にあり、原子力発電自体の否定ではない筈です。

【自動車の場合】

自動車は生活の豊かさと共に“交通戦争”を引き起こしました。一年当たりの犠牲者が日清戦争の戦死者よりも多くなったことから“戦争”と名づけられた国難に、警察は交通安全の教育活動を
根気よく行い、自動車会社は安全運転の探求を受け継ぎ、学校や家庭も国をあげて精一杯の努力を続けました。今でも年間4千人以上の死亡者を出し“停戦”にすら至っていないのに、この危
険で便利な乗り物の利用を止めてはいません。もし、過去の何れかの時点で「脱車社会」を選択していたら、バスやトラックが無いのはもちろん、外貨獲得手段である輸出産業の柱を失い、不況
は全ての業種に波及して経済は衰退の一途を辿っていたでしょう。

【GNPと平均寿命】

　原発反対派は命が大切だ、金儲けをしなくてもいい、質素な生活、それを受け入れる覚悟は有る。・・・私はその慎ましい生き様に賛成です。国内の炭鉱で発電用の石炭を採掘していた時代を
若者は知っているだろうか？鎮火のため坑内に作業員が取り残されたまま最終手段として注水した夕張炭鉱事故。オイルショック、原発が無ければ日本は持ちこたえられただろうか？しかし、
常に成長を続ける世界の中では、立ち止まる事は現状維持ではなく後退。原発事故でどれだけの犠牲者が出るのかは明らかではありませんが、たとえ一人でも尊い命であることに間違いあり
ません。GDPと平均寿命には相関性が有るといわれます。つまり、原発が経済を成長させ、原発が救った命、原発が育んだ生命が確実にあるのです。原発に反対する人はこのことも、頭に入れ
てもらいたいです。

【危機管理】

(省略)

【被爆と被曝】

　原子爆弾を投下されて“被爆”した日本、他の国が更に高性能な新型爆弾を開発保有しても核兵器を持たないのは正しい判断です。原子炉事故が起きてしまって“被曝”した日本、“骨董品”
は廃炉が妥当でしょうが、これを機に全ての原子力発電を否定して受け入れないのは、唯一の正しい選択だとは思いません。シェールガス革命に沸く国では原発の建設計画を見直す動きも見
られますが、世界の情勢は原発推進派です。日本の大起業家が発展性に乏しく補助金頼みの太陽光発電に傾倒する一方、ビルゲイツ氏が頭脳を集めて、劣化ウランを燃料にする進行波炉
（TWR）の研究開発を進めているのは実に対照的です。

【技術立国】

現在ではWHは東芝の子会社になっており、世界の新設原発の製造や審査の多くを受け持っているのは日本企業や関連会社です。先端技術も、実際に深刻な事故に遭わなければ得ることの
できない情報も日本人の手の中にあるのです。それらは新規の設計や既存の原発の保安技術に反映されるのが平時の順序ですが、世論が原発の存続を拒絶し続ければ、優れた技術や優秀
な頭脳は居場所を失い、必要とする外国に歓迎を持って受け入れられるのかもしれません。予告も無く訪れる突然の停電に悩まされていた国でも、資金と技術の援助を受けて最新型の最も安
全な原子炉を導入して稼動させれば、安定的かつ圧倒的な電力が産業に国際競争力を生み出し、生活の向上と経済の繁栄をもたらします。これでは、私たちの苦い経験は、まるで他国の安全
と幸せの為にあったかのようです。(以下、文字数規制の為省略)

【再生可能エネルギー】

ガスや石油は限りある資源、自然エネルギーも世界の全ての人々の生活を賄うには程遠い限られたエネルギー。仮に太陽光や風力発電が全ての自動車を走らせる時代がやってきても、プラ
スチックに代表される石油加工製品が無くなれば車体自体が作れないのです。残念ながら今のところ無尽蔵のエネルギー源は見つかっていないようですが、「海水中のウランは陸上の1000倍
存在する」、「TWRの燃料は元々廃棄物で潤沢に有る劣化ウラン」そんな話を聞けば、採取して利用できるのだろうか？高速増殖炉と違うのか、安全なのか？疑問と共に、次々と発見される新
たな資源に未来の希望が湧いてきます。結論として伝えたい事は、原子力が安全と主張したい訳ではなく保障も出来ません。しかし、何事も存在自体を闇雲に否定すれば、その分野のあらゆる
可能性は全て消えて無くなってしまうことです。私は果てしない科学の進歩に賭けてみたい。どんな苦難に遭遇しても創意と工夫で乗り越える不屈の精神、その情熱を子孫にまで受け継ぐ伝
統、これこそが“無限の再生可能エネルギー”、
世界一の技術立国、日本のエネルギー政策の根幹を成すものです。

※　完全版の要望が有りましたらご説明します。

原発推進派です。
安全性を高めた原発は存在する。
発電用の炭鉱で亡くなった大勢の犠牲。
原発が救った命、延ばした寿命。
古い原発は感謝をもって廃炉。
原発は他国、中国、インドを強くする。

男性４０代会社員・
公務員

個人24732



24745 個人 家事専
業

４０代 女性 原発は反対。政府のしめす３つのシナリオの原発ゼロ
シナリオを支持します。

これだけの被害がでているにもかかわらず、まだ原子力を続けていこうか否かの議論をしている事すら信じられません。即、原子力発電所は止めてほしいです。

日本は火山国、地震が起きるのは当然と考えられます。事故が起きてしまった後では誰も責任など取れないのは今回の惨事でよくわかりました。
もはや、原発は人間の扱える範囲のものだとは考えられません。
事故は必ず起きます。万全の対策など無いと感じてます。

もう一つの問題は核廃棄物の取扱です。フィンランドでは地底に巨大な穴を掘って埋めているようですが、地震のある日本ではこの方策も難しい。
核廃棄物を収めた入れ物だって１００年は保障されているようですが、それ以降についてはわからない状況です。しかもこの廃棄物が埋められていると言う情報をどのように子孫に伝えていくの
か？こんな恐ろしいゴミを子孫に延々と残して行くことは出来ません。

この問題は今生きている人間の経済の側面のみで判断されるべき問題ではありません。いままでずっとお金になるから・・・と言う理由で原発を推し進めてきました。もう、それでは前に進めない
という事がこの事故でよくわかりました。
一度、事故が起きればもうその土地のは生きられない、もっと大きな事故が起きれば日本は誰も住めない国になってしまいます。

政府の事故対応もひどい、いまだに情報開示が進んでないと感じています。
政府、電力会社の言う事には不信感で一杯です。

24746 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発ゼロシナリオを望みます。 　現在の科学技術では原子力発電は人類に放射性物質を将来にわたって健康被害を及ぼす形で蓄積せざるをえない状況であること。そもそも原子爆弾の平和利用という名目でアメリカが日本
に持ち込み、核爆弾をいつでもつくる環境を整備するために広まったものなので、自然エネルギーへの転換を早急におこなっていくことが必要だと思う。
　原発によって儲けている一部の人間のために地球上のすべての人間が被害を受けることは許しがたい。一刻でも早く原発ゼロにすべきだと思う。

24747 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 遅くとも２０３０年までに原発はゼロにすべきである。 今の原発は、予想外の自然災害はもとよりテロや他国の標的にされたとき、その安全性を確保できるものではないと思います。このまま原発を稼働し続けることはあまりにもリスクが高く、また
将来の人類に向けても大きな負の遺産となる。できるだけ早く代替えエネルギーを確保する必要があり、エネルギー転換に時間がかかるようであれば、我慢すればよい。確かに経済的な影響
も出るだろうが、あまりにも便利な世の中になりすぎている。便利であるが故失われたものも多いのでは。

24748 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 (1)ゼロシナリオを選択します。 原発反対です。

24749 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 「エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見で
す。
「2030年に原発０」ではなく、「今すぐ、原発ゼロ」を主
張します。
政府は再生可能エネルギー比率を増やすことに尽力
を尽くすべきです。

絶対安全とは言えない原発を稼働しているということは、常に放射能の危険にさらされていることになる。今すぐに、原発ゼロに！

24750 個人 法人等 ５０代 男性 原発ゼロシナリオを選びます。 【原発ゼロシナリオを選びます。】

建設後長期間経過し、劣化している為メガ地震の長期振動に耐えるのが困難である。
冷却用電源だけの問題ではない。
放射線の問題は人間にとってどうにも対応できない。

天然ガスの価格は世界的に下落しているので、原発コストは廃炉処理や燃料処理などのトータルコストでは全く不利である。

24751 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原発ゼロシナリオ（即時）

すべての原発・再処理施設を即時停止し廃炉にする。
その理由は、稼働させるかぎり、どこかで誰かが必ず
被ばくするから。

すべての原発・再処理施設を即時停止し廃炉にする。その理由は、稼働させるかぎり、どこかで誰かが必ず被ばくするから。日本の技術力をもって自然エネルギーの開発をすれば、安全で安価
なエネルギー開発ができるはず。海外へも無責任な原発の輸出はやめて、自然エネルギー開発のノウハウを提供すべき。平和的な援助は日本の安全保障になる。逆に原発を続け核燃料を持
ち続けることは、外国に日本を危険視させることになり日本の平和を脅かす。

15、20～25シナリオのコスト等の数値（表２　シナリオごとの2030年の姿）に疑問がある。
それは、以下の項目が含まれているとは思えないからだ。
・事故が起きた場合の対策・被害補償
　今後規模の大小にかかわらず、事故が全く起きないことはありえない。
・使用済み核燃料の管理
　各原発に一時保管されている燃料の管理費、再処理工場の維持管理費など。
・今後新たに建設する原発の廃炉費用
　既存の原発の廃炉費用はゼロシナリオでも発生するが、新たに建設される分が計上されていないように見える。

なによりも事故が起きなくても、微量の放射性物質が放出されつづけていることは周知のこと。数十年蓄積すれば相当の量になり、国民の健康に影響を及ぼす。稼働を続ければ原発の現場で
働き被ばくし続ける労働者を増やすことにもなる。いづれ多くの手間を掛けて廃炉にしなければならない原発は未来の日本にとんでもないゴミを増やすだけである。

以上の理由から、３つの選択肢より選択可能なのは、ゼロシナリオのみである。

24752 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発即時停止 もちろん原発０％。今すぐに、即時停止です。
人間が制御できないもの、危険なものに手を出すべきではない。
人はやることであり、絶対はありえない。
原発の中で細かい事故はたくさん起きている。
しかも、ずさんな電力会社に制御できるはずがない。
今すぐに、即刻b停止すべきです。

24753 個人 無職 ４０代 男性 原子力ゼロシナリオは採用すべきでない。 原子力発電・技術は世界は捨てていないのだから日本は放棄するべきではないと思います。輸出産業に成長する可能性が大きい技術ですから継続して保持するべきです。資源のない日本は
技術立国として成立しなければならない。そうであるならば技術の衰退を招くような選択はしてはいけない。そのためには国内に数基の原子炉は稼働させておくべきと思います。

原子力はきちんと管理すれば有用なエネルギーですから、原子力を管理することは日本の国、会社(企業)、技術者のもとで行われてきたし、今後も可能であると考えます。

先の福島原発の事故に関連して、放射線に関して不安がある方が多いのですがこれはデータを積み上げて丁寧に説明をして不安を解消するしかないのでしょう。あれだけの過酷事故に見舞
われながら外部被曝による健康被害は報告されていませんし、内部被曝に関しても幸いにしてきわめて軽度の被曝に収まっているのは、現場の東電職員の決死の努力といくつかの幸運が重
なったからですが、にしてもこれだけで収まっているのです。これは緊急時の対応としては充分評価されるべきです。

何事をするにしてもゼロリスクはありえないのですからリスク評価を冷静にするべきです。

24754 個人 その他 ４０代 女性 原発２０－２５シナリオを支持します。ただし不測の事
態を十分に考慮に入れ設計すべきです。

二度と震災が起きないように設計段階で十分検討し建設してほしいため。

24755 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 2030年までに原発依存度を０％にすることを求めま
す。

原発の新設は言語同断です。福島原発事故の収束にお金も人も集中させるすべきであり、放射性廃棄物の処理の仕方も決まっていないのに新設はありえません。日本の原発のほとんどは活
断層の上に建っています。いつまた大地震が日本のどこかをおそっても不思議ではありません。大飯原発を含め、全ての原発の停止を求めます。また原発事故が起き、放射能汚染がさらに拡
大したら、日本は国際社会から隔離されてもおかしくないと思います。それだけは避けなければなりません。

エネルギーについては、原発に換わるエネルギー源に依存するのではなく、まず使用量を減らすことを考えなくてはなりません。生存に不必要な電力はどんどん減らしていくべきです。テレビも
ネオンも自動販売機も制限すべきです。

石油、シェールガスも環境問題を引き起こします。石油は地球温暖化につながり、シェールガスは採掘地の水源を汚染しています。
それらに依存することは考えず、多くても40％にとどめ、60％は自然エネルギーにしましょう。大規模な太陽光発電、風力発電、地熱発電はもちろんのこと、各家庭で太陽光パネルを設置し、小
推力発電など、小規模の発電をたくさん普及させるべきです。

24756 個人 無職 ６０代 男性 福島で続いている状況を踏まえれば、原発は即日全
て廃炉に向けた作業に着手すべきと考えます。当面
は化石燃料に頼らざるをえませんが、その間に再生
可能エネルギーを拡充・推進する。

福島第一原発事故の原因が究明されず対策も実行されていないなかで、原発を再稼動させることは新たなの原発事故を起こすことに直結します。すべての原因が解明され、それに対する全て
の対策が実施されるまでは原発を稼動させるべきではありません。
さて、福島から学ぼうとすれば原発を即時全て廃炉にすることは当然です。
(1)使用済み核燃料の処理方法も確立されておらず、中間貯蔵もままならない状況で、原発を継続して稼動するのは人類（また将来世代）に対する倫理的冒涜だと思います。
(2)人間が核をコントロールできるなどと考えることができません。今回の福島第一原発の事故直後に見られた「うろたえた人間」の姿を目撃した私は、核の恐ろしさと同時にそれに対処する人間
の愚かさと無力さを痛感しました。
(3)経済一辺倒でこの国は進んできましたが、その歪みが今回の事故を機にあぶりだされている様な気がします。その一例が、すべての原発を廃炉にすると電力会社が破綻する。そのため人間
を犠牲にしてでも継続して原発を動かそうとする、平常心では考えられない悪辣な組織防衛です。
そこで今後は、原発を廃炉にし、当面は石化燃料に頼りながら、徐々に再生可能エネルギーにシフトしていく。また、省エネルギー型の生活様式を勧め、省電力の機器開発を推進する。

24757 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 仕事しろエリートだと思っている役人ども！ 官僚の皆様はたくさん勉強されて頭の良い方ばかりだと最近まで思っていましたが、どうも違うみたいですね。
何年、何十年間、使う電気のために使用済み燃料を管理するのに何百年、千年かかるか分からないみたいですね。
自分たちの組織の事より、日本国をよりよくする事を頭いいんなら考えてみたら？

結果だしてみろよ！！

24758 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 男性 原発は無くす方向で色んな政策を考えるべきだと思い
ます。

廃棄物など負の遺産を後世に残し、維持にコストやリスクが高い
原発への依存度をどんどん減らしていくべきだと思います。

24759 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 エネルギー安全保障が重要であり、ゼロシナリオは国
家存亡の危機に陥ります。非省エネ製品販売禁止等
の政策や再生可能エネルギー拡大は現実的でなく、
原発で浮いたコストを被害者賠償と被災地復興に充
てるべきです。

２０～２５シナリオより、むしろ原発比率を３０％程度に高める必要があります。
特に「エネルギー安全保障」が重要であり、ゼロシナリオは化石燃料依存度が上昇してしまい、国家存亡の危機に陥ります。
また、再生可能エネルギーを３０％に拡大することは、太陽光や風力など高コストで安定性がない電源に頼ることになり、現実的ではありません。
更に、「省エネ性能の劣る製品の販売禁止」などの厳しい規制は猛反発を受け、政策として成り立たないと思います。
福島事故を反省して各原発は万全な安全対策を施しており、地球温暖化対策が求められ、経済的な負担を軽減するためにも原発の再起動と増設は必要だと思います。
その浮いたコストで福島事故の被害者への十分な賠償と東北地方の復興のためのインフラ整備などに充てるべきだと考えます。

24760 個人 自営業 ４０代 女性 (1)　原発依存度ゼロシナリオ、”即時”ゼロシナリオと
して頂きたい。

福島原発の事故調査、影響がいまだ明らかにされない点が多く、今回の原発事故により原発に対する不振感はいっそう強くなった。核が暴走すれば今の技術ではどうしようもない、優れた方々
でも手のほどこしようがないことを知った。そんな恐ろしいものは必要ない。

24761 個人 自営業 ６０代 女性 原発はいりません。 福島原発が地震と津波で事故を起こし、その後収もしていない。
被災された人たちの補償も遅々として進んでいない。
原発ありきでエネルギー政策が進められていて税金も投入されているのは
納得できない。
太陽光、風力、地熱、水力等自然エネルギーを利用した発電に英知を注ぎ
取り組んでいって欲しい。

24762 個人 自営業 ４０代 男性 原発０％
海外から間抜け扱いされる前に、自力で答えに近づ
けられる人間性を見せる為にも

台風等でフクシマのセシューム等がまき散らかされるのを
海外が黙っていられる限度は長くない。
その場合の海外からの差別や、人間性の不振等による
再生プロジェクトが遅くなると思う。

24763 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 いずれの選択肢も大幅な電力価格の上昇となり、日
本にとって大きな問題である。敢えて選択するなら
ば、エネルギー源として安定度の高い２０～２５シナリ
オである。但し、省エネ、再生エネ対策の見直しが必
須である。

今回のシナリオは、いずれのケースでも大幅な電力価格の上昇につながり、厳しい国際競争にさらされている自動車、電気、化学、アルミニウム製品等の日本国内存続に関わる大きな問題で
ある。

エネルギーミックスの選択を行うに当たって重要となる４つの視点が挙げられているが、今回示された選択肢では、コスト抑制、空洞化防止は他の視点に比べ明らかに軽視されている。経済性
のある価格で安定供給されなければ経済活動への影響が大きく、空洞化も更に進展することにならざるを得ない。

また、省エネルギー量については、いずれのシナリオでも約２割削減するとしているが、２０３０年までに実質GDPが約２割増える見通しの中、実質GDPの拡大でエネルギー消費量も伸びるとい
う過去の傾向と逆のシナリオを設定しており、非常に高いハードルとなり実際には達成出来ない懸念が大きい。

更に再生可能エネルギーについても、２０３０年までに再生可能エネルギー比率を３０％とするには、１５シナリオ／２０～２５シナリオでも太陽光発電では太陽光パネルを設置可能なほぼ全て
の住戸（１０００万戸）の屋根に設置し、風力発電所を全国４５０か所（東京都の面積の１．６倍）に設置することを想定しており、実現性に乏しい。また、ゼロシナリオでは更なる設置と規制強化を
想定しており、更にハードルが上がる。

以上より、３つのシナリオはいずれも実現可能性や経済に及ぼす影響など問題点が多いが、あえて３つの選択肢から選択するのであれば、原子力を含む多様なエネルギー源を維持した２０～
２５シナリオを選択させざるを得ない。しかし、この場合でも省エネ、再生可能エネルギーに関して、より現実的な対策を実施することが必要である。

例えば、５年以内を目途に、エネルギー分野の技術革新、省エネ・再エネ技術の導入状況と経済性、国際情勢、原子力に対する国民の信頼回復等の動向を検証し、省エネ、再生可能エネル
ギー対策を抜本的に見直す。

24764 個人 無職 ６０代 男性 原発ゼロシナリオに賛成します。
１５％にも２０－２５％にも断固反対する。

原子力についてコントロールする状態に至っていない。
・福島原発について、原因の特定も出来ていない
・使用済み燃料含めて、その処置が大問題で、解決の目途も立っていない。

事故を起こさなかったとしても、燃料の最終処分の方策すら決まっておらず、子孫に廃却処分をお願いすることになりかねない。

節電は掛け声のみのポーズ、東京の夜景はまばゆいばかり。
また、相変わらず５０／６０ＨＺ問題など基本的に設計しなおすべき優先課題がなおざりになっている。

本気でやるように、ゼロシナリオを明確にすべき。



24765 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 『2030年に原発0』ではなく、『即刻、原発0』を主張
即、原発0へ。弱者の保護を優先

このパブコメ募集の前提が「2030年までは原発が維持される」というもの。
前提自体が国民を騙すトリックだ。
再び事故が起これば、日本、または世界が再起不能になる。

また、原発を稼動する限り使用済み核燃料という危険な物質が出続ける。
それを処分する術を持たないのに、世界の未来に対して無責任すぎる。

大飯原発、志賀原発、敦賀原発。ほぼすべての原発直下に活断層。
日本の多くの地震学者の共通見解は「巨大地震のサイクルに入った」

また東日本大震災と同じような事が起こらない保障はどこにもない。

何事にも100％の安全はないというのが自分の考えだが、原発に関してだけは100％安全でないと困る。事故が起き、人間が近づけない程の放射能が漏れた場合、いったいどうやって事態の収
束を図るのか？
野田首相が「私の責任において」と発言していたが、いざ重大な事故が起こった場合、野田首相1人ごときの命をもってしても責任なんて取れるはずないのに。

大飯原発を再稼動したかわりに火力発電所を止めたことからも電力は十分に足りているもの、と判断する。
また、本当に足りないのであれば現在稼働率50％に過ぎない火力発電を70％まで上げれば原発など不要。新エネルギーなど不要である。今のまま、火力の稼働率を上げれば良い。

今の福島の現状をしっかり見据え、包み隠さず公表し、世界各国の助けを仰ぎ、即原発廃炉への道を歩み始めることが今の政府の最優先事項と考える。

24766 法人・
団体等

法人等 ７０代 法人等 原子力は即刻廃止して下さい ウランを採掘し、原発を運転する段階から労働者を被曝させるという犠牲をしいてまで生きたいと思いません。

24767 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 全ての原発の即時撤廃を求めます。 人間がコントロールできず、地震列島の日本に不向きな原発に頼る事は
とても危険です。これ以上国土を地球を壊すものに頼りたくないです。
自然災害は防げません。
原発が無くても電気は足りています。
即時撤廃を求めます。

24768 個人 その他 ４０代 女性 原発ゼロシナリオ（即時）を支持します。 すでに福島の事故で多くの人的被害をだしている原発は、人道的見地においても
経済においてもリスクが大きすぎます。廃炉の費用も莫大です。
代わりになるエネルギーの開発に力を注ぐことを要望します。
また、今現時点で出来ることとして、シェールガスなどのいままでより安価なエネルギー源に切り替えることを強く望みます。

24769 個人 自営業 ５０代 男性 原発ゼロ政策を希望します 　原発はリスクが大きすぎてとても割の合うものではないことは、今回の事故を見れば明確です。
　原発は全て廃止にし、他の方法で発電するべきだと思います。その為には多少電力不足になっても国民は我慢すればよいのです。今の生活は電気を使い過ぎです。
　経済界は原発を推進していますが、経済よりも命の安全の方が優先されるべきではないでしょうか。経済最優先の考え方はもう時代遅れです。

24770 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 電力単価アップは、一般家庭や、国内の大電力消費
会社は、大きな影響を受ける事は間違いありません。
そういった事を避ける為にも、原子力は必要であると
思われます。

原子力発電の廃止は、電力発電コストに大きく影響し、電力単価アップに繋がります。
一般家庭では、家計に響き、消費をおさえる方に向き、ますますデフレ化してきます。
また、国内の大電力消費会社は、間違いなく大きな影響を受け、生産拠点を海外へ移す事を必然的に考え、実行に移すと思われます。
その事が、国内生産の空洞化になり、ますます景気が悪くなる事が容易に予想されます。
そういった事を避ける為にも、一定の安全を確保した上で、原子力は必要であると考えます。

24771 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 原発ゼロシナリオを指示
効率の良い火力発電所の建設、再生可能エネルギー
へのこれまで以上の取組み、ピーク時の節電で不足
分を補うとともに、省エネ製品の使用や、２４時間型の
生活スタイルの見直しなどが必要。

日本には技術がありますし、再生可能エネルギーにもっと力を入れて、原発を無くして欲しい。
核廃棄物の処理方法も決まっていないし、再処理だってできていない。
福島の事故だってまだ終わっていないのに、これではとても原発に賛成できません。

大量生産大量消費という今までの生活を見直すことも必要。

ＣＯ２の問題にしても、併せて排出抑制だけでなく森林管理なども考え、様々な方面から努力をして欲しい。

24772 個人 その他 ５０代 女性 ゼロシナリオを支持します。
原発再稼働反対。

人類にとって最悪のゴミを排出する発電は必要ない。
日本人の知恵を以てすれば、再生可能エネルギーで十分のはず。
金の亡者が、世の中のことを決定するから可笑しくなる。
生活者が生活者のために考える世の中に、早く変えたい。

24773 個人 自営業 ３０代 男性 原発ゼロへ  捨てる所なし、死人も出てる、これから、
死ぬ…
国家犯罪！推進派は責任とって安心安全を確認
させる為、福島原発作業員としてリアルタイムで毎日
健康状態を配信するべき！
無責任すぎる…
もちろん福島産のすべての食べ物を食べるのも
お忘れなく…

24774 個人 学生 ７０代 男性 「エネルギー・環境に関する選択肢」の原発依存度は
0%しかありません。

1.地震国日本には原発の危険が大きすぎる。
2.放射性廃棄物の処理方法がない
3.原発がなくともやっていける

24776 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 １）原発推進を前提とした3案は該当項目無。意見＝
即刻原発停止・全廃。２）原発は人類自滅と地球の破
滅を招く。３）古来日本は、全人類に対し重大な使命と
責任を担っている。世界から日本への希求「核文明の
転換

「意見」
１、今回の意見募集は、原発をどうするか、が最大のテーマであるが、原発再稼動推進を（2030年をO）前提としたシナリオを事前に作成して、国民に選択を求める事自体全く理解出来ない。前
提文なしで、原発に関して、国民に信を問うべきではないですか。

２、原発全停止状態であっても、核爆発及び核廃棄物による危険度は途轍もなく大きい。核廃棄物は地中に埋設するしか方法がない。申し上げるまでもなく半減期は数十万年数百万年とも言
われる。ましてや再稼動はその危険を増大させ且つ核廃棄物を増大させ続ける。最早狂気の沙汰と言わざるを得ない。
東電福一の核爆発後の実態解明は出来ず且つ解決方法も分らず、人間の手に負えない事実を突き付けられているのに係らず、直視せず、再稼動に向けあらゆる手段を講じる政府の姿勢は
尋常ではない。

３、原発が、悪と自利欲と欺瞞で推進している実態が白日の下に晒された。大量破壊兵器“原爆”に“平和”のラベルを貼り付け偽装した“原発“が、“核大爆発“を起し、世界中の大気・海・地・人
類・動植物等を汚染させた。地球周辺には大量の”宇宙ゴミ”を放り出し、地中には、大量の核廃棄物を生め、地表には、放射能を撒き散らし、全く改心の兆候すら見せず、飽く事無く原発を稼動
させ、原発核爆発による大惨事を又招こうとしている人類。
古来世界の盟主とされる日本は、文明を正しい方向に導く使命と責任を担っている。
ロシアに北方四島を噛まれ続けられているのは、この責の履行が大きく影響しているのではないですか。
悪と自利欲と欺瞞政策に溺れ続けた精神状態で原発を進めれば進めるほど、世界は乱れて人類は争いと災厄に永久に苦しむ。世界に二つと無い霊峰・不二山。日本はみ山の峰に位置してい
ると言われる。日本が濁れば人類は混迷し苦しむ。
日本は、この重大な使命と責任を放棄してはならない。日本及び世界人類、地球の将来の為に。

４、「新文明の扉」3.11後の新エネルギー・環境
先ず、原発を基軸とした、シナリオは全て白紙にすべきである。原発は、文明発展の基軸には成り得ない。推進すればする程自滅し、地球・宇宙をも破壊しかねない。何故？　悪と自利欲と欺瞞
で推進する道具・兵器であるからである。原発の平和・安全は申すまでもなく欺瞞である。専門家が何人集まろうが人間の手に負えるものではない。原発代替エネルギーは有る。又原発再稼動
強行の主理由は、電力事業者の経営上の問題からである。損害保険にも加入出来ない恐怖の魔物を推進させてきたのは政府である。責任を取る代償が原発再稼動図式か？強国からの圧力
か？
平和か自滅かの選択肢は、ピラミッド（高度文明の象徴）、スフィンクス（動物化の象徴）が建立された当時から、既に人類に与えられている。
原発を通して改心し自然へ詫びる事が出来るか、原発は、人類にとって大きな課題を内包していると言える。
真の新エネルギーとは、宇宙に無限に充満しているエネルギー・粒子を利用させて戴く事である。
合体する事により永久に無限の平和を齎す。日本には、実現可能な理論と技術が有る。
原発の魔力に取り憑かれて推進して来た為、この技術は夢物語として何十年も放置されたままである。日本の使命と責任を果たすには、政・政治が大事である。
理念無き政治は、人類を破滅させる。今、政治家諸氏に最も求められているのはこの理念である。
以上、意見を述べさせて頂き真に有難う御座いました。再考戴ければ幸甚に存じます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合掌

24777 個人 自営業 ３０代 女性 原発ゼロシナリオ（即時）を希望します。 リスクの高すぎる原発は必要ないと思うから。
こどもたちの命を最優先に考えてください。

24778 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原子力発電所は早急に廃止すべきです。 ・地震国日本では、放射能漏れという事態が起こるかわからず、危険だから。

・地震が無くても発電所の寿命が限られており、停止した後も放射能の危険性
は変わらないから。

・核廃棄物の永久に安全な処理法はなく、核のゴミが増えるほど、地球が汚染されていくから。

・「原発をなくすと電気の供給量が不足する」という理由は信用できない。また事実だとしても、経済活動、不便と生命の安全を秤にかけるのは間違っている。電気が無くても生きていけるが、水
や空気が汚染されたら生きていけない。

・今、原発廃止を妨げている最大の力は、経済界のお偉方の意向であろう。経済至上主義は時代遅れの論理である。地球の現状を正しく認識し、社会が向かうべき新しい方向性を見つけなくて
は人類は亡びる。

24775 原発は国を滅ぼし人間を滅ぼし、ゆくゆくは私たち人間が住めない環境(地球)を作っていく。原発は即刻廃炉にすべきものだ。

今、現在原発を廃炉にする技術もない日本が廃炉にできるかどうかは甚だ疑問だが、作ったからには自分たちが生きていけるようにしなければならない。

何年かかってもやるべき、人間は原発という自分たちの手に負えないものを作ったもことに目を向けるべきで、それが分かったら、本当の正しい道に行くためにやるべきことを考えていくべき。
今の原発推進の人たちはなんでそう考えているのか分からないが、原発でいま、働いていて苦しんでいる人たち、福島の小さな子供たち、病気になった人たち(なかでも病気の最も重い症状を
患った人)の気持ちをくみ取ることが大事で、そういった人たちから話をどんどん聞くのも良いと思う。
私のような原発反対の人も賛成の人に限らずそういった話は聞くべきである。なぜなら、これから原発のある日本で生きていかなければならないからで、それはどの人も同じ立場だからだ。原発
があるということは、解決できない将来、100年先まで持ち越す問題を抱えているということで、今ある、自然や幸せ、命などが原発から放射される放射能で一瞬でなくなるかもしれないことを考
えることになる。

何年かかっても原発を自然のものへ帰すための研究をし続けるべきことは明白で、今現在そういった原発に関する研究を行う大学がないのはゆゆしき事態で、そういった大学を作って、原発に
ついて勉強する学生、子どもを増やすといい。
また、そういった学部に入ろうと思う学生は多いと思う。その中からあるエリートがでてきて、奇抜な発想によって、結果をだし、原発廃止のための道を進めてくれそう。

私はゼロシナリオを積極的に推しすすめる。もし、日本がゼロシナリオを進めることを決めれば、他国は日本に一目おき国際情勢的にも日本が有利になることは明白。
日本が他国に先駆けて原発をやめたら、それを見習う国がでてくるし、原発廃止のための技術を他国は欲しいと思う。

日本は世界的にみても技術力が高い、勤勉、優秀、真面目などといったイメージがある。その日本なら原発ゼロのための技術も簡単に作れると思うし、そういった道に行った時の、風力発電、太
陽光発電などの発電もうまくできるのだと思う。
また、そういった技術があるのに地球を原発で破滅させる方向に日本が向かうというのはとてもおかしな話。
それは、ゼロシナリオ以外の選択肢に決まった時にはどのシナリオになったとしても同じだ。

むしろ、ゼロシナリオではなく、即刻廃止シナリオがきっぱりすっきりしていて一番いいと思う。そこまでしないと、後戻りできないところまで来てしまっていると思う。
後戻りできないところとは、もし事故が起こった時に、それを収束するための確かな対策もないままたくさんの人を被曝させて死に追いやることもそうだし、関東大震災や他の災害が起きた時
に、あちこちにある原発がボンボン爆発して日本が住めなくなってしまうこともそうだし、今現在、原発を廃炉にするための確たる対策がないにもかかわらず原発を動かしたり、放置したりしてい
るこの現状もそう。
廃炉にするための確たる対策はないのに、その使用済み核燃料やウランも地中深く埋めるしかない、しかも何年間もではなく、何百年以上も放射能が出なくなるまで入れておかなければならな
い、といった解決策なのかわからないようなものがまかりとおっている。

自然に戻すことのできるものだったらまだ良かったかもしれない。
原発を自然の中に自然のままに戻すためにはどうすればいいか、が大事。

アメリカはいつ爆発ともしれない原発をいくつも抱え込み、いずれ大災害で人間の住めない土地となるであろう。その時、日本が原発ゼロを推し進めゼロシナリオを実現していて、核シェルター
があれば世界で唯一、人間が生きていける環境となる。ただ、地球上をふわふわ漂ってきた空気で日本自体は汚染されてしまうと思うけれど。
原発のある他の国は放射能汚染で遺伝子変異、がん、大気汚染と大変なめに合うと思う。そうならないためにも、今原発の爆発の対処に迫られている日本が他国に先駆けて、原発全廃炉とク
リーンエネルギーへかじ取りをすると良いと思う。
もし、何らかの策がないのであれば、幼稚園生から大学生まで原発に関することを授業として必修化し、そういった知識を全国民に浸透させ、また、原発を専門とする国立の大学を作り、そこで
トップクラスの超エリートを育成する。
もちろん、原発反対の教えであることはいうまでもない。日本には、即刻廃炉にするためにどうすればいいかを考えるトップエリート中のさらにトップが必要。また、そういったことを考えるだけで
なく実行できる人が必要。

原発があることによって、将来人間が住めなくなる土地を作るということはあってはならないことだし、ちゃんちゃらおかしい。今は、住めるからいいのだけれど原発がある限り住めなくなる。日本
が地球を滅ぼす民族になってはいけない。日本人はもともと勤勉で優しい、空気の読める人間ばかりだといわれているので、ここの所は空気を読んで放射能まみれの今の空気は吸いづらいな
～ということを実感しどうすべきかを考えるとおのずと道は開けてくると思う。

日本は原発を即刻廃止にし、地球を最初に救うために動きだす民族という方が、原発汚染の日本と言われるよりいい。
現在、日本を動かすことのできる立場にいる人たちには、ぜひ原発即刻廃止シナリオを新たに作ってほしい。
いまの日本にはそれができるし、国で働いている人達は決断をし、良い方向の実行をすると確信している。そのため、これを書き終わった私は今とても安心している。

ゼロシナリオに賛成。
人の住めない環境を作り、地球を滅ぼす道具である
原発は即刻廃止にすべき。
即刻(明日からと言わず、今日からと言わずに今から
の)廃炉シナリオに賛成。

女性２０代学生個人



24779 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 男性 原発ゼロシナリオを選択します。
地震国の日本に原発はあるべきでない。事故被害は
甚大でありリスクが大きい。
原発は使用済核燃料と放射性廃棄物を生む。その処
理を未来の国民に負担させてはならない。

地震多発国である我が国にあっては、どんなに高度な安全策を講じたとしても重大事故を防ぎきることは不可能です。福島第一原発事故の経験が示すとおり、ひとたび重大事故が起きたとき
の被害は甚大でありリスクが大きすぎます。私は原発依存をゼロにすべきだと考えます。
また、原発稼働によって発生する使用済核燃料と放射性廃棄物の最終処分は未だ未定です。処分場を国内の産業過疎の僻地に求める行為は恥ずべきです。私たちの子孫に私たちの負の遺
産のこれ以上増やしてはなりません。原発はゼロにすべきです。

このパブリックコメントの選択肢は「２０３０年までにどこまで原発依存度を下げるか」であり、私はゼロシナリオを選択しました。しかし私の本意は２０３０年までは可動を認めるということではあり
ません。私は一刻も早く即時に稼働を停止して廃炉にすべきと考えます。
本年５月５日には国内の全ての原発が停止しました。その後、関西電力大飯原発が今夏の電力不足を回避すべく再稼働されました。この全炉停止中に電力の供給不足はありませんでした。さ
らに、猛暑の８月に入っても電力は充分に足りています。大飯原発の発電量がなくても足りています。それは関西電力が自らホームページで公表しています。足りているならば過大なリスクを負
い、未来の国民に過大な負担を強いる原発は即時に停止すべきです。
自然エネルギー、再生可能エネルギーに大きくシフトすべきです。日本は周囲を海に囲まれた自然豊かな国です。風力、波力、太陽光、地熱、小規模水力、バイオガス等々、日本の技術でエネ
ルギーは必ず作り出せます。それは新たな雇用を創出し、エネルギーの自給率を上げ、温暖化対策にもなります。

24780 個人 自営業 ４０代 男性 私は今すぐ、直ちに、早急に、全ての原発を廃炉して
欲しい。2030年に向け、原発依存度ゼロを選択しま
す。

そもそも、核廃棄物の処理が科学的にも、物理的にも確立出来ていない。この現状下で原発を稼働し、核廃棄物を製造し続けるのは信じがたい愚行と言えます。トイレ（核廃棄物処分場）の無
い個室（日本）で大小便（放射能）を垂れ流して暮らせますか？一般市民、子供たちが安心して暮らせる健全な日本であれば、少子化問題も経済問題もきっと解消できます。しかし、放射能をま
き散らす不健全な日本では、誰も安心できません。子育てもできず、経済活動もできません。まず大切なのは「命（健康）」です。お金は二の次です。今後は廃炉ビジネスで数十年間はゼネコン
が潤うでしょう。今後は自然エネルギー産業が売上げを延ばすでしょう。これで十分に日本の経済は回るものと考えます。

24781 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ４０年廃炉なら、原発０％しか有り得ないでしょう。 政府が打ち出した「原子炉４０年廃炉」という方針、そして使用済み核燃料の処分問題を鑑みるに、２０３０年時点における我が国の原発依存度は０％以外にはありえません。もし仮に、１５％と
仮定すると、４０年廃炉の原則に従い廃炉を進めて新規原子炉建設を行なわない場合、原発の発電割合は８％にしかすぎません。２０～２５％などは論外です。

24782 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 電力不足・料金の値上げが想定される環境下で原子
力発電を０にするというのは余りにも無謀。国の定め
る基準を満足した原発から順次再開を認めるべき。％
は基準を満足すれば制限する必要はない。

　民間企業に務める者として自分の勤め先がなくなれば家族を含め生活の危機に瀕する。製造業である勤め先においてはエネルギーコストは重要な問題であり、これが他国に比し著しく劣位
になるということになれば国内での事業継続は困難。

　日本の製造業の競争力は電力問題を除いても年々劣位になりつつある。これにエネルギー問題が加われば致命的ダメージを受けることが必定である。海外移転はある程度やむ得ないとして
もそれをより加速させるような方向を取るべきではないと考える。

個人レベル・日常の生活レベルでの省エネ努力は当たり前。我が家では多大な出費ではあったが７月より太陽光発電をいれた。
日本の製造業が競争力を失い、撤退することになればどれくらいのダメージになるかを考えるべきである。

24783 個人 その他 ４０代 男性 脱原発を早急にすべきです。 福島第一原発事故の政府対応が非常に悪く、まったく信用に値しません。
まして、原発再稼働の手続きも暴論ばかりで、まったく信用に値しません。
原子力三原則の民主，自主，公開がまったくできていない状態では、再稼働を容認できません。ＣＯ２削減がむずかしくなろうとも、当面は火力発電を新設すべきです。
原発のウソを考えると
・廃棄コストを含めると、原発が最も高コスト
・何十万年も廃棄物管理コストがかかる
・何十万年の間に、事故が起こる確率はほぼ１
・「活断層と呼ばれる断層以外には未来永劫断層は生じない」はあり得ない
・テロや戦争による原発事故を想定していない
まだまだあるかもしれません。
原発は人間がコントロールしきれるものではないのです。
ましてや、今の官僚、政府に原発議論をしてほしくありません。
いいですか、信用されていないのですよ！あなた方は！

まずは、福島第一原発事故の責任を、関係者を逮捕・裁判してからにしなさい！
交通事故を起こしたって当たり前の話です。
福島第一原発事故は人災ですよ！

結論：当面は火力発電を新設すべきです。

24784 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 反対。地震列島に原発は自爆用の核爆弾持っている
ようなもの。

人類はまだ核エネルギーをコントロールできていない。最終処理もできないものを使うべきではない。子供が後片付けできないもので遊んでいたら、親は怒るでしょう。水、地熱、風、波、太陽、
あらゆるものからエネルギーを得る研究が必要。近代は合理的な論理が重要視されたが、これからは効率だけではない、柔軟で多角的な思考が必要。おそらく今後は、天災や社会の在り方が
過去のデータだけでは対処できない想定外の事態が増えると思う。どんな事態が起きても最低限、日本列島を子供たちに残せるようにしておきたい。この豊かな自然があれば、なんとか生きて
いける。何度もやり直せる。貞観地震に代表される九世紀の大地動乱が最終的に中央集権的な律令国家に止めをさしたと思うし、江戸末期も天災が続いた。戦後も経済が落ち込んだが、それ
でも日本列島は何千万人という人口を養える地力があった。たとえ万が一の可能性であっても、それを台無しにしてしまう可能性のある原発は作るべきではない。

24785 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 (1)の政策　２０３０年の原発依存０％「ゼロシナリオ」
に賛同します。これしかありません。

今回の地震・津波の災害により、原発が制御不能になることが明らかとなりました。世の中は、異常気象続き、いつ、何が起きるかわかりません。このような時代に、制御不能になるような原発
に頼って、私たちの未来はあるのでしょうか？子孫が安心して暮らせる国づくりを切に希望します。

政治家の皆さん、これから生まれてくる命、今ある命、全ての命を守ることを考えてください。「責任を持って…」という言葉を口にする政治家がいますが、制御不能になるのですから、誰も責任
など取れる人いないはずです。軽々しく口にしないでください。

24786 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 分かりやすく充分な量の判断材料を示さない限り、短
期間で議論を集約し方向性を決める事は困難。
３つのシナリオで意見聴取する前に、国民に中立で正
しい情報を提示し、もっと時間をかけて取り組んで頂
きたい。

　エネルギー・環境に関する選択肢として、原子力発電への依存度で(i)0%、(ii)15%、(iii)20-25%の３つを挙げていますが、国民的議論として集約して行くには、判断材料が国民に充分に周知され
ていないと思います。
視点として、視点１～視点４を挙げておられます。しかしながらいずれの視点についても、国からの具体的なビジョン、判断材料が示されていないのではないでしょうか。
例えば、視点１：「原子力の安全確保と将来リスクの低減」としては、原子力への依存度を縮小して行く際には、新規の原発立地はないものと想像しますが、高経年化原子炉を動かすよりも、最
新の知見をもとに安全性をより高めた原子炉にリプレースして行く方が、原子力の安全性はより高いレベルで確保出来るものと思います。その様な視点が国民に対して示されていないのではな
いでしょうか？また、原子力発電所を廃炉してくことを想定すれば、廃炉処理や廃棄物処分についての国のビジョン・方針は明確には示されていません。この様な重要な観点からの見解を示し
たり情報を国民に充分に提供することなく、国民に意見を求めたとしても、巷で流されている情報に左右された判断へと向かう危険性をはらんでいると思います。
また、視点２：「エネルギー安全保障の強化」では、再生可能エネルギーについて楽観視し過ぎであると考えます。「電気事業者による再生可能エネルギー電気の調達に関する特別措置法」（再
生エネ買取法）が成立し、一般家庭では、所謂裕福層が再生可能エネルギーを売電して、そのコストは電力料金を通じて、低・中所得層の負担増へと繋がることは明らかです。現状では再生可
能エネルギーの比率が低いので大きな問題としてとらえられてはいませんが、再生可能エネルギーの比率が高まれば高まる程、この問題は顕在化します。そして、将来、再生エネ買取法の適
用を止める様な事があれば、この様なモデルは成り立たなくなってしまう恐れがあります。従って、再生可能エネルギーの比率を高めていくための環境はある程度整いつつありますが、通常の
従前の発電方法に比べて発電単価の高い電力を電力事業者に全量買い取らせますと、そのコストは需要者、即ち国民の負担へと跳ね返ってしまい、国民の理解は得られなくなってしまうので
はないでしょうか。また、太陽光発電に用いる半導体は、鉱物資源を原料としており、周辺諸国が戦略物資として確保に向えば、少資源国の日本としては、エネルギー生産に占めるその割合を
上げていくのにも限界が見えてくると思います。天然ガスについては、現在の備蓄量は国民の生活をどれくらいの期間守っていける量に相当するのかや、将来的に備蓄をどれくらいまで、どの
様に増強させることができそうなのか、石油資源については、中東情勢が今後悪化して例えばホルムズ海峡が封鎖されてしまう様なケースを想定した場合に日本はどの様な影響を受けてしま
うのかなど、現実問題として具体的に国民に対して示すことがなければ、国民は正しい判断が出来ません。
視点３：「地球温暖化問題解決への貢献」については、原子力エネルギーでしたら、原子燃料の再処理、放射性廃棄物の最終処分までを含めたCO2放出量、太陽光エネルギーについてでした
ら、太陽光パネル製造に必要なエネルギー量とCO2放出量など、ライフサイクルで比較しなければ、判断を誤ってしまう事になりかねません。
視点４：「コストの抑制、空洞化防止」については、電力の安定供給の観点から、気象条件等に左右されやすい不安定なエネルギーの比率が高まると、送電網をどう構築していくのか、バック
アップ電源はどうあるべきかなど、しっかりと議論して結論を導かなければ、国内の産業を支える電力エネルギーが不安定なものになってしまっては、各種製造業は海外に拠点を移す様な事が
起こり得て、空洞化を招いてしまう恐れがある点も、指摘しつつ、国民的議論を深めていくべきであると考えます。
以上の様に、我々国民にとって非常に重要な判断となる「エネルギー・環境に関する選択肢」を国民に問いかけるに当たっては、国民に分かりやすい形で、充分な量の判断材料が国から責任
を持って示されなければ、短期間で意見を集約して方向性を決める事は困難を極めると思います。
昨今、各種マスメディア、インターネットなどを介して膨大な情報が流され続け、国民は容易にそれらにアクセスすることが可能です。しかし、正しい情報と間違った情報を自ら判断して選りわけ
ることは非常に難しく、社会的にも大きな問題を生んでいると感じております。
以上から、(i)0%、(ii)15%、(iii)20-25%の３つのシナリオで意見聴取をする前に、今一度、国民に対して公正・中立で正しい情報を国から提示していただき、この国民的議論は短期間で終わらせてし
まうのではなく、じっくりと時間をかけて取り組んで頂く様にお願い致します。

24787 個人 自営業 ４０代 男性 原子力発電の即時停止および関連施設の開発中止 福島の原発事故により日本の国土はもとより、世界の環境を日本は汚染してしまいました。事故以前より原子力発電の問題を指摘する科学者、技術者がいたにもかかわらず、その声は一切聞
き入られることはありませんでした。
蒸気を発生させてタービンを回すということの為に抱えるリスクはあまりに大き過ぎるのではないでしょうか。
これ以上未来の子供たちに負の遺産を残すような道は取るべきではないと思います。
地震に対しての対策ばかりが報道されていますが、廃炉、核廃棄物処理及び長期に渡る保管管理の技術を確立することは、将来に渡っても狭い国土に地震が多発する日本では不可能なので
はないでしょうか。
今こそ日本は世界にさきがけて、原発に頼らない次世代エネルギーの技術を確立する政策をとるべきです。

24788 個人 無職 ７０代 男性 全原発廃止する。 原子の火は人間には制御できない。継続すれば間違いなく人類は滅亡する。

24789 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 原発は今すぐ稼働を止めるべきだと思います。 毎日毎日、食品の放射性物質のことを考えて食べ物を選んでいますが、全てを計測することもできませんから、ゼロベクレルの食事は難しくなったと思います。
そんな私に、「それほど気にしなくても、あなたもあなたのお子さんも大丈夫」と、誰か責任を持って言ってくださる方はいらっしゃるでしょうか？
「大丈夫」ということは、誰にも言えないことだと思っています。

チェルノブイリの事故の後、多くの方が病気で苦しんだではありませんか。
早く原発を止め、これ以上の被害を少しでも減らすことが、福島の事故を経験した私たち日本人のとるべき道だと思います。

早く、廃炉についてや、新しいエネルギーについて議論しましょう。

24790 個人 その他 ５０代 女性 原発ゼロシナリオ（即時） 今回の福島の原発事故をみて、自国だけの悲惨な状況にとどまらず、海外への汚染をひきおこすことを目のあたりにしました。
経済的にはコストがかかったり開発研究に大変なことはわかっていますが、長い目でみて地球のためにも再生可能エネルギーにシフトして欲しい。

24791 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発は、今すぐにでも全面停止し、そして国内の全原
子炉を時間目標を設定して徐々に廃止して行くべきで
す。

理由は次です：
１、原発が全面停止した時期もありましたが、停電など発生していませんでした。電力が足りないということは嘘だったと証明された。
２、われわれ日本人は、これまでの電力使用放題の生活をきちんと見直し、節電に関してもっと真剣に考え、実践すべきだし、きっとできると思う。原発事故以来、１５％以上もの節電をできた企
業や家庭がたくさんあったことが、それを証明した。
３、世界中に放射線物質をばら撒き、たくさんの人々の故郷や家を奪い、無数の人々に被爆させ、日本の技術神話を地に落とせた福島原発事故は、いまだに収拾つかないどころか、事故原因
に関してもはっきりしない（３つの検証報告がそれぞれ違っているので）。なのに早々と安全宣言を行出し、原発を再開させるばかりではなく、他国への原子炉輸出も決めた。拙速、自己欺瞞、恥
知らず、政府や原発関連組織と関連企業などは、この風に言われても、自己弁護の余地がなかろう。
４、あれだけの事故を起こし、計り知れない経済的損失を国民に被せておいて、関係者が誰一人処分されることがなく、一番の張本人である東電は反省の色もなく、自己弁護に終始。事故の教
訓を汲んで次に生かせるという基本もできていない。このような政府や組織、企業に、再び原発を稼働する資格がないのではなかろうか。
５、政府はいまでも、原発はＣＯ２の排出を減らせる、環境にやさしいなどと言っているが、これはもはや、真っ赤なウソであることが数多くの科学者の研究や検証によって証明された。原発が作
り出した熱（＝エネルギー）の約半分は海に捨てられているので、海水温暖化・地球温暖化の元凶となる。事故が起きた時の放射線汚染は、ＣＯ２などのレベルの話ではないだろう。そもそも、
使用済み核燃料の処理もできないまま、原発をいつまで続けられると考えているのか？
６、これまでは、原発のコストが安いと言われてきたが、原子炉の廃炉費用を計算に入れると、コストが一気に膨れ上がる。ましてや、事故処理費用などを考えたら、国民に負担できないような
膨大なコストがかかる。経済的合理性も全くないと言える。

24792 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発ゼロシナリオを選びます 事故がおきると手におえないようなシステムを使う事は、やってはいけないと
思います。

24793 個人 無職 ７０代 男性 原発依存ゼロシナリオ(即時）を選びます。福島F1の
事故、被害の甚大さ、広範囲、「直ちに」ではなくても
人体への影響は何世代にも及ぶ等危険は巨大。

今年3月から5月まで日本の全原発不稼働でも国民生活に支障はなかった。他の発電と比較しても被害の深刻さ、長期性等、原発は犯罪的だ。憲法25条の生存権に鑑みても人権侵害だ。原発
理知審査法の精神に照らしても違反であり犯罪だ。推進志向の政治家・政党・行政担当者・業界は犯罪者集団だと言っても過言ではない。犯罪は已めるべきだ。

今回提示された３つのシナリオでは、ゼロシナリオを選択します。
できるだけ早い段階でゼロを達成し、原発、核廃棄物を最速で最大限安全な状態にする事が重要と考え、予算も福島原発事故の収束、廃炉と使用済み核燃料の保管方法、直接処分方法の確
率に集中すべきだと考えます。

私は、ゼロシナリオでさえ2011年3月に起こった原発事故を踏まえれば原発に対して非常に楽観的だと思います。
福島原発の事故発生から１年半近く経過しても放射能漏洩を止める事もできず、格納容器や核燃料の状態さえわかっていません。そして原発事故により国土に人の住めない場所ができてしま
いました。
この事実を真摯に受け止め、これが我々人間の放射能に対する能力なんだと悟る事から始めるべきだと思います。

他の発電設備や工業プラントでも事故は起こります。震災時の千葉のコスモ石油のコンビナートの火災はショッキングな出来事でした。しかしそれでも１０日程で鎮火し復旧作業を開始すること
ができました。
原発の事故は以前から指摘されチェルノブイリや今回の事故ではっきりしたように、一度事故が起こると収束することもままならず、人が何十年も住めない場所を作るという結果になります。他
の火力、水力、その他自然の力を利用したエネルギーとは根本的に違うところです。我々が諦めなければならないエネルギーであり、他の発電方法と比較対象にならないと思います。

核燃料サイクル政策について、15％のシナリオで、六ヶ所村再処理工場を稼働させ、もんじゅも実用化に向けて運転すると原子力委員会が提言していますが、福島原発事故MOX燃料を通常原
発で燃やすプルサーマルは危険なだけで資源的な意味がない事も皆が知る事実になりました。
もんじゅに至っては、万一今回のように冷却系の故障が起きた場合、ナトリウムと反応して爆発するので水で冷やすこともできないと聞きました。技術が稚拙で未だに稼働できていないことが何
よりの救いです。
高速増殖炉ができない場合、再処理してプルトニウムを保管することは非常に危険ですし、安全保障を考えても「日本は核テロ国家」と烙印を押される危険性もあります。再処理の意味がなく放
射性物質をまきちらすだけの六ヶ所村再処理工場の稼働には断固反対します。

原発を維持する理由にエネルギーの安全保障を言う人がいます。原発に頼らず安全保障を確立は可能だと思います。天然ガスを増やす。シェールガス等の導入と推進。自然エネルギーの推
進等でエネルギーソースの多様化を進め、それぞれのリスクに応じて必要量を決めて備蓄する事でリスクに対応できると考えます。

CO2削減により日本の温暖化防止に貢献すべき、との声もあります。しかし原発事故の収束にも手をこまねき、放射性物質を出し続けている日本が取れる態度とは思えませんし、海外から見れ
ば「日本は地震国なのに原発事故を起こして世界に迷惑をかけていながら、まだ原発推進をしている。」と呆れられるでしょう。
日本が貢献すべきなのは、福島の反省から「原発を諦める」という考え方を広めることではないでしょうか。
日本の技術を結集して、廃炉、核廃棄物の直接処分方法を確立し、世界に広めていく事が日本のプレゼンスを上げる事につながると思いますし、大きい産業ともなると考えます。

今年（2012年）の夏も猛暑が続いておりますが、原発ゼロでも電力が足りたと聞いております。
大飯の再稼働も電力が足りないというのは嘘だ、と皆気づいています。
今回のシナリオでは問題提議されておりませんが、原発を推進しなければならない理由で大きいのは電力会社の経済問題ではないでしょうか。確かに今のスキームでは原発なしは電力会社は
会社として存在していけないでしょう。
この50年で電力業界、官僚組織、学術組織、産業界、地方自治等日本の社会全体に原発ががっしり組み込まれてしまっています。
原発を推進する人はこのスキームの組み換えが無理と思っているか、スキームにより利益を受けているのでしょう。しかし、我々の社会の仕組みなのですから、組み替えることは可能です。
諦めるべきは、"原発"で、"脱原発"は諦めるべきではありません。

今回提示された３つのシナリオでは、ゼロシナリオを
選択します。
できるだけ早い段階でゼロを達成し、原発、核廃棄物
を最大限安全な状態にする事が重要と考えます。

男性４０代会社員・
公務員

個人24794



24795 個人 家事専
業

３０代 女性 ゼロシナリオ(それでもまだ、足りないと思いますが) 原発の燃料費は安いかもしれない。しかし、使用済み核燃料の処理方法、原発維持に必要な費用、原発建設にかかる費用など、どう考えても、コストや万が一の危険のリスクが高い。国民的に
政府や一部の企業に都合のいいような説明はやめてください。本当に今の子どもたちのことを考えているなら、本気で仕組みや、昔からの利権争いなしに考えることができると思います。われ
われ小さな子を持つ母たちはこの国の在り方に疑問を感じます。原発だけでなく、他のことも、問題の根っこでなく、表面だけなんとかしようとして、やったようにみせているのでは。子どもは、嘘
は見抜けます。このままでは、あらゆる社会問題はなくならないだろうと。すべての問題の根っこは同じ気がします。

24796 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 原発０シナリオ（即時）を支持します。 危険な原子力発電所は、すぐに全て廃止するべきです。

24797 個人 家事専
業

４０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を希望します 日本人は、精神の成熟した世界に誇れる民族です。
その日本で起きた原発事故。。。
日本人は、世界に発信して行く役目を担ったのではないでしょうか？

今すぐに、理想を現実にする事は難しいとは思いますが、
日本人の生真面目でコツコツと努力できる特性をいかして、ひとつひとつ
少しずつ「脱原発」の道を日本国民の皆で目指して行きたいです。

国民皆、には政治家の方達も！です。

24798 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発の比率は、ゼロシナリオで行くべきである。 ▼原発比率について
原発の比率は、ゼロシナリオで行くべきである。

政府に全原子力発電所を直ちに停止し廃炉にすることを求めます。
どんな条件を付けようと再稼働は絶対に認められません。
新たな事故の可能性を作り健康や国土をこれ以上失うことに断固反対します。社会経済優先ではなく国民（特に子供）の健康を最優先にしないと将来永遠に汚点を残すのは確実です。

原発再稼働阻止してください。政権でもだれてもいい。手段は問いません。第二の福島を発生させない為に。もうごめん放射能。全原発を廃炉にするまで。電力不足か第二の原発事故か、日本
の子供たちのために責任持って選択必要。

政府は原発再稼働で騒いでいる場合か？キッパリ原発止めて本来、福島第一原発の処理や、今までに溜まった核廃棄物処分を子孫任せにしない様に、真剣に導く時だろう。情けない。

原発直下断層大地震が到来すると、原子炉の基礎部分が破壊され、原子炉配管も亀裂や破裂を起こす。 使用済燃料プールも壊れて、手の着けようがなくなる。地盤岩盤が割れて崩れたら耐
震性が幾らあっても破壊される。 また、１G以上の上下動で空中に放り出されるわけで原発が持つ訳がないと思われる。

24799 個人 学生 １０代以
下

男性 日本国内の原発は早い段階で全てを廃炉にし、火力
エネルギーなど環境に負担のかからない発電方法で
行うべきである。

日本国内の原発は早い段階で全てを廃炉にすべきである。何故ならば、東京電力福島第一原発事故が発生したからである。福島の事故によって、多くの人が故郷を追われて避難する生活が
今でも続いている。あの忌まわしい事故さえなければ今も故郷で普段通りの生活を送っているはずなのだ。そして信じられないことに、政府は東日本大震災以降初めて運転停止していた大飯
原発を再稼働した。これは1945年8月6日と9日に日本に原子爆弾が落とされ、また1954年3月1日の第五福竜丸事件によって世界から核兵器を無くそうと全国的に広まった運動から原水爆禁止
世界大会が開催された流れとは全く逆行している。簡単に言えば、原爆を落とされた日本が他国に原爆を落とそうとしているのと同じことではないか。全く学習していない。国内で2回、原爆と原
発事故という核の事故が起きていて核兵器は無くすべきとの国家の考えなのに、原発はコストの問題などで人の命を蔑ろにしてまで依存しなければならないとはどういうことなのか。地震大国
の日本で立地の関係上多くの原発が海に近い場所にあるのに、また東日本大震災規模の地震が原発近くで発生して同じような事故が発生した場合、日本政府はどう責任をとるつもりであるの
か聞きたい。以上のような点から、原発エネルギーの依存をやめグリーンなエネルギーに移行すべきであると考える。

24800 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 原子力発言ゼロに是非お願いします。内部被爆の現
実が考慮されていない。現場で働く人たち、子供への
影響、多少すぐには電気少なくても、代替エネル
ギー、少し負担増えても安全な道を選びます。

原発ゼロを目指してください。地震多い日本です。安全第一です。内部被爆など放射能の影響、軽視しています。廃棄物処理もいい加減しかできない。事故がおきたら住めなくなる。

24801 個人 その他 ３０代 女性 選択肢の中では，2030年までのなるべく早期に原発
比率ゼロにする「ゼロシナリオ」

現時点で原発は安全が保障されていない。
今後，科学技術の進歩・発展によって安全性が確保される可能性は否定できない。
しかし，科学技術の進歩・発展のためには，実験等必ず犠牲が伴う。
原子力の平和利用のための研究過程でも同じように犠牲が伴う危険性がある。
原子力による犠牲の場合，何千年，何万年にもわたって，予測もつかないほど多くの人体や自然環境に悪影響が及ぶ危険性がある。
原子力がなくても，不自由なく社会生活を送れるのであれば，上記のような取り返しのつかない犠牲をしてまで開発する必要性はない。
原子力がなくても，他の方法で発電することにより日常社会生活を不自由なく送ることはできる。CO2の排出を抑制するためのクリーンエネルギーの開発もできる。クリーンエネルギーの開発に
伴いある程度の犠牲が出るかもしれない。しかし，原子力の開発によって生じる犠牲よりも，規模は小さいと思われる。
現時点で，日本でまたいつ東日本大震災と同規模あるいはそれ以上の規模の地震が起きるかわからない。
原発がある以上，今回の福島原発事故のような悲惨な事故が起きる可能性は否定できないし，その影響も計り知れない。
ゆえに，なるべく早く原子力発電をゼロにすべきと考える。

24802 個人 無職 ７０代 男性 「選択肢に疑問があります」なぜ初めから2030年まで
に○○％としたのか？

”原発からグリーンへ”のスローガンはよいが、初めから2030年までにと定めてしまった狭い選択肢を国民に押しつけて、即ち、ここ数年は現状維持に近い稼働を前提に”ご意見募集”は国民を
小馬鹿にしている印象を受けます。

　福島県民の多くが、直ちに原発ゼロを目指せといっているのを全く無視しています。多くの国民も反原発、脱原発を望んでいるのを知っていてこのようなアンケを募集するのは、馬脚を現して
います。なぜ、”直ちにゼロを目指す”
という選択肢を用意しなかったのでしょうか？そのことが怖かったのですか。
”これで開始してしまったのだから仕方ないです”というのなら、あえて言えば小生は、「ゼロシナリオ」です。本来は、原子力規制委がスタートして、保安院の全面解体と再編成後にこのようなア
ンケをすべきでしょう。その理由は申すまでもなく、彼らは過酷な人災事故の元凶の片割れなのですから。
　使われているデータもなぜ2010年実績なのでしょうか？2011年の実績もとっくに出ているはずですよ！
　スローガンを本当に実行する気があるならば、達成計画（スケジュールも）
を示すべきです。　”選択肢”のチャートも見にくく、詳しく知りたいと思っても良く解りません。作成者は見る人の身になって作っていますか？
・選択肢説明会も当初は、あまり知らせませんでした、マスコミに騒がれてもあまり知らせたくないようです。かような姿勢は、”ムラの発想”であって、公益事業であることをとうの昔に忘れてし
まった電力会社の雰囲気を彷彿とさせるものです。
・国家戦略室は、我が国の国家戦略、その大きな片翼を担うエネルギー政策
を立案する方々は、何よりもエネルギー政策は公益的な事業であって、一部の企業家や資本家と経産省のためではないことを決して忘れないで下さい。
・政権交代も近そうだから早く仕上げたいなどと拙速に走るのは、失敗が眼に見えています。集まったアンケートを正確にきちんと整理すること、それを直ちに公表することを国民に約束して下さ
い。　　　8/3 以上

24803 個人 無職 ２０代 女性 原発ゼロシナリオ（即時） 原発をゼロにしても、日本はやっていけます。その技術も、心も、日本人にはあります。

24804 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 2030年の原発依存０％「ゼロシナリオ」を支持します。 福島の教訓を生かすには、脱原発の方向性を目指しかありません。
電力不足を招こうとも将来にわたって日本の繁栄を思うなら原発に依存しない社会を実現していくことが必要不可欠であると考えます。

24805 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 すぐに原発のゼロシナリオを実行すべき 今後何百年、何千年と安心して住めなくなってしまう福島県のような地域を作り出すことになるかもしれない原発を動かすことには大反対です！

想定外が起きたんだから想定してないなんて言わせない！　2、30年後にはこの世からいなくなってしまう政治家が未来に責任とれないだろ。責任押し付けるな。

電力が足りないと言っていた夏場でも、みんなでがんばれば節電で乗り切れた。一時的に燃料費はかさむかもしれないけれど、原発を動かさずに、同時に持続可能なエネルギーにシフトできま
すし、できるように努力します！

24806 個人 家事専
業

５０代 女性 原発は即刻廃止にすべきです。 原発は即刻中止。
なぜなら福島の事故が収束していないから。
原発は止めてたけど全く問題なかった、ということは原発がなくても大丈夫。
原因究明をしていないのに大飯原発をやるなんて正気の沙汰じゃない。
福島の人たちを助けないでほったらかしだ。
原発は補償代で高くつく。
絶対原発はなくせ。
早く目が覚めてほしい。

24807 個人 自営業 ７０代 男性 原子力発電への依存は１０年以内にゼロにする。そ
の間に太陽光発電、風力発電などの代替エネルギー
に順次切り替える。一方では節電を政策的に実施す
る。LED電球への切り替え補助金、省エネ奨励金制度
創設など。

原子力利用の安全神話は崩れ、どの原発も１００％安全といえないのが現状である。それに使用済み核燃料の気の遠くなるような処理年数、余りにもリスクが大きすぎる。地震国である日本で
は如何なる想定で対策を練っても、想定外は起こり得る。福島で起きた原発災害は大きな警鐘であり、二度と起きないように原発ゼロの日本を目指すべきである。

24808 個人 自営業 ５０代 男性 原発ゼロシナリオ（即時）。これしか選択肢はありえま
せん。

原発ゼロシナリオ（即時）。これしか選択肢はありえません。何万年も先まで核廃棄物の管理をすることは不可能と思われますし、地震国日本で原発を存在させること自体があまりにもリスクが
大きく、原発以外の発電方法でも十分に必要な電力をまかなうことは可能だと思いますので、私たちにとって原発の存在意義はまったくありません。危険な原発をゼロにすることこそ日本の将来
のためです。

24809 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発即刻0を主張します。自宅の自家菜園の土すら1
ｋｇあたり400Bqを超えています。日本国民を餓死させ
るつもりですか？

せっかく8年前に自家菜園をしたくて引っ越してきたのに、自分で作った野菜を自腹で料金を払い、すべて検査しないと安心して食べられないなんて、なぜここに住んでいるのかという根底から揺
るがされています。これ以上土地が汚染されたら食べるものも無くなってしまい、経済どころではありません。

24810 個人 自営業 ３０代 男性 原発ゼロシナリオしかありません!!!!!
気付きの時がきたんだ!!!
目を覚まさなければ!!!!

原発ゼロシナリオしかありません!!!!!!!!!!
未来を変えようよ!!! 和を背負って    ワッショイ!!!!

24811 個人 無職 ７０代 女性 １．O シナリオ  を選択します。
すべての原発の運転をできるだけ早く停止し、廃炉の
方向に努力すべきと考えます。

原発 は例え事故がなくとも、作業者の犠牲なくしては維持管理できません。そのことだけでも人道に反する施設です。

さらに、今回の福島原発事故で明らかになったように、原発は、地震・津波に弱く、一度暴走すれば人間の能力では制御できません。
地震・津波は明日にも日本を襲うかもしれません。

原発事故で放出される放射能は日本の清い山河を大地をそして海を汚染します。私たちの命の糧が失われることになります。

国土の各地に原発が存在することは、日本中に敵国からターゲットにされ得る核爆弾を配置していることになりますから、有事の際には大変危険です。

原発なくしても日本のエネルギー需要は充分満たされます。

24812 個人 自営業 ３０代 男性 1.ゼロシナリオを選択します。
早い時期の原発の廃絶を望みます。

日本列島が地震の活動期に入ったという意見が、多くの専門家から出されています。

その中で、これまでの通り原子力に頼ったエネルギーシステムを続けるのは危険だと考えます。

「原子力は絶対に事故を起こさない」という言葉を、もう信じる人は殆ど居ないと思います。

私は信じない。

事故が起きないにしても、原発には核廃棄物の処理という大きな問題があります。
これは解決する問題ではない。
後世まで問題を積み上げていくだけです。
それは無責任という他無い。
日本人としての恥。現代を生きる人間としての恥。

原発を無理に続けようとしている理由は、ごく一部の人々の利権に基づくものでしかない。
既に多くの人が既に気づいています。

これ以上の原発再稼動に反対します。
これ以上の原発建設に反対します。
原発の早い時期の廃絶を望みます。

24813 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発は我々の生活に必要かつ地球環境にも影響して
いるので、このまま続けるべきだと思います

日本人は場当たり的な対応し貸していません。将来を考えるならどの様に地球環境を守るかを考える必要があります。現在では原発しか我々にはありません。クリーンエネルギーはいいです
が、現実問題それだけでまかなえるわけでもありません。長期的には他の方向に行くのでしょうが、現段階では原発の管理の強化と再開を酢劇だと思います。
政府は目に見えるkたちで、管理方法の強化、ビジョンを示す必要があります。早期の原発再開を望みます。

24814 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発依存を２０１０年の２６％から２０３０年は１５％依
存で、良いではないかと思います。

　２０３０年までに原発に代わる電力が賄えるとは思いません。今は国民や企業が節電節電でなんとか賄えてはいますが、近い将来必ず電力が足らなくなり大規模な停電が起こるのではと危惧
しています。
　福島の原発事故を考えれば確かに原発はいらないとは思いますが、現在まで５０年余りも原発に頼ってきた日本がいきなり原発をなくすことができるでしょうか？
　原発のおかげで今まで生活をしてきた人たちもたくさんいるはずです。
　また、自治体にも原発があったため合併せず、今まで存続している市町村も沢山あるはずです。
　代替エネルギー（電力確保）ができればその時に、原発依存を０％とにすれば良いと思います。

24815 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 2030年の原発依存0％「ゼロシナリオ」を望んでいま
す。

福島での原発事故で実際の被害だけでなく、風評被害など多くの人たちに影響が出ました。福島の男性はその県民というだけで結婚相談所にいっても、ほとんど門前払いのようになってしまっ
ていると聞きました。
また、広島や長崎のヒバクニセイの方も同じような差別を受けている方もまだまだたくさんいらっしゃいます。

原爆を直に受けた日本だからこそ、もう２度とそんなことが起こらないように広島平和記念日を作ったのではないでしょうか？

この先、生まれてくる子や大人になる子たちのためにも、2030年には原発依存0％「ゼロシナリオ」を強く望みます。



24816 個人 学生 １０代以
下

女性 私は、「ゼロシナリオ」を希望します。
何を言っても、まずは安全第一です。
国民が不安なうちは、絶対に動かしてはいけないと思います。
それに、原発にはお金をかけすぎだと思います。
安いといっていますが、それはウソです。

今回の福島の事件は、忘れてはいけません！
あの事件の失敗をいかしたほうがいいと思います！
また同じようになっては、大変です。

24817 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 (1)　ゼロシナリオ
原発即時停止を支持！！ 日本は地震多発地帯である。

ただでさえ原発には事故のリスクが伴うのに、地震多発地域の日本に原発を集中させるのは危険性が大きすぎる。

大きな事故を起こした場合、取り返しのつかない大惨事になる。

原発はいらない！！

24818 個人 無職 ８０代以
上

女性 原発ゼロシナリオしかない。今すぐ全原発の停止と廃
炉を。

子どもたちに明るい未来を残したい。
原発ゼロシナリオは当然のこと、今すぐ全原発の停止と廃炉を求める。
省エネ、自然エネルギーの開発など、日本の技術をすべて注ぎ込み、脱原発を図るべきだ。
国民は生活を見直し、負担に耐える覚悟ができている。

24819 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 エネルギー・環境問題に関する選択肢　原子力 原発０％を希望します。
自然災害で大きな犠牲を体験したにも関わらず、その危険性より利権を優先し使用し続けようとする意図が理解できません。

日本という国だけでなく、地球全体を考えても原発に代わるエネルギー使用を考えていくべきだと思います。

24820 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発即刻0を主張します。特に女川再稼働は絶対に
反対です。ただでさえ福島の影響を多大に受けている
宮城県の原発を動かすなんてありえません。

一体事故を起こした後で、その事故を起こしたものをこのまま使うってどういう事なのでしょうか？正気の沙汰とは思えません。国民投票を希望します。

24821 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 30年後に０はおかしい。即刻廃炉すなわち即刻０が
あってしかるべきです。

なぜ、30年後に０しか選択肢がないのですか？
即刻０があってもいいはずです。

この「エネルギーに関する選択肢」では初めから再稼動ありきです。
とてもこれでは選べません。

即刻０の選択肢を追加すべきです。

最低でも、国民の生活が第一のいう、10年後に０も必要でしょう。

いまの選択肢ではとても納得できませんし、選ぶこともできません。

24822 個人 法人等 ５０代 男性 原発ゼロシナリオ（即時） 世界史に残る史上最悪レベルの福島第一原発事故を発生させてしまった日本。
事故から１年半近くたっても事故に至った原因を明確にすることができない日本。
あれだけの大事故が発生したにもかかわらず、責任者が誰も処罰されていない日本。
いまだ福島第一原発に残る放射性物質の処理さえ手をつけることができていない日本。
地震や津波がいつ発生するかわからないこの国で原発を維持・稼動させるほど国民の生活をおびやかすものはない。
猛暑の今夏でさえ原発の再稼動なしに電力需要をまかなえたことが明らかな現在、すべての原発は即座に廃炉にすべきと考えます。

24823 個人 無職 ６０代 男性 原発事故被害の不安に基づく反感情により人類の将
来のエネルギ基盤の選択判断を誤ってはならない。
電力は人類の社会活動のエネルギ基盤であり徹底的
に工夫した人工源（トリウム崩壊系列）を利用する（比
率８０％）。

(1)．人生を狂わせた放射能による生活環境被害の当事者は原発を許せないのは当然。
(2)．しかし当事者以外の将来の子孫を含めた人類の生存・生活環境基盤の選択肢を、反感情に基づき制限することは、将来の人類の考えを含めて正当であるといえるか？
被害者の保護・支援とエネルギ基盤の選択とは、反感感情以外には直接関連しない。
運用安全性を含めて科学技術的、経済的な合理性に基づく判断でなければならない。
(3)．現在の原発設備は核兵器製造技術を応用したものを邪な考えで導入し、運用安全性に関して個々の施設の詳細設計への設置環境条件の考慮・反映を蔑ろにしてきたものであり、順次廃
炉するとの方向性は正しい（核の新技術への転換を基本とする）。
(4)．将来の人類の社会活動のエネルギ基盤は電力形態が最適であり需要は増大する。電力へエネルギ変換する基は、エネルギ密度が桁違いに大きい核エネルギが最適で、過去を引きずる
大規模な原発システムではなく将来に適合するシステムに転換する。
トリウム崩壊系列を利用した中小規模の核エネルギ発電設備を研究開発し、崩壊熱を多段階に利用し尽くし放熱（外部冷却）を最小限にして、現状の大規模集中設置で遠隔送電ではなく消費
地域の地下に所要容量分のユニット数を並列に分散設置する。
広域の給電安定性は制御したネットワークゲート型で隣接地域との補完給電による。
(5)．現在の使用済み核燃料や高レベル放射能廃棄物の処理は、安定核への誘導崩壊などの研究と、それを安全に実行可能とする技術開発を行う。
(6)．再生可能（自然）エネルギの利用を否定しないが、エネルギ密度が小さく不安定で一般的な社会活動の基盤電力への変換には色々な面で不適合であると考える。火力発電はこの補完や
核エネルギ発電の停止期間の補完や暫定的発電に限定する。

24824 個人 自営業 ２０代 女性 原発ゼロシナリオしか有り得ません。 日本人が自分たちの歴史ある土地でずっと安心して暮らしていけるように、世界にこれ以上放射性物質を撒き散らさないために、脱原発を支持します。

24825 個人 家事専
業

７０代 女性 「ゼロシナリオ」を支持します。 今回の東日本大震災により、原発と人類は共存できないことが立証された。

「安全神話」に基ずく原発・エネルギー政策から、原発に頼らないエネルギーの　政策を確立するべきです。

24826 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 今後10年以内くらいに原発ゼロを目標とする。
そのために電力の自由化、節電、再生可能エネル
ギーなどの推進、徹底した安全規制、廃炉への立地
地域、電力会社はの経済的支援の確立を行う

今回のパブコメは、国民的議論の一環とのことですが、現状では、まだ、十分な議論が行われていないように思います。十便に議論を行ったうえで、国民の意見を反映したものとなるよう希望し
ます。
まず、2030年の電源構成については、社会・経済情勢、技術革新の動向が不明なため、政府が何らかの数字を出すこと自体ナンセンスであると思います。
エネルギー政策について、行うべきことは
１、電力の自由化
２、再生可能エネルギー、小規模分散型の発電システム、節電（エネルギーの効率的利用）の推進
３、原子力発電所への中立的機関による徹底した安全規制
４、原発立地地域、電力会社に対する廃炉への経済的支援体制の確立
そのうえで、二酸化炭素の排出の抑制をする場合は、二酸化炭素の排出そのものに対して、経済的規制を行うべきで、二酸化炭素を抑制するために特定の事業（原子力発電所など）を推進す
るといったことはするべきではありません。
目標としては、早期（2030年以前、今後10年以内）に原子力発電所をゼロにすることを掲げ、上にあげた政策を推進すべきと思います。

24827 個人 その他 ５０代 男性 原発は危険です。
原発ゼロでいきましょう。
｢原発稼働ゼロ｣を日本のエネルギー政策の規範とし
て
セットしましょう。
再稼働した大飯原発はただちに停止し、安全を確保
すべきです。

福島原発の事故で｢原発安全神話｣は崩れました。
日本の原発が安全であると確信できる「証明」はありません。
有害で、事故防止策がお粗末で、事故があっても制御しきれず、「健康に生きる」ことへの壮絶な脅威となる原発は、ただちに廃炉にしてほしいです。

まず、「日本の生きざまは、原発ゼロ」だと方針を固めましょう。
＝これは福島原発事故のような事態を再発しないという決意と行動の表明で
　す。一方、15％シナリオ、20－25％シナリオは、老朽化した原発を稼働し
　続けるか、新たに原発稼働を拡大するというシナリオですね。原発の安全が
　証明できないなかでの異常な選択です。
＝再生可能エネルギーの開発が必要です。それは「原発ゼロ方針」をセットし
　てこそ、迫力ある政策検討と実行行動が本気できるでしょう。
＝産業や家庭など、日本のあらゆる分野で省エネをすすめましょう。

24828 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発のエネルギー依存度についての意見 エネルギーの原発比率を０％にして下さい。

24829 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 安定的かつ安価な電力は我々の生活とそのベースと
なる産業活動に必須。選択肢の中では、原発への最
大限の安全対策と管理・監督体制の見直しを前提に
(3)案が妥当。但し、電力コスト低減に向け抜本的な対
策が不可欠。

生活やそのベースとなる産業活動に安定的な電力供給は必須。かつ資源の乏しい我が国では他国と同レベルの電力単価が国際競争力の観点から望まれる。これに対し我が国の電力単価は
国際的に高く、特に電力多消費方の製造業にとっては重荷となっている。一方、昨年の震災以降原発の安全性に対する懸念が増大し、特に地元住民からすれば、大きな問題であることは紛れ
も無い事実。但し、今回の事故は災害等のリスクに対する電力会社およびこれを指導・監督してきた政府の危機意識の希薄さが原因のひとつと考える。今回の事故を契機に原発は全て停止す
べきという議論に対しては、考えられるリスクおよび、これを超えるリスクに対する対応策をより科学的な根拠を持って提示すべきと考える。これなくして、安全と言う理由の下で、不安定かつ高
コストの電力ソースの導入を第一義として掲げることは冒頭の電力の持つ意義に照らしても非現実的であると考える。
従って、
(1)これまでの原子力政策や管理体制を安全面から抜本的に見直すことを前提に
(2)既存の原発の再稼動に関しては、立地面や設備老朽化の面からも厳しく見直しを行うと共に考えられる安全対策の方法とコストを明確にした上で議論をすべきと考える。
これらの検討手続きを経た上で最適な組み合わせを選択することにより、結果として、今回の3案から選択するとなると(3)20～25％等の現状に近いシナリオが妥当となると考える。
但し、今回の20-25%シナリオでも電力単価が現状に比べ大きく上がることは国際競争力上も看過できず、抜本的なコスト削減の検討が不可欠と考える。

24830 個人 学生 １０代以
下

男性 原発はもういりません 危険だから

24831 個人 自営業 ５０代 女性 原発は、即刻やめるべきだと思います。
福島の原子力発電所での想定外が多すぎました。

私は50代です。小さい頃から原発ででる、核廃棄物の問題をテレビで見ていました。
未だに、最終処理場が決まっていません。
最終処理場が決まらない限り、原子力発電所を増やしたり稼働したりするのは間違っています。
また、福島の原発での責任の所在が解りません。
責任を取る人がいないのであれば、同じような事が繰り返されるでしょう。
ここは日本で地震の多い国です。
人が住めなくなるのはイヤです。

24832 個人 自営業 ４０代 女性 原発全面反対 　原発事故は起こるものと認識の上で、起こった後の賠償や環境被害などの損失の大きさ（環境被害は金額でははかれ無いくらい大きいという事実は明白になっています。）と原発で電力がそ
れをまかなうくらい安価なのかを考えるべき。当然安価でもなんでもありません。むしろとんでもなくマイナスです。
　場当たり的なエネルギ－政策はナンセンス。人類が破滅するのを前提とした原発容認は自分のクビをしめる愚の骨頂といい加減に国は気づくべきではないでしょうか。
　政治家、官僚、電力会社の人間は原発の近くで住めますか？本当に住めますか？たかが電気のために命を捨てられますか？

24833 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原子力発電の即時永久停止を求めます。 原子力発電の即時停止を求めます。
そもそも、日本の電気代は高額すぎます。
原子力が日本のエネルギー安全保障というのも、全くナンセンスです。
安全神話が崩壊した今、原子力を選択する合理性はゼロです。

24834 個人 無職 ６０代 男性 ２０３０年までと限り、しかも３種のシナリオだけに限っ
ての提示は、「１５シナリオに誘導しようとする意図を
感じる。選択すべきは「ゼロシナリオ」であり、それ以
外に選択すべきシナリオは無い。

３つの選択肢についていえば、直ちに「ゼロシナリオ」を選択すべきだ。

その理由：
１，原発無しでは電力不足になると言う情報は、現在の状況を見ても嘘だということがはっきりしている。電力会社は、以前は公表していた各社の最大発電容量（能力）自体を現在は非公開とし
ていることからも明らかだ。

２，福島原発事故の収束も原因究明も不可能な段階で、根拠のない安全基準を急造し、それを元に安全宣言することに何等科学的合理性がない。しかもこれまで事故を隠し、安全神話を捏造
してきた「研究者・当事者」がそのまま原発を再開していくことには信頼が置けない。

３，ひとたび事故を起こせば、何世代にも亘って影響するものを、簡単に再開・新設することは、文明的にも認められない。同様に、数百～数千と僅かの地元民の同意を根拠にして数十万人に
も影響する危険を正統化することは国民に対する犯罪行為だ。

４，原子炉廃棄物の処理法がいつまで経っても確立できないままでの原発運転は危険を更に増殖している状態と言える。廃棄物再利用を目指す増殖炉も能力を確立できないどころか、事故ば
かり起こしている。他国同様、もんじゅも併せて廃止すべきだ。

５，マスコミ報道などからしても、各地での原発に関する意見聴取会というものの運営が非常に偏っているとの印象を持っている。本ページでの意見登録についても、それがどんな扱いを受ける
のかはっきりしない。単なる聞き捨て、読み捨てとならぬよう、真摯な扱いを望む。　以上

24835 個人 学生 １０代以
下

女性 原発はなくしてください 体に悪いから怖いです

24836 個人 無職 ７０代 男性 １　原発は大飯３・４号機を含め、直ちに廃炉にする
べきです。
２、再生可能エネルギーは３０％以上に誘導すること
が望ましい。
３　グリーンエネルギーへの転換は３年以内に実施す
るのが望ましい。

１　福島の事故原因も究明されず、今でも放射能物質を排出し続けており、放射能は人類が制御できない現状で、使用済み核燃料の処理方法も決まっていない。
　再度、事故が発生すれば、日本は全滅することは必定。
原発はコストが安く、電力料金が安いとされているが、廃炉費用・使用済み核燃料の処理費用を加算したら最も高くなるのではないか。今、安いコストで運用することは後世にその負担をまわす
だけだ。
２　小規模水力・風力・太陽光・地熱等の発電に国を挙げて取り組めば３０％以上の実現は可能である。その為には若干の規制緩和が必要な場合がある。

３　今まで、原発に使っていた予算をすべて再生可能エネルギーの開発のために回したら十分ｔ思われるが、３年間だけその５割増しの予算で誘導すれば可能と思われる。

４　人の命、国家の存続と経済優先のどちらを大切にするのか。国家の使命は国民の生命と財産を守り、福祉を実現することである。原発の再稼働はこれに反している。
24837 個人 家事専

業
４０代 女性 脱原発！それを前提に将来、再生エネルギーに切り

替えていく道に進んでほしい！
政府が提示した３つのシナリオを見せていただきました。生活をしていかなければならない私たち国民はコスト面を見せびらかされると原発なしでは到底、無理と思わせる・・・そんな誘導のよう
な情報提供をされると脱原発は訴えたいけど生活が・・・という風な方向へいってしまいます。そんなことをし続けるのはやめて今、起きてしまった現実をしっかり今後を見据えて原発を無くしてい
く方向に切り替えるターニングポイントにしてほしいです。
子供たちの未来を考えて・・・。
すぐにすべてなくすというわけにはいかないと思うのでしっかり計画を示して方向を決めてください。

24838 個人 無職 ６０代 男性 ゼロシナリオを支持します。 大飯原発再稼動時に総理大臣は私の責任でと言われましたが、もし東日本大震災級の地震が福井県近くで発生し原発で臨界事故が起きたらどのように責任を取られるのでしょうか。ベント
等、全ての対策が完了しなければ再稼動しては絶対に駄目です。故郷をを無くす人達が増える事になります。
他のクリーン発電等が増加するまでの間、電力はしばらく辛抱して生産活動も生活も抑制すれば良い。大飯原発再稼動後は火力発電を数機停止したそうで、大飯原発も再稼動の必要が無
かったと思います。



24839 個人 学生 ２０代 男性 原子力発電の依存度は０％にしてもらいたいと思いま
す。

安全の確保ができないため。

運良く事故が起こらなければ良いが、運悪く事故が起こった事を考えると経済効果や原子力技術の維持はあきらめるべきだと思う。
今後経済成長はありえないことを前提に国の政策を考えていただきたいと思います。

推進派の方々は自分たちの生きているうちは“事故が起こらないだろう”という無責任な政策は辞めていただきたい。

24840 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発ゼロにして下さい。 原発は不要というより有害です。
利権が美味しいのは分かりますが、事故が起こった場合のリスクを考えると
完全撤廃するのが当然だと思います。
高速増殖炉「もんじゅ」など、どれだけの税金が無駄使いされたことか。
もう本当いい加減にしてほしい。
東日本大震災に遭ってもなお原発を推進し続ける人の頭はおかしいと思う。
地熱発電や太陽光発電に切り替えれば済む話ではないか。
ここまで言っても分からないのであれば、もう何が起きても私は知らん。

24841 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 日本経済が破綻するであろう原子力ゼロには大反対
である。但し、東京電力の体質改善による電力単価低
減、グリーンエネルギー開発による安価な電力供給
が可能となった時点で、原子力は削減方向に進める
べきだと思う。

原子力ゼロによる電力単価アップは、恐らく日本企業の国際競争力をより一層低下させ、経済が破綻するだろうと思われる。現在でも３．１１大震災時の工場停止（製品出荷停止）により、安価
な海外品がシェアを伸ばし、日本の企業は減産を強いられている。これ以上の電力単価アップは、企業倒産のトリガーであるとしか思えない。

ただしいつまでも原子力に頼るのは反対である。
まず、東京電力の体質改善による電力単価低減へ進めるべきである。親方日の丸的な電力会社には、「企業努力」「経費節減」という言葉が無いように思える。発電設備の定期点検費用は、一
般民間企業の２倍以上の作業工賃単価を支払いながら行われていると感じている。全てを電力単価に上乗せすれば予定通りの利益を得ることが出来るからだろう。

また、グリーンエネルギーへの転換も積極的に行い、恐らく１０年程度あれば、電力単価を上げること無く（企業を殺さずに）、安全で安価な電力へ移行する力を、日本の技術力は持っていると
思う。その開発のためにも日本の企業を存続させて頂きたい。

24842 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 ゼロシナリオ希望 ゼロシナリオを希望する理由

（１）
ゼロシナリオ採択時のデメリットは何か？

　＝＞電力が高くなり、供給が若干不安定になる

（２）
ゼロシナリオ以外（原発使う）採択時のデメリットは何か？

　＝＞不測の事態（天災、人災等）が発生した場合の国民の健康被害（命に対するリスク）、国土汚染（回復までに長期間を要する）

（１）は、工夫によりクリアしていくことが可能なデメリットです。

（２）については、不測の事態に対して原発が絶対に安全ということが証明できない限り、消して受け入れることのできないデメリットです。
そして、今後「原発が絶対に安全」と保障されても、その保障自体、信じるに足りない保障であることは、昨年に立証されたことです。

24843 個人 家事専
業

８０代以
上

女性 ゼロシナリオを選択
2030年ではあまりに遅い。原発再稼動をすることなく、
いますぐゼロを実現してください。

福島第一原発事故はまだ収束されていないどころか、未だに放射性物質を放出しています。娘婿の実家は福島県二本松市で、線量の高い中ですみ続ける親族もあり、その方々の健康を考え
ると、どうにもいたたまれない気持ちです。原発事故後に1名は亡くなっており、事故のせいかどうかわからないと言われても、因果関係を否定することはできません。こんな恐ろしい放射能を作
りながら発電するものを、なぜ続けようとするのか不思議でなりません。国土を大きく失うことになる原発事故が、二度と起きないという保障はどこにもありません。地震国日本においてとるべき
道はひとつ、原発を二度と稼動せずに一刻も早く廃炉に取り掛かることです。
迷うことすら許されないことに気づくことが、日本を滅亡させない唯一の道です。

24845 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」を主張す
る。
経済復興には国民の「未来への希望」というエネル
ギーが必要だ。

政府は経済のため、というけれど、原発が安価なエネルギーだなんて誰ももう信じない。毎年、再生可能エネルギー比率が増えていくことが、国民の活力を生み出す。日本の技術力は、国策に
よる援助で飛躍的に成長する。いま求められるのは、官僚たちの「新たな転換を迎える勇気」だ。

24846 個人 家事専
業

３０代 女性 原子力はいりません。断固0％シナリオを支持します。 2030年には息子が成人します。人間の手に負えない原子力のごみをこれ以上増やして子どもたちの負担にしたくありません。日本の自然環境を活かした、持続可能で国内循環出来るエネル
ギーに一刻も早くシフトすることは、必ず実現可能です。このまま原子力に固執することは世界の潮流からもおいていかれます。いち早く世界のモデルとなる、世界中の人たちがうらやむような
合理的で持続可能なエネルギー社会を目指すべきです。それには大きな発電所ではなく、風力、バイオマス、太陽光、小水力、地熱などの自然エネルギーを活かした、小さな地域ごとの発電施
設をたくさんつくることが近道だと思います。

24847 個人 自営業 ４０代 女性 国内にあるすべての原発に関して、即刻廃止をお願
いします。

福島の災難を目の当たりにして、「安全性に問題なし」などということは、国内のどこの原発にも言えないと思ったからです。

「もしも」の想定をした場合、100％大丈夫とは言えませんね。日本は地震国ですし、面積も小さく、一か所で放射能漏れを起こしただけでも、その土地の生命は終わるのではないですか？人間
の生活だけではなく、動植物や土なども…。

地震などなくても、電源の確保ができなければ、いのちを危険にさらすんですよ。

１年前の事故でさえ、まだ全く解決していないのに、同じような可能性のある施設が全国に複数あるなんて危険すぎませんか？
避難しなければならない方々が、まだちりじりになっているというのに、あちこちで事故が起こったらどうなるんでしょう？国内でジプシーするにも日本は狭い国ですよ？
どうしても原発を動かしたいならば、国民全員に「100％の安全性」を説明しないといけないのではないですか？それができないなら、「もしも」の事故が起きたとき、具体的にどのような補償がな
されるのか、生涯医療保障するとか、別の地域に住まいと仕事を保障するとか現実離れした補償内容をはっきりと明記して、それで了解を得られた地域住民しか住んでない場所で動かすしか
ないのではないですか？（ないと思いますが）
今、止めなくていつ止めるんですか？
今しかないのではないですか？
今まで、電気があるのが当たり前と思っていました。
電力のことなんて何も知りませんでした。
電力は余ったら捨てているのでしょう？
今まで通り、火力に頼りながら他の安全と思われるエネルギーを真剣に考えるべきではありませんか？

もし、電力が足りなくなるのなら、使うのを我慢してもよいという人たちは多いと思います。病院や医療機器を使用する方たちを最優先して電力を供給して頂いてかまわないと思います。

世界に向けて「脱原発」への取り組みを見せていきましょうよ。最悪の事故が起こった後の処置をすみやかに行い、世界に発信しましょうよ。
今の日本にしかできませんよ。
そうすれば、世界中から原発をなくすことができるかもしれない。地球を守りたいです。

24848 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 2030年ではなく、直ちに原発を０にするべき。 すでに、原発が無くても電気は足りていることや火力発電所の多くが稼働していないことを考えると、事故のリスクもあり、不要である。
再処理もうまくいっていない。

原子力に関わる企業や組織はお金でマスコミや地域を支配し、多くの情報を隠し、嘘を平気で重ねる。

また、今回のパブリックコメントの選択肢も４０年で廃炉、新しい原発は建設しないを守れば、２０３０年時点で１５％にすることは不可能で、不自然な選択肢である上に、またその説明も無い。

24849 個人 学生 ２０代 男性 ２０ー２５％シナリオに同意 他のシナリオ，特にゼロシナリオでは，火力発電所と再生エネルギーへの依存が高まっている．

しかし，再生エネルギーとしてあげられている風力や太陽光は四季で気候が変わる日本では安定した供給は期待できないと考えられる．そもそも，風力発電はオランダのような安定して同じ方
向から吹いてくる風（偏西風など）があって初めて採算が取れるものだと思われるし，太陽光発電などは梅雨期など，雨が多い時期はとても期待できるものではない．

また，火力発電に関しても，先に鳩山氏がCO2低減を世界に公言していたことを考えれば，過剰に増加させる事は難しいと考えられる．

また，原発が事故に遭い，全て止まっていてもひとまず電力供給が行えているのは，多様なエネルギーが一定の割合で共存しており，補うことができるからであると考えられる．

従って，政府の提示する２０－２５シナリオに同意する．

24850 個人 学生 ３０代 男性 原発ゼロシナリオ（即時） キューバのような、自然エネルギー、有機自然農業、代替医療などに重点を置く政策に速やかに移行し、持続可能な社会を目指すべき。

24851 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発比率は最大限高めるべきである。２５％ではなく
当初素案にあった３５％を目指すべきである。

　私は、昨年の東日本大震災後の計画停電の経験者である。私の居住区域では夜間に計画停電となり、冬期の夜間に子供を含む家族４人がなすすべもなくただ停電時間が終了するのを真っ
暗闇の中で待つ他はなかった。その不安や心細さはとても表現しきれない。また住居周辺は停電により治安面で極めて危険な状況となった。
　中長期的にみても、１００年後はいざ知らず今後３０年程度の期間を見据えた場合、原子力に相当程度依存せざるをえないのは明らかである。国家安全保障の観点から火力だけに頼るのは
余りに危険であり、太陽光発電や風力発電はその非効率性や不安定性から主要電力源たりえない。
　電気の有り難さを知らぬ反原発勢力の者等には、電気を一切使うなと言いたい、坂本某という五流音楽家が「たかが電気」と嘯いたそうだが、それならば電気を一秒たりとも使うべきではない
し、電気に依存した電車等交通機関には乗るべきでない。超近視眼的な反原発運動の盛り上がりを見るにつけ、怒りを超えてその愚かさには虚しさのみが残る。
　東日本大震災での原発事故は悲しむべき痛恨事ではあるが、事故原因は津波が主たるものであって、地震によるダメージは報道されている範囲で判断する限り皆無乃至は僅少である。従っ
て、津波対策を施せば原発の安全性は担保される筈であり、その点からもむしろ積極的に原発活用を考えるべきである。
　以上から、政府の示す３つの選択肢ではなく、当初素案にあったと報道で伝えられる原発３５％を強く主張する。

24852 個人 家事専
業

５０代 女性 「原発ゼロシナリオ（即時）」
日本中のすべての原発の即時停止と廃炉の決定をし
てください。

使用済み核廃棄物の安全な処理・処分方法が確立されていないため、これ以上、核の廃棄物や放射能の負の遺産を残すのは反対です。
それでなくても、現在までの使用済核廃棄物が安全で管理・保管されるという保障はどこにもありません。早急に地震・津波・テロなどからの対策を取って下さい。福島の二の舞はｺﾞﾒﾝです。ま
た、土地や屋敷、家族を置いて避難を余儀なくされている福島の方々の事を思うといたたまれません。第二第三の福島を日本から生み出さないためにも原発からの即時撤退（脱原発）を打ち立
てて下さい。

24844 原発ゼロシナリオを支持します。
2030年と悠長なことを言わず、今すぐ全原発を停止し、廃炉計画を策定すべきです。
何よりも「廃炉」という意志決定を早急に行い、早急に見通しを示してください。

そもそも、なぜ日本は原発を推進してきたのでしょうか。
政府の説明は「化石燃料の高騰と枯渇を懸念してのことであり、CO2排出を抑制するため」という内容でした。。
しかし、エネルギー源は化石燃料だけではありません。水力、太陽、風力、波力、地熱、潮汐力など、日本の周辺には様々なエネルギーが存在しています。輸入に頼らざるを得ないウランより
も、はるかに自給自足できる可能性が広がります。
また、炭素燃料ではありますが、日本周辺でも天然ガスが採掘されており、またメタンハイドレートが大量にあるという期待もされています。炭素燃料といっても、廃油やバイオチップなど、炭素
循環を促す方法を採れば、環境中に排出するCO2は相殺できます。

また、私たちの生活に必要なのは「便利さ」や「快適さ」であり、「電力そのもの」ではありません。たとえば太陽光を取り入れて空気を逃がさないようにすれば、暖房が可能になります。水の流れ
を動力にかえることもできます。また一方で、科学技術の発達により、エネルギーの利用も効率化が実現しています。一例として、家庭用冷蔵庫の消費電力が２０年で８割、エアコンは１０年で４
割も減ったという試算を示しておきます。
http://allabout.co.jp/gm/gc/28172/

原子力なしでも、私たちの生活水準が下がる懸念はないことを示しました。ここからは、原子力発電の持つ致命的欠陥について述べます。

まず、何と言っても高レベル放射性廃棄物の問題です。特に使用済み燃料は、長年にわたって危険なレベルの放射能を持ち続けるため、厳重に管理する必要があります。最終処分として地層
処分が言われたりしますが、地震国であるこの日本で、いったいどこに何万年にもわたって安全に管理できる場所があるのでしょうか。地中あるいは海底深くに埋め込んだ高レベル放射性廃棄
物が地震でダメージを受けて漏れ出せば、対処のしようがない広範囲に放射能汚染が広がることになります。

原子力発電を継続することは、現在でも処分の目処がたたない廃棄物を、さらに増やし続けることです。ですので、原発は一切稼働させない、一刻も早く廃炉の見通しを示すことを求めるもので
す。

次に、被曝労働が存在する問題です。原子力発電は、燃料となるウラン鉱石の採掘から、濃縮過程、発電プラントでの利用、最終処分に至るまで、関わった労働者を被曝させます。ここでジレン
マが生じます。

被曝労働にあたっては被曝量を管理し、一定量以上被曝させないことが求められています。これは労働者の健康を守るため最低限でも必要な措置ですが、一方で被曝線量の上限により、長時
間・長期間にわたって従事できないことにもつながります。これは、細心の注意を払い、最高の技術を持ってあたらなければならない核プラントの運用について、技術者の技能習熟に限界があ
るということなのです。また一方では、大量の労働者を必要とします。もちろん機械化できる部分は機械化がなされるでしょうが、福島のような事故が起きたり、そうでなくても様々な故障などの
対応をきめ細かに行うのは、人間が直接行う以外の方法ではなかなか困難です。これは「もんじゅ」の部品落下事故とその後の経緯からも明らかです。

被曝管理を厳重にするほど技能の習熟ができないこと、労働者の確保が困難なことから、被曝管理が疎かにされる、むしろ被曝量が隠蔽されるという深刻な問題も存在します。また被曝だけで
なく、厳重な防護服を着用することによる作業の困難さ、夏には熱中症の危険性も指摘されています。

また、ウランの採掘現場では、何も知らされない労働者が無防備で作業にあたり、健康被害を受けている実態も告発されています。

労働者の人権という観点からも、核エネルギーの利用はあってはならないものです。

他にも指摘すべき点は多々ありますが、改めて原子力発電ゼロの道を求めます。廃炉作業は今後数十年にわたるものであり、日本がその道に先陣を切って踏み出すならば、世界からの賞賛
も得られることでしょう。
冒頭に述べたように、再稼動の中止と、廃炉の意志決定と計画の策定を行い、一刻も早く廃炉の見通しを示すことを求めます。

原発ゼロシナリオを支持します。
2030年と悠長なことを言わず、今すぐ全原発を停止
し、廃炉計画を策定すべきです。
何よりも「廃炉」という意志決定を早急に行い、早急に
見通しを示してください。

男性３０代パート・
アルバイ
ト

個人



24853 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発ゼロシナリオ（即時） 原発ゼロに向かう政府としての行動を見せてください。野田総理は『私の責任において』といい大飯原発を再稼働させたが、事故が発生した場合にはどのように責任を取るつもりか？辞任なん
かで責任が取れるレベルじゃない。
そもそも福島第一原発事故に至っても誰一人何も責任を取っていないではないか。
これほどに世論が、世界が、原発０に向かおうという流れなのに、どうして再稼働しか選択肢はないのか？もう、再処理工場のリミットも見えてきたというのに。廃炉の方法すら検討されないのは
おかしいとしか言いようがない。
あれほどの『国災』地震、津波、原発事故を経験していて、まだなお再稼働させたいという意図がわからない。
東電は事実上国営化ということであれば、東電の値上げは消費税のようなもので国民から政府へ徴収させる税金のようなものと思わざるをえない。
東電は一株式会社として、一度破産させた上で、再雇用という方法を取るのが一般の株式会社としての考え方として妥当だと思われる。
今までの利益と権利の上にあぐらをかいてきたツケではないだろうか。
もっと、体力があるうちに次世代エネルギーの開発や自然エネルギーへの研究に力を入れてくるべきではなかったのだろうか。
日本は地震はいつかかならず来ることはわかっていたはずなのに何も対策などを取らなかった上層部、社長だけではなく、役員や監査法人も含め今までの責任をとって解任すべきである。それ
らの怠慢について原発を止めたら赤字になるだの、「再生可能エネルギーの固定価格買取制度」に伴って、電力会社が
買い取るコストを利用者側が負担する「賦課金」を払えとかおかしいでしょ。
そんなことをして一流企業並みの給与が与えられていることに対しても世論が厳しいのは当然。なぜ、それくらいのことが1兆円も税金を入れているのに言えないのか謎で仕方ない。裏があると
勘ぐりたくなるのが自然ではないだろうか。末端の社員まで肩身の狭い思いをさせるくらいなら、給与レベルを下げるにあたって希望退職を募ればいいだけの話でしょ。

これだけの世論があるのに原発０の検討についてさえ話し合わない政府の姿勢には全く賛同できません。
そもそも、この３案もどうしてこの３つから選ばなければならないのか？妥協と調整が好きな日本政府のことだから第２案を目指したがうまく行かなかったと言う言い訳が今から想像できる。国会
は無駄な遣り取りをして時間をかけているだけ、本当に応えを出そうという気が感じられない。自民党も、民主党も、公明党も保身を考えているとしか思えない。
バレているのに開き直っていられるのが政治家なんでしょうが。

24854 個人 無職 ７０代 男性 原発はゼロにすべきです。 福島県民16万人が、いまだに自分の家に戻ることができず、経済的にも精神的にも大変な目にあわせていながら、さらに広島原爆の600倍以上の放射能をばらまき、田畑や農作物、家畜、海
産物、さらに学校や住宅や村全体を汚染しながら、あれは想定外の事故だといい、今に至ってもなお原発にしがみつく人がいる。あれはまったく想定通りの事故であり、地震国日本では今後と
も十分におこりうるであろう。処分方法も決められない放射性廃棄物をこれ以上出さないためにも、原発は全部廃炉にすべきです。

24855 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 使用済み燃料の安全な処理ができないことや、地震
と津波の被害に遭いやすい日本の原発の立地場所を
考えると、これ以上原発事故のダメージを国民が受け
ないように、今すぐ全ての原発を止めてください。

昨年の東電福島原発事故により、改めて日本の原発の現状を認識しました。こんなにも多くの原発が全国的に造られ、電力を原発に頼っていたのだと驚きました。

安全でクリーンだと言われてきた原発エネルギーは、実は、安全な処理方法が確立されていない使用済み燃料を大量に創り出しており、永く子孫の代にまで負担を残していくことや、通常でも
作業員は被曝しながら働き、事故になると尚更健康被害は増し、周辺住民も被曝し、福島のように故郷を離れ帰ることができず地域の崩壊に結びつく可能性があることもわかりました。また、周
辺住民だけでなく、山や太平洋も汚染したため、食品からも放射能被害を受ける状態になっています。海外にも放射能汚染の影響は及んでいます。

昨年の事故で、事故についての正確な情報の提供やスムーズな補償は行われず、子どもたちの被曝は真剣に問題にされず被災地域からの疎開も行われなかったことに、国民の安全と安心を
第一に考えていない政府の姿勢に不信感がつのりました。昨年の311以来たいした事故ではないというイメージを与えようとし、事実を隠す姿勢や「放射能はただちに健康には影響を及ぼさな
い」という言葉で人々を欺く広報をしてきた政府と、NHKを中心とするマスコミの姿勢にも不信感をいだきました。被災者への補償は、責任を逃れようとする企業の姿勢とそれを追及できない政府
により、遅々として進んでいないように見えます。そういう状況の中で、不安を感じ子どもの健康のために自主避難を選んだ人々もまた、補償されずに大きな負担を抱え苦しい生活をしていま
す。

大変な被害を国民に与えながら、国内の電力会社は会社の経営と利益を守り、職場や自身の待遇を守るために、補償を出ししぶり、原発による発電とそこから上がる権益を手放そうとはせず、
政府はその圧力に屈しているように見えます。

経済活動と国民の生活を守るために原発による電気の供給を続けるといって政府は、安全が確認されていない大飯原発を再稼働させました。その他の原発までも再稼働の準備をしていると聞
きます。再度災害が起こり、東京や京都・大阪という大都市を含む事故になった場合、多くの人が被災し死亡し、病気になったり被曝による健康被害に長年苦しむようになっても、日本が国とし
ての活動を維持できると思われるのでしょうか？去年の事故では想定外と言う言葉が大手を振って使われましたが、想定しない姿勢や被害を想定してきた良心的な科学者の提言を無視するや
り方は国民や人類に対する罪だと思います。

国民の安全と健康と国家の存続を考えたエネルギー政策を進めて行かれるようお願いします。

24856 個人 家事専
業

５０代 女性 原発ゼロ% をめざすべきです。一日でも早く原発から
再エネへ政策転換することで、再エネ技術革新が一
気に進むはずです。

日本は地震大国であるだけでなく、金属疲労、人為的ミス、テロ、紛争、隕石の落下・・・ないとは言えません。いったん事故が起きたら現状復帰は不可能であることが明らかになりました。「福
島」という大きな大きな犠牲をはらったのですから、もう二度と過ちを犯してはなりません。使用済み核燃料の処理方法も未確定であることも大きな問題です。子々孫々に申しわけない。原発労
働者の日常的な被ばくも見過ごせません。いまこそ、大きく舵を切るときです。
日本の再エネ技術は高く、日本は、風力、水力、太陽光、地熱、バイオマスなど、エネルギー政策が再エネに方向転換すれば飛躍的に伸びていくでしょう。
原発を温存している限り、日本の未来に希望を見出せません。

24857 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発０シナリオを求めます。 送電網を電力会社から切り離して、
個人が自分の好きなエネルギーを選べるようにしてください。
倍以上高くても自然エネルギーを買います。
反原発を唱える人が、
どれほど痛みを持つ覚悟で唱えているのかの指標にもなります。
意見を聞いても、実際にやってみなくては
わからないことです。
どうぞよろしくお願いします。

原発はすぐに０は無理でも、
私が死ぬまでに０にしてほしいです。
新しく作らない。
そして４０年経ったら必ず廃炉にしてください。

いくら以上の家を新築で立てる場合、
必ず太陽光発電を設置するという法案を作ってはどうでしょう？
家を建てられるのは金持ちしかいないから
生活にかかわったりするから無理というような
ことはないのでいいと思うのですが。
マンションも同様に。

原発０シナリオを求める理由は
フクシマ第一原発の二の舞をもう二度と絶対に起こしてはならない。
からです。

24858 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発ゼロシナリオを強く要望します。また今回の3つの
選択肢をいつまでに実現するのか、期限が設けられ
ていないので、期限を設ける事も合わせて要望しま
す。

原発ゼロシナリオを希望する理由
１、原発を安全に管理する事は現在の科学技術では不可能
２、原発を稼働する事で生まれる核廃棄物の処理の問題が解決できていない。
３、原発を稼働する事でたとえ事故が起きなくても放射性物資が排出されてしまう。
４、一度大気中に排出された放射性物質を完全に取り除く技術を人間は持っていない。（除染は放射性物質を単に別の場所に移動させるだけ。）
５、１～４のリスクを負ってまで（つまり生死を賭けてまで）大量に電力を使用する事はないと考える。
（原発がなくても電力は十分足りている。電力会社の利益の為に原発を稼働
させているだけ。）

発電に関しての意見
１、自然エネルギーにシフトして欲しい。
２、発電・送電の分離。
３、消費者が電力会社を選択できるシステムの構築（なぜこの時代に電飾会社だけ選択できないのか。）

原子力規制委員会の人事案に関して
細野大臣が5人の候補者を選んだプロセスを明らかにするべき。脱原発の専門家がたくさんいるのに、「規制」と名のつく委員会になぜ原発推進派をわざわざ選んだのかきちんと説明するべき。

その他
脱原発・再稼働反対に関する署名や大規模デモにも関わらず、再稼働決定や規制委員会の人事案を提出する政府は国民を無視しているとしか言いようがない。野田首相は即刻辞任するべき
である。
また、政府は正確な情報を国民に提供する義務がある。その為には企業と癒着のあるマスコミだけでなく、フリーのジャーナリストにも公平に情報を与えるべきである。

24859 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 日本は長い年月をかけて育て上げた原子力関連技術
をむざむざ捨て去ろうというのか？近隣各国で進めら
れている原子力推進の中で、日本はエネルギー貧民
に成り下がることは目に見えている。３０％以上維持
を望みます！

　本日（８月２日）、福井大学附属国際原子力研究所で行われた「エネルギー・環境に関する選択肢の勉強会」に出席させていただきました。本日の勉強会で、今の政府のおかれている窮状と
出口の見えない中での無理な選択をせざるを得ない事情のようなものは理解することはできました。しかしながら、今のこの時期にこのような選択を、具体的な詳しいシナリオを提示されないま
ま（これだけのシナリオでは判断できませんし、マスコミ等は全くこのシナリオに付いて報道すらせず、単にパーセンテージを示すだけですので）何も知らないでまともに判断できない国民に判断
をゆだねざるを得ない状態を憂いています。
　提示されている３つのシナリオのどれをとっても、現在日本が保有する原子力技術を継続的に維持できるものではありません。長年、政府主導で進められてきた日本の原子力関連技術は、今
になってようやく世界的に最も進んだ技術として結実しています。世界の中で、最も安全で効率の良い原子力発電を建設できるメーカーは、もはや日本とフランスにしかありません。一方で、不
完全な技術ながらも国を挙げての後押しを受けて、韓国・中国は積極的に原子力の開発を進めてきており、日本の後を追ってきています。また、中国をはじめとするアジアの各国では原子力発
電の建設とそれに隠れた核保有を着々と進めつつあります。
　このような状態にある東アジアで、これから原子力のGメンとしての働きを期待されているこの日本が、今、一流の原子力技術を手放そうとしています。
果たして、これでいいのでしょうか？
　シナリオによれば、原子力にかわり、自然エネルギーをそれに充当することになっていますが、省エネルギー＆自然エネルギー開発がシナリオ通りにいかなかったら、日本はどうなるのでしょ
うか？
　国内での原子力発電の縮小を余儀なくされた場合、東芝、日立、三菱をはじめとする世界の冠たる日本の原子力関連メーカーは、早い時期に、原子力発電部門を縮小します。企業とはとても
冷酷なものです。儲からないところはすぐに部門を閉じて、太陽光発電や風力発電部門に人員を振り替えるでしょう。そして、その状態が２年も続けば、先進技術の集大成としての「原子力プラ
ント設計・施工」技術はすぐに廃れてきます。安全性の確保は保証できなくなります。すなわち、日本の育ててきた「原子力開発技術」はすぐに世界の３流になり、中国や韓国に取って代わられる
でしょう。
　その結果、もし、日本のエネルギー開発がシナリオ通りいかず、何らかの不具合があった場合はどうなるでしょうか？もし、石油の枯渇が表面化し、石油価格の高騰が訪れた場合、日本は
いったいどうなってしまうでしょうか？そのとき、日本の主要メーカーに声をかけて、再度原子力発電の開発を命じたところで、時既に遅し、まともなプラントは完成しないでしょう。そのとき、日本
は恥を忍んで、外交的な大穴をあけながら、中国や韓国に頭を下げて、彼らに「原子力プラント」の建設をお願いせざるを得なくなることは、明白です。
　そのときには、彼らは、自国内に大量のプルトニウムを保有し、核兵器を開発し、それを武器とした強硬な外交を展開していることも十分に考えられます。
　
　お願いです。決して一時の気の迷いで、エネルギー政策の大きな変更は行わないでいただきたい。エネルギー自給率４％、食料自給率４０％、軍隊のない日本という奇妙な独立国を、これ以
上窮地に追い込むような誤った決断を急がないでください。
　福島の皆さんには、最大限の手当をすべきです。でも、これとこれからの日本のエネルギー政策とは切り離して考えるべきです。

　福島第１事故により、真っ先に「脱原発」を宣言した国は３つ。ドイツ・イタリア・日本です。昔からこの３つの国は大局をとらえられずに自滅への道を歩みたがるようです。しかし、今回は、ドイツ
もイタリアもフランスというエネルギー大国と送電線でつながれており、わずかに生き残る道は残されているのです。自滅するのは日本だけです。

　どうか、冷静な判断をされて、日本の明るい将来を築けますようお願いします。

　24860 個人 その他 ４０代 女性 原発ゼロシナリオ（即時）すべきだ。経済成長とエネル
ギー消費はドイツでは反比例している。世界に誇る自
然エネルギー技術を持つ我が国は、それを活用し、原
発のない国を目指すべきだ。自国の真の利益を優先
させよ。

日本には必ず大地震は来る。阪神淡路級の地震に耐えられる原発は日本にはない。この後、地震により原発が破壊され、国土を汚染し、子供たちの未来を奪うことは簡単に想定できる。原発
は即時ゼロにすべきだ。

24861 個人 その他 ３０代 女性 2030年までに原発をどうするか、ということではなく、
今、すぐに廃炉を求めます。

3月11日の地震、それによる原発の事故で私たちは沢山の物を失いました。
原発が恐ろしい物だと、これだけの人たちが実感しました。
そして、日本は地震が多い国だと明確なのにも関わらず、
まだ原発を動かして、エネルギーを生み出そうとするのは何故でしょうか。
他の方法があるのに。

政府が守ろうとしているのはいったい何なのでしょうか。

どうかいますぐ決断をお願いします。
脱原発。自然エネルギーへの転換。

24862 個人 家事専
業

４０代 女性 ゼロシナリオを求めます。 原子力利用から手を引き、持続可能な自然エネルギー社会にシフトして下さい。

24863 個人 法人等 ６０代 男性 原子力発電は、ウラン採掘、燃料製造、発電所定期
点検・管理、廃炉、燃料処分いずれも、放射線の人へ
の影響が大きく、言い換えれば、人を犠牲にして成り
立っている。こんな理不尽なことはやめよう。原発０を
望む。

内容入力フォームの性別記入欄に法人とあるのは、どのような意味でしょうか？

24864 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発以外の発電方法を開発するべき。 　なぜなら、原子力発電の使用済み燃料棒の処理方法がないからです。人類が滅亡した後も放射能は出続けます。
　日本は環境に恵まれています。二酸化炭素を排出しない水力発電などの方法が選択できるのに、なぜわざわざ原子力発電所でしょうか？風力や水力発電は小さい規模での発電も可能で
す。
　原子力発電所は人口の少ないところにありますよね。大規模な電力の消費地から遠く離れた場所で作って、送る間に失われる電力も多いと聞きます。高低差が必要な水力発電所が山中にあ
るのはわかります。だから送電コストやロス分も納得できます。では原子力発電所が電力消費地の近くにないのはなぜでしょう？安全なら近くにあっても送電コストやロス分を考えたら近くにあっ
てしかるべし、ですよね。現にソーラー発電パネルは人家の屋根の上にのってます。
　いっそ、国会議事堂を改築して、その地下にでも原子力発電所を作れば「あ～、原発って安全なんだなあ」と国民は思うのでは？潜水艦につけられるくらいだから小さい原子炉で発電して、
「国会と議員会館の電力は原子力発電で賄っています！」とやって、小さい原子炉に補助金を出して国民に設置させ、余剰電力を3倍の値段で買い上げるシステムがあれば、原子力発電が安
全だと認識できます。遠くから送電するコストもロスもありません。
　そうはしていない理由があるのだと、私は感じているからです。

24865 個人 法人等 ５０代 女性 原子力発電の依存度は、０パーセントにすべきだと思
います。

福島原子力発電所の事故により、ふるさとを避難せざるを得なくなり、帰れる見込みがない様子、農業や漁業をあきらめなくてはならない様子、子供たちがそこで暮らすことが、常に不安があ
り、将来の健康の保障がない様子をみるかぎり、原子力発電の依存度を０パーセントにすべきだと思います。

24866 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 全ての原発を、廃炉に向けて今すぐ停止する事を求
めます。依存率は、即時０％に。

たった２基の原発しか稼働していない、その上一部火発を停止しても電力不足には陥っていない関電管内。これは「産業も暮らしも、原発なしでやれる」証左であり、再稼働と稼働継続が不要で
ある証左。「今すぐ全炉停止→廃炉準備」が可能である。



24867 個人 学生 １０代以
下

女性 「原発ゼロシナリオ（即時）」 不安なものを運転させている大人が信じられない明日のために即時全停止してください。

24868 個人 自営業 ３０代 女性 原発ゼロを希望します 「人間が健康に生きること」を犠牲にしてまで、原発を続けなければいけない理由はなんでしょうか。原発即時廃止、原発ゼロを希望します。安定したエネルギー供給がなくなるという意見をよく
聞きますが、日本は明るすぎます。世界中どこを見ても、こんなに明るい国はありません。国が日本の原子力開発を推進するために、電気の無駄遣いを促してきたとしか思えません。費用が余
計にかかったとしても、再生可能エネルギーにシフトすべきです。今より不便になったとしても、人間の適応能力があれば、すぐ慣れます。過ちがあったら、修正する。それが大人としての、また
先進国としての責任です。

24869 個人 自営業 ５０代 女性 日本ては、持続可能な、自然エネルギーにシフトすべ
きです。

危ない原発に頼らなくとも、昨年は乗り切りました。
地球を大切にするのは、私達の務めです。
自然エネルギーに転換する時期にきました。
化石エネルギー、原発エネルギー頼らぬ技術が日本、世界を救います。

そこにこそ、知恵とお金を使いましょう。

24870 個人 家事専
業

４０代 女性 遺伝子組み換え  大反対 日本の未来のため

24871 個人 学生 １０代以
下

女性 原発ゼロシナリオ（即時） 危なくない電気で暮らしたい

24872 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ゼロシナリオを選択する。
国民の安全は、何よりも優先されるべきである。
１００％の安全が保障されない原発は、地域住民の安
全を奪う。

原子力の利用は、１００％安全性が確保されることが、稼働の条件であったはず。かつては、わずかでも放射性物質が漏れ出ることすら許されない風潮があった。
ところが、今回の福島第一原発の事故では、大量に放射性物質がまき散らされる結果となってしまった。地震国日本では、今後も１００％の安全性は、誰も保障できない。もし、また大地震がお
こり、他の原発がメルトダウンをおこしたら、いったいどうなるのか。狭い国土で、国民が安心して暮らすことのできる地域はなくなってしまうのではないかとさえ思える。
地球環境の観点から見ても、使用済み核燃料をどう処理するのかの問題が残る
たとえ地中深く埋めたとしても、何万年にも渡って適切に管理する必要がある。そんなことは不可能ではないのか。放射能をだすより、まだ二酸化炭素を出す方が、よほど環境に対する負荷は
小さいと考える。
現在稼働可能な原子炉も、いずれは廃炉の時期を迎える。新しい原子炉を建設する選択を、その時の国民が支持するとは思えない。ドイツはすでに脱原子力政策をすすめているが、世界的に
も脱原発の方向にすすむことは十分予想できる。
今こそ、ゼロシナリオを選択し、自然エネルギーの拡大に努力すべきである。それによって、国民生活の安全に寄与するだけでなく、日本が新たなビジネスチャンスをつかみ、経済成長にもつな
がると考える。

24873 個人 学生 １０代以
下

女性 「原発ゼロシナリオ（即時）」 昨年の放射能漏れのときは鼻血立っていられないという状況になりやむなく鹿児島へ避難しました。京都を離れると3日で元気になりましたが、学校を長く休まなければならず辛い思いをしまし
た。
こんな思いは2度としたくありません。放射能絶対反対

24874 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発ゼロシナリオ（即時） 使用済み核燃料の処理が確立されていない。利権を得る人のための発電方法である。東電への公的資金投入と引き換えに、送電を電力会社から分離し、他企業の参入を認める。そうしてより
安全な発電にシフトしていく。日本の技術は国内で活かされず、海外で活かされているのだから、必ず太陽光、風力などの発電方法が発展するはず（ドイツを見習う）。それまでは火力発電で足
りると思われるが、そのあたりの情報も東電は自ら公開していない。いずれにせよ原子力にかける莫大なお金（利権も含め）で、違う発電ができるはずです。

24875 個人 学生 １０代以
下

女性 「原発ゼロシナリオ（即時）」 放射能が沢山漏れる日は外で遊べません。雨に当たって気分が悪くなったからです。放射能漏れのせいで大好きなきのこも食べれません。お魚からもセシウムが出ているのでだめです。危険
な電気のせいで日本は住めなくなります。友達も沢山引越しや海外に行きました。皆が戻ってこれる安全な国にしないといけないから原子力は絶対だめ

24876 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 すべての原発を廃炉にして、自然エネルギーへの転
換が必要です。

現在の科学では、原子力を制御することができません。何万年も貯蔵しなければならないということでは、現在生きている私たちは無責任です。
今こそ、自然エネルギーへの転換をまず決意して、お金をその方向で投入することです。そのことによって自然エネルギーを転換することができます。福島原発の事故からの教訓に学ぶことで
す。
今こそすべての原発を廃炉にするために決意することが必要です。

24877 個人 無職 ５０代 女性 「原発ゼロシナリオ（即時）」 地震多発国である日本に原発は危険すぎます。福島の悲劇を繰り返さないように、ここで原発廃止を切に願います。また環境的にも、核廃棄物をただ蓄積させていく現状を、無責任に続けてい
くことは辞めませんか？自然エネルギーの開発実施で世界をリードしてほしい。日本はそれができる理想的な国だと思っています。

24878 個人 その他 ５０代 男性 国民的議論についてはもっとわかりやすく情報提供す
べき。原発比率は２０～２５％。

(1)国民に示されている経済モデルなどは専門家でないとわかりにくい。もっと数字を噛み砕き、また、２０３０年時点ではなく３～５年の期間で示すべき。
(2)雇用や経済的影響を考えると原発比率は最低でも２０～２５％にすべき。原油やガスなどの購入は不安定要因が多く、また日本は資源が無いことから、価格交渉においても足元を見られる。

24879 個人 自営業 ６０代 男性 原発ゼロシナリオ 原子力を生活の中に取り入れようと兵器の原爆から半世紀以上も努力してきたが
コントロールできなかった。廃棄物処理など実施できていない分野もある。
原子力に携わった人たちが劣っていたということもなくむしろ優秀で専門家となっていった。しかし半世紀を経ても判っていない事、実施できないことが多く、また隕石の衝突など考慮すべきこと
を無視してきたことが明らかになった今、原子力の利用を止めるべきと考える。
生活の便利さを失わないためにも自然エネルギーを中心にやっていきたい（やってもらいたい）

24880 個人 自営業 ４０代 女性 原発は反対です。１００年先を考えた対応を。これから
も私たちとその子孫は生きてゆくのです。

原子力発電は撤廃し、その他のエネルギーにシフトしてください。コストが掛かると言いますが、原発とどちらがコストがかかるのでしょうか？原子力の処理等コストに入れたら、他の燃料の方が
長い目で見ると割安です。

24881 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 ゼロシナリオ、それしかありえないと思います。 　そもそもこの3つの選択肢の選定そのものに異議があります。
　即時原発停止が選択肢にありませんが、今全国で起きているデモなどの流れは、それを求めてる人がいかに多いかという証です。私も即時停止に賛成です。

24882 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発廃止を強く求めます。 今回の原発事故により居住可能な土地の一部は半永久的に失われました。
同時に、そこで暮らしていた人達の当たり前に享受すべき生活の幸福が不当に損ねられ、そこで農林水産業に従事してきた人達の職業的誇りやこれまでの丁寧な努力も不当に踏みにじられま
した。
これは代表的な失われたものに過ぎず、失われたものは枚挙にいとまがありません。
それだけでも本当に大変な侮辱であるにもかかわらず、現在に至ってもなお不当に損ねられ、踏みにじられ続けており、そして責任をとるべき人達は全く責任をとっておりません。
又、上記を完全に補填し、償い、原状復帰する術はこの世にはありません。
この国で原発事故が今後起こらない保障も全くありません。

24883 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発ゼロシナリオの実施を 選択肢の試算自体が、原発を推進する前提に偏っているように見受けられます。諸外国でも日本が大事故と莫大な被害を受けてなお原発を推進していることを驚きをもって受け止めており、一
方国内でも、デモ活動など無縁だった日本で次々大規模なデモが起こるという事態が起こり、国民の意思も脱原発にあります。なぜ日本政府だけ原発推進を推し進めているのか理解に苦しみ
ます。
脱原発は産業発展を抑制するという主張がありますが、これまで原発推進のため抑制されていた、再生可能エネルギーや蓄電、省エネ、スマートグリット等ジャンルは爆発的に投資・開発が進
められ大きな成長産業となりつつあります。輸入に頼るウラン、石油、天然ガスは今現在そうであるように海外情勢に左右され産業を脅かしますが、再生可能エネルギーや省エネによりエネル
ギー自給率を大幅に上げれば産業の安定成長を促します。今現在そうであるように、一度原発事故が起これば日本製品の購入拒否・環境客激減が起こります。地震大国で原発推進するリスク
対応費用・事故時の対応費用の観点からも非経済的です。産業発展のためにはむしろ原発推進はマイナスです（原発マネーで潤う等既得権を持つ産業関係者を除く）。
また、試算上の再生可能エネルギー及び省エネの比率はかなり小さく見積もられており、恣意的に見受けられます。外部機関の指摘、試算等を参考に、客観的に試算をやりなおすことを要求し
ます。
また、食品等人間が今直接関わる範囲で、ある程度「安全」と判断が下すことができる範囲がありますが、それが全範囲の安全であるように拡大解釈するのは誤認です。
今回事故の放射性物質の生態系への影響は、現時点殆どデータがありません。環境省、自治体の調査はやっと着手したばかりでデータが殆ど集まっていない状況です。自然界の水・土等の
サイクルも未解明で例えば東京湾の放射性物質の濃度はピークが来るのは更に先と言われています。安全を確認できていないことを「安全」と言うのは科学ではありません。安全確認どころか
調査すら未だ殆どできておらず、解明に何十年もかかります。
原発ゼロをベースに再検討ください。
また、脱原発と地球温暖化防止は両立可能です（外部機関の試算等参照ください）。恣意的に地球温暖化を盾に取ることのないようにしてください。

24884 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 福島第一原発事故は罪がない人たちに大きな犠牲を
もたらした。二度とこのようなことが起きないために、
原発の再稼働、新たな建設を0％とし、CO2の排出を
減らす火力や風力など自然エネルギーへの転換を求
める。

原発は0%とし、新たな建設にも反対します。原発に頼らない自然エネルギーの利用、地域分散型の発電とすることを求めます。先日、九重八丁原地熱発電所の見学に行きました。九州の豊か
な自然を活かした地熱発電は原発よりもクリーンなエネルギーです。さらに、福岡では九州大学の大屋教授により風レンズ風車の開発が進めれられています。原発ありきではなく、自動販売機
の運用や24時間営業の店舗の規制をつくるなど、省エネ対策にも力を入れてください。

24885 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 日本は世界に率先して、できるだけ早く脱原発を行う
べきです。長期的視野に立った場合、原発の稼働はリ
スクが大き過ぎます。現在の人類は、原発システムを
安全に扱えるほどの英知や技術を持っているとは思
えません。

　原子炉は、地震や津波だけではなく、テロや戦争によっても破壊される危険があります。ミサイル攻撃に対して原子炉を守ることができるのでしょうか？地対空ミサイル防衛網を造って対処で
きますか？あのペンタゴンですらハイジャックされた飛行機の突入に対して防御できなかったのです。テロや戦争が起こったとき、原子炉は攻撃されることはないという保証はないはずです。も
し、そのようなことがあった場合、「想定外な事態が起こりました」ということでは、すまされないでしょう。

　脱原発は、日本だけでなく、地球レベルで進めなくてはならないでしょう。現在、韓国や中国の東海岸で多数の原発の建設が進められていますが、これらの原発のどれか一つでも福島第一原
発事故やチェルノーブル原発事故程度の大事故が起こった場合、偏西風の風下に位置する日本では福島第一原発事故を超える甚大な影響を受ける可能性が高いです。一つ一つの原発の事
故発生頻度が500年に1回としても、50施設あれば、そのうちのどれかが事故を起こす頻度は、期待値は10年に１回となってしまいます。原発が存在する限り、統計的には事故は必ず発生しま
す。そのような事故が起こる前にこれらの原発を止めてもらう必要があります。しかし、福島第一原発事故を起こした日本で原発が稼働していては、何の説得力も無いでしょう。

　再生可能エネルギーを生産するためのシステムを早急に開発・整備すべきでしょう。太陽光だけでなく、地熱、水力、風力、海流、バイオマスなど再生エネルギー源は、本気で開発する気にな
れば潤沢にあるはずです。不安定なエネルギー産生量に対しては、大容量蓄電池の設置や揚水発電システムを組み合わせることで対応できるはずです。それらが整うまでの期間は、CO2排出
を抑制した火力発電に頼ることも仕方ないと思います。

24886 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発ゼロシナリオを選びます。 原発ゼロシナリオを選びます。

人間が制御出来ない原子力を使用すべきではありません。
日本は唯一の被爆国であり、第五福竜丸や東海村臨界事故を思い起こしても
わかるはずです。

使用済み核燃料の処分方法も確立されておらず、また福島の除染後に出る
汚染されたいろいろな物や、廃炉に伴う廃棄物さえもどこに処分するのですか？

それなのに、更に行き先のない廃棄物を増やし続けるのですか？

便利だから、楽しいからと電気に頼り切った生活を考え直すべきです。

24887 個人 法人等 ４０代 男性 脱原発(ゼロシナリオ)を支持します 現在の我々の科学技術では、原子力を制御できるとは考えられません。

また、高レベル放射性廃棄物の問題もあり、日本国が原子力発電を維持・推進する理由はありません。

よって、大飯原発を即刻停止し、他の原発についても再稼働せず、国内の原子力発電所は全て廃炉とし、省電力の推進や、原子力発電に代わる発電所の整備を行うべきです。

東電の原発事故に起因する福島県の方々の惨状を見ると、原発の維持・推進を前進するような選択肢が存在すること自体、現政府の見識を疑います。

24888 個人 その他 ３０代 男性 今すぐ原発をすべて止めてほしい。

そして、これ以上処理方法の分からない物質を生成し
ないでほしい。

大きく言うと地球に良くないから。

これから先の地球に良くないから。

24889 個人 自営業 ４０代 男性 原発はもう要りません。たとえ電気代が値上げしよう
と、経済が減速しようと、生きていく命が大事です。
０％にしてください。

私には今年３月に生まれた娘がいます。
この子が歳を取って死ぬまで、この国には放射能が残り続けます。
彼女は今回の原発事故に関して、電力は一切使っていません。
なのに、この子の世代やその後に続く子孫の生活にまで私たちの「過ち」が担保されてしまうことに、政府や電力会社、経済界の皆様は何も感じないのでしょうか。

もうやめましょう。「夢のエネルギー」はやはり夢なのです。

日本を汚染してしまった代償は、これから新しい道を切り拓き、進むことです。
万が一事故が起こっても、人間がコントロールできるような代替えエネルギーにシフトすべきです。

再生可能エネルギーも長期的なプランには必要ですが、まずは火力や水力で補える分を増やし、日本の技術力で原発に頼らない国家を世界に示しましょう。

もう同じ過ちは二度と許されません。

もう一度言います。
原子力発電、やめてください。

24890 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発ゼロシナリオを支持します。即、すべての原発を
停止し、すみやかに廃炉への道筋を。そして核廃棄物
をこれ以上増やさないこと。

福島原発の事故で、避難を余儀なくされた多くの人々はいまだ故郷に帰れず、放射性物質は、世界中にまき散らされたままです。
多くの人が職を失い、食べ物、飲み物、そして空気にさえ不安を感じています。
食品だけでなく、工業製品への汚染すら懸念されています。

処分方法さえ確立されていない、放射性廃棄物。
人間の生活と、放射性物質を放出する原子力発電は相いれません。

明日、地震がおきないとは、誰が言えるでしょうか。
原子力発電からはすみやかに撤退するべきです。

24891 個人 自営業 ４０代 女性 ゼロシナリオ 福島での原発事故は、それぞれが自分の生活を見直す大きな事故でした。
福島の人は、いままでもこれからも辛い思いを背負い、放射能の問題は日本の問題。そういう中で、未来ある子供達には出来る限り安全を残してあげたいです。個人の負担が大きくなっても、
日本が汚染されてゆく代償の方が大きいはず。
電力に頼り過ぎず、自然エネルギーに切りかわってゆくことを希望します。

24892 個人 自営業 ５０代 女性 2030 年には、原発依存度をの(1)ゼロシナリオにす
る。核廃棄物、最終処分場に適した場所が日本には
ない。原発には大きなリスクがある

2030年には、原発依存度をの(1)ゼロシナリオにするを選択します。
現在、原発のゴミの処分方法がないこと。地中深く保管する場合でも日本には適した土地がないこと。増え続ける放射能ゴミの対処が現在でもできていません。
安全を確保していても、万が一事故があった時、計り知れない環境汚染を引き起し、人的被害、経済損失が大きい。しかも、それが長く続き、被害にあった国民への保障がされる可能性が低
い。
原発を稼働するには、多くの作業員が必要であり、つねに被ばくの恐怖にさらされクリーンなエネルギーではない。
これからの子供たちは福島第一原発のリスクだけも多くの健康被害が出る可能性があるのに。他の原発のリスクを負わせる責任を押し付けてはいけない。
安全で安心な未来、普通に生活できる生活、未来の経済状況は健康に生活できる基盤がなければ成り立たないと思います。次世代の新しいエネルギー、今までのように大量に消費しつづける
エネルギーについて全力で考えて行かなければいけない時期にきたのではないでしょうか。



24893 個人 学生 １０代以
下

女性 原発ゼロシナリオ(脱原発)でお願いします。 私はまだ子供ですが、将来原発はいりません。
原発はトイレのないマンションです。
そんなものを私達の未来に残さないで下さい。

24894 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 (1)ゼロシナリオ　を選択します
福島の事故を経験した今、(1)以外の選択は考えられ
ません。
これは命を守るための選択です。

こどもを外で自由に遊ばせられない、
今自分が与えている食べ物のせいで、将来こどもがガンになるかもしれない、
公園の草花さえ全部危険に見える、
祖父母が孫のために一生懸命育ててくれた野菜を食べさせることができない、
こどもを守りたくて必死の思いで避難したのに、大切な人たちと精神的にも大きな距離ができてしまった…

原発事故のせいで、今も多くの母親たちが日々苦悩していることを政府の皆さんはご存知ないのでしょうか。

電力が足りないのではありません。日本人が電気を使いすぎているのです。
電気の消費を減らす心構えはできています。みんなで知恵をしぼって、新しい日本を作っていくために、今やらなくていつやるのですか。

原発の存続は、地震列島日本では無理なのです。
どうしてもやりたいのなら、福島を元通りの美しさに戻し、原発のゴミの捨て場をすべて確保してからやるべきです。
それができない限り、再稼働はありえません。

24895 個人 パート・
アルバイ

５０代 女性 原発ゼロシナリオに賛成 原発は信用できません。

24896 個人 その他 ３０代 男性 原発には断固反対。
国や企業は、本来、国民や社会の幸せのために存在
しうるもの。原発＝幸せ、と考える人が今どれだけい
るのだろうか。幸せと結びつかない原発を肯定する理
由はどこにもない。

原発には断固反対。
デモに参加してみると良くわかる。今回の原発の問題に関して、如何に国やマスコミが情報をきちんと伝えていないかを。デモに参加しているヒトの多くは強い政治的イデオロギーを持った団体
というよりも、一般の主婦やサラリーマンなど個人的な参加者がとても多いと実感する。自分の子どもたちの世代に、未だどう処理して良いのか全くわからないような原発がこれからも存続する
ことに不安だ、嫌だ、と感じている人たち。国や企業は、本来、国民や社会の幸せのために存在しうるものではないのだろうか。原発＝幸せ、と考えるヒトが今どれだけいるのか、アンケートを取
るまでもないことだと思う。幸せに結びつかない原発を肯定する理由はどこにもない。お金や利権での繋がりが、真実を歪めてることを悲しいけど実感せざるをえない。為政者や大企業、マスコ
ミ等、少しは良心があるんじゃないかって、つい最近まで疑いつつも信じていたけど、今回の件で完全に失墜した。これから日本を支えていく子どもたちのためにも、愚かな選択はもうしてほしく
ない、絶対に。お願いです、原発なんかやめてください。

24897 個人 家事専
業

３０代 女性 　原発ゼロシナリオを望みます 1.廃棄物の処理問題が全く解決されていないので、ゼロシナリオを選ぶしかない。
　
2.ウラン採掘から発電、廃炉に伴う被爆作業は人道的に問題だと思う。
作ってしまった原発に限っては仕方がない。今の世代が責任を持って終わりにするべき。
新設なんてありえない。

3．総括原価方式をやめてほしい。
この算定方式は、高コストの原発で電力会社が儲かる事に固執してしまう。
会社の怠慢による事故処理費用なども電気代に上乗せするなんて卑怯。

人の道としてシンプルに考えてほしい。
子供達と国土をこれ以上殺さないで。
問題を先送りせず、刺し違える覚悟で対応してください。
本当にお願いします。

24898 個人 その他 ３０代 女性 原発ゼロシナリオを強く希望します。 原発は日本を滅ぼします。
原発は即時廃絶すべきです。
放射能汚染は人間のDNAを破壊し、国土を居住不能にします。
原発再稼働は国家・国民への犯罪行為です。
代替エネルギーは、天然ガス・コンバイントサイクル発電で充分です。

24899 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 「エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見

「2030年に原発0」ではなく「即刻、原発0」を！
政府は責任を持ち再生可能エネルギー開発に尽力す
べき。

地震国日本には原発は不適。
脱原発という世界の潮流に背くべきではない。
再び事故が起これば、日本は再起不能になる。
政府は自然エネルギー比率を増やすスケジュールを国民にしっかり示し、着実に実行すべき。

24900 個人 その他 ６０代 女性 エネルギー・環境に関する選択肢に関するパブリック
コメントです（原発依存度を0パーセントでやってくださ
い！）

理由など言うまでもありません。福島第一原子力発電所の事故は収束せず、東京に居る私たちは被ばくし続けています。
もう、原発はたくさんです。
それより、核のゴミはどうするのですか？
残り50基も、早急に廃炉にしてください。それでしか日本が生き残れる道はありません。
あわせて、今回の責任を取って、経産省と東電及び、各地の電力会社を解体してください。

24901 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発の即時停止。 原発がなくても夏が越せることが証明されたので存在意義がない。

24902 個人 無職 ６０代 女性 原発ゼロシナリオ(脱原発)でお願いします。 孫達に原発を残さないで下さい。
福島の事故を二度とおこさない為には、原発はいらない。
安全性も立証されてないのに。。。
ストレステストなんて地震のない国のもの。
地震大国日本に原発は無理。
原発が危険だってこと、政治家の方だって、
本当はわかっているんですよね。

24903 個人 家事専
業

３０代 女性 原発ゼロシナリオ（即時） 省エネ・燃料シフトをもっと進めてください。
地震が多い日本で原発を進めるのは死より怖い行為だと思います。
世界・地球的にも子供のためにも2度目のフクシマに相当する事故は許されないです。
経済以前の問題で前提が原発セロ（即時）だと思います。

24904 個人 法人等 法人等 法人等 原発の即時停止。 原発がなくても夏が越せることが証明されたので存在意義がない。

24905 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 ゼロシナリオが良いと考えます。 今回の福島の事故でも分かるように、原子力発電は、ひとたび事故が起きれば将来に渡り、また地球上の広範囲に渡って取り返しのつかない事態になります。
原子力は絶対に事故が起こらないという前提の上でのみ許される技術であり、人間の行なうことに絶対はあり得ないのですから、つまり原子力は人間が扱うべき物ではないと考えます。
たとえ事故が起きなくとも、使用済み核燃料などの放射性廃棄物を処理する方法は無く、手に負えない危険な物を将来の世代に押しつけることになる原子力発電は、まともなエネルギー源とは
思えません。
将来世代にツケを回さないために消費税率を上げるというのなら、同じ理屈で原子力発電をすぐにやめるべきです。

24906 個人 法人等 法人等 法人等 原発の即時停止。 原発がなくても夏が越せることが証明されたので存在意義がない。

24907 個人 無職 ４０代 女性 原発ゼロシナリオ（即時）を強く願います 原発の危険性が高すぎるため。
子ども、今後の日本の人たちに、これ以上負担を残したくないため。
停電しようが、電気の少ない不便な生活に戻ろうが、
今回の福島の事故で経験した不安な体験をこれ以上したくないし、
だれにもさせたくないため。
原発さん、今までありがとう、もう卒業させていただきます。

24908 個人 その他 ２０代 男性 2030年までに原発をゼロ、ならびにJAEAは廃止もしく
は民営化すべき（つまり高速増殖炉もんじゅ廃止並び
に原子力研究の廃炉研究以外一切廃止）

学校教師をしているものです。社会科の授業で、いまの政府が言っていることは国民として恥ずかしくて子供たちに言えないのが現状です。世界中に迷惑をかけてしまった以上、段階的に原子
力発電は廃止していくべきです。また、世界唯一の被爆国である教訓もあり、世界の核廃絶をリードするためにも、一切の核関連の研究も中止すべきと考えます。JAEAをはじめとする研究機関
は廃炉研究にのみ特化すべきです。雇用のことを言い出す人もいますが、民間はこの不景気の中いつ首を切られるかわからない状況で頑張っています。雇用のことで議論をすべきではありま
せん。孫やひ孫のことを考えて、今後の我が国の行く末を選択すべきです。原発はゼロ、JAEAは廃止、が私の意見です。経済の論理ではなく、人間の命を重んじてください。

24909 個人 学生 ２０代 男性 原発ゼロシナリオ（即時） １００万年も管理が必要な核のゴミの処分方法も決まっていないのに、これ以上原発を続けるのはやめてください。
福島の人たちの悲しみを知り、二度と悲劇を繰り返さないためにも日本は原発を即刻止めるべきです。

24910 個人 無職 ７０代 男性 原子力発電は直ちにゼロにし、可及的速やかに廃炉
にすべきです。電気は差し当たってはLNGを主力とす
る発電によることとし、風力や太陽光など自然エネル
ギーに転換していくのが進むべき道と思います。

安全の保証される原発は不可能です。まして地震国日本では被害のリスクが大きすぎます。放射能の処理もできません。原発労働者にも放射能被害が広がっています。このようなものに頼る
ことは、倫理的にも人道的にもあってはならないことです。お金の問題ではありません。
再処理やもんじゅなども直ちにやめるべきです。危険と無駄を生むだけです。

24911 個人 無職 ６０代 女性 原発ゼロシナリオ(脱原発)にして下さい。 日本の未来を担う子供達に原発を残してはいけない。
廃棄物はどうするんですか?
子供達に廃棄物を託すのか。
目先のことよりもっと長い目でみよう。
原発は危険です。
福島の事故で安全神話は崩れました。

24912 個人 その他 ４０代 女性 原発廃止そして世界に誇れる新エネルギー戦略へ 国会議員の皆様　お疲れ様です。毎日めちゃくちゃ暑いですね。
私は原発廃止派です。放射能が人間生活だけでなく、そこに息づく動植物生態系すべてを破壊するからです。汚染エリアの生物はどうなっているのでしょう。恐ろしいです。完璧な除染なぞな
い、風に乗り海に流れ世界に散らばってしまった以上無理なことは皆わかっています。

そして今の人類の英知を持ってしても原子力をコントロールできないからです。ましてや地震大国、災害大国日本。福島の次はかならず起きうると断言できてもも起き得ないとは断言できないか
らです。

北欧が独自の福祉政策と教育で世界に一目おかれるよう日本は世界初のクリーンエネルギーに活路を見出した先進国として認められるよう国会議員の皆さんと目ともにがんばりたい。作りた
い　遠い道のりです。私が生きている間に見届けられないかもしれない。

諸般の事情で今すぐに廃止がむりなら10年プランでいきせんか。未来は原発ゼロの国、今は根絶にむけた共存期間、具体的な目安をつけ、タイムラインを描ければ反対派の多くは理解すると
思います。

美しい日本の小川を、そこに泳ぐカエルやメダカを、おいしい水を守っていきたい。そしてそこに暮らす民の笑顔を・・・。

歴史となり振り返ったとき、あのときの日本の英断といわれるような多きな夢のあるプロジェクトを今　はじめませんか。
24913 個人 会社員・

公務員
３０代 男性 原発ゼロ（即時）！！！ 原発を廃止してください。

原発は人間のコントロールできるものではありません。
ぜったいに100％の安全は保障できません。
コストも高いです。

そもそも電力独占を早くやめてください。
総括原価方式をやめてください。

日本、世界、人類の未来のために正しい選択をしてください。

24914 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 脱原発
本当なら、即時停止を求めたいが、現実的ではないと
思われるので、その計画を早くたてましょう

福島の人にどれだけの保障をしなければならないのでしょう
どれだけしても足りません。これは、生存権の侵害ではないのですか？
海洋汚染で海外から訴えられたらどうするのでしょう？
未来の人にツケを払わせるのはやめたいです。

24915 個人 家事専
業

５０代 女性 「原発ゼロシナリオ」
原発に頼るのではなく、持続可能な自然エネルギーに
方向転換すべき時期に来ていると思う。

次の世代に顔向けできないような選択は避けるべきだと思う。人間として生まれ、普通に幸せに生きたいという希望を一瞬にして奪ってしまう危険を持つ原発は、私たちの世代に終わりにした
い、しなければならないと思う。

子どもたちの日常生活や未来への希望を奪うような原発はただちになくして、
早急に自然エネルギー社会への転換を推進すべきだと思う。

24916 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 「エネルギー・環境に関する選択肢」のうち、私は、ゼ
ロシナリオを強く支持する。福島の原発事故は、将来
のエネルギー問題について明確な方向を示している。
経済発展や日常の暮らしについて、再考すべき時だ。

　今回の福島の原発事故は「核」が人間や地球環境と相容れないものであるかを今更のように示していると思います。私たちの日本人は、歴史的な経緯からも、もっと｢核」に対して強い警戒心
を持つべきです。まだまだ安全性が確立していない技術を「安全だ」として推進してきたこれまでの経緯を真摯に反省し、環境を最優先にした安全な技術の確立に力を注ぐべきだと思います。地
球環境を最も最悪な形で損なってしまう｢核｣にたよることのない技術の確立に向けて、今こそ勇気を持って舵を切るべきだと思います。
　経済発展を理由に原発を維持することについても、経済発展を最優先にすれば、環境や人間に対して取り返しのつかない結果を招いてしまうことは、四大公害がいまだに終わっていないこと
からも明らかです。私を含め、普通の暮らしがしたいと願う多くの人々の生活を奪ってまで、経済的に発展してほしいなどと望んではいないはずです。眼先ではなく、長期的な視点で判断をして
ほしい思います。原発を安定的に維持していくことに予算や精力を注ぐのではなく、再生可能エネルギーの安定供給の技術の確立などに今こそ本腰を入れて取り組むべきであると考えます。
　この夏も猛暑が続いています。夏前にはあれだけ騒がれていた「計画停電」。しかし、現在、多方面の努力によってだとは思いますが、電力不足を伝えるニュースを耳にすることはありません。
日本人は、厳しい状況におかれれば、それに応じた努力と工夫で乗り切ることができる国民であると信じています。（精神論ではありません）
　福島の人たちは、生まれ育ったふるさとを追われ、当たり前の日常を奪われてしまいました。私は、そんな犠牲を押し付けてまで、便利で高度な発展を望んではいません。
　したがって、今回の「エネルギー・環境に関する選択肢」のうち、私は、ゼロシナリオを強く支持します。
　

24917 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原子力発電をとにかく、速やかに廃止する。まずそれ
を決める事を提案して国民に信を問うべき。世論の大
半は原発再稼動反対に傾いている。

電力コスト云々を言う人もいるが、コストも経済も命あって初めて考えるべき事である。中途半端に原発と代替エネルギーとを天秤にかけるからよりコストがあがってしまう。
原発を廃止して、原発コストを削減して、それを新エネルギー開発に回す。
すべて「決めて取り組む」事が大事。

それでもコストが増えるというのなら甘んじて受けます。
死んでしまったり、子孫に遺恨がのこる事だけは今を生きる「大人」として決して行ってはいけない選択である。

24918 個人 家事専
業

３０代 女性 原発は再稼動せず全て直ちに廃炉プロセスに入るべ
きである

原発はもういらない。０パーセントで。昨年の福島原発で２５０キロほど離れた横浜でも土地は汚染され、以前のような安心した気持ちで外を歩くことが出来なくなってしまった。このような思いを
するのは私達だけで充分。もう２度と再稼動しないでほしい。人間のコントロールが及ばないものをそのまま使い続けるわけには行かないのです。この１年半の市民の不安と怒りが政府に伝
わっていないのか本当に悔しい。



24919 個人 その他 ４０代 女性 原発ゼロシナリオを支持する。 地震国日本に原発・再処理施設の適地はない。断層が近くにあれば、原発自体が傾くなど、耐震性以前の問題が生じる。福島原発事故の原因・被害の全体像・責任の所在・補償の負担者が曖
昧なままの原発の稼働に反対。

24920 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 原発はいらない。ゼロでいい！ 原発に投資する費用を自然エネルギーにまわせばいい。原発の廃炉と自然エネルギーを開発していくことであらたな雇用も生まれる。もう一部だけの利益が得られるシステムは崩壊させるべ
き。もっと世の中がハッピーになることを考えよう！

24921 個人 無職 ７０代 男性 原発ゼロシナリオ(脱原発)でお願いします。 原発は安全だと教えられてきましたが、嘘でした。
そのことにもう国民は気づいています。
日本だけでなく、世界中が気づいていることです。
今後どんなに政府が安全だと言っても信じることは
出来ないでしょう。
非核三原則はどうなったんでしょうか?
原発だって同じ。日本は持ってはいけないのです。
日本は法治国家です。守りましょう。

地震がくるたびに原発は大丈夫かと考えるのは
嫌です。

24922 個人 自営業 ５０代 男性 直ちに原発を止めて下さい。 原発推進派の方々はこの大自然からあたえていただいている空気、水、大地をあたりまえと思っているのでしょうか？今家にも帰れない人たちが何万人もいるのにどうして今原発稼動なのです
か？あなた方には人の心があるのでしょうか？それであなた方はあなた方の子供に胸を張れるのですか？
あなたにお願いします。どうぞこれからの子供たちのために英断を下して下さい。
お願いします。今困っている人達を助けてあげてください。
一番大事な事を思い出して下さい。お願いします。

24923 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ３つの選択肢のうち、「ゼロシナリオ」を支持します。原
子力発電は、処理困難な放射性廃棄物を生み出し、
その処理の負担を未来世代に先送りしている点にお
いて、これ以上使用すべき技術ではありません。

３つの選択肢のうち、「ゼロシナリオ」を支持します。原子力発電は、事故を起こそうが起こすまいが、処理困難な放射性廃棄物を生み出すという点において使用すべき技術ではありません。発
電開始から40年経ってもまだ、放射性廃棄物の安全で完全な廃棄の目処さえ立っていない現実をふまえれば、この事態を続けることは合理的なこととは考えられません。
　原子力に頼って生活するのは、ちょうど高利貸しに借りた金で派手な生活を続けるのに似ています。借りた金で今は優雅な生活を送ることができるかもしれない。しかし高い利息が積み重な
り、将来世代がそれを負担しなければならないことははっきりしています。今までの利息さえすぐに返せないのに、なお新たに借金を重ねるのが合理的だろうか。「借りた金を元手にして儲かる
仕事を見つけるから、それまでは借金を続けさせてくれ」という言葉を信じることができるだろうか。借金漬けの生活から抜けるには、まず新たに借金することをやめて、質素でもまじめに働いて
収入の範囲で生活しながら負債を返済し、新しい生き方を見つけることです。つまり、まず原発をやめて、｢それではエネルギーが足りない｣などと言ってないで、手に入る範囲のエネルギーで生
きることを考えよう、ということです。今までと同じ生活はできないかも知れませんが、未来世代に負債を背負わせることで成り立っていた今までの生活を続ける権利など、私たちにはないと知る
べきです。
　なお、未来世代に負債を背負わせるという点では、化石燃料に依存したエネルギー政策も同じです。したがって選択肢にある｢ゼロシナリオ｣よりもさらに野心的に自然エネルギーへのシフトを
進めるべきであるということを申し添えます。

24924 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原子力発電は過酷事故の際に制御不能になる危険
性が高く、広範囲に影響が及ぶため断念せざるをえ
ない。原子力発電の維持発展に費やしてきた協力金
などを使ってでも、第三の道を探るべきである。

福島第一原子力発電所での事故以降、原子力発電を擁護する発言として、その事故率の低さをあげる論調が見られ、原子力で人が死亡する確率は交通事故よりもはるかに低いというようなこ
とも言われていたが、ここには根本的な誤解がある。例えば交通手段としての自動車と飛行機を比べると、飛行機のほうがはるかに高い安全基準を求められているが、それは飛行機のほうが
事故率の高い乗り物であるからではなく、事故が起きたときの被害の甚大さ故のことである。自動車での交通事故はその被害者の数が数名程度に収まることがほとんどであるが、飛行機はひ
とたび事故が起きれば数百名の人命に関わる可能性が高い。
同様に、あくまでも可能性の問題として述べれば、火力発電所が大爆発を起こした場合と、原子力発電所が大爆発を起こした場合を比較すれば、そこにどれほどの大きな隔たりがあるかは明
白である。原子力発電所の事故は最悪のケースを想定すれば、日本の国土のかなりの部分が、場合によっては近隣諸国が数百年や数千年、つまり、人間のスケールで言えば一生に渡って二
度と居住することの出来ない土地と化す危険性をはらんでいる。
昨年のような大地震、原発の過酷事故が起きる可能性はきわめて低く、正確な数字は覚えていないが、数千年に一度程度とも聞いたことがある。しかし、数千年に１度とは言え、よしんば、それ
が数万年に１度であろうと、それを根拠に原子力発電所を継続させるということは、我が国は数千年に１度は国民が国土に安全に暮らすことが出来なくなる道、少なくとも、その可能性のある道
を敢えて選択するということに他ならない。
原子力発電のはらむ危険性とは、事故の起きる確率の高さではない。事故が起きてしまったときの被害の甚大さと、その制御が不可能なことこそが問題なのである。福島県から栃木県にかけ
て、また、茨城や千葉の一部など、想像もつかないような広範囲の土地を、それまでの基準でいえば放射能管理区域にしてしまったという事実を忘れてはならない。
しかし、我が国が、また、世界が化石燃料にいつまでも頼り続けることが出来ないのも事実である。従って、第三の道を探るしかなく、省エネルギー社会を作るということも含めて多くの選択肢が
あるであろうが、その本命が再生可能エネルギーであることも自明であろう。
地熱発電、風力発電、潮力発電など多種の、しかし、現状では様々な問題を抱えている選択肢であるが、現時点で問題があるが故に性急に否定してしまうべきではない。
そもそも、原子力もその技術が確立するまでは、小さな実験炉から始まって、長い時間と莫大な費用をかけて作り上げてきたもののはずである。そうであれば、同じことをなぜ他の発電方法にも
適用しないのか。
また、例えば地熱発電について述べれば、日本は立地的に有利であるが、その多くが国立公園内であったり温泉地であったりして、地元の理解が得られないなどとの消極的意見が散見する
が、それでは敢えて訊ねたい。原子力初では地元の理解が得られていたのか。あらゆる原発立地で地元住民の反対は起きていなかったか。それを協力金という形で地元経済の振興に助力す
ることで可能にしてきたのではないのか。なぜ、原子力で出来たことが地熱発電では出来ないのか。
ありとあらゆる手段を尽くして、国家をあげて、再生可能エネルギーによる立国を目指すべきである。
なお、それが実現するまでのつなぎとしての現存する原発の再稼働であるが、これは世界的な笑いものである。史上最悪の原発事故を起こしておきながら、史上最短で原子力の道に戻ったら、
日本には物事を合理的に判断する能力はないとみなされ、国際的な信用を失うことにつながりかねない。
反対に、この国難ともいえる事態から出発して、再生可能エネルギーによる新しい社会の創設に成功すれば、それは日本が技術大国として21世紀を生き抜いてゆく道しるべにもなるのではな
かろうか。

24925 個人 家事専
業

３０代 女性 エネルギー・環境に関する選択肢について、原発依存
度をゼロとすることを目指すべきだと考えます。

先の東日本大震災に伴う原発事故により、原発近辺のみならず広範囲にわたって多大な影響が発生しました。古来より地震活動の活発な日本の国土においては、今後起こりうる大規模な地
震の結果、このような悲劇が繰り返されることを、現代の日本の技術ならびに政策では完全に防ぎきることができないと思われます。原子力発電には使用済み核燃料の問題もあり、現代の科
学力で原子力発電から派生する放射性物質の問題を解決できない以上、問題を先送りにして私たち自身の子供・孫に押し付けるのはあまりにも無責任です。事故後、国内のすべての原発が
停止しても、大混乱には至りませんでした。電力の安定供給は高度に発達した日本のような社会にとって非常に重要なことですが、自然エネルギーを推進しつつ、化石燃料による伝統的発電
に伴う環境への負担を軽減する技術に投資するほうが、地震国でも安全に稼働でき核廃棄物問題を解決できる原子力技術に投資するよりはるかに現実的で、低コストであると思われます。
福島第一原発の周辺地域は、今回の原発事故による激しい汚染のため、二度と人が住めなくなったと言われます。地震が起こっても、津波に襲われても、人は再び立ち上がって町を、人生を
立て直すことができます。しかし、放射能に汚染された土地にはもう住めません。
この美しい日本の国土を私たちの子供たち、孫たち、子孫代々に引き継いでいくエネルギー政策の立案・実施を強く願います。

24926 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 私は「ゼロシナリオ」を選択します。一旦、牙をむいた
核反応を制御する事の出来ない危険な原子力発電は
要りません。

世界で唯一の被爆国として“放射能汚染”に対してもっと敏感になるべきです。人間が完全に制御出来ない核エネルギーは使用すべきでは無いと思います。福島第一原発が自然災害による原
発事故とはいえ、地球上に生きる全ての生物に対して負の影響が大きすぎます。被害を被った地域の方達、未来の子供たちの為にも原発は廃止すべきです。廃炉の片付けするにも多くの時間
と費用がかかるわけですから・・・。７月に再稼働した大飯原発についても即刻停止して下さい。代替エネルギーまでの「つなぎ」なんて考えはおかしいです。稼働しながら安全対策を行うなんて
ナンセンスです。

24928 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 「ゼロシナリオ」を選択すべきです。
全ての原発を停止し、なるべく早く安全に廃炉できる
よう最大限の努力をすべきです。
また、原子力のために費やしてきた予算を代替エネル
ギーのために投入すべきです。

私は、3.11の福島第一原発の事故が起きるまで、どちらかといえば消極的原発容認派でした。
石油資源の乏しい日本では原子力発電は必要悪のよう思えましたし、事故の危険性についても、素朴に日本の技術力を信じていましたし、素人が口出しするような問題では無いように思ってい
ました。

3.11の事故で、その全てが虚構だったことを知りました。
今でも２０万人近い人々が避難し、今後、汚染された国土を回復していくために、どのくらいの時間、労力、資金が必要なのか想像もできない被害です。

脱原発に梶を切って下さい。その方向で進むためなら、応分の国民負担はやむを得ないと考えます。
また、本当に電力不足で一時的に原発を再稼働する必要があるというなら、「電力会社の幹部、経産省や原子力関係機関の幹部、原発推進派の国会議員は稼働中原発のすぐ隣に家族共々
転居して下さい。」
そのぐらいの覚悟でなければ全く信用できません。

24929 個人 その他 ５０代 男性 ゼロシナリオを支持します １　発電後の放射能廃棄物の処理一つ取ってもで出来ていない。２　処理が出来る見通しも無い中で使用済み燃料が積み上がって　　いる現状
３　今回の事故において被害を受けた福島県民、特に子どもに対　　するまるで棄民政策としか思えない仕業
４　東電・政府・関係省庁・安全委員会のごまかし。データーを　　隠す。責任を取ろうとしないでたらめさ。
５　大飯原発再稼働においても、当初再稼働しないと夏場の電力　　が不足すると言い続けてきて、稼働するやいつの間にか理由　　が変化する事のいい加減さ。
６　今まで原発につぎ込んで来た予算を、全ての再生エネルギー　　技術開発に組み替え新技術の推進を図る。

　以上のような事から、原発発電事業を継続することへの不信は　極まった感じである。よって原発からの決別を図るべきだ。

24930 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 可能な限り早い段階で原発はゼロにすべきだと思う。 原子力発電という手段が１００％安全かつ廃棄物も上手く処理できると言えるのなら、もちろん賛成である。だがどう考えても１００％安全とは思えない。これから１０年２０年３０年先、日米同盟
追従や中国・北朝鮮との関係において戦争に突入せざるを得ない状況や、万が一にもテロの標的になった場合に、原発という存在はあまりにも恐ろしい存在である。今までは原子力発電という
存在はピンとこなかったが福島での事故によってその恐ろしさに気付かされた。　日本という国柄は原子力の安全性確保に技術力を高めることに邁進するよりも、環境・自然との調和において
の技術力を高める世界の見本となる国柄であると思う。　また今までは経済的な一流国家を目指してきたと思うが、原発を捨てることで経済的豊かさを失うことを受け入れる覚悟を国民が持ち、
たとえ経済的には４流５流の国家に落ちていっても、精神的文化的には一流の国家になることを、今後日本が時間をかけて目指していく方向性となることを期待する。

24931 個人 無職 ６０代 男性 原発は即時停止し廃止することが必要です。 関電の原発再稼働後すぐに火力発電を稼働停止し今でも稼働していません、
15％不足すると言っていたのはなんだったのでしょうか？今までの公聴会等の報道、及び殿様商売の実態を聞くに関電及び電力各社の信用は無くなりました。又、政府も原子力村の権益を守
り今さえよければという姿勢では、原子力という人間の制御が難しい物質を扱える力はないと思われます。将来の日本の発展の為新しい発電システムを構築しビジネスモデルとすることが子供
達の為に本当に必要と考えます。

24932 個人 学生 ２０代 女性 原発の比率はゼロシナリオでいくべきです。福島の事
故では原発の周囲に住む人々が強制的に移住を強
いられました。かつての故郷を失ってしまいました。最
低限の人権として、今後このようなことがあってはなり
ません。

原発の比率はゼロシナリオでいくべきです。福島の事故では、原発の周囲に住む人々が強制的に移住を強いられました。かつての故郷を失ってしまいました。最低限の人権として、今後このよ
うなことがあってはなりません。私は東京に住んでいますが、それでも不安でいっぱいです。福島の原発の周囲に住んでいた人々の心を考えると、苦しくてたまりません。もし、自分自身の故郷
があのようなことになったらと考えると、原発は廃止していくべきだと強く思います。
そもそも、廃棄物の処理問題が解決していないにも関わらず、原発を使うこと自体、おかしな話だと思います。今がよければ、未来なんてどうでも良いのでしょうか。
福島第一原発の事故によって、事故は絶対起きないわけではないことが証明されたのだと思います。
そんな中、原発に頼る選択をすることは頑固反対です。

24933 個人 家事専
業

４０代 女性 ゼロシナリオを選択します
地震国の日本には、今後も想定以上の地震が発生
し、想定以上の断層や津波が起こる可能性がありま
す。原子力を安全に使用することは人間にはできない
と思います。

・再生可能エネルギーは、コストが高いといわれていますが、買い取り制度によって値段がはねあげられているのではないでしょうか。
電力会社が買い取るのではなく、発電会社と送電会社にはっきりと分離する仕組みを国が作り上げたうえで、再生可能エネルギーの発電所から直接電気を購入すれば、今のように発電コスト
はかからないと思います。

・大規模発電が再生可能エネルギーでは難しいとありましたが、小規模発電する発電会社がたくさんあればいいのではないでしょうか。
今のような地域独占の電力会社の形になる前は、小さな発電所がたくさんあったと聞きました。急流の多い日本なら、小規模な水力発電を多く取り入れることも可能なのではないでしょうか。

・日本は、豊かな生活をしています。私は、貧しい不安定な生活を望んでいるわけではありません。でも、一度事故を起こしてしまったら、どんな健康被害が起こるかもはっきりしない原発事故
は、二度と起こってほしくはありません。
貧しくても、国民が健康に暮らしていけることのほうが大切だとはおもいませんか。なので、わたしはゼロシナリオを選択します。

24934 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発は絶対に反対です。政府は、原子力以外の安全
なエネルギーを生産する為の技術革新・発明の援助
を行うべきである。

もともと地震で簡単に地割れするような地面にある設備に絶対安全ということはありえません。
核廃棄物を適切に処理する方法もありません。
せめて尻拭い出来るようになってから検討してください。
原発に頼る人類は、尻拭い出来ないで、お尻がただれて、ばい菌で病気になり苦しんで死んでしまいます。
結局、原発は健康を損ない人命を奪う無用の長物です。
人類は、核を安全に利用できる技術を持っていません。子供(人類)はテーブルの上にある劇薬(原子力)に手が届くまでに成長しましたが、扱い方は知りません。
広島、長崎、スリーマイル、チェルノブイリ、福島・・・もう痛い目にあいました。反省して、即刻原発は廃止すべきです。
たとえ、一時的に不便でコスト高でも、他のエネルギーを活用すべきです。
政府は、原子力以外の安全で効率的なエネルギーを生産する為の技術革新・発明の推進・援助に力を注ぐべきと思います。

３つのシナリオの内、最も数値的に近いものはゼロシナリオ。

原発に関しては、稼動期間４０年とし、規定年数経過後の順次廃炉で稼動数を減らしつつ、
ＭＡＣＣや太陽光・風力・潮流・海洋温度差・地熱発電所や廃熱を利用した発電施設の建造・稼動を推進すると同時に、
ＩＧＣＣやエネルギー効率の向上に貢献する技術開発への資金援助（不要な枷を作らない純粋な資金援助）や法整備等の環境整備も必要かと。
また、各地で電力における地産地消を可能にする環境整備も必須。

現状、他国に依存した燃料に関しても、当然の事ながら
シェールガス、バイオマス、メタン等、代替燃料の研究開発も国策として進めるべき。

原発依存ゼロを目指しつつも、超高温原子炉や核融合炉の研究開発は継続すべきかと。
その過程で、放射線や中性子に対する技術や素材開発が進む事はその応用範囲を考えると人類にとって利。

また、途上国等、原発建造を政策する国に対し、事故経験を元に無電源冷却装置や、３重４重の安全対策を施した原発の提案は、他国で同じ過ちを繰り返さない為の善処。
もちろん、同時に我が国がもつ技術を生かした原発以外の発電法も提案すべき。

必要と在らば最先端技術の提供も、世界に原発依存脱却の意思を示すには有効かと。

とは言え、全てにおいてその源となるのは予算。
毎年半分を国債に頼り、長寿命な高齢者が増え・少子化社会な上に、所得が少ない世代が今後主な世代となる時代。

議員定数削減や天下り先となる不要な法人や規制団体の解体も当然必要だし、
選挙カーなど迷惑なだけの不要な選挙活動も、ネットを活用し費用の節約や効率化を進めるべき。

医療についても、人工呼吸器などを伴う必要以上の延命治療は一定の年齢以上は１００％の自己負担化とか、
必要以上の受診も診断内容や処方箋に因り規定を設け、自己負担額を変動させ社会保障費の圧縮もしくは膨張を防止。

無駄に複雑な税制も消費税、法人税、個人所得税の三つにし簡素化すれば行政の人員削減も可能だろうし、
なにより、三大税プラス原発依存度を下げる為のエネルギー政策向けの予算として期限付きで課税と言う形の方が、
国民が理解し易いし、政策にも納得しやすいのではないだろうか？

同時に、国民が自主的に行動する様に各種メディアを使った広告戦略などで思想誘導も必要かと。

数値的に近いものはゼロシナリオ。原発は稼動期間４
０年とし、年数経過後順次廃炉で減らしつつ、各種再
生可能エナジー発電の推進を国内政策とし、原発を
建造する国に対しては安全対策を施した原発輸出も
オプション。

男性２０代会社員・
公務員

個人24927



24935 個人 自営業 ５０代 男性 「エネルギー環境に関する選択肢」に関する意見
「2030年に原発ゼロでは遅すぎる!即刻原発ゼロに!」

そもそも、国家と政府は国民の安全、人権、生活を守るために存在するものであり、国民の安全、人権、生活をを守ることが義務であると考える。とすれば、原発は安全であると言っていたもの
が、すでに福島第一原発の事故で原子力発電の危険性が証明され、今後も事故が起こるゼロではない（テロ活動、航空機や隕石の衝突など、今回の地震と津波のように想定外のことはいくら
でもある）以上、即刻原発をゼロにするべきである。また、国家戦略的に見ても、廃炉テクノロジーおよび再生可能エネルギーの開発を国家プロジェクトとして取り組み、世界をリードすることで日
本経済を活性化させ、現状の日本国の財政立て直しの柱とすべきと考える。

24936 個人 自営業 ４０代 男性 ゼロシナリオを推進。シナリオを作成した人間の知能
レベルを疑う。きっと厚顔無恥な、人間の皮をかぶっ
たケダモノの仕業であろう。いまだにシナリオの中に
再処理とかの甘い見通しを書く事が出来る神経に絶
望した。

　わが日本国は、放射性廃棄物の処分のめども、核燃料サイクル（再処理）、高速増殖炉のめどを数十年かけてもたたられない技術レベルであり、原子力を使いこなすことが出来るレベルにな
い。
もし、廃棄のめどが立たないものを産業上有利であるという理由で使用するなら、ＰＣＢもフロンも利用すべきである。
　放射性物質の影響力の強さ（例えば、放射線が出るのでＰＣＢのようにとりあえず保管するなどと言う事も出来ない）と処分の困難さは、ＰＣＢなどの化学物質の比ではなく、単純に困難を極め
ることが予測できる。ＰＣＢですら処分方法が確立して実施されるまで何十年かかりましたか？
これらを鑑みると一刻も早く原発ゼロに向かって進めていき、未来への負の遺産を少しでも減らすめどをつけなければならないと考える。この震災を経験した世代の責務である。
　福島第一原発の現状も詳細に調査することができず、詳細に現場での事故調査もできず、再発防止策もたたられない現状で、どのように終息させていくのかも示せない。放射能で汚染された
福島を中心とする国土をどのように回復するのか？そこで生活されていた人々をどのように社会復帰させていくのか？　ただでさえ震災と津波での甚大な被害があるのに、それに加えて長い将
来にわたり深刻な健康被害や国土の浸食、生態系の破壊に陥り回復のめどすらたてられない現状で、原発を利用する事は選択肢としてあり得ないと考えるのが、普通の神経を持った人間の
判断である。
温暖化防止、エネルギー安全保障をいうなら、原子力政策をまい進するために使用してきた　人、モノ、カネ　と同じ量を再生可能エネルギーに注入して成果を図るべきである。
原子力に比べて再生可能エネルギーの利用の困難さを述べているが、それは原子力を推進してきた時と同じだけの　人、モノ、カネ　をかけたシミュレーションとの比較をおこなっているのか疑
わしい？　政府、電力事業者、産業界、学術研究者が原子力同様に（成果のない“もんじゅ”にカネをかけるように）全精力を注いだ場合でも、成果が低いと言えるのかどうか、客観的な試算が
必要である。

ただちに原発ゼロにして、原発廃炉、使用済み核燃料の処分方法、再生可能エネルギーのより高度な実用化に向かうことが経済活動としても有意義ではないか。

シナリオを考えるにあたっては、福島第一原発や福島をはじめとする汚染地域の現状開腹にめどをつけられることが、安心や安全性を証明する最良の方策である。逆に、それすらできない現状
では安全を語ったところで何の説得力も持たない。これらの事より、地球温暖化や環境の国際的な貢献が重要だと思うなら、福島第一原発の前で家族ともども生活し、どっちが大事か考えれば
よい。
そんな低レベルな提案をしなければわからないかもしれない。と心配になるほど稚拙なエネルギー・環境会議の資料である。

24937 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 政府が提示している選択肢の中から選ぶなら「ゼロシ
ナリオ」を選択します。しかし、だからと言って「2030年
までは原発の再稼働を認める」ものではありません。
再稼働には反対します。

・福島第一原発の事故による現地の深刻な汚染、事故処理の困難さと長期化、それによる地域社会・産業の崩壊、自然環境破壊、長期にわたる被災者の生活苦、また処理にあたる作業員の
不足と彼らの被ばく、国境を越えた汚染などを見聞するにつけ、原発事故は二度と、一切起きてはならないものと認識した。

・しかし、地震や津波、豪雨など自然現象から生じる災害は予測できるものではない。また、それによる被害の程度を完璧に予測、防止できるものでないことは、論を待たずして明らかである。ま
してや地震大国・日本においては、他国と比べても被災リスクは高いと考えられる。原発が海沿いに多く設置されていること、立地近くに活断層の存在が懸念されていることを考慮すれば、大き
な自然災害が起きればその影響を受けることは容易に想像できる。万が一の原発事故を無くすべく努力するには、「ゼロシナリオ」以外に選択肢はない。

・ただし、原発廃止後も使用済み燃料が存在する限り、長期にわたって災害による事故、深刻被害が出る恐れがあることは認識している。しかし一方、使用済み燃料が増えれば増えるだけその
保管場所の分散化が必要になり、保管場所が増えれば増えるだけ被災リスクが増すことも容易に想像できる。それは再処理を施したところで本質が変わるものではない。よって使用済み燃料
をこれ以上増やさないためにも、再稼働には反対するものである。

・原発廃止によって生じる経済的損失については、信頼できる機関によって出された予測や評価の作業実施、その結果を100％提示していただかなければ斟酌しようがない。しかし、仮にそれ
が莫大な損失になろうとも、今回の原発事故による被害実態を見聞し、それは到底受忍できるものではないものと判断した。政府には、国家をあげて原発から撤退する英断を求めたい。

24938 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発再稼働に反対です。直ちに全廃に向けて、国政
の舵を切ることを要求します。ただちに0%を実現する
こと。

福島の事故が起きたのが意見表明の直接的なきっかけですが、それ以前から原発には反対でした。電力については、原発のために止めている火力を動かせばまかなえる。
放射能をまき散らす害悪を、何故あなた方は過小評価する？放射能を浴びて苦しむ人間など、人間とは思っていないんでしょうね、人間の皮を被ったドジョウは。官邸前の声を「音」としか聞こえ
ないんだから。
原発の最大の問題は、このように、人間の命に「格差」をつける事なんだと思う。
この意見があなた方の見解を変えるとは思っていないが、集約される「0%」の数にカウントされることだけを願って、投稿します。
もちろん、あなた方が、このカウント数を「情報操作」しなければ、の話ですが。

24939 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発ゼロのシナリオを支持します。
但し、現状のシナリオでは不十分と思われます。原発
をゼロにし火力等の化石燃料を増やす事は、時代の
逆行に過ぎないし環境悪化を招くだけです。

原発を作った当時に尽力された方々には、敬意を表しますが、日本は、原子力の悲惨さを知っている以上絶対に手を出すべきではなかったと思います。冷戦の最中に核の平和利用という言葉
に夢を見てはいけなかった。核は、核。危険は同じだった。
今後は、原発をゼロとして、まず原子力の脅威から日本の国土と国民を守るべきです。さらに、足りないエネルギーについては太陽光発電等の自然エネルギーの開発を進める必要が、あると
考えます。まず、太陽光についてはすでに、広がっていますが、コスト面ではまだまだです。そこで、国を挙げて強力に推進する必要がある。例えば、国立、県立、市町村立の大きな施設に率先
して設置する。原発を廃止した敷地も有効に利用する。それで、パネルの大きな需要が出来、生産量が増える事でコストを下げ、一般にさらに拡げる。それによって、昼間のエネルギーがかなり
賄えるのではないでしょうか。化石燃料は夜間や深夜電力中心とする。と同時に他の自然エネルギー、地熱や潮汐等の研究開発や、大規模バッテリーの研究開発開発を進める事で、将来は原
子力も化石燃料もゼロにする事ができると思います。それが、進化ではないでしょうか。
願わくば、こういう事業を進めるに当たり官僚・政治家による利権等を生まないようにして欲しい。それは、日本・国民・国土に対する裏切り行為です。

24940 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発0パーセントを指示します 事故の危険があり収拾不能なものはいりません。
どうか未来に誇れる日本を。

24941 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 日本での原発依存率は、2030年といわず、できるだけ
早い段階で０％にするべきだと思う。なぜ、即廃止が
選択肢にないのか、疑問である。5月に日本中の原発
が止まった時、日本で停電は起こらなかった。

１．原発マネジメント能力
原発マネジメント能力の無さを福島事故で世界に知らしめた今、原発のような危険な発電に時間も資金も投資する資格は日本にはもはやない。

国会事故調の報告にある通り、福島事故は人災。事故前にリスクへの指摘が何度かあったにも関わらず、電力会社・経産省を中心に、あたかも何も問題無く絶対安心神話を作り続けてきたこと
の罪は重いと思う。日本が自ら自浄できないのであれば、原発のような恐ろしい発電方法からは即刻撤退すべきである。

２．放射能の危険
日本のマネジメント能力以外にも、電気を起こすためだけに、あらゆる生命体にとって危険な放射能を敢えて作り出す原発で発電しする意味も全く不明である。福島の事故で被曝した人たちに
対する十分な保障も確立できていない。第二の福島が起きたら、対応できるのか？

３．地震大国
日本は地震が日常的に起こる国であり、2011年のような大地震がいつ再び来るか誰も予測できない。次に地震･津波で原発がメルトダウンしたら、と考えると恐ろしい。『絶対安心神話』は、もは
や信じない。

４．使用済み燃料の処理問題
どこにどのような状態で使用済み核燃料を処理するのか？一体何時になったら実現するのか、全く解決策がない。このような状態で、これ以上核のゴミを作り出してどうするのか、理解できな
い。

５．投資の方向転換と新たな経済発展の可能性
経済が縮小し続ける現在、電気の需要を増やしてどうなるのか？原発への投資は、全くむなしいものだったことが過去に証明されてきた。これ以上の投資価値は全くない。むしろ、経済界は電
気を使わずにすむような発展を考えることにより、国際競争力をつけていくべきなのではないのか？ 日本の財政が厳しくなってきているなら、なおさら即原発撤退が必要ではないのか？

６．国際社会での日本に対するイメージ悪化
国際社会での日本への信頼は既に地に落ちたどころか、地中にめり込んでいる。外国から日本を見れば、日本では人の命より他のもののほうが大事であるように見える。命より大事な一体何
を守ろうとしているのか？

24942 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発ゼロシナリオを選びます 原発ゼロシナリオを選びます

現在のゼロシナリオでは化石燃料依存が大きいのですが、これから日本の人口減少を考えると、消費電力量はもっと少なくなるのではないか、と考えられます。また、今までのような消費が中
心の経済ではもたないし、経済も発想の転換をして省エネが勧められれば消費電力量はもっと抑えられると考えられます。

また、現在のシナリオでは再生可能エネルギーの導入見込みが少ないのですが、政府がもっと力を入れて、開発や導入を進めていけば増加できるのではと考えます。我が家もそうですが、太
陽光エネルギー導入などに興味があっても初期費用の高さは今後の子供の教育資金が必要な現状では手が届きにくいです。
また、民間企業が購入をPRしていますが、比較がしにくいですし、もっと国が公的に補助して推薦するものが販売されれば、一般の家庭の導入率は右上がりに伸びるのではと思います。

24943 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発ゼロシナリオを希望します。危険ではないとされ
ていたことは真実ではなかったと思う。もっと再生可能
エネルギーや自然エネルギーを活用してほしい。政府
はすぐにでもそのことに取り組んでほしいと思います。

原発ゼロシナリオを希望します。震災を機に、原発が安全であるという神話は完全に崩れました。今も続く福島の作業のむなしさや費用を考えると、もう原発は続けるべきではないと思うし、今
すぐその分の費用を再生可能エネルギーや自然エネルギーの開発に使うべきだと思います。そして、節電などのための教育や広報にももっとお金を使ってほしいと思います。

24944 個人 家事専
業

６０代 女性 出来ることならば、原発の即時停止。少なくとも、2030
年までには全部の原発を停止して欲しいです。

福島第一原発事故の原因究明もできず、廃炉への目途も立たず、高濃度放射性廃棄物の処理方法も確立されてないままで、原発を続けていくことは、とても許されることではないと思います。
野田総理は私が責任を持つと言われましたが、だれも原発の安全性に責任など持てないし、原発を続けることは人類の破滅に繋がりかねません。
被災された福島の人たちの現状を見るにつけ、経済よりも「生命」に重心を置いた政策をして欲しい。

24945 個人 家事専
業

３０代 女性 絶対、原発ゼロシナリオ(即時)にしてください。
これは国民の意見です！

今すぐにでも、原発ゼロにして欲しいです。
理由としては、もう日本をこれ以上、放射能汚染してほしくないからです。
もっと世界に胸を張れる日本人でいたいです。
1人1人の国民の気持ちを大切にしてくれる国であってほしいです。

24946 個人 自営業 ４０代 男性 エネルギー・環境に関する選択肢について 今回の原発による、電気需要のシナリオですが、現段階での見識を持ってすれば、原発による電気需要が大きいほど日本国の存続および長期に渡る経済成長が得られるとご理解されている
と思います。
何故なら現在周辺諸国に置いての核装備および軍拡に対しての核抑止力になる事です。
核開発が公に出来ない我が国にとって、技術的には問題なく開発が出来る段階にあると周辺諸国は思っております。
また、今後の日本の経済において大幅な電力の安定供給は、経済産業共に基礎部分であり、現在のように節電を国が押し進める貧乏国家であってはいけないはずなのです。
少なくともアジアの近隣諸国から見た場合に夢の国であると共に、近隣の共産主義国から見ても「自由の国、夢の国」なのです。これを近隣共産国と同じレベルにするのは先進国としてのプライ
ドが無いようなものです。
また、原発のゼロ稼働などと寝ぼけた事を言っている、現状を踏まえない国民がいるようですが、毎日膨大な数の熱中症の患者と、熱中症による志望者に対して彼らは、何らかの保証をする気
持や、申し訳ない気持はあるのでしょうか？
不要な節約意識を公共宣伝で垂れ流したあげく、身内も友人も熱中症で病院送りになる始末です。この責任は誰がとるのですか？
日本の原子力発電技術は世界に冠たるものです。これからもより安全に、より大きな電力を産んでくれる金の卵である原発を止めて、経済も止めて、産業は外国に流れていき、税収はさらに減
るでしょう。
また、原発がゼロ稼働になった時点で、中国共産軍は尖閣、沖縄の領有権を強く主張し、軍事行動を必ず起こしてくるでしょう。そうなった時にはシーレーンは確保できなくなり、中東からの石油
も輸入できなくなります。
その時には日本は無くなり、中国の一自治区となるでしょう。
いいかげんに本来の主権国家として政府は働いてください。資源の無い日本には現段階で電力を安定供給できるのは原子力発電しか選択肢がないの事を理解して欲しいと思います。
太陽光でどれだけの補充が利きますか？日本の電力需要からみれば、ゴミのようなものです。夢を見るのはよいですが、夢を見ている間に日本が無くなりますよ。
日本に残された選択肢は、電力の殆どを原発で補うことです。化石燃料は生産と途上国に利用するのが筋であると思います。

24947 個人 家事専
業

３０代 女性 ゼロシナリオ ただし、残りがすべて火力で想定されているというのはいかがなものでしょうか？火力以外の方法は、すべてグリーンにはいるのでしょうか？

24948 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発ゼロシナリオが適切と考えます。代替するエネル
ギー源として、分散型発電と地熱発電を推進すべきで
す。分散型発電は、風力や太陽光などです。地熱発
電ベースとして利用すべきです。

原発ゼロシナリオが適切と考えます。
原発がダメな理由は廃棄物を処理する目処が立っていないからです。子孫に毒物処理を押し付けては、ダメです。個々人でそう思うことを、国の世代間でできないのは情けないことです。
代替するエネルギー源として、(1)分散型発電と(2)地熱発電を推進すべきです。
(1) 分散型発電
分散型発電は、風力や太陽光などです。発電と送電の事業主体を分離し、多様な発電業者を育成すべきです。なお、送電業者は公共性を挙げてよい。
(2) 地熱発電
地熱発電は、日本の国土に有利であり、安定供給が期待できますので、ベースとして利用すべきです。景観保護も必要でしょうが、設備を地下に設置する部分を多くして、適地に設置して、使い
倒すべきです。
以上。

24949 個人 自営業 ６０代 男性 原発に依存することなく、即廃炉の方向にエネルギー
政策を転換すべきである。

今までは原発は安全であるといわれてきたが、今回の福島原発事故により、どれだけの多くの人々が苦しめられ、今後も多くの困難が続くことを考えると即廃炉の方向に進むべきである。今回
の事故にその責任を問われ、罰せられた人はいない。こんな無責任な元に進められた原発は日本国民の敵である。

原発の使用済み核燃料の最終処分ができないで運転していることは将来に禍根を残す事であり、即原発停止、廃炉と進めるべきである。

大飯原発再稼働について活断層の指摘を受け、調査することになったが、第三者に依頼することなく関電に調査させることは正確な報告は期待できない。
以上の如くエネルギー政策を進める事は人類の滅亡方向に突き進んでいる危惧を感じる。即危険な原発から撤退すべきである。

24950 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 (1)ゼロシナリオを選択します。
火力発電の効率化、再生エネルギーの増加をしていく
べき。

　原発は、安全性、廃棄物の問題があり、現実的に継続困難。

　福島が、収束も補償もされないまま、安全と謳って原発を続けることは無責任。今回の事故で、安全性に問題があること、一旦事故が起きれば被害は広く深く長く、国も電力会社も自治体も責
任を取りきれないことが露呈している。

　短期中期的に見れば、火力発電に頼らざるを得ない。日本周辺の埋蔵資源や購入先の見直し、設備の改良等で、価格を抑えて安定的にエネルギーを供給できるようにしていく必要がある。

　長期的に見れば、エネルギーの自給が望ましい。資源の有限性、温暖化、国際社会の変動等を考えると、再生可能エネルギーを安定的に供給できる仕組みを整えていくことが、日本の平和
維持にも欠かせない。



24951 個人 家事専
業

３０代 女性 原発は地球にいりません！０％です！ 電気は足りなくないです。足りないならある分で出来るように工夫して、持続可能エネルギーも増やして、お年寄りや病人、体の不自由な人など、電気の助けがどうしても必要な人が、苦労する
事がないように、上手い使い方を考えて、他の人は少し我慢しても、足りないなら足りない中で暮らせばいいと思います。足りないといってもコンビニも２４時間営業しているし、町は夜も明るく、
スーパーは冷え過ぎているし、本当に足りないのか？？足りてるようにしか見えませんが。。。

　３．１１以降、子供を持つ親として、食べ物や暮らしには大変苦労しています。収束と言っておいて、一月には放射能の濃度が去年の四月並みに上がったり、地震もしょっちゅうあるというのに
大飯原発も再稼働。幼い子供を二人抱えて、日々の暮らしの不安でどうしょうもなく、いてもたってもいられず　デモなどにも参加していますが、全く聞き入れてもらっているようにも思えません。

　子供に沢山の自然体験をさせようと、毎日外で自然に触れるような遊びをしてきましたが、何カ月も外に出ることもできなくなり、食べるものも地元の農家さんの産直野菜を買えなくなりました。
横浜ですらそんな風な暮らしなのに、福島の子供たちはどうしているのかと、本当に心配で、とても苦しくなります。

　こんなに人の健康や、暮らしを壊すようなリスクのあるエネルギーが必要でしょうか？私には必要ではありません。

　今すぐに全ての原発を止め、廃炉に向かって行ってほしいです。

　切に切に願います。

24952 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発ゼロシナリオを支持します。２０３０年まででなく即
刻全原発の廃止を。

安全性が確立していない原発の即時停止、廃炉を求めます。
二酸化炭素排出量、大気汚染、化石燃料の枯渇などの問題もありますがその解決方法に「原発」はあまりにも安直で短絡的、無責任です。
スリーマイル島、チェルノブイリの事故を反省材料にすることなく、原発を稼働し続けてきました。国民生活の安全よりも産業優先であったことも今回の事態を招いたとも言えるでしょう。
福島での事故が起こりその責任を天災で片付け性懲りなく大飯原発を再稼働させました。
昨年夏　原発停止により電力不足が危惧されましたが我々は様々な工夫によりそれを難なく乗り越えることができました。電力不足という言葉に踊らされることなく賢明な生活をおくり、また、企
業もほんの少し努力することで電力供給不足にならないことが証明されたわけです。
個人生活も産業も省エネルギーを進め、不足分には再生可能エネルギー開発を進めることにより「原発」に頼らない社会が実現できるはずです。
このような事実からいまさら危険な「原発」に頼らなくてもよい安全で平和な社会の実現に日本政府として取り組んでいただきたいと考えます。

24953 個人 その他 ７０代 男性 ゼロシナリオを支持します。というより、これ以外の選
択肢を並べて提示すること自体に反対です。

ゼロシナリオだけしか支持しうる選択肢はありません。なぜか？　2030年と言えば現在（2012）から28年ものちのことです。この時点においてもなお原発を稼働させておくことを予想することさえ、
健全な常識ではおよそ考えられないことなのに、まして新設や増設まで考慮に入れるとは狂気の沙汰としか言いようがないからです。
このような選択肢を、ゼロシナリオと同等の選択肢として並列するという、このパブコメのありように根本的な疑問を感じます。まさか原発はどうしても必要であるという結論へ向けて世論を誘導
しようと意図しているのではないか？
発電量と電力使用のバランスは、電力各社の宣伝とはことなり、現在でも充分にとれています。大飯原発を再稼働させた結果火力発電の一部を中止したというではありませんか。
どのようなエネルギーを利用するかを決めるにさいして、なによりもまず、優先的に考えねばならないのは、人間の生命をおびやかすかどうかです。経済の発展とか効率の発展は二の次です。
国家がもし必要であるとすれば、それは、国民の生命を守るためです。逆に言うと、わたしたちは、国民の生命を奪う権能を国家にあたえたつもりはありません。戦争も、原発の稼働も、死刑の
実行も、いずれも、国家が国民の生命を奪う行為に他なりません。そのような権能までも国家にあたえてはならないと、すくなくともわたしは考えます。



24955 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 脱原発を支持します。
福島第一原発事故で、我々国民は原発事故の災難を
体験しています。
おカネと生命の大切さは比較になりません。
都会のネズミより田舎のネズミとして生きていきたい
です。

福島原発事故は、多くの人に生命の危険と暮らしの困難と悲しみ怒りをもたらしました。今も状況は何ら変わっていません。
福島原発事故をもたらしたのは戦後日本の政治・経済・社会の体制そのものです。
福島原発事故を起こした責任は、人にあります。けれども、誰一人裁かれた人はいません。これだけの苦しみと損失を多くの人に与えておきながら、会社は存続し、政治家も官僚も罰せられる
人はいません。
もう、そういう社会はイヤです。

私は農家で育ちました。20歳の頃まで、家にエアコンはありませんでした。テレビも母屋と離れと２台でした。トイレも汲み取りでした。ケータイもコンビニもありませんでした。
あの頃の暮らしに返っても、構わないのです。今の暮らしは贅沢すぎます。
「都会のねずみと田舎のねずみ」という童話を思い出します。原発をやめれば経済が悪くなるというけれど、原発に怯えながら便利な暮らしをするのはイヤです。田舎のねずみとして生きていき
たいのです。
今すぐ原発を止めてください。少なくとも福島の最後の一人が故郷に帰る日まで、私たちは我慢しなくてはいけないと思います。同じ国民として強くそう思います。

24956 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発の比率としては、ゼロシナリオを支持する。
また、再生可能エネルギーへのシフトはゼロシナリオ
で考えているよりも早いペースで進めるべきと考え
る。

原発については、以下の理由からゼロ以外の選択肢は許容できない。
・事故が起こった場合にコントロールすることが不可能な可能性のある技術であることが福島の事象により明確となったため。
・上記のようにコントロールできない技術である上に、仮に事故が発生した場合の影響範囲が地理的にも時間的にも広範囲であるため。（放射線はその地点にとどまらず拡散してゆき、また除
染には長い時間がかかる。）
・また、仮に事故がないとしても廃棄物の処理問題がある。
・（これは心情的な問題であるが）たとえば自分の故郷が「汚染」され、いつまで続くかわからない「立ち入り禁止区域」になってしまったと想像したら恐ろしい。そのような事態を再び引き起こす可
能性のある原発を使い続けることはできない。

また再生可能エネルギーについては以下の理由からより早いペースで進めるべきと考えている。
・電力需要のために既存の発電形態は早急に変えられないという意見があるが、昨夏の関東の節電にて10％以上の節電を達成したこと、また節電技術も今後更に進むことを考えると、より少
ない電力消費でも国民・経済ともに前向きに耐えることができると考える。
・再生可能エネルギーの割合が増えればその分二酸化炭素排出量が減るので、たとえば温暖化に対応するための電力需要（例：エアコン）を抑えることができ、却って節電できることにもつなが
る。
・節電による経済への影響を心配する声もあるが、再生可能エネルギーに早くから注力してその分野で最先端を行くことができれば、逆にそれが競争力の源となるのではないか。世界情勢を考
えると遅かれ早かれどの国も再生可能エネルギーをより必要とすることを考えると、この分野の需要こそ今後伸びることが予想される。
・再生可能エネルギーは本当の意味での国産エネルギーであるため、他国依存というリスクが限りなく少なくなる。

24957 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 今後、原発を新たに建設せず、現在存在する原発を
段階的に廃炉にするべきである

　福島第１原発事故のように、過酷な事故でない場合ですら、汚染から逃れるため、多くのひとが避難を余儀なくされています。そのすべてのひとが原発の存在に賛成しているのであればまだし
も、なかには反対しているひとも多いはずです。電力は、原発以外の方法（たとえば天然ガス発電など）でも起こすことができるので、反対しているひとたちの生活を守るためにも原発は、設置す
るべきではないと考えます。
　しかし、現在存在する原発をすべて停止してしまうと、電力の安定供給が困難になるのも事実です。
　これらの問題を解決するためには、折衷案として、当面は一定程度の安全性を確認できた原発を稼働するものの、新たに原発は設置せず、そのほかの発電方法の発電所を建設するべきだと
考えます。

24958 個人 無職 ６０代 男性 一度原発事故が起きれば事故収束は不可能で広範
囲が長期に放射能汚染され続ける実態を深刻に受止
める必要が有り地震多発国に於ける事故発生リスク
の高さ、使用済燃料処理の困難さからみて原発ゼロ
シナリオ以外はない

原発依存度ゼロシナリオを強く要望します。

原発の依存度何％が妥当かという議論は、あくまで原発が他のエネルギー並みに安全であるという前提に立った場合のみ成立する議論ですが、その前提が完全に崩れ去った今、原発が持つ
基本的な危険リスク及び使用済核燃料処理問題を棚上げにしたままいきなり原発依存度何％が適当かの選択を求める今回のパブリックコメントは手順が間違っていると思われます。

そもそも原発が日本のような地震多発地域ではリスク大で危険であると判断され、また危険な使用済核燃料の処理の目処も立たない事が明確になれば原発依存度ゼロ以外の選択肢は自動
的に消滅するからです。

又今回の福島原発事故では、放射能汚染により、日本国内のみでなく世界の海洋及び海産物に非常に深刻な影響を与えていると考えられますが、原発事故による広範囲長期に渡る環境汚染
問題、原発運転に伴い発生する危険な使用済核燃料が持つ環境汚染リスク増大化の問題は、福島事故後ある意味CO2排出の問題以上に人類にとって直接的に深刻な環境汚染問題になった
と考えられます。

”エネルギー・環境に関する選択肢”資料内に”シナリオを検証するに当たり踏まえるべき重要視点”として”地球温暖化問題解決への貢献”等４つの視点が記載されていますが、追加で新たに”
放射性物質等による地球環境汚染防止への貢献”を重要視点に加えるべきです。そうした視点を持つ事は、福島事故を起こしてしまった日本の責務と考えます。

原発事故がひとたび起きれば、原発以外の発電事故の場合とは異なり、現代の世界の最先端技術を駆使しても放射能の拡散をコントロール出来ず収束不可能な危険な状況を作り出し、非常
に長期間広範囲に渡って人が住めない世界を作り出してしまうという事実を福島事故から我々は学びました。
又原発事故は津波だけでなく地震等による破損からも起こりうるし、老朽劣化した原子炉は、地震発生時等の緊急停止時に亀裂破損する事も懸念されています。増え続ける危険な使用済核燃
料の処理方法がないというのも大問題です。

つまり地震多発地域の日本では、原発事故発生の危険リスクが基本的に高く、原発を運転し続ける限り将来的に第二の福島事故は日本国内どこの原発立地帯でも起こりうるという事です。

万一、第二の原発事故が起きれば日本経済は確実に破綻するだけでなく、豊かな自然がまたまた放射能で汚染され日本が本当に居住不可の国になりかねないという恐ろしい現実をもっと深
刻に捉えるべきで、あくまで原発依存度ゼロを大前提にした上で、温室効果ガス削減化、経済負担増のミニマム化を図りつつ、日本にとっての最適なエネルギー構成は何かを決めてゆくべきと
考えます。

24959 個人 自営業 ３０代 女性 原発は即時停止し、自然エネルギーを推進してくださ
い。原発は０％を選択します。

原発は、使用済み核燃料の処分があやふやで、最終処分地も決まっておらず、お金はいったいいくらかかるのか、考えたくもないです。
時間なんか、永遠でしょうか？
関わる方々のストレスも膨大でしょう。
今の技術力では、原発は無理です。
赤ちゃんに、銃を持たせているようなものです。

自然エネルギーに関する助成、援助をもっと増やしてください。

ゴミ焼却などででる熱を利用するなどして、非効率なことをすべて活用するように仕向け、環境対策の進んでいる国を参考にするとか、原発を０にするためのあらゆる手段をとり、全力でとり組ん
でください。
今までと同じ選択、前年と同じことをすれば良い時代は終わりました。
先送りしてきたこの問題に向き合うとなると、頭がぼーっとして回っていない印象をうけます。

原発がなくなることで職を失う方々には、率先して、自然エネルギーの方で活躍していただきたいです。

24960 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 安定した代替エネルギーの供給が確保されるまでは
原子力は必要と考えます

我が国の世論は極端に動きやすく、マスコミや声の大きな活動家の方々の発言により「原子力＝悪」の方程式が出来上がりつつあるように思われます。
福島の住民の方々のご苦労には本当に心に痛みます。
ただ冷静に考えれば、Ｍ９の地震にも耐えた日本の技術力はまだ信用におけるのではないでしょうか。（現に、震災後海外からの受注もある様ですし。）
結局、『今回の様な事故が再び発生するリスク』と、一方で『無理な節電の結果、熱中症でお亡くなりになる方が発生するリスク』『高くて安定しない電力が原因で経済活動が停滞し不況が深刻
化し国民の不幸が増大するリスク』『国富が減少するリスク』『エネルギー安全保障が低下するリスク』を比較検討すると言ったリスク管理の問題になるのではないでしょうか。
政府は「新エネルギー開発」に大きな投資をしつつ、実現するまでの間は『世界一安全な原子力発電』の整備に努めるべきです。
政府は、国民に意見を聞くだけではなく『あるべきビジョン』を提示し国民を説得されていくことを望みます。

24961 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 １，のゼロシナリオを選択します。 これ以上、核廃棄物を増やしたくないからです。
無毒化することのできないものを冷やしつづけ何百万年も厳重に保管する、とほうもない負の遺産を次世代の子どもたちにおしつけてはいけないことだと思うからです。

また、ひとたび福島のような原発事故が起きれば、空気、水、大地を汚し、ひとが住むことのできなくなってしまいます。また、たくさんの人々がひばくしてしまいます。

上記の理由で、原発は即刻ゼロにすべきです。

24962 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 ０．１％でも危険なリスクがあるものより１００％安全な
ものでエネルギーをまかなってほしい。エネルギー効
率のよい社会を築くことは世界に打って出る日本の新
技術を生み出せるはずです。

いつ事故を起こしてもおかしくない老朽化した原発。いつまでも処理できずにどんどん貯まっていくばかりの使用済み核燃料。
これらの負の財産を次世代に押し付け、足るを知らない生活を続けている現代社会。福島第一原発の事故から１年数ヶ月が経ちました。あれだけの事故を目の当たりにして、原発に依存してい
こうとは思いません。いまだ事故前の生活を取り戻せない人々がいるという現実に、ここは先進国といわれる日本なのか？と考えざるを得ません。原発という麻薬から早く抜け出し、再生可能エ
ネルギーに転換していくことが、日本の使命です。子どもたちに美しい国土を残し、いつまでも幸せに生きていくことができるようにしなくてはなりません。この点から観ると、生命を脅かす原発は
憲法に反するものであると言えます。
そして、原発立地地域への無意識ながらの差別が根底にあるのです。裕福な者が貧弱な者へと押し付けている構図（米軍基地も同様）が浮き彫りにされました。
このような差別は人権違反です。考えたこともありませんでしたが、知らず知らずの内に差別行為をしていたという事実にうなだれるしかありません。

エネルギーこそ消費地で作るべきものです。
未来のエネルギーは原子力はゼロ、再生可能エネルギーは１００％
選択肢はこれのみです。

24963 個人 家事専
業

３０代 女性 ゼロパーセントに賛成 原発は人間のコントロールできる発電方法ではないということがこの事故でしょうめいされた。

再生可能エネルギーにシフトしていくべき。

表では負担増とあるが、負担増もやむなし
稼動する原発が事故をおこし負担が増えるなら、再生可能エネルギー開発のための負担増のほうがよっぽど良い。さらに未来はよりクリーンなエネルギーが開発され、節電などで工夫をしてい
けば理屈では負担が減るはずである。

原子力は電力会社、政府、原子力村が利益がでるしくみで国民にはなんの還元もなく、放射性物質だけがまきちらされる危険なエネルギーである。
よってゼロパーセントに賛成である。

24964 個人 無職 ４０代 男性 「エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見

「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」を主張しま
す。
政府は本腰を入れて再生可能エネルギー開発に尽力
すべきと考えます。

このパブリックコメント募集の前提が「2030年までは原発が維持される」というものであり、大地震発生の可能性が高まっている現在の情勢において認められる前提ではありません。再び事故が
起これば、日本は再起不能になります。政府は、自然エネルギー比率を増やすスケジュールを国民にしっかり示すべきと考えます。

24965 個人 家事専
業

３０代 女性 原発ゼロシナリオを求め、またゼロシナリオの改善を
求めます。

まず、2030年とは甘い、即刻国内全原発廃炉、核リサイクル廃止へ動いて欲しい。
福島のような辛い経験はうんざりです。
もしまた大地震が起きて原発が壊れば日本は住めなくなります。

次にエネルギー・環境会議の提示した原発ゼロシナリオは、原発ゼロなら温暖化と電気料金値上げのリスクがあると誘導してるように感じます。
しかし、電力会社は原発ゼロでも化石燃料発電でも適切な価格で安定した電力を供給する義務があります。
国が指揮して発送電分離し、電力会社の地域独占をやめさせ、電力の自由競争をさせれば電力は適切な価格に落ち着くのではないでしょうか。
温暖化を懸念し、省エネを政策に取り入れる国は日本だけのようです。再生可能エネルギーも同時にやるべきだと思いますが、それだけでは資源の消費が足りず、資源獲得の国際競争に負け
てしまいます。子供達に放射能ばかりか国力のない、落ちぶれた国を遺したくありません。

24954 福島第一原発の事故によって、何百年ものあいだ人びとが生活を営んできた大地と海が汚染され、多くの方々が移住を余儀なくされました。また事故の収拾のため、十分な保障もなく作業に従
事されている方々がいます。低線量被曝の影響は科学的には不確定です。日本列島に生きる私たちは、この先何世代にもわたって、未知の不安と共に生きなければなりません。あるべき将来
の社会のあり方を描くにあたっては、「これまで通りのやり方を続けられる」という希望的観測ではなく、まずもってこの「すでに起こってしまっている現実」から議論を始めるしかありません。

福島第一原発の事故は未だ終息しておらず、廃炉への道筋も不透明で、ほぼ半永久的に直接の現場検証を行なうことはできません。国や電力会社は原発再稼動のため「事故を踏まえる」と主
張していますが、このような現実のなかで、事故の検証と対策を行なうための最良のデータをそろえること自体が論理的に不可能なのです。それでもなお国や電力会社が「十分な対策をとった」
と主張すること、また保安院がその主張を容認することは、反証可能性を欠いた非合理な信念であると言わざるを得ません。

それでもなお、原発を維持しようとする理由は何でしょうか？

(1)「原発がないと電力を安定供給できない」
2012年8月現在、日本列島で動いている原発は大飯の2基のみですが、事故後、多くの方々が節電の努力を蓄積してきたことで、電力供給には余力があります。たしかに、どんなに代替エネル
ギーを推進したとしても、「これまで通り」電気を湯水のごとく使う生活を続けることはできないでしょう。エネルギー消費のあり方そのものを、今から考え直さねばなりません。すでに都市部に生
きる多くの方々が、自らの生活を見直し、原発反対の声をあげています。

(2)「原発をやめると電力コストが上がる」
とりわけ事業所にとって電力コストは死活問題です。しかし原発事故という「すでに起こってしまっている現実」を前にして、事故処理や賠償を含めた原発の電力コストが相対的に安価であるとい
う主張は成り立ちません。アメリカのGE社も原発のコスト高を明言しています。電力自由化を進めた場合、原発に経済的合理性は存在しません。

(3)「原発立地自治体の財政や地域経済が悪化する」
問題の本質は、自治体財政を交付金に依存させたことにあります。国と電力会社は、計画推進のなかで大量の資金を投じ、農地や漁業権を買い上げ、地域の産業を骨抜きにしました。しかし
少子高齢化による縮小社会の到来により、経済成長を前提とする「これまで通り」のシステムは破綻しつつあります。もはや税金を大量に投じて自治体財政を維持することは、現実的ではありま
せん。持続可能な産業構造の転換を、今から始めなければなりません。

(4)「廃炉にすると使用済核燃料の行き場がない」
高速増殖炉の構造上の不安定さによって、核燃料サイクル計画そのものが破綻しています。未だ最終処分場も決まっていません。原発を維持しても廃炉にしても、どちらにせよ核廃棄物は行き
場がありません。この現実を直視し、これ以上核廃棄物を生産することを、今から止めなければなりません。

(5)「原発の技術は安全保障のため必要である」
日米安全保障条約に基づき、日本はアメリカの「核の傘」の下にいます。軍産複合体システムのなかで、安全保障のため核技術を維持することが必要だという論理自体はありえると思います。
しかしこれは政治的決定、すなわち私たちの選択の問題です。現に非核保有国であるイタリアやドイツは脱原発を宣言しています。私は被爆国に住むひとりの人間として、「核の傘」に基づく安
全保障を支持しません。したがって安全保障の論理に基づく原発の正当化もまた支持しません。

以上の議論に基づき、私は、原発の維持を前提としたいかなるシナリオも支持することはできません。ゼロシナリオは、「これまで通り」の社会のあり方の根本的な見直しを迫ります。そこには多
くの困難や痛苦があるでしょう。多くの方々は、原発に反対する気持ちと共に、社会が変わることへの不安を抱えています。しかし始めようとしなければ、決して実現することはないのです。私
は、福島第一原発の事故を絶対的な原点とし、原発ゼロへ向かって世界中の智恵・思想・技術・行為を結集させていくことが、可能な唯一の「現実主義」であると考えます。私たちの手で、今、こ
こから始めましょう。

原発ゼロシナリオを支持します。福島第一原発の事
故は、かけがえのない大地と海を汚染し、人びとの生
活を破壊しました。希望的観測ではなく、「すでに起
こってしまっている現実」から議論を始めなければなり
ません。

男性２０代学生個人



24966 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 　　原子力発電は完全に廃棄すべきです。再生可能
エネルギーを開発しそれで電力をまかなうようにする
べきです。

　　福島の原発の大事故で、私たちは原子力発電がいかに危険なものであるかを身をもって知り、原子力発電は、人間が制御できるものではないことも知りました。福島の人々の苦しみ等を報
道で目にするたびに原子力発電はいらないという思いを強くしました。
　太陽光、地熱、風力等、発電のための資源は日本にまだまだたくさんあります。日本の持っている技術や能力等を結集して、それらのものが、一日も早く利用できるように全力をつくして欲しい
と思います。

24967 個人 学生 ２０代 男性 ゼロシナリオに賛成する。原発で働く人は今も被爆を
強いられている。また、原発の周辺地域の人にも被爆
の危険を強いている。原発は一刻も早く無くすべき
だ。

・原発はそこで働く人がいてこそ稼働できる。これは原発での仕事をどんなに機械化しても、防護服をどんなに改良しても変わらない。しかし原発で働く人は、日々被爆を強いられている。放射
線を浴び、命の危険にさらされている。私は他人を命の危険にさらしてまで電気が欲しいとは思わない。
・原発周辺に住む人にも、被爆の危険を強いている。地震、津波、台風などの天変地異、テロなどの人為的変異が原発で起これば、原発周辺に住む人は命の危険にさらされる。原発には外部
に放射線を出さないいくつもの安全装置があるとされていた。しかし、2011年3月11日の地震および津波は、その安全装置があまり役に立たないことを立証した。そして現在も、あらゆる天変地
異、人為的変異に対応できる安全対策はとられていない。
・そもそも、あらゆる天変地異、人為的変異に対応できる安全対策はとることができない。人間は失敗する生き物である。ただ、その失敗が取り返しのつく失敗であれば、人間は生き続けること
ができる。しかし、原発についての「失敗」は放射能の拡散を意味する。放射能の拡散は人間の生命を脅かす。（放射線を浴びた影響がいつ、病気や死によって現れるかは分からないが。）
・どんなに人間が努力しても、原発を完全に安全なものにすることはできない。しかし、自然エネルギーの開発、生産や省エネルギーは人間の努力によって達成できる。（30年前、ＬＥＤがこんな
に普及すると誰が思っていただろうか。）
・国家予算の配分を大幅に変え、自然エネルギーの開発、生産や省エネルギーを強力に推進する予算にするべきである。これは壮大な夢のある挑戦である。（失敗しても多額のお金を失うだけ
で済む。しかし私たちは夢のある話、かつ予算の裏づけがある話には飛びつく。自然エネルギーの開発、生産や省エネルギーを強力に推進する日本からは、偉大な研究者、学者が多数現れ
る。そして、世界は再びJapan as NO.1と言う。）

24968 個人 自営業 ６０代 男性 原発の選択1番を原子力は人間が使いこなす技術が
未熟又事故の代償を見ても原発は中止原発開発費を
廃炉や新エネ開発費に太陽光風力小水力地熱発電
は確立技術、省エネＬＥＤＥＶ車蓄電池高断熱スマート
グリッド

地球の将来が心配です。

24969 個人 家事専
業

２０代 女性 原発について（原発のない国づくりを！） 原発のない国づくりを強く希望します。簡単なことではありませんが、みんなで力を合わせて節電すれば、越えられる壁だと思います。もうこれ以上原発で人々が苦しむような事態は絶対に避け
るべきです。実際に大きな事故があり、今も福島の人々は突然住まいを奪われた形になっています。どんなにお金を出しても保障できない原発事故の爪痕により、酪農家の自殺等深刻な事態
が発生しています。これから子育てを考えていますが、原発の危険に怯えながらの生活は耐えられません。日本の未来のために、原発のない国づくりを再検討していただきたくお願い申し上げ
ます。様々な要因が絡んでいて、簡単に決断できないことは重々承知していますが・・・どうか再検討をお願いします。地震の多い我が国に原発は適していないと考えます。「想定外だった・・・」と
事故が起きてから言っても何も始まりません。事故が起きない可能性が０ではないことは確かです。私は大切な子どもたちの命を守っていきたいと思います。それが私たち大人の使命なのでは
ないでしょうか。福島の子どもたちの叫びにどうか耳を傾けてください。よろしくお願いします。

24970 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発比率0%目標を支持します。理由は原発の継続は
事故再発を否定できず、放射性物質の拡散という制
御不能な環境汚染のリスクは、GDP成長率を遥かに
越えるコスト負担を招くからです。

2030年の原発比率0%目標を支持します。理由は原発の継続は事故再発を否定できず、事故による放射性物質の拡散という制御不能な環境汚染のリスクは、GDP成長率を遥かに越えるコスト
負担を招き、国境を越え近隣諸国へも悪影響を及ぼすからです。
チェルノブイリ事故をみても、旧住民への健康被害は数年の経過の後に確実に発症しており、福島での健康被害はこれからという状況なはずで、安易な除染や安全宣言には国家的欺瞞を感じ
ます。
東日本大震災、原発事故を契機に、生活者の多くは電気・燃料・食料などを浪費する経済成長社会について再考し、量的ではない質的な豊かさの選択肢に気づきました。
人口縮小局面のなか、生活者はGDP信仰ではない、幸せ経済社会の価値観をもったコンパクトな暮らしを目指し、企業は省エネ＆自然エネルギーなどの技術強化をもって世界を導くことが新し
い日本の立ち位置と考えます。

24971 個人 自営業 ６０代 男性 日本は地震国、津波・大地震はいつ来てもおかしくな
い。広島・長崎の原爆投下で被害を受けている。　福
島は第3の原爆投下と同じだ。

原発はできるだけ早くゼロにすべき。

原子力保安院と電力会社がなれ合いになり、原子力保安院が電力会社を指導
できる体制でなかった。

40年で廃炉とし順次原発を停止し廃炉にする。
また活断層のある原発は再稼働しない。津波の被害の恐れがある海岸の高さが
低い原発も再稼働しない。
第二の福島を作ってはいけない。

発電と送電を分離しグリーンエネルギーの参入を促し、新しい発電技術を早急
に開発し原発の代替えとする。

24972 個人 自営業 ３０代 女性 原発ゼロをまずはめざし、日本にとってよりよいエネ
ルギー発電の形をみつけるべきです

原子力発電、再処理工場、高速増殖炉、すべて人間の命の犠牲の上に成り立ってるものです。全く必要ありません。それらのものに変わる素晴らしい叡智のもとのエネルギー発電を希望しま
す。電気自体も電力会社を選べるようになるのが日本の今すべきことだと自負しています。

24973 個人 学生 ２０代 男性 2030年ではなく、今すぐの原発の即廃止、即停止を求
めます。管理体制の問題、原発の老朽化、地震の活
動期などを考えると日本のどこでも、いつでも事故が
起きる可能性があります。故に即停止、即廃炉を求め
ます。

即停止、即廃炉を求めます。なぜなら

１）原発がなくても電力は足りている（実際に関西電力は経営上の問題と言っていた）
２）原発事故のリスクを考えると決して原発はコストの面でも安いとはいえない
３）昨年の地震以降、巨大地震のサイクルに入ったといわれ、福島の事故はどこでも起きると考えられる
４）原子力村、国、電力会社など、原発の管理体制に問題が多すぎる
５）原発の老朽化
６）核のゴミの処理方法がない
こういったことを考慮すれば、原発は全く安いものではありません。原発を動かせば処理方法のない核のゴミ（核燃料サイクルも海外では断念されており、困難なもの）が増え続け、またひとたび
事故が起これば国土を失い、食、仕事、精神的負担、あらゆる面で大きなコスト、負担が国民に降り掛かります。また汚染は国境に関係なく広がります。

以上の理由で私は原発の即廃炉、即停止を求めます。

24974 個人 無職 ６０代 男性 原子力エネルギーは即時ゼロにすべきである。 理由１．福島原発事故に相当する事故が一つ発生すれば、日本は確実に二　　　　等国、三等国に転落、二つ発生すれば国は滅ぶ。
　　２．行政・経済界・マスコミ・司法全てが利権構造に縛られており、　　　　有事に正常且つ機敏な対応は機能しない。
　　３．増え続ける使用済み燃料の処置に有効な手段を未来に渡って持ち　　　　得ない。
　　４．日本の経済よりも日本国民の生命が大事。
以上

24975 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発ゼロシナリオを支持する。現在の原発すべてを寿
命まで稼働し、新規増設も含む、さらに核燃料再利用
も継続すること等を表に出さず、15％に誘導するよう
な方法は姑息である。

・省エネの見込みが少ない。

・再生可能エネルギーの導入見込みが少ない。

・核燃料の再処理費用が見えてこない。

・廃炉費用と放射性廃棄物処理費用が考慮されていない。

・あれだけ“やらせ”が明るみに出たのに、意見聴取会に電力事業関係者を発言させる無神経さ。

24976 個人 その他 ４０代 女性 原発は０％にするべきです。地震多発国の日本に原
発は最もふさわしくない。

私は原発の電気を使いたくありません。原発なくて不便ならそれはそれでも全然かまわないし、不便と感じたら人間はいろいろ知恵を出し工夫して生きる生き物です。なぜ日本では電気を選ぶ
権利が消費者にないのでしょう。どうせ電気代払うなら地球環境や生物の遺伝子を破壊する原発にお金使いたくありません。
今まで使用してできた大量の核のゴミを電力会社は責任とれるのですか？これからも無責任にゴミの処分も決まらないまま出し続けるつもりでしょうか。なるべく早く原発から手を引くべきです。
早ければ早いほど別の道が開けてきます。
「エネルギー選択の１つとして残しておく」という意見があるが原発開発にかける莫大な費用を他のエネルギーに振り向けたほうが無駄がないし今の日本には無駄なものに投資する余裕はない
はず。原子力の研究（特に放射能の体への影響や無毒化）は細々とどこかの研究施設でしてればよい。原発は即刻０％です。エネルギーの選択肢としては失格です。早く方向転換してくださ
い。私たちの未来の子供たちのために。

24977 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 「核と人類は共存できない」
2030年の原発依存０％「ゼロシナリオ」を強く求めま
す！

「核と人類は共存できない」その思いをずっと持っていました。
原子力政策を進める上で「原発の安全神話」を声高に叫び続けていましたが、福島第一原発事故を通して、その根拠が崩れました。
この事故を通し、故郷を追われ苦しんでいる人々が多くいます。政治は国民の願いを実現するために決断し、政策を立てるべきです。国民の８０％以上が脱原発を望んでいる現状があるにも関
わらずその方向に決断できないのであれば、それこそ「何も決断できない政治・政治家」以外のなにものでもありません。経済論で物事を語るのであれば、原子力政策推進から新たに再生可能
エネルギーの有効活用やそれに向けての設備投資などで必ず経済は活性化するはずであり、日本にはその技術力も知恵もあるはずです。「技術大国日本」なのですから。
日本の将来を考えた時に、人々の命を脅かし、危険にさらす政策ではなく、脱原発政策に舵を切るべきです。「ゼロシナリオ」の他に国民の安全を確保する道はありません。

24978 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発による発電は今すぐにでも0%でいけます。 電力が足りないなんて嘘はもう多くの方に広まっています。
米GEのCEOも言っています。原発はもう終わりだと。

原発がなくなれば経済が終わるなんて幻想です。
周辺住民の方々に影響あるのは分かりますが、それは国が責任を
持って原発依存しなくて済む環境を作る事で解消できるはずです。
そしてその方法を国民全員で考えるべきではないでしょうか？

世界は原発とお別れします。情勢をみてください。

24979 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発ゼロシナリオ（即時）を採用すべき 既得権益にぶら下がる組織を全て見直し、今一度日本人としての今後の日本を考えるべきタイミングだと思う。
自宅、祖父母宅が高濃度にさらされており、畑も使えなくなった。
知性のある人間としての誇りを持ち、正しい選択をお願いしたい。

24980 個人 学生 ２０代 男性 原発は安全でしょうか？放射能漏れ事故が再び起き
たとき誰が責任をとるのでしょうか？電力会社でしょう
か？経済産業省でしょうか？政府でしょうか？我々国
民でしょうか？

どの地質学者も今、地下マグマの活動が活発になっていると論文を出しています。これから自然災害が活発になるのは容易に予想できます。

一緒に福島の皆さんの犠牲から学ぶ事はないでしょうか？
現状は一国一秒を争う事態だと思います。
少しずつで良いので明確に国民の皆様にご呈示いただけると幸いです。
人や動物の命にかえられる尊い存在はありません。
どうか、皆様に少しでも明かりを見る勇気を願います。
死に際に後悔はしたくありません。
どうか、一国民の意見をお汲み取りください。
お願いします。

(削除)

24981 個人 その他 ５０代 女性 「2030年には原発ゼロ」を公表して、世界中を放射能
で汚染した責任を取る姿勢を示すべき。自民党の進
めてきた業界との癒着による原発推進政策を断ち切
れるのは、民主党政権だからこそ。

どのくらいエネルギーにコストがかかろうとも、原発から再生可能エネルギーに転換することで、世界中に日本人が手本となるべき。石油エネルギー利権獲得のための紛争が世界中にどれだけ
あることか。人類が希望を持てるとしたら、また日本の青少年が自分の国を誇れるとしたら、脱原発の方向しかない今「原発ゼロ」の決断をしなければ、いつしか１５％がまた２０％にもなりかね
ません。。

24982 個人 パート・
アルバイ
ト

６０代 男性 原発依存からの脱却。既存の発電設備を転換したり
地産地消の導入で発電効率は向上する。経済より食
の安全を優先すべきだ。子供たちの健康を守ることは
私達の責務。健全な子供なくして日本の未来はない。

　日本は地震大国です。近い将来にも大地震が高い確率で予測されています。しかも、放射性廃棄物の最終処理方法が、いまだに確立されておりません。
「エネルギーの確保」よりも「食の安全」つまり「未来の国民の健康」を優先すべきです。たとえ電力不足が原因で日本経済が停滞するようなことがあっても、原発依存からの脱却する方向で政
策を決定すべき時が来ていると考えます。
　3月11日の原発事故はいくつもの町村に壊滅的打撃を与えました。新たな原発事故が起こると国家をも滅ぼしかねません。原発事故の被害の範囲や規模を予測することは非常に困難です。
さらに、事故の対処方法も確立していません。原発には不確定要素が多すぎ、日本の未来を原発に委ねるわけにはいきません。幸い、日本には既存の水力発電や火力発電の施設がありま
す。それらをフル稼働させ、国民もエネルギー浪費習慣を改めれば電力不足に対応できます。既存の発電所をすべてガスタービンと蒸気タービンを組み合わせた発電方式「コンバインド・サイク
ル」に転換し、さらに電力を自由化し地産地消を普及させコージェネレーションシステムで送電時の喪失を最小限に抑えれば、さらに発電効率が改善されます。

　私たちの被曝に対する考え方も改めなければなりません。内部被曝は健康への影響が外部被曝に比べはるかに甚大です。特に細胞分裂が盛んな子供の身体は放射能の影響を受けやすく
微量でも長期間被曝すると健康被害を受ける可能性があります。子供に対し大人と同じ放射線の基準値を適応するのは誤りです。数年後に少なからぬ子供に甲状腺がんや白血病が発症する
と予測されています。
日本の原発のクライシス・コントロール（危機管理）はあますぎました。原発の爆発事故は人災との判定が下されました。3月11日の事故を最後の原発事故とするためには原発依存から抜け出
す必要があります。

24983 個人 無職 ６０代 男性 ゼロシナリオを支持し、遅くとも１０年後までにゼロに
すべきと考えます。

　福島第一原発事故に明らかなように、原発事故は地獄絵図そのものです。生命・財産は奪われ、生活は破壊され、被害住民は塗炭の苦しみを味わうことになります。「エネルギー・環境に関
する選択肢」意見公聴会での中部電力社員の発言「今回の事故で放射能による死者は１人も出ていない」にはショックを受けました。今回の事故ですでに何百万もの人が死んでいるというの
に。こういう人達に原発の運転管理を委ねることは、本当に空恐ろしいことです。

　原発の原子炉を廃炉にするための費用はどれくらいかかるのでしょうか、政府は明らかにしようとしていませんが、途方もない額になるのではないでしょうか。青森県六ヶ所村の再処理工場
も、事故続きで実用化の目途は全く立っていません。原発を推進してきた先進国の間では、核燃料サイクルから撤退する国が相次いでいます。そのなかで、日本だけは、いまもって核燃料サイ
クルに固執し、膨大な税金を投入し、開発しています。核燃料サイクルの開発に投入する金は、即刻、再生可能エネルギーの開発に投ずべきです。日本の技術力をもってすれば、再生可能エ
ネルギーの開発を国家プロジェクトと位置づけて、国の総力をあげて取り組めば、必ずや成功すると思います。

　原発の使用済核燃料は容易に処分することができず、彷徨っています。半減期に達するまでに数十万年の長きにかかると言われています。この厄介なシロモノを未来の人達に押しつけること
は、未来への侵略です。原発が決して安全ではないことは、いまや証明されました。さらに、コスト面でも、原発は、廃炉の費用が途方もなく膨大なものになるだけでなく、使用済核燃料の再処理
工場稼動の目途も全く立っていないことから、即刻ゼロにすべきです。人類は、残念ながら、原子力をコントロールする術をまだ獲得していません。であれば、原子力に依存することは、地球の
破滅につながりかねません。原子力ムラの道楽のために、われわれの生存が脅かされることは、断じて許せません。

24984 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 人類の貴重な資源とその利用技術の継続的発展を我
が国及び人類は放棄すべきでない。一定割合の原子
力利用と研究開発を維持すべき。

人類が核分裂エネルギーを工学的に利用し始めて半世紀超、軍事利用の多くの不幸な出来事、民事利用の多くの失敗も経験し、夢ばかりではない負の側面に直視しながら、少しずつその扱
い方を学んできた。

地球に大気が生まれたために核融合から生まれた太陽風や宇宙線から守られ太陽エネルギーの恩恵を受け生命活動が活発になったように、地球のマントル中の天然ウラン・トリウム壊変系
列の崩壊熱による地熱により地殻での様々な生命活動が維持されているように、自然界の生命活動のために「自然」に利用されている核エネルギーの扱い方を、人類は長い時間をかけながら
学ぶ過程にある。自然に学ぶは生命の必然である。

エネルギー問題は百年、いや千年の計。
自然への畏敬の念を持ちながら、人類の貴重な資源とその利用技術の継続的発展を我が国及び人類は放棄すべきでない。一定割合の原子力利用と研究開発を、長期的な視点と断固たる意
志を持ちながら維持すべきである。



24985 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 2030年までに原発ゼロを実現して下さい。地球／世
界に対する日本の、国民とその将来に対する政府
の、重大な責任です。3.11を経験した今、この選択肢
を選ぶ他ありません。

原発事故が起こった当初、ある意味仕方ないと思っていました。全てが「想定以上」の災害だったからです。当事者を責め立てても仕方ない、現状の対策に全力を尽くしてくれ、と。
１年以上が経過し、あの事故から何を学んだか。
人間の「想定以上」の事態は起こり得るということ。だからこそ、人間がハンドルしきれないものを作ってはいけないということ。
もし日本中の原発を再稼働することになれば、あの大事故から学ばない無責任な、軽蔑すべき国の姿を世界にさらすことになります。
外国籍の友人が大勢いますが、震災直後の日本人の姿に皆深く肝銘を受けていました。これが他国であったら、略奪・二次災害等の大混乱に陥っていた、日本人の自己犠牲、冷静さは素晴ら
しい、と。日本人の精神性の美しさを、世界中が感じていました。その評価が、原発再稼働により地に落ちようとしています。
ドイツのドキュメンタリーで再生可能エネルギーの可能性・将来性を知りました。そもそも電力を一社からしか購入できない体制が間違っていたのですね。日本も、東京電力のための節電に汲々
とするのではなく、エネルギー需給を自ら選び取る体制にシフトするべきだと強く感じています。
2030年。例えば50歳のあなたは68歳です。「私には関係ない」と思っていますか？今年産まれた子供達は18歳になります。放射能汚染した日本の国土を、成人しようとする子供達に引き継ぎた
くはありません。
最後に。夫は自衛官です。私個人の見解では除染作業は自衛隊の範疇ではありません。東京電力社員が行って下さい。よろしくお願いします。

24986 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 ３つのシナリオのいずれにも反対する。原発比率を即
時０％にする選択肢以外はありえない。代替エネル
ギーとしては日本海側のメタンハイドレートを活用す
べきである。

１．原発比率について
　原発比率を震災前の2010年の実績値約26％から、2030年までに０％程度、あるいは15％程度、または20～25％程度まで下げていくという３つのシナリオが用意されているが、この期に及んで
原発を使い続ける選択肢を残していること自体に疑問を抱かざるを得ない。エネルギーは何よりも安全なものでなければならない。福島第一原発の事故によって原発の危険性が明らかになっ
た以上、エネルギー源として原子力を使うことはもはやありえない。同時に、嘘と誤魔化しで塗り固められ、今回の事故を経ても未だ抜本的な体質改善がなされない原子力行政から、一刻も早く
決別する必要がある。

２．代替エネルギーについて
　原発がなければ国民経済が混乱するとの見方も根強く存在する。しかし、原発事故があったために現在のような被害が出ていることを考えると、この見方を直ちに肯認することはできない。そ
もそも、この見方は原油をはじめとするエネルギー資源を海外から輸入せざるを得ないということを暗黙のうちに前提にしているが、いまやその前提が崩れている。青山繁晴氏や青山千春博士
らの調査により、日本海に良質なメタンハイドレートの存在することが明らかになっている。天然ガスよりも二酸化炭素の排出量が少なく、既存の火力発電所をそのまま使えるという大きなメリッ
トがある。この自前の資源を最大限活用すべきである。必要なのは政治的な決断ひとつである。

24987 個人 家事専
業

４０代 女性 原発ゼロシナリオ。2030年までの時間があれば、ゼロ
を目指すぐらいがちょうど良いと思う。

老朽化した原子炉から順次廃炉にするべき。活断層等危険度の高いものも同様、地震や自然災害の多い国なので一刻を争う問題だと思う。また、高速増殖炉などの実現不可能なものにこれ
以上税金をつぎ込むべきではない。とにかく不経済。研究者がいなくなるのでは困るので、今後はプルトニウムや放射性廃棄物の無害化や半減期を劇的に早めるような方向の基礎研究を進め
るべき。早く廃棄物の処理問題を考えなければいけない。これは新しい産業になる可能性もある。

これから原子力発電は先進国から斜陽産業になっていくと思う。そして、世界の流れはシェールガスと新エネルギーとGMのCEOまでも言っている。
日本でもシェールガスが採れることがわかってきた。また、700年分もまかなえるという北関東ガス田などはどうなのか？メタンハイドレードは？生ゴミや排泄物利用のバイオマスなどはできない
のか？地産地消型の地域の特性を活かした小規模エネルギーもどんどん実践するべき。

経団連などの原発維持派は電気を使ったものが売れなくなる事などを心配していると思うのだが、それならば発想を転換して電気がなくても使えるものや今よりももっと効率のよいものを作るべ
きだと思う。多様なエネルギー源で動くものも必要だと思う。個人レベルでは、思い切って家庭のアンペア数を減らしてみたり、家電をいっぺんに稼働させずに消費電力を抑えながら暮らす知恵
も磨くべきだ。現代人は使いたい物は可能な枠の中でやりくりして使うだろう。大規模な電力会社による電力供給がなくともやっていける社会を目指すと良いと思う。また、住宅、公共施設、オ
フィスビルなど建物を造る段階から画期的なエネルギー利用効率を考える事も重要だ。

例えば、あればいいなと思う物の一つは、ベランダなどで手軽に蓄電できる小型ソーラー器具のようなもの。これで昼間電気を作っておき、使いたいときに家電にセットして使う蓄電池や乾電池
などの進化版である。バカバカしいと切り捨てずに、まだ誰も見た事のない技術で世界に打って出る希望を捨ててはいけない。今、とんでもない国難なのだから、海外の企業などで経験を積ん
だ技術者に日本に帰ってきて仕事をしてもらうべきなのではないか。

とにかく原発という不確定要素満載な技術に頼るのをやめて、原発ゼロを目標に定め、足元を確かめてから一歩踏み出す事が必要だと思う。

24988 個人 その他 ３０代 男性 原発ゼロシナリオを支持します。
2030年よりもっと早くに原発依存ゼロを実現してくださ
い。再稼動した大飯原発も速やかに停止していただき
たく、切に願います。

運転を続ければ放射性廃棄物をこれ以上積み増していくことになりますが、
人間の時間軸からは無限ともいえる期間、厳重な管理が必要になります。
どんなに優れた最良の技術であっても、無限の時間、完璧・完全であることは決してありえません。
また、人類の歴史を振り返っても、無限の時間安定し続けた社会・文明もありません。戦争･内紛・テロなどの社会的混乱が生じればいかに優れた技術であっても想定外が起こりえます。
原発を頼るようになってわずか40年そこそこです。
数千年～数万年もの間、何事も無く安全性を確保できるといったい誰が責任を持っていえるのでしょうか？Noであれば、原発は速やかにゼロにすべきです。

24989 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原子力の利用には反対です。経済等へのマイナスに
ついて考慮しても、人が生きていく環境を守っていくこ
とを優先し、原子力利用の即停止、そして原発ゼロ社
会を実現することが、未来に生きる人への義務だと考
えます。

原子力を利用した際に発生する放射性物質を安全かつ現実的に処理する技術が確率されていないこと、そして放射性物質の毒性は人の遺伝子を傷つけ生命を脅かすこと、またその影響が広
範囲かつ人間の生きる時間に比して極めて長期間に及び、一度事故が起これば対処できないこと。また、現在稼働している原発の使用済み核燃料の保存についてすら現実的な問題解決がで
きていないこと等の事実から、原子力の利用には反対です。速やかに原発を停止するとともに、それを解体するべきであり、使用済み核燃料の管理についても責任ある立場の人間が現実的な
問題として取り組まねばならないいと思います。

24990 個人 家事専
業

４０代 女性 原発は即時に全て廃炉に。『ゼロ』にすることを希望し
ます。これから子どもを授かる予定の子どもや若い人
に放射能の心配をさせたくありません。原発作業員は
常に被曝の危険があり。人の命を大事にするため、ゼ
ロに。

　原発がなくなると経済が成り立たないということをおっしゃる人がいますが、それは間違いだと思います。既にある火力、水力で十分間に合っています。原発は稼働すればするほど、お金がか
かります。核の最終処分の場所も決まっていないのに、稼働はもう、してはけないと思います。３月１１日の福島の事故の被害に関連して福島だけでなく、関東全体が放射能汚染しました。関東
の人は内部被曝を恐れて西日本から食材を取り寄せたりしている人もいます。そういったことも含めて考えますと、原発のせいで家計の経済は既に悪化しています。今回だけで終わることなく、
またどこかで事故が起きる可能性もあります。小さな事故はフクシマに限らず、何度も起きています。もう、これ以上、心配して生きていくのは嫌です。
　これから出産する予定の若い人たちにも、安心して子どもが産めるように、放射能の心配をなくすためにも、原発は即刻全部廃炉にすることを選択したいと思います。
　原発は原発作業員には常に被曝の危険にさらされています。人間を人間扱いしないエネルギーだと思います。原発は差別を生み出すエネルギーです。危険な作業を自ら率先してやる気のな
い人が他人にやらせることを前提として経済を語るべきではないと考えます。
　

24991 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 2030年時点で、原発依存率0％を支持します。事故が
起きた際の被害規模の大きさ、事故が起こりうるとい
うリスクの多さ、放射性廃棄物の処理の問題などから
です。

一度、事故が起こった際の被害規模の大きさ、ほとんどの原発に事故が起こりうるというリスクの多さ、放射性廃棄物の処理の問題が未解決である点などから、原発依存率は0％にせざるをえ
ないと思います。
しかし、原子力に関する研究はやめる必要はないと考えます。小規模になるかもしれませんが、進めていけばいいと思います。これまで、研究と実用があまりにも密接に関連しすぎていたと思い
ます。
また、廃炉プロセスにおける作業や放射性廃棄物の処理に関して、技術を蓄積して、世界に貢献することも可能ですし、競争力を高めることも可能だと思います。
ぜひ、このような方向で進めてもらいたいと思います。

24992 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 3シナリオとも不十分であり、まずシナリオの評価項目
について国民的議論を尽くすべきで、それまでは原発
事故の影響を最大限に想定し「ゼロシナリオ」で進め
つつ、代替エネルギー開発と省エネを急ぐべきである

現在提示されているシナリオが不十分である理由は下記の通りである。

・福島第一原発事故の補償の見通しが十分にたっておらず事故の影響評価が不十分である。従って原発のメリットとデメリットを秤にかけることはできない
・原発の代替案が化石燃料主体というのは最有力な案だとしても、その他代替エネルギーについて十分な評価がなされていない
・電力自由化や発送電分離なども含め、諸外国の事例さえ十分に検討しているとは言えない
・また議論が供給サイドに偏っており、需要サイドのIT等技術活用による効率化、省エネルギー化についてももっと議論すべきである
・上記を踏まえた選択肢の評価項目自体について十分な国民的議論がなされていない

我々が検討すべきシナリオは、今後の原発比率のみを評価項目としたものではなく、供給サイド・需要サイドの両方のエネルギー政策のビジョンとなるべく、十分な評価項目を議論されたあとに
提示されるべきである。

24993 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 ゼロシナリオを支持します。 私は、ゼロシナリオを支持します。理由は以下です。
1.最終処分場がないこと、かつきちんとした処分法的が無いこと
　※埋めて半減期を待つことは、「解決」とは言わないのではないでしょうか。
　※解決方法がないまま使い続けては、問題が溜まる一方です。
2.分からない物を使っていること
　※人体への影響も、自然界への影響も分からないことが多すぎます。
　　そのような物を世界中で、当たり前に使っていることは異常です。
　　「目に見えない＝大丈夫」ではないと思います。

最後に、あのような大変事故、災害を経験して大きな転換をせず、いつするのでしょうか？
政府に「必要ない」と考える方がおりましたら、どうか教えてください。

24994 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発0% 福島の事故が起こるまで原発の怖さを知りませんでした。
これ程多くの人が死に、病気になるような事故が起こってしまった以上、即刻全部廃炉にして頂きたいです。
政府がまだ隠していること、みんな気づいていると思います。

24995 個人 家事専
業

３０代 女性 福島原発事故は、我々現代日本人、ひいては世界の
人々全てに、新たな方向性に向くべく提示されたもの
と感じております。ぐだぐだと言っていないで潔く今す
ぐ原発を０にし新たなスタートを切る時節にいると思い
ます。

私は30代後半の大人であり、子供をもつ母でありながらあまりにもさまざまなことに無知、無関心であったことを恥じております。正直、難しい事は何もわからない素人の無学の人間です。しかし
ながら今回の原発事故において、私は大きく平手を受け、目が覚める思いがしました。
本当に難しいことはわかりません。ですが明らかにわかることは私たち人間は自分たちの利己利益の為に自然を冒涜してきた結果がこれだ、ということです。自然の脅威の前において人間は無
力です。原発は人間の手に負えないものだと思います。わたしもそうですが、多くの国民が無知、無学、無関心でした。電気がどんどん使えてどんどん便利になる世の中を求めました。原発を推
進してきた背景には、一庶民が創造もつかないようなさまざまな利権も絡んでいることと思います。そこを利用し、推進してきた動向に今更ながら憤りも感じますが、結局は国民の無関心にも責
任がある、連帯責任だと感じております。
今回のことで自然災害において大きすぎる原発事故を起こした日本が、速やかに過ち（原発を完全に安全にすることはできない、また、核処理を未来永劫子孫に押し付けていこうとする非道の
行為）を認め、きっぱりとその方向性を切り替えていくことは、ひいては世界を救うことにもなると思います。
そのためには、国民に多少の負担があろうとも、国民全体で責任をもって大きく舵を変更していかなければならないと思います。
私たち人間は地球の資源を借りて生かされているのだと思います。日本という国は、「日＝太陽」のもとで、自然とともに歩んでいく方法を技術開発していける国と思います。そしてその技術を世
界に輸出していける国だと思います。

24996 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発政策については選択肢は即刻廃止しかないで
す。

放射能漏れ事故が再び起きたときに誰が責任をとるかを明確にすべきです。

実際に福島で事故が起き、未だ責任の所在はあいまいなままです。

原発も推進するのであれば廃棄物の処理についても国民に提示すべきです。

原発を選ぶという人は、

誰も引き取りてのいない核廃棄物も引き取るべきです。

24997 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発ゼロシナリオ（即時） 2030年までに原発ゼロ、なんておかしい。今すぐにゼロにすべきです。地震大国に原発は危険だと、国民はみんな分かっています。これまでも多くの事故がありました。現在ある原発はその大
半が老朽化しており、いますぐに運転停止をしなければいけないマークI型が10基もあります。福島第一原発事故でメルトダウンや水素爆発を起こしたタイプと同一のもので、これを設計したGE
社自身が改良を進言しており、危険な状態のまま運転している原発が、こんなにあること自体世界を驚かせています。人間がコントロールできないものをなぜ操り続けられると保証できるので
しょうか。また、核廃棄物の処理方法も明確でないままです。何万年も管理しなければならない核のゴミに、膨大な電気や石油がいるのです。それは、今作っている以上のエネルギーになること
は間違いないんですよ。それに、その核のゴミや閉鎖した原発を管理するのは、私たちの子孫なのです。いいかげんな原発の耐震設計なのはバレているのです。今、自然エネルギーにシフトで
きるチャンスです。私は一生、内部被爆を恐れて過ごすなんて考えられません。

24998 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ゼロシナリオ とにかく原子力に関しては人類の手に負えないことがはっきりしている。現在の技術では制御できないことがわかっているし、今回の政府事故調、国会事故調の報告でも明らかなように、それを
運営することができないこともはっきりしている以上、経済その他を優先して早計に運転を開始すべきではない。命に勝る大切なものはこの世にない。便利や快適、物的豊かさ、経済成長・・・、
どれをとっても命あってのことだ。不便さを許容する覚悟をし、まずゼロを目指すべき。今回の震災で日本人は特別に選ばれて天から試練を与えられ、地球と共に生きる方向に向くよう教示され
ているようにすら思える。原子力をすべての意味で手玉にするまではゼロとすべき。

24999 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原子力発電の将来的な廃止の方針を決定し、計画的
に停止・廃止を進めるべき

東日本大震災の影響により、福島第一原発が破壊され、放射線の被害が東日本を中心に起きている。海や空や大地が放射線により汚染され、動植物への影響も良くわからず、食品汚染の有
無も明確ではない。また多くの福島県民が避難を余儀なくされ、故郷を離れている。
他方で放射性廃棄物の最終処分場も無い。
福島第一原発の事故により、はっきり言って、原子力を制御できないことが明らかになったのではないか。
日本は地震が多い国であり、沿岸部に集中する原発が今後とも地震や津波の被害を受ける可能性も低くないであろう。

一方で、▽原子力発電は日本のエネルギー政策に組み込まれ、09年度末の総設備容量の３割を原子力が占めるという。また、▽原発関連の仕事により、原発立地地域での雇用を生み出すと
ともに、多額の交付金の交付も含め、地域経済を支える柱になっている。
こうした点から、即時の原子力廃止は現実的ではない。

以上のような点から、原子力発電の将来的な廃止の方針を決定し、計画的に停止・廃止を進めるべきである。代替エネルギー開発を進めるとともに、原発立地地域における新産業の導入等に
よる雇用の創出を行うべきである。

25000 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発停止、新しいリソースへの移行へ！ 日本国民は、政治家が思っているより馬鹿ではない。夏に向けて電力が必要だから原発を復活する？去年も大丈夫だったではないか。十分火力で賄える。原発業界で働いている人の雇用の
確保？天下り先の確保？新しい発電へ切り替え、彼らはその場で働けばいい話。（海の中での風力、水力発電、ソーラーパワー、etc,日本は発展途上国ではない。新しい技術をなぜ使わな
い？）雇用は十分それで賄えるはず。もしくはそれだけ原発に関わりたいのだったら福島第一への廃炉作業に当たればいい。原発は廃炉になっても監視しなくてはいけないから、まだ雇用は必
要なのは事実。今世界中で白い目を向けられている日本。これでは日本は孤立します。世界一地震がある国で50個の原発。そして海に面している。おまけに核廃棄燃料の保存場所はもう満杯
で、海外にも移すのも難しい。お金だけはかかり、国民に毎日死の見えないシャワーを浴びさせる。水も食べ物も空気も安全ではない国に住まなければいけない国民を救えるのは政治家だけ。
長い目で見て、国民保険の負担量はこの事件がきっかけで大きくなるでしょう。もしまた原発が壊れたら？福島第1の4号機が倒れたら？日本を住めない国にするのですか？今ではなく、未来へ
目を向けるべき。今の日本はおかしい。福島ではまだ手が付けられない原発の処理が残っていて、働いている人達は死亡したりしているのを報道規制をして、毎週ある原発デモを公然と無視を
する政治。ここは民主主義国家ではないのか？中国よりも酷い。是非未来の為に、安全なエナジーリソースへの移行をし、全ての原発の廃炉をしてください。

25001 個人 無職 ２０代 女性 ゼロシナリオを選択します。
甚大な被害をもたらす原発事故を二度と起こさない為
に、すべての原発を廃止すべきです。

甚大な被害をもたらす原発事故を二度と起こさない為に、今すぐにすべての原発を廃止すべきです。
原発を使い続け、処理することの出来ない核のごみを出し続けるのは、無責任です。
本気で努力をすれば、原発ゼロの社会は実現できるはずです。
知識も、知恵も、技術も、原発ゼロ実現の為に使ってください。
無駄に電気が使えるよりも、原発が無い方が良いです。

25002 個人 自営業 ６０代 女性 「原発ゼロシナリオ」（即時）を選択します。国や電力
会社や企業のどんな理由があれ、原発は最優先で即
廃止すべきです。

世界一危険な地震国日本、又原爆被災国に於いて、50基もの原発を造るなんてまるできちがい沙汰です。ましてや、3.11で大災害に遭い、未だ収束どころか手の付け様が無い状態が続いてい
るにもかかわらず、再稼動する又推進している面々の気が知れません。小学生でもわかるこんな当たり前の事を、高学歴の面々がなぜ判らないのでしょうか。政府やマスコミの多くの嘘で覆わ
れた事実を、今や国民の大半が知ってしまったこの期に及んで、まだだまし続けようとしている、政府やマスコミは恥を知るべきです。国民の声にもっと耳を傾けるべきです。あまりにも国民を馬
鹿にしています。未来のご自分の子孫に心から恥ずかしくない生き方をしてもらいたい。



25003 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 2.１５％にする（１５シナリオ） 私は、国に対して、現在、見直しを進めている「エネルギー基本計画」に、段階的な原子力発電の廃止と、大幅な省エネルギーの推進、将来的に自然エネルギー100％の実現をめざすことを盛
り込むよう、声を上げることが大事だと考えます。原発以降大半は原発反対だと思います。原発から半年がたち、ニュースでも取り上げられることが少なくなった今こそ、各地で生まれている小さ
な活動、反対運動、署名に参加してくことが大事で、近くの活動に目を向けて一歩を踏み出すことが大事だと感じました。そして周りの関心の少ない方への声掛け等一人一人が積極的に行うこ
とが大事だと感じました。
そして、もう一つ、私たちが出来る事とは、省エネです。原発が必要といわれる世の中を変え、安全・安心なエネルギー社会を実現していくには、各家庭が省エネ・節電を実行することが必要で
す。使わない家電製品はコンセントから抜くこと、冷房暖房の設定温度に気を付けたり生活の中でできる工夫をするのはもちろんですが、すぐに全ての家電を変えるのは無理ですが最新の省エ
ネ家電に買い買い替えてみる事等です。最初は出費になると思いますが、長い目で見れば経済的にもよいと思います。

太陽光発電エネルギーは、火力発電のように石炭等の燃料を使わず、発電の際、二酸化炭素等の温室効果ガスをほとんど排出しないため、地球温暖化防止には効果的だと思います。今は、
夜間の発電等まだ弱点等もあると思うので難しいと思いますが、今後地デジ化のように強制的に各家庭で太陽パネル設置等、太陽光発電エネルギーに移行できるよう住宅用太陽光発電導入
支援対策費補助金等を徹底していくべきだと思います。

25004 個人 自営業 ３０代 男性 原発依存度を０にしてください 福島の事故の状況や原因が解明されていない中、電気のために命が危険にさらされるのは耐え難いです。
即時、原発依存度を0にしてください。
夏の電力が足りないからと言って大飯原発の再稼働に踏み切ったのに、今度は基幹電源として原発が必要との論に移り変わっています。
再稼働の理由は何だったのか関西電力に対して国民が納得できる理由を説明するよう指導してください。
どうか、今の子ども達が大人になった時にも安心して子育てのできる社会を残してください。

25005 個人 学生 ２０代 男性 私は政府が提案するシナリオの中のゼロシナリオを
懇願します。

私は福島県という地で生まれ今まで生活してきました。しかし、２０１１年３月１１日の東日本大震災、そして福島第一原子力発電所の事故で生活や価値観すべてが一変しました。これは私たち
が当たり前と思っていた事が間違っていたのだと教えられた出来事でした。あまりにも豊かな生活や楽を求めすぎたのだと気づかされました。原子力発電もそのひとつです。どれだけ私たち人
間の技術や能力が進化、発展してもやはり自然の摂理に逆らうことはできないのです。私たちは人間を過信しすぎ、私たち人間のつくりだすものにあまりにも頼り過ぎてしまったのでしょう。今こ
そ私たち自身の根幹を見直すべきではないかと思います。私は例え、今より豊かな生活ができなくなってしまっても、電気料金が値上がりしてしまってもゼロシナリオを貫くべきだと思います。私
たち福島県民は誰よりも原子力の怖さを知り、今なおその恐怖と闘いながら生活しています。福島県民は本当に辛い思いをしています。だからこそもうこのような思いをどの県にもして欲しくは
ないし、これから生まれ来る子供たちに辛い思いをさせたくないです。私たちの世代でこの原子力にどうかピリオドを打っては頂けないものでしょうか。今からでも明るい未来に変えてゆくことは
十分可能だと思います。どうか検討をよろしくお願いします。

25006 個人 自営業 ４０代 男性 ゼロシナリオを支持。原発再稼働、新設、輸出、いず
れも反対。原子力エネルギーからの即時撤退を希
望。

仮にいますぐ原発廃炉を決めたとしても実際になされるには非常に長い時間がかかります。できるだけ早く原発をゼロにするという方針をいま決めなければ、いつまでも原発はなくせません。や
むを得ない事情からとはいえ、現在は全国でも関電管内の大飯原発のみの稼働で、電力供給は可能である状態です。冷暖房による電力ピークを確実にしのげるインフラ整備を電力会社と行政
が協力して積極的に行うべきではないでしょうか。そのような努力を怠り、安全確保もままならない大飯を民意も無視して拙速に再稼働させたうえに停電を仄めかして自社の利益だけを守ろうと
する関西電力や関西経済界の横暴は反社会的とさえいえるでしょう。
「2030 年までのなるべく早期に原発比率をゼロとする。」
早急にこれを決定して下さい。そして原発によって利益を得ている各社に口をはさませず、特に関電のような企業には再生可能エネルギー研究開発の義務を重く課すべきだと思います。
原発などなくても効率的で豊かなエネルギー政策は可能であり、日本はそれを達成する可能性を十分に持っていると思います。
一刻も早く非効率・ハイリスクな原発を撤廃しましょう。

25008 個人 自営業 ４０代 男性 原発の是非を問うという大事な、日本国全体のエネル
ギー政策に関わることは、国民投票によって直接国民
の意見を聞くべきである

原発には、たくさんの人々が関わっていると同時に、事故によって福島をはじめ、東北・関東・東海地方などに住む人に大変な迷惑や不便を与えてしまった。
ここで、政党であろうが、首相であろうが、今後の日本の将来を決める大事なことを決めることは出来ない。
日本は民主主義国家でありながら、政党は公約・マニュフェストを守らず、首相にいたっては守らないどころか嘘つきの代名詞にまでなっている嘆かわしい状況である。
今こそ、日本国民の有権者全員に国民投票によって直接問うべきである。
これ以外に民主的な決め方は無い。

25009 個人 家事専
業

３０代 女性 日本では安全な原発維持は不可能。数年先でも良い
から、原発はゼロにすべき。少し、遅すぎなくらいです
が。

そもそも、世界水準での安全基準もみたせておらず、今後も大きな地震が来ると言われている中、何故稼働させるのか。地震などについて研究している国立の研究所が、能無しならともかく。で
も、そこには、税金が注がれているはず。一体国は、何をしているのかとも、いいたくなる。海外では、自己責任において、ゴミ処理施設をきちんと準備し、国民もそれを受け入れた上で、原発の
恩恵を初めて受けている。日本は、何も準備していないのでは？原発で使用された後に残るゴミである、どの人間に対しても害となるモノの後始末方法が確実に確立もされていない中、地方で
ばら撒いた箱物同様、簡単に建て続けた国のバカさ加減。それを、止めることなく受け入れた世代の罪は重い。目をつぶっていたのか、右肩上がりの成長期、国に誘導されたのか。止めること
もできたはず。恐らく、その頃には、ゴミの始末方法はすぐ確立されるとでも言われて信じたのか。何でも、先送りにして未来の子孫に尻拭いをさせるやり方を、私たち世代で止めるべきだ。日本
だけの問題でもない。福島から垂れ流された放射能の影響は、これからも子孫に影響を与えることを何故、直視しないのか。デモに参加しているのは、原発開発を実際に止めることができた世
代の人や、やっと子ども持ち始め未来を直視しはじめた世代だ。国を治める人間ならば、この意味を理解せよ。

25010 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 電気が満タンになくても、日本中の誰もがその恐ろし
さをしっているからこそ我慢できるはずです。なぜ、人
の命にかかわることを政府は行なうのですか？

原発を全て止めてください。今何が一番大切か、日本中の人が一番わかっているはずです。

25011 個人 家事専
業

３０代 女性 エネルギー、環境に対する選択肢。 私は2030年までに(1)の原発0パーセント。
を選択します。福島の事故が起こり、 人智では
対応不可能な状態が続いています。健康被害も心配です
人間に扱えないものなら、やめるべきです

原発がなくても火力や水力。他自然エネルギーなどで
電力が足りています。原子力ではなく他のエネルギーの
需要を伸ばす事を検討すべきです。
原発は0パーセントを望みます！

25012 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 日本では原発安全性を確保できない事から、原発を
無くす「ゼロシナリオ」を強く支持します。

「ゼロシナリオ」を強く支持します。

その理由は、主に以下に３点です。
1) 今の原発が、想定される大地震に耐えると思えない事
2) 耐えるようにする場合、コスト的に他方式より有利とは思えない事
3) 日本人の国民性として、正しいリスク管理が非常に難しい事

日本は地震大国であり、今後も3/11に匹敵/上回る巨大地震が発生する可能性が大ですが、建設済みの原発はそれに耐えられるのでしょうか。
そもそも原発は、実際にトラブルを起こして動作チェックする事ができず、安全策も所詮は机上に過ぎません。私は技術者として多くのソフトウエアを作りましたが、それらは多くの正常系/異常
系テストを実施して出荷されます。それよりもはるかに複雑な原発の異常系が、動作確認できないまま緊急時に想定どおりに動くとはどうしても思えません。

福島やチェルノブイリで明らかなように、原発事故は通常のプラント事故などとは比較にならない凄まじい回復不能な被害を生じます。そのため、事故を防いで許容可能な被害想定内に抑える
には何重もの対策が必要となりますが、日本のように地震の発生率が高い国でこれを行う場合、火力や水力、自然エネルギーなどとまともに太刀打ちできるコストで実施可能なのでしょうか。
原発コストは他方式に比べて安いと言われますが、それは福島で明らかになったように対策をサボってきたためであり、地震の発生確率や被害想定などをきちんと評価した時にも本当に安いと
は思えません。

ここまで述べたように、もし今後も日本で原発を運営するとすると、リスクを正しく評価してそれを管理/対策する事が必須条件となります。しかし東京電力だけでなくその他の企業にも共通する
特徴として、日本は社会的に他人の間違いを指摘する事を避ける身内の文化構造を持っており、今後も正しくリスク管理ができるとは思えません。

次に日本で大規模な原発事故が起きたら、もう何を言っても信用されなくなる事は自明です。上記の３つの理由から、国としてゼロシナリオを推進する以外の道はないと信じます。

25013 個人 家事専
業

３０代 女性 日本の高い原子力開発技術力で、経済を活性化して
ほしい。

再生可能エネルギーはドイツで電気料金の大幅な上昇を招き、失敗しています。電気料金の上昇は、日本の産業や国民生活に深刻な影響を与えると思います。原発では代替できないと思いま
す。日本の原子力開発の技術力は世界でもトップクラスなのですから、活用し、さらに産業を生み出すエネルギーとして経済を発展させてほしいです。

25014 個人 自営業 ３０代 男性 原子力発電所・高速増殖炉の即時停止および廃炉。
核廃棄物完全処理に向けた小規模隔離の条件下に
よる研究の継続と推進。

現段階における核廃棄物の処理に関し、人類のだれしもが先送りの方法しか知りえていない。このまま廃棄物を増やし続けることは癌細胞を増殖させるのに等しい。が現在世界中にある核廃
棄物の処理をこのまま放置できない。今後核廃棄物を増やすことなく研究を進め安全かつ文化的な人間生活を他の生命体との共栄共存を絶対条件として推し進めるべし。

25015 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 「ゼロシナリオ」を決定し、新しいエネルギーの開発に
最大限努力すべき。

「ゼロシナリオ」を決定し、新しいエネルギー開発に最大限努力してください。
原発は危険であることは、たくさんの犠牲をはらって実証しました。これ以上の犠牲はたくさんです。もっと真面目に新しいエネルギーの開発について議論すべきではないでしょうか。チェルノブ
イリの事件の時に、このことに取り組んでいたら、新しいエネルギーは開発できたはずです。同じ過ちを何度も何度も繰り返す必要はないはずです。なぜ他の選択肢が存在するのか不思議で
す。

25016 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 将来への責任ある対応のために、ゼロシナリオを目
標とすべき。

様々な角度から検討すべきとは思うが、特に、使用済核燃料や放射性廃棄物の発生を抑制することにより将来世代への負担を減少させることを最優先に考え、ゼロシナリオを目標にすべきと
考えます。
原発事故が起こると、経済的にも社会的にも様々なリスクが生じます。環境を汚染させ、物質的にも精神的にもダメージを受けます。様々なリスクの根源は、使用済核燃料や放射性廃棄物が、
潜在的に人類の制御能力を超えるものであるということであり、一刻も早く将来の安全のために、国が総力を挙げて削減に取り組むことを最優先にすべきと考えます。
シンプルに、何が一番大切かというものに取り組む事で活力が生じ、経済の活性にもつながるものと思います。人間の知恵を信じたいと思います。

25017 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 2030年に原発0ではなく直ぐにでも廃炉にして欲しい
です。
私は１のゼロシナリオを選びます。
多くの被爆者を出したこの原発はもう信じることはでき
ません。
太陽光発電や風力発電に移行をのぞみます。

危険な原発を止めて太陽光発電や風力発電に移行してほしく思います。
１のゼロシナリオを選びます。
原発は通常の時でも東電の人がしない内部のふき取り掃除を下請けの人たちが過酷な状態で作業をしいられ被ばくをしています。また放射能の煙を出しつずけています。
そんなエネルギーはクリーンでもなんでもありません。

福島第一原発事故は、
人間が原子力をコントロールできないという事実を日本の国民に、
また全世界に知らしめました。
核と人間の共存は、人類の夢であったかも知れません。
しかし、現在起きていることは、もうかつての夢の中のことではありません。

福島第一原発の原子炉内の現状さえ見ることができない今、
それでもかつての夢の中にいる方々が原子力行政に関わり続けている今、
私は多くの国民は本当の悪夢の中にいると思います。
「直ちに影響がある」ことではないので、まだしばらくは大丈夫かも知れません。
しかし、このまま行けば2030年以降の国民は悪夢が現実となった世界を生きることになるだろうと思います。

必要なのは悪夢が現実となった未来の国民のパブリックコメントです。
その声に等しいのが、いま福島に生きる人たちの声だと思います。
政府の福島での公聴会でのゼロシナリオを選択の意見は
この国の未来の全国民の声をあらわしていると思います。

これまで国を挙げて原子力を推進してきた日本に、
ゼロシナリオを含む選択肢が与えられる状況になったことは、
かつての夢から覚め、悪夢の現実を超えていく最期の機会だと思います。

かつては、この国には明日への夢や希望や理想があった時代もありましたが、
今は、多くの若い人が、明日もわからず、未来のない現実を生きています。
多くの若者が自ら命を絶ち、子どもたちが荒んでいます。
今日と同じ明日が続けばいいというささやかな生活をしています。

莫大なエネルギーを前提とした大量消費社会による経済成長よりも、
環境と共存した持続可能な社会へのシフトは、
現在の成熟期を迎え、原発事故を経験した日本ならば可能だと思います。

是非、
2030年と言わず、「2012年からのゼロシナリオ」からのスタートを！

原発比率ゼロシナリオを選択します。
原発に依存しないエネルギー政策、民間のエネル
ギー開発、原発に依存しない国民生活の転換、廃炉
や放射性廃棄物の永久管理に向けた科学技術の研
究開発を望みます。

男性

わたしは原子力発電によるエネルギーを使いたくありません。
土地を汚染する放射能は、人間の生活を否定するものです。
金沢にも土地を追われて来られた人が移住されています。
代々住む土地、大切な仲間や家族、心血注いだ仕事から、
むりやりひきはがされる体験は想像を絶する辛さです。
放射能は直接的にも間接的にも人を殺すものです。
いまも、廃炉の後も、どれだけのお金を無駄に使うのか。
第二の原子力発電所大事故が起きてからでは遅い。
なるべく早く原子力発電所をゼロにしていただきたい。
そのために節電が必要であればむろん今以上に努力します。
今でも無駄な電気は相当量使われています。
政府による強制力のある国民的節電も厭いません。
まずは各自の使うエネルギーを選べるようにしていただきたい。
同時に自然エネルギーの研究と利用をすすめていただきたい。
これまでの無知を反省し、少しずつ勉強しています。
原子力発電は人間をしあわせにしないエネルギーだと強く感じます。
経済成長も人間をしあわせにはしてきませんでした。
自分だけのしあわせを考えれば原子力発電は不可欠かもしれないが、
みなのしあわせを考えるならば、原子力発電はあってはならないもの
だと考えるにいたりました。
ここに意見を送ることで何かが変わるのか、おおいに疑問もあります。
日本では、一市民がどうやって政治に関わることができ、
どうすれば納得できない政策を変えられるのか。
デモをしても無視され、メールや署名も適当にかわされ、
投票しても政治家は意見を簡単に変える。何をすればよいのかわからない。
効果的な方法など日本にはないように見える。
30代のわたしたちはもどかしい。くやしい。
ただ、何かしないではいられないという思いで意見を送らせていただきます。
つたない文章で失礼いたしました。

原子力発電エネルギーを使いたくありません。大至急
原子力発電所をゼロにしてほしい。節電が必要であ
れば今以上に努力します。自然エネルギーの研究と
利用をすすめてほしい。使うエネルギーを選択可能に
してほしい。

女性３０代自営業個人

４０代法人等個人25007

25018



25019 個人 家事専
業

３０代 女性 原発はいりません。0％でお願いします。 原子力は人に扱い切れるエネルギーではないのです。
事故を起こした後に、まだ使い続けられると思っていますか？本当に。
事故を起こすまで、私は、電気を使ってるから仕方がないと思っていましたが、原子力を使わなくても電気を使えることを知りました。
太陽光発電、揚力発電、自然エネルギーを使った発電をどんどん進めていくことが政府にしていただきたいことです。
そして、たとえ電気が十分に使えなくても、原子力は必要ありません。電気に不自由が生じても、いらないのです。
誰かがいつも被ばくすることが前提になっているエネルギーなどいりません。

ありがとう、気づかせてくれて。

その気持ちで、ここで、エネルギー転換する。

それをお願いしたい。

今すぐに、廃炉。

お願いします。

25020 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発はほとんど稼動していなくても、今のところ電気
は安定しています。もう原発に頼るのはやめて下さ
い。

利権の為だけに存在していた原発は、全基、即廃炉へお願いします。国を動かせる方々が、もう目を覚まして動いて下さい。地球はもう、待ったなしの状態だと思います。日本の国を、もう一度
素晴らしい国だと思わせて下さい。

25021 個人 無職 ７０代 男性 「２０３０年ゼロ」要望
１．福島から原発の怖さ学び早い脱却が必要。
２．日本は地震国でありリスクが大きい。
３．脱原発技術開発を国家の最重要戦略に。
４．２０２０年ゼロ前倒しで確実に実現。

エネルギー・環境に関する３つの選択肢のうち私は「２０３０年ゼロシナリオ」を強く要望致します。
（理由）
１．我々は福島事故から広島の悲劇以上の規模の影響を持つリスクを学んだ。一刻も早く原発依存から脱却しなくてはいけない。
２．日本は世界でも有数の地震国であること、原発廃棄物の処理方法がないこと等他国以上に原発災害のリスクは高い環境にある。
３．今まで我が国は妄信的に原発使用拡大を進めてきた為、リスクの少ないエネルギー開発をおろそかにしてきた。他の幾多の困難をも克服してきたことを考えると、これから日本の総力をあ
げて、英知を結集して開発に取り組めば必ず世界をリードする脱原発依存の新エネルギーを得ることは可能と思う。
４．再生可能エネルギーの開発を国の最重点課題に据え、それらから生まれる技術を新産業として振興し、国家再生の最重要戦略として取り組むことによって新しい国創りの基本としてほし
い。
５．この国家戦略により後世にリスクを持ち越すことなく、脱原発の革新技術を持って日本は世界をリードしていくことを目指すべきだ。
６．以上の目的を達成するためには２０３０年点でゼロでは遅く、２０２０年点ゼロを目標のスケジュールとして具体化すべきである。その為には、時の為政者の確固たる変わらぬ強い決意が必
要であり、過去の原子力政策からの決別が重要である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
　

25022 個人 無職 ５０代 男性 リサイクルと言いながら大量の破棄物が出てしまう事
処理や置き場所についてもたんなる先送り案しかない
ため
政府や日本人全体、人間自体に原子力を安全に使う
能力（エゴや怠慢さも含めて）があるとは思えない

原子力依存度は０％にすべきです。
完全に安全でない事が分っているのにそれに対する対策はなにも講じてこなかった事。
リサイクルと言いながら大量の破棄物を出し、その処理に関しても何も決まっていないという将来に対する裏切り。
今さえ、あるいはここ10～20年さえ良ければいいと言う、自分たちの保身しか考えない政治家や利権に群がる連中の巣と化しているから。

福島をはじめとするローカル地域に、原子力設置の為にばら撒いたお金。
専門家が一人もいない原子力専門委員会に払う給料。
安全に関して何もしてこなかった原子力安全委員会に払う給料。
政治家の賄賂。
大手ゼネコンに向かう利権。
これらのお金の全てを将来のクリーンエネルギーやその開発に向けるべきです。

原子力が最低でも２５％なければ産業が成り立たないと言うが、好景気でエネルギーもふんだんに使えた時代があったにもかかわらず、日本企業の昨今のていたらくはどう説明するのか？

こういう事をするから。これだけのエネルギーがいると言うのではなく、0％と決めて、それに準じた生活をおくればいい。

いったい政府や政治家は何を考えているのか？
1円でも多く自分にお金が入ることしか考えてないのか？
なぜ、子供でもわかるようなウソや屁理屈を平気でついて、平然と生きていられるのか？
男として生まれてきて、今自分のしている事が恥ずかしくないのか？
不思議です。！！

25023 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原子力発電０％、大飯原発停止。秋口には０％実現
へ。

国民生活の犠牲の上に成り立つ電力会社の営利活動は不要。電力会社は核のゴミや廃炉にかかる経費も計上した上で、原発の費用を正確に算定すべきである。電力会社や産業界の「いいと
こどり」のような話に付き合う必要はない。
自然エネルギー開発にもっと投資すれば、雇用も間違いなく生み出せる。

25024 個人 家事専
業

４０代 女性 一基の原発も要らない。必要ない。 何故なら小型原子炉など、フリーエネルギーがあるではないか。
日本には素晴らしいものを研究し実用化するまでに至っているものがあることに気付いて欲しい。

25025 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発への依存度のみを考えるならばシナリオゼロ、を
選択します。
ただし温暖化防止の観点で不十分なので、自然エネ
ルギーによる発電の増強させ火力発電への依存も軽
減するべきです。

原子力発電は、もはや人間の手におえる発電方法ではありません。
特に地震列島である日本で、発電システムに利用するなんてリスクが大きすぎます。福島の事故から学べば、何をどう考えても日本中の原子炉を廃炉にするべきという結論になります。
また原子力発電の存在が、「これがあるから電気は大丈夫」みたいな変な安心感うぃ生み、日本人全員の省エネルギーへの努力を怠惰させています。
国は各家庭や企業で発電ができるソーラーシステムへの移行を推進し補助すべき。
または自治体の特色を生かした、風力や水力、地熱や波力の発電をもっと生かせるように開発と普及にエネルギー確保の道を見いだされたい。
原子力発電は、もういりません！

25026 個人 無職 ６０代 男性 原発の再稼動を中止し、すべての原発を廃炉にさせ
る。エネルギー源は、太陽光、地熱、風力などクリーン
エネルギーに転換し、現在原発に出している補助金を
クリーンエネルギーの方に切り替える。

原発は恐ろしい。福島原発の崩壊は、原発を残しては人類が滅びることを暗示した。もともと原発は未完成の技術でもてはやされた。核分裂生成物（死の灰）の最終処分方法も決まっていない
まま原発を運転する異常さは何か？日本の技術力は高い。原発によらずにクリーンエネルギーの解決策は必ず見出す。女川原発がこのまま再稼働されたら福島県民の二の舞になる。
エネルギー源は当面火力に頼らざるを得ないが、目標を持って太陽光や風力、地熱などクリーンなエネルギーで置き換えていけばいい。原発はごめんだ。

25027 個人 その他 ３０代 女性 脱原発、ゼロシナリオを支持します。 福島県の皆さんの犠牲の上に今回の原発再稼働が始まったので、再稼働、もしくは原発促進策は反対です。原発がないとダメだ、とよく言われますが、どうして決めつけるのか。再稼働、原発
促進に懸ける各方面からの凄まじいエネルギーを、省エネや自然エネルギーの普及に費やして欲しいです。
多くの人が原発に反対して、しかも個人単位でできることをやろうとしています。国は国民のそのような行動及び思考を前面に推し出した政治をして欲しいと思います。

25028 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発ゼロへ。使用済み燃料を子供達の世代に回して
はいけない。必ず福島のような事故がまたおきる。人
間は気が緩むしミスもするもの。経済発展はグリーン
エネルギーでも可能なはず。

パブリックコメントではなく、国民投票で是非を問うて下さい。

25029 個人 自営業 ６０代 男性 原発を直ちに廃止し　再生可能エネルギ－の設備導
入を急速に拡大すべきです
すなわちゼロシナリオでも考えが甘すぎると思いま
す。

わたしは昭和２３年にこの地に生まれて６４年の間、ほとんどここで生活を
してきた　雨が少なく水不足ではなやまされたが温暖な気候で済みやすいところであった
それが約１０年ぐらい前あたりからなにかおかしい少し異常な気候になった
とかんじることになった
特に思うことは空の雲の形模様というか色も今まであまり見たことのない様子の日があると思うようになったことです
そして風の吹く方向は同じだが強風の時はいままでより異常に強い風が吹いている
また最近全国的に多いゲリラ豪雨もいままでにないものであると思っています
素人目にも地球が異変のシグナルを出していると感じる
この原因がエネルギ-の問題であることはあきらかで急いで対策をしなければいけない
自分１人１人が生活を見直さなければならないのは当然だが　政府の強力な実行力に期待するものです

25030 個人 自営業 ４０代 男性 ゼロシナリオを支持します。 原子力発電の様々なリスクは人間の管理でコントロールできるものではないと考えます。　ゼロシナリオに基づいて、原発以外の道を真剣に模索して行くべきです。

私は、原子力発電所で働きたくありません。
事故が起きたときなど、処理に関わることもしたくありません。
自分が、危険だと考え、どうしてもしたくないことを、自分の生活のために、他人にしてもらうことはできません。　仮に、原発がなければ電力の供給が止まるのだとしたら、それでもかまわない、
生活水準が下がってもかまわない、というのが本音です。　仮に電力供給が大幅に減ったとしても、医療現場などを優先させるなど、供給先の制限により、我々の生活が根本から成り立たなくな
ることはないはずです。　　実際は、原発に代わる発電方法はいくらでもあります。　　原発を推進する人々は、自分自身で事故の処理さえする覚悟があることを前提としているべきです。　自分
自身や家族が原発の真横に住むことを前提とするべきです。

使用済み燃料の処理なども含めて、日本国民にとって、原子力発電のマイナス面は計り知れないものです。
　

25031 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 日本は使用電力を低下させつつ経済発展は可能だ
し、持続可能なエネルギーの開発が新たな産業も育
成する。次の時代に向けて舵を切る時期が来ている。
政府は国民みんなの将来への意思を問いそれを政策
に反映すべきだ。

一度事故を起こした時の深刻さとその際に国民が被る被害は今回の福島で明白だ。既に農水産業者は既に大きな被害を被っているし、子供たちへの被害はまだ未知数だ。電力量値上げとい
う形で全国民も負担を負う。核廃棄物の保管に多大な費用が必要な上それを最終的に処分することが不可能なため、原発に依存することは負の遺産を我々の子供たちに残していくことだと思
う。更に地震活動が活発化している現況を考慮して原発の運転は全てすぐにやめるべきだ。技術的な話は専門外なので細かく書かないけれど、原発ありきではなくてどういう社会に住みたいか
という基本を共有した上での電力供給の議論、新たな技術の育成はいくらでも可能だしそれが本筋のはず。少なくとも送電線を共有化して電力業界に様々な小企業や個人が参入して、電力源
を人々が選択できるようにするべきです。「経済の発展のため、電力量をまかなうため仕方ないけど原発が必要なんです」という話は１８年後の２０３０年に対しては必要じゃない。今から１８年前
の１９９３年と比べてどれだけ違う生活を今我々はしてるだろう？インターネットは勿論携帯の普及率も随分低かった。１８年本気で取り組めば今の時代世の中は大きく変わる。今回のパブリック
コメントはそういう国民みんなの将来への意思を形成するプロセスだと考えます。

25032 個人 無職 ４０代 男性 15シナリオでも原発は減る 15シナリオを支持します。
入り色なしがらみを整理してほしい。

25033 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発依存度0%を希望します。そのために前向きに節
電や次期代替エネルギーができるまでの火力燃料費
負担にも前向きに取り組んで行きたいし、そうするべ
きだとかんがえています。

原発のリスク重大度は福島で実証されています。事故の確率を様々な努力により100%に近づけることはできますが100%にすることはできません。0.0000001%の事故の確率であったとしても事故
の重大度を考えると容認することはできません。今回の福島の事故では自分の身を家族の安否を犠牲にして事故を最小限に抑えてくださった皆様のおかげで現在の規模に収まっていますが、
今後の事故の際に同じことを期待することはできないと思います。経済も生活も大事ですが、もっと大切なものがあることに政治家の皆様、日本人の皆様が気づいてくれると信じています。原発
を稼働させ、節電目標を0%にしたことには憤りを感じます。子供に孫に未来に生まれくる子供たちに良い未来を作ってあげていると胸をはれますか？自分の心に問い直したいです。理想の未来
に向けて苦労を伴い努力するのか、楽をして未来に禍根を残すのか。

25034 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ゼロシナリオをすべきだと考えます。
また、これに向けた道筋を明確に示すべきです。

安全性は勿論ですが、処理できない核廃棄物をこれ以上増やすことは許されません。処分方法についても直接処理と再処理が議論されていますが、再処理をしても核廃棄物がなくなる訳では
なく、さらに危険な廃棄物に変わるだけです。最終的には直接処理しかないわけですが、その方法は確立されていません。各原発施設には使用済み核燃料が保存されていますが、この保存容
量にも限度があり、また原発運転とは別に長期間安全管理が求められます。
非常に長期間の管理を必要とする核廃棄物を生み出すことは、何世代も先の後世へ現世代のつけを回すことになります。
以上のことから、原発ゼロへの工程を早く作成すべきです。
道筋があれば、電力会社、ユーザーもその目標に向けて出来ることから進めるはずです。
どうかゼロシナリオを決定して頂きますように強くお願いします。

25035 個人 学生 ４０代 女性 ゼロシナリオに賛成。今すぐにでも、原発は全廃する
べき。

＜意見＞
今すぐにでも、原発は全廃するべき。

＜理由＞
原発の意義が見いだせないから。
どんな理屈を並べても、結局は欲が動機であることは、国民の多くが分かっている。
エネルギー供給は別の方法をあたるべき。

25036 個人 家事専
業

５０代 女性 原発依存度を限りなくゼロに近づけてほしい。 　昨年3月11日の東日本大震災と原発事故を通して、私たち日本人は多くの事を学びました。
　福島の事故を経験して、原発の危険性を知り、放射性廃棄物の処分方法も確立されないまま、原発を使い続けることはできません。
　すぐには無理でも、なるべく早く原発依存から脱却することを切に望みます。

25037 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 この100年で人間が自分達のためだけに作ってしまっ
た原子力は福島を最後の事故にし、無くすべきです。
誰も責任など取れる物ではないし人間が住めるのは
地球たげだから原発ゼロにして下さい！

今まで作ってしまったプルトニウムの処理は誰もさいごまで面倒みれないんだからこの期に原発を無くして行くのは当然だと思います。当面は火力に頼り日本の技術で次の時代のエネルギーを
作って行きましょう。

25038 個人 学生 １０代以
下

男性 一度事故を起こせば　大変なことになる原発は　一日
も早く全廃するべきだ

事故調査でもはっきりしているように　何か一つでも対策出来た事があったのだろうか　結局何もできていなかったというのが現状であったと思われる　さんざん安全だとか　問題ないとか言って
いた人々は　何を根拠にしていたのだろう
そんな無責任な人々に　運営や操作を任せておくわけにはいかないのは当たり前だ　即刻　そのような問題をはらむ原発は停止し　全ての原発を廃止にするべきである

25039 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 将来の原子力比率は最低でも現状レベルを維持すべ
きと考えますが、あえて提示されたシナリオを選択す
るとなれば２０－２５シナリオにならざるを得ません。

20-25シナリオを支持します。
再生エネルギーの普及、省エネの推進を前提として、原子力比率の引き下げを提言していますが、現実的な前提とは到底思えません。責任を持った事業主体による長期的な電源開発計画に
基づかない再生エネルギーに過度に頼るのは危険です。原子力や化石燃料、もちろん再エネも含めエネルギーの多様性を確保しつつ、最も合理的な選択を慎重かつ合理的に行っていく事が
重要であり、福島の事故を受けた感情的な議論に流されることに大きな不安を感じます。
エネルギーセキュリティの観点から見れば、原子力発電に頼らざるを得ないことは自明であり、最低でも現状レベルの原子力比率は維持すべきと考えます。

25040 個人 その他 ５０代 男性 現在、日本では、エネルギー問題で混乱しておりま
す。原発からグリーンエネルギーに切り替える時期に
来ていると思われるので、パブリックコメントに応募
いたします。

エネルギー問題は、日本の基本的な問題です。資源の少ない日本において「省
エネ」問題などに積極的に取り組む必要があるとおもわれます。ムダな電気・水道・ガスは使わないという考えが必要です。「原子力発電」は今後、少しづつ
減らして行く方向で政策を検討していく必要があると思われます。
現在の日本の政府の原子力に考えかたは将来的に日本の安全・安心な国として
多いに賛成出来る内容です。我われも、日本の環境問題とエネルギー問題を提案
したいと思い意見を提案しました。



25041 個人 家事専
業

３０代 女性 原発は、０％にするべきだ。今すぐにでも稼動をやめ
るべきだと思う。

人間は完璧ではない。いくら科学や文明が進化しても、自然の力に対しては簡単にやられてしまう。地震や津波、火災等、いくら人間は完璧だと思っていても、自然の力には、無力の時がある。
核が暴走したら、１００％止められない可能性があるのであれば、そんないつ爆発するか分からない危険な爆弾みたいなものは、早々にやめて、別のエネルギー政策に舵をとるべきだと思う。
節電で日本経済が立ち行かなくなるとしても、経済より人の命、未来の自然、日本にすむ全ての生き物を、第一に考えるべきではないか。人間の楽な生活のために、自然界を放射能で汚染す
ることがあってはならないと思う。この日本を私たちの今の判断で誤って、悪い方向へ導いてはならない。

25042 個人 法人等 ４０代 女性 原発ゼロの社会を希望します。 　福島の事故以来、東北、関東の農産物を一切食べていません。飲料水は外国のミネラルウオーターを買っています。
こんな日本でいいのでしょうか？たかが電気です。
　この夏の周りの人々の節電意識はすごいです。無駄な照明をおとし、エアコンは極力避けています。
　北海道は冬が電力不足になるとよく言われていますが、北海道の暖房のメインは灯油です。ガスのヒーターの方もかなりいます。夏と違って、数時間停電しても凍死する方はいません。（もとも
と北海道の人はガンガンストーブを焚いて冬でも半袖なのです）。　うちは内科クリニックを経営していますが、人口呼吸器や酸素ボンベを使用している方の把握は容易で、国やメーカーでケア
できます。
　家はこの夏太陽光パネルを設置しました。
日本は世界に先駆けて、脱原発で経済の発展を目指すべきです。
　　原爆と原発事故を経験した日本だからこそ、きっとできます。
　国民は安全のために努力と我慢と工夫をできます。

25043 個人 学生 ２０代 女性 原発は、ゼロにしてください！！ 原発の電力がなくても大丈夫です。
今より電気が足りなくても、結構です！
まったく、問題ありません。

今より不便になったとしても、かまいません。
今ある火力発電と水力発電で十分です。
これ以上、発展する必要はありません。

25044 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 速やかに脱原発すべき
テロリスト、テロ国家による安全保障上のリスクが大き
い
緊急送電網を狙い撃ちされたら一発でアウト
化石燃料のあるうちに自然エネルギー開発に大量投
資すべき

官僚の方々は国民に奉仕するという意識を徹底すべきです。
あれこれ誘導しようという意図が見えます。

25045 個人 自営業 ５０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を選びます。 人間がコンロトール不能なエネルギーを、コントロール不能なまま使うリスクが大きすぎます。今回の福島だけでもこれだけの損失が出ています。リスクマネジメントなしで経済効果を算出するの
は間違いだと思います。日本のエネルギーは少ない。少ない中でやっていく方策を講じるべきと思います。

25046 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発依存度は０％にすべきである。それも即座にゼロ
にすべきだ。

理由）地震列島と言われる日本で、いつ東日本大震災並の地震がくるとも限らない。フクシマだけでももう取り返しがつかないのに、その時、再び原発事故が起こったら、日本はもう立ち直れな
い。

目の前の「電気が足りない」の言質に惑わされず、長期的に子々孫々に何を
残すか考えるべきだ。

原発を廃棄物処理の方法さえ確立していない。廃炉にするまで途方もない時間がかかる。いますぐ止めても、完全に廃炉にできるまでは、地震が起こると危険な状態のままである。

それを考えてもすぐにゼロにして、廃炉を早める研究に着手すべきである。
25047 個人 家事専

業
３０代 女性 2030 年のエネルギー・環境に関する３つ選択肢につ

いて、原発依存度、(1)ゼロシナリオを選択希望しま
す。

子どもたちの未来のために、危険な原発は必要ない。環境保全のためにも自然エネルギーへの転換を希望するため。

25048 個人 無職 ６０代 女性 即時に０％ 最終処理が決まっていないゴミを将来に残すべきではない。
敦賀の場合のような見切り発車が、今後進むと思うので、政府の安全が信じられない。敦賀をもっとしっかり準備してから原発開始だったら、国民の同意が得られたかもしれないが、残念ながら
結論へ急いで持っていった感がある。
中国や、北朝鮮などのミサイルテロの場合はどうするか、などの対処は当然かんがえられてるでしょうね？火力発電所をやられるより、被害が大きすぎです。

25049 個人 無職 ６０代 男性 原子力発電は１０年から１５年程度を目途に順次廃止
することとし、日本の立地条件に適合した新しい電力
（地熱発電など）の開発を進める方向とするべき

東日本大震災以降、日本列島が活動期に入ったと指摘されている。これは歴史的にみても正しい指摘と思われる。これは今生きている人類が経験していない想像を超えるものとなる可能性が
ある。もしこのような災害に伴って、原発が災害に巻き込まれ、原発事故を再び発生するならば、福島原発の被害が再発し、場合によっては福島原発の規模を超える可能性もある。
　現時点では、福島原発の事故によって発生した被害（特に地層の除染、これに伴う人々の生活の破壊）に対する救済の目途は立っていない。すなわち、事故が発生したら救済の方法がまだ
できていない状況である。
　さらに、原子力発電で発生する廃棄物の処理方法が確立していない。これら廃棄物は当に「将来の世代、しかも何万年もの世代に残す負の遺産」である。

　よって、事故発生の危険があり、しかも対処の仕方が確立されていない原子力発電はできるだけ早くないすのが、日本の将来のために最善の方法であると考える。一方、日本はマイクロ水力
発電や地熱発電、海洋発電、メタノハイドレードなど潜在的に大きなエネルギーがあるといわれる。これらの新たなエネルギー開発に日本の技術力を投入すべき。
（米国でさえ、新エネルギー源の発見により、危険な原発は新たに建設しない方向といわれる。日本も時代の流れに乗らなければならない）

25051 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 2030 年のエネルギー・環境に関する３つ選択肢から
原発依存度を基準、(1)ゼロシナリオを支持します。

２０１１年の福島第一原発事故をうけ、今後の原発の発電メリットよりも万が一の事故による放射性物質の人体への悪影響の危険性のほうが大きいと考えるため。

25052 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 即刻全原発廃炉を希望

（仮に、政府が提示した３つのシナリオを選ばないと意
見として看做されない場合は、０％を選択し、かつ２０
３０年を待たない早急な廃炉対策を講じることを希望）

１）電力、ひいては経済のために、原発は全く必要ない。仮に電力不足の場合は人間がそれに合わせるくらいの気概を持って、ライフスタイルの見直しをできるよう、国が後押しをすべきである。

２）原発は地球全体の公共の利益を損なう。フクシマの事故は日本一国の問題ではない。収束宣言とは裏腹に、世界的な環境汚染を未だ止められずにいることを、国は認識すべきである。その
上で一国としての責任を負う唯一の術は、再生可能エネルギーの技術開発。

３）原発は生物の営みと相容れない。放射能は危険であると認識する。百歩譲歩すると、研究でも意見が２分割するほどまだよくわかっていない低線量被曝の影響について、危機管理の原則と
して、最悪の事態を基準にして避難、健康管理などをすべきであるのに、フクシマの事故後、国はなんら責任者としてすべき対策を講じていない。よく、放射能と病気の因果関係が証明されない
といわれるが、それは同時に、因果関係がないということも証明できないという事。安全かどうかもわからない所に子どもを住まわせるような無責任者は、再稼働を語るべきではない。

４）核廃棄物の処理方法について解決策が見つかっていないのにゴミだけを増やそうとするのは自殺行為である。廃炉にしたとしても避けて通れないこの問題への真摯な取り組みなしに再稼働
を急ぐのは、標準的な理性を持った人間の理解を超える行為だと言わざるをえない。

５）これまでの意見聴取会では、７割が０％希望だということであるが、このような民意を問うかのような大々的なキャンペーンを張ったのであるから、ぜひ、趣旨に沿う決定をされたし。世界中が
注目している。

25053 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 私は、ゼロシナリオを支持します。地震列島の上での
原子力発電の危険性は東京電力福島原発で証明さ
れて、原子力が利権まみれであることも明らかになっ
ています。そんな原子力とは決別しましょう。

　私は、原子力発電はやめるべきだと思います。
　その理由は、一つは東京電力福島第一原子力発電所の過酷な事故を見ても明らかな通り、人がコントロールすることのできない原子力を使うことが危険だからです。日本列島はプレートの境
界に位置し、数多くの断層帯が存在します。東日本大震災はマグニチュード９という大規模な地震でしたが、同じ規模の地震が東海地方や西日本を襲うといわれています。その地震をきっかけ
にして断層帯が大きく動くことが想定されています。その断層の付近に存在する原子力発電所が巨大地震・巨大津波に耐えられる保障はどこにもありません。一度放射線漏れが起これば、一
帯は人が住めなくなることは福島の例を引くまでもありません。かけがえのない地球を、原子力に関係する企業、政治家等々の私的な利権を守るために汚してはいけませんし、汚す権利もあり
ません。
　二つ目の理由は、原子力発電所から出てくる放射性廃棄物を処理する技術が未確立で、すでに列島は核のゴミ溜め化しているとさえ言われ、世界の放射性廃棄物の最終処分場にしたらどう
かという乱暴な意見さえあると聞きます。増え続ける放射性廃棄物、これを処理する技術が確立しない限り、核のゴミを増やしてはいけないと思います。
　三つ目の理由は、日本は周囲を海に囲まれ、火山の多い国という条件を生かして自然エネルギーを活用した地熱発電、波動発電、風力発電、太陽光発電などの可能性を持っています。こうし
た自然エネルギーの活用で原子力に頼らずとも電力を確保することは可能です。
　四つ目の理由は、原子力発電所が利権にまみれた存在だからです。過疎の村に、原子力発電所を誘致することで大きな補助金を受け取ることを可能とし、原子力発電所が自治体に税金を落
とし、反対派住民を金に物を言わせて賛成に回らせる。危険な原子力発電所は建築コストも高く、維持管理にも膨大な費用を必要とします。そうした原子力発電所の建設を受注するゼネコン、
原子炉を作る日立製作所、東芝などのメーカー、電力会社の利益の源泉は、私たち国民の税金です。私たちの未来を奪いかねない危険きわまりない原子力発電所を私たちの税金を投入して
建設し、しかもその利益は、大企業とそれを支援する政治家、原子力行政にかかわる人たちの懐に入る、それはあまりにもさもしい姿ではないですか。そうした「原子力村」と呼ばれる利権集団
からエネルギーを国民の手に取り戻すべきだと思います。だから私は、原子力発電に反対します。

25054 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原子力発電からは撤退する。原子力の基礎研究は継
続する。地熱発電を進める。

日本は地震と津波の多い国土なので、今後も想定外の災害はあるでしょう。その際、簡単には「自然鎮火」しない核分裂や除去が難しい放射性物質汚染は、避けるべきです。ただ、現在の放射
性廃棄物処理や、科学研究のために、原子力の研究は継続するべきだと思います。

25055 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 日本の技術立国復活のカギは、自然エネルギーなど
を主とした環境技術を官民一体となってさらに大きく
高める事ではないでしょうか。

福島原発事故をムダにせず、むしろ日本をより進化させるためにも原発に頼らない再生可能エネルギーの充実は必須のはずです。

25056 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 ゼロシナリオを支持します。ですが、2030年ではなく、
今日からすぐにでもそれを目指すべきです。

「原子力発電ではなにか危急の事があった場合、制御棒を挿入すれば核反応は止まる。だから安全だ」という説明をずっと鵜呑みに信じて事故は防げるだろうと浅はかにも思い込んでいまし
た。核反応が止まっても恐ろしい高熱が出続けて冷却手段が無いと暴走状態に陥るなんて、誰も、マスコミでさえも教えてくれなかった。思いもよらなかった。薄っぺらな自分の知識を恥じます。
使用済みの核燃料もただ埋めておくだけ。人間には核の制御なんて出来ないのだと思い知りました。
もう、原子力発電、止めましょう。
事故への対処、備えについてもそもそも無理があるのだと思います。想定外の事故だとよく聞きますが、想定外の事が起こるからこそ事故になるのではないでしょうか。所詮知っている事以上
のことを想像することには限界があるのだと思います。現在はそんなあやふやで頼りない土台の上に原子力発電が存在している。だからこその福島原子力発電所の事故が起こったのだと思い
ます。
なのに原子力発電所の再稼働を目指そうとしているなんて。
原子力発電に関係する既得利益権に固執する人たちの顔色を伺うのはやめてください。

日本人には誇るべき資質があるはずです。
再生可能エネルギーの革新的な技術の発展だってきっとやり遂げれるはずです。
火力発電所に過大な負荷をかけないで原子力発電をゼロにする道が必ず選べるはずだと思います。
「原子力発電をしないとこんなふうに駄目になる」という考えありきではなく、「原子力発電をやめよう。だからこそ再生可能エネルギーの技術の充実を目指そう。」と考えて行く事こそが唯一の被
爆国であるわたしたち日本の進む方向だと思います。

25057 個人 無職 ７０代 男性 2030年の原発比率は、０％に賛成します。経過措置と
して、
(1)Mark 1形と40年を越えた原発を廃炉にする。
(2)50Hz系と60Hz系地域の中で、自然災害の危険性
の低い原発のみを運転。

　即刻全廃は暴論で、10～15年をかけて原発０％を目指す。
原発本体の安全性向上は今後も可能であるが、多くのプレートが接触しあっている日本の国土に、巨大地震を避けられる場所は無い。また、これまでに発生したものを含め、高レベル廃棄物の
処理方法を確立しないまま原発を運転することは、将来の日本人への背信行為であり、次のように対応したい。
(1)事故の危険性が高いMark 1形と運転後40年を越える原発は、早急に廃炉。
(2)個別の電力会社ではなく、50Hz系と60Hz系の地域の分けて、その中で自然　　災害の危険性が低い原発を選んで今後10～15年間運転する。原発電力は、
　　各周波数系統内の地域で融通しあう。
(3)その間、古い火力発電所を廃止し、複合サイクル形LNG発電所を増やす。
(4)自然エネルギーの利用を増やすのは当然で、夏のピークカットを考えて、
    太陽光発電を全ての建築物の50％以上に設置することを目指す（我が家
    では、2007年から3.1kwの太陽光発電装置を設置し、自宅の消費電力の　　　30～35％をまかなっている）。
(5)原発比率20～25％支持の人に、使用済み燃料の処理を考えない人が多い
　　が、無責任である。処理方法抜きの議論は、許されない。
(6)過去の経緯を考えると、高レベル廃棄物や使用済み燃料を埋める新たな立地
　　は不可能である。したがって、再処理路線を捨て、今後はすべて直接埋設
　　を原則として、使用済み燃料はすべて、廃炉にした原発敷地内に、10万年　　程度保管するこを原則にし、そのための技術開発を進める。

実際にあんなにひどい事故を起こした以上、原発に関しては「ゼロ」以外ありえません。
しかし、示された選択肢のシナリオでは温暖化対策の目標が不充分です。
もっと温暖化対策に関しても努力が必要だと思い、第４のシナリオを支持します。

原子力：０％
→理由：・安全ではない事が証明された。日本は地震が多い。またテロ対策も甘い。
　　　　・生命と暮らしをおびやかす。・事故を起こした時の保障などを考えるとコストがひどく高い。
　　　　・使用済み核燃料の処理問題が解決していないしそのコストも多大にかかる。
　　　　・福島第一原発がまだ終息していないのに、その当事国が推進するとは世界に対して言えない。

【自然エネルギー：６０％】
→理由：・９つの電力会社が地域ごとに分割・独占しているのをやめ、新規参入・送電網の連絡ができれば可能。
　　　　・今まで原発にかけていた多大なお金（研究開発費、誘致先への助成金など）を自然エネルギー開発に回せば、まだまだ自然エネルギー発電の効率は上がるはず。

【火力発電：４０％】
→理由：・石油資源に限りがあり、輸入しなくてはならず、高騰する恐れもある。
　　　　　・ＣＯ２削減に努力しなくてはいけない。

【省エネ：-３０(以上)％】
→理由：・今まで原発にかけていた多大なお金（研究開発費、誘致先への助成金など）を省エネ開発に回せば、まだまだ省エネの効率は上がるはず。
　　　　　・今まで無駄に使いすぎていた（例：必要以上に明るい照明、誰もいない部屋までずっと証明が点いたままのビルなど）電力を生活に支障が無いくらいに減らすだけでも使用エネルギー
は相当減らせる。

【温室効果ガス排出量：-２５％】
→理由：世界に宣言した２０２０年までの目標-２５％よりも低い目標は、やる気が無い事が明確で、許されない。

※今の状況で、節電を全く拒否する日本人は限りなく少ないでしょう。
また、世界に対しても「節電したくない」などと寝ぼけた事は許されません。
細かく細かく説明すれば、ただやみくもに不便な生活を強いるのではなく最大限工夫した節電に協力しない人はいません。
日本人の知恵を結集させれば、ひどく不便な生活ではない節電が絶対にできるはずで、経済も節電によって落ち込む事は無いはずです。
今こそ日本人一丸となって知恵と工夫で踏ん張る時だと思います。
私は技術的な事は素人ですが、すでに飯田哲也さんのようにきちんとした科学的な根拠をもって研究されている方もいます。
その方々をリーダーに、国の政策で新たな研究をどんどん育成し、また原発廃炉の研究も遂行していく方向を望みます。

原発ゼロは当然のベースとするが、この３つのシナリ
オではない第４のシナリオを支持します。

女性４０代会社員・
公務員

個人25050



25058 個人 無職 ７０代 男性 わが国の原子力発電所が他国の爆撃機にて空爆さ
れた場合のことを想定して下さい。空爆されれば、放
射能は飛散し、原爆を投下された状況になります。大
変危険です。

原子力発電は一度事故に遭遇すれば、放射能を飛散させます。発電所が空爆されれば、原爆を投下されたような大きな被害を受けます。
原子力発電所を地下に建設することを検討して下さい。

私は原子力発電所のあらゆる危険を考慮したうえで、エネルギーの20％は原子力で賄う必要があると考えます。原子力の平和利用を推進する上で政府は国民に充分な説明をして下さい。

事故が生じてから「想定外」との言い訳は許されません。

25059 個人 家事専
業

２０代 女性 原発ゼロを希望します。
原発がなくても代替エネルギーはありますが、原発事
故で失った自然は元には戻りません。
子供たちに負の遺産はいりません。

原発ゼロの社会を希望します。
原発は、福島第一原発事故のように、大きな事故を起こしたらその土地に住めなくなるという危険を伴っているからです。
そして、事故を起こし、現在も放射能汚染で苦しんでいる人がいて、
自分の故郷に戻れず、家族バラバラになっているという現状があります。
自然も汚染されています。海も汚染されています。
海外からは放射能で海を汚染し、魚も放射能で汚染した日本へ損害賠償を求める声も上がっています。
このような事態の中でもまだ原発を続けることは国際社会から見ても批判されるのは目に見えていますし、なによりも将来の子供たちに負の遺産は残したくありません。

私は福島第一原発事故の放射性物質の汚染が原因で関東から自主避難をしています。
小さい子供がいるため、少しでも汚染のない土地で生活させてあげたいと思いました。
3月15日の爆発当初、政府が正しい情報を出してくれていたら初期被爆を防げたかもしれないと後悔をしています。
今の日本政府は国民の意見を無視し、独裁政治をしているようにしか見えません。
本来の民主主義であれば、国民の意見を尊重するということが前提です。
国民の声に耳を傾けてください。
原発がなくても太陽光発電、地熱発電、風力発電など代わりのエネルギーで電気は賄えます。
これ以上、未来に負の遺産はいりません！！

25060 個人 自営業 ５０代 女性 ゼロシナリオを選択します。 想定外のことが起きることを、今回の震災および原発事故で私たちは学んだと思います。日本が地震国であるかぎり、原発はなくしていくべきと考えます。

25061 個人 その他 ４０代 女性 「原発ゼロシナリオ（即時）」希望 命と健康以上に大切なものはない

25062 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発は即時廃炉にせよ！世界の主力エネルギーは
火力だ。政府・電力は故郷を失った人の苦しみ、万が
一が起きた際、水も食料も住む土地も失うことのリス
クをたったの一度でも想像したことがあるのか？恥を
知れ！

0％以外は認められない。そもそも選択肢の数・比率内容もおかしい。国民を愚弄するものいい加減にしろ！電力が足りていることは、大飯再稼働後に火発を停止していることからも明らかだ。
ＣＯ2による温暖化など根拠のない嘘だったことが明らかになったのだから、さっさと安価な天然ガスや石炭火発を増設するべきだ。核兵器が欲しいなら民主的に堂々と議論しろ！卑怯者ども
が！なぜ0％、15％、20～25％の３つの選択肢しかないのか？一応意見だけは聞いたというアリバイ作りではないか。大多数が0％を望んでも、15％を採用しようとするなら何のための意見聴取
だ。第一、意見を聞く・募るという前提に立つ以前の問題がある。政府も電力会社も情報統制を敷いて、正確な情報を一切開示していないではないか。都合の悪いことは教えない、バイアスを掛
けて情報操作するのであれば議論自体が成り立たないではないか。政府に疾しい考えがなく、真に国民の意見を聞きたいのであれば、付随する一切の情報はオープンにし、国民一人ひとりが
自らの責任でもって判断できる環境を整えた上で民主的な話し合いで決めるべきだ。
推進派の政府・電力は故郷を失った人の苦しみ、万が一が起きた際、水も食料も住む土地も失うことのリスクをたったの一度でも想像したことがあるのか？大手メディアが報じないので大半の
国民が知らないが、関電が大飯再稼働後に火発を8基も停止しているではないか。100万ｋｗを再稼働して、380万ｋｗを停止。その上計画停電の脅しをかけて節電要請するとは、倫理上断じて
許されることではない。電力不足が大嘘であることの証拠である。
地球温暖化についても数年前から太陽活動の影響で寒暖を繰り返していることが論文として発表されている。ＣＯ2の影響など殆どないことが明らかにされている。Ｃｏ2削減などに本気で取り組
んでるのは日本だけではないか！全てが原発推進に利用されてきた。世界で天然ガスや石炭の価格下落が続いているのに、なぜ日本の電力会社は他国の3～4倍の価格で購入しなければな
らないのか？燃料費が高いという嘘もばれている！
政府の本当の本音は核兵器が欲しい、ただその一点しかないはずだ。それなら正々堂々と民主的に議論すべきだ。中・露・朝が強権的になっている今なら国民も冷静になって判断できるはず
だ。何でも秘密裏に事を進めようとするのは卑怯者のすることである。

25063 個人 自営業 ５０代 男性 「ゼロシナリオ」を選択すべきです。温暖化問題があり
ますが、自然エネルギーや最新技術での石油・石炭
を原料とする発電、そして省エネ商品の普及や節電
の志向すべきで、それを政治で指導することが政府の
使命です。

エネルギーは、国の経済・文化等の活動を根本から左右する事項と認識される必要があります。今回の福島第一原発での事故は、一言で言うと「自然災害が人災を引き起こした事故」だと大半
の人が理解していると思います。又それは他の原発でも我が事のつもりで受け止めるべきです。
日本に住む私達は、その自然と向かい合い温泉や海などから数多くの恩恵を受け自分も成長する中で多くの事が体に染みついています。一方で国民と国が力を合わせて地震をはじめとする
災害を乗り越えながら豊かな文化を花開かせてきた素晴らしい歴史を持っています。今後もそのような国であって欲しいと思います。
この様に国土に特色を持った国の経済活動の基となるエネルギー、発電に対するリスクマネジメントは最高レベルのものである必要があります。当然一つのものに偏ることなく、地域性を考慮
し、多様な発電と互いにリカバリー出来る仕組み、当然国による研究・育成政策の下、一部には競争原理を導入し早急に推進すべきだと考えます。
原子力発電は、致命的な欠点として事故が有った場合、(1)「人間の手には負えない」、(2)「莫大な費用と時間を要する」、(3)「ただでさえ狭い国土、人間が使用で出来なくなる土地が発生する」、
(4)「作業員・地域住民は勿論、県をまたがる広域の住民の生活を壊す」、(5)「日本に対する国際的な風評被害が発生する」等々多くの問題を抱える原子力をエネルギーに活用することには反
対です。
但し、国際的に原子力の問題（核開発・核兵器・原子力発電等）は国際政治で重要であると思うので、廃炉に向けての研究・活動と併せて、ここでの優秀な人材を育成させる政策は持ってもらい
たいです。

25065 個人 学生 １０代以
下

男性 原発ゼロ％を選びます。 原発ゼロ％を選びます。原発は、失敗すればたくさんの人がとても困るようなものだからです。人の命や生活よりも電気を優先するのは、絶対にいけないと思います。僕は電気を節約します。僕
たちに原発を残さないでください。

25066 個人 家事専
業

３０代 女性 ゼロ政策を支持します。原発は速やかに廃炉すべき
です。

エネルギー、環境に関する選択肢のうち、ゼロシナリオを支持します。
福島の事故をみるかぎり、原発稼動には反対です。
どの原発も事故が起きる可能性はゼロではありません。
再生可能エネルギーの普及には時間とコストがかかりますが、そこをなんとかするのが国の仕事ではないでしょうか？
太陽光買取41円など高コストを国民に押し付けるのではなく、既存の火力などと上手に併用しながら安定したエネルギー供給を求めます。

25067 個人 その他 ６０代 女性 　原発、エネルギーに関するニュースはあらゆる世代
の人たちに直接訴えかけるものがあると思います。立
場立場によって選択肢は分かれますが、根幹となるこ
ととして私は原発に頼らない暮らしを選びたいと思い
ます。

原発の怖さを今の今まで知らなかった一般人の哀しさ。だからと言って今までのエネルギー政策を１００パーセント責める気はありません。なぜなら今まで何も考えないで思う存分そのぷえある
の恩恵に甘えてきたからです。
でも今は国民こぞって原発廃止に動くべきと思います。

25068 個人 自営業 ５０代 男性 エネルギー問題は国民一人一人の生命、財産、安全
を守うえで重要なテーマだと思う。原発のリスクばかり
を見るのではなく、リスクを受け入れても実現可能な
私たちが安心、安全に生活できる政策行って欲しい。

この夏は、節電で生産活動も低下しましたし、体も疲れ気味です。毎日熱中症で死亡・緊急搬送者数が新聞に載ります。先日の報道にもありましたが、３．１１災害にが原因で原発による死者は
以内のに、エネルギー不足による生産活動の低下、社会活動の低下が及ぼす影響はまだまだ隠れているのではないかと思います。エネルギー不安は深刻な問題だと思います。
インドでは大規模停電が報道されていました。日本とは異なった事情もあるでしょうが、エネルギー不足は生命や社会不安を大きくかき立てると思います。
将来に渡って安心、安全に今後の発展をも十分にカバーできるだけのエネルギー量を確実に確保出来るまで、原発はなくすことは個人の生命、財産、安全に直接悪影響を及ぼすことになると
思います。
国内に資源が乏しく、周囲に覇権主義国家が存在する中でそれまでは原発の危険リスクを小さくすることは必要でしょうが、国民、国家名誉ある存続をする為には、原発は利用すべきであり、
自然エネルギーも一部活用すればよいですが、コストが高く急に量産出来ないようです。新たなエネルギー源をもさくして、研究開発することも十分に行って欲しい。

25069 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 　１の「ゼロシナリオ」を選択します。
　原発は事故が起きると致命的ですし、事故が起きな
くても放射性廃棄物を出し続けるからです。

　福島の事故で「原発は人間が制御できない」ということが明らかになりました。
地震や津波などの災害も予知できず、対策も充分に取れないことも明らかになりました。
　放射性廃棄物の問題も解決してません。子や孫、その先の世代にゴミを押し付けるようなことはすべきではありません。道義的・倫理的に問題がありますし、経済界のお好きな「経済性」からも
問題があります。何千年も管理するのに、一体いくらお金がかかることでしょう。
　
　以上のような理由から原発の再稼動や新たな原発の建設に反対し、シナリオとしては１の「ゼロシナリオ」を選択します。
　

25070 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 原発は大規模な核分裂の熱を利用するが、大量の放
射性物質は一度暴走すると制御できないで、生命の
脅威となる。安心して暮らすためには「ゼロシナリオ」
しかありえない。

　事故により暴走した放射性物質（これを「死の灰」という）はコントロールできない。放射性物質は生物に傷害を与える。原発は大量の「死の灰」を産出する。「死の灰」は地下に埋没するという
が　子孫が影響を受けないという保証は何もない。制御できない大量の放射性物質を「安全」に管理できるというのは、人間の傲慢でしかない。
　大量生産、大量諸費、利益優先の社会は、もう終わりにしなければならない。電気の消費でも、日常のなかに無駄がありすぎる。飲料水の自動販売機は廃止すべきだ。コンビニなどの24時間
営業も止めていい。
　くりかえすが　原子力の利用は「軍事」「平和」に関わらず廃止、ゼロへすべきである。

25071 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発ゼロシナリオ（即時） 原発ゼロシナリオ（即時）しかあありえません。
経済負担が増える？原発にずっと頼ってきたから、世界に比べても今の日本の電気料金は高くなったのでは？
原発に頼っても料金は値上げです。
だったら、子供に未来ある地球を残す為にも、ゼロシナリオしかありえません。

男性４０代自営業 内閣府のみなさまこんにちは。

北海道で自然農を指向実践いたします(削除)と申します。

2011年3月11日に発生いたしました
東日本大震災と
大津波は、わたくしたち日本国民衆におおきな被害を及ぼし、復興作業が、つづいております。

そして東京電力福島第一原子力発電所の放射能：放射線：放射性物質大量漏洩被曝過酷事故が、東日本大震災直後発生し、2012年8月現時点で地球規模での放射能漏洩、人類被曝、海洋
被曝、大気被曝、拡散、は、残念ながら収束できておりません。
放射能：放射線：放射性物質の、大地、海洋、大気、食糧、そして人体への被曝というかたちでの存在は、
東日本大震災からの地球日本復興の、最大の物理的障壁と、なってしまっております。

内閣府さまから発表なされました、南海トラフ震源の、
東海大震災、
東南海大震災、
南海大震災、
の、近年に高い発生可能性の警鐘も、ございます。

そこで、
大地震恒久頻発する日本では、
原子力発電所を再稼働せず全て廃炉することが適切かと判断いたします。

そして、
地域民衆の主権主導によります、
利権分散した公平公正平等透明なひらかれた仕組みによります、
地域ごとの特性に合った分散小型自然エネルギーの選択普及と、
発送電分離：発電所と送電線の利権分離の実行をご提案いたします。

また、
電力利用操業企業さま各自が応分の発電施設を用意することを推奨し、売電による利益も得られる仕組みの整備のご提案を申し上げます。

そして
既存電力料金プランの見直し。
事業用電力料金と、家庭用電力料金は、比較いたしますと家庭用電力料金がたいへん高額であり、価格差が、たいへん開いておりますが、
2012年8月現時点では、日本においては、電力会社さまは、ラジオコマーシャルなどで、家庭個人むけに節電をよびかけていらっしゃいます。
されど、
現実には、電気を大量に使用していますのは、家庭個人ではございません。
事業用電力、すなわち職場、での電気使用が、約7割ではございませんでしょうか。

電気設備、電化製品の設計段階からの哲学を、待機電力節電、長持ち、安価修理、など
改善成し遂げましたならば、日本の電気設備、製品は、世界に拡がり、経済も潤うのではございませんでしょうか。
無尽蔵たりえぬ燃料を使い産む電気なればこそ。

電気ばかりがエネルギーではないという現実にも、目をむけると、日本のあたらしいしあわせがひらかれるのかもしれません。

足るを知る暮らし。を、謹みましてご提案いたします。

みんなで佳い日本を生きましょう。

北海道夕張郡 (削除)

大地震恒久頻発する日本では原発早急全廃炉。
地域主権分散小型自然エネルギーと発送電分離実
行。
電力利用企業各自が応分の発電施設を用意。
電力料金プラン見直し。
足るを知る暮らし。を、ご提案いたします。

個人25064



25072 法人・
団体等

会社員・
公務員

５０代 男性 今回の施策は国民生活を無視し、暖房機器の製造販
売に関わる企業が倒産・廃業に追い込まれ、雇用の
継続が出来なくなり、又電気暖房に切り替える事によ
り総発電量は増加してしまう考え方であり、断固反対
する。

東日本大震災・福島原発事故以来、国民の関心は原子力発電の問題点になっており、脱原子力・脱化石燃料になっている。その中で今回の「エネルギー・環境に関する選択肢」が出てきている
と考えるが、国民に対して十分な資料の提示なしでは十分な議論は出来ないと考え、又偏った方向に行くと考えます。

１．ゼロシナリオには「高効率空調機器以外の暖房機器の販売禁止」とあるが、販売
禁止とした場合、製造メーカーやそれに関連する製造業が事業として成り立たな
くなり倒産や廃業となり、そこに従事している社員の失業、雇用維持が出来なく
なる。
２．総発電量を１．１兆kWhから１兆kWhに１０％削減するとの記載があるが、
市中にある化石燃料を使用した暖房機器を総て高効率電気暖房機器に切り替え
ると
化石燃料暖房機器市中使用台数　　１．１７億台
　化石燃料暖房機器消費電力量　　　　　２億kWh
高効率空調機器暖房時消費電力量　　　８６１kWh／台（高効率3.6kWﾀｲﾌﾟ）
電力消費量の差＝１．１７億台×８６１kWh－２億kWh＝１００５億kWh
の電気使用量が単純に増える。１０％の削減どころか逆に１０％総発電量は増加
してしまう。
市中使用台数――石油ｽﾄｰﾌﾞ保有台数（2004年）０．９１台　４９００万台
ﾌｧﾝﾋｰﾀｰ保有台数（2012年） １．２６台　６８００万台
３．万が一災害などが発生した時は電気・ガス等の系統型エネルギーはライフライン
が切断され、分散型エネルギーである石油を使った暖房機器の販売禁止にした
場合一般国民の生活維持が出来ない。

従って、今回の「エネルギー・環境に関する選択肢」にて議論されている「高効率空調機器以外の暖房機器の販売禁止」については見直すべきである。

25073 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 ゼロシナリオとするべきです。
大事故が起きる想定をしてなく対策もできていないも
のを運用すべきではない。そもそも、自分たちが核燃
料を制御できないのに、運用すべきではない。
即刻廃炉すべきである。

今回の事故で大事故を想定していない為に対策もできなく、何が起きているかも判断がつかなく、国民を散々だましてきて放射能被害をばらまきました。
許せないことです。
この被害は半永久的に続くものと思います。
原子力発電の使用済み核燃料の処理はどうなっているのでしょうか。
いまだ、処理方法が解決されていないと聞いてております、青森県の６か所村に全国の原発の使用済み核燃料を受け入れておりますが、
３０００トンのプールは満杯状態。１か所に集め異常時のリスがとられておりません。今後も、使用済み核燃料の処理方法が解決されるとは思いません。
原発は　廃炉とすべきです。

全国の発電量は、原発に頼らなくとも充分足りていると聞きます。
化石燃料の枯渇がよく言われておりますが、一説によると、数百年の
埋蔵量があるとの話もあります。地球温暖化もＣＯ２原因ではないと聞きます。
今後は送配電分離をし発電事業を自由化
し分散化し、発電設備はガス発電にてすすめていくべきです。

25074 個人 その他 ３０代 女性 とにかくこれからは人と土地を大事にしていくことが国
益だと思います。

日本を大事に思い、残していきたいからこそ、人がいきいきと暮らしていける政策が必要と思います。経済最優先ではなく、個々の人間がどれだけ幸せな気持ちで一生を終えられるかが一番で
はないでしょうか。そうでなければ、どんどん国外へ出て行きますよ。それには、美しい環境を残して行くことも重要。今回のフクシマで私たちは自分たちの大切な美しい故郷を失うということを
知ってしまいました。二度と繰り返さないためにも、早急に脱原発の道を選ぶのが賢いのではないでしょうか。

25075 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 ゼロシナリオを支持します。 原子力発電所は公害だと思うからです。事故を起こさなくても、放射能を空気中や海に垂れ流しています。
また、稼働させる事で沢山の放射性廃棄物が出ているにも関わらず廃棄の方法も分からず（机上の空論・絵に描いた餅）、処理にかかる経済的負担や作業員の被爆リスクについてもシナリオ
には一切かいてありません。１５、２０～２５シナリオにはゼロシナリオより経済への影響が小さいように書かれてあるが、間違いだと思います。実際は作業員（下請け業者）の健康、放射性廃棄
物の処理費用、福島と同じような事故が起こった時の損害賠償費など、経済の影響は一番大きいと思います。

25076 個人 学生 １０代以
下

男性 拙速な脱原発には反対！ 脱原発が声高に叫ばれていますが、私は拙速な脱原発には反対です。よって、2030年時点での原発の発電の比率が０％のシナリオは到底賛成できますせん。電気代が上がるのはまだしも、
産業がますます失速し、国際競争力を失うのは明らかです。だから、脱原発を理想としつつも、原子力発電に代わるあらたなクリーンエネルギーが見つかるまでは当面（20～50年）の間は原子
力発電もすべきだとおもっています。15%シナリオが妥当であると考えます。

25077 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発比率「ゼロ」を選択して欲しい 原発は「万一」の事故の場合のリスクが大きすぎる。
事故の場合、水、食料、燃料（薪など）といった生きる根本が
汚染される。福島の事故で国内で生活できない場所ができて
しまった事はあまりに大きな代償である。
燃料ウランの輸送、また再処理にも大きなリスクがある。
福島の事故で世界に対して放射線の汚染という大きな加害者に
なってしまった。
電気をあまり使わずに快適に生きるという課題は今や世界的な
課題なのだから、原発ゼロを選択し、
その解を示す事こそ事故に対する懺悔であり、
自分達が誇れる日本のありかたではないか。

25078 個人 その他 ６０代 男性 ゼロシナリオを支持し、今すぐ原発ゼロにする。
１）原発事故は、取り返しのつかない大規模な被害を与える。その可能性が非常に大きい。
２）福島第一の事故原因の究明が不十分であり、その事故を阻止できなかった安全委員会がそのまま居座って推進することなど、許し難いし、その資格はない。
　　要するに、再稼働は手続き的にも認められない。
３）電力不足が虚偽である。電力会社、役人、政治家、原子力村の住人たちのでっち上げであることがこの間明白になった。
４）原発は、処理不能の大量の放射性廃棄物を生み出す。これほど不完全な技術はほかにない。次世代どころか、数万年にわたる迷惑物を作って、現在の人間が利益を享受することは倫理的
に許されない。
５）原発は、維持するためだけでも大量の労働者を危険な目に会わせる。まして、事故処理のためには、これから何十年と大量の作業員を必要とする。その健康への悪影響ははかり知れない
し、補充することは困難である。そこで自ずと、欺して働かせるという差別が生じざるを得ないだろう。
６）化石燃料はまだ余裕がある。代替エネルギーを開発するには十分な時間がある。また、現在のようなエネルギー浪費社会は改めるべきである。

　　以上の理由により、ゼロシナリオを支持し、今すぐ原発を停止するよう要　　求する。

25079 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 ２０３０年段階の全電源に占める原発の比率につい
て、
(1)０％
を選択します。

・原発が絶対安全なものであるという国や電力会社の主張は、まちがっていることが、福島の事故で証明されました。
・万一の事故が起きた場合、周辺の広い範囲が生活できない土地になること、川や海、土地の汚染は、さらに広い範囲に及ぶことも、福島の事故でわかりました。
・事故後の政府、電力会社の対応も、充分なされないことも、福島の事故でわかりました。
・このような事実に基づき、原発をすべて廃止することを選択します。

25080 個人 その他 ３０代 男性 原発依存度をゼロベースに これからの日本のエネルギー政策は、
原発をゼロに、太陽光・水力・地熱・風力・波力・バイオマスなどの自然エネルギーに重点をシフトすべきである。

理由1：日本は世界有数の地震国・火山国であり、その上に原発を建てることは、今回の福島の件でも明らかであるように、無理がある。
理由2：敦賀など日本海側に立地している原発は、中国や北朝鮮などの敵国から1発でもミサイルを落とされれば、日本はお終いである。

日本の科学技術力は世界有数であり、自然エネルギーの効率化など、予算を重点的に配分すれば大幅な向上が見込める。地方に道路や空港や無駄なハコモノを作って、特定の業界に金をば
らまく時代はもう終わった。

地熱については、観光業者が枯渇を心配して反対しているようだが、国民の0.01%以下の人間の言う事を気にしていては、残り99.99%の国民の幸せは到底望めない。
国際空港や首都環状など、これまでの国策の例を応用して、うまく説得すべし。

25081 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見
「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」を主張
《政府は本腰を入れて再生可能エネルギー開発に尽
力すべき》

事故が起きた時には、核は人間ではコントロール出来ない事が証明された。

地震国日本では、いつ東日本大震災以上の地震が起こるか分からない、
再び事故が起これば、日本は再起不能になる。

自然エネルギー開発は、技術立国日本にはこの上ないビジネスチャンスでも有る。

政府は自然エネルギー比率を増やすスケジュールを国民にしっかり示すべき。

25082 個人 家事専
業

４０代 女性 「ゼロシナリオ」（原子力エネルギーが０％）を強く希望
します。

あってはならない、また想定もしていなかった原発事故が福島で起こりました。
これ以上、国民の被害を増やす発電方法を存続させるべきではありません。
経済界に原発支持が強いそうですが、経済といえど「命」あってのものだねです。
「ゼロシナリオ」を支持する人が増えた今、必ず世の中は変革します。
今までの経済状況は持続しないでしょう。
血税を無駄遣いしないで、ただちに原発廃炉に取り組んでください。

東電をはじめとする電力会社のグループやさまざまな利権に血税が流れることのないよう見張ってください。
原発が稼動することによって生み出される放射性廃棄物の問題も深刻です。
また老朽化により脆くなった原子炉も大変心配です。

１５％シナリオ、３０％シナリオなどとんでもないことです。

25083 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 2030年に向けて原発ゼロシナリオで進むべきと考えま
す。

原発をすぐにゼロにすることは現実的に考えても非常に難しいことがあるのは分かりますが、未来の子供たちに多くのリスクや核廃棄物をこれ以上残すことはあまりにも無責任に感じます。今
までの原発に対する国の姿勢を正すことも必要だと思います。現に大飯原発の再稼働に対し関西の夏場の電力が不足するから原発を夏場だけ再稼働なら理解できます。なぜ短期間の稼働で
はだめなのでしょうか？理由があるなら国はもつと国民に分かりやすい説明をする義務があると思います。これからの日本の未来に向けて２０３０年に世界からエネルギー政策で注目され安全
でクリーンなエネルギー技術をビジネスできる様にするために目標を原発ゼロにして官民一体でこれからの安全でクリーンな代替えエネルギーを構築していこうと日本全体で力を合わせること
が必要ではないでしょうか。さらには
今まで出してしまった核燃料廃棄物の処理に伴う技術開発や放射能除染の技術開発の推進、世界中にある原発で、もし事故が起きた時に日本が放射能汚染を防ぐための世界一の技術開発
を官民協力して実施していく事が必要だと思います。もし日本が世界に売り込める新しいエネルギーや放射能処理に対する技術を持てればこれからの日本の経済成長も大きく見込めて未来の
子供たちに希望を与えることが出来ると思います。

25084 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 脱原発にむけ、「(1)ゼロシナリオ」を選択します。 島根県には全国で唯一、県都である松江市に島根原発があります。市の中心部からわずか10kmのところにあり、万が一事故が生じれば多くの人が危険にさらされ、県都機能を失います。既設
の1,2号機の再稼働、新たな3号機の稼働、プルサーマル計画の実施は断じて許すことはできません。そのため「ゼロシナリオ」を選択し、早期の脱原発社会をめざすべきです。

25085 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 脱原発に反対です。 日本で原子力技術を有していることは、安全保障上、中国、北朝鮮、に対して抑止力になると考えます。

25086 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発ゼロシナリオを選びます。大飯原発も停止してく
ださい。

原発を維持・推進する意向の方々は原発の安全性を強調していますが、電力会社・下請け・孫請け会社の社員の被曝を前提にしないと原発が成り立たないから。
また、現在避難生活を強いられている方々を見て、これ以上このような人たち・様々な軋轢を生むことは許されないと思うから。（原発を続けていれば必ず次があります）

今の消費社会では日本国内の原発をやめさせても海外製品に依存する限り原発に依存し続けることになると思いますが、私（や脱原発支持者）はこの生活を捨てる覚悟があります。今の経済
的繁栄を失うのは怖いから原発は維持する、と経済界の方々は言いますが、生命そのものの方が重要です。

私は東京出身ですが、東京では農産物などの生き物や電気が生み出される現場に目をつぶればそれで生きてしまえると思います。こちらでは電気も「当たり前にある」ものではなく生産される
モノであると思い、東京にいた頃はこのような感受性はなかったなと日々感じます。
原発が必要だと言われるならば、今度はぜひ利用者の多い都会に建ててください。

個人25087 自然とともに生きるのには、「必要な分だけ、最低限の量だけ恵を頂く」ことが大切。
人間は強欲になりすぎてると思う。
本当に必要最低限にすれば、原発で作る電気は、いらないのではないでしょうか？

自然エネルギーへのシフトについては、最初はお金がかかっても仕方ないです。
東電に数百円、これから払っていくなんてものすごく疑問で、その各家数百円を政府が集めて自然エネルギーへのシフトのために使うとか、原発以外の発電をしている団体に寄付すれば、もっ
と速くスムーズに、原発以外の電気だけで暮らして行ける整備ができませんか？そういう形なら、大賛成で月数百円、出資します。

私はミュージシャンなのですが、数年前、双葉町でコンサートをした際、町の方から「ぜひ原発を案内したい！」と近くまで車で案内して頂きました。
原発に賛否はあったけれど、そこにはそれで生活している方々がたくさんいらたし、少なくとも町にとって原発は、誇りのようなものなのだな・・・と話を聞いて思ったんです。

3.11のあと私は、双葉町で出逢った方と連絡を取ろうと約１ヶ月調べ、探し出せなかったので４月入って避難している埼玉県騎西高校に直接伺いました。
その後もメールのやり取りもあり、いろいろ、思いを直に聞いています。
もちろん、全てではないでしょうが・・・。

そしてその後、東北あちこちの避難所をまわる中で、南相馬の入っちゃいけない20kmギリギリのところまで行って、20km以内に住んでいた方々が避難している避難所を数カ所回りました。
そこでも、たくさん話を直に聞いて来ました。

政治的な話も聞きました。
「絶対、選挙で◯◯党には入れてくれるな！」懇願するように、でも強い口調で言う人もいました。

原発の町で、原発によって生活していた方々が涙ながらに口々に訴える言葉・・・。
それは「原発はいらない！危険だ！」
「なんで自分達がこんな目に遭うんだ」
「なんとかこれを、◯◯さんたくさんの人に伝えてくれ！」
私は本当に、こんなに返す言葉がみつからないという経験はなかったです。

双葉町で作っていた電気は東京首都圏のための電気だそうですが、誰かの犠牲の上に便利で明るい生活が成り立つのは、どう考えてもダメです。
原発によって生活をし、ある意味恩恵を受けていた人達が「原発はダメだ！いらない！」と言っているのですから、その声を聞くべきでしょう。

「ゼロシナリオ」に賛成です。
「今と同量の電力を作ること」より「もっと電力を使わな
いで済む方法」を考えるべきだと思う。
また温室効果ガスを出さない方法、自然エネルギーを
もっと活用すべきと思う。

女性３０代自営業



25088 個人 その他 ２０代 女性 原発族やめる。現在の他の発電でまかないつつ、最
適で危険でない発電を研究し、増やす。
原発はゼロに。

原子力ゼロ！　２か月以上証明したように、今現在ある発電を使い、将来に向かっては、一番最適と思われる発電を少しずつ増やしていく。地震、台風、などの多い国なので、原発はもうこりご
り。国民を不幸にします。わたしたちは安心して生きたい。天皇、皇后陛下も同じ御考えです。迷惑をかけ続けている他国に対しても、再稼働は何の反省も謝罪もない証拠にすぎない、道徳の
荒廃です。ただちに全ての原発をとめ廃炉にすること。その後の処理さえ何十年以上かかります。今、決断し、宣言し、やめること！

25089 個人 その他 ５０代 男性 原発はゼロにする。発送分離を行い、電力の自由化
を図る。地方自治体ごとのマイクログリッドでの地産
地消を目指す。同時に化石燃料によるエネルギー政
策を転換し、太陽光利用エネルギー供給システムを
追求する。

意見
(1)近い将来原発依存をゼロにする。(2)発送分離にし、地産地消のスマートグリッド方式小規模電力（マイクログリッド発電）を採用し、各自治体で発電する。(3)化石燃料を減らし、風力発電の振
動防止など、地球環境・人体に配慮した総合エネルギー政策の検討に入る。2030年を目処に財政規模は年間、一兆円程度とする。

理由
(1)唯一の被爆国である日本が、世界に先駆けて「核の平和的利用」からの脱却を目指す。高エネルギー放射線によるＤＮＡ損傷のメカニズムは古くから知られているが、最近問題になっている
低レベル放射線による内部被曝＝細胞膜への損傷と病気の発症の危惧の問題。さらに使用済み核燃料の処理、プルサーマルは危険。今仮に脱原発しても廃炉までに100年、財政100兆円は
かかると言われている。
(2)市民レベルでの省エネ・リサイクル（循環）・リユーズ（再利用）・リダクション（減量化）を徹底し、持続可能な地球を未来に残す。市民の意識改革も必要。
(3)2050年には地球平均気温3度上がる。化石燃料の段階的縮小。そのため、専門家・有識識者・市民による1000人チームによる「脱原発・脱化石燃料によるエネルギー政策検討会」を国家プ
ロジェクトで立ち上げ、全体討論を基本とする。宇宙発電・送電システム（ＳＰＳ、ＳＳＰＰ等）を研究し、宇宙空間から工場・家庭・自動車等にマイクロ波で送電する。「地球環境を守る」一大プロ
ジェクトは国連主導下で国際協力の下で行う。このことによっても、国際レベルでの安全保障につながる。

25090 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発０％にしてください。もうこれ以上、日本で原子力
による悪夢の被害を見たくありません。これだけ、日
本各地で原発ゼロを訴えるデモが行われているのを
無視するつもりですか？

なぜ日本政府は一寸先の経済の事しか考えないのでしょうか？いつから、日本のメディアは真実を伝えなくなったのでしょうか？私は今まで、飼いならされた家畜のようにあなた達は日本の未
来を見据えた、ベストな政治をしてくれていると思っていました。メディアをそのまま鵜呑みにして、あまりにも色々な事に関して無知でした。特に原発。その恐ろしさ、その歴史を顧みず、安全神
話を受け入れていました。
こんな被害にあって、沢山の人は目を覚ましています。
また何かあった時に人間の手に負えないような、恐ろしいエネルギーをなぜこの地震大国日本で使わなくてはいけないのでしょうか？
今度なにかあったら、日本は終わりです。
誰が責任を取るんですか？総理大臣を辞めさせればいいという事では、到底済まされません。世界からの日本を見る目も変わるでしょう。’こんなに同じ過ちを何度もして、とんだおバカな国’で
す。私は海外で暮らしていました。こんな大災害にあった後も、まだ同じ事を続けようとしている、お金に目がくらんで、今までの体制を変えようとしない日本の政治にあきれています。私達は
知っています。原発がなくてもやって行ける事を。色々な真実を知っています。もうこれ以上私達を騙そうとしないで下さい。

25091 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原子力発電を全面的に停止することを望みます。 ・安全性が保証できないから。
・クリーンで再生可能なエネルギーを実用化することに投資した方が将来のため　になるから。
・二酸化炭素削減ばかりが問題視されて、物を燃やすことがタブーのようになっ　たが、荒れた森林を再生し木を利用することでエネルギー削減に繋がるのでは　ないかと考えるから。自然の恵
みを生きるためだけに使う慎ましやかな生活を　も見直すべきだ。

25092 個人 無職 ６０代 男性 原発をここまで増やし、膨大な使用済み核燃料を残し
てしまった責任を若い人たちや子どもたちに感じてい
るからです。

世界で唯一の被爆国として原水爆・核事故の悲惨さについて世界に伝えるのは日本の歴史的責務です。責務を果たさないどころか、福島第一原発事故を起こし原因究明も出来ない段階で「収
束宣言」をし、事故調査委員会の報告が出される前に大飯原発再稼働を決め、発電を強行したことに怒りをおぼえます。電力も足りているのにことさら「電力不足」を煽り、脅迫にも似た手法で
推し進めようとする政府はどこを向いているんですか？財界・電力会社の利益追求に力を注ぐ姿勢は許せません。
福島の原発事故は「原発はひとたび事故を起こしたら人の力では制御できない」ことをほとんどの国民は知りました。ブレーキの効かない車は誰も乗らないでしょう。それと同様にブレーキの効
かない（制御できない）原発は発電所として使ってはいけないと考えます。ただちに大飯原発を止めて下さい。
首相は「責任をとる」と言っていますが、あなたは自分の一生をかけて責任をとる覚悟がありますか？首相が替われば「免罪・免責になる」と考えているから簡単に「責任をもつ」と言っているの
ではないですか？
福島の子どもたちや父親・母親の気持ちを考えてください。
私は一生かけて原発ゼロの社会実現のためあきらめないでささやかですが行動を続けます。

25093 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 　今回、政府より示されたシナリオは、いずれのシナリ
オも、そのまま選択した
場合、将来に禍根を残す結果になると考えます。
　政府として、新たなシナリオを提示することを要望致
します。

　今回示された全てのシナリオとも、失業率は上昇、雇用者報酬は減少、電気
料金や光熱費は上昇するなど、「雇用」「国民生活」に対して多大な悪影響を
及ぼすものとなっている。
　ものつくり日本を支える製造業にとって国際競争力の低下に拍車がかかる
こととなる。
　私が勤める企業は、電力多消費型産業に属する会社であり、今回のシナリオ
は廃業勧告に等しいことになっていると言わざるを得ない。
　上記「雇用」「国民生活」を再検証し、経済成長率の設定とその根拠を再整理
して頂き、新たなシナリオを国民に開示して頂くことを強く要望します。
　一定の原子力発電を維持し、持続的経済成長や低廉で安定的なエネルギー供給
を確保し、その上で、日本が温暖化対策をリードできるシナリオにすべきと
考えます。

25094 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原子力発電は、直ちにゼロにしなければならない。 　現在の人類科学において、放射能をボタン一つで無力化する装置も、方法もありません。
　重ねて、排出される廃棄物を処理する手段も完成していない現状、貯まっている廃棄物の今後の処理を考えても、既に人類の手に負えるものではなくなっています。
　事故の危険性、事故が起こった際の『時間軸（半減期１０回分最低必要）』に対する影響を考えても、このまま続けることへのメリットがありません。

25095 個人 無職 ６０代 男性 原発は、即時廃止。 　原発は、事故を起こさなければ、安全、ではない。
核燃料の、最終処理方法が、確立されて、初めて　安全と言えると思う。
　今のところ、地下数百メートルの所に埋め込み、数万年貯蔵すると言う。
　そんな方法を、安全と言えるでしょうか？危険すぎる。
人生百年としても、何代先の、子孫まで、危険を先送りするのでしようか。
　人類が生み出した　核エネルギー、人類の知恵と、勇気で廃止しましょう。

25096 個人 その他 ５０代 男性 原発は核廃棄物の安全な処理及び管理が未確立の
危険な欠陥商品である。原発地下の活断層や、福島
第１原発並みの地震・津波に対して、ただちに安全を
確保されていない。再稼働は論外。原発全廃を決断
すべきである。

核廃棄物の安全な処理や管理が確立していないことは広く知られた常識であり、原子力発電を続けることは未来の子孫に放射能被害を押しつけることになる。原子力発電を続けるかぎり核廃
棄物が増え続けるわけで、きわめて無責任な欠陥商品と言わなければならない。また大飯原発、敦賀原発をはじめ各所で地下に活断層が発見されており、再稼働どころか一刻も早く撤去すべ
き判断が必要でないか。現状は、「安全」と政府が判断する根拠となった各種対策も３年から５年先の完了をめざすもので、それまでに地震が来たら福島の再来になる。原発全廃の決断をして
すぐに着手するにしても完了までに数十年はかかるわけで、決断が遅くなればなるほど核廃棄物も増えるし、災害によるリスクも増える。したがって再稼働は論外。原発をゼロにする決断を一
刻も早くおこない、ただちに全原発廃炉に向けた作業にかかるべきである。福島第一原発の現実を直視し、日本社会を放射能被害の危機から救うための「決める政治」こそ政府のとるべき決断
だ。

25097 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 ゼロシナリオに賛成します。 原発を使用しない場合、CO2排出量が増える発電方法しかないという仮定が本当であっても、福島の現状を見たとき、原発には到底賛成できません。
本当に原発が必要なのか、なぜ必要なのか、福島をどうするのか、一切提示されていないままです。
また、福島をおいて考えても、必ずだれかが被爆しなければ維持できない、必ず海をあたためる装置である原発は、私はいりません。
だれも傷つけず、不幸にもしない、太陽光、風、水、火力の自然エネルギーによってたつ日本になるように心から祈念します。
ドイツができたのだから、日本にも必ずできます。

25098 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 2030年、意見は3番で  原発は現状維持 廃炉にしても費用が掛かり、国民負担が出来ない。
18年後だと少子高齢者会の真っ只中で、その時点での現役世代に多大な負担をしいることになる。
現在の原発は、国策でやったこと、アメリカの政策でもあったことを考えた場合、電力会社だけの問題ではない。また、原発を稼動させなくとも費用はかかるし、止めている時間が長ければ、電
力会社が破綻してしまいます。その場合に、全金融機関や経済も破綻し、日本が世界大恐慌の引き金を引いてします。大震災を乗り越えようとする今、人災での大恐慌は、本末転倒な事になっ
てしまいます。
原発は危険だという事は国民皆が認識を新たにしました。
未来永劫に続けるべきものではない。国際社会と歩調を合わせ脱原発社会を世界に被爆国、原発被害国として、場を作り、訴える行為を行うべきです。
場合には、福島県の原発半径30キロ圏内を国有化し、最終処分場含め整備地にすべきです。世界の 未来のために！

25099 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 最低でも原発は２０～２５パーセントは必要です。脱原
発はエネルギー政策上危険とだと思います。化石燃
料を使用しない基幹電力を見つけるまでは脱原発を
早急にすべきではないと思います。

原発の依存について、２０～２５％は最低でも必要だと思います。現在基幹電力として火力発電所を稼働させていますが、果たして今後も石油や天然ガスの供給が間に合うのでしょうか、原油
や天然ガスの価格が上昇していますが円高で保つことができていますが今後のことはあまりにも不透明です。
地球温暖化についてもです。可能な限り化石燃料からのシフトは必要です。
風力発電、太陽光発電がもてはやされていますが、冷静に考えると変なことに気がつきます。現在、自然エネルギーの固定買取が始まっています。さらに１０００万戸に太陽電池を設置させるこ
とを推進しているようですが設置できる家庭は年収何百万以上の世帯ですか、高くて購入できない家庭がほとんどです。。設置できない家庭は他人の家で発電した電力を買うことになります。こ
れには矛盾を感じます。風力発電についても海岸線に大規模な発電所を設ければよいとの有識者からの意見がありますが、台風や地震の多い国だから原発は危険との考えであれば、風力発
電が破損するリスクのほうがとても大きいと思いますし、破損して修理することは過去の設置状況からも明らかです。今は原発の安全対策をしっかりと行い、断層直上の原発をとめることは必要
ですが、可能なものは再稼働させるべきです。さらに福島第１原発の事故を踏まえより安全な原発を開発することが技術立国日本の使命だと思います。

一番言いたいこと（感情論）、今の政府は何を考えているのか、国防、エネルギー政策は未来の日本を考えて行わなければならないこと、素人の国民に正しい知識を教示しないままこのような
アンケートはあまりに怠慢です。「市民国民の意見と聞きたい」ときれいごとを言っていますが、責任逃れ以外にありません。たとえ市民の意に反したとしても、未来の日本に必要なものは断固と
した決意で行うべきものです。いずれにしてもこのこの原発問題で国論を二分している状態で意見を聴取したとしてどちらの施策を実行しても納得されることはありません。（沖縄の普天間基地
と同じ状況）
さらに政府自ら脱原発を意見するなどもってのほかです。施策を決断し実行するまでは中立な立場を保つべきではありませんか。政府は国民に好かれなくてもいいのです。国のために必要なこ
とを断固として行う決断と実行力が必要です。

25100 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原子力については小規模な研究にとどめ、事故の原
因と責任の明確化を図るべき。その間、使用済み核
燃料の処分と廃炉、再生可能エネルギーの開発など
に全力を挙げることが望ましい。

　原子力発電所の事故は、現在の日本の存立を根底から覆すほどの影響をもつ可能性があります。
　にもかかわらず、電力事業者、政府、学会などの関係者の責任感・対応力については、全く不十分であることは、事故調査委員会報告等で明らかです。
　少なくとも福島第一原子力発電所の事故の究明、廃炉が終わるまで（最低40年間）は、原子力については小規模な研究にとどめ、関係者の世代交代を図り、原因と責任の明確化を図るべき
だと考えます。その間は、敢えて原子力を使えないデメリットを引き受け、残された使用済み核燃料の処分と廃炉、再生可能エネルギーの開発などに全力を挙げるのが将来世代に対する責務
かと思います。

25101 個人 無職 ７０代 男性 電源エネルギ-　原発から徐々に遠ざかる、手段とし
ての提言

水力発電が、主力になって行くのが、日本にとって、汚染の無いエネルギ－　　こそが、生き延びる道は無い事を信じて増設を計画するべきであります
日本国の地形を、利用すべき、分水嶺から、海に注ぐまでの距離が短く
少しの雨でも、水害の発生率が高い、海に注ぐまでに、水を蓄積し活用すべきです。例えば、ダムを有効に増設し、保留水を確保すべき
水害にも強く、安心して、狭い日本に居住できると思います。
予算も原発より　少ないと思います。

25102 個人 無職 ５０代 男性 ゼロシナリオに賛成します。後世に原発廃棄物を残す
ようなことを現時点の人が検討や選択する権利はな
いと思います。

電気料金などの値上げにより原発が廃止できるのであれば、原発は廃止すべきと考えます。また、電力会社がコストが上がるとか赤字だとか言っていますが、原発を存続すべきかの稼働すべ
き議論と何ら関係ないことと思います。
コスト、赤字にしても結局は電気料金の話しであり、電気料金が上がったとしても、原発は即時廃炉すべきと考えます。現時点で原発の廃棄物に関して後世も問題を先送りしているだけであり、
そんなことを現在の人が検討や選択する権利はないと思います。
原発を廃止することで短期的には火力発電による発電もやむなしと考えますが、資源の少ない日本としては自然エネルギーにたよるしかなく、税金を投入してでも積極的に自然エネルギーを増
加させる必要があると思います。地熱エネルギーなど温泉地や国有地の関係で進まないとも聞きます。だからこそ、個々の利益でなく国策として今こそ実施すべきと思います再三の繰り返しな
りますが、原発を推進する人は後世への責任を取ることを無視して、現在の利点だけを話しているようにしか聞こえません。是非、原発ゼロと自然エネルギーの推進を推し進めて頂きたいと思
います。

25103 個人 無職 ６０代 男性 原発は即、廃炉にすべきです、国のエネルギー政策
根本的な政策の転換を求めます。存続の有無は国民
投票で決めるべきです。

福島の原発事故で初めて原発のメカニズムを知り、政、官、業、地域の
エゴ的な癒着を知り、もっと国民全体を見つめ地球環境も考えながら世界の人々の幸せを国民全体で議論し決定すべきです。
　一部の政治家や役人、専門家、特定地域の判断にゆだねるのはおかしいと思います。

25104 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発はなくすべきで、国がここまで廃止を躊躇してい
る理由が分からない

生産するエネルギーと廃棄する・保管するエネルギーが同等の原子力を使用すべきではない。
従事者・周辺住民・原発事故が発生しなくても必ず犠牲者が出るエネルギーを理解して使っている人が少ないなかでは、中止すべきだ

なぜ、安全が確立されていないのに、しかも、去年の東日本大震災からは、今までよりも、大きな地震が来る確率が高まっているのに、また原発を再開してしまったのでしょうか？
再稼働を決めた政治家は、実際双葉などに足を踏み入れ、自分の子ども達をそこへ堂々と連れて行けるのでしょうか？
自分ができないこと、したくないことを、国民にやらせないで欲しいです。

それと、節電を「ブーム」にしてしまって、ブームは去ってしまったような流れは非常に良くない。
数十年前は、もっと使用電力は低かったはず。もっと電力は、抑えられるはず。
それにしても東京の夜は、明る過ぎる。
基本的に、「夜は、暗いもの！」って思えば、街中の必要ない電気を消しても、それほど困ることはないと思う。

夜は、「ムーディーナイト」を提唱します。
夜は昔から「暗いもの」なのですから。
日本のおうちは、ちょっと明るすぎます！
「ヨーロッパのようにお家の中も、少し暗めの灯でちょっとムーディーに過ごしませんか？
時には、レストランのように暗めの照明と、テーブルにキャンドルを置いて食事すると、ちょっと高級・・・のような気になります(^^)」

都心の派手過ぎるお店の看板は、ある程度人通りがなくなったら、終電が発車したら、消しませんか？？

そんなキャンペーンを、政府が打ち出したら、日本政府も少しは変わったと思う国民も多いのではないでしょうか？

そうやって、みんなが少しずつ節約して協力したら、原発なんてなくたって、賄えるはずなんです。
現に、今原発が動いていない関東に住んでいますが、不自由は感じていません。

企業努力も随分あると感じていますし、例えば真っ暗な電車に乗っていても何も不自由しません。
うちは夏に限らず、電気は最小限の量に節約し続けています。
もっとテレビの放映時間を減らされても、ちっとも不自由しません。

それから、各家まで送電されている送電線は、大量に放電されて各家に届いているそうですが、放電されない電線はもうすでに開発済みだそうですね。
全部の電線を変えるには、大金が必要だと思いますが、それはぜひ、やるべきじゃないかしら・・・と思います。
原発を維持するお金を、そちらにまわすべきでしょう。
そしたら、放電されない分、電力は今よりぜんぜん余るのですから。

私は、安全でクリーンな、できれば自然の恵を利用して作った電気を使いたい。
原発０が希望です。

今の政府、民主党の主導で、ぜひ何百年後も美しい日本であれるよう、立派な選択・決断をして頂きたいと心から思っています。
本当に大変な時の今の政府には、辛口意見も多いかと思いますが、応援しています！



25105 個人 会社員・
公務員

６０代 女性 ３つの選択肢しかないということに、政府の意図が見
える。私は２０３０年間を待たず即刻原発は廃炉にす
べきだと考える。

福島の事故原因の調査も終わっていない、放射能廃棄物の処理方法の技術もない、事故補償など考えれば最も高価、最も危険なエネルギーである。ひとたび事故が起これば世界中を汚染
し、その世代のみならず何十万年にもわたって汚染し続け、人間だけでなく自然の生態系を破壊することがわかっている。事故が起こらなくてもウランを掘り出す段階から作業員は被爆し、運転
中も被爆し、事故が起きればさらに被爆し、環境に放射能をばら撒いている、このようなエネルギーはクリーンとは到底いえない。福島の事故は恐ろしい事故であったが、この事故から学ぶべき
だ。この地震列島で原発を作ること自体間違っている。自然を見くびれば再び想定外の災害に見舞われるだろう。そのとき日本はテロ攻撃にあう以前に自爆するだけだ。どんな理由があろうと、
原発を選択すべきではない。３・１１まで私は日本にこんなにたくさん原発があることを知らなかった。国民的議論もなくひそかに推進されてきた事実を知らなかった。黙認してきた我々世代にも
責任があると考えるので、今どうしても意見を言わなければならない。我々は子供たち、孫たち、子孫にこのきれいな日本、安心して吸える空気、安心して耕せる土地、汚れていない川や海を残
す義務がある。日本の技術力をもってすれば、再生可能エネルギーにシフトすることは可能だと考える。同時に無駄にエネルギーを使わないよう、我々自身の生活の仕方を再考しなければなら
ない。

25106 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 結論：原発は0にすべき
1.過酷事故が生じた場合の被害が甚大
2.使用済核燃料の安全な処理方法が未確立
3.運転終了原子炉の廃炉方法も未確立
4.原子力と同費用を光/風/他自然ｴﾈﾙｷﾞに

自分は、電気関連の会社に勤めているエンジニアですから、電気の重要性は認識しております。
しかし、現在の原子力は、通常のエンジニアから見たら、リスクが大きすぎるものです。福島のような事故が起こった場合の保証も結局税金から拠出されるわけですが、結局そのつけは国民
に。
使用済み核燃料の最終処分は、誰がいつどこで実施するのか？将来につけをまわして良いわけないのです。これら後からかかる費用も結局つけ。膨大な借金を将来に回すのはやめましょう。
原子炉の廃炉について、通常運転終了した炉の廃炉方法や費用の確定はいつできるのか。。。？小型の実証炉(いろいろな大学でありますよね)で、早急に廃炉検証してみれば良いのです。小
型の実証炉を簡単に安く廃炉にできないのであれば、今の商業用原子炉の廃炉なんて、経済的/技術的に不可能ですよ！
世界は、自然エネルギーに向かっていってます。日本は技術立国、遅れちゃ駄目です！！！

原子力に補助金出すくらいなら、蛍光灯をLEDにするとか、省エネタイプのエアコンに付け替えるかたにもっと補助金出しましょう！もっとコジェネの推進もして行きましょう。それでも、原子力を止
めて電気が不足するのであれば、皆でその分の不便さを許容しましょう。これだけ電力供給が安定している国は日本だけなのですから、多少不安定になっても、世界の各国に並ぶだけでしょ
う。

25107 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発を０％に（ゼロシナリオ） 原発は害のない発電方法ではありません。
(1)二酸化炭素を発生させます
　＊発電時には二酸化炭素を発生させないかもしれませんが、原材料となるウラ　　ン精錬や濃縮の過程で二酸化炭素を発生させます。
(2)他の発電方法と異なり、人類に影響を与え続ける副産物を残します。
　＊発電使用後の使用済み核燃棒にも放射性物質が含まれており、半永久的に放　　射線を出し続けます。その処分方法も不安定な原発による発電方法はもうや　　めよう。

25108 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発ゼロを支持します。唯一、原子力により数十万人
の犠牲をはらった国家として、原発事故により「平和
利用」が崩れた今、持続可能なクリーンエネルギーを
産業として捉え、世界をリードすることが使命です。

原子力技術の開発を世界に輸出することを米国とともに推進することを日本政府は公約しています。これがあるから、「自国だけは原発ゼロに」とはいえないのではないでしょうか。この公約（声
明）をもう一度考え直すことが必要です。

25109 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 ゼロシナリオを支持します。
再生可能なエネルギーの普及を進め、できるだけ早く
原発に頼らない社会を実現すべきです。

  ３・１１の福島原発の事故は、私たち人間と核は共存できないことをあらためて教えてくれたものと考えます。
  大きな自然災害が多く起こる日本において、原発事故は今後も起こりうること、そして、ひとたび事故が起これば、人々の生活や健康を脅かし、自然環境にも甚大な被害をもたらすことは福島
の教訓といえます。
  今こそ、日本は脱原発に大きく進むべきです。
  風力や天然ガス、太陽光など自然エネルギーの普及と拡大、全国民的な省エネルギー対策などを進め、２０３０年と言わず、できるだけ早期に原発に依存しない社会を実現していかなければ
なりません。
  併せて、すでに存在する使用済み核燃料の直接処分する政策を推し進めてください。

25110 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 WWFは2011年2月3日に「再生可能エネルギー100%」
を全世界で達成することができる、という報告書を発
表しました。これを支持します。原発ゼロを要望しま
す。

できない理由は産業界との癒着しかありません。
原発はあまりに無防備。
核兵器がなくても原発を破壊すればカンタンに核攻撃と同じ結果が生じることを今回の事故で知りました。原発は国家安全上も「存在自体が危険」です。
全廃を求めます。節電ぐらいしようじゃありませんか。その前に東電の役員報酬を取り上げるべきです。

25111 個人 無職 ６０代 女性 原発０を望みます。原子力発電は安全ではなく、一度
事故が起これば取り返しがつかないことが、福島の事
故で明らかになりました。原子力発電は人類と共存で
きません。今すぐ、全ての原発を止めてください

　スリーマイル、チェルノブイリ、そして福島の原発事故による人体への影響、特に子どもへの影響は計り知れません。低線量被爆でも、癌、白血病の発生がチェルノブイリ事故後の報告で明ら
かにされています。福島の子どもたちの今後が心配されます。また、事故の処理にあたってくださっている原発労働者の被爆による健康被害が心配です
　核廃棄物の処理の安全な方法も確立されていまん。地震列島日本では、またいつ原発事故がおこるとも限りません。
　利便性や経済と引き換えに命をないがしろにしていいわけはありません。
原発は他の発電方法に比してコストが安いといわれてきましたが、事故の処理費用を考えるとかえって高くつくことも明らかになりました。
　原発に変わるエネルギー源の確保が困難ともいわれてきましたが、太陽光、風力、バイオマス、液化天然ガス、水力、地熱、など多様なエネルー源が見直されています。私は、年金暮らしで経
済的に苦しいですが、多少高くついても
、未来の子どもたちの命、人類の命のために、これらのエネルギーによる発電方法の研究と確立のためなら、がまんします。
　原発事故が起これば、日本だけでなく、近隣諸国へも放射能が拡散します。本当に原発は、人類と共存できません。直ちに原発をやめて、自然エネルギー、再生可能エネルギーによる発電方
法に切り替えることを望みます。
　

25112 個人 自営業 ３０代 女性 「原発ゼロシナリオ」に賛同します。 原発ゼロシナリオにおいても、具体的な期限が書かれてはいませんが、方向性としては唯一のシナリオでしたので、賛同します。
原子力発電所のリスクについてはもう周知の通りで、今後の世代に何を残せるかを考えて行く時だと考えます。
電力のことだけに注視してしまいますが、全てにおいて根っこは同じような気がします。
無駄がなくシンプルに必要以上なものはなくてもいいように、ただし、必要なものはしっかり揃っているというような、そういった方向性を示していただきたく思います。
日本人は昨年の計画停電の際には、節電を心がけた結果、電力を余らせるようにもできる団結できる民族です。
必要以上に作っていた電力がなくなっても、しっかり順応していくと考えます。

今年の夏が事実なように、原子力がないからといってまず電力不足になるということはなかったということに関しても、これまで発表されてきた食い違うような情報に関しても広く公開されることを
希望します。

未来に負の遺産を残すだけでなくて、プラスにつなげる方向転換を強く希望します。
25113 個人 パート・

アルバイ
ト

３０代 女性 原発に反対です。
地熱・風力・その他もろもろ日本にあるクリーンなエネ
ルギーから発電するシステムを構築して下さい。

無駄に研究所が沢山あるじゃないですか。
あんまり頑張ってない公務員が山ほどいるでしょ？
あちこちの独立行政法人に仕事をさせて下さい！

25114 個人 無職 ６０代 男性 日本の原発は直ちに0にしなければなりません。 １　地震列島の日本では、福島のような事故はどこの原発でも起こり得ます。
２　何年後かに0ではだめです。それまでに大地震がないと誰も言えません。
３　再び、過酷事故が起これば日本に人が住めなくなることもあり得ます。
４　核廃棄物の最終処分場もないのに10万年以上の管理をできるわけがない。
５　エネルギーは当分火力に頼るしかないが、再生エネルギーに全力を注ぐ。

25115 個人 自営業 ７０代 男性 最低30％以上の原子力発電は必要
化石燃料は有限、枯渇する。co2に依る地球温暖化
クリーンエネルギーは企業にとって脆弱、頼りになら
ない。
気が付いてからでは遅い。

原子力発電は元々国家戦略だった。
東電だけが悪者になっているが犯人は大震災です。仕方ないとは言いません。

政府も東電も沿岸各市町村も想定外と言う甘さがあった。
この教訓を踏まえて対策すれば原子力は安全です。日本技術は克服できると信じます。

国家の行く末を考えた時、それでも原発方針堅持したのは米国、ロシア、
中国、韓国、フランス、インド、ベトナム、、、の指導者です。

25116 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発ゼロシナリオ（即時） 現実を見て下さい。
私たち日本国民はもう、原発を望んでいません。
未来の子供たちのために、今すぐ全ての原発を廃炉に！

25117 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原発の廃止に向けた方向を考えるべきである 　この度の福島の被害を考えると胸が痛みます。
　人類は科学を生み出すことによって便利で豊かな暮らしを作り上げてきました。特に、先進諸国ではそうです。しかしながら、人類の未来を考えると方向転換するべきであると考えます。
　原発は安価で電力を作り出すことはできますが、最終の処理問題が解決できていません。また、同様の災害・事故が起これば地獄です。放射能はまだ未知の部分が多くありますが人間を含
む生物や自然への影響は周知の通りです。福島問題を契機に日本はエネルギー対策を転換すべき時と思います。代わるエネルギーを積極的に推進すること、先進国は節電への姿勢を継続
することが未来の子ども達にできる私たちの責務ではないでしょうか。

25118 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 原子力はとてもクリーンなエネルギーとは思えませ
ん。廃炉にするにしても莫大な予算と、永遠とも言え
る残留する放射能の隔離はどうなるのだろう？狭い国
土で捨て場所はあるのだろうか？対策は？

地球が大きな変動を起こしたときに人類も共に滅びていくことは間違いない事実です。一刻も早く太陽、地熱、水力、蓄電の各発電を旨く効率良く活用する研究に全力で対応し、それらをセット
で世界に商業ベースとして売り込む作業に取り組むべき絶交の時。

25119 個人 自営業 ５０代 男性 原子力発電からの即時脱却と、再生可能エネルギー
研究開発への速やかな投資を望む。

　原子力発電が高コストで高リスクあることはすでに明らかである。また、放射性廃棄物を産み続けるこのシステムを稼働させ続けることは問題だ。核燃料サイクルがいまだ実現できていない、
いうなれば片手落ちの状態で原発だけが稼働し続けることが許されていいはずがない。プルサーマルにせよ、その先の再処理についてなんら手だてがない。
　東京電力福島第一原子力発電所の爆発について、なんら収束していない状況が続いている。まだ危機的状況から抜け出せていない。福島は広範囲にわたり今後も人が踏み入れられないエ
リアが存在し続ける。そうなってしまったのは原発の爆発が原因だ。他所の原発は安全だという根拠は理解できない。国会事故調は人災といっている。つまり、どの原発にも福島第一原発の爆
発は起こり得るということだ。
　再生可能エネルギーについては、まだまだ開発の余地があるし、その研究についてもこれまで予算がなかった。原子力発電に拘泥する姿勢を改め、再生可能エネルギーの研究開発に予算を
回せば、日本はもっとエネルギーを得ることができると確信している。また、例えば小規模水力発電などでは研究開発が進んでも設置をし送電線につなぐとなると手続きが煩雑で規制もある。法
的な規制の撤廃や簡略化を図ると同時に、電力会社からの送電設備の分離などに国は率先して取り組むべきだ。

25120 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発の比率は０％がよい。なるべくただちに。発電力
は余っている。工夫次第で０％はすぐに出来る。

大飯原発の再稼動は、電力需給問題と関係がないと、関電社員がテレビで語っていましたね。原発の再稼動は電力会社の利益の問題であって、需給問題ではないということです。
そうであるなら、国民の命を危険にさらし、環境や農業などを破壊する恐れのある原発は、やめるべきです。需給問題を盾にして、国民を恐喝するようなことは、詐欺です。

25121 個人 自営業 ６０代 男性 「エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見

原発ゼロシナリオを選択します。

原発ゼロシナリオを選択します。

理由(1)
原発の安全性に不安があるからです。

理由(2)
核燃料サイクル廃止が明確に書かれているシナリオがこれだけだからです。

理由(3)
安全性と経済性の両面から問題のある核燃料サイクルは、即刻中止すべきです。

理由(4)
二酸化炭素の排出が最も少ないのは自然エネルギーであり、一時的な火力発電の使用による二酸化炭素の排出増があるとしても、結局は二酸化炭素の排出が最も少なくなるのはこの案で
す。

25122 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 福島の原発事故がいまだ収束できず、今後再び災害
に見舞われる危険性を考えると、原発はやめるべき。
風水力、太陽光などを強力に推し進めるべき。電気消
費を抑える生活を国民に啓蒙することが政府の役割
と考える。

　今回の事故で、どれだけの放射線汚染を行ったのか、また汚染はさらに広がる恐れもあります。除去に要する費用や、避難を余儀なくされている方がたへの補償を考えると、たった一度の事
故でどれくらいの費用がかかるのか想像もつきません。それを電気のコストに換算すれば、原発による電気が一番高いコストであると言わざるを得ません。しかも、自然界にもたらされた重大な
環境破壊は想像できないくらいの期間修復できないものです。地震や津波の危険にさらされる原発を、完全に安全なものにすることはできないと考えます。今一度、放射線汚染を繰り返すなら、
世界から断罪されることになるのは必定です。日本に人が住めなくなることは避けなければなりません。すべての原発を廃炉にする決断をするときです。
　原発に代わる電源は、自然エネルギーを中心に考えるべきです。その奨励を国家を挙げて行うべきです。個人、企業を問わず、普及を奨励する政策をとるべきです。
　国民に対しては、必要以上に電気を使わない暮らしを啓蒙し、電気使用総量を圧縮するために、政府が決意を持って進むべきです。国家として、そうした姿勢を示すことこそ、今回の事故を起
こした国の責任ではないでしょうか。



25123 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原子力発電に使っている国費・電気料金を、地熱発
電・小規模水力発電の開発に使いましょう。

・原子力発電所は、当面動かさざるを得ないものと考えますが、長期的に見れば、処分方法が確立していない核のゴミを排出する上、その処分費用も長期にかかるため、発電コストを一層増加
させると思います。
・反面、地熱発電や小規模水力発電は、当初の開発費用こそかかりますが、エネルギーを購入する必要はないため、長期的に見ればコストも安くなると考えます。また、昼・夜間の区別なく稼動
できる性質は、原子力発電所が果たしている役割を代替できるのではないかと考えます。
・それらのプラントを作る技術自体、日本が進んでいるものと思われます。
・上記のことから考えると、現在、原子力発電所の建設に用いている国費や、総括原価方式で徴収している電気料金について、内容や使い方、費用の配分などを変更することにより、主たる電
源を再生可能エネルギーに置き換えていくことができるのではないかと考えます。
・同時に、資源を安定的に供給できるようにすることができるのではと考えます。

25124 個人 家事専
業

３０代 女性 今すぐに、全ての原発を停止してください！
そして、全ての原発の廃炉にむけて行動をおこしてく
ださい！

こんなに地震が多い国で原発を推進しようとするのは
とても危険だと思います。

今回の福島での事故もまだ終わっていないとおもいます。

現在、妊娠中の身ですが放射能汚染されていない食べ物を
探すのにとても苦労しています。
信じられるマスコミもないので自分で判断するしかないです。

これから生まれてくる子供たちに恥ずかしくない
「脱原発」と言う道を選んで頂きたいです。

25126 個人 その他 ５０代 女性 原発はゼロにすることに賛成 原発は人類や地球の全生物と対抗し共存できないからである。

25127 個人 自営業 ３０代 女性 原発ゼロシナリオ（即時） 原子力の危険性などについては私が述べなくても皆さん十分理解されていると思うので割愛します。

利権を持つものやしがらみのある政治家に言いたい。
自分の子どもや孫に申し訳ないと、思わないのだろうか。まだ孫がいないとしても、いつか産まれてくる孫がどれだけかわいいと感じたとしてももうそのときには取り返しのつかない舵切りをして
しまったら、恥ずかしいと思わないのだろうか。

自分自身の保身や目先の金銭につられてこの政策を維持することが、先々の自分の(ひいては日本の)評価を下げることになると知って欲しい。

25128 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原子力発電は早急に止めるべきです。いつどんな地
震が起きるかなど想定できるわけがありません。再稼
働せずに、全て廃炉にすべきです。新設などもちろん
反対です。選ぶなら「ゼロシナリオ」です。

福島の事故は人災でした。そして、放射能による被害は今後何百年も続くでしょう。人間がコントールできない以上、原子力発電からは撤退すべきです。ドイツにできて日本にできないわけはあ
りません。ましてや、核兵器に繋がるようなプルトニュウムができる原発など、被爆国である日本がもっていてはいけないと思います。原発が核抑止力などと思っている政治家は日本に必要あり
ません。

25129 法人・
団体等

会社員・
公務員

法人等 法人等 放射能は、いったん外に出ると私たちの生活環境を
奪ってしまします。故郷を失った福島県民のことを考
えれば、原発をなくすことが重要であり「ゼロシナリオ」
を決定し、自然エネルギーの拡大に努力すべきです。

自治労全体の取り組み

25130 個人 その他 ７０代 男性 原発再稼働、新設に反対する。 原因の解明もされないまま、安全であると考える思考自体が信じがたい。
自然の力を人間が制御できると考える傲慢な態度こそが問題である。
もっと謙虚に自然と向き合うときである。

25131 個人 無職 ６０代 女性 ゼロシナリオ！
原発依存からの脱却を！

私の実家は敦賀市内です。
もちろん２０キロ圏内に敦賀市はすっぽりと入っています。

市内では、事故が起きたらどこへどんなルートで逃げようかと皆話し合っています。国道のトンネルは、緊急時にはシャッターが降りると言われています。
　
原発関連の仕事を直接的にはしていない友人たちは「今でも少ない収入がゼロになるのを覚悟しなければ、反対運動はできない」と、悲痛な表情で話しています。

直下の活断層のことも地元ではずっと以前からわかっていたことです。最近大きくメディアでも取り上げられましたが、それでもなお、同じような状態の大飯も再稼働されてしまいました。

1970年夏一ヶ月間、関西電力の原発建設の時、アメリカ人技術者たちのオフィスでアルバイトをしていました。「被曝量」という聞きなれない言葉を知ったのはその時です。

３．１１以後、自分のこれまでの生活や意識を振り返り、恥ずかしい思いでいっぱいです。なぜ、国土がこのような原発大国になっていくのを傍観していたんだろうと。

言論の自由が保証された国で、なぜ、反対の声を上げることができないのでしょう。なぜ、原発はたくさんのお金をちらつかせて貧しい自治体に建設されるのでしょう。いつも犠牲になるのは物
言わぬ市民です。
でも、これからは、皆黙ってはいないでしょう。脱原発、反原発のおおきなうねりのなかで、物言わぬ民の声が聞こえない政治は崩壊するでしょう。

人類がコントロールできないものを作り、事故を起こしてしまった。なんという傲慢な権力！
経済より、お金より、生命が大事。そんな子供でもわかるシンプルなことがわからないのは、恥ですね。
恥を知りなさい！今すぐ、すべての原発を廃炉にしなさい！

25132 個人 無職 ７０代 男性 資料は掲げられている再エネの供給量の実現可能根
拠（例えば太陽光パネルの全戸屋根への設置）を示し
ていない。選択できるシナリオはないが、しいて言え
ば多少とも実現性がありそうな20~25シナリオである。

（１）全般：資料では方向性と目標値が示されている。国民が知りたいのは各シナリオの実現可能性の根拠（見通し）である。エネルギーの選択は国民生活が成り立つのかに関わる現実的死活
問題である。この資料をベースに判断を求めるとなると、単なる感覚的な反応（人気投票）しか返って来ず、国の政策を誤る基になるのではないかとの大きな危惧を抱く。ホームページで紹介さ
れた資料も参照したうえで以下に意見を記す。
（２）省エネ：最も望ましいアプローチであり、技術革新で解決できる分野は多いと理解する。ただ、広く普及するためにはリードタイムが必要である。18年間でＧＤＰが２割増えるなかでの１割削
減目標は、相当ハードルが高いが適切な施策により実現すべきであろう。
（３）再生可能エネルギー：可能な限り積極的に利用拡大を図ることは最も重要なことと認識する。しかしながら、どのシナリオにおいても供給量の想定値が非現実的である。太陽光パネルを全
戸に設置するということはあり得ない想定で、実際はそれ以外の土地に設置することになろうし、今後（１８年？）の技術革新に期待して変換効率を例えば２倍にすることを前提にするにしても実
現性の見えないシナリオである。
風力についても同様なことがいえ、目標量を確保しようとすれば風況の良い海域での浮体式洋上風車に向かわざるをえない。その場合設置環境の悪化によるコスト上昇を大型化と量産効果で
補えるかと言えば、見通しは苦しいといわざるを得ない。
いずれにしろ自然エネルギー特有の供給不安定性の抑制、送電網の整備等の付随する経済的負担も非常に多くなる。国外との連携線を持たない日本の不利な環境を認識しなければならな
い。

（４）原子力：事故やその後の政府を含めた関係機関の対応のまずさを考えると、原子力に対して従来からの役割を持たせることをは不可能である。しかし、再エネに過度な期待を持つことは国
民生活を危うくすること、火力も下記の通り問題が多いことを考えると現有の原発の安全性を新たな規制機関のもとで厳正な審査し、万一の事故時の方策を整備したうえで順次再稼動すること
は止むをえない。その前提としては規制のあり方、事業者の経営姿勢を抜本的に改革する必要がある。さらに原子力には25%位の役割を持たせざるをえないと考えるので、信頼を回復したうえ
で40年以上の稼動の安全性が確認されれば運転期間延長を考える必要がある。
（５）火力：技術革新によって高効率の発電プラントが実現しつつあり、大いに期待するが、それらへの本格的な置き換えには２０年以上の期間が必要と考えられる。本質的な問題点である原料
の供給安定性（セキュリティ）と今後予想される一層の経済的負担、二酸化炭素排出、資源の枯渇等の重い課題を抱えているので本来は最小限に止めるべきではあるが、再エネ、原子力で供
給できない部分は最終的には火力に頼らざるをえない。その場合の国民経済への悪影響は覚悟しなければならない。

25133 個人 自営業 ５０代 女性 脱原発　ゼロシナリオ　を支持します。 核廃棄物の安全な処理対策が確立されていない以上、これ以上自らで始末できないモノは増やすべきではありません。すでにある廃棄物だけでも手に余っているのでは？放っておいても簡単
に無くなるものではありません。
また原発安全委員会、SPEEDYなどシステムが存在するだけで、実際の活用ができないということもあってはならない。真剣に考えてもらいたい。

25134 個人 無職 ５０代 男性 ゼロシナリオを支持します。原発は将来の世代につけ
を回しているだけで、エネルギーを生み出すというより
は、将来の世代からエネルギーを借りているようなも
のだと思います。

　ゼロシナリオを支持します。
　原発には安全性の問題や廃棄物の問題なども問題点が大きすぎて、とても安定なエネルギー源であるとは思えません。特に、高レベル放射性廃棄物の処理の問題は深刻で、打開のめどさ
え立っていません。福島の事故で、除染に伴う放射能を持った残土の置き場でさえ、大きな問題になっている中で、高レベル放射性廃棄物の処理について、国内でできる見通しはないと断言で
きます。そうすると、高い費用を出して、地上での保管ということになり、莫大な費用とエネルギーが発生します。しかし、問題は、その費用は現在の我々が負担するのではなく、将来の世代が負
担することです。
　原発をゼロにしたら、負担が増える可能性はありますが、それは仕方のないことであり、我慢すべきことだと思います。原発をやめると大変だ、だから、続けるべきだという意見は、家計にたと
えというと「借金しなくては今の生活が維持できない、だから闇金から借金しよう」ということだと思います。一刻も早く、原発の稼働はやめて、廃炉に向けて、動き出すべきだと思います。
　よって、ゼロシナリオを支持いたします。

25135 個人 無職 ８０代以
上

女性 脱原発　ゼロシナリオ　を支持します。 次世代に核のゴミは残したくありません。

25136 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 今後の日本のエネルギー政策は、原発依存度(1)ゼロ
シナリオが必須です。

今後も原発に依存していけば、核廃棄物、廃炉などの核遺物を数千年～数万年も、誰が安全を保全できるのでしょうか？
今までに累積してきた核廃棄物類だけでも、きちんとした処理の方法も確立されていませんし、そのコストの計算も全くのあてずっぽうで根拠なき数字で議論して、世論をミスリードしてきたこと
は明らかです。
経済より生命！
今後の世代に核のツケを先送りしない政策を目指さなければ我々は無責任と呼ばれるでしょう。

25137 個人 自営業 ６０代 男性 核廃棄物の半減期2万年、これを私は受け入れること
はできません。生きている私達が責任をとれない、こ
れ以上無責任なことはありません。さらに核関連施設
への致命的なテロが起きた場合、世界が滅びます。

私は長年、民生機器の電気設計をしてきました。
技術屋だから、想定外のことが起きることは限りなく経験しています。
人がいくら考え尽くしたつもりでも、必ず想定外の事は起きるのです。

未来の子孫たちを思いやることのない心を忘れた現場に、まともな技術は育たない。こころを忘れた原発に未来はありません。
まともな安全技術さえ確立できていない原子力発電、私は反対です。
私は山の中に住んでいます、世界の自然の荒廃に伴い、今目の前の自然が変貌し荒れていくのを切実に感じています。
私は技術屋の良心から、核以外の新たなエネルギーにシフトするべきだと考えます。
原発ゼロシナリオ、再生可能エネルギーにシフトする以外に道はなく、日本の技術は、必ず新たな安全なエネルギーにたどりつけると思います。
なぜなら日本にはそれだけの新しい発想を持った多くの技術者が存在しているからです。

25138 個人 家事専
業

６０代 女性 原発、再稼動反対。 再稼動に反対します。原発をなくして自然エネルギーでできることはたくさんあります。我家では今回、太陽光発電に切り替えました。お金はかかりましたが人の命には変えられません。

25139 個人 その他 ２０代 女性 脱原発　ゼロシナリオ　を支持します。 私達若者が安心して暮らせる地球であって欲しい。核のゴミを私達に残さないで！

25140 個人 その他 ５０代 女性 原発は即時ゼロにすべきです。 原発は人類や地球上の全生物と対抗し共存できないからである。

私は「原発ゼロシナリオ」を選びます。

福島の原発事故は、原爆の投下以来日本が経験したことのない「放射能の恐怖」に国民をおとしいれました。
主たる原因は大地震と津波ではありましたが、どちらも地震大国・日本では想定できた規模の災害であり、決して原発設計時における「想定外の災害」ではなかったといわれています。
国会事故調査委員会の報告にもあったように、これは「人災」です。
地震・津波対策ではより有効な手立てをとれたはずなのに、コストの問題から、より甘い災害予測を採用して設計・建設。その後、何回も危険性を報告する情報があったにもかかわらず、意図的
な先送りなどによって安全対策がとられないままに、ほんとうに津波がやってきてしまった。
科学者のなかには、地震大国でどこが震源になってもおかしくない日本に原発を建設するということ自体、無理がある。という人が世界に多くいます。
「原発は絶対に安全である」という政府や電力会社の言葉は、今回の事故でまったくの間違いであることがわかったばかりか、そもそも「安全」を語れるレベルに日本の原発や原子力行政がなっ
ていなかったことを、国民にも世界にも露呈してしまいました。もちろん理論・設計通りにできていれば、あるいは想定通りの地震や津波が来たなら、ここまでの事故にはならなかったのかも知れ
ません。しかし実際には建設時点ですでに多くのズレがあり、管理についても多くのずさんさや穴があり、それを知りながら修正することなくうやむやなままに運用を続けてきたわけです。「机上
の空論」とはまさにこのことですが、こと原発についてはそれでは済まない。

また発電コストの計算では、原子力はもっとも安く済むかのように宣伝されていますが、この「エネルギー・環境に関する選択肢」にもあるように、原子力にかかるコストでは将来の廃棄物処理に
かかるコスト（まだその方法さえ確立されていない）や今回の事故のあとでの安全対策などのコスト、さらには原発立地自治体に投入される多額の補助金コストは勘案されていないと聞いてお
り、信頼できる比較にはほど遠いといえます。

コストでの比較は当然のこと、発電方法の比較をするなら、国民の命、健康といった観点も欠かせないと思います。今回の事故ばかりでなく、これまでのいくつもの原発事故で、原子力発電はほ
かの電源に比べて、事故発生の際の国民への健康被害が甚大になる可能性のあることがはっきりしています。仮にコストが一番安く、最もエネルギー確保の安定性が高まるとしても、その代償
に、国民は命や健康の危険と隣り合わせの生活を強いられることになるのです。

今回の事故で、世界の日本に対する視線は非常に厳しくなりました。観光や留学で日本を訪れる外国人は減少し、日本からの食料輸入は制限され、なにより「クリーンな国」日本のイメージは、
「放射能に汚染された国」へと変わり、それは永く日本のイメージに影を落とすことになるでしょう。

さらに状況を見る限り、原発に政治家、地元自治体、建設会社などの利権が大きく絡んでいるのはあきらかです。道路、ダム、護岸工事が「必要性」「国土保全」の名のもと必要以上に行われて
きたように、原発も建設費、補償費などにまつわる利権に多くの税金が流れ、54基もの原発をつくるまでに至ってしまいました。結果はどうでしょう？道路は国民に多額の借金を残し、ダムは日
本の自然を破壊し、自然の機能を損ない、津波対策のための防波堤は津波で見事に破壊されて逆に大きな被害を与えました。どこまでこうした愚行を続けるのか。北陸新幹線の事業復活は大
飯原発の再稼働とほんとうに関係ないのか。これも原発の議論には欠かせない論点です。

以上の理由から、私は日本での原発事業は原則的に無理があると思います。想定しうる地震や津波、その他の自然災害に対して、過小評価することなく絶対的な対策ができるのであればなん
とか議論になるかも知れません。しかし大地震に必ず「想定外」があり、日本のどこでも大地震の可能性が否定できない以上、絶対的な対策などあり得ず、それがゆえに、原発はできるだけ早
い段階でゼロにするべきだと考えます。なにより、いまの政府と電力会社の体制で、その対策ができるようには思えません。

「原発ゼロシナリオ」を選びます。
●日本は原発立地として非常に危険な地震大国●ど
れだけの対策をとっても「想定外」のあることが今回わ
かった●それを乗り越える体制が日本にないと思わ
れる。ことが主な理由。

男性４０代自営業25125 個人



25142 個人 自営業 ５０代 男性 原発０％を望みます。原発がなくても電気が足りてい
ることは周知の事実となっています。エネルギーのた
めではなく経済（一部の）のために愚かな選択はしな
いでください。

今回の福島原発事故を経験して、まだ原発を動かすというエネルギー政策に、一般市民は怒りの声を上げています。
福島に暮らす人、避難生活を続ける人、どれではの人がいまだに苦しんでいるのでしょう。私自身も農業を営んでいますが、風評被害で売り上げは半分以下に落ち込んでいます。消費者は食
べものに不安を抱き続けています。
核廃棄物の処分方法も確立されていない原子力発電。未来の人たちに尻拭いをさせる、そんな愚かなことってあるでしょうか？
原発がなくてもエネルギーは足りているデータがすでに広く知られています。もうごまかしはききません。仮にもし原発を即時廃炉にし、電気代が上がることになるとしても、その道を選びます。
理由を挙げればきりがありませんが、人として、普通の感覚を持っていれば、原発の存続はありえません。世界中の人が日本に注目をしている今、笑われるどころか愚かな国家とけなされてし
まうと思います。
どうぞどうぞ、できる限り早い時期に原発からの脱却をお願いいたします。

25143 個人 無職 ２０代 女性 私は、２０３０年を目標にするのであれば、１５シナリオ
が良いと思います。

なぜならば、現行の４５％目標計画でさえ、１８年間で原子力発電が１９％増だからです。借金は、借りるのはすぐで、返すのは時間がかかるように、原発も削減するには時間がかかると思いま
す。

私は、原発をゼロにしてほしいと考えています。そのための目標値として、２０３０年までに１５％にする目標を達成してほしいと考えています。
25144 個人 無職 ６０代 男性 原発問題は成人病のようなものである。一つ事故が

起きれば、世界を震撼させる原発が日本を取り巻く。
その事故を誘発する地震が毎日頻発する日本は、時
間が掛っても原発に依拠しない政策が必要である。

物事は全て「陽」の部分と「負」の部分がある。これは自明である。科学技術がどんなに発展しても「負」の部分がある。
原発の安全神話とは、この「負」の部分を隠していたのに過ぎない。平成17年の2月の予算委員会ではその危険性を指摘されていた。
それらを無視し、また寝た子を起こすなと言うことで象徴されている。ここに科学者、技術者、政治家の無責任さがある。
敦賀に１号基が出来て約５０年、何時の間にか日本は原発が軍艦の大砲のように日本を取り巻いてしまった。・・・知らなかった。
今、どうしょうかと言うことは、毎日頻発する地震を考えれば、再び地震が事故を誘発するこをは予見できる。
しかし、原発に依拠した体質は即座に改善できないことも確かである。原発が科学技術の成果物であるなら、科学的判断で将来を決めるべきである。経済や他の理由で決めてはいけない。
従って原発はゼロにすることを理念として一歩一歩進めるべきである。ゼロを目標とする行程を研究し続けることが大切ではないでしょうか。要するに生活習慣病を治すのと同じです。

25145 個人 家事専
業

３０代 女性 原発ゼロシナリオ（即時） 原発を安全に維持してゆくには何よりまず自然災害の及ばない或いはその被害を受けにくい土地を充てる必要がありますが、昨今の我が国の状況を見て明らかな通り、国土の狭い我が国に
於いては自然災害の被害を受けやすい地域に多くの人が住んでいます。そして人々は、想定外の自然災害によってだけでなく、何十年、何百年に一度繰り返されてきた、歴史を繙けば十分に
予想しうる範囲の地震や津波、豪雨の影響によっても被災し、甚大な被害を受け、少なくない数の人々、家族が、生活の基盤を失い、場合によっては住み慣れた土地を離れざるを得ない状況と
なっています。そんな人々に対して国家の支援は迅速でしょうか。その支援の内容は十分でしょうか。答えが「是」である筈がありません。被災者が元の生活へと迅速に戻れるようにするために
は、或いは新しい土地での生活を経済的不安がより少ない状態で送ることができるようにするためには、人手もかかればお金もかかるでしょう。対症療法的に対処すればそうなります。しかし、
より災害に強い町や村づくりを進めてゆけば、同じ災害が起こった時でもその結果の被害がより少なくなるはずです。より安全性を見込むことのできる土地があるなら、そこはまず、人々の生活
する場として確保されるべきだと思います。人々が安全に暮らしてゆけるよう手を尽くすのが国家の役割であるはずです。安全な場所を人々の暮らす町や村のためではなく、一度の事故で周辺
広範囲の土地を人が立ち入れず生活もできない土地に変えてしまう原発のために用い、未だかつて一万年も続いた文明がないというのに何万年も維持管理してゆかねばならない核廃棄物を
吐き出し続けるものを「安全」だの「経済的」だの「エネルギー政策の柱」だの、狂気の沙汰としか思えません。そんなに原発をやりたいのなら核廃棄物を排出後一年以内程度に無毒無害化でき
る技術をまず開発し実用できるようにしてからなさればいい。政府、経済界、電力会社の指導的立場におられる方々は、人を害し自然を害する原発が抱える問題の何もかもを次世代以降に後
送りにして利益だけを手にしようとしておられる。そのために様々な作為を弄しておられる。数え切れない嘘を吐き、真実を述べず、その場限りの言葉とパフォーマンスで今この時自分だけ巧く
身を処すことができれば良いと思っておられる。現在我が国が抱えている核廃棄物が無毒無害化される頃と言わず、僅か５０年後１００年後には、現在原発推進の旗を振っておられる政治家も
経済界の方々も電力会社の責任者の方々もこの地上に存在しておられないのだから、自分の代でさえ問題が起こらなければ良い、むしろ原発の生み出す電力によって産業や経済を発展させ
ることこそ是であると思われるのだろう。私はそんな方々に「ＮＯ」と申し上げたい。即時脱原発の方針さえ確固として打ち出されれば、中小企業を中心とした産業界も本気で脱原発社会にシフト
した技術開発や技術革新のため動き出すでしょうし、脱原発社会に技術が追いつくまでの間、電力を振り分ける優先順位を明確にして融通し合いながら、皆で我慢や負担を分かち合いながら、
私たち国民は原発なしでやってゆけます。日本というこの風光明媚な美しい国を、原発と廃炉後の石棺と核廃棄物置き場だらけにしないでください。自然とともに営まれてゆく生活を奪わないで
ください。安全な水を、大地を、奪わないでください。原発は要りません。即時の脱原発を強く望みます。

25146 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原子力発電をこれからも続けていくのなら、核分裂さ
せる方法から、核融合させる方法へと変えてくださ
い！

日本に関しては、潮流発電や地熱発電といった身近
なものからエネルギーを得る方法を進めてください!

お金がかかる以前の問題で、人の命を優先すべきだと思います。

命をなくせば、あるいは、人の住めない場所にエネルギーは要らないでしょう。一人の命も大切にしてほしいと思います。

25147 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 男性 未来の社会は、核融合やより安全な原発が使用され
ることを望む。福島の教訓から我々は学ばなければ
ならない。原発を否定することは科学を否定すること
であり文明を否定することである。

1.原子力発電は、リスクはあるが安全なエネルギーであること。
2.水力や火力にもリスクはあること。
3.自然エネルギーはエネルギー効率がよくないこと。土地利用の上で不利なこと
4.石油の資源がかぎられていること
5.石油に依存することで産油国の政情不安のリスクがあること。
6.国内で放射性物質に関する教育がほとんどなされていないこと。

25148 個人 無職 ６０代 男性 原発依存ゼロを目指してください。 福島県の多くの人々は今も、避難生活を余儀なくされたり、仕事に戻れなくなっていて、母校をなくした子どもたちがいて、またすでに被曝してしまった人々もいて、憲法第11条基本的人権、第25
条健康で文化的な生活圏が保障されていません。これは国民に対する政府の重大な背信行為です。
また原子力発電所は一度事故を起こすと、その後始末に1兆円以上の（現状では試算もできないくらいの多大な）経済的打撃を与えます。またその被害範囲は、とてつもなく広い面積に及びま
す。
政府は、日本の主体である国民の生活を大切に考えるなら、経済性や効率性よりも安全性を優先すべきと考えます。もし万が一今後も、原子力発電所は安全であり、経済性を重んじることが我
が国に不可欠というなら、東京はじめ大都市圏に移転させることが可能なはずですが、政府もそれは主張できないでしょう。
これらの観点から、私は、我が国に（出来うることなら世界規模で）原子力発電所は不要であり、できる限り早く全廃すべきと考えます。

25149 個人 家事専
業

５０代 女性 原発は０％にするべきです。 廃棄物を安全な状態に処理出来ないのに、さらに廃棄物を増やすのはナンセンス。
自分たちが散々使い散らかした後のごみ処理を、次世代以降に押し付けるなんて言語道断。

25150 個人 無職 ６０代 女性 「エネルギー環境に関する選択肢」に対する私の意
見。
健康な人体を守り、持続可能な国にするために、「ゼ
ロシナリオ」の施策とし、今すぐに全ての原発を止め、
廃炉して。原発の新規建設を行わないで。

「エネルギー環境に関する選択肢」に対する私の意見。
「ゼロシナリオ」の施策とし、今すぐに全ての原発を止め、廃炉にせよ。原発の新規建設は許さない。

国民の代表であるはずの野田首相は、東京電力と東電社員を守ることしか考えておらず、国民の生活を考えていないから、不快です。
（首相が守るべきは、一企業ではなく、国民の健康とまともな生活）

果たしてこの日本に一生住み続けられるのか？
希望が見えなくなり、落ちついて生活が出来ない現状は、国の混乱を招く。
体だけでなく心の豊かさを踏みにじられていいのでしょうか。
（放射能により健康が蝕まれている）
（希望が持てないことが、勤労意欲を減退させていて切ない）

主婦であっても、労働者の生活を支えることと、次世代育成を通じ、国の成長に貢献してきました。
住んでいたい国に戻しましょう。

25151 個人 その他 ７０代 男性 原発ゼロとする。地震と津波が想定を超え同様の事
故が起きないと断定できない。さりとて即全廃はエネ
ルギー需給上困難。代替エネルギー開発に注力し可
及的速やかに原発から撤退すべき。

福島原発事故により原発への国民の信頼は崩壊した。回復不可能と考える。原子力は長期的視点で新規まき直しを図るしかあるまい。原子力そのものに手をつけることが人類として間違って
いたとは，私は考えないが、現行の大出力高効率の軽水炉型は地震国には向かない。

全部の原発を即時停止せよとの国民世論は理解できるが、エネルギー受給が制約を受け、経済への悪影響は全国民に被害をもたらす。事故を起こす可能性が比較的低い原発を見極め、それ
らは再稼働し、他方リスクの高い，老朽化した原発は再稼働しないとする作業を進め、徐々に脱原発を進めるべきであろう。2030年にゼロの目標を掲げることは、この作業を現実的に進めるた
めに重要である。

今後の原子力について付言すると、受動安全性を備え、いかなる地震津波その他想定外の災害に対して放射性物質閉じ込め、崩壊熱除去が保証できる原子力発電方式の開発へ長期的視点
で取り組むべきと考える。既存炉の安全性向上、廃炉そして将来炉の研究開発の三者をこれからの原子力研究開発課題として注力すべきである。

今回のパブコメの対象外であるが、核燃料サイクルは断念すべきである。使用済み燃料は再処理に回さず，使用済み燃料プールで冷却後、乾式貯蔵キャスクによる長期管理をすべきと考え
る。はるか遠い未来に技術開発が進み、活用できる資源になること、あるいは革新的なバックエンド技術による再処理を期待して。

25152 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発の再稼働に反対し0%にすることを求める。脱原発
と地球温暖化対策は両立しすすめるべきである。

原発の再稼働を即刻中止し原発0%にすべきである。日本は原発増設によりco2の排出を増加させてきた。夜間電力活用の名のもとに24時間社会やオール電化などエネルギー多消費構造が推
進されてきた。脱原発とこれらのエネルギー多消費構造転換による地球温暖化対策は両立しすすめるべきである。政府は福島原発事故による被災地住民をはじめとする国民の健康権を奪っ
ていることを深刻に受け止め、早急にエネルギー政策の転換をはかるべきた。

25153 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発をゼロにする政治決断をスグしなさい。
その上で、当面は「原発は危険なものである」という前
提で安全対策をするべきです。

原発は危険なものである。原発に依存しなくても、火力、水力でとうめんやっていけます。これまでの火力、水力の稼働率は非常に低い。それを動かせば電気は足りる。今すぐ原発をゼロにする
政治決断をしてください。

また、
原発被害者にすぐ損害賠償をするべきです。そのお金は原発で儲けてきたところに負担させるべきです。

　原発で儲けてきた電力会社、原子炉メーカー、ゼネコンなど原子力産業協会の主要100社で80兆円もの内部留保がある。核燃サイクルのための積立金も4兆もあるのだから、すぐにでも被災
者に回せ。

25154 個人 無職 ２０代 女性 ゼロシナリオを支持します 使用済み核燃料の問題が解決しない以上、安全はないと考えます。

再利用にこだわって莫大な時間とお金を浪費する余裕を国内のあらゆる災害の復興や、新しいエネルギーの研究にまわすほうがよっぽど有益だと思います。

原子力発電がどうこういう以前の問題だと思います。

国が節電を徹底的にする前から、電力が足りないなんて言うのはまったく説得力がありません。よって、私は原子力の必要性を感じません。

原爆を体験し、原発事故を体験して、なおも原子力に拘る日本を、今後何かあった時、いったいどの国が助けてくれるでしょう？あきれてものも言えないでしょう。恥ずかしいです。

見えない悪魔を作らないで下さい。
私は被爆しても構わないけど、未来のこども達は守らなければならないでしょう？何を守りたいのか、今の国の答えは「お金」しかみえてきません。

生活が貧しくても安全な世の中であってほしいです。
助け合っていければ、貧しくても幸せになれるはずです。

どうか、お願いします。

ありがとうございました。

25155 個人 その他 ６０代 男性 原発ゼロを選択します。ただし、原発ゼロとＣＯ２削減
とあわせて実現する道を探求します。

３つの選択肢を選んだ結末が温暖化防止効果の固定的な結論と結び付けられていることに恣意性を感じる。私は原発による発電比率をゼロにすることを希望するが、これを選ぶと温室ガス削
減数値目標は０％とされている。原発ゼロとＣＯ２削減の道を探るべきだ。原発はクリーンエネルギーではなく、実際のＣＯ２排出は大きい。原発は夜間の発電を止めることができないので、オー
ル電化などの多消費型社会を作ってしまう。大量生産・大量廃棄型社会を転換すべきと考える。

25156 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 2030年の原発はゼロで。 2030年の原発占有率はゼロで良いと思います。
現実的に電力は原発無しで足りている訳で、
被爆国の日本が何故原子力を取り入れているのか
不思議でなりません。

25157 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 即刻原発は廃止すべき。 ・いまだ原発から出るゴミ（核廃棄物）を処理できないでいるのに、しかもそれが多大なる環境汚染を産むのに、原発を動かし続けてきたということが問題。地震があるなしに関わらず、後々に負
の遺産を残すようなものを造るべきではなかった。
・停電になろうが、コストが高くなろうが核のゴミと生活したくない。今まで通り安い電気を使いたいので原発が賛成の人、会社はそのゴミの処理も自らやるべきだ。
・誰も地震の予測もできないのに、絶対安全の原発施設など作れるわけがない。想定外の災害が起きたら、想定外だということで許されるのか？それで仕方ないで済むような被害ではない。人
が住めなくなるのだから。
・エネルギーコストがかさめば、経済が衰退するというが、それでもクリーンな国土であれば健康な農作物が育ち、食べられる。貧乏でも人は生きていけるが、放射能汚染された土地では人は生
きられない。今でなく、将来のことを見据えてエネルギーの問題を考えてほしい。ここで我慢すれば世界に先駆けて原発にも化石燃料にも頼らない技術が日本から出てくると思う。またそういうこ
とに政府として補助を惜しまないでほしい。いろいろなしがらみ抜きで。

男性３０代法人等個人25141 内閣府
ご担当者様へ

【意見】
・原子力発電は反対です。

【理由】
・未来の子供、孫たち、7世代後の子供たちのため。
・そもそも、原子力発電の元はウランなどの毒素のため。
・原子力発電の廃棄、処分方法がわからないため。
・もし原子力発電が今回のように事故が起きたら、放射能が飛散し、土が汚染するため。
・土が汚染されると、そこに暮らすすべての植物、生き物（人間含む）が汚染されるため
・日本は基本的に偏西風が多いため、大飯原発で事故が起きた場合、日本全土が汚染するため。

【対策案】
(1)全体的に節電（まずは節電）
　→ 無駄な電力使用が多すぎ。（誰も見ていないのに、映像が流れている企業広告ＣＭなど）
　→ 企業全体で節電見直し（本当に必要なのか？要検討）

(2)ピーク電力になりやすい時間帯の企業料金の引き上げ（総電力消費量は企業が多く占めているため）
　→ 電力は溜められず、常にピーク電力に対応できるように発電している。　　ならば、ピーク電力時の消費を抑えれば、発電量もおのずと抑えることができるはず。
　
(3)最後に自然エネルギーの活用
　→ 現在のエネルギーの元（原子力：ウラン、火力：石油、石炭など）の多くは海外からの輸入に頼り、海外にお金が流れる仕組みになっておりますが、
　　自然エネルギー（風力：風、水力：水など）を活用すれば、その地域の自然資源を利用するため、その地域にお金が流れることとなります。
　　日本全体のエネルギー予算のことを考えると、今海外に流れているお金が日本全体に落ちれば、資本主義経済の日本全体の利益にも通じる1つの方法だとも考えます。

以上、個人的な意見です。よろしくお願い致します。

原子力発電の反対とその理由、対策案



25158 個人 自営業 ４０代 女性 即刻、原発廃止！ ３１１の事故で大きな恐怖を味わい、
未だにこれからも解決策が見いだせない現在のような状況で、
その原因である原発を使用するという選択は

絶対にありえません！

電気が足りなければ足りないでも、死ぬよりはましです！！

25159 個人 無職 ６０代 男性 安価な電力の安定供給は日本の将来に不可欠であ
り、原発は維持すべきである。原発の代替として再生
可能エネルギーが言われているが納得できる発電コ
ストの低減シナリオが示されておらず、過度の期待は
危険である。

　私は既に仕事からリタイアしていますが、昨今の多くの日本企業の苦戦、日本経済の低迷を見るとき、子供たち、孫たちの将来がどのようになるのか、不安にならざるを得ません。日本が発展
し続けて行くには少なくとも安価な電力の安定供給は不可欠です。一般家庭の電力料金が上がっても我慢できますが、電力を多く使う企業が海外企業との競争に苦戦したり、海外に移転したり
して、産業の空洞化が進むようでは大問題です。
　今、脱原発の声が大きくなってきています。原発なしで安価な電力の安定供給は可能でしょうか。脱原発賛成の人たちは原発の代替に再生可能エネルギーを叫んでいます。しかし再生可能エ
ネルギーの納得できる発電コストの低減シナリオが示されていません。
　私は大学では原子力を勉強しました。会社に入ってからは原子力から離れ、今から３０年ほど前にはサンシャイン計画に参画し太陽電池の開発に従事しました。どちらの発電についてもある
程度の知識を持っているつもりです。再生可能エネルギーとして太陽光発電が最も期待されていますが、はっきり言ってこの30年間、画期的な技術の進歩は見られません。生産に先端技術が
必要なわけではなく、中国・台湾が太陽電池モジュールの世界一の生産国です。単なる低コスト競争の産業になっており、日本の企業が世界一の座に返り咲き大きな産業になることは考え難い
でしょう。太陽電池を設置した地方にたくさんの働く機会や繁栄をもたらすこともあり得ません。高い電力の買い取り価格が先行投資した人に利益をもたらすだけでしょう。高い買い取り価格が続
くといずれ問題になることはヨーロッパが証明しています。政府にお願いしたいのは再生可能エネルギーの現実をもっと国民にはっきり提示し、過度の期待を持たせないようにすることです。買
い取り価格を何年に幾らに下げるかを数値で示すことです。誰もが納得のいく発電コストの低減策が示され、実現の可能性が見えればその分の原発を削減することは何の問題もありません。
雰囲気だけで脱原発を進めるのでは政治に責任を持っているとは言えません。野田首相が大飯原発の再稼働時に国民に発した決断理由は民主党政府になって初めて聞いた素晴らしい演説
でした。
　日本のエネルギー政策の策定に際しては実現可能なものでなければ策定の意味がありません。今後頼るべきは蓄電を含むスマートグリッド、最新鋭の火力、安全を徹底した上での原発再稼
働ではないでしょうか。

25160 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 100％再生可能エネルギーへの大胆な転換と省エネ
政策の強化、火力のLNGへの燃料シフトで2030年温
室効果ガス25％削減を目指差すべきです。電力供給
不足がないのになぜ再稼働？絶対ゼロシフトです。

大規模地震がいつ起こるか分からない日本で安全な原発なんかあり得ません。

放射能を無毒化する技術がないのに、原発が安全というのはあり得ません。

たかが蒸気をつくるのになぜプルトニウムが必要なのかわかりません。核兵器をいたるところにおいているようなものです。怖い！！

いのちを大切にする国でありたい。私たちはゼロシフトを訴える責任があると思います。

25161 個人 家事専
業

４０代 女性 原子力発電は直ちにゼロシナリオにすべきです。
日本国内の全ての原子力発電はただちに止めるべ
き。

世界で唯一の被爆国である日本がなぜ自ら核を生産し、国民の命が再び危険にさらされなければならないのですか?
活断層の上に原子力発電施設があり、近いうちに大地震が起きる可能性が高いと懸念する専門家の意見に耳を傾けず、目先の利益を今、優先することは国を滅ぼすことにつながります。
どんなに技術が発達し、どんなに高い防波堤を築いたところで自然の力には到底かなわず、絶対安全とは言い切れない。

25162 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発ゼロにしてほしい。未来の子供たちのために。処
理の仕方がわからないゴミを次世代に押し付けないで
欲しい。

また、福島と同じようなことが、全国のどこで起きるか分からない。
取り返しがつかなくなる前に、脱原発に舵をきるべき。
原発のエネルギーは経済的という話もあるが、事故が起きた後の処理、
経済的な損失は計り知れない。全く経済的でない。
のびのびと外で子供たちが遊べて、獲れたての食べ物をおいしく食べられる、
あたりまえの喜びを奪わないでほしい。
心から、ようこそ日本へ、と海外に発信できる国にしていきたい。

25163 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 「２０～２５シナリオ」を選択する。
電力の安定供給を実現するためリスク分散が必要で
あり、多様な発電方法を均等に導入すべきである。

　勤務する産業ガス業界の酸素・窒素は医療・保安のみならず、鉄鋼/造船/半導体/輸送機器製造に必要不可欠であり、産業の血液である。その産業ガスを製造/安定供給するためには空気
圧縮機などの機器を安定かつ夜間を含めた連続運転が必要であり、安定した電力供給は必要不可欠である。再生可能エネルギーは電力供給の不安定さが指摘されており、代替えとして対応
できるように火力や原子力を確保すべきである。
　電力は重要な社会インフラであり、電気代は製造業の製造コスト、国民生活費用に直結している。コスト面でも３シナリオとも電気代はほぼ同額であるが、「２０～２５シナリオ」が一番安価な試
算となっている。
　「ゼロシナリオ」では「省エネ商品の性能が劣る製品の販売制限・禁止を含む厳しい規制を課す」とあり、産業界は省エネ製品開発に費用をかけなければならない。加えて、日本の省エネの限
界削減費用は世界一高く、過度の省エネ目標達成のための設備投資は先の省エネ製品開発費用を抑制せざるを得なくなる。省エネのための設備投資による製造コストアップ、省エネ製品開
発費用抑制などの影響で産業は海外移転＝産業空洞化が加速され、国民の雇用喪失となってしまう。
　地球温暖化防止効果は「２０～２５シナリオ」が一番高いと試算されてる。
　「電力安定供給」、「電力代」、「産業空洞化阻止」、「国民生活保護」、「地球温暖化防止」の観点から、ベストミックスとして「２０～２５シナリオ」を選択する。

25164 個人 自営業 ３０代 女性 原子力発電所を無くして欲しい。 私は、安全な環境で暮らしたいと思っています。
皆が同じ事を望んでいるのに、原子力発電によって、その事が脅かされている事を、とても悲しく感じています。

健康や安全があってこその、経済発展、発展しても、人が健康で幸せでなければ、意味がないと思います。

本当に大切な事は、頭でなく心で決断する必要があります。
もし、政府の方も自分や家族の安全や平和を望むのならば、その心に従って決断をして頂ければと思います。

25165 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発ゼロシナリオ（即時） あらゆる生命を脅かす、原発はもういりません。必要ない事もわかりました。再稼働大反対。

25166 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発ゼロシナリオを選びます。人類は未だ放射性物
質・核反応及びその廃棄物を完全にコントロールする
技術を手に入れていません。大勢の人々の命や生活
を危険にさらして原発を稼働する権利は企業にも国に
ありません。

原発ゼロシナリオを選びます。私はかつて中学校の教員だったときに、授業で原発について取り上げました。推進派と反対派の両方の主張を紹介しながら、事故の危険性についてはそれなり
に伝えたつもりでした。でもまさかこのような重大事故がおきるとは考えませんでした。日本の技術に信頼を置いていたからだと思います。福島の事故後、言い逃れや自己弁護、責任のなすりあ
いに終始する電力会社の幹部たちや政治家たちの姿を見るにつけ、このような人たちに少しでも信頼を置いていた自分の不明を恥ずかしく思います。　福島の事故は人災です。自らを過信し独
占企業としてあぐらをかいているような電力会社に、原子力の危険な技術をあずけてはならないと思います。今後は電力業界を大幅に変革していくことが必要です。発送電の分離はもちろん、
多くの企業が再生可能エネルギーによる発電に参入し、市民が自由に選択できるようにするべきです。

25167 個人 無職 ６０代 男性 　日本の原子力比率は、「２０～２５シナリオ」以上の
全エネルギーの３分の１程度にすべきである。地球環
境と全人類福祉には必要である。

　・これ以上の温暖化ガスを増やすべきでない。現状の濃度でも地球の温暖化は進行中であり、更に追加放出して濃度が上昇すると地球環境は破滅的状況になる。

・化石エネルギー資源は有限であり、将来獲得競争が発生し国際紛争に発展しかねない。

・自然エネルギーの利用にも限界がある。１００万KWクラスだけであっても、太陽光発電では山手線内側面積にパネルを張る必要がある。数千万KWクラスを賄うのは環境問題もあり、非現実的
である。自然エネルギーは、原子力の一部の補足にはなるが、代替にはなり得ない。

・国や政府は電力の用途は家庭の電灯電力だけでないことを国民に十分説明すべきである。　日本の国民が、健康で安全に生存するためには、将来に亘り、工業、輸送、交通、医療へ安定し
た電力供給が出来る必要がある。

・原子力技術はほぼ完成した技術であり、今後とも精進し発展させ続けることが必要である。潜在的リスクを可能な限り回避することが人類発展上不可避である。技術の発展に向けた人類の努
力を止めるべきではない。

・将来の人類の為には、現在の困難である原子力から逃げたり避けずに真正面から立ち向かうべきである。

・政府や国家も現状よりも遠く将来のことを考えるべきである。

・被災された方には気の毒であるが、今回のことを大きな教訓として向上すべきである。

25168 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 ０％です。 使用済核燃料の処理ができないのに、これ以上一本も増やしてはならないと思います。
子孫に日本を残してやるために、将来を考えて、今すぐ全ての原発の廃炉作業にとりかかるべきです。

25169 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 稼働中の原子力発電所は停止し、新たな稼働をせ
ず、ただちに全原子炉を廃炉すべきです。

　東京電力福島第一原発の事故で明らかなように、自然災害によって原発が破壊され核エネルギーが一旦暴走すると、現代の科学では止めることが出来ません。
　このように原子力の安全性が確立しておらず、核廃棄物の処理方法も決まっていない状態のまま、引き続き原子力発電所を運転し続けることは、日々危険を拡大し続けることです。
　稼働中の原子力発電所をすみやかに停止し、新たな稼働をせず、ただちに全原子炉を廃炉するための方策をとるよう求めます。

25170 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発依存度をゼロシナリオで希望します この地震多発地に甚大な被害を引き起こす原発はいりません。
廃棄物も危険で管理もずさんなエネルギーシステムはいりません。
未来の子供達のことを考えたら原発依存は考えられません。
子供の健康と生活はお金に変えれません。
よろしくお願いします。

25171 個人 家事専
業

６０代 女性 原発ゼロシナリオを支持します。 子供達に健康な未来を残すために原発はゼロにしてください。
再稼動しないでください。

25172 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 ゼロシフトでお願いします。自然エネルギー政策推進
で新しい産業を成長すると思います。

15シナリオでは40年以上経過する原子炉が少なくない中、新しい原発を造らなければならないシナリオになってしまします。

大規模地震がいつ起こるか分からない日本で安全な原発なんかあり得ません。

放射能を無毒化する技術がないのに、原発が安全というのはあり得ません。

たかが蒸気をつくるのになぜプルトニウムが必要なのかわかりません。

電気不足でなくても原発を再稼働させるのはプルトニウムがほしいからと思えるから、絶対ゼロシフトです

いのちを大切にする国でありたい。私たちはゼロシフトを訴える責任があると思います。

25173 個人 自営業 ４０代 女性 原発ゼロシナリオ（即時） エネルギー選択の判断基準は、数世代も先まで処理不能な核廃棄物を遺すべきかどうかにおくべきと考えます。今原発をやめることによって起こる様々な困難は、原発の導入に加担した我々
の世代が引き受けるべきです。ずるずると事なかれ的に現状に固執するための予算は、すべて廃炉および次世代エネルギー開発に回す法が現実的です。即時の原発廃止決定が私の意見で
す。

25174 個人 家事専
業

４０代 女性 15シナリオを支持。且つ最終的には原発をなくすべ
き。脱原発の第一の理由は事故の処理、使用済み核
燃料の管理等あとに遺す負担が大きすぎる。自家発
電等の設備を持たない企業を潰して失業者を増やし
てもいけない。

脱原発を目指す理由としては、

１．原発の安全性が喧伝されてきたほど高くはなく、むしろ脆弱で危機管理のできていないものであることが露呈した
２．原発は低コストと喧伝されてきたが事故が起きた場合の処理や賠償を含めるとコストは高い
３．後の世代に遺す負担が大きすぎる。福島第一原発の事故処理だけでも作業員の確保はどんどん難しくなるだろう。まして原発選択の責任のない後の世代で、人員確保ができるだろうか。事
故処理だけでなく、使用済み核燃料の管理についても同じである

しかし性急な脱原発化によって、自家発電等の設備を持たない、導入も難しい中小企業が潰れ、失業者があふれるようなことになってはならない。
よって15シナリオが現実的なラインであるといえる。

25175 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発は即時停止すべき。余った予算で自然エネル
ギーへ設備投資すべき。官公庁や公団 空き所有地に
ソーラーパネルを設置し電気を生成する。

日本列島の下には多数の活断層がある。いつ大地震が起きてもおかしくない状態。また大事故が起きる前に原発は即時停止すべき。原発がなくても電力は足りている。福島の事故でも住民に
十分な補償がされているとは思えない。それよりも今停止して 余ったお金を自然エネルギーへの設備投資のため 補助等に当てて欲しい。

25176 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発規制委員会の中立的で公正な人選を求める
原発エネルギー今すぐゼロにする
使用済み核燃料の処分方法は未確立、核燃料サイク
ルは失敗だらけ
今後のエネルギー政策に提言やパブコメをきちんと反
映させる

◆原発15％も、20～25％も虚構の数字！
　今、福島第一原発1～4号機が廃炉されたことで、日本の原発は50基になった。
その原発を予定通り40年で廃止していくと、2030年中途に柏崎の二基の原発が廃止
され、2030年以降に残るのは18基だけになる。
それは発電施設全体に対してわずか８％、発電量にして11.75％を占めるに
すぎない。これは原発比率「15％」にも、「20～25％」にも達しない。つまり原発
比率「15％」、「20～25％」にするにも、どうしても原発増設か稼動延長かを
前提にしなければならない。
　これは現状維持ですらない「原発推進プラン」である。

25177 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 原子力ゼロを支持。原子力はどちらにせよ過渡的エ
ネルギーであり、この事故を機会に廃止すべき。

原子力ゼロを支持。事故以前から、使用済み核燃料の問題を考えても、原子力発電は全廃すべきと思っていた。今回の事故で、核エネルギーと人間存在は共存できないことがはっきりした。今
夏の状況を見ても、原子力発電の必要性は、当面の経済性メリットのみということがよくわかった。それも、本当の安全対策と使用済み核燃料の問題を無視したうえのでのことである。2030年ま
でのスパンで考えれば、原子力ゼロでの解決策は必ず見いだせると思う。ともかく、はっきりとした方針を持つべきである。

25178 個人 家事専
業

３０代 女性 原子力発電０シナリオを選びます。 電力供給のための、各地の原子力発電所の運転、ならびに運転再開に反対です。
国の政策として、発電における原発依存度は限りなく０パーセントに近づけていくことが望ましいと考えます。
内閣総理大臣が「責任」という言葉を使われましたが、
福島県の方々の生活を元に戻す計画と作業が奏功し、
実施可能な放射性廃棄物の処分方法が確立されるまでは、この手段による発電を行ってはならないように思います。
原子力発電所の立地上の問題も見過ごせない以上、何か起きた時に世界レベルの汚染が起きる発電所を運転し続けるのは、国策として誤りではないでしょうか。
二酸化炭素排出量の問題もありますので、いち早く、代替エネルギーの開発、省エネ製品の開発援助を進めるなど、世界のモデルになるべきだと思います。
人工林の間伐材を熱源に利用することは治水の面でも利点があり、土砂災害対策にも良いと思われますので、間伐材を薪としてどうにか現代に生かせないか等、多角的な面からエネルギー供
給について考えていただきたいです。
役場や小学校体育館屋上(各地域の災害時の避難施設など)に、再生可能エネルギーの発電や蓄電の設備を持つなどの対策は、ぜひお願いします。
加えて、電力消費者として、電力源選択の自由を与えていただきたいです。現在、電気を安定的に使いたいなら原子力発電所運転再開もやむを得ないのだという空気がありますが、問題が生
じた場合に原材料を工夫する企業努力が、電力会社でなされたようには思えません。
法の範囲内で核を持っておくためには、現存の原子力発電所や貯蔵施設の維持が必要なのかもしれませんが、国としては、原子力発電所の遺産として管理しておけばよいのではありません
か。
原子力発電所の事故が国民の生活を壊したという事実がある以上(今後の人体への影響も含め)、大地震で原子力発電所が…、という危機感は、近隣諸外国が攻撃してくる仮想よりも、現実的
で恐怖です。
壊れないものはありません。コントロールできなくなるリスクは過大に考えるべきで、原子力発電所は、長期広範囲に渡って人が住めない状況を作り、農水畜産物への影響も甚大ですので、不
謹慎ながら、次の天災後の経済的な影響を最小限にするためにも、



25179 個人 家事専
業

３０代 女性 原発を即刻0にしてください。
原発に関する国民投票をしてください。

放射能の不安に脅かされ、故郷を離れざるを得なくなった人がたくさんいるのに、それでも原発を選択することはできません。

25180 個人 家事専
業

３０代 女性 ゼロシナリオを支持します。 ゼロシナリオ（脱原発）しかありません。
原発の過酷事故を起こし、収束もさせられない。
核のコントロールは無理だと分かりました。
2030年までといわず、今すぐゼロに、
廃炉にしてください。

自然と共存できるエネルギーで
やっていくしかないです。

25181 個人 自営業 ４０代 男性 (1)ゼロシナリオを支持 今回の事故を見る限り、核エネルギーの利用、事業の運営について研究がまだ不十分だったのではないかと思える。
核エネルギー利用の前に放射性廃棄物の処理の見通しを立てることが優先ではないかと思う。
また今後想定しうる中国、韓国等周辺国での核事故への対応等に現在の事故対能力では不十分と思える。そのための研究に力を注ぐ必要があると思う。

25182 個人 自営業 ３０代 男性 早急に原発を撤廃しつつ新たな電力供給の道を切り
開かねばならない。
消費者が電力の供給元を自由に選択出来るようにす
べきだと思う。
放射性廃棄物を増やし続けるのは、犯罪でしかない。

日本は早急に原発を撤廃しつつ新たな電力供給の道を切り開かねばならない。
まず電力会社の独裁状態を瓦解させ、送電線を国有化するなどし、新たな電力事業者の参入を可能にし、消費者がそれを簡単に選択出来るようにすべきだと思う。
核廃棄物問題も危機管理も解決していないのに再起動した神経が理解不能。
政治家や役人や電力企業は目先の金の為に国民や国を滅ぼすつもりに思える。
もう20世紀のスタイルを貫くのは不可能であることを理解すべきである。
次世代はもとより、遠い子孫にまで影響の在る汚染物（放射性廃棄物）を増やし続けるのは、犯罪でしかない。

25183 個人 自営業 ４０代 男性 ゼロシナリオを支持します。 核のコントロールは無理だと分かりました。
核の平和利用は無理です。

再生可能エネルギーなどを利用して
自然を環境を汚さないエネルギーで
やっていくしかありません。

25184 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発は早い段階で廃炉すべき ｢原子力発電は次世代エネルギー開発までのつなぎ｣といった原発開始頃の構想もすでに無くなってしまっていると思う。
発電の原理は火力も原子力も同じである事は明白で、安全なエネルギーを利用する事を期待する。緊急時に停止することもできず、制御しきれていない核エネルギーを使用し続けていくことは
未来に対してものすごい危険を残すこと。現に今まで使用した核廃棄物も根本的な解決策がないまま保存するしかなくなっている。ここ数十年はある意味｢運良く｣利用できていたかもしれない
が、向こう数千年、数億年に渡って安全に保存することは土台無理というものである。
いい加減、現状をしっかり見て貰いたい。このまま身を滅ぼす可能性を大きく持った、特定の人･企業が儲かるためのシステムを使い続けることが、いかに自分勝手な理屈で未来に大きな不安
を残しているかを。「生活のため、収入がないと生活ができない」という意見もあるが、その地域で暮らせなくなったら生活も何もあったものではない。収入は他の形で得られるように行政の責任
ですればいい。
生物が安全に生命活動を維持できる環境を作り、後世によりよい形で残していくことこそが今の社会を作り出している｢大人｣の義務だと思います。
原子力の現状のシステムは経済を第一に考えて作られたものでしかありません。何を第一に考えて行動すべきかを見直すときではないでしょうか？
熱効率の悪い原発からもっと効率の良い、安全なエネルギーへの転換を進めるべきです。他国では実現しています。その基本的な技術は日本製です。政策でそうしています。自国の安全な技
術を自国で使わない手はありませんよね。国の予算も使い方で大きく変わります。

25185 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 原発を、即刻廃炉にしてください。これしか、日本で生
きる為の選択肢はありません。

福島の原発事故で、今までのウソがすべてあばかれたのです。
人間と核は、共存できません。
これ以上、核のゴミと放射性物質を拡散させてはいけないことは明らかです。
いのちを守ってください。未来を奪わないでください。

25186 個人 自営業 ４０代 女性 ゼロシナリオを支持。ただし、火力発電を減らしつつ
（可能であるはず）、温暖化対策目標を強化する、とい
うことを前提にしてのゼロシナリオです。

現時点で、原発の比率だけを見れば、政府が掲げている選択肢のうち支持できるのは「ゼロシナリオ」のみです。ただし、原発をゼロにすること＝温暖化対策に遅れをとること、ではありません。
原発をなくしつつ、われわれの知恵と知識と良心を結集すれば、温暖化対策、省エネ対策をもっともっと積極的に進めていくことができるはずです。ともかく。福島の問題が何ら解決も、改善もさ
れず、多くの人々の命と生活が脅かされているなかで、いずれの原発も再稼働には大反対です。

25187 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 ゼロシナリオを目指すべきです。
広島、長崎の原爆と福島の原発事故の教訓が、全く
生かされていません。
これだけ多くの被爆者が出ているのに、これからも使
い続けるのは疑問です。

目先の経済活動より、地球の存続にかかわることを重視してほしい。
これ以上、海や大地を汚染し、食べ物が汚染されることは、私達の体も蝕まれることになります。子供たちにこれ以上負担をかけさせてはなりません。
核のゴミの行き場所も決まっていないのに、原発を動かし続けるのは、間違っています。

私達国民が、電気を使うことを考えていかなければならない。ぴかぴかひかる電光掲示板が必要？自動販売機は？パソコンもあって、スマホもいるの？電池で動くおもちゃは？・・・たくさん無駄
がある。もっともっと節電する余地はあります。

ドイツのドキュメント映画「シェーナウの想い」を観ました。市民が自然エネルギーの会社を立ち上げる話です。希望の映画です。強いリーダーシップを持って、国民の想いを動かし、自然エネル
ギーに舵を取ってほしいです。

ひとりの主婦としての意見です。
伝えたいことは、たくさんありますが、子供たちのためにゼロシナリオで突き進んでほしい。

25188 個人 学生 ２０代 男性 15シナリオを支持 とりあえずこれ以上原発は新設せずに今あるものだけを使い
新エネルギー又は天然ガスによる発電により必要なくなった分を廃止
していただけたらなと思います。

25189 個人 自営業 ５０代 男性 即刻「ゼロシナリオ」へ向けて舵取りして頂きたい。 ・事故の可能性がゼロ％ということはあり得ない。

・今回の事故で、ひとたび何かあれば原状回復が不可能であることが実証された。

・放射能の影響は未知の部分も多いが、だからこそ誰にも責任の取りようがない。

・故に今回の事故では未だに誰も責任を取っていない＝取れるはずもない。

・この原発の抱えるリスクと、原発を廃止することによる経済的なリスクは同じ次元で語るべきものではない。

・廃止したとしても、その後始末には膨大な、何世代にもわたっての年月を費やすことになる。

・しかも、その後始末のノウハウは未だ確立されていない。

・即刻と言いたいところだが、百歩譲って１８年後には原発依存度ゼロを目指すべきである。

「その他の意見と要望」

・電気料金の自然エネルギー開発にかかる費用上乗せに関しては全ての家庭に送付したにもかかわらず、このパブリックコメントに関しては周知徹底がなされていない。

・シナリオを選択する欄がないことに悪意を感じる。

・シナリオごとの集計結果を必ず公表すること。

・プライバシーを保護した上で、全ての意見を閲覧できるようにすること。

25190 法人・
団体等

自営業 ５０代 男性 　原発0％です。 　未来の子供達が健康で安全な日々が過ごせるようにと思い書き込みいたしました。

25191 個人 無職 ６０代 男性 　２０～２５シナリオに賛成
国民生活、産業エネルギーの安定供給の観点から、
再生エネルギーには10年余で量、質を確保出来るの
か、又固定買取価格は高めであり、国民、産業界に
とって電力料金上昇懸念がある。

　国のエネルギー・環境戦略に関わる問題は複雑多岐にわたります。そうした状況下で現状、日本のエネルギー供給は殆どの原発稼働停止で脆弱な状態にあります。福島第1原発で安全性確
保面で不十分な事実が指摘されました。今後に予定される原子力規制委員会と規制庁の発足が総合的な安全評価を担うわけですが、こうした規制機関と発電事業者の相互が安全性を保障し
た上で安全性が確認できた原発を稼働していいと思います。
　また、今回の３のシナリオによる意見聴取会も大事でありますが、政府は原子力政策をどするのかその方向性を示すべきだと思います。

25192 個人 無職 ６０代 男性 価値観の転換を。戦後、経済の発展と生活の向上を
最大価値・目標としてきたが、これからはGDP3位結
構、経済2流国結構と、すべて一流でなければとの価
値観を変換して日本独自の幸福を求める方向にした
い。

・福島原発事故の原因の確定と関係者の責任を確定させる。
・全原子炉の廃炉の工程表作成
・大間原発の建設はｽﾄｯﾌﾟ。その他新設は一切行わない。
・再生エネルギーの安定供給可能までの研究期間(10年程度?)を設定し、その間国民に辛抱の協力を求める。つまりゴール(結論)を定めて国民の協力を求める。
・当然社会構造の大転換を伴うのでその議論も同期間で行う。
理由
放射能はいったん制御不能となれば人間の手に負えないから。
絶対の安全なんかない。地球以外は例えばﾃﾛ対策とかは対応可能だろう。しかし地球がどんな動きをするかは誰にも予測できない。したがって原発が地面の上に造られる限りどんな技術を駆
使しても絶対安全を確保することは不可能と考える。3.11は1000年にいちどの地震だった。しかし次も1000年後とは誰が言えるのか。
放射能は消せない、長く残る、広がる、生物に確実に害を及ぼす。
自然、宇宙に対する傲慢な西洋科学の姿勢を改めよう。

25193 個人 自営業 ４０代 男性 原発ゼロを目指すことで生まれる「痛み」は国内のも
のだが、原発維持で核廃棄物等の負の遺産が増え続
けることは人類全体の「激痛」となる。人類全体に対す
る日本の「責任」が問われているのではないか。

「意思を持って原子力発電比率ゼロをできるだけ早期に実現し、再生可能エネルギーを基軸とした電源構成とする。」
を選択するべきだと考えます。

現在の日本の政治家が、自らの仕事のビジョン、責任の範囲をどの程度で考えているのかが顕著に表れる問題だと思います。

「原発維持・推進」の意見を持つ方々について、
長くてもせいぜい５０年程度の「経済的」「国防的」理由から、原発維持することが、「合理的判断」なのであろうと推測しますが、その５０年のために、今後数千年にわたる、人類の歴史に決定的
な「癌」を肥大させることには、何の責任、何の思慮、も持とうとしないのか、と大きな疑問、不安を感じます。
「５０年先にはだれかが問題を解決する方法を考えつくだろう」と考えているのかもしれませんが、それほどの無責任はないでしょう。小学生でもわかることです。

どちらを選択するにしろ、「痛み」はなくならないことは明らかです。
震災以降、「癌」は良性だと思っていたのが、実はひどい悪性で、体中に転移していた、という風にも見えます。「癌」をせっせと増やし続けてきた当事者たちが、誰一人責任を感じていない様に
見えるのは、つまるところ「国策」だからしょうがない、というところに逃げられるからでしょう。

今、日本国が、（必ずしも「政治的」という意味ではなく、「生物的」「科学的」にという意味でも）人類のために何らかの責任ある立場に立つという事を表明できるとしたら「国策」として、「意思を
持って原子力発電比率ゼロをできるだけ早期に実現」ということを明らかにすることではないでしょうか。

25194 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 脱原発(原子力ゼロシナリオ：原発0％、自然エネ
35％、火力65％ )に賛成します。

シェールガスの出現で天然ガスの価格が急激に下がっており、輸入価格を適正に抑えれば燃料費の負担もあまり大きくなくてすむ情勢になっています。
また天然ガス以外にも日本には石炭の埋蔵量もあるので、石炭でも排ガスが抑えられるような技術を開発して石炭火力を増やしても良いと思います。
またCO2による地球温暖化については科学的根拠が乏しいので、推進する必要はないと思います。
それよりも放射性物質による健康被害のほうが喫緊の課題であります。
最後に節電対策ですが、自動販売機は今ほど必要ないので、過疎地で商店が少ない地域などを除いて自動販売機の設置を規制するのも必要です。また夏のピーク時には深夜に火力で揚水
発電をするのもありだと思います。

25195 個人 無職 ５０代 女性 (1)ゼロシナリオを指示します。 危険な原発は将来的にゼロにすべきです。
もう原発はいりません。

25196 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 「エネルギー・環境に関する選択肢」についてはゼロ
シナリオ！原発の即刻停止！廃炉！再生可能エネル
ギーへの転換推進を求めます。

地震など地殻活動の活発な日本においてはそもそも原発を建設することは危険である。
既に安定したかのように報道されている福島第一発電所においても、４号炉の燃料プールは以前にもまして危険な状態であり、もう一度地震が起きたら日本はおろか地球全体を危険な状況に
追い込むほどの影響力がある。そのことは全世界が共通する認識としている。
これ以上国民を危険にさらす可能性のある原子力事業は即刻計画を中止すべきである。
電力の需給は原子力発電所が無くても問題は無く、問題なのは電力会社による電力不足キャンペーンによって空調を我慢した結果、熱中症により命を落とす善意のお年寄りがいることである。
発電コストの上昇が景気に与える影響は電力事業を自由化してこなかったことが要因であり、多様な発電形式への開発援助を行わなかった国の責任である！
今後は発電事業をさらに自由化、送電・発電事業を分割しより安全な安心して暮らせる国土の保全を望むものである。
以上により原子力発電に関する事業は即時停止凍結廃炉とする「エネルギー・環境に関する選択肢」
におけるゼロシナリオを選択する。

25197 個人 無職 ６０代 男性 1.原子力発電比率は25％程度の現状維持が必要。
2.再生エネルギー発電は世界各国の発電コストと比
較し増やす。

1.電気は「エネルギーの米」、国の経済競争力は発電コストで決まる。
2.仏、中国、米国の原子力発電比率との比較で決定すべき。原子力発電ゼロは日本経済空洞化、失業者増大、社会不安をもたらす。
3.現状、原子力発電を抜きでＣＯ2削減目標は達成不能である。また、エネルギー利用に伴うリスクは原子力に限らず必ず存在する。
4.原子力事故の結果を分析し、より安全な原子力発電を発展途上国に輸出することが環境問題解決のカギと考える。

25198 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 0％にしてください。2030年といわず今すぐに 今回の福島原発事故で、核と人類の共存はあり得ないことがはっきりしました。地震国日本で危険な原発を存続させる事などあり得ません。自分で始末のできない、100万年にもわたって被害
をもたらす放射性廃棄物をこれ以上生み出すことは、正気の沙汰ではありません。日本の未来のために原子力とはきっぱりと決別するべきです。

25199 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 2030年度のエネルギー消費の内訳は原子力を0％に
すべき

エネルギー・環境会議なるものが、そもそも信頼がおけない。政府による原発の使用年限を40年とするという原則に従えば、2030年の原発使用割合は15%程度になるはずである。とするならば、
想定すべき「3つのシナリオ」の最高値は15%にすべきなのに、なぜか20-25%を提示している。
これには、いわゆる原発推進論者たちが本来ありえない20-25%をあえて選ぶことで、最終的に真ん中の15%に落ち着かせようという意図が透けて見える。
また、そもそも「3つのシナリオ」というのが、あたかも可能性が3つしかなく、そこから選ぶことになっているかのように誘導をしている。
福島の事故を起こした電力会社と政府には、原発を管理する能力が無く、災害時の対応能力も無い。また、その後も反省さえもできない。このような奇妙な「シナリオ」を平気で出してくる団体が
いるのがその証左である。



25200 個人 家事専
業

３０代 女性 原子力発電所について 絶対に原発は、いらない。
再稼働なんてしなくても良い。すべて廃止にするべきです。必要ありません。日本のみならず全世界がダメになります。未来を担う子どもたちがいなくなります。

25201 個人 パート・
アルバイ
ト

６０代 女性 原発ゼロシナリオ（即時） 原発とは共存できないことがフクシマで証明された。地震大国日本で５４基もの原発が存在することを許してしまって後悔している。
これからはいかにして廃炉にするか、できてしまった核廃棄物をいかに安全に保管するかに研究と努力を傾注してもらいたい。
火力、水力、風力、太陽光、地熱など自然エネルギーに転換すべきときだ。原発さえなかったら福島の人々がふるさとを追われることはなく、復興ももっと簡単にできたのである。
今、福島は人が住める状態ではないのに、政府が帰還を促しているのはゆるやかに殺人を犯しているのと同じである。政府がすべきことは、原発推進の責任をとり福島の人々に避難の権利と
保障を行うことである。とくに子ども達にはその対策が急がれる。
ひとたび事故が起きれば、償いようのない被害を多くの人々にもたらす原発はもう要らない。電気を起こすのに原発でなければならない理由もない。一部の利権のために多くの人を危険にさら
すのはやめてもらいたい。私はそんな人たちの犠牲になるのは嫌だ。

25202 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発0％を支持。
2030年より前倒し最長でも2020年迄。
（出来れば今のまま原発全ての停止を希望。）
経済問題は5～10年の期間があれば旧弊に固執せね
ば国民生活を守りつつ解決可能と考える。

(1)結果的にこれだけの放射能を世界中にまき散らした日本人に原子力を扱う資格はないと思います。
(2)太平洋戦争の開戦以来このたびの原発事故まで日本では官僚が（上位になるほど）責任をとらない伝統が連綿としてありそのような体質の組織に何千年、何万年という管理を必要とする原
子力を扱うことはできない。
(3)そもそもいざというとき国民の生命、財産より所属組織を守るという各省庁（原子力委員会、経産省、文科省、厚生省など代表的）の体質がはっきりした上で（その反省もなされない時点での）
国民が信頼して原子力行政を任せられる組織があるとは思えない。（規制委員会も委員の人選をみると疑問であり、このような人選をする事自体政府の鈍感さが露呈していると思う。）
(4)そもそも放射性廃棄物の処理方法も場所も決められない状態で原発を動かす、という選択肢があり得ると考えられ事自体が理解できない。それは未来の同朋に対する恥ずべき犯罪行為で
ありそれを公言する人間に倫理や道徳を語る資格はないと思う。
ましてや日本はこれから人口減、高齢化、経済の縮小が予測されており原発のメリットを享受できないそのような後の世代に核のリスクやコストだけ押し付けたら日本は完全に没落し二度と立ち
直れなくなる。
(5)災害大国でこれから地震の活発期、富士山の噴火までいわれる日本で（首相がどうやって炉心溶融に至る事故が起こらないことを確認できたのか非常に疑問ですが）原発事故が再発すれ
ば没落する前に日本という国がなくなるかもしれないが。
(6)電力の逼迫やコスト高は対応できるリスクであり受け入れがたく対応できない原発災害とは異なる。また経団連などのいう経済成長とはだから軽んじて良いとは言わないが畢竟“金”の問題
である。対応できるリスクのために受け入れがたい災害の危険を放置する人間、命か金かと言われたときに金を取る人間には国民として国政を任せたくはない。
(7)電力の逼迫やコスト増を理由に海外移転する企業は税制がどうの人件費がどうの為替がどうの、といってはどっちにしろ日本から出ていく会社である。そのような愛国心も何もないような企
業にいてもらうために先祖から受け継ぎ次の世代に引き継ぐべき国土を永久に住めなくなる危険を冒してまで原発稼働する必要はどこにもないと思う。（ただそのような企業の経営者は偉そう
に職業道徳とか企業倫理とか愛国心とか語ってほしくないが）
(8)あれだけの悲惨な震災があり国民に多くの問題が露呈した現在今国民が最も苛立たしく感じているのは政府（国）が震災から何も学ばず問題に蓋をして何もなかったようにすました顔で3：11
以前の体制へ逆行しようとしているように見える事だと思う。
(9)以上、原発の稼働は倫理的にも許容できず、長期で考えれば経済的にもメリットはなく、一刻も早い廃炉と核廃棄物、核燃料の保管を目指すべきだと考える。

25203 個人 家事専
業

５０代 女性 2030年までの日本の原発依存度は　０％シナリオが
いいと思う

原発以外のエネルギー確保を是非　推進していただきたい。
この国のこどもたちの未来を

私たちが今『決定』できるのなら
安全なエネルギーのなかで暮らさせてやりたい。

原発に依存する生活は
『地震国　日本』において
この先　大地震がいつ訪れるともしれないという
リスクをかかえている。

『日本人』という民族が生き残るためには
政府は英断すべきである。

25204 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原子力という人が制御できないものが選択肢にあると
いう事自体おかしいと思う。

現に天災による事故が起きた。しかも全然それが解決していない。我々はいままで安全神話に騙されてきたわけだけど昨年の震災でその神話が嘘だという事を身をもって経験して知っている。
全然安全なんかじゃない。現に福島の現場は人が制御できているとは到底思えない。ちかよる事さえままならない。将来への負の遺産として残ってしまっている。

我々人のためのエネルギーに人々が虐げられて本末転倒。そんなのおかしい。

25205 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 原発ゼロシナリオを支持する。原発事故は最大最悪
の公害。公害は、発生源をなくすことで被害の拡大を
防ぐことができる。原発を計画的に廃炉にし、再生可
能エネルギーに置き換えていくことが重要。

細野豪志環境大臣は、今年６月の公害被害者総行動での交渉の席で、「（原発事故による放射能汚染は）日本の歴史の中で最悪の環境破壊であり公害だ。環境省としてやれることをしっかり
やると約束します」と表明した。
公害は、被害者と加害者が存在し、人と環境に取り返しのつかない損害をもたらす社会的事件である。被害者の救済は何をさておいても最優先で取り組む課題であり、福島の原発事故は、今
も被害が継続・拡大している。公害の根絶と再発防止には、発生源で有効な対策を取って食い止めるに限る。福島原発事故は、大規模地震とその後の津波で原子炉が破壊され、制御不能に
陥り大量の放射能を環境に放出、現在も垂れ流しが続いている。
今回の事故で学ばなければならないのは、列島中に活断層が走っている日本列島で、エネルギー源として原子力利用が生存を脅かす脅威を与えるという点である。原発事故による被害者は、
２度と出してはならない、という「予防」の視点からも、原発が稼働することによるリスクを計画的に減らすことが不可欠である。
公害による犠牲者の一人として、福島原発事故による被害者救済と地域の再生・復興に大きな関心を寄せるとともに、自分たちができることをしなければならないと決意している。加害の元凶・
原発をゼロにするために声を上げることが、その第一歩だと確信している。

25206 個人 その他 ３０代 女性 原発「即時」ゼロシナリオに賛成。再稼働反対。
これ以上、地球上に｢生き物が住めなくなる場所」を増
やしたくないからです。

経済界は｢経済効率うんぬん」と原発に賛成していますが、長い目で考えると、原発が実に非効率なことは明白です。
政治家の方は、目先のことだけでなく、50年後・100年後の教科書に自分がどう載るのか想像してください。

25207 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 稼動停止原発敷地内に小水力発電所（海水淡水化
水）設置して、停止原子炉の冷却水循環電源と周辺
の農漁業電力

放射線管理区域内の低線量区域の地上と地下に、各４段４層の空間に落水発電装置と揚水発電ポンプ設置。　落水発電後の水を揚水貯水槽タンク間の空間で落水を４区分等に分岐して、各
分岐水路に、廃止自動車の駆動輪に水車を取り付ける。水流速度（分岐水路勾配可変）変動で水車の回転数を増減させる。時計のゼンマイ機構から歯車で秒針・分針・時針回転数を調整する
ように発電機回転を調整する。　同じく揚水ポンプくみ上げ、落水貯水槽の上部空間層で、前記同様に揚水出口水を分割分岐して、各分岐水路水の速度調整して発電量を外部使用電力量に
応じて２４時間３６５日間連続運転（淡水化水循環方式）。　この原理については横須賀市秋谷１－１３（大楠海兵団建設時の公有水面埋立地）横須賀市立大楠中学校跡地に不法建築（私の同
意書マンション建設事業者３社が共謀して偽造同意書を行政に提出した）マンション敷地建物使用電力を前田川と自宅地下に、江戸時代からの井戸水地下水を活用して、原発ゼロ・化石燃料
発電ゼロシステムを行政に要請・提案済みです。同様の発電所群を秋谷漁港先の戦時中の防空壕兼室内砲台跡地（戦争遺跡としての発掘調査と保存要請済み）地下に漁港と周辺住宅使用
電力生産施設も要請済みです。　秋谷２丁目海浜公園地下にも秋谷２丁目他住宅使用電力生産施設もまた行政に要請済みです。　掘削岩盤（砂岩）は相模湾海底地震津波減少兼漁礁用に活
用。　（削除）

25208 個人 家事専
業

６０代 女性 「低レベル放射性廃棄物」「高レベル放射性廃棄物」と
いった現在の科学では解決できない「核のゴミ」をこれ
以上増やさないためには、「原発ゼロ」というシナリオ
を決断しなければならないと思います。

例えこれから先、福島のような事故は起きないと仮定したところで、原子力を使う限り毎日生み出される「核のゴミ」をどう処理・管理するのでしょうか。
低レベル放射性廃棄物でさえ地下に埋めた後３００年の点検が必要、使用済み核燃料に到っては１００万年管理しなければならないといわれています。そうした地下施設をまたどこかの過疎の
自治体に押し付けるなどということは、絶対に許されません。
原発の復活や増設が懸念される１５シナリオや２０～２５シナリオはノーです。
原発ゼロという方向性をはっきりと決断したうえで再生可能エネルギーや電力自由化などを進展させることが重要だと思います。

25209 個人 自営業 ３０代 女性 (1)ゼロシナリオ

　少しでも早く原発をゼロにすべきである

日本のように地震が多発する地域で、このように多くの原子力発電所を持っている国など他に無い
福島第一原発のように、リスクが大きすぎる
放射性廃棄物の処理は世代を超え、現在生まれていない世代にまで、危険な廃棄物の長期安全保管の義務を負わせるのは理不尽である

福島での健康被害が明確になるのは何年、何十年も先かもしれない。今の政治家、大人たちが責任を負えることではない。

少しでも早く原子力発電所をゼロにすべきである。

25210 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 ゼロシナリオ。理由は2点です。
1.核は危険だからです。
2.安全性・経済性・将来性において、送電網分離・ス
マートグリットの導入と自然エネルギーの推進の方が
原発より優れているからです。

1.核燃料を生産し廃棄するまでのプロセスにおいて既にヒバクシャや汚染地を増加・拡大させる公害をもたらすことが前提となっています。また、トラブル・事故にてそれはさらに助長され、フクイ
チではその問題が顕在化されました。公害なくして運転のできない原発は即刻撤廃すべきと考えます。
2.エネルギーシフトは飯田哲也氏が示しているように、自然エネルギーの方が原発よりも安全性・経済性・将来性などにおいて優れているとの試算があり、原発によるデメリットを考えれば迷い
なく、すべきであると考えます。

25211 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原子力について、国際的に、これまで進めてきた現実
と、今後進めていくことを考え、原子力の維持は必要

何％にするかといった選択の議論を不要とは思いませんが、これまで国として、原子力を進めてきた理由があり、使用済燃料や再処理で出た廃棄物がフランスやイギリスに現実にある。
それをそのままには出来ない。両国からすれば一時的に引受けているだけで、日本に返す約束のもの。
原子力発電の割合以前に、それはどうするのか？原子力を進めない中では、そういうものは日本中どこでも引き受けない。

原子力は技術であり、外国が必要としているのだから、安全性を高めた日本の技術を輸出することは重要。
日本国内で色々言っても、中国で原子力の事故が起きれば、大変なことになる。
他国で起きないようにすることが、福島の事故を経験した日本がやるべきこと。

25212 個人 自営業 ５０代 男性 直ちに原発を止めてほしいと思います。３０年先で０で
は遅すぎます。
そのような選択肢もほしかったです。

日本は地震列島です。世界の１割の地震があり、活断層の上に立っているのが日本です。原発をやめても江戸時代の暮らしに戻ることはありません。電力は十分あります。一方で原発の被害
たるや、あらゆる人権に対する侵害です。ここのところを十分わかっていただきたいと思っています。

25213 個人 自営業 ６０代 女性 原発が危険極まりないものであることは福島の事故
が証明しました。それ以上に核廃棄物を後世へ残して
いくことの罪悪は測り知れません。即刻原発をやめる
しか地球が生き残る術はありません。

理由を書くまでもなく自明のことと思います。

25214 個人 学生 １０代以
下

女性 「あなた方が示した3つの筋書きでなく、原子力の使用
を即停止させて不必要に気候変動を引き起こさない
賢明で大胆な「4番目の筋書き」を示して欲しいので
す。」

「3つすべての筋書きは私たちの子孫に対して長期間の核や気候災害の脅威を運命づけるものです。2030年に完全非核化するオプションでさえ、私たちの原子炉再稼働の中止要請を無視し、
気候変動に対して高いコストを払うことになります。他の2つの選択肢であっても今後数十年に渡って原子力に依存し続けるものです。

以上挙げた理由により、あなたがたに原子力の使用を停止させて不必要に気候変動を引き起こさない賢明で大胆な「4番目の筋書き」を示して欲しいのです。

具体的な「4番目」の筋書き↓

・直ちに原子炉再稼働をやめさせる
・積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際  公約を尊守させる
・再生可能エネルギーの生産を加速させる
・発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
・石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真剣に耳を傾け、私たちが誇りを持って後押しすることができる新しいエネルギー計画を提案することを望んでいます。

再稼働を止めることができないのなら(そのようなことは絶対にないはずなのですが。)、せめて、せめて2030年には、原子力をいっさい使用しない日本を作りましょう。お願いです。約束してくださ
い。

25215 個人 無職 ８０代以
上

男性 「原発ゼロシナリオ」を選びます。 私は「原発ゼロシナリオ」を選びます。
　アメリカ（Eisenhauer大統領）が核武装競争の一環として、平和利用を打ち出し、日本がそれに追随した時から、私は原発に反対でした。常に反原発関連の著書（専門／社会とも）を読破してい
ます。今度のいわゆる「想定外」とする事故の重大性を政府・議員・原子力ムラの人たちは理解していません。
　このたびの２０３０年における原発依存度を、０,15,20-25％とする選択肢を設定して、国民の意見聴取をする取り組みにおいても、上記問題の理解度と関連していて、既にメディアで言われて
いるように、「やらせ」が明白ですし、選択肢の設定についても御用学者が幅をきかしているようです。なんとかして20－25％にしたいという魂胆さえ透けて見えます。
　現状で明らかなのは、国民がゼロシナリオを熱望していることに間違いありません。

25216 個人 その他 ３０代 男性 「ゼロシナリオ」を希望します！！ 今の、そして未来の人たちの為にも、原発は失くすべきだと思います。

今でも福島では原発によって苦しんでいる人たちがたくさんいると思います。
自分の町に帰る事が出来ないということはどれだけ苦しい事か。。。

経済的に、原発はあるべきと考える人もいるとは思いますが、今回の福島原発の事件があった今だからこそ、まずはお金より一人一人の命を大事にしていくべきです。
今こそ変わるべきだし、日本なら変われると思います。

政府の皆さん、国民の声をちゃんと聞いてくれませんか？
確かな安全が確認されていないのに大飯原発を再稼働するなんて、やってる事がおかしいとは思いませんか？
本当にこの国は民主主義なんでしょうか。

25217 個人 その他 ６０代 女性 即廃炉、脱原発！「ゼロシナリオ」命を犠牲にするエ
ネルギーは反対！！賛成の議員、電力会社役員だけ
「家族共々」原発近くに引っ越して住んだらどうです？
そうすれば、何か事故が起こってもすぐに行けますし
ね！

命が一番大切！未来の生存権を守る為、かけがえのない命を守るために！
「ゼロシナリオ」です。

25218 個人 無職 ６０代 男性 ゼロシナリオを選択する以外、有り得ないと考えま
す。未来（あるいは明日かも知れない）のために、安
全で安心して暮らせる日本（ひいては世界・地球）を目
指すのが、フクシマを経験した私たちの責務。

その理由は
１．原子力を１００％制御できる技術が確立されていない。
２．他の事故・災害と異なり、放射能による被害・影響は一度起こったら絶対、元の状態に復旧・復元することはない（万年から数十万年の時間を要する）。
３．原発のリスク要因は津波だけとは限らないのに、抜本的、総合的な見直しをあえて避けて、電源設備の充実でお茶を濁して、推進・再稼動に向けて動いている政府、電力会社に憤りすら感
じる。
４．フクシマの事故以前、事故後も含めて、電力会社、政府の原発対応をみていると、最大のリスク要因は、その資質・資格を疑わざるを得ないようなこんな会社、こんな政府（国）、に原発を委
ねていたこと。



25219 個人 自営業 ６０代 男性 ゼロシナリオを支持します。エネルギー消費を抑制し
つつ生活の質を高める日本的な豊かさの実現、人口
減少社会の日本こそ、エネルギー原単位を下げ、な
お豊かな生活を実現し、諸外国の範となることを目指
すべきです。

産業革命以後、人類は化石エネルギーを利用して、科学技術を発展させ、生活の豊かさを実現してきた。即ち、食糧事情、被服、住宅の改良、医療技術の向上による乳児死亡率の低下、長寿
命化をもたらした。
食うや食わずの生活から、飽食した人は食糧を余し、捨ててしまうことに罪悪感を感じなくなってきた。そればかりか、本来の旬を外れた食べ物を求めるようになった。例えば、イチゴは５，６月が
本来の結実時期であるが、いつも間にかクリスマスに合わせて出荷されるようになった。ハウス栽培で大量の灯油を燃やしている。また、世界各国から贅沢な食品を輸入するのには、輸送、包
装にも多量のエネルギーを消費している。

人間の欲は無限である。その実現には多大なエネルギー消費が伴う。中国、インド、ブラジル、インドネシアなどこれから、国民の生活レベルが向上し、かつての日本がたどったように、生活が
向上するとともにエネルギー消費が増えていく、これを止めることはできないし、これらの国に対して、むしろ先輩先進国として、エネルギー消費を増やさないで、むしろ減らしながら、生活の質を
高めるライフスタイルを開発定着していくことが求められる。

エネルギー消費と生活の豊かさが比例関係で実現したのがアメリカであった。全館に冷暖房が効いた、大きな家、一家に２台、３台の車、クローゼット一杯の衣服、みんなが肥満を気にするほど
のたっぷりな食料、いわゆるアメリカンドリームである。これが先行的成功モデルとされ、日本も目指してきたし、ほぼキャッチアップをした、と言えるであろう。
さて、その次である。アメリカは移民の国、歴史がなく、ほとんどの国民が裸一貫からスタートし、アメリカンドリームのような功利的なものが生きる目標であった。

それに引き換え、わが国には長い歴史がある。よく指摘されることであるが、エコ社会であったとされる江戸時代、手放しで誇るべきではないが、「足るを知る、物を大事にする、低消費エネル
ギー、高文化社会」の実現に再度チャレンジすべきではないか？
太陽光発電、バイオマス、その他の再生エネルギーへの過剰期待は禁物である。太陽光パネルの生産には多大のエネルギーを必要とする。しかも、メインの生産は国内メーカーが淘汰され、
中国が主力となりつつあることも考慮しなければならない。住宅の屋根に施工されるが、その施工の質に疑問がある、屋根の雨漏りや、台風時の飛散の懸念もある、電気を売って小遣い稼ぎを
したが、肝腎の建物を傷めたり、寿命を縮めたり、では本末転倒であろう。また、全国、太陽光パネルの屋根では、ここは何処なのか、地域の個性がなくなってしまう。これらのことで、今後の改
良はあるにしても、太陽光は万能の救世主たり得ない。
化石燃料から自然エネルギーに転換したとしても、多消費型のライフスタイルを変えることが大前提であろう。エネルギーではなく、知恵に頼る成長を目指す、いや成長ではなく持続を目指すべ
きであろう。

原発について申し上げる。夢のエネルギーであったが、福島の事故でその夢はズタズタに切り裂かれたというべきである。万が一の危険性についての認識が甘かったし、コスト計算も福島の賠
償などを正確に計算すると、電力会社、政府の発表は信じられない、高いものにつくだろう。
電力会社は株式会社、当期利益の最高を目指す。倫理よりも金儲けである。少々の事故率は計算上のものと考える、収益法人に任せてはならない。また、その分け前に与ろうとするする、政治
家、マスコミ、とくに広告費で潤った大マスコミに強い憤りと無力さを感じている。
正義感を持った官僚が少なからず居ることを、切に期待している。

25220 個人 無職 ６０代 男性 私は2030年までのなるべく早期に原発比率をｾﾞﾛとす
べきの考えです。

選択に当っては3つのｼﾅﾘｵの比較検討資料に於ける電力需要からの判断ではなく、原発そのものが現代の世界的技術をしても未完成なもので、将来世代の国民の生命・国土にとって非常に
危険なものであるからです。
1.今後のｴﾈﾙｷﾞｰについて
原発を2030年までにｾﾞﾛにするからには、国民生活の向上・経済産業の発展のための安定ｴﾈﾙｷﾞｰ確保も当然です。それには資料に記載されている化石燃料依存度を下げ、ｸﾘｰﾝ　ｴﾈﾙｷﾞｰに
ｼﾌﾄする以外、地球温暖化の側面からも他の選択肢はありえないと思われます。
原発のような人間がどうにも制御出来ない未完成なものより、事故が起きても生命に危険なﾘｽｸを伴わない、現在の技術で発展可能なｸﾘｰﾝ　ｴﾈﾙｷﾞｰに重点的に取り組むことが、国家として先
人として将来の日本のために必要な決断ではないでしょうか。資料に記載されていない(1)電力各社間の電力の融通の法制化、(2)ｸﾘｰﾝ　ｴﾈﾙｷﾞｰの地域電力強化のための送電網の増強・強
化、(3)交流周波数帯の国内統一などや、僅々では、(4)今夏原発2基稼動に於ける国内電力の供給・需要の正確なﾃﾞｰﾀを精査･分析し、原発依存度低下への判断材料にすべきです。
現代のめざましい技術発展、戦後これまでの苦難に立ち向かってきた時の日本人の根性・底力かで2030年の18年間までに上記項目も含め、ｸﾘｰﾝ　ｴﾈﾙｷﾞｰの開発に国家として取り組めば電
力の需要は賄えると思います。
2.原発の危険性について
・通常運転中の原発は安全に制御出来ても、人災・天災による事故は完全には回避出来ない。現実に米国のｽﾘｰﾏｲﾙ島、ﾛｼｱのﾁｪﾘﾉﾌﾞｲﾘ、日本の福島で発生。人間が造ったものは必ず事故
が起きるとの概念からです。事故により放射性物質が大気中に飛散・拡散してしまったら現代の世界的技術でも無害化処理は出来なく、生命に危険を伴い、その地域には人が住めなくなる。
・今後、2030年まで原発を稼動させると、使用済み核燃料が各原発敷地にあふれ貯蔵出来なくなる。地下深くに埋める直接処分方式もあるが、狭い日本の国土でそれを受け入れる自治体は皆
無と言える。
・再処理のための六ヶ所村の再処理工場のMOXは試験段階、高速増殖炉もんじゅも商業化の目途立たず。米国は再処理を止め、英国はｺｽﾄの面から再処理中止を決定。高速増殖炉は更にｺ
ｽﾄは高く労働者の被爆から商業技術に成功した国はない。再処理しても更に高ﾚﾍﾞﾙ放射性廃棄物最終処分場が必要でその目当ても全くなし。
これまで原発関連企業、関係省庁、経済界は原発が有する生命の危険性と再処理技術の状況を国民に説明せず、うやむやにして莫大な国家予算を投入して来たのが問題。事実・真実をうや
むやに逃げてしまうと必ず大惨事が起こるのが世の常。これからは取り返しのつかない大惨事を再度起こさないよう国民は直視していかなければならない。
以上

25221 個人 家事専
業

６０代 女性 私たちは原発に頼らない暮らしをするべきで、私はそ
のために努力します。

理由は言うまでもなく、原発はあまりに危険。福島の事故をみるまでもなく　人間がコントロールできないものに毎日の生活や子どもの未来を委ねるのは論外。現在あるものは可及的速やかに
廃止してほしい。

25222 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 国民的議論を礎としてとありますがその国民とは対象
は誰ですか？

標記の件、国民とは国民全員でしょうか？戸籍登録者全員でしょうか？例えばせんきょの投票資格者でしょうか？その範囲を明確に表示した上で、全員に周知させ、回答を求めるべき問題な
のではないでしょうか？
またメールアドレスまで記入しているのですから何らかのご回答がいただけるものと思います。少なくともこの意見をお読みになる方がいらっしゃるのですから。

25223 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 放射性物質を製造し続ける原発は、速やかにかつ安
全に廃炉にすべき。原子力推進関連基金や制度をや
め、自然・再生可能エネルギーの地産地消の振興・助
成として活用し、低炭素社会に向けた施策を本格的に
推進すべき。

　福島原発事故は、日本と世界の人々に大きな衝撃をあたえ、原発に依存したエネルギー政策をこのまま続けていいのかという、重大な問題を突きつけました。
　この事故を教訓に、ドイツやイタリア、スイスなどは、原発からの撤退と自然エネルギー（再生可能エネルギー）への大胆な転換を選択し、期限を切ったとりくみを加速しています。
　日本国内では、原発依存のエネルギー政策を続けようとする一部勢力が残ってはいますが、全国各地で毎週行われている「原発廃止」「再稼働反対」を求める国民の声と行動が爆発的に広
がっています。
　
　私は、歴代政府が推進してきた原発依存のエネルギー政策を抜本的に転換し、国内すべての原発を速やかにかつ安全に廃炉にし、人類が安全に住み続けられる低炭素社会にむけ、自然・
再生可能エネルギーの地産地消の振興・助成を本格的に推進することを求めます。

　その理由は、第一に今回の原発事故で拡散された放射性物質が、空間的にも時間的にも将来にわたって危害をおよぼし、避難生活を強制されている人々の家族や地域社会を破壊している
からです。
　第二の理由は、原発を稼働させれば必ず莫大な放射性物質＝「死の灰」を生み出します。問題は、この莫大な「死の灰」を、原子炉の内部に安全に閉じ込める手段がないことが、スリーマイル
島原発事故（１９７９年）、チェルノブイリ原発事故（１９８６年）、福島原発事故（２０１１年）と、３回もの重大事故の体験から明らかになったことです。したがって、原発を廃炉にすることこそが、事
故の危険からのがれる唯一の選択だと思います。
　第三に、こうした危険性をもつ原発を、世界有数の地震国であり、世界一、二の津波国である日本に立地することは危険でしかありません。日本列島のどこにも、大地震や大津波の危険性の
ない「安全な土地」とよべる場所はありません。安全に廃炉する取り組みをただちに始めるべきです。

　今後のエネルギーをどう確保していくのか。私は、次のように考えます。
　第一に、原発には一切依存しないという決意で臨むことです。専門家・技術者の力を結集して、できるだけ速やかにすべての原発を安全に廃炉にしていくプログラムを作り、廃炉作業をすすめ
ること。　第二に、それと同時に　日本の専門家と技術者を結集して、自然エネルギーと低エネルギー社会へのとりくみを加速することです。総発電量の２～３割程度を自然エネルギーにすると
いう目標は、日本の技術水準からみても、世界の国々での自然エネルギーへのとりくみからみても、けっして不可能なことではないと思います。
　それを進める上で、原子力推進関連基金や制度をやめ、自然・再生可能エネルギーの地産地消の振興・助成として活用することを求めます。

　具体的に、太陽光、小水力、木質バイオマス、風力、地熱など日本各地の特性を生かし、自然エネルギー開発をすすめ、電力自給率を高めようとする自治体への支援を思い切って進めること
を求めます。こうすることで、いままでの原発立地市町村でも、当面は、廃炉に伴う雇用が生み出され、さらに先進的な自然エネルギー開発で、新しい仕事と雇用を創出していくことも可能となり
ます。
　国の制度として、自然エネルギーによる電力の固定価格での全量買い取りを促進し、エネルギーの地産致傷を大いにすすめ、企業も個人も、エネルギーを消費するだけでなく、自然エネル
ギーの生産に関わるように支援することを強く求めます。

25224 個人 家事専
業

３０代 女性 昨今の政府のやり方に意見申し上げます。国民の声
を聞く気があるのであれば国民が納得できるだけの
改善策や対応策をきちんと説明したうえで　全国民に
原発使用の判断を問うてもらいたい。

今の政府のやり方にどうしても納得できないため意見申し上げます。
国会周辺でのデモ活動は参加している数万人のみの声ではありません。そこに行けなくても同じ思いの国民はたくさんいます。ですが　政府に声が届いている実感がありません。デモという形
でしか現状伝えることができない国民の声を聞いても雑音のように感じているのか　国民の声をなんだと思っているのか
誰の為に国会議員となり誰の為に働いているのか。初心などすっかり失ったのか。国民の多くが　怖い　止めてほしいと願うことを無視し強行して行うということは　イジメの事件と同じことです。
力のある政治家は　自分の責任と断言すれば何を決めても許されるのですか。それは独裁政治と言いませんか。
経団連などの有力な一部の人たちの声だけでなく　多くの一般国民の声を聞いてほしい。国民全員に　覚悟や原発使用の判断を問うてほしい。

原発のシビリアンアクシデントは日本だけでなく地球全体を滅ぼすという責任と自覚を持って　一つ一つ丁寧な判断をしてもらいたい。
知識のある専門分野の人たちの力を結集して　日本の未来と子供たちを守ってほしい。

今　すべての原発を止めない　次期電力確立まで原子力を使うとするのであれば最低でも次のことはやってからでないと国民も納得はできない。
まず　今回の福島第一原子力発電所の事故と同じことが起きた場合に　確実にメルトダウンを防ぐことができるという　国民が納得できるだけの改善策の説明。ＳＲ弁・ベント不可能の福一事故
の解明と対応策と改良。免震重要棟の安全な場所への建設。原発内のあらゆる設備（原子炉のみならずパイプ・バルブ等すべてのもの）の耐震基準をＳクラスに改善。近隣住民避難方法。ＡＢ
Ｏの際の対応策。（原発先進国アメリカのバージニア州危機管理局に習い　必要になるものの確保、備蓄、運搬法の確立。日本また世界の企業のリストアップと提携。防護服、大型バッテリー、
作業員の衣食住生活品など）
活断層の徹底的調査。津波対策。すべての原発における明確な廃炉手順の作成。

せめてこれだけのことができていなければ　国民が政府を信用し納得して再稼働　再起動を認めることはできません。
逆に言えば　これほどやるべきことができていないのに　再起動も再稼働もしてはいけないのです。

どうかどうか　未来の子供たちが暮らす日本の為　地球の為にもっと深刻に冷静な判断をしてくださいますようお願い致します。

25226 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 日本国内の全ての原発の稼働を止め、最終的には廃
炉にしてください。
日本のエネルギー政策として、再生可能エネルギー
への転換を速やかに行ってください。

地震多発国の日本において原子力発電をするということは、わたしたちの命や健康を脅かすものであるということを、東日本大震災と福島原発事故は証明しました。

経済優先ではなく、国民のいのちと健康が優先される視点（倫理的視点）でエネルギー政策を行うべきです。

その意味で、6/29示された選択肢のなかでは「原発を0％」という選択以外ありえないと考えます。

ゼロシナリオでは2020年の温室効果ガス排出削減数値目標は0%とされ、原発ゼロを選べば、あたかも「地球温暖化対策」を放棄するかのような表現がされていますが、これは国民に正しい情
報をしめしていないと考えます。原発自体決してクリーンなエネルギーではなく、Co2を大量に発生させるエネルギーです。

「原発ゼロ」と「地球温暖化対策」が両立できるエネルギー政策をつくり実行することが政府がいまやらなければならないことだと考えます。

また、原子力開発をやめ、太陽光、風力、バイオマス、地熱、中小水力など再生可能エネルギーの技術開発をすすめるべきだと考えます。

25227 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 今すぐに原子力発電を廃止しなければならない。国は
責任を持って、エネルギー政策を輸出型へ変更する。
不可能に見えるものは財産である。現世代が一体と
なり負担することで、次世代は「明るいにっぽん」が誕
生する。

2030年ゼロシナリオは遅すぎる。速やかなエネルギー政策の転換を求める。
選択（ゼロシナリオ）
国民が安全で安心して暮らせる国にしたい。これまで、安全、安価、環境に優しいとされた安全神話が崩壊した。地震大国である日本から原子力発電を廃止することは必須となった。
これまでのエネルギー選択の変更は、国際情勢によるものであったが、今後１００年先を見定め、輸入型から輸出型へ（自国で必要なエネルギーは自国で賄い、さらに売電するなど）シフトしな
ければならない。
現時点で、不可能に見えるものは将来の財産である。政府として責任を持って、再生可能エネルギー・省エネルギーを推進すれば可能である。
そのためには、まず太陽光、地熱、風力、メタンハイドレートを政府主導で普及させるための必要経費を大幅に予算化し、優先順位を付けて執行計画を作成することにより、コスト削減、国際競
争力向上を図る。財源は、個人、法人を問わずに一律に負担をさせるが、2030年ゼロシナリオが達成された際には、さらなる負担が増加しない仕組みをセットで示すことで現世代の理解は概ね
得ることができる。年金制度のような先の見えない制度設計をするのではなく、将来ビジョンを明示し、必ず達成できるよう設計することが必要である。2030年までは、計画的に、原子力の廃止
を進めるとともに、安全確保を強化することで二酸化炭素排出量の抑制を図り、空洞化を防止することができる。2030年には、再生可能エネルギー・省エネルギーの先進国として国際的に認め
られるとともに、観光大国へと変貌した「理想郷にっぽん」を誕生させるのである。

25225 私が原発そのものを否定するのは、以下の３点によります。

１．そもそも原発は自然のサイクルからはずれ、人知ではそれが発する放射能
　　を制御できないのであるからには、いかに平和利用といえども、原子力
　　発電を行なうべきではないこと。
　　原発は「トイレのないマンション」とたとえられますが、いまだ全世界で、
　　それが発する放射性廃棄物を処理できる方法をみつけていません。

２．３．１１による福島第一原発の事故の根本原因については、いまだ解明
　　されていません津波による全電源喪失以前に、地震による配管等の破損が
　　致命的事故の引金になっていると考えられています。
　　地震や津波、竜巻や大洪水などの自然災害、さらにテロや飛行機事故、
　　そして人為的な操作ミスなど、想定しうる全てのトラブルに対して、人類
　　がその対策をたて、絶対安全にコントロールできうるとはとても思えま
　　せん。そして、万一事故が起こった時の影響は、計り知れないのです。

３．プレートの狭間にある地震大国日本。そして、３．１１が表明したとおり
　　その地震が活動期に入っていると思われます。この日本に原発が５４基も
　　創られたことの恐ろしさは、たとえようもありません。原発を、直下型
　　地震が襲った時、その原発が、稼動しているか、停止しているかでは、
　　その影響力は異なります。停止しているならば、福島第一原発でで起きた
　　メルトダウンによる惨事は起きる可能性は少ないのですから。そして、
　　原発を動かし始めた時から、処理不能な放射線廃棄物が大量に生産され
　　続けるのです。

従って、エネルギー政策を作るうえでは、先ず原発依存を０％とすることが
大前提になります。
そして、まず原発に依存していた分を炭素エネルギーにて代替せざるを得ない
としても、地球資源は有限であり、再生可能エネルギーを中心とした、
低炭素エネルギー社会を目指すべきは自明の理と言えます。
人類の英知と技術の進歩はに限りなき可能性があるとするなら、日本がその
最先端を進むことこそが、今求められていることであります。

・原子力発電所は速やかに稼動を停止すべきである。
・再生可能エネルギーを中心とした、低炭素社会を目
指すべきである。

男性６０代無職個人



25228 個人 その他 ２０代 女性 脱原発３案は置いておいて…現行の基本計画でいい
じゃん

　脱原発案での火力発電依存度は５０％以上もあるが、燃料が豊富なわけではない日本でこのような方針を取るのは不自然としか考えられない。世界中においても、燃料が有り余っているわけ
ではない。むしろ開発に乗り出しているくらいではないか。輸出国にトラブルが発生したり、獲得競争に敗北したり、また不当な条件を突きつけられたときに国は傾きかねないのではないか。
　また、最近は温暖化が本当に深刻である。少しは真剣に考えてみてはどうだろう。
　再生可能エネルギーはすばらしい。クリーンで、そこらにあふれているエネルギーを利用できる。問題があるとすれば、やはり災害が起これば発電設備が被害を受けるわけで、そうなったと
き、必要分を作り出すということが再生可能エネルギーからは現状難しい。２０３０年でも難しいのではないだろうか。
　そこで、現在頼りになるのが原発、となるのである。
　しかし、結局は比率の問題。いくら原発比率が高くとも、総使用量が低下すれば、原発比率を下げたくらいの意味があるはずである。
　原発は事故があった時や使用後の燃料のことが一番懸念される。しかし…どの発電も、火力しかりダムしかり、問題を抱えている。
　しかし一番考えないといけないのは利益の話である。金に汚いというなかれ。利益の上げられていない国は経済が破綻して他国に援助を求める事になるのである。生きるためには金が要る。
自国で得られなければ出稼ぎに行ったり、身を売ったり。他国からの援助に頼るというのがどういうことかも考えるべきである。
　健康も大事だが、健康にさえ気をつけていればどうにかなるなどとは、世界中の様子を見ているとそうは思えない。
　

25229 個人 法人等 ５０代 男性 ２０～２５％程度までに下げていくシナリオを支持しま
す。この原子力によって節約される資源を既得的な消
費の充当だけでなく、核融合のような長期的・革新的
エネルギーの創成に重点的に用いていただきたい。

国民の生活水準と国際的安全保障を維持するためには、今あるもので、対応せねばなりません。社会構造や国際関係は掛け声で革命的に変えられるものではありませんし、変えてはいけない
ものと思います。したがって、現状から、暫時に代替していくことが必要と考えます。このことから、２０～２５％程度までに下げていくシナリオを支持します。ここでは、新しく設けられる原子力規
制庁による安全確認が前提となることは言うまでもないことです。さらに、この原子力エネルギーによって生み出される、あるいは節約できる資源を、これまでの既得的な消費に割り当てるだけ
でなく、ゼロシナリオの検討とも沿う、新しい日本作りに重点的に用いていただきたいと思います。そこでは、現在一定の産業化が進んでいる、再生可能エネルギー、省エネルギーの開発加速
だけでなく、核融合などの長期的、革新的エネルギー創成への取り組みが極めて重要です。この度のエネルギー・環境に関する選択肢では、２０３０年までのエネルギーの需給が議論されてい
ます。この場合、取り上げられる取組は、直ちに成果が約束できるものが優先されるのは当然です。一方、その後に、暫時に訪れる深刻な問題への対応に目が届かない懸念があります。開発
に長期の時間がかかり、２０３０年には間に合わない、しかしながら効果的な成果をもたらすために、今、取り組まないと、この暫時に訪れる深刻な問題に間に合わない、核融合のような課題に
ついて、一顧だにされないことは問題です。科学技術立国としての我が国の取り組みとして、科学技術戦略は経済だけでなく外交・安全保障の点からも国の成り立ちに関わります。この観点
は、福島原発事故で、ますます重要度を深めています。大きなブレークスルーを長期的展望を持って進めることの必要性を強く感じています。2030年以後の日本の姿も構想し、長期にわたる科
学技術戦略をこの度の、エネルギー・環境に関する選択肢の議論の中で、強化することが必要と思います。

25230 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 宮城県在住、女川原発が立地しています。
「原発ゼロ」以外はありえません。
１、放射能は危険すぎる
２、原発に頼らなくても十分電気は供給できる
３、代替エネルギー産業で経済/雇用問題の解決に導
く

「原発ゼロ」以外はありえません。

【理由】
１、放射能は危険すぎる
放射能の危険さは、広島・長崎の原爆、チェルノブイリの事故で証明されています。今現在も苦しまれている人がたくさんいます。
また、昨年の福島第一原発事故にて避難されている多くの方が、もはや帰宅できる望みを失っている現状・・・。
放射能に詳しい先生方の間でも、安全・危険との意見がわかれています。詳しくはまだわからない、という方もいらっしゃいます。
わからない＝安全ではありません。わからない＝危険かもしれない、と思考して頂きたいです。
私自身は、放射能は危険なものと認識しています。
目に見えない恐怖、空気・水・食べ物etc.将来、子供達の体に悪影響が出たら・・・そんなことを考えながら日々生活しています。不安でたまりません。

２、原発に頼らなくても十分電気は供給できる
今年の夏、猛暑が続いています。
稼動している原発は、無理やり再稼動させた大飯原発のみ。その分火力も止めて・・・。
でも、乗り切っています。もちろん国民の皆さんの節電の努力もありますが、本当に電気が足りないから原発が必要なのか？
国民は、もう答えは知っています。原発を動かさないと電力会社が赤字になり潰れるから、電力会社の経営が第一の理由になっています。
本末転倒もいいところです。
国民の生命より電力会社の利益が大事・・・。いいかげん首相はじめ、政治家の皆さんには目を覚まして頂きたいです。もう国民は全てを知っています。いつまでもだませるとは思わないで下さ
い。
その証拠が、毎週末のデモです。
また原発から出る使用済み核燃料はどうするんでしょうか？どなたか明確に回答できる方はいるのでしょうか？

３、代替エネルギー産業で、経済/雇用問題の解決に導く
日本は、代替エネルギーの先進国になって頂きたい。また、その知識・力は存分にあると信じています。
そうなるかどうかは、政治家の皆さんの意思で決まります。

25231 個人 家事専
業

５０代 女性 脱原発・原発ゼロを支持します。 私たち国民の多くは元々原発を必要としてはいませんでした。国民の生活は原発が無くとも維持できたはずです。いえ、今からでも原発無しの生活はできます。
電力各社は「原発が無くては電力が不足する」と言い、今すぐにも停電しそうなことを言って国民の恐怖心をあおってはいませんか？
私にとっても電気は生活に無くてはならないものですが、世の中には電気の使いすぎを目にする場面があふれています。商業施設・公共施設はもとより、各家庭においても無駄なエネルギーが
垂れ流しとなっています。
夏は寒くなるほど冷房を効かせ、冬は暑いほど暖房しています。子供も大人も携帯電話やゲームに夢中です。夜の街中は信号もかすむほど光があふれています。誰も見ていない、若しくは見
る必要の無いテレビがつけっ放しとなっています。特にテレビは、そんなに需要があるのだろうかと不思議に思うほどチャンネルが増え、そのあげくに再放送やテレビショッピングだらけの番組構
成となっています。
今こそ私たちは消費することが生活の豊かさだと思い違いしていることに気付くべきです。無駄を省けば、電気は充分に足りるはずです。
原子力の怖さを実感している日本こそが、断固として原子力の排除を世界に訴え続けていくべきだと思います。

25232 個人 法人等 ４０代 男性 原発は5年を目処に全廃し、その間にシェールガス・メ
タンハイドレートをエネルギー源として実用化できるよ
う国策を進める。

　事故前までは原発を容認していたが、事故が起きた際の補償には、コストが比較にならないほどかかると今回の事故で判明したため反対派に転向した。
　事故を起こした原発だけを想定外・欠陥品とするのは都合がよすぎる。
　原発に注ぎ込んだ費用の回収にとらわていると、100年の大計を誤る。

25233 個人 家事専
業

３０代 女性 この中でなら、ゼロシナリオを選びます。ゼロシナリオ
以外は廃炉に向かっていないので。

ゼロシナリオにおいて、自然エネルギーと火力の比率などをこのままで受け取るとしても、やはり15シナリオ、20～25シナリオは選択の余地がありません。

ＣＯ2の問題と絡めようとして「『化石』燃料輸入」が強調されていますが、ウランは100％輸入です。核燃料リサイクルは実現していないので、原発を「『準』国産エネルギー」とするのは無理があり
ます。エネルギー国産比率を上げようとすれば、自然エネルギー比率を上げるしかないです。

廃棄物について考えると、
化石燃料からはＣＯ2が排出されますが、それ自体が即危険というものではないし、植物による再固定もできます。
(そういう意味では化石燃料より生木燃料のほうがサスティナブルと言えるか)
一方、ウラン燃料を使用する原発からの廃棄物は危険で、保管する以外の方法がなく、既に保管場所が足りないのが現状です。

原子力発電は、平常運用されていても、運用従事者が被爆します。
また日本からは見えないところで、ウランの採掘、精錬に係わる人たちが被爆します。

あと、15シナリオ、20～25シナリオにおいて、原子力の安全確保のための費用が示されていないのはおかしいです。
どちらも原子力発電を積極的に維持していくのだから、発電所や廃棄物を受け入れる自治体への交付金や、事故時の補償のための保険費用など、原子力利用でなければかからない莫大な費
用があるはずですが。。。

3.11事故後の世界ということで言うと、事故が起きたときの、とりかえしのつかなさ加減を経験した今では、安全性の議論そのものが無意味になってしまいました。
今後、事故の収束、廃炉にするために高い技術が必要とされるでしょう。日本はその経験を生かして、(今後世界の何処かであるかもしれない)事故への対応や、原発解体分野で世界をリードし
て行けたらすばらしいと思います。

25234 個人 自営業 ５０代 男性 原発0で未来に明るい生活 今回の事故で　身体的精神的不調者多数　未来に不安を抱え気にしないで食べるか
気にしてこだわり生活に息苦しさを覚えていきるか　行くも地獄戻るも地獄　後は
がけからバンジーシャンプするしかないね、羽があれば助かるかもでもなければお陀仏
こんな苦しい日本はいやです。安心して生活出来る本来の日本を取り戻したい

25235 個人 自営業 ４０代 女性 エネルギー政策は「原発比率ゼロ」を支持します。で
きるだけ早くエネルギーシフトを進めるための施策を
求めます。その上で最終処分場問題を解決できるよう
論議を進めるべきと思います。

原子力発電および使用済み核燃料の再処理を永続的に行っていく事は、もはや社会的にも経済的にもメリットがなくなったと考えます。
福島第一のシビアアクシデント以降、安全対策や原子力をめぐる利権が毎日のように取り沙汰されていますが、それ以前に、最終処分場問題が解決しないまま原子力を続けていく事に目をつ
ぶっていられない時期にきていると思っています。
もしも国策として「原発維持継続」にベクトルを向けるのであれば、まずは大規模な最終処分場を作ることが先決ではないかと思います。その議論なしに原発比率だけを考えても意味がないの
ではないでしょうか。

25236 個人 自営業 ３０代 男性 「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」を主張
《即原発ゼロへ。弱者の保護を優先》

大飯原発、志賀原発、敦賀原発。ほぼすべての原発直下に活断層。日本の多くの地震学者の共通見解は「巨大地震のサイクルに入った」。2年程度の計画停電も受け入れよう。ただし、病人、
被介護者、子供、老人は守らなければならない。

25237 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 ３つ選択肢から選ぶとすれば「ゼロシナリオ」というこ
とになりますが、私としては原発は即時、無条件に廃
止すべきと考えます。

人間の造るものに１００％絶対安全ということはあり得ないし、一度原発で事故が起こった場合のリスクがあまりにも大きすぎるからです。
地震や津波といった災害が起こりやすい日本の地理的条件からみても、原発をこのまま維持することは自殺行為だと思います。目先の経済性に囚われ結局は日本を破滅へ追い込むことになり
かねません。しかも廃炉その他の諸費用を考えれば原発は決して安いものではないといわれています。事故のリスク、その影響の巨大性を考え合わせると、原発は決して経済合理性に適った
ものではないと思います。
仮に幸運にも原発事故が起こらなかったとしても、使用済み核燃料をどのように処理しようというのでしょうか。無害になるまで１０数万年もかかるという厄介なシロモノを、今の私たちの生活の
便宜のために垂れ流し、後世に負の遺産を残すことは許されないと思います。
原発がなくても電力は足りているということは実証されています。未曽有の３・１１災害を好機ととらえ、脱原発の観点から日本のエネルギー政策を大きく転換すべきです。発送電を分離すること
で電力会社の独占を排除して競争原理を導入し、地域地域での小電力の参入を促すことが必要だと思います。脱原発に舵を切ることによって新たな産業も起こってくるはずです。

25238 個人 その他 ６０代 男性 原発によるエネルギーは０％にするべきです。将来の
エネルギー問題を検討する視点に、国民のいのちと
健康を守ることを最重点にすべきだと考えます。併せ
て、温室効果ガス削減政策も強化していくべきです。

　福島第一原発事故で、原発の安全神話は完全に崩壊しました。チェルノブイリ、スリーマイルの事故は人的ミスが原因といわれていますが、今回の事故は完全に自然災害が原因です。しか
も、その真相は究明されていません。津波が原因とされてはいますが、地震そのものが原因ではとの疑念も払しょくされていません。また、一度事故が発生すれば、現在の人類は放射線被害を
コントロールできないことも明らかになりました。そのような状況で、地震大国日本において、国民のいのちと健康を守るという視点に立てば、原発によるエネルギーは０％の選択しかありませ
ん。
　ウランの核分裂自体はCO2を出しませんが、ウラン濃縮や使用済み燃料処理過程で多量のCO2を出します。さらに、作られた熱出力のうち電気として使用できるのは１／３であり、残りの２／
３は海に放出され海水温を上げ、結果的に海水中の炭酸ガスが多量に放出されています。また、原発は発熱量がコントロールできないため、常にフル稼働状態です。これに対応するため、夜間
電力を活用した「２４時間社会」や「オール電化」などエネルギー多消費構造が推進されてきています。これらのことも総体的に考え、原発によるエネルギー０％と地球温暖化対策を両立させる
政策を立案するべきだと考えます。

25239 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 人類が原子力技術を応用し始めてまだ僅か半世紀。
如何なるテクノロジーも、その黎明期に事故が起こる
のは想定内のこと。一時的な感情論に流されず冷静
に長期的視野に立って事故の経験を今後に活かすこ
とが最も重要

原子力技術は今後1000年、3000年、5000年以降も続く、まだ始まってたった50年余の、未熟なテクノロジー。事故が起きたから全廃、という短絡的なスタンスでは今使える折角の施設も無駄に
なり、今後の技術発展も阻害される。原子力も火力・水力・風力・太陽光・地熱などと同様、自然エネルギーの一つ。事故の経験を活かし、より強固で安全なシステムを構築すれば良い。

自動車というテクノロジーも、始まって僅か100年程度でまだ未熟。そのため日本だけでも年間数万人以上を殺傷している。多くの犠牲を払いながら、それでもなお日々叡智を集め、より安全に
しようとしている。勿論安全にはコストが掛かる。出し惜しみすればリスクが高まるのは、どんな技術も同じ。

社会には素人の無知に付け込み反政府を煽り蔓延らせるようなデマ・流言飛語・トンデモ説が数多く流れている。反原発デモは緩やかな集団ヒステリーなので、彼らの精神状態を安定させる為
にも、出来る限り多くの確かな情報を政府が常に発信することが大切。対話を拒むことなく、メディアを活用し、徹頭徹尾、真摯・丁寧にご対応くださるようお願いします。

25240 個人 その他 ４０代 女性 原発依存率、即0％！
原発は即停止、そして廃炉を！
火力ではなく、地球環境に優しい自然エネルギ－（風
力・水力・バイオマス）の導入を！エネルギ－も地産
地消を！

理由(1)
日本が地震大国であり、近年中にも南海・東南海地震をはじめ超大地震が予想されていること。活断層いたるところに走っていること、など、立地条件として危険すぎる。

理由(2)
福島原発事故が証明したように、「絶対的な」安全はこの世に存在せず、ひとたび事故が起きれば、放射能汚染などリスクは甚大であること。人命、すべての生命の命に対するリスク、農業・酪
農・漁業など、経済基盤に対するリスクなど・・・。また、被害の範囲は原発立地や原発立国に留まらず、地球規模である。

理由(3)
政府案である火力も、Ｃｏ２など地球環境を考えると原発に代わるベストな
エネルギ－とは思えません。水力・風力・バイオマスなどを地産地消で行うのが望ましいと思えます。現在のように、ごく一部の大手電力会社が独占し大量生産・大量消費するのではなく、土地
完結型にすることで、配線のムダも防げるし、余分なエネルギ－も不要になると思える。

その他　現在大飯原発の２基以外はすべて止まっています。しかも２基を稼働させることで火力発電を８基止めています。原子力に頼らなくても、なんとかなることの証明です。せっかくほとんど
の原子力が止まっているのだから、大飯の２基もただちに止めて、そのまま廃炉事業に移行していけば、効率的かと思います。

25241 個人 無職 ７０代 女性 大飯原発はもとよりその他の原発も再稼働はもっての
ほかです。
絶対、反対です。
国内のすべての原発は即廃止です！！

大津波も恐ろしいですが、人間生きていればあらゆる知恵を生かし、土地も生活も再生できます。原発事故は福島が証明しているように、すべてを奪います。二度と“福島”を作ってははなりま
せん！！

25242 個人 自営業 ５０代 男性 原発依存度を、0%に、すべきと考えます。 地震の多い日本では、原発は安全面から判断して、不適切である事が先の震災で、証明されました。故郷を奪われた福島の方々の、心中察するにこれ以上の、被害は、国を揚げてなくすべき
です。

25243 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発は即刻廃炉（ゼロシナリオ）。
自然エネルギーへ転換する。
放射性廃棄物の規制と管理。

原発を即刻廃炉したとしても、核廃棄物の保管管理には、相当のエネルギーを使うことになる。エネルギーを使うということは、二酸化炭素を排出することになる。従って、温室効果ガス排出削
減目標はゼロにするべきではない。
自然エネルギーの促進を国策として進めることを強く求めます。

25244 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 3)エネルギー安全保障のため当面は核分裂炉を使い
続けるべきだが、安全対策は見なおしアメリカNRCを
参考にした体制を作るとともに、現在の原発は受動的
安全炉への置き換えを進め、長期的には核融合に投
資すべき

選択肢3を支持する。

日本はエネルギー資源が少ないため、輸入元との交渉材料を得る意味でも、輸入元での何らかのトラブル等の不測の事態に備える意味でも、選択肢を多く持つことが必要であり、選択肢3が望
ましい。

しかし、先の震災によって防げるはずだった事故を防げなかった事は痛恨の極みであり、強い反省・改革が必要である。具体的には、
* 古い設計の炉の危険性の軽視
* 規制機関の体制不備
が問題に思う。

前者は、現在もっぱら稼働開始からの年月が重視されているが、福島第二や東通原発では事故に至らなかった一方で、福島第一では全機事故へと至ってしまった点を鑑みるに、圧力容器の容
量が小さい等の原子炉の設計の古さが明暗を分けたように感じる。よって、古い設計の炉から順次新しい設計のより安全な炉、具体的には受動的安全炉への置き換えを進めるべきである。

規制機関は、各原発に常駐官を設ける等、アメリカ合衆国原子力規制委員会を参考にした体制を整備するべきである。さしあたって官僚を留学させると良いのではないか。

長期的には本命のエネルギー源は核融合だと思われるので、核融合への投資を行うべきである。



25245 個人 自営業 ３０代 女性 2030年時点で原発０％のシナリオを支持します。長期
的に見れば、経済的にも環境的にも、脱原発に向
かった方が国全体の利益にもかなっています。そのた
めには、国民的な議論が不可欠です。

国として原発依存のシステムを改め、日本は原発０％に今すぐにでも向かうべきだと考えます。

福島原発の事故により、原発というもの自体が地震や津波などの自然災害に脆弱なこと、一旦事故が起こってしまうと被害が広範囲・長期間に及ぶこと、保安院など監視・管理制度の閉塞性や
機能不全などが明らかになりました。
国民に対して正直な説明もされず、安全性の検証や設備の改善などもなされないまま、電力会社利益の維持のためだけに再稼働を急ぐ政府の姿勢に違和感を覚えます。国民の意見を取り入
れるという姿勢も、形だけで終わるのではなくもっと徹底することができると思います。
エネルギー・環境に関する選択肢として、0％、15％、25％の３つが挙げられていますが、今後老朽化で廃炉にする原発も存在するため、実質的に原発を減らしていくプランは0％のもののみで
す。この選択肢の立て方も、単なる現状維持を意味する真ん中のシナリオに誘導しようという意図が働いているもののように思われます。３つの選択肢を挙げた根拠をデータと共に示すか、より
詳細な選択肢を用意するか、改善を加えるべきだと考えます。

原発を廃止すれば、雇用機会が失われるという問題が取りざたされますが、廃炉にするだけでも何十年もかかり、溜まった使用済み燃料の管理・処理など、むしろやらなければいけない仕事は
今後も継続的に発生するはずです。
また、再生可能エネルギーの技術開発を進め、新規業者が参入しやすい環境を整え、その分野での雇用を生み出していくことは十分可能です。
高速増殖炉もんじゅも六カ所再処理施設も、トラブルの連続で計画は頓挫しています。原発の運転を続けて、増え続ける使用済み燃料をどうやって管理・処理するのか、どこにも根本的な解決
策がないまま、燃料は増え続けています。
このように、原発で生み出す電気以上に、研究開発費や事故収束費なども含めて圧倒的な費用が今後も発生します。非常に利益率の低いビジネスだとも言えます。

事故が起こらなかったとしても、原発を普通に稼働しているだけで、放射性物質は放出され続けています。今後研究が進めば、そのような微量な放射能が健康に悪影響を及ぼしていることが明
らかになる可能性も十分あります。
また、原発は二酸化炭素を排出しないということで温暖化防止に貢献していると言われますが、温排水を大量に海に放出することで、周辺の海水温度を直接上げています。そちらの方がよほど
温暖化を促進することになるのではないでしょうか。

今回の福島原発事故は、誰かが面倒なことはやってくれるだろう、不都合なことは見ないようにしていればよい、というような国民全体の無関心で依存的な態度が積み重なって生まれてきたも
ののように思います。
私自身も、エネルギー問題や放射能の危険性、原発労働の仕組みなど、これまでほとんど無知で関心も持ってこなかったことを反省し、事故が起こってようやく必死に情報を集めたり、考え始め
たりしています。
私だけではなく、多くの人が現在そのような状態にあると思います。全国各地で広がりを見せている再稼働反対運動が、その国民的規模での変化の一端を示しています。
国民全体の関心が高まっているうちに、さらに幅広く議論を進め、日本という国としてどのような将来設計を描くべきなのかを皆で考えていくべきときだと思います。そして、日本が世界に対して
新しい環境配慮型社会のモデルを示し、他の国々をリードしていくような存在になることを願います。

25246 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 ただちに原発をゼロにしてください。 他に有効なエネルギー資源があるのに、なぜ人間がいまだ制御もできず、廃棄物の処理もできない原発なのかまったく理解できない。
こうしている間にも、核のゴミ＝放射性物質は増え続けている。地球を生命体のない、原始の姿に戻したいのかと問いたい。

25247 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発は即時廃炉、自然エネルギーの充実を。 一旦暴走を始めるならば、制御不能となる原子力発電。発電に必要な燃料も、使用した後、完全に安全なものになるためには、恐ろしいほどの年月が必要。つまり原子力発電は人類が触れて
はならないものと確信する。
人類史上唯一の被爆国日本が率先して、脱原発のオピニオンリーダーとなるべく、自然エネルギーへの転換に即時足を踏み出すべきと考える。それこそが真の愛国心ではないだろうか。

25248 個人 その他 ５０代 男性 シナリオの中ではゼロシナリオを支持。
原発は再稼働せず、省エネと再生可能エネルギー中
心の社会への転換を直ちに。
90年比の温室効果ガス排出量は2020年-25％、2050
年-80％の目標維持を。

現在の原子力発電は以下の欠陥をもつ。
・労働者の被曝が避けられない。
・廃棄物処理を当世代内で完結できない。
・過酷事故時に放射性物質を制御できず、環境中への放出を排除できない。
・過酷事故時に社会の許容範囲を超える被害が生じる可能性がある。
また、過酷事故発生の危険をゼロとすることはできない。
特に日本は地震国であり、地震の活動期に入ったとも指摘されている。近い将来に、再び「想定外」の地震・津波被害がおきる可能性があることを想定しなければならない。
福島原発事故を体験し続けている今、原子力発電の欠陥を受容する選択はあり得ない。
原子力発電のベネフィットなるものがあったとしても、それをもってこの欠陥を許容することはできないし、比較考量の対象とすべきですらない。
この欠陥はまさに致命的なものである。それが福島に学ぶ意味だ。

また、温室効果ガスの削減も避けてはならない課題である。
90年比で2020年に-25％、2050年に-80％は地球環境を維持するための国際社会と将来世代に対する責任であり、それを放棄することは許されない。

原発ゼロを実現し、温室効果ガスの削減とも両立させるエネルギー利用の技術（省エネ、再生可能エネルギー）とそれを普及する政策に総力を挙げて取り組めば充分に実現できることは、多く
の環境NGOが指摘している。
短期的な利益に目を奪われることなく、新しい社会の転換を決断を今こそすべき時だ。

世界と未来への責任を果たす誇りある選択として、ゼロシナリオと即時原発廃止、温室効果ガス削減目標堅持を求める。

25249 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」を強く要望
します。

このパブコメ募集の前提が「2030年までは原発が維持される」というもの。前提自体が国民を騙すトリックだ。再び事故が起これば、日本は再起不能になる。政府は自然エネルギー比率を増や
すスケジュールを国民にしっかり示すべき。

25250 個人 家事専
業

７０代 女性 私の意見としては原発を即刻止めてもらいたい。でも
事情があるでしょうからなるべく速く。政府で出した案
はゆるすぎる。国民も緊迫感がない。我が家ではマキ
ストーブや太陽光発電、冷房は2階のみです。

1番の心配は使用済み核燃料の処理はどうするんですか。まだ何も決定打は有りませんね。鰻の寝床の様な日本の国土では地下にも埋める所が無いでしょう。英仏に預けてあるプルトニウム
の預かリ賃も多額と書いてありました新聞に。各原発に預けている使用済み核燃料も貯まる一方で心配ですね。

25251 個人 無職 ６０代 女性 原発はすべて廃炉にし、再生可能エネルギーへの転
換を国として推進する

1、原発は、一旦事故が起ると大変なことになることが3.11でわかりました。福島の被災者はまだ16万人もの方が、家に戻れない状況です。被災者第1の考え方をするべきです。
２、使用済み核燃料の処理、保管ができない状況で、原発をうごかすべきではありません。
３、ドイツなどに学び、再生可能エネルギーへの転換を行うべきです。
今必要なことは、政府の「脱原発」の決断です。

25252 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原発ゼロシナリオ　（即時） 最も大切なのは命と安全。地震活動期の地震大国で、原発を稼働させることは、安全ではない。
経済的にも事故の収拾には多大な負担があり、原発社会はすでに破たんしている。
短期的にガス火力で発電し、日本の技術力により、次第に自然エネルギーの割合を増やすべきだ。
そのための経済負担は、原発の危険性と不経済性に比べれば、大したことではない。
銀行と経済界は不要な脅しをつつしむべきである。

25253 個人 自営業 ３０代 男性 原発の廃炉、利用の即時停止。フリーエネルギーの
開発

民意を全く反映しない現政権、及び経済的利益のみを追求する経団連や企業家による原発の維持、拡大につよく反対します。原発の即時廃炉、発送電分離が絶対に必要です。
理由：これから起こってくる世界規模の放射能汚染を今以上にひろげる意味がなく、経済的利益を追求することが地球環境の破壊に直結しているからです。未来の子供の健康を守ることが今
最も大事なことであり、経済的成長よりも大事なことは命をつなぐことであると考えています。一部の人々に富が集中する現在のシステムを撤廃し、利益優先の国家のあり方自体を見直す必要
があります。国民が何も分かっていなかった時代は終わりました。メディアをあやつり、教育で国民を長期間にわたって洗脳し、富や利権を独占し、影で好きなようにやるあなたがたのやり方は
今や多くの人にバレています。

いつまでも好きなようにできると思うなよ。
25254 個人 会社員・

公務員
６０代 男性 エネルギの自給率を高め、エネルギ安全保障をより

確保できる構成とし、２０～２５シナリオを選択。又日
本では不安定な自然エネルギに、過度に依存する案
には反対。

三つのシナリオでは２０～２５シナリオを選択。エネルギ自給率を高め、エネルギ安全保障を高め、海外のエネルギ資源奴隷にならない事が最大の判断要件。原子力発電への依存度は選択肢
よりも、もっと高める位でもよい。歴史上エネルギ資源の争奪は国家の存亡を掛けて行われてきた。これは形はいろいろあるが、今でも変わらづに続いている。もっと熾烈というべき。それなの
に、３つのシナリオ比較では、電気代、省エネ投資、GDPへの影響比較が示されているが一見大差ない、大同小異であるように見せている。大差ないのであれば、いかような選択もよしとする
が、資源の確保、国内産業への影響、国内物価への影響、海外競争力への影響、技術立国への影響そして総合的な国民生活への影響等がまったく見えない。（度々国内産業空洞化、雇用の
喪失という発言が聞こえてくる）こんな状況で国民は理解しての選択なんかできない。もっと丁寧に具体的に長所、短所をあぶりだして国民に示し意見を聞くべき。現行政権は選挙のときに、国
民の耳障りのよいことばかり言って、結果勉強不足での空手形、海外からも失笑ばかりである。こんなことはもう許されない。
国家が体をなすには、食料とエネルギの確保,そして自国の国土・領土の安全確保が大前提。それをベースとして、政治・経済・産業が成り立ち、国民の生命財産が保証され安定した国家の姿
になる。東日本大震災と福島事故。死亡者等被災者の多くは地震・津波のためであり、まさに国土設計の不備であった。この種自然被害再発防止は国民の生命財産の被害を最小化するよう
に、原子力単独ではなく港湾設計、市街地設計、ライフライン設計等々全体として戦略的に実施し、其の中で原子力への要求事項も明確化すべき。
其の中で要求事項に対応できない原子力はやめるというのが筋。
まさにバランスの取れた国家のあり方を検討されたい。

25255 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 2030年の原発依存度はゼロにすべきである。今後20
年近くをかけるならば十分に達成可能な数字である。
再生可能エネルギーへ集中的に投資を行い、技術革
新を促せば、経済成長への寄与も期待できる。

福島原発の事故により原子力発電の抱える潜在的なリスクが明らかになった。事故から一年以上が過ぎても大勢の人々が帰宅できず、放射能の影響を心配しながら暮らしている。電力会社は
過去の原発の運転により多大な利益を得てきたにもかかわらず、事故の補償に消極的であり、国民の信頼を失っている。このような組織に原子力発電所を今後も運転していく資格はない。でき
るならばすべての原発を即座に廃炉にすべきである。さすがに即時廃炉は現在のエネルギー需給を考えると無理があるかもしれない。しかし今後20年近くをかけて2030年を目標とするならば、
十分に達成可能である。2030年の原発依存度はゼロにすべきである。代替手段として再生可能エネルギーを普及させるため、集中的に投資を行って技術革新を促せば、新たな成長産業が生
まれることにもなる。

25256 個人 無職 ６０代 男性 2030年といわずもっと早い時期に原発をゼロにすべき
です。1年と5カ月がたつのに爆発した時のままの状態
を見てこの先どうなるのか不安だらけです。福島県の
人々が避難した後の町を見ると情けないです。

人々が住めない町がいかに情けないことか悲しいことか映像を見るたびに思います。総理は一段落したように言っていますがどこを見てそんなことが言えるのでしょうか。何一つ解決はしていま
せん。被害を受けた時によく想定外と言いますが軽々しくこんな言葉が出ること自体、安全の言葉は信用できません。
ですから即刻原発は廃止に向かうべきです。それから太陽光発電を進めていますがなぜ発電コストが数倍もするのに勧めるのですか。火力発電でシェールガスなど増やしていくべきです。原油
を使うなら安い原油を探していくべきです。co2の削減を言っていますがアメリカが中国参加しないのにかたくなに削減にこだわるべきでないと思います。重要度に応じて柔軟に対応すべきです。

25257 個人 無職 ７０代 男性 原発は即刻全部廃止廃炉にすべき。原発の保有を％
比較により３つの選択肢で意見を求める前に、安全性
と人間の文化のありようから論ずるべき。原発ゼロ社
会のあり方をどのようにするかを最優先して論ずべ
き。

１．原発事故は原爆事故と何等変わらない。今後数十年に亘って後遺症が残るであろう。その対策は未定であり、不可能である。
２．放射能廃棄物の最終処理方法はない。問題の先送りと後の世代に問題を残すことは許されない。
３．地震国日本ではいつ何時地震津波が襲ってくるか予想は不可能。一旦事故が起これば日本はおろか、世界に取り返しのつかない災害を齎す。
４．原発のコストは、被害対策、賠償、廃炉費用など予想されるすべての経費を加算して計算すべきである。そうすれば原発費用は高い。現在の政府、電力会社の積算はまやかしである。
５．福島原発事故の原因する究明されていない。安全宣言は何を根拠としたか。
６．政府、電力会社、原発村は全く信頼できない。
７．３．１１以前の社会の在り方から脱却すべし。
８．反原発により日本の責任を世界に示すべし。
９．自民党政権時代の原子力政策の反省がない。国会議員個々の原発問題についての具体的個別的意見を公表すべきである。
１０．原子力規制庁人事は独立した第三者委員会から推薦を受けるべきである。
１１．プルサーマル計画は将来の原爆保有を目指したののと推測される。プトニウムの保有は即刻中止すべき。

１２．現民主党政権はマニュへストを反故にした。全く政策に信頼が寄せられない。

以上

25258 個人 自営業 ３０代 男性 2030年の原発依存率についてはもちろん０％でお願
いします。
また即時再稼働停止と廃炉を希望します。

福島で起った原発事故を経て良く再稼働なんて言えたなと感心しています。
今後どれだけ被害が拡大するかどうかも分からない未曾有の事故から何を学んだのか？
今日本にある原発が同じ事にならない、なんて言い切れることはないはずです。
そしてもし事故を起こした時、我々は何もできない、ただそれだけが分かっている事です。
電気は他の技術でも作れます。

原発立地の特需費用で即刻全ての原子炉を廃炉にし、
新しい再生エネルギーにシフトチェンジして行く事が今の日本に必要だと思います。

これ以上日本人であることの誇りを奪わないでほしい。

25259 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 大飯原発も停止し、すべての原発の再稼働をせず、こ
のまま直ちに原発比率をゼロにすべきと考えます。

福島の方達に今もこれほどの犠牲を強いていながら、再稼働してしまうとは、信じられません。
・再稼働が無くても電力は足りること
・万が一足りなくてもそれは真夏の数日のほん数時間だけのことであり、回避策はいろいろ有り得ること
・問題の本質は、再稼働無しでは原発施設の資産価値がゼロになり、電力会社が数年で債務超過に陥るためそれを避けようとしていること
など、多くの国民が知っています。電力会社を潰せないなら、原子力施設を国が買い取るなど、いろいろ方策は有るはずです。
原発の事故は世界に影響が及ぶことが分かっている訳ですから、日本だけでなく、世界にも脱原発を求めなければならないのに、日本が真っ先に止めなければお願いすることも出来ません。
直ちに原発を停止していただきますよう、心からお願い申し上げます。

25260 個人 無職 ５０代 男性 原子力をもっと活用すべし 石油に代表される化石燃料の枯渇は、すぐ目前に迫っています。メタンハイドレートを使うという案もあるようですが、化石燃料を燃やせば必ずＣＯ２が発生しますので、火力発電を維持継続す
る事は物理的に不可能です。もっとも、ＣＯ２を集めて（カーボン繊維等の）資源化するテクノロジーが開発されれば、話は別ですが。
水力発電にいたっては、外国、特に中国による水の買占めには危機感を覚えます。水資源が無くなれば、水力発電は、事実上ＯＵＴです。「揚水式を」というかもしれませんが、地形を考えれ
ば、設置できる場所は少ない。
地熱発電は、火山大国の日本としては、大いに進めるべきである。だが、所詮”火山の蓋”でしかないのだから、噴火してしまえば水泡に帰してしまう可能性を否定できない。
波力、風力は、論外。波任せ、風任せでは、安定するはずが無いから。
では、太陽光発電は…。地上でちまちまやっている限り、曇ったり、雨や雪が降ったら、その能力はがたんと落ちるのだから、気休めでしかない。やるなら、宇宙太陽光発電を考えるしかない。太
陽嵐に対応できる自信があるなら…。
と、言うことで、やはり原子力発電を外す事は不可能であると結論付ける。それどころか”主役”の座を維持継続させる以外に、エネルギーの安定確保は考えられない。幸い、技術は少しずつで
はあるが、進歩し続けているから、新たな技術による安全対策を講じれば、従来のものとは格段に進歩した原子炉が出来上がる。従って。原子力発電の割合は１００％でもかまわない。
余談だが…、オスプレイを受け入れるの入れないのと騒いでいるのだから、ついでに、現在建造中の原子力航空母艦、ＣＶＮ－７８でも見学してきたらどうだろう。



25262 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原子力への依存を減らしてベストミックスを目指し、メ
タンハイドレートなどの日本領海にある自前のエネル
ギー開発に力を入れるべき。特に廃棄物処理の問題
が解決されない限り、原子力発電を推進するべきでは
ない。

今回の３つのシナリオを見て、おかしいと感じることがある。エネルギー源をどこから取り入れるかが明確ではないからだ。再生可能エネルギーについては分かるが、LNGや石炭などはどこから
購入するのか。そして、地球温暖化対策のために、CO2を減らすにはどうするべきかが明確では無いと思う。これまで通り輸入資源に頼るというのか。また、原子力廃棄物をどのように処理する
かが明確にならない限り、これ以上原子力発電を推進するべきではない。それよりも日本の領海に多く存在する自前の資源開発に力を入れるべきである。特に日本海や太平洋に存在するメタ
ンハイドレートを有効利用できれば、エネルギーだけでなく不況にあえぐ日本の経済を救う大きな一手になるはずである。今回の三つのシナリオは自前の資源開発という視点を曖昧にするアリ
バイ工作ではないのか。これまでの既得権益にとらわれず、将来の子々孫々に希望を与えるためにも、大胆な発想でエネルギー問題に取り組むべきである。

25263 個人 無職 ６０代 男性 原発ゼロシナリオ　を選びます。 原発ゼロシナリオ　を選びます。
他の事件、事故とは比較ににならない　原発事故の怖さ、生活破壊、環境破壊、後世への罪作り　を知りました。今まで無関心であったことをを恥じています。
多数の国民が反省し、節電にも協力する気持ちになっています。すぐには無理だとしても　最終的には　原発ゼロ　を目標とするのが　今回の現実を目にした　今を生きる我々世代の責任だと
思います。

25264 個人 無職 ７０代 男性 原発事故の悲惨さを考えると100％安全ということは
考えられない事から2030年には原発ゼロを目標に取
り組むべきと考える。

日本国の様な地震災害の大きな国に於いて原子力発電所はやはり避けるべきと考える、活断層が原発の地下にあれば当然のことながらたとえ活断層が原発の下に通っていなくとも福島の事
故のように津波災害が考えられる、さらに比較的平和なこの日本国に於いてはあまり多くの人が考えないかもしれないが、テロに対する防御が決して十分ではないこの日本国に於いて、原発
が狙われた場合を想像すると、原子爆弾が投下されたと同様に恐ろしさを感じる、やはり100％安全が考えられない原発は2030年にはゼロにすべきと考える。代替エネルギーは太陽光エネル
ギーを積極的に推進すべきと考える、今現在はソーラーセルは高価なものであるが、10年で1/2~1/3の価格になることは十分に推測される、その他のエネルギー源も日本の技術力で開発が可
能であると考えます。

25265 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発再稼働、絶対反対。 今後の日本の子供たちの身体に、福島事故での放射能汚染の影響がどのように出るのか、誰にもわからないというのが現状です。
原発推進派の方々からは、原発を止めると、日本の経済に大きなマイナス影響が出るという意見があります。経済だけの理由なら、再生可能エネルギーや自然エネルギー産業を活性化し、事
業として幅広く人材も活用できるようにすべきで、その方が経済も活性化するのではないかと考えます。その間、電気が足りなくなると言うなら、省エネ、節電をもっと幅広く進めて行けばいいこと
で、一部の役人、産業界の既得権益を守るための原発再稼働は絶対反対です。

25266 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 ゼロシナリオを支持します 原子力の良い面の恩恵に預かってきた私達ですが、原子力の悪い面にも直面してきたのが日本人です。
世界中を見て、これほど原子力の悪い面を見てきた国は他にないでしょう。
安全に使えるのであれば良いのですが、使用済み核燃料の廃棄方法も未確立な状態で、将来の技術革新に甘い期待を抱いて、原発を稼働し続けることには賛成できません。

しばらく火力に頼らざるを得ないと思いますが、そうであっても未来にとってはすばらしい環境を残すことができます。
火力に頼らざるを得なくなったとき、電力料金は上がるでしょう。その分、新エネルギーの開発は加速するでしょうし、新エネルギーの発電技術を他国に売ることもできると思います。

火力に頼らざるを得なくなった時、お金がない、ギリギリ生活している企業や家庭は困ると思いますが、その分は政府が肩代わりしてはどうかと思います。そういった名目なら税金で賄うことに厭
いません。
新エネルギーやレアアースなどを他国に売って、赤字財政を回復させましょう。

25267 個人 その他 ４０代 男性 原子力発電はなくして、再生可能な自然エネルギー
の依存度の比率をたかめていくこと。

原子力発電は事故が起きた時、制御が困難であることやその被害は広範囲におよび、健康被害や汚染地域に人が住めないなど長期間にわたり人を苦しめるため。核燃料は限られた地下資源
でもあり、安定的な供給も期待できないし、使用済み核燃料の安全で安定的な処分方法もまだ決まっていない。地震の多い日本に原子力発電所をつくりつづけることは、格納容器が地震で破
壊されたとき、この国土を失いかねない。単なる電気供給だけでなぜ日々こんなに脅かされて生活しなければならないのかとても疑問である。節電は技術力でかなりすすんできたと思うし、再生
可能な自然エネルギーをさらに発展させていく力は充分あると思う。また現段階でも、ごみ焼却場の熱エネルギーを利用して発電し、地域の電力供給にすることもやる気になれば充分に可能だ
と思う。まだまだ身の回りには電力として使えるものは多く、ムダをなくすことはここにも求められると思う。原発は常時も非常時も被ばくする。そのようなもともと危険なものは不要である。子供た
ちに明るい未来のバトンを渡すことが大人の責任であり、そのためには危険な原発をなくしていくことが最優先である。強く政府にその決断と行動を求める。

25268 個人 学生 １０代以
下

女性 原発ゼロシナリオ（即時） 私は福島原発事故のため、関東から関西に転校しました。
まだ福島や関東には放射能を毎日浴び続けている子ども達がいるのに、
政府は助けようとしていません。
原発事故を小さく見せるためです。
それほどにうそをつかなくてはならない発電に未来はないし、
現在も支えることはできません。
すぐに原発をやめれば、一時的には資金が必要であっても、必ず良い日本になります。

25269 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発ゼロの国に住みたい！ 子供の健康と、将来に不安を感じる。
将来、子供たちに私たちが使った、核の廃棄物を押し付けたくないから。

25270 個人 学生 １０代以
下

男性 原発増やすべき 皆さんは、福島第一原発事故の本当の原因をご存知でしょうか。
本当の原因は、１．設計時の津波想定の低さ。２．非常用電源が海の近くにあったことです。
このダブルパンチであの事故を起きてしまったのであって、あの事故を教訓に新たな原発を増設する際は福島の反省を生かせばあのような事故は起きないと思います。
第一、原発ゼロなんて実質ムリ！どの発電方法にもデメリットはある。原発のデメリットを知った上で原発を導入したのだから、あの事故を次の原発増設に生かせば原発はより安全なものにな
る。原発は増やすべきであって、４０％でいいと思います。
核のゴミはどこかの市町村が手を上げないと核のゴミ問題は解決しない。第一、地下３００ｍよりも地下に埋めるのだから地層処分が無難である。

25271 個人 学生 １０代以
下

男性 原発は安全なんかじゃない。再稼働するなんて東北
の人々に失礼極まりないと、私は感じます。本当にや
めてください。

どんなに高学歴で地位が高いと言われたとしても、同じ「日本」という場所で苦しんで、家族や友人を亡くされた方出た、震災に追い打ちをかけた放射能問題。年月が経ったからといって国民は
忘れてない！五輪が行われてるからって忘れてるわけじゃない！そのような状況に漬け込む行為こそ愚かだと考える。もっと有能な人材が現れないと、その場凌ぎで事は済むが将来への罪は
大きくなるのなんて、今や誰でも「想定内」 報道されなくなったからと、また安全神話なんて作ろうと、利己的な考えでしかない。何の為の国民代表ですか？アクションを感じとってもらいたいで
す。

25272 個人 法人等 ３０代 女性 ゼロシナリオを支持。 ゼロシナリオの場合、経済への影響が多きいことは理解したが、再生可能エネルギーの開発をすることで、今後日本がエネルギー大国として世界に売り出せる可能性がある。原子力エネル
ギーにかけていたコストを再生可能エネルギー開発に投じることは将来的に見ても意味がある投資であると思う。
また、直近的には地震活動が活発になっていると考えられるこの時期に原発を稼働させるのは無謀だと思う。これ以上汚染が進めば、人体への影響のみならず、経済にも多大な損失を与える
と考える。

25273 個人 その他 ５０代 男性 原発のゼロ・シナリオを支持します。 原発は無くても暮らして行ける。
さっさと全ての原発を廃炉にして欲しい。
原発はその存在だけでも北朝鮮から格好の標的になり得る。
一刻も早く廃炉にすべき。

25274 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発０へ 原発事故災害で、広島、長崎を経験した被爆国日本が世界に放射能の恐怖と汚染を広げてしまいました。日本政府や電力会社、原発を推進してきた原発利益共同体の責任は極めて重大で
す。同時に、この痛恨の事実を日本国民として真摯に受け止めなければなりません。今こそ私たち自身が、原発０の声を上げなければなりません。

25275 個人 無職 ６０代 男性 原発依存度を2030年までにzeroにする。
日本は地震国でありどこで大地震が有ってもおかしく
ない状況であり、原子力発電の危険性は高いことが
明確で、原子力発電の安全性は担保することは不可
能。

原子力発電は地震に絶対的に強いとは絶対言えない。
使用済み燃料の処理問題もあり、安全であるとは到底思えない。
そして、この負の遺産を未来の子供達に残すことは日本の将来の癌になる。
また、原子力発電所の近辺、直下に活断層が有ったりして大地震の可能性は否定できないし、東南海大地震も必ず近年発生することは見えている状況で、人類が危機時に制御不可能な原発
を減らすことは日を見るよりあきらかである。
今後は再生エネルギーのシェアー拡大が急務である。
私の再生エネルギー確保の方策としての提案は,まず官公所の建物にソーラー発電を義務付ける。公立の小中学校にもソーラー発電を義務付け、家庭でのソーラー発電の補助金も増やすよう
な政策を実施し、地熱発電や省力水力発電の開発等を実施すれば2030年に原子力発電がzeroでもエネルギーが不足することはないと思う。
勿論、節電も国民の義務として重要だ。
以上、私のエネルギー政策への提案である。
　

25276 個人 自営業 ６０代 男性 原発ゼロシナリオ　（即時） 地震の活動期にある日本列島で原発を続けることこそ、
「集団自殺」である。
保険の引き受け会社もない原発は、産業として危険すぎ、破たんしている。
すぐに全廃し、安心安全こそ社会・経済の基本である事実をもとに、
即刻ガス火力発電・コジェネ・節電技術を推進し、その後腰をすえて自然エネルギーに
とりくむべきである。
短期的には発電費用はかさむが、その投資こを日本を再生させる
ために必要なのだ。

25277 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 極めてくだらない上限論、国民が豊かになる手段は制
限すべきではない。
原子力利用もそのひとつ。過去４０年問題なく運用さ
れてきた。
今後も主要エネルギー源として活用すべき。

一度の失敗ですごすごしっぽを巻いて逃げ出すのなら、政治なんかやらない方が良い。石油やガスが有限である以上、再処理を含めた核利用は必要不可欠。
現に中国や米国、アジアなどは事故による影響も評価の上で主要エネルギー源として利用していくことが決まっている。

政府の事故報告書もいい加減であり、実際には原子炉設計時に全電源喪失時については過剰な対策は取らなくていい、とする国の基準による災害。電力会社は国の指示通り設備を作り、何
度も途中検査を受け、竣工検査も受ける。
運転時は１３ヶ月に一度安全検査を受けることになっている。これで責任はすべて電力会社です、とするのはおかしいし、国の責任逃れでしかない。

日本は左翼メディアがイデオロギー的に騒いでおり、国民が不安にかられているが、次世代のためにも現実には全く役に立たない再エネなんかに資金を投与するなら、最新型の安全性の高い
原子炉開発にそれを使って欲しい。

日本はほぼ１００％のエネルギーを輸入に頼っている。一度発電すれば三年は発電し続ける原子力は、絶対に無視できない。

国際的な調査で１００ミリシーベルト未満ならば健康に全く悪影響がないことが判明している。こうした指標による新しい安全基準も必要。

政治は実現可能性のないものや、ただの夢を追い続けるものではない。電力・環境問題は現実への対応であり、夜間や雨天への対応力が全くない太陽光発電に巨額の資金を投じるのは税金
の無駄遣いでしかない。

25261 「3つすべての筋書きは私たちの子孫に対して長期間の核や気候災害の脅威を運命づけるものです。2030年に完全非核化するオプションでさえ、私たちの原子炉再稼働の中止要請を無視し、
気候変動に対して高いコストを払うことになります。他の2つの選択肢であっても今後数十年に渡って原子力に依存し続けるものです。

以上挙げた理由により、あなたがたに原子力の使用を停止させて不必要に気候変動を引き起こさない賢明で大胆な「4番目の筋書き」を示して欲しいのです。

具体的な「4番目」の筋書き↓

・直ちに原子炉再稼働をやめさせる
・積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際 公約を尊守させる
・再生可能エネルギーの生産を加速させる
・発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
・石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真剣に耳を傾け、私たちが誇りを持って後押しすることができる新しいエネルギー計画を提案することを望んでいます。

もしこの4番目の筋書きが受け入れてもらえないのならば、わたしは(せめて)2030年には原子力をいっさい使用しない日本になっていることを望みます。

本当のことを言えば、2030年まで原子力を使うことを許すなどということはしたくありません!!その間に、どれだけ多くの核のゴミが出るのですか。どうやってそれらを処理するのですか。その間
に、原発事故が起きたらどうするのですか。

どうやって、生命を守るのですか。

2030年まで、あと18年もあるのですよ。その間、犠牲になる多くの生命を、見過ごせと言うのですか。何かを達成するには、それくらいの犠牲が出るのはしょうがないというのですか。

野田首相一人で、すべての責任をとることなど、絶対に絶対に、絶対にできません。そんなこと、不可能なことなのです。

どうかもう、金に溺れるのも、嘘で汚れるのも、終わりにしてください。わたしたち国民は、政府にそのようなことを望んでいるのではありません。

あなたたちの賢い頭を、日本が平和で安全な道へと進むことができるように使ってください。

お願いです。約束してください。

もっと、誠実に生きることができるはずです。
もっと、真実に生きることができるはずです。

私たちには声を上げる権利があり、あなたたちにはその声を聞く義務があります。日本は、民主主義の国です。

もう、ごまかすことなく、真正面から私たち国民と正々堂々向き合ってください。

私たちは、あなたたちから言われるままにただ従うロボットではなく、あなたたちは、私たちを操る人々ではなく、私たちは、共に日本社会を、世界を作ってゆくパートナーです。

「よりよい日本を作ろう！」

そう言って作られた今の日本は、本当によりよいものであると思いますか。

今度こそ、本当に、本当によりよい日本の社会を作るべきです。作っていかなくてはなりません。私はそのために、もう原子力にはいっさい頼らないことを、要求します。

どうかこの声を、聞き入れてください。

「あなた方が示した3つの筋書きでなく、原子力の使用
を即停止させて不必要に気候変動を引き起こさない
賢明で大胆な「4番目の筋書き」を示して欲しいので
す。」

女性１０代以
下

学生個人



25278 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発依存度０％を願います。 もう、あんな悲劇は、これ以上、起きないように。
小さなこの素晴らしい国。

これだけの技術を誇る私達日本人の
その良心に訴えたいです。

すぐには難しいかもしれません。
これまで十分原発にはお世話になりました。

これからは
もう、あの悲劇を繰り返さないで済むように。

新しいエネルギーに以降していけますように。

その努力をしていけますように。
　
原発０の未来を願います。

25280 個人 家事専
業

４０代 女性 「０％」。「即刻０％」を希望します。原発はトイレなきマ
ンション。ゴミの処分法もないものを造るべきではな
い。ウラン採掘から廃棄に至るまで、誰かを犠牲にし
人を分断させる原子力など要らない。

私は母親として、子どもを育てる上で大事にしてきたことがあります。
子どもたちを自然の中で思い切り自由に遊ばせることです。
コンクリートではなく土の上で、木登り、泥遊び、落ち葉遊び、たき火…自然体験をたっぷりした子どもは、きっと自然を愛することができるだろうと思っていました。
でも原発事故後、私が子どもたちに言った言葉は「家から出たらダメ」「外出する時はマスクをしなさい」「森は危ないかもしれないから近寄るな」。
私が大事に思っていたことの全てのことがひっくり返ってしまいました。

子どもたちと一緒に農業がやりたいと思って始めた田んぼ。
田植えの日に風向き予測を見ると、この地域にも放射能が届く可能性があったので、子どもに田植えをさせることができませんでした。

3.11以降、何度も悔し涙を飲みました。

国内自給率を高めたいから「なるべく国産のものを」、次世代まで安全な農地を残したいから農薬や化学肥料を使っていないオーガニックのものを、と食材選びをしてきたのに、今は「国産」と表
示があると躊躇するようになりました。

一生懸命に耕し、畝づくりをした畑や田んぼも、一旦汚染されたらパーになります。
私は、地域コミュニティの中で地域の人たちと協力し合う暮らしがしたくて、長年かけて信頼関係を築いてきました。
でも、もし浜岡原発が事故を起こして、愛知も「避難するしない」の選択を迫られるようなことになったら、そのコミュニティも壊れてしまうかもしれません。

私は、福島からこちらに避難してきた方との交流会を何度も企画していて、そこでお話を聴かせていただくと、信頼し合ってた友達との関係が崩れ、実の親子ですら情報に開きがあるために争い
が絶えず、離婚も多く、水面下では希望を失い自殺する方が増えているそうです。
これはメディアでは伝えられていません。

母の立場でいうならば「一旦事故を起こせば生活が一遍し、子どもの笑顔を奪ってしまう原発」は、即刻やめたいのです。
今すぐにやめても、安全になるまでには莫大な年数かかります。
だから、「今後は安全な原発を」ではなく、「日本は原発に頼らない」と決め、「輸出もしない」と決め、原発を完全にやめるために今すべきことは何で、どういう解決策があるのか、どういうしくみに
変えていけばそれが実現するのか、智恵を集結し、全力をあげて議論していくべきだと思ってます。

25281 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 「エネルギー・環境に関する選択肢」はゼロを選びま
す。原発は即時停止を！

【原子力がなくても電気は足りている】

エネルギー・経済統計要覧(1994年版～2009年版)の「発電施設の設備容量と最大電力の推移」によると、1965年から現在にかけて、必要とされる最大電力が火力＋水力を超えたことがない。
原子力で生みだされる電力がまったく無意味だったことがわかる。
さらに自家発電分が原発と同程度あることを見ても、原子力は意味をなさないことがわかる。

さらに、世界的にも脱原発の流れが起こり始めていること。日本近海から良質の天然ガスが大量に発見されたこと。
以上を理由に、エネルギー・環境に関する選択肢は「原発ゼロ」「癌発の即時廃炉」を強く求める。

25282 個人 無職 ６０代 男性 0パーセントにして下さい。
全ての原発を即廃炉にして下さい。

幸せに生きている人間や動植物、自然、経済に脅威と破壊を招き子どもの未来に大きな負の遺産・つけを残す原発は直に無くして下さい。
1年以上過ぎた今でも数多くの人が避難生活をしている、また放射能の影響も広く残っている。事故を起こした時の途方もない甚大なコスト考えれば原発は不要です。

25283 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 『ゼロシナリオ』を。今すぐ脱原発を。 事故の原因もはっきりしない中、再稼働はありえない。
いかなる理由があろうとも、「命」（これから生まれてくる命ふくめて）を守るため原発反対。
しかも、電力会社、政治家が説明している理由はまったく理解できない。自分（電力会社、政治家）たちの利権のためとしか思えない。

25284 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発依存度のシナリオとしてゼロシナリオを支持しま
す。

原発を利用し続けることのシナリオの方がゼロシナリオよりも経済への影響が少ないように試算されていますが、はたしてそうなのでしょうか。
一時的には、電気料金の値上がりにより、経済へ少なからず影響がでると思いますが、新しいエネルギーの開発・運営・メンテナンスの雇用効果と経済効果の方が、原発を運営している現在よ
りも、将来的に発展の可能性があるのではないかと思っております。
プレサーマルにしても、再利用して燃料となる割合があまりにも小さく、ほぼ地中廃棄となり、経済効果や・環境に影響するほどの効果があるとは思えませんし、ほぼ施設の開発・運営のための
経済効果にしか見受けられません。
それでしたら、グリーンエネルギーのための施設の方が、開発・運営面のハードルが低いため、民間の参入が容易で、以前より問題視されている、一部の電力会社への依存度の危険性が低く
なるように思えます。
世界的にも脱原発の動きが活発になる中、渦中の日本がいまだに原発に依存し続ける事を検討している事自体が、恥ずかしい事です。

25285 個人 無職 ７０代 男性 原発依存は、０％にすべき。 原発に安全という保障は絶対にない。

25286 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発ゼロシナリオ（即時） もともと無かった原発なので、その状態に戻ると考えたらいいと思います。
そして、議論はそこから始まります。そもそも、コントロールできないもの、想定外のことが起こった時に対処、予測できないものは持つべきではない。原発が無くてもやっていけている国は沢山
あります。日本も、当然できます。
日本の子供達や、子孫達には少しでも綺麗な自然を、明るい未来を味わってもらいたいと思います。それが、爆発して、放射能がまき散らされる可能性が１％でもあるもの、それにより周辺の住
民が住めなくなり、畑が耕せなくなり、魚が食べられなくなる可能性があるものを残しておく必要性が全く感じられません。

原発のない状態に戻る。沢山ある原発の撤去作業などでも雇用があり、そこから太陽光発電なのか、火力なのかまた新しいエネルギーを作るものを建築したり、電力を少ない方法で生活する
ために知恵を働かせて生きていきたいと思います。

25287 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 ゼロシナリオを選択します 　あれだけの事故を起こし、まだ原発が必要だという意見がでてくること事態が私には理解できません。福島第一原発事故で明らかになったことは、核の技術は、人間が制御できなということで
はないでしょうか。核廃棄物の問題でもそうです。だから一刻も早く、原発ゼロをめざす政策に転換すべきと思います。
　電力不足や環境問題での懸念も示されていますが、再生可能エネルギーを強化する方向性を明示することがまず重要ではないか。世界の趨勢はその方向に向かっています。
　８月２日付の東京新聞コラムにGE社最高経営責任者が、英紙フィナンシャル・タイムズに語った内容として以下のような記事が掲載されていました。「原発はコストが高いと指摘。（経済的に）
正当化するのが非常に難しい」「天然ガスが非常に安くなり、いずれの時点で経済原則が効いてくる」と述べて、天然ガスと風力、太陽光の組み合わせに向かっている世界の趨勢を語っている。
ドイツの巨大企業シーメンスは昨年９月、独政府が原子力エネルギーからの脱却を決めたことを受け、原発事業から撤退する方針を明らかにした。原発はもはや時代遅れのエネルギーと見る
視点が広がっている」「事故を起こしてしまった時の想像を絶するコストを考えれば、市場原理から見ても原発に未来はない。リアルな原発のたたみ方を熟議する時期が来ている」

25288 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 国民を子供扱いや過保護にせず公務員、議員と同等
同質同量の情報共有をさせ、選択の結果のリスクや
覚悟を求めた上で、国の命運を進めろ。

理想は原発即廃止だが、現実がある。国民に対して核技術の保有による安全保障の問題や世界に対する責任、当面、原発廃止にしたら、マイナスのリスクは何があるのか、具体的に示した上
でそのことを引き受ける責任を負うのか、求めろ。

25289 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 国民の未来のために、今すぐ原発を廃炉にして下さ
い。

地震が多い日本に原発はもっとも危険な物。今の科学では処理すら出来ない現状。福島の放射能汚染問題は解決できていないし、放射能を除去できていない。
あんな危険で経費がかかるものは税金の無駄使いなので、仕分けしてほしい。
他の国にも多大な被害を与える。発展途上国へ支援してるのに、原発被害を
与えるのは平気というのは世界では通用しないし、恥ずかしい。
本当に他国に恥ずかしい。廃炉を決断できない今の政府も世界的に恥ずかしい。

25290 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 脱原発
(ゼロシナリオ)でお願いします

省エネ・自然エネでこれからやっていってください。

25291 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 政府は、国民の脱原発の声を真摯に受け止め、速や
かに現在の福島原発事故の収束、および脱原発への
筋書きを提示すべきと考えます。

福島原発事故の被害者対策、放射能汚染（食品汚染含む）への対策等が不十分なまま、他の原発の再稼働を認めるなど、現内閣の方針は、明らかに現時点の国民の総意と異なるものであ
り、政府および内閣は、誠実に原発事故の原因究明および事故対応に取り掛かり、真摯に国民の意見に耳を傾けるべきだと思う。国民の意思を無視したような現在の対応は到底受け入れ難
いものである。

25292 個人 自営業 ５０代 男性 原子力発電には「１００％完璧な安全性」が求められ
るが、人間のやる事に１００％完全などは絶対あり得
ない。
よって私は、１）原発ゼロ（脱原発）シナリオ　しかあり
えないと考えます。

チェルノブイリやフクシマで明らかになったように、「原子力発電には「１００％完璧な安全性」が求められるが、人間のやる事に１００％完全などは絶対あり得ない。
原発への反対理由はこれだけで充分であろう。

しかも、日本は世界に冠たる地震大国！　千歩譲って日本中に作られた原発が全て１００％完璧な安全管理の下で稼動していると仮定しても（絶対あり得ない話だが）、もしその近所に活断層
があってそれが少しずれるだけで全ては終わるのである。（地震大国日本に活断層と無縁の地域などはない）

こんなに単純明快で子供でもわかる危険性を、なぜ大の大人が無視できるのか？？？
このあたりが、原子力産業の裾野の広い利権構造とプロパガンダの「成果」なのであろうが、そんな連中の巻き添えで殺されるのはまっぴらである。

しかも廃炉になった原発や核廃棄物は、今後数万年単位で安全に管理していかなくてはならない。そのコストとリスクたるや、天文学的なものでだれも正確にはわからないだろう。（もちろん政府
や原子力産業はこの問題もうまく誤魔化しているわけだが）

この問題の深刻さを本当に理解している政治家や官僚は、今の日本にいったい何人いるのだろうか？
いくらエリートで目先の権力闘争や利権漁りがうまくても、この国家的危機に対応できない人は、ただの政治屋＆税金泥棒に過ぎない（少なくとも天下国家を語る資格は無い！）。

現代文明にとって電気は必要欠くべからざるものであることは間違いない。しかし、問題なのはリスク＆コストとパフォーマンスのバランスである。
発電方法が原子力しかないのなら仕方が無いかもしれないが、他にもっと安全で環境に優しく低コストの再生可能な発電方法はいくらでもある。

再生可能エネへの移行期間の繋ぎとしては、シェールガスの普及でさらに安くなった高効率のＬＮＧガスコンパウンド発電を拡大すればよいだけで、なんら問題はない。

あとは「目先の金儲け最優先」から、日本の未来を真剣に考えた国家戦略への転換を本気で実行するかどうか？　だけの問題である。

原発をやめるリスク（A）と原発を持つリスク（B）とを冷静に判断して欲しい。

（A）原発をやめるリスク
ムード的に「原発からグリーンへ」などと言って欲しくない。
グリーン（再生可能）エネルギーで量とコストで原発に匹敵するもは、現在も2030年にも無いと本HP添付データから読み取れる。
添付表の発電コストを見れば、現在、原発９円/kWh、太陽光３６～３８/kWhだと判断される。　２０３０年に太陽光が１２～１６円/kWhに下がることは希望的観測だと思うし、それでも原発より高コ
ストだ。
他の再生可能エネルギーは更に量的にもコスト的にも及ばない。
再生可能エネルギーで原発に匹敵しうるものが何年後に実現できるというのか？50年後か100年後かに戦略的な高い目標を定め、開発計画を立てるべきフェイズだと思う。
このままでは、産業は衰退し、雇用は失われ、生活が成り立たなくなるリスクは極めて大きい、というより確実だと思う。
政府・与党（特に与党･民主党）が脱原発派の声に押されて国策を決めようとしているようで危惧をおぼえる。　例えば、鳩山元総理が脱原発デモに参加したり、管前総理の要請で反原発デモ代
表と野田首相が面会しようとしている（8月3日読売）など、極めて遺憾だ。
また、太陽光発電買取価格４２円/kWhなんて高すぎる、やめてください。

（B）原発を持つリスク
東電福島第１原発の事故で、１度大事故が起きれば大災害になることは明らかだ。
だが、それは東電の安全対策が稚拙であったためであり。避けられないことではない。
東北電力女川原発が同じ地震・津波に襲われても無事であったことは立派なことで、国もその事実を広く世界に紹介すべきだと思う。　最近IAEAが女川原発が同地震・津波に耐えたことを調査
すると報道されたが結構なことだ。日本国もちゃんと調査し、故・平井弥之助氏等、貞観津波等をふまえ１４．８ｍの津波高さを周囲の（東電のようなコスト派の）反対を説得して対策した事実は、
国民栄誉賞とか勲一等とか最高の栄誉で顕彰すべきだ。
東電福島第１の安全対策は、いかに稚拙であったか、対策可能だったのに、ということを、国として明示して欲しい。
１．津波高さの想定を間違えた（１０ｍに設定）。
　　貞観津波の歴史的記述が簡単であれ、あって、その津波痕が地質調査で分っていて無視したことは犯罪的行為だ。関係者がだれかも含め明示すべきだと思う。
２．福島第１原発の建設用地は元々高さ３５ｍあったのに、２５ｍ削って１０ｍにした（運搬、用水等のコストを下げるため）
　　これも、関係者がだれかも含め明示すべきだと思う。
３．非常電源・ポンプを低地に置いた。
４．バックアップ電源も同一高度に設置した（GE関係者は笑っていた。NHK）。
５．Ventの意義をGEからちゃんと聞いておらず、使い方もよく知らなかった。　そのため、水素爆発を引き起こし、今回の大惨事となった。
６．非常時に制御棒を挿入すれば核分裂は制御され冷温停止するから安全だと私は原発関係者から説明されていた。　東電従業員もそう思っていたのではないのでしょうか？
事実は、その後も水冷却しなければ発熱して水素爆発等大変なことになる。
今後は、使用済み燃料棒を同じ建屋の上階に大量に保管する今のオペレーションは国としてやめさせてください。（福島と違う加圧水型原発では既に地上の別棟に使用用済み燃料棒を置いて
いるそうです。）

地震・津波等に対する安全対策をちゃんとして、現状原発で対策出来ないもの、基準を満たさないものは廃炉し、作り直させてください。

３つのシナリオの中では２０～２５シナリオですが、
現行エネルギー基本計画に近づけた第４シナリオ（発
電量１．２兆ｋWhでコストも現行案と同じ）を策定してく
ださい。

男性６０代無職個人25279



25293 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発は反対です。
ゼロパーセントでしてください。

あなたたちは、できることがあります。
原発に依存せず、生活することはできるはずです。
またその予算を今の財政から捻出することもできるはずです。
あなたたちが無駄遣いしなければ良いだけです。

もし、再稼働した原発に何かあった場合、誰が責任とるのでしょう。
首相はじめ、だれもとらないのでしょう。
そして、隠蔽するのでしょう。

原発ゼロパーセントでエネルギーを考えていきましょう。

25295 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原子力発電所の全面的な早期廃炉 原発が安全ではないことは、３．１１でも明白。
リスク面、維持費の面で考えても、原発による発電は危険であり、無駄である。原発維持の予算を自然エネルギー、再生エネルギーの開発に充てるべき
であり、自然エネルギー、再生エネルギーへの全面転換を早期にはかるべき。

25296 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 絶対 ゼロシナリオです 絶対安全でないことが証明された原発をこのまま使うことは、全く容認できません。
今後、この地球、自然、人間の命を大切にするために、新しい自然エネルギーをもっと推進することが、これからの日本のためだと強く感じます。
自分の子どもたちの未来のためにも

25297 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 ゼロシナリオ 子供たちのために。
未来のために。
お願いします。

25298 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 私の家の30km圏内に原発があり、毎日不安を抱えて
生活しています。5月に長男が生まれ、放射線の被害
を受けているのではないか心配です。原発を0にしてく
ださい。

電力を生むためには、相当なコストがかかることは周知の事実です。安易なコスト削減や費用対効果を求めることによって、日本の何が変るのでしょうか？
人件費削減やコスト削減に躍起になって、肝心な事故（災害）対策を想定外という理由だけで片付けてしまえる国を誇りに思えません。
国は国民に義務を押し付けるだけで、国民の権利を侵害しているというほかありません。
私は、ゼロシナリオを求めます。日本国民としての権利です。

25299 個人 その他 ４０代 女性 ゼロシナリオを支持します。 今後の原発新設や増設の可能性をなしにすることを望みます。
まず、今回の大震災によって、地震国である日本に原発があることはどうやってもリスクが高いと思いました。エネルギーを原発に依存するという方針を立てた昔と比べたら、様々な技術が進歩
し、太陽光・風力などの自然エネルギーの効率もよくなり、ガス発電のエネルギー効率もよくなっていて、CO2排出を考えても尚、他の選択肢があるといえます。にもかかわらず、リスクの高い原
子力発電を続けていくことのメリットを全く感じません。再処理処分場稼働のリスクも高いと考えていますし、最終処分場も未定のまま、ここまで原発を続けてきたことを猛省しなくてはいけないと
思います。
今ある原発全てを廃炉にするリスクと負債も大変なもの（その廃棄物をどうするのだ！）と思いますが、子や孫の世代に負の遺産をまるまるそのまま残したくはありません。できるだけ速やかに
リスクの高い原子炉（老朽化したもの、過去に被災しているもの、地下に活断層の疑いのあるものなど）から廃炉作業を進めて貰いたいと思います。
また、太陽光パネルなど、自然再生可能エネルギー産業を発展させるべく、補助政策などをお願いしたいと思います。

25300 個人 その他 ７０代 男性 私は、2030年までに原発依存度をゼロシナリオとすべ
きと考える。
また、2020年までに現存の50％まで依存度を下げる
べきと考える。

理由
　原発はこれまで日本経済に大きな功績があったことも事実であるが、安全性が確保された技術でないことが明らかになり、また、コスト的にみても今回の福島第二原発事故による補償を考え
ると、他の発電にくらべとて安いとは言えなくなったことは明らかです。今後は、将来を考えて、火力、水力以外の自然エネルギー源を最優先して開発を進めるべきと考える。

25301 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 中・長期的に原子力発電を無くし再生可能エネルギー
の代替えを増加させる。

原子力発電所の危険性は明確でありどんな方策を取っても存在は将来の世代への害にしかならない。

25302 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原発０％！原発の即時廃止 １）放射能は一旦重大事故を起こすと、人間がコントロールできません。今も福島第一原発は、事故後正確な状態を把握できず、収束のめども立っていない。
２）放射性廃棄物の処理方法が確立されておらず、仮置くとしても施設が足りない。
３）福島の事故は人災と認定された以上、何らかの責任問題が発生するはずだが、まだ誰も責任を取　　っていない。
４）放射能は、目に見えず匂いも無いので防御のしようが無い。人体に入れば、遺伝子を壊すため
　　奇形児が生まれてくる可能性が高くなり、不幸の連鎖を起こす。
５）万が一再稼動する場合は、人災であるので、人間が出来る、最悪の事態に対する対策を完全にす　　るべきなのになされていないだけでなく、しようとしているとは思えない。
６）核兵器の開発につながり、テロの標的にもなりうる。
７）福島第一特に４号機に竜巻がきたら、地球の滅亡につながるのに、これ以上の不安材料はなくす　　べき。
８）経済問題をとりあげると、再生可能エネルギーにシフトしながら、雇用を作っていく。放射能を　　拡散する今の政治方針だと、漁業農業はそれこそ成り立たなくなり、そのマイナスは大きすぎ
る。

すべての面で、原発０％を主張します！
25303 個人 その他 ５０代 女性 原子力ゼロで自然エネルギーの開発を進めて頂きた

い
人が制御できない原子力に頼ることは、将来に負の遺産を残すことになります。原発事故で海や山が放射能に汚染されてしまい、これから先に受けるであろう放射能障害を誰が保証できるの
でしょうか。魚介類、農作物への影響を考えても省エネをはかり、自然エネルギーの利用の開発を急ぐべきと考えます。

１．私は、創造企画合同会社・(削除)です。
２．私の意見は、２０３０年に原発ゼロ　を支持します。
　尚、何の具体的代替策を示さずに、教条主義的に、「即原発廃棄」を主張する「原発ゼロ」や、無責任極まる「原発存続の主張には嫌悪感を感じる。
３．理由の１は、
　原発は、昨年の東電・福島第１原発の大事故で、その危険性が明らかになっただけでなく、一般国民が納得出来る、使用済み核燃料等の核汚染廃棄物の実効可能な処理策を、国・電力会社
等、原発関与社は、何ら提示出来ていない。この様な現状で、原発の稼働継続・維持は有り得ない。
４．理由の２は、
　再生可能エネルギー利用発電だけでも、原発の代替発電は可能と考える。
但し、国、マスコミ、識者と言われる人々、等、こぞって、再生可能エネ利用に関し、耐用光発電、風力発電を枕詞にして語るのには違和感を感じる。
太陽光発電は、誰でも利用・活用出来、夏場の昼のピーク対応発電としては非常に有用ですが、年間発電稼働効率が、約１２％程度の太陽光発電を、無理矢理、再生可能エネ利用発電の主
体に位置付けるのは間違っている。遊休地利用のメガソーラーは論外で、土地を他の有効利用を真剣に考えるべきだ。
　日本は、国土の約７割が山間地で、比較的、降雨量も多い。また、火山列島でもある。日本では、再生可能エネ利用で、２４時間発電可能な、水力発電（ダム式でない）と地熱発電を、、ベース
対応発電として、もっと、重要視すべきだ。
５．私は、約１０年前から再生可能エネルギー利用に取り組んでいて、マイクロ水力発電、潮流発電、等の再生可能エネ利用の装置・技術で、現時点、特許登録２１件取得していて、農業用水路
や河川渓流の流水利用型「マイクロ水力発電装置」を主体とした装置・技術の実用化に取り組んでいるが、国や自治体等の助成は殆ど無く、徒手空拳で、共感者の環を広げて取り組んでいる。
この秋から、当方の「マイクロ水力発電装置」が、熊本県内で具体的な取組が開始される。
　国や自治体等の的確な助成が有れば、直ぐにでも、装置・技術の普及・拡大は可能なのだ。
　当方の「マイクロ水力発電装置」は、適切な設置場所を選択すれば、普及段階を待つまでもなく、直ぐにでも採算ベースに乗る。
　また、中小企業でも対応可能な装置・技術なので、新たな日本経済の活性化策となり得る。経団連・会長等の、再生可能エネ利用を推進すれば日本経済は失速・衰退すると脅しの言葉を多く
発しているが、全く根拠薄弱である。失速・衰退するのは、従来のパラダイムで活動している大企業等だけだ。
６．再生可能エネ利用発電の、その具体的ポテンシャルの例示としては、水力発電に関しては、現状でも、電源開発を含む、電力会社の、大規模ダム利用発電能力は、約４５００万ｋＷあり、原
発の発電能力規模の、約５０００万ｋＷと余り遜色ない。
揚水発電の約１３００万ｋＷを差し引いても、一般水力発電は、約３２００万ｋＷ。これで、発電電力量シェアが、９％というのは何処かおかしい。電力会社の総括原価方式で、発電コストの安い水
力発電では利益が出ないので、原発・火力発電のバッファーとしているからだと思う。
それはともかくとして、ミニ・マイクロ水力発電の普及・促進をさせれば、先ほどの、３２００万ｋＷ以上も不可能ではないと考える。
地熱発電、バイオマス発電等で、２０００万ｋＷを確保すれば、原発の代替発電は可能だ。
７．再生可能エネ利用発電は、発電コストが高くなると、受け売りでこぞって口にするが、太陽光発電・４２円／ｋＷｈを主体に考えるからであり、先月からの電力固定価格買い取りでも、
２００ｋＷ未満そ小水力発電・３５．７円／ｋＷｈをベースに考えれば、消費者負担は直ぐに１５％削減出来る。
８．原発擁護論者に注文しますが、
　最初に述べた、東電・福島第１原発の大事故に対する見解と、原発の安全対策・危険要因回避策と、使用済み核燃料を含む核汚染廃棄物の実行可能な処理策を、セットで、一般国民が納得
出来る形で提示してから、原発擁護論を主張して貰いたい。それでなければ、無責任な、強弁に過ぎない。何の説得力も無い。
－以上－

２０３０年に原発ゼロを支持する。原発ゼロを目指す
には、日本では、再生可能エネ利用で、２４時間発電
可能な、水力発電（特に、ミニ・マイクロ水力発電）と地
熱発電を、ベース対応発電としてもっと重要視すべき
だ。

男性６０代会社員・
公務員

個人25294



25305 個人 自営業 ６０代 男性 １．原発をすべて廃炉にすべきである。
２．政府は脱原発を前提としたエネルギー政策を早急
に立案し、公表すること。．

１．原発のリスクは甚大であり、リスクを１００％回避することはできない。
２．原発がないことを前提としたエネルギー政策が、国民に示されないかぎり、脱原発のために国民がどれぐらいの負担を覚悟しなければいけないのかが見えない。

25306 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 「(1)ゼロシナリオ」の政策を求めます。安全に絶対は
なく、原発は万一の場合その被害は甚大でかつ長期
に及びます。我々の生活と核は相容れないものであ
り、自然エネルギー主体へ早期に転換をすべきです。

　「(1)ゼロシナリオ」の政策を求めます。地震・台風など自然災害の多い日本では、安全に絶対はありません。原発は万一の場合その被害は甚大でかつ長期に及ぶことを、この度の事故はまざ
まざと見せつけました。万が一でもあってはならないのは原発事故であり、我々の生活と核は相容れないものです。キケンな核はいりません。
　また、原発稼働で生じる核のゴミは大問題です。既に大量の核のゴミが存在し、具体の処理方法も決まっていません。長期の地下埋設保管は不安が絶えず、未来にそんな土産は残すのは愚
かなことです。
　２０３０年では遅い。自然エネルギー主体へ一刻も早く転換をすべきです。

25307 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発ゼロを希望します
原発はいりません
代替エネルギーに転換する努力を

ただ、安全な未来のために

25308 個人 自営業 ３０代 女性 原発依存率ゼロ％を希望します。国策として推進する
のはやめてください。

国益を損なうからです。

先日、米電機・金融大手ゼネラル・エレクトリック（ＧＥ）のジェフ・イメルト最高経営責任者（ＣＥＯ）が、30日付の英紙フィナンシャル・タイムズのインタビューで、原子力発電が他のエネルギーと比
較して相対的にコスト高になっていると指摘し「（経済的に）正当化するのが非常に難しい」と語ったように、原発は世界的にみても時代遅れのエネルギーだと思われます。

25309 個人 その他 ３０代 女性 原発ゼロ希望。「2030年に原発0」ではなく、「即時、原
発0」を主張致します。

再び事故が起これば、日本は再起不能になるでしょう。政府は自然エネルギー比率を増やすスケジュールを国民にしっかり示していただきたい。放射能の危険から開放されれば、国民の活力
を生み出し日本の飛躍的な成長に?がると私は思います。命が一番、健康が一番。即刻この異常事態に対する不安の闇から国民を救い出していただきたい。即時、原発廃炉をお願いしたい。

25310 個人 その他 ３０代 男性 原発ゼロシナリオ（即時）を希望。
廃棄物の処理方法が決まらず、処理が出来ないゴミ
が増え続けて居るのにも関わらず、原発を稼働させ続
けるなんて余りにもナンセンス。
即刻全ての原発を停止に。これは必然。

良い加減に眼を覚ませ！

25311 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 ただちに全原発を廃止するべき。 　事故のリスクをゼロにできない以上、いったん事故を起こせば、無限大の被害を引き起こすような技術を使うべきではないから。

25312 個人 その他 ５０代 女性 2030年原発比率0％を希望します。 原発は差別の構造を内包するエネルギーシステムです。誰かの犠牲の上に作り出されたエネルギーを消費したくありません。電力会社も、既得権益を守るため、正確な電力供給量を明らかに
せず、「停電」という脅し文句により、原発再稼働を進めています。火力燃料の購入額も、独占企業であるため、より安く購入するという努力を怠ったままです。送電分離、個人にエネルギー選択
の権利を。原発即時停止を希望します。

25313 法人・
団体等

法人等 ５０代 女性 原発ゼロは日本将来のため必須！！ ごく一般的な人間であれば誰もが、原発ゼロを求めると思う。０歳からすべての人間のため、日本の将来のため原発ゼロにしましょう！犠牲になった方の心の叫びを感じましょう！

25314 個人 その他 ３０代 男性 ゼロシナリオを支持します。再エネ・省エネを強力に推
し進めるべきと考えます。

ゼロシナリオを支持します。
その理由は、再エネ・省エネを強力に推し進め、原発というリスクを日本から除去することが、311の痛切な体験から日本が行うべき、今後の道と思うからです。
原発は仮に事故となった場合、あまりにも被害が甚大に過ぎ、かつ核のゴミは処理方法の目途がたちません。
いかに苦しくとも、官民あげて、再エネと省エネを進めれば、必ず中長期的な完全脱原発は実行可能と思います。
また、この方策を確実にし、国家としての脱原発の意思を明確にするために、現在、菅直人前首相らが提案している脱原発基本法の国会での立法化を望みます。

25315 個人 無職 ７０代 男性 ゼロシナリオを支持します。 今まで原発は安全で事故は怒らないという説明を信じて一定規模の原子力発電を支持していたが、実際は事故は起こり国民を果てしない恐怖に陥れた。
このため今は事故は起こる、起こったら取り返しがつかないという考えにかわった。更に事故後、使用済み核燃料の処理方法が確立されていないことや、廃炉には莫大な費用がかかる事も明ら
かになった。
これらの事からゼロシナリオ以外日本が平和に暮らすすべはないと確信しました。

25317 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 すべての原発を直ちに廃炉(＝ゼロシナリオ)とするこ
とを求める

関西電力の例を見るまでもなく、国内の総電力消費量は原発なしでも十分に賄うことができると考えられる。
また発電にかかる費用も、国策としての補助金がなければ、他の発電コストに比べて相当高額になることが鮮明である上、その廃炉にかかる費用や、もし仮に事故が発生した場合にその処理・
回復にかかる費用は計算すら不可能なものである。
私は、多くの労働者や住民に多大な被害を与えてまで電力を保証しなければならない理由はないと考える。また、市民の生存権すら脅かしている原発の稼働は、憲法違反の行為であり、国は
直ちに全原発の建設中止と既存の原子炉の廃炉を直ちに決断すべきであると考える。

25318 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 2030年に原発0　ではなく、「即刻、原発0」 このパブコメ募集の前提が「2030年までは原発が維持される」というもの。前提自体が国民を騙すトリックだ。
再び事故が起これば、日本は再起不能になる。
日本を潰したければ勝手にどうぞ。
日本国民を死滅させたければ好きにすればいいではないですか。
人類は核を制御出来ません。
危険な物と知りながら、この後に及んで、利権や保身の為に推進するなんて、
政府は国民に死ねと言いたいのでしょうか。

政府は自然エネルギー比率を増やすスケジュールを真剣に考えるべきです。
それこそ死ぬ気で頑張ってもらいたいものです。

25319 個人 家事専
業

２０代 女性 原発依存０％を希望します。方針転換をするなら、早
いほうがいい。原発に頼らない生活を実現するため
に、今、政府が先頭に立ってその道を模索するべきだ
と思います。

原発依存０％を希望します。使用済み燃料の廃棄の問題も解決が見えない中、あれだけの大事故を起こし、これからもずっと原発に頼るのは無理があります。

方針転換をするなら、早いほうがいい。原発に頼らない生活を実現するために、今、政府が先頭に立ってその道を模索するべきだと思います。

日本のような地震大国には原発は不向きです。

福島の悲劇を二度と起こしてはなりません。

どうか、今の日本政府が、脱原発という大英断を下し、原発事故の心配のない明るい未来に導いてくれますよう、お願い申し上げます。

25320 個人 その他 ５０代 女性 ゼロシナリオを選択します。(1)生命（いのち）(2)普通
の生活を営むための働く場(3)新しい価値観　の３点を
最優先課題とし、私も国民の一人として、家庭から職
場から地域からできる限りの知恵と勇気を出します。

本来であれば、各シナリオ選択に必要な想定条件（ライフスタイル・課税・各種政策等）が示されるべきですが、今回はあまりに拙速なパブコメでした。
周囲の友人たちの声は、「ゼロが理想だが、無理だろう」が半数です。無理な理由を問うと、「節電をすると猛暑で高齢者が熱中症になる。病院の患者の命も危ない。経済発展ができなくなる」な
とど、マスコミの事件報道が判断の情報基準となっていることが多々あります。
彼らを責めることはできません。なぜなら、今回のシナリオ選択には、とにかく情報が少なすぎ、「どれを選択すると、どんな状況になるのか」の説明が決定的に欠けているからです。
何事にも中庸を選ぶことが無難と考える一般の傾向そのものですし、そうした方々は、今回のパブコメに対しても「自分一人が何を言っても変わらないよ、いつものように」と言い放ち、残念で
す。
しかし、現在開催中のオリンピック、銅メダルや銀メダルを目標に苦しい練習に励む選手がどれだけいるでしょうか。
金メダルを目標にかかげ、全力で自分の限界に挑む。そのために何を捨て何を選ぶかの取捨選択に苦しむ選手たちだからこそ、私たちは精いっぱいの応援をし、共に涙を流し、感動することが
できるのでしょう。
ゼロシナリオを選択し、そのために何を捨て何を選ぶのか、さらに国民に問いましょう。
ゼロシナリオを選択した場合の、大胆なライフスタイルの転換に、当初は国民から不満も上がるでしょうが、その先の安定した国家をしっかり示してください。
私は、自身と家族のライフスタイルを転換することに尽力します。
政府には、経済的価値観のシフトと雇用の創出を特にお願いします。電力を食う自動販売機はもういりません。しかし、それを自販機を製造・販売する場で働いている人たちの働きの場が他に
必要です。
すべき目標を最初に置き、そのために何を英断する必要があるかの知恵をだし、実行する。
原発は、排出先のないトイレです。もう、便利で快適さという幻想を追うのは止めたいと思います。食べ物を残し、捨て、不要なものを買い続ける、足腰を弱める電気に頼る生活、贅沢な生活も
不要です。しあわせの価値観を変えていきたいと思います。

25304

＜ゼロシナリオ（大飯原発をとめて早急にゼロにする）＞

どんな地震にも耐えれる１００％安全な原発はありえない、
ということが福島原発の事故で証明されたことです。
それまで「日本の原発は、１００％安全」と政府、経産省、電力会社に
よって宣伝されていましたが、４つの炉が機能停止、爆発しました。

これから数十年、１００年にわたり、多様な健康被害が発生すること
が懸念されます。
そして、立入禁止が解かれず、故郷を失う人もいます。
原発周辺では、農業や漁業が成り立たなくなりました。

それを考えれば、原発は早急にゼロにするしかありません。
経済成長に短期的にマイナスであっても、
電気代が上がろうとも、
原発には、もう一度事故がどこかで起これば日本が終わってしまうほどの
大きすぎるリスクがあるからです。
たかが電気のために、この豊かな自然を、健康に生きる権利を、永久に
犠牲にするとは、全く愚かなことです。

自分は3.11まで茨城県に住んでいましたが、子供が生まれた直後であったため、
幼い子どもの内部被ばくを避けるため、西へ引越しせざるえませんでした。

私は仕事も辞めて家族で移りましたが、茨城県の多くの友人が仕事や
家庭の事情があり、食べ物やホコリからの内部被ばくを心配しながら
そのまま暮らしています。

官邸前の反原発デモ、公聴会での国民の声を見れば、民意は明らかです。
国民の声を受け止め、日本の将来を左右する決断に活かすことを心から望みます。

どうか、子孫に誇れる英断をしてください。
この選択がターニングポイントだったんだよと、言えるように。
もう事故は一度起きてしまいました。
しかし、これが未来の選択の最後の最後のチャンスです。

＜ゼロシナリオ（大飯原発をとめて早急にゼロにする）
＞
原発は早急にゼロにするしかありません。
原発には、もう一度事故がどこかで起これば日本が
終わってしまうほどの
大きすぎるリスクがあるからです。

男性３０代会社員・
公務員

個人25316

◆意見及びその理由
　今回提示された３つのシナリオは、いずれも国民生活と雇用に密接に関係する化学産業にとって、国際競争力の喪失、産業の存立，地球温暖化対策への貢献の観点から大きな問題を持つ。
また、シナリオの確実性が明示されておらず、リスク対策も不明であり、見直すべき点が多いが、限定された３つの選択肢から選ぶとすれば、エネルギーに多様性がある２０－２５シナリオを選
ぶ。
　
１．生産、雇用への影響について
化学産業の電力消費量は、2010年実績で約310億kWhである。再生可能エネルギーの導入拡大による電力コストの上昇は、２０－２５シナリオにおいても5.5円/kWhのコストアップとなり、年間
1,700億円のコスト増となる。
日本の化学産業は、これまでの省エネ努力の積み重ねで、世界最高水準のエネルギー効率を達成している。すでに他の先進国と比較しても、省エネ投資額は極めて高い水準に到達しており、
過度な省エネ目標の設定は、産業の存立を危うくする状況に至っている。
国際競争に曝されている日本の化学産業に、電力コストの負担増に加えて、過度の省エネ投資を強いることは、化学産業のコスト競争力を失わせ、成長に向けた投資をできなくさせるので、わ
が国の国際競争力と成長性を毀損することとなる。現状においても、化学産業の海外生産比率は、2000年の12％から、2010年の17％へと増加しており、今回のシナリオは、海外生産シフトを更
に加速させるものと考えられる。すなわち、製造拠点の国内立地がますます困難となるため、国内雇用が大きく減少し、地域経済を直撃することとなる。加えて、医療用化学品、水道水殺菌用
の次亜塩素酸ソーダといった社会のライフラインに欠かせない製品の供給にさえ支障をきたすことも懸念される。
新たな技術、産業、雇用を生み出すためには、わが国の政策的資源を集中的に投下し、コスト優位な、安定でかつ先進的なエネルギー基盤を構築していくことが必要である。

２．地球温暖化問題解決への貢献について
化学産業は、
  ・LEDや有機ELによる照明の高効率化
　・断熱材、遮熱材等の省エネ住宅
　・エコカーの軽量化
　・リチウムイオン電池
　・太陽光発電や風力発電などの再生可能エネルギー
等の分野へ先端材料を供給することにより、世界のグリーン・イノベーションをリードし、地球温暖化対策、環境課題克服等により世界の持続的発展に貢献する産業である。
過大なコスト負担は、化学産業の地球温暖化問題に対する貢献を阻害するものであり、省エネルギーや再生可能エネルギーの導入拡大にも影響を及ぼすことになる。

３．省エネルギー、再生可能エネルギー導入の実現可能性について
2030年の最終エネルギー消費は、原油換算で3.0億kL ～ 3.1億kLと、2010年の3.9億kLと比較して約2割の削減となっている。この省エネルギーを達成するため、化学産業は、2020年までは既
存の最先端技術の適用拡大によるエネルギー消費削減に努めるが、2020年以降は、革新的省エネ技術の開発導入が必要となる。この革新的省エネ技術の開発導入には不確実な要素が多
く、実現の可能性については、技術開発・経済性・社会的適応性から厳密に判断しなければならない。国家全体のエネルギーシナリオとしては、家庭、業務、運輸も含めて、各部門での実現の
裏付けを取り、確度・可能性を考慮した実現可能な省エネルギー目標を再検証すべきである。
再生可能エネルギーの比率を、例えば、現状10％から30％とするためには、太陽光パネルを強度的に設置可能な一戸建1,110万戸の9割にあたる1,000万戸に導入する必要がる。また、風力発
電においても、国内最大級のウインドファームを、現状の30カ所から、さらに420カ所建設する必要がある。再生可能エネルギーにおいても、省エネルギーと同様に、その技術的・経済的・社会
的実現可能性には大いに疑問があり、理想・願望的な可能性の提示にとどまっている。
従って、今回提示された３つのシナリオのいずれにおいても、電力供給に不具合を生じた場合に備えて、代替電源としての火力や原子力を準備しておく必要がある。火力や原子力発電所の建
設には10年、20年の長い年月と高い技術力を要するため、リスク対策として、効率的で安全性の高い火力や原子力発電に十分な技術と能力を確保しておくことが必要である。

　選択肢の中では２０－２５シナリオを選ぶが、いずれ
のシナリオにおいても電力コストの大幅上昇により、
化学産業の成長性と国際競争力を毀損する。ライフラ
インの維持に不可欠な化学品供給にも支障をきた
す。

法人等法人等法人等法人・
団体等



25321 個人 自営業 ５０代 男性 いますぐ原発ゼロに。志ある公務員は声をあげよ！ 『エネルギー・環境に関する選択肢』は「おわりに」で「東電福島原発事故は……安価で安全、環境にも優しいとされてきた原子力という選択の妥当性を根本から問い直すきっかけとなっている」
と言うが、問い直しは全く不充分である。国会事故調報告書が公表されたのちも、野田政権は国民の声（音？）を真正面から受け止めず、安直で非科学的な「安全」に依然よりかかり、原発再稼
働・核燃料サイクル政策を進めようとしている。政府は一方で重要な安全対策を先送りしながらも、事あるごとに「安心・安全」を恥ずかしげもなく繰り返す。それが国民の生命を守ることではな
く、自らの（政界・官界・財界・学会の一部がしがみついている不当既得権の）「安心・安全」であることに、いまや国民の多くは気づいている。今日も、経産省資源エネルギー庁原子力政策課長
の「原発維持メモ」（2012年8月3日報道）が明るみに出たが、国民の生活を立脚点として行動する公務員はいないのか！　志のある公務員の活躍を期待したい。

25322 個人 その他 ４０代 女性 選択の前に、もっと情報を下さい。
安全・安心なエネルギーを優先したいが、これはなか
なか難しい。
...では、どう難しいのか分かりません。

・『快適な生活』とは？
・停止している原発（事故処理の間も含む）が使う『化石燃料』の量は？
→ウランも化石燃料なのでは？（海水からの回収を進めるのか）
海底資源の話はどうなったのか？
・原発が『爆発』（火災も）しても、CO2は対象にならない？
・原発（六ヶ所核燃料サイクルを含む）から放出される炭素14は
CO2に含まれるのでは？（気象にも影響する）
・原発の温排水を温室効果ガスに換算すると？
・原発をゼロにしても、医療被ばくは続ける？（日本は世界一、廃棄物も出る）
→ICRP2007年勧告に批准出来ない問題は？
・快適な生活の為『50％発がん率環境』による闘病環境を
継続することによる経済性の評価は？（１回300万の重粒子治療？）
・被ばく医療で死なない為の防護剤を原発事故にも適用させられる？
・原発事故が起こった場合、公衆が独自に判断出来る様、
防護剤，キレート剤、線量計等々を、使い方とセットで全ての国民に無償配布出来る？（安い安定ヨウ素剤は備蓄？高額のプルシアンブルーは？DTPAは？）
・石油が枯渇するとして、その際、原発の補助電源は何処から？部品の製造は？
・人口が減るのに発電量は維持する？
...等々、選択するための材料が足りず判断出来ません。

25323 個人 家事専
業

４０代 女性 原発ゼロシナリオを支持します。 領土の狭い地震大国に、原発は１基たりとも絶対に要りません。

この先どんなに科学が発達したとしても、大自然に人間はどうあっても太刀打ちは出来ないのです。
操ることも絶対に不可能です。
　
核の最終処分場もない現状で、無害化になるまで何万年もかかる「ゴミ」をどんどん蓄積していってどうするつもりですか？

福島第一原発の事故も検討違いの終息宣言出されてますが、放射能はいまだ出続け、作業員の方々も命を懸けて従事されて、故郷を追われた福島住民達も自分の家に帰れていませんよね。
完璧に放射能を封じ込めて廃炉にし、何の心配もない状態で、住民達が一人残らず福島へ帰れた時こそが終息と言えるのではないですか？

唯一の被爆国が原発をもつことは世界から見てもおかしいことです。

これからの日本を担う子々孫々の人達に恥ずかしくないような、安全・安心な日本、放射能の脅威から本当に守っていきたいのです。

どうか冷静な、人の心を持った判断を切に切にお願い致します。

25324 個人 無職 ６０代 男性 原発依存比率を0パーセントにする。直ちに原発を止
めること。今、各電力会社の抱えている原発の廃棄を
進める事と燃料棒の永年安全保管に向けての政策の
実施と実現。

左記意見の理由は下記。
原発の最大の問題点は使用済み燃料棒の永年安全保管の場所、方法など決まっていないこと。放射能を出すゴミの引受け手のない状況で、これ以上、このゴミを発生し続ける事はできない。
再処理中に出る廃棄物にも放射性物質が含まれ同じゴミ問題が付きまとう。再処理などすべきでない。
原発の安全性とは原発設備、施設、人を含めて100パーセント完全を要求される。想定外と言う事が発生しても、事故を起こしてはならない。現実は想定外事故を起こしている。この悲惨さは福
島をみれば分かるように、津波の自然災害とは別物である。

25325 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 まず地球温暖化対策を餌に、事実を捻じ曲げたパブ
リックコメントで、原発を残すという世論を作り出そうと
する姑息なやり方に抗議します。ゼロシナリオを選択
します。

ゼロシナリオでは、2020年の温室効果ガス排出数値目標は0％とされ、原発ゼロを選択することすなわち地球温暖化対策の放棄だ、としています。しかしこれは15シナリオに誘導する、極めて姑
息なやり方だといわざるを得ません。そもそも15シナリオも、25シナリオも原発を造り続けることが前提となっており、原発はクリーンなエネルギーどころか、原発による発電量の増加とともに
CO2の排出量は増えていること、原料となるウランの濃縮や、使用済み核燃料の冷却、運搬の過程で大量のCO2を排出すること。一方で再生可能エネルギーへの転換の過渡期で化石燃料に
頼ったとしても、CO2排出量の少ない天然ガスへのシフトで、温室効果ガス排出量を減らすことができることを多くの専門家が指摘しており、15シナリオ、25シナリオこそ地球温暖化対策の放棄
に他なりません。原発をゼロにし、100％再生可能エネルギーへの転換と省エネ政策の強化に舵を切ることを望みます。

25326 個人 自営業 ７０代 男性 ・原発依存に関する私の意見 ！. 原発は全部即時廃炉にすべき。エネルギーの原発依存度は今すぐ０にすべき。
　　　　・未来のエネルギーは自然エネルギー・持続可能エネルギーで。
　　　　・使用済み核燃料の処分は未解決。

２. 原発規制委員会の人事は中立的で公正な人選であるべき。
　
３.今後のエネルギー政策に今回の提言やパブコメをきちんと反映すべき。

25327 個人 無職 ７０代 男性 原発はいらない

原発はいらない

それより命は大事ですから

25328 個人 自営業 ４０代 男性 原子力発電所は、要らない。
安全に管理できない放射性物質も、要らない。

昭和２０年８月６日
広島に原爆が投下され、多くの日本人が犠牲となった大惨事を
忘れることが無ければ、原子力によって発電する施設を国内で
保有しようなどとは思わなかったはず。

また、去年の３月１１日に事故が起きたにもかかわらず、
原子力という制御できない物質をこれからも使い続けようとする
感覚が間違っているとしか思えない。

生命がお金で買えるのか。

美しい自然を破壊して、お金で元に戻るのか。

戻す事ができないのに、破壊したり汚染したりすることを
もうここで、やめましょう。

25329 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 「即刻、原発0」　2030年に原発0ではなく！

政府は本腰を入れて再生可能エネルギー開発に尽力
すべき

３つのシナリオ？？？？
どれも2030年まで使い続ける？？？
あと18年も？
どこからそんな話になるのでしょうか？

即時原発は　ゼロに

政治家、原子力安全委員、電気会社など　すべての関係者は家族親戚など
大事な人をつれ原発敷地内に移り住んでください

そうすれば安全という問題に真剣に向き合うことが出来るのではないですか？

25330 個人 自営業 ６０代 女性 原発依存に関する私の意見 1. 原発は全部即時廃炉にすべき。エネルギーの原発依存度は今すぐ０にすべき。
　　　　・未来のエネルギーは自然エネルギー・持続可能エネルギーで。
　　　　・使用済み核燃料の処分は未解決。

２. 原発規制委員会の人事は中立的で公正な人選であるべき。
　
３.今後のエネルギー政策に今回の提言やパブコメをきちんと反映すべき。

25331 個人 家事専
業

５０代 女性 ゼロシナリオを選びますが、原発は即時廃炉にして欲
しいです。

ゼロシナリオを選びますが、原発は危険すぎるので即時廃炉にして欲しいです。
原発は放射能によって、そこで働く人たちの健康を害し、周辺を汚染し続ける危険な発電方法だと思います。事故が起きればまた福島の悲劇を繰り返すことになるのです。そのような大き過ぎ
るリスクを背負った発電所はいらない！
それなのに電力会社が原発をやめないのは、原発を動かさないと儲からない仕組みになっているからだと思うのですが、だったらその仕組みをまず変えて欲しいです。原発を持っていると損を
する仕組みに変えて欲しいとおもいます。思い切って、原発はすべて国が買い取り、廃炉させてもいいじゃないですか。そして、再生可能エネルギーによる発電をした方が電力会社が得をするよ
うな仕組みを考えて欲しい。
残念ながら今回示されたシナリオからは今の電力会社の仕組みを変革させようという意図は読み取れませんでした。そこまで真剣に考えて作られたシナリオにはとても思えません。一体誰に向
けて作ったシナリオなのでしょうか?

25332 個人 自営業 ４０代 男性 原発ゼロシナリオ（即時） 逆に原発が再開できる理由を述べてみたらいい、原発に絡むさまざまな利権や金に群がり国民に電力料金としてダニのように吸い付きむさぼってきた原子力村の連中並びに政治家ども、誰一
人として責任もとらず再開させろとは、どこまで欲深で愚かな連中なのか！

25333 個人 無職 ６０代 男性 国民の命と暮らしを守るため原発はすべて即時廃炉
にすること。
原発事故による放射能被害は国民の暮らしと命を根
こそぎ破壊します。そのことは福島の過酷な現実をみ
れば一目瞭然です。

原発の致命的欠陥は燃料に核を使うことです。核分裂により生じた放射能は生態系に甚大な害をもたらします。放射能を無害にする技術はありません。このよょうな危険極まりない発電設備は
即廃棄すべきです。
原発の安全性を高めていっても事故はゼロにはなりません。事故をゼロにする方法はただひとつ廃炉しかありません。

廃炉にしたあとにも使用済み核燃料、いわゆる死の灰の処分という大きな問題が残ります。最終処分地も含め全然解決策が決まっていません。このことの解決策なしに原発を推進してきたの
は愚かさを通り越して犯罪的です。

なぜたかが電気をつくるためにわざわざこのような危険な設備を使うのか。火力をはじめとする放射能をださない安全な設備があるではないか。
火力はCO2を出す、燃料費が高くつくというが、CO2の問題は技術開発により解決していくし、燃料費の高騰でどうしても電気代の値上げがさけられないのなら国民は我慢するでしょう。

福島以降わたしたちに問われているのはエネルギ－を無駄使いしてきた社会の在り方を深刻に反省しいくことでした。このことを企業も事業所も国民も真剣に考えていけば原発なんて危険なも
のに頼らなくても充分やっていけます。現にいまほとんど原発なしの状態で社会は動いています。

原発なしでも電力は不足していません。

25334 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 ゼロシナリオ　（ただし、原発比率ゼロは2030年までで
はなく、さらに早期に実現を希望）

数々の警告的な事故があったにも関わらず、安全対策も、エネルギー政策についての民主主義的な議論もされずに稼働してきた原子力発電所は、福島の事故という悲しい結果を引き起こして
しまいました。悔やんでも悔やみきれません。国の責任といっても、財産と故郷を奪われた人に、それを返すことができるわけではありません。今回の事故の経済的損失を計算にいれるなら、原
発が経済的に効率がよいといえないことは明らかです。豊かな生活を奪う、原子力発電には反対です。せめて、よりよい社会に一歩でも踏み出すきっかけとなるよう、ゼロシナリオの採用を希望
します。そして、その期限は2030年ではなく、さらに早期に実現できるよう、再生可能エネルギーの促進が必要だと考えます。

25335 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 原発依存に反対です。
自然エネルギーの開発＆利用をお願いします。

原発を使わない代わりに、電力が足りない分の状況は受け入れます。
原発の色々なしくみ、働いている方々のお仕事内容、健康状態、廃棄物は今現在どうなって何処にあるのか？できなくて困っている事を　国民に開示してください。
温泉地熱利用、潮流エネルギー利用できるはずです。
そのための協力でしたら喜びをもっていたします。

25336 個人 その他 ４０代 女性 原子力発電の廃止、使用済み核燃料や福島原発事
故等あらゆる放射能の処理の徹底
を求めると同時に、恒久的に安全に使用できる代替エ
ネルギーに長期的な視野をもって取り組んでいくこと
を望む。

不測の事態に陥ったときに対処の出来ない物質を扱うべきではない。
いままでなし崩しにそうした政策のもとにエネルギーを享受してきたのは
わたくしたち一人一人の責任である。
その反省も踏まえ、これからは確実に何が国の方針で行われようとしているのか、
見極め、わたくしなりに熟考し、反応しなければ、と決意している。
次世代、次々世代、もっと先の世代にまで、すでに今現在
存在している放射能物質は処理・解決されずに引き継がれていくとして、
それら先の世代の方々から、この今の時代を生きる一人として、
遅ればせであっても、及ぶ範囲で恥ずかしくない行動をとっていくと決めた。
今だけの、狭い範囲での利得やしがらみではなく、何が確実に大事なものか、
今ほど真実、判断能力を問われる時期は無いのではないか。

25337 個人 無職 ６０代 女性 「ゼロシナリオ」を選択します。 「ゼロシナリオ」を選択します。選択の理由を以下に述べます。　　。
（１）ドイツ倫理委員会の提言が原発廃止の根本的理由をすべて語っています。
●使用済み核燃料は、人間を含む全生物及び地球環境に甚大な悪影響を及ぼす放射能を何万年、何十万年も出し続け、且つ、処分不可能である。そのような核のゴミを今以上に蓄積すべき
ではない。
●いったん大事故がおきれば全地球的規模に甚大な被害を及ぼし、修復不可能。
（２）日本は地震大国。日本全域に活断層がある。事故必須。
（３）周囲がすべて海洋である。地震→津波→事故必須。
（４）平野が少なく人口密集国である。事故時の被害甚大。
（５）国際紛争時には原発はイコール核兵器と化す。
中国や北朝鮮の脅威を喧伝して防衛力を強化しようとしているが、国内の原発がミサイル攻撃を受ければ核兵器を撃ち込まれたに等しい。５０基もの原発を抱える日本の防衛策第一は原発を
廃止すること。
（６）原発に代わるエネルギーとしては当面は石油・ガスを併用しつつ再生可能エネルギーに代えていく。その理由。
●環境を保全し(CO2削減も)、原発事故に怯えないで生活できる。事故やトラブルが起きても修復可能。
●新産業分野・新技術開発により日本経済を活性化させ、雇用も増やす。
●原発のような資力を必要としないから、経済力・技術力に不足する開発途上国にその技術を伝えることで国際貢献ができる。



25338 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 ２０３０年ゼロシナリオに賛成します。 ２０３０年ゼロシナリオに賛成しましたが、これは３つしか選択肢がないからやむおえず選んだのです。本心は即刻全原発の廃止を希望しています。

25339 個人 無職 ６０代 男性 原発存続の危険性、使用済み核燃料の処理技術の
未確立、原発事故の未反省及び原発稼働に要する莫
大な費用などの理由から「原発ゼロシナリオ」に賛成
です。新原子力規制委員会は「原子力村」から独立を
要請します。

　昨年の3・11大震災とそれに伴う原発事故は私の人生を一変させました。原子力は研究を重ねれば、もしかしたら「平和利用」はあり得るかという考えも心の片隅にありました。しかし、空前の
事故に遭遇した結果、私は以下の結論に達しました。
　1)地震国日本に原発存続はあまりにも危険であること、2)使用済み核燃料の廃棄処理は技術的に難しく、その蓄積自体が危険を生むこと、3)このような大事故を起こしておきながら、歴代政
府や電力会社には本質的な反省・謝罪・責任感が認められないどころか、事故の再来さえも誘導し兼ねないこと、並びに、4)原発の稼働や使用済み核燃料の処理に莫大な費用が掛かること。
　以上のことから、私は「原発ゼロシナリオ」に賛成です。原発からの脱却は今後のエネルギー政策にとって最善であり、重点的に再生エネルギー開発に力を入れて欲しいと思います。
　最後に、今後設置が予定されている新しい「原子力規制委員会」は政府から完全に独立することを要請します。その委員会に「原子力村」に関与した人を加入させることは論外です。

25340 個人 自営業 ５０代 法人等 ２０３０年ゼロシナリオに賛成します。 ２０３０年ゼロシナリオに賛成しましたが、これは３つしか選択肢がないからやむおえず選んだのです。本心は即刻全原発の廃止を希望しています。

25341 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 「エネルギー・環境に関する選択肢」に関して
ゼロシナリオを支持します（再稼動にも全面反対）

ゼロシナリオは２０３０年でのゼロを目標に再稼動前提みたいですが、再稼動自体に反対です。
このまますべての原発を廃炉にすべきです。
地震大国の日本で原発を稼動することにそもそも無理があり、福島の原発事故では世界に日本の名前を轟かせ、歴史に汚名を残す事態となりました。
経済面では　安心・安全　で人気を築いた日本ブランドに致命的なイメージダウンをあたえ、商船の日本への寄港拒否、放射能懸念による不買運動も記憶に新しいです。万が一、再度の原発事
故があれば　日本のイメージは地に落ち、金額では計り知れない程のダメージをあたえることでしょう。
又、電力会社の運営面でも、再稼動の為には全ての原発で莫大な金額の安全対策費及び地元への理解を求めるための交付金等が必要になっています。
この金額を他の発電方法の新規設置、効率ＵＰの開発費、燃料の買付費の圧縮、等の資金として振り向ければ莫大な金額がかけれるはずです。
原発、及び、再処理工場の維持費、廃炉費等も問題になっていますが、確かに一時的には電力会社の経営を圧迫するでしょう。ですが、これは将来的に必ずかかる経費です。廃炉にする時期
が今か、２０年後かどちらにしても同じだけの金額はかかりますので、維持費がかからないだけ、安くなっているはずです。
中途半端に再稼動したり、再稼動できるかも？　で安全対策の工事をしたり、維持費を使うのが一番高くつきます。
福島の処理すらおぼつかない状態で全廃以外の論議をするのはおかしいです。
他の国が全廃に動いている中、なぜ元凶の日本が逆方向に動くのでしょうか？
又、福島原発も２０～３０キロの高放射能地域は将来的にも住民が戻れないことを早く認め、土地の買い上げ、まとまった生活再建費を交付し、土地に関しては放射能を含んだ瓦礫や、放射能
物質の最終処理地として活用すべきです。
住民の方の気持ちを考えると胸が痛みます。ですが、戻ることの出来ない土地である以上、又、他に処理地を求めることは現実的ではありませんので、頭を下げて活用させていただくべきと考
えます。
福島原発の処理にはてこずっているようですが、ほかっておけば放射能物質はどんどん増え、海にも流れでますので、早期の最終処理を切にねがいます。
又、処理に関しては現状の政府、電力会社の方法では時間がかかりすぎますので、広く民間に情報を提供し、あらたな開発を含めて技術を募ることを提案します。

25342 個人 家事専
業

４０代 女性 原発ゼロシナリオを選択します。 理由は、他のシナリオで先送りされている廃炉費用と放射性廃棄物処理費用、それにいつまでも背負い続けることになる原発事故リスクまで考えれば、この案が最も経済的だと思われるからで
す。

25343 個人 自営業 ３０代 男性 (1)ゼロシナリオ　　ただし原発再稼働はせず即時廃炉
と代替エネルギーと、エネルギー節約可能な産業・暮
らしの構造に転換する

１．核廃棄物の完全無害かつ低コストで、後の世代に影響を及ぼさない廃棄法が確立されていない。
　　原発稼動の理由が「安い電力」だと言うなら、廃棄物の処理とその後数万～数十万年の管理まで含めたら結局コストが膨大になる。
　　「CO2の削減」が理由だとしたら、CO2の代わりに放射線量がどうしても微量ながら増える上に、廃棄物貯蔵庫に一度事故が起これば温暖化の代わりに福島やチェルノブイリのような居住不
可能地域が広範囲に広がり、そこに住む人の全てを奪うだけでなく、広範囲に不安と経済損失と健康被害を撒き散らし、その影響は数万年単位である

２．事故を１００％防げない上に一度の事故で、恩恵をはるかに上回る被害が出る
　　今回の福島の事故も「絶対安全神話」を作りあげた電力会社自らをして「想定外」と言わしめた。ということは事故を１００％防ぐというのは絵空事に過ぎない。例えば、過去地球に何度もあっ
たように隕石やその破片が落ちても、また「想定外」と言いながら事故は起きるのではないだろうか。どんなに確率が低いと言っても、一回起きたら取り返しのつかないものであり、恩恵以上の
取り返しのつかない損害を与える以上存在させてはいけない。

３．原子力発電のコストは実は最も高い
http://www.toyokeizai.net/business/society/detail/AC/7499f2bb819d113061fed47cced06f62/
　　立命館大学国際関係学部の大島堅一教授がこう主張するように、原発推進派の決まり文句に対して明確な反論がある以上これは膨大なリスクを背負って推進する理由にはならない。この
見地からすると、原発推進は公共的理由というより、むしろ特定の産業とその関係者に利益をもたらすのが最大の意図ではないかと問われたら推進派はなんと答えるのであろうか。

４．公費を投入するなら原発事故の補償にでなく、幸福で文化的な暮らしの創造のためにすべき
　　今回の事故では責任者である東京電力の補償能力をはるかに超えたため、公費が投入された。公費ということは言うまでもなく被害者が自ら支払った税金だ。被害者は二重に犠牲を払った
ことになる。一度の事故で当事者の責任能力をはるかに超えた被害をもたらすのが原発である。そしてその多くが、老朽化している上に活断層の直上に建っているものもある。前述したように、
コスト面でもリスク面でも広い範囲ではメリットがなく、一部の産業関係者の利益のために大多数が犠牲になるものの推進、廃棄物管理と事故処理に膨大な公費を投入するのは適切だろうか。
それよりも、原発がなくなったとしても経済その他に影響がでにくく、より幸せな社会構造をつくるためにその費用を回したほうが、最大多数の最大幸福になるのではないだろうか。

25344 個人 無職 ７０代 男性 直ちに0％。2030年段階における原発の占める割合
は当然、0％
核エネルギーという人知を超えた技術を安易に利用
すべきではない。子供の火遊びにも似たことを続ける
ならば、必ず人類は滅亡する。

例えば、猛毒と言われるプルトニウム239の半減期は2万4千年である。その10倍、24万年経てやっとギガ単位の放射能はメガ単位になる。24万年前と言えばホモサピエンス以前、ネアンデル
タールの世界である。原発を動かし続けることはこれだけの期間、否それ以上の期間、安全性を完全に保障するということを意味する。それは不可能なことである。
我々は過去にスリーマイル、チェルノブイリ、福島と8年から25年間隔で巨大な事故を経験した。今後、数十年に1度以上、同じ規模の災害が起こると考えるのが常識であろう。加えて日本の浜
岡原発は東海地震の予想震源域の真上に位置している。玄海原発は中性子照射脆化が明らかになった。伊方原発は関東から九州まで伸びる断層、中央構造線上に位置している。フクシマは
繰り返し起こり得るのだ。
原発稼働を支持する人々は、日本経済が沈没するとか地域経済が破壊されるとか、原発で働く人が数多くいるとか、すべて現在、長くて今後数年、数十年単位で物事を見ている。これに反し原
発問題は数十万年単位の地球上のすべての生き物の将来に関わることである。問題のスケールが全く異なる。
原発は麻薬中毒に似ていると思う。一旦これに冒されると生命に関わることとは知りながら、それに縋ってしまう。
今後、何年、何十年という短期の問題にかかずらわるか、何百年、何千年、何万年という問題に責任をもって対応するか、何れを取るかは自ずから明らかであろう。
言いたいことはまだまだありますが、字数の制限もありこの辺で。

25345 個人 家事専
業

６０代 女性 原発ゼロパーセントシナリオに賛成です。 原発は安全だと強調されていましたが、私は原発が過疎地、辺境に造られていることから、実は危険なものと電力会社も政府も承知の上で推進しているに違いないと思っていました。今回の福
島第一原発の事故でその不安が現実になったわけですが、１６万人もの避難者を生み出したことを厳しく受け止めてすぐにでも原子力によるエネルギー生産はやめるべきです。もともと原子力
はクリーンという宣伝にも嘘があります。採掘するときから大量の放射能を大地にまき散らし、環境汚染がどういうものか実態が明らかにされてもいません。濃縮ウランにする過程では大量のＣ
Ｏ2を発生するそうです。野田首相は大飯再稼働に際して国民の生活を守るためという趣旨の表明をしていましたが、国民の生活を守るためにこそ原子力エネルギーから撤退すべきです。福島
から非難を余儀なくされた人々は基本的人権を根底から奪われています。国民をこのようなリスクにさらすようなエネルギー政策は絶対採用すべきではありません。

25346 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 戦時中の農地買収に際しサーベル所持した憲兵立会
いで横須賀電力中研付属河川・国道内農地代替地に
ついて

神奈川県三浦郡大楠町時代の大楠海兵団建設時の現在横須賀市長坂市営住宅入り口から神奈川県立海洋科学高校間の国道１３４号と国道沿いの荻野川間の松越川内の農地を海軍省と神
奈川県が１日間で所有権移転登記を完了させ、代金支払いは戦時国債払いと関係者から聞かされてきた。戦後の超インフレで３０年後償還戦時国債は紙切れに成った問題と衣笠十字路から
林交差点経由武山海兵団敷地間に国・国鉄が鉄道を敷設近隣住民に約束した問題が未解決です。　昭和３０年代に鉄道事業者が、逗子海岸から三浦市間の鉄道敷設計画した。長者が崎か
ら大楠山丘陵地帯を鉄道事業者２社が山林と農地を買占め、耕作放棄田・畑は所有権移転仮登記のままです。湘南国際村が未完成ゴルフ場と日本信販別荘跡地に神奈川県が防災を口実に
計画誘導されたが、湘南国際村１丁目住宅だけは完成し、開発B・C地域の湘南国際村２・３丁目は造成したまま放置されてきた。三浦半島国営公園構想が関係自治体から国へ要望書が提出
されています。大楠山首都圏近郊緑地保全地帯と耕作放棄田・畑の整理と戦時中の国の施策（農地造成と鉄道延伸改革）と現在の久留和川・子安川・緒形瀬川・前田川支流沿いに★仮登記
農地集約農地造成と室内農業・小水力発電施設内に集約★して、長者が崎から芦名坂本線間を★公益法人かながわトラストみどり財団★管理運営区間に指定。神奈川県産業廃棄物芦名最
終処分場敷地を大楠海兵団建設時の国道・河川内農地所有相続人全員所有の室内農漁業施設に農業団体等の管理運営に、原発ゼロ化石燃料ゼロ電力施設併設行政には要請済みです。
(削除)

25347 個人 その他 ４０代 女性 原発は今すぐ廃炉にしてください。 　もうすぐ４歳になる娘の母親です。福島第一原発事故以来、子供が外で遊べなくなりました。一番外遊びをしたい時期なのに、私の言うことを聞いて我慢している娘が不憫で仕方がありませ
ん。娘がマスクもせずに外に出られるのは、年に２、３回関西方面に疎開する時だけです。本来であれば砂場で思い切り遊んだり、花や葉っぱに触ったり、虫を取ったり、山や川で遊んだり、水
遊びをしたり、ピクニックをしたり、落ち葉で遊んだり、そんな子供の日常の楽しみを原発がすべて奪ってしまったのです。

　制限されているのは外遊びだけではありません。食べ物も制限されています。自由に外食ができなくなり、市販のお菓子も買えなくなりました。国の基準や検査も信用できず、西日本や外国産
の食材を探し回る日々に疲れました。放射線量を少しでも下げるための毎日の拭き掃除や高圧洗浄、カーテンの洗濯でへとへとです。食費は原発事故前の２倍になり、疎開費用や各種機器の
購入（放射線測定器、高圧洗浄機、空気清浄器など）で家計は圧迫されています。

　この終わりの見えない戦いはすべて原発のせいです。原発は今すぐ廃炉にするべきです。すべての母親はそう思っています。もう限界です。

25348 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 原発ゼロシナリオを選択します。 源発ゼロシナリオを選択します。

国は何が何でも原発を進めるのでしょうね。
国民の意見などは何一つ通らないこの国がつくづく嫌になります。
自然だけは素晴らしいのに、その自然などどうでも良いというのが「国」なのですからね。

それでも形だけ整えようとする姑息さには本当に辟易します。

国民の意見など聞く耳持たない政府ですが、一寸の虫にも五分の魂。
意見表明だけはしておきます。

25349 個人 その他 ３０代 女性 エネルギー・環境に関する選択肢につきまして、(1)ゼ
ロシナリオを選択します。

原発は全て廃炉にするべきだと思っております。理想としては即時です。そして「既に日本が保有する」自然エネルギーの技術を駆使し実用化に向け「政治的に」動くべきだと考えます。
「何が最優先なのか」、「人としてのレベル」で考察するとき、誰もがとっくにわかっていることと思います。
その答えに一番近いのは(1)ゼロシナリオだと思います。

経済と生命は比べることが出来ないのですから、どちらも発展的であるような政策を進めればよいのであって、互いを圧迫し矛盾させるような政策（＝原子力政策）は根本的に間違っているのだ
と思います。

今、我が国が、その間違いを正さなければ、国家としての真の繁栄も発展も望めないことでしょう。私は日本人ですから、この国の真の繁栄を求めます。
核をゼロにしてください。悪いことはやめてください。

25350 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 100%原発ゼロに。2030年とは言わず、なるべく早く。 この日本で、あの事故は絶対に2度と繰り返してはならない。
原発動いてなくても、世の中は動く。

25351 個人 家事専
業

４０代 女性 日本政府の踏ん張りどころですね。
本気であたれば、原発は０％に、出来るのは、誰もが
解っていますよね。
大変革、頑張って下さい。

経済をとるのか、人民の命、子供の命を大事にするのか、、。
政府は今経済の為にという志で原発を推奨という方向にマスコミ合わせて流れを持って行こうとされていますが、将来の子供達のために、なにを残して行くのか、、そこに焦点をあてて、大きな
変革を決断して頂きたいと、思っています。

25352 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 　０％しかないと思います。福島第一原発の大事故で
この地域に今後何年も生物が住めるかどうか検証で
きない事実を受け、日本中にある原発を利用する生き
方を今後あえて選択することは、愚かな自殺行為で
す。
　

　原発に頼らない生き方は数十年前は可能でした。そのことを再度振り返る必要があると思います。２０１２年５月５日以降、原発ゼロで経過できた事実ももっと可能性を検証すべきです。
　一方、再生可能エネルギーの研究も非常に進んでいると聞きます。この技術の普及は、誰もが喜ぶ新たな産業になると思います。しかし原発事故を収束するための最先端の技術について
は、どうなっているのか聞こえません。
　原発は事故が起こればコントロール出来ないということをいい加減認めるべきだと思います。
　私は、すべての子供たちがこの先一生を健康な体で全うできるような日本列島を政府の責任で取り戻してほしいと思います。その最低限の第一歩が原発利用０％です。今後、この声は小さく
なることは絶対にありません。

25353 個人 無職 ７０代 男性 ゼロシナリオを支持し、今すぐ原発〇になる。 ゼロシナリオを支持し、今すぐ原発をゼロにする。
昨夏の「計画停電」は原発再稼働のための手段に過ぎないことを今年の暑い夏を過ごしながら感じています。福島原発の事故処理が完全に終わっていない段階で、再稼働させるなどとんでも
ないと思います。自然エネルギーの活用などを推進することによって解決できるはずです。今すぐ原発をゼロにすることを強く望みます。

25354 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 2030年までに原発依存率0％の実現を 原子力発電は「地震や事故が起こった時が怖い」と言われております。それもその通りです。しかし私は「安全に運転している原発」に問題性があると思います。それは放射性廃棄物の問題で
す。100万年も毒を吐き続ける恐怖の物体が、人類の手におえないまま増え続けてはなりません。
水や空気をきれいに残せば、人間ももっと健康な体と思考が産まれると思います。
ほかの国が原発依存だからと右にならえせずに、自然と共存する生活を取り戻しましょう。都市集中型の生活を改善しましょう。「便利」を見直しましょう。
以上

25355 個人 自営業 ７０代 男性 可能な限り早期に原発ゼロに。 原発なくても人はゆたかに暮らせる。大飯原発の稼動は電力不足の嘘を皮肉にも暴いた。どんなに有効なエネルギーでも人間がコントロールできないなら無効である。福島は爆発後もまだコン
トロールできていない。

25356 原発依存度は将来的には限りなくゼロにする方向性を目指すべきと考えます。
１．安全確保の視点から見て、今回の福島第一の事故を教訓に安全対策が取られたとしても、予想外の事象により事故が発生した場合、人口密度の高い日本に於いては福島第一の事故のよ
うな大規模な人的被害が発生する危険性はゼロにはならない。
２．将来リスクの視点から見て、使用済み核燃料や核廃棄物の処分問題に解決する目処が立っていない状況にあり。将来世代に於いて核廃棄物の処理が大きな問題となる。
３．エネルギー安全保障の視点から見て、核燃料の原料となるウラニュウムも輸入に頼っており、遠い将来に於いても安定的に確保できる絶対的な保証は無い。

原発ゼロを目指す時期としては、２０３０年までにゼロにする「ゼロシナリオ」が理想的です。
しかし、選択肢で提示されているゼロシナリオでは再生可能エネルギーの比率が１０％から３５％へと大幅に増えていますが、この大幅な増加を達成することは非常に難しく、安定したエネル
ギー供給を維持することは難しいと思われます。 また、火力発電へ依存しすぎている感が有りバランスが悪く、輸入に依存している燃料の価格変動の影響が大きくなる為、エネルギー安全保障
の視点からも望ましくないと思います。
２０３０年時点では「１５シナリオ」よりももう少し原発依存率を下げて７％位を目標とし、２０４０年までにはゼロとするのが現実的と考えます。原発依存率７％とは、現存する原発から、特に危険
性が少なく充分な安全対策が取られている半数程度の原発を、安全上問題のない範囲で稼働させる事です。

原発に変わるエネルギー源は「地熱」が最も有望と思います。
１．太陽光や風力は、発電量が気象条件による変動が大きく安定した発電が出来ないが、地熱は気象条件に左右されず安定した発電が出来る。
２．日本には至る所に火山があり、世界３位とも言われる程の熱源が枯渇する心配は無い。
３．基本的にＣＯ２をほとんど排出しない。
４．世界中で稼働している地熱発電プラントの７割は日本製で、日本のメーカーに技術基盤があり、国策としての開発も行いやすい。

地熱発電には環境や立地、景観、開発コストなどの問題が有りますが、これらの問題を解決して実用化すれば、最も安定してクリーンな再生可能エネルギーになると思います。
日本が本気になって地熱開発に取り組めば、エネルギー源の半分以上を地熱でまかなうことも夢ではないと思います。そのときには、「ゼロシナリオ」が実現出来るのではないでしょうか。

また、海峡を流れる潮流を利用した「潮力」も有力なエネルギー源ではないでしょうか
季節や時間帯による変動は有りますが、変動時期や幅が予測でき風力や太陽光よりも安定しています。

４０年、５０年後の将来には、化石燃料による発電の比率をゼロに近付け、大部分の電力は再生可能エネルギーでまかなう社会を目指すべきと思います。

［雑感］
今回の「エネルギー・環境に関する選択肢［概要］」では、主な再生可能エネルギーとして太陽光と風力が上げられていますが、前記でも述べているように気象条件による変動が大きく、原発の
代わりと成りうる安定したエネルギー源ではありません。　安定した大電力を必要とする産業界から見ると、変動の大きい太陽光や風力は当てにすることは出来ず、火力の比率が上がることに
依るコストアップを避けたいとなると、原発に頼るという選択肢を選ぶ事になると思われます。
原発を残す為に、地熱のような原発の代わりに成りえるエネルギーには敢えて触れないようにしているのではないかとも思えます。

「ゼロシナリオ」が望ましいと思います。　しかし、現実
的な落としどころとしては２０３０年では若干の原発を
残した「ゼロシナリオ」と「１５シナリオ」の中間ではな
いかと思います。

男性５０代自営業個人



25357 個人 無職 ６０代 男性 即時0パーセント。 人類には原子力を統御する力はない。あるように見えたのは僥倖に過ぎない。福島その他で僥倖にも既に綻びが現れている。放射性廃棄物の処理には見通しすらない。

原子力は、現在の人類と生物界に悪影響と脅威を与えている。

更に、遠い将来にわたって人類と生物界に悪影響と禍根を残すことになる。現在の人間にそのようなことを行う権利はない。

原子力は、工学的、経済的に誤りであるだけでなく、倫理的、道徳的に誤りである。

原子力に頼らない社会経済の構築は可能である。その覚悟はある。

そうならないのは、自分が会社・大学・組織にいる間、自分が生きている間は、この利益を離したくない、後はどうなってもかまわない、という既得権益者の圧力が大きいからである。

与党、野党の政治家も自分が議員でいる間、官僚も自分がこのポストにいる間、年金をもらっている間は、強面の既得権益者に従っている方が楽だ、後はどうなってもかまわない、と思っている
からでしょう。

25358 個人 無職 ６０代 男性 ０％　いったん事故が起こると制御不能な原子力発電
は一刻も早く止めて日本海側に豊富にあるメタンハイ
グレードを使えば問題解決できる。

拝啓　世界有数の海洋国家である、日本は又海洋開発によって、鉱物資源はおろか、佐渡島沖他の日本海側で現在確認されている、メタンハイグレードを開発利用すれば、すぐにでも火力発
電の資源として利用できるのになぜしないのか、その国家意思が理解できません。

25359 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 3つのシナリオは発電コストの上昇が大きいため、日
本のソーダ工業に壊滅的な影響を及ぼす。エネル
ギー基本計画の策定にあたっては、環境変化に柔軟
に対応できる制度設計を行うと共に継続的な見直し
が必要である。

いずれのシナリオも発電コストが164%～176%と大きく上昇する試算となっている。日本のソーダ工業においては製造コストに占める電力費用の割合が現在の電力単価においても30%以上である
ため、発電コストの上昇は製造コストに大きく影響する。このように大幅な発電コストの上昇は、ソーダ工業製品の国際競争力を著しく損ねることとなり、当該産業に壊滅的な影響を及ぼすことと
なる。多くの産業の基礎資材であるばかりでなく、水道水の消毒剤として欠かせない薬品を供給しているソーダ工業の疲弊は国民生活の安心・安全の側面からも直接的な影響を及ぼすことが
懸念される。
また、再生可能エネルギーによる発電比率は3つのシナリオにおいて25～35%と大きく設定されている。特に太陽光と風力発電については発電量が気候に左右されるなど不安定であるため、こ
れらの比率が増大した場合、電力供給が不安定となる恐れがある。不安定な電力供給は、ソーダ工業などの24時間連続操業を基本とする装置産業にとっては生産・品質の不安定を引き起こ
すばかりでなく、操業の安全性にも係わる重大な問題である。
ソーダ工業が電力単価高の影響を受け縮小を余儀なくされた場合、塩素誘導品などの生産縮小を伴うことが想定される。この場合、誘導品生産を含む当該産業における国内設備投資は減少
し、日本におけるソーダ工業の弱体化は現実のものとなる。また、苛性ソーダの輸出はオーストラリア向けが主であるが、当該事業を海外に展開するには塩素、及びその誘導品の需要を確保
することが困難であるため、海外設備投資についてはエネルギー政策が変化したとしてもあまり影響されないと考えられる。
提示された3つのシナリオはいずれも再生可能エネルギーの比率を高めることとなっている。いずれの場合も発電コストが大きく上昇することが見込まれており、多くの産業の生産や雇用にマイ
ナスの影響を与えることが慶応大学野村准教授の分析からも明らかである。長期的には再生可能エネルギーの比率を高めるべきであることは論を待たないが、一方では、産業と国民生活へ
の影響も考慮し、発電コストの抑制について偏視眼的にならず、幅広いエネルギー源を検討し、有望で将来性のある技術に対して国家資源を投入することにより、中期的なエネルギーミックス
を図り、最終目標にソフトランディングする道を模索するべきである。
再生可能エネルギーは発電安定性に欠けるため、他の補完電源とのシステム化による電源の供給安定化を図る必要がある。再生可能エネルギーが多用された場合に電力供給システムが安
定化するまでは、化石燃料発電についても炭酸ガス発生量を抑制する技術開発などを推進することにより、電力供給の継続的安定化を図るべきである。
また、電力需要の季節変動や日内変動におけるピークカットなど、電力需要サイドからの検討も必要である。電力需要の変動を平準化することによって、電力需給のひっ迫状況を緩和すること
ができる。
なお、総合資源エネルギー調査会基本問題委員会での議論における「定量的イメージを明示しない選択肢」－すなわち、市場における需要家の選択により社会的に最適な電源構成を実現する
－についても検討すべきである。一義的な定量化シナリオの選択によって、望ましい社会の継続的発展が阻害される恐れがある。
再生可能エネルギーの性急な拡大は発電コストの上昇をもたらし、産業の国際競争力低下とそれに伴う国民生活の安全・安心を損なう可能性がある。再生可能エネルギーの発電コストの低減
に注力しつつ、化石エネルギーの有効活用についても更なる技術の進展を促進するなど、二正面作戦により中期的なエネルギーミックスのロードマップを策定し、長期的には国民合意に基づく
目標を示すべきである。
将来的な消費電力量については、人口動態、産業構造、製造業の省エネ技術開発、国民生活における電力消費性向などによって変化するものと思われる。これらのデータを総合し、全消費電
力量を推定できるのであれば、これらの結果を用いてセクターごとの電力消費量削減計画を策定することにより実現可能性を高めることができる。
昨今の国際情勢における日本の国力の相対的低下やデフレ状態にある国内経済を想うと、エネルギーミックスの性急な転換による産業の国際競争力低下や国民の生活レベルへの影響は避
けなければならない。活発な国民的議論を展開すると共に日本の国力の回復にも配慮した選択が必要である。
また、将来的には、経済情勢の変動や科学技術の進歩など予測困難な変化により、エネルギーミックスの変更を余儀なくされる事態も想定される。固定的なシナリオの選択だけではなく、社会
的変化に柔軟に対応できる制度設計を行うと共に、継続的な見直しが必要である。

25361 個人 無職 ６０代 男性 福島第一原発を見るまでも無く、広範囲に放射能をま
き散らしても止める手立てすらありません。ましてや世
界中で起きるＭ６以上の地震の二割が日本に集中し
ています。直ちに全ての原発を停止・廃止すべきで
す。

　福島第一原発を見るまでも無く、一旦大事故が起きると広範囲に放射能をまき散らしても止める手立てすらありません。ましてや世界中で起きるＭ６以上の地震の二割が日本に集中していま
す。
　原子力発電所の立地に叶う条件の土地は日本中どこを探してもありません。直ちに全ての原発を停止・廃止すべきです。

25362 個人 家事専
業

６０代 女性 原発再稼働に反対。
原発依存度を0％に

我が国は、唯一の、被爆国です。今も広島、長崎の人たちの中には、
原爆の後遺症に苦しんでいる人が、多くいます。原発は、使用目的が、
異なるとは申せ、今回のように事故が起きれば、平和だった暮らしも
すべてなくなります。
なによりも、事故が起きた時に、その機会を、すぐに止められないことです。
３０年、４０年、いやそれ以上、気が遠くなるほどの年月が、かかるような
原発は、不要と思います。
今までは、原発を、推進するために、他のエネルギーの開発に、歯止めを
かけてきたように思います。そのことを、取り払えば、他のエネルギーの開発に、力を注ぐかとができるのでは、ないでしょうか。
知恵と努力を、おしまない日本人です。原発に代わるクリーンな、エネルギー
を、使って次世代の、日本人が、安心して暮らせる世の中を、作っていただきたいと思います。

25363 個人 自営業 ５０代 女性 原発は、過去のものになりつつある。今こそ原発から
転換を図るとき。

日本こそ、安全で「原発ゴミ」を将来世代に押し付けない発電に転換していくべきです。
以下、その根拠を記載。
原子力発電について、「正当化するのは大変難しい」GEのイメルトCEOが述べたと、フィナンシャル・タイムズが報じた。
世界の多くの国で、価格が安いガスによる発電に移行しつつあると指摘し、「ガスと風力か太陽光発電の組み合わせに、多くの国が進んでいる」
2012年7月31日、朝日新聞朝刊より

25364 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 ０％「原発ゼロシナリオ」を選択します。
安心して暮らせる日本にしたい。
核保有国であることはなんの自慢にもなりません。
むしろ「廃炉」「脱原発」を宣言できてこそ世界に誇れ
るというものです。

ー「原発ゼロシナリオ」・・・唯一の脱原発シナリオ
ー「原発15シナリオ」・・・原発増設可能シナリオ
ー「原発20-25シナリオ」・・・原発まい進シナリオ

このような今回の三つの選択肢は不公平すぎます。

せめて下記のような五択にして欲しい。
1. 今すぐゼロ
2. 2020年ゼロ
3. 2030年ゼロ
4. 同15%、
5. 同20～25%

25365 個人 自営業 ５０代 男性 原子力発電所の稼動率は、０％ にするべきです。 ０％ にしても、電気環境を安定させる為に、競争原理を推進しましょう。どの商売でも、今やお役所でさえも、サービス向上・お役様満足度アップを目指しています。電力業界も、しがらみを捨て
て、まともな環境に仲間入りさせてあげませんか？お互い、楽になると思いますよ。原子力発電所の稼動率は、即刻 ０％ にするべきです。廃炉の作業に着手してください。楽しく、住み良い世
の中を、早く手に入れたいものですよね。

25366 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 ゼロシナリオを選択します いろんな理由で原子力発電に反対だからです

被爆の問題
核燃料の廃棄物処理の問題
電力会社の問題
政治のしくみの問題
被災地の復興問題
地震の問題
などなどです

原発を推進されている方たちに、「では、あなたの町に原発があるとか、あなたが働くとか、でも推進されますか」と聞いてみたいです。

25367 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発ゼロシナロオを選びます。 私は原発ゼロシナリオを選びます。
私自身､3,11後、ボランティアとして宮城、岩手、福島の南相馬市などに行きました。瓦礫の中に身内を探される方の気持ちを思うと、自然と涙が出ました。
今も時折現地に入りながら、地元神奈川県鎌倉市では、被災地の手仕事を販売したり、市内に非難されている福島の方たちが、浪江焼きそばをイベントなどで開催してゆくということで、陰なが
ら活動をしています。福島のみなさんは、本当に努力されていて、原発事故さえなければと、ふと思ってしまうことがよくあります。

今回の震災ではたくさんのことを学びました。勿論原発のことも。いままでまったくと言っていいほど関心はありませんでしたが、福島の方々が身をもって知らせてくださったと思っています。その
ような方はたくさんいるのではないでしょうか。政治家の方々もそうだと思います。福島の方たちが知らせてくれたのです。

これからは、その学びを踏まえ、未来のためにすべてを改善してくゆべきです。
もうこのシナリオしか選択肢はありません。

25368 個人 学生 １０代以
下

男性 「脱原発シナリオ」を選びます。 原発事故は世界に迷惑をかけます。

25369 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発による発電比率が０％　１５％　２５％と区切る理
由が不明。
何故５％、１０％などの他の選択肢が無いのか？

単に古くなった原発を止めれば１５％程度になるのでは無いか。
１５％を選ばせるために０％と２５％が有るのではないかの疑問を持つため。

25370 個人 無職 ６０代 男性 ２０３０年には当然０％でなければならないし、それま
で動かし続けることにも反対である。
大飯３・４号機を停止し、他の原発も、今のまま再稼働
しなければよい。

２０３０年と言わず、大飯３・４号機を停止し、他の原発も再稼働させなければ、すぐにでも０％は実現できる。一刻も早く廃炉に向けた動きを始めるべきである。

広島・長崎を経験し、その上今回の福島を経験した我が国が、何を迷っているのか理解出来ない。放射能を無毒化出来ない、核廃棄物の処分が出来ない、苛酷事故が起きれば手のつけよう
がない、狭い島国で逃げるところもない、地震はいつ・どこで起きるか分からない、等々ないないづくしであり、これらを解決することなく核エネルギーに手を出すべきではない。

電気が必要だから原発を動かさざるを得ないと言う人達は、これらの課題の解決策も提示しなければならないが、何も語らない。極めて無責任である。
電気が必要であれば、化石燃料による発電の効率化／省エネ／蓄電／自然エネルギー／等々、知恵の出し甲斐のある技術開発を強力に推し進める方が、遥かに明るい未来が開けてくる。

もう一つ、核兵器の潜在能力を有したいから原発をという人達は、広島・長崎の惨状を見てからにしてほしい。あなたの家族・身近な人がこのような殺され方をしても良いのですか、たとえ敵国で
あっても、非戦闘員である力の無い人達を殺すのは気にならないのですか、と問いたい。

いずれにしても、核を使った暗い未来は御免である。

25371 個人 その他 ６０代 男性 絶対「原発ゼロシナリオ」とする。 ・原発が安価戸」言うのはウソだった。
・使用済み核燃料の最終処分の方法が決まってない。
・「福島」の補償も進まないのに、東電を守る法案は通り、
　「大飯原発」を無理やり、再稼働した。

エネルギー・環境に関する選択肢、私はゼロシナリオを選択します。
2030年までと言わず、極力早い時期に、原発は全て廃炉にすべきです。その「負担」は将来の世代が少しでも安全に暮らせるための投資で惜しむべきではありません。

原発は不良債権です。
少しでも早く、潔く手を引かなければ､投入した、そしてこれから愚かにも新たに投入するかも知れない全ての資金が無駄になるだけでなく、必ず第二第三の福島を生んで、国家自体が壊滅せざ
るを得ない悲惨な状況に繋がります。

絶対に安全な原発は無いことが証明されました。これからも「安全な原子炉」など作れません。

一方一たび過酷事故になれば、周辺環境と地域の人々の生活・文化が丸ごと、失われてしまう程の被害を生みます。「絶対安全」でなければ動かしてはならず、その「絶対安全」はないのです。

しかも最近、周辺に活断層のある危険が指摘されている原発が多数あり、それらについて、政府は十分なチェックをせず、再稼働しています。地震大国日本で、こうした愚かな運用をしていたの
では、国内での過酷事故はいつか必ず再び起こるでしょう。

さらに、我々の世代で処理しきれない廃棄物が、運転の度に増加・蓄積されてゆきます。その量は出力100万キロワットの原発にして、1年でヒロシマ型原爆1000発分以上です。もう、中間的貯
蔵スペースもパンク状態に達しています。

このようなものをこれ以上増殖させれば、将来世代の生活環境、健康、生命に大きな悪影響を 及ぼすでしょう。そのコストは現在カウントされていません。

原発はコストが安いというのは嘘です。二酸化炭素を出さない発電法であるというのも嘘です。

燃料の採掘・運搬・濃縮・加工の全段階で膨大なエネルギー消費(したがってCO2の排出）と、労働者の人権侵害につながっている原発の運用形態は、今後も大きな改善は見込めないでしょう。

また、事故が起こらなくても、通常運転中も、原発は常に周辺環境に放射能をまき散らしています。

本来なら、原発はもう金輪際動かすべきではありません。

再生可能エネルギーはコストが高いといいますが、求めても求めても得られない蜃気楼のような、「原子力発電の安全性」に資金を投入することの不毛に比べて、自然エネルギーの開発に投資
する方がはるかに賢明な選択です。

エネルギー・環境に関する選択肢、私はゼロシナリオ
を選択します。極力早い時期に、原発は全て廃炉に
すべきです。その「負担」は将来の世代が少しでも安
全に暮らせるための投資で惜しむべきではありませ
ん。

女性４０代パート・
アルバイ
ト

個人25360



25372 個人 無職 ５０代 女性 ３つの案の中で選べと言われれば、原子力０％です。

何はともあれ、日本の国土とＤＮＡを守りたいです。

まずは、日本の国土とＤＮＡを守ってほしいです。

原子力発電が夢の発電と考えられたのは、40年以上も前のこと。
その頃は、より大きく、より多く、が時代のトレンドだったでしょう。
しかし、今は断捨離という本がベストセラーになるように、時代のトレンドが変わりました。

原発なら、核兵器が欲しい途上国も無理をして、購入するでしょうが、その国が日本と敵対するとも限りません。
また、アメリカが何故原発メーカーを日本に売ったのかと、じっくり考えれば、そこから大きな利益はもう得られないと判断したからでしょう。
原子力に拘泥する理由が、わかりません。

かつて、原子力推進のために握りつぶされた発電方式がいろいろあると、漏れ聞きます。
そういうものでしたら、途上国への輸出にも心配はないです。

日本の進むべきみちは、今後５０年１００年を見据えたら、結論は原子力エネルギーの割合を０％に、途上国も欲しがる自然エネルギー発電の開発を、頑張るのがふさわしいと思います。

25373 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発の危険性から私たちの命を守るためには、「ゼロ
シナリオ」しかありません。

使用済み核燃料の処分技術や処分場所も不確定な中で原発を稼動させる事は許されません。自然エネルギーに政策転換を図るべきだと思います。

25374 個人 その他 ７０代 男性 　現在、原発用原子炉は第３世代プラスの段階にあ
り、第二世代原発用原子炉に比較し安全性・経済性
が大幅に改善されております。この技術の現状を確認
の上原発の安全性を論ずるべきであります。

　現在、原発に反対することは良いこととして話が進められております。しかし
原発技術の現状を確認しなで原発を論ずることは、30年～40年前の飛行機を見て危険だと言っているに等しいものがあります。技術は事故等をもとに改ざんされ、より安全なもに改善されて来
ております。
　
第一世代 原発電用原発炉（1950年～1965年）
　　　原子力開発期に建設され、既に廃炉。
　第二世代  原発電用原発炉（1965年～1995年）
　　　　現在最も多く使用されている原子炉。PWR型やBWR型で福島第一原発は初期のものである。
　第三世代 原発電用原発炉（1995年～2010年）
        第二世代より熱効率、安全性が大幅に改善されている。東電の柏崎刈羽原発、6・7炉は世界初の第3世代原発炉である。2007年の地震でIAEA1の三度にわたる検査でも高い評価を得て
いる。

　第三世代 プラス（2010年～2030？年）
　　　　第三世代より熱効率、安全性が大幅に改善されている。
　　　　東芝傘下のウエスチング社がAP1000型を中国に輸出、2013年に運転の予定である。
　　　　☆福島第一原発事故後において各国が原発を推進する背景として、第三世代 プラス原発炉の存在を見る必要がある。
　　　　　原発炉の構造、炉使用鋼材ともに世界をリードしているのは日本であることを確認しなければならない。
　　　　☆素晴らしい原発技術を持ちながら、残念なことに日本における原発の運用管理は各事故調報告の通りである。
　
　第四世代 原発電用原発炉（2030?年～?年）
         研究開発中の原発炉。
　　　　高い安全性・高い経済性・核不拡散・廃棄物最小化を追求している。
　　　　東芝のTWR（進行波炉）は夢の原子炉として、ビルゲーツ氏を始め世界の注目を集めている。

　■核廃棄物の最終処分にちて
　　世界最大の土木工事になると言われた米国、ネバタのユッカマンテン処分場　　も地もとの反対でちゅうだんしている。チャールズ。マコンビー氏らによる　　「パンゲ」計画も各国の反対で中
断氏おります。
　　このような現状において、沈み角度の大きい「深海溝付加体」への収納が最　　適と考え研究を進めております。（連絡いただければ資料をお送りいたしま　　す）
 

25375 個人 家事専
業

３０代 女性 なるべく早く原発をゼロに!!
想定外の自然災害にも負けないエネルギー計画を!!

何かを変えていくときに様々な痛みを伴うのは当然です。
ただ国民みんなが使う電気を作ることで、不安を感じ悲しむ人たちがあってはならないということ。
負担や規制が現状より厳しくなったとしても、2030年安心して暮らせる日本であって欲しいのです。

25376 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」を主張

《政府は本腰を入れて再生可能エネルギー開発に尽
力すべき》

このパブコメ募集の前提が「2030年までは原発が維持される」というもの。前提自体が国民を騙すトリックだ。再び事故が起これば、日本は再起不能になる。政府は自然エネルギー比率を増や
すスケジュールを国民にしっかり示すべき。

現在でも福島はもう元の姿には戻らない状態になっていて、これ以上日本国内に国内難民をつくってはいけない。2030年までに０％という悠長なことをいっていないで、大井原発をとめて即時
０％を達成すべき。

25377 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 第４のシナリオ。速やかな原発依存ゼロ 福島の原発事故が教えてくれたものは、経済重視の考え方を、国民の命重視に転換することでした。
原発を止めて経費が上がったとしても、私は受け入れます。
原子力は、人間が制御できないものであり
現場で作業する労働者の被爆も心配です。
また、最終的な処理の方法も定まっておらず
未来の人々に問題を先送りしては、ならない。
多くの国民が、意見聴取会でも、原発ゼロを提唱しています。
民意をくんだ国家戦略をお願いします。

25378 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 今後の日本におけるエネルギー政策について 私そして家族、多くの周りの声を合わせた意見として、最初に申し上げると、私は「０シナリオ」を切望します。
　北電は『原発に絶対的な安全を求めることは不可能』と公表しながらも泊原発再稼働に向けて動いています。
日本は3.11東日本大震災から何を学び、何を考え、日本の未来を担うこれからの日本や国民達をどの様にしていくというヴィジョンを持っているのだろう？
　福島原発の現状は報道されないので多くの人は気付かないでいるかも知れないが、相当危ない事と言われているし、復興・支援も未だに十分とは言えず、東電の負債を国民にまで負わせよ
うとしなければならない程の状況なのに、しかも日本のほとんどの原発は活断層の近くにあり、あり得ない状況であるにも関わらず、調べようとしない！認めようとせず隠蔽のうちに進めようとし
ているのが明白である。
　また、この場に及んで大間原発などの建設も視野に入れているとは。。。
再びどこかで事故が起こるなら、また福島原発が再び爆発したならば、もう日本の経済は立ち上がれないことは誰が考えても明白です。
福島原発が再びメルトスルーや爆発したならば、その被害と受ける痛手は計り知れません。もういい加減目を覚ましてください。
　原発産業の犠牲になるのはもう沢山です。人命よりも利益優先の政策には失望です。何故色々な分野におられる識者の声や知恵を聞こうとしないのか！！政府や経済産業省などは、お互い
の利害関係をいかに優先するか・・・だけに終始しているように見えます。大体、人間の手には負えない原発を造り、そこから発生する莫大な利益に群がる人間の愚かさを覚えます。人命の尊
厳は何処に行ってしまったのでしょうか。多くの方々が言われているように、推進している方は率先して被災地や原発の近くに住んでください。痛みを負う覚悟があるのでしょうか？所詮他人事
でしょう。
　ですから東電関係者は、3.11の後直ぐに避難したのでしょう。それが現実のはずです。3.11の被害に遭われた方々にとって、今後原発を推進して行くなど自殺行為以外の何物でもないと感じて
います。
　計画停電・節電などは、「こんなに不便なら再稼働は仕方ない」と民意をマインドコントロールしているにすぎません。備蓄電力は十分にあるとも言われています。
以上を踏まえて
１、　「再稼働ありき」ではなく、０シナリオを見据えて、今から国民がしなければならないことを明確に打ち出してください。
２、消費税増税や東電の負債を国民にツケとして国民から取り上げるなど、何でも国民から巻き上げるのは止めて欲しい。その前に『官僚や国家公務員の、税金を湯水のように使っている目に
余る無駄遣いをとことん削減する』事が先です。何処の家庭でも、まず徹底的に無駄使いを見直すのは当たり前です！！年金者、お年寄りや本当に生活保護を受けなければ生きては行けない
弱者に対して手厚い保護をしつつ、日本のそして国民の国益にあった正しい、誰の目から見ても納得できる政策をきちんと打ち出し、明るい日本の未来となるように政策を考えてください。分裂
している暇はないし、派閥や選挙の事に明け暮れる暇はありません！！国のため、国民のために選ばれたと言う自覚を新たにしてください！！
　
　すでに原発全廃に向けて動き出しているドイツや他国の情報を集め、識者の声や知恵をいただき、真剣に取り組んでください。民意は、毎週行われ、全国に拡散している「デモ行進」を見れば
明らかです。これを横目で見ながら、「国民の為に」・・・と政策をごり押しすることは不可能でしょう。

25379 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 事故が起きれば放射能汚染により人間や他の生き物
の生命を長期に渡り脅かす原発はエネルギー源とし
て選択すべきでない。日本は大地震発生確率が高く、
原発稼働は速やかにゼロとし、自然エネルギー利用
を促進すべき。

１、「エネルギー・環境に関する選択肢」で提示される３つのシナリオからの選択をするとすれば「ゼロシナリオ」を選択する。しかし「２０３０年に」という前提ではなく、現在から最も早い時期にお
ける原発ゼロを実現させるべきである。
２、電力需給は、原発が稼働しなくても問題ないことは、最近の関西電力大飯原発再稼働前後の電力需給状況からみても明らかである。経済活動に著しく支障があると言う事実もない。
　これ以上日本の環境を悪化させないため、今ある原発はすべて速やかに止め、老朽化した施設から廃止の作業を少しでも早く進めるべきである。
３、スウエーデンなどさまざまな自然エネルギーを活用し脱原発を実現し、経済活動も維持している国もある。地震国日本が目指す方向は、自然エネルギーの利用であり、その技術力はあるは
ず。原発に投入してきた費用を移し、国の政策として、目に見えるかたちで進めるべき。

25380 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 「脱原発　原発比率0％」!! 今回の事故で、明白となった人間がコントロールできない原子力「原発」は廃炉すべきである　未来の子供たちのために　原発に頼らずに、将来に向けて地球環境、地球に生きるすべてに優し
い安全でクリーンな代替エネルギーへの切り替えや、新たな技術の研究・開発を追求すべきである。

25381 個人 その他 ４０代 女性 原発への依存、即時0％を求めます！ 原発への依存、即時0％を求めます！

原発という危険かつ、古い技術を推し進めるのは
日本の未来が環境面でも技術面でも経済面でも
萎んでいくシナリオしか用意されません。
もう二度と福島の人たちが被った悲劇を味わいたくありません。
さっぱり復興など感じられません！

著名な経済学者ドラッガーも提唱するように
「革新」無しでは、成長も成功もあり得ない。
既存の路線、既定のシナリオからは、
これから日本の未来を担う若者たちが得られるものは
何もありません。

原発推進を謳う技術者たちのの知恵も借りつつ、
原発は廃止し、
新たな電力創始を模索することが必要と思います。

25382 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 「エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見

２０３０年に原発ゼロではなく、即刻、原発ゼロにせ
よ。
再生可能エネルギーへの転換、省エネ政策の強化
で、原発ゼロは可能です。

「エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見

２０３０年に原発ゼロではなく、即刻、原発ゼロにせよ。
再生可能エネルギーへの転換、省エネ政策の強化で、原発ゼロは可能です。

25383 個人 その他 ３０代 男性 原子力発電を早急に中止し、自然エネルギーに切り
替えてほしい

内閣府　エネルギー・環境会議事務局様宛

諸々忙しいタイミングかと思いますが、小さな法人の代表者としてのご意見を投書させていただきます。皆様が日々頑張っておられることは十分に承知しております。

今回の震災のリカバーは、原子力発電所があのような事故を引き起こしたばっかりに進んでおられないというのが共通認識なのではないでしょうか。
色々な場所で大震災は発生しておりましたが、これほどまでに復旧目途が立たないということはありませんでした。

問題の根底は、大地震です。
自然の恐怖を改めて皆が理解し、震えましたね。コントロールできない自然の力の恐ろしさです。そして原子力発電はそれと同様にコントロールできないものです。
それも今回の事故での共通認識でしょう。

島国日本は度々大地震や噴火に見舞われます。危険性の非常に高い発電システムは、明らかに国土の狭い本国には不必要ではないでしょうか？広大な土地をもつ他国であれば砂漠の土地
転用などでよいビジネスになることと思います。

自然エネルギー(特に地熱発電)が、最も有用な日本の財産であると思います。
なにせ、お湯を沸かさずともわいている土地が、日本にはごろごろしているのですから…。
危険を冒してまで原子力で発電すること自体が全く意味がないと思われて当然だと思います。

今までの計画は計画であり、リスケできないなんて理由はありません。
５年間昭和前半の時代のような暗さに陥ろうとも、国土危機は絶対排除すべきです。ご存知のとおり、税収は人口に比例しますので。

原発中止から他国からの移民や高所得者の受け入れを行っていき、人を直接投下することで、税収を上げていくことが可能です。ただし他国から見れば日本は原発という時限爆弾を抱えた、と
ても危険な国です。原発がないことが絶対条件だと思います。

汚染地域にすでに人は住めません。そこに核廃棄物保管施設をつくり、それ以外の土地は有効に活用し、ローカルの活性化を行えば一石二鳥ではないでしょうか。

ぜひご意見ご査収くださいませ。ご英断に、全国民が期待しております！！

25384 個人 自営業 ３０代 男性 原発ゼロシナリオを強く希望します。 福島の原発事故は、農作物、海産物までに広く影響をおよぼした。
空中に浮遊したセシウムは今後、どのような影響を人体に及ぼすのか、検討もつかない。
国会の調査委員会が「あきらかに人災」と報告した今、数々の悪影響を及ぼし、人にコントロールできないエネルギー「原子力」に頼るべきではないと考える。
新しく原発を作るのにかかる莫大な予算を、自然エネルギー開発につぎ込んではいかがだろうか。
自然エネルギー分野において、日本が技術で世界をリードする時代が来ると、私は信じています。
日本なら出来る。



25385 個人 自営業 ４０代 男性 環境と人体にとって有害でしかない核＝原子力は即
刻やめるべき

環境汚染大臣等の売国行為は今すぐやめなさい。放射能で汚染された瓦礫を被災地以外に運び込んで燃やすなど、もってのほかだ。この国の主人は国民であるはずなのに、その国民が出し
た税金で雇われている官僚や政治家は、雇用主である国民を無視して勝手放題をしている。とんでもない話だ。

代替エネルギーを推進するとしても、クリーンと思われるもののなかにダーティー･エレクトリシティーを発して人体には有害と思われるものもあるので、その辺も注意深く研究しながら変換してい
かなければならないでしょう。

ニコラ･テスラなどの研究したフリー･エネルギーについても、またヘンプを燃料とする形など、これまで世の中を騙し続けて巨額の富を築き、今尚人々からボリまくっている連中が隠してきた本当
の答えを導入すべきだ。

国民を馬鹿にするのも、いい加減にしろ！

25386 個人 その他 ６０代 男性 原発ゼロに向けて、直ちに踏み出すべきである。 なぜなら、使用済み核燃料や廃炉後の処理方法が確立しておらず、原発による地球環境の汚染で、人類の生存そのものを脅かしているからである。
電力の需給を中心とした議論が展開されているが、電力の供給量にあわせて、社会のあり方を見直すべきである。深夜のテレビ放送、広告のネオンサインなど、電力の無駄は多くある。

25387 個人 その他 ６０代 女性 脱原発に舵を切るべき時 原発は人知を超えるものということは、「福島」の事故で明らかです。
際限なく生まれる核廃棄物は今後どうするのですか。
電力は、少し節電すれば大飯原発の再稼働など必要ないと思います。
電力不足が経済を低迷させるというのも納得できません。
工夫次第でどうにでもなることと考えます。
原発が必要なのは、一部の既得権益を守る人たちのためということは国民のほとんどが分かっていることです。
権益を守る人たちも、原発は人間に御しきれないものということを理解しているはずです。
即、脱原発、再生可能エネルギーの開発に舵を切るべきです。
民間ではすでに行われていると聞きます。
政府は遅れています。

25388 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 「エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見

２０３０年に原発ゼロではなく、即刻、原発ゼロにせ
よ。再生可能エネルギーへの転換、省エネ政策の強
化で、原発ゼロは可能です。

「エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見

２０３０年に原発ゼロではなく、即刻、原発ゼロにせよ。
再生可能エネルギーへの転換、省エネ政策の強化で、原発ゼロは可能です。

私は福島県出身です。福島を元の福島に戻して下さい。

25389 個人 その他 ５０代 男性 原発は当面動かすべき。
その後、メタンハイドレートによる火力に移行していく。

当面は原発を動かさないと、日本の国力を消耗していきます。
国力が落ちていけば、力が全ての中国に尖閣諸島を皮切りに侵略されていくことでしょう。
ウィグルやチベットの歴史は他人事ではありません。
原発で大事故が起こるリスクよりも、中国に侵略されるリスクの方が遙かに大きいと感じます。

メタンハイドレートは開発の難しい太平洋側ばかり開発しようとしているようですが、日本海側には浅い海底の表面に固まりで存在しているといいます。
日本海側のメタンハイドレートを早急に開発して火力発電に使い、原子力発電を縮小していくべきと考えます。

25390 個人 学生 １０代以
下

女性 ゼロシナリオ希望 放射能で死にたくないです。

25391 個人 自営業 ３０代 男性 原発ゼロシナリオ（即時） 健康関連の仕事をしている角度からの理由。
電気がいつでもどこでも使えることで
日本人の健康が害されている。
そんなに使わなくても・・いや使わない方が
精神的にも肉体的にも
豊かな生活になる。
健康を害しているという具体会的な事例を一つ上げるなら
真夜中でも活発な経済活動や余暇活動。
本来身体を休めるべき時間に起きていることで
ホルモンバランスが大きく崩れ、体調不良、精神不安定となる。
使える電力に限りがあれば、今思いつくだけでも
増加している以下の項目に減少が見られる。
引き篭りやニート
生活保護受給者
うつ病
医療費（三大疾病）

飛躍が過ぎると思うだろうか。
結局その「想像力の欠如」も
電気が有り過ぎな環境が育てた弊害。
便利過ぎて幸せ過ぎて何が大切なのか判らなくなって
しまっている。
健康的で持続可能な生活が子孫が出来るかどうか。
じっくり想像すれば原発は無い方がそれが可能だ。

25392 個人 自営業 ５０代 女性 日本だけでなく世界の将来を考えた時、安全できれい
なエネルギーの確保を最優先に考えるべきです。近
い将来には、原子力によるエネルギーをゼロにするべ
く努力することが、結果的に日本の再生につながると
思う。

今回の震災を通して、原子力の怖さを改めて知りました。私のように戦争を知らない世代は、原子力の平和利用という言葉を信じ、いつしか原子力の持つ恐ろしさを考えないようになっていたよ
うです。
直ぐに消すことができる方法が無い原子力を、エネルギーとして使用することは、被爆国である日本では、許されないことだったのです。

自然エネルギーや、再生エネルギーなど、原子力に代わる安全で、環境に優しいエネルギーの開発は、新事業を生み、若い人たちに希望を与えることになり、経済を回復させる力になると思い
ます。今までの価値観とは違う価値観を持つ若い人たちを信じ、彼らが主体となって日本を再生し、この分野で世界をリードしていけるような希望ある政策と、サポートが必要です。

今回の事故は、日本人だけでなく、世界中の人に恐怖を与えました。　日本が、今回の事故を教訓と出来るのかどうかを、世界も観ています。もう一度、日本人としての誇りを取り戻すためにも、
原子力に頼らない新たなエネルギーの開発へと、政策を方向転換する勇気が必要です。

この問題を政争の具とせず、日本の将来と、若い人へ希望を与えられる議論をしてくださるようお願いします。

25393 個人 自営業 ３０代 女性 原発は、ゼロにすべきです。新エネルギー市場を盛り
上げていきましょう。

原発は、ゼロにすべきです。放射能は、多くの人々に悲しみと実害をもたらしました。
今のようなわずかな賠償で済ませていいものではありません。
また、全ての原発を廃止するまでに、どれほどのコストがかかることか。
まったく、原発は、無駄で危険です。
原発は止める！と宣言することで、新エネルギー市場は盛り上がります。

25394 個人 法人等 ５０代 男性 原発ゼロ・シナリオを採択し、技術革新を大きく後押し
しよう

1970年代前半、反公害運動が全国に広がり、水質汚染、大気汚染、騒音などに対する取り組みが進められる中で、日本の省エネ技術は大きく前進した歴史に学び、原発のような1970年代の技
術から脱皮しよりクリーンで効率的なエネルギー利用をさらに進める技術開発を後押しすべきです。

25395 個人 家事専
業

３０代 女性 「エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見を述
べます。

原発依存度０％を強く支持します。2030年度までにで
はなく、速やかにすべての稼働中の原発を停止し、廃
炉をすすめることを求めます。

電力会社が既に認めているように、原発の再稼働はエネルギー需要が理由ではありません。安全保障や、電力会社の損失につながるというのが本当の理由でしょう。

しかし、地震国で原発を稼働させることは、正常、かつ理性的判断からすれば、もっとも危険で損失が大きいことです。日本の技術をもってすれば、もっと安全な自然再生エネルギーへとシフト出
来るはずです。

未来の子供たちに、最終処分の問題もクリアしていない原発のつけを負わせるのは、大人の無責任であります。よって、即刻原発の停止と廃炉を求めます。

25397 個人 自営業 ５０代 男性  記紀万葉の時代から日本は自然を敬う生活を営んで
きた。原発はいったん事故が起きれば自然に即応し
てきた生活を根底から覆す。原発に振り向けていた人
的物的資源を今後は再生エネルギー活用に振り向け
るべき。

  かつて夢の物質と言われたフロンやアスベストは環境に有害なことが判明したとき即座に使用中止となりました。ところが、使用当初から危険性を指摘されかつ完全最終的な処分方法もない
原発は危険が現実化したにもかかわらず、いまだに継続しようとしている意見のあることが不思議です。原発でしか電気がつくれないというならまだ理解できますが別な方法で電気をつくること
は十分に可能で、それらの代替手段を活用する方法が現にたくさんあるにもかかわらず、いったん事故が発生した場合の放射能の影響の他に廃棄手段等にも難点を抱える原発にこだわり続
けるのは想像力の欠如としか思えません。
　エネルギー安定供給の見地から原発の必要性を訴える声も耳にしますが、いったん事故が起きた場合の復旧の困難さをみれば決して原発が安定供給の要とはなり得ず、万一認めるとしても
あくまで短期間の過度的なものとして捉えるべきです。原発を推進する立場からは太陽光や風力などの再生エネルギーは安定的でなく電気代が高くなるとの声を耳にしますが、事故が起こった
場合の賠償金や数万年にわたる廃棄物保管リスク費用を考慮すれば原発は決して安価ではありえず、安価なように見えるのは公害問題と同様、後世代に全部負担を先送りしているからにす
ぎないのではないでしょうか。もういい加減そのような負担の先送り的発想はやめるべきです。
　原発に比し再生エネルギーは原料代や廃棄費用等を全く考慮しなくても良いわけですから本来経済的にも優位のはずであり技術革新によって今後いくらでも割安化でき、日本には地熱という
ほぼ無限の安定的供給源も存します。元々日本は記紀万葉の時代から自然を尊び自然に即応した生活を営んできました。原発はいったん事故が起きれば福島にみるように自然に即応してき
た生活を根底から覆します。原発という人工を廃し元々の自然に即応させた営みの日本を取り戻すべきで、今まで原発に振り向けていた人的物的資源を世界に先駆け再生エネルギーの活用
に振り向け、人類永遠のクリーンな安定的エネルギーを確立すれば将来にわたって世界中から賞賛されることでしょう。
　エネルギー安定供給以前の話として、宇宙からみると日本は際だって明るいと言われるようにそもそも無駄なエネルギー消費が多いことが推測され、無駄な需要を極力削減することにも努め
るべきです。今でも節電が叫ばれていますが、節電してもピーク時に停電が発生した場合、病院での手術や治療装置の不具合から人の生死に関わってくる旨の報道がなされ、そのことが原発
を稼働させる理由のひとつにあげられますが、自家発電や効率的蓄電池の開発等を検討する他、例えばピーク時間帯には電力消費量の結構多くを占めているテレビの番組編成しない等のこ
とをテレビ会社が連帯して構じる等によって停電を回避することは十分可能なのではないでしょうか。テレビを見ないからといって生死に関わることはありませんし、そのような時宜に応じた判断
が日頃人命優先を標榜しているマスコミの使命でもあるように思います。テレビ番組休止中の緊急時放送はラジオによる対応等で十分と思いますが、テレビの電源が入っていなくても緊急時に
は自動的に放送開始される技術の確立等も期待されます。
  なお、原発は核兵器製造への転換を容易にさせる手段であり現実国際社会における核抑止力による平和の観点から原発の隠れた必要性を訴える声があるかもしれません。しかし、核抑止
力が究極の平和を保障するとはもとより思われず、核兵器はその危険性からつくらないのが基本でしょう。原発を全廃したとしても今後直面する原発廃炉や放射能の影響を探る見地から核の
研究は今後とも継続しなければならないことは必至で、そのような核の継続的な研究によって核抑止力でいうところの抑止力は最小限達成可能と思われることから、核抑止力概念も原発を稼
働させることの切り札とはなり得ないと考えます。

25398 個人 学生 １０代以
下

男性 なるべく早く原発ゼロに!!
2030年、僕たちが大人になった時、原発で苦しむ人が
一人もいないように…

何かを我慢することは大変なことだけど、みんなで節電して、自然エネルギーを増やしていけばいいと思います。
エコは地球にやさしいからです。
2030年、緑いっぱいの地球だといいです。

25399 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ゼロシナリオを選択します。
現文明で処分・制御不可能なエネルギーの選択は未
来に負の遺産を蓄積し続けることに他なりません。太
陽光・風力・波力・地熱発電にシフトすべきと考えま
す。

　特に太陽光発電の普及率は住宅で全国平均3.6％に留まっています。新規導入には費用負担がネックになっていますが、大々的に政府がイニシアをとって太陽光パネルを設置した新規住宅
建設には補助金を増額するなどの措置をとれば普及率は大幅に上昇するのではないでしょうか？
　ユーザーには「高額な費用負担をペイできない、それほどメリットがあるのか？」という疑問や悪徳業者による不良品などの懸念が付きまといます。
　また、「発電」だけでなく「節電」にも規制（優遇措置）が必要かと思われます。夜間の電飾看板、コンビニ・パチンコ等に対して節電○％を達成したら何らかのインセンティブを与えることも一案
ではないでしょうか？
　現電力会社ありきではなく、市民による発電をもっと政府として推奨すべきと考えます。

25400 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発を再稼働せず0％とせよ。視点に、健康権を守る
ことを加える事。100％再生可能エネルギーへの大胆
な転換と省エネ政策の強化、火力のLNGへの燃料シ
フトで2030年温室効果ガス25％削減政策を目指せ。

今回示された「選択肢」は３つあり。２０３０年の発電電力量における原子力発電の割合を軸に選択にするというものになっています。
１．ゼロシナリオ、
２．１５シナリオ、
３．２０～２５シナリオ
ゼロシナリオでは２０２０年の温室効果ガス排出削減数値目標は０％とされ、原発ゼロを選べば、地球温暖化対策の放棄を選ぶことになるようになっています。しかし、地震多発国の日本で、ゼ
ロシナリオ以外に国民の命と健康を守り、雇用を増やすシナリオはないと考えます。

（意見）
３ツのシナリオ（２０３０年時点）からの選択では、「ゼロシナリオ」を支持します。
本意は、「現時点からの原発ゼロ」です。

（理由）

〔原発〕
(1)原発は、今後、悠久に放射能を外部に放出する事故は、起こしてはならな　　い。１０００年に一度であろうと、１万年に一度であろうと。
(2)放射能を被ばくすれば、何世代にも渡って影響が引き継がれる可能性が大で　あります。
(3)地震大国の日本に原発稼働は、危険が大き過ぎます。
　１）昨年の東日本大地震と同等の地震が、日本全国で発生する可能性は、否　　　定出来ません。
　２）津波だけでなく震度での破壊も当然あります。
(4)使用済み放射性廃棄物の処置が、確立していない。このような状態で原発  を稼働することは、非常識です。
(5)このように考察すると、明らかに、「日本を”原発の無い社会”にすべき」と判断します。
　世界の国々も同じように、”原発の無い社会”になるべきで、日本が先行して、世界へのリード役になるのが良いことだと考えます。

〔エネルギーの問題〕

(1)使用総電力量を大幅に減らすことが重要な方策です。現在の日本の社会で使われている電気は、あまりに贅沢で無駄な電気が大量です。２０３０年では、２０１０年比１割の節電になってい
ますが、福島原発の事故で変えられた日本国民の意識と知恵で２割～３割の節電が実現すると信じます。
　これからの社会理念は、「単なる経済成長ではなく」、「足るを知り、持続可能な社会を目指す」に変わっていく時代に来たのです。

(2)省エネ技術、省エネ製品の拡充が大切で、早期実現が重要です。
　　国の支援としては、トップランナー方式が、予算効率の良い方法だと考えます。

(3) (1)、(2)での使用総電力量大幅減で、ＣＯ２削減も実現できます。

(4)再生可能エネルギーの比率が大きいと電気価格が上昇するとの意見がありますが、これに対する考え方を下記します。
　１）日本の電気価格が、外国と比較すると明らかに高い。これの解決に、従来の地域独占電力メーカーという体制を自由競争体制に変えるべきです。また合わせ、発送電分離をすべきです。こ
れを行えば、明らかに価格は、下がります。
　２）使用総電力量大幅減で輸入化石燃料の購入価格交渉も有利に展開できます。

３ツのシナリオ（２０３０年時点）からの選択では、「ゼ
ロシナリオ」を支持します。
本意は、「現時点からの原発ゼロ」です。

男性６０代個人25396 無職



25401 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 いずれのシナリオも選択できない。原子力発電の安
全性について判断できないからである。国民が冷静な
判断を行うために原発の安全性について分かり易い
豊富なデータが必要である。

提示された「エネルギー・環境に関する選択肢」では中長期的に原子力発電の依存度を可能な限り低減するという理念のもとに原発比率を2030年までに0%、15%、20～25%まで下げるという3つ
のシナリオが示されている。この中でそれぞれのシナリオにおける経済への影響や温室効果ガス削減効果について詳細な分析がなされているが、原子力の安全性については安全対策の強化
や安全を支える人材の確保が必要であると述べられているのみで、原子力発電の安全性に対する議論が欠落している。シナリオの選択を国民に問うのであれば、原子力の安全性に関する
データを国民の前に明らかにするべきである。
昨年の東日本大震災以来、原発の安全神話は崩壊し、一般の国民は原発の安全性について懐疑的であり、国や電力会社に対して不信感を抱いている。一方では、日本経済の持続的発展を
目指し、国民生活の向上を継続的に図るためには、エネルギーの安定供給は必須条件である。エネルギーの安定供給を図るためのエネルギー源の一つとして原子力発電は必要な電源である
と考える。しかし、原子力発電の安全性についてのデータの提示や議論があまりにも少ないのでないか。東日本大震災の被害ばかりがマスコミなどで大きく報道され、原子力発電の安全性につ
いての知識がほとんどないので、これでは一般の国民にとっては、原子力発電は怖いものだという認識にならざるを得ないのではないか。
将来のエネルギーミックスについて冷静な判断をするために、原子力の安全性についてもっと分かり易い豊富なデータが提供されるべきである。

25402 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 原発依存は０％を実現してください。 「原発依存は０％を実現してください。」
理由１・子供を持つ母として、電気より命が絶対に優先
　TVニュースではなかなか取り上げられないが、新聞記事を読んだり、講演会に出向くと被ばくの怖さを痛感させられる。結論としては、子供は大人より被爆の影響を受けやすく、被爆線量は少
なければ少ないほど良いということなので、我が家では今も西日本産の原料あるいは北海道産の原料にこだわり、サーベイメーターを購入し心配なところを測り、また、主人の実家は茨城県だ
が現在の住まい（戸塚）の数値の２倍の放射能が空気中で測定されてしまったため１度も帰省していない。母としてわが子の被爆線量を少なくしたいという必死の思いである。
　この想いは最初主人も同じであったが、自分の実家に子供をなかなか連れて帰れないため、最近は夫婦間で気持ちにずれが生じ、私自身も苦しい想いをしている。
　健康でなければできないことはたくさんある。子供の健康は絶対に守りたい。
　今後事故がまた起きた時、子供の健康を守ることはできるのか？

理由２・原子力は人間の扱えるものではないこと、また開発や事故対策の未熟さから今度も事故が起きることが予想される
　文献や講演会に行くと原発自体の開発・事故対策の適当さがわかり、東電と安全委員会は何をやってきたのかと思う。原子力は何万分の１秒の細かいコントロールが必要であり、まずそれが
人間のできる範囲を超えているとのこと。今までも大々的に公表していないだけで専門家の間では冷や汗の出る事故が何件もあり、とても安全とは程遠いそうだ。こんな危険なものと付き合わ
なければならないほど電力は重要なものなのか？また、代替が効かないものなのか？

理由３・目先の電力ばかりを追いかけ、後の世代に大きな負の遺産を残すことは無責任である
　使用済みの核燃料は最終処理場にてとてつもない期間保存しなければならず、その維持費・安全管理等を後の世代に押しつけるしかない。話は変わるが、国債の返済もできず、国民一人当
たりに８００万円近い借金があり、国として破たんしかねない話もよく聞く。また、若者に職がなく、契約社員などで安定が得られず家族を持てない人も増えている・・・初めから、この社会全体が
次世代に優しい社会ではないのはわかっていたが、ここにきて使用済み核燃料の後処理まで次世代にさせようとしている。本当に腹が立つ。日本人は自分たちさえよければいいというお国柄な
のか、若者の健康くらいは保障してほしい。

理由４・原発がある町にとっては雇用問題や町の収入減が問題になっているが、福島の原発のように事故が起きれば、雇用問題や収入減どころか、土地自体が立ち入り不可能になり生活の基
盤が完全に失われる
　福島の被災地の人たちはこのような事故に見舞われ、それでも、収入のため原発は必要だったと思っているのか。土地を失う人、家族がばらばらに生活するようになった人、職を失った人、こ
れから健康を失う人、命が短くなった人も出てくるだろう。それでも、収入減・雇用問題と言っていられるだろうか？
収入源に対してどんな対策が立てられるか、それが政治家の存在意義であり、手腕ではないのか？

25403 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 「ゼロシナリオ」を選択します。理由、(1)原発事故後の
収束見通しが立っていないこと、(2)国民や企業の努
力で節電は今後とも維持ができること、(3)自然やク
リーンエネルギーへの転換がはかれる状況にあるこ
と。

私は、原発を０％にする（ゼロシナリオ）ことは次のことからも実現可能だと考えます。
第一に、福島第一原発の事故が発生して１年４ヶ月が経過していますが、未だに明確な収束の見通しが立っていません。また廃炉にするためには、さらに何十年という歳月を要すると言われて
います。地震・津波などの天災以外でも原発が事故に見舞われる危険性はゼロとは言えません。逆に言えば、未熟な技術のなかで、いかに今まで福島のような大事故が起きなかったことが不
思議に思えます。また、使用済み核燃料の再処理技術も確立されておらず、原発は「トイレの無いマンション」と揶揄されています。それらのような未完成とも言える原発技術から直ちに撤退す
べきと考えます。
第二に、私は昨年の東日本大震災の際は東京渋谷区に在住していました。そして、直後の計画停電を経験し、節電にも大いに協力してきました。また、私が勤務していた事務所（文京区）でも、
ビル全体で意識的に照明の蛍光灯を間引きするなど節電対策を行い、前年比で２５％の節電を達成しました。日本は、ヨーロッパに比べ夜のネオンなどムダに使用している電気がたくさんある
と思われます。ムダな電気の使用を止めて、家庭・企業レベルでの節電対策を継続させることは可能かと思われます。そのことで原発に依存しないことが実現できると考えます。
第三に、今から１０～２０年前であればまだしも、現在の科学技術は大きく進歩しており、太陽光発電装置の設置やCO2を発生しないクリーンな天然エネルギー資源の開発は急ピッチですすん
でいます。現在、私の勤務する事業所（大阪市西淀川区）でも、８月に全ての照明をLED化することや、ビルオーナーの協力の下で屋上に太陽光発電装置の設置も検討しています。個人や企業
が取り組めるのはLED化や太陽光発電です。政府や自治体としても、これまで以上に補助金等を整備され、さらに取り組みが前進できれば、必ず原発に依存しない電力環境が確立できると確
信しています。

25404 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 一日も早く、原子力に頼らないエネルギーの供給方法
に切り替えるようにしていただきたく思います。

使用済み核燃料の安全で恒久的な処理方法が定かでない現状で、原子力発電に頼り続けるのは、危険だと感じます。福島第一のような原子力発電所での事故も恐ろしいですが、処理方法も
無いまま、増え続ける使用済み核燃料も、大変懸念されます。

25405 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 原発の再稼動はやめてください。安全な原発などあり
えません。ゼロシナリオです。

福島であれほどの被害を生みながら、しかも福島原発の事故の後始末も終わっていないうちに再稼動とは、国民を愚弄するにもほどがあります。国は国民の生活や健康を守る義務があるので
はないですか。「原子力村」は守っても、国民の生命や暮らしはどうなってもかまわないのですか。

25406 個人 無職 ６０代 女性 (1)ゼロシナリオを選択します 　このパブコメ募集の前提が、(1)ゼロシナリオであっても「2030年までは原維持される」というものであり、このような前提は認められません。即刻、原発をゼロにする取り組みを進めるべきです。
　原発に対する国民の意志を正しく反映させる努力をするどころか、このような選択肢をまとめるのは、国民の意思を誤った方向に捻じ曲げようとするものです。強く抗議します。
　今でも１６万人の人々が財産・故郷を奪われ、その補償も全く不十分なままです。国民の生命・財産を脅かす核のゴミを作り続け、将来世代にこれを押し付けるなど許されることではありませ
ん。
　即刻、原発をゼロにする方針を決定し、国民に対してこれを明言することを要求します。

25407 個人 自営業 ４０代 女性 原発には反対です。再稼動も新たな増設も全て反対
です！！
即刻、原発をゼロにしてください。
生命･健康の保護と環境の保護を優先してください。
経済活動よりも国民の安全を優先させてください。

太陽エネルギーを使用した自家発電を家庭に導入する家庭も増えてきています。
大企業も自家発電できる設備を開発、設置し始めています。
そうしたら原発は使わずに電気は間に合います。
現に今、この真夏でさえも何とかなっているではありませんか。国民に正しい情報をお願いします。

そして、経済の発展よりも国民の安全を優先させてください。
エコ産業だって今後は大きな商材となるではありませんか。そこからでも税金はたくさん入るでしょう。

日本のテクノロジーを環境や健康のために活かして下さい。
人間に操りきれない危険な原子力を使い続け、国民を危険にさらすのはお願いだからやめてください。

25408 個人 学生 １０代以
下

女性 原発依存度ゼロパーセントを希望 私は受験生で、本当ならこの文章にかける時間も惜しいけど、ここで意見を送らず原発依存度が０にならなかったら一生後悔すると思って書きました。

私は原発依存に断固反対します！！

福島の事故で、原発の危険性が明らかになったのにも関わらず、この国は大飯原発を再稼動させ、他の原発も稼動させようとしています。
政府も東電も安全を強調していますが、もう1度あのような事故が起こらない保証はありません。

だからといって電気を全く使わない江戸時代のような生活を私たちができるかというと、それはできないと思います。
でも、震災前の、節電など気にせずガンガン電気を使うという生活を改めることはできます。
私の家では震災後アンペアを一つ落とし、外出した時も極力階段を使うようになりました。

皆が少しずつ節電を心がけ、ネオン街の光やライトアップ、イルミネーションなども極力なくせば、原発に依存しなくてもやっていけるのではないですか？
現に今、東電管内の原発は１つも稼動していないのに電気は足りているではないですか。
関西や九州の電力は逼迫した状態にあるようですが、それは今までの原発依存度が高すぎただけだと思います。

すぐに自然エネルギーに移行とういうのは難しいと思うので、まずは火力でまかない、徐々に自然エネルギーに変えていって欲しいです。
今まで原発のために費やしてきたお金と労力と技術があれば、簡単にできるのではないでしょうか。

日本は広島、長崎、福島と３回も核の恐ろしさを経験しました。
本来なら私たちは世界に向けて核廃絶を訴えなければいけない立場のはずです。
そのことをよく考えた上で正しい決定をして欲しいです。

25409 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発ゼロシナリオ（即時） わたしたちは原発ゼロの国にチャレンジするべきだと思います。新しいエネルギーを普及させること、そして原発を停止し処分、廃棄物の処理をすることによって雇用や経済効果も長いスパンで
考えられ、日本の未来が少し見えるのではないでしょうか？ドイツでは自然エネルギーにシフトし始めてから景気もよくなっています。

25410 個人 その他 ４０代 女性 ゼロシナリオを支持します。
愛をもって選択するならこれ以外にはあり得ませんよ
ね。
原発は必要ありません。
必要のないものに多額の税金をかけるならそれは泥
棒です。
原発輸出なんて犯罪です。

最近は海の家だって太陽光発電です。

原発大国だったアメリカもすでに企業は原発なんて危険なものに興味はないのです。

時代は共存共栄です。
原発は時代遅れですよ。
地球とも人間とも調和できませんから、いずれ滅びます。
世界は不調和なものを受け入れるようにはできていませんから。

ですから今、自らの手で幕を引く、というのが一番美しいと思います。
強制的な幕引きは結構大変な結果を迎えるであろうということが予測できます。

どうしても安全だ、大丈夫だとおっしゃるのなら、政府機能を福島原発に移転すれば良いのです。政治家の方々も、原発推進派の方々も、みーーんな、原発の中で仕事すればよいのです。それ
で何年後でも大丈夫だったら、大丈夫なんでしょう。そのくらいの覚悟をもって、言っていますか？
私たちは真剣です。あなたがたが真剣でないから国民に怒られてるんですよ。

原発の問題も他の全ての問題も今、だけではありません。
未来も。私たちの責任です。

そう責任です。

本当に責任感を持ってやっていたのなら、そもそも原発なんていう選択肢はなかったはずです。
今まであなた方が、そして私たちが、どれだけ無責任だったか、その結果、子供たちや孫たちや、何百年先にまで負債を与えてしまったのです。
そのことに私たちは真剣に向き合い、責任をとっていくべき、と思います。

目先のことだけ考えてきた結果、今、多くの人が幸せでない時代を迎えてしまいました。

利益偏重はもう終わりです。それで幸せになった人はいませんから。結果をみれば答えは明白ですよね。

騙されないでくださいね。

25411 個人 自営業 ５０代 女性 代替エネルギーが確保されるまで、原発は再稼働す
べきだと思います。

日本の原子力発電の技術は世界でも最高水準に有り、先の東北の震度９の地震でも、溶鉱炉は破壊されず、（初期対応のまずさで、その後一部溶鉱炉が損傷し、放射能が流出しましたが）他
の原発推進の国においては評価され注文も来ていると、関連誌で読んだことがあります。

原発では人は死んでいないのに熱中症で何人もの尊い命が奪われています。このままではさらに犠牲者が増えることでしょう。これ以上の犠牲を出さないためにも原発を一日も早く再起動さ
せ、電力の安定供給してください。原発自体は価値中立だと思います。

さらに技術を高め安全性を確保できれば、安価にエネルギーを生み出せる、私たちの生活に多大な利益をもたらすものだと思います。

また、原発技術は近隣国の覇権主義にも抑止力を持つもので、日本国の国防の面から言っても大切な部分だと思います。

感情論的な原発反対の声に押されて原発を減らし、零細中小企業そして大企業までも窮地に追い込み、日本経済を、これ以上衰退させるのはやめて頂きたいと思います。代替エネルギーが確
保されないうちに原発依存度を基準に、原発ゼロ、15%、20～25%などとして、それに向けて規制をかけるのは、そうした場合に、企業がどれほど打撃を受けるのかが解っていない愚かな政策だ
と思います。

もう少し、先を読んで国民の生命の安全や生活を考えて政策を考えて頂きたいです。宜しくお願い致します。
25412 個人 会社員・

公務員
５０代 男性 資源の無いわが国では、火力発電を減らし、再生可

能エネルギー・原子力発電を有効活用すべきだと考
えます。

原子力発電を２５％に留めず、安全をより確立させもっと数字を挙げて欲しい。

再生可能エネルギーは変換効率がもっともっと上がり発電効率が良くなるのなら増加していけば良い。現状では電力会社に高い買い取り価格を押付けてまでも進めようとする姿勢はいかがな
ものかと考える。

火力発電は、輸入額を増やし電力会社の赤字を増やすので３５％程度まで下げればと考えます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

25413 個人 法人等 ５０代 男性 日本の国益を考えると、これからも原子力を追及して
いく以外に選択の道はない。国益も考えず選択肢の
中から選べというようなこと自体が無意味であり、政
治の無責任としか言いようがない。

日本の国益を考えると、これからも原子力を追及していく以外に選択の道はない。国益も考えず選択肢の中から選べというようなこと自体が無意味であり、政治の無責任としか言いようがない。
我が国の原子力技術は世界に誇るべきものであり、エネルギー価格を低減し、CO2を削減できるなど、社会や経済を豊かにできるものである。経済成長の観点からも、2％以上の成長を遂げる
のであれば、原子力によりエネルギーコストを下げていくしかないことは自明となっている。超円高と高い電力料金で日本の製造業は既に崩壊しかかっており、これ以上にコストが膨らむことは
日本で工業製品は作れなくなり、雇用も失われ、輸出による外貨も稼げず、食糧輸入もできず、日本人は食っていけなくなるということになる。また、原子力はそれ自体が大規模インフラシステ
ム輸出の我が国で最も有力な分野であり、これで稼ぐことも考えないでどうするというのか。
原子力の安全性を究極まで突き詰めることは必須であるが、上述のように日本が生き残っていくためには必須の技術を自ら放棄することなど、全くもってあり得ないと考える。



25415 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 女性 原発依存度を０％に近づけてほしい。原発新設、40年
超・自然災害に耐え難い原発稼働をやめてほしい。時
間はかかるだろうが、自然エネルギーの活用にも目を
向けてほしい。私たちのこれからを真剣に考えてほし
い。

原発によって発生する高レベル放射性廃棄物の処理方法、福島第一原子力発電所の今後の見通し、原発事故の被害を大きく受けて体力的・精神的に大変な状況にある方々などの、解決策を
提示できてないと感じる。

それなのに、原発は国民にとって必要だからとただ稼働していくのはおかしい！と強く思う。国民にとって必要なら、そう思う理由もわかりやすく説明して欲しい。むずかしい言葉で言われても心
に届かないので。

原発依存度を下げることで私たちの生活負担が増えるとしても、仕方がないと思う。そうでない人もいると思うが。
命や自然を犠牲にしてまで原発は必要だと感じない。

経済活動に影響を与える、国民の負担が増える・・・など、色々課題はもちろんあるが、原発依存度を下げていくことができるのかということを、真剣に考えてくれているのかとっても疑問。原発が
ないと無理という前提があるように見えてしまう・・・（違っていたら、すみません）。

自分のことだが、仕事でささいなことを決めるにも本気で考えると時間を有することが多い。今回の原発依存度までの流れは、タイトスケジュールな気がする。どうか、じっくり討論して、胸をはっ
てしっかり考えました！！という結論を聴かせてください（m＿　＿m）

25416 個人 自営業 ２０代 女性 これから結婚したり子供を産む等を真剣に考えた結
果、日本で子供を作りたくないと強く思うようになりまし
た。

理由として、既に私は少なからず被爆をしていると核心しているのと、今後こんな無責任な世の中で無責任な政治家達のいる日本で被害者を増やしたくないと思っている為です。
震災前から、住みにくい、暮らしにくいとは思っていましたが、震災後、ここまで日本の社会が腐っていると思っていなかったので愕然としました。

このまま、原発をストップしないのであればこの考えは変わりません。

私の子供ではないけれど、震災後に産まれた命の為に、原発に反対しております。将来のことをもっと考えてほしいです。

25417 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 ・ゼロシナリオに賛成します ・（理由）この厳しい暑さが続くこの夏でも電力不足が生じておらず、しかも東京電力管内では一つでも原発が稼動していない情況から、原発に頼ることなく日本は乗り越えていけるはず。また世
界においても、深刻なエネルギー問題・環境問題二直面しており、今後再生可能エネルギーの開発が急速に進展すると思われるから。

25418 個人 無職 ５０代 男性 原発は早急にゼロにすべきだと思う。
短期的にはコストが安いように見えるが、核廃棄物の
処理は確立しておらず
将来にツケをまわすだけだと思う。

福島第１の事故があったとき４号機の使用済み燃料プールに、何故あれほど多くの燃料棒があったのだろうか？適切な数量なのか疑問である。
やはり核廃棄物の処理方法が確立していない為に一時保管量が増えたせいではないかと思う。
六ヶ所村の廃棄物処理施設は動かず、高速増殖炉の実験炉も事故で稼動できない状態で、将来核廃棄物処理の問題は解決する方法はあるのだろうか？
危険な核廃棄物が溜まるだけの原発は早急に廃炉にして、安全なソーラーや風力、波、地熱、小規模水力発電等のクリーンエネルギーに転換するべきだと思う。
千年に一度の大地震が起きた今、安易な従来の発想を捨て、あのオイルショックをも乗り切った日本の技術力を発揮するべき時だと思う。
もんじゅの知恵は高速増殖炉ではなくクリーンエネルギーに使うべき。

25419 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原子力発電所を全廃するに越したことはないが、その
結果産業空洞化・失業率の拡大・再生エネルギーの
拡大による電気料金の負担増等に将来本当に耐えら
れるのか？
理想と現実を冷静にどの程度考えるかが重要

現在騒がれているオスプレイにしても、自動車にしても絶対安全なものは無いと思う、人一人の命は一つであり、ここの犠牲者を考えこれらすべてを否定すれば何も出来ない。平和や利便性を
求めるなら当然リスクはある。
　概要に述べたように、原発全廃した結果、もし経済的に生活が成り立たなくなったら誰が責任を取るのか？

　津波による被災地の高台移転等検討されているが、これから津波被害が想定されている地域の高台移転が事前に検討されるような話題が出ないのもおかしい。

現在行われている意見聴取も、原発容認する発言をするとそれだけで糾弾されるような雰囲気になっており公正な意見聴取の場になっていないし、マスコミも原発廃止に誘導するような報道に
なっている。

もっと、冷静に将来の状況が分かるような公表・報道が重要だと思います。

25420 個人 自営業 ６０代 男性 原発推進に反対します。２０３０年時点の原発比率
は、０％でしかありえません。

もっとも問題なのは、使用済み核燃料の処理問題です。この問題が解決するまで原発は稼働すべきではありません。エネルギーは、多少不足してもこれから
再生可能自然エネルギーを開発していけば数年内には目途が立つのではないでしょうか？原発メーカーのＧＥ会長も原発はコスト的に合わないと最近発言しています。危険でコスト高な原発よ
りも安全な自然エネルギーの開発を選択します。

25421 個人 その他 ６０代 女性 原発ゼロシナリオを強く主張します。 ＜パブリックコメント＞
原発依存を出来る限り早く0パーセントにすることを強く主張します。

日本大震災から1年5か月が経ち、放射能汚染により長期にわたり命を脅かすような事態が避けられないことが一層明らかになってきました。1986年のチェルノブイリの事故の時、私の子ども達
は11才、3才、1才でした。日本でも北海道の牧場産の牛乳から放射能が検出された時、初めて原発の底知れぬ恐ろしさを実感しました。不安の中で子育て中のお母さんたちと一緒に勉強する
中で、日々の運転により生み出される大量の死の灰を何世代にもわたり厳重に管理し続けなくてはならないにもかかわらず、安全な保管方法も場所も確立・確保できていないという信じ難い無
責任、「安全神話」の欺瞞的PRの裏で原発による巨大な利権構造があること、核兵器製造の潜在的可能性への疑念、何重もの下請けの非人間的なからくりの中で危険な労働を成り立たせて
いること等々を知り、放射能の恐ろしさと相まって、原発の存続を黙認することに良心の呵責を覚え、それ以来、原子力はごく一部の医療の利用を除き、人間が手を出すべきでない領域である
ことを確信します。25年後の今、この日本でとうとう恐れていた由々しき事態になり、自分の果たさなかった責任を痛感し、今度こそ人の子の親として、次世代へ責任を果たし続けようと思ってい
ます。
心底恐れることは、特に日本という世界有数の地震国では、早晩、原発により今回以上の被害をも免れない可能性があることです。今回これほどの健康上の不安、当たり前の家庭生活の破
壊、生業の破たん、経済的、精神的に甚大な被害を引き起こした以上、原発からの脱却以外の選択肢はあり得ないと考えます。一体、いのちにまさるものがあるでしょうか？過信、奢り、浪費と
いう砂上の楼閣にたつ繁栄でなく、つつましくても恵みに感謝しつつ互いのいのちを愛おしむ暮らしを目指すことを強く求めます。

25422 個人 その他 ３０代 女性 原発ゼロシナリオ即時求めます！ 子供と一緒にとったよもぎやわらびや栗や柿...
今は放射能の不安から
少しだけしか食べられなくなってしまいました。
自然の恵みを安心しておもいっきり味わえる世の中を
子供に残してあげたいです。

ぎりぎりなんとか保っていたこ不自然な社会
誰もがもう限界と心の中で感じているはずです。
今を逃せば取り返しがつかなくなると思います。
そう感じないとしたらよっぽどの人だと思います。

本当に日本を守る、地球を守る一番トップに立っている方々ならば
どうか利益や慣習にとらわれず真の決断を示してほしいです。
世界にさきがけて日本がやらなければならないと思います。
本当に地球が滅びてしまわないよう
どうかどうかよろしくお願いします。

25423 個人 その他 ５０代 女性 原発への依存は０％にするべきです。
これ以上原発に頼るべきではありません。国や大企
業はその責任として、最大限の努力をすべきで、未来
に、核の驚異をこれ以上残すことはやめるべきです。

震災での原発事故以前に、ウラン鉱石の採掘、精製、ウラン燃料の製造、その過程で生まれる劣化ウランの処理、原発の可動、使用済みウラン燃料の保管、イギリスやフランスの再処理工場
での再処理も含めた再処理工程、最終処分（まだその処理方法場所すら決まっていない）、これらのどれをとっても、周辺住民に被曝の驚異を与えています。ひとたび事故がおこれば、想像を
絶する汚染が広がることは、容易に想像できます。処理に困った劣化ウランを使った非人道的な劣化ウラン弾はイラクやアフガニスタン、コソボなどで使用され、その影響で発症した白血病や小
児がんが子どもたちの将来を奪っています。これ以上、未来を壊すことに加担したくありません。そして原発と抱き合わせで進められている、リニア新幹線計画は、即刻中止すべきです。９兆円
ものお金があったら、東北の交通網のみならず、除染も含めた生活の基盤を整備するのに使うべきです。そして国が率先して省エネルギー対策、脱原発、再生可能エネルギーへの転換を進め
るべきです。生命に関わる医療や介護など必要なところに使う電力は一般市民が努力すれば足りるはずです。使うことばかり考える基準は今すぐ改めるべきです。

25424 個人 自営業 ４０代 男性 ゼロシナリオを選びます。 ゼロシナリオを選びます。

理由

原子力による発電は、何万年もしないと、危険性が消えない使用済み燃料棒の核のゴミを作ります。
現在、福島第一原発でも、4号基で、使用済み燃料棒が、非常に危ない状態にあると聞きました。
このような、自然の循環からはずれた危険な物質を作る原子力発電所は、必要ないと考えます。
原子力に頼らないエネルギー政策を、世界に向けて示すのは、核の事故を起こしてしまった国の
せめてもの責務ではないでしょうか？
世界にも、我々の子孫にも、責任をとるためにも、脱原発、自然エネルギーの開発を推進して欲しく
思っています。

25425 個人 学生 １０代以
下

女性 原子力発電は危ないのでゼロ、ゼロ、ゼロ。

ゼロにして下さい。

外で遊ぶのもお食事も飲み水も注意しなければ大変なことになるとパパ、ママが言います。

健康で長生きできるかとても心配です。

すぐお熱が出て病院に行くことが増えました。

25426 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 男性 「エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見
直ちに原発停止へ。増え続ける放射性廃棄物の問題
といい、もはや人類の手で制御出来る物では無い。

「2030年まで原発維持」とは言わず直ちに停止を望む。再び原子力災害が起これば、民族存亡の危機となり得る。これらのリスクを子々孫々に渡り押し付け、経済性を追い求める合理性は見当
たら無い。

25427 個人 無職 ７０代 男性 『ゼロシナリオを支持』
先ず国として原発ゼロを宣言すべきです。

『ゼロシナリオを支持』
先ず国として原発ゼロを宣言すべきです。

このゼロシナリオ自体おかしい！火力を過大に予想設定している。
自然エネはもっと増やせます。国家の威信をかけて実行するのです。

現在も既に膨大は核汚染物を抱え、その処理方も持たない私たち（人類）、
過ぎたことは元に戻せません、
であるなら直ちにこれ以上核汚染物を増やさないことに国を挙げて進むべきです。
此処までにした大人の責任を考え、子どもの健康、命を守りましょう。
この国の、地球の未来を守りましょう。

25428 個人 家事専
業

４０代 女性 0%を支持します。私は福島原発事故まで、全くの無関
心でした。政治にもっと関心を持ちます。母親の多くは
子供達のために、使用済み核のゴミが溜まり続けるこ
とや、地震多い日本での、第二の事故も心配していま
す

田中優さんや、小出裕章さんの著書を読み、新聞や、ネットの情報でも、勉強しています。やはり、原発を再稼働させなくても、経済は、回って行くし、多少の不便は、承知です。将来のある、子
供達のため、日本のため、0%を、支持します。

男性25414 【要約】
原発にメリットは無い。コストメリットのうそも判明した。
化石燃料にとってかわるといっても、発電分だけの話であり説得力が無い。
技術開発が必要ならそれだけ続ければよい。原発は、早期の廃炉がコスト的にも
ベスト。

【説明】
 私達は、3.11で、
　(1)「安全神話」は虚構であり、今後も事故は起きうるものであること。
　また、
　(2)事故を防止することや、ひとたび事故が起きた際の収束に必要なものは、技術力以上
　　に、社会の組織力、人間力、といったものが重要であること。
　加えて
　(3)原発のコストメリットは、うそ。電力会社のコストは低いのかもしれないが、
　　賠償、廃炉費用、燃料廃棄費用、電源３法のコスト、を考えると安くはない。
であることを知りました。

この期に及んで、新たに原発を建設するという解はありえません。

したがって、今、議論すべきは、いかに原発依存を断ち切ってゆくかであります。
　
　・原子力ムラは解体。（お金の流れを断ち切る）
　・電力会社、設置町村には、原発の早期廃炉に金銭的インセンティブを与えると
　　ともに、脱原発に伴う再建シナリオを示す。
　・技術開発としての「原子力」は、研究機関として残す。

廃炉支援費用は、莫大なものとなるでしょうが、東日本復興、被災者支援、と
合わせて、政府紙幣の発行を行い、財源を確保するのが良いと考えます。
（その前に、行政改革、政府の交代、が必要なのは言うまでも無いことです。）

　余談になりますが、石原都知事は、原発稼動について、「なぜフランス人にできる
　事が、我々にできないのだ。そんなはずはない。」とおっしゃっていました。
　私は、(2)の観点で日本では出来ないものだと考えます。また、これは、リーダー
　うんぬんの話ではなく、民主主義国家としての熟成にかかわる問題を含んでおり
　一朝一夕に改善できるものでは無いと考えています。

「原発ゼロシナリオ」を支持します。４０代無職個人



25429 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 原発再稼働をせず０％とする。再生可能エネルギー
の比率を100％に近づけるとともに、その間の火力を
LNGに移行させる。

従来言われてきたクリーンエネルギーとしての原子力発電は、福島第一原発事故後の放射能汚染の実態からみても説得力を失っている。
そのため、原発ゼロを目指す以外に安全な生活ができないことは、日本の現状から見ると言うまでもないことだといえる。
そこで、現在のエネルギー・環境に対する選択肢のなかではゼロシナリオを選ばざるをえない。
ただし、今後日本が目指す道は原発ゼロかつ再生可能エネルギーの割合増、火力、水力のバランスをとり、CO２の削減も同時に目指していくべきであり、今回の３つのシナリオはどれも志の低
いものであり、この３つのシナリオでのみ議論しなくてはいけないことに悲しみさえ覚える。

25430 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 ゼロシナリオしかありません。再稼働もやめてほしい
です。狭い日本の国土が汚染された ら、どこにも住め
なくなります。

ゼロシナリオしかありません。再稼働もやめてほしいです。 関東で水道水が汚染された 時期がありました。もし、関西で琵琶湖の水が汚染されたら、、と思うと怖かったです。 その心配が、大飯
原発再稼働で現実のものとなるかも知れません。電気がなくても生きれ ますが、水がなければ人間生きていけません。

25431 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原子力発電は日本ではいらない。０％で行くべきで
す。
後世に問題を先送りしない再生可能エネルギーを産
み育てていくべきです。

　原子力は核兵器であっても、原子力発電所であっても人類にプラスとはなりえない大きな負の側面を持っています。
　人類は核エネルギーを適切にコントロールすることは今のところできません。地震が頻発する日本での原子力発電所は狂気の沙汰です。福島原発事故の際にも日本の原子力の技術者や関
係者は本当に原子力をコントロールできる技術者はいないように感じました。
　安全に運転できない原子力発電所を対策も取れない状況で再稼働するのは狂気の沙汰です。後世に恥を晒すことになるでしょう！

　事故が起きても誰も責任が取れない状況となるのに、それを推し進めるのは私利私欲に狂ったもののなせる技としか考えられません。常識的に考え、科学的に考えれば、原子力発電所は日
本では０にすべきです。

　政治家・官僚・学者は本来に何に忠実であるべきでしょうか？。
国民主権の国にあっては国民の声を聞き、科学に忠実であるべきです。
　私利私欲で原子力政策を延命することは許されません。
国民の声を聞けないせい政府はやがて大きなしっぺ返しを被ることになります。
　原子力発電所は日本にはいりません。国民の声を聞いた心ある態度が内閣にも求められます。

25432 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 ゼロシナリオを選びます。もう安全神話を吹聴するの
はやめてください。安全対策が未完 成なままの再稼
働は、確率の低いリスクをないことにしてきた今までと
同じです。

ゼロシナリオを選びます。もう安全神話を吹聴するのはやめてください。安全対策が未完 成なままの再稼働は、確率の低いリスクをないことにしてきた今までと同じです。それ に、地震が起これ
ば地震対策、津波が起これば津波対策、次も津波とは限りません。阪神 淡路大震災のあと、地震対策だけして、東北地方に津波対策をしなかったような形だけの 規制が、今も通用している日
本に、原発は危険すぎます。

25433 個人 家事専
業

６０代 女性 昨年の3月11日以降、エネルギーに関する認識は変
わりました。何も知らずに原発を受け入れてきたこと、
恥ずかしく思います。出来る限り、地球環境を壊さず、
生活したいと思います。

政府、関係者、すべて肩書きを外し、ひとりの人間として、どう考えているのか？聞いてみたい。
積もり続けていく汚染土壌、保管場所もなく・・・
命を削って作業をし続けている方、ずっとこの先も、作業員を確保し続けなければならない。

幼子をかかえ、避難した私の友人、
彼女は避難していることを、離れることが出来ない岩手に住む友達には、なかなか話せなかったそうだ。

その他、いろいろ話を聞くに付けても、どうして再稼動したのか、全く理解出来ない。経済効率のいいことが、命より大事だと言い切ってなんになろう。
どうみてもおかしい！
自然エネルギーに向かえるよう、少しでもいい方向が見えるよう、行動は惜しまない。

25434 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 ●政府の原発再稼働へ踏み切ったことへの不信
●原発がコスト高だということ
●地震国日本での原発利用の無謀さ
●同じことを繰り返さないために日本ができること
●パブコメの認知度の低さ

これまで私たちは東京で、何の不自由もなく電気を使いたいときに使いたいだけ使ってきました。原発がおかれている地域のことなど考えもしたことなどありません。
ですが今回の原発事故をうけ、福島や近隣の方々が受けている放射能の恐怖をまじまじと感じ、また私自身も同じ空の下、雨風に運ばれてくるであろう放射能を気にしながら日々を過ごし、い
つまでそうしていくのだろうと感じています。いまだ家に帰れない方々のことを思うと、原発再稼働という選択をした政府が日本を一体どこへ導こうとしているのか、恐ろしくさえ感じてしまいます。

原発は自国で作れるエネルギーでコストも安くＣＯ2も出さないので温暖化対策にも向いている、今までだって不自由なく使ってきたのだし、原発推進国としてやってきたのだから他国への立場
上、原発ゼロにすることは不可能なのでは？という人もいますが、今回のような事故を受け、全くの論外だと思いました。また、原発メーカーが「原発はコスト高になっている」とフィナンシャルタイ
ムズのインタビューで答えていることも知りました。

原発は安全に使えばとても便利でパワーのあるエネルギー源かもしれませんが、安全に使えるほど甘くはない、ましてやこの地震国日本では無謀ではないか、また今回の事故のような大参事
や使用済み核燃料の処理の問題などを考えると、人間の手に負えるほど原子力は大人しくないと思います。今回の震災と津波による事故でその恐ろしさを知っている日本が、何故再び学ぶこ
となく同じ道を歩もうとしているのか不思議でなりません。今までノホホンと電気を自由に使ってきた私たちは、被害にあわれた方々を無視し、再び同じ事が起こるかもしれない原発ゼロ以外の
道を選択することは決してあってはならないと強く感じています。

原爆被爆国として放射能の恐怖は誰しもが勉強したことだと思います。原発と原爆は構造が違いますが、放射能をまき散らす恐怖は同じだと思います。今回の原発の大参事を経験した日本が
他国に示すことができることは、原子力を使わない自然エネルギーの開発と脱原発への勇気だと思います。それこそが先進国である日本の義務だと思います。古いものを手放さなければ新し
いことは得られません。子どもたちに、地球に恥ずかしくない日本にしてください。地球を壊さないでください。その勇気ある決断をぜひ国民の先頭に立ってして下さい。今の日本の脱原発を求め
る国民にはその勇気が出来ています。安全な日本を創るための節電は喜んでします。

ある知人が、高くてもお金を払って買いたいもは「安心」と「安全」だといいました。原発に代わるものがあるのだから、お金を払ってでも安全で安心できる方を私たちは選びます。今回のように何
かあってからでは遅いのです。今回の事故がおこるまで、原発のことなど知ろうともしませんでした。ですが事故が起こってしまった今、それに代わるエネルギーに変えていくことが今の政府の、
私たち国民の義務だと思います。そして原発がゼロになる日がそう遠くあってはいけないと思います。原発に代わる自然エネルギーの開発がどれほど進んでいるのかは分かりませんが、波力、
風力、太陽光、天然ガスなどの組み合わせで、安心して住める安全な日本、生かしてもらっている地球を大切にできる日本を作ってください。日本人なら出来ると思います。

今回の「パブコメ」は日本の、世界の、地球の大事なことを決めるためにあるのだと思います。ですが認知度が低すぎます。せっかく国民の声を聞く場を設けているのだからそれを無駄にしない
ために、テレビや新聞、チラシや広告などで、ネット環境のない人にも知らせるべきだと思います。本気で国民の声を聞きたいのならそれくらいは当然のことだと思います。

最後になりますが、体裁や建前にとらわれない強い意志で、安心して暮らせる日本に導いて下さい。

脱原発、原発ゼロを切に願っています。

25435 個人 自営業 ５０代 女性 １.目先だけの脱原発募集で、何が変わるのでしょう
か？
２.言葉で、分かり合えない人を原子力で封じる筈の武
器を、平和の道具にす 　 り替えた人達が責任を執っ
てください
３．期待しています。

１．国民の政府だから、私達は税金を払っているのです。ごますりのアピール　　ではないことを示してください！
２．ナチスの無差別に殺害し続けつヒラを屈するためには、原爆開発が必要　　と創りだした原子力を人を殺すための道具を便利だからと何も考えず、電　　力にすり替えた人達の後継者たち
は、どこにいますか？
　
　国民が無力だと知ったのは、泊原子力開発の時、スタッフの一人が不安に
　なり町内集会の反原子力に出席したのが見つかりその人は首になりました。
　その時、安全、安全と言っているけれど嘘に違いない、そしていくら私が
　訴えても届くことはないということを！
　
　政府が、一番にしなければいけないことは
　　原子力をつくりだせる研究者が、知恵を絞りあって　水に還す術です。
　　お金が、かかっても仕方がないでしょう。原子力関係者と政治家が犠牲を
　　みせたのなら、国民も消費税引き上げを認めるかもしれません。
　　それと国造りです。外交は、一時休止宣言できないのでしょうか？
　　アメリカの言いなりで、何度日本は窮地に追い込まれているのでしょうか
　　今、日本国は、原子力を水に還す努力のため一丸となって頑張ってくださ　　い！
３．やりっぱなしのない姿勢、誠意をみせてください！
　

25436 個人 無職 ７０代 男性 可能な限り速やかに「ゼロシナリオ」を実行すべきと考
える。

理由：
1.チェルノブイリ事故や福島第一原発事故などであきらかなように、有害な射能物質の大量発生が広範囲に、かつその影響は長期間に及び、人間の生命を危険にさらし、人間の住めない場所
を造り出す。

2.放射能による外部被ばくはもとより、特に次世代を担う若い世代には、内部被曝の影響が強く懸念される。

3.原子力の安全性、経済性、制御技術、再処理や廃棄物処理の方法などが未確立な状況では、原発の再稼働や新設は行うべきではない。

４．経済活動への影響はやむなしと考える。「経済成長＝人間社会の幸福」ではないと認識する。

５．太陽光発電など自然エネルギーの活用を重点に推進すべきである。
　

25437 個人 無職 ６０代 男性 今後の原発依存度ですがゼロパーセントにすべきだ
と思います。

その理由ですが、海洋国日本は常に地震、津波の危険に晒されていると云っても過言ではありません。また稼働中の原発が危険だということは今回の事故でも明らかです。確かに原発に依存
してきたわが国としては、ゼロが容易いことではないことは十分理解しています。しかし、あれだけの事故を起こし、それを一企業の責任にして原発を再稼働するなど世界の笑い者です。そもそ
も人間のやることに絶対などなく、また自然の力も人間が測れるものでないことは、今までのさまざまな災害で明らかなことだと思います。
また、原発の発電コストが廃炉の費用や核廃棄物の貯蔵に関する費用を考えた時明らかに高コストになることは明白でしょう。現在の私たちだけが原子力発電の恩恵を受け、そのつけを私た
ちの子供達に何万年も管理させるなどあってはならないことでしょう。
今後のエネルギー政策ですが、水力、太陽光、地熱、風力などの自然エネルギーの比率を６０％くらいに上げ、残りは省エネの火力で賄うしかないと思います。
特に、水力は八ッ場ダムのような大掛かりなものを造るのではなく、流れ込み式の小さい発電所で発電機を廻し、河川の流れに沿って場合により数百機設置することで地域の電力を賄っていく
方法などはどうでしょう。それにより送電網も充実することができます。今後の日本は脱原発を錦の御旗にその脱原発技術と仕組みを海外に売って行くことが産業革命にも匹敵する日本だけに
許されるイノベーションではないかと思います。

25438 個人 学生 １０代以
下

女性 原発反対。
原発ゼロの地球に住みたいです。

原発はいりません。
他の発電方法で電気を作っていくべきです。
事故があっても、きちんと対処できない原子力発電は使うべきではない。

25439 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 ・2030年には原発電力を0％にする事
・電力会社への対応は、発送電分離を必ず行い、送
電部分は国有化にする事
・電力会社への監視は、二重・三重の専門分野人の
監視体制と一般消費者も参加させる事

日本の政治家の運営(村社会)が、このような形で現れ、民主党の対応のひどさが、福島事故後、何も解決でず、日本の将来が見えていない状態である。
原子炉を段階的に廃止をする計画なのか、それとも今以上の原発電力を作り続けるのか、また使用済み核燃料の処分の場所など、どうするのか国民に情報が届いていない。
瞬時に情報が伝わる時代に、原発は国会議員だけで決める事ではない。
グローバルの時代に日本の経済だけを良くする？ではなく、自然エネルギーへの転換、この分野にシフトすれば、新たな産業や雇用が生まれる。
原発問題に対する30年計画書を提出すべき、時代の課題が出れば、修正対応で補う
余談だが、議員は日本株式会社に勤める期間限定のサラリーマン、責任も無く
(知名度：何とか馬鹿)我が保身のみで･･･国の為に専門的知識を身につけ議員になったのは10％程、10～15年の安定より、将来(若い人)のビジョン見えなくなっている。
赤字国債を垂れ流してきた政治は改め、柔軟な体制と納期を決めて早急に動いて欲しい。

25440 個人 無職 ３０代 男性 15シナリオを支持します。時間を掛けてゼロシナリオ
に到達を目指す。

　福島の事故で原子力発電の危険性が白日の下に晒されたのだから、原子力発電の比率を漸減していくべきだと思う。

ただ、急に原発を止めたら社会が成り立たないので、原発を運転しつつ再生可能エネルギーの比率を高めていくべきだと考えます。

具体的には、風力、太陽光発電はもちろんのこと、地熱発電に力を注ぐべきと考えます。
なぜなら、環境調査の必要はあるものの24時間発電できるベース電源としての有効性があり、燃料が不要。なので外国から資源を購入する必要がない点です。日本は火山国で世界第３位の
地熱資源が眠っているからです。

風力発電について、送電線の関係で建設しても電力会社が買い取らない状況にあるようです。
東日本と西日本で周波数の違いから東西間でやり取りするには、周波数変換所を通らないと変換できません。
なので、発送電分離をし、北海道電力、東北電力、東京電力で東日本送電会社を北陸電力、中部電力、関西電力、中国電力、四国電力、九州電力で西日本送電会社を設立し自由に域内でや
り取りをすればどうでしょう。域内の送電網は
3ないし6社がお金を出し合って整備すれば良いと思います。
例を挙げると、宗谷岬の先から旭川まで超特別高圧線を引くと風力発電で得た電力を関東まで送電することが可能ではないでしょうか。

太陽光発電について、家の屋根以外にも工場の屋根や公共施設等設置できるスペースは数限りなくあると思います。また個人の土地でも耕作放棄地などは積極的にパネルを設置し活用すべ
きです。

上記のことを実現するためには、当然、発送電分離、スマートグリッド、省エネ技術の開発を同時並行的に進めていくべきだと確信しています。
25441 個人 自営業 ５０代 男性 15シナリオを支持します。 理想はゼロシナリオであるが、向こう18年間というスパンであれば実施可能な現実的な目標値15%を掲げ、国をあげて達成していかねばならない。

地震や津波など天災においてコントロールできなくなる恐れの高い原発はその事故被害の影響度合いから見ても、半世紀以内にはゼロにすべきである。いづれにせよ早急に明確な目標値を
設定し、全国民が取り組む必要がある。

25442 個人 その他 ４０代 男性 0% ゼロシナリオ　脱原発　を支持します。 地球に生命が誕生できた理由として有害な放射能（宇宙線)をさえぎるようになり、それらが地表面に降り注ぐことがなくなったからです。
人間に限らず地球の動植物は放射能に対する耐性は殆どありません。
そのような危険物質に接する機会を増やすことをしてまで電力を原子力で賄わなければならないという考え方は理解できません。

使用済み燃料が無害化するまで10万年以上に渡り管理が必要になると考えられています。
そのような長期間管理の人的、経済的コストは人間に不要な業務を強いることでもあり試算などできません。
決して原発のコストが他方式よりは安価にはなりません。

地球の動植物（人間を含む）に対して内閣、民主党・自民党及び公明党、電力会社、一部の権益者達は責任を負えますか？。

現在生きている人間に対して内閣、与党、電力会社、利権受益者は責任を負えますか？。

原発存続に対してこれまでの説明では合理性を欠くことは明白です。

一刻も早く原発からの撤退を表明すべきです。



25443 個人 自営業 ４０代 女性 今すぐ原発ゼロの選択を希望します！！！ 福島の人為的事故から、「原発は暴走したら誰も止められない」という事を学んだはずです。

原発がなくても、電力は足りているはずです。

再生可能エネルギーの開発を本気で促進すべきです。（妨害はもうやめて下さい）

広島と長崎での被爆、福島での被爆、二度あることは三度ある、、、となる前に、勇気を持って「ゼロ」にすべきです。

電気料金値上げの時のように「ドア　イン　ザ　フェース」という狡猾な手口で、最初から「落としどころ」を決めないで下さい。何が「値上げ幅圧縮」ですか。
空々しい。もう騙されませんよ。

もう、これ以上国民を失望させないで下さい。

政府、電力会社、御用学者、経済産業省の皆さんに、「恥を知れ」と言いたいです。

あなた達に、原発は管理できません。

25444 個人 学生 １０代以
下

男性 日本のそして世界の未来を開くには、ゼロシナリオし
かありません。事故を起こした日本 から脱原発を発
信して、世界の脱原発を進めてください。影響力は大
きいと思います。そ して、再生可能エネルギーで経済
発展を

日本のそして世界の未来を開くには、ゼロシナリオしかありません。日本の事故を見て、 ドイツやスイス、イタリアが脱原発に舵をきりました。事故を起こした日本から脱原発を 発信して、世界の
脱原発を進めてください。もっと多くの国々が影響を受けると思いま す。発展途上国への原発輸出を進めようとしていますが、とても無責任で、危険だと思い ます。日本のような地震国ではない
にしても、事故が起きたときの対処力はもっと貧弱な ところもあると思います。原発ではなく、再生可能エネルギー技術を伸ばし、それを 輸出した方が良いのではないでしょうか?再生可能エネ
ルギーの導入を進めてきたドイツ では、CO2の削減と雇用の創出に成功していると聞きます。地方に若者が残り地方が元気 とも聞きます。原発予算を切り、再生可能エネルギーを伸ばすこと
に、思い切った税金の 投入へ政策の転換をすれば、ドイツがこれまでかかった年数より早く再生可能エネルギー への転換が実現すると思います.

25445 個人 家事専
業

６０代 女性 ２０３０年時点での３つのシナリオについて、
０シナリオとすることに、賛成いたします。

たとえどのようなことがあろうとも、福島の様な事故が２度と繰り返されてはならないと思います。
　故郷を離れなければならなかった人々のことを考えると、本当に心が痛みます。住んでいたいのにいられないのです。住めない土地になってしまうことの悲しみを、国民が皆で共有し続けなけ
ればなりません。
　日本は、地震と共存していかなければならない国土なのですから、国内のどこであれ、原子力発電は、絶対に無理があります。
　福島の悲しみを、繰り返してはなりません。
知恵と力を出して、国民皆で、原子力発電をゼロにしましょう。
これからの未来を担う子供たちのために、私たち大人のしなければならない
大切な決断です。
　

25446 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発の再稼働はせず、脱原発方針をかかげること。
自然エネルギーへの大胆な転換と省エネ政策を強化
し、火力燃料のLNGへのシフトで2030年温室効果ガス
削減政策をめざす。

　今回示された3つの選択肢では「ゼロシナリオ」を選択します。
　理由は大きく以下3点です。
　1.地震多発国の日本では「ゼロシナリオ」以外に国民の命と健康を守ることはできません。
　104基の原発が運転中の世界一の原発大国・アメリカでも、原発は地震のない中・東部に集中しており、西部の地震地帯にはほとんど立地していません。第2位のフランスは地震のない国で
す。
　中国では今後の原発立地にあたって「マグニチュード（M）4以上の地震が過去1000年起きていない場所につくる」との基準を明らかにしています。日本でM4以上の地震は日常茶飯事であり、
中国の基準だと日本はどこにも原発を稼働できる場所はありません。
　2.原発はクリーンなエネルギーではなく、大量の残土や低レベル廃棄物、CO2を発生させます。
　原発は他の発電と違い、常にフル稼働が求められ、夜間に発電をとめることが出来ないため、夜間電力の活用の名の下に「24時間社会」や「オール電化」などエネルギー多消費構造が推進さ
れ、日本では1970年以降の原発増設による発電量増とともにCO2の排出量が大幅に増加しました。
　「ゼロシナリオ」以外では今後も原発建設に向かう計画であり、廃棄物やCO2の排出量をそうかさせる計画です。
　3.脱原発と地球温暖化対策は両立することを前提としたシナリオを立案してください。
　上記で示したように、原発はクリーンエネルギーではありません。大胆に自然エネルギーへの転換することを求めます。太陽光、中小水力、地熱、風力など日本が持っている自然エネルギー
の力をフルに引き出せば、原発に頼らず雇用を増やし、経済を発展させつつ、CO2の25％削減が可能となるシナリオができるはずです。

25447 法人・
団体等

無職 ７０代 男性 現状程度の原発は必要と思います。
日本人の英知と努力を傾けて安全で安心できるもの
にしていただきたい。

誰しも原発を即時廃止したい思いを持っているが、経済、雇用、環境問題等あまりにリスクが大き過ぎる。
特に子供達の雇用、生活の安定に大きく影響してくるのでは。
我々が安心して安定した生活が送れるよう特に政治家の一段の努力を期待しています。

25448 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ２０～２５シナリオ　○
１５シナリオ　　　　△
ゼロシナリオ　　　　×

　原発問題が発生したからといって、原発を止めるというのは極端な発想です。例えば津波が問題なら壁を作れば良いし、断層があるなら断層がずれても大丈夫なように補強すれば良いと考え
ます。今の技術力をもってすれば、想定される自然災害に対する対策はとれるはずで、こういうところに金をかけるべきと考えます。自然災害に対する想定があまかっただけではないのでしょう
か？であれば、基準を厳しくすれば良いと考えます。どうしても対策とれないものについては廃止すべきとは思いますが、急に全部廃止にはならないはずです。原発を減らすなら、自然体で減ら
していけば良いと考えます。
　１５シナリオでは化石燃料が増えますが、CO2発生抑制をうったえられているのに、ちぐはぐで中途半端な印象を受けます。しかし原発をどうしてもとめないといけないなら、ありうるシナリオと
考えます。

25449 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 「エネルギー・環境に関する選択肢」について、私は資
料内(1)のゼロシナリオを選択することを支持します。
ゼロにするための負担（費用・不便他）について、国や
人類の未来を思えば努力はやむを得ないと考えま
す。

　クリーン・安全・安価と教科書でも教えられてきた原子力ですが、今回の事故によりいずれも条件付であったことが明らかになりました。
　ひとたび放射能が漏れれば安全ではない。また放射性廃棄物が増え続けるためクリーンではない上に処理にはコストもかかる。さらに今回のような事故後の廃炉には天文学的なコストがか
かりこれが税金で賄われる。また管理部門（今回では東京電力、政府）の危機感の低さ、無責任も明らかとなり、電気使用者たる私たち国民も含め、原子力を取り扱えるような知性（そのような
ものが存在すればですが）や技術を未だ持ちえていない（持ちうる日が来るか不明ですが）のではないか、と私は考えます。また、それでもそれと知りながらも原子力をすすめてきた姿がよく見
えない人々や団体に、何らかの利があるのではないかということも疑わざるを得ません。
　私は、平凡な一国民として、人として将来にわたり安全に暮らすために、原子力とは別の方法のエネルギー施策を望み、その方法を支持したいと思います。

25450 個人 家事専
業

５０代 女性 原発ゼロシナリオを選択します。
原子力は国民の生活の安全を脅かすだけです。
再稼動は政界経済界の為だと見え見えです。

原発ゼロシナリオを選択します。

代替エネルギーを作っていくのは大変かもしれません。でも稼動していれば捨てられない廃棄物を永遠に生み続け、事故を起こせば放射能をまき散らす原発は、あってはならない物です。
政治家や経済界は安心できる生活のためにと次々再稼動を目論んでいますが、原子力を使わないという選択は、経済ではなく倫理の問題です。
土地や海を汚染し、人々の生活を破壊し健康不安をもたらし、子供たちの未来までを脅かす原発は、もうお引き取り願いましょう。
あまりにも高い代償を払って、何も考えず電気を使っていた時代は終わりました。
多くの人が無関心だった事を反省しているからこそ、脱原発の声が大きくなっているのだと思います。

日本が正しい方向に舵を切れるか、正念場です。

25451 個人 家事専
業

６０代 女性 原発ゼロシナリオを強く望みます。

国民の意思を大切にしてください。

放射能まみれの生活よりも電気や電力の少ない生活
を選びます

原発ゼロシナリオを強く望みます。

やっと民意を反映できる民主党の政治になったと喜んでいるのですから、
もう今までの自民党政権のように、国民を無視した政治に戻らないで下さい。

国会前の脱原発の声が聞こえていると思います。
もう国民は今までの原発政策の悪を、原発の危険性を、それが国民と世界に与える罪と不幸を知ってしまったのです。
もうこれからは原発が安全だなどと言った嘘には誰も騙されません。

日本の原発事故は日本だけの問題ではなく、世界のそして地球全体の大きな問題です。
日本はこの事故を契機に脱原発へ政策を転換して、世界にその姿を見せて、謝罪しましょう。
日本には世界を脱原発に導く役割が与えられていると思います。

人間は地球上の全ての生命に対して謙虚になりましょう。
原発を０にするために世界中で知恵を出し合いましょう。

経済優先の今の方向性を勇気をもって転換しましょう。
放射能まみれの生活よりも電気や電力の少ない生活を選びます、
農業を大事に、国土を大切にした安全な生活を取り戻しましょう。
貧しくなっても良いです、
今の消費文明と経済成長至上主義は世界の悪と思います。

原発を止める事が経済優先の方向性を換える第一のステップです、
世界にその姿勢を示しましょう。

25452 個人 無職 ７０代 男性 (1)ゼロシナリオ…原発は要らない！ 原発の方が、経済性がよく効率的というのは嘘。使用済み核燃料の処理ひとつにしても見通し立っていない。

25453 個人 自営業 ５０代 女性 脱原発シナリオの「原発ゼロ」を支持します。 福島の原発事故の再来を許してはいけないからです。
人間が制御できないものは、結果的に人間の暮らしを守ることができない。
そのことが証明された出来事を、真摯に受け止め、福島の被災者を支援し、
これを契機に、原発以外の道を政府、国民が一丸となって模索すべきです。

00.◆「ゼロシナリオ」を選択する。但し、次の(01)～(12)を前提条件とする。
01.【選択肢への批判】
drift(連続変移)だけで物事を考えるのは軽率、spanが長いほど、shift(不連続変異)があるから予測は不能。
選択肢は「原発ゼロ」yes/orだけでよいのでは。
そこから先の国民の覚悟を要する対応をこそ、公聴の対象とすべし。
02.【原発ゼロ「ゼロシナリオ」の手順】
定期検査の停止時に順次、廃炉にし、再稼働しない。
その達成は、早くて2014年内、遅くとも2017年内。
今できること、節電、自家発電、発電/送電の分離を先ず実行する。これを前提に、代替えを整備すればよい。
03.【原発は事故れば原爆に変身する】
福島原発事故は、現行の［核分裂型］「原発は、事故れば、原爆に変身する」ことを警告した。同時に、見えない消せない「放射能公害」の蔓延を教示した。
04.【原発市場は「たそがれ市場」(日没ま近の衰退市場)である】
欧米諸国もその投資家も、原発の株・経営権を売却し、新設・増設を見送っている。
原発市場はギャンブルでバブルをもたらすにも拘らず、認識不足の日本だけが、原発呪縛から脱皮できていない。
05.【原発の安全設計は机上の空論である】
安全設計の高度化はいくらでも可能。しかし技術が追いつかず、設計を実現できない。特に、原子炉～排水口の全長数百kmに及ぶ配管の完璧な溶接技術と点検補修は人知を超え不可能であ
る。
熟練工員の絶対数の不足を補う未熟臨時員による未熟溶接・未熟や手抜きや杜撰工事等々は不可避である。
06.【福島原発事故(爆発or炉心溶融)の再発の頻度は1回/10年(於日本)】
［算出例1］スリーマイル炉心溶融(1979年)・チェルノブイリ爆発(1986)・福島爆発(2011)より・・3回/30年→1回/10年(於世界)。
［算出例2］大地震の東南海(1944)・南海(1946)・福井(1948)・新潟(1964)・北海道南西沖(1993)・阪神淡路(1995)・東北地方太平洋沖(2011)より・・7回/70年→1回/10年(於日本)。
ラスムッセン報告(1974)の大隕石落下頻度(1回/1百万年or1億年)で、大津波地震を無視して設計・建設・防護された原発が日本国内に存在すること自体、科学的にも技術的にも無理無謀であ
る。
07.【原発事故の危険度は無限大(∞)】
世界保健機関WHO［2006年］防災指針（ドキュメント2007年発行）
http://www.who.int/hac/techguidance/preparedness/emergency_preparedness_eng.pdf
によれば、
危険度R＝k×災害源H×脆弱度V÷防備レベルP　（ｋは比例定数）・・式1。
式1において、いくら原子炉の防護（防備レベルP）を高めても、災害源Hのエネルギーの上限は不定である。しかも、地震や津波で事故れば、原子炉建屋内外の地上地下から海面上の排水口
に至る間に組込まれた数百kmに及ぶ配管全長の破損や亀裂等の点検防止は不可抗力で、その上、放射能被爆から住民は逃げる以外に為す術がなく、脆弱度Vは無限大（∞）である。
従って、式1によれば、危険度Rは無限大（∞）である。
すなわち、日本では、大地震津波に耐え得る安全な原発は、人知を超え、不可能である。
08.【日の丸原発の輸出における日本国政府の介入禁止】
原発輸出・原発拡散は、道徳的にも経済的にも亡国行為である。
日本国政府は、輸出での債務保証や融資等々の関与・介入を一切しない。
企業JNEDの原発輸出は、政府に頼らず、政府を巻き込まず、すべて自己責任で行うべし。
09.【野田内閣が大飯原発再稼働を急いだ理由は「原発輸出」にある】
大飯原発再稼働の6.16決定は、諸外国、特にベトナムやヨルダン等の原発輸入国(候補国を含む)による「再稼働できない危険な原発を輸出する」という批判に対する「日本原発の安全宣言」で
あり、「日の丸原発・輸出の正当化」を意味している。
結局、野田首相は、国内外に「日本の原発は安全」という嘘を、「安全だから再稼働した」という偽装の既成事実にすり替えた。これは詐欺行為である。
10.【ゼロシナリオの障害である原発の既得権益構造の改革と失職対策】
障害は、日本の原発事業が、計画から半世紀余を経て、国庫金というパイプで合法的につながった政官産財学報からなる一握集団の巨大な既得権益に変身してしまっていることである。
そして、この集団内での権益の維持と拡大活動が、その外部の国民に不経済、いわゆる「外部不経済」をもたらしてきた。、その具体例は、「放射能公害」や「原発至上主義公害」（潜在的核保有
国への執着があったにせよ「原発」以外の発電の普及阻害）等々。
［対策例］このような既得権益は、現行の核分裂型「原発」以外の発電装置・機器類の製造・販売・技術開発・研究開発、および発電/送電分離を、国策として市場メカニズムを活用し国庫支援す
ることで改革できるはずです。
併せて、原発被曝失職者とゼロ原発リストラ失職者を現行の原発以外の新しい発電事業に優先雇用する計らいも必要。
11.【新しい［核融合型］原子力技術の開発】
常温核融合原子力、例えば、中性子を生成しない［D＋D→He］原子炉の開発を、国策として推進する。現行の原子力専門家・人財を、この事業に雇用する。
［常温核融合］過去のスキャンダル(1989)を超え、研究は小規模だが継続されている。
12.【バックエンド対策】
「使用済み核燃料」および「精製済みU/Puバクルク」の安全保管の技術開発・研究開発は、達成できるまで、継続する。
「潜在的核保有国」としての地位は、地球上から核兵器がなくなるまで、維持する。
「増殖炉」(精製済みU/Puの利用)の研究開発・技術開発は、即刻、中止する。

「ゼロシナリオ」を選択する。
但し、達成の時期は、2030年ではなく、できるだけ速
やかに、早くて2014年内、遅くとも2017年内。
定期検査の停止時に順次、廃炉にし、再稼働しない。

男性７０代自営業個人25454



25455 個人 無職 ６０代 女性 パブリックコメントの選択肢に、「原発再稼働はゼロ
に、廃炉実施計画を即開始」を加えるべきです。

この選択肢がないのは多数の国民の意思を無視して
います。

原発の再稼働に反対します。

毎週金曜日永田町に集まる市民は、「再稼働反対」を訴えて声を上げているのです。組織されていないごく一般の市民の声に真摯に向き合うことを、政府に対して要求します。

シナリオ(1)では、再稼働にGOサインを出すことになります。しかし他の選択肢よりはと、(1)を選ばざるを得ない人が多いのが実情です。
それでは本来の要求とは全く逆の結果になります。

政府は国民の意思を尊重することをせず、「再稼働に対して国民的合意を得た」というお墨付きにしたいわけです。

再稼働反対の意思をくみ上げる選択肢がなければ、形だけのパブリックコメントでしかありません。

廃炉は、いまからスタートしてさえ40年後になります。放射性廃棄物の処分方法も決められないまま、原発を再起動させてさらに放射性廃棄物を生み続けるのは愚の骨頂です。即時廃炉計画
をスタートさせて下さい。

25456 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原発の即時ゼロシナリオをのぞみます。 未来のエネルギーに自然エネルギーをのぞみます。

25457 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 2030年までのエネルギー戦略に関して、「原発０％」シ
ナリオを支持します。

あれだけの事故を起こし、その後の対応を見て来た結果、原発にエネルギーを託して生きてゆく事は腑におちません。

これは経済や政治とは切り離して考えるべき事項だと考えます。

25458 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 選択の余地無し。原発0％しかない。 3.11東日本大震災で原発の安全神話が崩壊した。いまだに多くの住民が元の生活に戻れない。甚大な被害を発生させた原発は日本にいらない。原発以外の政策転換を強く望む。

25459 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 「ゼロシナリオ」を支持します 原発は、事故や廃炉にすることまで考えると経済的なリスクも大きいので、依存度はゼロにすべきと考えます。今後蓄電技術の開発（大規模型や個人向け）と合わせて、自然エネルギーを最大
活用する「日本型エネルギー」を開発出来れば、世界的なエネルギー問題のイニシアチブを取ることも可能ではないでしょうか。

25460 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 エネルギーと環境 原発事故を経験した国民として、改めてエネルギーと環境は切り離せないものだと気づいた。

４０代の私たちで終わりではない。　次のその先の世代の事まで考えなければならないと思う。

目先の事だけではなく、国民全体のそして将来を見据えた選択を政府はしていってもらいたいと思う。

25461 個人 パート・
アルバイ
ト

６０代 女性 安全・安心なエネルギー政策を望みます。ゼロシナリ
オを支持します。コスト面は発・送電の分離をはかり、
あらたな事業体の創造により、経済の発展と消費者
の選択によるエネルギー利用によってプラスになると
思う。

かねてより原発について不安を持っていました。東日本大震災による福島原発の事故はその不安を決定的なものにしました。早く原発をやめ、最終処分までの手当てをしてください。未来の人
たちがその処分に困らないように。

電力会社と消費者とその意図するところは違うように思うが、一気に電力の消費を節約する機運が高まっているいま、湯水のように使ってきた原発の電気をやめ、自然エネルギーの推進に力を
入れてください。資源を消費せず、安心できるからです。

25462 個人 無職 ６０代 女性 2030年には原発０％にしたいです。核廃棄物の処理
ができないまま続けるのは納得できません。便利さよ
りも安全・安心が優先される国・社会にしたいです。世
界の空と海はつながっています。

私たちの電気使い放題の便利な生活が、多くの地元の人たちの犠牲の上に成りたっていたを東日本大震災で再確認させられました。
安全かつ一部の人たちを犠牲にしないで済むエネルギー政策を追及すべきです。
特に原発は日本のみならず世界中の空や海を放射能で汚染し、その影響は子子孫孫まで及ばされることを考えると一日も早く、ゼロにしたいです。現在の原発は学者の見識や技術も信用でき
ず、廃棄物処理に至っては10年先の見通しも立っていません。

経済成長を目指してばかりいて周りを見回したらギスギスした社会になっていました。便利・早い・楽が社会を席巻しています。日本はもう少しスローペースでいいと思います。社会や生活を見
直して、低エネルギーな生活に移行すべきです。明るすぎる街、何事も電化・自動化された生活はもう無理です。市民のちょっとした我慢で安全・安心な社会ができるのなら皆協力できると信じ
ています。

25463 個人 家事専
業

３０代 女性 現在、原発０%シナリオを選択します。 原発は、地震多発地帯日本には、不適合な設備です。早く、安心して子育ての出来る社会にしていただきたいです。

25464 個人 自営業 ５０代 男性 原発ゼロ　へ　即時　移行 使用済みの核燃料の最終処分方法が無く、今は保存するだけ　こんな状態で
被爆の怖さを体験している日本で　なぜ原発を続けるのか　誰が将来に向けて
使用済み核燃料を安全に処分するのか　原発の事業者は説明してほしい
　再稼働を許可した　政府にも説明してほしい。

25465 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 「０％」を選ぶ。

但し2030年では遅すぎる。
大飯原発を2012年９月に停めて、全ての原発を再稼
働せず、即全原発の廃炉を決定する。
原発ゼロのモデル国家になることを日本は目指す。

大飯原発を動かしたが、今年の夏のピークで関西電力管轄内では１０％も供給に余裕があることが明らかになった。従って大飯原発を動かす必要はなかったということを裏付けている。

その他の電力会社管轄内において、もちろん東京電力を含めて、全原発が止まっているのに夏の電力不足は起こっていない。従って関西電力以外でも原発はもちろん不要である。

つまり日本は原発が無くても電力は足りている。

原発に代わるエネルギー源として当面は火力が有力である。しかしながら、現在電力会社が調達している火力発電の為の材料費は異常に高いという問題がある。　なぜか？
それは何の企業努力もしない総括原価方式に保護された地域独占企業という、今や世界の旧共産主義国家の国営企業でも例を見ないほど、甘ったれた電力会社のあり方に問題がある。発送
電分離を行い、発電事業に普通の市場競争原理を持ち込めば簡単に火力発電のコストは下がる。
その下がったコストでまずは電気料金の引き下げを行うべき。

これで国民は安い電気代で原発稼働なしで安全に暮らせることを最低限保証される。そのうえで火力から自然エネルギーにシフトすべく少しずつ国が投資を行い自然エネルギーを育てて行け
ばよいのである。

まっとうな発電市場の発展を経て電力を現在の電力会社に頼らなくてもいい時期が来たら、原発の廃炉処理を現在の電力会社の決算書上で行う。すると巨額の負の資産が生まれるので恐らく
すべての電力会社は倒産となる。
そしてその負債は下記順番で弁済することにする。１．現在の電力会社のその時の資産　　２．株主　　３．貸し付けを行っている金融機関　　４．これまで原発を推進してきた人間すべての資産
５．国が保有する隠れた資産650兆円

以上

25466 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 2030年を待たず、一刻も早くすべての原発を廃止する
ことこそ、未来への責任である。

　そもそも今回の原発に関する意見の選択肢は30年近くも稼働させることが大前提となっており、多くの国民はもちろん、福島原発事故によって故郷を奪われ、元の生活に戻れる展望を失って
いる当該地域の人たちの願いをくむに足る選択肢となっていない。国民の声は、一刻も早い原発ゼロの社会実現である。
　原発の再稼働に伴う議論のその多くは、地震や津波への対策が問題視されているが、最も重大な問題は、核廃棄物の処理問題を筆頭に原発の運転にかかる全ての事柄が、人類の科学技
術で解決できていないということである。いわゆる原発が“トイレのないマンション”と揶揄されることであり、核廃棄物の処理を未来の技術革新に頼るという何の根拠もない、未来社会に対する
責任放棄である。
　30年足らずとはいっても、運転すればその間じゅう核廃棄物は生産され続ける。原発運転を主張する人たちに、その何万年とも言われる核廃棄物の処理の責任が負えるのだろうか？
　もっとも、福島原発事故の真の原因、すなわち原子炉の内部がどうなっているかさえ全く不明の段階で、地震や津波の対策が打てると言い切る政府自身の頭の中もどうかしている。人類社
会、とりわけ先進国といわれる国々は、こうした未来社会への責任に目をつぶって原発を運用してきた過去を今こそ反省し、その暮らしの在り方を見直し、原発ゼロの早期実現に対応できるだ
けの再生可能エネルギー、自然エネルギーへの投資と転換を一気に進めるべき時である。

25467 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発ゼロのシナリオを支持します。ウランも有限な資
源、再生可能エネルギーへの転換は避けられませ
ん。

化石燃料に頼るエネルギー政策は、温暖化の問題だけでなく、いずれ資源の枯渇に直面することになます。そのため、化石燃料への依存を減らすことは当然の方向になります。
その回答として原子力と意見がありますが、原子力の燃料たるウランも有限な資源です。一般的な説では半世紀ほどと言われています。資源開発で伸びることもあるととは想定されますが、リ
スク管理としては半世紀で枯渇することを前提としてエネルギー政策は考えるべきで、原発に頼らないエネルギー政策は必然とおも思います。
政府は高速増殖炉を解とするかもしれませんが、原子力大国のフランスも撤退した実現可能性がきわめて低い技術です。液体ナトリウムという反応性高い物質を使うため、事故のリスクが高
く、スリーマイル・チェルノブイリ・福島と事故を起こした軽水炉以上の安全性の確保は絶望的です。政府は原発を続けることを決断するとしたら、ウランの枯渇問題にどう対処するのかについ
て、高速増殖を使わない解を示す責任があります。
以上のことから、すぐになくすか、段階的になくすかの議論はあっても、原発を続けるという選択はありえません。福島原発事故を体験した日本は原発をなくす決断をすべきです。そして再生可
能エネルギーへの普及へと舵をきるべきです。
この道は、経済的にも大きな可能性を秘めた道となります。化石燃料もウランも有限である以上、そして温暖化に立ち向かっていく以上、再生可能エネルギーへの転換は世界的な方向になりま
す、いち早く技術を確立していくことは、日本の産業界にとっても大きなビジネスチャンスになり、世界に貢献することになります。

25468 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 ゼロシナリオを選択。ただし2030年までにというのは
遅すぎる。できるだけ早く原発をゼロにすべきである。

ゼロシナリオを選択する。その理由は以下の通りである。
１．東京電力福島第一原発事故は、放射能を広範囲にまき散らし、大気・河川・大洋、そして食料生産に最も大切な土壌・水など環境を破壊し、さらに、地域住民が住みなれ、それぞれの文化が
蓄積された地域社会をも破壊した。特に、今後心配されることは、未来を担う子どもたちの健康被害、そして遺伝子破壊による将来にわたる健康被害である。このことは、過去に起こったチェル
ノブイリ原発事故によって先天傷害のある出生が多発している事実に冷静に学ばなければならない。原発は、人類だけでなく、あらゆる生物の命を破壊するものである。特に、わが国は地震多
発地帯であり、解決不可能な放射性廃棄物処理、処分場問題もあるため、2030年度ではなく、できるだけ早く原発ゼロを目指すべきである。
２．原発事故が起き、原発による発電がゼロでも、国民の生活にはあまり影響はなかった。これは、国民が節電に意識的に取り組んだ結果である。国民は「便利さ」「効率」「経済性」などより、子
孫につながる「命」が最も大切であることを自覚し、少々不便でもよいから、節電に取り組んだことを、そして今後も取り組む意思があることを大切にしなければならない。政府は、この国民の思
いと実践を何より大切にし、節電を呼び掛けるとともに原発政策をやめ、自然エネルギー開発にシフトすべきである。

25469 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 (1)　ゼロシナリオを選択します。
3つの選択肢の中からどうしても選ぶなら(1)ですが、
2030年までではなく一刻も早く原発をゼロ＝廃炉にし
てください。

電気のためではなく、
核兵器のために進めているのが原子力発電ではないでしょうか。

安全だから、電力が足りないから等々、
国民に嘘をつかなければ進めることができない原子力発電、
原子力推進政策は破綻していると思います。

また、使用済み核燃料の処理を、
次世代に押しつけつづけるのは、あまりにも無責任です。

世界で唯一の使用済み核燃料の最終処分場オンカロと同様の
安全性を持つ処理施設を地震国の日本に造るのは不可能です。

ましてや、東京電力が引き起こした福島第一原発での大事故後の
例でもわかるように、
政府が守ろうとしたものは、
子供や女性、国民の健康や財産ではありませんでした。

そんな国が、何の反省もなく、誰一人として責任をとらず、
原子力発電を進めるのは、この地球上で最も危険なことだと思います。

すべての原発の即刻停止を強く希望します。

25470 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 １原子力発電を速やかに停止すべき。
２核燃料サイクル政策を選択肢に含めるべきではな
い。
３エネルギー消費を減らし、再生可能エネルギーを普
及させるべきである。
４国民的議論にはなっていない。

今回の福島の事故で、この先何十年も福島では、危険区域となり、地震大国日本では、今後も地震の影響で津波による被害が発生するリスクがあり、原子力は全て停止する事が求められる。
関東では、昨年の夏に節電対策で夏を乗り切る事から、今後も節電が必要となる。

25471 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発は0に向けたシナリオこそ先進国日本の役目じゃ
ないですか！

示された3シナリオは、あたかも1及び3のシナリオが困難であり、2のシナリオこそ最善かのように誘導する内容です。現状が電力不足で困難だから、再稼動で当面を乗り切り、徐々に原発に頼
らない国に！では、目先の困難回避にしか思えません。先進国家として、世界に誇れるよう新エネルギー開発に今こそ、最大現の力を注ぐべきではないでしょうか。安全性も理論上の安全に留
まり、廃棄物の完全廃棄技術もない現状で、後世に何を残そうというのか・・情けないです。国民協力は脱原発の発信からは十分に得られると思います。世界に誇れる日本、誇れる決断をした
政府と言われるよう再考いただく事を切に願っております！！

25472 個人 家事専
業

３０代 女性 原子力エネルギーはもっと必要。 原発を減らしたら電気代も上がるし、計画停電が続いて熱中症で亡くなる人が増えるようでは困ります。石油代も上がる中原子力エネルギーは４５～５０％は必要だと思うので、もう少し増やし
てください。

25473 個人 自営業 ３０代 女性 シナリオ(1)「原発依存０％」を望みます。 私はシナリオ(1)「原発依存０％」を望みます。
あれだけ大きな取り返しのつかない事故を起こしておいて、
原発に数％の依存もありえない。
これからの日本は「脱原発」に舵を切って行かなければ、国民の信頼は戻らない。

25474 個人 自営業 ６０代 女性 原発はいりません。ゼロシナリオを望みます。 私たちが学んだことは多いはずです。国はその学びを全く無視し、福島の人達を切り捨てているとしか見えません。命を守ってもくれない、私たちの政府に対する不信感は強いです。大飯原発
の再稼働は何でしょうか？規制委員会の人事は何でしょうか？
あまりに国民を愚弄したやりかたです。私たちは怒っています。
もう原発はいらないのです。最終処理も出来ない放射性物質を作り続けるものをなぜ動かすのですか？半減期が何万年もあるものを誰が責任をとれるのですか？今回の福島原発事故で世界
中を汚染した事故の責任を東電も国も誰もとっていないこの日本に最終責任をとれる機関ができるとは思いません。この地震の多い国で原発を動かすことは狂っているとしか思えません。私た
ちは安心して安全に、暮らしていきたいと些細なことを願っているだけです。改めてお願いします。原発を全てすぐに止めてください。私たちは、いくらでも節電に応じます。電力が今の半分、
30％いいえ、10％になったとしても原発を止めることに同意します。日本のような高い電気料金の国はないそうですね。なぜなんでしょうか？総括原価方式がまだ続けられるのはなぜでしょう
か？40％の使用量に満たない個人にだけ電気料金の値上げを許可するのはなぜでしょうか？
いろんな不信感が日本国に対してあります。これ以上知らないふりはできません。
原発の輸出を許さないこと、再稼働は即時撤回、原発0の日本になることを望みます。
世界から見ると、あまりに恥ずかしいあまりにひどい今の日本があります。誇れる日本にはなれないのでしょうか。

25475 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発ゼロシナリオ（即時） いのちは掛け値なしに大切なものだから。とても大切なものを、原子力発電によって失う必要はなく、ほかで考えれば、たくさん、まかなう方法はあるはずです。安全は絶対ではないと思います。
失ってしまってからでは遅いです。原発ゼロシナリオを心から希望します。



25476 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発安全性の発表のあり方と、日本の自然を生かし
た小規模水力発電推進と、日本の産業としてのクリー
ンエネルギー開発について。

地震のある日本で、原発使用は危険だと思います。
今後、今までに経験したことのない大きさの地震が起きないとは、誰にも言えません。想定外の規模の災害が起きた時、原発がどんなに危険かは、東日本大震災が証明している通りです。
ということから、安全に注意して使うという論理が成り立たないと思います。

とは言っても、急に原発に変わる電力があるわけではないのもわかります。そこで、「今は安全です。安全が確認されたから原発を稼働します。」という姿勢ではなく、「自然の力は完全には予想
できない。その中で、国として安全が保証できるのは、震度いくつまでです。」と個々の原発ごとに示して欲しいです。
国としての謙虚なあり方が、国民一人一人の意識に繋がっていくと思います。
国と国民が本気になれば、２０３０年までに原発依存率ゼロは可能だと思います。

具体的なエネルギー選択としては、日本にすでに豊富にある農業用水などを利用した小規模水力発電なを国として推し進めて欲しいです。
土地の権利の問題や行政の手続きの問題、電力会社との中立性など、難しい問題がいろいろあるようですが、長い目で見た大きな選択をして欲しいです。
他の国にはできない日本独自のものの中に大きなチャンスがあると思います。

それから、太陽光発電も同時に進めて欲しいです。
全家庭に付けられるくらいの価格になるように、国の事業として、日本の技術で安くて良いものを大量生産してください。既存の電力会社の方達も、その大きな働きの中で生かされるよう、国が
中心になって進めていけたら、日本は変わることが出来ると思います。
本当の意味で、こんなに原発の危険を知っているのは日本だけです。
世界に先駆けて、クリーンエネルギーを支えることが日本の産業となるチャンスだと思います。

25477 個人 家事専
業

４０代 女性 原発ゼロ、脱原発がわたしの選択です。 被爆なしに成り立たないエネルギーなんていらない。

原発事故で、散々怖い思いをしたのに　再稼動なんて信じられない。
母として、21世紀を担う子どもたちを守りたい。

節電で昨年は過ごせたじゃないか、無駄を省き、かつての古き良き日本に戻ればいいじゃないかと思います。

25478 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発依存度０％を目指して取り組むべき 原発は一度事故を起こすと国民に多大な被害を引き起こすことが福島第一原発事故で明らかになりました。原発に頼らない自然エネルギーに転換を図ることは将来の日本国民すなわち子供
たちに対する大人の責任だと思います。太陽光発電の普及や、地熱など開発のための計画に予算つけ、将来的なビジョンを示せば産業界含めて合意することが出来ると考えます。また現在の
大量消費についても生活を見直したり、流通についても見直しがされれば低エネルギー社会を作ることが出来ると思います。今政治の役割は新しい時代に舵を大きく切ることだと思います。

25479 個人 自営業 ４０代 男性 将来の原子力発電によるエネルギー比率３つのシナ
リオについて

どこから３つのシナリオで検討するのかを協議した経緯も不明。他の選択肢もある中で、原子力発電の比率を世論に投げるのは不適当。
毎年変わる内閣がそんな長期にわたる政策に結論を出すのは筋違い。
事故災害時はもちろん、使用済み燃料や廃棄物の問題も解決できていないのに、万全な安全対策などありえないでしょう。

25480 個人 自営業 ５０代 男性 原発ゼロシナリオ即時 原発は人間が扱えるものではありません！福島の事故を見れば明らかです。
事故が起これば、復旧活動の為に近づくことも出来ません！
たくさんの人々の生活を破壊し避難を余儀なくします。このような危険なもので発電する必要はありません！
電気は足りています！自然が足りないのです！
今あるエネルギーでまかなえる経済活動を行なうべきです。
これ以上のエネルギーを扱う経済活動は自然破壊を助長するだけです！
以上の理由から、原発ゼロシナリオ（即時）を支持します！

25481 個人 自営業 ５０代 男性 「2030年に原発０」ではなく、「即刻、原発０」を主張し
ます。

選択肢は最低2030年までの原発継続を前提としていますが、即刻原発０のための道筋をたてていくべきと思います。

「廃炉は高額の費用がかかる」「電力会社が赤字になる」等の話を聞きますが、「国民の安全・健康を確保すること」を比較したとき、このようなことは重要ではなく、原発ゼロに舵をきるべきで
す。

危険なプルトニウムを作り出す、処理場のあり方も疑問です。これらを国民に開示して、利権者の顔色を伺うのではなく、国民の安全と健康を最優先に施策をつくっていくことが大切だと考えま
す。

25482 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 楠中跡地不法マンション建築首謀者元在日中米ライ
シャワー大使理事長会社。１９６４年埋立地と父所有
地錯誤

公有水面埋立地神奈川県横須賀市秋谷１－１２５－５敷地を１９６４年に行政が民間に錯誤売却後、総会屋に転売したのが事件の始まりで、年号が同じ年に、父所有横須賀市秋谷２－１８９番
地敷地続きの秋谷２－５－２１敷地内の★１８９番地と大楠町道★を国が利害相続人に払い下げし、払い請け人が第三者に錯誤転売した土地を★１９７０年２月１６日に被相続人母と兄弟４名
が相続★しました。大楠山丘陵地帯を買収した鉄道２社は横須賀市山科台団地造成地残土を三浦市の初声入江海岸を埋立一部県立高校と県営住宅地、横須賀市佐島の丘陵地帯は住宅地
として販売されています。三浦半島縦断地下鉄と横浜本牧からのリニア鉄道（日光市から首都圏経由横須賀市楠が浦先１２号ふ頭手前夏島先で鎌倉八幡段かつら側と千葉県東急団地あすみ
が丘側に分岐）芦名産業廃棄物最終処分場地下経由秋谷漁港から相模湾国際港湾空港経由伊豆半島路線周辺部の農漁業兼小水力発電所群での鉄道運行電力原発ゼロで供給。　地下鉄
軌道敷地を三浦半島からの原発ゼロ電力を首都圏への送配電網システム構築すること。　電力料金値下げと地方自治体の恒久安定財源で住民福祉が回復できます。　三浦半島活断層群の
北武断層のある芦名産業廃棄物最終処分場敷地の一部は神奈川県が鉄道事業者から買収した土地です。夏島先から山科台団地経由林交差点から海軍長井飛行場跡地（現在ソレイユの丘）
までのリニア鉄道延伸を戦前国・国鉄が近隣住民に公約したことの実行を国の行政責任で完成させること。室内物流航路敷地内に室内農漁業と小水力発電施設を全国の自治体に建築できる
国・政府の住民自治と労働者の権利を守る国策を。

25483 個人 無職 ５０代 男性 原子力発電に依存しないですむエネルギー政策の推
進を望む。

日本にある原子力発電所の安全性に関して、福島第一原子力発電所の現状を見た時大いに不安に思っている。
これまでにあり得ないと思わされていたことが覆されて、その検証も十分になされないまま、他の原子力発電所の安全性を保証されても信じることができない。

産業にとっても、日常生活にとっても安価な安定した電力が必須であるのは当然であるが、安全が揺るがされるようなものであってはならない。
一刻も早く原子力発電に依存しないで済むエネルギー政策に力を入れて欲しい。

25484 個人 自営業 ３０代 男性 うそはやめてください。保身もやめてください。利権も
すててください。新しい日本のために
原発は0しかない。　0です。　原発完全停止、廃止、原
子力に関するすべてのものを世界から日本からなくし
てほしい。

うそでぬりかためられた、政治、官僚、行政、メディア
ええかげんにしてほしい。
どれだけのひとが、苦痛、悲惨をあじわってるのか？考えて欲しい。

25485 個人 自営業 ７０代 男性 40年の耐用年数を守る中で一部新設も計画して、2割
強位の原子力エネルギーに依存し続けなければなら
ないと考えている。現有設備の立地条件等総合的な
安全性チェックを行い、使える原発は使って行かねば
と思う。

　冷静さを欠いた状況下の中で、我が国の根幹をなすエネルギー政策や将来像を決するべきではない。　数年して、福島が落ち着いた時、再び、議論を尽くして見直すべきで有ると思う。　原子
力エネルギー技術の放棄は、日本のナショナル・セキュリティーにも影響する。　福島を克服してこそ、日本の将来が拓けるように思えてならないのである。　全ては福島後に腰を据えたエネル
ギー政策を考えても決して遅くは無い。 全国民が浮足立っている時に国の重大事を決するべきではない。　私は強くそう思う。　そして、原子力に依存せずには日本のエネルギーの安定供給は
無理だと直感的に思っている。　地球温暖化問題、エネルギー需給問題、福島の鎮静化、福島の問題解決、エネルギーコスト、自然エネルギーの開発状況、新エネルギー源の開発、実用化
等々あらゆる角度から、幅広く、議論すべき問題である。　脱原発、原発依存の二者択一の議論は絶対にすべきではない。　方向転換は性急であってはならない。　冷静さと段階的、着実に進
めなければならない。　私はそう思ってならないのである。

25486 個人 家事専
業

５０代 女性 (1)の0％を指示します。
自然エネルギー特に、地熱発電にかじを切り、核のゴ
ミをこれ以上増やさないこと、第二のフクシマを作らな
いことが、その理由です。

地熱発電に関しては、日本は世界第３位のエネルギー保有国になります。
ぜひ地熱メインの発電を国家プロジェクトで推進してください。

25487 個人 家事専
業

３０代 女性 原発０を希望します。
原発に頼らないエネルギー政策をお願いします。

現在子育て中です。食べ物の事はもちろん、外で砂遊びさせるのも大丈夫だろうかと考えます。

福島の原発事故の後、まだ原発を続けようと思う気持ちがわかりません。

放射性廃棄物の処理も、どうするつもりなのでしょうか？

25488 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原子力ゼロ。更に　温暖化対策を同時に進めるべし。 長期的に見れば、温暖化なども生命を地球を脅かすものです。当然対策をとり、世界中の人々が考えを改め、地球を守ること、未来を守ることに大きく舵を取らなければならないと考えます。当
然、と思っていますが、その選択肢の中に原子力は不要です。人類が制御できない力は人類滅亡の手段でしかありません。誤った道に入り込んでいます。原子力だけではありません。
　再生可能エネルギー、自然エネルギーの比重を最大にできるように希望します。そえが地球に生きる生き物としての義務です。

25489 個人 家事専
業

６０代 女性 今すぐ原発を廃止してください。段階的にでは遅すぎ
ます。

世界の地震の回数の一割は、この小さい日本に起きてることはご存知ですか？
しかも４つのプレートの上にあるのも日本だけです。
そんな危険な国に原発を作ってはいけないのです。
電気が足りないというのは嘘です。現にすべての原発が止まっていても大丈夫だったではないですか。
みんなが負の遺産を次世代に残さないという気持ちであれば、脱原発は乗り切れます
我々が作ってしまった原発を我々の時代で廃炉にするのが、我々の責任です。
今脱原発しないで、いつするのですか？このままなしくずしになるのが一番
恐いです。

25490 個人 自営業 ３０代 男性 ３つのシナリオ拝見いたしました。
私は断然、原発ゼロシナリオを選びます。

昨年の震災後、２ヶ月後に書いたブログの一部を下記に抜粋いたします。
今もこの気持ちに変わりはありません。何卒どうぞ宜しくお願い申し上げます。

この２ヶ月は電気エネルギー問題のことで何度も葛藤を繰り返し、そのことが頭から離れず悶々とした日々を過ごしている。原発はもちろん反対だけど代替エネルギーはどうするのか。火力では
継続的な大規模供給ができないらしい、自然エネルギーの安定供給にはほど遠い、一人一人の節電にも限界がある、送電線による配電では蓄電ができないことや送電ロスがあることも何か腑
に落ちない、さらにCO2削減の温暖化問題も残っている。
原発から電気を買いたくない。それなら電力会社からの電力を極力使わないですむよう二次電池や燃料電池、発電式の省エネ電化製品をもっと進化させるしかないと思う。やはりそれが結果と
して原発を完全に廃止する運動になるのではないだろうか。冷蔵庫やエアコンはすぐには難しいかもしれないが、パソコンや携帯、照明などは日本のメーカーの力があれば近いうちに出来るの
ではないかと期待してしまう。
現在の電気エネルギーを垂れ流しで使うというシステムよりも、自分が使う分だけの電気（電池）をお店で買い、使い終わった電池をリサイクルするという方がよほど自然な行為だと思う。自分の
匙加減で節電もできるし、スマートグリットもいらない。
 
私は日常、乾電池式のラジオを聞いている。丸一日聞いていることも少なくないが単三電池で２ヶ月以上は保つので有り難い。ラジオのように家電はすべて無線になればいいと前から思ってい
た。そうなれば、室内からコンセントが消え、たこ足配線が消え、床を這うケーブルが消える。さらに進めば、住宅街から電柱が消え、空を幾つも切断している黒い電線が無くなる。不可能なよう
なそんな夢みたいな想いを最近いっそう強く願ってやまない。
私は専門家ではないので間違った考えはあるかもしれないが、送電システムの革命、住宅の革命、家電の革命、照明の革命、あらゆる分野で日本のメーカーが取り組めばきっと今のシステム
を変えられる気がする。
いずれにしても２０世紀の多岐にわたる負の遺産をこれから改めなければならないのは確かだと思う。

これからのわたしたちの「あるべきようわ」なんだろう。

25491 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 ２０３０年までに原子力発電ゼロのシナリオを支持しま
す。代替エネルギーの可能性があるのなら、それを追
求した方が良いと思います。

プルサーマルや再処理の技術の完成を待ちながら原子力発電を使い続けた時、新たな地震によって核施設が爆発して日本の国土・海洋や外国を汚染するリスクと、再生可能エネルギー技術
の完成を待ちながら火力発電を使い続けた時、ＣＯ２排出量が増える・電気代が上がる等のリスクを比較すると、後者の方が国民の節約や都心部の緑化など、工夫できる事が多いと思います。
原子力発電所の無いニュージーランドを訪れた際、お湯が出ない・街灯が極端に少ないなどの不便は確かにありましたが、国民の生活スタイルもそれに合わせた無駄の無いもので非常に感心
しました。２０１２年８月現在で東京電力管内での稼働中の原発はゼロですが、私個人は特に不自由なく生活できておりますし、社会的にも大きなトラブルが起きているようには思えません。なの
で原子力発電所は２０３０年までにゼロで良いと思います。付け加えるならば、地熱発電所の開発にもっと積極的に取り組んでいただきたいと思います。

25492 法人・
団体等

法人等 ５０代 女性 100％再生エネルギーの研究を政策として進め、原発
に頼らないエネルギー確保を進めてください。消費は
美徳ではなく無能の証し、節電こそ知的能力の証しだ
と思います。

次世代が健やかに生きられる環境を引き渡すのが、私たちの世代の責任だと考えます。

25493 個人 無職 ６０代 男性 日本の経済状況や、エネルギー消費の現状を鑑み、
ある程度の原子量発電は必要である。

日本の経済発展に必要なエネルギー（電力）の原料(石油、石炭、水力、自然エネルギー)を見るに、資源の乏しい我が国の経済を発展させてきた原動力の電気を、原子力に代わるエネルギー
を活用する自然エネルギーはまだまだ及ばない、今回の事故の知見を活かし現在の施設を有効に活用すべき。

25494 個人 無職 ６０代 女性 原発はただちにゼロにすべきだと思います。 原発が５４基も日本の海岸線に沿って作られているのは、知っていましたが、福島の事故が起こるまでは、実際にそれほど危険なものとは思っていませんでした。２０１１年３月１２日に実際にテ
レビで原発から白い煙が大量に出て、爆発があったと報道があったときには大変なショックでした。それからは、新聞や雑誌や本をいろいろ読み、インターネットでも調べて、原発がどのようなも
のか、自分で勉強しました。講演会にも参加して、少しずつ学ぶうちに、放射能の危険なこともわかりだしました。私には、子どもが３人と孫が５人います。みんなまだまだこれから先に長い人生
があります。それが、福島事故以降、常に原発の脅威と向き合って生きることを余儀なくされました。５４基の原発ができてしまったことは悔しいけど、認めないと仕方がない。でも、もうこれ以上
再稼働を許すことはできません。原発がゼロになるまで、声をあげ続けます。

25495 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 未来エネルギーに関する意見。 未来的に0シナリオを強く希望します。

現在の原子力は危険を伴い大変に危険です。
また、日本政府として沈黙(公開がなされていない)が多すぎる。

福島で被曝された方を保育園のすぐ横で手当てされたそうですが
保育園、また園児達には何一つの言葉も無く、それ様子を見た先生や子供達まで被曝されたそうです。

この様な事は合ってたならないことです。

また、大飯原発始動に伴い8箇所の火力発電所が停止したと聞きました。

一体、政府は何を考えていらっしゃるのか分かりません。

何か合ってからでは遅いのです。現時点から原子力発電所の停止を強く希望します。

原子力発電所停止に因る、電気代の値上げ等も現発表よりもかなり少なく済むみたいなので世論としてはいい加減は発表ではなく的を得た発表を希望します。

25496 個人 自営業 ４０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を希望します。 子どもたちの未来のために、原子力発電はゼロにしたいです。
省エネルギー社会を目指し、持続可能なエネルギーを推進したいと思います。

25497 個人 家事専
業

４０代 女性 原発は増やさないのはもちろん、古いものはすぐに廃
止、第三世代以降の新しいものは、再生エネルギーを
増やしつつ、順次廃止していく。

理由は、地震や津波による危険性以前に、原発という施設の存在自体、又、被曝の危険性を考えながら働かなくてはならないということがあまりに危険すぎる。それに加えて、想定外の事態が
起こった時の危険性も非現実的。
原発誘致という構想が存在することが、危険なもの、近くにあってほしくないもの、という証拠だから。廃止するべき。



25498 個人 自営業 ４０代 男性 原発の即時廃止。電力の自由化。核燃料サイクルの
廃止。

一般市民からの公平なエネルギー対策SNSの設置と
運営をさせる
今こそ、日本の「ことば」をマイナス方向に考えずに、
プラスに利用する器を

原子力発電所は即刻廃止。いずれにしても、日本における原子力開発は、大規模な事故が起きない想定で全てが動いていた。国民の意識も、原子力ムラの政策も電力会社のリスクマネージメ
ントや事故が起きたときの補償など。
起きてしまった以上は、今まで作ってきたものが全て否定される証拠ばかりが集まり、運営は出来ないと思う。
小規模の発電事業所を多数国内に許可し、国は発送電の管理でのみ干渉することが良い
安定する電力を求めるなら、それだけのコストが消費者にも必要だと言う意識をもたせなければならない。事業所の大規模な蓄電システムや自社発電システムの導入、家庭におけるバックアッ
プ電源の必要性を説明する。
国が全てを国民にしてあげるのではなく、国は必要最低限の提供が良いと思う。
消費者は価格速吸がリスクのある電力や、価格は高いがリスクの低い電力　など選択肢があると国に責任転嫁は出来ない

ガス会社も発電事業に乗り出し、エネファームのような水素を用いた燃料電池の普及に努めるべき
大規模発電の場合、その大部分は発送電の間出のロスで消費されてしまう
燃料電池の場合は、使用する場所までガスの形で運ばれ、ガスの形で緊急時の蓄電も可能
電気のように使用する分発電する必要が無いため、ピークをずらすことが出来効率的である。
燃料電池の普及は、国内の自動車産業も格段に国際競争力をつけさせる。

日本は今試されている
情報化を妨げるような姑息なことはせず（秘密保持法など）、逆に情報化を利用した日本の英知を利用するTOPが出てこないと、いけない
日本には、素晴らしい人材がまだまだたくさんいる。
大手企業や、大学、そういった空気に支配された世界ではなく、ネットで匿名で存在する自由に論議をしている人材をうまく利用すべきで、TOPの力量は決まってくる

25499 個人 自営業 ７０代 男性 少なくとも三つのシナリオの内ゼロシナリオにすべき
である。

地震列島日本での原発事故ゼロは不可能。もう一度福島のような事故が起これば日本は沈没する。経済云々ではない。それに核廃棄物の処理は全く未解決である。電気料金が上がっても
100％安全を強く
切望する。

25500 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 2010年に原発依存度をゼロにするのではなく、即時に
ゼロにしていただきたい。

原発依存度を下げると企業や家庭の経済的負担が大きくなり、GDPが下がるという試算があることも承知していますが、再生可能エネルギーへ大胆に舵を切ることで、世界に先駆けた新たな技
術開発を誘発することで、むしろ次世代の経済的な競争力も強めることができるのではないでしょうか。オイルショック後の省エネ技術の進展や最近のハイブリッドカーなどの日本の実績が裏打
ちしていると思います。

25501 個人 無職 ５０代 女性 原発ゼロシナリオを支持します 原発の無い、安全な住環境を望みます。
福島原発の事故がどこででも起こる可能性があります。
脱原発・脱化石エネルギーを目指し、もっと自然エネルギーを推進してください。　地熱エネルギーの技術は日本が世界一なのですから、様々な取り組みで
原発をゼロにしてください。

25502 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発政策は矛盾だらけ。もう破綻しているよ。君たちも
分かっているだろう？　国民のくらしと健康を思うな
ら、今すぐに廃止するんだ。今日にでもこう言えばい
い。「原発を止めます！節電にご協力を！」。

長々と書いたってどうせ読まないだろうからね。やめとくよ。

25503 個人 家事専
業

６０代 女性 「ゼロシナリオ」を選択する。原発事故以来、国民生活
は一変した。特に、福島の方々の、突然故郷を追わ
れ、生活の営みの全てを失った悲しみと絶望は、脱原
発以外の選択はあり得ないという尊い教訓を示してく
れた。

　福島第一原発事故以来、この事故の真実や放射能被害の実態は、私たち国民にはほとんど知らされていないことを、いまなお強く感じている。
　また、事故後、５４基もの原発が造られていたことを初めて知り、わが身の無知と無関心を深く恥じた。
　幼い孫のいるわが家でも、放射能汚染の不安と恐怖に陥った。できる限りの汚染対策を取りたいと必死だった。しかし、東電や政府、報道機関の情報の多くは、余りに安易で信頼に足るもの
ではなかった。その後、放射能汚染に関して様々な機会を通して学ぶにつれ、東電や政府からの情報が、いかに真実とは程遠いものであったのかが一層明らかになり、大きな衝撃と失望、怒り
を覚えた。
　『国は、最も危機的状況にある時、国民を守ろうとしてくれなかった』この思いが、福島県民ならず東北の多くの人々の心に一層深い傷を与えたことを、政府や東電、官僚には伝わっているの
であろうか？
　特に、長い歴史に刻まれた豊かな故郷を一瞬にして追われ、生活の営みの全てを奪われた福島の方々の悲しみと絶望は、筆舌に尽くせないものであろうと察する。わが家の隣にも、南相馬
市から転居してきた親子（父と娘）がおられ、ひっそりと暮らしいる。父親は、早朝に仕事に出かけて深夜に帰宅する毎日である。私たち隣人は気にかけながらも、以前の生活やご家族の様子を
知る術もなく、ただただ見守るしかない。このような方々が数限りなくおられることを考えると深く心が痛む。
　経済優先、生活の利便性優先にひた走ったこれまでのわが国の在り様が、余りに大きな福島の方々の余りに大きな犠牲をともなってその間違いに気づかされた。それを直視する限り、「ゼロ
シナリ」以外の選択肢はあり得ない。
　政府、東電、官僚は、事故や放射能汚染の真実を明らかにしなければ、決して国民の信頼は戻らないことを、心に刻んでほしい。そして、原発に頼らない社会を目指し、これまで原発促進に注
いだ知恵とお金を新しい自然エネルギー開発と促進に振り分けることで、国民への償いをしてもらいたい。その姿勢がある限り、国民もまた、共に省エネルギーに協力して頑張るはずである。
　私は原発のない生活を経験した世代である。目先の利便性はなくても、安心安全な暮らしを、次世代に引き継いでいくことを心から願っている。

25504 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 原子力発電は即刻やめるべきです。提示された３つ
のシナリオではなく、再稼働した原子炉も直ちに運転
を止め、原発比率を０％にすべきです。今、急ぐべき
は、迅速な廃炉と省エネルギーの計画的な推進で
す。

●原子力発電は即刻やめるべきです。
　提示された３つのシナリオではなく、再稼働させた原子炉も直ちに運転を止め、原発比率を０％にすべきです。今、検討を急ぐべきは、迅速な廃炉の計画です。
　原子力発電は運転中はもとより運転停止中であっても、ひとたび事故が起きれば人類をはじめとするあらゆる生命に対し、不可逆的な悪影響を長期的に広範に与える発電方法です。安全な
管理技術を追求しても、運転すれば必ず放射性廃棄物を生じ、将来世代に大きな負担を残すため、安全で持続的なエネルギー供給とは考えられません。
　提示された３つのシナリオは、どれも2030年までどこかで運転を続けようというシナリオであり、福島第一原子力発電所の事故を教訓としておらず、賛同できません。

●小さなエネルギーで成り立つ国家をつくるための第４のシナリオがまずは必要です。
　エネルギーの需要は、節電・省エネ・多様なエネルギーを組み合わせ、持続可能な再生可能エネルギーで賄わなければなりません。
　現在と同じだけのエネルギーを前提としている考え方こそを、見直すべきです。化石燃料の枯渇に伴う社会的不安に安全保障として備えるためにも、今こそ省エネルギー社会と持続可能な再
生可能エネルギーの普及を進めなくてはなりません。
　ただちに原発比率は０％とし、小さなエネルギーで日本社会を成り立たせるための、第４のシナリオをつくることが必要です。

●持続可能な再生可能エネルギー促進においても、環境影響評価はしっかり実施することが重要です。
　再生可能エネルギー促進の観点から、今後、風力発電や地熱発電、バイオマスエネルギープラント等の環境影響評価が問題になってきます。「持続可能」にこれらの施設を建設するために
は、地域環境との適合がきわめて重要です。環境影響評価は簡略化せず、しっかりと実施することで、長期に安定した再生可能エネルギー生産が可能になると考えます。

●地域の自然とくらしにあったエネルギーシステムの構築を進めるべきです。
　地域の自然環境は地域の財産であるという認識の上に、住民、NGO、自治体、地場産業などの連携によって地域に合ったエネルギー供給体制づくりをすすめ、地域の健全な自然と安全なくら
しを守るエネルギーシステムを構築すべきです。
　東北被災地においても特に木質系のがれきや、未利用の人工林などは貴重な燃料資源といえます。性急に木質系がれきを遠隔地へ運んで焼却処分したり、盛土や埋め立て処分をせず、保
管できるしくみをつくるべきです。また、現在進められているような、3年間の時限つきで、がれきの処理を単独目的にした焼却処理施設などを建設するのではなく、長期の地域雇用を生み出し
ながら、荒廃人工林の再生、農業や生活残さ処理にも役立つ地域密着型のバイオマスエネルギープラントを整備していくべきです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

25505 個人 その他 ５０代 女性 原発ゼロシナリオを支持します
原発ゼロを政府が決意し、その基本の上で、どのよう
なエネルギー政策を進めるのか決めていくべきです。
また、今ある原発の廃炉計画を進めるべきです。

原子力発電所はすべてなくすべきです。

原子力発電所は安全対策が確保できていないばかりか、廃棄物の処理方法がありません。地中深く埋めて後世に任せる、子孫に対して責任をもてないようなものはすぐにやめるべきです。原
発を「原発ゼロ」をまず決意し、自然・再生可能エネルギーへ産業政策を転換をするべきです。

排ガス規制の強化で日本の自動車産業の技術が向上し、世界に誇れる産業に成長しました。
今「原発建設・推進」へむけている技術者育成や産業開発予算を、「再生可能エネルギー」へむけていくことが大切です。「廃炉」についての研究にも人やお金を注ぎ込むべきです。

廃炉を決めれば、廃炉にともなう雇用も生まれ、原発立地地域の経済が衰退が止められます。

エネルギー政策の転換に対して、電力会社の抵抗も大きいと思われますが、電力会社も経営方針を変えるべきです。
原発を輸出し、事故や廃棄物処理を心配するよりも、「自然再生可能エネルギーの技術」や「廃炉技術」を研究し、それを輸出すれば、世界に誇れる産業になりえます。

25506 個人 その他 ４０代 男性 「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」を主張
《政府は本腰を入れて再生可能エネルギー開発に尽
力すべき》

原発は事故リスクが大きすぎる。
福島第一原発の事故原因が究明されていない。
核のゴミを次の世代に押し付けてはならない。

25507 個人 自営業 ４０代 男性 「エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見

「2030年に原発0」ではなく「即刻、原発0」を主張

「エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見

「2030年に原発0」ではなく「即刻、原発0」を主張

・福島第一原発事故による悪質な放射性物質拡散・放射能汚染は、

　いまだに正確な調査が不可能であり、近隣住民の健康や土壌ばかりか、

　将来の地球環境や人類に甚大な悪影響を及ぼします。

　このような事故が現に起きているのですから、

　とにかく危険なものであるという認識を最優先に、

　日本国政府に対し、日本国内すべての原子力発電を即刻停止し、

　安全かつ迅速に悪質な放射性物質・放射能汚染物質の全処分・

　原子力発電所の解体を開始することを求めます。

25508 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 「エネルギー・環境問題に関する選択肢」においては
提案された3つのシナリオは、論理的に考えてゼロ・シ
ナリオ以外ありえません。

　東日本大震災による福島第一原発の事故は、日本のエネルギー政策だけではなく、国家的ヴィジョンに多大な影響を及ぼす未曾有の惨事でしょう。私たちはこれを機に、これまでのあり方
（戦後の日本のあり方）を見直し、今後の歩む方向を修正する必要があります。経済成長は実質不可能であり、人口減少も続くことでしょう。震災の余波はいまだに残っています。そのなかで、
日本国民が真に豊かに暮らしてくためのヴィジョンが必要不可欠になっています。
　そして、それはこれまでと同じ原発推進ではないはずです。
　福島第一原発は現在もなお収束することなく、処理に追われています。事故以前の状態のように原発の人為によるハンドルが可能になるのに何十年かかるかわかりません。福島原発20km圏
内は閉鎖され、下手をすると半永久的に失われるかもしれません。
　このことからわかるのは、たとえ原発というものがどれだけ効率よくエネルギーを生み出すとしても、一旦事故が起きたときには間尺に合わないものだということです。それは経済合理性から考
えても非合理的です。
　そもそも地震大国の日本でこれほどたくさんの原発を建設するべきではなかったのです。でも、それを言いつのっても話は始まりません。現に存在する以上、それをどのように扱うかが重要で
す。
　残念ながら原発は20世紀の夢でしかなく、21世紀においては悪夢です。現実的にはすべてなくす方向に舵を切るのが最もまともな方向です。もう一度、福島のような事態が起きたら国は終わ
ります。そのようなリスクを負ってまで原発を使用し続ける理由はありません。経済合理性も国際競争力も、すべては国があってのものです。グローバル企業においてはそうではないかもしれま
せんが、少なくとも内閣府というものは国が存在しなければ存在しません。国民もまた然りです。
　どうか大局的に眺めてください。国家は百年単位で存続するものです。資本主義の趨勢ですらたかだか200年程度のものです。日本国は少なくともそれ以上存在しています。これからの日本と
いう国を考えたときに、原発のような前時代的で本質的に制御不能なものに頼らない決断をしましょう。それにはゼロ・シナリオ以外にはありえません。
　どうぞよろしくお願いいたします。

25509 個人 自営業 ４０代 男性 脱原発（セロシナリオ）！ 数多の不正の温床である原発利権組織の解体を。

安全管理する組織（人間）がこれほどまでにいい加減で、人としての尊厳や責任感や情というものを持ち合わせていない人々がコントロールする原発は即刻廃止すべし。

廃棄物処理という大問題を解決する糸口さえない状況で原発稼働などは狂気の沙汰。

25510 個人 その他 ５０代 男性 現在の原子力政策では、使用済み燃料についての十
分な処理方法が確立されておらず、今回のような事故
に対する行政、当事者の電力会社も責任の所在や、
責任の取り方があいまいである。よって原子力につい
てはゼロに。

現在の原子力行政において、使用済みの核廃棄物の処理方法が確立しておらず、今回のような事故が起こってしまって「それは想定外だった。」との見解で、誰も今回の事故の責任を取らない
状況です。福島の被災避難者の状況を思うに、日本国中の原発がある地域においてはその原発からの距離ではなく、その時々の風の状況によって今回のような事故、あるいは本当の想定外
の事故が起こるとも限らず、そのようなことを考えた時、便利な電力と過信せず、勇気を持って原子力の廃絶に向け努力し、新たな再生エネルギーの稼働に人間の英知を注ぐ時に来ていると思
う。よって、２０３０年までに原子力発電は全廃するべきである。おそらく責任をとれる人間はいないはずです。あいまいな答弁、電力原子力行政の専門家と称する人間の経済主義に踊らされて
いた時代は今回の事故ではっきりと決別するべきです。世界の歴史が、原子力発電事故には無力であったことが証明されています。
　今すぐ原子力の再稼働を止め、廃炉に向けた取り組みを加速させ手いただきたいと思います。

25511 個人 自営業 ３０代 女性 原発は廃止してください 事故によって子供達の未来に取り返しのつかない大きな問題がおきます。
全ての人にとって大きな傷を負わせる可能性があります。
また、コストがかかり過ぎ、合理的ではありません。

たとえ他の問題があったとしても、原子力以外の方法なら、事故などで、広範囲の人々の命や未来を脅かす危険はありません。
そうすべきです。

茨城北部に親兄弟、祖父母や親戚、幼なじみが多く住んでいます。
また自分には幼い子供がいます。
のんびり実家に帰省して、自分が子供時代を過ごした田舎の自然に触れ合わせる事が楽しみでしたが、もう、私の子供の幼少期にそれを体験させることができません。
その被害の大きさがわかりますか？
ささいなことかもしれません。
でも私の一度しかない人生の子育て期、私の子供達の一度しかない人生の幼少期、そこから何ひとつでも、奪う権利はありません。
原子力以外のエネルギーを、日本も（世界も）今、必要としています。
それを推進する事が未来への鍵になると確信しています。



25512 個人 自営業 ５０代 女性 「原発ゼロシナリオ（即時）」 どう取り繕おうとも、原発が一番危険で、一番お金がかかっていることは、もう誰もが知るところです。
使用済み核燃料棒の処理は安全にできる目処さえ立っていません。
戦争ともなれば相手国に原爆がなくても原発を攻撃すれば、日本に原爆を落したと同じ効果です。
今、そうなってしまっているようにです。

戦争でなくても、福島の４基の原発のように、災害でも、原爆をたくさん落とした状態になります。
現在、原発が地震や津波などの災害を受けないと言い切れる場所に建ってはいないどころか、受けやすい場所にあることも事実です。

そして、一番被害を受けるのは、これから子供を産むべき若者たち、小さな子供たち、です。
少子化が今問題になっていますが、それに加えて、今後は、奇形児を妊娠したための中絶数の増加、小児の癌や白血病をはじめあらゆる病気の発症率の増加、それらの病気による死亡率の
増加、また、それらを恐れての妊娠の減少、などでいっそう少子化も進むでしょう。

大人も、発病率や死亡率が増加し、保険も年金も、今以上にひどい運営状況になるでしょう。

子供たちの未来も、日本の未来も、真っ暗です。

いますぐに、原発をゼロにしても、電力の供給になんの支障もないことも、もう周知の事実です。

フクシマの４基をさえ、まだ全く安心できる状況に出来ていないのに次々に原発を再稼働させようとするなど、安全への配慮が全くなされていないことは、今後への不安が大きくなるばかりです。

日本のために、国民のために、子供たちのために、いますぐに原発をゼロにして、今からでも、これ以上放射能汚染を日本中に広げないために力を尽くしてくれることを希望します。

25513 個人 その他 ６０代 男性 　将来の原発はゼロでなければなりません。原発廃炉
にむけた技術開発のみの余地を残し、地震の巣の上
にある日本列島内原発すべてを廃炉とすべきと考え
ます。なぜ今年は節電を強く広報しないのか。

　福島原発事故はあらゆる意味で現在進行中。原因究明の現実的な見通しも立たないうちに再稼働に走るなど非常識。電気は足りているではありませんか。
　いち早くドイツが脱原発を打ち出したことの意味は、核開発から脱するという意味を含むと思われます。隣国から原発の電気を買うのは矛盾しているという見解がありますが、非核立国を宣言
したというところにこそ大きな意義があると思います。核不拡散を実行するもので、推進することになるでしょう。
　すくなくとも独立国として、将来のエネルギー計画のなかに原子力を入れないという決断は、今回の福島事故の教訓を生かす道を開いたと考えます。
　もういちどフクシマが起こったら、日本の破滅のみならず、１９６０年代の世界の再来となるでしょう。次第に放射性物質に強い生物のみ生き延びることのできるような地球となりかねないでは
ありませんか。
　原発は、経済効率と安全のバランスの問題ではありません。いちど暴走したら止められないのです。メルトダウンの現場の実態すらつかめぬまま、あるいは公表されない（恐ろしい状態だか
ら？）まま、膨大な量の使用済燃料の危険も長く存続し続けます。原発はもう時代遅れといわなければなりません。最終処理の技術も未完のまま終わらざるをえないプロジェクトだったのです。
　そう肝を決めれば、多少の不便は我慢できるでしょう。我慢できる部分（家庭をもちろん含めて）から、必須のところ（たとえば病院や治療）にまわせばよいでしょう。経済が委縮するなら、それ
が日本列島に見合ったものなのだと考えればよいでしょう。肥大化する必要はありません。
　智恵と勇気とを世界に示していくことが日本の責務。今の政治方針では誰からも尊敬されないどころか、蔑視されていき、日本まるごとがメルトダウンしてしまうと考えます。勤勉で穏健な日本
の足をひっぱるような真似をしてはなりません。

25514 個人 自営業 ４０代 男性 エネルギー環境に関する選択肢
(1)ゼロシナリオ

原発再稼動や依存、するくらいなら、節電を選びます、未来の安心をえらびます、
国産の食品への不安、海に囲まれたこの国で魚介類の安全に対する不安、水の汚染本当に残念です。が、それは、今すでになってしまっています。
それら回復、解決するでもなく、進行中の中、昨日の今日で、もう大丈夫！安全です。必要ですから。は、絶対に通用しないし、怖いです。
世界から見ても、すでに、原発の正当化は、難しいとされています。
安心で安全な、日本、世界から人々が癒しを求めて集まってくる国、日本、でありますように。美しいこの国を 次の世代に渡せるために。
今すぐ！ゼロシナリオ！よろしくです！

25515 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 ゼロシナリオを支持します。
原子力はもういりません。
自分たちが、そして子どもたちが、安心して住める日
本にしたいです。

たとえ、どんなに日本の経済が減衰したとしても、わたしたちの命の問題には変えられないです。
かけがえのない、我が子をこれから育てていく母の立場としても、
どうか原発に依存しないでほしい。
自分たちの力では、どうしようもできなくなってしまうものを存在させてはいけないと思います。

25516 個人 その他 ５０代 男性 　３択の中では、「０」に賛成です。２０～２５％は新た
に原発を建設することになり、１５％は、福島事故以
前の水準であり、福島を経験した国のあり方としてふ
さわしくない。

　ゼロの理由。１、電気はいまでも足りている。関西圏も火力のフル稼働、西日本関係間での電力融通、企業における自家発電、節電の徹底など手を尽くせば、大飯原発を稼働させなくてもす
む。東京電力管内をはじめ、ほかはすでに電力は充足している、２、福島の大事故は、原子力の暴走を人間の手ではコントロールできないことを証明した。いまだ収束の目途も廃炉行程も定か
にできない状態。そうしたなか、既存の原発を稼働させたり、新たに建設するなどというのは、論外である、３、経済効率、電気代が高くなるというが、人間の生命、国土を犠牲にしてまで、原発で
電気をつくる必要はない、４、ゼロを決断し、当面は火力、水力をフル稼働、早期に風力、太陽光などの自然再生エネルギーに転換するべき。

25517 個人 無職 ７０代 男性 原発に依存しない社会を構築する。 福島第一原発の事故の教訓から学ぶべきです。
この事故は、被災者はもとより国民全体が原発依存の怖さを身を以て体験しました。
被ばく者は、一生拭えない身体に晒されての生活を余儀なくされるでしょう。
目に見えない放射線等の恐怖です。

原発に依存しない理由
(1)原発の安全性は、担保できないこと。
(2)事故発生は、予想範囲外では済まされないこと。
(3)安全基準が示されても、使用済みの核燃料が増え続けること。
(4)事故原因の究明や現存施設の立地場所の如何等、解決していないこと。

原発に依存しない対応
(1)自然エネルギーの活用策を積極的にすすめる。
(2)原発以外の既設発電の活用を図る。
(3)原発廃炉をすすめる。
(4)原発設置自治体に対して、他の雇用対策を展開する。

25518 個人 家事専
業

６０代 女性 大地震は明日にでも起こるかもしれないのでただちに
原発ゼロを切望しますが、三つのシナリオからしか選
べないのなら、ゼロシナリオしかない。

　1. 地震列島（活動期）
　2.　100%の安全を現在の技術では確保できない。
　3.　再び大事故をおこせば日本は壊滅するし
　　　世界中に放射能を撒き散らす。
  4. 新しいエネルギーを皆で考える事で
　　　日本中に新しいビジネスと活気が生まれる。

25519 個人 自営業 ７０代 男性 ゼロシナリオを支持します。 　まず使用済み核燃料の処理方法、処分所が確定されておらず、危険な放射能
廃棄物が大量にたまるだけ。
　もし福島のような事故が他の原発で起きたら、又航空機の墜落、ミサイルの
攻撃があったら、たちどころに日本は破滅してしまうでしょう。
　この福島の教訓を生かすなら、脱原発～再生可能エネルギーへの転換しか考えられません。

25520 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発ゼロシナリオに賛成
ゼロし、「温室効果ガス排出削減数値目標」にも取り
組みます。
　万が一の事故があれば、住むことができない地域に
なります。第2の福島を作ってはいけません。

原子力は、まだ人間がコントロールできる状況の技術を持っていません。

自然の力の前で、絶対大丈夫、絶対安全を、どのように確立、立証できるのか不安です。

　私たちは、便利な暮らしになれてきました。しかし、この地球の中で生き続けるためには、自然の摂理に従い、自然を守る視点で、生活すべきです。生活環境の快適さ、便利さの確保への限度
を考え、少し立ち止まって、人間社会の在り方を考えるときと思います。

原子力への科学力や、現在の技術全体を集めるならば、自然再生エネルギーの確保は、そんなに難しいことでないと思います。
自然再生エネルギーでも、環境や人間社会、経済活動に悪い影響を与えるところがあるかもしれません。
　しかし、住めなくなる、ということはないと考えます。

　住み続けられる国土を守ることが、子孫への我々の役割です。

　県境は進めても、実用化の推進は凍結すべきです。

25521 個人 家事専
業

５０代 女性 ０％を支持します。２０３０年まで１８年、０％を目指す
のはこんな事故をおこしてしまった大人たちの最低限
の責任です。これから生きていく罪なき子ども達へ
の、大気と海を汚してしまった世界への責任です。

理由は主に２つです。事故の危険と核廃棄物処理の問題です。誰がどんな説明をしてくれても事故の危険性がないなどとは到底思えません。地震列島の日本に原発を造るべきではなかったの
です。そもそも地震に限らず自然災害の規模は想定に限界があると思います。想定できると思っている人たちが造っている原発なら尚更危険です。しかも今回の件で次々に明らかになったの
は、想定された危険さえ真面目に回避する努力をしてこなかったという事実ばかりです。そしてこんなに大変な事態にしてしまいながら、東電も原発推進派と呼ばれる人たちも、いまだに責任を
とったと、取ろうとしていると全く感じられません。こんなに生活し辛い日本にしてしまった私たち大人達は、福島の子ども達を被爆させてしまった私達大人たちは、どうやって償えばいいのでしょ
うか？そして処理方法も確立できないまま核廃棄物を増やし続け、会うこともできない遠い未来の子ども達の時代にまで、核のごみを押しつける等ということは、絶対にしてはいけません。どん
な理由があっても、どんな都合があっても、人としてしてはいけません。だから私は今回の意見の募集には、２０３０年の０％を支持します。そして１日でも早く原発０％が実現するよう強く希望し
ます。今すぐ大飯を停止して今日からでも０％にしてほしいです。その為の負担と不便は受け入れます。



25522 個人 学生 １０代以
下

男性 脱原発！原発ゼロへ 　こんな危険な原発をつくった“大人”には、ちゃんと責任を持って原発ゼロにして欲しいです。「原発ゼロには節電をしなくては」などと言うのならば、原発を稼動させて周りの人たちの命、尊い命
が危険にさらされてもいいのですか？一人一人の尊い命より原発ゼロのリスクの方が大切なのですか？
　２０３０年に、この国を背負っているのは僕たちです。ならば僕たちの意見にもしっかりと耳をかたむけて下さい。
　
　僕はフルーツや野菜が大好きです。そのフルーツや野菜を放射線量など気にしないで食べられる世の中をつくって下さい。

　今回のような事故が起こる可能性を“ゼロ”にしてくれることを願っています。

25523 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 ０％にすべきです。福島事故の原因、事故後の対応、
終息が出来ていないのに、新たな原発建設や再稼働
前提の提案は全く納得行きません。

０％にすべきです。そもそも３つの選択肢がおかしいと思います。
福島第一原発1号機2号機の廃炉が決まっていること、建設から40年経過する原子炉が多いことから、15シナリオは新たな原発を数機建設するシナリオ、20～25シナリオは引き続き原発推進政
策をとっていくシナリオです。そのことに説明で触れられていません。
しかも大手電力会社に頼る案で、他国で進んでいる地産地消の案はありません。原発は、「クリーンだ」「安全だ」ということを信じ込まされてきました。しかし福島の事故は高い代償と大きな犠牲
を払って、それが嘘であったことを教えてくれました。
10万人規模の集会、17万人にも及ぶ国会での抗議行動に真摯に耳を傾けるときです。

25524 個人 自営業 ４０代 女性 ただちに原発ゼロを目指す。2030年では遅すぎます。 次の世代に美しい地球、美しい日本の自然を残す為に、原発を即刻廃炉にしてください。2030年までにまた1000年に一度の震災が起こったらどのような責任をとってくださるんですか？
福島の原発事故でどなたか責任をとったでしょうか？

廃炉にしても核燃料の処理という問題が残ります。
安心して暮らせる当たり前の生活の保障を。
国民が感じている焦燥感、恐怖、政府への憤りを感じてください。
クリーンなエネルギーへのシフト、そのための節電や電気料値上がりなどの痛みなら受け入れられます。
このまま原発を使い続ける痛みにはもう耐えられません。

一部の人の利益の為にではなく、後世に残る英断を期待します。

25525 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原子力発電所を今すぐ停止しゼロにすること 東京電力福島第一原子力発電所の事故で明らかになったように、原子力発電所は一旦事故が起きてメルトダウンすれば人間の手で始末できない代物である。どんなに化学が発達しても核を
人類は制御できません。原発と産業・経済を切り離した視点をもっていただきたい。日本に福島のような惨事を繰り返さないために原発を止めるべきです。

25526 個人 無職 ６０代 男性 原発ゼロシナリオを選びます。日本は地震が多く、原
発事故が起きる。そして、土地は使えなくなり、生きて
ゆけない。２０３０年までに原発をゼロにするのは当然
だが、実際は、直ちにゼロにするべきである。

原発ゼロシナリオを選びます。
(1)日本は地震が多く、原発を建設し運転したら、福島のような事故が起きやすい。事故により、土地が使えなくなり私達は生きてゆけなくなる。
(2)目先の事を考えて原発を運転すると、再度事故が起きて、私達は生活してゆけない。遠い将来のことも考えて、原発の運転はやめるべきである。
(3)今、既に原発の核廃棄物が沢山たまり、これの最終処分場も決定しておらず、極めて危険な状態になっている。これから更に原発の運転を行えば、益々、核廃棄物が増えてしまい、私達は
生活してゆけなくなる。
(4)核廃棄物が無害化する年数は、１０万年以上と言われており、西暦２０１２年に生活する私達にとって、把握困難な年数であり、安全を確保できない。
(5)以上の様な現実にも拘わらず、これまでかなりの期間原発を運転してきたことは、残念極まりないことである。今からでは遅いとも言えるが、今からでも原発を安全に処理しなければならな
い。多くの経費や労力が必要とされるが、核廃棄物も安全に処理しなければならない。
(6)以上のような理由により、２０３０年には原発をゼロにするのは当然であるが、２０１２年に直ちに原発の運転をやめるべきである。

25527 個人 家事専
業

６０代 女性 「エネルギー・環境に関する選択肢」に示された２０３０
年原発依存度「ゼロシナリオ」に賛成します。

すべての原発を止めても社会を維持するに十分な発電能力があることが明らかになりました。従って問題は
（１）放射線の被害から現在と将来の国民の生命と健康を護ること。
（２）既に投資をしてしまった電力会社の経営を護ること。
のどちらを優先するかの選択に帰着します。
私は（１）を優先する立場から、全原発の即時廃絶を支持し、大飯原発３，４号機を含めすべての原発の再稼働に反対します。
今回示された２０３０年の原発依存度の３つの選択肢の中では、即時廃絶の可能性を含む「ゼロシナリオ」に賛成します。

25528 個人 家事専
業

３０代 女性 原発ゼロシナリオ（即時） なぜそんなに電気が必要なんですか？

２４時間のコンビニ
多すぎるエスカレーター
快適すぎる（過剰な）エアコン
都会のネオン街
などなど
必要以上に電気を使っていると思います
お金があれば電気をどんどん使えると、みんな勘違いしてきているんではないですか？
少し時代をさかのぼれば、こんなになくてもそれはそれで快適だったんじゃないですか？

電気が足らないと言う前に、上記の不要な電気を減らせば絶対に原発なんていりません。

小学二年生の子どもでも、そんな危険と隣り合わせの原発の生活より安心な幸せの生活の方がいいと言っています

これからの電気の在り方、日本のしくみの在り方を、０から見直す時が来ているとおもいます。
原発を動かしたいのは政治家さん、経済界を牛耳っている人たちだけだと思います。
国民はいらないと思っているんです
なんのための政治なのか、考えなおしてください。

とにかく未来の日本、世界のために原発即廃炉！！です

25529 個人 自営業 ５０代 男性 原発ゼロシナリオ 全原発は廃炉してほしい。

１、人類が制御不能なものは、持つべきではない。
２、原発による発電コストがあまりにも不透明。
３、原発は最大な公共事業。
４、原発を海水で冷やす際、海に戻す水の高温化が、地球温暖化に繋がる。
５、人類への健康被害。

以上

25530 個人 パート・
アルバイ
ト

６０代 女性 原発は０にしていただきたい。早く、自然エネルギーに
移行していれば、今回の事故で、あわてることがな
かった。経済を優先するあまり、命、平和、子ども、未
来を見失ってしまった日本。この機会を逃してはなら
ない。

自然を大切にしない国は滅びる。経済は二の次と考える。GDPより、GHPを大切ににする国になってほしい。もう物はいらない。隣同士の絆、笑い転げる子どもたち、家族団らんの日々、そのよ
うなことが幸せと考える。

25531 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 『ゼロシナリオ』しかないでしょう。 3.11以降の福島を見て原発をどうするかは、世界から見ても、地震国日本の道はゼロ以外考えられない。東海、東南海、南海沖地震が連動して起こったとき、このままだと日本沈没になる。電
力が不足することをどうするかとか、石油輸入が3兆円増えるとか。そのために省エネ、自然エネルギー開発が必要だし、それにより新たな雇用も起こるのではないでしょうか。どちらにしても、
今のままずるずる原発を稼動させ続けることは、未来の子供たちに常に恐怖を与え続けることになると思う。

25532 個人 その他 ３０代 女性 早急に国内全ての原子力発電所を停止してください。
再稼働はもちろん、プルサーマルなどもってのほかで
す。
数百年後まで残る負の遺産をもうこれ以上増やさない
でください。

これを読んでくださる方、あなたには大切な人がいますか。
お子さんはいますか。

エネルギー政策は、感情論じゃないなんて言わないでください。
いのちを大切にするということの中心は、一人ひとりの思い、感情から生まれます。その感情が、行動の動機です。

今すぐどうこうなるわけじゃない、と簡単に言ってしまえるのは、誰か死んだって構わない、という感情から出てくる言葉だと思います。その誰かが、自分の大切な人や、自分の子どもや、自分自
身であるということに、本気で向き合えていないと思えてなりません。

原子力は核であり、戦争の道具です。日本は、戦争を放棄しているはずです。非核三原則にも抵触しています。クリーンエネルギーなんてウソばかり。人がこんなにも死んで、苦しむ事態が起
こっているのに。

原子力発電が稼働しなくても、エネルギー供給に支障はないはずです。万が一、仮に供給不足という事態があったとしても、いのちを奪う原子力発電は要りません。そもそも、環境にも悪影響以
外なにももたらしてはいない原子力発電を止めて、何か困ることがあるのですか。もう、これ以上自然を壊してはいけないと思います。

原子力発電をまず止める。それをまず第一に行い、そこから体制や施策を考える必要があると思います。

よろしくお願いします。

25533 個人 自営業 ３０代 女性 「ゼロシナリオ」を支持します。
再稼動にはもちろん反対です。新設など言うに及びま
せん。

先に使用済み燃料の処理について検討してはどうですか。
いつまで先延ばしにするのでしょうか。
人の手に負えないものだと明確になったのに、まだそれを推進しようとしていることも理解できません。
選択肢はありませんが、今すぐに再稼動を止め、全原発の廃炉作業をしていくこと以外を選択したくはありません。

25534 個人 家事専
業

５０代 男性 ゼロシナリオ ３．１１東北沖地震続く福島第一原発事故は「起き得る事は、今すぐにも起きうる」と教えてくれました。
　列島全体が地震帯上にあり、世界の主立った地震の２０パーセントは列島付近で発生している。しかも、兵庫県南部地震以来列島全体が地震の活動期に入っている。事は急を要します。パブ
コメの選択項目の中に”即時原発を停止し廃炉の準備に入る”という選択がないのは異常だと思います。
　
　３．１１福島第一原発事故に対する政府や東電の対応を見るにつけ、原発震災とは大規模原発事故に対して人間が責任を取れない”責任”などという言葉が意味をなさない事態だと思われま
す。
　どんなに悲惨な戦争の後でも、生き残った人は悲しみを乗り越えて、再起を図ることができるかもしれない‥しかし、原発事故では放射能汚染された土地で食料で空気でどのように希望が持
てるというのでしょうか？
　しかも放射能は無くならない、食物連鎖により濃縮され、その食物連鎖の頂点には人間が立つのです。

　マイクロガスタービンを軸としたコンバインドシステム、さらにはコジェネシステムは原発の倍のエネルギー変換効率に達しており、既に２０年前から１０電力会社は適宜旧火力から転換を図っ
ています。これらガス新型ガス火力発電を中継ぎにし、原発はできるだけ速やかに廃炉とし、自然豊かな国土の特性を生かした幾多の自然再生エネルギーへ順時転換してゆくことは十分可能
と思います。

　問題は人々の意識です。この国が様々な要因から逼塞しているときに、福島の原発事故が起き、その上そのまま原子力発電を続けて人々は希望を見いだせるでしょうか？声を上げないよう
に見える人々も、既に原発の危険性をはっきりわかっているのです。

　福島第一原発か全国に不幸にして拡散してしまった放射能の処理方法の開発、処理はどちらにしてもなさねばなりません。しかしそれらを、敗戦処理としてやるのか、未来を切り開く希望とし
て人々が行えるかどうかです。
　ウランとていずれは枯渇する資源にすぎません。世界の原発が限界を迎え廃炉せざるを得ない際には廃炉・放射能処理で養われた廃炉技術は、この国の経済を救うでしょう。
　自然再生エネルギの技術開発はこの国の現在の行き詰まった経済を活性化せるでしょう。

25535 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 広島・長崎の経験、福島原発事故の教訓から、「ゼロ
シナリオ」を支持します。経済原則や地球環境問題も
ありますが、最優先すべきは"生命"でそのための究
極の選択肢は「ゼロシナリオ」かと思います。

個人の意見を述べる機会を設定していただき感謝します。多くの国民の声を無駄にしない公正・公明な判断をお願いします。
今回のエネルギー政策見直しのきっかけは福島原発の事故であり、原発事故の被害は甚大で、国内外への諸々の影響は計り知れません。
「エネルギー・環境に関する選択肢」国民議論は【原発依存度を可能な限り減らす】事が目的でスタートしているので、究極の到達点は「ゼロシナリオ」が必然と思います。2010年の26%から"ゼロ
"にするための通過点が20%や15%と理解しています。ただ、現在の日本社会に原発が組み込まれていることも事実としてあり、一大転換を短期間で実現させることは非常に厳しい課題でもある
と思われます。そのため年限は2030年にこだわる必要はないと思います。
今回決断し、原子力発電"ゼロ"を目指して、耐用年数(40年)がきたものは廃炉とし、建て替えや新規の建設は行わない事が賢明な選択と思います。(耐用年数に満たないものは安全確認と地
元理解を前提に使用する)【原発終息シナリオ】
私は20才代に広島の原爆ドームと資料館を見る機会があり、その時の"驚愕"を今でも忘れることができません。今回の事故も多くの難民を出し、今後この事故の影響(特に現在も処理にあたっ
ている現場の方等)で犠牲者が出ることを心配しています。
"原子力の平和利用"をずっと疑問に思ってきました。原発には様々な立場の人や国の"利権"がありそれを手放すことは難しいのかもしれませんが、現在の繁栄だけを見るのではなく将来への
禍根を断つ勇気ある選択が必要と思います。
原子力の犠牲となった国が平和利用の名のもとに原発技術を輸出することも疑問に思われます。
制御不能になる可能性のある設備や処理方法のがわからない残物を将来の世代に残す事をこれ以上継続すべきではないと思います。
一番心配な事は核燃料サイクルの処理問題です。この問題を解決しない限り「原子力発電は安全です」とは言えないと思います。
資料、表3の"クリーンエネルギーの政策イメージ"のゼロシナリオは厳しい内容となっていますが、「原発終息シナリオ」に合わせて省エネや代替エネルギーへのシフト行うことと、核燃料サイク
ルの処理問題解決が真の革新的エネルギー環境戦略と信じています。

25536 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発に頼らないエネルギー政策への変換を、早急に
お願いします。子供を持つ親として、自分の子だけで
なく、すべての子供達へ安心して暮らせる未来を創る
責任が私たち大人にはあります。

原発は安全だというのは、もう信じられない事です。１０００年に一度の災害のせいだと言っても、地球自体が活動期に入ったともいえるような世界規模の異常の中、またすぐどこで、同じような
災害が起こらないとも限りません。

ひとたび、事故を起こしてしまえば人の手に負えないのが原発です。
廃炉にするにも莫大な年月と費用が必要になり、また周辺への影響も思うと、
これほど経済的ではない物もないのではないでしょうか？

新設にかかる費用もまた、気の遠くなるような金額かもしれませんが、
すぐにでも原発に代われるエネルギー政策、その施設の建設に
取りかかっていただきたいです。

じわじわと、真綿で首を絞められるような不安感の中、
この先もずっと生活していかなくてはいけない国民の気持ちを
どうぞ汲み取ってください。



25537 個人 学生 １０代以
下

女性 ゼロシナリオを支持します。未来に希望の持てる国
家、政治を行って下さい。

ゼロシナリオを支持します。
理由は次の点です。
１、昨年３月１１日の東日本大震災を発端に起きた東京電力福島原子力発電所において起きた事故から核を人間ごときの力でコントロールできないことが分かったから。
電気が無ければコントロールできない、「想定外」の事態が起きたらコントロールできない…こんな異常事態に対応できなくて何が「事故が起こるのは1000年」に一度でしょう？私のようないち高
校生でも分かります。そんなことも分からない政府、議員を選んでいる大人は正直言って何をしているのか分かりません。私たちに選挙権をください。本当に国の為を思って党というふざけた傷
のなめ合いをするしがらみを持たず、本当によりよい日本を考えて動いてくれる立候補者を選びます。これからの未来を担う私たちの意見をしっかりと受け止めて下さい。
２、万が一事故が起こった場合、完璧な収束・元の生活への復元は不可能だから。
最近やっと、原発から北西の方向にある市町村に「帰還不可能」ということが宣言されました。やっとか、というのが私の第一感想でした。当たり前です。チェルノブイリの事故の何百倍ほどの放
射線物質を撒き散らしておきながら、ＳＰＥＥＤＹの試算結果を知りながらしばらくの間、住民の皆さんに危険であることを知らせず住まわせた。これは殺人行為ではないのですか？今も、原発で
は作業員の皆さんが鳴りやまぬ線量計に鉛のカバーをかけ作業しているという報道を耳にしました。都内にも線量が周りに比べて高い「ホットスポット」があるようですね。もう、３・１１前の生活
には戻れません。
３、原発の再稼働や新設を決める政治家の皆さんが自分の私腹を肥やすことしか考えず、国民の意見に全く耳を傾けようとしないから。
現在の総理、野田佳彦首相は、毎週金曜日に行われているデモ活動を、議事堂の中で聞いて「騒がしいなあ」と言ったと報道で知りました。あなたたちが不正をして信頼を失っている公聴会や
世論で国民の声を聞かないから、聞いてもらおうと思って国民は憲法にもある表現の自由を行使してデモ活動を行っているのです。分からないのですか。私にも、中学生、小学生の弟ですら分
かります。全ての方が自分の私腹を肥やすことしか考えていないとは思っていません。そう信じたい。でも、高校生からも信頼されない政治をあなたたちが行っているということに気づいて下さ
い。
以上の点から、私は原発ゼロシナリオを支持します。
せめて、未来に希望の持てる国家を、政治を行ってください。今のままの日本なら、外国に住む方がまし、未来に希望の持てない国家を作っている自覚を持って下さい。

25539 個人 会社員・
公務員

８０代以
上

男性 原発によるエネルギーは０（ゼロ）にするべきです。福
島の事故で自ら命を絶った人、家族が離ればなれに
なった人が大勢生まれたことなどを見ると、原発を動
かし続ける理由が見あたりません。

福島の被災者に対する賠償がまともにされていないのに、当初の電力料金値上げ案に柏崎刈羽原発の再稼働を盛り込んだ東電の無反省な態度、「電力不足」と言って大飯原発を再稼働させ
て、さっさと火力発電所の運転を停止した関西電力の国民だましの嘘つきな態度を見ると、彼らの言う「安全」ほど信用できないものはありません。彼らは電力事業者としては不適格です。どうし
て国が彼らのような無反省で無責任な事業者に原発という重要な事業を任せるのか全く理解ができません。今こそ、国会事故調査委員会がその報告で指摘をした、「福島原発事故は明らかに
人災」の立場に立ち、東電に反省を、関電に責任ある姿勢を求め、それが不十分であるならば彼らを電力の事業者からはずすべきです。今日の日本の技術、経済力をもってすれば、彼らに変
わる優秀で責任を持つことができる事業者はいくらでもいます。そして、その新しい事業者に自然エネルギーの開発を担わせ、原発から自然エネルギー中心のエネルギー政策を採用する、要
するに原発を不採用にすることで初めて福島の被災者にしっかりと賠償をすることや、現在の原発立地地域の雇用や産業を作り出す立場に立つことができます、原発にしがみついている間は
原発とそれを「安全神話」で推進してきたことへの反省ができませんから、それらがすべて曖昧になってしまいます。第１に福島の被災者への賠償をしっかりと行うこと、第２に現在の立地地区の
雇用と産業を新しく作り出すこと、以上２点の理由から原発への依存度はゼロをめざし、そのことを決意するべきです。

25540 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 「2030年に原発０」ではなく、即刻原発０に。
放射性廃棄物の処理方法が確立されていない原発は
重大な欠陥施設であり、また地震多発地域である日
本においては、即刻原発０にすべきである。

原発は即刻０にすべきであり、廃炉に向けて取り組むべきである。
理由１：原発から発生する放射性廃棄物の処理処分方法が確立されていない。その見通しもない。
理由２：日本は太平洋プレート、フィリピン海プレート、ユーラシアプレート、北米プレートに囲まれている地震大国である。福島原発事故を見ても原発の安全性は確保できないことは明らか。
理由３：原子力安全委員会、保安院、原子力学者が全く信用のおけないことが明らかになったにも係わらず、原子力村の一員であった人物を据えるような政府は全く信用できない。
理由４：福島原発事故の対応ができていない。同じことが起きうる。

25541 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発ゼロ希望します！！ すぐに原発ゼロが難しいのは承知です。意向という考えに対しては反対ではありませんが、政府に意向の考えがあるとは感じません。そこに不信感をいだきます。
本当に意向を考えているなら、自然エネルギーの雇用であったり、普及などに力を注ぐことが見えてくるはずですが、残念ながら感じません。

がんばってください。
本当に何が必要か不必要か。

25542 個人 家事専
業

６０代 女性 これ以上の原発はいらなし　今　稼動している原発も
すみやかに止めてほしい

単なる天災であれば　悲しみはあっても　また立ち上がれる
しかし原発事故のような人災は　いつまでたっても悲しみがいえることがない
今の東電や官僚の　人を人とも思わない言動では　また同じようなことが起きるであろう

制御しきれないものを人は持ってはいけない

未来に希望を持てる社会を作るためにも　原子力発電は終息に向かってほしい

ゼロシナリオを選択します。

原発はダメージを受けた時
範囲が巨大、量が巨大、回復に要する時間が巨大、人が直接確認する術がない、ロボットも有効でない、真実が解明できない。
故に想定の確立は他とは違う物差しが必要
想定外なんて・・・限りなくゼロに
水力、火力・・・なんてものは何が有ってもダメ-ジはたかが知れている。
５０年に１度程度の確率で良いが
原発は回復の視点からだけでも数百年に一度は最低限必要

あの程度の地震、津波が想定外なんて言語道断
小さな隕石が落ちようが、飛行機が落ちて来ようが、誰かが攻撃してきてらどうします？
天変地異はもちろん、テロ、戦争、宇宙ヨリの落下物等あらゆる事柄に対する
対策が必要、危険なものと同居している事を認識すべき

ダメージを受ける確率は0にはならない
故に原発ゼロを目標にする。
期間は35から40年を目標（新たに造らない）
危険の高い構造、立地施設より順に廃止する。

核廃棄物は今でも多量に有るので
ヒステリックに直ぐに　ゼロ　は求めないが、新たに作り出すゴミは可能な限り少なく、
今有るものの処分技術を研究確立を計る。

代替えエネルギーは化石燃料を一時的に認める。
CO2と核廃棄物のデメリットの比較は問題外。
コストとCO2は弾力的に対応する。

核のリサイクル利用なんて本気で考えているのなら
そのエネルギ－を新しいエネルギ－開発へすべて向けて欲しい

15シナリオなんて　ごまかしが　あふれている馬鹿なことは考えずに
ゼロを　目標に設定し、現実的に　対応すべき

モラルハザ－ドを起こさないために
責任を明確にすることを望みます。

法的責任、道義的責任、くだらない、ごまかしの理由で責任をあいまいにするから
弱いものが悲哀を浴びる、社会的いじめが起きる。　だから子供の世界にも起きる。

原発は計量不可能なダメージを潜在的に保持
している為０とする
期限は最長40年、新設再処理はナシ
化石燃料は代替として利用可
過大なコスト負担よりは
CO2排出を不担保

男性６０代その他25538 個人



25543 個人 パート・
アルバイ
ト

６０代 男性 　１８年後ではなく、今すぐ全ての原発を廃炉すべきで
す。そして、再生可能エネルギーの普及、原発の解体
や放射性廃棄物（核のゴミ）の処理技術の開発に全
力であたり、子孫に負の遺産を残さないようにすべき
です。

　地震大国で、いつ、どこで大地震が起き、大津波に襲われるか分からない日
本で、原発を稼働し続けるのは、時限爆弾を抱いて生活しているようなもの
で、危険極まりません。１８年間、大地震が起きないという保障がどこにある
のでしょうか？　それどころか、首都直下型や東海、東南海、南海地震が近々
起こる可能性が地震学者の定説になっています。野田首相は、大飯原発の再稼
働の際、「国民生活を守るため」と言いましたが、福島で今現に苦しんでいる多くの県民は「国民」ではないのでしょうか？そして、「わたしの責任で」とも言いましたが、いざ事故が起こったら、ど
責任をとるというのでしょう？
福島の事故では、国も東電も無責任極まりない対応しか取らなかったではありませんか！
　国も自治体も電力会社もみな信頼出来ない、これが多くの「国民」の実感ではないでしょうか。本当に「国民の生活のため」というなら、今すぐ全原発の廃炉を決断し、その上で、省エネルギー
社会への転換、再生可能エネルギーの開発・普及に国を挙げて取り組むべきです。日本にはその力があります。要は、政府や企業が”やる気”を示すことです。そうすれば、多くの国民は協力し
ます。
　はっきり言って、野田首相の言う「国民」は、”大企業・電力会社・その関連会社”であり、「その利益を守るため」に、再稼働や原発の存続を図っているのです。それは、「御国と天皇陛下のた
め」という口実で国民をだまし、軍需産業の後押しであの悲惨な戦争に突っ込んでいった戦前の政府や軍部をほうふつとさせます。その二の舞はごめんです。「大企業の利益」でなく、「国民の
命」を守る政治への転換へ、原発問題は正にその試金石です。今からでも遅くありません。官邸前の「再稼働反対」の大きな国民の「声」を、「音」と聞いてしまった野田首相、過ちを改め多くの国
民の「声」に応え、今こそ「原発即ゼロ」を決断してください。

25544 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」を主張。
《事故が起こった時、人の力でコントロールできない様
なエネルギーは問題外》

ウランの採集に被爆者を産み、原発の維持に被爆者を産み、福島の事故でもこれから想像を絶する人数の被爆者を生み続ける。被爆者の上に成り立っている電力など、電力が足りている足り
ていないという話しの前に、倫理的に選択肢としてあり得ない。
この夏の大飯の再稼働も、電力が足りないことを理由としていたが、再稼働後関電が火力発電を新たに停止したというニュースや、原発の停止中の火力発電の燃料費で関電が赤字になったと
いうニュースもある。
原発の再稼働は電力会社の利益追求以外の何者でもないと感じる。
人命や地球の未来よりお金という構図に政府はいつまで付き合うのか？
このパブコメ募集も「2030年までは原発が維持される」という前提のもの。前提自体が国民を騙すトリックだ。
再び事故が起これば、日本は再起不能になる。政府は自然エネルギー比率を増やすスケジュールを国民にしっかり示すべき。

25545 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」を主張
《即原発ゼロへ。弱者の保護を優先》

大飯原発、志賀原発、敦賀原発。ほぼすべての原発直下に活断層。日本の多くの地震学者の共通見解は「巨大地震のサイクルに入った」。2年程度の計画停電も受け入れよう。ただし、病人、
被介護者、子供、老人は守らなければならない。

25546 個人 その他 ５０代 男性 福島原発事故がもたらした被害の保証を国も東電も
背負いきれないという現実を見たときに、ゼロシナリオ
以外に選択肢はありえない。

　2012年5月5日に日本の原発がすべて停止したが、国民は知恵を寄せ集め、節電に協力し、見事にこの「困難」とされた事態をクリアしてきた。さらに再生可能エネルギーの開発と利用に英知
を結集すべきときであることは誰の目にも明らかである。ゼロシナリオを持ってこそ、この行動に最大限の力を傾注できると考える。

　経済優先の立場からゼロシナリオに反対する者もいるが、この「経済」というものが国民の総幸福量（NGH）を増やすものでなく、富を独占している一部の人々の富をさらに増やさんとするもの
であることは今日の日本の経済状況と経済格差をみると明らかである。富の分配が適切に行われるならば、人々は再生可能エネルギーを効率的に利用し、個々の経済活動を活発化すること
ができる。原子力エネルギーは多くの人々の経済活動を一瞬にして奪い去った。ここに持続可能な経済活動を支えるエネルギー政策へと大きく舵を切ることの重要性が集約されている。

　2030年に原子力エネルギー比率をゼロに出来ないと主張するものは、大飯原発稼働まで日本に原発がゼロであったという事実と経済活動に取り返しの就かない停滞が生じたかどうか、よく
考えるべきである。

　原子力エネルギーは取り返しのつかない地域経済の破壊と土地（地球）の破壊をもたらしたではないか！そして国も東電もそれに対する責任を背負いきれないというのも事実である。誰にも
責任を負えないような原子力エネルギー政策をもとにした経済活動を推進するという無責任なことはすべきではない。原子力エネルギーなしに経済発展を模索していこうとする国際世論をリード
する役割を果たすことが被爆国であり、原発事故を経験した日本の崇高な国際社会における任務でもある。

25547 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 「原発ゼロシナリオ」を選びます。 「原発ゼロシナリオ」を選びます。
人類にとって、危険な放射能を生み出す核融合や核分裂を元とする原子力入らない。さらに原発が生み出す危険な放射能性廃棄物の処理方法を人類は持っていない。福島で起こった事故は
単なる一つの例でしかない。今後想定外の事故は必ず起きる。その時、「想定外」では済まされない。人類が未来永劫安全に安心して生き抜いていくには原発はいらない。国はもっと真剣に自
然エネルギーや原発に頼らず発電をする方法を考えるべき。目の前の大企業の営利優先ではなく、30年、50年、100年先の日本の姿を考えて欲しい。

25548 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 2030年までに原発をゼロにする。
ゼロにして、廃炉、放射性廃棄物の保管のためには、
安全性対策をさらに強化し、技術力を維持する必要が
ある。

１今回の福島原発事故で明らかになったように、原発は一度事故になると広範囲に甚大な被害を及ぼす。
地震国日本では、今後原発事故のリスクは高い。
２原発による電力コストは、事故対策費用、保管コストなど予想コストをすべて含めると火力などより高くなる。
３核燃料サイクルは破綻している。
４自然エネルギー再生可能エネルギー、省エネで原発分エネルギーを賄うことは今後、自治体等で規制措置、自然エネルギー省エネ投資など、規制対策、経済的誘導措置を取ることで可能で
ある。
５自然エネルギー再生可能エネルギー、省エネ対策は新しい経済的成長分野となる。

25549 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 「エネルギー・環境の選択肢に関する意見聴取会」の
実施が唐突すぎると思います。もっと国民に議論の機
会をください。

「エネルギー・環境の選択肢に関する意見聴取会」が各地で開催されています。しかし、報道によると進行の仕方は一方的で、多くの国民は議論に参加することはできない中途半端なものに
なっているという印象を持ちました。

2030年の原発依存度についても、0%はともかくとして、その他の数値がどのような背景があって提示されているのか十分な説明がなく、とても戸惑っております。

このような状態で、日本の国民の健康や安全にも関わる重要事項が決められてしまうことにとても違和感を覚えます。

是非今一度、より多くの国民が参加して、将来の日本のエネルギー政策について議論する機会を設けていただきたいと思います。

よろしくお願い致します。

25550 個人 自営業 ４０代 女性 原発廃止
原発輸出反対

原発も原爆も同じです。
これ以上地球を汚さないで下さい。未来に希望が持てません。
目先の利益ばかりを追わないで下さい。
廃炉に何十年もかかり、今利益を享受している方々は核廃棄物処理完了前にこの世の人ではなくなります。

札束で頬を叩くような、補助金制度を廃止して下さい。
補助金がなくても、住人が胸を張れる、生活が潤うシステムを構築して下さい。
年配の方々に新しいことをやれと言うのは酷です。
知恵を絞り、生きたお金の使い方をして下さい。
原子力ムラのガラパゴスな方々にはそんな気もないでしょう。
新しい空気が必要です。

誰も福島の責任を取っていません。
取れるはずもありません。安い責任発言も聞き飽きました。
事故収束もしていないのに輸出なんて、厚顔無恥にもほどがあります。
なぜ新しい技術で世界をリードしないのでしょうか。

このパブコメもムラ人に廃棄されるのでしょうか。
パフォーマンスでないことを祈ります。

25551 個人 その他 ３０代 男性 原発にかかるすべてのコストとリスクを考えるとゼロシ
ナリオをするしかありません。そこから出発し、再エネ
を中心に据えた持続可能な社会を目指して行くこと
で、私たちは希望を持って未来に進んでいけると思い
ます。

1. 原発廃棄物の処理も見通しが立っていない今の段階で、2030年までにもし新しい原発が立てられるとしたら、無責任としかいいようがありません。15%の原発維持案においても、その可能性
がいなめない以上、ゼロシナリオを選択するしかありません。

2. 本当の民意はどこにあるのでしょうか？私には、原発は今後減らしていく、絶対にこれ以上増やしてはいけない。リスクの高い現存の原発は即停止、というのが民意であると思います。1も踏
まえて、ゼロシナリオが民意であると思います。

3. ゼロシナリオと言っても、その中で議論が尽くされていると思えません。即刻ゼロシナリオを決定し、その中で、選択肢を考えるべきです。

4. ゼロシナリオに決定する前に、ゼロシナリオをいくつかの選択肢にわけるのは、多数決の落とし穴に陥る可能性があるので反対します。

5. 再エネルギーや省エネの可能性についての議論がしっかり行われているとは思えません。現在進展中の科学技術も関わってきますので、その議論にはしっかり時間をかけて、絶えず革新し
ていく決意をしなければなりません。そのためにも、さっさとゼロシナリオを決めて、日本の持続可能科学技術を信じる選択をするべきです。それによって、日本に大きな国内需要を産み出し、産
業を発展させ、雇用を増大させ、景気を高揚させる政策が可能になるのではないでしょうか？

25552 個人 学生 ２０代 男性 8/2の「エネルギー・環境の選択肢に関する勉強会」に
参加させて頂き感じたこと。今、原発依存度を国民に
き決めてもらうようなあり方は、国として少し無責任で
はないかと感じています

8/2の「エネルギー・環境の選択肢に関する勉強会」に参加させていただきました。
この勉強会に参加してまず感じたことは、国民に決めさせるような意見徴集回は意味があるのかということです。よくマスメディアが「何万マイクロシーベルト」とか、皆が食いつくようなタイトルを
つけて不安感をあおっている状況では、放射線について詳しくない人ならば不安が大きくなり、原発反対となるのは目に見えていることです。こうした状況で意見を集めるとなれば、原発反対が
多数となることは目に見えているでしょう。
原発の将来を決めるのであれば、目先の利益に目をやるのではなく、長期的な視野やそれについてのデメリットをきちんと説明すべきだと考えます。私は大学で原子力を学んで2年目になりま
すが、これまで国が主導となって原子力政策を進め、蓄えてきた日本の原子力についての技術は世界でも有数のモノになっていると感じました。これだけの知識の積み重ねと技術を、そのよう
な形で無に帰す、あるいは海外へ流出させるというのは、国としてもデメリットの大きなものになるとか思います。
今、原発の事故で約10万人の方々が避難生活を強いられ、苦しい思いをしていると知りました。もちろんそれは原発の事故のせいであり、他の火力発電所や水力発電所ではこのような事故は
起こらなかったでしょう。しかし、このようなことが起こったことを教訓とし、これまでの知識と合わせながら、より安全な原発を作ることが出来ると思います。失敗から学ばずに、事故が起こったか
ら危ないと言って、他のタイプの違う原発や原子力そのものに対して排他的になるのは性急だし、廃炉措置等をきちんと基礎知識のない国民の判断に委ねるというのは、国としても無責任であ
ると感じます。国としてすべきことは、もちろん国民の意見を聞くことも大事ですが、国の将来を見つめて何が必要なのか、どうすれば国益につながるのかをきちんと判断すべきだと考えます。
稚拙な文章で申し訳ありません。よろしくお願い致します。

25553 個人 家事専
業

３０代 女性 ゼロシナリオを希望します。
原子力電所及び関連施設の撤廃、再生可能エネル
ギーへの転換に成功した後は、他国に積極的に力を
貸し、地球全体でゼロシナリオを選択するよう呼びか
けることを提案します。

ゼロシナリオを希望します。

理由は、原子力は危険だからです。リスクを少なくはできても、ゼロにはできません。
ひとたび事故が発生すれば、直ちに発生して目に映る被害だけでなく、放射能は遺伝子を傷つけ、その害は子孫にまで及びます。

原子力電所及び関連施設の撤廃、再生可能エネルギーへの転換に関して、先行している国の専門家の力を積極的に借り、成功した暁には私たちも他国に積極的に力を貸して、地球全体でゼ
ロシナリオを選択するよう呼びかけることを提案します。

25554 個人 自営業 ５０代 女性 すべての原発の停止と廃炉作業の開始を求める。自
然エネルギー促進への政策の転換と、産官学協力し
て新エネルギーの研究開発に力を注ぐことを求める。
３１１で被害を被った住民と地域へ最大限の補償を求
める。

　原子力発電は人類にとって早すぎた技術である。放射性廃棄物の安全な処理方法がない以上、原発を動かし続けることは人類の未来に負の遺産を作り出していることにほかならない。絶対
の安全はないことが明らかになった以上、原発の稼働は罪だと考える。今すぐ、全ての原発は廃炉にして、最新の技術をもって危険物質が漏れ出すことを防ぐべきだ。原子力開発に注ぐお金と
人材があれば、それは不可能ではないと思う。
　３１１の事故は日本のみならず地球規模の放射能汚染を引き起こした。日本人であること、日本製品であること、日本の農水畜産物であることが、すでに世界で差別の対象になっていることを
政府はどのようにとらえているのか。すみやかに世界に向けて、日本がエネルギー政策を転換し自然（再生可能）エネルギーを目指すとアピールしなければ、今後も今以上に様々な面で不利益
を被るだろう。国民の命より企業の経済活動を優先させるかの政府の方針は、中長期的にはその企業をも衰退させると考える。国が国民を守らなくなったとき、国民はその国で暮らすことを選
択するだろうか。経済の衰退よりももっと深刻な事態が出来するとは思わないのだろうか、政府は。
　福島原発事故の被害者に対しては、早急に、明確に、毅然とした方針を示して理解を求めるべきだ。希望的観測で人心をもてあそんでいるように見える。巨額の費用をかけている除線は本当
に効果があるのか。それすらもゼネコンの収入源なのではないかという疑問がある。故郷に帰れるのかどうかも分からないままに仮住まいを強いられている人々に、事故以前の生活を取り戻し
てあげたい。東電がやらないならば、それは国の仕事だ。戻れる保障がないままに何十年も待たせることは人道的に許されるものではないと思う。

25555 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 提示されている政府広報だと、誤解を招き、正当な議
論ができない。電力に対する原発の割合だけでなく、
エネルギーに対する電力/原発の割合を示すべき。

政府広報では、”エネルギーのことを考えよう”と謳いながら、電力に対する原発の割合のみを示している。日本のエネルギーの事を考えるなら、エネルギーに対する原発の割合で議論すべき
である。エネ庁の　Home　Page　によると、電力は総エネルギーの３０％程度なので、”エネルギーの事を考え”た場合１５％シナリオは本当は５％で、２０-２５％シナリオは７－８％である。日本
の火力発電の能力を考えるなら、電力以外の部分も含めて、トータルのエネルギーの省エネをした分を電力に回せる可能性が高いと思う。素人考えでは、１０％程度の省エネならできそうな気
がする。
原発割合をさげた場合の、経済的なロスについては数字が提示されても、根拠が不明で妥当なものかジャッジができない。妥当な議論をするためには、わかっている情報を最大限に提示したう
えで実施する事が大前提であると考える。

25556 個人 無職 ７０代 男性 １．３つのシナリオのうちでは、「ゼロシナリオ」を支持
する。
２．既存の原子力施設すべてについてテロ対策（特に
防空）強化を急ぐべきである。
３．発電コストの内訳を示して欲しい。

１．用意された３つのシナリオのうちでは、「ゼロシナリオ」を支持するが、理由は次の通りである。
　（１）使用済み核燃料・放射性廃棄物・抽出プルトニウムなどをこれ以上増やさないよう努めるべきである。
　（２）どのような選択をする場合でも「原発からグリーンへの大胆な構造改革を実施」と述べられているが、「ゼロシナリオ」以外では原発依存することになっている。これは日本の技術力や国民
の力を信頼していない、あるいは最初から真剣に取り組む覚悟を放棄しているように見える。
　（３）現存の原発が、何故電力消費地から遠隔の過疎地に、しかも外洋に開けた沿岸に建設されたのかの説明がされていない。すなわち、消費地に近い東京湾、霞ヶ浦、大阪湾、琵琶湖等々
の海岸・湖岸に設置しない理由の説明がない。
２．既存の原子力施設すべてにテロ対策、特に防空対策の強化を急ぐべきである。テロリストは単なる個人的集団ではない戦力であることは自明である。水素爆発したくらいで建屋が壊滅的損
傷をして放射性物質が漏出飛散するようでは、如何に地震・津波対策をしても意味がない。
３．発電コストには、原材料から始まって最終的に施設の廃止・更新に至るあらゆる費用・経費が含まれるべきで、直接見えにくい補助金・助成金なども含まなければならない。特に原発の場合
には使用済み核燃料の処理まで含まなければ、他との比較ができない。現時点で算定できない項目は、その旨明示しなければならない。

25557 個人 学生 ３０代 女性 原発ゼロシナリオを支持します。 ドイツではFUKUSHIMAの原発事故によりたくさんの人、そして国として原発の方向に向かっています。デモや運動が起これば国は真剣に向き合います。そして市民の手で新しいものができてい
ます。原発に頼らないクリーンエネルギー会社や環境負荷の少ない住宅街など。そして日本と同じく車大国だが環境負荷の面から自転車や交通機関の利用を推進する国つくりになっていま
す。
日本の“経済”には原発が必要という意見もよくきくが、新しいものやごみになるものをほとんど買わない人たちばかりだけど、ドイツの経済は豊かです。彼らは「今」より「未来」をみつめていま
す。頼る国が隣にない島国は原発ゼロへの道もドイツより相当困難かもしれません。便利になりすぎて少々の不便に耐えられないかもしれません。だけど日本には今まで先代たちが気づきあ
げてくれた世界に誇れる技術があります。それをクリーンエネルギーの開発に役立てて欲しいと思います。
「あんな事故が起こってなぜ日本人はなにもしない？」という質問をもうされたくありません。

25558 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 原子力発電所をなくし　なおかつ、CO2を削減する 原子力発電所を様々なリスクからコントロールしきれない今の状態では
全面的に撤廃すべきです。
事故や廃棄物処理のきちんとした対応ができないのに、それを持ち続けることは無謀です。
原子力発電所にかけるお金を　自然エネルギーの推進、開発にまわせばもっと技術も施設も進歩し、今より効率よく安定したエネルギー供給ができると思います。
地球は人類だけのものではありません。
人類でも今生きている人達だけのものでもありません。
ずっと将来も含めた、全ての地球の上に生かされているものたちのことを考えるべきです。
それを考えるならば「原子力発電所ゼロ。CO2削減」の両方をやるしかないのです。

25559 個人 無職 ７０代 男性 出来るだけ早急に、すべての原子力発電を廃炉にす
る。

　日本列島は巨大地震の巣である。いつまた昨年のような巨大地震と津波が起こらぬとも限らない。どこか一カ所でも東京電力福島第一原子力発電所のような事故が起これば避難する場所さ
えなくなってします。
　経済活動どころでなく日本国中、国民が生活する場所を失ってします。
　今すぐすべての原子炉を廃炉にしても、使用済み核燃料をどうして１００万年も安全に保管できるであろうか？それを今後も増やしていくことはとうてい考えられない。



25560 個人 自営業 ４０代 女性 今すぐ原発ストップは経済面、生活面での負担が大き
く無理だが、将来的には原子力発電ゼロを目指すべ
き。安全性が確認させていない原発の再稼働には反
対。

今回の福島の例を見てもわかるように、原発のリスクは計り知れない。何かおこったときにかかる莫大な費用を考えると、決してローコストの発電とはいえないのではないか。
すべての原発をストップするのが理想的だが、現状では経済活動や生活面での負担が大きくなることが予想されるので無理かもしれない。しかし将来的な原発ゼロを目指し、今から準備してい
く必要があるのではないか。
そのために電気代が１０パーセント程度値上げされたとしても、子供たちが将来安心して暮らせる社会への安全コストだと思えば容認できる。

また活断層など、少しでも不安要素がある原発に関しては、安全性が確認できるまで(国民が納得できるレベルでの)、再稼働は反対です。

25561 法人・
団体等

会社員・
公務員

５０代 男性 ゼロシナリオを選択します。原発を廃炉するにも長い
時間がかかるわけですから、今すぐ廃炉に向け取り
かかるべきです。人間の手で処理できない使用済み
核燃料や放射性廃棄物を、これ以上つくらないでくだ
さい。

　野田首相の「収束宣言」にもあきれてしまいましたが、福島原発事故の原因も究明されておらず、メルトダウンした核燃料がどういう状態なのかも分からないのが現状ではないですか。ふるさと
を追われ、いまだに避難生活を続ける人が１６万人以上だと聞きます。そうした状況で、３つの選択肢を示して「皆さんどれにしますか？」などと聞いている場合ではないこと、少し考えれば分か
るはずです。
　原発はウラン鉱石の発掘から始まって、日常の運転や定期検査など被曝者を出し続けなければ、維持できないシステムです。お金や電気のために、誰かを犠牲にしなければならないようなシ
ステムは、もう止めてください。
　犠牲の上に生み出された電気など使いたくありません。

25562 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原子力発電所ならびに再処理・核燃料サイクルなど
を、即刻廃炉廃止してもらいたい

(1)福島の原発事件は原発を導入した時の政府と実行した東京電力の責任です。水俣病は本質的解決とはほど遠いのに弱者は切り捨てています、棄民政策はやめてもらいたい。
(2)廃炉・１０万年～１００万年以上かかる、半減期まで誰が責任をもつのでしょうか。倫理観が欠けています。政府の「後は野となれ山となれ」政策をやめてもらいたい。
(3)未来の人々へ、きれいな空気や水・海など安心して住むことのできる環境を残すことが現代に生きる、我々の責務です。
(4)政府は詭弁を使わないでもらいたい。命題「健康には直ちには影響しない」と命題の対偶「健康に影響があるのは後で」は同じ事。ＰＲは「東京電力福島原発の事件は何年後かは分からない
が健康に影響があります」とすべきです。これが責任あ津る立場の人が伝えるべき事です。
(5)東電はＪＡＬと同じように会社更正法などにより処理すべきです、人の生活を原発立地のときからグチャグチャにしてきて最後は人の住めない土地にしてしまった。東電・銀行・生命保険会社
など責任の所在を明確にしてもらいたい。若者に与える悪影響が大きい。それは「小さい悪いことは罰があるが、大きい悪いことは何もない」倫理観の欠如を助長する。
(6)「ＴＶは深夜０時以降は放映しない」、「石油・水など資源を大切にする」など省エネの強化、再生可能エネルギーの導入への取り組み強化をしてもらいたい

25563 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原発は廃止の方向で舵を切る 原子力に頼らないエネルギー政策が急務です。人類史上、経験した事のない事態に直面しているとは言え、今こそ、政府には脱原発に向けて、国民全員で痛みを分かち合う方向で、リーダー
シップを発揮して頂きたいです。

25564 個人 無職 ７０代 女性 原子力発電再稼動反対。温暖化防止の為・安全神
話・経済性等専門家の数多くの保障は全て嘘。地球
規模の汚染は遺伝子汚染。環境問題の要です。最悪
の場合7月～9月迄にして下さい。

経済を考え原子力発電を推奨するのは滑稽です。核開発の材料にするのは絶対に許せません。省エネ住宅の推進・ＬＥＤ電球推進･省エネ製品の買替推奨の為の税金緩和等でも景気は良く
なります。消費税の増税も毎年１％づつの増税なら景気の落ち込みも少ないと思います。消費税は年金･健康保険料等国民に納得のいく目的税にして下さい。未来を背負う子供達に恥ずかしく
ない大人になりたいです。

25565 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発ゼロシナリオを支持します。 現在の日本の技術を持ってすれば、原発に頼らない社会は可能だと思います。
何より第一に優先すべきは利益でも利便でもなく、自然と共にずっと安心して暮らせる社会を未来へ引き継ぐこと、それが今を生きる私たちが最優先すべきことだと思います。

その為に一時的な不便は受容し、それができる社会であると信じます。

25566 個人 その他 ５０代 女性 原発ゼロシナリオを支持します。 原発はリスクが高すぎて合理的ではないから。

25567 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 即廃止希望 電力は足りています。人間が制御できないことがわかっているのに尚続けるのは間違っていると思います。即廃止を願います。

25568 個人 家事専
業

３０代 女性 『即時に！』原発ゼロシナリオ 福島で取り返しのつかない大事故が起きて、1年5ヶ月が経とうとしている現時点でも収束の見通しの付かない原発。原発は人の手に負える物ではない事が、はっきりと分かりました。

2030年までに東日本大震災規模の地震がまた起きたら、また津波が来たら、また原発で事故が起きたら、、、多くの土地が住めなくなり、故郷を失う事になります。たくさんの命が放射能で汚染
されます。

私たちにとって最も重要な事は経済ではありません。命です。
国がすべき事は、国民の命を大事にする事です。福島第一原発の事故以来、日本の命は粗末に扱われていると感じています。

人の手に負えない原発は、即時に全て止めるべきです。
全ての原発を廃炉にすることを、一国民として望みます。

25569 個人 家事専
業

３０代 女性 2030年には原子力はゼロにすべきだと思う。 元々が、この活断層が各地の原発の下に存在するような地震国に、
原発を数多く作った事が無計画この上なく、それが安全であり、安いエネルギー
であると間違ったプロパガンダを打ってきたことが大問題だ。
又、原発に対して、とるべき安全対策を、大丈夫だろう、という無責任な楽観論からきちんととらず、
福島の人々の平和で健康的な日常生活を奪い、関東圏の人々の健康をも脅かしている現状をふまえ、使用済み燃料の処理方法もないまま、どうしようというのか？
なし崩し的に、電力が足りない→産業が成り立たない→原発稼動をやるのでは、事故に学ぶ姿勢がなさすぎる。原発産業があるのは理解するが、自然エネルギーをもっと産業として盛り立てて
いき、狭い国土を今後は安全に住めるようしていただきたい。内閣の方達も、未来ある子供を育てておられるかと思うが、これからの世代になにが最良かをしっかり良心を持って判断してほし
い。
もう一度、原発の事故でもおきたら、安全に食べられる食べ物は狭い日本のどこで作るのか？そして、その原発所在地域の人々はまた故郷を奪われ、生活を奪われ、そのようなことを又繰り返
すのか？まさか、二度は起こるまいという楽観論をまた続けるのか？目を覚ましたほうがいい。
地震が活動期に入ったことも明白なようであるし、原発はなくすしか、ないと思う。
もう一度このような事故がおこると、原子力発電に対する信頼も世界的にますます揺るぐだろうし、日本の評価はまた、下がるだろう。

25570 個人 家事専
業

６０代 女性 脱原発0を選びます 3.11の地震、大津波は甚大な被害で広域な地域にわたり、復興には莫大な時間と費用がかかるとと思います。しかし原発の事故がなかったら、より速い復興の取り組みができたのではないで
しょうか？原発事故炉は一年4か月も経った現在でも致死量を超える放射能のため、復旧どころか事故原因さえもはっきりしないと聞き、戦慄を感じました。そんな危険な原発が地震国日本に54
基もあったとは。
私は団塊の世代の年金生活者ですが、拝金主義の現在の日本が幸せな国とは思えません。豊かさを求めるよりも、国民の命を守る選択、原発ゼロを政府に求めます。今回の災害を契機に生
活を見直し、不要な電気を使わない生活を選択すると同時に、電気事業者の解放を促進し、複数の事業者から国民が選択できるようにしてください。その競争とともに、国は自然エネルギーの
さらなる普及に力を注ぎ、その先進国となり、世界をリードしてほしいと思います。

25571 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 できる限り速やかに、原子力発電への依存度はゼロ
とし、代替の自然エネルギー開発を協力に推進する。

(1)原子力発電にかかる大きなリスクは今般の福島にて実証済み。(2)その危険な原子力発電を運用する機関、人間の能力不足のみならず、信頼すらできない状況。(3)今回の事故検証、福島
事故以前にもあった過去の事故隠しほか、不芳事態についての検証能力のなさ。(4)経済の減速、衰退は人命、生活の場の喪失・毀損に比べれば克服できる問題である。経済界の物言いは、
恫喝にしか聞こえない。今よりも不便、不都合を甘受しても、美しい日本を守るべき。

25572 個人 法人等 ３０代 男性 原子力発電の即停止を希望します。 福島の事故以来、次は誰が犠牲になるのか？　これ以上の事故はなくしたいです。
海洋にも流れ込んだ放射性物質、大気にまき散らされた放射性物質を誰が除去できるのでしょう？
もとのきれいな空気や水に誰がどこまで戻すことができるんですか？

政府ですか？　民間企業ですか？　ボランティアですか？

こんなに汚れた地球にしてしまった日本に、海外からなぜ抗議がないのですか？
僕だったら抗議しますよ。
うちの道路のまで犬の散歩中にオシッコさせないでください！　って言います。

どうしようもない廃棄物を作って地中に埋め込んで、きれい事ならべてどうするんですか？

僕には３人の娘がいます。現在７才４才２才です。
将来、安心して子ども達が親となることができるんでしょうか？

原発の即時停止を求めます。

25573 個人 その他 ５０代 女性 国内すべての原発は直ちに廃炉 もう一度福島原発のような事故が起こった場合、日本には住めません。

２度と福島原発のような事故が起こらないとは、誰にも断言できません。

福島原発事故の原因の究明、原発建屋内の具体的な状況の把握、被災者の生活の回復、が、全くなされていないにもかかわらず、原発の再稼動をすすめるとこに納得がいかない。

25574 個人 自営業 ６０代 女性 ゼロシナリオを支持します 将来の日本は原発に依存せず、自然エネルギーなどの開発につとめ、安全なエネルギーで国を運営すべきであると思う。
原発は今般の福島第一原発の事故で明らかなように、一度事故を起こせば、取り返しのつかない災害を引き起こす。これひとつ考えても原発の優位性は否定されなければならない。

また、核廃棄物の最終処分ができないという事実がある。フィンランドではオンカロという地層処分を実施しようとしているが、実際10万年もその処分場を管理し続けることができるのか甚だ疑問
である。人間が管理しきれないものを作ること自体が問題であるので、今後は原発以外のエネルギーを考えていく必要がある。

多くの国民の反対を押し切って、関西電力は大飯原発を再稼働させたが、それと引換に火力発電所を停止している。つまり原発再稼働は全く必要がなかったのである。一部の人間の利益を求
めて、危険極まりない原発を存続させるのは許されない。

廃炉にも相当の時間がかかるが、作ってしまった以上私たちの世代が責任をもって管理し、原発を廃止して行くべきだと思う。

25575 個人 無職 ７０代 男性 原発事故の被災県に住む者としては、勿論「原発ゼ
ロ」しか選択肢は無し！

　この地震大国に、国の責任で全国に５４機もの原発を造り、ろくな監督もせずに「安全神話」で地域住民を洗脳し、電力会社は危険を予知する研究も努力もせずに地域に交付金とか寄付金の
名目でカネをばらまき、住民をバカにして、あげくが今回の人災事故につながったのだから、国と電力会社の責任で一刻も早く後始末のすべてを遂行すべきなのに、何事もさっぱり進まない！
事故の責任もうやむや！！
　県民の安全安心で健康な生活はいつ？がれきの処理はいつ？その最終処分場はどこ？また騙されて、「中間処分場」がいつのまにか「最終処分場」になるのじゃないの？原発内の核燃料処
理はどうするつもり？
　あれもこれも何も終わっていないのに野田総理は早々と福島第１原発の「事故の終息宣言」を出したのにはあきれて言葉もなし！
　のみならず、大飯原発は「安全」だし、何かあったら「私が責任を取る」と豪語して再稼働に踏み切る始末！
　しかも、その野田政権もお先真っ暗で先行きあてにならず。時の経過とともに、福島は国民にも国にも忘れられて行くようで不安の極み！県民はモルモット？

　原発は不要！万歩譲って言えるのは、この不幸な現状を前向きに活かし、もっとクリーンで安全な代替エネルギー源の開発に国力を挙げ、科学者の知恵を結集して取り組むべきであるという
こと。

25576 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 ゼロシナリオを選択します。 原発は、一度事故を起こすと危険な放射能をまき散らします。福島のような事故がもう一度おきたら、日本で生活することが困難になります。近い将来、再び大地震が起きる可能性は、むしろ高
まっているとの報道もなされています。原発は、大量の放射性物質が外部に漏れ出すような事故は絶対に防ぐことを前提に建設されてきたはずです。その前提が崩れた今、すべての原発をす
みやかに廃止にする「ゼロシナリオ」を選択すべきです。

25577 個人 無職 ６０代 男性 サイレント・マジョリティを無視しないでいただきたい。
意見聴取会で意見表明に応募する方は、ボーカル・マ
イノリティです。
太陽エネルギーのような不安定な電源にたよることに
より更なる電気代のアップになる。

どのシナリオも脱原発のために環境問題が軽視されているよう感じられる。
我々の世代は、学生時代に、ローマ・クラブの報告を知り、また当時わが国においても公害問題が次々に起こり、この先地球はどうなるのかと憂えさせられ、環境問題には敏感であったもので
ある。
京都議定書において、ＣＯ２排出量を’９０年比マイナス６％にするという目標が課されたにもかかわらず、遅々として達成できず逆に増える状況であった。そのような中で、日本は時の首相が国
際会議で、’９０年比２５％削減すると打ち上げたが、この不可能とも思われる数値のためには原発比率を５０％以上にしなければならないしそのように打ち上げられていたはずです。したがって
シナリオに書かれている再生可能エネルギーの比率は絵空事であり、無理やり作られた数字であり、実現不可能な比率になっているといわざるを得ないものです。
　国際的な公約として、削減を達成しなければならない中、世の中にはいろいろなリスクがありますが、自分たちが原発のリスクを回避できれば地球環境はどうなっても良いという国際的利己主
義の人が存在し、利己主義の人は声が大きいので、ボーカル・マイノリティ（vocal minority）あるいはノイジー・マイノリティ（noisy minority）となって、さらにそれらを盛り上がらせるのを使命と考え
ているマスコミも含めて多数の意見のように報じられていますが、その他の大多数の意見があたかもないかのごとく扱われ、サイレント・マジョリティを無視することに陥っているのではないでしょ
うか。

　大幅なエネルギー削減を見込んでいますが、投資効果が逓減する省エネ投資にたよるのか、それとも製造業を海外への追い出しにより削減するのか具体策が不明確。省エネ投資にすると莫
大な投資になるが誰が負担するのか、財政の負担があるのか（すなわち増税）製造業を海外に出すことによる、国内雇用の減少に対する対策と、社会保障（最近増えて問題の生活保護等）に
多額の財政支出（すなわち増税）をするという考え方なのでしょうか。

自然エネルギー特に太陽光エネルギーにたよるということは通常の数倍のコストがかかるものであり、電気料金を倍程度に値上げせざるを得なくなってくる中で、産業はますます海外脱出せざ
るを得ないし、家庭の支出も税金が上がる中、電気料金の値上げにも直面することになってきます。
　今は太陽光エネルギーに関しては適地に立地させているのでしょうが、増やすには適地を選んでいられないということになってくるはずです。たとえば冬の間日照がほとんど期待できない地域
に設置すれば、今の買い取り価格でもコストに見合うのかどうか、また、太陽光エネルギーの比率が飛躍的に高くなると不安定なエネルギーがより増えるということで、電気の安定供給の観点
から問題があるのではないでしょうか。
　太陽光エネルギーを含めて再生可能エネルギーは増やせば増やすほど効率が逓減していく可能性が高く、電気のかなりの部分を太陽光エネルギーに頼れるのはドバイのようなところでない
と不可能でしょう。
　意見聴取会に電力会社の社員というだけで発言させないのはマイノリティの中でさらに特定の意見に絞るということになり、広く国民的議論を行うという趣旨に反するのではないでしょうか。意
図的に選出したのでないならばその意見を表明する代表として必要なはずでないでしょうか。排除することで、逆に意見が前２案に比べ不足することになりかねない。ボーカル・マイノリティやマ
スコミに迎合したポピュリズムではないでしょうか。
　なお、福島での意見聴取会はおそらく被害者の方の応募がほとんどだったのではないでしょうか。すなわちゼロ案の意見聴取会だったと理解しています。

25578 個人 無職 ７０代 女性 ゼロを支持します 自然エネルギーの利用が可能です。自然の持つエネルギーは無限です。これを使わない手はありません。

25579 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発は即廃炉。事故が起こらなかったとしても核爆弾
のもと、核廃棄物を生み出し続けるからです。

国民の健康と命を守れない原発は即廃炉。
唯一の被爆国として恥ずかしい。
なにより、子供の健康を守りたい。
基本的人権の侵害です。

25580 個人 自営業 ３０代 男性 原発依存度について３つの選択肢の中から選べば「２
０３０年度にゼロ」を選びますが、２０３０年度までは原
発は継続ということでいいのでしょうか？

直ちに原発を廃止するのは現実的に無理だと思いますが、現在の事故の処理状況や核廃棄物などの将来への負の遺産を考えると、可能な限り早く廃止するべきだと思います。それぞれに立
場はあるでしょうが、既得権益の保護を優先するのは問題の次元が違いすぎて論外です。
今回のパブリックコメント募集自体は評価されるべきと思いますが、選択肢には恣意的なものを感じざるを得ません。２０３０年度よりも早い段階での「ゼロ」は端から想定していないと取れるから
です。このあたりも公平に論議しなくては、なかなか国民のコンセンサスは得られないと思います。

25581 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 ゼロシナリオ ３・１１の福島原発事故で明らかになった原発の危険性から私たちの命を守るには「ゼロシナリオ」しかありません。

25582 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 今すぐ原発ゼロに賛成！！ 自分自身や家族、大切な人を原発のそばで暮らさせることができるか？私は絶対にそんなことさせたくないし、できません。みなさんは子どものときに習わなかったですか？「自分が嫌なことは
人にもしてはいけない」「自然や命を大切に」・・・。原発を推進・賛成している人たちは、そこで働いたり住んだりして、自分や家族の身を犠牲にすることはできますか？原発で自然や命が犠牲に
なることはないですか？子どもたちに住めない大地を残したいとは思いません。お願いですから、これ以上、自分たちの利益だけを求めることはやめましょう。



25583 個人 自営業 ４０代 女性 脱原発・ゼロシナリオを指示します。中途半端に原発
を減らしても、事故が起こる可能性がゼロにはならな
いので、常に不安と隣り合わせであることに変わりは
ない。原発をゼロにしないと意味がない。

いつ自然災害に襲われるかわからないし、いつ事故が起きるかもわからない危険な状況を一刻も早く脱することが大事です。決断は早ければ早いほどいい、被害はゼロでなければならないと
思います。
放射性廃棄物の処理、廃炉の為にかかる莫大な費用などを考えると、今後原発を増設することは考えられない。その分を自然エネルギーの開発と運営費用に持って行けば良いと思う。
地球と生物に害を及ぼす物質を作り出すことは絶対に間違っています。そのしわ寄せを受け入れられる場所などどこにもない。この小さな地球上で、溜めておく場所などすぐに限界が来る。
自分の傍にあって困るものを作り出すことは間違っている、基本に戻って気付いてほしいです。なぜ未来に暗い影を落とすようなことをするのか理解出来ない。
少しくらい電気代が上がっても、多少不便になったとしても、地球の未来の為ならば、納得して協力したいと思います。
なければないなりの生活が私達には出来る力がある筈だし、それがマイナスだけとは限りません。今ある全ての能力と技術を、自然エネルギー開発と省エネの為に注ぎ込む方向に決めて突き
進んで行けば、何とか出来る筈だと思います。福島原発事故で犠牲になっている方々の苦しさに比べたら、少しくらい苦しい思いをしても、未来のあることだから、頑張れるし頑張らなければなら
ないと思います。

25584 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 「原発ゼロシナリオ（即時）」を支持。廃炉４０年規定に
例外認めず、核を制御できるとの妄想から脱却し、
ソーシャルコストまで含めた経済影響、被曝リスクに
正面から向き合ったエネルギー政策が日本の責任。

暴走始めるとコントロールできず、発電される電気と交換にどんどん生み出される放射性廃棄物の処理方法もなく、ウラン採掘から廃炉に至るまで被曝リスクを限られた人々に押しつけ、電気
を使う、電気で儲ける人と、そのリスクを被る人との差別を生み出す上にしかなりたたない原発は基本的に否定する。科学技術が追い付いていない産物を、営業運転すること自体論外。国策の
名のもとに約60年突き進んできたことの反省、責任追及もなく、フクシマの現状を見たうえでも未だに核＝原発を制御できると公言する人間を規正庁の委員長にしようとすることに象徴される国
の姿勢には日本の世界に対する責任を取る姿勢も、日本のこれからのｴﾈﾙｷﾞｰ政策を真剣に取り組む意識も見てとれ無い。すべてが手本になるとはいえないが、ﾁｪﾙﾉﾌﾞｲﾘ以降のドイツ、フクシ
マを見たドイツの決断、行動を検証し、時間がかかるかもしれないが、経済界、科学者、マスコミ、保険、司法などすべて例外なく巻き込み、それまでの既成観念既得権を打ち破り、これこそ政治
主導で未来の社会構築の一環としてのｴﾈﾙｷﾞｰ政策を作り上げようとしている現状に目を向けるべし。経済成長＝ＧＤＰとエネルギー供給量の増加が必ずしもリンクしていない近年のドイツ事情
なども正しく検証し、情報として公開し、経済発展には発電量の増加安定供給＝原発、というバカの一つ覚えのような脅しはもう通用しないことを全国民が共有し、その上で、原発の無い社会構
造、エネルギー構造を創り出すべし。日本の技術力、叡智はそこにこそ活かすべきであり、すでに生み出してしまった人類の廃棄物の処理、放射能の無害化など日本が世界を先導主導するべ
き世界を切り開くべし。

25585 個人 自営業 ３０代 女性 0% 0%にして困る事を挙げ、
みんなで解決して行きましょう。
0%以外は今まで通りの''考えない世の中"を
助長してしまう。
目先のことだけでなく、50年・100年先の地球を未来を思って
0%にすべきです。

25586 個人 無職 ７０代 男性 原発依存30％以上を望む　電力は安定供給　安価
温暖化対策等日常生活　企業活動に不可欠

原油　天然ガスは国際間の紛争　国情の不安定等で安定供給が担保されない
また　減耗資産に長期に亘り依存する事は電力供給に不安定さが生じる
近い将来　オイルピークを迎えること　天然ガスの産出国はロシア　中東諸国
等で安定供給に不安が伴う　オイルショック時のジ状況を思い出す事が肝要です　原発の燃料は再利用も可能であり電力の安定供給に問題はないと思う
また　原子炉の型式も大事です　沸騰水型は地震　津波に弱点が有るが加圧水型（改良型）は安全性に優れている　原子炉の型式　災害対策　原発事故専門家の養成等を促進し　安全な原
発の体制を構築し　原発推進を計る必要がある

25587 個人 パート・
アルバイ

６０代 女性 「ゼロシナリオ」しかあり得ません 原発は人間が制御できない　すべてなくさないと　安心できません

25588 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 1のゼロシナリオを選択します。 福島原発での悲劇は、日本国民に大きな悲しみをもたらしました。
この悲劇から何かを学ばずにして日本としての成長はあるでしょうか？

脱原発は確かに、難しいでしょう。
国民の負担も大きくなると思いますが、あの悲劇があった以上
これは避けて通れない道です。それは全国民が感じていることだと思います。

アジアの先進国として、このエネルギー問題を率先して考えていかなければ
日本はおろかな国として、世界の歴史に残るでしょう。

将来のまだ見ぬ私の子供たちに胸がはれるように、この問題を引き継がせないために

私は１のゼロシナリオを選択します。

25589 個人 自営業 ５０代 男性 原発は直ちに廃炉とすべきです。
関電管内以外は、原発が稼働していなくても夏を乗り
切れます。関電も同じです。
原発事故は取り返しがつきません。直ちに自然エネル
ギーに転換すべきです。

福島第一原発の事故は、原発事故が取り返しがつかず、少なくとも何十年もかかる事態であることを明白にしました。原発事故を確実に防ぐためには、原発をやめることです。
関電以外は、原発がなくても夏を乗り切れます。関電も大飯原発が再稼働しなかったとしても乗り切れることが後一月もすれば明白になります。
原発の廃炉の方法も、費用も全く未定ななかで、原発のコストが安いと述べることは詐欺的商法といわれても仕方がないでしょう。
子供や子孫らに安全な日本安全な地球を残すことは我々大人の使命です。
以上

25590 個人 自営業 ５０代 男性 将来的になるべく早い時期に原発依存はゼロにして
欲しいです。

世界史に残るような史上最悪クラスのレベル７の原発事故が収束もせず進行中だと思いますし、事故を起こした原発から今も地中や海洋や大気に放射性物質は流れ出していますし、その汚染
の拡大や人々への健康被害の懸念はこれからだと思います。

そもそも人が住めない場所や安心して食べられないような物を生み出してしまって良いのでしょうか？

それに原発から出る放射性廃棄物の最終処分方法の場所の確保や処分方法さえ確立も出来ていませんし、そういった危険な負の遺産をこれから１０万年間も将来の人々に押し付けるのは間
違っているし無責任だと思います。

原発は危険で未熟な技術であることは過去の複数の事故が証明していますし、事故は注意していても起こるものだと思います。原発事故の確立を天文学的な数字で提示する専門家がいます
が、スリーマイル、チェルノブイリ、福島しかりしかりで僕が生きている短い時代で何度も起きていますし、それ以外にも危機に到る可能性のあった重大事故は数え上げたらもっと存在すると思い
ます。

原発で働く作業員の方にも被ばくを強いる過酷で非人間的な産業というのも疑問を感じます。下請け等の下層の労働者の命が使い捨てにされている気がしてなりません。電力会社の正社員の
ようなエリート社員の方が危険にさらされているという実態ではないはずです。下請け、孫請け、日雇いみたいな方々ばかりが危険な作業に従事していると思います。

日本の高い技術力をもってすれば再生可能な自然エネルギーを利用した電力ももっと作り出せるはずです。それを政府が怠ってきただけだと思います。

日本は世界有数の地震大国で、その活動時期に入ってきたというのに、本当に地震で原発が壊れないか心配です。自然災害を人間の力でコントロール出来るという考えが甘いと思います。自
然の力は巨大で、私たちの力や存在は小さいものだと認識すべきです。自然を人間が克服できるという西洋型の近代の考え方こそ過ちだと思います。

25591 個人 無職 ２０代 女性 ゼロシナリオの即時実現を望みます。
フクシマの事故によって多くの人が故郷を奪われまし
た。原発を維持すれば同じ事が他の地域でも起こり得
ます。日本人が日本に住み続けるために即時の脱原
発を決定すべきです。

ゼロシナリオの即時実現を望みます。パブリックコメントでは、2030年という目安が設定されていますが、即時実現すべき事柄であると考えます。
フクシマの事故によって、多くの日本人が故郷を奪われました。また、事故の被害はまだ収まっておらず、今後国際社会に対して賠償をしなければならない事態も想定されます。
対内的にも対外的にも原発によって重い責任を負った日本が、原発を維持するなんて、到底正気の沙汰ではありません。
今年の夏も暑いですが、電力は不足していましたか？大飯を再稼動しなくとも、原子力に頼らずとも、日本国民は生活していけることが実証されたと考えます。

25592 個人 無職 ２０代 女性 ２０３０年のエネルギーは原発依存度ゼロのシナリオ
がいいと思います。

　原発は地震などの確率の低い大規模災害だけでなく、日々そこで働く多くの人々の健康を害し、寿命を縮めるため、反対です。
　現在ある原発施設を撤去するのに莫大なお金がかかるといわれています。また、新しいエネルギー開発や施設設置にもお金がかかります。しかし、原発を維持することには、お金だけでなく、
それよりも大事な多くの人の命が奪われてしまいます。そんな原発にお金をかけるくらいなら新しいエネルギーに転向してほしいと思います。
　日本の未来を考えたら答えはゼロシナリオに限られると思います。

25593 個人 自営業 ３０代 男性 ゼロシナリオを支持します。ただし、2030年までに、で
はなく、一刻も早く、原子力の割合をゼロ％にすること
を求めます。

ゼロシナリオを支持します。ただし、2030年までに、ではなく、一刻も早く、原子力の割合をゼロ％にすることを求めます。

その理由は次の点です。
１．処理済みの核燃料などのいわゆる「核のゴミ」の処理技術が確立していないと考えられること。
２．万が一の事故の際、管理できないことが明らかとなったこと。
３．多くの原子力発電所が活断層の上にあり、いつでも事故の可能性があること。
４．原子力発電所の保守・管理がずさんであること。
５．原子力発電所を維持しているシステムそのものが、多くの被爆者を生み出していること。
６．福島原子力発電所の同様の事故を二度と起こしてはならないと考えるため。

なお、上記の観点から、大飯原子力発電所の再稼働をしたことにも反対です。ただちに、運転を停止することを求めます。そして、それ以外の原子力発電所の再稼働にも反対します。

25594 個人 その他 ６０代 男性 (1)原発の放射能廃棄物の廃棄先はまだなにも決まっ
ていないこと。(2)3月11日の最初の機器損傷は津波で
はなく地震であったこと（国会事故調）。(3)地震大国の
日本での原発建設は危険極まりないこと。

意見：一刻も早く日本にある原発はすべて廃炉にすべきで、新しい原発建設はもってのほかです。また、再稼働もやめるべきです。
理由：(1)．原子力発電は高い放射能廃棄物を排出しますが、その廃棄先は決まっておらず、廃棄の見通しすら立っていません。そうした中で原発を継続することは未来を担う次世代の子供たち
の安全安心を奪うもので許されません。
(2)．地震大国のこの日本で、すでに建てられた原発の建屋の下にも活断層が相次いで発見されており、極めて危険な状態にあることから、その他の原発も安全とは言えません。
(3)．国会事故調は2011年3月11日の原発事故も、津波の前に地震で機器が損傷した可能性を指摘しており、津波対策をすれば事故を防げるとは言えないことを明らかにしています。(4)．廃炉
にするにしても、高い放射能を閉じ込めるための方策を長期間続けなければならず、危険は即座になくならないことから、新しい原発などはもってのほかです。(4)．国民に協力を求めて、これま
での暮らし方を改めてエネルギー大量消費から転換すべきです。そして、技術開発を行い自然エネルギーに依拠した発電政策をさらに進めるべきです。

25595 個人 自営業 ５０代 女性 1.ゼロシナリオを希望します。
2.大きな企業の協力を得ながら、出来るだけ再生エネ
ルギーにシフトさせる方法を考える。
3.減価償却できるものに太陽光パネルを取り付けるな
どの案を提案します。

1.やはり原発の今回の事故を考えた時、すぐさまとはいえない身体被害が起きるということが問題だと思います。なによりも棄てる場所のない放射性廃棄物をこのまま増やしていくのはナンセン
スです。万が一、政府が戦争になることを想定して武器としての原発を持つ考えであっても、逆にそれによりテロに襲われるリスクもあるわけでプラマイ0だと思います。
2.3.これについての案はまず大手電気メーカーに依頼して早急に太陽光パネルの計量化を実現して欲しいです。そうなると、大手宅配便などのコンテナトラックの天井に軽量パネルを設置する
義務を与えるといいと思います。トラックなどは2年~5年程度で入れ替えて行くものだと思うので、義務づければ何年かですべてのコンテナトラックが太陽光パネルを背負って走ることになりま
す。スゴい数だと思いませんか?その為にも、積載量が肝心なトラックに装着するという意味で、太陽光パネルの軽量化実現を推進して欲しいと思います。

それと水道局で水道を各家に配水するポンプの力は水力発電にはならないでしょうか? 一つの水源から送るポンプの力はかなり大きいのではないかという気がします。

また、省エネというところでは、やはり空調より、夏は風を上手く利用する方が涼しいと感じています。

電車の中などは送風の方が汗が引きます。
空調はごくゆるめて扇風機に変えるなど、クーラーではなく、風を涼感に結びつける方向はないものかと思います。

政府に対してのお願いは、方向性をはっきりと確実に決める方がことはスムーズに行くと思います。

決まったら、そこに商材がたくさん出来るのですから、企業はあらゆるエネルギー開発にやっきになると思います。

それをしないから、利権が動いていく隙を感じさせていないのだと思います。

指し示す方向がはっきりすれば、あらゆるものが競争の中で発明されて行くと思います。

携帯電話がワイヤレスになるどころか、世界の裏側の言葉まで受け取ることが出来る時代なのですから。

日本は、それを現実的に実現出来る。

そう強く思っています。

(削除)

25596 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発依存度を即刻ゼロ%にすること。環境を汚染しゴミ
の処理もままならない原発は、未来の子供たちに残
す発電方法として不適切。さらに地殻活動期に入った
日本に最も合わない方法と考える。

環境を著しく汚染するリスクがあり、いざ事故が起きてしまった場合の精神的・経済的被害が尋常ではない。
さらに、被害活断層の有無や大きさなど、基本的なデータが公開されていない。そもそも福島第一原発事故が地震によるものだったのか津波によるものだったのかさえ、調査結果が明らかに
なっていない。
このようなリスクを隠したまま原発推進しようとする電力会社や政府に対する国民の反発はかなり大きいと思われる。
そもそも核のゴミを自分で処理できない、地球を汚し続ける方法という時点でその罪は大きく人間のエゴであり、どんな詭弁を使っても未来の子供たちに合理的な説明が出来ない。
少なくとも地震活動期に入った日本においては危なすぎて稼働は出来ない。
もしどうしても原発を稼働させなければいけない理由があるのであれば、安全だなどと嘘を言い切るやり方を改め、国民にはっきりと本当のことを説明し納得させる必要がある。その上で安全度
が高いものから順番に限定的に動かし、代替え手段が用意できたところで全て廃炉にするべきと考える。
廃炉にするための技術は日本の技術としてキープし、将来的に海外に売り出すことで投資を回収する。

25597 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発反対～再稼働なんてありえない！
電力会社は原発会社か！？
本気で節電を！

3.11であのような事故を経験したうえで、今後もまだ原発に依存しようと考えることが信じられません。メルトダウンしたら人間の手には負えないと聞きます。そして出てくる放射性物質はこのうえ
なく危険なものです。その影響は環境汚染や農業、食まで。それらに対する費用も莫大で、電気料値上げも。原発は決して安い電力供給源ではないです。

生活クラブでは3.11以前から下調べ等をしていたとは思いますが、3.11以降に建設を始めた風車が今年3月から稼働を始めています。電力会社もいつまでも原発に頼らず、次の手だてを検討
し、早急に実行にうつすべきです。
なにより、日本が放射性物質をまき散らす加害者でいたくありません。地震が多い国、原爆が落とされた国として、率先して原発はなくすべきです。あいかわらず原発を稼働しながら電気料値上
げは許せないこと。東電の電気は使いたくない！

市立中学の職員室はこの夏休み中寒い位に冷房が効いてると娘が言います。みなが本気で要不要を見極め節電したら電力不足なんてことはないのでは？みな、自分のこととして受け止める、
のど元過ぎれば熱さを忘れることのないよう。

25598 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 ゼロシナリオ 原発を続けることは、将来の子どもたちにどうすることもできない危険な放射能を残すことです。使用済み核燃料をどうするかの技術も処分場所も不確定な中で、原発を動かしていくことはでき
ません。

25599 個人 自営業 ４０代 女性 原発ゼロシナリオを選びます。 原発ゼロシナリオを選びます。
被爆国である日本が放射能をばらまいてる状態は異常だと思います。
今後も原発の事故の可能性がゼロになることはあり得ません。
もっと自然エネルギーを強く推進してください。

25600 個人 学生 １０代以
下

男性 脱原発シナリオを選択します。 原発の安全性は確実ではありませんでした。それを日本が証明しました。日本は脱原発の先進国を目指すべきです。



25601 個人 無職 ７０代 男性 原発問題については政府は毅然とした政策を打ち出
すべきである。反対のための反対だけで具体論を示
すことのない政治家、マスメディア等に原発問題を論
じる資格はない。

原子力規制委員会の委員の人選をめぐって、相変わらず原発反対派からの突き上げで揺れ動いているように見受けられる。電力会社の社員には発言者から外すということから一転して、こん
どはやらせとの疑惑をもたれないためにも発言ＯＫとの見解を出した。国民の誰もが意見を述べる機会を与えられるのは自明の理ではないか。原発問題に関してはどうみても政府は反対派に
加担しているように見受けられる。
原子力規制委員会の委員の人選は原発の賛成か反対かの問題ではない。如何に原子力発電を正当に評価できる人材かであると思う。ならば、原子力の専門家をいれることは当然である。か
つて、原子力委員会や原子力安全委員会の業務に携わっていたとか、いないとかの問題ではない。こと、原発に反対する者に原発の安全性に関して正当な評価ができるとは思えない。原子力
ムラという既成の概念で今後の原子力政策を進めることは日本を潰すことになる。
　「国民の生活が第一」というわけのわからない政党ができたが、原発廃止を声高に叫び散らしている政治家に原子力政策・日本のエネルギー政策を期待することはできない。原発反対を叫ぶ
ならば実現性のある具体的な対案を示すことが政治家しての責務であろう。反対派も同様である。また、安全が確保されるまで原発を再稼働することには反対という叫びもあるが、どうすれば
安全が確保されるかの具体論が全くない。安全が確保されれば再稼働ＯＫかといえばそうではない。単なる反対のための反対でしかない。日本の基幹企業ともいえる電力会社は火力発電のた
めに必要な大量の不安定な化石燃料・天然ガスの輸入で業績が悪化して苦しんでいる。二酸化炭素の放出による地球温暖化問題が原発反対という動きで全く問題視されていないことも大きな
問題であろう。
　マスメディアも原発反対派の意見に加担するだけで、具体論がまったくないのが現状である。無責任きわまりない。政府は国民の意見は意見として聴くのはよいが大所高所に立って毅然とし
た原発政策を打ち出してもらいたい。良識ある国民は日本沈没を望んでいない。また原発廃止を打ち出したドイツの現状も国民に提供すべきであろう。

25602 個人 家事専
業

６０代 女性 理想的な標語を掲げて、未来に向かい、現在の困難
を乗り切りたい。

ダメだ、大丈夫、気にするな、等を言って居ないで、たとえ原発ゼロが完全に出来ない事情が出てきても、兎に角、未来の為の理想的なポリシーを掲げ、それに向かう態度を示せば、現在の困
難を乗り切ろうとする人たちの協力が得られるのではないでしょうか。
私もできる限りの事をして協力します。

25603 個人 その他 ５０代 男性 原発は即時廃炉に持ち込み、０%とすべきと考えます。 私が原発を即時０％にすべきだと考えるのは、原発の稼動は常に作業員の方々が生命の危険を冒すことを前提し、周辺住民の健康被害をもたらしすだけでなく、現在の地震活動期には常に国
全体に大きな被害をもたらす危険を貼らんでいると考えるからです。また、高レベル廃棄物の最終処分場も決まらない上に、たとえ決まっても最終的にには将来世代にすべてのツケを回すこと
に、なるからです。
すべての原発を即刻廃炉に！
お願いします。

25604 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 脱原発シナリオを選択します。 地震国日本に原発はつくれない。という最初からの明らかな事実を福島第一は突きつけただけです。今すぐ脱原発に取り掛かっても、時間はおそろしいほどかかります。それでも、今すぐとりか
かる以外に日本の進む道はありません。脱原発を「選択」するのではありません。「脱原発」だけが日本に残されたただひとつの道なのです。

25605 個人 家事専
業

５０代 女性 原発０ 再処理施設がきちんと作動していないのに原発を維持拡大することは将来に府の遺産を残すものと思う。
今すぐにでも再生可能エネルギーに取り組むべき

25606 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 ２０３０年度の原発比率は０％を望みます。 今回の福島第一原発の事故は明らかに人災であると考えます。人間が自ら制御できない「原子力」を発見・発明したことがそもそもの誤りであり、核燃料の廃棄処理の方法すら確立していない
中で原発をこのまま動かし続けることは、日本のみならず世界中を破滅の道に進めるものである。

私の住んでいる余市町の３０キロ圏内にも「泊原発」があります。ひとたび福島のような原発事故が起これば余市町はもとより日本の食糧基地としてまた風光明媚な北海道ももはや壊滅的な状
況になることは疑う余地もありません。

これからの世界中の子供たちが安心して暮らしていけるようにするために、原発ゼロの世界を一刻も早く作り出すことが、「原発」を作り動かしてきた過ちをただすことこそが私たち大人の責任で
あります。

25607 個人 無職 ７０代 男性 原発０シナリオを選びます。
２０３０年といわず、即０にすべきと思います。

理由
１、そもそも廃棄物の処理ができないものを使用すべきではないと考える。
（後世の人間に負担させるのか）
２、日本は有数の地震国、３月１１日のような地震はいつ起こるとも誰にもわ　からない。
３、いまだに放射能の影響で家に帰ることができない多くの避難者がいる現状　を見ながら大飯原発を再稼働させたことがいまだに信じられない。
今後
１、スウェーデンに嫁いでいる娘から「電力会社を選ぶことができないなん　　て」とみんなにびっくりされたとの話があったが、電力法を早急に改正し、　発送電分離を行い使用するものが電力を
選ぶことができるようにすべきであ　る。つまり電力会社の独占を止めさせること。
２、水力、火力、風力、潮力、のほか地熱発電を強力に推進すべきである。
（観光業者も自分の利益ばかり考えないで）
経済発展
１、国民が将来に不安を抱きながら生活する国に経済発展などありえないので　はないか。将来への不安が世界でも例のない日本の株価低迷をもたらしてい　るのであろう。将来への希望、よ
り良い展開が可能と信じられた時、いろい　ろな角度から日本人の力がわき起こる筈である。今の老人（会社の経営者、　国会議員、原子力関係の委員会など）たちがよい思いをするために、電
力を　原発に頼ろうとするのは、日本という国の消滅を意味するようなものであ　　る。

25608 個人 無職 ６０代 男性 原発稼働やむなし。電力の比率は状況次第。 原発利用は、海面上昇や永久凍土の解凍、豪雨等地球環境を破壊する地球温暖化阻止が最大目的。電気が無くては生きていけない人も存在する。再生可能電力で賄えるまでは原発稼働も
止もうえない。大昔の人間が火を利用することにチャレンジしたように原発も安全に稼働出来る時代も来るように。

25609 個人 パート・
アルバイ
ト

６０代 女性 原発ゼロを実現してください。 私ども夫婦は、１３年前に、原発からの電気はいらないという思いで、太陽光発電を屋根に付けました。

その頃の中部電力の購入価格は現在の半分でしたので、金額的には電力の自給とはいきませんでしたが、数量ではほぼ自給ができていました。

まさかの原発事故を起こしても、まだ再稼動を進めるなんて、信じられません。

どうぞ、次の世代の子供たちには美しい空気と水と自然を残してあげて下さい。

25610 個人 無職 ６０代 男性 都合の悪いことは隠すという信頼できない安全性をも
とにした原子力は0％にしてほしい。

原子力村と称されるような人たちが前面に立ち、その人たちの利益ばかりを追求しているように見えて仕方ありません。都合の悪いことは想定外というのもおかしいと思います。最悪の事態を想
定し、そのようになった時の覚悟をするような説明が必要です。福島の原発事故も収束していないまま再稼働にばかり走る政治姿勢に疑問を感じます。

25611 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 (1)０シナリオを支持します。 福島第一原発の燃料棒の回収すら　方法を模索中、開発中などという放射性物質を　まったく御しきれていない状態で、原発に頼ることは、考えられません。

また、10年後20年後の放射能が原因と思われる血液疾患や癌の補償問題を考えると、日本として　原発を０にすることを考えないといけないと思います。

再生可能エネルギーの開発に力を入れて、あくまでも０を目指すべきだと思います。

25612 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発は即ゼロにする事を望みます。昨年の3.11以来、
福島県民は計り知れない苦痛を味わっています。私
たちのような苦痛を味わう人をこれ以上増やさないで
ください。よろしくお願いします。

線量の高さは全く無視され、半径30キロ以内の方と一部地域の方だけが避難対象になっていますが、私の住んでいる所は毎時2.9マイクロシーベルトもあります。そんな中に2歳の娘・18歳未満
の娘を置いておけますか？自主避難を選択し、家族バラバラの二重生活を送っています。しかし、何の補償もなく赤字は増えるばかり。家族がバラバラな事による、精神的苦痛・金銭的苦痛は
計り知れないものです。今、数々の苦痛による、ギリギリの生活を送っています。線量が高い順に除染をするという、福島市の方針で渡利は除染が始まっています。私の家も除染が完了しまし
た。しかし、除染をしても未だ2.0マイクロシーベルト以上だそうです。除染後に測りに来た業者の方が、はっきりした数値を教えてくれなかったので、2.0以上としか知ることが出来ませんでした
が、2.0だとしても、とても高い数値だと思います。結局、除染は意味がないという事が立証されてしまいました。これからどうやって福島を元の福島に戻していくのでしょうか？いつ自分の家に帰
れるのでしょうか？いつ家族全員で暮らす、ごく普通の生活が出来るようになるのでしょうか？もしまた別の所で事故が起こったら、第二の福島が生まれてしまいます。それだけは絶対にしては
いけないと思います。こんな思いをする人をこれ以上増やしてはいけません。事故が起こった時、元に戻すことも出来ないのに、原発を再稼働させるなんて、もってのほかです。
また、こんなに線量が高いのに、何故避難区域に指定されないのか、本当に憤りを感じます。放射線管理区域でも年間5.2ミリシーベルト以上になる場所には18歳未満は立ち入りしてはいけな
いと決まっているはずです。なのに、年間17ミリシーベルト以上になるであろう私たちの地域は、何故避難区域にならないのでしょうか？何故18歳未満の子どもがいても大丈夫なのでしょうか？
もし子どもの身に何か起こったら、誰が責任を取ってくれるのでしょうか？そんな中、野田総理は大飯原発を再稼働させました。とても信じられません。人間のする事ではないと思います。私の
責任で…と言いましたが、本当に責任を取れるのですか？本当に責任が取れるのなら、まずは福島県民に対して、責任を取って見せてください。福島県民の苦痛・心情を考えたら、あんな軽々
しい発言は出来ないはずです。どんなに大変な事が起こってしまったのか、もっときちんと現状を見てください。世界レベルの事故のはずです。他人事だと思わず、きちんと福島県を見てくださ
い。福島県民を馬鹿にするのもいい加減にしてください。口だけの嘘はやめてください。原発は即ゼロにしてください。使用済み核燃料の処分方法もないまま、原発を稼働させることが本当に正
しい事でしょうか？冷静になって良く考えください。原発にかけるお金があるのなら、その分を再生可能エネルギーの開発などに使ってください。私たちの賠償にに使ってください。私たちのよう
な苦痛を味わう人をこれ以上増やさないでください。よろしくお願いします。

25613 法人・
団体等

会社員・
公務員

５０代 男性 「ゼロシナリオ」を選択すべきと思います。
事故が起こればコントロールさえできない原発は即刻
廃止すべきと思います。

東京電力福島第一原発事故により多くの人々が生活や土地を奪われ取り返しのつかない事態になりました。一たび事故が起こればコントロールさえできず、生命が危険に曝され国土が失われ
るという危険な原発稼働になぜ拘るのですか？核廃棄物の処理方法も定まらず、今後数十万年にわたって管理し続けなければならないものに、誰が責任を持つと言うのでしょうか？「事故調査
報告書」によれば今回の原発事故は人災であったことが明確です。被災された方々のことを思うと無念でなりません。福岡市も玄海原発から50キロの距離にありちょうど飯館村の位置にあたり
ます。原発事故の報道の中で、それまで家畜であった牛や豚の死骸を写真で見ました。人間の勝手な行為に抗議しているようで悲しみと憤りを感じました。命こそ最も大切なものであるはずで
す。人間はもっと知恵を働かせるべきと思います。

25614 個人 無職 ７０代 女性 原発は安全ではなかった。一番安価な電気ではな
かった。もう騙されない。
想定外と逃げないで。目視も出来ないことを恥じてほ
しい。

故郷を家族の絆を歴史を返して。
経済界のためだけの電源ではなかったか？
安全・安心・いのちを大切に．．．．のあまりの言葉の軽さよ。

日本の科学力の総力を挙げて、原発に代わる発電の技術を
開発・推進して下さい。

25615 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 原発依存度即刻0％にすること 埼玉県民ですが日々放射能を気にし食品の放射能・産地をを確認しながら生活しています。異常なことです。
今現在、福島原発は壊れて放射能を撒き続けています。
熔けた燃料がどこにあるかもわからない原発ですから廃炉はいつになるかもわかりません。
人の手に負えない物は欠陥商品ではないでしょうか。そんな物は世の中にあってはいけません。ブレーキの無い自転車でさえ危険なため道路は走れません。
原発から出る放射性廃棄物を保管する場所など危険すぎて地球のどこにもありません。
チェルノブイリを見ても放射能は無くなりません。
電気より人の命が大事です。
人の手に負えない原発はいりません。
原発依存度ゼロシナリオを選択し即刻ゼロにしなければいけない。
未来の人類のために。

25616 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発ゼロシナリオを選択します。 理由は、核燃料サイクル廃止が明確に書かれているシナリオがこれだけだからです。安全性と経済性の両面から問題のある核燃料サイクルは、即刻中止すべきです。また、廃炉費用と放射性
廃棄物処理費用、それにいつまでも背負い続けることになる原発事故リスクまで考えれば、この案が最も経済的だと思われるからです。将来のため、日本の発展のため、国民は今まで原発の
危険性を見過ごしてきたことを反省しています。デモの声をしっかりと冷静に、政治家としてではなくひとりの人間として聞いてください。
いま、福島で事故処理に当たってくださっている方へ感謝しつつも、自分自身や家族を行かせることができるか、と考えてみれば、「怖くて行けない」というのが本音です。作業員の方々は、どの
ような恐怖に襲われているのでしょう。いまできるのは、同じ悲劇を繰り返さないよう、少しでも準備することではないでしょうか。
そして、新たなエネルギー開発を通じて、日本の国際的な信頼回復と経済の再生を目指すときだと思います。

25617 個人 無職 ７０代 男性 ゼロ　シナリオ　２０３０年までに、できるだけ早い時期
に原発をゼロに。

原発の糞尿処理をどうするかも決定しないで先々どうするのか？。　　　　　　　２０３０年とわ言わずあらゆる代替エネルギー開発に挑戦しつっ原発ゼロに邁進すべきと思う。原子力の研究は地
球人類を救う為に安心・安全が確定するまで
つずけること
　（追)　ついでに原子爆弾を作るべし　近隣諸国になめられぬためにも・・・

25618 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 男性 「エネルギー・環境に関する選択肢」について、ゼロシ
ナリオを選択します。

「エネルギー・環境に関する選択肢」について、ゼロシナリオを選択します。
現代の人間の刹那的ともいえる利便で快適な生活のために、ひとたび取扱いを誤れば地球に住む生物全体を滅ぼし、いまだ処理方法の確立出来ていない危険な廃棄物をこれ以上増やし、次
の世代さらに次の世代・・と永劫にその重大な責務と負の運命を押し付けるのは、まさに自分勝手で自己中心的なエゴとしか言いようがない。ただちに原子力から撤退し、安全な自然エネル
ギーを利用した発電の開発を進め、シフトしていく時期が来たのだと考える。
原子力は素晴らしいエネルギーだと思うが、悲しいことに現在はまだそれを利用する人間自体が扱える域に達していない。目先の欲に目がくらみ、私腹を肥やすことを第一に考え、安全を軽視
し、核物質の正しい管理も出来ない。県ひとつを汚染するようなこのような重大な事故を起こしてさえも、反省もなく相変わらず無責任で驕った態度を変えようとしない。このような人間たちに任
せていては、また同じような重大事故を引き起こすことは明々白々であると言える。

25619 個人 自営業 ５０代 男性 人類がいまだに制御不可能な原発はゼロにするのが
当然

人類がいまだに制御不可能な原発はゼロにするのが当然

25620 個人 無職 ５０代 男性 全電源に占める原発の比率は、０％とすべき。 福島原発事故の原因解析がきちんとなされていない。また今後の地震や津波等の自然災害に対する原発施設の安全対策が万全でない。
さらに使用済み核燃料の処分問題もきちんとされていない。
以上の問題に対し、今後解決策があるとは思えないので、原発は早急に廃棄すべきだ。

25621 個人 学生 １０代以
下

女性 ゼロシナリオ 私たちが健康で安全でくらせる未来にしてください。

25622 個人 自営業 ６０代 男性 選択肢(1)の、原発ゼロを目指すべきである。人は、人
の寿命の期間で土に還らない（全くの無害）物は、何
によらず、例え造ることが出来ても作りだしてはいけな
い。この点から、原発はゼロにすべきである。

私は、無線・電気系の技術者であり、現在も若干ではあるが風力発電に関わっている。昭和の終わり頃には、民間だが半ば公共的な施設の電源について、ＮＥＤＯの事業と共同して取り組んだ
こともある。この時は、当時世界一か日本一かは忘れたが、最大の発電量（パネル生産）であった”ほくさん”の単結晶パネルを使用した。
再生可能エネルギーの負の部分も、それなりに知っているし、地球の温暖化と取り組みについては、物理的では無く歴史好きの観点から疑義を抱いている。
以下については、それを前提として意見を述べる。

原発ゼロとした場合の懸念について、電力会社の経営面を除くと、電力不足が生じ「経済の停滞と弱者への配慮、、、」が、マスコミで大きく取り上げられているが、これは「目晦ましと思い違い」
に過ぎない。電気は、どの発電設備で発電しても同じであり、例えば、病院の電気が原発由来に限られているのではないことは、明らかである。大飯原発の再稼働についての、まやかし的な野
田首相の談話等についても、大いに意見があるが、ここでは触れない。

日常の電気と再生可能エネルギーについて、
日本の電力は、実に良なくコントロールされた状態で配電されている。周波数にあっては、２４時間のスケールで捉えるとほぼ５０Ｈｚ（６０Ｈｚ）で抑えられているため、ホテルの時計などの原振に
さえ使われている位だ。電圧については、供給規程の変動幅６％以内よりも大きく抑えている筈である。要するに、殆ど変動が無い言っても良いほど、質が良い電気が供給されている。
従って、変動する風力や太陽光の発電電力を、やみ雲に配電網に接続する訳にはいかない。そこで、電力会社は受け入れ可能な発電量を設定するのだが、当然である。

ではどうするか？
例えば、周波数の変動幅や電圧変動の規格をもっと緩くするのである。こうすることで、変動する電力の配電網での受け入れ量を増やすことが可能となる。
そして、当然であるが、需要家の設備も新しい規格が求められるケースも予測される。
しかし、明朝起きたら電圧変動幅が１０％となる訳ではない。原発ゼロ案にした所で、リアルタイムの明日の話では無い。工場の機械類だって、何回目かの減価償却が終ってからの話となろう。
研究期間や開発時間のある先の話なのだ。但し、問題はある。

前述した”ほくさん”のケースも、政府の方針が原発に偏っていなければ、”ほくさん”は撤退せずに、更なる発展を遂げていたであろう。中途半端な政策や目標は、新しい技術の発展を阻害す
る。それが、問題なのだ。
仮に節電を例に挙げ、５％を節電目標としたとする。恐らくは、こまめに照明を落としましょう程度で殆どが終わるであろう。
そこで、仮に３０％の節減目標となれば、自分の職場は無理だ等々、不満な意見が続出するだろうし、社内に検討委員会や何とかグループも出来て、真剣に取り組むことになる。原発も同じあ
る。

原発ゼロを目標とすれば、代替エネルギーとその関連の技術開発が加速して進む筈だし、何と言っても国費が投入されるのだから勢いが付くというものであろう。
そして、原発ゼロのためには、需要家も何がしかの負担を背負うことも覚悟する必要がある。しかし、太平洋戦争後の”ローソク送電”まで覚悟する必要は無い筈と信じている。

ともかく、「後世に付けを残さない」、そのためには、「人の寿命で土に還らない物は、決して作ってはいけない」



25623 個人 学生 １０代以
下

女性 原発ゼロ 日本が大好き。原発がある限り、安全に生活はできない。
便利より安全!!!

25624 個人 自営業 ４０代 女性 日本国内すべての原発の使用をやめてほしい。原発
依存度ゼロを望みます。

原発に頼らないと、電気料金が上がる、CO2の排出量が増える、等の意見がありますが、原発の事故の危険性・核燃料の採掘から核廃棄物の処理にいたるまでの放射能物質の管理の大変さ
を考えると、本当に、天秤にかけることができないほど、原発の利用は危険なことだと思います。今回の福島の事故も、まったくの偶然により、最悪の大爆発を免れた状態です。茨城の原発もそ
うです。もしかしたら、首都圏全域住人避難、ということになっていたかもしれないのです。日本の科学と技術の力を、どうか再生可能エネルギーへの転換のために注いでほしいと思います。ま
ず国が、「原発をやめる」とはっきり宣言してください。そこから、新しい学びがはじまり、経済も回りだすと思います。提示された3つのシナリオのうち２つが「15シナリオ」「20～25シナリオ」と、原
発利用の方向であることに、怒りすら感じます。「エネルギー構造の大転換をおこなうこととしました」と書いてありますが、本当に本気ですか。国家戦略室のなかで、宣言とは裏腹なこの3つのシ
ナリオを国民に提示することに、なんの抵抗もなかったのですか。

25625 個人 無職 ５０代 男性 原子力発電に極力頼らずに、再生可能エネルギーへ
のシフト、および支援を国レベルにおいて行っていく。
そのためには、原子力発言への依存度０％目指して
いくことを求める。

　今の国の方針は、原子力発電ありきで動いている。これでは、再生エネルギーの将来性、方向性が見えてこない。再生エネルギーにシフトする為の工程表を示して欲しい。

　最初に原子力発電の問題点を挙げておきたい。想定外の事故、災害が起き、放射能を排出することは、十分にありえることである。しかし、ある程度の対策も可能であるかもしれない。もっとも
指摘しなければならないのは、原子力発電所から出る、放射性廃棄物の処理である。この処理の問題は、いまだに解決されていないばかりか、将来どのようにするのかもはっきりしていない。
おそらく、放射能廃棄物の処理方法、コストへの回答については、人類は持ち得ないと思われる。原子力発電が、コストが低いとの指摘があるが、それは、稼働時のコストであって、原子力発電
の建設、稼働、および、廃棄物の処理をあわせたコストは、他の発電と比較にならないほど、コスト高となる。

　以上のコストおよび、安全性を考慮した結果、やはり再生エネルギーの開発を大胆に推進すべきである。いくつか可能性を挙げてみたいと思う。

・小水力発電（用水路等を利用した発電）
・太陽光、風力、波力、地熱その他の再生エネルギー

　これらは、ただ発電すれば良いのではなく、蓄電の技術開発もまた必要である。そうすることによって、各家庭や企業での電力消費は今よりも減るだろう。そうなれば、原子力発電に頼る必要
はなくなる。

　これからの日本の経済発展を考えても、世界でトップレベルの蓄電池開発能力等をより生かし、産業再生の一石となって欲しい。それにより、日本は、国際競争にも耐えうる力を得ると思われ
る。

25626 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 福島の事故を受けて、未だに原発を稼働させようとす
るのは信じがたい。ゼロシナリオしかあり得ない。

福島の子どもたちのことを思うと、電力会社が破綻するかどうかということを言っていること自体が破廉恥で野蛮だ。そもそも今すぐ全ての原発を廃炉にしても核のゴミの最終処分方法はきまっ
ていないではないか。フィンランドのような地層処分にしても限界は必ずどこかで来る。未来に責任をもった判断が必要であり、原発をこれ以上作る、停止中のものを再稼働させるという選択肢
は私たちにはない筈だ。

25628 個人 自営業 ５０代 男性 なぜ、地熱発電をもっと活用しないのか？環境破壊
だ！温泉源枯渇が心配とかの反対で、推進しようとす
るものを排除して来たようだが、今こそ、日本には、火
山国の資源である地熱を、もっと活用すべきです！

日本のエネルギー自給率は10％未満。原油高騰が続くなか、国産のエネルギー資源開発 が求められている。世界的な環境学者レスター・ブラウン氏は「火山が多い日本は世界有数の地熱資
源大国。もっと地熱発電を活用するべきだ」と提言する。地熱発電はCO2排出量も少ないクリーンなエネルギーだ。

「日本は地熱発電で国内電力の半分、もしかして全部を賄えるかもしれない」

今月上旬、米アースポリシー研究所長でもあるブラウン氏が上智大主催、環境文化創造研 究所協力の講演でこう強調すると、会場から驚きの声が上がった。
（略）
ブラウン氏の提言の背景に、地熱発電に対する日本の消極的な姿勢がある。日本の地熱技術開発費は1982年をピークに減少を続け、二〇〇三年以降はゼロ。

日本が開発から事実上撤退した理由として、地熱資源（熱水層）の八割は、開発が難しい国立公園内に存在することがある。加えて温泉所有の観光業者からの強い反対で、開発が頓挫してき
た経緯もある。

一方、CO2削減運動の高まり、原油高などから米国、インドネシア、フィリピン、アイスランドなどが地熱発電開発を加速。地熱資源に恵まれていないドイツ、オーストラリアも本腰を入れ始めた。
「世界の主要地熱資源国で停滞しているのは日本だけ」（産業技術総合研究所 ＝茨城県つくば市）という。地熱発電のCO2排出量は火力発電の約二十分の一。風に依存する風力、天気に左
右される太陽光、雨量の季節変動が大きい水力などの自然エネル
ギーと比べても、安定的な供給が可能なことから地熱発電が評価を高めている。（以下略）インターネットの「温泉と火山だらけの日本で、なぜ地熱発電をやらないのか?」・・・レスター・ブラウン
氏

以上のように、不思議でしょうがないのは、地熱発電を推進すべきなのに、原子力発電推進派から、圧力でもかかっているかのように思えてならない！

国立公園に何故作ってはいけないのか？国立公園だからこそ土地所有問題も起こらないのに、まったく理解できない！地熱発電で、環境破壊が起こった国を、教えてもらいたい！！あるはず
がない！また、温泉源が枯渇したら、国が総力を結集して、ボウリングでもして保証すれば、良い！！原発の事故で、放射能汚染の対策費に比べたら、その費用は比べ物にならないぐらい少な
いはずである。また、地熱発電は、放射能のような人間がコントロールできない物を利用するのではない。とても安全な、そして自然を利用するので、とてもクリーンである！
いいかげんに、電力会社の利益誘導発想はやめて、本当に将来の事を考えて下さい！

25629 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 脱原発社会の実現に向けて、自然エネルギーへのシ
フトが進むことを希望しています。2030年原子力エネ
ルギー0の実現を支持し、私も努力します。

脱原発社会の実現に向けて、自然エネルギーへのシフトが進むことを希望しています。2030年原子力エネルギー0の実現を支持し、私も努力します。

25630 個人 自営業 ６０代 女性 2030年までに原発比率0％へ。1番の理由は原子力発
電を稼働すれば処分方法のない使用済み核燃料が
もっと貯まり、次世代の人に押し付けることになるか
ら。今の人達だけよく後の人は構わないという考えは
おかしい

大飯の再稼働はとても残念です。政府は原子力にかけるコストの半分をぜひ処分方法、廃炉の仕方の研究にまわしてください。原子力は今の私たちの能力ではコントロールができません。原
子力を推し進めればむやみに被爆労働者を増やし犠牲者が出ます。一体どれだけの犠牲者を出すつもりですか。（清掃の時）そのことはあまり公にはなっていませんが、自分たちさえよければ
という世の中で一番情けない卑しい考えを改めなければ日本人として恥ずかしいです。
でもここまで増やしてしまった私たちは処分方法を研究しなければなりません。もんじゅや六ヶ所を動かすことから手を引いてください。いままで使ったお金を返せとは言えません。原子力に関
わっている方々には本気でそちらの研究をしていただきたいと思います。
日本人にはサポートすれば素晴らしい発明や技術で世界をリードする能力があることはわかります。ぜひ政府の大事な問題を決めていく方々にはクリーンエネルギーを作り出す方向に向かわ
せてください。
あと福島の線量の高いところは除染でなく、日本のいたるところにある耕作放棄地に移住させてあげてください。生きる場所を失った人たちにのぞみはないのと同じです。これはひどすぎます。
国策で進めて美しい山里を失った人々のことをもっと考えてください。テレビでも移住してもいいという人たちが結構います。年取った方々はどうしても生まれ育ったところにいたいのは仕方あり
ませんが、それでも本当はいいところがあれば移りたいのだと思います。放射能の心配のないところで農業や酪農ができればどんなに心の底からがんばれることだろうと思います。
今のままでは民主党に入れたことを後悔するばっかりです。民主党がやったよかったことも電力会社を守り再稼働させたことですっ飛んでしまいました。
この1年と数か月私もできることはしてきました。でも国でやらないとできないことがたくさんあります。ぜひ福島の人の身になってやってください。どうぞよろしくお願いいたします。

25631 個人 無職 ７０代 女性 長い間「消費は美徳」に踊らされてきた国民は、電気
についても「オール電化」が推奨され豊かで快適な生
活のために電気を使いまくってきた。３．１１の大震
災、原発事故が契機となりこれまでの暮らしを見直す
べきだ。

原発の安全神話が完全に崩壊した現在、その事故処理も手つかずのままでこれ以上の原発再稼働には反対である。日本列島どこを見ても活断層の上に存在している都市。この危険な国土の
上に５０か所余りの原子力発電所の存在。この危険性をまず「原発ありき」の政策の陰に葬ってきた事実を国や為政者は反省すべきであろう。再生可能な自然エネルギーの研究開発も自然相
手では発電量が一定に保てないなど都合の良い理由で積極的開発援助、研究に取り組んでは来なかった。国策の誤りとしか言いようがない。
これからの長期展望を考えた時、人口減少時代に移行するだろう。ならば身の丈に合った暮らしに方向転換し、拝金主義を改め、精神的豊かさこそベストとすべきだと思う。湯水のごとき消費
（電気はその最たるもの）は改め、再生可能エネルギーで足りる生活への改善を図る。
この先いつ再び起きるかわからない原発事故、影響は世界中に、世代を超えて残ることを考えて欲しい。その責任はだれが取れると云うのか？唯一の被爆国の日本が率先して原発廃止に進
むべきである。そしてこれまで遅れてきた再生可能自然エネルギーへの開発研究に国を挙げて取り組んで欲しい。重ねて云うが総力を傾けて自然エネルギーに取り組んだときにそれでも嵩む
コストについては私たちが負う事はやぶさかではない。その過程の事実はすべて（隠ぺいやごまかすことな）開示することが大前提であることは言うまでもない。

25632 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 女性 原発のゼロシナリオ(即時) 放射性物質は危険。また、安全な処理策もない上で、稼働し続ける理由がどこにあるのか。未来の子供たちに不の資産を残す必要はない。地震国の日本では、尚更危険。世界の人々が安心
して暮らせる地球のために、原発はいらない。

25633 法人・
団体等

法人等 ４０代 男性 原発ゼロシナリオを選択します。できるだけ早く実現し
て欲しいと思います。

１　事故のリスクが大きすぎます
　　　食品を製造していますが、仙台といえども大きな影響を受け　　　ています。
　　　避難している人も大勢います。
２　福島第一原発の事故原因が究明されていません。
３　核のゴミを処理方法が確立されていません。
４　原子力を推進してきた人たちが、事故を全く反省していないよ　　うに思えます。政府の対応と共に、信頼が置けません。

25634 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発推進賛成派です。 ただの感情論で、すませていい内容ではないです。反対している方がいるのは、わかりますが、いつどこで、どのような事が起こるか予想できない事に、何かあってはと言う、取り越し苦労があり
ます。何かあるかはわからないですが、無いようにできることに、全力を尽くすことが、国を守り、産業を守り、国民を守ることになると信じているものです。原発を続けて下さい。お願いします。す
べての未来のために！！！！

25635 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原子力発電の比率は２０～２５％を選択します。 現在の技術では発電に必要なコストが高い再生可能エネルギーでは安心して暮らせません。天候に左右されやすいという問題もあります。火力発電に頼りすぎてＣＯ２の問題を放っておくわけ
にもいきません。
どの発電にもメリット・デメリットがあるので，新技術の開発などにより再生可能エネルギーが電力の主力となるまでは，今，安定してたくさんの電力を作ることのできる原子力は必要だと思いま
す。

25636 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を即実行に薄して下さい。これ以
上の犠牲は許せません。

　原子力については、私は幼少の頃から恐ろしさを感じておりました。平和的利用という名目で推進されてきましたが、今回のことは私自身が恐れていたことが現実となりました。
　放射能の恐ろしさを知っている私たち日本人が率先して原発を廃止にしていかなければ、日本の未来は無いものと思います。
　関西電力が原発を再稼働したときに、何故かと憤りすら感じました。嘉田滋賀県知事を始め、橋下徹大阪市長を中心とした関西主張連合を影ながら、応援していましたが、見事に裏切られま
した。
　死者は出していないから犠牲はないというのは、言い訳に過ぎない。福島の人たちの日常を奪っておきながら、これが犠牲の何者でもありません。
　いま､日本人全員の英知を結集して、エネルギー転換を図っていくべきものでしょう。実行するためには、多かれ少なかれ我慢が必要ですが、本気になればできるものと思います。

25637 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ２０から２５シナリオに賛同します。 何故かと言いますと、新エネルギーが未だに何処の国にも無いこと、原発を0にするには、昭和初期の生活に戻らない限り無理。
太陽光等の買取も国民から取るので付けれない家庭は大損するので、危険でも使い続けるしかないのが現状。

25638 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 『原発ゼロシナリオ（即時）』
原発は、もう稼動して欲しくない！
即刻、停止して欲しい。
経済力より、人の命が大事。

(1)原子力規制委員会の人事、原発推進の方ばかりが選任されていますが、おかしい。
中立立場で判断できる方を選任すべきである。
(2)福島であんな事が起こったのに、地震大国で原発をする事自体間違っている。
(3)今こそ他のエナルギーに変えていく良い機会なのに、国は再稼動方向ばかりを考えるなんて、おかしい。
(4)安全だというなら、原発推進の家族が原発地域に住めばいい。
(5)国民の生の声をもっと反映して欲しい。

 ?２０１１（平成２３）年３月１１日１４時４６分、東北地方太平洋沖大地震がおき、東日本大震災を引き起こし、甚大な被害をもたらした。
 ?東京電力福島第一発電所が事故を起こし、原子炉の制御ができなくなり、放射性質をまき散らすことにいたった。
 ?放射性物質の拡散は、大気、海、川、土地など自然環境に広く散らばる事態を生じさせた。
 ?結果、人を含め動植物など生態系に放射性物質をまき散らすことになった。
 ?この事故により、原子力発電を利用することに疑問を感じる国民が多く声を上げ、電源構成を見直すことになり、その中で原子力発電をどうするかという議論が生じた。
 ?東京電力福島第一発電所が事故を起こしたことにより、これまでの規制における原子力発電所の安全基準を見直すことになった。
 ?安全基準が安全を確保しているものか議論が繰り返され、そのための規制のあり方が問われた。

 ?福島第一発電所の事故の原因を明らかにするために事故調査がいくつもされている。
代表的な４つの事故調査とその報告書
  ?東京電力福島原子力発電所における事故調査・検証委員会
  ?国会　東京電力福島原子力発電所事故調査委員会
  ?福島原発事故独立検証委員会（民間事故調）
  ?東電福島原子力事故調査委員会
  ?これらの報告書の内容、提言を十分に規制に反映するべきであると考えます。
  ?しかし、東京電力は、少なくともここにあげた３つの報告書の知見を受け入れた上に、さらに調査して報告をまとめた上で、これを反影するべきだと考えます。

 ?規制機関
 ?環境及びエネルギー選択は規制機関をぬきに語ることができるのか
 ?使用済み核燃料

  ?現在どうするのがはっきりしているとはいえない。
 ?核燃料サイクル

  ?現在は実現できていなし、将来的にその見通しが実現できるのは難しいのではないかと考える。

 ?エネルギー選択を国民の意見を把握した上で、決めるというが、結局は政府で決めるということであると思うが、むしろ国民が選択した結果として決める必要があるのではないか。
 ?持続可能な社会という課題の中で、地球温暖化問題、大気汚染などの環境問題から、発電の構成を決め、それを目標として目指すということであるが、原子力発電がその課題にあった発電方

法であるのか。

 ?福島第一発電所の事故をきっかけとして、原子力発電所の安全が問いなおされているが、安全を保障することができるのか。
 ?原子力発電所を安全に運転していくためには、非常に多額な費用を負担することになると思うが、その費用を負担しているのだろうか。
 ?原子力発電所を安全に運転するための費用を負担することは、日本国、社会で承認できるのであろうか。
 ?原子力発電所を運転することで発電して、電気を使うときは、どのような条件であるのか。

 ?他の発電方法を用いた上で、足りないということが事実として妥当性を持ったとき、現在的には最低限の発電方式として、その利用が許容されか問えるのではないか。
  ?では、その時は、どのようにすれば、許されるのであるのか。
  ?このようなことが現在十分に考慮されているとはしがたい。

 ?原子力発電所が再起動できなくても、安全を保障するために、費用の負担をしなくてはならない。しかし、その費用負担は、電力各社は、発電して電気を売って利益を上げることで捻出するか、
電気価格に転嫁せざるをえない。現状、電力各社は、原子力発電所が停まっていることから、費用負担の上昇から、赤字になっているようだ。このような時に、安全を確保するための、費用負担
をどうするのか。

 ?原子力委員会が提案した、総合評価の第一次のみの評価しかできない現状では、その安全とはどのようなものであるのか。
 ?大飯原子力発電所が再稼働したわけですが、東京電力福島第一発電所の事故を契機としてあらためられた安全基準を前提としても安全を確保するための、設備は現在は設備されていないも

のが多く、このような発電所が稼働していることは発電所を利用するために「安全」であるといえるのだろうか。
 ?国会事故調、政府事故調が最終報告したが、その報告で指摘された、提案されたものが実現していない、現行の安全基準は安全であるといえるのだろうか。
 ?このような前提のもとで、どのようなエネルギー・環境に関する選択ができるのか。
 ?そして、福島で被災した人々の未来が見えてこない環境で、どのような選択が、日本として世界に示すことができる選択なのか。

 ?私個人としては、下きる限り原子力発電に依存しない電源構成を選択するべきだと考えます。
 ?そして、使用済み核燃料のその後が現在存在する設備、そして技術動向ではっきりできないものを、無責任に使い続けることは難しいと考えます。
 ?もし、このような前提にもと、原子力発電所を動かすのであれば、一次保管できる使用済み核燃料の残りの容量以内をその限度にするべきだと考えます。
 ?さらに、発電所が安全であるか、どうかは、立地場所、設備を見直しをした上で、安全確保ができているという妥当性が社会的に承認された発電所のみを使用可能とするべきだと考えます。
 ?しかし、原子力発電所を止めていること、さらに再生可能エネルギーなどの他の発電を促進するにあたり、経済的な負担が増えたために、電気利用をする上で、考えが少し変わったり、行動が

変わった消費者が出てくるようなことが起きたとき、安全で、安心な国民生活が持続できるように平和的に再考できるような柔軟な施策が必要であると考えます。

原子力発電にはできる限り依存しない社会を実現す
るために、どのようにしたら、原子力発電から撤退し
て、さらに豊かな日本を実現できるのだろうか。

男性４０代無職個人25627



25639 個人 家事専
業

６０代 女性 原発は要りません。 ひとたび事故を起こせば収束できません。避難を強いられている福島の人達はどうすればいいのですか？こんな事態を起こした原子力村の人間はなんの責任もとらずのうのうとしているなんて
許せない。福島の人たちが早く元の所で清潔できるようにするべきです。それができない限り原発は要りません。自然エネルギーに転換すべしと政治が決断すれば経済もそのように動くと思い
ます。原発を動かすには原発労働者の命を犠牲にしないと動かせません。また原発を動かせば始末に負えない放射能廃棄物を生み出し続けます。その始末の方法もありません。それなのに
一部の人間が利益を得るために原発を動かそうとするなど許せません。原発がなくても電力は足りていました。原発は要りません。世界から地球からなくすべきです。

25640 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発ゼロシナリオ（即時） 私には一歳半になる子どもが居ます。
311以降、嫁と子どもは名古屋で暮らしています。
私は東京で仕事をし、名古屋へ通う生活が続いています。

原発事故さえなければ、東日本で共に暮らしていけたのだと思います。

子ども達の未来の為に、何をすべきか？
考えます。
経済より原発を無くすことです。
それを死守しないで、なんの為に大人は生きているのでしょうか？

お願いします。

原発を即時廃炉に。

25641 個人 その他 ３０代 女性 もちろん原発はゼロにすべきですが提示された選択
性の中の０％シナリオは不十分です。

原発を何％にしたいかといえばもちろん０％ですが、提示されたゼロシナリオではいつまでに０％を達成するかが明示されていません。今年の５－６月には化石燃料に頼りつつもすでに原発
０％を達成しています。テレビコマーシャルや新聞などすべてのメディアを通じて国が国民に対してより多くの節電努力を呼びかけるべきです。現状ではまったくそうした政府からの働きかけをみ
ることはできません。もちろん私たちの便利な生活は電気なしでは成り立ちませんが、便利という一言におされてあまりに無駄に電力を消費していると思います。トイレの便座が２４時間あたた
かくなくても生きて行けます。コンビニがまばゆいばかりに２４時間中蛍光灯で照らされていなくても買い物はできます。もっともっと政府がそうした細かい節電対策まで踏み込んでよいと思いま
す。０％シナリオに限らず３つのすべての選択肢において省エネ率がたったの１割というのは低すぎます。私たち日本人はみんなでもっと力を合わせていける国民です。
また、０％シナリオにおいて化石燃料依存率が高すぎます。再生可能エネルギーについてたったの３５％というのは低いです。最低でも４０％は達成できるはずです。そうすることによって温暖
化現象を引き起こす可能性のある二酸化炭素排出量を大幅に抑えることができます。原発０％＝化石燃料依存という公式は単純すぎます。
原発をわずかでも運転し続けることの深刻な問題点は核廃棄物です。
核保有を放棄したはずの日本が、すでに長崎型核兵器にして5000発以上分もの猛毒プルトニウムを国内に溜め込んでしまっています。この先もんじゅも停滞している状況下で原発を運転し続
けるということは、ヒロシマ、ナガサキを経験している日本にとって狂気以外の何者でもありません。核兵器を自ら造らないとしても核テロの脅威も高めることになりますし、これ以上廃棄処理所
の決まっていない廃棄物をつくりだしつづけることは未来の子供たちを見殺しにしているのと同じことです。
原発を稼動していなくてもすでにある使用済み核燃料がプールに保管されているだけでどれだけ危険なことが起こりうるか、今回の福島の事故をとおして明らかになりいました。
それから電力の自由化についてどのシナリオにおいても述べられていません。発送電の分離は今回の事故後の処理能力の限界からみて避けられません。すべての商品では独占禁止法がて
きようされているのに電力では適用されていないのは不自然すぎます。

ネイティブアメリカンの社会では七代先の子孫のことを考えて物事を決定するそうです。
とても当然のことだと思います。
原発の存在は2代先の子孫のことすら蔑ろにしています。
福島の人たち、もちろん近隣の栃木に住む私たちのくらしも多大な影響をうけました。
何代にもわたって同じ土地を耕し米を育て、牛をはぐくんできた人々のくらしがどのようになったか考えてみれば、この先原発を手放すことは当然のことです。
どうか、お金、経済優先でなく、人間、愛を優先した決断を心から願っています。
どうぞ、よろしくお願いいたします。

25642 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発依存0％を強く希望します！！ 原発はなくても自然エネルギーと節電を希望します。自動販売機を辞め、コンビニの夜間営業をやめる。できることはいくらでもあります。原発は100害あって 1利なしです！！！

25643 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 ３つのシナリオとも不可 現状より1割節電し、原発依存度を下げるということは、経済に与える影響が大きい。また再生可能エネルギー（主に太陽光や風力）は発電量が一定でないうえ、ピーク時合わせた発電もできな
いため不安定である。蓄電池技術が発達していればあり得る選択だが、現時点ではダメだと思う。
化石燃料などは中東情勢やシーレーンへの中国の影響力強化など国際情勢に左右されやすく、当面は原発の安全性を向上させるしか方法はないと思われる。

25644 個人 自営業 ５０代 女性 原発は０にし、直ちに廃炉にしてください。
規制委員会の長に田中さんはやめてください。

　福島の事故はチェルノブイリの事故を他人事にしていた、私に大きなショックと現実をつきつけました。電気をあまりに普通につかっていて、原発の世話になっていることさえかんじないでいま
した。日本はとんでもないことを世界にたいし、してしまいました。どうやっても取り返しのつかない事故です。これから修復さえ分らず、事故の片付けも廃棄物の処理さえ手がつけられないので
す。いま世間はオリンピックで夢中ですが、こんなに電気の恩恵を受けながら、原発の再稼動について真剣に考えないでいいはずがありません。
もう少し、不自由でもいいです。再生可能エネルギーの開発にこそ税金を使い
子や孫が安心してくらせる社会をプレゼントするのが大人の役割です。
いまならまだ間に合います。世界中が喜びます。災害で世界中に世話になりました。ここで本当に正しい選択をして恩返ししましょう。

25645 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 もう一度節電の意識を再確認するべき 震災直後の街の明かりの暗さ、ちょうどいいと感じたのは私だけでしょうか。
いま、その感覚はどこへやら。元に戻ってしまいました。ほんとうに節電の意識を根付かせる必要があると思います。病院や老人ホーム、データ施設や公共機関など現状をキープせざるおえな
いところもありますが、もっと何かできるはずです。
その上で、個人的には、原発ゼロを指示します。トイレのない家には住めません。

25646 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 一日でも早くゼロシナリオに決定することを強く望みま
す。

私は泊原発30キロ圏内で暮らしております。福島県の皆さんの事は、人ごととは思えません。これ以上間違いを起こさないでください。国民の声を聞いてください。放射能におびえて暮らすのは
耐えられません。

25647 個人 家事専
業

３０代 女性 原発セロシナリオ(即時） わざわざ命のリスクを負って処理もできない原発を動かす必要はない。
日本には技術がある。省エネと自然エネルギーを生かして、最先端を行って欲しい。これからはそれが求められる！

25648 個人 無職 ４０代 女性 2030年段階の原発比率は、0％を望みます。 確かに、技術の進歩によって、私たちは、便利・快適で豊かな生活を享受してきました。でも、今もって「核廃棄物」をどう処理できるのかという部分に対してきちんとした責任が持てない現実の
中、未来の世代に無責任に押し付け、便利さを続ける必要はないでしょう。足るを知る生活を選べば良いのです。
経済発展も伸び続ける必要はありません。人間が豊かになるかわりに地球を破壊している訳ですから。
もうそろそろ、「本物の幸せ」を見つめましょう。

25649 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 ゼロシナリオを支持します。 未来を託す子供達に、負の遺産を残したくありません。
これ以上、不安な日々を過ごしたくはありません。どうか、早くこのことに気づいて下さい。いえ、見ない振りをするのは止めて下さい。

25650 個人 家事専
業

４０代 女性 原発ゼロを支持します。
原発反対！断固反対！！
安全性の信頼性が全くない。
再生可能エネルギーに代替すべき。

安全性が全く解決してないのに再稼働なんてあり得ない。
国民の真の声に耳を傾けてください。

25651 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 ゼロシナリオ以外ありえない。問題発生時には原因究
明とそれに基づく対策が必要という大原則を無視して
原子力発電所を見切り再稼動させるという、そんな行
政国会司法が日本に存在するリスクを解決できない
から。

解決できない巨大なリスクがある以上、ゼロシナリオ以外の選択肢はありえないと考えます。
安全の基本中の基本は、一度起こった問題を繰り返し発生させないことにあります。そのためには徹底的な原因究明を図り、問題発生の原因を見つけ出し、その原因に対する解決策を施すこ
とが必要なのは言うまでもありません。
高速バスの事故や食中毒の発生等のあらゆる問題発生の際には、必ず原因の特定と解決策が実施されます。例外なしにです。
しかし、エネルギー・環境に関する選択肢について考えることになった、福島の原子力発電事故は例外でした。事故の起こった施設に立ち入ることさえ出来ない現状では原因究明などありえな
いはずなのに、なぜか原子力発電に対して安全だという判断が下され、大飯原発の再稼動が行われています。中国の鉄道事故などでは事故の原因究明なしに再運転が行われることもありま
したが、わが国ではそのような決定が許されることはなかったはずでした。行政、国会、司法のいずれもが「原因究明し、解決策を実施」という枠を外れたこの状態をとがめていないのです。
国家の根幹的な機能がエネルギー施策について機能していない以上、異常な状態となっている原子力エネルギーについて、わが国はコントロールする機能を有しません。このエネルギーを何
らかの形で使用し続けることを決定するなら、わが国はエネルギー及び環境の分野では国家の管理を超えた状況を許すことになります。これは国家の存亡に関わるリスクです。わが国におい
てこの二分野を無視できないのは明白であり、一度たりとも異常な状態を許した原子力発電についてはゼロにしないのならば、日本は国家として破綻していると言わざるを得ません。

25652 個人 その他 ３０代 女性 原発は即時廃炉にするべき。 原発は即時廃炉にするべき。そのための税金なら払ってもいい。原子力・核と人間は共存できない。おぞましい実験はすでに終わっている。未来あるこどもたちの負担を少しでも減らしたい。今
の日本が、未来の日本であるこどもを守る方向の選択をしないのであれば、この国を出る決断も視野に入れなければならなくなるだろう。

25653 個人 無職 ５０代 女性 原子力発電所をできるだけ早い時期にゼロにしてい
ただきたい。

地震・津波で福島原発事故が起こった。地震大国日本では今後も地震・津波は間違いなくある。そして、福島原発と同様の事故が起こる可能性がかなり高い。
子や孫やその先の者達が安心して暮らせるよう、地球を放射能で汚さぬよう、原発をなくしていただきたい。
科学者は誇りを持って検証していただきたい。

25654 個人 無職 ７０代 男性 原子力発電は直ちに停止し、原子力以外の発電に転
換すべきである。

原子力発電の廃棄物処理が何も実行できず、各原子力発電所に膨大な量が蓄積されている。このままでは福島以外の発電所でも事故が懸念される。
廃棄物処理と現在の原子力発電所の廃炉処理を考慮すれば、その費用は膨大かつ長期間を要する。その間の自然災害に対する危険性も避けがたい。
よって、直ちに原子力発電は中止・廃止すべきである。

25655 個人 自営業 ３０代 男性 (1)ゼロシナリオ（即時） 私の意見は当然ゼロシナリオです。原発の依存度をどの位のスピードで減らしていくかという議論以前に、もはや原発を動かす資格自体が、この国には無いと思うからです。福島の事故による
被害が全く収束していないにもかかわらず、安全確認が不十分なままの大飯原発再稼働へ至る、一連の手続きを見るだけでもそれは明らかです。

25656 個人 その他 ７０代 男性 原発(1)ゼロシナリオ、もしくは第4のシナリオを支持。
原発は核のゴミ処理方法がなく未来に負の遺産を残
す事になります。地球温暖化防止への対策がより脆
弱。パブコミ並びに検討期間の延長を望みます。

１、ゼロシナリオでは原発がいつまでにゼロにするかが示されていない。遅く　　とも2025年までにゼロとする第4案を提案する。
２、３案とも省エネが10％と少な過ぎる。電力だけでも東電管内で16.8％の　　実積があるし、熱エネルギーのロスの効率改善を進めれば最低でも30％　　～40％は可能と考える。
３、電源構成が化石燃料依存型でとりわけ石炭が多く、環境負荷低減を考えら　　れていない。当面、ＬＮＧ火力発電に力を入れるべきと考える。
４、自然エネルギーの導入見込みが消極的数値である。18年間もあるのに。
５、政府の3択案は、15％シナリオに絞り込まれるように見える。温暖化対策　　と原発ゼロを天ビン秤にかけているから。
６、核燃料サイクル・再処理の余地を残している。シナリオ(2)(3)では。
７、電力自由化や発送電分離などシステム改革に触れていない。
８、電力料金から(1)案が不利で(3)案が有意になるように示しているが、原発の　　総額原価方式を改めることが記されていない。
９、(1)ゼロシナリオでは、重い負担や厳しい規制を印象づける文面になってい　　る。
１０、さらに原発に対してシュビアーなその他の選択肢がない。第4の選択　　　肢。
１１、国民の意見を聞くというスタンスは、これまでにない素晴らしいもので　　　あると評価するが、スケジュールから見て形式的に国民の意見を吸い上　　　げたとするに過ぎない。パブリックコ
メント等選択検討期間の延長が必　　　要である。　以上コメントします。

25657 個人 家事専
業

４０代 女性 １、原発ゼロ 安易なだけの高リスクな原発はいらない。
近県に住む子供たちの内部被ばくが心配です。近い将来、原発事故の高い代償を目の当たりにすると思うが、今からでも出来ることを真剣に考え向き合いたい。

25658 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 ゼロシナリオを支持します。

事故は必ず起きます。
事故の被害が大きすぎる原発は無謀なギャンブルで
す。
処分方法が決まっていない核のゴミはこれ以上増や
してはいけません。

★ゼロシナリオを支持します。

事故は必ず起きます。
事故の被害が大きすぎる原発は無謀なギャンブルです。
処分方法が決まっていない核のゴミはこれ以上増やしてはいけません。

25659 個人 無職 ４０代 女性 「原発ゼロシナリオ」しか、ありえません。
今すぐに、全力を尽くして廃炉にしてください。

ヒトゲノム（全遺伝子解析）の証拠として、
染色体 7番q11領域を調べてみると、
何らかの汚染地区にいた子どもの甲状腺ガンの何割かに、
通常「2コピー」のところが「3コピー」という、異常コピー現象が見られるそうです。
汚染されていない地区の甲状腺ガンの子どもには、
この異常コピー現象は見られないそうです。
人工的な放射能物質が人体に悪影響を及ぼす１つの証拠です。
これからもヒトゲノムがこういった真実を、さらに突きつけて行くと思います。
すでに「被曝の証拠」が見つかっている以上、原発ゼロシナリオしかありえません。

<参考資料>
児玉龍彦・東大教授に聞く
http://diamond.jp/articles/-/13615?page=3

内部被曝の真実と尿検査「低線量被曝でも危険」児玉龍彦
http://www.youtube.com/watch?v=hnh_ogQe47s

25660 個人 無職 ６０代 男性 原発の比率は(1)０％に
原発の再稼働反対
放射性廃棄物の処理技術の開発を

原発は一度事故を起こせば、現在の技術ではそれを制御することはできない。
津波対策をしたからといって、安全対策が確立されたとは言えない。
したがって、大飯原発を含め原発の再稼働には反対です。
福島県などでは放射能の除染が行われていますが、集められた土壌とかはどのように「無力化」していくのか。その技術はあるのか？その研究はどのようになされているのか？取り組み状況を
公表して欲しい。
さらに、放射性廃棄物（核のゴミ）はコンクリート、ガラスでかため地価に埋めるといわれていますが、「無力化」するために1万年以上かかるものを、ガラスやコンクリートで閉じ込めておくことはで
きない。
こうした負の遺産を「後世の人たち」だけに任せるべきではない。
電力会社に任せるだけでなく、国の責任で核のゴミの無力化の研究開発を急ぐべきだ。

25661 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 １　原発ゼロ 日本はもっと生きることを真剣に考えるべきだと思う。
安全、安心な未来を創っていくのが今の大人たちがすべきことだと思います。
脱原発へGO!

25662 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ２０３０年の原発依存０％「ゼロシナリオ」に賛成です。 原発に依存せず、自然エネルギーへの転換を図るべきだと考えます。
放射能の危険性、使用済み核燃料の処分の問題など、原発には問題点が多いです。全家庭に太陽光発電システムを設置することを推進するなど、方法はあるはずです。是非、「ゼロシナリオ」
という方針を決めて、自然エネルギー拡大に全力で取り組んでほしいです。



25663 個人 その他 ３０代 女性 「ゼロシナリオ」では充分でない。現在休止している原
発すべて再稼働せず、かつ大飯原発の停止を行う
「今すぐゼロ」を強く求める。
　現国民、次世代の国民が健康で安全に暮らせる社
会には脱原発は必須である。

「ゼロシナリオ」を強く求める。

　しかし、この「ゼロシナリオ」も充分でない。
　このゼロシナリオでは２０３０年までのどの時点でゼロにするのかが明記されていないが、私は現在休止している原発すべて再稼働せず、かつ大飯原発の停止を行う「今すぐゼロ」を強く求め
る。

　加えて省電力の見込み１割は低すぎる。福島原発の事故の後、多くの人は電気の使い過ぎを改め、省エネの努力をしている。東京都での節電の実績は震災前に比べてすでに１０～１５％に
達している。現在の都市生活においてはもっともっと省電力を行う余地がある。クーラーの効きすぎた電車や職場で上着を重ね、煌煌とした明かりの中での夜も昼も分からないような生活は異
常である。省エネを都市計画から見直し、家庭規模ではなく企業規模の改善を促すべきである。
　
　また、このゼロシナリオでは化石燃料への依存度が依然高く、再生可能エネルギーの比率が十分でない。再生エネルギーの普及は電力会社による電力の送配電網の独占を廃止すれば、
もっと伸ばせるはずである。真の電力市場の自由化を進め、地熱等の新エネルギーを今すぐに実用化していくべきである。

　私はフランス人の夫と共に震災直後、当時１１ヶ月の娘を連れてフランスへ避難した。その後日本には帰っていない。福島原発の事故後の影響、余震の影響を考え、私自身もしばらくフランス
へ残るつもりではいたが、なにより夫と夫の家族の心配をよそに無理矢理、娘を日本へ連れ帰る事もできないのが現実である。

　日本の政府には「今の国民と将来を担う子供たちだけでなく、今後産まれて来る次世代の国民が健康で安全に暮らせる社会」の実現を真摯に取り組んで頂きたい。
　そのためにはやはり、原子力エネルギーは廃止にすべきである。地震大国の日本では、福島のような事故はいつでも起こりうる。また核廃棄物処理の問題は先が見えていない。今までに貯
まった放射性廃棄物だけでも１０万年という途方もない年月の処理や保存が必要であり、それらをどこに置くのかさえ解決できていない状況である。このような状況下で原発を進めていく事は愚
かである。無駄に私たちの子孫の将来をめちゃくちゃにする権利は無い。
　日本人の持つ知恵、優れた能力を今ある美しい日本の自然を守るために、将来の子供たちの生活のために活用すべきである。従来の消費型社会を改め、経済活動優先のシステムを改め、
国民の暮らしと自然保護を優先させた新しい社会を構築し、優れた日本のモデルを全世界に見せるチャンスと捕らえるべきである。

25664 個人 その他 ２０代 女性 原発はゼロに、一方省エネや自然エネルギーは提言
以上に促進すべきです。

　福島の原発事故の原因がまだ明らかになっておらず、事故が起きたときの対策や避難した方への補償も不十分。廃棄物の処理法も未定でありながら、このまま誰も責任を負えない原発を稼
働しつづけるのはリスクが莫大すぎます。以上の理由から「ゼロシナリオ」を支持します。
　しかし、選択肢で提示された目標数値では、自然エネルギーや省エネの比率が低すぎます。そもそもエネルギーの供給側が供給目標を決める事自体理解できません。
　まず電力会社の地域独占を止め発送電分離をすること。そして電力市場の自由化を促し、自然エネルギーには固定買取価格制度などでコスト面の補助をして、消費者側が好きな電力を選べ
る制度を望みます。

25665 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 「２０３０年には原発ゼロ」 「一日も早い原発ゼロ」が理想ですが、夏場などの電気不足が心配なので、「２０３０年には原発ゼロ」を目標に、今すぐ別の発電方法を中心にしていくよう舵を切って欲しい。

原子力発電によりできてしまう放射性廃棄物に関して、無害化することはできないと考えてます。
そのような危険なゴミを生み出してしまう、原子力発電を続けていくことは反対です。

福島の事故を目の当たりにし、監視や規制をしても、人間手によって行われることにはミスが発生する可能性があり、
ミスが発生した場合の代償があまりにも大きい原子力という発電方法は続けてはいけないと思う。

25666 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 3つのシナリオありきではなく、国はまず日本が抱える
エネルギー課題(島国の日本はドイツと事情が異なる
事等)を広く国民に知らしめるべき。現状では、数値の
みが判断基準になってしまう。

概要の通り。正しい情報を基にした冷静な判断結果を確認されることを望む。原子力発電のデメリットは可視できる一方、再生可能エネルギーのデメリットは何か判らないまま判断されるべきで
はない。

25667 個人 法人等 ６０代 男性 原発をゼロにすべきです。原発ゼロのシナリオを選び
ます。

経済的なことをを優先するよりも、すべての命の尊厳を守ることを優先すべきです。人間の命を守るために経済的なことを考えることは大切なことでしょう。しかし、大切にすることと、優先させる
こととは違います。経済的なことはあくまでも手段です。手段によって本来の目的である命を危うくすることは、本末転倒です。原発をゼロにすることによって経済的なことが後退したとしてもやむ
をえないことです。これまでの進んできた道が誤っていたと思います。今こそ勇気ある撤退をすべき時です。すでに事故が起きた今となっては、遅すぎた感も否めません。しかしこれを貴重な教
訓として、「原発ありき」で進んできた道を今すぐ改めて、経済的後退を受け入れて原発を全廃すべきです。

25668 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 エネルギーを調達する手段は、できる限りリスクを減
らす必要がある。省エネ２０％は難しい。最も現実的
な選択肢は１５シナリオと思う。エネルギー議論は感
情論ではなく理論的に進めて欲しい。

（１）現在の脱原発を訴える人の姿を見ると、原子力発電所に事故が起こった場合のリスクしか見えていないと感じます。世界情勢をみると、石油や天然ガスが常に安定的に調達できるとは思え
ません。様々な方法でエネルギーを調達できるよう、リスクを分散したほうがいいと思います。太平洋戦争が勃発した一因が諸外国からの圧力で資源が調達できなかったからということも考える
と、世界情勢がどんどん不安定になる中で、外国からの石油や天然ガスに対する依存度が高いのは不安です。
（２）だからといって、原子力発電の建設リスクを過疎化の進む地方にばかり押し付けるのも問題だと思います。東日本大震災のような大きな災害のリスクや、老朽化の進む施設のリスクも明ら
かになったので、原子力も少しずつ減らす努力はするべきです。
（３）自然エネルギーのコストが現在の主な発電方法と同程度となるには、あと１５年では難しいと思います。１００年単位で考えると、科学も進歩して新たな技術が出てくる可能性もあるので、一
気に原子力を０とするのではなく、コストが合うところで徐々に移行していくほうがいいのではないでしょうか。時間をかけて研究をすすめて、コストが低い技術を確立してから自然エネルギー施
設を建設すべきだと思います。現時点で大規模な太陽光発電施設を作る動きもありますが、しばらくしたら「ゴミ」になる気がします。
（４）省エネについては、２０％近い削減は厳しいと思います。電化製品を頻繁に買い換える余裕は、年金生活者や低所得者にはありませんし、温暖化が進んで１５年後はますます暑い夏になっ
ていると思います。
（５）コストの抑制モデルは、価格弾力性によってだいぶ違うので参考にならないと感じました。私は、あまり節約効果は大きくならないと思います。
（６）エネルギーに関する議論は、人気投票にしてはもらいたくないです。今声の大きい人の、感情的な意見ばかり目立ちますが、正しい選択は多数決で決まるものではないと思います。今のマ
スコミの論調があまりにも一方的だし、人気取りの政治家の意見ばかり取り上げられるので、危機感を感じています。なので、今回私は初めてパブリックコメントをしようと思いました。声の大き
な人の意見に振り回されないよう、よろしくお願いします。

25669 個人 パート・
アルバイ

６０代 男性 (1)ゼロシナリオにして下さい 原発の安全性が国の言っていることでは、信用性に欠けます、そんな中で、原発を稼働することは、この国を無くすことになると思います。

25670 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発ゼロシナリオ（即時） 日本列島という地震地帯に、時間的・空間的・社会的に異質の危険を持つ原発があることは、人類が持続していく上で危険すぎる。
また、何万年にもわたって大変な害悪をもたらす、「ごみ」を出し続けることは、避けなければならない。

25671 個人 その他 ３０代 男性 日本は原発推進を！ 昨今、反原発のデモなどが活発ですがそれらの大半が皮相な感情論であり、原発なくして日本の今後の発展はありえないと言えましょう。

たしかに原発の危険性はないとは言えません。しかし、現実に福島原発事故における放射能を原因とした死者はゼロであり、むしろ節電による熱中症の死者が多いというのが事実です。原発
事故による放射能汚染も、およそ５０年前の中国における地下核実験の放射能線量を下回るとさえ言います。多くの人は昨年の震災、津波の被害の大きさのショックのあまり、集団ヒステリーを
起こしているとさえ思います。原発を止めた場合、その代替電力をどうするのかまったく解決策も示さず、原発を止めることは、産業にも一般国民の利益にもかないません。また、隣国中国が原
発推進を続け、日本に核ミサイルを向けている現状で、反原発に何の意味があるのか私にはまったく理解できません。

かかる浅薄な感情論に左右されず、国益の観点から断固原発推進を断固進めるべきだと主張します。

25672 個人 自営業 ４０代 男性 原発ゼロシナリオ（即時） 福島の原発事故を踏まえ、危険且つ、国民生活を不安に陥れる発電は即刻廃止すべきです。
電力不足による経済成長の低下はまやかしであり、新しいエネルギーへの意向により雇用の創出、技術の向上など、国を挙げて取り組めば必ず経済効果は出て来ます。
また、原発は環境への負荷も甚大であります。
立地周辺海域はすでに生態系を狂わせています。
どうか、この日本が再び立ち上がれる様、新しい時代の、新しいエネルギーの創出に国も力を貸して下さい

どうかお願い致します

25673 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発ゼロを支持します 原発ゼロを支持します。科学技術をもってしても、原子力を完全に安全に制御できることができません。安全対策を講じるといっても、想定外の事象がおこる可能性を考えると、原発をゼロにす
ることだけが将来へ向けての責任ある行動です。今後は、省エネルギー社会を目指すべきです。

25674 個人 その他 ４０代 男性 まずこれには原発賛成、反対も関係なく議論するべき
ではないですか？。

現状エネルギー不足で節電、節約して企業も、個人も悲鳴を上げています。
しかも再生エネ法で私のようなリストラされ失業中の私には返って電気代も上がりますます生活に困ります。
2030年までに国民の意見を聞いて政府が決めます。ってあまりにも無責任では無いですか？
まず原子力発電所の耐震強化や自然災害に対応するようことがまず先決です。そして放射性廃棄物の最終処分地を日本国として地震の起きにくい場所とか日本国民が日本国の事として考え
て下さい。
今の議論は無責任過ぎです。

25675 個人 無職 ７０代 女性 私は原発の再稼働に反対します。さらにすべての原
発を廃炉にしてください。

３．１１により日本がいかに危険な地層の上に５４基もの時限爆弾を乗せていたかを知りました。それは原発のある地域の人々への謝罪を含めて痛感しました。福島の住民は今も苦渋に満ちた
生活を強いられています。
今回、野田首相は電力が足りない、国民の生活のためにと再稼働に踏み切りました。国民はこの危険な暴挙を承認していません。
ただちに稼働を中止して下さい。国民の命がかかっています。
さらに、原発は存在自体が時限爆弾です。可能な限り早急に全国の原発を廃炉に（地下深く埋める）して下さい。
日本の今後のエネルギー問題は、自然エネルギーの研究によって切り開いていってほしいと思います。
加えて申し述べれば私は一家に裸電球一個という電気のない時代を生きてきました。今どれほどの無駄な電気が消費されているかを日々痛感しています。
利益中心の企業の論理に対しまともな命と安全の論理を通用させなければなりません。

25676 個人 自営業 ４０代 女性 私の意見は、原発は「ゼロ」。今後は、新たなエネル
ギー開発へ、政府は援助して行くべきです。すぐに、
大飯原発も止めてください。

福島の事故の原因もわからず、事故処理も終わっていない中、原発の安全を、今の技術で確保できるはずはありません。
今すぐ、原発ゼロへ。
原発は稼働している間も、少しずつ放射能を排出しています。それに、今後も、処理のできない廃棄物もふくめて、経済的にも負担が増えるばかりです。
日本の技術をもってすれば、いくらでも新しいエネルギーを開発できるはずです。もう、あるかもしれません。原子力発電にまわしている資金を、そちらへまわしてください。
現在、再稼働してしまった、大飯原発も、すぐに止めてください。

25677 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 原発は、人間の力を過信したものにすぎないことが今
回の福島原発の事故でよくわかったはずです。むしろ
人間に与えられた知性を最大限に使って安全でク
リーンな方法で電力を作ることを求めます。

太陽光発電、地熱発電など、未来のエネルギー源になりうるものは原子力以外にもたくさんあります。その可能性を探り、開発のためにエネルギーとお金を注ぐべきです。

とにかく、原子力は怖いものです。地震については、どんなに技術が発達したとしても（実際にはかなりいい加減なことが起こっているようですが）対応できない規模の地震が起こりうるのだか
ら、「こんなはずじゃなかった」という言い訳は成り立たないのです。起こってからでは遅いのです。現に、福島県の人々のなかには、土地と仕事を奪われて先が見えなくなっている人が大勢いる
ではありませんか。

原子力発電を全面廃止して、代替エネルギーの確保に予算や技術向上のための人的資源を集中させることを望みます。

25678 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 危険な原発にばかりに頼る時間があるのなら、他の
エネルギー開拓に目を向けるべき！

事故から1年以上の時間が経過しているのにも関わらず、他のエネルギー開拓を行わず、エネルギー不足ばかりを声高にしていることに嫌悪感を覚えます。危険であり、かつ寿命が来つつある
原発を所有する東電に公費をいくらつぎ込むのでしょうか？その予算で太陽光パネルを一般民家にどれだけ設置できるのでしょうか？
地震大国の日本では現在のような発電形式ではなく、各個々で電力を生産できるシステムの方がリスクを最小限に抑えることができると考えます。
繰り返します。東電や他電力会社に金をつぎ込むのではなく、各家庭に各町村に、太陽光パネルや風力システムを配布しましょう。

25679 個人 法人等 ３０代 男性 ゼロシナリオを支持する。 地震大国である日本で原発を安全に維持するのは不可能。
一時的にコストはかかるが、再生可能エネルギーの開発が進めば、将来的にはコストもリカバー出来ると考える。

25680 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 原発ゼロシナリオ（即時） 私は福島県出身で、震災後に和歌山県に避難移住いたしました。
理由は一つ。原発が爆発し、放射能に汚された土地には住めないと判断したからです。
判断の基準は、嘘偽りばかりの政府やメディアの情報ではなく、自分の目で見たものや、チェルノブイリの現状、電力会社の御用学者ではなく原発を何十年も研究してきている専門学者の方の
お話です。
100歩譲って、100歩譲ってですよ。
今までの、吐き気がする程の利権問題や、汚れた金なまみれた権力者達の腐った行動はどうでもいいです。
しかし、福島原発の決定的な事故を起こしたにも関わらず、同じ危険性を持つその他の原子力発電所を稼働しようなんて、まともな思考や感情を持った人間のすることとは思えません。
原発再稼働に莫大な日本のお金を使うなら、もっと少ない資金で効率よく稼働できる自然エネルギーを使ってほしいと思います。

もう二度と僕の故郷の福島県のような場所は出したくありません。

今こそ、世界最高峰の日本人の技術でクリーンエネルギーを使った発電を実現させてください。
25681 個人 会社員・

公務員
４０代 女性 原発はベースエネルギーとして２５％程度を維持する

ことを望みます。製造業や病院など、停電が悪影響を
与える面が大きすぎると考えます。今後周辺地域へ
の危険が少ないエネルギーが開発されれば置き換え
を望みます。

　放射能漏れにより津波被害者の捜索が打ち切られました。農業への被害の大きさから絶望し自殺した方もおられます。病院を転々とし、寿命が縮んだ人も多いです。それでも、今の所、原発
は必要です。節電という名前の電気使用制限、製造業は新規工場を躊躇し、海外へ出て行きます。病院は非常用電源の確保に必死です。何時間分の電源を確保するべきか、悩んでいます。
原発からの安定した電力は必要です。
　現在、使える原発を停止させ、毎日莫大な燃料費を費やしています。安全を確認し第二世代以降の原子炉は動かすべきです。ただ、４０年定年をもうけ、老朽化した原子炉を動かすことの無
いシステムも必要です。ヒステリックに原発停止を語る人々は国力、国税の計算をしたうえで語って欲しい。日本は世界一の金持ちではないのです。若者の失業が問題になっている時に製造業
を追い出すのは愚の骨頂と考えます。

25682 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原子力発電所は、このまま原則再稼働をさせず、廃
炉を進めるべき。そして、再生可能エネルギーの割合
を早急に高めるような施策を行い、クリーンエネル
ギーへの投資が増えるようにすること。

原子力発電については、１：いったん事故が起きると制御不能でリスクが非常に大きい。特に地震の多い日本には不適。２：使用済み燃料を含め、核廃棄物の最終処理が決まっていない。原子
力発電を続ける限り、ゴミが増え続ける。
今まで原子力関連の開発や政策で使われたお金が、再生可能エネルギーの開発や普及に使われていたら、日本の技術力で世界に誇れる製品やシステムができていたと考えると残念。しか
し、大きく転換する機会を与えられたと思う。一時的に電力需給が逼迫するが、私も含め多くの国民は原子力発電がゼロになるのであれば、エネルギー浪費型生活を改め知恵と工夫で乗り切
る覚悟があると思う。

25683 個人 自営業 ６０代 男性 ゼロシナリオを推進すべきと考えます。 　東電福島原発事故は、日本国内のみならず、世界全体の大気、海洋の深刻な放射能汚染を招き、日本の大地に降った放射性物質は、長い時間に渡って山林や大地、作物、そして人々を汚
染し続ける結果となりました。
　震災後日本での地殻変動が活発化している状況では、いくつかの原子力発電所が活断層の上に載っている可能性などが指摘されています。まるで揺れ動く石の上に核爆弾が乗っている様
な状況です。このような事態では、全ての原発を安全に速やかに廃棄する事が、地震国日本に求められていることを確信します。
　その上に立って、安全な再生可能エネルギーを、大規模に集中して追求するのではなく、各地の条件や立地に合わせて小規模分散型に開発して行く事が、環境破壊を引き起こさない開発の
仕方として新しい時代にふさわしいのではないでしょうか。

25684 個人 自営業 ３０代 男性 原発の今後について 即時停止、ゼロシナリオでお願いします。可能ならば即廃炉。

25685 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 日本（地球）の将来のためにも、日本はゼロシナリオ
を実現していただきたい

東日本大震災に伴う原発事故において、日本国民には継続的に深刻な影響が及んでおります。この期に及んで原発を含める電力事業を続ける意味がわかりません。電力は確かに必要なもの
ですが、日本が一丸となって工夫と技術と知恵でそれを乗り切ることが、今後地球全体の将来を形作る大きな力になれると信じています。



25687 個人 自営業 ４０代 女性 原発の依存度を今後0パーセントにするようにして欲し
いです。

日本の技術力は世界に誇れるものです　脱原発を世界に知らせ　国を挙げて自然エネルギー立国になる技術を開発すれば　日本は世界中から信頼される国になれると思います
。
原子力は現時点の電力だけならいいかもしれませんが　増え続ける使用済みの
永遠に自然に返らない原料の処理はどうするのでしょうか？
後年の人々に負の遺産を残さないようにするのが　今の私達のやるべき事なのではないですか？
臭いものにフタは　そのうちあふれます　問題を先送りにしないでください。
これだけ技術がある国なのに　なぜ今すぐ利用できる自然エネルギーを後押ししないのか？
本当に不思議で仕方がありません。

原発＝核爆弾をいざと言うときに作るため　同盟国と言われている
あの国からプレッシャーをかけられているのかな？と
勘ぐってしまいます。。。。

なぜここまで原発稼動にこだわるのでしょう？
色々な団体から　再生可能エネルギーだけでもできる！と言われているのに
それを検証せず安易に原発に行ってしまう　政府の対応が
どうしても、、、どうしても納得できないのです。

どうか　日本の国としてのプライドを持って進んでください！
お願いします。

25688 個人 家事専
業

２０代 女性 原発反対！今すぐ0％に！ 今の日本の技術なら、原子力になんて頼らなくても、他の自然エネルギーで充分にやっていけるはず。
反対のデモはある、反対の声がどう考えても、どう見ても多いのに。推進派の人の声なんて聞いたことないのに。
なんで反対する人が多いのか、理由ははっきりしているのに。

なんで再稼働させるの？まだ増やそうとしているの？どうして今すぐ辞めないの？
これはもう日本の未来だけの話じゃない、世界へ原爆を落としたも同じ。

どうかお願いだから、原子力はやめてください。

25689 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 選択：原発「ゼロシナリオ」
理由：一度おきてしまうと取り返しのつかない被害を
引き起こす原子力発電は、地震大国日本におけるリ
スクの大きさを鑑み、ゼロにしなくてはならない。

選択：原発「ゼロシナリオ」
理由：日本は地活断層がいたるところに存在する地震大国であり、いくら想定してもそれを上回る災害が起きる可能性がある。
したがって、一度おきてしまうと取り返しのつかない被害を引き起こす原子力発電は、そのリスクの大きさを鑑み、ゼロにしなくてはならない。
地雷の埋まった上では安心して生活はできない。

25690 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 ゼロシナリオ-原子力発電をなくして欲しい。地球に暮
らしている以上、人間は自分たちで処理できないもの
を絶対に使用すべきではない。自分の利益ばかりを
考えず、風力やソーラー発電を使って生活するべき
だ。

原子力発電が安全ではないという事が、震災で明らかです。
なのに、15シナリオ、25.30シナリオが選択肢にでてくるのがそもそもおかしいのではないだろうか。人間が人間に対して、地球環境に対して、責任を負えない事はするべきではない。また、ゼロ
シナリオもCO2排出削減に関してまだ弱いとされる意見をみました。人間は、人間と地球に良い生活をするのが責任です。そのためにみんなが協力できるような仕組みを作るのが政府のお仕
事ではないですか？
どうか安全な国を作ってください。

25691 個人 無職 ７０代 男性 福島の３１１被害は悲惨である。日本列島は地震の巣
であり原発をどこに作っても安全な場所はない。日本
ほど活断層の上、ないしは近傍に原発を作っている国
はない。世界に先駆け直ちに脱原発の道をあゆむべ
きである。

２０３０年と云わず直ちに原発０にすべきである。
　100万ｋｗクラスの原発を1年間動かすと核のゴミが30トン出るといわれる。核のゴミはすでに満杯になって行き場を失っている。
　一方、日本の発電設備は原発抜きでもすべての電力をまかなえるだけの能力を持っている。これまでは原発を動かすためにこの設備の活用を停止していた。停止させている火力発電設備の
稼働率を現在の（３１１前の）約4８％から約6８％に増やすだけで原発はいらなくなるといわれている。これらの火力発電設備は石炭や石油から天然ガスに順次切り換え、繋ぎのエネルギーとし
て活用すべきである。これによってＣＯ２排出量を石炭や石油の排出量の40％（半分以下）に抑えることができる。
　同時に再生可能エネルギーの導入を急ぐ必要がある。全量買い取り制度によってこの切換えは今後順調に加速的に進むであろう。政府はこの導入の経過を時々刻々と公表し、再生可能エ
ネルギーの増加の割合が国民の目にリアルタイムに分かるようにすべきである。
　試算によると日本列島の平野部の１０％の面積に太陽光パネルを設置したとすると現在の全消費電力の１．５倍の電力を作ることができるという。わが国は、この他に風力、地熱、小水力、波
力、バイオマスなどのエネルギー資源があり、実は「エネルギー資源大国」なのです。

25692 個人 家事専
業

５０代 女性 原発はなにも良いことが無い！欧州諸国を見習って、
自然にやさしく人間にやさしい電力を作る国になって
欲しい。
日本には水がある。風もある。太陽も降りそそぐ。無
いものを作るより、あるものを利用してほしい。

何十年も以前から、原発は危険で、作ることはできても、それを廃棄する技術は無いと言っていた研究者の方がいると聞いたことがあります。実際、福島ではいまだに処理が進んでおらず、私
のマンションにも福島の家族の方が親戚を頼ってきています。３歳の子と生後間もない赤ちゃんがいるため２か所の親戚を渡りあるっているとのこと。なんとかしてあげたい。原発は作ってはダ
メ！！！未来に負の遺産を残さないために・・・・

25693 個人 自営業 ６０代 女性 原発ゼロシナリオ 原発の平和利用などありえません。
広島，長崎を体験した日本、火山国の小さな島国の日本に原発はいりません。
さよなら原発です。

25694 個人 家事専
業

５０代 女性 健全な心と生命を守るために　私利私欲を捨て　脱原
発へ

企業も国も　これまでの原発一筋を省みて
努力・協力することで手を組んでいってほしいと
切望します　福島の事故は原発への絶対的安全神話に
警鐘を鳴らす　大きな犠牲を伴った事故だと思います

25695 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原子力「0％」再生可能エネルギー「35％」を選択すべ
きだと考えます。

原子力発電の危うさは、格納容器以上に膨大な量の使用済み核燃料が、「プール」と呼ばれる野積みと変わらない状態で長期保存され、その処分方法・再処理方法が不透明であることにあ
る。この処分に関しての目途が立たない以上、経済界がどのように主張しようとも、原子力による発電はそもそも論理的には諦めざるを得ない。短期的には、シェールガス等の化石燃料を利用
し、長期的には再生エネルギーと高度な省エネ技術開発と、産業構造の転換を行う以外には解決方法がない。早期に厳しい省エネ基準を示し、経済界に転換を決断させたほうが、省エネ・再
生エネルギー技術開発で世界の市場を席巻することができるようなキーとなる技術が開発される可能性が高い。

25696 個人 自営業 ７０代 女性 可能な限り早期に原発はゼロにすべきと考える。 今回福島の原発事故に接して、「安全だ」・「大丈夫だ」と今まで言われてきたことは何だったのだろう?ということです。政府の「原子力安全委員会」なるものも信頼に答えるものではなかった。さ
らに毎年８月になるとメディアを通しての広島・長崎の原爆被災者の方々の訴えは何だったのかと思う。

例えは相応しくないかもしれないが、「運転免許証」でも安全性が担保されて
はじめて運転することが許可される。原発については特に「安全である見込み」では稼働してはいけないはずである。

そもそも、経済性・利便性と安全性（これが担保されなければ生存権をもおびやかす）とは比較考量すべきではないと思う。

原子力以外の例えば化石燃料を使用した場合の排出ガスによる被害を考えても
生存権の側面からは原子力の比ではないであろう。排出ガスによる地球温暖化
レベルの問題点などは時間と人間の頭脳の結集でクリアできるのではないだろうか（私は専門家ではないので断言する自信はないが）と期待する。

経年による地球サイクルでの気候変動等は別として原子力によって人為的に地球を破壊させることなく、少しでも生存に悪影響を及ぼすことがない状態でこの地球を後世の人々に引きわたす
ことができればいいと思う。

25697 個人 学生 １０代以
下

女性 原発を再開させたことに関して せっかく一度日本中の原発が止まったのに、なぜ地域住民の反対を押し切って原発を再開させてしまったのか。原発再開という判断は本当に残念としか言いようがない。
おそらく再開させた理由はたくさんあるのだろう。そこをひとつひとつ検証していくつもりは毛頭ない。私が伝えたいのは、原発はたばこと同じで百害あって一利なしと言えることだ。なぜそういえ
るのか、おそらく言わなくとも理解して頂けると思うが、例えば、放射線量、例えば先日の震災のときのような地域への重大な影響。
また一見プラスに見えることも結局はマイナスである。もともと原子力発電所などを受け入れなければ、今その地域の人々が仕事に困ることもなかっただろう。
今からでも遅くない。原発はすべて止めるべきだ。

25698 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原子力は、廃棄物も含めて、人間がコントロールでき
ないと考えます。原子力発電は即時に停止し、廃炉へ
とすすめるべきと考えます。

原子力エネルギーは、莫大なエネルギーを発生しますが、人間は未だにそれをコントロールできていません。自然災害、人災、テロなどの意図的な破壊などから、原子力発電を安全に稼働する
ことはできないと考えます。もし、完全に安全な原子力発電を作る場合は、巨額な費用がかかるでしょう。事故による放射能被害に対する保証・保険を考慮しても、商業ベースに合わなくなりま
す。
また、放射性廃棄物の処理方式が、未だに確定できていません。廃棄物の処理方法が決まらないまま、廃棄物を作り続けいるのは間違っていると考えます。
一刻も早く、稼働させた大飯原発を停止し、すべての原発を廃炉へと向かわすべきです。

25699 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 １５%シナリオを支持 太陽光、風力、地熱などの開発も重要だが、これらがリーズナブルなコストでどこまで活用できるかは未知数。また、これからは化石燃料のコストも益々あがるで
日本の活力を維持するには、安全性が担保された上で、ある程度原子力もエネルギーミックスに入れておかざるを得ないと考える。

25700 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 大飯原発即刻停止、全原発即刻廃炉 まだ分からないんですか？原発事故でどれだけの被害が出たこ。またそうなる可能性が大いにあります。これ以上、国民を危険にさらさないでください。お金より命が大事でしょう。まず、原発を
全て廃炉にし、原発の総括原価方式を即刻やめること。もうみんなにカラクリはバレてます。原子力ムラは根絶せよ。どれだけ国民をバカにするつもりですか？日本の技術や知識があれば、原
発を廃炉にし、持続可能な自然エネルギーに速やかにシフトすることは充分可能です。本当に安心して暮らせる日本にしてください。安心して子供を産ませてください。そうしないと、日本は滅び
ます。

25701 個人 その他 ４０代 女性 (1)ゼロシナリオ　以外はありえない。 行き場のない核廃棄物、再処理工場から日常的に放出される放射性ガス、活断層だらけの原発立地、不健全な官僚と電力会社の関係、破局的な事故の経験とそれに対応する行政の不誠実。

25702 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 「エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見 「2030年に原発0」は2030年まで動かすという事です。
そうではなく、「即刻、原発0」を主張です。
福島のような大変な事故を2度と起こす訳にはいきません。
政府は本腰を入れて早急に再生可能エネルギーの開発、
民間企業参入による発送電分離のシステム作りに尽力すべきです。

25703 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発ゼロシナリオ
脱原発!!!

原発ゼロを希望します。
稼働している核燃料はおろか使用済み核燃料でさえもその保存や管理が難しく、長期間にわたるものとなっています。原発を使い続けることで、その核燃料のリスクは増える一方です。今の生
活を続けるために原発を使い続けるのですか？それが、国民のためなのでしょうか？
福島第一原発の放射能の問題も未だ解決していません。
エネルギーのことや、私たちの生活について、個人個人の意識を変える必要もあると思います。電気は有って当たり前になっていますが、そのことで自然を破壊していませんか？人間の手にお
えない核燃料を作り続けるのではなく、自然と共存する、循環する社会を作ることに考えを切り替える時が来ているのではないでしょうか？
日本の自然の素晴らしさを取り戻し、自然エネルギーの開発や電力供給のシステムの見直しなど、リスクのない自然と共存できる社会を作っていくことが必要だと思います。
国民の意識の変革・省エネ・自然エネルギーの開発･･･原発をゼロにして、新たな社会を作り上げていくことが、今の日本には必要なことだと思います。

25704 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発ゼロを今年から日本で実現し、世界に人間のあ
るべき姿を示していこう！

広島・長崎を経験した被爆国でありながら、自ら被爆の種を54以上も作ってしまった反省から、2度と被爆の悲劇を起こさないよう、原発を今年中にすべて廃止していかなくてはならない。
今子供たちが生きていくのに、がんや白血病などのリスクが高まる中成長していくのは本当に忍びないことである。我々大人の責任である。
「夏の電力が足りない」と言って計画停電の話を持ち出したり、自社の膿を省みず電力の値上げを公然と発表したりして、国民を脅す電力会社の高慢な態度を放置しない意志をはっきり示して
いきたい。
私たちにできることはまず省エネ。今年に入ってまた元のように電気の浪費が目立つ。不必要な電気は使わない。
原発ゼロ、再生可能エネルギー生産会社を増やし、大電力会社の独占にせず自由化する。安心・安全・安価な電気を利用する社会にしていく。
原発がなくなれば、核燃料の再処理や高速増殖炉もんじゅは必要なくなる。日本にはもっと活用できる資源がたくさんあるはず。
日本を愛するなら、当たり前の幸せを味わえる生活を送れるよう、政府も国民も仕組みを変えなければならない。

25705 個人 無職 ６０代 男性 原発ゼロシナリオを選びます。 原発ゼロシナリオを選びます。もっと節電、省エネルギーの取り組みを進め、自然エネルギーを推進し、原発をゼロにすることを選択します。福島原発事故はまだ収束していません。使用済み核
燃料の処理方法すら確立できていないなど技術的に未完成です。人類の手に負えない危険な原発に私たちの生活や地域の未来を託すことはできません。悲惨な事故を二度と繰り返さないた
めに、未来を担う子供たちのために、いまこそ｢原発ゼロ｣社会に踏み出す決断をすべきです。

25706 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 目指すのは「ゼロシナリオ」とするべきだと思う。 東日本大震災で、原発が制御できるものでないことは分かったのだから、だったら、ゼロを目指すべきではないのか。ゼロにするためには、私たち国民にもそれなりの負担があると思うが、今
だったら、それでも良いと思う人は多いのではないだろうか。そもそも、便利で忙しすぎる現在の生活を見直す意味でも良いのではないか。また、ゼロシナリオを達成するためには、原発に代わ
る太陽光発電や風力発電の技術発展が欠かせないと思うが、そういった研究開発に税金を使ってほしい。

25686 私は、内閣府が提示する3つのシナリオではなく、第4のシナリオとして全原発の即時廃炉と核燃料サイクルの即時停止を求めます。その最大の理由は、東日本大震災同様、世界で最も地震が
多発する日本では高度な技術だけでは国家の壊滅さえ招きかねない原子力災害を防ぐことは不可能だからです。以下はその主要な論点です。

 1.原発を即時全廃しなければならない最大の理由は、他の産業事故などと比べてあまりにも巨大なリスクの大きさにあります。今回の福島第一原発事故でも明らかになったように、人類は過去
数千年にわたって戦争によって破壊と復興を繰り返してきましたが、原子力事故というのは一旦大規模に発生すれば何万年と続く大気・水・土壌の放射能汚染のゆえに、放射能に被災した広
大な地域の復興が不可能になるからです。ある意味、大規模な原子力災害が起これば国家そのものが何千年もの間放射能に汚染され機能しなくなるという事態が想定されます。それは復興
が可能な戦争よりもひどいし、福島の事故でさえ最悪ではなく、もっと悲惨で取り返しのつかない原子力災害が原発の集中立地する若狭湾や六ヶ所村の再処理施設などでは現実に起こりうると
いうことです。そして、その事故が起こる確率がきわめて高いのが、地震が世界でもっとも多発し、地震学者の最近の知見によれば今後１０年以上活発な地震活動が続くと言われている地震大
国・日本の現実であるということです。原子力を推進しようとしている政府関係者や原子力産業界、電力業界、原子力学会や原子力を擁護しようとするマスメディアなどの「原子力村」関係者は、
「原子力はそれでも日本の経済の発展にとって必要だ」「世界最高水準の日本の技術をもってすれば原子力は安全に運転できる」と主張しますが、そのような主張をするときにこの活動期に
入った地震の脅威、東海・東南海地震の確率の高さなどについて何の説明もないのはどういうことでしょうか？そういう地震のリスクに言及せずに、技術力で克服できるとか、電力不足や経済
への足かせばかりを強調するのは著しく説得力を欠いていると言わざるをえません。それは国家を一瞬にして崩壊させかねないほどの原子力災害をあまりにも過小評価しているということで
す。言いかえれば、原子力技術の温存を図りつつ潜在的な核保有による安全保障を確保するどころか、自国の原発が地震によって複数壊滅することによる国家経済・社会・文化の一瞬の破た
んというとてつもないリスクを抱え込んでいるということではないでしょうか。これは国家の存立そのものを脅かすほどのリスクであり、その近い将来における発生確率は極めて高いと言わざるを
えません。そういうリスクの存在を国家や政財界のリーダーたちはあまりにも過小評価しすぎているし、もし意図的に無視しているとしたら国家や政財界のリーダーとして失格でしょう。

 2.二つ目の理由は、日本という国が社会全体として原発や核燃料サイクルという巨大技術を動かす能力、キャパシティがないということが今回の福島の事故によって明確になったということで
す。今まで原子力の安全をここまで疎かにして、国民の生命と財産を脅かし、立地自治体にあっては補助金や様々な経済的なアメを与え続けることによって原発への依存から脱却できないよう
にしてきた「原子力村」を核とした社会・経済構造が日本という国家にビルトインされ、福島ほどの事故が起きても何ら責任も取らず、反省もせず、開き直ってきたのです。この社会構造はまさに
太平洋戦争に突き進んで国家を破たんさせた戦前の官僚組織、政治家等の硬直性と同質のものだと言わざるをえず、ひとかけらの正統性もキャパシティもありません。福島の事故後もその社
会・経済構造は何も変わっておらず、たとえ高度な技術力を持っていてもその精神の荒廃が続く限り、いったん事故を起こせば一瞬にして国家を非常事態に陥れるような原子力災害に対応でき
ないのは明白です。その証拠に3/11以後１年半もの時間が経過しても原子力災害に対する備えは何も出来ていないというのが実態であるし、原子力村は国民の生命の安全よりも自分たちの
権益の確保ばかり画策しているのではないでしょうか。

 3.三つ目の理由は、「トイレなきマンション」と言われる放射性廃棄物の最終処分問題の存在です。すでに六ヶ所村の再処理施設には日本全国の原発から集まってきた放射性廃棄物であと数
年もすれば満杯になることは明白であり、この問題を放置したまま原発を運転しつづければどんなに原発を運転したくともすべての原発は自動的に停止せざるを得ない状況に追い込まれるの
は時間の問題です。これこそ政府そして原子力村全体の無責任ぶりを象徴するものであり、この道筋を示せない限り原発と核燃サイクルの即停止は当然だと考えます。

 4.最後に、福島の核被害を経た今、正統性を失い、常に国家を非常事態に陥れる危険性が高く、何十万人もの住民にこれから放射能汚染という健康被害を出し続け、子供たちに未来への希望
を失わせるような産業ではなく、たとえ当面は厳しい道のりであっても市民、国民に希望を与え、併せて新しい経済・社会の発展の礎となるような産業を育成していくことが今早急に求められて
いるということです。それは、エネルギーの分野では間違いなく太陽光などの自然エネルギー産業の育成です。もちろん、自然エネルギーへの大胆なシフトを進めるため、原発を即廃炉にして
電力の供給体制に齟齬を生じないようにするには天然ガスや石炭によるコンバインドタービン発電やコージェネレーション発電による効率的な発電、発送電分離による電力の地域独占体制の
見直しなどを進めることです。また、原発を即廃炉にしてもすでに発生している膨大な放射性廃棄物の処理を国民のコンセンサスを得ながら進めていくには、新しい産業へのシフトを大胆かつ
迅速に行って、原子力の負の遺産処理を早急に始め、その高度な処理技術の開発・実施能力を世界に伝えていくことが世界最悪の原子力災害を起こした日本の責務だと考えます。

全原発の即時廃炉と核燃料サイクルの即時停止を求
めます。なぜなら、東日本大震災同様、世界で最も地
震が多発する日本では高度な技術だけでは国家の壊
滅さえ招きかねない原子力災害を防ぐのは不可能だ
からです。

男性５０代会社員・
公務員

個人



25707 個人 無職 ６０代 男性 ゼロシナリオがよい。 ・広域な環境汚染の恐れがありかつ複雑な仕組みで、事故が起きた時に対処に手間取り制御できない装置を使って発電してはならない。また、事故時に半径８０ｋｍ外に住民を迅速に避難させ
るシステムも未完である。
・セロシナリオに沿って国民はライフスタイルを変えるべきである。

25708 個人 自営業 ５０代 男性 大飯原発の再稼動に強く異議を申し立てます。また日
本中の原発をすべて廃炉にすべきです。

3.11の大震災と福島原発の爆発事故というあれだけの大災害があって、この地震国日本に原発は不要という思いを強くしました。ここでエネルギー政策が転換できなければ、いずれこの国は滅
びるでしょう。
　世界に目を向けてみれば、一部産油国を除き、日本がいかに過剰な電力消費国であるかがわかると思います。電気は十分足りています。

25709 個人 無職 ６０代 女性 原発は絶対に反対なのでゼロシナリオしかありませ
ん。しかし、この案では、温暖化対策が不十分なの
で、その点を再検討すべきです。

福島原発事故であきらかになったように、いったん事故が起きると修復不可能な事故のリスク、これまで長い年月をかけてもまだ解決できない核廃棄物の処理問題など、現在の科学技術では
解決できない様々な問題を抱えるから、1日でも早くすべての原発を廃止すべきです。しかし,この０％案だけでは温暖化対策に対応できていませんから不十分です。原発ゼロを目指すとともに、
温暖化対策のため、再生可能な自然エネルギーへの切り替えと、省エネを進めることをエネルギ―政策の中心にするべきだと思います。この政策の実現可能性は2011年にＷＷＦが行った「自
然エネルギー100％可能、脱炭素社会に向けたエネルギー提案」なども参考にすべきです。また、産業界の反対に対しては、省エネ関連の製品など「脱原発」が新しい経済成長になる可能性を
追求すべきです。

25710 個人 無職 ６０代 女性 選択は　ゼロシナリオ

それも2030年までなどと悠長な構想ではなくすぐに！
拙速＆民意無視安全無視で再稼動をした大飯原発も
すぐに停止すべし

　福島原発の大変な事故の被害は残念ながらこれからますます顕在化して来る　事故の収束は何年かかるかわからない状態であり4号機の倒壊の危機も、再度の大地震の襲来による新たな
大被爆被害もいつ起こっても不思議ではない状態　そんな中でまだ原発を再稼動するなど狂気の沙汰
　電力は原発以外で充分にまかなえる　自然エネルギーの開発等新しい小規模地域主体産業が育成されることにより雇用も生まれ社会の活性化”正常化”が計られる
　今回意見募集の"案”を見ると何年も後の各エネルギー割合のパーセントをあらかじめ決めるなどまさに"机上の空論”　社会も産業も生きて動くものであり何年後に何ｰパーセントなどと定め
るのはまさに”官僚の空論”
　政府としてすべきことは　(1)破綻した原子力発電産業をすぐに廃止するという方向性を打ち出すこと　(2)自然エネルギー推進を後押しすること　(3)電力会社の独占体制を解体し発送電分離電
力自由化を推し進めること　民意は賢明であり正しい方向性のみ打ち出せば新しい産業電力体制は自ずから構築されていく
　政府として積極的にするべきは失敗した原子力発電の”後始末”を責任を持って行うこと
　これまで原発を推進してきた”原子力ムラの人々”は(1)大変な事故の責任を自覚し世界中の原発の廃炉に向けての研究を進め被爆被害を最小化する努力に集中すること(2)核のゴミの被害
をいかに最小化するかの方法を産学上げて研究実用化すること(3)原爆を保持したいという下心からの原発への執着を断つこと
　エネルギーに限らずこれからの安全保障は”民意の健全さと平和意識”にしか存在し得ない　（大体主要海岸線上に54機も原発施設を並べてしまってはいかにしても武力による国土防衛など
不可能・・・　原爆時代に”まともな国”に戦争など不可能　権力の手先となって殺し殺されることをまともな生活人は拒否する）

25711 個人 家事専
業

５０代 女性 原子力発電所の即時、廃炉を希望します。電力会社
の送電線の分離を希望します。

自然災害の多い日本には原子力発電はそぐわないことは自明の理です。苦しむ福島県の人達に思いを馳せば心あ政治家であれば原子力発電所を継続するという結論など考えられないはず
です。次に同じような地震や津波がきたら日本は滅亡です。私たちの負の遺産を未来の世代に残してはいけません。

25712 個人 その他 ６０代 男性 原子力発電所のベストミックスは0パーセントでなけれ
ばならない

処理のできないウランに頼り何の疑問も抱かないまま電力を原子力依存に舵を切った結果福島の人たちの基本的な人権が奪われている事実を見たときにもうこれ以上の苦しみや悲しみを与
える事は憲法違反であると考える。特にそのしわ寄せが子供たちの上に大きくのしかかってきているではないか。処理する事のできないものに頼らず再生可能エネルギーや自然エネルギー 特
に地の利を生かした地熱発電を推進して行く方向に舵を切るべきだ。エネルギー転換によって健全さ保たれるとともに新しい分野に移行することによっての新しい雇用も生まれてくる。石炭から
石油へ転換した時多くの炭坑労働者を犠牲にしてきたが原子力から再生エネルギーへの移行にはそのような犠牲を払わせる懸念はなくむしろ未来の展望は開かれていることにしっかりと着目
すべきである

25713 個人 その他 ５０代 女性 原子力発電の危険性。
どこかで利権が動いている？
東電の信じられない独占から電力業界を開放。安全
で継続可能な
発電方法。フリーエネルギーの開発。日本人なら世界
トップレベルの無限エネルギー。

福島の現状を観るにつけ　これ以上の原子力依存は、危険すぎます。
どこかで得をしている人がいるのでしょうが　世界から見ても
異常な事態だと思います。フランスも含めて依存度が高い国は
競って　フリーエネルギーへの転換に向かうべきでしょう。
夢物語ではないフリーエネルギーの概要は、出来上がっているはずです。
その完成までは、国民が協力して　持続可能な自然エネルギーでの
発電以内で生活していきましょう。
これ以上の原発推進は、政府の首を絞めるばかりでなく日本の国力を
疲弊させます。
ＮＯと言わない国民が　これだけあからさまに　ＮＯ　と突きつけています。
もういい加減にしましょうよ！！

政権は、交代すれば責任がないと言えるのでしょうか？
民主党の最後の力を振り絞って　原発全廃の快挙を成し遂げてほしいものです！！
そこでこそ
「心から心から・・・お願いする　意味があるのではないでしょうか？」

優秀な国民性の日本人が本気になって　次期自然エネルギー開発に向かえば
世界中が感嘆する結果が出せることと信じます。

25714 個人 自営業 ６０代 男性 「原発ゼロシナリオ」を選択 私たちは技能・知識・倫理・道徳面でまだ原子力を扱うレベルに達していないと考える。いわば子どもの火遊びにも例えられる状態である。しかも、福島第一原子力発電所の事故について、その
背景も含めて誰も責任を取っていないし，どのような責任を取ればよいのかすら議論されていない。このような状態で、次世代以降に原子力発電所を引き渡すわけには行かない。以上が「原発
ゼロシナリオ」を選択する主な理由である。

25715 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 安全を精一杯管理している方々も存在しているのは
理解していますが、今後も安全を維持できる保障が
無いうちはゼロでお願いします。

原発に限らずどんなエネルギーでも長所と短所があり
危険もともなうものですが、
危険であるということを十分に認識して
管理する人間の心がけが大事だとおもいます。

運転するならば、事故をおこさないこと。
万が一、起こってしまった場合の対処法や保険も
完備する必要があります。

25716 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 即時原発ゼロシナリオ どう考えても今のままでは日本の未来　地球の未来は破滅に向かって急加速していくことでしょう。福島の大事故をきっかけに明確な方向性を正しく選択する必要があります。
原発はぜったいに反対です。

25717 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 以下の4点を強く希望する。(1)原子力発電所を即時全
廃する。(2)天然ガス発電所を新設・増強する。(3)新
設・増強は電力会社以外の会社も行えるようにする。
(4)長期的には再生可能エネルギーに移行する。

以下の4点を強く希望する：

(1) 原子力発電所を即時全廃する。
(2) 発電能力の不足は当面天然ガス発電所の新設や増強で補う。
(3) この新設・増強は電力会社以外の会社も参入できる形で進める。
(4) 超長期的には再生可能エネルギーに移行する。

天然ガス発電所は建設費が安く燃料費も安い。例えば川崎天然ガス発電所の建設費は84万kWに対して500億円と言われ，原発の10分の1以下となっている。また現在の火力発電は旧式の重
油火力を使っているが，重油は高く熱効率も天然ガスに比べ低い。天然ガスの熱量当り価格は重油の半分程度である。

電力会社が算出する天然ガス発電所の建設費や燃料費は国際水準よりかなり高い。従って(3)のように既存の電力会社以外の会社も参入させるべきである。

25718 個人 自営業 ５０代 女性 原発依存度、今すぐは無理としても、将来は０％をめ
ざすべき。一番新しい原発のみを動かして、古いもの
から廃炉にしていくべき。

チェルノブイリの事故で、原発の問題を知りました。あれから二十数年たっても、廃棄物の処理法が見つからず、夢のような希望的観測で「再処理」を歌ってきましたが、成功せず、それを、未来
の世代に託すのは、あまりにも、愚かなこと。ウランもいずれは無くなるし、ウラン採掘による貧しい人々の被爆、二酸化炭素を出さないのは発電時のみだし、人間の技術は必ずミスは犯すもの
だから、必ず事故は起きる。いざ事故が起きれば、せまい日本の国中が汚染されてしまう。住む所が無くなり、食べるものが無くなってしまう。それらを考えれば、ものすごく高コストな発電と言え
る。原発にかけてきた資金を、再生可能エネルギー開発にまわすべき。

25719 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 実現困難であっても、目指すべきは0%。 この様な事故が起こってしまった以上、今以上の原発推進はあり得ない。
被害は原発の恩恵を受けてきた我々までで止めるべきであり、次の世代に迷惑をかけてはならない。

25720 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原子力発電所を即時全廃し，天然ガス発電所を増や
して下さい。その天然ガス発電所は既存の電力会社
以外の会社も作れるようにして下さい。長期的には再
生可能エネルギーに移行してもらいたいです。

原子力発電所を即時全廃し，天然ガス発電所を増やして下さい。その天然ガス発電所は既存の電力会社以外の会社も作れるようにして下さい。長期的には再生可能エネルギーに移行してもら
いたいです。

天然ガス発電所は建設費が安く燃料費も安いです。例えば川崎天然ガス発電所の建設費は原発の10分の1以下です。また現在の火力発電は旧式の重油火力を使っていますが，重油は高く熱
効率も悪いです。天然ガスの熱量当り価格は重油の約半分です。

電力会社が算出する天然ガス発電所の建設費や燃料費は国際水準よりかなり高いので，既存の電力会社以外の会社も参入させて下さい。
25721 個人 無職 ７０代 男性 脱原発を推進すべきである。 地震列島である日本では原発事故が再び起きる可能性がある。原発事故が再発すれば、日本が滅亡する恐れがある。原発に代る自然エネルギーとして、洋上風力発電（原発30基分）地熱発

電（原発20基分）に加えて潮力発電、日本の長い海岸線を生かす波力発電がある。更に、石油系オイルを光合成（地球温暖化効果ガスを消費する）で生成する藻類と新しいバイオオイル製造
技術を活用すれば、日本が産油国になれる可能性がある。その成功のカギを握るには政府の基本的な戦略である。詳細については石油学会誌、「ペトロテック」9月号に掲載される「石油系オ
イルを生成する藻類など」と題する拙稿を参照されたい。

25722 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 ゼロシナリオ、「即時」原発ゼロに 福島の原発事故によって原発の恐ろしさ、それを監視するシステムの弱さ、電力会社の無責任さが露呈しました。事故だけでなく、その後も健康への不安や風評被害などの影響は大きく、拭い
がたいものになっています。
いまこそ、政府は「責任ある選択」として、国民の生命と財産を守るために、原発という危機を取り除くよう、求めます。
また、石油などの燃料がいずれ消費し尽くされることがわかっている今、クリーンエネルギーの開発を強く推進し、省エネ、コスト減をぜひ推進してほしい。

25723 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 福島第一原発事故を踏まえれば(1)ゼロシナリオが当
然である

福島第一原発事故は「原子力村」の村民により起こるべきして起こったものである。今現在においても全く反省の姿勢が見られないのがその査証である。
提示３案は内閣府原子力委員会が原発推進側だけを集めて開いた「秘密勉強会」にてもんじゅ中止を懸念し取りまとめたものである。
　政府は口では国民の意見を聞くと言いながら、やることは全く逆で自分勝手に国民に押し付けてその場しのぎを続けている。
　
　「ドイツの姿勢を見習うべき」

25724 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 男性 「原発ゼロシナリオ」を選択します。
日本は、今すぐにでも原子力発電所を全て停止すべ
きです。

まず、日本は「原発ゼロシナリオ」を選択すべきです。

使用済み核燃料の廃棄処分方法が、未だにうまく行っていないに関わらず、日本国内には膨大な量の使用済み核燃料が現存する。
にもかかわらず、現在の日本の経済のために原子力発電所を利用維持することは、廃棄処分方法が確立されていない使用済み核燃料を、ただ闇雲に増やしていくに過ぎないのである。

これこそ、現在の繁栄のために、「負の遺産の先送り」でしかない。
現状では、原子力発電所の稼動は、「負の遺産の先送り」でしかないのだ。

使用済みの核燃料を安全に廃棄するために必要な材料は、無駄に作らずとも、今この日本に膨大な量が存在します。

日本は、まず、その研究をすべきであり、原子力エネルギーの商用利用など、まだその先の話なのだ。

25725 個人 会社員・
公務員

７０代 男性 原発ゼロシナリオ（即時） 当然原発０シナリオを選択した以上、現在の経済を動かしているサイドにとっては、不利な状況が見えてくるが、国のあり方を考える機会として望ましい。
ここで知恵を出し合うことで、新しい価値を作り出す機運を国民のコンセンサスとして、育てる必要があります。
楽な、慣れ親しんだ路を選ぶことはあまり多くの決断力を必要としないが、新しい路は先が見え難いし、心配ごとが多出するとしても、工夫をする事で新しい価値を作り出せる事を、皆で信ずる
事です。やれば出来る事を信じましょう。

25726 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 ここでの意見がどのように反映されるかほぼ期待をし
ておりません。一応申し上げますがもちろん０％を希
望しています。

どこに投票してもこんなものかと言うあきらめの気持ちにもなるのです。が、底を感じれば程悪あがきと言うのでしょうか、小さくてもできることはやろうと思いまして、期待もなくご意見する次第で
す。おそらく通常より多くのコメントが今回よせられることと思いますが、その意見の内訳など発表されますでしょうか？形ばかりの意見聴取にならぬよう、強く望みます。０％希望の理由ですが、
福島のような場所をもう作りたくないからです。あたりまえですよね。農家と関係する仕事をしているため、私や周辺にも非常に実害がありました。多くの国民の声を是非反映してください。自分
たちの力で変わると言うことを実感したい。

25727 個人 無職 ５０代 女性 私は原発依存に反対です。今直ぐにでも全ての原発
を停止させ廃炉にして頂きたいと存じます。

私達は奇跡とも言えるこの美しい地球に生まれ、そして今この瞬間にも私達の母なる地球を破壊しています。人間が住めない場所は＝命がなくなる＝地球を破壊している、ということがなぜ分
からないのでしょうか？住む星がなくなれば、国・政治・経済などということなん意味ありません。是非もう一度、脱原発の再考をお願いも仕上げます。

25728 個人 家事専
業

３０代 女性 原発、反対です。ゼロシナリオを支持します。
次の選挙では、反原発を訴える政治家に一票を入れ
ます。
福島での作業が続いているのに、なぜ他の原発を再
稼動させたのですか？

資源のない国には必要とされてきましたが、人の命より大切なものはありません。
経済を発展させるために必要ですか？
そのために放射能に怯える生活を強いられる人がいます。
生まれ育った故郷を離れなくてはならない人がいます。
家族がバラバラになる人がいます。
それについてどう考えますか？

私には１０ヶ月の子供がいます。
妊娠してから、食には特に気をつけるようになりました。
申し訳ないと思いながら、産地を確認し、福島のものは買いません。
原発事故さえなければ、福島の野菜・魚・肉、気にせず食べます。

地震の多い日本に原発は不向きです。
順を追って廃炉にすべきです。
と言っても廃炉にする技術はどこにあるのでしょう。
なくす方法も知らず、よく原発を作ったものだとあきれます。

みんなで節電すれば、再生可能エネルギーで電力はまかなえるのではないでしょうか？
どうしてそんなに再稼動にこだわるのですか？
国民に説明してください。
不都合な真実を説明してください。
人の命よりも大切なものは何か教えてください。

25729 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 脱原発にむけて 島根県には全国で唯一、県都市である松江市に島根原発があります。市の中心部からわずか10キロの所にあり、万が一事故が生じれば多くの人が危険にさらされ、県都機能を失います。既設
の１，２号機の再稼動、新たな3号機の稼動、プルサーマル計画の実施は断じて許すことはできません。そのため「ゼロシナリオ」を選択し、早期の脱原発社会をめざすべきです。



25730 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原子力発電所の稼働は即刻ゼロにしてほしい。今か
ら太陽光など他のエネルギーへの変換をしてくださ
い。まずは、公的な建物（庁舎、学校、図書館）や大企
業には太陽光発電機をつけるのを義務化する。

日本は地震津波大国です。今まこのようなことが無かったのは運が良かっただけだと思います。私自身も原発について深く考えたことも無く、リスクについて無知でした。原発で作られる電気は
総量からするとあまり多くないことがわかりました。それでしたら、今までも別のエネルギーでほとんど電気を作っていたことになります。原発のリスクは大きすぎます。廃炉にするにも簡単ではな
いです。核廃棄物についてどうするかについても明確に説明してほしいです。未だにはっきりとした処理方法がないように思います。今後は代替エネルギー開発・省エネにお金と人を使うべきで
す。代替エネルギー開発に原発に携わる仕事をしている人たち（労働力）をもっていけばいいと思います。原子炉の廃炉には時間もお金もかかりますが、今から取り組んでいくしかないです。こ
れ以上、私達の愛する国に人が住めない場所を作らないでください。原発に変わる安全なエネルギーを世界に先駆けて開発し、それを世界に売ればいいと思います。それから原子炉を廃炉に
するのに、今までより時間が短縮される方法も開発して、セットで売ればいいと思います。今回の事故をきっかけに日本で安全性の高いエネルギーを開発していくことは、日本だけでなく世界の
ためだと思います。大変なことだと思いますが、よろしくお願いします。

25731 個人 法人等 ４０代 女性 2030年段階の全電源に占める原発の比率について
は０％を選択します。

脱原発による安全な未来を希求します。
広島での原爆投下による放射線の影響で、被爆2世のいとこが小学生時代に亡くなるのを目の当たりにしました。事故ならしかたないとかたづけてよいのでしょうか？人の命よりも経済を優先す
る社会には疑問を感じています。
みんなが平和で幸せに暮らせる社会をつくるために、原発がベースになることは考えられません。誰かが命を犠牲にして成り立つ生活は偽物だと思います。
私は有権者として、今後選挙で、脱原発を実現してくださるかたを選びたいです。

25732 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発大反対 裏に何があるのかわからないが、事故の収束はおろか原発の暴走を止める手立てが全くない中再稼働とは愚の骨頂。ありえない。世界に対して顔向けができない。恥をしってほしい。日本人
はこんなに愚かなはずはないと信じたい。今からでも遅くない、即効脱原発にかじを切るべき。命より大事な金なんかないはず。目を覚ませ！

25733 個人 その他 ５０代 女性 原発は即時全面停止するべきです。原発が危険なこ
とは福島の事実が示しています。事故がいつ起こるか
分からないとおびえながら暮らしたくありません。

（１）原発は事故が絶対に起こらないとは言えません。（２）事故が起こっても、だれもその責任をとることができません。（３）事故が起こらなくても、放射性廃棄物を引き受けたくもないし、押しつけ
たくもありません。

25734 個人 家事専
業

３０代 女性 今すぐ原発依存ゼロに向けて行動を始めるべきだと
思います。
簡単ではありませんが、再生可能エネルギーを最大
限拡大し省エネと共に補っていくのが理想だと思いま
す。

私は、今すぐ原発依存ゼロに向けて行動を始めるべきだと思います。
廃炉作業にも時間がかかるうえ、使用済核燃料の処理場の問題も解決できていない。だから先延ばしにするのではなく、今からその問題に全力で取り組むべきではないでしょうか。
使用済核燃料の処理法の事を考えると非現実的で、このような方法でしか処理できない物に頼ってしまった事が悔やまれてなりません。
子ども達や後世の人達に申し訳ないと思っています。
現在は化石燃料に頼っているので、簡単ではありませんが、再生可能エネルギー拡大と省エネに移行し、同時に福島の原発事故処理に力を入れて欲しいと思います。
福島の事故があり、人間の無力さを思い知らされていてもなお、原発に頼ろうとするのはおかしいと思います。

25735 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 不安要素のあるエネルギー源はない方が良いと思
う。今回の地震では失うものが多すぎたし、取り戻す
のに何年かかるかわからない。風力発電、太陽光で
補い原子力発電は無くしてもらいたい。

未来の為に。

25736 個人 その他 ５０代 法人等 原発依存０％という意見です。 ・労働者が放射線被曝にさらされなければ動かない原発には賛成できません。
・10万年の管理が続く核廃棄物処理が必要な原発には賛成できません。
・地震帯に原発を立てるなどはもってのほかです。
・原発に注いできた財源を、太陽光など再生可能エネルギーなどに。

25737 個人 無職 ６０代 女性 私たちの命に関わることなので、今すぐに原発を止め
てほしい立場から
「(1)ゼロシナリオ」を選びます。

経済を優先させるために、安全神話を元にした原発によるエネルギー政策をすすめてきました。しかし、福島の原発事故の深刻な被害から、今後の日本のエネルギー政策は「命を守る」立場か
ら原発に頼らない方向を考えなければなりません。日本の技術力を持ってすれば、原発に頼らないエネルギー政策は可能です。あくまでも「命を守る」ために「(1)原発ゼロシナリオ」を選びます。

25738 個人 家事専
業

５０代 女性 原発ゼロシナリオを選びます。 原発ゼロシナリオを選びます。あまりに大きな災害、その後の不幸災いを考えると、原発からは離れるべきだと思います。

25739 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 電力不足の代償を、私たち国民は覚悟できています。 原発をなくしてください。

国として電気が潤沢に必要なことは理解できるのですが、
電気が不足することで負う犠牲を、
私たち国民は覚悟できています。
政府が考えているよりも
私たち国民は弱くありません。

どうか、世界に誇れる潔い決断を。
そして、明るい未来を。

25740 個人 無職 ６０代 男性 今の日本で、原発ゼロを目指す以外に子供や孫た
ち、その後に続く子孫に安心安全な社会を届けられな
い。それが、原発を産みだし、使ってきた私たちの責
任である。

奈良県の生駒市では、先日安斎育郎「やさしい放射能教室」が約200名の参加で成功しました。そこで安斎さんは、「隠すな、うそをつくな、過小評価するな」と強調されました。政府・東電はこれ
とは真逆の事を行い、原発被害をより深刻なものとしているのではないのでしょうか。
「7月5日、国権の最高機関である国会で、憲政史上初めて、政府からも事業者からも独立した福島原発事故調査委員会の最終報告書が出されました。そこでは、冒頭から『当時の政府、規制
当局、そして事業者は、原子力のシビアアクシデント（過酷事故）における心の準備や、各自の地位に伴う責任の重さへの理解、そして、それを果たす覚悟はあったのか。この事故が「人災」で
あることは明らかで、歴代及び当時の政府、規制当局、そして事業者である東京電力による、人々の命と社会を守るという責任感の欠如があった。』と痛烈な批判がなされています。　報告書の
要点は、

 1.自然災害でなく、指摘されていた地震・津波対策が先送りにされた、明らかな人災である。
2.　電力会社が力を持ち、規制する側（政府・保安院・原子力安全委員会）と規制される側（東電）の力関係の逆転。　規制の虜（国の規制当局が「専門性の欠如などから、事業者の虜（とりこ）と
なり、事業者の利益を図ると同時にみずからの責任を回避してきた」）
3.　東電が主張する「事故の直接的原因が津波で地震ではない」、点に関して、「地震による原子炉の損傷がないとは確定的にいえない」　（7月3日破砕帯意見聴取会で関電のデータ隠しがま
た明らかになる。）
4.　世界の歴史に残る大事故で、依然として事故は収束しておらず、被害も継続している。

事故の原因が何一つ解決されないまま、事故の直接責任のあるメンバー、保安院、原子力委員会、政府、電力会社が、最悪の「安全神話」の復活と「計画停電」の恫喝で、大飯原発再稼働に
突っ走った。ひとかけらの良心があるならば、首相は事故調報告を何と聞くのか。厚顔無恥とは、野田首相のための4文字熟語か、歴史に残る恥ずべき犯罪である。今からでも遅くない、再稼働
を即時中止せよ！」
　自然界に存在しない危険な放射性物質を作り続け、その放射能を無毒化する技術も持たず、何十万年も閉じ込め続けることが、不可能と分かった今、2030年といわず、原発ゼロを実現すべき
です。とりわけ地震・津波国の日本、3度の放射能被害を受けている日本こそが率先して、原発ゼロの地球の実現にリーダーシップを発揮すべきである。

25741 個人 その他 ４０代 女性 原発ゼロシナリオを選択します。 原発依存度ゼロを明確なゴールとした具体的な計画を示さない限り、国民の混乱は収まらないことでしょう。
原発ゼロを目指して計画を立て、実行する姿勢を見せてください。

25742 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 ０シナリオを支持します。 福島の被害を考えれば、倫理的に再稼動などありえません。省エネはもっとできるし、自然エネルギーの開発にお金をかければもっと使えるようになるはずです。

日本は地震国で、活動が活発化しています。自然を相手に「絶対大丈夫」などとは到底思えません。
再び福島の事故のようなことが起きれば、日本は終わりです。それは明日かも知れないと思うと恐ろしいです。

そもそも作業員の被曝なしに運転できない原発は非人道的です。使用後の核燃料の安全な処理もできないのに原発の運転を続けるなど、子孫へどうやって責任を取るのですか？

25743 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 脱原発を願います。 放射能・・・
自然を取り返しのつかない所まで汚染してしまう、
あまりにも恐ろしいものだと思います。

今まで無知でした。

これ以上美しい日本を汚さないで下さい。

25744 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発依存度は０にすべき。子孫にツケを支払わせるよ
うなエネルギー政策は転換し、子孫に誇れるエネル
ギーを残すべきである。

原発依存度はすぐにでも０にすべき。選択肢の中では2030年までという条件がつくのが不満なくらいです。
理由は、原発を動かせば動かすほど使用済み核燃料が増えて溜まっていくということ、稼働中の原発がひとたび東日本大震災級の地震や津波に見舞われた場合、日本には住めなくなるほど
の汚染が引き起こされることが明らかなことの２点です。
子々孫々までツケを支払わなければならない（しかも危険と隣りあわせで）原発はもうやめて、国としてクリーンエネルギー開発へと舵を切るべきです。

25745 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 「２０３０年に原発０」ではなく、「即刻、原発０」を主張し
ます。≪経済の復興には国民の「未来への希望」とい
うエネルギーが必要≫

政府は経済再生と経済復興というけれども、毎年、再生可能エネルギー比率が増えていくこと自体が国民の活力を生み出します。また放射能の危険から解放されれば、日本は震災復興から飛
躍的に成長します。いま求められているのは国民のほうではなく、官僚の頭のなかのパラダイムの転換です。

25746 個人 その他 ４０代 男性 2030年と言わず、今すぐすべての原発を廃炉工程に
進ませるべき

原子力利用の是非を論ずるはるか以前に、原発はコストとリスクがベネフィットにまったく見合っていないことが問題。たかが電力を得るためだけにしては、非常に経済的生産性が低く、かつ生
命と健康、社会文化に対するリスクが高すぎる。第一に、放射性廃棄物の処分方法が確定されていない現段階では、事業の体をなしておらず、まともな合理的・論理的思考を持ち合わた人間で
あれば、議論の対象にすらしないはず。これは、福島第一原発事故が起きる以前から明白である。

25747 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 地震国　日本では、原発は爆弾を抱えているのと同じ
こと。事故発生による、汚染が拡大で、人が住めない
土地ができ、最も大事な国土を失うことを認識すべ
き。そしてまた事故は起こるものだということを認識す
べき。

今の「エネルギー・環境に関する選択肢」は原発ありきであり、原発存続への理由作りとしか思えない。
今回の原発事故で、非常に広範囲に放射能汚染が拡がることを政府と国民全員が認識したはずです。
もし、事故がさらに大きな規模であれば、福島県は人が住めない土地になっていたのは明らかです。
日本の国土は狭いのです。
その狭い日本の国土をさらに狭くし、人が住めない、産業も成り立たない不毛の土地を作ってしまう危険性をもう忘れたのでしょうか?
狭い日本の国土の中で、原発の存在は、危険な爆弾のボタンを常に握りしめているのと同じようなものです。
未来の日本と子孫のために一刻も早く、停止そして廃止すべきです。
原発は速やかに停止そして廃炉への明確なロードマップを国民に示して作成して説明、実視してほしい。
そして、原発ありきの考え方から、原発へ向ける費用を多様多種の自然エネルギーの開発　そして国内領海に眠るメタンハイドレードなどのエネルギー資源開発へ、活きたお金になるように一
刻も早く振り向けるべきと考えます。
自然エネルギーは安定供給できないと強調される風力・太陽光だけではありません。
潮力・海流・地熱など安定供給可能なものと組み合わせるべきです。
また、発電だけでなく、電気を蓄える蓄電技術の開発にも力を入れるべきです。
さらに眠らせたまま掘ろうともしない国内エネルギー資源を利用すべきです。
そして石炭に始まるエネルギーの利用供給のシステムも含めての転換期に、いま日本は突入していることを認識すべきです。
未来の日本のためにも、いま原子力から手を引くべき時です。
地震国日本では、原子力は危険すぎて未来のエネルギーにはなりえないことを原子力産業に関わる官民の関係者は認識し、存続ではなく、廃止へ舵を切り替える役割りを自覚すべきです。
原発存続へかけるお金は、原子力産業の延命のための死金にしかならないと考えます。
原子力にこれからかけるお金は、いかに安全に廃棄（保管）するための技術開発費用以外は不用と考えます。
狭い日本の国土が小さくなってしまう大きなリスクをご認識ください。
そして数々の新しいエネルギー開発が、新たな技術と産業そして雇用を生み出し、未来へ向けて、元気な日本を作ることになることを願います。

25748 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原発ゼロのゼロシナリオを支持。東京都は昨年秋に1
割以上省エネを達成、同時に大幅省エネ達成も可
能。再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰは開発投資で大幅拡大可能。Ｇ
ＥのイメルトＣＥＯも原発はコストがペイしないと発言。

ウランの埋蔵量は80年と原発の先は短い。さらに今回のフクシマ事故。それも津波の装丁も甘く、安全神話によってまともな安全対策が取られなかった結果被害が拡大。つまり原発はリスクが
高くウランの制約から寿命は短い。フィナンシャルタイムズは、ＧＥのイメルトＣＥＯの発言、原発はコストがペイしないと報道。今の日本に安全に原発をコントロールできる人材も仕組みもないこ
とは、フクシマの事故調査報告書をみても明らか。また日本全土で地震が増えていることも事実。廃棄物の問題は手つかず。つまり、原発を安全に持続可能につづけることは、物理的にも不可
能だし、今の原発業界・政界にその能力が欠如している。天災のリスクも高まっている。地震対策ができたとしても、新手の脅威の竜巻や大型台風、洪水はどうするか。一方再生可能エネル
ギーは、高コスト不安定といわれるが、役に立たないもんじゅの維持にかけている血税の何割かを振り向けるだけで、大幅な技術開発コストダウンは可能なはず。それと都市計画からの省エネ
で、大幅な省エネと再生可能エネルギーで日本のエネルギーを再構築することは可能。50年前の日本は、国産の石炭と薪炭が基本エネルギーだった。国策で原発開発を推進したが原発依存
大成の歴史は40年もない。50年前政治的圧力で原発開発を推進したように今回は再生可能エネルギーにとりくめば、風力、小水力、地熱、地中熱利用、太陽光、太陽熱、バイオマスで脱原発
は可能なはず。それが、フクシマを経験した日本が、世界と次世代とに示せる責任の取り方だと強く主張します。

25749 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 即座に全ての原発を廃炉に。
即座にの選択肢がないところに悪意を感じます。

野田首相が即座に廃炉。と言ってくれたら、国民は、首相を応援すると思います。巨大な力が働いているのがわかりますが、国民は、学習して本当に国民のために働く人を見極める力をつけて
いると思います。今までとは、ちがいます。国民を味方につけませんか？

25750 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 2030年と言わず、今すぐすべての原発を廃炉工程に
進ませるべき

原子力利用の是非を論ずるはるか以前に、原発はコストとリスクがベネフィットにまったく見合っていないことが問題。たかが電力を得るためだけにしては、非常に経済的生産性が低く、かつ生
命と健康、社会文化に対するリスクが高すぎる。第一に、放射性廃棄物の処分方法が確定されていない現段階では、事業の体をなしておらず、まともな合理的・論理的思考を持ち合わた人間で
あれば、議論の対象にすらしないはず。これは、福島第一原発事故が起きる以前から明白である。

25751 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 全ての原発をなるべく早く廃炉にするため、自然エネ
ルギー設備の構築および節電計画の検討を早急に
実現するべき。

原発はリスクが高すぎると思う。子供を守るために節電でも高い電気料金でも我慢する。安心して過ごせるなら犠牲はしょうがない。
国は正しい情報を公開し国民に判断を委ねるべきである。

25752 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発利用は今すぐに０％とすべきである。持続可能な
新しいエネルギー開発に投資すべき。

事故原因の徹底調査、責任者への懲罰、今後の体制作りができないのに、原発利用は全く考えられない。

25753 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 日本国内にある原発は即廃炉にするべきだと思いま
す。

3月11日に大震災が起こり、日本にこんなにも原子力発電所があることに
驚きました。

そして福島での爆発。

知らないこと、分からなことだらけで恐怖でした。

私はこれから、子どもを産みたいと思っています。
その子たちに、残すものは、平和と安全と安心であってほしい。

地震大国と言われる日本に原発があること自体おかしいと思います。

二度と同じ過ちを起こさない為にも。。。

もうこれ以上、人を地球を汚さないでください。
私たちは命を与えられて生きているのですから。



25754 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 今回の３つの選択肢の中では２０－２５％。ただし、２
０－２５％を目指すのではなく、新しい３Eを実現する
安定基幹電力を実現するような検討もあわせて行い、
経済的、社会的に見合った技術は実施に移す。

２０３０年という、中期、長期のエネルギーミックスをどのようにするかが今回の争点であるが、短期の議論と混同されている。脱原発を目指すとしているドイツにおいても即停止とはしていない。
原発比率０％，１５％、２０－２５％案いずれも再生可能エネルギーを相当な比率に上げることとしているが、不安定な再生可能エネルギーで不足する電力を補充するための火力等のバックアッ
プが必要であり、相当のコストアップとなる。
市民感情からすれば、原子力発電がなくてもなんとなかると思いかもしれないが、産業界は節電できる余地も限られているほか、電気代の上昇により企業業績が下がり、ひいては市民の収入
や雇用にも影響することになるため、原発０％案は現実的ではない。
願わくは、より安全で安定なエネルギー源を確保することであるが、現実にはそのような技術はまだない。
このような状況で２項対立となるような結論を出すことは、後世に禍根を残すこととなる。
国民には常に直接のコスト上昇に加えて間接の影響（GDP成長の修正が必要であろう）も示した上で、０％、１５％を選択するかを問いかけすべき。
原発停止を求める声の本質は、安全な運転を確保する体制の構築と情報開示である。早期の国内の原発の建築は難しいであろうが、輸出を通じてより安全な設備・技術を開発しないと、廃炉
技術も育たない。
中長期的には、原発、火力に代わる、新しい基幹エネルギーを育てるべき。理想は再生可能エネルギーの中でも圧倒的に大きなエネルギーを有する太陽の活用とエネルギーを電気でなく、化
学エネルギーとして蓄えて利活用すること。ただし、水素は気体のため、貯蔵・輸送に向かない。アンモニアやメチルシクロヘキサンのような液体化学品として利活用することが望ましい。また
CO2を発生しないものであることが望ましい。このような技術の開発を通じて、国民に期待を持たせるとともに、国際的なイニシアチブを持つことで技術輸出、雇用創出などが実現する。このよう
に２０年先の技術を今の時点で決めることは現実的、合理的でない。

25755 個人 パート・
アルバイ
ト

６０代 女性 将来的に原発０にする様に希望します。 地震国列島に50機以上の原発で生活していた事の事実に驚愕します。 福島の原発事故に遭遇し、事故後の現在状況鑑み、自然エネルギーの充実に変革すべきと考えます。既に有るのだか
ら、ある原発を稼動 させる政策は安易すぎる政策です。新たな地震災害がくること確実です。
ドイツの様に 決断出来ない我が国がもどかしい。
経済優先の政策から安心出来る暮らし優先の望みます。まずは福島県の方々の生活の復旧を。福島原発事故の終息を祈るのみ。

25756 個人 学生 １０代以
下

女性 原発は必要だ。原発は、私たちの生活を支えている。
今、声高に原発廃止を求める人がたくさんいるが、現
実的に考えられていない。

私は高校生で、有権者ではない。だから、政府には相手にしてもらえないが、未来の日本を担うのは私たちであり、政府の60代のおじさんではない。これを、そのおじさんたちは理解しているの
だろうか。

本題に移る。
私は、原発をなくすべきではないと考える。理由は、以下の通りである。

1.電気に頼った社会
     新製品は、全て電力を使う。人間、特に日本人は電気に依存している。電気がなくなれば、私たちはご飯を食べることも、洋服を着ることも、家に住むことも出来なくなる。それは、人間として
の終わりだ。もちろん、人間が便利なところへ流れて行くせいだが、悲しいことにそれは誰にも止められない。この前の夏も、節電と騒ぎながらも、一向に協力しない人も山ほどいたのをご存知だ
ろうか。

2.原発廃止の現実味
     原発廃止を求める人は、だいたいが自分や子どものためと言っているが、それは果たして本当にそのためになるのだろうか。私たちは、お金がないと生きて行けない。もっと言えば、たくさん
ある方がいい。電気がなくなると、少なくなっただけでも、それが減ることが、何故分からない。原発廃止を求める人は、偽善にしか思えない。日本が電気の恵みを享受している以上、原発に変
わる電力を考えなくてはならない。それが見つかってない今、原発廃止は無責任であり、ただのほとぼり、流行りである。原発廃止を求めるならば、それに変わるエネルギーを提案しなければ、
ただの愚痴だ。いい大人が、と、時々思う。

私の意見は以上だ。最後まで読んでくださった方に感謝する。
25757 個人 パート・

アルバイ
ト

５０代 女性 ゼロシナリオを、目指して頂きたいです。
福島原発の事故が解明され、終息の見通しが立ち、
人間が放射能を自由自在に操作できるようにならな
いうちは、原発の再稼働自体、恐ろしくてなりません。

原発ゼロを選択すれば、コストは高くなります。しかし、福島原発の事故のように、ひとたび放射能の拡散が起これば、除染、賠償、廃炉にする費用、何も利益を生み出さないものの為に多額の
費用と時間が費やされ、国民は不安と不自由から逃れられなくなります。
今回の事故で直接の被害の無かった方は、便利な世の中を求めるかもしれません。私は、津波で家が全壊し、避難所で事故を知りました。家も無い、服もない、食べ物も無い、高齢者、六歳児
をかかえ、放射能から守るために、体育館の中から出ないという事しか出来ませんでした。
やっと仮設住宅に入居させて頂き、少し落ち着いたら、放射線に目を向ける余裕が出来ました。散々探してやっと見つけた家を再建させる土地は、阿武隈川の側でした。台風の増水で福島から
汚染された土砂が大量に流れ込み、すぐ近くの河川敷の公園は線量が高くなり、除染対象になりました。
山や川で走り回ったり、自然の恵みを頂いたりというささやかな楽しみが奪われました。
せっかく水揚げした魚をセリにも出せない漁師の皆さん。家庭菜園の野菜の線量を心配し、孫に食べさせられないと哀しむおじいさん、おばあさん。
苦しんでいるのは、福島県民だけにとどまりません。
本当に電気はこんなに必要なのでしょうか？便利な生活が一番の幸せなのでしょうか？便利さと引き換えに未来を無くすのではないでしょか？
核廃棄物の処分方法はいつ決まるのでしょうか？
自然災害を１００％予測し、防ぐ力が今の人間にあるのでしょうか？
（足るを知る）大事なことだと思います。
世界中にも被害をもたらした原発事故の責任の取り方として、クリーンエネルギーの開発で貢献して頂きたいです。日本なら出来ると信じています。

25758 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 0%シナリオを支持します。
2030年を待たずに、現時点で全ての原発の稼働を停
止すべきです。

今まで日本人は「原子力は安全だ・事故が起きるのは天文学的確率だ」という原子力の利点を強調した教育を受け、実態について深く考えなかった人が多かった。今後は、原子力を支えている
事柄を徹底的に検証し、従来興味を持たなかった人に対しても、生命を脅かす可能性が有る重大な問題として認識してもらう必要がある。
原子力の是非を考える上で問題となるのは、その運営・対応が誠実でないこと。原子力委員会の秘密会議などもそうだが、立地確保の手法から始まり、安全性や経済性の評価・事故や事象な
どの隠蔽・情報統制・安全神話・不透明な金の流れ・御用学者・御用文化人・総括原価方式・発送電分離・環境汚染・食品汚染・放射性廃棄物処理・廃炉処理・事故の影響の評価・事故後の対
応・妊婦用パンフレットの記述など全てが誠実ではない。
明確なのは、「原子力は（自然は）人間にはコントロールできない」ということと「放射線は生命を脅かすものだ」ということ。早急に全ての原発を止めて、廃炉を目指すべきです。

25759 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 男性 原発依存度のシナリオは(1)ゼロシナリオを望みます。
原発依存度ゼロへの速やかな到達はもちろん、何よ
り確実な移行を望みます。

もはや原子力発電について、国民に説得力のある説明をすることは不可能と考えます。
原発、また、放射能の危険性・安全性については、どちらも状況証拠による説明しか展開されておらず、双方の意見を取りまとめるのは不可能であると考えます。

世界中で放射能の安全性・危険性について責任を持てる者はいません。
もちろん、弁証論的に突き詰めれば、たとえば火力発電においても安全性・危険性について責任を持てる者などいないでしょう。

しかしながら、これだけ、国民をバラバラにし、多大な不安を与えているということは確固たる事実であると思います。

さらに個人的には原子力発電のコストや原発にまつわる資金の流れについて疑問を唱える意見について、同意する部分があります。

「想定外の事故・災害」を消し去ることは不可能です。

その観点で考えると、他の発電方法に比べ、原発はリスクが大きすぎます。
原発依存脱却による経済的な打撃についての施策・対策と、このまま不安定な民意のまま、不安定な原発を稼働していく場合、もしくは原発事故が起こった際の対策を比べた時、事故当時～現
在の状況を見る限り、どう考えても前者の方が対策・施策を取るべき余地があると考えます。

25760 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原子力発電を推進するべき。正確な知識もないまま
の、感情的な脱原発に乗るのは危険。

資源のない日本には、原子力が必要。高い技術力で安全な原発を推進すべき。
今、原発再稼働反対の動きばかりマスコミ報道されているが、正しい知識もない人たちの感情的な脱原発に乗るのは、大変危険。
耳触りのいい再生可能エネルギーも、現段階では電力の安定供給を担うには程遠い。
当面、化石燃料を使った火力に頼りとなると、燃料費が高騰し、電気料金の値上げにつながる。
日本から製造業が海外へ流出してしまい、失業者が増える可能性もある。
子供たちが安心して暮らせる日本とは、程遠い社会になてしまうと危惧する。
原発推進をいうと、まるで悪人のように扱われる風潮に流されることなく、冷静に判断してほしい。

25761 個人 家事専
業

２０代 女性 エネルギー環境に関する選択において、私は、原発
ゼロシナリオである唯一の脱原発シナリオを選択す
る。今すぐ原発をゼロにすべきである。また、核燃料
サイクルについては、再処理中止を求める。

  エネルギー環境に関する選択において、私は、原発ゼロシナリオである唯一の脱原発シナリオを選択する。
? ?今すぐ原発をゼロにすべきである。今回福島の原発事故を経験した今だからこそ国民が意欲を持ち取り組む事ができる。また、再稼働をしていない原発もあるので、再稼働しない事が原発
ゼロへの近道といえる。
? 2030 年の省エネでは更に大幅削減を提示し、 そのための政策を導 入すべきだ。また、電力を自由化することが、さらなる省エネな電力供給を生み出す事を期待できる。その為に、送電線は
社会 的共通インフラとして、一層の中立性・独立性 が求められる。この実現のためには発送電分離、所有権分離が必要である。
? また、石炭の割合を低減させていくことも短期的な対応として重要である。そのためには、2030 年における再生可能エネルギーの割合は、電力では 6 割程度、一次エネ ルギーでは 5 割程
度とすべきである。また、CO2の排出が石油の半分程度と言われる液化天然ガスの利用も検討の余地はある。
? 原発を継続して使用すれば、原発促進による事故リスク増や破棄物処理にかかる負担増といった負担もあるはずである。核燃料サイクルは、再処理中止が妥当である。現在、私たちの世代
で負担を軽くしようとすると、それが将来世代に大きくのしかかる。実際に子供に放射性物質の含まれた食べ物を与えてしまう環境をつくってしまっている。将来へツケを回すのではなく、未来に
向けた投資として、省エネ、再エネの推進、石炭の利用からの脱却を実行していく姿勢が必要である。

25762 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 選択肢の中では、２０３０年に原発依存度ゼロ、本心
は今すぐに廃炉準備にとりかかり、準備できしだい全
原発を廃炉にする。

原発の安全性は神話でしかないことが、３．１１の原発事故で証明された。
日本は地震の活動期に入り、いつ巨大地震が襲ってくるか分からない状況の中で、たかだかエネルギーのために命をかけるのはナンセンス。
高速増殖炉もんじゅも事故が続き、核燃料サイクルの循環も机上の空論に過ぎない。核廃棄物はたまる一方で、放射性物質によっては半減期が数億年にも及ぶものもある。核廃棄物が発する
放射線を無効化する技術も見つかっていない。現代のエネルギー需給のために、未来へ負債を先送りにするのは、未来を生きる子孫に申し訳ないし、ひどすぎる。
太陽光発電、地熱発電等日本は自然エネルギーの宝庫である。自然エネルギーは安定性に欠くという意見もあるが、世界有数の技術を持つ日本であれば解決できるし、原発の維持管理に使
う巨額の費用を自然エネルギー安定供給化への取り組みに使うべき。
以上から、
原子力依存度ゼロ。全原発廃炉を主張します。

25763 個人 家事専
業

３０代 女性
原発依存率は即0%を求めます。
ただちに0%です。

原発依存率について、議論されているようですが、今の現状を見て、これからも原発を動かす事自体おかしな事だと思います。
原発は日本必要ありません。
ただちに原発は止め、すべての原発を廃炉に。
原発依存率は0%です。今すぐに。

25764 個人 その他 ７０代 男性 原発はゼロであるべし。直ちに廃炉とすべし。 福１の事故から得られる教訓は唯一つ「原発は使えない」ということである。現実にあのような事故が発生してしまった以上他の原発が安全であるという科学的、合理的論拠は破綻したとしか考
えようがない。
　さらにあらためて考えさせられるのは、わが国の原発に関して言えば
50年前からその「ウンチやオシッコ」の処理施設がないということ。これは驚くべき異様な事態でもある。後始末の体制がないままに走り出し、
なおそのままの状態が継続しているとは破廉恥としか言いようがない。
　「原発がないと夏は暑いぞと」原発派は脅しをかけるが、私はそれを我慢するしかないと覚悟をする。そのため熱中症で死ぬならそれもやむなしと考える。原発意外の電力では電気代が高くな
るというなら、それも覚悟しよう。
　放射能は大丈夫だと言い張る原発派がいるが、それなら家族や孫共々飯舘村や浪江町に永住すればよい。

25765 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 原子力発電は止めて、環境に優しい風力・地熱などに
すぐさま移行していただきたい。

原子力発電が日本の上で稼動している以上、安全に暮らせるとは思えない。安全に暮らせないなら、国民の基本的人権を犯していると思う。
安全のためなら、テレビも要らないし、ネオンも要らない。国自身が
メタボリック症候群なのだから、このさい余分な脂肪は取り除き、
すっきりした日本を目指しましょう。
孫に、『あのときどうして、原子力発電、止めなかったの？』って
言われたくありません。次の世代の人たちに、美しい四季折々の日本を残してあげたい。福島から、世界に向けて『原子力発電はいらない』と発信していくことが、日本の役目だと思います。

25766 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 今すぐの脱原発依存は、可能であり、日本と世界の存
続のために必要不可欠です。

私たち国民が必要としているのは、電気（最終的な生産物）であって、核兵器を造るための原子力ではありません。
それを生み出す手段は、薬と同様、一番副作用や将来の健康への影響が少なくて、長期的な視野に立ち将来の世代にできるだけ「ツケ」を残さないものを選ぶのが、真に国民の生活を安全を
第一に考える政府の務めのはずです。
福島原発の事故は、原子力がいかに高くつき、危険で、人間の手には負えないエネルギー源であるかを教えてくれました。そんなエネルギー源に固執することで、国民の大半、特にこれからこ
の社会で生きていかなければならない若い世代の人たちに、これ以上の犠牲を強いるのはやめて下さい。
と同時に、本当に必要な電気はどのくらいの量なのか、大半の国民は知りたがっています。
今あるあらゆるスイッチが四六時中「つけっぱなし」の社会について、日本の存続を危機にさらしてでも維持したいと考えているのは、電気を売って儲けている人たちを除けば、ほとんどいないで
しょう。
したがって、まずその最低限必要な量を「原子力以外のすべてのエネルギー源」をフル活用することで賄う努力をするのが先決です。そうしなければ、日本経済はもとより日本国そのものの存続
がおぼつかないし、言葉を換えれば、ちょうどオイルショックが新技術開発を刺激したように、この危機は、日本の産業にとってもまたとないチャンスになり得るのです。
どうか、一刻も早く、将来の世代に「２０１１年３月の大地震と原発事故を経て、日本は新しい価値観をもつエコ大国として再興した」と記憶してもらえるような、勇気ある決断をお願いします。

25767 個人 その他 ４０代 女性 2030年時点の稼動原発の割合を決めるというのは、
もうすぐ全基再稼動との前提ではないのか？

2030年時点の稼動原発の割合を決めるというのは、もうすぐ全基再稼動との前提ではないのか？それは決してゆるしません。現時点から稼動はんたいです。でなければ、０、20％というのは、
再稼動を承認するコンセンサス造りにすりかわってしまう。実際20％では40年経過原発が19基になるのを計算に新規建設を許そうという国民を欺く選択肢の提示だと思う。我々国民は現時点で
の原発０を希望していることを、誠実に受け止めてもらいたい。
大飯再稼動に際して単に立地所の意見を尊重するだけの方法は、今回フクシマ事故で露になった広域放射能汚染という原発が持つ独特な深刻な被害を無視するものだ。国は内部被曝の重大
さを受け入れ、その東電の企業責任と融資元の銀行の責任も追及すべきであり、国民にその負荷を負わせるのは止めて貰いたい。
2030年０％でなく、今、即時全施設廃炉を決定し、エネルギー×計税構造の変革に道を開け。

25768 個人 法人等 ４０代 女性 原発ゼロシナリオを選択します。 原発ゼロシナリオしかありえません。
父が広島で被爆しました。被爆２世です。
あの広島に落とされた爆弾と同じエネルギーで電気を供給する仕組みを、唯一の被爆国である日本が持っていることはどう考えてもおかしい。
自然エネルギーへのシフト、当然、国が全面的に先頭にたって行うべきです。

25769 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発ゼロシナリオを選びます 原発ゼロシナリオを選びます。原発に頼らず、もっと自然エネルギーを推進して下さい。安全、安心、エコな環境作りを進めて下さい。原発反対！再稼働反対！

25770 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発稼働に反対します。今すぐ原発を廃止し、廃炉の
処理を始めて下さい。子供たちの将来を考えて、再生
可能エネルギーへの転換を強く求めます。

第二の福島県をつくらないようにしたいからです。地震大国日本の中に、原子力発電は、リスクが大きすぎます。また、原子力発電からでる核のゴミについても、どこかに保管する必要があり、
その莫大な費用とリスクを考えると、再生可能エネルギーに転換するほうが、経済的にもよいと考えるからです。
被ばく国である日本が核を所有することに反対です。



25771 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発ゼロシナリオを選択します
そして原発をゼロとする時期については、即時、で
す。

福島第一原発事故前から、原発反対です。
危険度、保管期間の長さから考えても、「未来永劫事故なく使う」ことは、無理だと考えていました。
それを、「大丈夫だから」ということで押し切ってこられましたが、実際大丈夫でないことが確認できた以上、他の道を模索するしかありません。

仮に、日本が脱原発をしたとしても、いつか、世界のどこかで大なり小なりの原発事故は起きます。我々の世代ではないかもしれません。しかし、所詮は人間のやっていることでミスのリスクは付
きまといますし、今回のように想定外のことも起きるわけですから、「絶対に事故は起きない」と想定することはできません。

今回の事故で起きた数々の悲劇を、日本だけでなく、世界のどんなところでも繰り返さないために、教訓を学んだ我々は、明確に原発と決別すべきです。
原発がなくても、先進的な生活を送ることができることを、日本が率先してアピールできたら、どんなに素晴らしいかと思います。日本には。それを実現する技術も、能力もあると思います。
また国民の多くが、その道を選択することを今ほど望んでいるときはありません。

「原発反対派の方が多いから」という消極的な選択ではなく、それが日本の進むべき道である
と、高らかに宣言して欲しいです。
それこそが、この原発事故でふさぎ込んだ雰囲気から脱却し、新しい国を作っていこうという
求心力になります。

すでに我々は、今の東日本の子どもたちから、何の気兼ねもなく思いっきり外で遊ぶ権利を
奪ってしまいました。畑を耕して、食物の成長を観察し、収穫の喜びを体験させることも、
心のどこかで躊躇してしまい、心から楽しませることができません。

これ以上、自分たちのために、次世代の権利を奪うわけにはいきません。
先祖代々受け継いできた当然の権利を、ほんのこの２～３世代で修復不可能なものにする
わけにはいきません。
自分の子供と、それからいつか生まれるだろう孫たちのことまで想いを馳せて、はっきりと
意見申し上げます。

ゼロシナリオでお願いします。

25772 個人 法人等 ６０代 男性 私の意見は、反原発、脱原発です。 野田民主党政権は、「次世代の人達に、我々のつけを回してはならない。」と言い消費税のアップを、決めようとしています。私は全く同じ理由すなわち次世代につけを回さない為に原発の即時
停止そして廃棄をすべきだと考えます。
「原発は安全である」と言う神話を自民党政権は言い続け政、官、財、学一体と成ってそれぞれの利益の為に、国民をだまし続けてきたのです。
３.１１はその解答です。その解答を前にしても、まだ人間の命の尊さよりも利益を重視する野田政権には一日でも早くこれ以上の犯罪を、犯させない為にやめてもらいたい。

3つのシナリオの中では、ゼロシナリオを支持します。

25773 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 現時点では、原発0％シナリオしか考えられません。 安全だと言い切れなくなった原発に、この先 何パーセント依存するかなんて意見を聞くこと自体おかしな話だと思います。聞くならまずすべての原発の安全性を確認し、きっちりと国民に提示で
きてからの話ではないでしょうか？原発がないと電力が足りなくなるとか景気が冷え込むとか電気代が上がるとか言われても、0％シナリオ以外を選択することはありません。だって安全じゃな
いんですよね？安全だと言い切れるだけの材料がないものには賛成はできません。起きてからでは取り返しのつかないことだからこそ妥協はできません。

25774 個人 自営業 ３０代 男性 日本の原発無くして下さい。 福島の事故
原発の危険性が明らかになっています。
これ以上の犠牲者を増やさないで下さい。

25775 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ゼロシナリオを支持
通常時でも放射能の問題は大きい上事故の危険があ
り、原発ゼロ以外の選択はありえない。コスト面でも原
発に合理性はなくエネルギー供給面でも原発をやめ
て問題はない。

ゼロシナリオを支持

○日常的な放射能の被害
・事故が起こらない状態でも一定の放射能が原子力発電所や再処理施設から環境に放出されていること。
・原子力発電所は被爆労働者の犠牲がなければ運転できない施設であること。
○高レベル・低レベルともに核廃棄物の適切な処理方法がないこと。
○事故の危険性があり、もう一度福島のような事故があればこの国は終わりかねず、また、六ヶ所の再処理施設など多くの高レベル廃棄物を貯蔵している場所での深刻な事故は北半球あるい
はこの星全体に致命的な汚染をもたらすおそれがあること。
○放射能以外の環境への負荷
・膨大な熱を発電時の廃熱として、あるいは電気使用後の熱として放出しており、むしろ地球温暖化の促進要因であるとの疑念もあること。また、核燃料製造・輸送・使用済み核燃料の管理に要
するエネルギーを厳密に計算した場合、二酸化炭素削減に寄与しているか疑問であること。
・核関連施設の多くは過疎地に、豊かな自然を破壊して設けられていること。
・冷却用の海水に生物付着防止の薬剤が混ぜられ、海洋を汚染していること。
等々
○その他
特に放射能関係の問題点を踏まえれば、仮に経済面で犠牲を払うことになっても原発ゼロ以外の選択はない。しかし、使用済み核燃料初め核廃棄物の管理に要する費用等を適正に計算すれ
ば、コスト面でも原子力は不合理な選択。また、エネルギー供給について、現状でも余裕があり、今後省エネルギーの促進、自然エネルギー利用の拡大等により解決を図ることは可能。

25776 個人 その他 ３０代 女性 この３択は場当たりの選択肢である。
日本は日本を信じるべきである。
世界の為に「今」日本の原発をすべて止めるべきであ
る。

福島における事故は不幸中の幸いとは決して表現できないものであるが、もし、２０１１年における事故が日本全土により一層の被害をもたらすものであったとしたら、それでもなお私たちは今
後のエネルギー対策において同じ選択肢を用意するだろうか？多くの日本人が福島の事故を、それが起こるまで想像していなかった。今、私たちは、想像をするべきである。それは予告も無く、
示されていた確率も飛び越えやってくることを、私たちは学んだはずである。

原発の問題はもはや日本だけの問題ではない。近隣諸国において事故が起これば、その土地で新たな深い悲しみを生み出すばかりでなく、日本への影響も免れない。
自然エネルギーへ転換していく日本の姿を、世界に示していくべきである。日本の技術はそれを他のどの国よりも飛躍的かつ確実に行えると信じている。技術はあるのに、志が追いついていな
いのではないか。日本が日本を信じていないのではないか。

世界の為に、日本の為に、「今」原発を止めることを希求する。

25777 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発ゼロシナリオを選びます。 原発ゼロシナリオを選びます。安全であることが証明されていないまま、稼働のは、政府がとるべき行動ではないと思います。確かに、原発は、ミサイルとは違って、一瞬にして人間の命を奪うも
のではありません。でも、長期的に見たときに、安全ではないと思います。福島では、すでに、子供の甲状腺に異常が出ています。

政府が最優先すべきことは、日本国民の命を守ることです。しかし、原発を稼働し続けることは、国民の命を守るどころか、国民の命を危機にさらしているのではないでしょうか。

代替エネルギーにすると、電力料金が大幅に上がる、とよく言われています。これからを生きる子供たちのためであれば、電力料金を多く払うことは厭いません。ただ、果たして、代替エネル
ギーにすることで電力料金は本当に大幅に上がるのでしょうか。風力発電は、一基を作るのに数十万しかかからず、また、1日あればできると聞きます。風力発電所を大量生産することで、コス
トを下げることはできませんか？

現在、世田谷区在住です。半年前に引っ越してきました。世田谷区に引っ越してきて分かったのですが、世田谷区長は本当に素晴らしい！住宅用代替エネルギーを早々に推し進めています。
世田谷区長のような自治体指導者が増えることを望みます。

25778 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 原発推進に賛成。
放射線が直接の原因で誰も亡くなっていないのに、夏
場の電力不足による節電のせいで、熱中症による死
者がでていると思う。

原発ゼロを叫んでいる人は、本当に人の命を考えているのでしょうか？
停電があるかも知れないというだけで、家庭で介護をしている友人は、親の命を心配しなければならないと言ってます。
特にお年寄りは、猛暑の中、律儀にクーラーをつけずに節電に協力しています。その結果、体調を崩す人もいます。
地震や津波に強い原発を作り、電気を安定的に供給してください。
よろしくお願いします。

25779 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 実現可能性という点ではなかなか難しい面はあるかと
は思いますが、それも承知の上で敢えて野心的な目
標設定ということでゼロシナリオを支持したいと思いま
す。

発電コストの上昇に関しては15シナリオ及び20～25シナリオとの差は1円/kWhしかないので、この点だけを切りだして実現可能性に関して否定的な見解を表すのは時期尚早のような気がしま
す。GDPに与える影響についても幾つかの機関による予測を挙げられていますが、もっと具体的な、日常生活に根差した指標で表現した方が広く理解を得られるでしょう（勿論その指標による
試算にいちゃもんをつける人も多いのでしょうが）。
地球温暖化については2010年時点で世界の排出量に占める日本の割合は4%にも満たないので、今日本が置かれている状況の中でメインイシューにはなり得ないと認識しています。
最も重要な点は何と言っても原発依存とエネルギー安全保障の間のリスクのトレードオフをどう考えるか、という点になろうかと思います。原発が止まった分を再生可能エネルギーで代替できる
とは到底考えられませんが、ここは逆転の発想で、電気は安定供給されないもの、という風にしてしまうのもありなのかな、と思っています。致命的に電力を安定確保したい施設や世帯は、自家
発電や二次電池等を駆使して電力を確保する。そうでない場合はたまさかの日差しや風によって得られる電気に感謝して使う、といった感じです。強引な論法かもしれませんが、そのような状況
に置かれてこそ家電製品等のイノベーションも誘発されるでしょうし、そうやって開発された製品は電力需要が不安定な発展途上国においても一定の需要があると予想できます。

25780 個人 無職 ３０代 男性 原発比率0％　(2015年度～) 心情としては、即時0％を求めたいが、
電力会社の経営体力と発送電分離方式の法整備からすると、
少し無理があると考える。

ただ、例え何重にリスク回避がなされていても、
万一の時に手に負えなくなってしまうのが、原子力である。

ならば、猶予期間3年間で、
電力会社のぬるま湯体質の改善と 法整備をやっていただき、
そして代替エネルギーを確立を目標にするのは、如何でしょう。

25781 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発の依存度を可及的かつ速やかに0%にすることを
求める。ウランの供給は決して楽観できるものではな
いこと。そして、廃棄物の処理手順も明確ではないこ
と。これらを考えればシステムとして破綻しているのは
明白。

原発の依存度を可及的かつ速やかに0%にすることを求めます。まず、ウランの供給は決して楽観できるものではないこと。そして、廃棄物の処理手順も明確ではないこと。これらを考えればシス
テムとして破綻しているのは明白です。現在における不正義はこのような欠陥システムを運用し続けることにあります。

25782 個人 自営業 ５０代 女性 原発はすべてなくすべきだ。国策により進められた経
済活動すべての依存状態から脱却するのは困難な道
だが我が国の未来のためだと信じます。

原子力発電では、放射性廃棄物の始末が現人類の技術では手に負えないことは周知の事実であるのにこれまで解決を先送りしてきた。私の世代でついに福島第一の事故がおき、人間は全く
なす術もないことが露呈した。このことを無視して
原発を再稼働し又次の世代、私の子どもや孫たちに危険を押し付けるわけにはいかない。経済と生命を天秤にかけてはいけない。今現在の福島の苦しみをみれば
原発にしがみつく事に正義などない。この国のビジョンも見えてこない。多くの国民は明快な脱原発依存のビジョンがあれば協力し，節電し，ライフスタイルも変えていこうとする意欲があるの
に、肝心の政府にそれが決定的に欠けている。
夏の電力のために再稼働など、電力会社や経済界の言うなりだと思った。
原発には絶対安全はない。首相も政府も事故の責任などとれはしない。
福島の事故まではみんな安心していたわけでしょう。同じことを繰り返したら
愚かです。あらゆる意味でハイリスクな発電方法だと考えます。

25783 個人 自営業 ６０代 男性 2030年0パーセントでは遅すぎる直ちに全廃止
全力で発電送電分離。電力市場を自由化せよ。総括
原価法域廃止。
もんじゅ全廃止。

福島事故二度と繰り返すな。福島全力で終息。住民全移住避難させよ。
子供は直ちに疎開させよ。原発推進に関わった人間は全国民の前へ出てこい。
出てきて罪に服すべし。

25784 個人 その他 ４０代 女性 2030年のエネルギー・環境に関する３つの選択肢のう
ち、「(1)原発依存度をゼロにする」を政府が選択する
ことを強く希望します。

福島の第一原発事故で、地震国において原発を持つことはいつ爆発するか分からない原子力爆弾を持つことと同じであることが明らかになりました。国防の上でも全国の原発を攻撃されること
（あるいはオスプレイが墜落でもしようものなら）は、相手国から原爆を落とされることと同じです。一刻も早く、より安全で持続可能なエネルギー源を開発し、原発を持たない政策をとらないと、国
が滅びてしまいます。そうすれば2030年に原発に依存することを選択した政府は亡国の政府と呼ばれる事でしょう。今こそ国民のための施策を行なう時です。

25785 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 0シナリオを支持します。 維持や推進に当たらないシナリオが0シナリオだけなのはおかしい。

25786 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 ゼロシナリオを支持します。
未来は変えられる。娘たちにすこしでも希望のある未
来を手渡したい。そのためには、放射能をつくる原発
はいらない。処理のできない廃棄物を娘たちに手渡し
てはいけない。

原発が壊れる前の世界を今だに思いだして、帰りたいと思っています。
当時１歳の娘。彼女の未来は明るいものだと信じていました。

悲しいことは、危険だとわかっていても、夫に理解が得れないという理由で、避難もままならず、娘を被ばくさせてしまったことです。
勇気のなかった自分を責める日々が続いています。
一生こうでしょう。

他の災害と違うのは、その時に命はあっても、何年後かに現れるかもしれない不安を一生つきあわなくてはいけないということです。

関東の水にヨウ素がでて、その水で、娘に料理を作り、皿を洗い、お風呂に入れ、どんなにくやしかったか。
こんな思いを二度としたくないし、他に人にもさせたくない。

電気を作る手段は他にもあるのに、原子力がすべてであるかのように見せるべきではない。
事故前ですら、作業員は被ばくしていて、人を傷つけていることには間違いない。

使いたい電気を選ばせてください。
子どもたちに安全な環境を渡したい。

原発はなくすべき、でないと私たちが被ばくした意味がない。

25787 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発に頼らない社会になることを願って。 まずは原発を止めて、暮らし方を変えて恵まれた自然を生かしたエネルギーを考えてください。経済ありきではなく、命ありきです。こども達のためにも！

25788 個人 家事専
業

４０代 女性 天変地異は、人類には予測不可能です。実際事故が
起これば，何人も止めることもできず、総理も、総理の
地位を辞める責任はとれても、人的、土地を使えなく
した責任はとれません。

蓄電器付き家電などで、すべての家庭で夜の電気利用ができるようになれば、ピーク時の電力不足を補えると思います。各企業が節電の知恵をだし、消費者も新たに購入する機会がふえれば
景気も上向きます。被曝国である日本は脱原発で世界をリードしてほしいです。原発を売り込むより原発にかわる新技術を売り込む事ができるようそちらの研究に力と税金を注いでほしいで
す。人間は窮すれば知恵をだしますが、原発を動かしたままでは脱原発を進める速度が遅くなると思います。



25789 個人 自営業 ６０代 男性 原発の再稼働をすぐに止めて、原発ゼロにしてくださ
い。

地球４５億年の歴史を見て、大地は年月とともに必ず動き、移動して現在の姿になっています。
これからも大陸が移動しない保障はありません。
原発は、世界中のどこかでいつかは破壊されて、福島のような悲惨な事故がおこると思います。
日本とドイツが世界に先駆けて原発ゼロの国になるべきです。
現在、電力が少ないと電力会社は言っていますが、照明、ネオン、エスカレーター、エレベーターなど無駄な電気をいっぱい消費しています。
これを削って、病院、工場など必要なところに送れば、今でも原発再稼働ゼロで十分やっていけると思います。
どうか、日本が世界に先駆けて原発ゼロになり、人類と地球を守っていく素晴らしい国になっていってほしいと思います。

25790 個人 自営業 ３０代 女性 (1)ゼロシナリオを選びます。
　人間の力で処理しきれないものを扱うことは危険
で、責任の放棄だと思います。

原発が経済的にも非合理で、一部の人の利益ためのものということが露呈されました。
また、地震と津波の国日本で、これ以上原発に頼るのはナンセンスです。
絶対ということがないということが、福島の事故ではっきりわかったのですから、安全対策をとることにお金をかけるよりも、自然エネルギーのほうに費用を掛けた方がよいはずです。

原発による核廃棄物の処理についても手に負えない代物であるのにかかわらず、これ以上汚れたものを地球に作りだし、未来の子供たちに手渡すなんて、非人道的でしかありません。

少しでも早く原発の再稼働をとりやめ、再生可能なエネルギーへの移行に尽力を注いでほしい。

25791 個人 家事専
業

４０代 女性 原発０％にして欲しいです 制御できないものを増やしてはいけないと思うから。
福島をみて、あんな悲惨なことは２度とあってはいけないから。

25792 個人 その他 ３０代 女性 原発への依存度について、(1)ゼロシナリオを支持しま
す。

福島第一原子力発電所の事故によって数十年人が住めない土地を出してしまったことは国土の損失で、甚大な被害といえます。ひとたび事故が発生した時の被害が大きする不安定な発電方
法にエネルギーを依存することは、合理的でも人道的でもありません。今の日本には原子力を安全に活用する科学技術も政治的技量もないと考えられます。事故終息のための原子力の研究
を進めつつ、原子力以外の持続可能なエネルギー開発に注力してほしいと思います。

25793 個人 家事専
業

３０代 女性 昨年の事故をふまえるなら、原発０を目指して欲しい。 未だに解決されていない福島第一原発があるのに、今後、地震が起きないとは限らないのに原発を稼働するのは不安だし、ましてや活断層の上にあるといわれているものがあるのに、これか
ら調べるとかおかしいと思う。それに、もしかしたら地震が起こりうるかもというのに、原発０以外の選択肢がある時点で、政府はもう地震は起こらないと思っているのではないかと疑う。

今回の３つを比べる事によって、原発０の場合、国民の負担が増えますよとわざと不安にさせようとしている気がすると読んでいて感じた。
根本的に総括原価方式をやめてもっと料金体系を見直したり、家庭での電力消費料金がわかるようなシステムを導入したり、今の殆ど独占的な電力会社の制度をやめて発送電分離をして、地
域ごとに送電網を強化するような制度にしたり、まだ政府が行っていないのに、最初からそれらは諦めているように思えた。
少しでも国民の負担が少なくなるように考えるのが、政府なのではないかと思う。

今まで原発につぎ込んで来た金額を、再生可能エネルギーにつぎこんでいたらと残念に思うが、今後の原発へお金をつぎこむなら其の分再生可能エネルギーへつぎ込んで欲しい。

今回のこのパブリックコメント募集は、あまり広く国民に知れ渡るように告知されていないと感じた。それに、期間も短いし、これによって決まってしまうというのも、国民全員が参加しているわけで
はないのにおかしい。
東日本大地震も同じ国の出来事なのに、自分が原発の被害に遭っていないから、原発に対して０以外の考えを持っているのではないか。
もしもこれが、東京で起こったなら、政治家たちも被害に遭ったなら、きっと原発廃止という考えになっているのではないかと思う。
こういうパブリックコメントを募集して時間を稼いだり、とりあえず国民に聞きましたよっていう政府のやり方に怒りを感じる。

戦争で被爆し、核をもたない国としている日本だからこそ、今度は地震によって原発が０の国として今後を歩んで欲しいと思う。

25794 個人 家事専
業

５０代 女性 (1)ゼロシナリオを選択します。そして２０３０年ではなく
すぐにでも原発ゼロを主張します

今このときにも、核の廃棄物は世界中で増え続けています。半永久的に放射能を出し続け地中奥深く埋めても安全に処理できるという保証はありませんし、あるといわれても信用ができませ
ん。核エネルギーのために莫大なお金を使って、廃棄物の処理のために、またお金やエネルギー使うのは、とても地球環境や温暖化によいとは思えないのです。未来の子供たちのために、安
全な日本を残したいです。

25795 個人 家事専
業

４０代 女性 (1)ゼロシナリオを選択
用意された3つの中からでしたらゼロシナリオしか選べ
ません。

この3つのシナリオの中から選択という方式事態納得できません。
このような選択肢がいつの間に決まったのでしょうか。
2030年までにと言わず出来る限り早く原発はなくすべきです。
危険な原発から順次廃炉に向けて進めてほしいです。
特に浜岡原発は、東海・東南海地震がいつ起こってもおかしくないと言われており、運転停止でも危険なことに変わりありません。
津波対策を整えれば大丈夫だという中部電力の説明には安心できません。
３．１１から、津波の威力は計り知れないものとわかった以上、一刻も早く危険性を除去するべきです。
それと、もんじゅです。もんじゅも早く廃炉にしてください。

原発がなくなれば電気代が上がるとか、経済が停滞するとか言われていますが、長期的に見て原発リスクの方がよほど経済的には悪影響です。
元々原発依存率の低い中部電力管内の方が生活も経済活動も影響は少ないです。
電気代の問題は、独占企業である弊害が大きく、電力自由化を推進することで解消できるはずです。

原発事故後の政府の対応には心底失望しております。
これほど情けなく感じたことはありません。
それまで日本の電気料金が高いのは、外国より安全で安定した電気を供給しているからだと理解していました。
日本の原発技術も高いから安心なんだろうと漠然と思っていたのに、裏切られた気持ちです。
一度無くした信用は、二度と戻らないものです。

地震の頻発する日本では原発は無理です。
そして、このような危険なものを管理できていなかったし、これからも出来ないでしょう。
ですから、どうぞ速やかに安全に全ての原発をなくしてください。

25796 個人 その他 ３０代 男性 「原発ゼロシナリオ」を選びます。 「原発ゼロシナリオ」を選びます。

3・11以降、福島を中心とした放射能による多大な影響を受けた地域の現状と今後の事を考えたら一刻も早く脱原発、そして省エネルギー／自然エネルギーへのシフトチェンジに取り組むべきで
ないでしょうか？

福島の方達はいつ故郷に帰れるのでしょうか。原発がどこかで稼働しているという事はこれから先にも第二、第三のフクシマを再現させる可能性を残すという事です。

この惨事を決して繰り返してはいけない！

そう思います。

25797 個人 自営業 ６０代 男性 速やかに原発ゼロで廃炉にすべきだ。原発事故は取
り返しのつかない悲劇を生む。活断層隠蔽等の虚構
の安全審査の上での現存原発は甚大災害の危険性
がある。運転で処理不可能な核廃棄物が蓄積され将
来に負担を残す。

原発はすみやかにゼロにすべきである。原子力は使えない技術であり、人類とは共存できない。原発の多くの問題のうち特に３つのことを強調したい。第一に、ひとたび事故が起きれば取り返
しのつかないすさまじい悲劇を生み出すことは福島原発の経験が示している。しかも絶対に事故を起こさない原発を作ることなどは不可能である。第二に、日本に現存する原発は虚構の安全
審査の上に建設されたものだということは、活断層の可能性が現実にあることを隠し通してきたことで如実に示されている。日本のどの原発もいつなんどき地震でやられても不思議でない危険
な代物である。第三に、よしんば原発がたまたま事故を起こすことなく運転を続けることができたとしても、原発が不可避的に作り出す核廃棄物は処理不可能であり、運転続行年数に伴って膨
大な量が子孫と未来の人類に甚大な負担として残されるのである。このような原発は速やかに運転を停止して廃炉にしていくべきである。

25798 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発０のシナリオを支持します。ただ、もっと省エネや
再生可能エネルギーの割合を増やしていただきたい
です。

遠い未来まで残り、増え続ける核のゴミや、放射能汚染にこれ以上怯えた生活はしたくありませんので、
原発には大反対です。
日本人の知恵を集結すればもっともっと省エネが可能でしょうし、再生可能エネルギー中心の生活も可能だと思います。

経済重視で命や健康を軽く見ている政府にうんざりです。
ぜひとも国民の声を「音」としてではなく、しっかりと聞き入れていただきたいです。
どうぞよろしくお願いします。

25799 個人 家事専
業

３０代 女性 　ゼロシナリオを支持します。
原発の再稼働に反対します。

あと一度でも事故が起これば、日本は住めない国になってしまいます。

国際社会からも完全に見放されるでしょう。

子ども達にこれ以上の負の財産を残したくない。

福島原発事故の収束もしていないのに、検証もきちんとされず、再稼働はおか

しい。

原発の再稼働に反対します。

25800 個人 自営業 ５０代 男性 原発ゼロシナリオを選びます。
再稼働中の原発は速やかに停止し、今後一切の原発
について、再稼働させず、廃炉にむけて進んで下さ
い。
核燃サイクルもただちに止めてください。

原子力発電は、ひとたび事故が起きたときには、日本だけでなく世界中に、現在だけでなく遠い未来の人間にまで、計り知れない影響を及ぼすことになります。一国の一時の首相が、責任など
取れようはずもないのです。そして、他のすべての技術と同様に、事故の全くない原発はありえません。
これらは、昨年３月１１日以降、誰の目にも明らかになったことです。
今もなお、制御不可能な状態にある福島原発の現状を前にして、「原発は安全だ」というのは根拠のない、現実を無視した希望に過ぎません。
原発によってどれだけの経済的利益が得られるとしても、そのリスクに比べれば（経済的リスクを考えただけでも）、原発維持にはどのような合理性も認められません。
そもそも、電力需給の逼迫を理由に大飯原発を再稼働させながら、火力発電所を停止する関西電力とこれを支持する政府の政策は、人々を愚弄するものです。
「脱原発依存」ではなく、すみやかに「脱原発」に政策転換して下さい。

25801 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原子力発電は、コモンズの悲劇となっている。電力会
社や原発メーカーは、目先の利益ではなく、地球環境
全体の未来を考えてほしい。

　環境問題と経済メカニズムとの関係の研究を示唆したハーディンの「コモンズの悲劇」については、様々な分野に応用され、それに関する著書も多いが、小島寛之氏の説明が分かりやすいの
で、以下に抜粋する。
「ハーディンの主張は、一言でいえば、『オープンアクセスな共有地（コモンズ）は、必然的に荒廃する』ということである。彼はこれを、中世のイギリスの牛飼いたちのコモンズを例に取り、次のよ
うな寓話で示している。
『牧草地をコモンズ（共有地）として、牛飼いたちが共同で使っているとしよう。牛飼いたちは牧草地に自由に出入りできる（オープンアクセス）。このとき、牛をあと１頭牧草地に入れる時の被害
（コスト）は牛飼い全体で等分されるが、利益は牛の所有者だけが得られる。したがって各牛飼いにとっての利益は費用を常に上回り、どんどん自分の牛を牧草地に入れてしまう。これによっ
て、牧草地は回復不能なほど荒廃してしまうことになる』
　例えば、今９人の牛飼いが牧草地で牛を飼育しているとし、１０人目の牛飼いがあと１頭牛を牧草地に入れるかどうかを考えるとする。仮に１０人目の牛飼いが得られる利益は３万円である
が、牧草地の荒廃による被害が１０万円分生じるとしよう。しかしこの被害を１０人の牛飼い１人あたりで考えると１万円である。１０人目の牛飼いは利益が費用を上回るので、牛を牧草地に入れ
るだろう。
　ところがこのことを牛飼い全体で見れば、３万円の利益を新たに得るために、１０万円の損害を被ることになっている。そうであっても、オープンアクセスの原則がある限り、１０人目の牛飼いの
参入を拒否できない。このようなことが続けば、牧草地は回復不能なほどに荒廃してしまうだろう。ハーディンの指摘したのはこのようなことである。」（「数学的思考の技術」小島寛之、ベスト新
書）

　ハーディンは原発事故を予言した訳ではないだろうが、上記の文章において、「牛飼い」を「電力会社」に、「牛」を「原発」に、「牧草地」を「大地や空や海」に、置き換えて読んでみると、現在の
状況と酷似し、コモンズの悲劇そのものである。「日本では９社の電力会社が原発を保有している。それらの電力会社は、徐々に再稼働を狙っている。今回、ある１社が事故をおこし大地や空や
海を汚してしまったので、原発を持つ９電力会社が共同して、損害賠償をしていくことにするが、それでも原発は止めたくない。原発メーカーは懲りずに、今後もどんどん世界中に売っていこうと
考えている。原発の稼働や輸出によって、電力会社や原発メーカーは莫大な利益を得る。しかしながら、原発の稼働は自然環境を破壊し、放射能による被害は、多かれ少なかれすべての人
類、生物が受け、地球を破壊する。大地や空や海、つまり地球は回復不能なほど荒廃してしまうことになる。」
電力会社や原発メーカーは作れば作るほど儲かる仕組みであるが、大地や空や海、つまり地球は無限でなないので、このような結果となることは火を見るよりも明らかである。

25802 個人 自営業 ４０代 女性 3つの選択肢の中から選ぶなら「原発ゼロシナリオ」。
大きなリスクをかかえてまで原発を稼働し続ける必要
はありません。
原点に戻り、一番大切なものは何かを考えるべきで
す。間違いを認め、方向転換する勇気を。

「エネルギー・環境に関する選択肢」の3案のうち、私が1案を選ぶとすれば、「原発ゼロシナリオ」しかありません。それぞれのエネルギーの比率等、細かいことは正直なところ良くわかりません
が、わかっているのは、地震の多いこの国で、大きなリスクをかかえてまで原発を稼働し続ける必要はない、ということです。時間がかかっても、全ての原発を廃炉にすべきです。
政府をはじめ電力会社や原子力政策にかかわる方たちは、原発に対する思い入れもあり、様々な事情があると察します。が、事故が起きたときに失うものの大きさと比べれば、些細なことでは
ないでしょうか？
もう一度原点に戻り、一番大切なものは何かを考えるべきです。間違いを認め、方向転換する勇気を持って下さい。

25803 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原子力発電はゼロへ。使用済み核燃料は未来に負の
遺産を残す。現在でも処理に困っているのにさらに増
やしてはいけない。原子力エネルギーに使う予算をそ
のまま再生可能エネルギーの開発に費やしたらよい
と思う。

使用済み核燃料の処理には長い半減期が必要です。核エネルギーは私たち人間の手には負えないことが、この事故ではっきりとわかりました。

事故の処理にも福島ではたくさんの下請けの作業員の方々が作業に当たられています。このような被ばくのリスクを誰かに負わせながらのエネルギーを使用することはよくないと思います。

経済活動と生命（人間だけでなく、その他の動物、植物も）では、生命を優先させるべきです。生命を犠牲にして経済活動を推し進めることは間違っています。

一刻も早く福島の人たちを救済すること、原子力エネルギーから自然エネルギーへと方向転換することは事故を経験した私たちの使命だと思っています。

25804 個人 家事専
業

３０代 女性 エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見

「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」を主張
《即原発ゼロへ。弱者の保護を優先》

福島の原発事故で，人間が原子力という巨大なエネルギーを安全に使うには，
まだまだ未熟だと言うことが十分にわかったはず！
エネルギーだけが十分にあっても，子供たちが健康に成長できる日本でなければ，日本が，地球は存続できない・・・
今すぐに，原発０の社会にしてほしい。

25805 個人 学生 ２０代 男性 2030年に原子力の比率は0パーセントにしてほしいと
いうのが僕の意見です。

　2030年に原子力の比率は0パーセントにしてほしいというのが僕の意見です。
　理由は何よりも命が大事だからです。原発事故が起こってしまえば何もかもが奪われてしまいます。福島では、土地が放射能で汚染されて家に帰れない人もいますし、酪農や農業や漁業など
ができない所もあります。生活の全てが奪われたのです。そして、一生原発事故前の福島には戻りません。低線量被曝で子どもに健康被害が出るかもしれないと食べ物などを毎日気にしなけ
ればならないような生活を実際にしている親も沢山いて、そんなことはあまりにも酷すぎます。ストレスも相当抱えています。何人も自殺者が出ています。こんなことは二度と起こしてはいけませ
ん。100パーセント安全な原発はありません。ならば、原発は絶対に動かしてはいけないということになります。事故の代償があまりにも大きすぎます。責任などとれるわけがありません。
　電力が足りないから原発を動かすのではなくて、原発は危険だから動かしてはいけないので他の方法で電力を賄っていこうと決断するのが政府のするべき仕事です。原発を無くすことを明言
して自然エネルギーを本気で拡大していくことこそが今、一番国民が求めていることです。それは、できるかできないかではなくやるかやらないかの問題です。



25806 個人 家事専
業

７０代 女性 原子力発電は最終的には０が希望です。ただ現実的
にはシナリオ１５くらいで進むしか仕方がないかと思い
ます。

１・再生可能なエネルギー問題がどのくらい進むものか。風力・太陽・地熱・・・にしても各々問題先山積です。政府は再生エえネルギー問題にたいしてどのような努力をしているか。問題はどこ
にあるのかもっと具体的にマスコミを使ってわかりやすく発表してほしい。
２・火力発電・温室効果ガスなどのCO２問題がどのようになるのかも発表してください。
３・実際に原発をゼロにした場合・・・病院・中小企業に与える問題をやはりもっとわかりやすく説明してください。我が家で介護をしているとき、昨年の計画停電では大変こまりました。

４・ドイツでは原発ゼロの方向と聞きましたが、実際には問題山積と伺いました。そのことも現実問題として日本国民に知らせてほしい。
国会の周りにデモで参加するのもわかりあすが、ただ反対ではなくいろいろなことをわかって行動しているのかちょっと心配です。
５・原子力問題は世界的にみて各国政策がいろいろ千差万別です。このことを踏まえて原子力関係の人材は育ててほしいです。教育はいろいろな分野でとても大切です。
６．国家の将来お踏まえて感情的でなくクールヘッドでかつウオームハートで
政策を決めてください。

25807 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発は即刻廃止にしてください。ゼロを目標に進めて
下さい。

今回のような大地震が起きたら、ふたたび、戸外にもでられず放射能に怯えながらせいかつをしていかなければならないのでしょうか。チェルノブイリと同じことが起きるとわかっていながら、な
ぜそれを止めようとしないのですか。憤りを感じます。私達の怒りを見てみぬふりをしないでください。

25808 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 私は「エネルギー・環境に関する選択肢」において、日
本における原子力発電による発電量の割合を今後『０
パーセント』にすることを支持します。

私の意見の理由は、まず原子力発電によって生じる放射性廃棄物の処理が現在全く見通しを立てられないことです。このことは原子力発電所が今後一切の事故、不具合を起こさなかったとし
ても、必ず解決を迫られる問題です。その答えを全く出せていない状態で、これ以上放射性廃棄物を増やそうというのであれば、返せる見込みのない負債を抱えていくことにほかなりません。
「するべきこと（放射性廃棄物の処理方法の確立）が先にある」と私は考えます。
　２つ目に、今後放射性物質を漏らすような事故を一切起こさないということは可能か、ということです。「身体に影響はないから大丈夫」と、いことが問題ではありません。（無論、身体に影響の
ある事故を起こさないことが前提です。）福島第一原子力発電所の事故で分かったと思いますが、風評被害は抑えが利かないのです。放射性物質が漏れたとなれば必ず影響が近隣に及びま
す。
　以上のような解決の非常に困難な問題を抱える原子力発電に今後の日本のエネルギーを託すのは、大変不安を感じます。したがって、私は現在の選択肢として、今後『０パーセント』にするこ
とを支持します。

25809 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 三つの選択肢という対立軸を作ることは建設的な国
民的論議を形成する上で有害です。エネルギー政策
を検討する前に原子力エネルギー政策について明ら
かにすべきことがあると思います。私はゼロシナリオ
を支持します。

2011年3月の地震、津波による被害は甚大で、ある意味において東京電力、福島原発は被害者であると思います。同じ被害者、被災者としてテーブルにつくことが今後のエネルギー政策を考え
る上でも必須の条件であると思います。ただ、その前提として、これまで原子力エネルギー政策を推進してきたもの、直接には東京電力がなぜ原発事故が起こったのかについて真実を語る必
要があると考えます。私は病院に勤務しておりますが、仮に医療事故が起こった時には、なぜそのような事故が起きたのかについて包み隠さず患者家族の方に説明した上で、謝罪の意を表明
することが当たり前のこととなっています。そうすることで初めて許しを得ることができるわけです。そういう意味で今回の原発事故後の危機管理はまったくお粗末であると思います。日本の電力
会社が原子力エネルギーに頼らざるを得なかった本当の事情や原子力エネルギーの持つリスクとベネフィットについてもっと情報を発信すべきであります。
原子力エネルギーの利用に賛成する人もそうでない人も含めて原子力エネルギーとな何か、という点の正確な評価や合意が十分ではないと思います。そんな中でそれぞれのエネルギー利用
率をどうするかという議論だけに終わらせるならば、日本をどのような国にしていくのかという話ができないと思います。

25810 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 最低でもゼロシナリオ 地球は太陽のエネルギーの循環によってなりっ立っていると思っています。
なので、核融合反応でエネルギーを得ることは無理があると思います。

25811 個人 家事専
業

２０代 女性 原発比率をゼロとする。ゼロシナリオを支持する。 福島原発の事故から放射能汚染による外部被爆や内部被爆が問題となった。
これはとても深刻だ。
これからも放射能汚染は止まらない。
健康被害が、これからたくさん出てくるだろう。
その中には小さな子供たちもいると思うと心が凄く痛む。

福島原発の事件で原発が安全ではないこと、危険やリスクのほうが遥かに大きいことを誰もが思い知った。

小さな子供がいて、生活の色々な場面で放射能のことを気にしなければならない。何を信じて、この子を守っていけばいいのかわからない。

福島原発の事故以来、多くの国が自然エネルギーに転換している。
たくさんの犠牲が出てしまったこの国が教訓にして変わっていくべきではないか？

原発に依存しない国を。
安心して暮らせる未来を目指したい。

25812 個人 その他 ４０代 女性 原発はもういりません。すでに人間がコントロールでき
ないものになってしまいました。すみやかに原発をゼ
ロにすべく方向を定めるべきです。

今回の福島の事故ではっきり分かったはずです。それなのに何故大飯原発を再稼働させたのかほんとうに理解に苦しみます。
野田首相も肩書きを外してひとりの人間として考えて欲しいです。政治家も経済界の人たちも官僚もすべての人がひとりの人間として子供達の未来を考えた時にはたして原発が必要だなどど言
えるのでしょうか？
ひとりの父として母として夫として妻として考えてみてください。愛する家族や恋人や友人を想ってみてください。
「放射能」などという脅威をまずはこの国からなくしてください。

政治家の皆さん、国民が信じる事ができる政治家のなってください。

まず手始めに「原子力規制委員会」の委員長田中氏を撤回してください！！！！！！

25813 個人 自営業 ３０代 女性 原発依存０％を切望します。 地震大国である日本で原子力発電は決して安全だと言い切れないから。

使用済み核燃料の処理方法、放射能汚染、放射能に汚染された物の廃棄場所、何をとっても、解決できていないから。

施設の維持管理費、核燃料の輸入、保持費、使用済み核燃料の保管、事故の処理費　等、とにかく資金がかかりすぎているから

核のない世の中を望んでいるから。

25814 個人 家事専
業

４０代 女性 原発ゼロシナリオ 原発はゼロパーセントにするしかありません。15パーセント以上は事実上原発推進にしかなりませんので。福島第一は実際のところ収束していないし、この地震国では原発以外のエネルギー政
策が必要です。大飯原発再稼働を撤回し、全ての原発を廃炉にする英断を期待しています。電気は足りていますし、自然エネルギーでの技術促進と省エネ、核技術は核廃棄物処理と放射能の
軽減で活用していただきたいと思います。

25815 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発再稼働の反対
福島第一原子力発電所の警察による現場検証と
核廃棄物の最終処理に対しての明確な対応策を示せ

第一に、福島第一原子力発電所の事故に対する現場検証をまずやってもらいたい。警察に現場検証をしてもらいたい。普通の事故に対する処理のように。
その警察による事故解明が原発再稼働のための第一条件です。
第二に、核廃棄物の最終処理に対しての明確な対応策を示す前に原発を再稼働をすることは間違っています。
再稼働するのであれば原発を稼働することで出る核のゴミを最終的にどう処理するのか、いつまでに、どうするのか国民に示すべきです。
そして国民の了解を得るべきです。
国民の了解を得ないままに再稼働することはありえません。
是非上記条件を満たした上で、原発の是非に対する国民投票をお願いしたい。
上記条件を満たさないままでの原発再稼働はありえません。
出来ないのであれば原発は廃止せざるをえません。

25816 個人 無職 ６０代 女性 原発依存度　(1)ゼロシナリオ　を支持 日本の将来のエネルギーを原発から脱却した再生可能エネルギーに転換すべきであり、ゼロシナリオで十分可能。
電気需要のピークの日は１年間で７日間あまり、１年間で３０時間ぐらい電気が足りないだけで後は足りている。
そのくらいは知恵を使えば何とかなる。
自然エネルギーでの経済効果、雇用の創出も見込めることは実証済み。
そのためには、発送電分離が重要で特定規模電気事業者を増やし、電気の独占をやめること。

やはり日本のエネルギー政策をどうするかを考える強いリーダーシップと政治力が必要。

25817 個人 自営業 ３０代 女性 原子力発電０％を望みます。日本には他国にはなし
得ない素晴らしい技術があります。それを生かして
もっとクリーンなエネルギー政策にしていただきたい。

うちには子供がおります。原発事故以来、いままでに経験したことのない腹痛を訴えるようになり、私の体調もおかしくなりました。
そして東日本に居るべきではないと判断し、岡山県に引っ越して参りました。
家族や親族とはばらばらになり、生活もマイナスからのスタートですが、体調を確認してみると今は戻ってきています。

震災10分後には原発の心配をしていましたが、想像以上のひどい事故になってしまいました。

あの事故を見て原子力に頼ろうとする人の気持ちがまったくわかりません。
原子力発電をはじめて40年、40年も経ったら時代は変わります。
40年前の服を毎日着ている人はいないし、40年前のクルマに乗っている人もいません。レコードはCDになり今はネット配信の時代になりました。

こんな風に時代が変わるのに発電方法が旧態依然のままだというのは明らかにおかしいです。

日本の技術ならば、これから画期的な廃炉の技術を発明して全世界に輸出できるようになり、次世代の発電方法を考えることも可能です。国民の技術を信じてください。どうぞよろしくお願いしま
す。

25818 個人 自営業 ４０代 女性 原発を稼働させるのをやめて欲しいです これ以上、たかが電気で多くの人の命を奪うようなことがあってはなりません

25819 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 電気エネルギーの無駄を徹底して削減しながら、同時
に、省エネ製品の積極的活用を導入したり、再生可能
な発電方法を取り入れ、原子力発電に頼らない地産
地消を目指した電気エネルギーの活用の早期実現

電気の無駄遣いとして挙げられるのは、
自動販売機ではないか。ジュースメーカーさんには申し訳ないが、近くにコンビニエンスストアや２４時間営業の食料品店やドラッグストアがあるにもかかわらず、自動販売機が並んでいる光景
を多く見かける。あれは利益につながるのだろうかとつい考える。該当する自動販売機は多いはず。見直してもいいのではないか。
大型電気広告も無駄と思う。ビルにつけている大きなテレビジョンや派手な電気広告の類も。今携帯電話が一人一台になっている現状で、その携帯電話やスマートフォンにワンセグ機能が付い
ているし、ネットで最新のニュースが分かるので、大型テレビジョンはいらないような気がすろ。また派手な大きな電気広告も省エネ機能をつけなければ、強制的に廃除するくらい規制してもいい
のではないだろうか？
電気の地産地消は、電気を消費する場所から近いところで発電しているので送電ロスが少ない。近い将来、日本のすべての住宅の屋根やビルの屋上に太陽光発電を導入し蓄電池と併用する
方法が思いつく。しかし、天気に左右されるので安定した電気が必要になるので、都市ガスによる燃料電池の発電方法も一緒にすると家庭での安定した地産地消が実現できる。また、ＬＥＤをは
じめとした省エネ電化製品をもっと多く普及させなければならない。
このようにして、地産地消を実現すれば、かなりの省電力になるのではないかそれでも、電力が足りない場合には、従来の送電線から供給してもらうやり方がある。もしこれが実現すれば、今よ
りも少ない発電設備で賄えるし、大規模工場など電力を大量消費するところに電力を回せるので、原子力発電に頼らなくていいのではないか。
また、日本はものづくり技術のレベルが高いので、再生可能な電気エネルギーの開発を進められると思っている。宇宙から太陽エネルギーを利用するなどの技術を開発して、世界をリードする
方が将来の日本にとっていいのではないだろうか

25820 個人 家事専
業

６０代 女性 原発は　なるべく早く廃止すべきです。昨年の３．１１
以降

今　どのような科学者も技術者も政治家も、原発が
絶対安全だと言いきれる人

はいないはずです。

。

原発反対します。

原発の安全性を　科学者　技術者　政治家が国民に説明できますか？

放射能もれが　起きたとき｢実は今現在も起きている」誰がどのように責任をと

るのですか？福島の原発事故の原因も廃炉が無事できるかさえ確実でない現実を

見れば　どうして楽観的に原発を始動できるのでしょうか？

活断層が無数にある日本に　必要なのでしょうか？最近　よく地震が多発してい

るので心配です。経済も大事ですが　人命ももっと大事です。

ドイツのように　まっさきに原発に頼らず　自然エネルギー開発に取り組む姿勢

を表明すべきだった思います。本気で取り組むならば　新しいビジネスチャンス

になるはずです。私には　1歳半の孫がいますが　いまだ食材を選ぶのに苦労している

母親の娘を見るにつけ悲しい思いをしています。

。福島の犠牲に学ぶべきです。

25821 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 ｢想定外｣で責任逃れする人たちが推進しようとしてい
る。
放射性廃棄物の処理方法がない。
地震大国の海岸沿いに建てられた発電所は危険極ま
りない。
以上のことから、原子力発電０％しか選択肢はない。

福島の事故で明らかになったことは、原子炉がいったん暴走したら人間では制御できないということ。そのような危険性をはらんだ発電方法を選択してはならないと考える。
放射性廃棄物の処理方法は地中に埋める以外ない。仮置き場がいっぱいに近づいているが、次の引き取り手はない。再処理技術も進まず、核のゴミは増え続けるばかり。未来の子どもたち
に、国の借金だけでは足りずに核のゴミまで残していく。そうまでして原発を稼働させる必要はない。
地震で有名な日本列島の海岸沿いに建てられた多くの原子力発電所。また、新しく発見される多くの活断層が、発電所の直下やわずかな距離の場所に存在する。そのような状況で、原子力発
電所の安全性ははたして保てるのか。甚だ心許ない。つまり原子力発電所の安全性はあてにならない、ということに他ならない。
チェルノブイリ周辺と比較して人口密度の高い福島地域は、相当数の住民がふるさとを追われ、放射能の恐怖に恐れおののいている。やはり選択肢は一つだけ。原発０％だけでしょう、
自然エネルギーはかけ声だけでなかなか進まない。補助金何年出し続けたら価格が下がるのか？いつになったら補助金いらんようになるのか？「未来にむけてあてにならない。」
原子力発電所かどうかよりも火力発電用の天然ガスや石油の輸入価格を値切れる（他国並み水準に）外務大臣（ですか？）に折衝してもらう。

25822 個人 家事専
業

４０代 女性 原発ゼロを選択します 原発ゼロを選択します。
今以上に自然エネルギーを利用するようにして、これからの子ども達のために未来をつくっていってください。

25823 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ２０３０年といわず、今すぐにでも全電源に占める原発
の比率を０％にして頂きたいです。

東日本大震災において、あのような原発事故が起こり、今もなお住人が帰れずにいます。今後何十年と帰れないと思います。廃炉にするお金や賠償問題にかかるお金も莫大なものだと思いま
す。
何より住人の命を第一に考えて頂きたい。

原発がなくても生活は出来ます。節電も国民はできます。

原発に飛行機が墜落したり、テロで突っ込まれたりする可能性だってありえます。原発が安全ということはありえません。

どうかお願いします。



25825 個人 自営業 ５０代 女性 原発ゼロシナリオを支持します 原発による発電を極力減らすのはゼロシナリオしかありません。人類と地球を脅かす原発を一日も早く廃止してほしいです。

25826 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発ゼロシナリオ 原発は、いらない。
福島を見て一目瞭然でしょう。
未だに避難している方々がたくさんいるんです。放射能汚染のせいでもう二度と故郷に戻れない方々がたくさんいるんです。それだけの理由だけでも十分原発をゼロにする理由になると思いま
す。
また事故が絶対起きないとは言い切れない物なら、やめるべきです。
電気より命でしょう。
これからは自然エネルギーでやっていくべきです。

３０代自営業個人 政治家の方々にお伺いしたいです。
何を守りたいのですか？
本当に不思議なのです。

原発の危険性など充分ご存知のうえで、
さらに自然エネルギーでも経済の発展へ繋げること等
今の日本では簡単なことなはずなのに
なぜ、明らかにばれるような嘘をつき続けてまで
原発に執着なさるのか？

お金だけではない色々なお国の事情がおありになるのでしょうか？

だとしたら

人の心と一緒で
日本は強くならなくてはいけないときなのではないでしょうか？

今日本がしっかりと、人の命と自然と宇宙を守る選択をできるかどうか
とても大事な時だと思います。

子供のような発想かもしれませんが
そして国民を騙すのはちょろいと思い続けても構いません、
でもどうか、国民に対してあまりにも滑稽な嘘をお考えになる時間に
原発から自然エネルギーへのシフトチェンジについて
お国の事情も超越できるような
執着されている何かに理解をいただけるような方法を
全身全霊でお考えいただき生み出していただけるようお願い申し上げます。

愛ある選択ができれば全ては調和してゆくと思います。

私にとって美しい文化をもっている誇り高い日本ですが
今の日本国家は本当に恥ずかしいです。
震災で被災された方々、他国、自然、宇宙に対し
本当に失礼だと感じています。

真摯になってください。
どうか宜しくお願い申し上げます。

原発を全て安全に廃炉にし自然エネルギーにシフト
チェンジしてください。
経済の発展は自然エネルギーから生み出してゆける
ような国にしてください。

女性25824



25827 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 男性 原発は必要ありません。

絶対に再稼働してほしくありません。

生涯原発ゼロにしてください！

目に見えない放射能と共生していくなど、

考えられません。

仮に目に見えたとしても、不可能です。

被爆に苦しんだ広島、長崎を繰り返さないためにも

日本という国が居住できなくなってしまわないためにも

脱原発エネルギーをお願いします。

僕達若年層の

希望を無くさないで下さい。

25828 個人 家事専
業

３０代 女性 ０％シナリオ 原子力発電で生み出される核廃棄物をどうするのかわからないままこれ以上ふやすことはできない。
地震大国の日本に原発をつくることがまちがっていると福島のときにもう学んだはずである。
未来のこどもたちが安心して暮らせる日本を残すためにも今、原発のない世の中へ進まなければいけないと思う。
安心して幸せに暮らせることがいちばん大事。
電気はそんなにいらない。
少し前の暮らしで十分です。

25829 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 現在、設置されている原子力発電所については安全
対策を確認後、再稼働すべき。　新設については、今
後、電力の需要や新たなエネルギーによる発電等を
考慮し決めるべき。代替エネルギーの研究開発を行う
ことも必要。

　今、原子力発電所を全廃してしまうと、電力が不足してしまうことは明かで有り、また、火力発電や太陽光・風力発電により電力の不足分を補ったとしても、電気料金が上がることになる。
　もし、原発が再稼働せずに電力の不足や電気料金の値上がりが起こった場合、中小企業にとっては命取りとなる。　原発再稼働反対の人は、家庭での電気の使用量や料金について、中小企
業が足りない電気量や増加する料金を負担してもらえるのであろうか。
　また、代替エネルギーとして太陽光発電や風力発電が挙げられているが、天候に左右されるため安定した供給が期待できない。　代替エネルギーの研究開発をもっと行い、安定したものが開
発された段階で原発の廃止を考えるべきであろう。
　確かに福島原発の事故は、安全対策の不備があったであろう。　従って、安全対策については、「ＮＨＫスペシャル」で放映されたことも含めて確実に行ってもらうことが前提条件となる。

25830 個人 無職 ８０代以
上

男性 出来る限り早く、日本の全原子力発電所を廃止すべ
きです。

日本は、世界最多に近い地震、津波の国であり、想定外の地震・津波は今回だけでなく過去にもあった。
今回の原爆と被害は、この想定外の地震・津波のあらゆる角度での防止策が完全でなかったことであり、他の原子発電所の設計・工事等も同じとみたい。
今回のこの事故と被害は１０００年に１回もあってはならないし、世界の各国にもあってはならない。

25832 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 安全性、経済性において、原発を続けることは日本に
とってマイナスです。ただちに原発をゼロににしてエネ
ルギー政策の転換を行うべきです。

　先ず、日本国内の電気が足りていることは明らかになったようですので、電気が足りる足りないに絡んだ経済うんぬんの無駄な議論はやめましょう。
 私は、原発に反対する立場ですが、反対と言うより、むしろ、
「もう、続けられるわけがないでしょう？」
と、申し上げたいです。大きな理由は２つ。
(1)被ばく労働なしには成り立たない産業である
(2)使用済核燃料の処分方法が決まっておらず、貯蔵プールも満杯である
という点です。原発を続けるということは、すでに手をこまねいている核ゴミをさらに増やし、問題を増大させるだけです。

　国は一日も早くエネルギー政策の方向転換をすべきではないでしょうか。省エネ技術や自然エネルギーの分野で世界一の技術を確立し、その技術を輸出することが世界に貢献することであ
り、国益に繋がるはずです。
　原発に費やしてきた巨額を、技術開発の研究費や普及のための補助金等にシフトするだけでいいのです。（原発処理も相当な負担とは思いますが）
　アイスランドの地熱発電は三菱重工の技術、東京電力のガスタービン発電は世界トップレベルの熱効率と聞きます。元々すばらしい技術を持っているのに、原発があるために伸びられなかっ
た。原発が足を引っ張ってしまった。そのように感じます。

　原発をゼロにし、自然エネルギーと省エネ技術で豊かな暮らしが出来ることを、日本が世界に示しましょう。
　今ならまだ、間に合うはずです。

25833 個人 家事専
業

４０代 女性 ゼロシナリオを実施してほしい。ゼロを目指しても現実
には、１５シナリオ程度しか実現できないかもしれな
い。目標は高く設定してほしい。

原発は、かならず事故が起こる。
スリーマイル島の事故。
チェルノブイリの事故。
人は、忘れる生き物
人は、過信しやすい生き物
人間は、失敗や過ちを犯す生き物であると謙虚になるべきである
起こさないように努力といっても、施設の老朽化、技術の更新の難しさ、日本の地盤の問題（地震国であるということ）、裂けられない現実がある

目の前の利益にはしり過ぎる
一旦事故が起これば、自国だけでなく、よその国にも迷惑をかける
とうより、地球に住む総ての生き物に影響を与える
行政の２重3重の構造が、原発産業を不透明にしている
本当は、ものすごくコストがかかっているのに、コストが安いように見せかけている
電力会社の為の原発になってしまっている

25834 個人 自営業 ２０代 男性 原子力発電での電力供給に反対します。全ての原発
の廃炉、再生エネルギー利用への転換を希望しま
す。

私は原発ゼロを求めます。

何故あのような悲惨な事故が起こってしまったのに、また原発を動かそうと思えられるのでしょうか。家に、故郷に帰れず、土が、川が、木々が、大気が、人が汚染され、これからどんな影響が出
てくるか想像することすら恐ろしい事故が起こったのに、食べるものを一つずつ産地を確認し、いなかから水や食料を送ってもらい、線量を計ってからでなければ子供を遊ばせることすら出来な
くなってしまったのに、また同じことが繰り返される可能性が大いにあるのに、何故だ。
電力会社の姿勢も政府の姿勢も原子力ムラの企業も大手のマスコミも、もうほとんど信じられません。いろんな嘘や隠蔽、癒着など、もううんざりです。

再生可能・自然エネルギーへの転換を進めてください。
これまでのような経済発展を望む、GDP上位のような国でなくて結構です。生き延びられる国を目指してください。

25835 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発ゼロシナリオ！！ これだけ酷い状況になるならば、別の方法を考えるべき。
ここで日本の技術を出さずに、外国で日本の「自然を活用する力」を出し続けているのはオカシイ！
原発廃炉のメドだって４０～５０年でキッチリ片付くはずもないのに、「原発１０％」「原発２５％」なんて論外だ！！
直ぐに全原発を廃炉にして欲しいです！！

25836 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発ゼロシナリオ(即時) いのちを大事に

25837 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原発ゼロシナリオを熱望します。
大飯原発再稼働即中止、全国の原発の廃炉を順次お
願いします。
過疎地の人に原発を押し付けないでください。

福島第一原発の事故により、原発は安全でもクーリーンでもましてコストが安くもないということが明らかになりました。また４０年以上、日本の全知能を集結しても核の廃棄物を未だに処理をで
きないのなら、そんな無駄な研究をこれからも続けて行くのは不毛です。いい加減目覚めましょう。世界中に放射能を毎日ばらまいていることに心が痛みます。この反省の上に立って、これから
の日本を考え直すきっかけにしない日本人は愚かです。日本から世界に原発反対の声を上げて行きましょう。稼働できない「もんじゅ」を維持するための年間２００億円を自然エネルギーの開発
や新しい雇用のために使ってください。そのために電気代が上がるというのであれば引き受けます。東電の尻拭いと社員の給料を維持するために電気代を値上げするというのは反対です。一
部の人間だけが利益を得るような社会を替えましょう。また何か原子力に関しての委員会を作るときは男性と女性の委員を同数にしてください。男性は目先の経済のことしか考えません。戦争
を始めたのも男性です。経済は生きている人間があってのことです。経済と原発をイコールに、同じ土俵に並べて考えるのは止めましょう。他のことで雇用を考えましょう。
私たちは節電します。電気に頼る生き方を少しずつ変えましょう。国民の意見を聞いてください。アメリカの言いなりになるのは止めましょう。お願い致します！！！

25838 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 日本のエネルギー政策として今すぐ全原子力発電所
の停止、廃炉のロードマップを作成して下さい。そして
新たな発電方法（天然ガス火力発電、地熱発電、太陽
光発電）の導入、研究、開発を一刻も早く進めるべき
です。

2011年３月11日まで、原子力発電に対して共産党や他団体から危険性の指摘があったにも関わらず、電力会社、政府は原発は何重にも考慮された安全装置があり過酷な事故は起きないと主
張して来ました。しかし、過酷事故を起こして福島県の一部は人が住めなくなり大量の避難民が生じ、東日本一帯のみならず世界中が事故を起こした原発由来の放射性物質に汚染される事に
なりました。現在事故の収束の目処は立たず、また政府は事故前からの安全性の見直しも行わず、にも関わらず十分な事故対策もせず、事故前の安全基準のまま大飯原発を再稼働させまし
た。このような拙速な判断で物事を進め理性的な判断が出来ない政府に今後原子力を安全に運用させる能力が無いのは明白です。また例え安全の見直しを計ったとして、事故が起きれば大
惨事、および環境に悪影響を及ぼし、核廃棄物の処理技術は未だに確立されていない原子力発電を使用するメリットはいっさい有りません。原子力発電はリスクでは無くデンジャーです。たか
がタービンを回して発電する程度の事で、核分裂反応を起こして熱を発生させるなどという核兵器の間違った使い方など採用する事はありません。天然ガス発電等、新しい技術を使うべきで
す。

25839 個人 自営業 ３０代 男性 この技術は使用済み燃料の処理や安全対策の面で
も、未だ運用に至るだけの蓄積を有していません。未
来を脅かしてまで現在の利を得ようとする事は、愚行
という以外に言葉が見つかりません。即・禁原発を希
望します。

私は平智之議員の提唱する「禁原発」に全面的に賛成です。
彼の意見以上に納得できる理を推進を是とする意見からは見つけることが出来ませんでした。

現在、既に原子力規制委員会の委員長候補である田中俊一氏が規制ではなく推進の立場を表明している事からも、この国の原子力産業のしくみが健全性を失っている事を如実に表していると
思います。

いつ、どのような災害が起きるか、予測もままならない状況で、原子炉の安全性の保証は不可能です。
不幸な条件が幾つか重なっただけで、人類は即窮地に立たされます。
おまけに組織が信頼を失う言動を繰り返しており、控えめに見ても「麻薬依存者に麻薬の管理をさせている」ようにしか見えません。

加えて使用済みの燃料の処理にも先が見えていません。
３世代先の未来だってどのようになるのか予測も出来ないのに、「何万年も管理」することが、果たして我々には可能なのか。いや、長くて100年程度しか生きられない我々には到底無理なことで
しょう。

そんなお先真っ暗な未来が待っているというのに「現在の経済の問題」だけで再稼働・原発推進してしまう理論がまかり通ってしまうような国ならば、今すぐに滅んでしまった方がむしろ地球のた
めです。

禁原発の名の下に、廃炉にして安全に管理してゆく技術をどこの国よりも早く構築し、これから多くの原子炉が廃炉になってゆく中で、その安全を守る中心的な役割を日本は担うべきでしょう。
また同時に大規模発電という発想からも決別し、地域ごとに土地にあった中小規模発電を推進し、その技術でも世界に並ぶものがないだけの技術を構築してゆく事が、今すぐに歩む先を変えて
ゆけば可能な筈です。

無限を想起させる夢の大規模エネルギー、その魅力は確かにありました。
しかしそれがまやかし、または悪魔との契約のようなものだと我々国民は気付いてきています。

25840 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 国防上の観点から、原発をはじめ核関連施設は、可
能な限り速やかに閉鎖。核物質は有償で他国に処分
委託。

　現在の日本の防衛力で、原発をはじめ核関連施設を防衛することは、大変困難です。そもそも核武装していない国が、核物質を多量に保有すること自体、国家の安全保障上、重大な問題だと
考えます。アメリカ並みに原発を推進するのであれば、アメリカ並みの世界最高レベルの国防力が必要です。つまり、核武装が必要です。
　個人的には、日本の核武装には反対ですので、例え第四世代の原子炉が実用化されたとしても、日本国の現状においては、可能な限り速やかに核物質そのものを国外に出してしまうべきと
考えます。
　一時の経済的合理性に従った結果、国土と国民そのものを毀損してしまうことになりかねません。
　政府の賢明なご判断と、国民および人類に対する明快かつ簡潔なメッセージの発信を期待して止みません。

25841 個人 自営業 ５０代 男性 原発ゼロシナリオを望みます。 問答無用。福島を見てそう思わないのですか。
原発と人間は共存できません。どこの国も事故があっても隠さなければいけないようなものに頼るのはおかしい。
核の廃棄物を何万年も未来の人間に託すなんて、ふざけているとしか思えません。そんなものを推進している科学者は科学者として恥ずかしくないのですか？自分さえ、今さえ良ければそれで
良しとするのは最低です。未来は現在生きている人間、今を支えている大人全員に責任があります。
危険なものと共存するのはまっぴらです。

○私は泊原発のすぐ近くで生まれ育ち、3.11までは「日本の原発は安全だ」とずっと思ってきた。しかし水素爆発。未だに事故原因がはっきりしないうえ誰も近づけないため現状もわかっていな
い。こんな状況で安全だと言われても信じられるはずがない。原発は危険だ。騙されていた。本当に安全だと言うのであれば、事故原因を含め全ての情報を開示しその結果国民が納得できる
のであれば再稼働すればいい。情報開示ができないのになぜ経営上の都合で再稼働をするのか。まして活断層の疑いがある。信頼できる第三者に調査を依頼し、調査期間中は運転を止める
べきだ。値上げも撤回するべきだ。原発の維持費なども原価に含まれているのはおかしい。強制的に値上げ後の電気料金を払わされてしまうと、原発推進の共犯者になってしまう。核燃料サイ
クルも即中止だ。もちろん、使用済み核燃料はすべて直接処理。場所がないと言うだろうが、再処理してさらに危ない物質を増やすよりは少しはましだ。直接処理の方法も、情報開示しながら国
民が議論に参加して決めていくべきだ。
○政府は脱原発の方向性だと言った。そうであればどのようにエネルギーシフトをしていくかを話し合う場だけが必要だ。なぜ2030年の原発比率を討論しているのか意味がわからない。いまの
原発は廃炉のための設計がなされてない。原子力に詳しい専門家（京大の小出裕章氏ら）を中心に廃炉の研究と人材育成をしてほしい。
○日本は原発を爆発させた。原因は地震か津波かまだわからない。それなのに原発を輸出するとは信じられない。即時撤回するべきだ。これでは外国で核実験をやるのと同じことだ。まして原
子力に詳しい専門家も足りていないような国（ベトナムなど）に輸出するなど、無責任だ。金儲けのことしか考えていない。政府は原発輸出はすぐにやめて、世界から原発がなくなるようにメッ
セージを出すべきだ。それが嫌なら金曜日夕方の官邸前・国会議事堂前の映像を世界に流せばいい。
○原子力規制委員会は作らないで代わりに原子力廃絶委員会を設立し、国民が一丸となって核を廃絶していきたい。原子力の安全利用は不可能だということがわかってしまった。人間は自然
に勝つことなんかできない。耐震や津波の対策をとったとしても、想定通りの災害が来るとは限らないのだ。今、福島に竜巻や台風が来て建屋が損傷したらどうするのか。まして、核物質と人間
は共存できるわけがない。体に有害で、自然界にもともと存在するものではないのだから。危ないものはこれ以上生み出してはいけない。廃絶委員会の人事や法案に対する意見を国民が言え
るような仕組みを作ってほしい。その際はウェブだけではなく新聞やテレビも含めてどの世代の人でもアクセスしやすい媒体で告知をし、意見の提出も郵送やFAXなどPCを使わない人にもやり
やすい方法をとるべきだ。
○電気が足りないという議論はもういらない。原発が動いている時でも景気は悪かったし、電力不足とは別の理由で、製造業で大規模なリストラが行われている。経済活動と原発の稼働は関係
がない。まずは無駄に電力を使っていないかどうか大企業をはじめとして全国民が見直すべきだ。個人ももちろん見直すが、大企業がもっと見直すべきだ。そのうえで、「いま発電できるのはこ
のくらいだから、どうやってやりくりしようか」という議論をすればいい。今までと同じだけの量を発電しなくても良い。私ははっきり言って低所得者なのでいつも生活費を１０円単位まで計算してや
りくりしている。少ないと最初からわかっていればどうにか工夫してその範囲で納めようとする。電力だって同じだ。人の命や健康を危険にさらしてまで電力を発電する必要はどこにもない。早く、
どのようにエネルギーシフトをするか考える場を設けてほしい。そして省エネルギー・再生可能エネルギーの研究を進めてほしい。日本の夏は暑いから電力が足りなくなる、と言うなら、その熱
や太陽光を利用すればいいのでは。「太陽がいっぱい」なんでしょ？廃炉や再生可能エネルギーのための投資なら、全て情報開示してくれて納得できる内容で、本当にその通りに使うのなら電
気料金が上がるのも場合によっては納得する。しかし、原発費用分と火力発電の燃料費と自然エネルギー促進、全てを電気料金に転嫁するとはいい度胸だ。
○作業員や住民の健康管理を責任もってやってほしい。そして食べ物も含め、放射線量の基準値を厳しく設定してほしい。私は線量の測定はきちんとやっていると信じるが、基準値自体が信用
できないのでなるべく福島から遠く離れた産地の食べ物を買うようにしている。これは風評被害ではない。政府がきちんと情報開示しないから悪いのだ。また避難住民へ医療費や自主避難して
いる人への補助金も出すべきだ。復興予算６兆円も余らせている場合ではない。しかも繰り越さずに一部を別の用途に使うなど言語道断だ。こっちはもとから生活が苦しいのだ。それを「えい
や！」で復興増税を決定したうえに使い道を変えるなんて、信じられない。誰がそういうことをしていいと言ったんですか？線量が高くて除染も不可能であれば隠さずに正直にただちに、住民に
伝えるべき。今の対応は事故を小さく見せようとしているとしか思えない。除染の計画も仮置き場も決まらないまま「何年以内に帰ります」というのはおかしい。どのように計算しているのか。人間
は社会に参加して誰かの役に立って生きがいを感じることができる。どこに住むのか、本当に戻れるのかもわからず、仕事をすることもままならない、生きる希望が見出せない人が多いのではと
想像する。少しでも早く今後の人生を考えることができるように、帰れない地域はすぐに知らせること。子どもを避難させること。数年後に福島県民の間で病気が多発したとしても原発事故との関
係が認められないと言うつもりか？無責任だ。責任を持って、考えられる病気すべてを監視し、一人でも多くの人を救うべきだ。もう手遅れだと言わずに子どもを避難させるべきだ。

そして、被害者全員に国と東電が謝罪するべきです。

全ての原発を即時廃炉。直ちに廃炉計画を立て、核
燃料サイクルは廃止。原発輸出は全部撤回。電力消
費量の見直しと省エネ・再生可能エネの技術開発に
投資を。国と東電は謝罪し子どもを避難させ医療費等
補助すべき。

女性２０代無職個人25831



25842 個人 自営業 ５０代 女性 2030年までに原発をゼロにするべき。他のシナリオに
比べコストが
かかろうとも最重要課題とし代替エネルギーを開発す
べき。それが未来につながる。
同じ轍を踏まない。責任が取れない事はしない。

原発の事故は他と比べようのないほどの影響がある事が今回の事故でわかった。
事故処理の目処もたたず被害者の生活再建もままならない。また核廃棄物も未来の
人類への負の遺産に他ならない。日本の優れた技術をクリーンエネルギーの
開発に向ければ必ず将来自国の為にも地球のためにもなるはず。今こそ転換のときである。
本気で原発依存度を減らしたいなら目標はゼロに設定すべき。
生半可な気持ちでは無理。とにかく２度と同じような被害者を出さない事を
第一に考えるべき。また経済の成長が個人の幸福に必ずしもつながらない事は
もうみんな気づきはじめている。本当の幸福は安全な暮らしの上にしか成り立たない。
いくら見晴らしが良くても崖っぷちに家は建てたくない。福島の人が運が悪かったとは
思わない。明日はわが身である。政府および関係者は本当に責任が取れるのか
いま一度想像してみてほしい。次に大地震が起きたとき、百年後の福島原発の状況、
核廃棄物の状況、あらゆる事態を想定する事が国政に携る者の責任である。

25843 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発０。日本は火山と急峻な山と豊な雨に恵まれた資
源国。高コストで危険な原発は廃炉にし、低コストで電
力供給が安定な地熱・小水力を普及させ、日本の主
電力にする。太陽光・風力の不安定な電力供給は火
力で補う。

約２割を原発に依存していたドイツ。福島第一原発事故後、いち早く脱原発に舵を切り、２０２２年までの原発全廃を決めた。約８割近くを原発に依存しているフランスでさえ、新オランド大統領が
減原発に方向転換した。それに比べ、約３割を原発に依存していた日本政府は、脱原発への動きは鈍い。国民が圧倒的に脱原発を支持しているにもかかわず、野田政権は耳をかさない。原発
再稼動が、「政治決断」だと勘違いしている。
　全国各地で行われた、原発聴取会。原発支持者の理由には「日本には化石燃料などのエネルギー資源がない」「太陽光、風力など再生可能エネルギーは不安定である」「化石燃料に頼るの
は温暖化対策にならない」「原発が停止すれば経済が停滞する」というもっともらしい意見を言う者もいる。
　しかし、日本は火山が多く、急峻な山々と、世界平均の２倍を超える豊富な降水量に恵まて、急勾配の川には勢いよく水が流れ、用水路も発達している。これらの天然資源は、自然エネル
ギー先進国のドイツにはない日本の強みである。この日本の天然資源を利用した、地熱発電と小水力発電は、日本にまだまだ作る余地がある。地熱と小水力発電は、電力供給が不安定な太
陽光発電や風力発電より、安定した電力が供給される。しかも、高コスト、高リスク原発に比べ、はるかに安コストで、リスクは少ない。国が、地熱と小水力発電所の普及を妨害している規制を緩
和すれば、地熱と小水力発電は、今後、日本の主電力となるだろう。
　「日本には資源はない」とか、「原発に依存しないと、経済が停滞する」はというのは根強い思い込みである。日本は資源国である。日本辺の海に、メタンハイドレートや、夕張の炭鉱からメタン
などのガスが採掘される可能性もでてきた。ただ二酸化炭素による温暖化問題のことを考えると、私は自然エネルギーを推進したい。
また、パプリックコメントで、再生可能エネルギーの割合が高いほど、火力発電尾負担が高くなっているのもおかしい。自然エネルギーを普及させると、火力発電が増え、二酸化炭素の排出が増
え、電気コストもあがるということを示唆し、国民に原発は必要であるという結論に導かせようとする姑息な意図が見て取れる。実際は、地熱、小水力、太陽光、風力で７０％以上はまかなえる。
火力発電は、太陽光や風力で不安定な電力供給を補う補助的発電としての役割を担うことになるだろう。２０３０年といわず、即刻、原発を廃炉にすべきである。例えば、１日５５００万円の維持
費がかかる「もんじゅ」も即刻、廃炉にすべきである。その無駄に使われている国税を、再生可能エネルギー発電の開発につかった方がよい。今まで「もんじゅ」に１兆円で国費を投じたかもしれ
ないが、損切りすることこそ「政治決断」である。それ以外の原発関連予算も総動員し、急ぎ、地熱、小水力を中心とした再生可能エネルギー発電所を作り、来年の電力需給に間に合わせるべ
きだ。
　政府と電力会社の本音は、脱原発になると、電力会社の経営が悪化し、電力会社の債権を大量に抱える銀行の経営も苦しくなる。国もその電力会社の赤字の補填したくない。だから、原発を
「安全」ということにして、再稼動したがっているのである。しかし、多くの国民は見抜いている。国民をだまし、原発推進の方向に、国民を誘導するやりかたは、もはや通用しないと、政治家も、
官僚も、電力会社も、早く気づくべきである。命より、金の方が大事なら、国民の同意を得て、再生可能エネルギーの収益の一部を、原発の廃炉費用に使えばよいではないか？原発がなくなる
のためなら、それを許容する国民もいるはずだ。

25844 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 原発に依存する考えを改めるチャンスだと思います。
最終の目的地を定める勇気がなければ、今後、地球
レベルでも深刻な問題になると考えます。原発は反対
です。

福島の原発事故から、何を学んだのでしょうか？
未だに、原発に依存しようとしている方向で動いています。私たちは、地球があって生きています。私たちの命は、自然と共に、生きています。いえ、自然に生かされています。子供の頃、自然の
恐ろしさを体験して生きてきましたから、想定など成り立たないことを感じます。つまり、安全などないということです。
わたしたちは、どこに向かうのか？脱原発にむかい、そのための今であって欲しいです。いろいろ問題はあるかと思いますが、今の政治、東電をみると、心が痛みます。これから、子供たち、孫
たちの生きる地球を考えてください。
単に脱原発と言っているのではありません。そのための今は、そこに向かうからこそ、生まれるものがあると思います。
お願いです。もっと、もっと、これからからを大切に考えてください。
東電は、現実を知るべきです。あまりにも、感覚がずれてます。甘えてます。
政治も同じではないでしょうか？
日本が、脱原発に向かうことを切に、切に望みます。

25845 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」を主張
《政府は本腰を入れて再生可能エネルギー開発に尽
力すべき》

このパブコメ募集の前提が「2030年までは原発が維持される」というもの。前提自体が国民を騙すトリックだ。再び事故が起これば、日本は再起不能になる。政府は自然エネルギー比率を増や
すスケジュールを国民にしっかり示すべき。

25846 個人 学生 ２０代 男性 優良な代替案が二つもあるのに、この先もコストが高
く安全性も不確かな原子力発電に頼り続けるのは現
実的ではありません。
代替案のどちらであれ、CO2排出量は減らせます。
よってゼロシナリオを指示します。

次のM8～9級地震がいつ頃、どの辺りを震源に発生するかもまだ正確にはわからないのに、
何故原子力発電「だけ」にこだわる必要があるのでしょう？
再稼動した原発も直下に断層があるらしい事が今頃わかったとなると、
他の原発にだって走ってるかも知れません。
事実走っているという報告もこれまでに何度と無く伝えられています。

安定供給できる発電所の代替案なら、
我が国には地熱発電とコンバインドサイクル発電と、
贅沢な事に二つもあるではありませんか。

前者は工夫次第で温泉への影響を減らすことは出来ますし、
自然公園に影響を与えない斜め堀の技術も確立しています。
後者も既存の火力発電所を順次これに置き換えていけば、
むしろわが国のCO2排出量は減らせるとの試算すらあります。
加えてどちらも、建造コストも管理方法も原発より安上がりかつ安全です。

何より節電努力もあるとはいえ、
去年そして今夏と経済活動がほぼ停滞する事無く動いている事が、
原発ほどに大規模な出力の電力供給源は、
実のところ我が国にはもう必要では無かったという証明ではないでしょうか？

再生可能エネルギーでネックとなっている電力買取制度についても、
白書で買い取り値段が「高すぎる、更に減らす必要がある」と指摘される程です。
こちらも減らしていく努力がまだまだ必要なのではありませんでしょうか。



25848 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 男性 原発事故の現状と放射性廃棄物処理を現実的に評
価した場合、できるだけ早急に原発は廃止すべきで
す。エネルギー供給・流通を国民が選択できる仕組み
し、イノベーションへの大規模な投資を早急に行うべ
きと考えます。

人間にはエラーがつきものである以上、万が一の事故の時には取り返しのつかない汚染と被害を生む原子力発電は、狭い日本の国土には不向きな発電方式と考えます。事故から一年以上
経っても原子炉の正確な状態すら把握できないほどの高線量。困難な除染作業、様々な風評など、事故の深刻な影響は未だになんら解消されていません。電力会社の賠償力にも限りがあり、
どこまで公的資金を注入するのかさえ分からない現状を見るにつけ、違う発電方式を日本は選択すべきだという思いが日増しに強まります。
原子力に頼らず、地熱や太陽光などでイノベーションを起こせば、それは内需と雇用の拡大にもつながりますし、整備されていない分野のインフラ整備になるので、その効果は大きいと考えま
す。日本は世界の将来を見据え、最終的には脱化石燃料、脱原子力を目指し次代の発電分野を引っ張っていくような存在になってほしい。
性急な変化は社会へ与える影響も大きくなると思われるので、10年をめどに必要最低限の限定的原発稼働は容認するとして、まず早急にガスコンバインドサイクルなどの高効率な発電での電
力を増やす努力をし、原発自体の比率は早急に「ゼロ」を目指してほしい。
そして長期的には地熱や太陽光や風力などでの電力でまかなえるよう、エネルギーシフトをしていくべきではないかと思う。
そのような方向性であるならば、国民の理解は得やすく、また節電や省エネなどに対する意識も高まり、前向きな正のスパイラルが日本経済も立て直す起爆剤になると、そう考えます。

よって、出来るだけ早くに原子力発電の比率は「ゼロ」とすべきというのが、私の意見です。

25849 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 ３．１１福島原発事故で明らかになった原発の危険性
から私たちの命を守るには「ゼロシナリオ」しかないで
す。

電力需要が今後さらに増えていくことは確かなことです。国や電力会社が電力の需給安定のために原子力に依存することも分からなくはないです。しかし、３．１１福島原発事故の惨状、復旧で
きる見通しもつかないときに、原発の安全性をいくら訴えても私たちは納得いくはずもありません。
日本の技術力を持ってすれば世界に先駆けた安全なクリーンエネルギー政策が進められると考えます。その方針を出した上で、将来的に原子力発電はゼロにしていくと言うことであれば、多く
の国民は納得します。日本人が本気になり、その英知を絞ればきっと原子力に依存することなく十分な電力が供給できると強く思います。そのリーダーシップを発揮するのは、電力会社ではな
く、国なのです。福島原発事故での反省を責任転嫁ばかりするのではなく、真っ正面から受け止め次世代に繋げるべきです。

25850 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 ２０３０年のエネルギー像はゼロシナリオが当然であ
る。厳しい安全基準を適用し、耐用年数の超えた原発
を廃炉にするだけでも自然とゼロになる。潜在的な危
険性のある原発の使用は疑問である。

原子力発電は夢のエネルギーではあろうが、次の点で問題である。
一つは、万一の事故が起こった場合の被害は取り返しのつかないものである。福島の汚染はいまだに解決しておらず、除染は万能ではない。事故の確率が低くても、１００％の安全は誰も保証
できない。
二つは、核燃料廃棄物の処理問題である。直接処分にしろ再処理にしろ、今の技術では放射性廃棄物を数万年保管するだけである。しかも、誰がその保管場所を引き受けるというのだろう。誰
が処分地を自分の住むところの近くに作りたがるであろうか。
三つは、倫理的な問題である。ウラン採掘から、原発運転、定期点検などの作業の中で、労働者の被曝が多くはなくても避けられない。また、事故が起きれば、作業員たちを更に危険にさらすこ
とになる。現在の福島の事故処理でも、被曝の危険の中の作業は申し訳ない。
四つは、原発のコストや、社会的なコストの問題である。種々の事故調での報告にもあるが、コストを理由として十分な対策をしてこず、事故を誘発した面は否めない。また、事故を想定した自
治体の避難計画や備えを真剣にすると、社会的な負担は増加すると思われる。事故の教訓を生かすと原発は割に合わない。
再生可能エネルギーについては、省エネルギー技術の発展とともに、思い切った政策への決断があれば、今の日本の技術力を持ってすれば、コストを下げて普及が可能ではないか。また、日
本経済活性への道にもつながる。
なぜ政府は原発に固執するのか理解に苦しむ。常識的に考えても、ゼロシナリオしか選択の余地はない。福島事故の教訓から学び、叡智を持って政治家の英断を望む。

25851 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 0シナリオを支持します。むしろ今すぐ原子力発電依
存を0％にすべきです。

ヒューマンエラーや予想を超える天変地異に対する安全対策ができていない原子力発電は使用するべきではない。
原子力発電やもんじゅ・常陽など高速増殖炉に投入している税金を使用して、再生可能エネルギーの開発にいち早く着手すべき。
現在、原子力発電技術の輸出によって外貨を稼いでいる側面もあるが、いちはやく再生可能エネルギーへの投資・技術開発へ注力すれば今後世界に輸出できる産業になるはず。
東京電力をはじめとする原子力発電にかかわる人々の利権の現状維持の裏で大きな犠牲を払うのは、済む土地を汚された地域の一般の人々です。
過渡期の間、火力・水力発電に頼るのはコストの問題もありますが、電力会社が提示している原価自体がもはや信用に足るものではないため、いったん国有化し、電力会社ではない第三者が
もう一度コストを算定すべきです。そのうえで国民への経済負担があるのなら、喜んで引き受けます。
（あくまで、電力会社ではない第三者の公平なコスト算定があった上での条件です。電力会社の意見はもはや一切信用に値しません。）

繰り返し申し上げますが、事故が起こっても対応できない原子力発電への依存度は今すぐに0すべきです。

25852 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発「ゼロシナリオ」を支持します。原子力発電を続け
ることはトイレのない部屋に住み続けるようなもので
す。現代の技術で安全に処理できないものを地中や
海中に埋め、責任を後世に引き継がせていいのでしょ
うか。

私たちは原子力発電のリスクについてあまりに無知でした。
いったん事故が起これば、チェルノブイリや福島の事故が示す通り、取り返しのつかない大きな代償を払うことになるのだということを。
原子力のリスクについて、引き受ける覚悟があるのなら、チェルノブイリの事故をテーマにした「チェルノブイリハート」という映画をぜひ見ていただきたいです。見ていただいてから意見を伺いた
いと思います。事故後何年、何十年たっても、子供たちには目をそむけたくなるような奇形、命にかかわる疾患などの障害が頻発しているという現実。地震国日本でこれからも原子力発電を続
け、また再び「想定外」の事故が起きた時、大人は未来を担う子供たちに責任を負えるのでしょうか。

原子力発電を続けることは、「トイレのない部屋に住み続ける」ようなものです。廃棄物を何万年、何十万年という天文学的な期間にわたり、トイレのように水に流すことも、土に返すこともでき
ず、地中、海中深くに厳重に保管するしかないわけですから。
自ら処分できない汚物を何とか自分の目の届かない、押し入れや、床の下に押し込んで隠しているだけ。汚物は絶対身の回りに置きたくないから、必死で皆が遠く遠くに押し付けあっている。そ
れが今の現実なのではないでしょうか。
地中深く、海底深くに埋めた処理できない最終廃棄物を人類のいったい誰が最後まで責任もって管理できるのでしょうか。そんな恐ろしいものを後世に引き継がせてよいのでしょうか。

私たちは、原子力発電のリスクについてあまりに無知でした。
原子力発電のリスクを見過ごし、ただただ無関心に過ごしてきてしまいました。でも、３．１１の後、もう恐ろしさや問題点は十分知ったはずです。
これだけの事故を起こしておいて、まだ原子力発電を続けようとしていることが本当に信じられません。

原発による発電は、ゼロにすべきです。
徹底した省エネを行い、少ない電力で生活し、自然エネルギーの発電に切り替えるべきです。原発関連事業で勤務していた方々の雇用も、新しいエネルギー関連事業にシフトしていくことが求
められると思います。プロセスに伴う負担は国民全体で分かち合うべきです。

ひとたび問題が起きれば、人間の力では全く制御できない。そんなものに依存した生活はもう一刻も早くやめたいです。

25853 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発は、即ゼロにすべきです。
福島の警戒地域の放射能除染を速やかに実施、避難
者が早期に帰宅できるようにすべきです。

地震災害の多い日本で、危険な原発はリスクがあまりに高すぎる。
警戒地域の放射能除染は遅々として進んでおらず、警戒地域はいつ帰宅できるか先の見通しが立たない状況が続いています。

25854 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ・原発ゼロシナリオ（即時）が採用されるべきです。
・原発規制委員会の人事等について、中立的で公正
な人選を求めます。

もともと地震の多い日本で原発をこれだけ多く建てられたのは、国民が望んだからではなく、経産省や経済界などの一部の利権を有する人たちの手によって推進されてきたに過ぎません。使用
済み核燃料のリサイクルは技術が確立されておらず、何十年にも渡って莫大な税金がつぎ込まれています。そもそも一番安い電力と言うなら、即時に原子力にかかるあらゆる税金の投入をや
めてほしいものです。福島原発事故が起きた今、事故が発生した場合に多くの被害者が生まれ、誰にも責任が取れないことが明らかになりました。新たに設けられる原発規制委員会の委員長
に原発推進派が起用されようとしていることは、全くもって信じがたいことです。事故が二度と起きてはならぬための規制であるなら、もっとも原発推進に対して反対している識者を採用して、そう
した規制委員会がこれなら大丈夫というのであればまだしも、今後も原発を推進していくための規制委員会など断じて信用できません。いまだに原発事故の全容が明らかでない中、大飯原発が
再開されたことにも疑問を感じざるを得ませんが、今必要なことは原発ゼロシナリオの方針を決定し、再生可能エネルギーを中心とした新しい未来を作るための戦略をとることではないでしょう
か。

25855 個人 法人等 ７０代 男性 15年後の原発ゼロを目指す。その為に何をなすべき
か、
行程表を作成する。

地震国である日本に於いて、二度と福島の様な事故を
起こさない。

25856 個人 無職 ８０代以
上

男性 ゼロシナリオを支持します。 すべての原子炉を即時停止して、廃炉作業を開始すべきです。
理由１．絶対安全な原子炉は、実現不可能であることが、福島第一原子力発電所の事故で証明されました。
理由２．原子力発電所は、現場の作業員の健康リスクの犠牲を強要する、人権無視の施設です。
理由３．核燃料サイクルは、度重なる事故により、すでに破綻しています。

25857 個人 家事専
業

３０代 女性 ２０３０年といわず、すぐにでも廃炉。自然エネルギー
の活用や、エネルギー消費の縮小について真剣に考
えるべき。

この、国が意見を募集するという姿勢を見せるだけで　それを参考にする気はないのでは？　一応、国民に意見を聞きましたという既成事実を作りたいだけのような気がする。　その戦略にのっ
かている気がする自分も嫌だが、傍観者でいるよりもマシなので意見する。

私の意見は、「すぐにでも原子力発電所は廃炉！」

そもそも　なぜ2030年までに・・・・なんていう期限が挙げられているのだろう。その根拠は？　期限を区切らないと基本方針さえ決められないのだろうか。

経済が右肩上がりにあがり続けなくではいけないなんて思わない。経済があがっても、それがイコール幸せにつながるとは思わない。

私は、今現在の日本は、電気を消費しすぎていると思う。
上を見れば際限がないが、そろそろ電気を有効活用する方法を真剣に考えるべき。人間は地球環境に生かされているという感覚を忘れていないか？ウランを制御できると考えるなんて、人間
の思い上がり。

それに今まで気が付かなかった私は反省しなければいけない。
知らない、気が付かないことは恐ろしい。
知っても、気が付いても行動しないことはもっと恐ろしい。
いじめの問題とも通ずる。

福島での事故を知った今、それでも稼動を許すわけには行かない。
今生きている人がよくても、これから地球に生まれ育っていく存在を考えると、こんな負の遺産を残すわけにはいかない。

それと、この内閣府の意見募集のことについて、なぜもっと広報をしないのか！！！私は、ラジオから存在を知ったが、国の方針を決めるような大事な意見を募集するなら、もっと広く告知し、幅
広く意見を拾い上げるべきだ。

25858 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発「ゼロシナリオ」選択。すぐにでも再稼働は止める
べき。原発に頼らない未来を考えるのが大切。ゼロシ
ナリオも省エネ努力や再生可能エネルギー導入見込
みが甘く改善点が多い。

原発に頼る経済は必要ない。経済を縮小していく方向に進むべき。私たち国民は気がついています。原発はいらない。後世のためにも希望ある未来を残したい。
原発０イコール電力不足と騒がれているが、電力ピークシフトなど需要コントロールを行い、省エネを続けていくこともできるはず。再生可能エネルギー使用をより積極的な導入も必要。2030年
までに原発0では設定が甘すぎる。

25859 個人 無職 ３０代 男性 原発は今後廃炉にしていくべき 電力どうこうの前に人の生活する場を脅かす原子力発電所は廃炉にした方がよい。
安全、危険との議論があるが、核廃棄物がどんどん増えていく中で、
処理もできないというのは、あまりにも無責任。

もっと国を豊かにできることに目を向けるべきたと思います。
子どもたちが今後安心して生活できる日本にしてほしい。

ただただそれだけです。

25860 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発反対です
ゼロシナリオを支持します

国民のことを第一に考えているならおのずとこの結論にいたるはず。

あるとないではどちらが安全かなんて、誰にでもわかるはず。
かぎりなくゼロに近づけるのではなく、ゼロにしてください。
万が一なんてあってはいけない。なくす他ないのです。

脱原発。再稼働大反対。
原発に費やされているお金、人的エネルギー、有識者の知力を、
原発事故で避難を余儀なくされているかた、原発関連のお仕事で生計を立てておられたかたのあらたな収入源確保のために使ってください。

いますぐゼロに。未来に安全な日本を。

個人25847 私は避難してきて東電に電気代を支払っています。その一部が賠償に回るという何とも言えがたい話です。しかし、今まで電気の生産地に関して無関心であり、電気代を支払っていない人がい
ると聞いて怒りを覚えます。
値上げは当然です。事実電気を満足に作れないのですから、当然です。
私達避難してきている者へのいじめがあちらこちらでありました。宮城や岩手ですらがれきの問題が出ているのに、これから避難が解除されても私達の町のがれきは受け入れられないでしょ
う。
国が国策であったことを主張し、最初に電気を作っていたところを支えていた私たちをきちんと守ってくれなかった。計画停電もあの震災の中であの短期間ですんだことをどうして伝えないので
すか？
東京電力や関連企業の人々が津波に対して、甘く考えていたのは周知の事実です。
でも、それをいうなら、審査をしていた国も県も各市町村も、誰も疑問に思わなかった。津波対策を怠った浪江町はなぜ東京電力のせいにばかりするのだろうか？とも思う。
まず、再稼働してしまった大飯原子力発電所の近隣の方に線量計を配ってあげてください。避難するときは自力なのです。
線量計の配布と蜘蛛の巣状の避難道路の確保が再稼働の最低条件です。
地震大国の日本には原子力発電所は不向きです。でも、これだけ増やしてしまったのです。増やして年月と同じ年数はかけてなくしていくべきです。
原子力は神の領域なのだと思います。人間の手で負えない。最初に戦争兵器と扱われたものなのだから、日本人らしく縁起の悪いものとして手を出すべきではなった。しかし、資源の乏しい日
本、アメリカのまねをしたがる日本。そういう歴史的な流れもきちんと振り返ってほしい。
国策であった責任はだれがどのようにとってくれるのだろうか？
１Ｆの近くに住めるというなら、まず国会議員宿舎を移転してください。そうすれば、住めることの証になります。経済も交通網も復旧し、発展します。

被災地のことをもっと考えて日本中のことを考えてください。
自分のことを棚に上げたりせず。
電気は作る人がくることを忘れてます。

計画停電をして、電気の大切さを分かったのではないのですか？
今、また電気が足りている状態になっていることが原子力なくてもやっていけると勘違いが生まれるのです。
国の指針が東電だけのせいにしている。いじめと同じだと思います。政治家の方々の姿をみれば、子供たちのいじめも増えるに決まっています。
国会での野次、陰湿なメディア利用、責任転換をすぐする方々。
今まであちらこちらの省庁に手紙を出しましたが、何一つ答えが返ってこなかったです。国民の意見を聞くホームページを作っておきながら、なんて無責任なんだと思いました。
私たちに人権はあるのですか？私たちの意見を吸い上げるのが政治家では？政治家の皆さん、被災地の視察ではなく、泥臭く作業してきてください。
それから、論じてください。
脱原子力を語る方々も電気は生産されていることをもっと認識してください。
生産地のことをもっと知ってください。
本当の絆とはなんでしょうか？値上げに反対し、脱原子力をすれば事が解決するのでしょうか？私たちはばい菌扱いされたのですよ。
簡単に数字を出されて、原子力成金呼ばわりされて。専門家と自負する方々ももっと頑張ってください。日本の技術力のすごさを示すのは、１Fの収束・放射能の除去・原子力発電所に相当する
エネルギー開発ではないでしょうか？

未来を導いて下さい。すべての人が幸せになれますように…。自分のことばかり考えないでください。風評被害は己のことばかりを考えた民衆力です。
これもいじめですよね。子供たちは大人たちの姿を見ているのですよ。
どうか、大飯原子力発電所40キロ圏内(今回の震災を上回ることを想定する)の世帯に線量計を配布してあげてください。自力で避難できない方のリストアップもしておくべきです。今できる一歩
からして下さい。国と関西電力と協力して。消費税の増税も私たち避難者を追い詰めることを添えます。

一つ一つをきちんと見極めて段階的に原子力発電所
をなくし、自然エネルギーや最先端エネルギーが開発
されるべき。
その時の災害と同じレベルに戻すのではなく、今度の
震災以上の災害を想定して、検討すべき。

女性３０代自営業



25861 個人 無職 ６０代 女性 「ゼロシナリオ」を選びます。放射能は、生活のあらゆ
る場面に大きなな影響を及ぼしています。子どもたち
の未来を考えると、今後は原発を無くし、自然エネル
ギーを推進していく道を選ぶべきだと思います。

自分の家に帰れない住民がいるなど、福島県の現状を考えると、原発は一日も早く無くして欲しい。日本の国民全体で節電に心がけること。公共機関の建物では、太陽光パネルなどの設置を
義務づけること。企業には、自家発電の設備を設置するための補助金を出すなどの対策をとる。政府として、自然エネルギーの推進に全力をあげて欲しい。

25862 個人 自営業 ５０代 男性 危険な原発は廃炉にするべき。 そもそも事故が起きる危険が有るので、人口密度の低い所に建設した。（自民党）の責任が大きい。
稼働を４０年と決めておきながら、なし崩しに延長するのは問題です。
40年前の建築技術と現在では比較にならない位差があります。

新しい原発について、燃料棒が存在している限り冷却していなければならないのであれば、運転再開出来る原発を見極める事が必要です。

全体として　廃炉に向けた５０年計画の工程表の作成を急ぐ必要が有る。

25863 個人 その他 ４０代 男性 火力発電及び、太陽光パネルについて もし原発の比率を０にした場合、ベースとなる火力発電の割合が多くなると思いますが、それも海外からの化石燃料に頼るのですか？、もしそのような考えなら相手国に足元見られて安定した
エネルギー供給もできなくなると思います。天然ガスなど原材料を国産でできる物にしなければ意味がありません。

それと太陽光パネルなどは劣化していくと思いますがその場合太陽光パネルおよび蓄電池の生産を国内でおこなう事が重要です、海外で生産していたらなおさら失業率もあがります。しかし企
業にとっては利益になりませんが、、、

日本は真に自立する気があるのでしょうか？疑問です。

25864 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発0を選択します。 原発0を選択します。

直ちに原発を止め、自然エネルギーへの転換を図ってください。
それまでの過渡期においては火力発電、水力発電を増やしてください。
理由は、福島の事故を見れば、明らかです。
福島他で原発事故に起因する諸々の被害に会われ、生活の場に帰ることもできずにいる方々をはじめ、諸々の影響、被害を受けて暮らしておられる方々の現状と、これに対して有効な支援、
保証もできずにいる、電力会社、国の現状を見て、これ以上の以上の説明は必要ないのではないでしょうか。

ドイツのような選択も可能であると思います。

25865 個人 その他 ７０代 女性 ０％にすべきである。 ２０３０年では遅すぎる．即時廃炉にすべきである。

理由：これ以上放射性廃棄物を増やしてはならない．

25866 個人 無職 ７０代 女性 可及的速やかに原発をなくす。
これだけ多くの犠牲者が出ているのに、まだ
「安全」などと言っていてはならない。

放射能による体への負荷は、人によって違いがあるらしい。広島・長崎で、直接放射線を浴びたという人が、今も健在で生きておられる方が何人もある。そのことを持って、「放射線は体にいい」
などと結論付けている[学者]がある。とんでもないことだ。そういう学者たちは、どこからか何かの働き掛けがあって、「原子力村」に加担することになる。
「原子力村」というものが、いかに凶暴なものであるのか、かなりの部分開示されているように思う。隠ぺい体質、反省しない、裏工作をする、などなど。そういうものが、たぶん[内部告発]によっ
て明るみに出てきている。
このような恐ろしい村を解体すべく政府は全力をあげるべき。

とにかく、原発をとめてから次のことを考える、というのが順序だと思う。

25867 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 人類は自然と共生する種であることを思い出しましょ
う。

日本国民のため、日々ご尽力頂き、ありがとうございます。

原発はいらない、と私は考えます。

我々人類は、長い間、発展、便利を求めて、まるでこの地球には
人類しか存在していないかのようにエゴを通してきました。

その結果、かつては共生し、幸せを分かち合ってきた自然界を
破壊し、その痛みの悲鳴が自分たちまで還ってくる、というところ
まできてしまいました。
放射性物質による汚染、人類の身体への悪影響は、まさに、自然界の
痛みが私たちに気づきを与えるべく襲ってきているのです。

自然界のものがそこにただあるだけでエネルギーは生まれます。
それを利用する術も、民間では分かってきていると聞きます。

ここで気づき、共生の道へ戻らなければ、人類は滅ぶでしょう。
我々日本人は、滅びの見本になるのでしょうか。

今こそ気づく時。共生は可能だと思い出す時です。
その雛型に我々日本人がなれるよう、道をお開き下さい。

25868 個人 その他 ２０代 男性 ゼロシナリオに同意します。 環境保全・維持の観点や現状の科学技術とシナジー効果の増大を狙う産業改革の方向性から見て、新しい時代のエネルギーは原子力よりも様々な形のクリーンエネルギーの方が適している
と考えており、また震災後の現状は、様々な事態に柔軟に対応でき、災害に対しても融通対応・復旧のし易い小規模発電をローカルネットワークでつなぎ、新たなエネルギー網を整備するため
の絶好の機会であると考えています。

このタイミングで高い目標値であるゼロシナリオを設定し、エネルギーという観点からみた日本の新たな形を明確なビジョンとして提示することで、現状の、国民のエネルギー産業に対する高い
関心を機運として捉えることができれば、過渡期に生まれる負荷への耐性になり、これまででは提案できなかったような大胆な改革案を提示できるチャンスであると考えます。

さらに、他のシナリオに比べ課題や負荷が大きく、政府としてもより一層の力を注ぐ状況の中、強い淘汰圧がかかることで、より一層の技術革新を期待でき、それもって日本のエネルギー革命が
成就するようなことになれば、技術大国日本の新時代の形となり、原発関連のそれに代る様々な知識・技術・装置・ノウハウなどを輸出することも可能になり、国内環境の整備と維持に伴う地域
雇用の創出とグローバル社会に対応する新たな国力の創出が狙えると考えております。

25869 個人 家事専
業

４０代 女性 原発は撤廃する方向にすすんでほしい。 原発は危険すぎる。原発自体の事故の危険性はもとより、廃棄物の処理がきちんとできないからだ。地下に埋めても何も解決しない。
電気代があがる、家計を圧迫するというが、現在のような危険な状態でいるくらいなら、多少の電気代アップは我慢する。

25870 個人 無職 ６０代 男性 「原発ゼロシナリオ」 １．政府や国会などに事故の「最終報告」がされましたが、福島第一原発で　は、燃料棒が現在どのようになっているのか？解っていないし、放射線量が　高いことなどで「調査が難しい」ようで
す。
それなのに「最終」報告とはどういうことでしょうか。問題はまだ継続して　いるのです。
もっと調査をすべきですし、検証をすべき（難しい問題があるが）と思いま　す。
２．現在の日本経済が、電気エネルギーに支えられていることは承知しています。　このエネルギー割合を火力・水力から原発に替えて高めてきたのが、　自民党です。　しかし、自民党・政府は
原発の怖さを問題とせずに、「安　　い・安全である」と、うそで塗り固めてきました。　この責任は大きいもの　と考えます。　今は民主党に責任を押し付けているようですが、自民党も大　きな責
任を感じて欲しいと思います。
３．電力会社は独占企業となっており、今回の事故については、大きな責任があります。しかし、会社の態度は今回の責任を「津波」「政府」などに転化　しています。　さらに、「電力料金の値上
げは会社の権利である」とか、国　民の意見を聞く会で「社員を参加させる」など、責任を全く感じているよう　には見えません。
私の考えでは、今回の事故は「地震」の揺れによる原発破壊だと思っており　ますので、そもそも地震の巣や活断層の場所に原発を作ったこと（作らせた　ことも）が問題と思っております。
４．以上のことから、原発事故に関わることで、被害を受けた皆様にきちんとした補償をして欲しいと思います。　この事故の責任は政府・電力会社であ　ることは明白であり、素早い対応をしてく
ださい。

25871 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 脱原発を達成するには(1)以外にはありえないと考え
ます。

脱原発を実現するには、(1)しかありえないと思います。
福島第一原発の、真の原因究明もなされておらず、本当のイミでの被災者救済も、東電・政府など誰も責任を追わない現状。
もんじゅを見ても分かるように、遅々として進まない燃料の再処理と、増え続ける使用済み核燃料の問題を、後世の子供達に丸投げしようとする無責任極まりない態度。
日本中にバラまかれた福一事故由来の放射性物質の危険性をまるで無視した政府の対策。
規制する側に、原子力産業推進派の人物ばかりを集めるという、国民をバカにした政策。
電力会社の隠蔽体質と、膨大に流れ込む税金・それに群がり、信念をなくしている、日本のトップと言われる人々。

数え上げたら、キリがありません。
それら全てが健全に動く日が来るとは思えません。

政府の出した３択も、そもそも(1)と(3)は極端で、(2)の選択肢に誘導しようとする意図が見えます。
(2)は、原発の比率を下げるように見えながらも、実はしっかり原発マネーを従来通り動かせる余地を残した、ちっとも【脱原発】とはならないシナリオと感じます。
本当に、国民をバカにしています。

25872 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 「原発ゼロシナリオ」がいいです。 原発を残すかどうかという議論は、「経済成長を優先するか、国土と国民の健康を優先するか」という議論です。普通に考えたら、お金より健康です。最終処理方法が決まってうないものを使い
続ける、というのはどう考えてもおかしい。
また、事故が起きたら国土の広い部分が汚染されて、住めなくなるところが出てくる、そんな可能性があるものを使い続けるというのも怖いです。
さらに、原発がなくると電気が足りなくなって経済成長が望めない、というのもおかしいと思います。自然エネルギーへ転換の道筋を政府がきちんと示してくれれば、産業の構造がそのように変
わっていくと思います。また、原料を輸入して加工して売る、という日本の主要産業のありかたも変わって行かなければいけない時代になったと思います。
低成長時代、人口減時代を乗り切るために必要なのは原発でなく、
産業構造の変換、それを促すための政策だと思います。

25873 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発はいらない

あまりにも杜撰な管理
過去、事故後の隠ぺい

なにもかも 信用できない

電気が足りない
未だ それを言う人は 勉強不足か 別の利害関係がある政治家
多くの人が 安全な未来と子どもたちのために原発いらないと叫んでいる、報道しない無視する政治家たち日本の金持ちは おかしくなってしまった
ただ大事な人たちを守りたい
近い将来、原発のない社会になる

25874 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発依存度 0% 廃炉の方法も、廃棄物の扱いも、確立していない中、原子力発電を続けていくのは将来の世代に負の遺産を負わせ続ける行為です。

25875 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 原発の是非について。
(1)ゼロシナリオ
原発は即廃止して下さい。

地震活動期に入ったと言われるこの日本で、原発が危険すぎることは、今回の福島で十分わかったはずです。
人の命を大切に、一番に考えられる国にしましょう。

25876 個人 家事専
業

３０代 女性 ０％案を支持します。子どもたちの未来のため、原子
力推進の方向転換、省エネ・節電の生活を選択しま
す。

日本の人口は減少していきます。それなのに最大需要時に供給不足がないようにエネルギー供給を確保しつづけようとする必要があると思いません。３．１１の大事故が起きた以上、国民の不
安、たな晒しの使用済み核燃料の問題、廃炉に長年必要なことなどを考慮すれば原子力が他のエネルギーに比して低コストとは言えません。子どもたちが放射能に怯え、精神的にも経済的に
もこれ以上の負担を強いることは現役世代のエゴだと思います。以前より照明を落とした店舗、自動販売機も当たり前、慣れ過ぎて、なぜあれほど明るい必要があったのか不思議に思えます。
５０年前の生活に戻ることはできなくても明るすぎ冷暖房が効きすぎた店舗、機械に頼りすぎる生活、２４時間営業など見直し、原子力を推し進めるのではなく省エネ、節電をすることを選択しま
す。

25877 個人 無職 ６０代 男性 原発0を支持します。 電気がどうしても不足するのであれば少しの時間は0まで少し時間が必要ならその間は安全を確認した原発の再稼動はやむを得ないかも

25878 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原発は、直ちに依存度0％にするべきです。 原発依存は0％にするべきです。
これまでは、原発政策や、電力会社の圧力で、無理やり原発推進の方向だったのだと思います。
日本では、地熱発電、小水力発電なども開発の余地が、まだまだたくさんあると思います。
これまでも、多くの研究者が開発を模索していたのですが、電力会社の力が強く、一般的にするには、障害がありすぎでした。
それに、新しいものを設置するより、今ある装置を使う方が安価でした。
ソーラーパネルをはじめ、発電機器を安価、（配布でもいい）で設置できるようにしていく政策を、とられたい。
オール電化なんて、今となっては、もってのほかです。
夏の冷房、冬の暖房も、それほど必要ではありません。
原発は、放射性廃棄物の処理の問題もあり、そちらの経費は、それ以外の発電よりコストがかかるのはわかりきっています。

25879 個人 家事専
業

３０代 女性 原子力発電所を廃炉にしてください。 福島第一原発の事故を受けやっと、原子力発電所の恐ろしさを身に染みました。
今、福一で、作業にあたってくださっている方々が心配です。
原子力発電所があるだけで、誰かが被ばくする日々。
環境、人々を守るためにも、エネルギーを選べる方向へ進めてゆかなければいけないと思います。
廃炉にするコスト大変かと思いますが、命をおびやかすエネルギーは使いたくないです。
原発なくても経済は立ち行きます。命が続く限り・・・

25880 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発ゼロシナリオを選びます。 ・核のごみの安全な処理方法がない中、これ以上そのごみを増やしてはならない。

・将来あるいは自然災害が再び起こった際に、人が暮らせなくなるリスクを負ってまで原発を稼動させる必要はない。

・国土を汚染させるリスクを伴った原発で作られた電気を、お金を払ってまで利用したくはない。

・一部の人間の利益のために、原発を稼動させてはならない。

・どんなに高くても自然エネルギーを購入したい。そして、政府は早急に日本の技術力を自然エネルギー開発に生かせる土壌作りに取り組んで欲しい。

25881 個人 無職 ６０代 男性 日本のエネルギーの在り方について「原発ゼロ」を強
く主張します。

日本の進むべき方向は「原発ゼロ」を、まず国策として明確にすることが重要です。エネルギーの有効活用・省エネ技術の一層の推進・自然エネルギー開発への取り組みを、予算措置を含めて
各種支援策を進めれば実現可能です。原発については、廃炉や廃棄物の管理・処理に関する取り組みが引き続き必要です。またエネルギー問題は単に総熱量の問題ではなく、それを作り・使
い・処理する産業や社会の在り方のを地域分散型に変えていくことなどとセットで考えることが必要です。

25882 個人 自営業 ５０代 女性 原発ゼロシナリオを選びます。 原発ゼロシナリオを選びます。再生不可能な原子力は人類に対する負の遺産です。

25883 個人 自営業 ３０代 女性 すぐにでも原発ゼロへ。 私は原発は推進できない。なぜなら安全なエネルギーで暮らしたいから。福島の原発事故を受け、吸う空気も飲む水も食べるものも、安心して摂ることすらできなくなってしまった。大丈夫だとテ
レビで流れても、心の底から安心することができなくなってしまった。
安心して使えるエネルギーで、安心して暮らすそんな日本という国に暮らしたいと願っています。



25885 個人 無職 ７０代 男性 すべての原子力発電所を廃止して、自然エネルギー
の利用を高める政策に切り替えてもらいたい。

１）放射線被害の危険は、不幸にも昨年の地震・津波の結果ではっきり証明されたこと。その影響は孫子の代まで、いやその先何万年もの間存続するものであること。

２）核廃棄物の処分について、地震国日本では有効な方策を建てることが不可能であること。

３）地熱、太陽光、風力等の自然エネルギーの活用について、これからも更に発展努力することで、十分エネルギー対策に対して有効であること。

25886 個人 家事専
業

３０代 女性 原発ゼロシナリオを望みます。 3歳と1歳の子供がいます。
子供の未来がとても心配です。
健康でいられるのか、また原発の事故が起こったら…。

どうか子供の健康を守り、安心して生活出来る空気、水、大地を残して下さい。

自然エネルギーで電力を補う技術は、世界に既に存在していて、ドイツがその例だと思います。

自然エネルギーで、現在と同等の生活レベルは維持出来ます。

硝子張りの建物の壁は太陽光発電のパネルに替え、屋根にも太陽光発電のパネルを、建物の壁は熱遮断、保温性のあるものに、福島の立ち入り禁止区域は、自然エネルギー発電所に。出来
ることから始めてほしいです。

日本の未来のために、子供たちのために、どうぞよろしくお願いいたします。

25887 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 　原発の比率は２０％を維持すべきと思います。 　次世代の原発高温ガス炉に　早急に移行すべきです。　安全性が飛躍的に高まりますから　都市の近くでの建設が可能です。

　それと　地熱発電で２０％近くのシェアを確保すべきです。

　日本海でのメタンハイドレートの開発、　藻による原油の生産など　有望エネルギーに投資すべきです。

　太陽光発電は　順次縮小してゆくべきです。効率が悪すぎです。

　どうしてもやりたいのなら一般家庭や駅の屋根とか　そういう部類に限ります。

　
25888 個人 自営業 ４０代 女性 原発は１基も要りません。

どうか無くして下さい。
人間は自然の一部です。
私達人間だけが、この地球を宇宙を汚しています。
すでに取り返しのつかない事故を起こしてしまいました。
これ以上人が自然が悲しむ事がないように。
先祖から受け継いできたものを、そのまま次の世代へ繋ぎたいだけです。

25889 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原子力の今後の基準は、３番目の20%～25%の維持が
妥当だと思います。

震災は、誰も経験したことのない自然現象でした。
私も名取市で、真っ暗闇の中、私も皆も、電気の灯りを早く求めていたのを覚えています。

今の風潮は、一度でも駄目なら止めろと騒ぐだけで、何も進めていないように感じます。
震災の経験を生かし、原子力を震災前の利用で安全に活用して行くのも先進国の技術の高さの証明になると思います。
震災前の安定供給の実績をもう一度見直し、原子力をもう一度同じ割合での維持をして行けば、電気の供給の安定にすぐ繋がると思います。
完璧なエネルギーは無いのが現状です。理想ばかりではなく、現実を冷静に受け止めるのも、今必要だと思います。

25890 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発ゼロシナリオ（即時）を希望します。 生物にとって有害な放射性物質を出し続ける原発はいりません。
安全な原発などどこにもありません。
人の命よりお金が大事になっている日本のシステムは異常です。
国は国民の命と健康を守ってください。

25891 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 遺伝子組み換え反対 不自然なものは頂きたくないから。

25892 個人 自営業 ５０代 男性 「原発セロシナリオ」を選びます 「先発ゼロシナリオ」を選びます。環境と生命を脅かし破壊する原発で未来を切り開くことはできません。自然の摂理に逆らうことなく調和した生き方を選択すべきだと考えます。

25893 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発ゼロ 二人の子供を持つ親です。
未だに放射能に不安を持ちながら生活しています。
食事については特に心配です。
千葉に住む友人は放射能を心配し、子供を作ることをためらっています。
たくさんの不安を抱えて生活する日々でいいのしょうか？
原発再稼働についても、万人に分かりやすい説明をしていかないと、いけないのではないのでしょうか？再稼働の理由が一般市民には全然伝わってきません。今年の夏、何の規制もされずに
過ぎようとしているので、尚更です。

とにかく、国民が不安な気持ちを持って生活している現状を改善していただきたいです。

25894 個人 自営業 ４０代 男性 原発ゼロシナリオ（即時）を支持します。
原発15％も、20～25％もは実質「原発推進プラン」で
あり到底支持できない。

原発15％も、20～25％もウソの数字だ。
政府は、「原発の寿命を40年まで」「原発の新設はしない」と述べている。

この前提で原発を予定通り40年で廃止し、新設もせずいけば、
2030年以降に残るのは18基だけになる。

それは発電施設全体に対してわずか８％、発電量にして11.75％を占めるに
すぎない。これは原発比率「15％」にも、「20～25％」にも達しない。

つまり原発比率「15％」「20～25％」どちらにするにも、原発増設か稼動延長かを前提にしなければならない。

原発15％も、20～25％もは実質「原発推進プラン」であり到底支持できない。

政府は言っていることと矛盾するプランを提示することに対しどう釈明するのか。

25895 個人 学生 ２０代 女性 2030年段階での全電源に占める原発の比率につい
て、私は０％にすることを目標にして欲しいです。もし
かしたら15％が現実的なのかもしれません。しかし、
将来的な脱原発のためにも0％になることを希望しま
す。

大震災による福島原発の事故はあまりにも国民への悪影響が大きく、「想定外」では済まされない事態になっています。この事故をきっかけに原発のリスクが次第に明らかになってきていて、大
学生の私が個人的に調べている限りでは国民、環境への影響が大きすぎると思います。日本の電力供給が原発に頼っていることや、原発の代替エネルギーの普及の問題など、脱原発への不
安要素が数多く存在することも承知しています。しかし、政府、国は私たち国民の安全が第一なのではないのでしょうか？電力不足に陥ることも国民の危険につながることではありますが、世界
を見ても各国が自然エネルギーへの変換を試みてそれに向かっている時代です。世界中で成果実績も出ていて、中には日本企業が貢献している分野もある今、原発なしでの十分な電力供給
は可能になると思います。私は今アメリカに留学していますが、日本での脱原発、反原発の国民の動きにはいつも注目しています。おとなしい日本人がここまで自分の強い意志を表現している
のはすごいことだと思うのです。脱原発が100％不可能でいちから方法を考えるということではなく、何をしたら0％にできるかの筋道は見えているように思います。不可能ではないと思うのです。
人間は今までも歴史的に失敗から学んでここまで進化発展してきたはずです。安心して暮らせる未来のために、しがらみなど複雑な問題だと思いますが、どうか国民のために尻込みせずに変
えていってもらいたいです。よろしくお願いします

25896 個人 その他 ５０代 女性 原発ゼロシナリオ。
できるだけ早く、即時に、原発をゼロに（２０３０年まで
にでなく）。

原発の安全性は信じられません。
原発を運営管理する電力会社、政府等の管理能力、責任能力、危機対応能力に対する信頼は失われています。
できるだけ早く脱原発を実現し、エネルギーの無駄を減らし、より少ないエネルギーで生活できる社会をめざすべきと思います。
政府と業界は、いかに省エネルギーを実現するか、より自然で安全なエネルギーを開発するかに取り組むべきと思います。

25897 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 原発ゼロシナリオを支持。自然・再生エネルギーでま
かない原発は使わない。再稼動には反対。原発技術
は廃炉等原発廃止に向けた技術としていかしていく。
世界で冠たる環境にやさしい原発技術としていかせる
だろう。

　いづれ遠い将来地球は消滅するかも知れない。それでも地球に生きる生物の一種にすぎない人類が、生物全体の生存をも脅かす技術を今持て遊んでよいわけがない。
　今回の事故は、原発を推進してきた、安全神話を作ってきた既成のメディアを含むもろもろが、いかに目先の利益にとらわれいい加減なものかを露呈させた。
　高度成長で走り続ける夢物語はもういい。公害という犠牲･代償も十分払った。原発の犠牲･代償はその比ではなかろう。原発は不要。再稼動には反対である。自然・再生エネルギー等で電力
はまかなうべきである。
　これからはゆっくり自然体で豊かに生きていける、そんな時代が来ている。そうした時代にあったエネルギー政策が必要だ。せっかく蓄精した原発関連技術は廃炉等原発廃止に向けた技術と
していかしていく。日本ばかりでなく世界で冠たる環境にやさしい原発技術としていかせるだろう。

25898 個人 自営業 ３０代 男性 原発ゼロシナリオ　即時！ 原発はいらないです。本当に日本のためになるような政治政策をお願いします。
自然エネルギーでできることが分かっています。雇用も経済も電力料金もそちらのほうがいいのもわかっています。よろしくお願いします。
　

25899 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 早急な脱原発を希望します。 地震が多い日本。
色々と調査をしたとしても、自然の動きを予測するのは限界があります。
人知でコントロールできるものではありません。
事故が起きた時、その周辺に住んでいる人、日本、そして世界に生命の危険をもたらすものを、自分達の便利さのために維持するのは、私達のエゴだと思います。
今、私達は電気を使いすぎていると思います。
本当に生活や商業に必要な分を使うようにすれば、原発がなくても電気は賄えると思います。
そして、無駄な電気を使わないようにすることで、結果的に人工的な気温の上昇も抑えられると思います。
海外に行った時、夜は街中でもお店が閉まっていることに驚きました。
日本が当たり前だと思っていることを、見直す時期ではないでしょうか。
人間らしい自然な生活というものを取り戻すチャンスだと思います。
便利さは人間を忙しくします。
不便だと感じるのは、慣れるまでです。
商業のスタイルも、新しい流れができればそれで回るようになっていくと思います。
今までそうやって変化してきたのですから。
３／１１の大震災で今の被害で収まっているのは奇跡だと思います。
原発の危険性は爆弾のようなものです。
今の社会の形を維持するために使うには、あまりに危険です。
脱原発の社会を望みます。

25884 大切なことは、「減原発比率」ではなく、「減原発リスク」である。将来における原子力発電比率については意見が分かれるところだが、「原発によるリスクの可能な限り小さい社会の実現」は、全
国民の願いである。言うまでもなく、前者は手段の一つであり、目的は後者である。
換言すれば、仮に2030年における原子力発電比率が大幅に減ったとしても、社会全体としての原発リスクがほとんど減らなければ意味がなく、逆に、原子力発電比率が現在とほとんど変わらな
くても、社会全体の原発リスクが大幅に下がるならば、それは本来の目的に照らして正しいと言える。
重要なことは、今から2030年までに「どれだけの原発が稼動しているか」という大雑把な話ではなく、「どのような安全特性の原発が稼動しているか」ということである。その意味で、既存の原発
のみを許容するゼロシナリオ、15シナリオは、いずれも合理的ではない。産業界の原子力に対するインセンティブ、人材、技術力が失われ、またアジア諸国に対する安全確保に関する日本の主
導性が損なわれて、社会全体の原発リスクを高める方向に行きかねない。これら２つの選択肢は、いずれもリスクから逃避する『消極的対策』であり、撤退しながら守りを固めるアプローチが容
易でないことは、一般論としても明らかである。
むしろ、福島事故の教訓を設計に反映した世界最高水準の新増設炉を早期に建設し、その分、旧世代の原子炉から順次停止していくというアプローチが、今後の日本にとって原発リスクを出来
る限り減らしていくための正しい道筋である。
福島事故の教訓反映で、既存の原子炉の安全性は、地震、津波、全交流電源喪失という観点から確実に向上したが、一方で、世界で主流の新型炉は、更に高い安全性を有している。例えば、
シビアアクシデント対策を設計段階から取り込み、炉心溶融を未然に防止することはもちろん、更に炉心溶融が起きたときの対策も設計に取り込まれている。このような新型原子炉は、現在稼
働中の原子炉に比べて、炉心溶融が発生する確率も、炉心溶融後の社会的被害も桁違いに小さい。
また、最新の原子炉は、出力規模が今の原子炉よりも一回り大きくなっているため、今の世代の原子炉を新世代の原子炉に早期に置き換えていくことで、原子力発電比率を確保しつつ、原発
の総基数を減らし、かつ社会全体の原発リスクを現在よりも格段に減らすことができる。
なお、原子力政策に係る議論には、立地地域の方々の意見を尊重することが不可欠である。2030年まで、原子力発電にある程度依存していくなら、旧世代の原子炉が傍で稼動し続ける方が安
心できるのか、世界最高水準の安全性を備えた原子炉に置き換わった方が安心できるのか、よく考えるべきである。
更に言えば、日本国民にとって共通の願いは、原発リスクに限らず、「あらゆるリスクが総合的に最小となる社会の実現」である。福島の衝撃があまりに大きかったため、現時点で原発リスクが
他に比べて過大に認識されてしまうことは止むを得ないが、今から20年後の世代にどのような日本を引き継ぐかを、冷静かつ公正に考えることは、私達、今の世代の日本人にとっての共通の責
任である。
福島第一原発事故は、大変に不幸な出来事であり、いまだに8万人を超える人々が避難生活を余儀なくされていることは、大変残念なことである。
この事故による放射線被曝が、周辺住民の方々の生命や健康に直接的に影響を与えた事実はないが、長期間にわたる避難、風評被害でのストレスによる心身への影響は甚大なものと推定さ
れる。その意味で、政府や東京電力による被災者の方々への補償やケアが大変重要である。
原子炉設計に関して言えば、たとえ炉心溶融が起きたとしても、長期の避難や移住が必要ない新しい原子炉を実現していくことが重要である。このような設計特性を有する原子炉は、欧州で既
に2基が建設されつつある。
一方、原子力以外のエネルギーも、命や健康に関わるリスクと無縁ではない。今日までの化石燃料や水力の利用を通じて、世界中で多くの命が奪われてきたのが現実である。
風力・太陽光等の再生可能エネルギーの発電単価が高いということは、その分、社会的費用が掛かるということであり、発電プラントのライフサイクル評価を行えば、単位発電電力量当たりのリ
スクは、海外の研究で示されたように、原子力発電のリスクと大きな違いがない結果となるだろう。
地球温暖化の健康影響も無視できない。猛暑だった2010年の熱中症による死亡者数は1731人と通常年の約2倍であり、夏場の気温が数度上がるだけで、1000人近い死者が出たのが事実であ
る。同様に、再生可能エネルギーの導入遅延等による夏場の電力不足も、同じリスクをはらんでいる。
最後に、日本国政府に対して、次の２点を提案したい。
一つめは、各選択肢に対する総合的なリスク評価を行うことである。これまでに、経済性に関する総合評価は行われたが、最も注目すべき社会的リスクという観点からの総合評価は行われてい
ない。原子力以外の電源についても、イメージだけで安全なものと決め付けず、各々のプラントライフを通じて発生するリスクを公正に、客観的に評価すべきである。その結果を、選択肢と併せ
て国民に示すべきである。
二つめは、原発立地地域の人々の意見をしっかり反映するということである。原発のリスクは地元の方々が受け、その電力による恩恵は遠く離れた消費地が受ける構図である以上、原子力政
策の議論には、都会に住む政治家や有識者の意見だけでなく、福島以外の立地地域の人々の意見も尊重されるべきである。

世界最高の安全水準の原発への建替を前提として原
発比率を一定量確保し、他電源の比率を抑えた20-25
シナリオが社会リスク低減の観点から望ましい。各
ケースの社会的リスクを公正に評価することが必要。

男性４０代会社員・
公務員

個人



25900 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発は可及的速やかに『0』にすべきと考えます。
(1)災害規模予想は無意味(2)廃棄物処理方法も決ま
る前から、原発システムを稼働する事は信じがたい。
(3)高率的な大規模蓄電池の
開発に全力注力すべき。

原発は可及的速やかに『０』にすべきと考えます。
(1)災害への安全性の問題
地震国の日本には原発は合わない。地震、津波の自然災害の規模を予想する事は無理、一定規模の災害規模を想定しても、それ以上の災害に見舞われる可能性もあり、自然を１００％予想
する事は無理。もし原発事故が発生した時の放射能漏れの災害規模を考えるとリスクが大きすぎる。
(2)廃棄物処理方法も決まる前から、原発システムを稼働する事は信じがたい。
(3)原発に依存しないシステム開発の為には、高率的な大規模蓄電池の開発に全力注力すべき。エレルギー供給の平準化を図る為には不可欠。乾電池、車のバッテリーが古くからあるのに、
今迄大規模蓄電池が諸外国含め開発・実用化されなかったのは、技術的に無理なのか？単にそれ程需要がなく、開発コストに見合わなかったからなのか？
■国民の大多数が原発反対なのに、一部の経済界、政界のエゴで原発推進の方向に進む事は許しがたい。こんな事を続けると日本の民主主義の崩壊に繋がると思う。歴史で学んだ戦時中の
軍部、政府と同じだ。
■国民投票をし、全国民の意見（賛成〇〇％、反対〇〇％）を踏まえ、検討すべきだと思う。

25901 個人 自営業 ６０代 女性 原発ゼロシナリオを選びます 原発ゼロシナリオを選びます。
もっと省エネルギーの取り組みを進めてください。
もっと自然エネルギーを推進してください。
地域分散型のエネルギー供給を進めるよう、電力システムを改革してください。

25902 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 2030年の原発比率は０％にしてほしい。 現在、東京に住んでいますが、放射線物質のフォールアウトが起きている現状を思うと、お金さえあれば関西以西に住みたいのが本音です。これ以上同じような事故が関西以西に起これば、国
家補償のための財源の確保も日本列島からの人材流出によってままならないでしょう。日本の今後を思えばそういう選択にならざるを得ないと思いパブリックコメントを寄せました。

25903 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 ゼロシナリオを選択すべきだ。 　原子力発電に関しては、使用済み燃料の処分方法が確立しないまま始めたのがそもそもの間違いである。
　過酷事故が現実のものとなった以上、ゼロシナリオ以外に選択儀は無い。
　生活や経済への影響もゼロシナリオを前提に対策を考えればよい。

25904 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原子力０へ向けての具体策が無いため、具体策を提
示いたします。
日本独自で開発された「光学系発電技術」。

原子力発電を０へ、といっても代替エネルギーが確立されていないため、前へ進む事ができません。そこで日本独自の技術を使用した技術を応用し、提示いたします。
「廃棄物の炭化システム（特許No4102862号）」というゴミ処理技術を応用した発電技術です。まだ完成品が無いため、国家として、作っていただきたいと願っております。
このシステムは簡単に言うと半径２メートルの光学系レンズ、又は凸鏡、凹面鏡を同心円状に４×３配備し、太陽光を自動追尾、真空にした炉に入れて太陽光を集光、収斂させて廃棄物を炭化
する技術です。しかし、この「炉」の部分に水をひたし、水を沸騰させ、タービンを回す。これで発電可能です。
弱点として、晴天率の高い場所でなければなりません。そこで、このシステムで炭化したカーボンは理論的に純度が高いです。そのため、それを使用した蓄電池を開発し、高エネルギー蓄電し
ます。この炭（カーボン）でできた蓄電池各家庭に配備することができれば、送電線のいらない時代がくることも想像できます。
これらはある日本の企業が既に技術開発しております。
政府や国でそのような企業を見つけて差し上げてください。よろしくお願いいたします。

25905 個人 その他 ３０代 女性 ゼロシナリオを支持します。但、再生可能エネルギー
の割合は35％ではなく、日本の風土に適合した地熱
発電の割合をさらに増やすことで、再生可能エネル
ギーの割合を可能な限り限界まで高めることを希望し
ます。

ゼロシナリオを支持します。

プロパガンダではなく、本当にクリーンで安全なエネルギーを模索すべきであると思うからです。なぜ、石炭などの安価で豊富な燃料ではなく、稀少燃料であるウランやプルトニウムに大きく依存
するようなシナリオが描かれてきたのか不思議です。エコフレンドリーな社会には賛成ですが、クライムゲート事件の追求も行われないまま、温暖化+CO2削減ビジネスの口車に乗せられ続ける
ことに大きな矛盾を感じています。
原子力の放棄は、長期的にアメリカやフランスなど政治的影響力を一部逃れる意味合いも持つと思います。原子力技術の開発費の予算を削減し、真に環境に優しく先進的なエネルギー技術の
開発を極限まで進め、それを海外への輸出も視野に入れて、日本の新しい得意分野の産業として欲しいです。

国内に蓄積したプルトニウムについては、抑止力としての核武装用に残し、残りは転売してください。日本社会は医療目的以外の人工放射線とは決別します。

25906 個人 自営業 ４０代 男性 １８年後までに原発の依存率をゼロパーセントにする
事を希望します。

今の時点でゼロを目標に掲げ、出来る限り努力していかなくてはいけないと思います。国民の大多数が脱原発を望んでいる中、中途半端な目標では達成できないと考えます。地震大国日本に
おいて原発との共存はどれだけ安全面を強化したとしても不可能なことだと考えます。

25907 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 ゼロシナリオ、15シナリオはわが国経済の維持・発展
を阻害することが明らかであり、20～25シナリオに基
づく現実的な政策を望む。

ゼロシナリオ、15シナリオはわが国経済の維持・発展を阻害することが明らかであり、20～25シナリオに基づく現実的な政策を望む。

25908 個人 無職 ５０代 男性 現実論ベースの２０３０年時点での選択肢提示自体に
反対。国は即時大飯原発を止め、原発ゼロベースで
理想論を描き廃炉（福一含む）／核のゴミ直接処分の
技術開発実施と代替エネ源に世界の英知を結集すべ
き。

風／水／波力・揚水・太陽光・地熱・バイオマス・シェールガス等の代替エネルギー源や、コージェネレーション・蓄電システム等の開発／活用、社会的なエネルギー分散・省エネ・節電・ピークシ
フト・スマートグリッド・家庭向け電力自由化・発送電分離などは、国は３１１後、早期に本腰で取り組むべき課題であった。

現実論や既得権益から離れ、創造力を働かせ、スピード感をもって理想にチャレンジすべきであり、２０３０年では悠長すぎる。

そうすれば、国民を脅かし、賠償額も少なく、被災者に多大な物的・心的負担を長期間強い、福島第一原発事故の真相究明も責任追求も被災者救済も進んでおらず、地震や津波だけでなく、人
的テロ、サイバーテロを始め、多くの脅威や諸問題点を抱え、全く安全ではない原発の再稼働は不要だった。

３１１後もほとんど動かなかった国や、電力会社・メーカー・御用学者を始めとするいわゆる原子力ムラは、原発再稼働ありきの安全無視・経済優先の明白な不作為だ。医療機関や健康弱者へ
の電力供給は、大飯原発を再稼働しなくても、知恵とお金を出せばできる話であり、再稼働の理由にはならない。

今の省エネ機器の浸透や人口減少だけでも消費電力は減る。原発投資（新設・バックフィット・もんじゅや核燃料サイクルの継続など）は即刻ゼロにすべきである。

上記代替エネルギー源やシステム、地球温暖化対策の技術開発／活用／実用化／普及／世界への提供は、原発立地自治体や六ヶ所村を含めて、雇用の拡大・産業の再構築・経済の活性化
にも繋がる。経済衰退論に根拠はない。廃炉の４０年間で原発立地自治体経済も知恵を出せば自立可能である。
代替エネルギー源やシステムの問題点は、先行国の成功／失敗例分析や、日本のお家芸である技術革新力で解消できるし、研究開発や民間等での実用化は既に始まっている。

そもそも巨大原発の廃炉や高レベル放射性廃棄物処理技術も確立されていないのに原発を動かすのはおかしい。日本では、廃棄物の最終処分場にできるような米国並みの広大な土地もな
く、フィンランドのようなオンカロのような方法も、地震国日本では無理である。ガラス固化技術も実質停滞しており期待できない。

福一の責任は誰が取るのか、その費用は誰が支払うのかを明確にすべきだ。これ以上の収束費用の国民負担（公的資金＝血税投入と、電気料金値上げへの転嫁）は御免被りたい。

広島・長崎・ビキニ・福一を経験した日本は、『地球上から全ての核兵器や原発を無くして、子孫に禍根を残さない』という高い目標を掲げ、お得意の技術革新力で世界をリードする立場ではない
だろうか。
美しく青き地球上の全ての子供達の、明るく楽しく、生きがいのある、安全・安心な未来のために。

以上

25909 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発即廃止希望！ 原発は要らない。原発ゼロにして下さい。原発ある限り未来は無い。

25910 個人 家事専
業

５０代 女性 原発ゼロシナリオを選びます。 理由の一番目は、原発が危険きわまりないものであり、原発と人類が共存できないことが福島の事故によって証明されたからです。人間がコントロールできないものを技術として使い続けては
いけません。

理由の二番目は、使用済み核燃料は、何万年にもわたって有害であり続けるということです。最終処分場も決まっておらず、今後名乗りをあげる自治体もないでしょう。未来のこども達にこのよ
うな負の置きみやげを残すべきではありません。

理由の三番目は、原発に替わる技術が存在することです。ヨーロッパでは、様々な代替エネルギーの試みがされています。今、原発維持に固執することは、世界の潮流に逆行する行為です。
日本が真の技術立国であるのなら、政府は、本腰を入れて、地熱・海洋・風力・太陽熱・バイオマスといった新しい技術開発推進に取り組むべきです。

国民の一人として、いくらでも節電に協力するつもりです。現在１５アンペアで生活し、クーラーも扇風機も使用していませんが、「健康で文化的な楽しい家庭生活」を日々営んでいます。福島の
事故後、ご飯はガスで炊いています。そのような努力を厭わない国民はたくさんいると思います。政府は、勇気をもって未来のために決断してください。よろしくお願いします。

25911 個人 学生 ２０代 男性 １．原子力発電のゼロシナリオもしくは１５シナリオで
の支持。
２．東日本大震災で露呈した電力融通システムの不
備改善案。
３．地形的制約
４．食料不足時代への対策を犠牲にする可能性への
反対案。

私の意見の概要は目先よりも遠い未来を見てほしいという主張に終始する。

１．私は原子力発電依存率を０％か１５％で支持している。そもそも日本国内の自然環境は頻繁に地震や火山噴火のリスクが他国より高い。前提条件が国ごとに異なる中で世界的に原子力が
主流にとして国別原子力依存度の比較のみで結論を出すことに私は警鐘を鳴らす。現状の経済能力の維持のために問題の本質を先送りしてはならない。私はまずゼロシナリオを支持する。こ
れは現状と目先の未来は豊かな国ではないことを意味する。しかし、電力供給能力減退と産業の空洞化の加速が起こっても１００年後の日本社会を構築するために現状の送電システムや法の
規制を見直す現在は重要な意味を持つ時期であると考えている。次いで１５シナリオを支持する。但し以下の変更を加えた場合に限る。原子力発電及び使用済み核燃料の中間貯蔵と最終処
分を行える地域を日本国内では福島県にのみ許可するという条件である。正直なところ福島県には既に食料の生産能力が無い。正確には安全基準をクリアしていても福島県産を回避する人
は今後も大きく減らないし、世界的には増える可能性が高い。もはや信用の回復と除染作業は比例せず、２つの作業の両立は日本全体で早急に行う課題ではない。

２．東西で電圧が異なる、有害物質を含んだ変電装置の全面取替え計画の延期などを発電能力以前に改善しなければ非効率な電力供給システムを改善する絶好の機会を逃すことになる。特
に東西の電圧の差は周波数返還所増設による解決案を否定する。独占を強化しているに過ぎないからだ。将来の民営化を本気で考えるのならば電力周波数を統一することを強く勧める。計画
停電を行うことも理解されるチャンスは現在が一番高い。

３、原子力発電は多くの国で安全で環境にやさしい発電方式である。
しかし、日本は少なくとも自然環境により安全ではない。
地熱発電に適した土地に原子力発電所を置くようなことは出来ないだろう。
日本にも各地で確立の差はあるが、世界的にも原子力発電に適していない地域だろう。

４、世界の人口は増え続けている。現代社会で電力が無いのは考えられないが、それ以上に食料が不足することは生き物にとって耐え難いことである。日本は有り余る食料を輸入できる経済
力を有しているが将来も今と同じように輸入できる確実な証拠など無い。だからこそ各地に原子力発電所を満遍なく設置することには食料生産能力の減少の危険から反対する。
私は１５シナリオの場合は原子力事業は福島県のみで許された事業とすることが理想的であると反対案を提唱する。そして瓦礫を受け入れている自治体には瓦礫ではなく人を受け入れて欲し
いと要望する。
目先ではコミュニティの解体を意味するが、遠い将来は新たなコミュニティとして成り立つ。

25912 個人 パート・
アルバイ
ト

６０代 男性 脱原発です。 福島の安全対策・事故対応見通しが無い中、人間がコントロールできない核開発は非常に無責任さを将来の子孫に押し付けると思います。
使用済み燃料の処理すら見通しもありません。

それら安全性を曖昧にしたまま、原発運転再開はありえないと思います。
せめて日本だけでも脱原発・廃炉の方針を貫くべきと思います。

25913 個人 自営業 ４０代 男性 0%を目指すべきです 使用済み放射性物質の最終処理方法も決められず、放射性廃棄物がたまり続けている現状で、すべてを後回しにして続けることなど日本人として賛成できる訳が無い。電力会社の経営など考
慮している場合ではない！

25914 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 エネルギー自給率４％の島国日本として、原子力比
率２０～２５％以上は必要というのが、やむを得ない
が、現実的な選択肢である

・東京電力福島原子力発電所の事故による福島県民の皆様のご心痛は推し測って余りありますが、一方で、同じ津波を受けた東北電力の女川原子力は冷温停止に成功しています。これは、
東北電力が過去の津波を徹底的に研究し、対策に手抜きをしなかったためであり、その意味でも、福島原子力の事故は東電経営の過ちによるもであって、他のすべての原子力発電所を同一
視するのは、間違いだと思います。

・世論では、電力会社が儲けるために原子力を動かそうとしているといった論調がマスコミを通じて喧伝されていますが、電力会社があろうがなかろうが、日本を沈没させないためには、原子力
エネルギーに頼らざるを得ないのが現実ではないでしょうか。

・２０１１年度の貿易収支が、化石燃料の輸入増大で大赤字になりました。この状態が続けば、日本のキャッシュフローは中東を中心とした海外に流出し続け、日本は出血多量でスカスカな国に
転落することは、火を見るよりも明らかです。

・そのためには、少なくとも、福島レベルの津波の襲来が考えられない（スパーコンピューターで検証することも必要）日本海側の原子力発電所、特に、建設中の島根３号を含めた安全対策を徹
底した最新鋭ユニットは早期に稼働させ、経済の安定化を図ることが不可欠です。

・電力会社の儲けのためではなく、日本経済のためであること。ひいては、雇用減退、産業停滞による自殺者や生活困窮者を増やさず、日本国民の命を守るため、当面は原子力を活用さざるを
得ないことを、原子力立地の地方経済ではなくマクロ経済の観点から国民にくまなく周知し、長期を見据えたバランス感ある判断をお願いします。

・そのためには、やはり福島原子力事故の原因と対策を早期に整理し、断罪すべき東京電力関係者にきちんとけじめをつけさせ、わかりやすいプロセスで国民の怒りを鎮め、理解を得ることが
必要不可欠です。

・以上を踏まえて大飯原子力の再稼働を決断した野田総理の判断力に敬意を表します。

・「原子力発電による電力コスト低減効果による経済の安定が国民の命を支えている」という視点から、島国日本として良識ある判断をお願いします。子孫につけを回さないためにも。

25915 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 原子力発電は使った燃料のウランの放射能を完璧に
防ぐ方法さえ確立されていないのだから、ゼロにする
べきだ。

原子力発電はエコだというが、事故にならないようにするための費用、原発を維持するための火力発電の費用などを計算に入れていない。
　また、いったん事故になった時の地球規模の被害と放射能のなくなる気の遠くなる時間を考えると、子孫のことを全く考えていないものだと思う。地球上すべての原発をゼロにするべきだ。まし
てや、被爆国の日本が原発被爆国にまでなって、なお、稼働など問題外だ。大飯原発もすぐに止めるべきだ。
　また、あれだけ計画停電があるとか言っておきながら、この異常な暑さでもその話がでないというのは、全く停電の心配などないという証拠だ。原発は必要ないということだ。
　電力会社の人々は、自分の子孫のことをかんがえているのだろうか？自分たちのやっていることで、親族が被害を受けることを考えるなら、代替エネルギーの研究を率先してやり、自主的に
稼働を止めるのが当然だろう。
　山口県など原発を新しく増やすなど、問題外だ。とにかく、ゼロにするべきだ。

25916 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発は０にすべきと考えまています。 現在私の住む関西では、毎日新聞にでんき予報が載せられています。連日30度を超える暑い日が続いていますが電力は80％台をキープしているように思います。計画停電の案内もありました
が、まだ一度も実施されてはいません。疑問に思うのは果たして大飯原発が再稼働していなければどうなっていたのかということです。夏の電力供給のピークに間に合うようにとかなり強引に再
稼働した印象があります。大阪や滋賀の市長や知事が手のひらをかえしたように再稼働を認めたことも気になります。
全ての情報を知ることが必要なのかは解りませんが、あまりにも説明がないように感じています。この説明不足が私自身の中で、原発への反対を強めています。原発の稼働がなくても生活でき
ているんじゃないと思うからです。
ただし、電力が安定しないことで直接的に生命の危機を感じる方々もおられます。市町村と連携して生命維持に必要な病院・施設・団体・在宅患者などのデータを取り、自家発電機を貸し出す、
提供するなどの措置をとっていただきたい。
首相の個人の責任でなどと言われても、再び事故があったとき、あの人の総理大臣の地位一つで、何千何万の命や生活の補てんができるとは到底思えません。東北で起こったすぐに日本海で
地震が起こるはずないと思われているような気がしてしかたありません。
電力が安定しないことで経済が落ち込むことも懸念されますが、それは我々の世代で踏ん張って盛り上げていかなければならないことである気がします。
原発に事故が起こり放射能が外に出れば、我々の世代だけではどうにもならない。次の世代にも国外にも影響が及んでしまうでしょう。同じ事故を繰り返したくはない。今の大人も子どもも大切
にしたいので原発を０にすべきと意見します。

25917 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原子力発電所は、すべて廃炉とし、自然エネルギー
に、転換すべきです。

福島原発事故の教訓を活かし、廃炉を進めることが、日本のとるべき道であるとおもいます。
原子力発電は、あまりにもリスクが、高く、使用済み核燃料の処理もできない状況で、原子力発電所の再稼動は、理解に苦しむところです。国民が安心して暮らせるように、努力するのが、政府
の役割であり、現状の、利権がらみの、人間不在の政治は、悲しすぎます。



25918 個人 自営業 ３０代 男性 原発はゼロ、今後の電力は太陽光発電、水力発電、
風力発電、人力発電などのクリーンエネルギーでまか
なうべきです。それで電力が足りないというのであれ
ば、
国民全体で電力消費を控えればよい。

今回の原発事故であきらかに
現在の日本の科学力では事故対策ができていません。
原発の廃棄物をちゃんと保管することも出来ない日本では危険すぎます。
人間への健康被害の観点からみても、無臭無感覚の放射線はまさに兵器です。
知らずに一週間も放射線を浴びれば確実に死ぬのですから。
原発の危険を自覚し、ゼロにする。そしてクリーンエネルギーで生活をする。
それで現状より電力が足りないというのであれば、節電生活をすべきです。

25919 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 直ちに原発０にすること。日本ではいつ巨大地震が発
生するかわからず、福島の事故も終息していない。ま
た、使用済み核燃料の処分さえ決まっていない。日本
の素晴らしい技術力を再生可能エネルギーに注ぐべ
き。

直ちに原発０にすること。日本ではいつ巨大地震が発生するかわからず、福島の事故も終息していない。また、使用済み核燃料の処分さえ決まっていない。日本の素晴らしい技術力を再生可
能エネルギーに注ぐべき。

25920 個人 無職 ６０代 男性 原発再稼働を直ちにやめ、原発ゼロをめざし、再生エ
ネルギーへのすみやかな転換を求める

世界でただ一つの被爆国日本。多くの人が原爆で犠牲となり、命を奪われなかった人も後遺症で苦しんでいます。平和利用という名の下、地震国に多数の原子力発電所を設置し安全神話と原
子力ムラといわれる権益のもと、取り返しのつかない苛酷事故を起こしました。故郷を奪われ、今後どのような放射能汚染の影響が出るのかもわかりません。もともと地震国で活断層もあちこち
にあり原発施設が絶対安全と言い切れるものではなく、さらに使用済核燃料の処理もできない状況です。このような経験をした日本が、原発から撤退し再生・自然エネルギーへの転換をはかる
のは当然のことです。おろかな民主党政権にあいそがつきました。原発ゼロにあたって、立地県は雇用や協力金が奪われるとして、原発稼働に賛成する向きがありますが、廃炉にあたっては長
い年月と労働者雇用が必要となります。また、その県で再生エネルギーをつくりだす施設を誘致し、雇用の転換をはかるべきです。最近、世界的に異常な降雨のため大水害がおき、日本でも想
像もできない豪雨で被害が出ています。自然とは恐ろしいものです。若狭に群発する原発が地震や自然災害でいつなんどき大事故を起こすかもしれず、近畿の水がめ・琵琶湖の汚染があれば
福島の比ではありません。再生エネルギーへの転換にあたって、国・県・市町村の庁舎や学校等の公共施設にまず太陽光パネルを設置すべきです。我が家も１０数年前に設置し、いまや累計5
万９千キロワットの発電をしています。できることから始めてほしい。

25921 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原子力発電比率20～25％を支持する。そもそも資源
の無い日本にエネルギーをえり好みしている余裕は
ない。

原子力発電比率20～25％を支持する。
そもそも資源の無い日本にエネルギー源をえり好みしている余裕はない。
将来にわたり国民が豊かで衛生的な生活を送れるようにするためには使用できるエネルギー源はすべて使い尽くす必要がある。
エネルギーセキュリティ、地球温暖化の観点から海外の化石資源への依存を減らすべきであり、そのためには再生可能エネルギー、原子力の両方を最大限活用する必要がある。
再生可能エネルギーには夢はあっても現実には物理的な限界があり、リアリティがない。
将来のエネルギー源の主役は原子力しかない。
福島の反省を踏まえ、より安全な原子力の活用を進めるのが世界に対する日本の責任でもある。

25922 個人 パート・
アルバイ

６０代 女性 0%を支持します。 後世に負の財産を残してはいけないというのが、一番の理由です。今後の原発再稼働や建設にも反対します。

25923 個人 家事専
業

４０代 女性 原発維持のパーセントはあり得ない 何パーセントならokか、という質問そのものがナンセンス。
全ての原発が老朽化しているし、この世界的なカタストロフでまた稼働し続けるようでは、戦争仕掛けてるようなものです。
地球全体の問題です！

いかなる理由があっても、全はい炉だし、新設禁止、再稼働反対です。世界中から
訴えられます！

25924 個人 その他 ５０代 女性 原発ゼロに賛成です。流山はホッとスポットです。我
が家の２階の子供部屋の放射線量は０．１ミリシーベ
ルトを超えています。屋根の除染ができません。福島
の原発事故を学んでほしい。何より国民の命を守って
ほしい。

福島の原発事故を学べば当たり前のこと。利便より、何より、命だと思います。、火山、活断層、天災の多い日本で、それを踏まえて作られたものではなく、「万一」の際に、人間がコントロールで
きるものではない今、すべて廃止すべきだと思います。特に近年は、異常気象がつづいていて、専門的なことがわからない主婦はなおさら、日々不安をかかえてます。　わたしたちは福島の事
故に何を学ぶべきでしょうか？
原爆の唯一の体験国である日本は、非核三原則を作りました。　今回は、原発の事故で、何を世界に発信する役割を担ったのでしょうか？　人間がコントロールできないものを使用しつづける
べきではないと思います。　政府は、国民の命を一番大切にかんがえてほしい。　もし　政府が福島にあったのなら、要人が今も福島に住んでいるのであれば、少なくても、ホットスポットに住ん
でいるのであれば、いち早くその方針に動いているはずだと思います。

25925 個人 自営業 ４０代 男性 原発０
今すぐにでもすべての原発に対して廃炉を決めてくだ
さい

「原発という発電装置が正常に動くのか？」が騒がれていますが、それ以前にその発電装置から生産される副産物（核廃棄物）の処理方法が決まっていない現状では、核エネルギーは危険な
だけです

この地震列島に危険な核廃棄物を埋めて、数万年も管理するわれわれの子供たちは常に身の危険を感じながら生きていくのだろうか？
テレビで地震速報を見るたびに津波の心配とともに核廃棄物の心配をするのだろうか？

核エネルギーはまだまだ実用化出来ない未熟なエネルギーだと思います
核廃棄物を無害化できるところまで研究が進んだ上で始めて実用化出来るのだと思います

見切り発車した危険な発電装置を今すぐ止めてください
25926 個人 会社員・

公務員
４０代 女性 原発ゼロのシナリオにしてください。 　福島の原発事故、非難している人たちが未だに１６万人もいる現実をみれば、日本に原発の必要など無いのは明らかです。みんなが幸せに暮らせるようにしてほしいです。　ドイツやイタリア

などでは、脱原発に方針を決定しました。日本は再生可能エネルギーの技術は世界一であったはずです。この技術をもっと普及し、また世界の人たちのために、全人類のために貢献する、そん
な国になってほしい。放射能を子供や孫たちに背負わせるのだけは絶対に許せません。
　日本からすべての原発や核燃料サイクル施設を廃止してほしいです。

25927 個人 自営業 ４０代 男性 原発０以外にありえない！ 地球の中に太陽はいらない。

25929 個人 その他 ５０代 男性 原発稼働反対！！ 今回の震災での災害の規模とそれに伴う人災とも言える放射能汚染を、クリアに出来ない限り現状維持の原発依存はやめるべき。次の世代に安全でクリアなものとしてのバトンを受け渡す責
任が現代の私たち世代にあるがゆえに、早急に原発依存社会のシステムを改革すべきと考える。

25930 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 2030年段階の全電源に占める原発の比率について0
パーセントを目指す

現在、志賀原発20キロ圏内に住んでいます。福島の原発事故があってから私たちも同じ事になる可能性があります。福島は元に戻せますか？生命に影響はないですか？エネルギー、経済活
動が、生命より大事ですか？
解決出来ないものは0パーセントしかないでしょう。
責任のとれないものはやめましょぅ。
エネルギーがなく不便でも生きて行く事が大事です。助け合って生きて行きましょう。原発が必要と考える人は、原発事故で苦しんでいる人の事を考えて、原発の近くで住んで下さい。福島は過
去の世界の原発事故からも元に戻らないでしょう。
あまりにも代償が大き過ぎます。災害に遭われた人、ふるさとを失くした人に早く諦めてもらうしかない。はっきりと言うべきです。乱暴な言い方ですが、住めない土地を利用して震災で出た瓦礫
を集めたり、代替エネルギーに太陽光パネルを設置するなどで利用するしかないように思います。
災害に遭われた方の手厚い補償などが前提ですが。そのための税金を使うのに誰もが納得できる事でしょう。

25931 個人 自営業 ５０代 女性 原発依存度をゼロシナリオに賛成です。 一度原発事故が起きたら放射能の被害が広範囲に広がり、人が住めなくなる事はチェルノブイリ、福島の事故を見れば明らかです。また使用済み核燃料の処理もできない状態でこのまま原発
を作り続けるのは、後世に負の遺産を残す事になります。今こそ未来の子供たちの幸せのために原発に見切りをつける事が、今を生きる私たちの役目だと思います。

25932 個人 自営業 ６０代 男性 この議論をする又は、原発に反対する前に、自らの電
力使用量を一定量に削減すべきではないか

３つのシナリオのいずれにしても、それぞれにおいて全発電量が決まっている中で、各人の電力使用量を４人家族世帯で２００ｋＷｈ／月未満、単身世帯で２ケタ（ｋＷｈ／月）にしてから、継続し
て１年以上の実績を経たのちに、このような議論をやってほしいものです。
空気のように無尽蔵には存在しない電気を、節約して使う習慣の各人には議論してほしくない。
ちなみに、私は月平均９０ｋＷｈです。

25933 個人 自営業 ５０代 女性 原発ゼロシナリオ　を選びます (1)核廃棄物の処理ができない。
(2)福島から放射能の影響を除去できず未来への展望が見いだせない。
(3)生態系を広範囲に渡って壊してしまう可能性のあるものを利用できない。
(4)自然エネルギーの開発に国力を傾けることによって国の将来への経済的期待が持てる。

25934 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原子力発電所は，今後も重要なエネルギーであり，現
在程度の比率を確保する必要がある。このため，選
択肢ではもっとも原子力の比率の高い２０～２５シナリ
オを支持。

原子力発電所の安全対策は着実に対応しており，安全面でも信頼できるとともに，エネルギー確保の観点や経済性から，自然エネルギー拡大の不確実性，化石燃料の価格・確保の懸念があ
るため，今後も需要なエネルギーであると考える。

25935 個人 家事専
業

４０代 女性 すみやかに原発依存度をゼロにすることを望みます。 福島原発事故がどうなるかわからない現在、たくさんの作業員のかたが被爆しながら懸命に命を削りながら作業をされているなか、原発の再稼動をしたことは人間性を疑うことです。
火力発電の稼働率をあげることで電力は足りるはずです。
その中で新しい代替エネルギーへのシフト、電力に頼らない新しい生き方を考えていくべきと思います。
命より大切なものがありますか？
感受性の強いこどもたちを犠牲にしてまで利権にしがみつき
原発を推進するかたたちの人間性を悲しく思います。
ぜひ原発をなくす決断を一日も早く行ってください。
原発に従事されているかたの生活もあろうかと思いますが
そちらにあたらしい仕事をさしあげる英知こそ、
政治にかかわるみなさまの重要な任務ではないでしょうか？

25936 個人 自営業 ６０代 女性 高速道路の太陽光活用 危険を伴う原子力にいつまでも頼っていることに不信感を覚えます。

車に乗って道路を走っている時にいつも思うのですが、太陽光がさんさんとふりそそぎ、冬でも暑すぎるくらいです。

そこで提案です。

道路という道路（特に高速道路）の上に屋根をつけ、太陽光パネルを取り付ける工事をしたらいかがでしょうか？

きっと効率的に太陽エネルギーが活用できると思います。

そして、道路を走らなければいけない我々も太陽光を浴びなくてすみ、無駄なクーラーもかけずにすみます。

国としても道路は濡れないので、保守点検の手間も省けるのではないでしょうか？

一石二鳥だと思いますが、いかがでしょうか？

国レベルで取り組めば、かなりエネルギーが使用可能になるのではないかと、素人考えではありますが、以前から考えていました。

危険な原子力に頼るのは日本人として反対致します。
このままいくと、日本から脱出する人が出てくるのではないでしょうか？

人口減少は即、日本滅亡につながるのではないでしょうか？

原子力に頼るのではなく、高速道路の太陽光活用を、どうぞ前向きにご検討下さい。宜しくお願い致します。

２０３０年に向けて原発はゼロにしていくべき。
これはこれからの日本の進むべき道だ思う。

福島の事故はいまだに収束しておらず、その被害はこれからも何十年、いやそれ以上に続いていくだろう。現実に放射能物質が撒き散らかされたことで、家にも住めず農地も汚染され、山林、
そして川も汚染されてしまった。これは現実の出来事で現在も進行中だ。
この責任をだれが取ってくれるのか。原状回復することができるのか。
私の目には「責任は誰も取っていない」し「回復の見通しも立っていない」ように見える。こんな状況で、これからも原発を維持し「増やす」ようなことは断じてやってはいけないと思う。

エネルギーの選択は生き方の選択である。２０３０年に向けて今決める方向性は、これからの日本、今の子供たちの未来に向けて「日本はどんな国を目指していくのか」の指針となる。

子供たちは見ている。２０１２年現在で、日本がどんな状況に置かれているかをちゃんとわかっていると思う。その子供たちが大人になった時に、どんな日本になっているのか、１８年前の大人
が、国がどんな選択をしたのかを見ている。
恥ずかしい選択、おろかな選択をしてはいけない。

原発事故も、放射能の影響による被害も、影響を受けて生活が一変したたくさんの人の問題もほとんど解決していない現在のこの状況で、「原発を残す」選択をするわけにはいかないだろう。

２０３０年に向けて、日本は原発をゼロにしていくべき、そのためにできることを残りの１８年間でやっていくべきだと思う。
原発を維持するためにつかう時間とお金を、新たな再生可能エネルギーの普及に向けて使うべきだと思う。

今すぐすべての原発を止めるに越したことはないが、現実的にそれが無理なら「稼動する原発を見極わめる指針」をはっきり国は国民に向けて出すべきである。

大飯原発再稼動のような、わけのわからないような手順はおかしい。

・安全性が最優先
・３０年以上の原発は再稼動しない

をはっきりさせ、そのうえで「２０３０年までに日本は原発をゼロにしていきます。しかしそこに向けては徐々に原発に依存している電力を減らしつつ、再生可能エネルギーの普及を図っていかな
いといけません。それまでは電力の不足が出ないレベルの最低限の原発は使わせてください。ただしその原発は立地上ももっとも安全なレベルであることが確認されており、もし東日本大震災
レベルの巨大地震や津波が起こったとしても、電力喪失にはならないようなバックアップ体制ができており、もし万が一メルトダウンになった場合にも、周辺住民への避難指示大勢が確実に取れ
ています。それに完成して３０年以上の原発は止めますし、再稼動する原発は、古いものではなく少しでも新しいものから考えていきます」としていって欲しい。
現実的には、今年２基の原発を再稼動しただけで夏の電力不足は回避されているので、今後も安全が確保された新しい原発を２基程度動かしつつのレベルで乗り切れるだろう。

現在の原発立地地区の雇用問題は「原発の維持によるものではなく、原発の解体作業によるもの」でまかなえばいい。

これ以上原発を動かしてはならない。
未来に責任を取れない、再処理の見込みの立たない発電方法をこれ以上続けてはならないと思う。

国には原発ゼロの政策決定を強く望みたい。
普通の国民をなめないで欲しい。

エネルギーの選択は生き方の選択。これからの日本
が目指していくべき未来

男性４０代会社員・
公務員

個人25928



25937 個人 その他 ６０代 男性 従来の原発依存から直ぐ脱却すべきです。これは核
武装準備をしているのではという懸念を世界からもた
れてもいます。また既に溜っている格廃棄物の処理方
法の研究(トリウム熔融塩など)に全力を注ぐ必要があ
ります。

　日本は火山国、地震国であり、そもそも原発は一旦事故が起きたら終息不可能な事態に陥る問題の多い発電方式で不適切です。文殊などに膨大な資金投入を可及的速やかに止め(止める
にも資金がいるようですが)、再生可能エネルギーやコジェネレーション火力の推進などに資金を投入したほうが将来に希望があります。このままでは、結局、広島・長崎、福島と核の由来地が
増える国になりかねません。青森六ヶ所村や原発の燃料プールなど地震による水漏れによる使用済み燃料の冷却不可能な事態がいつ起きるかと国民はいつもびくびくして暮らしていかざるを
得ません。
　政治家はもっと原発の危険さを勉強すべきです。国会などや発言などから伺う限り何もしらない、経済性のみからしか考えられない人が多すぎます。原発立地から離れた地域に住んでいても
漠然とした不安を感じるのは、食物などを通して放射性物質を体内に取り込む可能性が増えるのは避けられないのは致し方ないと考えるからです。
　大飯原発の再稼動にもきちんとした手続きが踏まれたとは考えられません。保安院、原子力安全委員会などは誰も信じているひとはいません。これらを見ていると専門バカとしか言いようのな
い人間しかいないのが国民の最大の不幸だと思っています。

25938 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 取り返しのつかない事故が起こってしまい、これから
の未来の人々に危険な核施設である原発はなくさな
ければなりません。ゼロシナリオしか選択肢はありま
せん。

　これまでの文明を見たときとき、文明は必ずいつかは衰退していきます。私たちも例外ではありません。
　イースター島は、文明が衰退したのち、木々の生えない痩せた土地になり、残ったのはモアイだけとなっています。
　私たちの場合、モアイにあたるものとして巨大なビルディングや橋と並んで原子力発電所があります。岩石が風化するのと違って原発からは放射性物質を撒き散らすことになります。福島第一
原発事故やチェルノブイリ原発事故などで明らかなように、一度放射性物質を撒き散らすと元には簡単には帰れません。
　私たちは無責任な存在になりたくありません。自分達の今年か考えられない人々の仲間にはなりたくありません。
　そこで、私たちには原発をなくしていくゼロシナリオしか選択肢はありません。
　電気が足りないということはありません。工夫しだいでどうにでもなります。もし足りなくても、みんなで少しずつ我慢すればいい。昔はよく停電していましたが、それなりに対応しながら生活して
いました。
　ゼロシナリオしか選択肢はありません。

25939 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 ０％シナリオが圧倒的多数の国民の声です。 福島第１原発の事故原因も究明されていないのに、大飯原発の再稼働は、国民の命を何と思っているのか！地震国日本で原発を稼働させることは、第２、第３の福島を起こすことになります。
これ以上、原発被害を拡大させないでください。

25940 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 男性 原発反対の理由と官僚や議員へ向けての問いかけと
お願い

断固原発反対です。理由は、福島第一原発の事故であったり、これまでの原発運用に関して、全く反省が為されていない、もしくは、その反省が生かされていないためです。もし、仮にそれらが
為されていたとしても、我々国民に見える形でそれが為されていないためです。「電力が足りないから、大飯再稼働」という理屈は小学生レベルの理屈です。今、日本には、企業や家庭それぞれ
県別にどれだけの需要があって、現状ある原発以外の発電所はどれだけで、そこの発電量はどれだけで、それらを通常時と夏のピーク時で過去の実績より平均値を出し、その上で電力がどれ
だけ足りないという論理なら未だ分かります。でも、それが全くされていません。今、「電力が足りないから、大飯再稼働」のことについてのみ、書きましたが、これは福島第一原発事故や東電の
経営体制など、様々なことに云えます。何をそうひた隠しにされているのでしょうか？そんなに何を守る必要があるのでしょうか？やっぱりお金ですか？地位ですか？それを守って、自然を壊し
て、人を裏切って、何になるのですか？自分だけがおいしい思いをして、それで幸せですか？あなた方は国民の代表ですよ。国民の気持ちを察しないで、くむことも出来ないで、何が国会議員
ですか。我々民間人は、ただ日々を幸せに生きたいだけです。あなた方が憎いから、原発に反対しているのではありません。あなた方は国会議員です。国会議員とは自分の意見をいう人では
ありません。国民の意見を取りまとめる人です。どうぞ国民の意見を聴いてください。国民の声に耳を傾けてください。それができないのであれば、あなた方に国会議員をやる資格はないと思い
ます。国会議員であれば、民間人よりも大変な責任もあるかと思います。でも、それを背負うと決めて国会議員になったのはあなた方ではないでしょうか？重大な責任が伴うから、その分、待遇
もいいのだと思います。その職責を果たしてください。あなた方にも親戚や友人で、原発のことで困っている方がいるのではないでしょうか？その方の気持ちをも裏切るのですか？そんなに私腹
をこやしてどうするのですか？ゴルフにいくのですか？視察という名の豪華絢爛な旅行にいくのですか？銀座の高級クラブにいくのですか？それで幸せですか？もうやめましょうよ。今までのこ
とはもういいです。あなた方に何が足らないのか、それは誠意です。誠意が一切感じられません。誠意がある方もいらっしゃると思います。しかし、国民まで届いていません。どうぞ、国民に分か
る形で誠心誠意、職責に取り組んでください。私は、あなた方が活躍するところをみております。3.11まではそうではなかったかもしれません。でも、今はしっかりと見ております。期待に応えてく
ださい。それがあなた方が当初、議員に当選された時に、心に思っていたことではないのでしょうか。よろしくお願いします。

25941 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発ゼロを支持します。自然エネルギーの可能性は
試算より高いはずです。

原発はゼロ。自然エネルギーの有効活用をさらに強く推進すべきです。
温暖化問題、エネルギー需給バランスの問題、いずれも自然エネルギーの利用拡大によって共存できる問題だと考えます。

25942 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原発０％に賛成します。 ●核廃棄物の問題
最終処分場も決まらず、決まったとしても放射線が安全なレベルに達するまで何十万年かかると知りました。人類が地球上に存在しているかもわからない遠い将来を保障できますか？今の私
たちには数十万年も核廃棄物を安全に保管する技術はありません。その間、地球上の全ての生命を危険にさらす事になります。既に大量の廃棄物があることはわかりますが、これ以上増やす
事を止めてください。私たちの無責任な行為を直ちに改めるべきと思います。

●核施設の安全確保が不可能
何をもって安全とするか議論されていますが、地震や津波、自然災害に耐えられればいいとは思えません。空からの落下物（ミサイル、飛行機、隕石・・・）、あらゆる攻撃や事故に耐えられる施
設でなければ安全とはいえません。可能性が低い事を排除すべきではなく、少しでも可能性があるもの全ての対策がとれたときに初めて安全を語ってください。第二の福島を作らないでくださ
い。

代替エネルギーが決まっていないことも事実です。
今の便利な生活を手放す事になるとしても、夏ですから命の危機にさらされる事も覚悟しなければなりません。経済界（=自分の生活）への影響も考えた上で原発に反対です。代替エネルギーに
ついては国民も一緒に考え、前向きに協力していきます。
目先の保障と原発の持つ危険は、はかりにかけてはいけない次元の違う問題です。

★国民の意見を本気で聞くのであれば・・・
このサイトを「国家戦略室」（または首相官邸）のトップページの目立つ場所においてください。
たどりつけません。

25943 個人 家事専
業

５０代 女性 原発比率０にすべきです。ゼロでも十分にエネルギー
供給が出来る分析が多くの学者によって証明されて
います。政府のごまかしは、はとんどの国民が認識し
ています

原発が人類にとって危険なことは、今回の福島原発事故からもあきらかです。

未だに解決した訳ではなくまたまだ多く福島の人々先が見えずに苦しい思いをしています。福島だけの問題ではなく放射能は間接的にもすべての国民に影響を及ぼしています。未来の子供た
ちのためにも安全に暮らせる社会を作り直していくのが，事故をおこした者、これまで原発たより何も考えず頼っていた我々の責任でみあります。見直す時期です。

25944 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発を再稼動せず０％とせよ。私達が選択できるの
は、原発依存を２０３０年までのなるべく早期に０％に
するゼロシナリオ以外ありません。

〇想像を超える大規模な地震がいつ起こるか分からない日本で、安全な原発なん　かあり得ません。だからゼロシナリオです。

〇放射能を無害化する技術はありません。故郷を奪われた福島を二度と繰り返し　てはなりません。だからゼロシナリオです。

〇将来の子供たちに、これ以上原発のゴミを押し付けることはできません。だか　らゼロシナリオです。

〇核兵器廃絶は、被爆国日本の悲願。これ以上危険なそして核兵器の材料である　プルトニウムはいりません。だからゼロシナリオです。

〇大切なのは命です。かけがえのない未来のために、だからゼロシナリオです。

25945 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発は全廃止を目指すべきだと考える。 原発は日本においては全廃止を目指すべきだと考える。
何故なら、放射能を完全にコントロール可能な技術を有さないからである。
また同時に、原発は真の意味でのコストがかかりすぎるからでもある。

現状では放射性廃棄物の管理におけるリスクを含めたコスト、地震等事故時のリスクを含めたコストがきちんと計算されていないと考える。それでは真の意味のコスト計算ではない。

今回の地震において原発周辺への被害を金銭で換算して補償するとしたら、福島第一原発は大々々赤字ではないか。そして勿論それは金銭ですべてが購われるわけではない。

そして、私は原発を運転する限りどんどん生み出される放射性廃棄物も怖い。放射能が減衰してゆくまでただひたすらそっとしておく他手だてがない、というのは商業的に放射性物質を扱うには
現在の技術レベルは低いのではないかと考える。

将来、もっと人間が放射能をコントロールする技術を得た時、原子力を商業的利用することを再開すべきだと考える。

25946 個人 家事専
業

４０代 女性 全電源に占める原発の比率は、０％にすべきです。 今回の福島原発で、安全神話が崩れました。原発は、事故があれば原爆と同じです。大飯原発の再稼働も反対です。１００パーセント安全というならまだしも、夏の電力が足りないという理由
で、安全より経済を優先させる判断は間違っていると思います。

新エネルギーも、原子力村の圧力で、なかなか日の目を浴びないとも聞きます。

政府は、国民投票で国民の意見を聞くべきだと思います。今回の原発事故で被爆した人々、家に戻れない人々の事を、無駄にしてはいけないと思います。即刻、原発０にすべきです。

25947 個人 その他 ６０代 男性 原発ゼロシナリオ 再稼働はしないで下さい。子供たちに安全、安心な未来を残す為に。

人間の力で制御できない原子力に頼るべきではありません。

25948 個人 その他 ４０代 女性 エネルギー政策の決定は他者危害原理を基礎に、国
民の権利を侵害せず、悪をもたらさない方法を選択
し、より安全な地熱発電の研究を推進するべきです。
公正な民主的な決定方法が必要です。

　国内でどのようなエネルギーを利用するかについては、経済的問題を無視するわけにはいかないかもしれませんが、まず、国民の健康被害を最小限に抑えることが必要です。これは、倫理学
の中でも、『自由論』を記したJ.S.ミルが、自由主義の基盤は、他人に危害を及ぼさないという原則が揺るがない状態で存在していることを主張しています。つまり、人間や社会の自由は、他人に
危害を加えないことを前提としているのであって、もしその行為が他人に危害を加えるものなら、それは、自由には値せず、社会、あるいは他者によって干渉や規制を受けることが認められると
する趣旨です。いかなるエネルギー政策を推進するかは、まず、国民における健康被害や経済的負担が少ないものでなければならないと準則がここから引き出されます。

　さらに、現在のエネルギー政策は、原子力だけに過大な傾注がなされ、本来、より安価に、より安全に、より容易に得られるであろう、地熱エネルギーなどの研究や普及に十分な資金が割り当
てられているとは言えません。北欧における地熱発電には日本の技術が活かされているという情報もあります。日本では、原子力推進に力を入れるあまり、地熱発電など、自然を利用したエネ
ルギーが十分に活かされていないのではないでしょうか。

　福島原発事故によって、チェルノブイリ事故、そして、広島、長崎の原爆による被爆症状の全容が明らかになってきました。放射能が人体に及ぼす影響はなく、安全であるという嘘はもはや通
用しなくなりました。

　原子力技術ではなく、日本には、国際社会にアピールできる他の技術や知恵がたくさんあると思います。さまざまな事故その危険性が明るみになった原子力技術はもはや過去の遺物だといえ
ます。国民の安全で健康な生活が保全されて初めて、経済、エネルギーという問題を論じるべきです。福島原発事故で日本の国土の半分が失われ、人口減少の恐れもあるでしょう。それはす
べてウクライナ、ベラルーシの状況を見ていればはっきりわかることです。

　日本のエリートは自分たちの特権利害を優先するのでなく、国民の利益を考えて理性的に判断行動することが求められています。これが日本を相変わらず途上国のままにすえおき、二流先
進国にされてしまっている大きな原因ではないでしょうか。

　福島原発事故は、放射能の恐ろしさだけでなく、日本社会の持っている様々な病弊悪弊をも明らかにしました。これまでの専断的な行政主導の方針決定は通用しません。これらすべてのこと
を考えて、我が国のエネルギー政策を決定するべきだと思います。国民にもはや嘘は通用しません。行政の特権を温存するのではなく、公正で民主的な方法で政策決定することが望まれま
す。

25949 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原発の即廃炉をお願いいたします。 原子力は想定できるものではなく、まして、自然も想定できるものではありません。人間の手に負えないものをつくり、取り返しのつかないことに対して為すすべもありません。自然は子孫からの
預かりものですから、損なわず、破壊せず、大切に未来につなぐべきです。原発という時限爆弾をこどもたちに託すわけにはいきません。

原発政策については、正しい報道も為されず、不信感も増すばかりです。
多数の声が反映されません。命の本来の価値が見えなくなっています。
利権にまどわされない、正しい政治をお願いいたします。

25950 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 エネルギーの原発依存度をゼロとする。代替エネル
ギー開発投資を進める。

１　放射能汚染により、福島第一原発の事故究明は現場調査ができず進んでいない。原子力発電の安全神話は崩れた。
２　福島県以外にも原発事故の被害は拡大し原発事故の甚大さを示した。
３　使用済み核燃料は死の灰でありこの処理方法が未確立のまま増大している。原子力発電技術は未完成で極危険な技術で即刻停止すべき。
３　電力不足を煽り、原発の再稼働を進めることは、今回の甚大事故から、何も学ばないことである。原発依存度をゼロとする方針を明示し、廃炉への工程と代替エネルギーの開発を成長戦略
に組み込むべき。

25951 個人 家事専
業

４０代 女性 ２０３０年のエネルギーは、原発ゼロ。いろいろな種類
の再生可能エネルギーの比率を一番にする。

世界的に見ても、原発に未来はないと思います。現在、原発は世界中で稼働しているし、新規に建設しようとしている国があるのは事実ですが、いずれ破綻するのは明らかです。ウランが枯渇
する前に、またどこかで事故があり、人の住めない場所がますます広がります。もしそれが日本なら、わが国は国際的にも信用をなくし、人口も減り、国としての形態はなくなり、どこかの国の一
部になるでしょう。未解決の放射性廃棄物の問題もそうですが、さまざまな問題を先送りにして、今が良ければいい、自分たちが儲かればいいという考え方では、未来はありません。「脱原発」は
「感情論｝ではありません。再生可能エネルギーの不安定さをやたらと強調する人もいますが、今まで原発にかけてきたお金と同額を、再生可能エネルギーの開発、研究、設置に充てれば、そ
の分野に優秀な研究者を育てられ、デメリットを克服する技術や製品もできるでしょう。一刻も早く取り掛かった方がいいです。世界中が再生可能エネルギーにシフトを決めた時になって取り掛
かったのでは、遅いです。今なら世界をリードする立場になれます。「意見聴取会議」はただのパフォーマンスではないですよね。
意見を聞いても、政策に活かされないのでは、ただのポーズです。国民投票を実施してください。

25952 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発の比率は、「ゼロ」にすべきです。 原発の比率を「ゼロ」にする理由。

１　再度、原発事故が起きた場合、国土が狭く、人口密度が高い日本では、広範囲の避難区域は、国の存亡にかかわる重大な事態になること。

２　福島第一原発事故による放射性物質の確率的影響で、今後５０年間で数千～数十万人の死亡者がでると言われていること。

３　高レベル放射性廃棄物について、最終処分場問題の解決のめどが立たないこと。

４　原発で利益を得る人々は、いわゆる「原子力ムラ」と呼ばれている関係者であるのに対し、被害を受けるのは放射線を浴びる一般市民、特に子どもたちであり、利益者と被害者がアンバラン
スであること。

５　原発廃止で必要なエネルギーは、節電と自動車の使用抑制でまかなうのが良いと思います。



25953 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 「０％」
2030年に0%は当然。即0%が当方の意見。
速やかに0％を達成する為の障害を排除するための
議論、
その後のエネルギー政策を議論する事が重要と考え
ます。

東電の大事故を受け、その検証が最優先。
人災と地震国ならではの危険な環境。
その反省の上に立てば原発維持はあり得ません。

即時０％を前提で、焦点を次のステップを議論すべき。
原発維持を探ってる余裕は、この国にはない。

ダメなものはダメとしてさっさと諦めて、次を見据えて行きたい。
・電力会社の経営
　原子力資産を切り離し、国有化。原発以外で経営。
　経営問題と安全問題がすり替わるから、議論がおかしくなる。
　発送電分離は当然。
・核廃棄物問題
　原発ゼロになっても残る重要問題。
　廃炉技術も含め、次世代の技術投資も必要であり、廃炉、廃棄技術へ、
　金銭的・人的資源を振り返るべき。
・代替エネルギー
　原発以外でのエネルギーミックス。当面は高効率の火力発電でつなぐ。
　シェールガス・オイル等を活用し調達コストを下げる。
　自然エネルギーは帰省緩和を含め、上記の間に技術革新と拡充を計る。
　将来的には水力、風力、波力、太陽エネ、の再生可能エネ立国を目指す。

くだらない言い訳工程などで時間を無駄にせず、すぐさま実行すべし！

25954 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 「原発ゼロ」を選択します。 総理は「原発再起動は『豊かで人間らしい生活』のためと言っていますが、福島の現状や岩手の現状
（補正予算の多くを放射能汚染対策が占有）からみても矛盾しています。

原子力村の利権温存の為の「再起動」を国民が既に見抜いています。もはや国民は、「原発なき日本」を選択していくます。

原発ゼロは世界の流れでもあります。

ウラン精製過程、発電時の海水温上昇など、大量のＣＯ２を発生させており、地球温暖化の面からも
「原発ゼロ」を強く希望します。

25956 個人 その他 ５０代 女性 ゼロシナリオ（原子力発電0％）を選択します。 東京電力福島第一原子力発電所の原発事故があり、原発を稼動させるなんて考えられない。現地の悲惨さを知っているのか。また、いまだに事故収束のめどもたっていないものを。関西電力
大飯原発を再稼動させた野田総理の神経を疑う。パプコメ募集もいいが、廃棄物処理関係が何も示されていない。真剣に考えての意見募集なのか。ただ単に皆さん（国民）にも意見をきいて
やっていますよと言う「ジェスチャー」か全原発再稼動に向けた「ありばい」つくりにみえる。

25957 個人 会社員・
公務員

６０代 女性 将来に負の遺産を残さない為にも原子力発電には、
反対いたします。

地震国　日本において活断層や亀裂の無いところに原子力発電所を作るということは　基本的に無理があると思います。
今現在、稼動していない原子力発電所が大多数でしかも猛暑の中　極端な電力不足の報道はされておりません。

「コストを考えれば原子力発電が一番　」とのご意見もありますが
その中には、将来の廃炉の費用や使用済み核燃料の処理の費用は含まれていないよう記憶しております。

今回の福島原発の事故の被害を考えても　日本に原発は必要ないと思います。
被災された子供達とその親御さんのことを考えたら是が非でも原発の再稼動は中止すべきだと思います。
日本を死の国にしない為にも

25958 個人 無職 ６０代 女性 原発ゼロのシナリオを選びます。事故の原因究明が
明らかでない時に、再稼働はありえない。原発事故の
被害の深刻さと規模の大きさ時間的な長さを考えると
経済問題とはまったく切り離して考えるべきである。

原発ゼロのシナリオを選びます。
まず原発の安全対策について国や電力会社はたいへん不誠実な対応を長年してきたことが、今回の福島の事故であきらかになりました。地震のこと、全電源喪失の場合いかに恐ろしいことが
起こるか、長年警鐘を鳴らしてきた人たちがいたこと、そしてその人たちの声を無視してきたことはどう考えているのでしょうか。その反省はどうなっているのか、被害にあった全ての人々に対し
てどのように謝罪し保障をしているのかを見ると非常におそまつです。もう一度原発を動かすことなど許されないのは当然ではないでしょうか。福島の人々への補償にしても、事故の終息への
費用も、責任者だけが負担しているわけではなく、むしろその人たちは事故以前とたいして変わらぬ安泰な生活をおくり、原発にこれまでもずっと反対してきた人たちも含めて国民全体が負担せ
ざるを得ない構造になっていますが、大変納得がいきません。強引に進めてきた人たちだけが責任を負う構造にもなっていません。

では今後安全対策を誠実に行う機関ができて、事故を起こさないように運転すればよいのでしょうか。しかし、航空機事故や工場での爆発事故など、すべての場面で絶対に事故がおきないとは
誰も思っていません。不幸にしてそういう事故の犠牲になってしまうことは誰しもかすかに意識しつつ、飛行機を利用したりしているのではないでしょうか。どんなに気をつけているつもりでも想定
外のことがおこることがあります。地震の規模や津波の大きさについてどんなに想定していてもそれ以上のことが起こるかもしれません。テロ対策などと簡単にいいますが、９．１１が示すよう
に、時に対策が不可能な事件に巻き込まれないという保証はありません。たとえ確率が相当低くても、万が一、不運がかさなり事故につながった場合、他の事故ならそれも仕方がないとあきら
めざるをえないことが歴史上いくつもあったでしょう。しかし原発の事故は今回わかったように、まったく質のちがう被害となり、回復不可能なものです。
まず、事故収束のために働く労働者は大量の被爆をします。大量の被爆をしてもそもそも現場に近寄れないほどの線量の場合は人間の手で作業ができません。しかもその期間というのがほか
の災害と違って何十年何百年という長さになるわけですから、原発から一切恩恵をうけることのない世代も含めて背負わなければならない負の遺産となるわけです。ここまでの被害ということに
ついて人間は今まで経験したこともなく考えたこともありません。

ですから、事故の起こる確率をどんなに下げたとしても、それでも怖いのです。私が死ぬことだけでなく、私の子供や孫、生き物すべてが生存をおびやかされるような環境を残して死ぬことが、ど
んなに恐ろしいことかどなたもお分かりかと思うのです。原発については、ゼロでない限り、だめだと思います。
自分の命だけでなく多くの人々の命や生存するための自然や国土を賭けてギャンブルをすることは許されません。

経済界などから再稼働しないと経済がさらに悪化して倒産する会社が出るとか、電気料金が上がり弱者が困るというような反対意見がでていますが、そうした問題は次元が違います。経済の問
題の深刻さはもちろんあるでしょうが、それは別の解決策をさぐるべく知恵を絞るべきであり、別の議論があるべきだと思います。
どんなに困ってもやってはならないことがあると思います。原発はそういうものです。

25959 個人 自営業 ７０代 女性 地震の多い我国では原発は非常に危険です。原発を
ゼロにしましょう。

とめどなく地球は汚染され、人間も滅びていく。人間社会も滅びつつある。

25960 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 原発ゼロシナリオ 子供たちの安全な未来の為、人間の制御できない原子力に頼るのはやめて
下さい。

25961 個人 学生 ２０代 男性 原発ゼロシナリオ 人間の力で制御できない原子力に頼るのはやめて下さい。

自然エネルギーの研究を進めて下さい。

25962 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ２０－２５シナリオを選択すべき。ほかの選択肢では
日本が滅びてしまう。原発は安全性を高めて、基幹エ
ネルギーとして維持すべき。

２０－２５シナリオを選択すべき。ほかの選択肢では日本が滅びてしまう。原発は安全性を高めて、基幹エネルギーとして維持すべき。いずれのシナリオも、省エネや再生エネルギーの目標が、
実現化可能性がなく、見直すべき。

25963 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 速やかに原発０をめざすべき 日本のエネルギー政策を考える上で、再生可能エネルギーに順次シフトしていくのは当然として、原発依存度をどこまで下げるかが焦点になると考えます。
　福島原発の事故を契機として、人間と共存できないのはあきらかである。
今生きるわたしたちが、まだなにもわかっていない子供たちを放射能汚染の危険にさらすことは大人のエゴであり、許されることではない。
代替エネルギーとして、クリーンエネルギーを推進していく過程で火力発電に頼らないといけないのと、国民にたいし節電を呼びかける必要がある。
　またこの問題は日本のみでなく世界規模で取り組むべき課題であり、現在原発を推進しているアメリカやフランスなどの原発大国にもしっかりと、唯一の被爆国として放射能の内部被曝の脅
威を伝えていき、すべての国で核廃絶・脱原発の流れを促す役割を日本が負うべきである。真夏のピーク時の電力需給など課題もあるが、国家的に取り組むことで東電に頼らないエネルギー
政策を望みます。よく学識経験者や東電関係者などが、「原発をやめたら電気料金が上がる。」「原発をなくしたら電力が足らない」などとマスコミで発言しているが、まず原発をやめることを前提
としてその後どうすればいいのかという視点にはじめから立脚していないように感じる。
人間のいのちより尊いものはない。

25964 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 ２０３０年の原発比率は０％があるべき姿だと考えま
す。

福島の事故が起きた以上、地震が絶対に発生するこの国に原発があるリスクが明らかになったと思います。この現実に起きた事故を目の前にしてなぜ再稼動という選択肢が出て、実際に大飯
原発が再稼動したのか理解できません。結局は経済〔お金〕が一番だということなのでしょう。そしてまた福島のことなどなかったかのように原発が稼動する日常が帰ってくるのでしょう。放射性
廃棄物の処理の問題、老朽化していく原発の廃炉の問題、数え上げればキリがない課題を後世の日本人へ押し付けることがこの国の政治家、官僚の仕事なのでしょうか。正直ここまでくると、
不謹慎だとは思いますが再度福島と同じような事故が起きないとこの国は変わらないとは思うし、変わることを期待するには起きたほうが逆によいのではないかとさえも思えてしまいます。

25965 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発０のシナリオを支持します。現実的にすぐに０に
できないとしても明確な工程を定めてなくしていく方向
にもっていくべきです。

唯一の被爆国である日本が再び原子力において事故を起こしてしまったことを重く受け止めなければなりません。これ以上原子力を使用することを止めることを明確な意思表示できる国は日本
しかありません。
また、日本は転換期にきています。無制限なエネルギー消費によって経済を発展させていくという方法ではこの国はやっていけません。本来日本がもっていた自然と調和した生活を取り戻し、
経済成長のみを求めない別の目標を定めた生き方を求め、省エネルギーや自然エネルギーの活用に対して高度な技術を発展させていく新しい技術の国として大きく舵をとるように国も明確な
意思表示をすべきだと思います。

25966 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見

「2030年に原発0」よりも、「即刻、原発0」を主張しま
す。
《即　原発ゼロへ。子どもや孫に対して責任がとれな
いからです。》

原発の施設（大飯原発、志賀原発、敦賀原発）が、活断層の上に建っており、
巨大地震がいつ来てもおかしくない現在、２０３０年などと、悠長なことは言えない。

国民それぞれが消費電力を押さえ、原発に頼らない生活に変換することを強く希望します。

25955 原子力比率について
１．原理原則
◎民間事業は国に依存してはいけない。(自律の精神)
◎事業は「制多ければ危うし」。
２．現況(３．１１以降について)
　(1)政府は「減原子力」を閣議決定。
　(2)官庁は政府方針に従い「原子力の稼動を考える必要がなくなった」
　以上から，国は安全対策を立派なものにすることに傾注しており，それも途方もない設備の増強を事業者に要求しようとしている。（経済合理性の検討なし）
また，規制強化に伴い，国がプラントの稼動スケジュールの権限を有していることから，プラントの稼動スケジュールを事業者が自ら決めることができない状況になっている。
３．原子力発電は民間事業として成り立たない
（１）現在，原子力の将来展望について「エネルギーミックス」の議論がエネルギー環境会議で行われているが，上記２.(1)の通り，政府方針が減原子力で決まっている中で，原子力発電所を民
間会社が維持することが出来ない状況にあるのではないかと考える。
（２）電力会社の完全自由化が国の方針として成立しており，今後，このような環境の中で，原子力発電所を運転することになるが，「競争できる発電所」には成り得ないことは明白である。
「自由化＝競争原理を働かす。　しかし原子力発電所は競争可能発電所にはなりえない。」
　＜補足＞原子力発電所は競争可能発電所にはなりえない理由
　　　a.電力会社は営利を目的とする民間会社であるが，今後，再稼動のため　　　　に膨大な設備の増強が必要となる。その投資が中長期的に採算ベースに　　　　乗ればよいが，現在の意見
聴取会の先生方の発言を聞く限り，シビアア　　　　クシデント対策として巨額の投資が必要となると思われ，競争原理が働　　　　く発電所とは成り得ない。
　　　b.上記２.(2)の通り，規制当局の指示により，何かあるたびに発電所が簡　　　　単に止められ，それも長期停止が予想される。運転計画(稼働率)が決　　　　められない施設を維持すること
は，競争下の民間企業としては難しい。
　　　以上より，原子力発電は民間企業が行う事業には成り得ない。
４．今後の原子力発電所の位置づけ
〇日本において原子力発電所は「競争できる発電所」ではない（事業者が稼動ス　ケジュールを立てられず，設備投資が膨大である）。
〇よって，現在行われている原子力発電所の「エネルギーミックス」の意見聴取　会やパブコメにおいては，原子力比率を議論するのではなく，原子力発電所の　「推進・維持」か「撤退」かを問う
議論を行うべき。
〇その結果，「推進・維持」することとなった時は，電力会社が持っている原子　力部門　は独立・分離させ，国と一緒に「新会社」として事業化すべきと考え　る。
　　そうすれば，電力会社は原子力部門がなくなることで動きやすくなり，競争　できる環境が整い政府の思いと合致するのではないか。
５．結論
　◎原子力比率〇〇％を決めるのではなく、国は原子力発電所を推進・維持する　　か否かを議論する。
　◎「推進・維持する」のであれば（今後も運転する必要があるのであれば），　　電力に自由度を与えない規制制度下においては、電力会社から原子力部門を　　分離し，国が主導する国営化
原子力会社として事業化することが適当。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
補記：
　現在，電力会社の原子力部門の社員は，国民の否定的応援とスケジュールが見えない不安定な状態にある。このままの状態が続けば，原子力に対する志が減退し，原子力関係者の気持ち
は「明日見えない闇の中に落ちていく」ことになる。この影響は学生にも伝わり，優秀な学生が集まらなくなろう。
これに終止符を打つのが国と民間の共同開発(官民一体の事業化)ではないだろうか。
「原子力開発を維持する」と判断したときは，電力会社だけに押し付けるのではなく，日本国として世界に誇れる原子力発電所を官民一体で進めることが大切だと考える。（３．１１は原子力発電
について，官(規制)と民が独立していても大丈夫と言えるような状況にないことを明白とした。）
　また，福島の方々へは官民が一体となった「新しい原子力会社」が，共にお詫びし，共に新たな扉を開くことを約束することが，少なからず安心していただけるものになるのではないかと考え
る。

原子力比率は〇〇％ではく、「推進（維持）するか」「撤
退するか」しかない。また「推進・維持する」場合、電力
会社から原子力部門を分離し，国が主導する国営化
原子力会社として事業化することが適当と考える。

男性５０代会社員・
公務員

個人



25967 個人 パート・
アルバイ
ト

６０代 女性 原発から完全に脱却を行う。エネルギー政策の転換
を行う。原発を進めるための予算は、自然・再生エネ
ルギー推進のために使う。エネルギーの地産・地消
を。日本列島の自然環境を生かした開発や推進計画
を進める。

　・発送電の分離を行うことで、地域条件を生かした自然・再生エネルギーの
　　開発や推進が進む。ミニ水力発電、地熱発電、太陽光や太陽熱発電など
　　とりかかろうと思えばできる。
　・脱原発の言葉遊びを政府はやめて、本当に原発から脱却する政治判断を行う
　　日本に技術はあるのだから、日本国民のために使ってほしい。
　・省エネスタイルの企業活動の定着を企業も政府、国会もはかる。利益最優先
　　の経営方針をやめて、企業として社会に還元できるようその責任をはたす。
　　もちろん私たち個人もくらし方の見直しをすすめる。
　・原発の技術は確立されていない、核廃棄物の蓄積、そしてその処理技術も
　　ない、そのような不安の元を動かし、蓄積続けることは持続可能な社会づく
　　の妨げになる。

　＊原発はゼロを選択します。

25968 個人 自営業 ７０代 男性 原発は、即刻全廃すべきだと思います。人類が原子
力を安全に使いこなすことは、不可能だと思います。
さらに、核廃棄物の処理方法が見つかっていないの
に、原発の稼動をもくろむなど言語道断のことだとおも
います。

　今の人類は、原子力を安全に使いこなせるほど立派な存在ではないと思います。思いあがっているのです。照明や冷房ひとつをとってもそうですが、今までの生活を反省して見直せば、エネ
ルギーは充分足りるのです。また、電力会社の予測には、うそがあり、信用できません、今、大飯を止めても、なにも起こらないと思います。
　では、　何故推進しようとする人達がいるのでしょうか？　それは、目先の自分達だけの利益（お金）に目がくらんでいるからです。深く、恥を知ってほしいと思います。

25969 個人 パート・
アルバイ
ト

６０代 女性 代替エネルギー研究と同時に、国全体として生活様
式を見直してチェンジする政策を早急に進める必要が
あると考えます。

脱原発の主旨はよくわかり、代替エネルギー研究が急がれます。

電気に頼る便利な生活を見直さないといけないのも実感しています。しかしこれは、若者から中年ぐらいまでの人には柔軟に状況対応できるかもしれませんが、高齢者をはじめとする生活弱者
にとっては命にかかわります。
まずは、家庭用の療養・医療機器が増えていること。
火が危ないので電気調理器に変えていること。
固定電話やガス風呂は電気で始動すること。
高層階へはエレベーターでないと昇れないし、洗濯物はベランダ干し禁止のため乾燥機使用のこと。
防犯のために街灯を増し、オートロックにし、監視カメラを設置していること
・・・・等々。
現代の社会状況がひと昔前とはすっかり変わっています。
代替エネルギー研究と同時に、国全体としてこれら生活様式を見直してチェンジする政策を早急に進める必要があると考えます。

25970 個人 その他 ３０代 女性 原発ゼロシナリオ（即時）

2030年に原発比率「15％」「20～25％」にするには、原
発増設か稼動延長かが前提になるはずです。

現状維持ですらない「原発推進プラン」は選択出来ま
せん。

原発やめたら国際社会での地位が下がり、日本の経済成長はお先真っ暗、とゆうような事を先生方はよくおっしゃいますが、
未だに処理の仕方を習得し得ていない、高濃度放射性廃棄物、原発のゴミ。
これを生産し続け、最終処理を押し付けていく事があなた方の孫、その子供にとって幸せな事だと自信を持って言えるのでしょうか？

放射線被害は、子供に皺寄せがいくのです。日本人の人口が減ってしまえば、経済成長も競争力もなくなるでしょうに。
10年後にはどれだけの日本の人口が減り、出生率がさがっているのでしょうか。

日本はエネルギーの輸入量が莫大で、去年31年ぶりに貿易赤字になりました。
一年間に、海外の石油、石炭、ウラン、天然ガスのために23～27兆円を払っています。

自然エネルギーに変え、そのお金を国内にまわしたら、一都道府県あたり毎年約5000億円以上が入る。そしたら雇用だって増えるんです。

ドイツは約27万人(約12倍)増え、オーストリアではバイオマスにした地域で15倍伸び、しかも
電気料金が下がりました。

そういったことが現実にある。現在、世界でいちばんお金が注ぎ込まれているのがスマートグリッドです。
それには、『省エネ製品』『バッテリー』『電気自動車』『自然エネルギー』『IT技術』の5つの技術が必要ですが、日本はそのすべてにおいて世界一優れているのです。
だから、原発をやめてスマートグリッドの技術を磨いていけば世界で最高の競争力を持てるはずです。

25971 個人 自営業 ４０代 男性 原発ゼロシナリオ（即時）
　

即時に、原発による発電を中止する。
何より国民をはじめ、生命、地球の安心安全を重視しなくちゃ政治は意味が無くなりつつある。この時代の変化を国は受け入れなければ、求心力は損なわれるから

25972 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」を主張
《即原発ゼロへ。弱者の保護を優先》

大飯原発、志賀原発だけではない。ほぼすべての原発直下に活断層がある。さらに、日本の多くの地震学者の共通見解は「巨大地震のサイクルに入った」というもの。地震が起こって、福島第
一原発のようにならない保証はない。
だから、2-3年程度の計画停電も受け入れる。ただし、病人、被介護者、子供、老人は守らなければならない。子供の将来をつぶすことはしてはならない。

25973 個人 無職 ７０代 男性 「ゼロシナリオ」を支持。福島原発事故は原発事故の
悲惨さを新たにし、事故をゼロにできない原発は廃止
すべき。廃棄物の処理上の問題も未解決で使用済み
核燃料などをこれ以上増やすべきでない。

１．日本のおかれた地理的状況、自然環境を最大限活用したエネルギー創出に向けて中長期の施策を講じるべきです。原子力発電は日本の状況、環境に適していません（特に地震、津波）。
福島原発事故の悲惨さを全国民が痛感している時に、１９５０年代初期に特殊な日米関係、世界情勢の中で国民の合意形成もなく始められた原子力政策の転換を図るべきです。これが真の日
本再生の出発点です。地震、津波が世界で一番多い日本で原発は適正を欠いています。
２．現在ある５０数基の原発並びにこれまで原発のために投じられたお金を考えると気が遠くなります。しかし、これからは、それだけの資金を日本のおかれた地理的状況、自然環境を最大限活
用したエネルギー創出に向けて投資すべきです。潜在的に世界で上位に位置している地熱発電、波力、風力、太陽光発電などの分野です。既に欧米の先進国では、それぞれの国情に合わせ
たこれらの自然エネルギーの中長期的導入に向けて国を挙げて投資しております。これらのエネルギーに占める比率もすでに日本より高くなっています。また、これらの技術革新も日本の開発
力・技術力をもってすれば、適切な政策と必要な資金が与えられれば、これらの分野で世界のリーダーになることも可能です。それによって雇用も確保できます。
３．パブリックコメントに関連して思うことは、なぜ一国の将来を決定する重要な事がらを短期間に、しかも、結論ありきと言わせるような方法で行うのかということです。原発ゼロの国民的世論は
できていると思います。しかし、このパブコメの背景には中間の案を採択しようとする政府の意図があると言われています。原子力村が悪者になっています。しかし、本当の意図は“核”保有にあ
るのではないのですかとの意見もあります。日本は平和憲法のもと戦争をしない、周辺諸国に脅威を与えない、むしろ非武装、非核で世界平和に貢献する国になって欲しいと思います。
４．ネットワーク社会、分散型社会に向かっています。エネルギーもそのような方向で政策策定すべきです。中央ではなく、地方に雇用が生まれます。集中型でないための非効率な面もあります
が、また、色々なところで無駄がなくなります。何よりも今はほとんど失われつつある人間らしい生活環境を造ることができるのではないでしょうか。地方に活気を取り戻しましょう。それが日本再
生に欠かせません。
５．使用済み核燃料・放射性廃棄物・抽出プルトニウムの問題があります。六ヶ所村の処理施設（処理技術）が計画通り進捗しておりません。使用済み核燃料の直接処理の場所が決まっていま
せん。六ヶ所村は期限付きです。どこも受け入れ先がないからです。モンゴルと内々に交渉しているとの話を聞いています。全国５０数カ所の使用済み核燃料があります。これらをどうするのか
も決まっていません。難しい問題はすべて先送りしています。今回のパブコメでもこれらの点は曖昧にされています。それで原発を再稼働し使用済み核燃料をどんどん増やしていくことは許され
ません。
６．最近,G/EのCEOが、シェールガスの抽出技術の革新により、天然ガスの価格が下がって原発は採算に乗らなくなるとの発言がありました。日本の電力会社は民間企業として市場経済の中
で競争するような仕組みを導入し、たえずより安価なエネルギーを探究するようにならなければなりません。原発に使用するウラン原料はアメリカに依存しています。日本の電力会社が市場経
済の中から最適の選択ができるようにしなければなりません。ここにも政治が絡んできます。日米安保、沖縄基地問題、オスプレイ導入、そして平和利用と称して原子力発電と称して導入された
原発、英語ではnuclear power ,即ち“核”発電所です。
エネルギー問題に限らず、対等な日米関係の再構築のための日本政府の決意と覚悟を期待しています。

25974 個人 無職 ６０代 男性 原発の安全性とコストが見えないと,現時点では原発
を選択出来ません。

１）原発の安全性については今迄充分安全である事が強調されて来ました。又、４０年以上使う事も公表されております。原発の場合、万一も許されないエネルギーです。
しかし、一般的には10年を超えると設備劣化が加速され不具合が多くなります。又、原発とは言っても要は蒸気タービン発電です。配管が相当の距離に渡って構成されたプラントです。地震が
有れば配管のつなぎ部分は絶対安全では有りません。熱収縮も有り、当然疲労破壊も発生の可能性が高いと思います。この点だけでも絶対安全だと言う根拠を説明して下さい。不具合の場所
によっては修理不可能な所も有るのでは有りませんか。
２）原発のコストですが、報道では廃棄処理費用が載っていないと聞いております。ならば、廃棄処理の為の管理をどのような体制で何年間見て行くのですか。そのコストを乗せて他の発電方法
と比較して欲しいと考えます。
３）原発が事故を起こした時の対策とその体制を明確にして下さい。
４）CO2問題も重要な課題ですが、なぜ、放射能は問題にされないのですか。原発絶対反対と言う訳では有りませんが、あまりにも問題点の解決を疎かにされていませんか。

25975 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発は即時撤廃。 今の時点でも東電管内は原発が無くても電力の供給ができている。大飯原発を稼働している関電管内でも火力発電所を停止しているだけで、稼働させれば原発を動かす必要は無い。多様な
代替エネルギーに早急に移行するべき。

25976 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 福島第一原発の事故で明らかになった原発の危険性
からわたし達の「命」を守るためには、「ゼロシナリオ」
以外に選択肢はありません。

近い将来に大規模な地震が起こることが想定されています。その中で、福島のような悲惨な大事故が起こる可能性は非常に高く、さらに、福島原発での事故の検証もできていない状況では、到
底原発の安全性は確保できません。
故郷を失い不自由な避難生活を余儀なくされている福島の方々のことを思えば、完全に安全が担保されないにもかかわらず原発の再稼働を進めることは絶対に許せません。
「ゼロシナリオ」を決定し、自然エネルギーの拡大に努めるべきです。それが、新たな日本経済の成長にもつながっていくことだと考えます。

25977 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 2030年の発電電力量における原子力発電の割合は
０％にすることを要望する。再生可能エネルギー発電
へ大胆にシフトする必要性がある。

原子力発電事故で甚大な被害を生じた事は、全人類が承知している事実である。その被害は、甚大なものであり日本国のみならず地球全体に多大な放射能を撒き散らし続けている。原子力事
故をおこなした当事国が、原子力の使用をやめないのはなぜか？現在も避難所で生活を余儀なくされている方々が多くいる。国民の生活を奪い、命までも脅かす原子力は、日本から排除すべ
きである。
原子力発電は、未曾有の大災害でも安全に稼働させなければならい物である。
日本国が使用している原子力発電が本当に安全であるのであれば、首都圏内に建設すべきではないか？首都圏に建設が出来ないのは、安全性に疑問があったからではないか？

安全で首都圏でも発電が可能なものとして、再生可能エネルギーと考える。すでに多くの国民・企業が導入しているが、さらに政府・国として推進していく必要がある。再生可能エネルギーには
様々の物があるが、太陽光や小規模水力発電など都市部でも発電可能な方法はいくつもあると思われる。導入する際にネックとなるのが、コスト。そのコストを国の補助が積極的に行うことで
普及すると思う。

25978 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 「ゼロシナリオ」を目標に掲げ、新エネルギー中心の
社会へとエネルギー政策の転換を求める。

　各地に活断層がある地震大国の日本において、もはや原発の安全神話は崩れた。放射性廃棄物の処理についても、未来永劫安全である保障はなく、まだまだ多くの課題が残っていると思
う。
　今回の震災を受け、世論の多くは脱原発依存社会へと向かっている。メガソーラーなど新エネルギーを導入しようとする動きも大きい。何十年も前から新エネルギーを活用したクリーンな社会
が求められてきたが、経済面・効率面など多くの課題があってなかなか進んでこなかった。今回の震災は、エネルギーのあり方を国民が考え直す大きなインパクトとなった。
　この機会に、新エネルギーへの転換を進めていくべきだと考える。すぐに大転換するのは困難だが、将来のあり方として「ゼロシナリオ」を目標に掲げてエネルギー政策の展開をお願いした
い。

25979 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を希望します。 私たちは今、生き方を問われていると思います。

こころの病、環境問題、自然災害、自殺率、食糧問題、、
多くの問題の中で、私たち（人類）は従来の、社会システムや生活の在り方を、見直す時期にいると、強く感じています。

目先の利益や一部の人・企業などの利益を中心にものごとを決め、一部にひずみを生むような選択をする世界は、全体として決して幸せではありません。

新たな生き方として、７世代先（アメリカインディアンの教えのように）位先のことまで考え、日本全体・地球全体のことを考えて決定・行動してゆくことが、全体の持続可能な幸せを創り出してゆく
ものと思います。

私たちは、歴史の積み重ねの上に生きていて、未来を創りだす責任を、一人ひとりが持っているものと思います。一時期、多少の負担があったとしても、何に価値を置くか、何にエネルギーを注
ぐのか、それによって、未来が作られるのだから、必要な変化はきちんと起こしてゆくべきだと思います。それが、情勢を見極めた大切な政治判断だと思います。

未来に希望を☆
持続可能な、自然エネルギーへの転換を望みます。
日本には、それに十分な資源と知恵とが、備わっていると信じています。

25980 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 全ての原発はすぐに停止し廃炉へ靭皮すべき。核廃
棄物の安全管理に全力すべき。

原子力は、現時点では人間の手に負えるものではない。研究を新たに準備すべきもの。今は再稼働ではなく廃炉にすべき。

25981 個人 家事専
業

５０代 女性 原発無しは産業の空洞化はまさしく空論！
原発に頼らない世界であってもそれなりの産業は山
ほどあり、新しい生き方や産業はあるはず！もう一
度、一に気持ちを切り替え本当の本来の人間の未来
を考えていきたい！

一度しかない人生！この世に選ばれて生まれて来た生き物～人間です！
皆平等に身も心も幸せを感じて生活出来るはず！
あせらずゆっくりと、共に人生を楽しみませんか。

25982 個人 自営業 ５０代 女性 ０シナリオを希望。 ０シナリオを希望。

　福島原発事故を起こした日本に、原発を運転する資格、能力はない。

25983 個人 無職 ３０代 男性 原子力依存度を10％以下にすべき。
スターリングエンジンや温度差発電技術の飛躍的技
術向上を目指すべき。

原子力・火力発電から出る排熱や排水を中小規模のサブ発電に利用できる技術開発。
スターリングエンジンは排熱を利用。温度差発電は排水と深層水との温度差を利用して発電。
問題は低温排気による発電能力の向上。
技術が確立すれば、地熱やゴミ焼却、製鉄所などの工場でも使える上、海外への輸出もできると思います。

原子力稼働するのであればスターリングエンジンの小型高性能化は急務です。
格納容器内に非常用電源として設置。事故や完全電源喪失により炉心温度が基準温度を越えると自動起動して冷却装置用電源として継続発電（無給油・無停止）＝炉心自己冷却システム

以上。文面が下手で申し訳ありません。

25984 個人 その他 ５０代 男性 原子力発電所は、存在してはならないことが、事故に
より証明された。

放射性廃棄物の処理もできない状態です。即刻廃炉処理に進むべきです。大飯原子力発電所の再稼働は無謀でした。少しは国民のための政策をとってほしい。



25985 個人 無職 ７０代 男性 シナリオ達成・戦略策定前に原発を即刻停止・廃止し
たらどんな事態になるのか想定・開示すべきと考えま
す。
主要事項としては　(1)地元は？　(2)電力事情は　(3)
実生活への影響は　です。

　今回の様な原発事故が地域・地元で起こった場合、誰でも原発再稼働に賛成しない・出来ないでしょう。
　反面、地元は原発ある故にメリットもあり（補助金、固定資産税、割安電気代、雇用等々）で、捨てがたく悶々と
してるかと、原発撤去されると地元補助どうなるの？
　原発代替策は、火力・水力主体でしょうが、今回の大
震災で近くにあった施設に被害なかったの？　過去は？
想定基準は　どうなってます。
　原発再開しないと　電気代値上げ率は？　電力会社毎に異なるの？　そこには原発の保障費、修理費、廃却費等　含みですか？
　現実には、原発再稼働に向かってますが、稼働させて
行く順番、安全性等を踏まえた基準等設定されたの？
　将来のエネルギー戦略を構築する上で、当面の問題も
纏め、そのうえで国民の意見を聞き･啓蒙・解決して行く
Ｓｔｅｐに賛同いたします。そこで、２０３０年シナリオが設定された暁には、２０１２年～２０年～３０年の年度計画を設定し国民に年度実績を開示・意見聴取・推進頂き、国民に参画意識を持たせ
て下さり、社会・経済・地域発展の足掛かりに活用くださることを願います！！

25986 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を支持、それも「即刻、原発ゼロ」
2030年では遅すぎる、今すぐ再稼働した原発も停止
せよ！

１．地震列島である日本の風土に、原発はふさわしくない
２．使用済み核燃料の処理方法が見つけられていない。将来世代に負の遺産を残すべきでない
３．福島の原発事故は終息していない。にもかかわらず、再稼働した政府を全く信用できない
４．原子力規制委員会の人選をみても、政府が本気で原子力規制するためにこの委員会を組織しようとしているとは思えない。　なぜ、原発を推進してきた「原子力ムラ」の人間を平然と起用で
きるのか？
５．大飯原発敷地内の破砕帯で再調査をするのは、設置申請時に調査を行った三菱系「ダイヤコンサルタント」、設置申請時の調査に問題があると疑われるのに、どうしてまた同じ会社に調査
させるのか？
また、大飯原発３，４号機の原子炉は、三菱重工が建設しているが、三菱系の同じグループ会社が中立な判断を下せるはずがない。調査会社を変えるべき。
６．このパブコメの締切日が、どうして8月12日なのか？オリンピック閉会に合わせ、国民の関心を少しでもそらすために恣意的と思わざるを得ない。

以上、政府が行っていることは、国民の無知を前提にしているとしか思えず、憤りを超え、怒怒怒怒！！！
25987 個人 会社員・

公務員
５０代 男性 放射能除去能力を有しない現時点での原発依存は犯

罪に値する。
奇跡の星、地球は宇宙線や放射能といった生命に悪影響を及ぼす環境を数十億年かけて生命を宿す星になった。その事を人類自らが、破壊し、ただの星に変えようとしている。人工的に作り
出した放射能は、自然界の放射能に戻ろうとし、熱や放射能を出し続ける。このことをコントロールすべは無い。
　誰もが、このことを承知し、認識しているにも関わらず、東電福島事故が起こってもなを原発に依存しようとする政府、電力会社は犯罪者でしかない。しかも、血税をもって復興し、原発発電を
継続しようとする民主党・政府、電力会社・自民党は反省することも知らない。傲慢としか言いようが無い。全原発の発電停止、計画的廃炉をただちに要求する。
　そもそも、する必要も無い原発政策を推し進めた自民党の責任を問えない現政府は同罪であり、必要価値も存在価値も無い。
　尚、血税は、東電再建や再稼動の条件整備に使われることに断固、反対する。そして、血税は、再生可能エネルギーの開発、研究に使うことを要求する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　書くだけ馬鹿くさいから、　以　上

25988 個人 その他 ５０代 女性 原発依存度低減として、ゼロシナリオを政府は選択し
てほしい。
将来も含めた国民の健康や生活を、長期に渡り根底
から揺るがす危険性の高い原子力発電への依存は、
一刻も早くやめた方がよい。

原発依存度低減として、ゼロシナリオを政府に選択してほしい。
将来も含めた国民の健康や生活を、長期に渡り根底から揺るがす危険性の非常に高い原子力発電への依存は、一刻も早くやめた方がよい。エネルギーの選択肢は、地熱発電等まだ他にもあ
るので、それについて研究してほしい。
ひとたび原発事故が起きれば、広範囲に及ぶ莫大な財産が損失されるし、その財産の中には二度と修復や回復できないものも多い。各シナリオに記された経済への影響は、原発事故の経済
へのリスクに比較して鳥瞰すれば、ゼロシナリオでも小さいと言える。
2030年をふまえ、次の世代の国民層からも、「政府はよい選択をした」と本当に言ってもらえるかどうか、真剣に識別して決断してほしい。

25989 個人 自営業 ４０代 男性 方向性としては原子力発電廃止方向希望ですが、
2030よりあと10～20年先延ばしした方がいいので
は？

日本の国土事情に原子力発電は向かないと思います。
ただ、2030年だと短い期間に思います。少し期間を長く設定する方が信用性があると思います。
あと、以前にテレビの検証番組で見たのですが福島で事故を起こした原発の型（たしか「マ－ク１」と言ってたと思います）はアメリカでも欠陥品認識されている上に、当時、工事にたずさわった人
の証言でも製造過程で危なさを感じさせると証言されてました。
この型だけは即時停止、廃炉を望みます。

25990 個人 自営業 ３０代 女性 3つの選択肢の中から選ぶのであれば、ゼロシナリオ
に賛成します。

全ての原発の廃炉と、代替エネルギーの開発に、日
本の技術力を結集してほしいと思います。

原発の安全神話が崩壊した今、改めて、日本のエネルギー政策を見直すべきです。
安全基準が満たされないままの再稼働に、反対します。

核燃料サイクルに未来はなく、核廃棄物は、現在も増える一方です。
また、日本中のどこの土地にも、地震や津波、その他の災害の可能性があります。

原発依存度ゼロを決断し、すべての原発を廃炉にし、再生可能エネルギーを中心としたエネルギー開発に力を注ぐべきです。

廃炉には、長い時間がかかります。
これ以上、周辺住民並びに原発労働者に被ばくさせることがないよう望みます。

25991 個人 家事専
業

５０代 女性 原発ゼロシナリオ（即時） 政府は「原発の寿命を40年まで」と言いながら、一方では「原発の新設はしない」とも述べています。

今、福島第一原発1～4号機が廃炉されたことで、日本の原発は50基になりました。その原発を予定通り40年で廃止していくと、2030年中途に柏崎の二基の原発が廃止され、2030年以降に残る
のは18基だけになります。

それは発電施設全体に対してわずか８％、発電量にして11.75％を占めるに
すぎません。
これは原発比率「15％」にも、「20～25％」にも達しないことになります。
つまり原発比率「15％」、「20～25％」にするには、どうしても
原発増設か稼動延長かを前提にしなければならない政策と思われます。

福島の原発事故を目の当たりにして、これ以上原発を推進するのは考えられません。どうか一刻も早く、ゼロにしていただきたいです。

25992 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発比率の選択肢の中からは２０～２５％を支持しま
す。

今回のような重大な事故を起こしてしまった今の日本こそ、安全性を向上させた新たな原発を作り、老朽化しつつある高経年原発の更新を進めるべき。また廃炉、放射性廃棄物の処理等原発
関連技術の研究開発を進め、トイレの無いアパートと揶揄される状況を日本が世界を先導する形で修正してほしい。
今回の事故を奇貨とし、原発のシビアアクシデントの終息技術の開発を通し、やがて訪れる近隣諸国の原発事故に対しサポートできるような人材、機材を育成、開発してほしい。

どんなエネルギー源でもリスクは必ず有る。それを直視し、正面から議論する姿勢を政治に期待したい。

25993 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発依存度ゼロシナリオを希望します。 ３つのシナリオから選択する形になっていますので、ゼロシナリオを選びましたが、多くの国民は、「なるべく早期に」ではなく、「即時」に原発比率をゼロにすることを望んでいます。

＜理由＞
(1)事故を起こさない工業製品はありません。原発も事故を起こす可能性をゼロにすることは出来ません。
(2)原発が事故を起こした場合、社会に甚大な被害を与え、十分な被害補償は不可能です。その結果、多くの人々が生活や人生を奪われることになります。

上記の(1)と(2)の事実から、原発依存度をゼロにすることを強く希望します。

25994 個人 自営業 ４０代 男性 原発ゼロシナリオ（即時) 人間の手で制御できないうえ、そのような事態が発生したときに人間の生活がとりかえしのつかない危険にさらされてしまう原子力発電を残していいわけがない。今この時に原発を廃止する決
断を選択しなければ私は子供たちに申し訳がない。省エネルギーと蓄電の技術を推進すること、省エネルギーに向かう社会の仕組みをつくっていくこと。これに加えて再生可能エネルギーの設
置を推し進めていくこと。これらで将来の電力はまかなえる、という見通しを立てている専門家がいる。彼らの意見を政治、行政にとりいれねばならない。いったいだれのための政治なのか？電
力会社や銀行や保険会社や広告代理店など一部の大きな力をもった組織を守るために原子力発電を守ろうとするのはやめてください。原発がないと立ちいかなかったはずの東京電力エリアは
もう原発がない夏の２シーズン目だ。他のエリアでも原発はできる限り早くゼロにするべき。再稼働してしまった関西エリアは除いて今すぐにでも原発撤廃できることは今年の夏証明される。

25995 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発ゼロシナリオを強く望みます。即刻、原発ゼロを
望みます。

・原発の稼働が０であっても、電力は足りていました。原発の再稼働に伴いそれ以上の火力を止めたとのこと。今こそ原発以外の方法にシフトする時期です。
・廃炉にも時間がかかり、その期間にも事故の心配は続きます。即刻廃炉を。
・放射性廃棄物の処理ができないのに、どんどん排出する原発はおかしいです。これ以上もう増やさないで下さい。
・原発は熱効率が悪く、周辺の海水の温度を上げているとのこと。温暖化に拍車がかかる上、こんなに無駄な発電方法はどう考えてもおかしいです。
・原発はもう時代遅れです。他国の実例なども参考に、新旧の技術の自然エネルギーの利用を進めてください。

25996 個人 家事専
業

３０代 男性 「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」を主張 福島第一原発事故以降、原発にまつわる情報を国民は嫌という程見てきました。その中で、事故は必然的に起きるものであること（想定されていないリスクがあまりにも大きい）、被害の規模が
いまだに見えない現在進行形のものであること（被ばくリスクに関する過小評価の可能性を否定できません）、国や電力会社の対応に問題が多いこと（賠償規模も見えない中で）、またそのよう
な組織・人間に多くの人命に危険が及ぶ技術を任せるわけにはいきません。明らかになった事実に目を向けるべきです。よって、原子力発電によるリスクを最小限に止める政策の策定こそが日
本に残された唯一の道であり、核廃絶に向けた世界への警鐘となることだと思います。

25997 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 エネルギー環境に関する選択肢に対する意見
2030年に原発0ではなく、即刻、稼動後30年を超えた
ものや、活断層の近傍にあるものは再稼動せず、廃
炉にし、2028年には原発の構成比はゼロにすべきで
ある。

「2030年に原発0」ではなく、即刻、稼動後30年を超えたものや、活断層の近傍にあるものは再稼動せず、廃炉、そして、原発の構成比はゼロにすべきである。省エネをさらに進化させるととも
に、二次電池、スマメートメータの国際規格に積極的に参画し、産業を育成しつつ電力の無駄使いをやめる。地球温暖化対策は二の次とし、円高のメリットを活かしながら、コストミニマムとリス
ク分散を図りれる資源構成にて電力をまかなう。

25998 個人 家事専
業

６０代 女性 ２０３０年といわず、なるべく早く原子力発電をゼロ
パーセントにすること

福島原発事故以前、私を含めて日本人の大多数は原子力発電の危険性をはっきりと認識していなかった。それどころか私は地球温暖化防止のために原子力発電は必要だとさえおもってい
た。しかし福島の事故以後その危険性についていやというほど知ってしまった。昔から日本は地震列島といわれ、大震災以降その危険はさらに強まっていると地震学者たちは言っている。科学
技術がいくら進歩しても突然の故障は防ぎきれないし、その時の原発のもたらす被害を我々は想像することができるようになったのである。福島の事故の終息にも何年もかかるといわれている
現在原子力発電に頼らないエネルギー政策を考え、新しいエネルギーの開発に力を尽くすことが今一番重要だと考える。

25999 個人 無職 ５０代 女性 「ゼロシナリオ」しかありません。
今すぐにでも「ゼロ」にすべきです。

2030年に向けてなどと、悠長なことを考える問題ではないです。

庶民は専門的なことがわからないから、「安全です！」と言われたから、心配だと思っても「そうなの？・・・そう言うからそうなのね。」と信じるしかないのです。
もう安全でないことがわかってしまった。

そして、核廃棄物の処理問題が解決していないうちは稼働してはいけなかった。（無知だった自分が恥ずかしいです）
地球はいま生きている私たちのものではない。50年・100年・・・もっと遠い未来も考えて行動しなければいけない。

産業が停滞しても仕方がありません。
　さらに厳しい節電も、思いもよらない不便も、生活を変えてやりきるしかない。
失職する人々がいても仕方がありません。
　石炭エネルギーから移行した時にも失職者はいました。時代の変遷のなせること。

26000 個人 法人等 ６０代 男性 安全を確保した上で、原発依存度２０～２５％シナリオ
に賛成します

　日本のエネルギー最終消費形態で電気の占める割合は約２５％です。従って原発は全体の約７.５％となります。この７.５％をどうするかは、重要な問題ではありますが、電気全てを、数十年
かかけて全て太陽パネル発電、風力発電、地熱発電に置き換えても、７５％は化石燃料が依然として必要です。
　シエルーガスやメタンハイドレイドを活用しても、化石燃料は100年あるいは200年程度しか持ちません。今重要なことは、「化石燃料の代替エネルギーの開発研究の推進」を行うことであり、
「核融合発電」等の研究開発を強力に進めることです。
　太陽パネル等のシステムを作るために必要なエネルギーに比べ、生み出すエネルギーが小さい自然エンルギーの開発に莫大な投資をすることは、人口、予算が減少する今後の日本におい
ては、とるべき道ではないと思います。
　「化石燃料の代替エネルギー」が生み出せなかった場合、100年あるいは200年以内に、産業革命以前の人口に近いところまで人口を減少させなくてはいけません。これは、戦争による人類滅
亡を意味しています。


